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現場で語る、
持続可能な観光の本質

～ コ ロ ナ 禍 で の 現 状 と 課 題 ～

視座

観
光
研
究
最
前
線

①
諸
外
国
に
お
け
る

C
O

V
ID

-19

対
応
ガ
イ
ド
ラ
イン

【
連
載
】

文
教
大
学

海
津
ゆ
り
え

旅
の
図
書
館 

大
隅
一
志

文
教
大
学

「
旅
の
図
書
館
」で

閲
覧
で
き
る
、

今
号
の
特
集
関
連
の

本
と
資
料

海
津
ゼ
ミ

観
光
を
学
ぶ
とい
う
こ
と
7

（
公
財
）日
本
交
通
公
社 

観
光
政
策
研
究
部

守
屋
邦
彦

②
新
型コロナ

ウ
イルス
感
染
症

流
行
下
の

日
本
人
旅
行
者
の

動
向

（
公
財
）日
本
交
通
公
社 

五
木
田
玲
子

札幌国際大学 
藤崎達也

東海大学 
小林寛子

（公財）日本交通公社 寺崎竜雄

第

　回
19

わ
た
し
の
１
冊

『ベルツ
の
日
記
』

ト
ク・ベル
ツ 

編
／
菅
沼
竜
太
郎 

訳

岩
波
書
店
、1
9
7
9
年

（
株
）中
沢
ヴ
ィレッ
ジ 

中
澤 

敬

コロナ禍における北海道の自然観光1. 座談会

withコロナ、postコロナにおけるＤＭＯの取り組み2. セミナー

温泉旅館（温泉地）が考えるWith／Postコロナ3. 座談会

知床・小笠原・屋久島で考えた観光のゆくえ5. 座談会

アドベンチャートラベル担い手の危機
4.
現場型研究者の実践①

コロナによって顕在化した観光の課題現場型研究者の実践②

現場に学ぶ「持続可能な観光の本質」

愛甲哲也（北海道大学）×植田拓史（りんゆう観光）×岡崎哲三（大雪山・山守隊）×寺山 元（知床しゃり）

井口智裕（雪国観光圏）×清永治慶（佐渡観光交流機構）×山田一誠（沖縄市観光物産振興協会）

大西 希（鶴雅ホールディングス）×田村公佑（旅館たむら）×吉川好信（サン浦島）×當谷逸郎（元湯龍泉閣）×
奥村敏仁（大和屋本店）×冨永希一（由布院いよとみ）×武田亮介（やまびこ旅館）

松本 毅（屋久島野外活動総合センター）×吉井信秋（マルベリー）×松田光輝（知床ネイチャーオフィス）×松崎哲哉（ナショナルランド）

北海道大学石森秀三地域との共存共栄の大切さ
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2
0
1
9
年
、中
国
・
武
漢
市
で
報
告
さ
れ
た
原
因
不
明
の
肺
炎
は
、

「C
O
V
ID
-1
9

」（
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
）と
名
付
け
ら
れ
、今
や
世
界
中
に
拡
散
。

我
が
国
で
も
3
月
下
旬
以
降
の
感
染
者
が
急
増
し
、

世
界
的
な
大
流
行
に
あ
っ
て「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」も
延
期
、

4
月
に
は「
緊
急
事
態
宣
言
」が
出
さ
れ
、

外
出
自
粛
な
ど
の
徹
底
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
コロ
ナ
禍
の
発
生
に
伴
い
、

多
く
の
観
光
地
が
か
つ
て
な
い
甚
大
な
被
害
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

大
型
連
休
が
あ
け
た
頃
か
ら
、

世
間
で
は「W

ith

／P
o
st

コロ
ナ
時
代
の
観
光
」が

盛
ん
に
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の『
観
光
文
化
』で
は
、

「
現
場
で
語
る
、持
続
可
能
な
観
光
の
本
質
|

コロ
ナ
禍
で
の
現
状
と
課
題
」を
特
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
、強
く
意
識
し
た
の
は「
現
場
」。

第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
我
が
国
を
代
表
す
る
観
光
事
業
者
か
ら

こ
う
し
た
厳
し
い
時
期
に
考
え
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

本
号
で
は
、現
場
の
声
か
ら
持
続
可
能
な
観
光
の
本
質
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

」（
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
）と
名
付
け
ら
れ
、今
や
世
界
中
に
拡
散
。

多
く
の
観
光
地
が
か
つ
て
な
い
甚
大
な
被
害
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
う
し
た
厳
し
い
時
期
に
考
え
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
議
論
を
行
い
ま
し
た
。



　
私
は
元
々
真
面
目
な
文
化
人
類
学
者
で
あ
っ
た
が
、
40
年

ほ
ど
前
に
突
然
、
観
光
研
究
に
シ
フ
ト
し
た
。
と
こ
ろ
が
当

時
の
日
本
で
は
「
観
光
」
は
今
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い

ほ
ど
、
社
会
的
・
経
済
的
・
政
治
的
・
文
化
的
に
軽
ん
じ
ら

れ
て
い
た
。
観
光
は
「
余
暇
」
の
一
つ
で
あ
り
、
た
だ
単
な

る
「
遊
び
」
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
位
置
づ
け
だ
っ
た
。

　
私
は
30
年
ほ
ど
前
に
「
観
光
革
命
論
」
を
提
起
し
て
、

「
２
０
１
０
年
代
の
ア
ジ
ア
で
観
光
ビ
ッ
グ
バ
ン
が
生
じ
る
」こ

と
を
予
測
し
た
。
な
ぜ
「
観
光
革
命
」
と
い
う
大
仰
な
概
念

を
打
ち
出
し
た
の
か
と
い
う
と
、「
観
光
」
の
重
要
性
を
社

会
的
に
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
た
か
っ
た
か
ら
だ
。
そ
の
お
蔭
で
、

私
は
２
０
０
３
年
に
小
泉
政
権
の
下
で
内
閣
官
房
に
設
置
さ

れ
た
「
観
光
立
国
懇
談
会
」
の
メ
ン
バ
ー
に
加
え
ら
れ
、
何

度
も
首
相
官
邸
に
出
向
い
て
議
論
に
参
加
し
、
観
光
立
国
の

理
念
を
起
草
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。

　
そ
の
後
に
私
の
予
測
が
的
中
し
て
、
文
明
史
的
必
然
と
し

て
ア
ジ
ア
で
観
光
ビ
ッ
グ
バ
ン
が
起
こ
り
、
安
倍
長
期
政
権

の
下
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
立
国
政
策
が
上
昇
気
流
に
乗
り

始
め
た
最
中
に
コ
ロ
ナ
禍
が
発
生
し
、
観
光
は
不
要
不
急
と

決
め
付
け
ら
れ
て
、
観
光
産
業
は
極
め
て
苦
し
い
状
況
に
落

ち
込
ん
で
い
る
。
政
府
は
観
光
を
基
幹
産
業
の
一
つ
と
し
て

発
展
さ
せ
る
た
め
に
「
２
０
２
０
年
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
４
千

万
人
」
と
い
う
数
値
目
標
を
掲
げ
て
強
力
に
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

し
か
し
昨
年
12
月
に
中
国
・
武
漢
市
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
大
流
行
に
よ
っ
て
、
日
本
の
観
光
立

国
政
策
は
大
幅
な
見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

　
観
光
産
業
は
「
フ
ラ
ジ
ャ
イ
ル
（
脆
い
、
壊
れ
易
い
）
な

産
業
」
で
あ
り
、
戦
争
や
自
然
災
害
や
疫
病
や
経
済
的
不
況

巻頭言

な
ど
の
影
響
を
受
け
易
い
た
め
に
基
幹
産
業
に
は
不
向
き
だ
。

現
政
権
は
数
値
目
標
を
明
確
に
し
て
、「
観
光
国
富
論
」
の

観
点
で
観
光
政
策
を
推
進
し
て
き
た
。
し
か
し
観
光
は
本
来
、

数
多
く
の
人
び
と
に
様
々
な
か
た
ち
の
民
福
（
感
動
、
幸
せ
、

歓
び
、
癒
し
、
学
び
、
創
造
、
自
己
の
再
発
見
な
ど
）
を
も

た
ら
す
営
為
で
あ
り
、「
観
光
民
福
論
」
も
重
要
だ
。
ま
た

観
光
は
地
域
社
会
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
を
解
決
し
得
る
営

為
で
あ
り
、「
観
光
地
域
創
造
論
」
も
極
め
て
大
切
で
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
た
日
本
各
地
で「
持
続
可
能
な
観
光
」

を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
「
Ｆ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
自
給
圏
の
形
成
」

が
不
可
欠
に
な
る
。
Ｆ
はfood

s

「
農
林
水
産
・
酪
農
業
に

よ
る
食
料
」、
Ｅ
はenergy

とeducation

「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
教
育
」、
Ｃ
はcare

やcu
re

「
介
護
や
医
療
」、

culture

「
地
域
文
化
」、
Ｔ
はtraffi

c

「
交
通
」、tourism

「
観

光
」
な
ど
。
今
後
は
、
一
つ
の
地
域
で
の
Ｆ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
の
自
給

自
足
が
極
め
て
重
要
に
な
る
。

　
観
光
現
象
は
様
々
な
要
素
が
絡
む
「
複
雑
系
シ
ス
テ
ム
」

で
機
能
し
て
い
る
の
で
、
各
地
に
お
け
る
Ｆ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
に
係
わ

る
諸
課
題
が
円
滑
に
解
決
さ
れ
て
い
な
い
と
観
光
を
持
続
的

に
推
進
で
き
な
い
。
為
政
者
が
「
観
光
立
国
」
と
叫
ん
で
も
、

市
井
に
生
き
る
人
々
は
先
ず
自
分
た
ち
の
日
々
の
暮
ら
し
に

直
結
す
る
Ｆ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
に
係
わ
る
諸
課
題
の
解
決
が
最
優
先
と

感
じ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
を
通
し
て
「
観
光
フ
ァ
ー
ス
ト
」

よ
り
も
、
も
っ
と
大
切
な
物
事
が
軽
ん
じ
ら
れ
て
き
た
こ
と

が
明
白
に
な
っ
た
。
要
す
る
に
地
域
と
の
「
共
存
共
栄
」
が

実
現
さ
れ
て
い
な
い
と
、
地
域
観
光
の
持
続
可
能
な
推
進
は

極
め
て
困
難
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。

地域との
共存共栄の大切さ

北海道大学観光学高等研究センター
特別招聘教授

石森秀三

第246号 August 20201
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光
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い
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第
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文
京
大
学 

国
際
学
部 

国
際
観
光
学
科
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23 1
諸
外
国
・
地
域
のC

O
V

ID
-19

拡
大
防
止
の
た
め
の
各
種
対
策
指
針
に
つ
い
て
、

調
査
及
び
整
理
を
行
っ
た
。

45

ゼ
ミ
の
テ
ーマ
は
一
貫
し
て「
エコ
ツ
ー
リ
ズム
」。訪
問
先
の
自
然
や
社
会
、文
化
を
尊
重
し
、

学
び
楽
し
む
観
光
の
概
念
で
あ
り
、持
続
可
能
な
観
光
の
実
践
形
で
あ
る

【
連
載
】わ
た
し
の
１
冊・
第
19
回

『ベルツ
の
日
記
』ト
ク・ベ
ル
ツ
編
／
菅
沼
竜
太
郎
訳
　岩
波
書
店
、1
9
7
9
年

② 

新
型コロナ
ウ
イルス
感
染
症
流
行
下
の

日
本
人
旅
行
者
の
動
向
〜
J
T
B
F
旅
行
実
態
調
査
結
果
よ
り

① 

諸
外
国
に
お
け
るC

O
V

ID
-19

対
応
ガ
イ
ド
ライン
│

2
0
2
0
年
4
〜
5
月
の
状
況

執
筆
：
戦
略
・マ
ネ
ジメ
ン
ト
室
長 

守
屋
邦
彦

観
光
研
究
最
前
線

公
益
財
団
法
人

日
本
交
通
公
社
観
光
政
策
研
究
部

㈱
中
沢
ヴィレッジ 

代
表
取
締
役
会
長

中
澤 

敬

「
旅
の
図
書
館
」で
閲
覧
で
き
る
、今
号
の
特
集
関
連
の
本
と
資
料

定
期
で
実
施
し
て
い
る
調
査
内
容
を
拡
大
し
、CO

V
ID

-19

の
旅
行
市
場
へ
の
影
響
把
握
と
分
析
を
試
み
た
。

ベル
ツ
ほ
ど
広
範
に
か
つ
長
き
に
わ
た
り
日
本
社
会
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
外
国
人
は
そ
う
そ
う
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

「
旅
の
図
書
館
」か
ら

海
津
ゼ
ミ

植
田
拓
史（
り
ん
ゆ
う
観
光
）×

岡
崎
哲
三（
大
雪
山
・
山
守
隊
）×

寺
山
元（
知
床
し
ゃ
り
）

コロナ
禍
に
お
け
る
北
海
道
の
自
然
観
光

観
光
と
関
係
な
い
人
た
ち
に
も「
観
光
は
重
要
な
産
業
だ
」と
言
い
切
れ
る
強
さ
を
、我
々
は
持
つ
べ
き（
寺
山
）。

オ
ン
ラ
イ
ン
座
談
会【
1
】
　

現
場
型
研
究
者
の
実
践
…
コロ
ナ
禍
の
中
、地
域
と
協
働
し
、実
践
的
な
研
究
に
取
り
組
む
2
人
の
研
究
者
の
奮
闘
に
着
目
し
た
。　

大
西 

希（
北
海
道
・
鶴
雅
ホ
ー
ル
ディン
グ
ス
）×

田
村
公
佑（
草
津
・
旅
館
た
む
ら
）×

吉
川
好
信（
鳥
羽
・サ
ン
浦
島
）×

當
谷
逸
郎（
有
馬
・
元
湯 
龍
泉
閣
）×

奥
村
敏
仁（
道
後
・
大
和
屋
本
店
）×

冨
永
希
一（
由
布
院
い
よ
と
み
）×

武
田
亮
介（
黒
川
・や
ま
び
こ
旅
館
）

松
本 

毅（
屋
久
島
野
外
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
）×

吉
井
信
秋（
マルベ
リ
ー
）×

松
田
光
輝（
知
床
ネ
イ
チ
ャ
ー
オ
フィ
ス
）×

松
崎
哲
哉（
ナ
ショ
ナ
ル
ラ
ン
ド
）

温
泉
旅
館（
温
泉
地
）が
考
え
るW

ith/Post

コロナ

温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
の
若
手
メ
ン
バ
ー
に
、コロ
ナ
禍
で
の
温
泉
地
の
状
況
や
取
り
組
み
、

コロ
ナ
収
束
後
に
向
け
た
方
針
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

（
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会 

若
手
意
見
交
換
会
）

オ
ン
ラ
イ
ン
座
談
会【
2
】
　

知
床
・小
笠
原
・屋
久
島
で
考
え
た
観
光
の
ゆ
く
え

（
寺
崎
）今
回
の
コロ
ナ
禍
の
経
験
か
ら
私
た
ち
は
何
を
学
ぶ
べ
き
で
し
ょ
う
　（
松
本
）腹
を
く
く
る
。

覚
悟
を
決
め
て
観
光
を
新
た
に
作
り
直
し
て
い
く
。

オ
ン
ラ
イ
ン
座
談
会【
3
】
　

井
口
智
裕（
雪
国
観
光
圏
）×
清
永
治
慶（
佐
渡
観
光
交
流
機
構
）×

山
田
一
誠（
沖
縄
市
観
光
物
産
振
興
協
会
）

with
コロナ、post

コロナ
に
お
け
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
取
り
組
み

D
M
O
の
3
名
の
方
に
、こ
のコロ
ナ
禍
で
ど
う
動
い
た
か
を
お
聞
き
し
つつ
、今
後
の
展
開
を
考
え
た
オン
ラ
インセ
ミ
ナ
ー
。

 

ウ
ェ
ビ
ナ
ー

持
続
可
能
な
観
光
の
本
質
は「
そ
こ
で
の
暮
ら
し
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
、地
域
の
中
で
広
く
認
め
ら
れ
る
こ
と
」。

現
場
に
学
ぶ「
持
続
可
能
な
観
光
の
本
質
」

❶

ア
ドベン
チャー
ト
ラベル
担
い
手
の
危
機

北
海
道
は
国
内
有
数
の
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
観
光
ディ
ス
ティ
ネ
ー
ション
。

コロ
ナ
禍
は
、そ
の
業
界
を
危
機
的
状
況
に
追
い
込
ん
で
い
る
。

❷コロ
ナ
に
よって
顕
在
化
し
た
観
光
の
課
題

震
災
、コロ
ナ
、そ
し
て
大
雨
と
、終
わ
り
の
な
い
試
練
に
、熊
本
の
観
光
事
業
者
の
疲
弊
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

た
だ
、乗
り
越
え
ら
れ
な
い
試
練
は
な
い
と
信
じ
た
い
。
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特
集現

場
で
語
る
、持
続
可
能
な
観
光
の
本
質

〜コロ
ナ
禍
で
の
現
状
と
課
題
〜

巻
頭
言

地
域
と
の
共
存
共
栄
の
大
切
さ

視座
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観
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・
第
7
回
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大
学 

国
際
学
部 

国
際
観
光
学
科
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種
対
策
指
針
に
つ
い
て
、

調
査
及
び
整
理
を
行
っ
た
。

45

ゼ
ミ
の
テ
ーマ
は
一
貫
し
て「
エコ
ツ
ー
リ
ズム
」。訪
問
先
の
自
然
や
社
会
、文
化
を
尊
重
し
、

学
び
楽
し
む
観
光
の
概
念
で
あ
り
、持
続
可
能
な
観
光
の
実
践
形
で
あ
る

【
連
載
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た
し
の
１
冊・
第
19
回
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日
記
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ク・ベ
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編
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菅
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郎
訳
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敬

「
旅
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図
書
館
」で
閲
覧
で
き
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号
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関
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資
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定
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い
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拡
大
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、CO

V
ID

-19
の
旅
行
市
場
へ
の
影
響
把
握
と
分
析
を
試
み
た
。

ベル
ツ
ほ
ど
広
範
に
か
つ
長
き
に
わ
た
り
日
本
社
会
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
外
国
人
は
そ
う
そ
う
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

「
旅
の
図
書
館
」か
ら

海
津
ゼ
ミ

植
田
拓
史（
り
ん
ゆ
う
観
光
）×

岡
崎
哲
三（
大
雪
山
・
山
守
隊
）×

寺
山
元（
知
床
し
ゃ
り
）

コロナ
禍
に
お
け
る
北
海
道
の
自
然
観
光

観
光
と
関
係
な
い
人
た
ち
に
も「
観
光
は
重
要
な
産
業
だ
」と
言
い
切
れ
る
強
さ
を
、我
々
は
持
つ
べ
き（
寺
山
）。

オ
ン
ラ
イ
ン
座
談
会【
1
】
　

現
場
型
研
究
者
の
実
践
…
コロ
ナ
禍
の
中
、地
域
と
協
働
し
、実
践
的
な
研
究
に
取
り
組
む
2
人
の
研
究
者
の
奮
闘
に
着
目
し
た
。　

大
西 

希（
北
海
道
・
鶴
雅
ホ
ー
ル
ディン
グ
ス
）×

田
村
公
佑（
草
津
・
旅
館
た
む
ら
）×

吉
川
好
信（
鳥
羽
・サ
ン
浦
島
）×

當
谷
逸
郎（
有
馬
・
元
湯 

龍
泉
閣
）×

奥
村
敏
仁（
道
後
・
大
和
屋
本
店
）×

冨
永
希
一（
由
布
院
い
よ
と
み
）×

武
田
亮
介（
黒
川
・や
ま
び
こ
旅
館
）

松
本 

毅（
屋
久
島
野
外
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
）×

吉
井
信
秋（
マルベ
リ
ー
）×

松
田
光
輝（
知
床
ネ
イ
チ
ャ
ー
オ
フィ
ス
）×

松
崎
哲
哉（
ナ
ショ
ナ
ル
ラ
ン
ド
）

温
泉
旅
館（
温
泉
地
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考
え
るW

ith/Post
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温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
の
若
手
メ
ン
バ
ー
に
、コロ
ナ
禍
で
の
温
泉
地
の
状
況
や
取
り
組
み
、

コロ
ナ
収
束
後
に
向
け
た
方
針
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

（
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会 

若
手
意
見
交
換
会
）

オ
ン
ラ
イ
ン
座
談
会【
2
】
　

知
床
・小
笠
原
・屋
久
島
で
考
え
た
観
光
の
ゆ
く
え

（
寺
崎
）今
回
の
コロ
ナ
禍
の
経
験
か
ら
私
た
ち
は
何
を
学
ぶ
べ
き
で
し
ょ
う
　（
松
本
）腹
を
く
く
る
。

覚
悟
を
決
め
て
観
光
を
新
た
に
作
り
直
し
て
い
く
。

オ
ン
ラ
イ
ン
座
談
会【
3
】
　

井
口
智
裕（
雪
国
観
光
圏
）×

清
永
治
慶（
佐
渡
観
光
交
流
機
構
）×

山
田
一
誠（
沖
縄
市
観
光
物
産
振
興
協
会
）

with

コロナ、post

コロナ
に
お
け
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
取
り
組
み

D
M
O
の
3
名
の
方
に
、こ
のコロ
ナ
禍
で
ど
う
動
い
た
か
を
お
聞
き
し
つつ
、今
後
の
展
開
を
考
え
た
オン
ラ
インセ
ミ
ナ
ー
。

 

ウ
ェ
ビ
ナ
ー

持
続
可
能
な
観
光
の
本
質
は「
そ
こ
で
の
暮
ら
し
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
、地
域
の
中
で
広
く
認
め
ら
れ
る
こ
と
」。

現
場
に
学
ぶ「
持
続
可
能
な
観
光
の
本
質
」

❶

ア
ドベン
チャー
ト
ラベル
担
い
手
の
危
機

北
海
道
は
国
内
有
数
の
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
観
光
ディ
ス
ティ
ネ
ー
ション
。

コロ
ナ
禍
は
、そ
の
業
界
を
危
機
的
状
況
に
追
い
込
ん
で
い
る
。

❷コロ
ナ
に
よって
顕
在
化
し
た
観
光
の
課
題

震
災
、コロ
ナ
、そ
し
て
大
雨
と
、終
わ
り
の
な
い
試
練
に
、熊
本
の
観
光
事
業
者
の
疲
弊
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

た
だ
、乗
り
越
え
ら
れ
な
い
試
練
は
な
い
と
信
じ
た
い
。
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少
な
い
で
す
が
、
他
の
皆
さ
ん
も
言
っ
て
い
た

よ
う
に
い
ろ
ん
な
人
か
ら
叩
か
れ
る
状
態
が
起

き
る
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
雰
囲
気
で
は
な

く
な
っ
て
し
ま
い
。
そ
れ
は
全
然
構
わ
な
い
ん

で
す
が
、
こ
の
後
が
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
こ

と
を
常
に
考
え
て
い
ま
す
。
今
で
き
る
発
信
と

し
て
「
営
業
は
自
粛
す
る
け
ど
管
理
は
自
粛
し

な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
に
我
慢
で

き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
何
ヶ
月
か
経
っ
た

ら
全
然
違
う
環
境
に
な
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
。
そ
う
い
う
中
で
先
の
先
ま
で
決
め
て
し

ま
っ
た
ら
ま
ず
い
だ
ろ
う
と
。

　
黒
岳
や
知
床
で
は
S
N
S
や
町
民
の
声
な
ど

か
ら
方
針
が
決
め
ら
れ
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
う
い
う
情
報
に
よ
っ
て
色
ん
な
こ

と
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
、
こ
う
い
う
状
況
の

中
で
先
を
見
て
い
る
人
と
い
う
の
が
結
構
は
っ

き
り
わ
か
っ
て
き
た
の
で
、
で
き
る
だ
け
そ
う

い
う
人
た
ち
と
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、
先
に
進
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
登
山
道
整
備
は
突
き
詰
め
る
と
責
任
問
題
な

ど
に
な
っ
て
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
る
ん
で
す

が
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
も
全
く
同
じ
で
、
「
感

染
し
た
ら
誰
が
責
任
取
る
ん
だ
」
と
か
、
誰
か

を
悪
者
に
し
た
い
と
い
う
日
本
人
の
変
な
感
覚

が
も
の
す
ご
く
見
え
た
と
思
い
ま
す
。
文
化
と

し
て
そ
う
い
う
風
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
と
。
そ
う
い
う
中
で
自
分
の
で
き

る
こ
と
は
登
山
道
整
備
な
の
で
、
管
理
を
し
っ

か
り
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

愛
甲
　
岡
崎
さ
ん
が
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い

た
の
は
夏
で
す
よ
ね
。

岡
崎
　
は
い
。
た
く
さ
ん
人
を
集
め
て
は
で
き

な
い
ん
で
す
が
、
指
導
者
を
作
る
と
い
う
形
で
、

少
人
数
で
続
け
よ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
指

導
者
が
で
き
れ
ば
、
来
年
は
も
っ
と
色
々
な
こ

と
を
で
き
ま
す
よ
と
い
う
形
で
謳
っ
て
い
く
し

か
な
い
か
と
。

寺
崎
「
先
を
見
て
い
る
人
が
わ
か
っ
て
き
た
」

と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
反
対
は

「
先
を
見
て
い
な
い
人
」
で
す
よ
ね
。
両
者
の

違
い
は
何
で
し
ょ
う
か
。

岡
崎
　
極
端
に
言
っ
た
ら
責
任
を
取
れ
る
人
か
、

人
に
責
任
転
嫁
す
る
人
か
。
叩
か
れ
て
も
こ
れ

が
正
し
い
と
思
っ
て
進
ん
で
い
け
る
人
と
、
叩

か
れ
る
の
が
怖
く
て
決
断
で
き
な
か
っ
た
り
、

周
り
に
合
わ
せ
て
し
ま
う
人
の
違
い
で
す
ね
。

自
分
の
周
辺
は
小
さ
い
会
社
が
多
く
、
そ
れ
ぐ

ら
い
の
責
任
は
と
れ
る
と
い
う
人
が
多
い
の
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
は
そ
う
い
う
人
た
ち
が
地
域

を
作
っ
て
い
く
の
か
な
と
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍

で
先
を
見
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
と
感
じ
ら
れ

た
の
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
脆
弱
さ
が
露
呈

し
た
自
然
や
公
園
の
管
理

愛
甲
　
岡
崎
さ
ん
は
技
術
に
加
え
て
シ
ス
テ
ム

が
必
要
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
具
体
的
に
は

ど
う
い
う
も
の
で
す
か
。

岡
崎
　
国
立
公
園
の
登
山
道
管
理
の
シ
ス
テ
ム

で
す
。
今
の
登
山
道
の
管
理
は
侵
食
に
追
い
つ

か
ず
、
や
っ
て
も
や
っ
て
も
良
く
な
る
方
向
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
ど
の
地
域
に

行
っ
て
も
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
対
す
る
方
法
が
な
い
こ
と
は
な
い
で

す
が
、
こ
な
す
た
め
の
シ
ス
テ
ム
は
全
然
で
き

て
な
く
て
、
問
題
意
識
と
し
て
捉
え
て
い
る
関

係
者
も
す
ご
く
少
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
。
利

用
者
は
「
何
で
こ
こ
ま
で
ほ
っ
と
い
て
る
の
」

と
思
う
方
も
多
い
ん
で
す
が
、
管
理
し
て
い
る

方
々
は
そ
れ
が
普
通
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

な
か
な
か
進
ん
で
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
取
り
込
む
と
か
、
魅
力
あ

る
国
立
公
園
を
と
言
わ
れ
て
ま
す
け
ど
、
自
分

か
ら
見
る
と
「
こ
れ
じ
ゃ
日
本
の
恥
さ
ら
し
ち

ゃ
う
よ
」
と
い
う
気
持
ち
で
す
。

愛
甲
　
昨
年
、
週
刊
誌
の
記
事
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
周
知
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
影
響
の
中
、
施
設

や
登
山
道
に
つ
い
て
国
立
公
園
が
管
理
す
る
仕

組
み
や
枠
組
み
の
中
で
議
論
し
て
い
る
と
、
何

か
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

岡
崎
　
黒
岳
石
室
の
隣
に
併
設
さ
れ
て
い
る
ト

イ
レ
を
、
管
轄
し
て
い
る
北
海
道
上
川
総
合
振

興
局
が
閉
鎖
す
る
と
い
う
判
断
を
し
た
ん
で
す

ね
。
登
山
者
を
止
め
る
と
か
登
山
道
自
体
を
閉

鎖
す
る
上
で
ト
イ
レ
を
閉
鎖
す
る
な
ら
分
か
る

ん
で
す
け
ど
、
登
山
は
自
粛
で
、
歩
い
て
も
い

い
状
態
で
閉
鎖
し
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
。

そ
の
方
針
が
一
年
間
続
く
な
ら
、
2
〜
3
ヶ
月

後
に
は
多
分
登
山
者
が
結
構
来
る
よ
う
に
な
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
の
時
に
ト
イ
レ
が
使
え
な

い
と
な
っ
た
ら
、
キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
何
か
ら
大

変
な
状
態
に
な
る
と
は
っ
き
り
想
像
で
き
ま
し

た
。

　
も
し
黒
岳
石
室
の
周
り
が
汚
く
な
り
、
そ
れ

が
海
外
の
S
N
S
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
す
る

と
、
風
評
被
害
と
し
て
は
か
な
り
ダ
メ
ー
ジ
が

大
き
い
の
で
は
と
。
以
前
、
ト
ム
ラ
ウ
シ
が
日

本
一
汚
い
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
と
言
わ
れ
、
自
虐

的
に
直
す
活
動
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
比
じ

ゃ
な
い
な
と
。

　
そ
れ
で
自
分
の
管
轄
と
は
違
う
場
所
で
し
た

が
、
行
政
の
方
に
「
と
に
か
く
ト
イ
レ
は
開
け

る
べ
き
で
は
」
と
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
う
い

う
感
覚
を
共
有
し
て
も
ら
う
の
が
難
し
い
で
す

ね
。
管
理
し
て
い
る
行
政
が
、
管
理
し
な
い
こ

と
に
よ
っ
て
起
き
る
問
題
を
理
解
し
て
な
い
と

思
い
ま
す
。

愛
甲
　
黒
岳
の
ト
イ
レ
の
事
に
つ
い
て
、
私
も

行
政
と
色
々
や
り
と
り
し
て
い
る
時
に
、
普
段

の
シ
ス
テ
ム
の
弱
さ
が
出
ち
ゃ
っ
た
な
と
感
じ

ま
し
た
。

　
ま
だ
よ
く
分
か
ら
な
い
新
型
ウ
イ
ル
ス
へ
の

対
応
で
、
お
ま
け
に
山
の
上
で
は
何
が
起
き
る

か
は
わ
か
ら
な
い
。
エ
ビ
デ
ン
ス
も
は
っ
き
り

し
な
い
中
で
6
月
下
旬
の
山
開
き
と
7
、
8
月

の
登
山
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
、
誰
が
決
断
す
る
か
、

ど
う
い
う
風
に
話
し
合
っ
て
決
め
て
い
く
か
、

普
段
か
ら
準
備
で
き
て
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
突

か
れ
た
な
と
い
う
感
じ
が
す
ご
く
し
ま
し
た
。

　
施
設
は
そ
れ
ぞ
れ
が
判
断
で
き
ま
す
が
、
山

は
入
口
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
登
山
道
を
閉
鎖
す

る
と
い
っ
て
も
、
自
由
に
入
っ
て
く
る
人
も
い

る
わ
け
で
。
特
に
大
雪
山
は
3
月
に
新
し
い
総

合
型
協
議
会
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
て
い
た
矢

先
に
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
総
会
延
期
、
書
面
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
環
境
省
も
急
い
で
情
報
共

有
の
場
や
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
作
っ
た
り
、

で
き
る
こ
と
は
し
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、

タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
植

田
さ
ん
は
そ
の
あ
た
り
で
何
か
感
じ
た
こ
と
は
。

植
田
　
石
室
に
つ
い
て
は
岡
崎
さ
ん
が
言
っ
た

通
り
で
、
当
社
も
上
川
町
が
所
有
す
る
建
物
の

管
理
を
夏
の
間
だ
け
受
託
し
て
い
ま
す
が
、
行

1
7
0
0
人
で
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
一

部
の
ホ
テ
ル
で
営
業
し
よ
う
と
い
う
雰
囲
気
も

あ
り
ま
し
た
が
、
町
民
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
が

役
場
に
入
り
、
そ
れ
を
受
け
て
全
て
休
業
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
観
光
と
い
う
の
は
そ
も
そ
も
移
動
と
交
流
が

目
的
な
の
で
、
そ
れ
が
リ
ス
ク
と
見
ら
れ
た
ら

ど
う
し
よ
う
も
な
く
、
町
民
の
気
持
ち
が
そ
の

方
向
に
振
れ
た
場
合
は
、
や
む
を
得
な
い
の
で

閉
じ
る
と
い
う
決
断
を
そ
の
ホ
テ
ル
も
さ
れ
ま

し
た
。
た
だ
、
6
月
に
な
る
と
特
に
根
拠
は
な

い
で
す
が
、
風
向
き
が
変
わ
り
お
客
さ
ん
が
ぼ

ち
ぼ
ち
来
て
い
ま
す
。
　

　
う
ち
は
観
光
メ
イ
ン
の
会
社
で
は
な
い
の
で

す
が
、
地
域
の
持
続
性
や
知
床
が
未
来
も
選
ば

れ
続
け
る
た
め
に
は
、
観
光
が
実
質
的
に
農
業
、

漁
業
よ
り
も
重
要
な
産
業
で
あ
る
と
位
置
付
け
、

こ
の
地
域
で
観
光
が
踏
み
と
ど
ま
っ
て
将
来
発

展
す
る
こ
と
は
、
う
ち
の
法
人
に
と
っ
て
ま
さ

に
存
在
意
義
に
近
い
の
で
、
色
々
悩
み
な
が
ら

や
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
さ
っ
き
、
町
民
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
で

ホ
テ
ル
が
休
業
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
こ
の
町
民
と
は
ど
ん
な
方
で
す
か
。

寺
山
　
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
。

寺
崎
　
普
通
に
暮
ら
し
て
い
る
方
の
声
に
耳
を

傾
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
。

寺
山
　
産
業
構
造
と
し
て
知
床
は
農
業
、
漁
業

が
豊
か
で
、
春
先
は
ど
ち
ら
も
集
団
作
業
が
始

ま
る
時
期
で
す
。「
今
は
誰
も
感
染
し
て
い
な

い
け
ど
、
第
一
号
を
外
か
ら
持
っ
て
こ
ら
れ
る

の
は
困
る
」
と
い
う
感
覚
を
各
産
業
の
人
が
抱

い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
で
す
。
当
然
、
根
拠

の
な
い
恐
怖
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

愛
甲
　
観
光
が
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む
装
置
で

あ
る
が
ゆ
え
に
、
ウ
イ
ル
ス
を
運
ん
で
く
る
装

置
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
言
う
こ

と
で
す
ね
。
離
島
な
ど
で
も
そ
う
い
う
雰
囲
気

が
あ
り
、
利
尻
礼
文
な
ど
で
も
来
島
自
粛
の
要

請
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

寺
崎
　
知
床
が
将
来
も
選
ば
れ
続
け
る
た
め
に

は
、
観
光
は
実
質
的
に
農
業
、
漁
業
よ
り
も
重

要
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
誰
に
ど
う
い
う
風
に

選
ば
れ
続
け
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
か
。

寺
山
　
う
ち
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
知
床
が
居
住

地
と
し
て
将
来
に
渡
り
選
び
続
け
ら
れ
る
た
め

に
、
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
商
品
を
開
発
す
る

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
住
民
に
と
っ
て
選
ば

れ
、
そ
し
て
観
光
地
と
し
て
ビ
ジ
タ
ー
に
選
ば

れ
続
け
る
こ
と
に
寄
与
す
る
商
品
開
発
を
し
ま

し
ょ
う
と
。

岡
崎
　
自
分
は
も
と
も
と
登
山
道
を
直
し
た
い

と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
、

登
山
道
整
備
の
立
ち
位
置
で
色
々
や
り
始
め
て
、

そ
の
た
め
に
は
何
が
必
要
か
を
考
え
続
け
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
技
術
が
必
要
と
思
っ
て
身
に
つ

け
始
め
、
少
し
ず
つ
直
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
時

に
技
術
だ
け
じ
ゃ
足
り
な
い
、
シ
ス
テ
ム
を
変

革
し
な
い
と
い
け
な
い
と
気
づ
き
ま
し
た
。

　
行
政
と
話
し
て
も
難
し
い
部
分
が
あ
っ
た
の

で
、
行
政
で
は
な
く
登
山
者
を
味
方
に
し
て
い

こ
う
と
い
う
発
想
か
ら
、
一
般
社
団
法
人
大
雪

山
・
山
守
隊
を
作
り
ま
し
た
。
商
売
っ
気
は
全

然
な
い
の
で
す
が
、
登
山
道
整
備
の
位
置
付
け

も
時
代
や
社
会
の
変
化
に
よ
っ
て
変
わ
る
の
で
、

そ
の
中
で
自
分
が
ど
こ
に
い
る
の
か
は
気
に
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
直
接
的
な
影
響
は

ど
ん
ど
ん
休
止
し
て
い
き
、
当
社
も
5
月
6
日

の
終
了
予
定
を
4
月
29
日
に
繰
り
上
げ
ま
し
た
。

　
例
年
北
海
道
で
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明

け
ま
で
営
業
す
る
ス
キ
ー
場
が
複
数
あ
り
ま
す

が
今
年
は
全
滅
で
、
風
潮
と
い
う
か
人
の
心
の

部
分
で
、
営
業
し
づ
ら
か
っ
た
と
い
う
印
象
が

あ
り
ま
す
。

愛
甲
　
具
体
的
に
は
ど
れ
く
ら
い
落
ち
込
み
ま

し
た
か
。

植
田
　
こ
の
4
〜
5
月
で
、
黒
岳
の
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
は
8
割
減
で
す
ね
。
6
月
に
少
し
回
復
し

て
き
ま
し
た
が
、
外
国
の
お
客
さ
ん
の
団
体
と

本
州
か
ら
の
団
体
が
全
く
動
い
て
い
な
い
状
態

な
の
で
、
道
内
か
ら
の
お
客
様
が
あ
る
程
度
動

い
て
も
、
そ
こ
だ
け
で
5
〜
6
割
は
減
る
イ
メ

ー
ジ
で
す
ね
。

愛
甲
　
も
と
も
と
外
国
の
団
体
は
ど
の
ぐ
ら
い

の
比
率
を
占
め
て
い
ま
し
た
か
。

植
田
　
コ
ロ
ナ
前
ま
で
の
層
雲
峡
温
泉
街
の
入

込
は
約
3
割
で
す
ね
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
も
ほ
ぼ

そ
れ
に
近
い
数
字
で
、
25
％
か
ら
30
％
未
満
で

す
。

愛
甲
　
さ
っ
き
言
わ
れ
た
「
心
の
部
分
」
と
い

う
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
ね
。
4
月
29
日
で
閉

め
る
と
判
断
を
し
た
の
は
ど
う
い
う
理
由
か
ら

で
し
ょ
う
か
。

植
田
　
最
終
的
に
休
も
う
と
決
断
し
た
の
は
社

内
か
ら
の
声
で
し
た
。
4
月
末
に
近
く
な
る
と
、

だ
ん
だ
ん
標
高
の
低
い
ス
キ
ー
場
は
営
業
を
や

め
て
い
き
、
残
っ
た
の
は
旭
岳
や
黒
岳
な
ど
数

カ
所
し
か
な
く
、
当
社
が
4
月
29
日
に
辞
め
る

前
々
日
ぐ
ら
い
に
、
他
ス
キ
ー
場
に
来
た
お
客

さ
ん
が
S
N
S
に
そ
の
こ
と
を
ア
ッ
プ
し
て
叩

か
れ
た
ら
し
い
ん
で
す
。

　
そ
れ
を
受
け
て
そ
の
ス
キ
ー
場
が
急
に
営
業

を
や
め
、
そ
し
た
ら
当
社
の
社
員
か
ら
「
札
幌

ナ
ン
バ
ー
な
ど
黒
岳
に
来
る
車
が
増
え
て
い
る
。

旭
岳
か
ら
流
れ
て
き
て
い
る
の
で
は
」
と
連
絡

が
あ
り
、
社
員
に
ど
う
し
た
い
か
と
聞
き
ま
し

た
。

 

私
は
、
ス
キ
ー
場
と
い
う
オ
ー
プ
ン
な
空
間

で
密
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
細
々
と
で
も
営

業
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
社
員
は

地
元
で
コ
ロ
ナ
の
発
症
事
例
も
な
く
、
自
分
た

ち
が
1
番
手
に
な
れ
な
い
と
。
ま
た
、
雰
囲
気

と
か
人
の
気
持
ち
の
問
題
を
見
て
い
る
と
、
無

理
し
て
営
業
し
て
「
何
で
こ
ん
な
と
き
に
営
業

し
て
い
る
ん
だ
」
と
言
わ
れ
た
ら
答
え
よ
う
が

な
い
と
い
う
こ
と
で
、「
わ
か
っ
た
。
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
休
み
に
し
よ
う
」
と
い
う
判

断
を
し
ま
し
た
。

　
あ
の
時
は
自
粛
警
察
と
い
う
か
、
札
幌
ナ
ン

バ
ー
で
市
外
に
出
た
だ
け
で
張
り
紙
を
貼
ら
れ

た
り
、
今
思
い
出
し
て
も
「
皆
が
自
粛
し
て
い

る
か
ら
そ
れ
に
従
え
」
と
い
う
雰
囲
気
は
非
常

に
あ
り
ま
し
た
。

寺
山
　
一
般
社
団
法
人
知
床
し
ゃ
り
は
昨
年
7

月
の
設
立
で
、
観
光
協
会
や
商
工
会
な
ど
が
地

域
の
課
題
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
な
中
長
期
計
画

を
作
る
中
、
な
か
な
か
実
行
体
制
が
取
れ
な
か

っ
た
の
で
、
実
行
部
隊
の
法
人
を
作
ろ
う
と
い

う
こ
と
で
で
き
ま
し
た
。
D
M
O
的
機
能
や
地

域
商
社
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
期
待

を
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
地
域
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
を
行
う
会
社
で
、
「
知
床
ト
コ
さ
ん
」

と
い
う
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
運
営
し
て
お
り
、
昨

年
度
の
グ
ッ
ズ
売
上
額
は
約
5
0
0
0
万
円
で

し
た
。

　
こ
れ
を
原
資
に
ツ
ア
ー
か
ら
食
品
ま
で
、
地

域
商
品
を
作
り
、
1
0
0
人
く
ら
い
雇
っ
て
2

〜
3
年
で
き
る
事
業
計
画
を
立
て
て
い
た
の
で

す
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
グ
ッ
ズ
の
売
上
額
は

前
年
80
〜
90
％
減
と
な
り
、
5
月
は
ゼ
ロ
で
し

た
。

　
ち
な
み
に
宿
泊
者
数
は
4
月
が
前
年
比
約
86

％
減
の
3
0
0
0
人
、
5
月
は
約
95
％
減
の

自
己
紹
介
と
現
在
ま
で
の
状
況

愛
甲
　
北
海
道
で
は
全
国
に
先
駆
け
て
2
月
末

に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
ど
う
い
う
影
響
が
出
た
の
か
を
簡
単

な
自
己
紹
介
を
含
め
、
お
話
し
く
だ
さ
い
。

植
田
　
り
ん
ゆ
う
観
光
は
、
大
雪
山
・
層
雲
峡

地
区
の
黒
岳
に
か
か
る
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
と
リ
フ

ト
の
索
道
業
を
運
営
し
て
い
る
会
社
で
す
。
そ

の
他
に
冬
の
み
札
幌
の
藻
岩
山
ス
キ
ー
場
の
リ

フ
ト
と
ゲ
レ
ン
デ
管
理
を
し
て
お
り
、
旅
行
業

資
格
も
持
っ
て
い
て
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
登
山
の

ツ
ア
ー
を
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
す
が
、
2
月
末
に
北
海
道

独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
が
出
た
時
、
当
社
は
藻

岩
山
の
ス
キ
ー
場
も
、
層
雲
峡
の
ロ
ー
プ
ウ
イ

や
リ
フ
ト
も
黒
岳
ス
キ
ー
場
と
い
う
形
で
営
業

し
て
お
り
ま
し
た
。

　
行
政
と
協
議
し
た
結
果
、
何
と
か
営
業
自
体

は
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
続
け
る
こ
と
が
で
き
、

藻
岩
山
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て
は
予
定
通
り
3
月

31
日
ま
で
営
業
で
き
ま
し
た
が
、
や
は
り
お
客

様
の
入
り
込
み
は
も
ち
ろ
ん
少
な
く
な
り
ま
し

た
し
、
黒
岳
に
関
し
て
は
外
国
の
お
客
様
の
姿

が
見
え
な
く
な
る
こ
と
に
始
ま
り
、
だ
ん
だ
ん

と
国
内
の
お
客
様
も
少
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　
全
国
的
に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
た
あ
た
り
か

ら
、
外
出
自
粛
の
風
潮
が
非
常
に
強
く
な
っ
て

き
て
、
黒
岳
は
そ
れ
ほ
ど
お
客
さ
ん
が
多
く
な

い
ス
キ
ー
場
な
の
で
、
な
ん
と
か
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
終
わ
り
ま
で
細
々
と
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
た
ん
で
す
が
、
近
郊
の
ス
キ
ー
場
が

ら
営
業
し
て
い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
は
政
府
が
作
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
よ
り
よ

っ
ぽ
ど
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
思
う
し
、
「
こ

う
し
て
い
ま
す
」
と
情
報
公
開
し
て
再
開
し
、

お
客
さ
ん
の
選
択
に
委
ね
る
の
が
大
事
で
は
。

民
間
も
国
立
公
園
も
「
管
理
し
、
情
報
公
開
し
、

選
択
肢
を
提
示
す
る
」
の
3
点
で
や
っ
て
い
く

し
か
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

愛
甲
　
3
人
と
も
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
を
話
さ
れ
て

お
り
、
寺
山
さ
ん
の
今
の
話
に
集
約
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
問
題
は
、
状
況
把
握
や
情
報

提
示
を
誰
が
責
任
を
持
っ
て
や
る
か
が
は
っ
き

り
し
な
い
こ
と
で
、
こ
れ
が
今
の
日
本
の
国
立

公
園
や
観
光
地
の
問
題
で
は
と
感
じ
ま
す
。

　
観
光
地
も
単
独
の
自
治
体
の
範
囲
で
収
ま
れ

ば
い
い
で
す
が
、
広
域
に
ま
た
が
る
と
そ
う
い

う
判
断
が
難
し
く
な
っ
た
り
す
る
と
思
い
ま
す
。

知
床
は
ヒ
グ
マ
に
関
し
て
の
責
任
は
環
境
省
が

取
り
、
協
議
会
で
話
し
合
う
場
所
を
作
る
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
る
ん
で
す
よ
ね
。

寺
山
　
ウ
イ
ル
ス
と
同
じ
よ
う
に
ク
マ
も
い
な

く
な
ら
な
い
の
で
。
山
に
行
っ
た
ら
雨
が
降
る

の
と
同
じ
よ
う
に
、
知
床
に
は
ク
マ
が
い
る
わ

け
で
自
然
環
境
の
一
つ
で
す
。
環
境
保
護
関
係

者
、
観
光
関
係
者
、
住
民
が
同
じ
船
に
乗
っ
て

い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
ク
マ
が
い
る
こ
と
に
な

ん
と
か
折
り
合
い
を
つ
け
な
い
と
い
け
な
い
。

そ
れ
を
行
政
上
の
船
に
作
り
変
え
る
の
に
管
理

計
画
や
協
議
会
と
い
う
形
式
を
と
る
の
は
必
要

な
話
で
す
。

　
今
回
も
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
勉
強
会
を
し

ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、
地
元
の
ホ
テ
ル
の

人
に
も
声
を
か
け
て
「
情
報
共
有
し
て
公
開
し

な
い
と
ダ
メ
で
す
よ
。
コ
ロ
ナ
は
ク
マ
み
た
い

な
も
の
だ
か
ら
」
と
い
う
と
、「
そ
う
だ
な
」
と

納
得
さ
れ
ま
し
た
。
一
度
閉
じ
た
ら
開
け
る
の

は
大
変
な
の
で
、
今
や
っ
て
い
る
こ
と
を
公
開

す
る
べ
き
だ
と
言
う
と
理
解
し
て
も
ら
い
や
す

か
っ
た
で
す
。

寺
崎
　
で
は
、
大
雪
山
の
黒
岳
に
つ
い
て
は
、

ど
う
い
っ
た
管
理
や
地
元
へ
の
投
げ
か
け
が
理

想
的
な
の
で
し
ょ
う
。
ト
イ
レ
の
問
題
や
宿
泊

施
設
も
含
め
て
、
地
域
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
つ
い
て
は
誰
が
責
任
者
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。

植
田
　
3
月
に
大
雪
山
国
立
公
園
連
絡
協
議
会

と
い
う
組
織
を
作
り
直
し
た
の
で
す
が
、
大
雪

山
国
立
公
園
の
未
来
を
考
え
て
い
く
中
で
、
民

間
も
環
境
省
も
入
っ
た
も
の
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
コ
ロ
ナ
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
議
題
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
選
択
肢
を
決

め
て
い
く
場
が
で
き
れ
ば
い
い
の
か
な
と
。

　
宿
泊
業
、
観
光
業
そ
れ
ぞ
れ
守
り
た
い
も
の

が
違
っ
た
り
す
る
の
で
、
簡
単
な
こ
と
で
は
な

い
で
す
が
、
ま
ず
は
み
ん
な
が
俎
上
に
あ
げ
ら

れ
る
場
が
あ
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
の
か

な
と
。

岡
崎
　
登
山
道
を
整
備
す
る
立
場
か
ら
考
え
る

と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致
を
登
山
者
が
「
こ

の
ま
ま
の
管
理
で
は
ま
ず
い
」
と
思
い
始
め
て

い
る
こ
と
が
、
プ
ラ
ス
の
追
い
風
に
で
き
る
の

で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
登
山
者
も
、
誰
が
ど
う
い
う
管
理
を
し
て
今

に
至
る
の
か
を
わ
か
っ
て
い
な
い
人
が
多
く
、

と
い
う
よ
り
関
係
者
も
わ
か
っ
て
い
な
い
方
が

多
い
ん
で
す
が
、
「
実
は
こ
う
い
う
状
況
だ
」

と
言
う
と
「
ど
う
し
て
そ
う
な
っ
て
い
る
の
」

「
な
ぜ
こ
う
し
な
い
の
」
と
み
ん
な
ほ
ぼ
同
じ

反
応
を
見
せ
ま
す
。
一
般
の
人
も
現
状
を
知
れ

ば
、
や
る
べ
き
こ
と
を
理
解
し
て
く
れ
る
の
で

は
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
な
れ
ば
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
来
て
も
ら

う
な
ど
で
お
金
が
落
ち
る
シ
ス
テ
ム
に
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
そ
れ
を
管
理
費
に

回
す
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
国
立
公
園

の
経
営
に
つ
い
て
、
こ
う
し
た
ら
良
く
な
る
と

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　
行
政
も
現
場
に
来
る
方
は
理
解
し
て
く
れ
る

方
も
多
い
ん
で
す
が
、
上
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
、

全
然
現
場
を
理
解
し
て
い
な
い
決
断
に
な
っ
て

し
ま
い
、
そ
れ
が
現
場
に
降
り
て
き
て
ギ
ャ
ッ

プ
に
苦
し
ん
で
い
る
と
言
う
方
も
た
く
さ
ん
い

る
の
で
、
そ
う
い
う
方
々
を
変
え
て
い
く
な
ら
、

自
分
の
場
合
は
登
山
者
と
向
き
合
い
、
管
理
な

ど
に
興
味
の
な
い
一
般
の
人
に
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の

営
業
再
開
に
つ
い
て

愛
甲
　
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
県
を
ま

た
い
だ
移
動
の
自
粛
も
解
除
さ
れ
、
少
し
ず
つ

観
光
客
が
動
き
始
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
植
田
さ
ん
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
下
で
営
業
し

て
い
く
中
、
再
開
に
つ
い
て
は
ど
ん
な
判
断
を

さ
れ
、
ど
ん
な
対
応
の
工
夫
を
さ
れ
て
い
ま
す

か
。

植
田
　
黒
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
に
休
ん
だ
以
外
は
ほ
と
ん
ど
止
め
て
い

ま
せ
ん
。
先
ほ
ど
話
に
出
た
よ
う
に
、
閉
鎖
や

休
業
は
再
開
と
セ
ッ
ト
に
な
る
と
思
っ
て
お
り
、

我
々
観
光
業
と
し
て
は
お
客
様
を
ウ
エ
ル
カ
ム

で
受
け
入
れ
る
べ
き
立
場
だ
ろ
う
と
。
も
ち
ろ

ん
対
策
は
取
り
な
が
ら
、
お
客
さ
ん
が
来
る
か

ど
う
か
は
そ
れ
こ
そ
お
客
さ
ん
の
判
断
や
選
択

に
な
る
と
思
う
の
で
、
我
々
は
店
を
開
け
て
い

つ
で
も
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
態
度
を
持
つ
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
愛
山
渓
ヒ
ュ
ッ
テ
は
5
月
20
日
か
ら
日
帰
り

入
浴
を
ス
タ
ー
ト
し
、
6
月
1
日
か
ら
は
宿
泊

も
受
け
付
け
を
再
開
し
ま
し
た
。
他
の
業
界
団

体
や
本
州
の
山
小
屋
も
参
考
に
し
、
1
部
屋
の

人
数
を
絞
っ
た
り
、
柱
ご
と
に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー

ト
の
仕
切
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
で
完
全
に
防
げ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、

コ
ロ
ナ
の
知
見
が
増
え
て
き
た
中
で
と
る
べ
き

対
策
を
し
て
そ
れ
を
開
示
し
、
前
向
き
に
や
っ

政
か
ら
「
い
ろ
い
ろ
考
え
た
結
果
、
感
染
リ
ス

ク
を
避
け
ら
れ
な
い
の
で
今
年
は
ト
イ
レ
を
開

け
ま
せ
ん
」
と
い
う
話
を
さ
れ
た
時
に
参
っ
た

な
と
思
い
ま
し
た
。

　
当
然
常
駐
す
る
管
理
人
の
排
泄
問
題
も
あ
れ

ば
、
テ
ン
ト
場
な
ど
は
ど
う
す
る
ん
だ
と
。
テ

ン
ト
に
泊
ま
れ
ば
当
然
排
泄
す
る
わ
け
で
、
み

ん
な
が
携
帯
ト
イ
レ
を
使
う
と
い
う
の
も
難
し

い
だ
ろ
う
と
。
こ
こ
で
や
は
り
シ
ス
テ
ム
の
弱

さ
が
出
た
な
、
民
間
と
行
政
と
で
は
判
断
基
準

が
違
う
と
。
上
川
町
の
方
か
ら
「
万
が
一
感
染

が
起
き
る
と
層
雲
峡
温
泉
街
、
上
川
町
に
多
大

な
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
や
風
評
被
害
が
あ
る
」

と
い
う
発
言
が
あ
り
、
そ
れ
も
そ
う
か
と
い
う

気
も
し
ま
す
が
、
山
の
世
界
と
町
の
世
界
、
観

光
の
世
界
を
一
緒
に
し
考
え
過
ぎ
る
の
も
ど
う

か
な
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
否
定
す
る
気
は
な
い
の
で
す
が
、

町
の
論
理
だ
け
で
は
山
の
世
界
は
測
り
き
れ
な

い
部
分
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
は
分
け
て
考
え
な

い
と
い
け
な
い
か
な
と
。
自
分
た
ち
も
こ
こ
は

山
の
論
理
に
近
づ
け
、
こ
こ
は
町
の
論
理
に
近

づ
け
る
と
判
断
基
準
が
変
え
た
り
し
て
い
て
、

行
政
の
方
と
は
そ
の
辺
の
感
覚
を
す
り
合
わ
せ

る
の
が
難
し
い
。
中
に
は
親
身
に
な
っ
て
く
れ

る
方
も
い
ま
す
が
、
町
の
論
理
で
ざ
っ
く
り
と

判
断
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
な
と
。
そ
う
い

う
、
大
ナ
タ
を
振
る
う
と
こ
ろ
が
山
の
世
界
に

持
ち
込
ま
れ
る
と
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な

い
の
か
な
と
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
は
も
う
少
し
管
理
体
制
や

組
織
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
。
今
回
は
ト
イ
レ
と
石
室
を
ど
う
擦
り
合

わ
せ
る
か
も
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
し
、
こ
れ

か
ら
間
違
い
な
く
一
元
管
理
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
だ
ろ
う
と
。
で
な
い
と
岡
崎
さ
ん
が
い
う

よ
う
に
、
国
立
公
園
の
全
体
的
な
資
源
と
し
て

の
魅
力
は
向
上
し
て
い
か
な
い
の
で
は
と
思
い

ま
す
。

ヒ
グ
マ
と
コ
ロ
ナ
の
共
通
点

愛
甲
　
寺
山
さ
ん
は
前
職
が
知
床
財
団
で
、
知

床
は
国
立
公
園
の
協
働
型
管
理
の
モ
デ
ル
に
も

な
っ
て
い
る
場
所
で
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
影

響
下
で
そ
の
辺
は
機
能
し
た
の
か
、
ど
ん
な
感

じ
で
し
た
か
。

寺
山
　
私
は
昨
年
3
月
ま
で
知
床
財
団
で
、
ま

さ
に
今
話
に
出
て
い
た
国
立
公
園
の
現
場
管
理

を
し
て
お
り
、
閉
鎖
な
ど
も
含
め
国
立
公
園
の

管
理
作
業
は
何
を
す
べ
き
か
と
い
う
話
を
10
年

く
ら
い
現
場
で
し
て
い
ま
し
た
。

　
管
理
者
は
説
明
責
任
が
重
く
の
し
か
か
っ
て

く
る
関
係
で
ど
う
し
て
も
ナ
ー
バ
ス
に
な
り
、

自
粛
を
し
た
方
が
楽
な
わ
け
で
す
。
あ
ら
ゆ
る

リ
ス
ク
を
考
え
き
れ
な
い
の
で
自
粛
や
閉
鎖
に

な
る
。
し
か
し
岡
崎
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
、
管

理
を
自
粛
し
て
は
ダ
メ
だ
と
思
い
ま
す
。
閉
鎖

と
い
う
の
は
当
然
持
っ
て
い
る
カ
ー
ド
の
一
枚

で
す
が
、
運
用
や
再
開
と
セ
ッ
ト
に
し
な
い
と

管
理
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
｠

　
知
床
の
遊
歩
道
は
ヒ
グ
マ
が
出
る
と
閉
鎖
し

ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
対
応
と
似
て
い
る
な
と
思

い
ま
す
。
状
況
把
握
の
た
め
に
一
旦
閉
鎖
す
る

ん
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
開
け
る
の
が
難
し
い
ん

で
す
よ
ね
。
ク
マ
が
い
な
く
な
る
わ
け
で
は
な

い
で
す
か
ら
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
多
分
な
く

な
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
開
放
す
る
と
き
の

ロ
ジ
ッ
ク
が
難
し
い
。

　
知
床
の
場
合
は
、
状
況
把
握
の
た
め
に
パ
ト

ロ
ー
ル
が
と
り
あ
え
ず
一
周
し
て
、
ク
マ
が
滞

留
す
る
よ
う
な
特
別
の
餌
が
な
け
れ
ば
、
通
常

の
リ
ス
ク
と
し
て
開
放
し
ま
す
。
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
リ
ス
ク
で
あ
れ
ば
開
放
し
、
も
し
人

が
入
る
ゲ
ー
ト
の
近
く
で
1
日
前
に
ク
マ
が
確

認
さ
れ
た
ら
、
確
実
に
ク
マ
は
近
く
に
い
る
の

で
、
遭
遇
を
避
け
る
た
め
に
こ
う
い
う
手
が
あ

り
ま
す
、
ガ
イ
ド
を
誘
導
で
雇
う
と
い
う
手
も

あ
り
ま
す
と
情
報
提
供
し
ま
す
。

　
自
然
の
中
で
の
管
理
は
当
然
リ
ス
ク
を
ゼ
ロ

に
は
で
き
な
い
の
で
、
最
低
限
の
管
理
活
動
と

情
報
把
握
及
び
周
知
、
そ
の
上
で
の
選
択
肢
の

提
示
を
し
な
い
と
ど
う
に
も
な
ら
な
い
し
、
逆

に
こ
れ
く
ら
い
し
か
や
る
こ
と
が
な
い
。
ク
マ

が
出
な
い
よ
う
、
遊
歩
道
に
全
面
フ
ェ
ン
ス
を

施
す
の
は
自
然
公
園
で
や
る
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
知
床
は
こ
う
い
う
場
所
で
あ
る
と
情
報
を
提

示
し
、
ク
マ
が
い
る
と
い
う
事
実
を
訪
れ
る
人

に
理
解
し
て
も
ら
い
、
と
れ
る
選
択
肢
を
提
示

す
る
し
か
な
い
で
す
。
そ
の
選
択
肢
と
は
勉
強

し
て
気
を
つ
け
て
行
く
、
ガ
イ
ド
を
雇
う
、
や

め
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
れ
を
選
ん
で
い
た
だ

く
の
が
管
理
活
動
で
は
な
い
か
な
と
。
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
対
応
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ホ
テ
ル
も
人
が
多
く
集
ま
る
の
で
ウ
イ
ル
ス

の
リ
ス
ク
は
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
よ
り
よ
っ

ぽ
ど
怖
い
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
対
応
し
な
が

か
ら
こ
そ
各
地
の
観
光
協
会
が
こ
ぞ
っ
て
P
R

し
て
い
て
、
網
走
観
光
協
会
は
新
聞
に
一
面
で

7
泊
8
日
1
2
0
0
0
円
と
い
う
広
告
を
打
っ

た
り
、
私
ど
も
の
上
川
町
も
テ
レ
ビ
C
M
を
作

っ
て
町
長
が
出
演
し
た
り
、
5
3
0
万
人
の
北

海
道
民
を
ど
こ
の
観
光
地
が
持
っ
て
い
く
の
か
、

必
死
に
考
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　G
oT

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
秋
以
降
に
ず
れ
込

ん
で
し
ま
う
と
、
夏
の
最
盛
期
は
道
内
を
取
り

込
む
し
か
な
い
と
。
マ
イ
カ
ー
は
間
違
い
な
く

増
え
る
と
思
い
ま
す
が
、
マ
イ
カ
ー
が
使
え
な

い
人
た
ち
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
遠
出
が
し
づ

ら
く
な
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
当
社
も
先
週
か
ら
山
登
り
の
日
帰
り
ツ
ア
ー

を
再
開
し
ま
し
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
一
人
2

席
以
上
使
え
ま
す
、
換
気
も
消
毒
も
し
ま
す
と

い
う
形
で
や
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
大
型
バ

ス
や
J
R
の
移
動
に
つ
い
て
は
、
ハ
ー
ド
ル
が

あ
る
の
か
な
と
。

　
マ
イ
カ
ー
旅
行
と
い
う
と
、
や
は
り
人
口
圏

の
大
き
な
札
幌
か
ら
ど
こ
ま
で
足
を
伸
ば
し
て

く
れ
る
か
、
多
分
知
床
も
考
え
ら
れ
て
る
と
思

う
ん
で
す
け
ど
、
東
日
本
大
震
災
の
時
に
岩
見

沢
以
降
の
高
速
道
路
を
無
料
に
し
た
と
き
、
層

雲
峡
温
泉
街
で
も
か
な
り
効
果
が
見
ら
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
そ
れ
よ
り 

J
R 

や
バ
ス
会
社
を
助
け
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
で
は

と
い
う
声
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
が
、
果
た
し
て

こ
れ
か
ら
ワ
ン
バ
ス
40
人
と
い
う
バ
ス
旅
行
が

残
っ
て
い
く
の
か
な
と
。
ま
さ
にw

ith

コ
ロ

ナ
で
旅
行
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し
て
い
く
部
分
で

は
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。
な
の
で
、
各
旅

行
会
社
も
バ
ス
ツ
ア
ー
を
積
極
的
に
ま
だ
売
り

出
せ
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
。

寺
山
　
深
刻
な
状
況
で
す
が
、
1
年
経
っ
た
ら

8
割
ぐ
ら
い
は
元
に
戻
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
い
う
気
も
し
ま
す
。
10
年
前
の
福
島
原
発

の
爆
発
で
世
界
が
変
わ
る
と
思
っ
た
け
ど
、
半

分
は
元
に
戻
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い

う
時
に
新
し
い
動
き
が
生
ま
れ
て
、
そ
れ
と
並

行
し
つ
つ
半
分
は
既
存
の
シ
ス
テ
ム
に
戻
る
の

で
は
。

　
う
ち
は
何
か
新
し
い
こ
と
を
考
え
る
た
め
に

で
き
た
団
体
な
の
で
、
道
内
か
ら
マ
イ
カ
ー
で

知
床
に
来
た
人
た
ち
を
車
か
ら
下
ろ
す
コ
ン
テ

ン
ツ
は
何
か
を
真
剣
に
考
え
る
の
が
、
切
羽
詰

ま
っ
た
お
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
か
と
い
っ
て
そ
ん
な
大
き
な
仕
掛
け
は
で
き

ま
せ
ん
か
ら
、
6
月
か
ら
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転

車
を
ホ
テ
ル
2
カ
所
と
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に

配
置
し
て
、
自
転
車
で
知
床
峠
ま
で
行
く
テ
ス

ト
商
品
を
始
め
ま
し
た
。
大
自
然
の
中
、
ス
テ

イ
ホ
ー
ム
で
な
ま
っ
た
体
に
汗
を
か
き
ま
せ
ん

か
、
電
動
ア
シ
ス
ト
な
ら
な
ん
と
こ
こ
ま
で
行

け
ま
す
よ
と
い
う
演
出
で
、
4
〜
5
0
0
0
円

で
売
れ
な
い
か
と
い
う
の
を
試
し
て
い
ま
す
。
｠

　
ホ
テ
ル
か
ら
は
「
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
は

5
0
0
円
で
も
売
れ
な
か
っ
た
よ
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
が
、
情
報
発
信
な
ど
に
よ
っ
て

4
0
0
0
円
で
売
れ
た
と
し
た
ら
、
半
分
ぐ
ら

い
は
元
に
戻
っ
て
も
1
割
ぐ
ら
い
は
そ
う
い
う

お
客
さ
ん
を
作
れ
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
マ
イ
カ
ー
で
近
隣
か
ら
来
る
人
が
ボ

リ
ュ
ー
ム
層
で
、
そ
う
い
う
人
た
ち
に
何
を
訴

求
す
る
か
は
全
体
的
な
課
題
で
す
。
北
海
道
の

人
が
自
転
車
に
乗
っ
て
歩
く
と
い
う
の
は
す
ご

く
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
で
す
が
、
今
は
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
も
来
な
い
の
で
、
ま
ず
は
ど
れ
く
ら
い
稼

働
が
あ
る
か
、
試
し
て
み
よ
う
と
。

　
し
か
しM

aaS

や
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
な
ど
、
乗

合
バ
ス
を
う
ま
く
活
用
し
よ
う
と
い
う
流
れ
が

今
回
の
コ
ロ
ナ
で
止
ま
っ
た
の
は
痛
い
で
す
ね
。

田
舎
で
交
通
機
関
を
何
と
か
し
よ
う
と
思
っ
た

ら
観
光
と
生
活
を
く
っ
つ
け
て
何
と
か
で
き
な

い
か
と
い
う
の
が
生
命
線
だ
と
思
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
そ
れ
が
止
ま
っ
た
の
が
と
っ
て
も
痛

い
な
と
思
い
ま
す
。

来
訪
者
の
質
の
変
化

愛
甲
　
岡
崎
さ
ん
は
大
雪
高
原
ヒ
グ
マ
情
報
セ

ン
タ
ー
の
管
理
を
さ
れ
て
い
て
、
施
設
が
再
開

し
た
ん
で
す
よ
ね
。
施
設
を
開
け
る
に
あ
た
り
、

環
境
省
と
か
北
海
道
か
ら
は
ど
う
い
う
風
に
運

用
し
よ
う
と
言
う
話
は
あ
っ
た
ん
で
す
か
。

岡
崎
　
環
境
省
、
上
川
町
、
北
海
道
が
関
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
道
か
ら
は
ま
だ
連
絡
も
来
て
い

な
い
で
す
ね
。
い
つ
も
6
月
後
半
に
な
ら
な
い

と
連
絡
が
こ
な
い
の
で
す
が
、
方
針
く
ら
い
は

来
て
も
い
い
か
な
と
思
っ
た
ん
で
す
が
。

　
環
境
省
の
方
々
は
あ
ま
り
コ
ロ
ナ
の
こ
と
は

気
に
せ
ず
に
、
対
策
を
し
っ
か
り
し
て
い
る
点

は
ア
ピ
ー
ル
し
て
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
き
ま
し
ょ

う
、
管
理
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
。
ま
だ
登
山

者
が
来
る
駐
車
場
の
ト
イ
レ
が
開
い
て
お
ら
ず

困
っ
て
い
る
と
い
っ
た
問
題
は
起
き
て
い
ま
す

が
、
特
に
運
営
す
る
た
め
の
苦
労
は
な
か
っ
た

で
す
。

　
登
山
者
に
つ
い
て
は
減
る
の
か
、
増
え
る
の

か
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
の
と
こ

ろ
正
直
変
わ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
休
日
し
か
見
て

い
ま
せ
ん
が
、
去
年
の
休
日
と
ほ
ぼ
同
じ
ス
タ

ー
ト
で
、
ほ
と
ん
ど
道
内
の
方
で
す
が
、
元
々

今
の
時
期
は
道
内
か
ら
が
多
い
と
い
う
の
も
同

じ
で
す
。

　
一
つ
違
う
の
は
、
去
年
と
比
べ
て
か
な
り
ア

ク
テ
ィ
ブ
な
方
が
多
い
こ
と
で
す
。
例
え
ば
た

だ
沼
を
歩
く
の
で
は
な
く
、
ス
キ
ー
を
担
い
で

登
っ
て
行
っ
て
滑
っ
て
降
り
て
く
る
と
か
。
ま

た
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
事
前
に
S
N
S
で
情
報

収
集
を
し
て
き
て
い
ま
す
。 

　
な
の
で
今
後
を
考
え
る
と
、
情
報
発
信
の
仕

方
だ
っ
た
り
、
今
ま
で
と
違
う
視
点
を
見
せ
る

こ
と
が
で
き
た
ら
面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
。

変
な
言
い
方
で
す
け
ど
、
チ
ャ
ン
ス
が
い
っ
ぱ

い
見
え
て
い
て
。
こ
れ
だ
け
ど
こ
も
か
し
こ
も

人
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
中
、
一
歩
先
行
く
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
北
海
道
は
自
然
環
境
が
も
の
す
ご
く
素
晴
ら

し
い
場
所
だ
と
思
う
し
、
町
の
商
売
と
比
べ
る

と
こ
れ
か
ら
山
の
商
売
は
す
ご
く
と
っ
か
か
り

が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
呼
び
込
み
や
す
い
場

所
で
は
と
直
感
的
に
思
い
ま
す
。
大
雪
高
原
は

非
常
に
規
模
が
小
さ
く
、
年
間
6
0
0
0
人
く

て
い
く
こ
と
か
な
と
思
い
ま
す
。
リ
ス
ク
は
ゼ

ロ
で
は
な
い
で
す
が
、
そ
れ
で
も
お
客
さ
ん
が

来
た
い
と
判
断
し
て
く
れ
れ
ば
、
来
て
く
だ
さ

い
と
い
う
よ
う
な
形
で
す
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
後
の
自
粛
論
議
が

非
常
に
つ
ら
か
っ
た
思
い
出
が
あ
る
の
で
、
雇

用
を
守
る
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
前
向
き
に

粛
々
と
営
業
は
続
け
、
で
き
る
だ
け
閉
め
な
い

と
い
う
判
断
を
し
て
い
ま
す
。

愛
甲
　
か
な
り
経
営
的
に
は
大
変
な
の
で
は
。

休
む
方
が
い
い
の
か
、
開
け
た
方
が
い
い
の
か
。

植
田
　
そ
こ
は
1
0
0
％
の
正
解
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
層
雲
峡
温
泉
街
も
か
な
り
休
業
し
て
、

そ
の
間
は
休
業
補
助
金
を
い
た
だ
き
、
当
社
も

使
え
る
制
度
は
全
て
使
い
な
が
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。
融
資
も
か
な
り
受
け
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
諦
め
る
の
で
は
な
く
、
戻
っ
て
来
る

日
を
信
じ
て
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
我
々
の
仕

事
や
お
客
さ
ん
の
層
や
質
も
少
し
ず
つ
変
わ
り

な
が
ら
、
変
化
し
て
続
け
て
い
け
る
よ
う
、
先

を
見
て
い
こ
う
と
。
こ
れ
が
正
解
か
ど
う
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
1
度
動
き
を
止
め
て
し
ま

う
と
、
そ
こ
か
ら
ま
た
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
て
動

き
出
す
の
は
す
ご
く
力
が
要
る
の
で
、
で
き
る

だ
け
社
員
の
気
持
ち
も
、
仕
事
も
、
受
け
入
れ

も
止
め
た
く
な
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

愛
甲
　
予
約
は
入
っ
て
き
て
い
ま
す
か
。

植
田
　
大
雪
山
も
知
床
も
、
ア
ウ
ト
ド
ア
で
の

楽
し
み
と
い
う
意
味
で
は
ま
だ
ま
だ
需
要
が
戻

っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

実
際
、
こ
こ
2
週
間
ぐ
ら
い
で
大
雪
山
高
原
温

泉
、
愛
山
渓
な
ど
に
道
内
の
方
が
少
し
ず
つ
動

き
出
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
夏
山
シ
ー
ズ
ン
も

始
ま
る
の
で
、
山
を
楽
し
む
お
客
さ
ん
が
動
き

始
め
る
の
で
は
。

　
た
だ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
本
州
の
団
体
が
戻
る

に
は
、
ま
だ
ま
だ
時
間
は
か
か
る
で
し
ょ
う
し
、

G
oT

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
動
き
出
し
に
時
間
が

か
か
り
そ
う
で
す
し
、
今
期
の
売
り
上
げ
は
半

分
く
ら
い
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
戻
る
の
は
早
く
て
来
年
の
春

か
な
と
。

　
地
元
の
観
光
協
会
も
冬
は
氷
瀑
ま
つ
り
な
ど

集
客
イ
ベ
ン
ト
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
縮

小
も
や
む
な
し
と
言
う
感
じ
で
す
。

愛
甲
　
寺
山
さ
ん
に
も
同
じ
質
問
で
す
。
ご
自

身
の
事
業
を
含
め
て
、
ウ
ト
ロ
で
は
民
間
事
業

者
は
再
開
の
判
断
は
ど
う
な
の
か
、
ど
う
動
き

始
め
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

寺
山
　
ウ
ト
ロ
は
ホ
テ
ル
の
キ
ャ
パ
が

4
0
0
0
人
以
上
で
す
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
は
全
館
閉
め
て
観
光
客
が
い
な
い
様
子
を

見
て
、
住
民
が
と
て
も
異
様
に
感
じ
て
い
ま
し

た
。「
沈
黙
の
春
」
と
言
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

あ
る
意
味
、
観
光
の
生
態
系
が
崩
壊
し
た
こ
と

を
実
感
し
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
で
し
た
。

　
そ
の
前
に
「
自
粛
し
て
も
ら
わ
な
い
と
困

る
」
と
言
う
町
民
の
風
が
吹
い
た
時
に
は
、

「
観
光
が
そ
も
そ
も
こ
の
土
地
に
必
要
な
い
の

で
は
」
と
い
う
風
向
き
に
な
っ
た
ら
ま
ず
い
な

と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
土
地
に
と
っ
て
の
観
光

の
意
味
が
根
底
か
ら
揺
ら
ぐ
か
な
と
思
っ
た
ら
、

そ
ん
な
こ
と
は
な
く
て
、
漁
師
さ
ん
や
町
民
と

話
し
て
も
「
い
や
ー
寂
し
い
ね
。
来
て
も
ら
い

た
い
ね
」
と
い
う
雰
囲
気
に
な
っ
た
こ
と
は
す

ご
く
よ
か
っ
た
な
と
。

　
科
学
的
に
は
何
一
つ
、
物
事
は
進
ん
で
い
な

い
ん
で
す
が
、
お
客
さ
ん
を
迎
え
よ
う
と
い
う

雰
囲
気
が
そ
こ
は
か
と
な
く
漂
っ
て
い
る
こ
と

に
、
実
は
と
て
も
安
心
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

各
ホ
テ
ル
は
対
策
を
見
え
る
化
し
よ
う
と
か
、

ガ
イ
ド
は
マ
ス
ク
を
す
る
か
と
か
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
て
動
き
出
し
て
い
る

形
で
す
。

　
ウ
ト
ロ
に
は
大
き
な
ホ
テ
ル
が
4
軒
あ
り
ま

す
が
、
2
軒
は
6
月
か
ら
動
き
出
し
、
2
軒
は

ま
だ
再
開
し
て
い
な
い
の
で
半
分
強
の
キ
ャ
パ

が
稼
働
し
た
状
態
で
す
。
ホ
テ
ル
の
経
営
者
は

ど
う
し
の
ぐ
か
、
資
金
繰
り
を
見
な
が
ら
か
悩

ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
し
、
小
さ
い
民
宿
は
家

業
を
続
け
る
の
か
と
真
剣
に
悩
み
、
ま
だ
再
開

し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
多
い
で
す
ね
。
再
開
す

る
に
し
て
も
、
7
月
か
ら
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
が
多
い
か
と
。

　G
oT

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ス
タ
ー
ト
が
遅
れ

る
の
は
結
構
痛
い
で
す
ね
。
し
か
し
、
経
営
判

断
が
難
し
い
中
で
も
お
客
様
を
迎
え
よ
う
と
い

う
雰
囲
気
で
動
き
出
し
、
ホ
テ
ル
な
ど
も
掃
除

や
消
毒
な
ど
の
作
業
が
増
え
た
け
れ
ど
、
ス
タ

ッ
フ
の
表
情
が
明
る
く
、
ビ
ジ
タ
ー
を
ち
ゃ
ん

と
迎
え
ら
れ
る
根
本
的
な
雰
囲
気
が
あ
る
の
で
、

よ
か
っ
た
な
と
思
え
た
再
開
シ
ー
ン
で
し
た
。

愛
甲
　
観
光
を
や
っ
て
な
い
人
も
含
め
て
、
お

客
さ
ん
が
来
な
い
と
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
な
っ
て

い
う
感
情
を
み
ん
な
が
感
じ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。

寺
山
　
も
ち
ろ
ん
全
員
で
は
な
い
と
思
う
し
、

「
本
当
に
開
け
ん
の
、
や
ば
い
っ
し
ょ
」
と
言

っ
て
る
人
も
い
ま
す
が
、
世
間
話
レ
ベ
ル
で

「
で
も
開
け
な
い
と
大
変
だ
べ
」
と
い
う
声
も

聞
こ
え
て
き
ま
す
。

愛
甲
　G

oT
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
話
が
出
ま
し

た
が
、
道
民
割
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
。
結

構
期
待
さ
れ
て
い
る
向
き
は
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

寺
山
　
ふ
っ
こ
う
割
な
ど
の
実
績
を
認
識
し
て

い
る
の
は
宿
泊
業
の
方
な
の
で
、
そ
れ
は
期
待

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

愛
甲
　
知
床
も
大
雪
山
も
、
ピ
ー
ク
の
シ
ー
ズ

ン
に
訪
れ
る
の
は
道
外
の
方
で
、
都
道
府
県
を

超
え
る
移
動
も
だ
い
ぶ
緩
和
は
さ
れ
て
く
る
け

ど
、
こ
の
夏
は
東
京
や
関
西
の
お
客
さ
ん
が
今

ま
で
通
り
に
全
部
が
戻
っ
て
く
る
と
は
思
え
な

い
で
す
よ
ね
。

　
そ
う
す
る
と
知
床
や
大
雪
山
も
、
北
海
道
民

に
も
っ
と
訴
求
す
る
必
要
も
あ
る
の
で
は
。
今

年
の
夏
は
マ
イ
カ
ー
移
動
で
観
光
す
る
方
が
増

え
る
と
思
い
ま
す
し
、
ど
の
ぐ
ら
い
道
民
に
来

て
も
ら
う
か
は
、
結
構
重
要
だ
と
思
う
の
で
す

が
、
植
田
さ
ん
と
寺
山
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ
ま

す
か
。

植
田
　
ま
さ
に
今
ど
こ
の
観
光
地
も
タ
ー
ゲ
ッ

ト
は
域
内
、
北
海
道
で
あ
れ
ば
道
内
の
方
々
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
だ

職
し
て
い
ま
す
。
知
床
を
世
界
遺
産
に
し
て
く

れ
た
ユ
ネ
ス
コ
は
、
文
明
の
衝
突
を
防
ぐ
た
め

に
戦
争
の
反
省
か
ら
作
ら
れ
た
団
体
で
、
そ
の

ユ
ネ
ス
コ
が
知
床
が
い
い
と
こ
ろ
だ
と
言
っ
て

く
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、「
こ
こ
は
い
い
と
こ
ろ

だ
よ
、
戦
争
す
る
の
は
や
め
よ
う
よ
」
と
い
う

こ
と
で
人
々
に
開
か
な
い
と
守
っ
た
価
値
が
な

い
と
、
私
は
言
い
切
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
世
界
平
和
の
た
め
に
知
床
世
界
遺
産
を
開

く
の
が
観
光
地
の
仕
事
で
す
」
と
言
い
切
る
べ

く
、
あ
と
20
年
ぐ
ら
い
働
こ
う
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。「
世
界
平
和
の
た
め
に
俺
た
ち
は
観

光
や
っ
て
る
ん
だ
」
と
い
う
雰
囲
気
が
出
て
き

た
ら
、
ホ
テ
ル
で
ア
ル
バ
イ
ト
し
て
い
る
若
い

人
た
ち
も
ち
ょ
っ
と
は
元
気
に
な
る
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
や
は
り
世
界
平
和
の
た
め
に
あ
る
の

は
観
光
だ
と
、
つ
か
み
直
す
き
っ
か
け
を
突
き

つ
け
ら
れ
た
の
が
今
回
の
機
会
だ
っ
た
な
と
思

い
ま
す
。

植
田
　
う
ち
の
会
社
の
企
業
理
念
の
中
に
も

「
お
客
様
に
喜
び
を
提
供
す
る
こ
と
で
世
界
平

和
に
貢
献
し
ま
す
」
と
い
う
一
文
を
入
れ
て
お

り
、
や
は
り
私
も
観
光
や
娯
楽
は
世
界
平
和
に

つ
な
が
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
っ

て
い
て
、
今
の
お
話
を
聞
い
て
同
志
が
い
て
よ

か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
で
学
ん
だ
こ
と
に
関
し
て
は
、
経
済

活
動
、
企
業
活
動
を
し
て
い
く
中
で
の
リ
ス
ク

の
考
え
方
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た

な
と
。
未
知
の
も
の
な
の
で
、
ナ
ー
バ
ス
な
反

応
を
す
る
人
も
い
ま
し
た
が
、
決
断
し
た
り
活

動
し
て
い
く
中
で
、
リ
ス
ク
は
ゼ
ロ
に
は
な
ら

な
い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
も
風
が
吹
け
ば
減
速
し
て
運

転
し
た
り
、
山
に
登
れ
ば
遭
難
し
な
い
で
帰
っ

て
来
ら
れ
る
よ
う
に
、
い
ろ
ん
な
リ
ス
ク
を
考

え
な
が
ら
判
断
し
ま
す
。
観
光
地
も
冷
静
に
リ

ス
ク
を
勘
案
し
な
が
ら
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
、

お
客
様
を
ウ
エ
ル
カ
ム
で
受
け
入
れ
る
態
度
が

必
要
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
｠

　
国
立
公
園
や
自
然
を
テ
ー
マ
に
野
外
活
動
を

す
る
中
で
、
我
々
が
今
ま
で
自
然
の
中
で
培
っ

て
き
た
知
見
や
日
々
行
な
っ
て
い
る
判
断
が
、

コ
ロ
ナ
時
代
を
生
き
て
い
く
た
め
の
考
え
方
の

ヒ
ン
ト
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
視

点
か
ら
我
々
も
何
か
発
信
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

愛
甲
　
私
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
こ
の
よ
う
な

機
会
を
も
ち
、
様
々
な
経
験
を
共
有
す
べ
き
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
本
日
の
お
話
は
、
他
地
域

の
方
に
も
興
味
深
く
、
参
考
に
な
る
で
し
ょ
う
。

東
日
本
大
震
災
の
時
も
被
災
地
以
外
の
人
の
意

識
が
予
想
外
に
早
く
戻
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
が
、
寺
山
さ
ん
が
い
う
よ
う
に
、
今
回
も
観

光
客
の
動
き
な
ど
は
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に

半
分
く
ら
い
は
元
に
戻
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
中
で
、
今
起
き
て
い
る
こ
と
や
学
ん

だ
こ
と
を
記
録
し
、
後
か
ら
検
証
す
る
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
人
の
動
き
も
そ
う
で
す

し
、
自
然
公
園
を
運
営
す
る
シ
ス
テ
ム
が
ど
う

機
能
し
た
の
か
、
そ
こ
で
見
え
た
弱
さ
な
ど
を

次
の
改
善
に
生
か
す
た
め
に
、
勉
強
さ
せ
ら
れ

て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
と
感
じ
ま
す
。

　
こ
う
し
て
み
な
さ
ん
と
お
話
し
し
た
こ
と
も
、

き
ち
ん
と
記
録
に
残
し
て
お
け
る
こ
と
を
非
常

に
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ら
い
し
か
来
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

の
呼
び
込
み
方
で
色
々
変
化
さ
せ
ら
れ
、
来
た

人
が
新
た
な
発
信
を
し
て
く
れ
る
形
を
作
っ
て

い
け
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

愛
甲
　
高
原
温
泉
は
秋
が
ピ
ー
ク
で
す
よ
ね
。

今
は
ま
だ
そ
ん
な
に
多
く
な
い
。
こ
れ
か
ら
秋

に
向
か
っ
て
ど
う
な
っ
て
い
く
か
は
心
配
も
あ

り
、
逆
に
楽
し
み
な
部
分
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
白
雲
岳
の
工
事
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、 

今
後
の
登
山
者
の
山
の
登
り
方
や
自
然
と
の
付

き
合
い
方
は
変
わ
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
か
。

岡
崎
　
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
よ
り
は
、
お
こ

が
ま
し
い
で
す
が
、
変
え
て
や
ろ
う
と
い
う
気

持
ち
で
す
ね
。 

高
原
温
泉
は
今
ま
で
は
秋
が
8

割
で
し
た
が
、
夏
に
面
白
い
時
期
も
あ
る
け
ど

ほ
と
ん
ど
人
は
来
な
か
っ
た
。
自
分
ら
は
春
の

魅
力
を
知
っ
て
い
る
し
、
理
解
で
し
て
く
れ
る

人
も
出
て
き
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
秋
以

外
の
時
期
を
売
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
こ
う

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
白
雲
岳
も
と
て
も
魅
力
的
な
場
所
な
の
で
、

そ
の
魅
力
を
分
か
る
人
な
ら
か
な
り
大
金
を
払

っ
て
も
来
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
こ
れ
か
ら

は
た
く
さ
ん
来
て
少
し
お
金
を
落
と
す
形
よ
り

も
、
一
人
が
非
常
に
満
足
し
て
た
く
さ
ん
の
お

金
を
落
と
す
形
に
変
わ
る
と
、
皆
さ
ん
が
思
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
発
信
が
で
き
て
い
る

か
は
ち
ょ
っ
と
分
か
ら
な
い
。
自
分
の
視
点
は

あ
ま
り
一
般
的
で
は
な
い
の
で
す
が
、
思
っ
た

こ
と
を
試
す
場
所
も
で
き
た
の
で
、
ど
ん
ど
ん

思
い
つ
き
を
試
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

寺
山
　
こ
の
時
期
に
来
る
人
が
、
本
当
の
お
客

様
だ
と
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
。
地
元
で
よ
く

言
っ
て
い
る
の
は
、
カ
メ
ラ
マ
ン
と
釣
り
人
は

同
じ
く
ら
い
来
て
い
る
な
と
。
管
理
側
に
と
っ

て
は
ト
ラ
ブ
ル
も
結
構
あ
り
、
お
金
も
そ
ん
な

に
落
と
さ
な
い
客
層
で
す
が
、
こ
う
い
う
人
た

ち
が
自
然
環
境
や
自
然
公
園
に
と
っ
て
本
質
的

な
ビ
ジ
タ
ー
な
の
で
は
な
い
か
と
。

　
本
質
的
な
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の
状
況
で

は
来
た
い
人
し
か
来
な
い
、
そ
れ
が
カ
メ
ラ
マ

ン
と
釣
り
人
だ
と
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
登
山

客
の
数
も
そ
ん
な
に
落
ち
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
真
剣
に
考
え
な
い
と

い
け
な
い
と
。

　
今
後
も
コ
ロ
ナ
対
策
が
う
ま
く
い
か
ず
、
お

客
さ
ん
が
落
ち
込
ん
だ
ま
ま
な
ら
ビ
ジ
タ
ー
の

本
質
を
ち
ゃ
ん
と
考
え
な
い
と
い
け
な
い
、
こ

の
状
況
で
も
来
る
人
は
と
て
も
大
切
に
し
な
い

と
い
け
な
い
な
と
。
一
番
厳
し
い
時
期
に
来
た

お
客
さ
ん
が
何
を
見
て
い
る
の
か
、
よ
く
見
て

お
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

植
田
　
寺
山
さ
ん
に
近
い
思
い
を
私
も
持
っ
て

い
て
、
こ
う
い
う
時
に
も
離
れ
な
い
お
客
さ
ん

は
観
光
地
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る
の

で
、
気
を
つ
け
て
見
て
お
く
べ
き
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
黒
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
歴
史
上
で
初

め
て
、
今
年
は
夏
の
シ
ー
ズ
ン
券
と
い
う
の
を

作
っ
て
売
っ
て
み
た
ん
で
す
。
5
月
は
開
店
休

業
だ
っ
た
の
で
、
み
ん
な
の
仕
事
も
作
ら
な
き

ゃ
い
け
な
い
し
、
目
先
の
収
入
も
欲
し
い
と
い

う
こ
と
で
始
め
、
6
月
21
日
ま
で
売
っ
て
い
ま

し
た
が
、
2
0
0
枚
弱
が
売
れ
ま
し
た
。

　
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
乗
り
放
題
と
い
う
こ
と

で
、
ち
ゃ
ん
と
お
金
を
使
っ
て
黒
岳
に
来
よ
う

と
思
っ
て
く
れ
る
方
は
道
内
の
方
だ
ろ
う
と
思

っ
て
作
っ
た
の
で
す
が
、
こ
う
い
う
時
で
も
反

応
し
て
応
援
す
る
よ
と
い
う
方
や 

お
得
だ
と
思

っ
て
買
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
が
そ
れ
な
り
に
い

た
こ
と
は 

我
々
に
と
っ
て
も
す
ご
く
い
い
勉
強

に
な
っ
た
し
背
中
を
押
し
て
も
ら
え
ま
し
た
。

そ
う
い
う
時
に
き
て
く
れ
る
の
は
ど
う
い
う
お

客
様
か
、
き
ち
ん
と
見
な
が
ら
付
き
合
っ
て
い

か
な
き
ゃ
い
け
な
い
な
と
思
っ
て
ま
す
。

　
ア
ウ
ト
ド
ア
や
外
で
の
楽
し
み
は
ま
す
ま
す

こ
れ
か
ら
価
値
が
上
が
り
、
高
い
お
金
を
払
っ

て
も
そ
う
い
う
体
験
を
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ

は
ま
す
ま
す
高
ま
る
の
で
は
。
コ
ロ
ナ
に
よ
っ

て
旅
行
の
機
会
が
限
ら
れ
る
な
ら
、
そ
の
大
事

な
機
会
に
は
お
金
を
か
け
て
素
晴
ら
し
い
と
こ

ろ
に
行
こ
う
と
い
う
意
識
が
強
ま
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
北
海
道
の
自
然
の

素
材
が
、
注
目
さ
れ
価
値
が
認
め
ら
れ
る
チ
ャ

ン
ス
は
大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
自
然
へ
の
負
荷
を
考
え
つ
つ
、
そ
の
チ
ャ
ン

ス
を
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
。
や
は
り
岡
崎
さ

ん
が
言
う
よ
う
に
、
少
な
い
人
数
で
た
く
さ
ん

お
金
を
落
と
し
て
も
ら
え
る
仕
掛
け
や
場
所
づ

く
り
に
な
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
合

わ
せ
て
層
雲
峡
温
泉
街
も
変
わ
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
し
、
そ
の
い
い
き
っ
か
け
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
経
験
か
ら

観
光
地
が
学
ぶ
こ
と

寺
崎
　
最
後
に
皆
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
を
経
験
し
て
、

観
光
地
は
こ
こ
か
ら
何
を
学
ぶ
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
か
。

岡
崎
　
物
事
や
価
値
観
を
変
え
る
の
は
昔
か
ら

「
若
者
、
よ
そ
者
、
ば
か
者
」
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
現
在
の
観
光
地
が
動
か
な
い
中
で
、
自
分

に
も
「
ど
う
い
う
形
が
い
い
の
か
」
と
聞
か
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
お
前
ら
な
ん
か

い
ら
な
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
す

が
、
少
し
で
も
新
し
い
発
想
を
取
り
入
れ
よ
う

と
い
う
人
が
地
域
に
増
え
て
き
た
の
で
は
と
思

い
ま
す
。

　
自
分
な
ど
は
、
ば
か
者
代
表
で
い
ろ
い
ろ
意

見
を
言
っ
て
い
こ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
同
じ

よ
う
な
境
遇
の
人
た
ち
が
、
同
じ
地
域
内
だ
け

で
な
く
地
域
を
超
え
て
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
面
白
い
形
に
な
り
、
今
ま
で
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
で
は
な
い
か
と
。
そ
う
い
う
希
望
だ
け
は
す

ご
く
持
っ
て
い
ま
す
。

寺
山
　
今
回
、
地
域
に
と
っ
て
の
観
光
の
価
値

が
何
な
の
か
、
突
き
つ
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
が
あ

っ
て
、
本
質
的
に
移
動
と
交
流
が
観
光
の
形
で

す
か
ら
、
感
染
症
に
関
し
て
は
マ
イ
ナ
ス
要
因

で
し
か
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
の
中
で
、
こ
の
土

地
に
と
っ
て
観
光
が
必
要
だ
と
言
い
切
れ
る
も

の
は
何
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
突
き
つ
け
ら
れ

た
と
。

 

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
静
か
な
時
は
観
光

を
や
る
べ
き
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
し
、
観
光

が
再
オ
ー
プ
ン
し
た
時
に
皆
の
表
情
が
明
る
く

な
っ
た
の
は
よ
か
っ
た
な
と
。
観
光
地
で
あ
る

ウ
ト
ロ
か
ら
離
れ
た
観
光
と
関
係
な
い
斜
里
町

の
人
た
ち
に
も
「
観
光
は
重
要
な
産
業
だ
」
と

言
い
切
れ
る
よ
う
な
強
さ
を
、
我
々
は
持
つ
べ

き
だ
な
と
肝
に
命
じ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
て
。

　
私
個
人
は
、「
観
光
は
世
界
平
和
に
貢
献
す
る

か
ら
必
要
だ
」
と
言
い
切
る
こ
と
に
決
め
て
転

観
光
と
関
係
な
い
人
た
ち
に
も

「
観
光
は
重
要
な
産
業
だ
」と
言
い
切
れ
る
よ
う
な
強
さ
を
我
々
は
持
つ
べ
き（
寺
山
）。

野
外
活
動
の
中
で
日
々
し
て
い
る
判
断
が
、

コ
ロ
ナ
時
代
を
生
き
て
行
く
た
め
の
考
え
方
の
ヒ
ン
ト
に
な
る（
植
田
）。

今
後
の
登
山
者
の
山
の
登
り
方
や
自
然
と
の
付
き
合
い
方
を
、

お
こ
が
ま
し
い
で
す
が
変
え
て
や
ろ
う
と（
岡
崎
）。

オ
ン
ラ
イ
ン
座
談
会
…
開
催
日
：
２
０
２
０
年
６
月

２３
日

1

（
株
）り
ん
ゆ
う
観
光
代
表
取
締
役
社
長
。札
幌
市
出
身
。神
奈
川
大
学
/
大
連
理
工
大

学
卒
。大
雪
山
層
雲
峡・黒
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
/
リ
フ
ト
を
運
営
。上
川
町
よ
り
受
託
し

避
難
小
屋「
黒
岳
石
室
」の
夏
季
管
理
、「
大
雪
山
愛
山
渓
温
泉・ス
パ
＆
エ
コ
ロ
ッ
ジ
愛

山
渓
倶
楽
部
」管
理
運
営
。世
界
に
向
け
て
北
海
道
の
魅
力
発
信
に
奔
走
中
。趣
味
は
登

山
、山
ス
キ
ー
だ
が
最
近
登
っ
て
い
る
の
は
黒
岳
ば
か
り
の
口
だ
け
ク
ラ
イ
マ
ー
。

植
田
拓
史（
う
え
だ
・
ひ
ろ
し
）

一般
社
団
法
人
大
雪
山・山
守
隊 

代
表
。合
同
会
社「
北
海
道
山
岳
整
備
」代
表
。

札
幌
市
出
身
。上
川
町
の
避
難
小
屋「
黒
岳
石
室
」、大
雪
高
原
温
泉
ヒ
グ
マ
情
報
セ
ン

タ
ー
勤
務
を
経
て
、2
0
1
1
年
、生
態
系
の
復
元
を
目
指
す
合
同
会
社
北
海
道
山
岳

整
備
を
設
立
。2
0
1
8
年
に
は
山
の
道
を
守
る
活
動
を
行
う（
一
社
）大
雪
山・山
守

隊
を
立
ち
上
げ
た
。近
自
然
工
法
と
武
道
を
学
ぶ
こ
と
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
。

岡
崎
哲
三（
お
か
ざ
き
・
て
つ
ぞ
う
）

一般
社
団
法
人
知
床
し
ゃ
り 

事
務
局
長
。新
潟
県
出
身
。北
海
道
大
学
卒
。外
資
系
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト（
1
9
9
1

－

9
4
）、旅
行
会
社（
1
9
9
4

－

2
0
0
5
）を
経
て
、

2
0
0
6
年（
公
財
）知
床
財
団
へ
。2
0
1
9
年
か
ら
現
職
。知
床
の
、自
然
と
人
の
共

存
に
関
す
る
の
調
査・研
究
や
環
境
保
全
活
動
に
取
り
組
む
。

寺
山 

元（
て
ら
や
ま
・
げ
ん
）

北
海
道
大
学
大
学
院 

農
学
研
究
院 

准
教
授
。博
士（
農
学
）。鹿
児
島
県
出
身
。北
海
道

大
学
卒
。1
9
9
3
年
北
海
道
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
助
手
等
を
経
て
2
0
0
8

年
か
ら
現
職
。専
門
は
造
園
学
、特
に
公
園
の
計
画・管
理
。著
書
に「
は
じ
め
て
学
ぶ
生

物
文
化
多
様
性
」（
共
著
、講
談
社
、2
0
2
0
年
）、「
自
然
保
護
と
利
用
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
」（
共
編
著
、築
地
書
館
、2
0
1
6
年
）、「
利
用
者
の
行
動
と
体
験（
自
然
公
園
シ

リ
ー
ズ
）」（
共
編
著
、古
今
書
院
、2
0
0
8
年
）な
ど
。知
床
世
界
自
然
遺
産
地
域
科

学
委
員
会
委
員
、富
士
山
世
界
文
化
遺
産
協
議
会
世
界
文
化
遺
産
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
。

愛
甲
哲
也（
あ
い
こ
う
・
て
つ
や
）

（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　理
事・観
光
地
域
研
究
部
長
）

寺
崎
竜
雄

コロナ
禍
に
お
け
る

北
海
道
の
自
然
観
光

進
行

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

大雪山層雲峡・黒岳ロープウェイ

黒岳の5合目と7合目を結ぶ黒岳ペアリフト

大雪山連峰のひとつ「黒岳」は標高1984m

コロナ禍における北海道の自然観光1
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少
な
い
で
す
が
、
他
の
皆
さ
ん
も
言
っ
て
い
た

よ
う
に
い
ろ
ん
な
人
か
ら
叩
か
れ
る
状
態
が
起

き
る
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
雰
囲
気
で
は
な

く
な
っ
て
し
ま
い
。
そ
れ
は
全
然
構
わ
な
い
ん

で
す
が
、
こ
の
後
が
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
こ

と
を
常
に
考
え
て
い
ま
す
。
今
で
き
る
発
信
と

し
て
「
営
業
は
自
粛
す
る
け
ど
管
理
は
自
粛
し

な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
に
我
慢
で

き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
何
ヶ
月
か
経
っ
た

ら
全
然
違
う
環
境
に
な
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
。
そ
う
い
う
中
で
先
の
先
ま
で
決
め
て
し

ま
っ
た
ら
ま
ず
い
だ
ろ
う
と
。

　
黒
岳
や
知
床
で
は
S
N
S
や
町
民
の
声
な
ど

か
ら
方
針
が
決
め
ら
れ
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
う
い
う
情
報
に
よ
っ
て
色
ん
な
こ

と
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
、
こ
う
い
う
状
況
の

中
で
先
を
見
て
い
る
人
と
い
う
の
が
結
構
は
っ

き
り
わ
か
っ
て
き
た
の
で
、
で
き
る
だ
け
そ
う

い
う
人
た
ち
と
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、
先
に
進
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
登
山
道
整
備
は
突
き
詰
め
る
と
責
任
問
題
な

ど
に
な
っ
て
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
る
ん
で
す

が
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
も
全
く
同
じ
で
、
「
感

染
し
た
ら
誰
が
責
任
取
る
ん
だ
」
と
か
、
誰
か

を
悪
者
に
し
た
い
と
い
う
日
本
人
の
変
な
感
覚

が
も
の
す
ご
く
見
え
た
と
思
い
ま
す
。
文
化
と

し
て
そ
う
い
う
風
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
と
。
そ
う
い
う
中
で
自
分
の
で
き

る
こ
と
は
登
山
道
整
備
な
の
で
、
管
理
を
し
っ

か
り
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

愛
甲
　
岡
崎
さ
ん
が
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い

た
の
は
夏
で
す
よ
ね
。

岡
崎
　
は
い
。
た
く
さ
ん
人
を
集
め
て
は
で
き

な
い
ん
で
す
が
、
指
導
者
を
作
る
と
い
う
形
で
、

少
人
数
で
続
け
よ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
指

導
者
が
で
き
れ
ば
、
来
年
は
も
っ
と
色
々
な
こ

と
を
で
き
ま
す
よ
と
い
う
形
で
謳
っ
て
い
く
し

か
な
い
か
と
。

寺
崎
「
先
を
見
て
い
る
人
が
わ
か
っ
て
き
た
」

と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
反
対
は

「
先
を
見
て
い
な
い
人
」
で
す
よ
ね
。
両
者
の

違
い
は
何
で
し
ょ
う
か
。

岡
崎
　
極
端
に
言
っ
た
ら
責
任
を
取
れ
る
人
か
、

人
に
責
任
転
嫁
す
る
人
か
。
叩
か
れ
て
も
こ
れ

が
正
し
い
と
思
っ
て
進
ん
で
い
け
る
人
と
、
叩

か
れ
る
の
が
怖
く
て
決
断
で
き
な
か
っ
た
り
、

周
り
に
合
わ
せ
て
し
ま
う
人
の
違
い
で
す
ね
。

自
分
の
周
辺
は
小
さ
い
会
社
が
多
く
、
そ
れ
ぐ

ら
い
の
責
任
は
と
れ
る
と
い
う
人
が
多
い
の
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
は
そ
う
い
う
人
た
ち
が
地
域

を
作
っ
て
い
く
の
か
な
と
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍

で
先
を
見
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
と
感
じ
ら
れ

た
の
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
脆
弱
さ
が
露
呈

し
た
自
然
や
公
園
の
管
理

愛
甲
　
岡
崎
さ
ん
は
技
術
に
加
え
て
シ
ス
テ
ム

が
必
要
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
具
体
的
に
は

ど
う
い
う
も
の
で
す
か
。

岡
崎
　
国
立
公
園
の
登
山
道
管
理
の
シ
ス
テ
ム

で
す
。
今
の
登
山
道
の
管
理
は
侵
食
に
追
い
つ

か
ず
、
や
っ
て
も
や
っ
て
も
良
く
な
る
方
向
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
ど
の
地
域
に

行
っ
て
も
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
対
す
る
方
法
が
な
い
こ
と
は
な
い
で

す
が
、
こ
な
す
た
め
の
シ
ス
テ
ム
は
全
然
で
き

て
な
く
て
、
問
題
意
識
と
し
て
捉
え
て
い
る
関

係
者
も
す
ご
く
少
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
。
利

用
者
は
「
何
で
こ
こ
ま
で
ほ
っ
と
い
て
る
の
」

と
思
う
方
も
多
い
ん
で
す
が
、
管
理
し
て
い
る

方
々
は
そ
れ
が
普
通
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

な
か
な
か
進
ん
で
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
取
り
込
む
と
か
、
魅
力
あ

る
国
立
公
園
を
と
言
わ
れ
て
ま
す
け
ど
、
自
分

か
ら
見
る
と
「
こ
れ
じ
ゃ
日
本
の
恥
さ
ら
し
ち

ゃ
う
よ
」
と
い
う
気
持
ち
で
す
。

愛
甲
　
昨
年
、
週
刊
誌
の
記
事
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
周
知
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
影
響
の
中
、
施
設

や
登
山
道
に
つ
い
て
国
立
公
園
が
管
理
す
る
仕

組
み
や
枠
組
み
の
中
で
議
論
し
て
い
る
と
、
何

か
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

岡
崎
　
黒
岳
石
室
の
隣
に
併
設
さ
れ
て
い
る
ト

イ
レ
を
、
管
轄
し
て
い
る
北
海
道
上
川
総
合
振

興
局
が
閉
鎖
す
る
と
い
う
判
断
を
し
た
ん
で
す

ね
。
登
山
者
を
止
め
る
と
か
登
山
道
自
体
を
閉

鎖
す
る
上
で
ト
イ
レ
を
閉
鎖
す
る
な
ら
分
か
る

ん
で
す
け
ど
、
登
山
は
自
粛
で
、
歩
い
て
も
い

い
状
態
で
閉
鎖
し
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
。

そ
の
方
針
が
一
年
間
続
く
な
ら
、
2
〜
3
ヶ
月

後
に
は
多
分
登
山
者
が
結
構
来
る
よ
う
に
な
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
の
時
に
ト
イ
レ
が
使
え
な

い
と
な
っ
た
ら
、
キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
何
か
ら
大

変
な
状
態
に
な
る
と
は
っ
き
り
想
像
で
き
ま
し

た
。

　
も
し
黒
岳
石
室
の
周
り
が
汚
く
な
り
、
そ
れ

が
海
外
の
S
N
S
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
す
る

と
、
風
評
被
害
と
し
て
は
か
な
り
ダ
メ
ー
ジ
が

大
き
い
の
で
は
と
。
以
前
、
ト
ム
ラ
ウ
シ
が
日

本
一
汚
い
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
と
言
わ
れ
、
自
虐

的
に
直
す
活
動
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
比
じ

ゃ
な
い
な
と
。

　
そ
れ
で
自
分
の
管
轄
と
は
違
う
場
所
で
し
た

が
、
行
政
の
方
に
「
と
に
か
く
ト
イ
レ
は
開
け

る
べ
き
で
は
」
と
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
う
い

う
感
覚
を
共
有
し
て
も
ら
う
の
が
難
し
い
で
す

ね
。
管
理
し
て
い
る
行
政
が
、
管
理
し
な
い
こ

と
に
よ
っ
て
起
き
る
問
題
を
理
解
し
て
な
い
と

思
い
ま
す
。

愛
甲
　
黒
岳
の
ト
イ
レ
の
事
に
つ
い
て
、
私
も

行
政
と
色
々
や
り
と
り
し
て
い
る
時
に
、
普
段

の
シ
ス
テ
ム
の
弱
さ
が
出
ち
ゃ
っ
た
な
と
感
じ

ま
し
た
。

　
ま
だ
よ
く
分
か
ら
な
い
新
型
ウ
イ
ル
ス
へ
の

対
応
で
、
お
ま
け
に
山
の
上
で
は
何
が
起
き
る

か
は
わ
か
ら
な
い
。
エ
ビ
デ
ン
ス
も
は
っ
き
り

し
な
い
中
で
6
月
下
旬
の
山
開
き
と
7
、
8
月

の
登
山
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
、
誰
が
決
断
す
る
か
、

ど
う
い
う
風
に
話
し
合
っ
て
決
め
て
い
く
か
、

普
段
か
ら
準
備
で
き
て
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
突

か
れ
た
な
と
い
う
感
じ
が
す
ご
く
し
ま
し
た
。

　
施
設
は
そ
れ
ぞ
れ
が
判
断
で
き
ま
す
が
、
山

は
入
口
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
登
山
道
を
閉
鎖
す

る
と
い
っ
て
も
、
自
由
に
入
っ
て
く
る
人
も
い

る
わ
け
で
。
特
に
大
雪
山
は
3
月
に
新
し
い
総

合
型
協
議
会
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
て
い
た
矢

先
に
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
総
会
延
期
、
書
面
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
環
境
省
も
急
い
で
情
報
共

有
の
場
や
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
作
っ
た
り
、

で
き
る
こ
と
は
し
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、

タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
植

田
さ
ん
は
そ
の
あ
た
り
で
何
か
感
じ
た
こ
と
は
。

植
田
　
石
室
に
つ
い
て
は
岡
崎
さ
ん
が
言
っ
た

通
り
で
、
当
社
も
上
川
町
が
所
有
す
る
建
物
の

管
理
を
夏
の
間
だ
け
受
託
し
て
い
ま
す
が
、
行

1
7
0
0
人
で
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
一

部
の
ホ
テ
ル
で
営
業
し
よ
う
と
い
う
雰
囲
気
も

あ
り
ま
し
た
が
、
町
民
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
が

役
場
に
入
り
、
そ
れ
を
受
け
て
全
て
休
業
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
観
光
と
い
う
の
は
そ
も
そ
も
移
動
と
交
流
が

目
的
な
の
で
、
そ
れ
が
リ
ス
ク
と
見
ら
れ
た
ら

ど
う
し
よ
う
も
な
く
、
町
民
の
気
持
ち
が
そ
の

方
向
に
振
れ
た
場
合
は
、
や
む
を
得
な
い
の
で

閉
じ
る
と
い
う
決
断
を
そ
の
ホ
テ
ル
も
さ
れ
ま

し
た
。
た
だ
、
6
月
に
な
る
と
特
に
根
拠
は
な

い
で
す
が
、
風
向
き
が
変
わ
り
お
客
さ
ん
が
ぼ

ち
ぼ
ち
来
て
い
ま
す
。
　

　
う
ち
は
観
光
メ
イ
ン
の
会
社
で
は
な
い
の
で

す
が
、
地
域
の
持
続
性
や
知
床
が
未
来
も
選
ば

れ
続
け
る
た
め
に
は
、
観
光
が
実
質
的
に
農
業
、

漁
業
よ
り
も
重
要
な
産
業
で
あ
る
と
位
置
付
け
、

こ
の
地
域
で
観
光
が
踏
み
と
ど
ま
っ
て
将
来
発

展
す
る
こ
と
は
、
う
ち
の
法
人
に
と
っ
て
ま
さ

に
存
在
意
義
に
近
い
の
で
、
色
々
悩
み
な
が
ら

や
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
さ
っ
き
、
町
民
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
で

ホ
テ
ル
が
休
業
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
こ
の
町
民
と
は
ど
ん
な
方
で
す
か
。

寺
山
　
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
。

寺
崎
　
普
通
に
暮
ら
し
て
い
る
方
の
声
に
耳
を

傾
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
。

寺
山
　
産
業
構
造
と
し
て
知
床
は
農
業
、
漁
業

が
豊
か
で
、
春
先
は
ど
ち
ら
も
集
団
作
業
が
始

ま
る
時
期
で
す
。「
今
は
誰
も
感
染
し
て
い
な

い
け
ど
、
第
一
号
を
外
か
ら
持
っ
て
こ
ら
れ
る

の
は
困
る
」
と
い
う
感
覚
を
各
産
業
の
人
が
抱

い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
で
す
。
当
然
、
根
拠

の
な
い
恐
怖
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

愛
甲
　
観
光
が
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む
装
置
で

あ
る
が
ゆ
え
に
、
ウ
イ
ル
ス
を
運
ん
で
く
る
装

置
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
言
う
こ

と
で
す
ね
。
離
島
な
ど
で
も
そ
う
い
う
雰
囲
気

が
あ
り
、
利
尻
礼
文
な
ど
で
も
来
島
自
粛
の
要

請
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

寺
崎
　
知
床
が
将
来
も
選
ば
れ
続
け
る
た
め
に

は
、
観
光
は
実
質
的
に
農
業
、
漁
業
よ
り
も
重

要
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
誰
に
ど
う
い
う
風
に

選
ば
れ
続
け
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
か
。

寺
山
　
う
ち
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
知
床
が
居
住

地
と
し
て
将
来
に
渡
り
選
び
続
け
ら
れ
る
た
め

に
、
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
商
品
を
開
発
す
る

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
住
民
に
と
っ
て
選
ば

れ
、
そ
し
て
観
光
地
と
し
て
ビ
ジ
タ
ー
に
選
ば

れ
続
け
る
こ
と
に
寄
与
す
る
商
品
開
発
を
し
ま

し
ょ
う
と
。

岡
崎
　
自
分
は
も
と
も
と
登
山
道
を
直
し
た
い

と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
、

登
山
道
整
備
の
立
ち
位
置
で
色
々
や
り
始
め
て
、

そ
の
た
め
に
は
何
が
必
要
か
を
考
え
続
け
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
技
術
が
必
要
と
思
っ
て
身
に
つ

け
始
め
、
少
し
ず
つ
直
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
時

に
技
術
だ
け
じ
ゃ
足
り
な
い
、
シ
ス
テ
ム
を
変

革
し
な
い
と
い
け
な
い
と
気
づ
き
ま
し
た
。

　
行
政
と
話
し
て
も
難
し
い
部
分
が
あ
っ
た
の

で
、
行
政
で
は
な
く
登
山
者
を
味
方
に
し
て
い

こ
う
と
い
う
発
想
か
ら
、
一
般
社
団
法
人
大
雪

山
・
山
守
隊
を
作
り
ま
し
た
。
商
売
っ
気
は
全

然
な
い
の
で
す
が
、
登
山
道
整
備
の
位
置
付
け

も
時
代
や
社
会
の
変
化
に
よ
っ
て
変
わ
る
の
で
、

そ
の
中
で
自
分
が
ど
こ
に
い
る
の
か
は
気
に
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
直
接
的
な
影
響
は

ど
ん
ど
ん
休
止
し
て
い
き
、
当
社
も
5
月
6
日

の
終
了
予
定
を
4
月
29
日
に
繰
り
上
げ
ま
し
た
。

　
例
年
北
海
道
で
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明

け
ま
で
営
業
す
る
ス
キ
ー
場
が
複
数
あ
り
ま
す

が
今
年
は
全
滅
で
、
風
潮
と
い
う
か
人
の
心
の

部
分
で
、
営
業
し
づ
ら
か
っ
た
と
い
う
印
象
が

あ
り
ま
す
。

愛
甲
　
具
体
的
に
は
ど
れ
く
ら
い
落
ち
込
み
ま

し
た
か
。

植
田
　
こ
の
4
〜
5
月
で
、
黒
岳
の
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
は
8
割
減
で
す
ね
。
6
月
に
少
し
回
復
し

て
き
ま
し
た
が
、
外
国
の
お
客
さ
ん
の
団
体
と

本
州
か
ら
の
団
体
が
全
く
動
い
て
い
な
い
状
態

な
の
で
、
道
内
か
ら
の
お
客
様
が
あ
る
程
度
動

い
て
も
、
そ
こ
だ
け
で
5
〜
6
割
は
減
る
イ
メ

ー
ジ
で
す
ね
。

愛
甲
　
も
と
も
と
外
国
の
団
体
は
ど
の
ぐ
ら
い

の
比
率
を
占
め
て
い
ま
し
た
か
。

植
田
　
コ
ロ
ナ
前
ま
で
の
層
雲
峡
温
泉
街
の
入

込
は
約
3
割
で
す
ね
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
も
ほ
ぼ

そ
れ
に
近
い
数
字
で
、
25
％
か
ら
30
％
未
満
で

す
。

愛
甲
　
さ
っ
き
言
わ
れ
た
「
心
の
部
分
」
と
い

う
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
ね
。
4
月
29
日
で
閉

め
る
と
判
断
を
し
た
の
は
ど
う
い
う
理
由
か
ら

で
し
ょ
う
か
。

植
田
　
最
終
的
に
休
も
う
と
決
断
し
た
の
は
社

内
か
ら
の
声
で
し
た
。
4
月
末
に
近
く
な
る
と
、

だ
ん
だ
ん
標
高
の
低
い
ス
キ
ー
場
は
営
業
を
や

め
て
い
き
、
残
っ
た
の
は
旭
岳
や
黒
岳
な
ど
数

カ
所
し
か
な
く
、
当
社
が
4
月
29
日
に
辞
め
る

前
々
日
ぐ
ら
い
に
、
他
ス
キ
ー
場
に
来
た
お
客

さ
ん
が
S
N
S
に
そ
の
こ
と
を
ア
ッ
プ
し
て
叩

か
れ
た
ら
し
い
ん
で
す
。

　
そ
れ
を
受
け
て
そ
の
ス
キ
ー
場
が
急
に
営
業

を
や
め
、
そ
し
た
ら
当
社
の
社
員
か
ら
「
札
幌

ナ
ン
バ
ー
な
ど
黒
岳
に
来
る
車
が
増
え
て
い
る
。

旭
岳
か
ら
流
れ
て
き
て
い
る
の
で
は
」
と
連
絡

が
あ
り
、
社
員
に
ど
う
し
た
い
か
と
聞
き
ま
し

た
。

 

私
は
、
ス
キ
ー
場
と
い
う
オ
ー
プ
ン
な
空
間

で
密
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
細
々
と
で
も
営

業
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
社
員
は

地
元
で
コ
ロ
ナ
の
発
症
事
例
も
な
く
、
自
分
た

ち
が
1
番
手
に
な
れ
な
い
と
。
ま
た
、
雰
囲
気

と
か
人
の
気
持
ち
の
問
題
を
見
て
い
る
と
、
無

理
し
て
営
業
し
て
「
何
で
こ
ん
な
と
き
に
営
業

し
て
い
る
ん
だ
」
と
言
わ
れ
た
ら
答
え
よ
う
が

な
い
と
い
う
こ
と
で
、「
わ
か
っ
た
。
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
休
み
に
し
よ
う
」
と
い
う
判

断
を
し
ま
し
た
。

　
あ
の
時
は
自
粛
警
察
と
い
う
か
、
札
幌
ナ
ン

バ
ー
で
市
外
に
出
た
だ
け
で
張
り
紙
を
貼
ら
れ

た
り
、
今
思
い
出
し
て
も
「
皆
が
自
粛
し
て
い

る
か
ら
そ
れ
に
従
え
」
と
い
う
雰
囲
気
は
非
常

に
あ
り
ま
し
た
。

寺
山
　
一
般
社
団
法
人
知
床
し
ゃ
り
は
昨
年
7

月
の
設
立
で
、
観
光
協
会
や
商
工
会
な
ど
が
地

域
の
課
題
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
な
中
長
期
計
画

を
作
る
中
、
な
か
な
か
実
行
体
制
が
取
れ
な
か

っ
た
の
で
、
実
行
部
隊
の
法
人
を
作
ろ
う
と
い

う
こ
と
で
で
き
ま
し
た
。
D
M
O
的
機
能
や
地

域
商
社
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
期
待

を
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
地
域
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
を
行
う
会
社
で
、
「
知
床
ト
コ
さ
ん
」

と
い
う
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
運
営
し
て
お
り
、
昨

年
度
の
グ
ッ
ズ
売
上
額
は
約
5
0
0
0
万
円
で

し
た
。

　
こ
れ
を
原
資
に
ツ
ア
ー
か
ら
食
品
ま
で
、
地

域
商
品
を
作
り
、
1
0
0
人
く
ら
い
雇
っ
て
2

〜
3
年
で
き
る
事
業
計
画
を
立
て
て
い
た
の
で

す
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
グ
ッ
ズ
の
売
上
額
は

前
年
80
〜
90
％
減
と
な
り
、
5
月
は
ゼ
ロ
で
し

た
。

　
ち
な
み
に
宿
泊
者
数
は
4
月
が
前
年
比
約
86

％
減
の
3
0
0
0
人
、
5
月
は
約
95
％
減
の

自
己
紹
介
と
現
在
ま
で
の
状
況

愛
甲
　
北
海
道
で
は
全
国
に
先
駆
け
て
2
月
末

に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
ど
う
い
う
影
響
が
出
た
の
か
を
簡
単

な
自
己
紹
介
を
含
め
、
お
話
し
く
だ
さ
い
。

植
田
　
り
ん
ゆ
う
観
光
は
、
大
雪
山
・
層
雲
峡

地
区
の
黒
岳
に
か
か
る
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
と
リ
フ

ト
の
索
道
業
を
運
営
し
て
い
る
会
社
で
す
。
そ

の
他
に
冬
の
み
札
幌
の
藻
岩
山
ス
キ
ー
場
の
リ

フ
ト
と
ゲ
レ
ン
デ
管
理
を
し
て
お
り
、
旅
行
業

資
格
も
持
っ
て
い
て
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
登
山
の

ツ
ア
ー
を
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
す
が
、
2
月
末
に
北
海
道

独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
が
出
た
時
、
当
社
は
藻

岩
山
の
ス
キ
ー
場
も
、
層
雲
峡
の
ロ
ー
プ
ウ
イ

や
リ
フ
ト
も
黒
岳
ス
キ
ー
場
と
い
う
形
で
営
業

し
て
お
り
ま
し
た
。

　
行
政
と
協
議
し
た
結
果
、
何
と
か
営
業
自
体

は
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
続
け
る
こ
と
が
で
き
、

藻
岩
山
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て
は
予
定
通
り
3
月

31
日
ま
で
営
業
で
き
ま
し
た
が
、
や
は
り
お
客

様
の
入
り
込
み
は
も
ち
ろ
ん
少
な
く
な
り
ま
し

た
し
、
黒
岳
に
関
し
て
は
外
国
の
お
客
様
の
姿

が
見
え
な
く
な
る
こ
と
に
始
ま
り
、
だ
ん
だ
ん

と
国
内
の
お
客
様
も
少
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　
全
国
的
に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
た
あ
た
り
か

ら
、
外
出
自
粛
の
風
潮
が
非
常
に
強
く
な
っ
て

き
て
、
黒
岳
は
そ
れ
ほ
ど
お
客
さ
ん
が
多
く
な

い
ス
キ
ー
場
な
の
で
、
な
ん
と
か
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
終
わ
り
ま
で
細
々
と
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
た
ん
で
す
が
、
近
郊
の
ス
キ
ー
場
が

ら
営
業
し
て
い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
は
政
府
が
作
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
よ
り
よ

っ
ぽ
ど
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
思
う
し
、
「
こ

う
し
て
い
ま
す
」
と
情
報
公
開
し
て
再
開
し
、

お
客
さ
ん
の
選
択
に
委
ね
る
の
が
大
事
で
は
。

民
間
も
国
立
公
園
も
「
管
理
し
、
情
報
公
開
し
、

選
択
肢
を
提
示
す
る
」
の
3
点
で
や
っ
て
い
く

し
か
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

愛
甲
　
3
人
と
も
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
を
話
さ
れ
て

お
り
、
寺
山
さ
ん
の
今
の
話
に
集
約
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
問
題
は
、
状
況
把
握
や
情
報

提
示
を
誰
が
責
任
を
持
っ
て
や
る
か
が
は
っ
き

り
し
な
い
こ
と
で
、
こ
れ
が
今
の
日
本
の
国
立

公
園
や
観
光
地
の
問
題
で
は
と
感
じ
ま
す
。

　
観
光
地
も
単
独
の
自
治
体
の
範
囲
で
収
ま
れ

ば
い
い
で
す
が
、
広
域
に
ま
た
が
る
と
そ
う
い

う
判
断
が
難
し
く
な
っ
た
り
す
る
と
思
い
ま
す
。

知
床
は
ヒ
グ
マ
に
関
し
て
の
責
任
は
環
境
省
が

取
り
、
協
議
会
で
話
し
合
う
場
所
を
作
る
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
る
ん
で
す
よ
ね
。

寺
山
　
ウ
イ
ル
ス
と
同
じ
よ
う
に
ク
マ
も
い
な

く
な
ら
な
い
の
で
。
山
に
行
っ
た
ら
雨
が
降
る

の
と
同
じ
よ
う
に
、
知
床
に
は
ク
マ
が
い
る
わ

け
で
自
然
環
境
の
一
つ
で
す
。
環
境
保
護
関
係

者
、
観
光
関
係
者
、
住
民
が
同
じ
船
に
乗
っ
て

い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
ク
マ
が
い
る
こ
と
に
な

ん
と
か
折
り
合
い
を
つ
け
な
い
と
い
け
な
い
。

そ
れ
を
行
政
上
の
船
に
作
り
変
え
る
の
に
管
理

計
画
や
協
議
会
と
い
う
形
式
を
と
る
の
は
必
要

な
話
で
す
。

　
今
回
も
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
勉
強
会
を
し

ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、
地
元
の
ホ
テ
ル
の

人
に
も
声
を
か
け
て
「
情
報
共
有
し
て
公
開
し

な
い
と
ダ
メ
で
す
よ
。
コ
ロ
ナ
は
ク
マ
み
た
い

な
も
の
だ
か
ら
」
と
い
う
と
、「
そ
う
だ
な
」
と

納
得
さ
れ
ま
し
た
。
一
度
閉
じ
た
ら
開
け
る
の

は
大
変
な
の
で
、
今
や
っ
て
い
る
こ
と
を
公
開

す
る
べ
き
だ
と
言
う
と
理
解
し
て
も
ら
い
や
す

か
っ
た
で
す
。

寺
崎
　
で
は
、
大
雪
山
の
黒
岳
に
つ
い
て
は
、

ど
う
い
っ
た
管
理
や
地
元
へ
の
投
げ
か
け
が
理

想
的
な
の
で
し
ょ
う
。
ト
イ
レ
の
問
題
や
宿
泊

施
設
も
含
め
て
、
地
域
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
つ
い
て
は
誰
が
責
任
者
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。

植
田
　
3
月
に
大
雪
山
国
立
公
園
連
絡
協
議
会

と
い
う
組
織
を
作
り
直
し
た
の
で
す
が
、
大
雪

山
国
立
公
園
の
未
来
を
考
え
て
い
く
中
で
、
民

間
も
環
境
省
も
入
っ
た
も
の
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
コ
ロ
ナ
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
議
題
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
選
択
肢
を
決

め
て
い
く
場
が
で
き
れ
ば
い
い
の
か
な
と
。

　
宿
泊
業
、
観
光
業
そ
れ
ぞ
れ
守
り
た
い
も
の

が
違
っ
た
り
す
る
の
で
、
簡
単
な
こ
と
で
は
な

い
で
す
が
、
ま
ず
は
み
ん
な
が
俎
上
に
あ
げ
ら

れ
る
場
が
あ
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
の
か

な
と
。

岡
崎
　
登
山
道
を
整
備
す
る
立
場
か
ら
考
え
る

と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致
を
登
山
者
が
「
こ

の
ま
ま
の
管
理
で
は
ま
ず
い
」
と
思
い
始
め
て

い
る
こ
と
が
、
プ
ラ
ス
の
追
い
風
に
で
き
る
の

で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
登
山
者
も
、
誰
が
ど
う
い
う
管
理
を
し
て
今

に
至
る
の
か
を
わ
か
っ
て
い
な
い
人
が
多
く
、

と
い
う
よ
り
関
係
者
も
わ
か
っ
て
い
な
い
方
が

多
い
ん
で
す
が
、
「
実
は
こ
う
い
う
状
況
だ
」

と
言
う
と
「
ど
う
し
て
そ
う
な
っ
て
い
る
の
」

「
な
ぜ
こ
う
し
な
い
の
」
と
み
ん
な
ほ
ぼ
同
じ

反
応
を
見
せ
ま
す
。
一
般
の
人
も
現
状
を
知
れ

ば
、
や
る
べ
き
こ
と
を
理
解
し
て
く
れ
る
の
で

は
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
な
れ
ば
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
来
て
も
ら

う
な
ど
で
お
金
が
落
ち
る
シ
ス
テ
ム
に
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
そ
れ
を
管
理
費
に

回
す
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
国
立
公
園

の
経
営
に
つ
い
て
、
こ
う
し
た
ら
良
く
な
る
と

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　
行
政
も
現
場
に
来
る
方
は
理
解
し
て
く
れ
る

方
も
多
い
ん
で
す
が
、
上
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
、

全
然
現
場
を
理
解
し
て
い
な
い
決
断
に
な
っ
て

し
ま
い
、
そ
れ
が
現
場
に
降
り
て
き
て
ギ
ャ
ッ

プ
に
苦
し
ん
で
い
る
と
言
う
方
も
た
く
さ
ん
い

る
の
で
、
そ
う
い
う
方
々
を
変
え
て
い
く
な
ら
、

自
分
の
場
合
は
登
山
者
と
向
き
合
い
、
管
理
な

ど
に
興
味
の
な
い
一
般
の
人
に
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の

営
業
再
開
に
つ
い
て

愛
甲
　
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
県
を
ま

た
い
だ
移
動
の
自
粛
も
解
除
さ
れ
、
少
し
ず
つ

観
光
客
が
動
き
始
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
植
田
さ
ん
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
下
で
営
業
し

て
い
く
中
、
再
開
に
つ
い
て
は
ど
ん
な
判
断
を

さ
れ
、
ど
ん
な
対
応
の
工
夫
を
さ
れ
て
い
ま
す

か
。

植
田
　
黒
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
に
休
ん
だ
以
外
は
ほ
と
ん
ど
止
め
て
い

ま
せ
ん
。
先
ほ
ど
話
に
出
た
よ
う
に
、
閉
鎖
や

休
業
は
再
開
と
セ
ッ
ト
に
な
る
と
思
っ
て
お
り
、

我
々
観
光
業
と
し
て
は
お
客
様
を
ウ
エ
ル
カ
ム

で
受
け
入
れ
る
べ
き
立
場
だ
ろ
う
と
。
も
ち
ろ

ん
対
策
は
取
り
な
が
ら
、
お
客
さ
ん
が
来
る
か

ど
う
か
は
そ
れ
こ
そ
お
客
さ
ん
の
判
断
や
選
択

に
な
る
と
思
う
の
で
、
我
々
は
店
を
開
け
て
い

つ
で
も
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
態
度
を
持
つ
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
愛
山
渓
ヒ
ュ
ッ
テ
は
5
月
20
日
か
ら
日
帰
り

入
浴
を
ス
タ
ー
ト
し
、
6
月
1
日
か
ら
は
宿
泊

も
受
け
付
け
を
再
開
し
ま
し
た
。
他
の
業
界
団

体
や
本
州
の
山
小
屋
も
参
考
に
し
、
1
部
屋
の

人
数
を
絞
っ
た
り
、
柱
ご
と
に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー

ト
の
仕
切
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
で
完
全
に
防
げ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、

コ
ロ
ナ
の
知
見
が
増
え
て
き
た
中
で
と
る
べ
き

対
策
を
し
て
そ
れ
を
開
示
し
、
前
向
き
に
や
っ

政
か
ら
「
い
ろ
い
ろ
考
え
た
結
果
、
感
染
リ
ス

ク
を
避
け
ら
れ
な
い
の
で
今
年
は
ト
イ
レ
を
開

け
ま
せ
ん
」
と
い
う
話
を
さ
れ
た
時
に
参
っ
た

な
と
思
い
ま
し
た
。

　
当
然
常
駐
す
る
管
理
人
の
排
泄
問
題
も
あ
れ

ば
、
テ
ン
ト
場
な
ど
は
ど
う
す
る
ん
だ
と
。
テ

ン
ト
に
泊
ま
れ
ば
当
然
排
泄
す
る
わ
け
で
、
み

ん
な
が
携
帯
ト
イ
レ
を
使
う
と
い
う
の
も
難
し

い
だ
ろ
う
と
。
こ
こ
で
や
は
り
シ
ス
テ
ム
の
弱

さ
が
出
た
な
、
民
間
と
行
政
と
で
は
判
断
基
準

が
違
う
と
。
上
川
町
の
方
か
ら
「
万
が
一
感
染

が
起
き
る
と
層
雲
峡
温
泉
街
、
上
川
町
に
多
大

な
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
や
風
評
被
害
が
あ
る
」

と
い
う
発
言
が
あ
り
、
そ
れ
も
そ
う
か
と
い
う

気
も
し
ま
す
が
、
山
の
世
界
と
町
の
世
界
、
観

光
の
世
界
を
一
緒
に
し
考
え
過
ぎ
る
の
も
ど
う

か
な
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
否
定
す
る
気
は
な
い
の
で
す
が
、

町
の
論
理
だ
け
で
は
山
の
世
界
は
測
り
き
れ
な

い
部
分
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
は
分
け
て
考
え
な

い
と
い
け
な
い
か
な
と
。
自
分
た
ち
も
こ
こ
は

山
の
論
理
に
近
づ
け
、
こ
こ
は
町
の
論
理
に
近

づ
け
る
と
判
断
基
準
が
変
え
た
り
し
て
い
て
、

行
政
の
方
と
は
そ
の
辺
の
感
覚
を
す
り
合
わ
せ

る
の
が
難
し
い
。
中
に
は
親
身
に
な
っ
て
く
れ

る
方
も
い
ま
す
が
、
町
の
論
理
で
ざ
っ
く
り
と

判
断
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
な
と
。
そ
う
い

う
、
大
ナ
タ
を
振
る
う
と
こ
ろ
が
山
の
世
界
に

持
ち
込
ま
れ
る
と
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な

い
の
か
な
と
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
は
も
う
少
し
管
理
体
制
や

組
織
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
。
今
回
は
ト
イ
レ
と
石
室
を
ど
う
擦
り
合

わ
せ
る
か
も
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
し
、
こ
れ

か
ら
間
違
い
な
く
一
元
管
理
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
だ
ろ
う
と
。
で
な
い
と
岡
崎
さ
ん
が
い
う

よ
う
に
、
国
立
公
園
の
全
体
的
な
資
源
と
し
て

の
魅
力
は
向
上
し
て
い
か
な
い
の
で
は
と
思
い

ま
す
。

ヒ
グ
マ
と
コ
ロ
ナ
の
共
通
点

愛
甲
　
寺
山
さ
ん
は
前
職
が
知
床
財
団
で
、
知

床
は
国
立
公
園
の
協
働
型
管
理
の
モ
デ
ル
に
も

な
っ
て
い
る
場
所
で
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
影

響
下
で
そ
の
辺
は
機
能
し
た
の
か
、
ど
ん
な
感

じ
で
し
た
か
。

寺
山
　
私
は
昨
年
3
月
ま
で
知
床
財
団
で
、
ま

さ
に
今
話
に
出
て
い
た
国
立
公
園
の
現
場
管
理

を
し
て
お
り
、
閉
鎖
な
ど
も
含
め
国
立
公
園
の

管
理
作
業
は
何
を
す
べ
き
か
と
い
う
話
を
10
年

く
ら
い
現
場
で
し
て
い
ま
し
た
。

　
管
理
者
は
説
明
責
任
が
重
く
の
し
か
か
っ
て

く
る
関
係
で
ど
う
し
て
も
ナ
ー
バ
ス
に
な
り
、

自
粛
を
し
た
方
が
楽
な
わ
け
で
す
。
あ
ら
ゆ
る

リ
ス
ク
を
考
え
き
れ
な
い
の
で
自
粛
や
閉
鎖
に

な
る
。
し
か
し
岡
崎
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
、
管

理
を
自
粛
し
て
は
ダ
メ
だ
と
思
い
ま
す
。
閉
鎖

と
い
う
の
は
当
然
持
っ
て
い
る
カ
ー
ド
の
一
枚

で
す
が
、
運
用
や
再
開
と
セ
ッ
ト
に
し
な
い
と

管
理
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
｠

　
知
床
の
遊
歩
道
は
ヒ
グ
マ
が
出
る
と
閉
鎖
し

ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
対
応
と
似
て
い
る
な
と
思

い
ま
す
。
状
況
把
握
の
た
め
に
一
旦
閉
鎖
す
る

ん
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
開
け
る
の
が
難
し
い
ん

で
す
よ
ね
。
ク
マ
が
い
な
く
な
る
わ
け
で
は
な

い
で
す
か
ら
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
多
分
な
く

な
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
開
放
す
る
と
き
の

ロ
ジ
ッ
ク
が
難
し
い
。

　
知
床
の
場
合
は
、
状
況
把
握
の
た
め
に
パ
ト

ロ
ー
ル
が
と
り
あ
え
ず
一
周
し
て
、
ク
マ
が
滞

留
す
る
よ
う
な
特
別
の
餌
が
な
け
れ
ば
、
通
常

の
リ
ス
ク
と
し
て
開
放
し
ま
す
。
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
リ
ス
ク
で
あ
れ
ば
開
放
し
、
も
し
人

が
入
る
ゲ
ー
ト
の
近
く
で
1
日
前
に
ク
マ
が
確

認
さ
れ
た
ら
、
確
実
に
ク
マ
は
近
く
に
い
る
の

で
、
遭
遇
を
避
け
る
た
め
に
こ
う
い
う
手
が
あ

り
ま
す
、
ガ
イ
ド
を
誘
導
で
雇
う
と
い
う
手
も

あ
り
ま
す
と
情
報
提
供
し
ま
す
。

　
自
然
の
中
で
の
管
理
は
当
然
リ
ス
ク
を
ゼ
ロ

に
は
で
き
な
い
の
で
、
最
低
限
の
管
理
活
動
と

情
報
把
握
及
び
周
知
、
そ
の
上
で
の
選
択
肢
の

提
示
を
し
な
い
と
ど
う
に
も
な
ら
な
い
し
、
逆

に
こ
れ
く
ら
い
し
か
や
る
こ
と
が
な
い
。
ク
マ

が
出
な
い
よ
う
、
遊
歩
道
に
全
面
フ
ェ
ン
ス
を

施
す
の
は
自
然
公
園
で
や
る
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
知
床
は
こ
う
い
う
場
所
で
あ
る
と
情
報
を
提

示
し
、
ク
マ
が
い
る
と
い
う
事
実
を
訪
れ
る
人

に
理
解
し
て
も
ら
い
、
と
れ
る
選
択
肢
を
提
示

す
る
し
か
な
い
で
す
。
そ
の
選
択
肢
と
は
勉
強

し
て
気
を
つ
け
て
行
く
、
ガ
イ
ド
を
雇
う
、
や

め
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
れ
を
選
ん
で
い
た
だ

く
の
が
管
理
活
動
で
は
な
い
か
な
と
。
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
対
応
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ホ
テ
ル
も
人
が
多
く
集
ま
る
の
で
ウ
イ
ル
ス

の
リ
ス
ク
は
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
よ
り
よ
っ

ぽ
ど
怖
い
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
対
応
し
な
が

か
ら
こ
そ
各
地
の
観
光
協
会
が
こ
ぞ
っ
て
P
R

し
て
い
て
、
網
走
観
光
協
会
は
新
聞
に
一
面
で

7
泊
8
日
1
2
0
0
0
円
と
い
う
広
告
を
打
っ

た
り
、
私
ど
も
の
上
川
町
も
テ
レ
ビ
C
M
を
作

っ
て
町
長
が
出
演
し
た
り
、
5
3
0
万
人
の
北

海
道
民
を
ど
こ
の
観
光
地
が
持
っ
て
い
く
の
か
、

必
死
に
考
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　G
oT

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
秋
以
降
に
ず
れ
込

ん
で
し
ま
う
と
、
夏
の
最
盛
期
は
道
内
を
取
り

込
む
し
か
な
い
と
。
マ
イ
カ
ー
は
間
違
い
な
く

増
え
る
と
思
い
ま
す
が
、
マ
イ
カ
ー
が
使
え
な

い
人
た
ち
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
遠
出
が
し
づ

ら
く
な
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
当
社
も
先
週
か
ら
山
登
り
の
日
帰
り
ツ
ア
ー

を
再
開
し
ま
し
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
一
人
2

席
以
上
使
え
ま
す
、
換
気
も
消
毒
も
し
ま
す
と

い
う
形
で
や
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
大
型
バ

ス
や
J
R
の
移
動
に
つ
い
て
は
、
ハ
ー
ド
ル
が

あ
る
の
か
な
と
。

　
マ
イ
カ
ー
旅
行
と
い
う
と
、
や
は
り
人
口
圏

の
大
き
な
札
幌
か
ら
ど
こ
ま
で
足
を
伸
ば
し
て

く
れ
る
か
、
多
分
知
床
も
考
え
ら
れ
て
る
と
思

う
ん
で
す
け
ど
、
東
日
本
大
震
災
の
時
に
岩
見

沢
以
降
の
高
速
道
路
を
無
料
に
し
た
と
き
、
層

雲
峡
温
泉
街
で
も
か
な
り
効
果
が
見
ら
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
そ
れ
よ
り 

J
R 

や
バ
ス
会
社
を
助
け
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
で
は

と
い
う
声
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
が
、
果
た
し
て

こ
れ
か
ら
ワ
ン
バ
ス
40
人
と
い
う
バ
ス
旅
行
が

残
っ
て
い
く
の
か
な
と
。
ま
さ
にw

ith

コ
ロ

ナ
で
旅
行
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し
て
い
く
部
分
で

は
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。
な
の
で
、
各
旅

行
会
社
も
バ
ス
ツ
ア
ー
を
積
極
的
に
ま
だ
売
り

出
せ
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
。

寺
山
　
深
刻
な
状
況
で
す
が
、
1
年
経
っ
た
ら

8
割
ぐ
ら
い
は
元
に
戻
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
い
う
気
も
し
ま
す
。
10
年
前
の
福
島
原
発

の
爆
発
で
世
界
が
変
わ
る
と
思
っ
た
け
ど
、
半

分
は
元
に
戻
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い

う
時
に
新
し
い
動
き
が
生
ま
れ
て
、
そ
れ
と
並

行
し
つ
つ
半
分
は
既
存
の
シ
ス
テ
ム
に
戻
る
の

で
は
。

　
う
ち
は
何
か
新
し
い
こ
と
を
考
え
る
た
め
に

で
き
た
団
体
な
の
で
、
道
内
か
ら
マ
イ
カ
ー
で

知
床
に
来
た
人
た
ち
を
車
か
ら
下
ろ
す
コ
ン
テ

ン
ツ
は
何
か
を
真
剣
に
考
え
る
の
が
、
切
羽
詰

ま
っ
た
お
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
か
と
い
っ
て
そ
ん
な
大
き
な
仕
掛
け
は
で
き

ま
せ
ん
か
ら
、
6
月
か
ら
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転

車
を
ホ
テ
ル
2
カ
所
と
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に

配
置
し
て
、
自
転
車
で
知
床
峠
ま
で
行
く
テ
ス

ト
商
品
を
始
め
ま
し
た
。
大
自
然
の
中
、
ス
テ

イ
ホ
ー
ム
で
な
ま
っ
た
体
に
汗
を
か
き
ま
せ
ん

か
、
電
動
ア
シ
ス
ト
な
ら
な
ん
と
こ
こ
ま
で
行

け
ま
す
よ
と
い
う
演
出
で
、
4
〜
5
0
0
0
円

で
売
れ
な
い
か
と
い
う
の
を
試
し
て
い
ま
す
。
｠

　
ホ
テ
ル
か
ら
は
「
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
は

5
0
0
円
で
も
売
れ
な
か
っ
た
よ
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
が
、
情
報
発
信
な
ど
に
よ
っ
て

4
0
0
0
円
で
売
れ
た
と
し
た
ら
、
半
分
ぐ
ら

い
は
元
に
戻
っ
て
も
1
割
ぐ
ら
い
は
そ
う
い
う

お
客
さ
ん
を
作
れ
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
マ
イ
カ
ー
で
近
隣
か
ら
来
る
人
が
ボ

リ
ュ
ー
ム
層
で
、
そ
う
い
う
人
た
ち
に
何
を
訴

求
す
る
か
は
全
体
的
な
課
題
で
す
。
北
海
道
の

人
が
自
転
車
に
乗
っ
て
歩
く
と
い
う
の
は
す
ご

く
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
で
す
が
、
今
は
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
も
来
な
い
の
で
、
ま
ず
は
ど
れ
く
ら
い
稼

働
が
あ
る
か
、
試
し
て
み
よ
う
と
。

　
し
か
しM

aaS

や
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
な
ど
、
乗

合
バ
ス
を
う
ま
く
活
用
し
よ
う
と
い
う
流
れ
が

今
回
の
コ
ロ
ナ
で
止
ま
っ
た
の
は
痛
い
で
す
ね
。

田
舎
で
交
通
機
関
を
何
と
か
し
よ
う
と
思
っ
た

ら
観
光
と
生
活
を
く
っ
つ
け
て
何
と
か
で
き
な

い
か
と
い
う
の
が
生
命
線
だ
と
思
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
そ
れ
が
止
ま
っ
た
の
が
と
っ
て
も
痛

い
な
と
思
い
ま
す
。

来
訪
者
の
質
の
変
化

愛
甲
　
岡
崎
さ
ん
は
大
雪
高
原
ヒ
グ
マ
情
報
セ

ン
タ
ー
の
管
理
を
さ
れ
て
い
て
、
施
設
が
再
開

し
た
ん
で
す
よ
ね
。
施
設
を
開
け
る
に
あ
た
り
、

環
境
省
と
か
北
海
道
か
ら
は
ど
う
い
う
風
に
運

用
し
よ
う
と
言
う
話
は
あ
っ
た
ん
で
す
か
。

岡
崎
　
環
境
省
、
上
川
町
、
北
海
道
が
関
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
道
か
ら
は
ま
だ
連
絡
も
来
て
い

な
い
で
す
ね
。
い
つ
も
6
月
後
半
に
な
ら
な
い

と
連
絡
が
こ
な
い
の
で
す
が
、
方
針
く
ら
い
は

来
て
も
い
い
か
な
と
思
っ
た
ん
で
す
が
。

　
環
境
省
の
方
々
は
あ
ま
り
コ
ロ
ナ
の
こ
と
は

気
に
せ
ず
に
、
対
策
を
し
っ
か
り
し
て
い
る
点

は
ア
ピ
ー
ル
し
て
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
き
ま
し
ょ

う
、
管
理
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
。
ま
だ
登
山

者
が
来
る
駐
車
場
の
ト
イ
レ
が
開
い
て
お
ら
ず

困
っ
て
い
る
と
い
っ
た
問
題
は
起
き
て
い
ま
す

が
、
特
に
運
営
す
る
た
め
の
苦
労
は
な
か
っ
た

で
す
。

　
登
山
者
に
つ
い
て
は
減
る
の
か
、
増
え
る
の

か
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
の
と
こ

ろ
正
直
変
わ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
休
日
し
か
見
て

い
ま
せ
ん
が
、
去
年
の
休
日
と
ほ
ぼ
同
じ
ス
タ

ー
ト
で
、
ほ
と
ん
ど
道
内
の
方
で
す
が
、
元
々

今
の
時
期
は
道
内
か
ら
が
多
い
と
い
う
の
も
同

じ
で
す
。

　
一
つ
違
う
の
は
、
去
年
と
比
べ
て
か
な
り
ア

ク
テ
ィ
ブ
な
方
が
多
い
こ
と
で
す
。
例
え
ば
た

だ
沼
を
歩
く
の
で
は
な
く
、
ス
キ
ー
を
担
い
で

登
っ
て
行
っ
て
滑
っ
て
降
り
て
く
る
と
か
。
ま

た
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
事
前
に
S
N
S
で
情
報

収
集
を
し
て
き
て
い
ま
す
。 

　
な
の
で
今
後
を
考
え
る
と
、
情
報
発
信
の
仕

方
だ
っ
た
り
、
今
ま
で
と
違
う
視
点
を
見
せ
る

こ
と
が
で
き
た
ら
面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
。

変
な
言
い
方
で
す
け
ど
、
チ
ャ
ン
ス
が
い
っ
ぱ

い
見
え
て
い
て
。
こ
れ
だ
け
ど
こ
も
か
し
こ
も

人
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
中
、
一
歩
先
行
く
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
北
海
道
は
自
然
環
境
が
も
の
す
ご
く
素
晴
ら

し
い
場
所
だ
と
思
う
し
、
町
の
商
売
と
比
べ
る

と
こ
れ
か
ら
山
の
商
売
は
す
ご
く
と
っ
か
か
り

が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
呼
び
込
み
や
す
い
場

所
で
は
と
直
感
的
に
思
い
ま
す
。
大
雪
高
原
は

非
常
に
規
模
が
小
さ
く
、
年
間
6
0
0
0
人
く

て
い
く
こ
と
か
な
と
思
い
ま
す
。
リ
ス
ク
は
ゼ

ロ
で
は
な
い
で
す
が
、
そ
れ
で
も
お
客
さ
ん
が

来
た
い
と
判
断
し
て
く
れ
れ
ば
、
来
て
く
だ
さ

い
と
い
う
よ
う
な
形
で
す
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
後
の
自
粛
論
議
が

非
常
に
つ
ら
か
っ
た
思
い
出
が
あ
る
の
で
、
雇

用
を
守
る
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
前
向
き
に

粛
々
と
営
業
は
続
け
、
で
き
る
だ
け
閉
め
な
い

と
い
う
判
断
を
し
て
い
ま
す
。

愛
甲
　
か
な
り
経
営
的
に
は
大
変
な
の
で
は
。

休
む
方
が
い
い
の
か
、
開
け
た
方
が
い
い
の
か
。

植
田
　
そ
こ
は
1
0
0
％
の
正
解
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
層
雲
峡
温
泉
街
も
か
な
り
休
業
し
て
、

そ
の
間
は
休
業
補
助
金
を
い
た
だ
き
、
当
社
も

使
え
る
制
度
は
全
て
使
い
な
が
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。
融
資
も
か
な
り
受
け
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
諦
め
る
の
で
は
な
く
、
戻
っ
て
来
る

日
を
信
じ
て
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
我
々
の
仕

事
や
お
客
さ
ん
の
層
や
質
も
少
し
ず
つ
変
わ
り

な
が
ら
、
変
化
し
て
続
け
て
い
け
る
よ
う
、
先

を
見
て
い
こ
う
と
。
こ
れ
が
正
解
か
ど
う
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
1
度
動
き
を
止
め
て
し
ま

う
と
、
そ
こ
か
ら
ま
た
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
て
動

き
出
す
の
は
す
ご
く
力
が
要
る
の
で
、
で
き
る

だ
け
社
員
の
気
持
ち
も
、
仕
事
も
、
受
け
入
れ

も
止
め
た
く
な
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

愛
甲
　
予
約
は
入
っ
て
き
て
い
ま
す
か
。

植
田
　
大
雪
山
も
知
床
も
、
ア
ウ
ト
ド
ア
で
の

楽
し
み
と
い
う
意
味
で
は
ま
だ
ま
だ
需
要
が
戻

っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

実
際
、
こ
こ
2
週
間
ぐ
ら
い
で
大
雪
山
高
原
温

泉
、
愛
山
渓
な
ど
に
道
内
の
方
が
少
し
ず
つ
動

き
出
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
夏
山
シ
ー
ズ
ン
も

始
ま
る
の
で
、
山
を
楽
し
む
お
客
さ
ん
が
動
き

始
め
る
の
で
は
。

　
た
だ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
本
州
の
団
体
が
戻
る

に
は
、
ま
だ
ま
だ
時
間
は
か
か
る
で
し
ょ
う
し
、

G
oT

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
動
き
出
し
に
時
間
が

か
か
り
そ
う
で
す
し
、
今
期
の
売
り
上
げ
は
半

分
く
ら
い
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
戻
る
の
は
早
く
て
来
年
の
春

か
な
と
。

　
地
元
の
観
光
協
会
も
冬
は
氷
瀑
ま
つ
り
な
ど

集
客
イ
ベ
ン
ト
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
縮

小
も
や
む
な
し
と
言
う
感
じ
で
す
。

愛
甲
　
寺
山
さ
ん
に
も
同
じ
質
問
で
す
。
ご
自

身
の
事
業
を
含
め
て
、
ウ
ト
ロ
で
は
民
間
事
業

者
は
再
開
の
判
断
は
ど
う
な
の
か
、
ど
う
動
き

始
め
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

寺
山
　
ウ
ト
ロ
は
ホ
テ
ル
の
キ
ャ
パ
が

4
0
0
0
人
以
上
で
す
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
は
全
館
閉
め
て
観
光
客
が
い
な
い
様
子
を

見
て
、
住
民
が
と
て
も
異
様
に
感
じ
て
い
ま
し

た
。「
沈
黙
の
春
」
と
言
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

あ
る
意
味
、
観
光
の
生
態
系
が
崩
壊
し
た
こ
と

を
実
感
し
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
で
し
た
。

　
そ
の
前
に
「
自
粛
し
て
も
ら
わ
な
い
と
困

る
」
と
言
う
町
民
の
風
が
吹
い
た
時
に
は
、

「
観
光
が
そ
も
そ
も
こ
の
土
地
に
必
要
な
い
の

で
は
」
と
い
う
風
向
き
に
な
っ
た
ら
ま
ず
い
な

と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
土
地
に
と
っ
て
の
観
光

の
意
味
が
根
底
か
ら
揺
ら
ぐ
か
な
と
思
っ
た
ら
、

そ
ん
な
こ
と
は
な
く
て
、
漁
師
さ
ん
や
町
民
と

話
し
て
も
「
い
や
ー
寂
し
い
ね
。
来
て
も
ら
い

た
い
ね
」
と
い
う
雰
囲
気
に
な
っ
た
こ
と
は
す

ご
く
よ
か
っ
た
な
と
。

　
科
学
的
に
は
何
一
つ
、
物
事
は
進
ん
で
い
な

い
ん
で
す
が
、
お
客
さ
ん
を
迎
え
よ
う
と
い
う

雰
囲
気
が
そ
こ
は
か
と
な
く
漂
っ
て
い
る
こ
と

に
、
実
は
と
て
も
安
心
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

各
ホ
テ
ル
は
対
策
を
見
え
る
化
し
よ
う
と
か
、

ガ
イ
ド
は
マ
ス
ク
を
す
る
か
と
か
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
て
動
き
出
し
て
い
る

形
で
す
。

　
ウ
ト
ロ
に
は
大
き
な
ホ
テ
ル
が
4
軒
あ
り
ま

す
が
、
2
軒
は
6
月
か
ら
動
き
出
し
、
2
軒
は

ま
だ
再
開
し
て
い
な
い
の
で
半
分
強
の
キ
ャ
パ

が
稼
働
し
た
状
態
で
す
。
ホ
テ
ル
の
経
営
者
は

ど
う
し
の
ぐ
か
、
資
金
繰
り
を
見
な
が
ら
か
悩

ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
し
、
小
さ
い
民
宿
は
家

業
を
続
け
る
の
か
と
真
剣
に
悩
み
、
ま
だ
再
開

し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
多
い
で
す
ね
。
再
開
す

る
に
し
て
も
、
7
月
か
ら
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
が
多
い
か
と
。

　G
oT

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ス
タ
ー
ト
が
遅
れ

る
の
は
結
構
痛
い
で
す
ね
。
し
か
し
、
経
営
判

断
が
難
し
い
中
で
も
お
客
様
を
迎
え
よ
う
と
い

う
雰
囲
気
で
動
き
出
し
、
ホ
テ
ル
な
ど
も
掃
除

や
消
毒
な
ど
の
作
業
が
増
え
た
け
れ
ど
、
ス
タ

ッ
フ
の
表
情
が
明
る
く
、
ビ
ジ
タ
ー
を
ち
ゃ
ん

と
迎
え
ら
れ
る
根
本
的
な
雰
囲
気
が
あ
る
の
で
、

よ
か
っ
た
な
と
思
え
た
再
開
シ
ー
ン
で
し
た
。

愛
甲
　
観
光
を
や
っ
て
な
い
人
も
含
め
て
、
お

客
さ
ん
が
来
な
い
と
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
な
っ
て

い
う
感
情
を
み
ん
な
が
感
じ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。

寺
山
　
も
ち
ろ
ん
全
員
で
は
な
い
と
思
う
し
、

「
本
当
に
開
け
ん
の
、
や
ば
い
っ
し
ょ
」
と
言

っ
て
る
人
も
い
ま
す
が
、
世
間
話
レ
ベ
ル
で

「
で
も
開
け
な
い
と
大
変
だ
べ
」
と
い
う
声
も

聞
こ
え
て
き
ま
す
。

愛
甲
　G

oT
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
話
が
出
ま
し

た
が
、
道
民
割
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
。
結

構
期
待
さ
れ
て
い
る
向
き
は
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

寺
山
　
ふ
っ
こ
う
割
な
ど
の
実
績
を
認
識
し
て

い
る
の
は
宿
泊
業
の
方
な
の
で
、
そ
れ
は
期
待

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

愛
甲
　
知
床
も
大
雪
山
も
、
ピ
ー
ク
の
シ
ー
ズ

ン
に
訪
れ
る
の
は
道
外
の
方
で
、
都
道
府
県
を

超
え
る
移
動
も
だ
い
ぶ
緩
和
は
さ
れ
て
く
る
け

ど
、
こ
の
夏
は
東
京
や
関
西
の
お
客
さ
ん
が
今

ま
で
通
り
に
全
部
が
戻
っ
て
く
る
と
は
思
え
な

い
で
す
よ
ね
。

　
そ
う
す
る
と
知
床
や
大
雪
山
も
、
北
海
道
民

に
も
っ
と
訴
求
す
る
必
要
も
あ
る
の
で
は
。
今

年
の
夏
は
マ
イ
カ
ー
移
動
で
観
光
す
る
方
が
増

え
る
と
思
い
ま
す
し
、
ど
の
ぐ
ら
い
道
民
に
来

て
も
ら
う
か
は
、
結
構
重
要
だ
と
思
う
の
で
す

が
、
植
田
さ
ん
と
寺
山
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ
ま

す
か
。

植
田
　
ま
さ
に
今
ど
こ
の
観
光
地
も
タ
ー
ゲ
ッ

ト
は
域
内
、
北
海
道
で
あ
れ
ば
道
内
の
方
々
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
だ

職
し
て
い
ま
す
。
知
床
を
世
界
遺
産
に
し
て
く

れ
た
ユ
ネ
ス
コ
は
、
文
明
の
衝
突
を
防
ぐ
た
め

に
戦
争
の
反
省
か
ら
作
ら
れ
た
団
体
で
、
そ
の

ユ
ネ
ス
コ
が
知
床
が
い
い
と
こ
ろ
だ
と
言
っ
て

く
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、「
こ
こ
は
い
い
と
こ
ろ

だ
よ
、
戦
争
す
る
の
は
や
め
よ
う
よ
」
と
い
う

こ
と
で
人
々
に
開
か
な
い
と
守
っ
た
価
値
が
な

い
と
、
私
は
言
い
切
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
世
界
平
和
の
た
め
に
知
床
世
界
遺
産
を
開

く
の
が
観
光
地
の
仕
事
で
す
」
と
言
い
切
る
べ

く
、
あ
と
20
年
ぐ
ら
い
働
こ
う
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。「
世
界
平
和
の
た
め
に
俺
た
ち
は
観

光
や
っ
て
る
ん
だ
」
と
い
う
雰
囲
気
が
出
て
き

た
ら
、
ホ
テ
ル
で
ア
ル
バ
イ
ト
し
て
い
る
若
い

人
た
ち
も
ち
ょ
っ
と
は
元
気
に
な
る
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
や
は
り
世
界
平
和
の
た
め
に
あ
る
の

は
観
光
だ
と
、
つ
か
み
直
す
き
っ
か
け
を
突
き

つ
け
ら
れ
た
の
が
今
回
の
機
会
だ
っ
た
な
と
思

い
ま
す
。

植
田
　
う
ち
の
会
社
の
企
業
理
念
の
中
に
も

「
お
客
様
に
喜
び
を
提
供
す
る
こ
と
で
世
界
平

和
に
貢
献
し
ま
す
」
と
い
う
一
文
を
入
れ
て
お

り
、
や
は
り
私
も
観
光
や
娯
楽
は
世
界
平
和
に

つ
な
が
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
っ

て
い
て
、
今
の
お
話
を
聞
い
て
同
志
が
い
て
よ

か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
で
学
ん
だ
こ
と
に
関
し
て
は
、
経
済

活
動
、
企
業
活
動
を
し
て
い
く
中
で
の
リ
ス
ク

の
考
え
方
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た

な
と
。
未
知
の
も
の
な
の
で
、
ナ
ー
バ
ス
な
反

応
を
す
る
人
も
い
ま
し
た
が
、
決
断
し
た
り
活

動
し
て
い
く
中
で
、
リ
ス
ク
は
ゼ
ロ
に
は
な
ら

な
い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
も
風
が
吹
け
ば
減
速
し
て
運

転
し
た
り
、
山
に
登
れ
ば
遭
難
し
な
い
で
帰
っ

て
来
ら
れ
る
よ
う
に
、
い
ろ
ん
な
リ
ス
ク
を
考

え
な
が
ら
判
断
し
ま
す
。
観
光
地
も
冷
静
に
リ

ス
ク
を
勘
案
し
な
が
ら
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
、

お
客
様
を
ウ
エ
ル
カ
ム
で
受
け
入
れ
る
態
度
が

必
要
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
｠

　
国
立
公
園
や
自
然
を
テ
ー
マ
に
野
外
活
動
を

す
る
中
で
、
我
々
が
今
ま
で
自
然
の
中
で
培
っ

て
き
た
知
見
や
日
々
行
な
っ
て
い
る
判
断
が
、

コ
ロ
ナ
時
代
を
生
き
て
い
く
た
め
の
考
え
方
の

ヒ
ン
ト
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
視

点
か
ら
我
々
も
何
か
発
信
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

愛
甲
　
私
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
こ
の
よ
う
な

機
会
を
も
ち
、
様
々
な
経
験
を
共
有
す
べ
き
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
本
日
の
お
話
は
、
他
地
域

の
方
に
も
興
味
深
く
、
参
考
に
な
る
で
し
ょ
う
。

東
日
本
大
震
災
の
時
も
被
災
地
以
外
の
人
の
意

識
が
予
想
外
に
早
く
戻
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
が
、
寺
山
さ
ん
が
い
う
よ
う
に
、
今
回
も
観

光
客
の
動
き
な
ど
は
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に

半
分
く
ら
い
は
元
に
戻
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
中
で
、
今
起
き
て
い
る
こ
と
や
学
ん

だ
こ
と
を
記
録
し
、
後
か
ら
検
証
す
る
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
人
の
動
き
も
そ
う
で
す

し
、
自
然
公
園
を
運
営
す
る
シ
ス
テ
ム
が
ど
う

機
能
し
た
の
か
、
そ
こ
で
見
え
た
弱
さ
な
ど
を

次
の
改
善
に
生
か
す
た
め
に
、
勉
強
さ
せ
ら
れ

て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
と
感
じ
ま
す
。

　
こ
う
し
て
み
な
さ
ん
と
お
話
し
し
た
こ
と
も
、

き
ち
ん
と
記
録
に
残
し
て
お
け
る
こ
と
を
非
常

に
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ら
い
し
か
来
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

の
呼
び
込
み
方
で
色
々
変
化
さ
せ
ら
れ
、
来
た

人
が
新
た
な
発
信
を
し
て
く
れ
る
形
を
作
っ
て

い
け
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

愛
甲
　
高
原
温
泉
は
秋
が
ピ
ー
ク
で
す
よ
ね
。

今
は
ま
だ
そ
ん
な
に
多
く
な
い
。
こ
れ
か
ら
秋

に
向
か
っ
て
ど
う
な
っ
て
い
く
か
は
心
配
も
あ

り
、
逆
に
楽
し
み
な
部
分
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
白
雲
岳
の
工
事
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、 

今
後
の
登
山
者
の
山
の
登
り
方
や
自
然
と
の
付

き
合
い
方
は
変
わ
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
か
。

岡
崎
　
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
よ
り
は
、
お
こ

が
ま
し
い
で
す
が
、
変
え
て
や
ろ
う
と
い
う
気

持
ち
で
す
ね
。 

高
原
温
泉
は
今
ま
で
は
秋
が
8

割
で
し
た
が
、
夏
に
面
白
い
時
期
も
あ
る
け
ど

ほ
と
ん
ど
人
は
来
な
か
っ
た
。
自
分
ら
は
春
の

魅
力
を
知
っ
て
い
る
し
、
理
解
で
し
て
く
れ
る

人
も
出
て
き
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
秋
以

外
の
時
期
を
売
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
こ
う

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
白
雲
岳
も
と
て
も
魅
力
的
な
場
所
な
の
で
、

そ
の
魅
力
を
分
か
る
人
な
ら
か
な
り
大
金
を
払

っ
て
も
来
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
こ
れ
か
ら

は
た
く
さ
ん
来
て
少
し
お
金
を
落
と
す
形
よ
り

も
、
一
人
が
非
常
に
満
足
し
て
た
く
さ
ん
の
お

金
を
落
と
す
形
に
変
わ
る
と
、
皆
さ
ん
が
思
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
発
信
が
で
き
て
い
る

か
は
ち
ょ
っ
と
分
か
ら
な
い
。
自
分
の
視
点
は

あ
ま
り
一
般
的
で
は
な
い
の
で
す
が
、
思
っ
た

こ
と
を
試
す
場
所
も
で
き
た
の
で
、
ど
ん
ど
ん

思
い
つ
き
を
試
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

寺
山
　
こ
の
時
期
に
来
る
人
が
、
本
当
の
お
客

様
だ
と
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
。
地
元
で
よ
く

言
っ
て
い
る
の
は
、
カ
メ
ラ
マ
ン
と
釣
り
人
は

同
じ
く
ら
い
来
て
い
る
な
と
。
管
理
側
に
と
っ

て
は
ト
ラ
ブ
ル
も
結
構
あ
り
、
お
金
も
そ
ん
な

に
落
と
さ
な
い
客
層
で
す
が
、
こ
う
い
う
人
た

ち
が
自
然
環
境
や
自
然
公
園
に
と
っ
て
本
質
的

な
ビ
ジ
タ
ー
な
の
で
は
な
い
か
と
。

　
本
質
的
な
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の
状
況
で

は
来
た
い
人
し
か
来
な
い
、
そ
れ
が
カ
メ
ラ
マ

ン
と
釣
り
人
だ
と
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
登
山

客
の
数
も
そ
ん
な
に
落
ち
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
真
剣
に
考
え
な
い
と

い
け
な
い
と
。

　
今
後
も
コ
ロ
ナ
対
策
が
う
ま
く
い
か
ず
、
お

客
さ
ん
が
落
ち
込
ん
だ
ま
ま
な
ら
ビ
ジ
タ
ー
の

本
質
を
ち
ゃ
ん
と
考
え
な
い
と
い
け
な
い
、
こ

の
状
況
で
も
来
る
人
は
と
て
も
大
切
に
し
な
い

と
い
け
な
い
な
と
。
一
番
厳
し
い
時
期
に
来
た

お
客
さ
ん
が
何
を
見
て
い
る
の
か
、
よ
く
見
て

お
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

植
田
　
寺
山
さ
ん
に
近
い
思
い
を
私
も
持
っ
て

い
て
、
こ
う
い
う
時
に
も
離
れ
な
い
お
客
さ
ん

は
観
光
地
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る
の

で
、
気
を
つ
け
て
見
て
お
く
べ
き
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
黒
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
歴
史
上
で
初

め
て
、
今
年
は
夏
の
シ
ー
ズ
ン
券
と
い
う
の
を

作
っ
て
売
っ
て
み
た
ん
で
す
。
5
月
は
開
店
休

業
だ
っ
た
の
で
、
み
ん
な
の
仕
事
も
作
ら
な
き

ゃ
い
け
な
い
し
、
目
先
の
収
入
も
欲
し
い
と
い

う
こ
と
で
始
め
、
6
月
21
日
ま
で
売
っ
て
い
ま

し
た
が
、
2
0
0
枚
弱
が
売
れ
ま
し
た
。

　
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
乗
り
放
題
と
い
う
こ
と

で
、
ち
ゃ
ん
と
お
金
を
使
っ
て
黒
岳
に
来
よ
う

と
思
っ
て
く
れ
る
方
は
道
内
の
方
だ
ろ
う
と
思

っ
て
作
っ
た
の
で
す
が
、
こ
う
い
う
時
で
も
反

応
し
て
応
援
す
る
よ
と
い
う
方
や 

お
得
だ
と
思

っ
て
買
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
が
そ
れ
な
り
に
い

た
こ
と
は 

我
々
に
と
っ
て
も
す
ご
く
い
い
勉
強

に
な
っ
た
し
背
中
を
押
し
て
も
ら
え
ま
し
た
。

そ
う
い
う
時
に
き
て
く
れ
る
の
は
ど
う
い
う
お

客
様
か
、
き
ち
ん
と
見
な
が
ら
付
き
合
っ
て
い

か
な
き
ゃ
い
け
な
い
な
と
思
っ
て
ま
す
。

　
ア
ウ
ト
ド
ア
や
外
で
の
楽
し
み
は
ま
す
ま
す

こ
れ
か
ら
価
値
が
上
が
り
、
高
い
お
金
を
払
っ

て
も
そ
う
い
う
体
験
を
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ

は
ま
す
ま
す
高
ま
る
の
で
は
。
コ
ロ
ナ
に
よ
っ

て
旅
行
の
機
会
が
限
ら
れ
る
な
ら
、
そ
の
大
事

な
機
会
に
は
お
金
を
か
け
て
素
晴
ら
し
い
と
こ

ろ
に
行
こ
う
と
い
う
意
識
が
強
ま
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
北
海
道
の
自
然
の

素
材
が
、
注
目
さ
れ
価
値
が
認
め
ら
れ
る
チ
ャ

ン
ス
は
大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
自
然
へ
の
負
荷
を
考
え
つ
つ
、
そ
の
チ
ャ
ン

ス
を
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
。
や
は
り
岡
崎
さ

ん
が
言
う
よ
う
に
、
少
な
い
人
数
で
た
く
さ
ん

お
金
を
落
と
し
て
も
ら
え
る
仕
掛
け
や
場
所
づ

く
り
に
な
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
合

わ
せ
て
層
雲
峡
温
泉
街
も
変
わ
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
し
、
そ
の
い
い
き
っ
か
け
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
経
験
か
ら

観
光
地
が
学
ぶ
こ
と

寺
崎
　
最
後
に
皆
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
を
経
験
し
て
、

観
光
地
は
こ
こ
か
ら
何
を
学
ぶ
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
か
。

岡
崎
　
物
事
や
価
値
観
を
変
え
る
の
は
昔
か
ら

「
若
者
、
よ
そ
者
、
ば
か
者
」
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
現
在
の
観
光
地
が
動
か
な
い
中
で
、
自
分

に
も
「
ど
う
い
う
形
が
い
い
の
か
」
と
聞
か
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
お
前
ら
な
ん
か

い
ら
な
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
す

が
、
少
し
で
も
新
し
い
発
想
を
取
り
入
れ
よ
う

と
い
う
人
が
地
域
に
増
え
て
き
た
の
で
は
と
思

い
ま
す
。

　
自
分
な
ど
は
、
ば
か
者
代
表
で
い
ろ
い
ろ
意

見
を
言
っ
て
い
こ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
同
じ

よ
う
な
境
遇
の
人
た
ち
が
、
同
じ
地
域
内
だ
け

で
な
く
地
域
を
超
え
て
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
面
白
い
形
に
な
り
、
今
ま
で
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
で
は
な
い
か
と
。
そ
う
い
う
希
望
だ
け
は
す

ご
く
持
っ
て
い
ま
す
。

寺
山
　
今
回
、
地
域
に
と
っ
て
の
観
光
の
価
値

が
何
な
の
か
、
突
き
つ
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
が
あ

っ
て
、
本
質
的
に
移
動
と
交
流
が
観
光
の
形
で

す
か
ら
、
感
染
症
に
関
し
て
は
マ
イ
ナ
ス
要
因

で
し
か
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
の
中
で
、
こ
の
土

地
に
と
っ
て
観
光
が
必
要
だ
と
言
い
切
れ
る
も

の
は
何
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
突
き
つ
け
ら
れ

た
と
。

 

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
静
か
な
時
は
観
光

を
や
る
べ
き
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
し
、
観
光

が
再
オ
ー
プ
ン
し
た
時
に
皆
の
表
情
が
明
る
く

な
っ
た
の
は
よ
か
っ
た
な
と
。
観
光
地
で
あ
る

ウ
ト
ロ
か
ら
離
れ
た
観
光
と
関
係
な
い
斜
里
町

の
人
た
ち
に
も
「
観
光
は
重
要
な
産
業
だ
」
と

言
い
切
れ
る
よ
う
な
強
さ
を
、
我
々
は
持
つ
べ

き
だ
な
と
肝
に
命
じ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
て
。

　
私
個
人
は
、「
観
光
は
世
界
平
和
に
貢
献
す
る

か
ら
必
要
だ
」
と
言
い
切
る
こ
と
に
決
め
て
転

観
光
と
関
係
な
い
人
た
ち
に
も

「
観
光
は
重
要
な
産
業
だ
」と
言
い
切
れ
る
よ
う
な
強
さ
を
我
々
は
持
つ
べ
き（
寺
山
）。

野
外
活
動
の
中
で
日
々
し
て
い
る
判
断
が
、

コ
ロ
ナ
時
代
を
生
き
て
行
く
た
め
の
考
え
方
の
ヒ
ン
ト
に
な
る（
植
田
）。

今
後
の
登
山
者
の
山
の
登
り
方
や
自
然
と
の
付
き
合
い
方
を
、

お
こ
が
ま
し
い
で
す
が
変
え
て
や
ろ
う
と（
岡
崎
）。

オ
ン
ラ
イ
ン
座
談
会
…
開
催
日
：
２
０
２
０
年
６
月

２３
日

1

（
株
）り
ん
ゆ
う
観
光
代
表
取
締
役
社
長
。札
幌
市
出
身
。神
奈
川
大
学
/
大
連
理
工
大

学
卒
。大
雪
山
層
雲
峡・黒
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
/
リ
フ
ト
を
運
営
。上
川
町
よ
り
受
託
し

避
難
小
屋「
黒
岳
石
室
」の
夏
季
管
理
、「
大
雪
山
愛
山
渓
温
泉・ス
パ
＆
エ
コ
ロ
ッ
ジ
愛

山
渓
倶
楽
部
」管
理
運
営
。世
界
に
向
け
て
北
海
道
の
魅
力
発
信
に
奔
走
中
。趣
味
は
登

山
、山
ス
キ
ー
だ
が
最
近
登
っ
て
い
る
の
は
黒
岳
ば
か
り
の
口
だ
け
ク
ラ
イ
マ
ー
。

植
田
拓
史（
う
え
だ
・
ひ
ろ
し
）

一般
社
団
法
人
大
雪
山・山
守
隊 

代
表
。合
同
会
社「
北
海
道
山
岳
整
備
」代
表
。

札
幌
市
出
身
。上
川
町
の
避
難
小
屋「
黒
岳
石
室
」、大
雪
高
原
温
泉
ヒ
グ
マ
情
報
セ
ン

タ
ー
勤
務
を
経
て
、2
0
1
1
年
、生
態
系
の
復
元
を
目
指
す
合
同
会
社
北
海
道
山
岳

整
備
を
設
立
。2
0
1
8
年
に
は
山
の
道
を
守
る
活
動
を
行
う（
一
社
）大
雪
山・山
守

隊
を
立
ち
上
げ
た
。近
自
然
工
法
と
武
道
を
学
ぶ
こ
と
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
。

岡
崎
哲
三（
お
か
ざ
き
・
て
つ
ぞ
う
）

一般
社
団
法
人
知
床
し
ゃ
り 

事
務
局
長
。新
潟
県
出
身
。北
海
道
大
学
卒
。外
資
系
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト（
1
9
9
1

－

9
4
）、旅
行
会
社（
1
9
9
4

－

2
0
0
5
）を
経
て
、

2
0
0
6
年（
公
財
）知
床
財
団
へ
。2
0
1
9
年
か
ら
現
職
。知
床
の
、自
然
と
人
の
共

存
に
関
す
る
の
調
査・研
究
や
環
境
保
全
活
動
に
取
り
組
む
。

寺
山 

元（
て
ら
や
ま
・
げ
ん
）

北
海
道
大
学
大
学
院 

農
学
研
究
院 

准
教
授
。博
士（
農
学
）。鹿
児
島
県
出
身
。北
海
道

大
学
卒
。1
9
9
3
年
北
海
道
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
助
手
等
を
経
て
2
0
0
8

年
か
ら
現
職
。専
門
は
造
園
学
、特
に
公
園
の
計
画・管
理
。著
書
に「
は
じ
め
て
学
ぶ
生

物
文
化
多
様
性
」（
共
著
、講
談
社
、2
0
2
0
年
）、「
自
然
保
護
と
利
用
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
」（
共
編
著
、築
地
書
館
、2
0
1
6
年
）、「
利
用
者
の
行
動
と
体
験（
自
然
公
園
シ

リ
ー
ズ
）」（
共
編
著
、古
今
書
院
、2
0
0
8
年
）な
ど
。知
床
世
界
自
然
遺
産
地
域
科

学
委
員
会
委
員
、富
士
山
世
界
文
化
遺
産
協
議
会
世
界
文
化
遺
産
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
。

愛
甲
哲
也（
あ
い
こ
う
・
て
つ
や
）

（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　理
事・観
光
地
域
研
究
部
長
）

寺
崎
竜
雄

コロナ
禍
に
お
け
る

北
海
道
の
自
然
観
光

進
行

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

大雪山層雲峡・黒岳ロープウェイ

黒岳の5合目と7合目を結ぶ黒岳ペアリフト

大雪山連峰のひとつ「黒岳」は標高1984m

コロナ禍における北海道の自然観光1
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少
な
い
で
す
が
、
他
の
皆
さ
ん
も
言
っ
て
い
た

よ
う
に
い
ろ
ん
な
人
か
ら
叩
か
れ
る
状
態
が
起

き
る
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
雰
囲
気
で
は
な

く
な
っ
て
し
ま
い
。
そ
れ
は
全
然
構
わ
な
い
ん

で
す
が
、
こ
の
後
が
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
こ

と
を
常
に
考
え
て
い
ま
す
。
今
で
き
る
発
信
と

し
て
「
営
業
は
自
粛
す
る
け
ど
管
理
は
自
粛
し

な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
に
我
慢
で

き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
何
ヶ
月
か
経
っ
た

ら
全
然
違
う
環
境
に
な
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
。
そ
う
い
う
中
で
先
の
先
ま
で
決
め
て
し

ま
っ
た
ら
ま
ず
い
だ
ろ
う
と
。

　
黒
岳
や
知
床
で
は
S
N
S
や
町
民
の
声
な
ど

か
ら
方
針
が
決
め
ら
れ
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
う
い
う
情
報
に
よ
っ
て
色
ん
な
こ

と
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
、
こ
う
い
う
状
況
の

中
で
先
を
見
て
い
る
人
と
い
う
の
が
結
構
は
っ

き
り
わ
か
っ
て
き
た
の
で
、
で
き
る
だ
け
そ
う

い
う
人
た
ち
と
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、
先
に
進
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
登
山
道
整
備
は
突
き
詰
め
る
と
責
任
問
題
な

ど
に
な
っ
て
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
る
ん
で
す

が
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
も
全
く
同
じ
で
、
「
感

染
し
た
ら
誰
が
責
任
取
る
ん
だ
」
と
か
、
誰
か

を
悪
者
に
し
た
い
と
い
う
日
本
人
の
変
な
感
覚

が
も
の
す
ご
く
見
え
た
と
思
い
ま
す
。
文
化
と

し
て
そ
う
い
う
風
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
と
。
そ
う
い
う
中
で
自
分
の
で
き

る
こ
と
は
登
山
道
整
備
な
の
で
、
管
理
を
し
っ

か
り
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

愛
甲
　
岡
崎
さ
ん
が
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い

た
の
は
夏
で
す
よ
ね
。

岡
崎
　
は
い
。
た
く
さ
ん
人
を
集
め
て
は
で
き

な
い
ん
で
す
が
、
指
導
者
を
作
る
と
い
う
形
で
、

少
人
数
で
続
け
よ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
指

導
者
が
で
き
れ
ば
、
来
年
は
も
っ
と
色
々
な
こ

と
を
で
き
ま
す
よ
と
い
う
形
で
謳
っ
て
い
く
し

か
な
い
か
と
。

寺
崎
「
先
を
見
て
い
る
人
が
わ
か
っ
て
き
た
」

と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
反
対
は

「
先
を
見
て
い
な
い
人
」
で
す
よ
ね
。
両
者
の

違
い
は
何
で
し
ょ
う
か
。

岡
崎
　
極
端
に
言
っ
た
ら
責
任
を
取
れ
る
人
か
、

人
に
責
任
転
嫁
す
る
人
か
。
叩
か
れ
て
も
こ
れ

が
正
し
い
と
思
っ
て
進
ん
で
い
け
る
人
と
、
叩

か
れ
る
の
が
怖
く
て
決
断
で
き
な
か
っ
た
り
、

周
り
に
合
わ
せ
て
し
ま
う
人
の
違
い
で
す
ね
。

自
分
の
周
辺
は
小
さ
い
会
社
が
多
く
、
そ
れ
ぐ

ら
い
の
責
任
は
と
れ
る
と
い
う
人
が
多
い
の
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
は
そ
う
い
う
人
た
ち
が
地
域

を
作
っ
て
い
く
の
か
な
と
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍

で
先
を
見
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
と
感
じ
ら
れ

た
の
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
脆
弱
さ
が
露
呈

し
た
自
然
や
公
園
の
管
理

愛
甲
　
岡
崎
さ
ん
は
技
術
に
加
え
て
シ
ス
テ
ム

が
必
要
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
具
体
的
に
は

ど
う
い
う
も
の
で
す
か
。

岡
崎
　
国
立
公
園
の
登
山
道
管
理
の
シ
ス
テ
ム

で
す
。
今
の
登
山
道
の
管
理
は
侵
食
に
追
い
つ

か
ず
、
や
っ
て
も
や
っ
て
も
良
く
な
る
方
向
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
ど
の
地
域
に

行
っ
て
も
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
対
す
る
方
法
が
な
い
こ
と
は
な
い
で

す
が
、
こ
な
す
た
め
の
シ
ス
テ
ム
は
全
然
で
き

て
な
く
て
、
問
題
意
識
と
し
て
捉
え
て
い
る
関

係
者
も
す
ご
く
少
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
。
利

用
者
は
「
何
で
こ
こ
ま
で
ほ
っ
と
い
て
る
の
」

と
思
う
方
も
多
い
ん
で
す
が
、
管
理
し
て
い
る

方
々
は
そ
れ
が
普
通
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

な
か
な
か
進
ん
で
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
取
り
込
む
と
か
、
魅
力
あ

る
国
立
公
園
を
と
言
わ
れ
て
ま
す
け
ど
、
自
分

か
ら
見
る
と
「
こ
れ
じ
ゃ
日
本
の
恥
さ
ら
し
ち

ゃ
う
よ
」
と
い
う
気
持
ち
で
す
。

愛
甲
　
昨
年
、
週
刊
誌
の
記
事
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
周
知
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
影
響
の
中
、
施
設

や
登
山
道
に
つ
い
て
国
立
公
園
が
管
理
す
る
仕

組
み
や
枠
組
み
の
中
で
議
論
し
て
い
る
と
、
何

か
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

岡
崎
　
黒
岳
石
室
の
隣
に
併
設
さ
れ
て
い
る
ト

イ
レ
を
、
管
轄
し
て
い
る
北
海
道
上
川
総
合
振

興
局
が
閉
鎖
す
る
と
い
う
判
断
を
し
た
ん
で
す

ね
。
登
山
者
を
止
め
る
と
か
登
山
道
自
体
を
閉

鎖
す
る
上
で
ト
イ
レ
を
閉
鎖
す
る
な
ら
分
か
る

ん
で
す
け
ど
、
登
山
は
自
粛
で
、
歩
い
て
も
い

い
状
態
で
閉
鎖
し
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
。

そ
の
方
針
が
一
年
間
続
く
な
ら
、
2
〜
3
ヶ
月

後
に
は
多
分
登
山
者
が
結
構
来
る
よ
う
に
な
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
の
時
に
ト
イ
レ
が
使
え
な

い
と
な
っ
た
ら
、
キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
何
か
ら
大

変
な
状
態
に
な
る
と
は
っ
き
り
想
像
で
き
ま
し

た
。

　
も
し
黒
岳
石
室
の
周
り
が
汚
く
な
り
、
そ
れ

が
海
外
の
S
N
S
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
す
る

と
、
風
評
被
害
と
し
て
は
か
な
り
ダ
メ
ー
ジ
が

大
き
い
の
で
は
と
。
以
前
、
ト
ム
ラ
ウ
シ
が
日

本
一
汚
い
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
と
言
わ
れ
、
自
虐

的
に
直
す
活
動
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
比
じ

ゃ
な
い
な
と
。

　
そ
れ
で
自
分
の
管
轄
と
は
違
う
場
所
で
し
た

が
、
行
政
の
方
に
「
と
に
か
く
ト
イ
レ
は
開
け

る
べ
き
で
は
」
と
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
う
い

う
感
覚
を
共
有
し
て
も
ら
う
の
が
難
し
い
で
す

ね
。
管
理
し
て
い
る
行
政
が
、
管
理
し
な
い
こ

と
に
よ
っ
て
起
き
る
問
題
を
理
解
し
て
な
い
と

思
い
ま
す
。

愛
甲
　
黒
岳
の
ト
イ
レ
の
事
に
つ
い
て
、
私
も

行
政
と
色
々
や
り
と
り
し
て
い
る
時
に
、
普
段

の
シ
ス
テ
ム
の
弱
さ
が
出
ち
ゃ
っ
た
な
と
感
じ

ま
し
た
。

　
ま
だ
よ
く
分
か
ら
な
い
新
型
ウ
イ
ル
ス
へ
の

対
応
で
、
お
ま
け
に
山
の
上
で
は
何
が
起
き
る

か
は
わ
か
ら
な
い
。
エ
ビ
デ
ン
ス
も
は
っ
き
り

し
な
い
中
で
6
月
下
旬
の
山
開
き
と
7
、
8
月

の
登
山
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
、
誰
が
決
断
す
る
か
、

ど
う
い
う
風
に
話
し
合
っ
て
決
め
て
い
く
か
、

普
段
か
ら
準
備
で
き
て
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
突

か
れ
た
な
と
い
う
感
じ
が
す
ご
く
し
ま
し
た
。

　
施
設
は
そ
れ
ぞ
れ
が
判
断
で
き
ま
す
が
、
山

は
入
口
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
登
山
道
を
閉
鎖
す

る
と
い
っ
て
も
、
自
由
に
入
っ
て
く
る
人
も
い

る
わ
け
で
。
特
に
大
雪
山
は
3
月
に
新
し
い
総

合
型
協
議
会
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
て
い
た
矢

先
に
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
総
会
延
期
、
書
面
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
環
境
省
も
急
い
で
情
報
共

有
の
場
や
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
作
っ
た
り
、

で
き
る
こ
と
は
し
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、

タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
植

田
さ
ん
は
そ
の
あ
た
り
で
何
か
感
じ
た
こ
と
は
。

植
田
　
石
室
に
つ
い
て
は
岡
崎
さ
ん
が
言
っ
た

通
り
で
、
当
社
も
上
川
町
が
所
有
す
る
建
物
の

管
理
を
夏
の
間
だ
け
受
託
し
て
い
ま
す
が
、
行

1
7
0
0
人
で
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
一

部
の
ホ
テ
ル
で
営
業
し
よ
う
と
い
う
雰
囲
気
も

あ
り
ま
し
た
が
、
町
民
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
が

役
場
に
入
り
、
そ
れ
を
受
け
て
全
て
休
業
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
観
光
と
い
う
の
は
そ
も
そ
も
移
動
と
交
流
が

目
的
な
の
で
、
そ
れ
が
リ
ス
ク
と
見
ら
れ
た
ら

ど
う
し
よ
う
も
な
く
、
町
民
の
気
持
ち
が
そ
の

方
向
に
振
れ
た
場
合
は
、
や
む
を
得
な
い
の
で

閉
じ
る
と
い
う
決
断
を
そ
の
ホ
テ
ル
も
さ
れ
ま

し
た
。
た
だ
、
6
月
に
な
る
と
特
に
根
拠
は
な

い
で
す
が
、
風
向
き
が
変
わ
り
お
客
さ
ん
が
ぼ

ち
ぼ
ち
来
て
い
ま
す
。
　

　
う
ち
は
観
光
メ
イ
ン
の
会
社
で
は
な
い
の
で

す
が
、
地
域
の
持
続
性
や
知
床
が
未
来
も
選
ば

れ
続
け
る
た
め
に
は
、
観
光
が
実
質
的
に
農
業
、

漁
業
よ
り
も
重
要
な
産
業
で
あ
る
と
位
置
付
け
、

こ
の
地
域
で
観
光
が
踏
み
と
ど
ま
っ
て
将
来
発

展
す
る
こ
と
は
、
う
ち
の
法
人
に
と
っ
て
ま
さ

に
存
在
意
義
に
近
い
の
で
、
色
々
悩
み
な
が
ら

や
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
さ
っ
き
、
町
民
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
で

ホ
テ
ル
が
休
業
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
こ
の
町
民
と
は
ど
ん
な
方
で
す
か
。

寺
山
　
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
。

寺
崎
　
普
通
に
暮
ら
し
て
い
る
方
の
声
に
耳
を

傾
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
。

寺
山
　
産
業
構
造
と
し
て
知
床
は
農
業
、
漁
業

が
豊
か
で
、
春
先
は
ど
ち
ら
も
集
団
作
業
が
始

ま
る
時
期
で
す
。「
今
は
誰
も
感
染
し
て
い
な

い
け
ど
、
第
一
号
を
外
か
ら
持
っ
て
こ
ら
れ
る

の
は
困
る
」
と
い
う
感
覚
を
各
産
業
の
人
が
抱

い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
で
す
。
当
然
、
根
拠

の
な
い
恐
怖
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

愛
甲
　
観
光
が
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む
装
置
で

あ
る
が
ゆ
え
に
、
ウ
イ
ル
ス
を
運
ん
で
く
る
装

置
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
言
う
こ

と
で
す
ね
。
離
島
な
ど
で
も
そ
う
い
う
雰
囲
気

が
あ
り
、
利
尻
礼
文
な
ど
で
も
来
島
自
粛
の
要

請
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

寺
崎
　
知
床
が
将
来
も
選
ば
れ
続
け
る
た
め
に

は
、
観
光
は
実
質
的
に
農
業
、
漁
業
よ
り
も
重

要
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
誰
に
ど
う
い
う
風
に

選
ば
れ
続
け
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
か
。

寺
山
　
う
ち
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
知
床
が
居
住

地
と
し
て
将
来
に
渡
り
選
び
続
け
ら
れ
る
た
め

に
、
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
商
品
を
開
発
す
る

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
住
民
に
と
っ
て
選
ば

れ
、
そ
し
て
観
光
地
と
し
て
ビ
ジ
タ
ー
に
選
ば

れ
続
け
る
こ
と
に
寄
与
す
る
商
品
開
発
を
し
ま

し
ょ
う
と
。

岡
崎
　
自
分
は
も
と
も
と
登
山
道
を
直
し
た
い

と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
、

登
山
道
整
備
の
立
ち
位
置
で
色
々
や
り
始
め
て
、

そ
の
た
め
に
は
何
が
必
要
か
を
考
え
続
け
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
技
術
が
必
要
と
思
っ
て
身
に
つ

け
始
め
、
少
し
ず
つ
直
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
時

に
技
術
だ
け
じ
ゃ
足
り
な
い
、
シ
ス
テ
ム
を
変

革
し
な
い
と
い
け
な
い
と
気
づ
き
ま
し
た
。

　
行
政
と
話
し
て
も
難
し
い
部
分
が
あ
っ
た
の

で
、
行
政
で
は
な
く
登
山
者
を
味
方
に
し
て
い

こ
う
と
い
う
発
想
か
ら
、
一
般
社
団
法
人
大
雪

山
・
山
守
隊
を
作
り
ま
し
た
。
商
売
っ
気
は
全

然
な
い
の
で
す
が
、
登
山
道
整
備
の
位
置
付
け

も
時
代
や
社
会
の
変
化
に
よ
っ
て
変
わ
る
の
で
、

そ
の
中
で
自
分
が
ど
こ
に
い
る
の
か
は
気
に
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
直
接
的
な
影
響
は

ど
ん
ど
ん
休
止
し
て
い
き
、
当
社
も
5
月
6
日

の
終
了
予
定
を
4
月
29
日
に
繰
り
上
げ
ま
し
た
。

　
例
年
北
海
道
で
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明

け
ま
で
営
業
す
る
ス
キ
ー
場
が
複
数
あ
り
ま
す

が
今
年
は
全
滅
で
、
風
潮
と
い
う
か
人
の
心
の

部
分
で
、
営
業
し
づ
ら
か
っ
た
と
い
う
印
象
が

あ
り
ま
す
。

愛
甲
　
具
体
的
に
は
ど
れ
く
ら
い
落
ち
込
み
ま

し
た
か
。

植
田
　
こ
の
4
〜
5
月
で
、
黒
岳
の
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
は
8
割
減
で
す
ね
。
6
月
に
少
し
回
復
し

て
き
ま
し
た
が
、
外
国
の
お
客
さ
ん
の
団
体
と

本
州
か
ら
の
団
体
が
全
く
動
い
て
い
な
い
状
態

な
の
で
、
道
内
か
ら
の
お
客
様
が
あ
る
程
度
動

い
て
も
、
そ
こ
だ
け
で
5
〜
6
割
は
減
る
イ
メ

ー
ジ
で
す
ね
。

愛
甲
　
も
と
も
と
外
国
の
団
体
は
ど
の
ぐ
ら
い

の
比
率
を
占
め
て
い
ま
し
た
か
。

植
田
　
コ
ロ
ナ
前
ま
で
の
層
雲
峡
温
泉
街
の
入

込
は
約
3
割
で
す
ね
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
も
ほ
ぼ

そ
れ
に
近
い
数
字
で
、
25
％
か
ら
30
％
未
満
で

す
。

愛
甲
　
さ
っ
き
言
わ
れ
た
「
心
の
部
分
」
と
い

う
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
ね
。
4
月
29
日
で
閉

め
る
と
判
断
を
し
た
の
は
ど
う
い
う
理
由
か
ら

で
し
ょ
う
か
。

植
田
　
最
終
的
に
休
も
う
と
決
断
し
た
の
は
社

内
か
ら
の
声
で
し
た
。
4
月
末
に
近
く
な
る
と
、

だ
ん
だ
ん
標
高
の
低
い
ス
キ
ー
場
は
営
業
を
や

め
て
い
き
、
残
っ
た
の
は
旭
岳
や
黒
岳
な
ど
数

カ
所
し
か
な
く
、
当
社
が
4
月
29
日
に
辞
め
る

前
々
日
ぐ
ら
い
に
、
他
ス
キ
ー
場
に
来
た
お
客

さ
ん
が
S
N
S
に
そ
の
こ
と
を
ア
ッ
プ
し
て
叩

か
れ
た
ら
し
い
ん
で
す
。

　
そ
れ
を
受
け
て
そ
の
ス
キ
ー
場
が
急
に
営
業

を
や
め
、
そ
し
た
ら
当
社
の
社
員
か
ら
「
札
幌

ナ
ン
バ
ー
な
ど
黒
岳
に
来
る
車
が
増
え
て
い
る
。

旭
岳
か
ら
流
れ
て
き
て
い
る
の
で
は
」
と
連
絡

が
あ
り
、
社
員
に
ど
う
し
た
い
か
と
聞
き
ま
し

た
。

 

私
は
、
ス
キ
ー
場
と
い
う
オ
ー
プ
ン
な
空
間

で
密
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
細
々
と
で
も
営

業
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
社
員
は

地
元
で
コ
ロ
ナ
の
発
症
事
例
も
な
く
、
自
分
た

ち
が
1
番
手
に
な
れ
な
い
と
。
ま
た
、
雰
囲
気

と
か
人
の
気
持
ち
の
問
題
を
見
て
い
る
と
、
無

理
し
て
営
業
し
て
「
何
で
こ
ん
な
と
き
に
営
業

し
て
い
る
ん
だ
」
と
言
わ
れ
た
ら
答
え
よ
う
が

な
い
と
い
う
こ
と
で
、「
わ
か
っ
た
。
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
休
み
に
し
よ
う
」
と
い
う
判

断
を
し
ま
し
た
。

　
あ
の
時
は
自
粛
警
察
と
い
う
か
、
札
幌
ナ
ン

バ
ー
で
市
外
に
出
た
だ
け
で
張
り
紙
を
貼
ら
れ

た
り
、
今
思
い
出
し
て
も
「
皆
が
自
粛
し
て
い

る
か
ら
そ
れ
に
従
え
」
と
い
う
雰
囲
気
は
非
常

に
あ
り
ま
し
た
。

寺
山
　
一
般
社
団
法
人
知
床
し
ゃ
り
は
昨
年
7

月
の
設
立
で
、
観
光
協
会
や
商
工
会
な
ど
が
地

域
の
課
題
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
な
中
長
期
計
画

を
作
る
中
、
な
か
な
か
実
行
体
制
が
取
れ
な
か

っ
た
の
で
、
実
行
部
隊
の
法
人
を
作
ろ
う
と
い

う
こ
と
で
で
き
ま
し
た
。
D
M
O
的
機
能
や
地

域
商
社
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
期
待

を
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
地
域
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
を
行
う
会
社
で
、
「
知
床
ト
コ
さ
ん
」

と
い
う
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
運
営
し
て
お
り
、
昨

年
度
の
グ
ッ
ズ
売
上
額
は
約
5
0
0
0
万
円
で

し
た
。

　
こ
れ
を
原
資
に
ツ
ア
ー
か
ら
食
品
ま
で
、
地

域
商
品
を
作
り
、
1
0
0
人
く
ら
い
雇
っ
て
2

〜
3
年
で
き
る
事
業
計
画
を
立
て
て
い
た
の
で

す
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
グ
ッ
ズ
の
売
上
額
は

前
年
80
〜
90
％
減
と
な
り
、
5
月
は
ゼ
ロ
で
し

た
。

　
ち
な
み
に
宿
泊
者
数
は
4
月
が
前
年
比
約
86

％
減
の
3
0
0
0
人
、
5
月
は
約
95
％
減
の

自
己
紹
介
と
現
在
ま
で
の
状
況

愛
甲
　
北
海
道
で
は
全
国
に
先
駆
け
て
2
月
末

に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
ど
う
い
う
影
響
が
出
た
の
か
を
簡
単

な
自
己
紹
介
を
含
め
、
お
話
し
く
だ
さ
い
。

植
田
　
り
ん
ゆ
う
観
光
は
、
大
雪
山
・
層
雲
峡

地
区
の
黒
岳
に
か
か
る
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
と
リ
フ

ト
の
索
道
業
を
運
営
し
て
い
る
会
社
で
す
。
そ

の
他
に
冬
の
み
札
幌
の
藻
岩
山
ス
キ
ー
場
の
リ

フ
ト
と
ゲ
レ
ン
デ
管
理
を
し
て
お
り
、
旅
行
業

資
格
も
持
っ
て
い
て
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
登
山
の

ツ
ア
ー
を
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
す
が
、
2
月
末
に
北
海
道

独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
が
出
た
時
、
当
社
は
藻

岩
山
の
ス
キ
ー
場
も
、
層
雲
峡
の
ロ
ー
プ
ウ
イ

や
リ
フ
ト
も
黒
岳
ス
キ
ー
場
と
い
う
形
で
営
業

し
て
お
り
ま
し
た
。

　
行
政
と
協
議
し
た
結
果
、
何
と
か
営
業
自
体

は
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
続
け
る
こ
と
が
で
き
、

藻
岩
山
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て
は
予
定
通
り
3
月

31
日
ま
で
営
業
で
き
ま
し
た
が
、
や
は
り
お
客

様
の
入
り
込
み
は
も
ち
ろ
ん
少
な
く
な
り
ま
し

た
し
、
黒
岳
に
関
し
て
は
外
国
の
お
客
様
の
姿

が
見
え
な
く
な
る
こ
と
に
始
ま
り
、
だ
ん
だ
ん

と
国
内
の
お
客
様
も
少
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　
全
国
的
に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
た
あ
た
り
か

ら
、
外
出
自
粛
の
風
潮
が
非
常
に
強
く
な
っ
て

き
て
、
黒
岳
は
そ
れ
ほ
ど
お
客
さ
ん
が
多
く
な

い
ス
キ
ー
場
な
の
で
、
な
ん
と
か
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
終
わ
り
ま
で
細
々
と
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
た
ん
で
す
が
、
近
郊
の
ス
キ
ー
場
が

ら
営
業
し
て
い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
は
政
府
が
作
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
よ
り
よ

っ
ぽ
ど
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
思
う
し
、
「
こ

う
し
て
い
ま
す
」
と
情
報
公
開
し
て
再
開
し
、

お
客
さ
ん
の
選
択
に
委
ね
る
の
が
大
事
で
は
。

民
間
も
国
立
公
園
も
「
管
理
し
、
情
報
公
開
し
、

選
択
肢
を
提
示
す
る
」
の
3
点
で
や
っ
て
い
く

し
か
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

愛
甲
　
3
人
と
も
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
を
話
さ
れ
て

お
り
、
寺
山
さ
ん
の
今
の
話
に
集
約
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
問
題
は
、
状
況
把
握
や
情
報

提
示
を
誰
が
責
任
を
持
っ
て
や
る
か
が
は
っ
き

り
し
な
い
こ
と
で
、
こ
れ
が
今
の
日
本
の
国
立

公
園
や
観
光
地
の
問
題
で
は
と
感
じ
ま
す
。

　
観
光
地
も
単
独
の
自
治
体
の
範
囲
で
収
ま
れ

ば
い
い
で
す
が
、
広
域
に
ま
た
が
る
と
そ
う
い

う
判
断
が
難
し
く
な
っ
た
り
す
る
と
思
い
ま
す
。

知
床
は
ヒ
グ
マ
に
関
し
て
の
責
任
は
環
境
省
が

取
り
、
協
議
会
で
話
し
合
う
場
所
を
作
る
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
る
ん
で
す
よ
ね
。

寺
山
　
ウ
イ
ル
ス
と
同
じ
よ
う
に
ク
マ
も
い
な

く
な
ら
な
い
の
で
。
山
に
行
っ
た
ら
雨
が
降
る

の
と
同
じ
よ
う
に
、
知
床
に
は
ク
マ
が
い
る
わ

け
で
自
然
環
境
の
一
つ
で
す
。
環
境
保
護
関
係

者
、
観
光
関
係
者
、
住
民
が
同
じ
船
に
乗
っ
て

い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
ク
マ
が
い
る
こ
と
に
な

ん
と
か
折
り
合
い
を
つ
け
な
い
と
い
け
な
い
。

そ
れ
を
行
政
上
の
船
に
作
り
変
え
る
の
に
管
理

計
画
や
協
議
会
と
い
う
形
式
を
と
る
の
は
必
要

な
話
で
す
。

　
今
回
も
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
勉
強
会
を
し

ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、
地
元
の
ホ
テ
ル
の

人
に
も
声
を
か
け
て
「
情
報
共
有
し
て
公
開
し

な
い
と
ダ
メ
で
す
よ
。
コ
ロ
ナ
は
ク
マ
み
た
い

な
も
の
だ
か
ら
」
と
い
う
と
、「
そ
う
だ
な
」
と

納
得
さ
れ
ま
し
た
。
一
度
閉
じ
た
ら
開
け
る
の

は
大
変
な
の
で
、
今
や
っ
て
い
る
こ
と
を
公
開

す
る
べ
き
だ
と
言
う
と
理
解
し
て
も
ら
い
や
す

か
っ
た
で
す
。

寺
崎
　
で
は
、
大
雪
山
の
黒
岳
に
つ
い
て
は
、

ど
う
い
っ
た
管
理
や
地
元
へ
の
投
げ
か
け
が
理

想
的
な
の
で
し
ょ
う
。
ト
イ
レ
の
問
題
や
宿
泊

施
設
も
含
め
て
、
地
域
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
つ
い
て
は
誰
が
責
任
者
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。

植
田
　
3
月
に
大
雪
山
国
立
公
園
連
絡
協
議
会

と
い
う
組
織
を
作
り
直
し
た
の
で
す
が
、
大
雪

山
国
立
公
園
の
未
来
を
考
え
て
い
く
中
で
、
民

間
も
環
境
省
も
入
っ
た
も
の
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
コ
ロ
ナ
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
議
題
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
選
択
肢
を
決

め
て
い
く
場
が
で
き
れ
ば
い
い
の
か
な
と
。

　
宿
泊
業
、
観
光
業
そ
れ
ぞ
れ
守
り
た
い
も
の

が
違
っ
た
り
す
る
の
で
、
簡
単
な
こ
と
で
は
な

い
で
す
が
、
ま
ず
は
み
ん
な
が
俎
上
に
あ
げ
ら

れ
る
場
が
あ
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
の
か

な
と
。

岡
崎
　
登
山
道
を
整
備
す
る
立
場
か
ら
考
え
る

と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致
を
登
山
者
が
「
こ

の
ま
ま
の
管
理
で
は
ま
ず
い
」
と
思
い
始
め
て

い
る
こ
と
が
、
プ
ラ
ス
の
追
い
風
に
で
き
る
の

で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
登
山
者
も
、
誰
が
ど
う
い
う
管
理
を
し
て
今

に
至
る
の
か
を
わ
か
っ
て
い
な
い
人
が
多
く
、

と
い
う
よ
り
関
係
者
も
わ
か
っ
て
い
な
い
方
が

多
い
ん
で
す
が
、
「
実
は
こ
う
い
う
状
況
だ
」

と
言
う
と
「
ど
う
し
て
そ
う
な
っ
て
い
る
の
」

「
な
ぜ
こ
う
し
な
い
の
」
と
み
ん
な
ほ
ぼ
同
じ

反
応
を
見
せ
ま
す
。
一
般
の
人
も
現
状
を
知
れ

ば
、
や
る
べ
き
こ
と
を
理
解
し
て
く
れ
る
の
で

は
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
な
れ
ば
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
来
て
も
ら

う
な
ど
で
お
金
が
落
ち
る
シ
ス
テ
ム
に
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
そ
れ
を
管
理
費
に

回
す
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
国
立
公
園

の
経
営
に
つ
い
て
、
こ
う
し
た
ら
良
く
な
る
と

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　
行
政
も
現
場
に
来
る
方
は
理
解
し
て
く
れ
る

方
も
多
い
ん
で
す
が
、
上
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
、

全
然
現
場
を
理
解
し
て
い
な
い
決
断
に
な
っ
て

し
ま
い
、
そ
れ
が
現
場
に
降
り
て
き
て
ギ
ャ
ッ

プ
に
苦
し
ん
で
い
る
と
言
う
方
も
た
く
さ
ん
い

る
の
で
、
そ
う
い
う
方
々
を
変
え
て
い
く
な
ら
、

自
分
の
場
合
は
登
山
者
と
向
き
合
い
、
管
理
な

ど
に
興
味
の
な
い
一
般
の
人
に
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の

営
業
再
開
に
つ
い
て

愛
甲
　
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
県
を
ま

た
い
だ
移
動
の
自
粛
も
解
除
さ
れ
、
少
し
ず
つ

観
光
客
が
動
き
始
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
植
田
さ
ん
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
下
で
営
業
し

て
い
く
中
、
再
開
に
つ
い
て
は
ど
ん
な
判
断
を

さ
れ
、
ど
ん
な
対
応
の
工
夫
を
さ
れ
て
い
ま
す

か
。

植
田
　
黒
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
に
休
ん
だ
以
外
は
ほ
と
ん
ど
止
め
て
い

ま
せ
ん
。
先
ほ
ど
話
に
出
た
よ
う
に
、
閉
鎖
や

休
業
は
再
開
と
セ
ッ
ト
に
な
る
と
思
っ
て
お
り
、

我
々
観
光
業
と
し
て
は
お
客
様
を
ウ
エ
ル
カ
ム

で
受
け
入
れ
る
べ
き
立
場
だ
ろ
う
と
。
も
ち
ろ

ん
対
策
は
取
り
な
が
ら
、
お
客
さ
ん
が
来
る
か

ど
う
か
は
そ
れ
こ
そ
お
客
さ
ん
の
判
断
や
選
択

に
な
る
と
思
う
の
で
、
我
々
は
店
を
開
け
て
い

つ
で
も
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
態
度
を
持
つ
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
愛
山
渓
ヒ
ュ
ッ
テ
は
5
月
20
日
か
ら
日
帰
り

入
浴
を
ス
タ
ー
ト
し
、
6
月
1
日
か
ら
は
宿
泊

も
受
け
付
け
を
再
開
し
ま
し
た
。
他
の
業
界
団

体
や
本
州
の
山
小
屋
も
参
考
に
し
、
1
部
屋
の

人
数
を
絞
っ
た
り
、
柱
ご
と
に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー

ト
の
仕
切
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
で
完
全
に
防
げ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、

コ
ロ
ナ
の
知
見
が
増
え
て
き
た
中
で
と
る
べ
き

対
策
を
し
て
そ
れ
を
開
示
し
、
前
向
き
に
や
っ

政
か
ら
「
い
ろ
い
ろ
考
え
た
結
果
、
感
染
リ
ス

ク
を
避
け
ら
れ
な
い
の
で
今
年
は
ト
イ
レ
を
開

け
ま
せ
ん
」
と
い
う
話
を
さ
れ
た
時
に
参
っ
た

な
と
思
い
ま
し
た
。

　
当
然
常
駐
す
る
管
理
人
の
排
泄
問
題
も
あ
れ

ば
、
テ
ン
ト
場
な
ど
は
ど
う
す
る
ん
だ
と
。
テ

ン
ト
に
泊
ま
れ
ば
当
然
排
泄
す
る
わ
け
で
、
み

ん
な
が
携
帯
ト
イ
レ
を
使
う
と
い
う
の
も
難
し

い
だ
ろ
う
と
。
こ
こ
で
や
は
り
シ
ス
テ
ム
の
弱

さ
が
出
た
な
、
民
間
と
行
政
と
で
は
判
断
基
準

が
違
う
と
。
上
川
町
の
方
か
ら
「
万
が
一
感
染

が
起
き
る
と
層
雲
峡
温
泉
街
、
上
川
町
に
多
大

な
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
や
風
評
被
害
が
あ
る
」

と
い
う
発
言
が
あ
り
、
そ
れ
も
そ
う
か
と
い
う

気
も
し
ま
す
が
、
山
の
世
界
と
町
の
世
界
、
観

光
の
世
界
を
一
緒
に
し
考
え
過
ぎ
る
の
も
ど
う

か
な
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
否
定
す
る
気
は
な
い
の
で
す
が
、

町
の
論
理
だ
け
で
は
山
の
世
界
は
測
り
き
れ
な

い
部
分
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
は
分
け
て
考
え
な

い
と
い
け
な
い
か
な
と
。
自
分
た
ち
も
こ
こ
は

山
の
論
理
に
近
づ
け
、
こ
こ
は
町
の
論
理
に
近

づ
け
る
と
判
断
基
準
が
変
え
た
り
し
て
い
て
、

行
政
の
方
と
は
そ
の
辺
の
感
覚
を
す
り
合
わ
せ

る
の
が
難
し
い
。
中
に
は
親
身
に
な
っ
て
く
れ

る
方
も
い
ま
す
が
、
町
の
論
理
で
ざ
っ
く
り
と

判
断
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
な
と
。
そ
う
い

う
、
大
ナ
タ
を
振
る
う
と
こ
ろ
が
山
の
世
界
に

持
ち
込
ま
れ
る
と
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な

い
の
か
な
と
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
は
も
う
少
し
管
理
体
制
や

組
織
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
。
今
回
は
ト
イ
レ
と
石
室
を
ど
う
擦
り
合

わ
せ
る
か
も
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
し
、
こ
れ

か
ら
間
違
い
な
く
一
元
管
理
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
だ
ろ
う
と
。
で
な
い
と
岡
崎
さ
ん
が
い
う

よ
う
に
、
国
立
公
園
の
全
体
的
な
資
源
と
し
て

の
魅
力
は
向
上
し
て
い
か
な
い
の
で
は
と
思
い

ま
す
。

ヒ
グ
マ
と
コ
ロ
ナ
の
共
通
点

愛
甲
　
寺
山
さ
ん
は
前
職
が
知
床
財
団
で
、
知

床
は
国
立
公
園
の
協
働
型
管
理
の
モ
デ
ル
に
も

な
っ
て
い
る
場
所
で
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
影

響
下
で
そ
の
辺
は
機
能
し
た
の
か
、
ど
ん
な
感

じ
で
し
た
か
。

寺
山
　
私
は
昨
年
3
月
ま
で
知
床
財
団
で
、
ま

さ
に
今
話
に
出
て
い
た
国
立
公
園
の
現
場
管
理

を
し
て
お
り
、
閉
鎖
な
ど
も
含
め
国
立
公
園
の

管
理
作
業
は
何
を
す
べ
き
か
と
い
う
話
を
10
年

く
ら
い
現
場
で
し
て
い
ま
し
た
。

　
管
理
者
は
説
明
責
任
が
重
く
の
し
か
か
っ
て

く
る
関
係
で
ど
う
し
て
も
ナ
ー
バ
ス
に
な
り
、

自
粛
を
し
た
方
が
楽
な
わ
け
で
す
。
あ
ら
ゆ
る

リ
ス
ク
を
考
え
き
れ
な
い
の
で
自
粛
や
閉
鎖
に

な
る
。
し
か
し
岡
崎
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
、
管

理
を
自
粛
し
て
は
ダ
メ
だ
と
思
い
ま
す
。
閉
鎖

と
い
う
の
は
当
然
持
っ
て
い
る
カ
ー
ド
の
一
枚

で
す
が
、
運
用
や
再
開
と
セ
ッ
ト
に
し
な
い
と

管
理
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
｠

　
知
床
の
遊
歩
道
は
ヒ
グ
マ
が
出
る
と
閉
鎖
し

ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
対
応
と
似
て
い
る
な
と
思

い
ま
す
。
状
況
把
握
の
た
め
に
一
旦
閉
鎖
す
る

ん
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
開
け
る
の
が
難
し
い
ん

で
す
よ
ね
。
ク
マ
が
い
な
く
な
る
わ
け
で
は
な

い
で
す
か
ら
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
多
分
な
く

な
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
開
放
す
る
と
き
の

ロ
ジ
ッ
ク
が
難
し
い
。

　
知
床
の
場
合
は
、
状
況
把
握
の
た
め
に
パ
ト

ロ
ー
ル
が
と
り
あ
え
ず
一
周
し
て
、
ク
マ
が
滞

留
す
る
よ
う
な
特
別
の
餌
が
な
け
れ
ば
、
通
常

の
リ
ス
ク
と
し
て
開
放
し
ま
す
。
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
リ
ス
ク
で
あ
れ
ば
開
放
し
、
も
し
人

が
入
る
ゲ
ー
ト
の
近
く
で
1
日
前
に
ク
マ
が
確

認
さ
れ
た
ら
、
確
実
に
ク
マ
は
近
く
に
い
る
の

で
、
遭
遇
を
避
け
る
た
め
に
こ
う
い
う
手
が
あ

り
ま
す
、
ガ
イ
ド
を
誘
導
で
雇
う
と
い
う
手
も

あ
り
ま
す
と
情
報
提
供
し
ま
す
。

　
自
然
の
中
で
の
管
理
は
当
然
リ
ス
ク
を
ゼ
ロ

に
は
で
き
な
い
の
で
、
最
低
限
の
管
理
活
動
と

情
報
把
握
及
び
周
知
、
そ
の
上
で
の
選
択
肢
の

提
示
を
し
な
い
と
ど
う
に
も
な
ら
な
い
し
、
逆

に
こ
れ
く
ら
い
し
か
や
る
こ
と
が
な
い
。
ク
マ

が
出
な
い
よ
う
、
遊
歩
道
に
全
面
フ
ェ
ン
ス
を

施
す
の
は
自
然
公
園
で
や
る
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
知
床
は
こ
う
い
う
場
所
で
あ
る
と
情
報
を
提

示
し
、
ク
マ
が
い
る
と
い
う
事
実
を
訪
れ
る
人

に
理
解
し
て
も
ら
い
、
と
れ
る
選
択
肢
を
提
示

す
る
し
か
な
い
で
す
。
そ
の
選
択
肢
と
は
勉
強

し
て
気
を
つ
け
て
行
く
、
ガ
イ
ド
を
雇
う
、
や

め
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
れ
を
選
ん
で
い
た
だ

く
の
が
管
理
活
動
で
は
な
い
か
な
と
。
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
対
応
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ホ
テ
ル
も
人
が
多
く
集
ま
る
の
で
ウ
イ
ル
ス

の
リ
ス
ク
は
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
よ
り
よ
っ

ぽ
ど
怖
い
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
対
応
し
な
が

か
ら
こ
そ
各
地
の
観
光
協
会
が
こ
ぞ
っ
て
P
R

し
て
い
て
、
網
走
観
光
協
会
は
新
聞
に
一
面
で

7
泊
8
日
1
2
0
0
0
円
と
い
う
広
告
を
打
っ

た
り
、
私
ど
も
の
上
川
町
も
テ
レ
ビ
C
M
を
作

っ
て
町
長
が
出
演
し
た
り
、
5
3
0
万
人
の
北

海
道
民
を
ど
こ
の
観
光
地
が
持
っ
て
い
く
の
か
、

必
死
に
考
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　G
oT

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
秋
以
降
に
ず
れ
込

ん
で
し
ま
う
と
、
夏
の
最
盛
期
は
道
内
を
取
り

込
む
し
か
な
い
と
。
マ
イ
カ
ー
は
間
違
い
な
く

増
え
る
と
思
い
ま
す
が
、
マ
イ
カ
ー
が
使
え
な

い
人
た
ち
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
遠
出
が
し
づ

ら
く
な
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
当
社
も
先
週
か
ら
山
登
り
の
日
帰
り
ツ
ア
ー

を
再
開
し
ま
し
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
一
人
2

席
以
上
使
え
ま
す
、
換
気
も
消
毒
も
し
ま
す
と

い
う
形
で
や
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
大
型
バ

ス
や
J
R
の
移
動
に
つ
い
て
は
、
ハ
ー
ド
ル
が

あ
る
の
か
な
と
。

　
マ
イ
カ
ー
旅
行
と
い
う
と
、
や
は
り
人
口
圏

の
大
き
な
札
幌
か
ら
ど
こ
ま
で
足
を
伸
ば
し
て

く
れ
る
か
、
多
分
知
床
も
考
え
ら
れ
て
る
と
思

う
ん
で
す
け
ど
、
東
日
本
大
震
災
の
時
に
岩
見

沢
以
降
の
高
速
道
路
を
無
料
に
し
た
と
き
、
層

雲
峡
温
泉
街
で
も
か
な
り
効
果
が
見
ら
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
そ
れ
よ
り 

J
R 

や
バ
ス
会
社
を
助
け
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
で
は

と
い
う
声
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
が
、
果
た
し
て

こ
れ
か
ら
ワ
ン
バ
ス
40
人
と
い
う
バ
ス
旅
行
が

残
っ
て
い
く
の
か
な
と
。
ま
さ
にw

ith

コ
ロ

ナ
で
旅
行
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し
て
い
く
部
分
で

は
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。
な
の
で
、
各
旅

行
会
社
も
バ
ス
ツ
ア
ー
を
積
極
的
に
ま
だ
売
り

出
せ
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
。

寺
山
　
深
刻
な
状
況
で
す
が
、
1
年
経
っ
た
ら

8
割
ぐ
ら
い
は
元
に
戻
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
い
う
気
も
し
ま
す
。
10
年
前
の
福
島
原
発

の
爆
発
で
世
界
が
変
わ
る
と
思
っ
た
け
ど
、
半

分
は
元
に
戻
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い

う
時
に
新
し
い
動
き
が
生
ま
れ
て
、
そ
れ
と
並

行
し
つ
つ
半
分
は
既
存
の
シ
ス
テ
ム
に
戻
る
の

で
は
。

　
う
ち
は
何
か
新
し
い
こ
と
を
考
え
る
た
め
に

で
き
た
団
体
な
の
で
、
道
内
か
ら
マ
イ
カ
ー
で

知
床
に
来
た
人
た
ち
を
車
か
ら
下
ろ
す
コ
ン
テ

ン
ツ
は
何
か
を
真
剣
に
考
え
る
の
が
、
切
羽
詰

ま
っ
た
お
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
か
と
い
っ
て
そ
ん
な
大
き
な
仕
掛
け
は
で
き

ま
せ
ん
か
ら
、
6
月
か
ら
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転

車
を
ホ
テ
ル
2
カ
所
と
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に

配
置
し
て
、
自
転
車
で
知
床
峠
ま
で
行
く
テ
ス

ト
商
品
を
始
め
ま
し
た
。
大
自
然
の
中
、
ス
テ

イ
ホ
ー
ム
で
な
ま
っ
た
体
に
汗
を
か
き
ま
せ
ん

か
、
電
動
ア
シ
ス
ト
な
ら
な
ん
と
こ
こ
ま
で
行

け
ま
す
よ
と
い
う
演
出
で
、
4
〜
5
0
0
0
円

で
売
れ
な
い
か
と
い
う
の
を
試
し
て
い
ま
す
。
｠

　
ホ
テ
ル
か
ら
は
「
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
は

5
0
0
円
で
も
売
れ
な
か
っ
た
よ
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
が
、
情
報
発
信
な
ど
に
よ
っ
て

4
0
0
0
円
で
売
れ
た
と
し
た
ら
、
半
分
ぐ
ら

い
は
元
に
戻
っ
て
も
1
割
ぐ
ら
い
は
そ
う
い
う

お
客
さ
ん
を
作
れ
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
マ
イ
カ
ー
で
近
隣
か
ら
来
る
人
が
ボ

リ
ュ
ー
ム
層
で
、
そ
う
い
う
人
た
ち
に
何
を
訴

求
す
る
か
は
全
体
的
な
課
題
で
す
。
北
海
道
の

人
が
自
転
車
に
乗
っ
て
歩
く
と
い
う
の
は
す
ご

く
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
で
す
が
、
今
は
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
も
来
な
い
の
で
、
ま
ず
は
ど
れ
く
ら
い
稼

働
が
あ
る
か
、
試
し
て
み
よ
う
と
。

　
し
か
しM

aaS

や
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
な
ど
、
乗

合
バ
ス
を
う
ま
く
活
用
し
よ
う
と
い
う
流
れ
が

今
回
の
コ
ロ
ナ
で
止
ま
っ
た
の
は
痛
い
で
す
ね
。

田
舎
で
交
通
機
関
を
何
と
か
し
よ
う
と
思
っ
た

ら
観
光
と
生
活
を
く
っ
つ
け
て
何
と
か
で
き
な

い
か
と
い
う
の
が
生
命
線
だ
と
思
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
そ
れ
が
止
ま
っ
た
の
が
と
っ
て
も
痛

い
な
と
思
い
ま
す
。

来
訪
者
の
質
の
変
化

愛
甲
　
岡
崎
さ
ん
は
大
雪
高
原
ヒ
グ
マ
情
報
セ

ン
タ
ー
の
管
理
を
さ
れ
て
い
て
、
施
設
が
再
開

し
た
ん
で
す
よ
ね
。
施
設
を
開
け
る
に
あ
た
り
、

環
境
省
と
か
北
海
道
か
ら
は
ど
う
い
う
風
に
運

用
し
よ
う
と
言
う
話
は
あ
っ
た
ん
で
す
か
。

岡
崎
　
環
境
省
、
上
川
町
、
北
海
道
が
関
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
道
か
ら
は
ま
だ
連
絡
も
来
て
い

な
い
で
す
ね
。
い
つ
も
6
月
後
半
に
な
ら
な
い

と
連
絡
が
こ
な
い
の
で
す
が
、
方
針
く
ら
い
は

来
て
も
い
い
か
な
と
思
っ
た
ん
で
す
が
。

　
環
境
省
の
方
々
は
あ
ま
り
コ
ロ
ナ
の
こ
と
は

気
に
せ
ず
に
、
対
策
を
し
っ
か
り
し
て
い
る
点

は
ア
ピ
ー
ル
し
て
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
き
ま
し
ょ

う
、
管
理
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
。
ま
だ
登
山

者
が
来
る
駐
車
場
の
ト
イ
レ
が
開
い
て
お
ら
ず

困
っ
て
い
る
と
い
っ
た
問
題
は
起
き
て
い
ま
す

が
、
特
に
運
営
す
る
た
め
の
苦
労
は
な
か
っ
た

で
す
。

　
登
山
者
に
つ
い
て
は
減
る
の
か
、
増
え
る
の

か
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
の
と
こ

ろ
正
直
変
わ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
休
日
し
か
見
て

い
ま
せ
ん
が
、
去
年
の
休
日
と
ほ
ぼ
同
じ
ス
タ

ー
ト
で
、
ほ
と
ん
ど
道
内
の
方
で
す
が
、
元
々

今
の
時
期
は
道
内
か
ら
が
多
い
と
い
う
の
も
同

じ
で
す
。

　
一
つ
違
う
の
は
、
去
年
と
比
べ
て
か
な
り
ア

ク
テ
ィ
ブ
な
方
が
多
い
こ
と
で
す
。
例
え
ば
た

だ
沼
を
歩
く
の
で
は
な
く
、
ス
キ
ー
を
担
い
で

登
っ
て
行
っ
て
滑
っ
て
降
り
て
く
る
と
か
。
ま

た
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
事
前
に
S
N
S
で
情
報

収
集
を
し
て
き
て
い
ま
す
。 

　
な
の
で
今
後
を
考
え
る
と
、
情
報
発
信
の
仕

方
だ
っ
た
り
、
今
ま
で
と
違
う
視
点
を
見
せ
る

こ
と
が
で
き
た
ら
面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
。

変
な
言
い
方
で
す
け
ど
、
チ
ャ
ン
ス
が
い
っ
ぱ

い
見
え
て
い
て
。
こ
れ
だ
け
ど
こ
も
か
し
こ
も

人
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
中
、
一
歩
先
行
く
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
北
海
道
は
自
然
環
境
が
も
の
す
ご
く
素
晴
ら

し
い
場
所
だ
と
思
う
し
、
町
の
商
売
と
比
べ
る

と
こ
れ
か
ら
山
の
商
売
は
す
ご
く
と
っ
か
か
り

が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
呼
び
込
み
や
す
い
場

所
で
は
と
直
感
的
に
思
い
ま
す
。
大
雪
高
原
は

非
常
に
規
模
が
小
さ
く
、
年
間
6
0
0
0
人
く

て
い
く
こ
と
か
な
と
思
い
ま
す
。
リ
ス
ク
は
ゼ

ロ
で
は
な
い
で
す
が
、
そ
れ
で
も
お
客
さ
ん
が

来
た
い
と
判
断
し
て
く
れ
れ
ば
、
来
て
く
だ
さ

い
と
い
う
よ
う
な
形
で
す
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
後
の
自
粛
論
議
が

非
常
に
つ
ら
か
っ
た
思
い
出
が
あ
る
の
で
、
雇

用
を
守
る
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
前
向
き
に

粛
々
と
営
業
は
続
け
、
で
き
る
だ
け
閉
め
な
い

と
い
う
判
断
を
し
て
い
ま
す
。

愛
甲
　
か
な
り
経
営
的
に
は
大
変
な
の
で
は
。

休
む
方
が
い
い
の
か
、
開
け
た
方
が
い
い
の
か
。

植
田
　
そ
こ
は
1
0
0
％
の
正
解
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
層
雲
峡
温
泉
街
も
か
な
り
休
業
し
て
、

そ
の
間
は
休
業
補
助
金
を
い
た
だ
き
、
当
社
も

使
え
る
制
度
は
全
て
使
い
な
が
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。
融
資
も
か
な
り
受
け
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
諦
め
る
の
で
は
な
く
、
戻
っ
て
来
る

日
を
信
じ
て
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
我
々
の
仕

事
や
お
客
さ
ん
の
層
や
質
も
少
し
ず
つ
変
わ
り

な
が
ら
、
変
化
し
て
続
け
て
い
け
る
よ
う
、
先

を
見
て
い
こ
う
と
。
こ
れ
が
正
解
か
ど
う
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
1
度
動
き
を
止
め
て
し
ま

う
と
、
そ
こ
か
ら
ま
た
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
て
動

き
出
す
の
は
す
ご
く
力
が
要
る
の
で
、
で
き
る

だ
け
社
員
の
気
持
ち
も
、
仕
事
も
、
受
け
入
れ

も
止
め
た
く
な
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

愛
甲
　
予
約
は
入
っ
て
き
て
い
ま
す
か
。

植
田
　
大
雪
山
も
知
床
も
、
ア
ウ
ト
ド
ア
で
の

楽
し
み
と
い
う
意
味
で
は
ま
だ
ま
だ
需
要
が
戻

っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

実
際
、
こ
こ
2
週
間
ぐ
ら
い
で
大
雪
山
高
原
温

泉
、
愛
山
渓
な
ど
に
道
内
の
方
が
少
し
ず
つ
動

き
出
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
夏
山
シ
ー
ズ
ン
も

始
ま
る
の
で
、
山
を
楽
し
む
お
客
さ
ん
が
動
き

始
め
る
の
で
は
。

　
た
だ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
本
州
の
団
体
が
戻
る

に
は
、
ま
だ
ま
だ
時
間
は
か
か
る
で
し
ょ
う
し
、

G
oT

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
動
き
出
し
に
時
間
が

か
か
り
そ
う
で
す
し
、
今
期
の
売
り
上
げ
は
半

分
く
ら
い
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
戻
る
の
は
早
く
て
来
年
の
春

か
な
と
。

　
地
元
の
観
光
協
会
も
冬
は
氷
瀑
ま
つ
り
な
ど

集
客
イ
ベ
ン
ト
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
縮

小
も
や
む
な
し
と
言
う
感
じ
で
す
。

愛
甲
　
寺
山
さ
ん
に
も
同
じ
質
問
で
す
。
ご
自

身
の
事
業
を
含
め
て
、
ウ
ト
ロ
で
は
民
間
事
業

者
は
再
開
の
判
断
は
ど
う
な
の
か
、
ど
う
動
き

始
め
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

寺
山
　
ウ
ト
ロ
は
ホ
テ
ル
の
キ
ャ
パ
が

4
0
0
0
人
以
上
で
す
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
は
全
館
閉
め
て
観
光
客
が
い
な
い
様
子
を

見
て
、
住
民
が
と
て
も
異
様
に
感
じ
て
い
ま
し

た
。「
沈
黙
の
春
」
と
言
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

あ
る
意
味
、
観
光
の
生
態
系
が
崩
壊
し
た
こ
と

を
実
感
し
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
で
し
た
。

　
そ
の
前
に
「
自
粛
し
て
も
ら
わ
な
い
と
困

る
」
と
言
う
町
民
の
風
が
吹
い
た
時
に
は
、

「
観
光
が
そ
も
そ
も
こ
の
土
地
に
必
要
な
い
の

で
は
」
と
い
う
風
向
き
に
な
っ
た
ら
ま
ず
い
な

と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
土
地
に
と
っ
て
の
観
光

の
意
味
が
根
底
か
ら
揺
ら
ぐ
か
な
と
思
っ
た
ら
、

そ
ん
な
こ
と
は
な
く
て
、
漁
師
さ
ん
や
町
民
と

話
し
て
も
「
い
や
ー
寂
し
い
ね
。
来
て
も
ら
い

た
い
ね
」
と
い
う
雰
囲
気
に
な
っ
た
こ
と
は
す

ご
く
よ
か
っ
た
な
と
。

　
科
学
的
に
は
何
一
つ
、
物
事
は
進
ん
で
い
な

い
ん
で
す
が
、
お
客
さ
ん
を
迎
え
よ
う
と
い
う

雰
囲
気
が
そ
こ
は
か
と
な
く
漂
っ
て
い
る
こ
と

に
、
実
は
と
て
も
安
心
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

各
ホ
テ
ル
は
対
策
を
見
え
る
化
し
よ
う
と
か
、

ガ
イ
ド
は
マ
ス
ク
を
す
る
か
と
か
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
て
動
き
出
し
て
い
る

形
で
す
。

　
ウ
ト
ロ
に
は
大
き
な
ホ
テ
ル
が
4
軒
あ
り
ま

す
が
、
2
軒
は
6
月
か
ら
動
き
出
し
、
2
軒
は

ま
だ
再
開
し
て
い
な
い
の
で
半
分
強
の
キ
ャ
パ

が
稼
働
し
た
状
態
で
す
。
ホ
テ
ル
の
経
営
者
は

ど
う
し
の
ぐ
か
、
資
金
繰
り
を
見
な
が
ら
か
悩

ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
し
、
小
さ
い
民
宿
は
家

業
を
続
け
る
の
か
と
真
剣
に
悩
み
、
ま
だ
再
開

し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
多
い
で
す
ね
。
再
開
す

る
に
し
て
も
、
7
月
か
ら
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
が
多
い
か
と
。

　G
oT

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ス
タ
ー
ト
が
遅
れ

る
の
は
結
構
痛
い
で
す
ね
。
し
か
し
、
経
営
判

断
が
難
し
い
中
で
も
お
客
様
を
迎
え
よ
う
と
い

う
雰
囲
気
で
動
き
出
し
、
ホ
テ
ル
な
ど
も
掃
除

や
消
毒
な
ど
の
作
業
が
増
え
た
け
れ
ど
、
ス
タ

ッ
フ
の
表
情
が
明
る
く
、
ビ
ジ
タ
ー
を
ち
ゃ
ん

と
迎
え
ら
れ
る
根
本
的
な
雰
囲
気
が
あ
る
の
で
、

よ
か
っ
た
な
と
思
え
た
再
開
シ
ー
ン
で
し
た
。

愛
甲
　
観
光
を
や
っ
て
な
い
人
も
含
め
て
、
お

客
さ
ん
が
来
な
い
と
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
な
っ
て

い
う
感
情
を
み
ん
な
が
感
じ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。

寺
山
　
も
ち
ろ
ん
全
員
で
は
な
い
と
思
う
し
、

「
本
当
に
開
け
ん
の
、
や
ば
い
っ
し
ょ
」
と
言

っ
て
る
人
も
い
ま
す
が
、
世
間
話
レ
ベ
ル
で

「
で
も
開
け
な
い
と
大
変
だ
べ
」
と
い
う
声
も

聞
こ
え
て
き
ま
す
。

愛
甲
　G

oT
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
話
が
出
ま
し

た
が
、
道
民
割
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
。
結

構
期
待
さ
れ
て
い
る
向
き
は
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

寺
山
　
ふ
っ
こ
う
割
な
ど
の
実
績
を
認
識
し
て

い
る
の
は
宿
泊
業
の
方
な
の
で
、
そ
れ
は
期
待

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

愛
甲
　
知
床
も
大
雪
山
も
、
ピ
ー
ク
の
シ
ー
ズ

ン
に
訪
れ
る
の
は
道
外
の
方
で
、
都
道
府
県
を

超
え
る
移
動
も
だ
い
ぶ
緩
和
は
さ
れ
て
く
る
け

ど
、
こ
の
夏
は
東
京
や
関
西
の
お
客
さ
ん
が
今

ま
で
通
り
に
全
部
が
戻
っ
て
く
る
と
は
思
え
な

い
で
す
よ
ね
。

　
そ
う
す
る
と
知
床
や
大
雪
山
も
、
北
海
道
民

に
も
っ
と
訴
求
す
る
必
要
も
あ
る
の
で
は
。
今

年
の
夏
は
マ
イ
カ
ー
移
動
で
観
光
す
る
方
が
増

え
る
と
思
い
ま
す
し
、
ど
の
ぐ
ら
い
道
民
に
来

て
も
ら
う
か
は
、
結
構
重
要
だ
と
思
う
の
で
す

が
、
植
田
さ
ん
と
寺
山
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ
ま

す
か
。

植
田
　
ま
さ
に
今
ど
こ
の
観
光
地
も
タ
ー
ゲ
ッ

ト
は
域
内
、
北
海
道
で
あ
れ
ば
道
内
の
方
々
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
だ

職
し
て
い
ま
す
。
知
床
を
世
界
遺
産
に
し
て
く

れ
た
ユ
ネ
ス
コ
は
、
文
明
の
衝
突
を
防
ぐ
た
め

に
戦
争
の
反
省
か
ら
作
ら
れ
た
団
体
で
、
そ
の

ユ
ネ
ス
コ
が
知
床
が
い
い
と
こ
ろ
だ
と
言
っ
て

く
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、「
こ
こ
は
い
い
と
こ
ろ

だ
よ
、
戦
争
す
る
の
は
や
め
よ
う
よ
」
と
い
う

こ
と
で
人
々
に
開
か
な
い
と
守
っ
た
価
値
が
な

い
と
、
私
は
言
い
切
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
世
界
平
和
の
た
め
に
知
床
世
界
遺
産
を
開

く
の
が
観
光
地
の
仕
事
で
す
」
と
言
い
切
る
べ

く
、
あ
と
20
年
ぐ
ら
い
働
こ
う
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。「
世
界
平
和
の
た
め
に
俺
た
ち
は
観

光
や
っ
て
る
ん
だ
」
と
い
う
雰
囲
気
が
出
て
き

た
ら
、
ホ
テ
ル
で
ア
ル
バ
イ
ト
し
て
い
る
若
い

人
た
ち
も
ち
ょ
っ
と
は
元
気
に
な
る
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
や
は
り
世
界
平
和
の
た
め
に
あ
る
の

は
観
光
だ
と
、
つ
か
み
直
す
き
っ
か
け
を
突
き

つ
け
ら
れ
た
の
が
今
回
の
機
会
だ
っ
た
な
と
思

い
ま
す
。

植
田
　
う
ち
の
会
社
の
企
業
理
念
の
中
に
も

「
お
客
様
に
喜
び
を
提
供
す
る
こ
と
で
世
界
平

和
に
貢
献
し
ま
す
」
と
い
う
一
文
を
入
れ
て
お

り
、
や
は
り
私
も
観
光
や
娯
楽
は
世
界
平
和
に

つ
な
が
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
っ

て
い
て
、
今
の
お
話
を
聞
い
て
同
志
が
い
て
よ

か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
で
学
ん
だ
こ
と
に
関
し
て
は
、
経
済

活
動
、
企
業
活
動
を
し
て
い
く
中
で
の
リ
ス
ク

の
考
え
方
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た

な
と
。
未
知
の
も
の
な
の
で
、
ナ
ー
バ
ス
な
反

応
を
す
る
人
も
い
ま
し
た
が
、
決
断
し
た
り
活

動
し
て
い
く
中
で
、
リ
ス
ク
は
ゼ
ロ
に
は
な
ら

な
い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
も
風
が
吹
け
ば
減
速
し
て
運

転
し
た
り
、
山
に
登
れ
ば
遭
難
し
な
い
で
帰
っ

て
来
ら
れ
る
よ
う
に
、
い
ろ
ん
な
リ
ス
ク
を
考

え
な
が
ら
判
断
し
ま
す
。
観
光
地
も
冷
静
に
リ

ス
ク
を
勘
案
し
な
が
ら
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
、

お
客
様
を
ウ
エ
ル
カ
ム
で
受
け
入
れ
る
態
度
が

必
要
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
｠

　
国
立
公
園
や
自
然
を
テ
ー
マ
に
野
外
活
動
を

す
る
中
で
、
我
々
が
今
ま
で
自
然
の
中
で
培
っ

て
き
た
知
見
や
日
々
行
な
っ
て
い
る
判
断
が
、

コ
ロ
ナ
時
代
を
生
き
て
い
く
た
め
の
考
え
方
の

ヒ
ン
ト
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
視

点
か
ら
我
々
も
何
か
発
信
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

愛
甲
　
私
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
こ
の
よ
う
な

機
会
を
も
ち
、
様
々
な
経
験
を
共
有
す
べ
き
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
本
日
の
お
話
は
、
他
地
域

の
方
に
も
興
味
深
く
、
参
考
に
な
る
で
し
ょ
う
。

東
日
本
大
震
災
の
時
も
被
災
地
以
外
の
人
の
意

識
が
予
想
外
に
早
く
戻
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
が
、
寺
山
さ
ん
が
い
う
よ
う
に
、
今
回
も
観

光
客
の
動
き
な
ど
は
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に

半
分
く
ら
い
は
元
に
戻
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
中
で
、
今
起
き
て
い
る
こ
と
や
学
ん

だ
こ
と
を
記
録
し
、
後
か
ら
検
証
す
る
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
人
の
動
き
も
そ
う
で
す

し
、
自
然
公
園
を
運
営
す
る
シ
ス
テ
ム
が
ど
う

機
能
し
た
の
か
、
そ
こ
で
見
え
た
弱
さ
な
ど
を

次
の
改
善
に
生
か
す
た
め
に
、
勉
強
さ
せ
ら
れ

て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
と
感
じ
ま
す
。

　
こ
う
し
て
み
な
さ
ん
と
お
話
し
し
た
こ
と
も
、

き
ち
ん
と
記
録
に
残
し
て
お
け
る
こ
と
を
非
常

に
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ら
い
し
か
来
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

の
呼
び
込
み
方
で
色
々
変
化
さ
せ
ら
れ
、
来
た

人
が
新
た
な
発
信
を
し
て
く
れ
る
形
を
作
っ
て

い
け
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

愛
甲
　
高
原
温
泉
は
秋
が
ピ
ー
ク
で
す
よ
ね
。

今
は
ま
だ
そ
ん
な
に
多
く
な
い
。
こ
れ
か
ら
秋

に
向
か
っ
て
ど
う
な
っ
て
い
く
か
は
心
配
も
あ

り
、
逆
に
楽
し
み
な
部
分
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
白
雲
岳
の
工
事
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、 

今
後
の
登
山
者
の
山
の
登
り
方
や
自
然
と
の
付

き
合
い
方
は
変
わ
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
か
。

岡
崎
　
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
よ
り
は
、
お
こ

が
ま
し
い
で
す
が
、
変
え
て
や
ろ
う
と
い
う
気

持
ち
で
す
ね
。 

高
原
温
泉
は
今
ま
で
は
秋
が
8

割
で
し
た
が
、
夏
に
面
白
い
時
期
も
あ
る
け
ど

ほ
と
ん
ど
人
は
来
な
か
っ
た
。
自
分
ら
は
春
の

魅
力
を
知
っ
て
い
る
し
、
理
解
で
し
て
く
れ
る

人
も
出
て
き
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
秋
以

外
の
時
期
を
売
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
こ
う

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
白
雲
岳
も
と
て
も
魅
力
的
な
場
所
な
の
で
、

そ
の
魅
力
を
分
か
る
人
な
ら
か
な
り
大
金
を
払

っ
て
も
来
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
こ
れ
か
ら

は
た
く
さ
ん
来
て
少
し
お
金
を
落
と
す
形
よ
り

も
、
一
人
が
非
常
に
満
足
し
て
た
く
さ
ん
の
お

金
を
落
と
す
形
に
変
わ
る
と
、
皆
さ
ん
が
思
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
発
信
が
で
き
て
い
る

か
は
ち
ょ
っ
と
分
か
ら
な
い
。
自
分
の
視
点
は

あ
ま
り
一
般
的
で
は
な
い
の
で
す
が
、
思
っ
た

こ
と
を
試
す
場
所
も
で
き
た
の
で
、
ど
ん
ど
ん

思
い
つ
き
を
試
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

寺
山
　
こ
の
時
期
に
来
る
人
が
、
本
当
の
お
客

様
だ
と
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
。
地
元
で
よ
く

言
っ
て
い
る
の
は
、
カ
メ
ラ
マ
ン
と
釣
り
人
は

同
じ
く
ら
い
来
て
い
る
な
と
。
管
理
側
に
と
っ

て
は
ト
ラ
ブ
ル
も
結
構
あ
り
、
お
金
も
そ
ん
な

に
落
と
さ
な
い
客
層
で
す
が
、
こ
う
い
う
人
た

ち
が
自
然
環
境
や
自
然
公
園
に
と
っ
て
本
質
的

な
ビ
ジ
タ
ー
な
の
で
は
な
い
か
と
。

　
本
質
的
な
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の
状
況
で

は
来
た
い
人
し
か
来
な
い
、
そ
れ
が
カ
メ
ラ
マ

ン
と
釣
り
人
だ
と
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
登
山

客
の
数
も
そ
ん
な
に
落
ち
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
真
剣
に
考
え
な
い
と

い
け
な
い
と
。

　
今
後
も
コ
ロ
ナ
対
策
が
う
ま
く
い
か
ず
、
お

客
さ
ん
が
落
ち
込
ん
だ
ま
ま
な
ら
ビ
ジ
タ
ー
の

本
質
を
ち
ゃ
ん
と
考
え
な
い
と
い
け
な
い
、
こ

の
状
況
で
も
来
る
人
は
と
て
も
大
切
に
し
な
い

と
い
け
な
い
な
と
。
一
番
厳
し
い
時
期
に
来
た

お
客
さ
ん
が
何
を
見
て
い
る
の
か
、
よ
く
見
て

お
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

植
田
　
寺
山
さ
ん
に
近
い
思
い
を
私
も
持
っ
て

い
て
、
こ
う
い
う
時
に
も
離
れ
な
い
お
客
さ
ん

は
観
光
地
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る
の

で
、
気
を
つ
け
て
見
て
お
く
べ
き
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
黒
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
歴
史
上
で
初

め
て
、
今
年
は
夏
の
シ
ー
ズ
ン
券
と
い
う
の
を

作
っ
て
売
っ
て
み
た
ん
で
す
。
5
月
は
開
店
休

業
だ
っ
た
の
で
、
み
ん
な
の
仕
事
も
作
ら
な
き

ゃ
い
け
な
い
し
、
目
先
の
収
入
も
欲
し
い
と
い

う
こ
と
で
始
め
、
6
月
21
日
ま
で
売
っ
て
い
ま

し
た
が
、
2
0
0
枚
弱
が
売
れ
ま
し
た
。

　
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
乗
り
放
題
と
い
う
こ
と

で
、
ち
ゃ
ん
と
お
金
を
使
っ
て
黒
岳
に
来
よ
う

と
思
っ
て
く
れ
る
方
は
道
内
の
方
だ
ろ
う
と
思

っ
て
作
っ
た
の
で
す
が
、
こ
う
い
う
時
で
も
反

応
し
て
応
援
す
る
よ
と
い
う
方
や 

お
得
だ
と
思

っ
て
買
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
が
そ
れ
な
り
に
い

た
こ
と
は 

我
々
に
と
っ
て
も
す
ご
く
い
い
勉
強

に
な
っ
た
し
背
中
を
押
し
て
も
ら
え
ま
し
た
。

そ
う
い
う
時
に
き
て
く
れ
る
の
は
ど
う
い
う
お

客
様
か
、
き
ち
ん
と
見
な
が
ら
付
き
合
っ
て
い

か
な
き
ゃ
い
け
な
い
な
と
思
っ
て
ま
す
。

　
ア
ウ
ト
ド
ア
や
外
で
の
楽
し
み
は
ま
す
ま
す

こ
れ
か
ら
価
値
が
上
が
り
、
高
い
お
金
を
払
っ

て
も
そ
う
い
う
体
験
を
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ

は
ま
す
ま
す
高
ま
る
の
で
は
。
コ
ロ
ナ
に
よ
っ

て
旅
行
の
機
会
が
限
ら
れ
る
な
ら
、
そ
の
大
事

な
機
会
に
は
お
金
を
か
け
て
素
晴
ら
し
い
と
こ

ろ
に
行
こ
う
と
い
う
意
識
が
強
ま
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
北
海
道
の
自
然
の

素
材
が
、
注
目
さ
れ
価
値
が
認
め
ら
れ
る
チ
ャ

ン
ス
は
大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
自
然
へ
の
負
荷
を
考
え
つ
つ
、
そ
の
チ
ャ
ン

ス
を
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
。
や
は
り
岡
崎
さ

ん
が
言
う
よ
う
に
、
少
な
い
人
数
で
た
く
さ
ん

お
金
を
落
と
し
て
も
ら
え
る
仕
掛
け
や
場
所
づ

く
り
に
な
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
合

わ
せ
て
層
雲
峡
温
泉
街
も
変
わ
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
し
、
そ
の
い
い
き
っ
か
け
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
経
験
か
ら

観
光
地
が
学
ぶ
こ
と

寺
崎
　
最
後
に
皆
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
を
経
験
し
て
、

観
光
地
は
こ
こ
か
ら
何
を
学
ぶ
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
か
。

岡
崎
　
物
事
や
価
値
観
を
変
え
る
の
は
昔
か
ら

「
若
者
、
よ
そ
者
、
ば
か
者
」
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
現
在
の
観
光
地
が
動
か
な
い
中
で
、
自
分

に
も
「
ど
う
い
う
形
が
い
い
の
か
」
と
聞
か
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
お
前
ら
な
ん
か

い
ら
な
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
す

が
、
少
し
で
も
新
し
い
発
想
を
取
り
入
れ
よ
う

と
い
う
人
が
地
域
に
増
え
て
き
た
の
で
は
と
思

い
ま
す
。

　
自
分
な
ど
は
、
ば
か
者
代
表
で
い
ろ
い
ろ
意

見
を
言
っ
て
い
こ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
同
じ

よ
う
な
境
遇
の
人
た
ち
が
、
同
じ
地
域
内
だ
け

で
な
く
地
域
を
超
え
て
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
面
白
い
形
に
な
り
、
今
ま
で
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
で
は
な
い
か
と
。
そ
う
い
う
希
望
だ
け
は
す

ご
く
持
っ
て
い
ま
す
。

寺
山
　
今
回
、
地
域
に
と
っ
て
の
観
光
の
価
値

が
何
な
の
か
、
突
き
つ
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
が
あ

っ
て
、
本
質
的
に
移
動
と
交
流
が
観
光
の
形
で

す
か
ら
、
感
染
症
に
関
し
て
は
マ
イ
ナ
ス
要
因

で
し
か
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
の
中
で
、
こ
の
土

地
に
と
っ
て
観
光
が
必
要
だ
と
言
い
切
れ
る
も

の
は
何
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
突
き
つ
け
ら
れ

た
と
。

 

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
静
か
な
時
は
観
光

を
や
る
べ
き
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
し
、
観
光

が
再
オ
ー
プ
ン
し
た
時
に
皆
の
表
情
が
明
る
く

な
っ
た
の
は
よ
か
っ
た
な
と
。
観
光
地
で
あ
る

ウ
ト
ロ
か
ら
離
れ
た
観
光
と
関
係
な
い
斜
里
町

の
人
た
ち
に
も
「
観
光
は
重
要
な
産
業
だ
」
と

言
い
切
れ
る
よ
う
な
強
さ
を
、
我
々
は
持
つ
べ

き
だ
な
と
肝
に
命
じ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
て
。

　
私
個
人
は
、「
観
光
は
世
界
平
和
に
貢
献
す
る

か
ら
必
要
だ
」
と
言
い
切
る
こ
と
に
決
め
て
転 登山道整備には技術もシステムも必要（写真提供：大雪山・山守隊）
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少
な
い
で
す
が
、
他
の
皆
さ
ん
も
言
っ
て
い
た

よ
う
に
い
ろ
ん
な
人
か
ら
叩
か
れ
る
状
態
が
起

き
る
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
雰
囲
気
で
は
な

く
な
っ
て
し
ま
い
。
そ
れ
は
全
然
構
わ
な
い
ん

で
す
が
、
こ
の
後
が
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
こ

と
を
常
に
考
え
て
い
ま
す
。
今
で
き
る
発
信
と

し
て
「
営
業
は
自
粛
す
る
け
ど
管
理
は
自
粛
し

な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
に
我
慢
で

き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
何
ヶ
月
か
経
っ
た

ら
全
然
違
う
環
境
に
な
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
。
そ
う
い
う
中
で
先
の
先
ま
で
決
め
て
し

ま
っ
た
ら
ま
ず
い
だ
ろ
う
と
。

　
黒
岳
や
知
床
で
は
S
N
S
や
町
民
の
声
な
ど

か
ら
方
針
が
決
め
ら
れ
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
う
い
う
情
報
に
よ
っ
て
色
ん
な
こ

と
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
、
こ
う
い
う
状
況
の

中
で
先
を
見
て
い
る
人
と
い
う
の
が
結
構
は
っ

き
り
わ
か
っ
て
き
た
の
で
、
で
き
る
だ
け
そ
う

い
う
人
た
ち
と
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、
先
に
進
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
登
山
道
整
備
は
突
き
詰
め
る
と
責
任
問
題
な

ど
に
な
っ
て
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
る
ん
で
す

が
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
も
全
く
同
じ
で
、
「
感

染
し
た
ら
誰
が
責
任
取
る
ん
だ
」
と
か
、
誰
か

を
悪
者
に
し
た
い
と
い
う
日
本
人
の
変
な
感
覚

が
も
の
す
ご
く
見
え
た
と
思
い
ま
す
。
文
化
と

し
て
そ
う
い
う
風
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
と
。
そ
う
い
う
中
で
自
分
の
で
き

る
こ
と
は
登
山
道
整
備
な
の
で
、
管
理
を
し
っ

か
り
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

愛
甲
　
岡
崎
さ
ん
が
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い

た
の
は
夏
で
す
よ
ね
。

岡
崎
　
は
い
。
た
く
さ
ん
人
を
集
め
て
は
で
き

な
い
ん
で
す
が
、
指
導
者
を
作
る
と
い
う
形
で
、

少
人
数
で
続
け
よ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
指

導
者
が
で
き
れ
ば
、
来
年
は
も
っ
と
色
々
な
こ

と
を
で
き
ま
す
よ
と
い
う
形
で
謳
っ
て
い
く
し

か
な
い
か
と
。

寺
崎
「
先
を
見
て
い
る
人
が
わ
か
っ
て
き
た
」

と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
反
対
は

「
先
を
見
て
い
な
い
人
」
で
す
よ
ね
。
両
者
の

違
い
は
何
で
し
ょ
う
か
。

岡
崎
　
極
端
に
言
っ
た
ら
責
任
を
取
れ
る
人
か
、

人
に
責
任
転
嫁
す
る
人
か
。
叩
か
れ
て
も
こ
れ

が
正
し
い
と
思
っ
て
進
ん
で
い
け
る
人
と
、
叩

か
れ
る
の
が
怖
く
て
決
断
で
き
な
か
っ
た
り
、

周
り
に
合
わ
せ
て
し
ま
う
人
の
違
い
で
す
ね
。

自
分
の
周
辺
は
小
さ
い
会
社
が
多
く
、
そ
れ
ぐ

ら
い
の
責
任
は
と
れ
る
と
い
う
人
が
多
い
の
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
は
そ
う
い
う
人
た
ち
が
地
域

を
作
っ
て
い
く
の
か
な
と
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍

で
先
を
見
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
と
感
じ
ら
れ

た
の
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
脆
弱
さ
が
露
呈

し
た
自
然
や
公
園
の
管
理

愛
甲
　
岡
崎
さ
ん
は
技
術
に
加
え
て
シ
ス
テ
ム

が
必
要
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
具
体
的
に
は

ど
う
い
う
も
の
で
す
か
。

岡
崎
　
国
立
公
園
の
登
山
道
管
理
の
シ
ス
テ
ム

で
す
。
今
の
登
山
道
の
管
理
は
侵
食
に
追
い
つ

か
ず
、
や
っ
て
も
や
っ
て
も
良
く
な
る
方
向
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
ど
の
地
域
に

行
っ
て
も
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
対
す
る
方
法
が
な
い
こ
と
は
な
い
で

す
が
、
こ
な
す
た
め
の
シ
ス
テ
ム
は
全
然
で
き

て
な
く
て
、
問
題
意
識
と
し
て
捉
え
て
い
る
関

係
者
も
す
ご
く
少
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
。
利

用
者
は
「
何
で
こ
こ
ま
で
ほ
っ
と
い
て
る
の
」

と
思
う
方
も
多
い
ん
で
す
が
、
管
理
し
て
い
る

方
々
は
そ
れ
が
普
通
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

な
か
な
か
進
ん
で
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
取
り
込
む
と
か
、
魅
力
あ

る
国
立
公
園
を
と
言
わ
れ
て
ま
す
け
ど
、
自
分

か
ら
見
る
と
「
こ
れ
じ
ゃ
日
本
の
恥
さ
ら
し
ち

ゃ
う
よ
」
と
い
う
気
持
ち
で
す
。

愛
甲
　
昨
年
、
週
刊
誌
の
記
事
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
周
知
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
影
響
の
中
、
施
設

や
登
山
道
に
つ
い
て
国
立
公
園
が
管
理
す
る
仕

組
み
や
枠
組
み
の
中
で
議
論
し
て
い
る
と
、
何

か
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

岡
崎
　
黒
岳
石
室
の
隣
に
併
設
さ
れ
て
い
る
ト

イ
レ
を
、
管
轄
し
て
い
る
北
海
道
上
川
総
合
振

興
局
が
閉
鎖
す
る
と
い
う
判
断
を
し
た
ん
で
す

ね
。
登
山
者
を
止
め
る
と
か
登
山
道
自
体
を
閉

鎖
す
る
上
で
ト
イ
レ
を
閉
鎖
す
る
な
ら
分
か
る

ん
で
す
け
ど
、
登
山
は
自
粛
で
、
歩
い
て
も
い

い
状
態
で
閉
鎖
し
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
。

そ
の
方
針
が
一
年
間
続
く
な
ら
、
2
〜
3
ヶ
月

後
に
は
多
分
登
山
者
が
結
構
来
る
よ
う
に
な
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
の
時
に
ト
イ
レ
が
使
え
な

い
と
な
っ
た
ら
、
キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
何
か
ら
大

変
な
状
態
に
な
る
と
は
っ
き
り
想
像
で
き
ま
し

た
。

　
も
し
黒
岳
石
室
の
周
り
が
汚
く
な
り
、
そ
れ

が
海
外
の
S
N
S
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
す
る

と
、
風
評
被
害
と
し
て
は
か
な
り
ダ
メ
ー
ジ
が

大
き
い
の
で
は
と
。
以
前
、
ト
ム
ラ
ウ
シ
が
日

本
一
汚
い
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
と
言
わ
れ
、
自
虐

的
に
直
す
活
動
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
比
じ

ゃ
な
い
な
と
。

　
そ
れ
で
自
分
の
管
轄
と
は
違
う
場
所
で
し
た

が
、
行
政
の
方
に
「
と
に
か
く
ト
イ
レ
は
開
け

る
べ
き
で
は
」
と
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
う
い

う
感
覚
を
共
有
し
て
も
ら
う
の
が
難
し
い
で
す

ね
。
管
理
し
て
い
る
行
政
が
、
管
理
し
な
い
こ

と
に
よ
っ
て
起
き
る
問
題
を
理
解
し
て
な
い
と

思
い
ま
す
。

愛
甲
　
黒
岳
の
ト
イ
レ
の
事
に
つ
い
て
、
私
も

行
政
と
色
々
や
り
と
り
し
て
い
る
時
に
、
普
段

の
シ
ス
テ
ム
の
弱
さ
が
出
ち
ゃ
っ
た
な
と
感
じ

ま
し
た
。

　
ま
だ
よ
く
分
か
ら
な
い
新
型
ウ
イ
ル
ス
へ
の

対
応
で
、
お
ま
け
に
山
の
上
で
は
何
が
起
き
る

か
は
わ
か
ら
な
い
。
エ
ビ
デ
ン
ス
も
は
っ
き
り

し
な
い
中
で
6
月
下
旬
の
山
開
き
と
7
、
8
月

の
登
山
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
、
誰
が
決
断
す
る
か
、

ど
う
い
う
風
に
話
し
合
っ
て
決
め
て
い
く
か
、

普
段
か
ら
準
備
で
き
て
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
突

か
れ
た
な
と
い
う
感
じ
が
す
ご
く
し
ま
し
た
。

　
施
設
は
そ
れ
ぞ
れ
が
判
断
で
き
ま
す
が
、
山

は
入
口
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
登
山
道
を
閉
鎖
す

る
と
い
っ
て
も
、
自
由
に
入
っ
て
く
る
人
も
い

る
わ
け
で
。
特
に
大
雪
山
は
3
月
に
新
し
い
総

合
型
協
議
会
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
て
い
た
矢

先
に
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
総
会
延
期
、
書
面
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
環
境
省
も
急
い
で
情
報
共

有
の
場
や
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
作
っ
た
り
、

で
き
る
こ
と
は
し
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、

タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
植

田
さ
ん
は
そ
の
あ
た
り
で
何
か
感
じ
た
こ
と
は
。

植
田
　
石
室
に
つ
い
て
は
岡
崎
さ
ん
が
言
っ
た

通
り
で
、
当
社
も
上
川
町
が
所
有
す
る
建
物
の

管
理
を
夏
の
間
だ
け
受
託
し
て
い
ま
す
が
、
行

1
7
0
0
人
で
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
一

部
の
ホ
テ
ル
で
営
業
し
よ
う
と
い
う
雰
囲
気
も

あ
り
ま
し
た
が
、
町
民
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
が

役
場
に
入
り
、
そ
れ
を
受
け
て
全
て
休
業
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
観
光
と
い
う
の
は
そ
も
そ
も
移
動
と
交
流
が

目
的
な
の
で
、
そ
れ
が
リ
ス
ク
と
見
ら
れ
た
ら

ど
う
し
よ
う
も
な
く
、
町
民
の
気
持
ち
が
そ
の

方
向
に
振
れ
た
場
合
は
、
や
む
を
得
な
い
の
で

閉
じ
る
と
い
う
決
断
を
そ
の
ホ
テ
ル
も
さ
れ
ま

し
た
。
た
だ
、
6
月
に
な
る
と
特
に
根
拠
は
な

い
で
す
が
、
風
向
き
が
変
わ
り
お
客
さ
ん
が
ぼ

ち
ぼ
ち
来
て
い
ま
す
。
　

　
う
ち
は
観
光
メ
イ
ン
の
会
社
で
は
な
い
の
で

す
が
、
地
域
の
持
続
性
や
知
床
が
未
来
も
選
ば

れ
続
け
る
た
め
に
は
、
観
光
が
実
質
的
に
農
業
、

漁
業
よ
り
も
重
要
な
産
業
で
あ
る
と
位
置
付
け
、

こ
の
地
域
で
観
光
が
踏
み
と
ど
ま
っ
て
将
来
発

展
す
る
こ
と
は
、
う
ち
の
法
人
に
と
っ
て
ま
さ

に
存
在
意
義
に
近
い
の
で
、
色
々
悩
み
な
が
ら

や
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
さ
っ
き
、
町
民
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
で

ホ
テ
ル
が
休
業
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
こ
の
町
民
と
は
ど
ん
な
方
で
す
か
。

寺
山
　
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
。

寺
崎
　
普
通
に
暮
ら
し
て
い
る
方
の
声
に
耳
を

傾
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
。

寺
山
　
産
業
構
造
と
し
て
知
床
は
農
業
、
漁
業

が
豊
か
で
、
春
先
は
ど
ち
ら
も
集
団
作
業
が
始

ま
る
時
期
で
す
。「
今
は
誰
も
感
染
し
て
い
な

い
け
ど
、
第
一
号
を
外
か
ら
持
っ
て
こ
ら
れ
る

の
は
困
る
」
と
い
う
感
覚
を
各
産
業
の
人
が
抱

い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
で
す
。
当
然
、
根
拠

の
な
い
恐
怖
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

愛
甲
　
観
光
が
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む
装
置
で

あ
る
が
ゆ
え
に
、
ウ
イ
ル
ス
を
運
ん
で
く
る
装

置
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
言
う
こ

と
で
す
ね
。
離
島
な
ど
で
も
そ
う
い
う
雰
囲
気

が
あ
り
、
利
尻
礼
文
な
ど
で
も
来
島
自
粛
の
要

請
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

寺
崎
　
知
床
が
将
来
も
選
ば
れ
続
け
る
た
め
に

は
、
観
光
は
実
質
的
に
農
業
、
漁
業
よ
り
も
重

要
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
誰
に
ど
う
い
う
風
に

選
ば
れ
続
け
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
か
。

寺
山
　
う
ち
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
知
床
が
居
住

地
と
し
て
将
来
に
渡
り
選
び
続
け
ら
れ
る
た
め

に
、
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
商
品
を
開
発
す
る

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
住
民
に
と
っ
て
選
ば

れ
、
そ
し
て
観
光
地
と
し
て
ビ
ジ
タ
ー
に
選
ば

れ
続
け
る
こ
と
に
寄
与
す
る
商
品
開
発
を
し
ま

し
ょ
う
と
。

岡
崎
　
自
分
は
も
と
も
と
登
山
道
を
直
し
た
い

と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
、

登
山
道
整
備
の
立
ち
位
置
で
色
々
や
り
始
め
て
、

そ
の
た
め
に
は
何
が
必
要
か
を
考
え
続
け
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
技
術
が
必
要
と
思
っ
て
身
に
つ

け
始
め
、
少
し
ず
つ
直
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
時

に
技
術
だ
け
じ
ゃ
足
り
な
い
、
シ
ス
テ
ム
を
変

革
し
な
い
と
い
け
な
い
と
気
づ
き
ま
し
た
。

　
行
政
と
話
し
て
も
難
し
い
部
分
が
あ
っ
た
の

で
、
行
政
で
は
な
く
登
山
者
を
味
方
に
し
て
い

こ
う
と
い
う
発
想
か
ら
、
一
般
社
団
法
人
大
雪

山
・
山
守
隊
を
作
り
ま
し
た
。
商
売
っ
気
は
全

然
な
い
の
で
す
が
、
登
山
道
整
備
の
位
置
付
け

も
時
代
や
社
会
の
変
化
に
よ
っ
て
変
わ
る
の
で
、

そ
の
中
で
自
分
が
ど
こ
に
い
る
の
か
は
気
に
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
直
接
的
な
影
響
は

ど
ん
ど
ん
休
止
し
て
い
き
、
当
社
も
5
月
6
日

の
終
了
予
定
を
4
月
29
日
に
繰
り
上
げ
ま
し
た
。

　
例
年
北
海
道
で
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明

け
ま
で
営
業
す
る
ス
キ
ー
場
が
複
数
あ
り
ま
す

が
今
年
は
全
滅
で
、
風
潮
と
い
う
か
人
の
心
の

部
分
で
、
営
業
し
づ
ら
か
っ
た
と
い
う
印
象
が

あ
り
ま
す
。

愛
甲
　
具
体
的
に
は
ど
れ
く
ら
い
落
ち
込
み
ま

し
た
か
。

植
田
　
こ
の
4
〜
5
月
で
、
黒
岳
の
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
は
8
割
減
で
す
ね
。
6
月
に
少
し
回
復
し

て
き
ま
し
た
が
、
外
国
の
お
客
さ
ん
の
団
体
と

本
州
か
ら
の
団
体
が
全
く
動
い
て
い
な
い
状
態

な
の
で
、
道
内
か
ら
の
お
客
様
が
あ
る
程
度
動

い
て
も
、
そ
こ
だ
け
で
5
〜
6
割
は
減
る
イ
メ

ー
ジ
で
す
ね
。

愛
甲
　
も
と
も
と
外
国
の
団
体
は
ど
の
ぐ
ら
い

の
比
率
を
占
め
て
い
ま
し
た
か
。

植
田
　
コ
ロ
ナ
前
ま
で
の
層
雲
峡
温
泉
街
の
入

込
は
約
3
割
で
す
ね
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
も
ほ
ぼ

そ
れ
に
近
い
数
字
で
、
25
％
か
ら
30
％
未
満
で

す
。

愛
甲
　
さ
っ
き
言
わ
れ
た
「
心
の
部
分
」
と
い

う
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
ね
。
4
月
29
日
で
閉

め
る
と
判
断
を
し
た
の
は
ど
う
い
う
理
由
か
ら

で
し
ょ
う
か
。

植
田
　
最
終
的
に
休
も
う
と
決
断
し
た
の
は
社

内
か
ら
の
声
で
し
た
。
4
月
末
に
近
く
な
る
と
、

だ
ん
だ
ん
標
高
の
低
い
ス
キ
ー
場
は
営
業
を
や

め
て
い
き
、
残
っ
た
の
は
旭
岳
や
黒
岳
な
ど
数

カ
所
し
か
な
く
、
当
社
が
4
月
29
日
に
辞
め
る

前
々
日
ぐ
ら
い
に
、
他
ス
キ
ー
場
に
来
た
お
客

さ
ん
が
S
N
S
に
そ
の
こ
と
を
ア
ッ
プ
し
て
叩

か
れ
た
ら
し
い
ん
で
す
。

　
そ
れ
を
受
け
て
そ
の
ス
キ
ー
場
が
急
に
営
業

を
や
め
、
そ
し
た
ら
当
社
の
社
員
か
ら
「
札
幌

ナ
ン
バ
ー
な
ど
黒
岳
に
来
る
車
が
増
え
て
い
る
。

旭
岳
か
ら
流
れ
て
き
て
い
る
の
で
は
」
と
連
絡

が
あ
り
、
社
員
に
ど
う
し
た
い
か
と
聞
き
ま
し

た
。

 

私
は
、
ス
キ
ー
場
と
い
う
オ
ー
プ
ン
な
空
間

で
密
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
細
々
と
で
も
営

業
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
社
員
は

地
元
で
コ
ロ
ナ
の
発
症
事
例
も
な
く
、
自
分
た

ち
が
1
番
手
に
な
れ
な
い
と
。
ま
た
、
雰
囲
気

と
か
人
の
気
持
ち
の
問
題
を
見
て
い
る
と
、
無

理
し
て
営
業
し
て
「
何
で
こ
ん
な
と
き
に
営
業

し
て
い
る
ん
だ
」
と
言
わ
れ
た
ら
答
え
よ
う
が

な
い
と
い
う
こ
と
で
、「
わ
か
っ
た
。
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
休
み
に
し
よ
う
」
と
い
う
判

断
を
し
ま
し
た
。

　
あ
の
時
は
自
粛
警
察
と
い
う
か
、
札
幌
ナ
ン

バ
ー
で
市
外
に
出
た
だ
け
で
張
り
紙
を
貼
ら
れ

た
り
、
今
思
い
出
し
て
も
「
皆
が
自
粛
し
て
い

る
か
ら
そ
れ
に
従
え
」
と
い
う
雰
囲
気
は
非
常

に
あ
り
ま
し
た
。

寺
山
　
一
般
社
団
法
人
知
床
し
ゃ
り
は
昨
年
7

月
の
設
立
で
、
観
光
協
会
や
商
工
会
な
ど
が
地

域
の
課
題
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
な
中
長
期
計
画

を
作
る
中
、
な
か
な
か
実
行
体
制
が
取
れ
な
か

っ
た
の
で
、
実
行
部
隊
の
法
人
を
作
ろ
う
と
い

う
こ
と
で
で
き
ま
し
た
。
D
M
O
的
機
能
や
地

域
商
社
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
期
待

を
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
地
域
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
を
行
う
会
社
で
、
「
知
床
ト
コ
さ
ん
」

と
い
う
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
運
営
し
て
お
り
、
昨

年
度
の
グ
ッ
ズ
売
上
額
は
約
5
0
0
0
万
円
で

し
た
。

　
こ
れ
を
原
資
に
ツ
ア
ー
か
ら
食
品
ま
で
、
地

域
商
品
を
作
り
、
1
0
0
人
く
ら
い
雇
っ
て
2

〜
3
年
で
き
る
事
業
計
画
を
立
て
て
い
た
の
で

す
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
グ
ッ
ズ
の
売
上
額
は

前
年
80
〜
90
％
減
と
な
り
、
5
月
は
ゼ
ロ
で
し

た
。

　
ち
な
み
に
宿
泊
者
数
は
4
月
が
前
年
比
約
86

％
減
の
3
0
0
0
人
、
5
月
は
約
95
％
減
の

自
己
紹
介
と
現
在
ま
で
の
状
況

愛
甲
　
北
海
道
で
は
全
国
に
先
駆
け
て
2
月
末

に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
ど
う
い
う
影
響
が
出
た
の
か
を
簡
単

な
自
己
紹
介
を
含
め
、
お
話
し
く
だ
さ
い
。

植
田
　
り
ん
ゆ
う
観
光
は
、
大
雪
山
・
層
雲
峡

地
区
の
黒
岳
に
か
か
る
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
と
リ
フ

ト
の
索
道
業
を
運
営
し
て
い
る
会
社
で
す
。
そ

の
他
に
冬
の
み
札
幌
の
藻
岩
山
ス
キ
ー
場
の
リ

フ
ト
と
ゲ
レ
ン
デ
管
理
を
し
て
お
り
、
旅
行
業

資
格
も
持
っ
て
い
て
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
登
山
の

ツ
ア
ー
を
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
す
が
、
2
月
末
に
北
海
道

独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
が
出
た
時
、
当
社
は
藻

岩
山
の
ス
キ
ー
場
も
、
層
雲
峡
の
ロ
ー
プ
ウ
イ

や
リ
フ
ト
も
黒
岳
ス
キ
ー
場
と
い
う
形
で
営
業

し
て
お
り
ま
し
た
。

　
行
政
と
協
議
し
た
結
果
、
何
と
か
営
業
自
体

は
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
続
け
る
こ
と
が
で
き
、

藻
岩
山
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て
は
予
定
通
り
3
月

31
日
ま
で
営
業
で
き
ま
し
た
が
、
や
は
り
お
客

様
の
入
り
込
み
は
も
ち
ろ
ん
少
な
く
な
り
ま
し

た
し
、
黒
岳
に
関
し
て
は
外
国
の
お
客
様
の
姿

が
見
え
な
く
な
る
こ
と
に
始
ま
り
、
だ
ん
だ
ん

と
国
内
の
お
客
様
も
少
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　
全
国
的
に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
た
あ
た
り
か

ら
、
外
出
自
粛
の
風
潮
が
非
常
に
強
く
な
っ
て

き
て
、
黒
岳
は
そ
れ
ほ
ど
お
客
さ
ん
が
多
く
な

い
ス
キ
ー
場
な
の
で
、
な
ん
と
か
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
終
わ
り
ま
で
細
々
と
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
た
ん
で
す
が
、
近
郊
の
ス
キ
ー
場
が

ら
営
業
し
て
い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
は
政
府
が
作
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
よ
り
よ

っ
ぽ
ど
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
思
う
し
、
「
こ

う
し
て
い
ま
す
」
と
情
報
公
開
し
て
再
開
し
、

お
客
さ
ん
の
選
択
に
委
ね
る
の
が
大
事
で
は
。

民
間
も
国
立
公
園
も
「
管
理
し
、
情
報
公
開
し
、

選
択
肢
を
提
示
す
る
」
の
3
点
で
や
っ
て
い
く

し
か
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

愛
甲
　
3
人
と
も
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
を
話
さ
れ
て

お
り
、
寺
山
さ
ん
の
今
の
話
に
集
約
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
問
題
は
、
状
況
把
握
や
情
報

提
示
を
誰
が
責
任
を
持
っ
て
や
る
か
が
は
っ
き

り
し
な
い
こ
と
で
、
こ
れ
が
今
の
日
本
の
国
立

公
園
や
観
光
地
の
問
題
で
は
と
感
じ
ま
す
。

　
観
光
地
も
単
独
の
自
治
体
の
範
囲
で
収
ま
れ

ば
い
い
で
す
が
、
広
域
に
ま
た
が
る
と
そ
う
い

う
判
断
が
難
し
く
な
っ
た
り
す
る
と
思
い
ま
す
。

知
床
は
ヒ
グ
マ
に
関
し
て
の
責
任
は
環
境
省
が

取
り
、
協
議
会
で
話
し
合
う
場
所
を
作
る
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
る
ん
で
す
よ
ね
。

寺
山
　
ウ
イ
ル
ス
と
同
じ
よ
う
に
ク
マ
も
い
な

く
な
ら
な
い
の
で
。
山
に
行
っ
た
ら
雨
が
降
る

の
と
同
じ
よ
う
に
、
知
床
に
は
ク
マ
が
い
る
わ

け
で
自
然
環
境
の
一
つ
で
す
。
環
境
保
護
関
係

者
、
観
光
関
係
者
、
住
民
が
同
じ
船
に
乗
っ
て

い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
ク
マ
が
い
る
こ
と
に
な

ん
と
か
折
り
合
い
を
つ
け
な
い
と
い
け
な
い
。

そ
れ
を
行
政
上
の
船
に
作
り
変
え
る
の
に
管
理

計
画
や
協
議
会
と
い
う
形
式
を
と
る
の
は
必
要

な
話
で
す
。

　
今
回
も
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
勉
強
会
を
し

ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、
地
元
の
ホ
テ
ル
の

人
に
も
声
を
か
け
て
「
情
報
共
有
し
て
公
開
し

な
い
と
ダ
メ
で
す
よ
。
コ
ロ
ナ
は
ク
マ
み
た
い

な
も
の
だ
か
ら
」
と
い
う
と
、「
そ
う
だ
な
」
と

納
得
さ
れ
ま
し
た
。
一
度
閉
じ
た
ら
開
け
る
の

は
大
変
な
の
で
、
今
や
っ
て
い
る
こ
と
を
公
開

す
る
べ
き
だ
と
言
う
と
理
解
し
て
も
ら
い
や
す

か
っ
た
で
す
。

寺
崎
　
で
は
、
大
雪
山
の
黒
岳
に
つ
い
て
は
、

ど
う
い
っ
た
管
理
や
地
元
へ
の
投
げ
か
け
が
理

想
的
な
の
で
し
ょ
う
。
ト
イ
レ
の
問
題
や
宿
泊

施
設
も
含
め
て
、
地
域
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
つ
い
て
は
誰
が
責
任
者
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。

植
田
　
3
月
に
大
雪
山
国
立
公
園
連
絡
協
議
会

と
い
う
組
織
を
作
り
直
し
た
の
で
す
が
、
大
雪

山
国
立
公
園
の
未
来
を
考
え
て
い
く
中
で
、
民

間
も
環
境
省
も
入
っ
た
も
の
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
コ
ロ
ナ
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
議
題
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
選
択
肢
を
決

め
て
い
く
場
が
で
き
れ
ば
い
い
の
か
な
と
。

　
宿
泊
業
、
観
光
業
そ
れ
ぞ
れ
守
り
た
い
も
の

が
違
っ
た
り
す
る
の
で
、
簡
単
な
こ
と
で
は
な

い
で
す
が
、
ま
ず
は
み
ん
な
が
俎
上
に
あ
げ
ら

れ
る
場
が
あ
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
の
か

な
と
。

岡
崎
　
登
山
道
を
整
備
す
る
立
場
か
ら
考
え
る

と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致
を
登
山
者
が
「
こ

の
ま
ま
の
管
理
で
は
ま
ず
い
」
と
思
い
始
め
て

い
る
こ
と
が
、
プ
ラ
ス
の
追
い
風
に
で
き
る
の

で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
登
山
者
も
、
誰
が
ど
う
い
う
管
理
を
し
て
今

に
至
る
の
か
を
わ
か
っ
て
い
な
い
人
が
多
く
、

と
い
う
よ
り
関
係
者
も
わ
か
っ
て
い
な
い
方
が

多
い
ん
で
す
が
、
「
実
は
こ
う
い
う
状
況
だ
」

と
言
う
と
「
ど
う
し
て
そ
う
な
っ
て
い
る
の
」

「
な
ぜ
こ
う
し
な
い
の
」
と
み
ん
な
ほ
ぼ
同
じ

反
応
を
見
せ
ま
す
。
一
般
の
人
も
現
状
を
知
れ

ば
、
や
る
べ
き
こ
と
を
理
解
し
て
く
れ
る
の
で

は
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
な
れ
ば
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
来
て
も
ら

う
な
ど
で
お
金
が
落
ち
る
シ
ス
テ
ム
に
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
そ
れ
を
管
理
費
に

回
す
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
国
立
公
園

の
経
営
に
つ
い
て
、
こ
う
し
た
ら
良
く
な
る
と

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　
行
政
も
現
場
に
来
る
方
は
理
解
し
て
く
れ
る

方
も
多
い
ん
で
す
が
、
上
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
、

全
然
現
場
を
理
解
し
て
い
な
い
決
断
に
な
っ
て

し
ま
い
、
そ
れ
が
現
場
に
降
り
て
き
て
ギ
ャ
ッ

プ
に
苦
し
ん
で
い
る
と
言
う
方
も
た
く
さ
ん
い

る
の
で
、
そ
う
い
う
方
々
を
変
え
て
い
く
な
ら
、

自
分
の
場
合
は
登
山
者
と
向
き
合
い
、
管
理
な

ど
に
興
味
の
な
い
一
般
の
人
に
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の

営
業
再
開
に
つ
い
て

愛
甲
　
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
県
を
ま

た
い
だ
移
動
の
自
粛
も
解
除
さ
れ
、
少
し
ず
つ

観
光
客
が
動
き
始
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
植
田
さ
ん
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
下
で
営
業
し

て
い
く
中
、
再
開
に
つ
い
て
は
ど
ん
な
判
断
を

さ
れ
、
ど
ん
な
対
応
の
工
夫
を
さ
れ
て
い
ま
す

か
。

植
田
　
黒
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
に
休
ん
だ
以
外
は
ほ
と
ん
ど
止
め
て
い

ま
せ
ん
。
先
ほ
ど
話
に
出
た
よ
う
に
、
閉
鎖
や

休
業
は
再
開
と
セ
ッ
ト
に
な
る
と
思
っ
て
お
り
、

我
々
観
光
業
と
し
て
は
お
客
様
を
ウ
エ
ル
カ
ム

で
受
け
入
れ
る
べ
き
立
場
だ
ろ
う
と
。
も
ち
ろ

ん
対
策
は
取
り
な
が
ら
、
お
客
さ
ん
が
来
る
か

ど
う
か
は
そ
れ
こ
そ
お
客
さ
ん
の
判
断
や
選
択

に
な
る
と
思
う
の
で
、
我
々
は
店
を
開
け
て
い

つ
で
も
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
態
度
を
持
つ
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
愛
山
渓
ヒ
ュ
ッ
テ
は
5
月
20
日
か
ら
日
帰
り

入
浴
を
ス
タ
ー
ト
し
、
6
月
1
日
か
ら
は
宿
泊

も
受
け
付
け
を
再
開
し
ま
し
た
。
他
の
業
界
団

体
や
本
州
の
山
小
屋
も
参
考
に
し
、
1
部
屋
の

人
数
を
絞
っ
た
り
、
柱
ご
と
に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー

ト
の
仕
切
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
で
完
全
に
防
げ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、

コ
ロ
ナ
の
知
見
が
増
え
て
き
た
中
で
と
る
べ
き

対
策
を
し
て
そ
れ
を
開
示
し
、
前
向
き
に
や
っ

政
か
ら
「
い
ろ
い
ろ
考
え
た
結
果
、
感
染
リ
ス

ク
を
避
け
ら
れ
な
い
の
で
今
年
は
ト
イ
レ
を
開

け
ま
せ
ん
」
と
い
う
話
を
さ
れ
た
時
に
参
っ
た

な
と
思
い
ま
し
た
。

　
当
然
常
駐
す
る
管
理
人
の
排
泄
問
題
も
あ
れ

ば
、
テ
ン
ト
場
な
ど
は
ど
う
す
る
ん
だ
と
。
テ

ン
ト
に
泊
ま
れ
ば
当
然
排
泄
す
る
わ
け
で
、
み

ん
な
が
携
帯
ト
イ
レ
を
使
う
と
い
う
の
も
難
し

い
だ
ろ
う
と
。
こ
こ
で
や
は
り
シ
ス
テ
ム
の
弱

さ
が
出
た
な
、
民
間
と
行
政
と
で
は
判
断
基
準

が
違
う
と
。
上
川
町
の
方
か
ら
「
万
が
一
感
染

が
起
き
る
と
層
雲
峡
温
泉
街
、
上
川
町
に
多
大

な
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
や
風
評
被
害
が
あ
る
」

と
い
う
発
言
が
あ
り
、
そ
れ
も
そ
う
か
と
い
う

気
も
し
ま
す
が
、
山
の
世
界
と
町
の
世
界
、
観

光
の
世
界
を
一
緒
に
し
考
え
過
ぎ
る
の
も
ど
う

か
な
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
否
定
す
る
気
は
な
い
の
で
す
が
、

町
の
論
理
だ
け
で
は
山
の
世
界
は
測
り
き
れ
な

い
部
分
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
は
分
け
て
考
え
な

い
と
い
け
な
い
か
な
と
。
自
分
た
ち
も
こ
こ
は

山
の
論
理
に
近
づ
け
、
こ
こ
は
町
の
論
理
に
近

づ
け
る
と
判
断
基
準
が
変
え
た
り
し
て
い
て
、

行
政
の
方
と
は
そ
の
辺
の
感
覚
を
す
り
合
わ
せ

る
の
が
難
し
い
。
中
に
は
親
身
に
な
っ
て
く
れ

る
方
も
い
ま
す
が
、
町
の
論
理
で
ざ
っ
く
り
と

判
断
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
な
と
。
そ
う
い

う
、
大
ナ
タ
を
振
る
う
と
こ
ろ
が
山
の
世
界
に

持
ち
込
ま
れ
る
と
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な

い
の
か
な
と
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
は
も
う
少
し
管
理
体
制
や

組
織
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
。
今
回
は
ト
イ
レ
と
石
室
を
ど
う
擦
り
合

わ
せ
る
か
も
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
し
、
こ
れ

か
ら
間
違
い
な
く
一
元
管
理
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
だ
ろ
う
と
。
で
な
い
と
岡
崎
さ
ん
が
い
う

よ
う
に
、
国
立
公
園
の
全
体
的
な
資
源
と
し
て

の
魅
力
は
向
上
し
て
い
か
な
い
の
で
は
と
思
い

ま
す
。

ヒ
グ
マ
と
コ
ロ
ナ
の
共
通
点

愛
甲
　
寺
山
さ
ん
は
前
職
が
知
床
財
団
で
、
知

床
は
国
立
公
園
の
協
働
型
管
理
の
モ
デ
ル
に
も

な
っ
て
い
る
場
所
で
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
影

響
下
で
そ
の
辺
は
機
能
し
た
の
か
、
ど
ん
な
感

じ
で
し
た
か
。

寺
山
　
私
は
昨
年
3
月
ま
で
知
床
財
団
で
、
ま

さ
に
今
話
に
出
て
い
た
国
立
公
園
の
現
場
管
理

を
し
て
お
り
、
閉
鎖
な
ど
も
含
め
国
立
公
園
の

管
理
作
業
は
何
を
す
べ
き
か
と
い
う
話
を
10
年

く
ら
い
現
場
で
し
て
い
ま
し
た
。

　
管
理
者
は
説
明
責
任
が
重
く
の
し
か
か
っ
て

く
る
関
係
で
ど
う
し
て
も
ナ
ー
バ
ス
に
な
り
、

自
粛
を
し
た
方
が
楽
な
わ
け
で
す
。
あ
ら
ゆ
る

リ
ス
ク
を
考
え
き
れ
な
い
の
で
自
粛
や
閉
鎖
に

な
る
。
し
か
し
岡
崎
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
、
管

理
を
自
粛
し
て
は
ダ
メ
だ
と
思
い
ま
す
。
閉
鎖

と
い
う
の
は
当
然
持
っ
て
い
る
カ
ー
ド
の
一
枚

で
す
が
、
運
用
や
再
開
と
セ
ッ
ト
に
し
な
い
と

管
理
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
｠

　
知
床
の
遊
歩
道
は
ヒ
グ
マ
が
出
る
と
閉
鎖
し

ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
対
応
と
似
て
い
る
な
と
思

い
ま
す
。
状
況
把
握
の
た
め
に
一
旦
閉
鎖
す
る

ん
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
開
け
る
の
が
難
し
い
ん

で
す
よ
ね
。
ク
マ
が
い
な
く
な
る
わ
け
で
は
な

い
で
す
か
ら
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
多
分
な
く

な
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
開
放
す
る
と
き
の

ロ
ジ
ッ
ク
が
難
し
い
。

　
知
床
の
場
合
は
、
状
況
把
握
の
た
め
に
パ
ト

ロ
ー
ル
が
と
り
あ
え
ず
一
周
し
て
、
ク
マ
が
滞

留
す
る
よ
う
な
特
別
の
餌
が
な
け
れ
ば
、
通
常

の
リ
ス
ク
と
し
て
開
放
し
ま
す
。
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
リ
ス
ク
で
あ
れ
ば
開
放
し
、
も
し
人

が
入
る
ゲ
ー
ト
の
近
く
で
1
日
前
に
ク
マ
が
確

認
さ
れ
た
ら
、
確
実
に
ク
マ
は
近
く
に
い
る
の

で
、
遭
遇
を
避
け
る
た
め
に
こ
う
い
う
手
が
あ

り
ま
す
、
ガ
イ
ド
を
誘
導
で
雇
う
と
い
う
手
も

あ
り
ま
す
と
情
報
提
供
し
ま
す
。

　
自
然
の
中
で
の
管
理
は
当
然
リ
ス
ク
を
ゼ
ロ

に
は
で
き
な
い
の
で
、
最
低
限
の
管
理
活
動
と

情
報
把
握
及
び
周
知
、
そ
の
上
で
の
選
択
肢
の

提
示
を
し
な
い
と
ど
う
に
も
な
ら
な
い
し
、
逆

に
こ
れ
く
ら
い
し
か
や
る
こ
と
が
な
い
。
ク
マ

が
出
な
い
よ
う
、
遊
歩
道
に
全
面
フ
ェ
ン
ス
を

施
す
の
は
自
然
公
園
で
や
る
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
知
床
は
こ
う
い
う
場
所
で
あ
る
と
情
報
を
提

示
し
、
ク
マ
が
い
る
と
い
う
事
実
を
訪
れ
る
人

に
理
解
し
て
も
ら
い
、
と
れ
る
選
択
肢
を
提
示

す
る
し
か
な
い
で
す
。
そ
の
選
択
肢
と
は
勉
強

し
て
気
を
つ
け
て
行
く
、
ガ
イ
ド
を
雇
う
、
や

め
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
れ
を
選
ん
で
い
た
だ

く
の
が
管
理
活
動
で
は
な
い
か
な
と
。
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
対
応
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ホ
テ
ル
も
人
が
多
く
集
ま
る
の
で
ウ
イ
ル
ス

の
リ
ス
ク
は
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
よ
り
よ
っ

ぽ
ど
怖
い
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
対
応
し
な
が

か
ら
こ
そ
各
地
の
観
光
協
会
が
こ
ぞ
っ
て
P
R

し
て
い
て
、
網
走
観
光
協
会
は
新
聞
に
一
面
で

7
泊
8
日
1
2
0
0
0
円
と
い
う
広
告
を
打
っ

た
り
、
私
ど
も
の
上
川
町
も
テ
レ
ビ
C
M
を
作

っ
て
町
長
が
出
演
し
た
り
、
5
3
0
万
人
の
北

海
道
民
を
ど
こ
の
観
光
地
が
持
っ
て
い
く
の
か
、

必
死
に
考
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　G
oT

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
秋
以
降
に
ず
れ
込

ん
で
し
ま
う
と
、
夏
の
最
盛
期
は
道
内
を
取
り

込
む
し
か
な
い
と
。
マ
イ
カ
ー
は
間
違
い
な
く

増
え
る
と
思
い
ま
す
が
、
マ
イ
カ
ー
が
使
え
な

い
人
た
ち
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
遠
出
が
し
づ

ら
く
な
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
当
社
も
先
週
か
ら
山
登
り
の
日
帰
り
ツ
ア
ー

を
再
開
し
ま
し
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
一
人
2

席
以
上
使
え
ま
す
、
換
気
も
消
毒
も
し
ま
す
と

い
う
形
で
や
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
大
型
バ

ス
や
J
R
の
移
動
に
つ
い
て
は
、
ハ
ー
ド
ル
が

あ
る
の
か
な
と
。

　
マ
イ
カ
ー
旅
行
と
い
う
と
、
や
は
り
人
口
圏

の
大
き
な
札
幌
か
ら
ど
こ
ま
で
足
を
伸
ば
し
て

く
れ
る
か
、
多
分
知
床
も
考
え
ら
れ
て
る
と
思

う
ん
で
す
け
ど
、
東
日
本
大
震
災
の
時
に
岩
見

沢
以
降
の
高
速
道
路
を
無
料
に
し
た
と
き
、
層

雲
峡
温
泉
街
で
も
か
な
り
効
果
が
見
ら
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
そ
れ
よ
り 

J
R 

や
バ
ス
会
社
を
助
け
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
で
は

と
い
う
声
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
が
、
果
た
し
て

こ
れ
か
ら
ワ
ン
バ
ス
40
人
と
い
う
バ
ス
旅
行
が

残
っ
て
い
く
の
か
な
と
。
ま
さ
にw

ith

コ
ロ

ナ
で
旅
行
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し
て
い
く
部
分
で

は
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。
な
の
で
、
各
旅

行
会
社
も
バ
ス
ツ
ア
ー
を
積
極
的
に
ま
だ
売
り

出
せ
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
。

寺
山
　
深
刻
な
状
況
で
す
が
、
1
年
経
っ
た
ら

8
割
ぐ
ら
い
は
元
に
戻
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
い
う
気
も
し
ま
す
。
10
年
前
の
福
島
原
発

の
爆
発
で
世
界
が
変
わ
る
と
思
っ
た
け
ど
、
半

分
は
元
に
戻
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い

う
時
に
新
し
い
動
き
が
生
ま
れ
て
、
そ
れ
と
並

行
し
つ
つ
半
分
は
既
存
の
シ
ス
テ
ム
に
戻
る
の

で
は
。

　
う
ち
は
何
か
新
し
い
こ
と
を
考
え
る
た
め
に

で
き
た
団
体
な
の
で
、
道
内
か
ら
マ
イ
カ
ー
で

知
床
に
来
た
人
た
ち
を
車
か
ら
下
ろ
す
コ
ン
テ

ン
ツ
は
何
か
を
真
剣
に
考
え
る
の
が
、
切
羽
詰

ま
っ
た
お
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
か
と
い
っ
て
そ
ん
な
大
き
な
仕
掛
け
は
で
き

ま
せ
ん
か
ら
、
6
月
か
ら
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転

車
を
ホ
テ
ル
2
カ
所
と
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に

配
置
し
て
、
自
転
車
で
知
床
峠
ま
で
行
く
テ
ス

ト
商
品
を
始
め
ま
し
た
。
大
自
然
の
中
、
ス
テ

イ
ホ
ー
ム
で
な
ま
っ
た
体
に
汗
を
か
き
ま
せ
ん

か
、
電
動
ア
シ
ス
ト
な
ら
な
ん
と
こ
こ
ま
で
行

け
ま
す
よ
と
い
う
演
出
で
、
4
〜
5
0
0
0
円

で
売
れ
な
い
か
と
い
う
の
を
試
し
て
い
ま
す
。
｠

　
ホ
テ
ル
か
ら
は
「
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
は

5
0
0
円
で
も
売
れ
な
か
っ
た
よ
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
が
、
情
報
発
信
な
ど
に
よ
っ
て

4
0
0
0
円
で
売
れ
た
と
し
た
ら
、
半
分
ぐ
ら

い
は
元
に
戻
っ
て
も
1
割
ぐ
ら
い
は
そ
う
い
う

お
客
さ
ん
を
作
れ
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
マ
イ
カ
ー
で
近
隣
か
ら
来
る
人
が
ボ

リ
ュ
ー
ム
層
で
、
そ
う
い
う
人
た
ち
に
何
を
訴

求
す
る
か
は
全
体
的
な
課
題
で
す
。
北
海
道
の

人
が
自
転
車
に
乗
っ
て
歩
く
と
い
う
の
は
す
ご

く
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
で
す
が
、
今
は
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
も
来
な
い
の
で
、
ま
ず
は
ど
れ
く
ら
い
稼

働
が
あ
る
か
、
試
し
て
み
よ
う
と
。

　
し
か
しM

aaS

や
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
な
ど
、
乗

合
バ
ス
を
う
ま
く
活
用
し
よ
う
と
い
う
流
れ
が

今
回
の
コ
ロ
ナ
で
止
ま
っ
た
の
は
痛
い
で
す
ね
。

田
舎
で
交
通
機
関
を
何
と
か
し
よ
う
と
思
っ
た

ら
観
光
と
生
活
を
く
っ
つ
け
て
何
と
か
で
き
な

い
か
と
い
う
の
が
生
命
線
だ
と
思
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
そ
れ
が
止
ま
っ
た
の
が
と
っ
て
も
痛

い
な
と
思
い
ま
す
。

来
訪
者
の
質
の
変
化

愛
甲
　
岡
崎
さ
ん
は
大
雪
高
原
ヒ
グ
マ
情
報
セ

ン
タ
ー
の
管
理
を
さ
れ
て
い
て
、
施
設
が
再
開

し
た
ん
で
す
よ
ね
。
施
設
を
開
け
る
に
あ
た
り
、

環
境
省
と
か
北
海
道
か
ら
は
ど
う
い
う
風
に
運

用
し
よ
う
と
言
う
話
は
あ
っ
た
ん
で
す
か
。

岡
崎
　
環
境
省
、
上
川
町
、
北
海
道
が
関
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
道
か
ら
は
ま
だ
連
絡
も
来
て
い

な
い
で
す
ね
。
い
つ
も
6
月
後
半
に
な
ら
な
い

と
連
絡
が
こ
な
い
の
で
す
が
、
方
針
く
ら
い
は

来
て
も
い
い
か
な
と
思
っ
た
ん
で
す
が
。

　
環
境
省
の
方
々
は
あ
ま
り
コ
ロ
ナ
の
こ
と
は

気
に
せ
ず
に
、
対
策
を
し
っ
か
り
し
て
い
る
点

は
ア
ピ
ー
ル
し
て
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
き
ま
し
ょ

う
、
管
理
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
。
ま
だ
登
山

者
が
来
る
駐
車
場
の
ト
イ
レ
が
開
い
て
お
ら
ず

困
っ
て
い
る
と
い
っ
た
問
題
は
起
き
て
い
ま
す

が
、
特
に
運
営
す
る
た
め
の
苦
労
は
な
か
っ
た

で
す
。

　
登
山
者
に
つ
い
て
は
減
る
の
か
、
増
え
る
の

か
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
の
と
こ

ろ
正
直
変
わ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
休
日
し
か
見
て

い
ま
せ
ん
が
、
去
年
の
休
日
と
ほ
ぼ
同
じ
ス
タ

ー
ト
で
、
ほ
と
ん
ど
道
内
の
方
で
す
が
、
元
々

今
の
時
期
は
道
内
か
ら
が
多
い
と
い
う
の
も
同

じ
で
す
。

　
一
つ
違
う
の
は
、
去
年
と
比
べ
て
か
な
り
ア

ク
テ
ィ
ブ
な
方
が
多
い
こ
と
で
す
。
例
え
ば
た

だ
沼
を
歩
く
の
で
は
な
く
、
ス
キ
ー
を
担
い
で

登
っ
て
行
っ
て
滑
っ
て
降
り
て
く
る
と
か
。
ま

た
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
事
前
に
S
N
S
で
情
報

収
集
を
し
て
き
て
い
ま
す
。 

　
な
の
で
今
後
を
考
え
る
と
、
情
報
発
信
の
仕

方
だ
っ
た
り
、
今
ま
で
と
違
う
視
点
を
見
せ
る

こ
と
が
で
き
た
ら
面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
。

変
な
言
い
方
で
す
け
ど
、
チ
ャ
ン
ス
が
い
っ
ぱ

い
見
え
て
い
て
。
こ
れ
だ
け
ど
こ
も
か
し
こ
も

人
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
中
、
一
歩
先
行
く
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
北
海
道
は
自
然
環
境
が
も
の
す
ご
く
素
晴
ら

し
い
場
所
だ
と
思
う
し
、
町
の
商
売
と
比
べ
る

と
こ
れ
か
ら
山
の
商
売
は
す
ご
く
と
っ
か
か
り

が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
呼
び
込
み
や
す
い
場

所
で
は
と
直
感
的
に
思
い
ま
す
。
大
雪
高
原
は

非
常
に
規
模
が
小
さ
く
、
年
間
6
0
0
0
人
く

て
い
く
こ
と
か
な
と
思
い
ま
す
。
リ
ス
ク
は
ゼ

ロ
で
は
な
い
で
す
が
、
そ
れ
で
も
お
客
さ
ん
が

来
た
い
と
判
断
し
て
く
れ
れ
ば
、
来
て
く
だ
さ

い
と
い
う
よ
う
な
形
で
す
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
後
の
自
粛
論
議
が

非
常
に
つ
ら
か
っ
た
思
い
出
が
あ
る
の
で
、
雇

用
を
守
る
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
前
向
き
に

粛
々
と
営
業
は
続
け
、
で
き
る
だ
け
閉
め
な
い

と
い
う
判
断
を
し
て
い
ま
す
。

愛
甲
　
か
な
り
経
営
的
に
は
大
変
な
の
で
は
。

休
む
方
が
い
い
の
か
、
開
け
た
方
が
い
い
の
か
。

植
田
　
そ
こ
は
1
0
0
％
の
正
解
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
層
雲
峡
温
泉
街
も
か
な
り
休
業
し
て
、

そ
の
間
は
休
業
補
助
金
を
い
た
だ
き
、
当
社
も

使
え
る
制
度
は
全
て
使
い
な
が
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。
融
資
も
か
な
り
受
け
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
諦
め
る
の
で
は
な
く
、
戻
っ
て
来
る

日
を
信
じ
て
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
我
々
の
仕

事
や
お
客
さ
ん
の
層
や
質
も
少
し
ず
つ
変
わ
り

な
が
ら
、
変
化
し
て
続
け
て
い
け
る
よ
う
、
先

を
見
て
い
こ
う
と
。
こ
れ
が
正
解
か
ど
う
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
1
度
動
き
を
止
め
て
し
ま

う
と
、
そ
こ
か
ら
ま
た
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
て
動

き
出
す
の
は
す
ご
く
力
が
要
る
の
で
、
で
き
る

だ
け
社
員
の
気
持
ち
も
、
仕
事
も
、
受
け
入
れ

も
止
め
た
く
な
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

愛
甲
　
予
約
は
入
っ
て
き
て
い
ま
す
か
。

植
田
　
大
雪
山
も
知
床
も
、
ア
ウ
ト
ド
ア
で
の

楽
し
み
と
い
う
意
味
で
は
ま
だ
ま
だ
需
要
が
戻

っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

実
際
、
こ
こ
2
週
間
ぐ
ら
い
で
大
雪
山
高
原
温

泉
、
愛
山
渓
な
ど
に
道
内
の
方
が
少
し
ず
つ
動

き
出
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
夏
山
シ
ー
ズ
ン
も

始
ま
る
の
で
、
山
を
楽
し
む
お
客
さ
ん
が
動
き

始
め
る
の
で
は
。

　
た
だ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
本
州
の
団
体
が
戻
る

に
は
、
ま
だ
ま
だ
時
間
は
か
か
る
で
し
ょ
う
し
、

G
oT

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
動
き
出
し
に
時
間
が

か
か
り
そ
う
で
す
し
、
今
期
の
売
り
上
げ
は
半

分
く
ら
い
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
戻
る
の
は
早
く
て
来
年
の
春

か
な
と
。

　
地
元
の
観
光
協
会
も
冬
は
氷
瀑
ま
つ
り
な
ど

集
客
イ
ベ
ン
ト
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
縮

小
も
や
む
な
し
と
言
う
感
じ
で
す
。

愛
甲
　
寺
山
さ
ん
に
も
同
じ
質
問
で
す
。
ご
自

身
の
事
業
を
含
め
て
、
ウ
ト
ロ
で
は
民
間
事
業

者
は
再
開
の
判
断
は
ど
う
な
の
か
、
ど
う
動
き

始
め
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

寺
山
　
ウ
ト
ロ
は
ホ
テ
ル
の
キ
ャ
パ
が

4
0
0
0
人
以
上
で
す
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
は
全
館
閉
め
て
観
光
客
が
い
な
い
様
子
を

見
て
、
住
民
が
と
て
も
異
様
に
感
じ
て
い
ま
し

た
。「
沈
黙
の
春
」
と
言
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

あ
る
意
味
、
観
光
の
生
態
系
が
崩
壊
し
た
こ
と

を
実
感
し
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
で
し
た
。

　
そ
の
前
に
「
自
粛
し
て
も
ら
わ
な
い
と
困

る
」
と
言
う
町
民
の
風
が
吹
い
た
時
に
は
、

「
観
光
が
そ
も
そ
も
こ
の
土
地
に
必
要
な
い
の

で
は
」
と
い
う
風
向
き
に
な
っ
た
ら
ま
ず
い
な

と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
土
地
に
と
っ
て
の
観
光

の
意
味
が
根
底
か
ら
揺
ら
ぐ
か
な
と
思
っ
た
ら
、

そ
ん
な
こ
と
は
な
く
て
、
漁
師
さ
ん
や
町
民
と

話
し
て
も
「
い
や
ー
寂
し
い
ね
。
来
て
も
ら
い

た
い
ね
」
と
い
う
雰
囲
気
に
な
っ
た
こ
と
は
す

ご
く
よ
か
っ
た
な
と
。

　
科
学
的
に
は
何
一
つ
、
物
事
は
進
ん
で
い
な

い
ん
で
す
が
、
お
客
さ
ん
を
迎
え
よ
う
と
い
う

雰
囲
気
が
そ
こ
は
か
と
な
く
漂
っ
て
い
る
こ
と

に
、
実
は
と
て
も
安
心
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

各
ホ
テ
ル
は
対
策
を
見
え
る
化
し
よ
う
と
か
、

ガ
イ
ド
は
マ
ス
ク
を
す
る
か
と
か
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
て
動
き
出
し
て
い
る

形
で
す
。

　
ウ
ト
ロ
に
は
大
き
な
ホ
テ
ル
が
4
軒
あ
り
ま

す
が
、
2
軒
は
6
月
か
ら
動
き
出
し
、
2
軒
は

ま
だ
再
開
し
て
い
な
い
の
で
半
分
強
の
キ
ャ
パ

が
稼
働
し
た
状
態
で
す
。
ホ
テ
ル
の
経
営
者
は

ど
う
し
の
ぐ
か
、
資
金
繰
り
を
見
な
が
ら
か
悩

ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
し
、
小
さ
い
民
宿
は
家

業
を
続
け
る
の
か
と
真
剣
に
悩
み
、
ま
だ
再
開

し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
多
い
で
す
ね
。
再
開
す

る
に
し
て
も
、
7
月
か
ら
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
が
多
い
か
と
。

　G
oT

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ス
タ
ー
ト
が
遅
れ

る
の
は
結
構
痛
い
で
す
ね
。
し
か
し
、
経
営
判

断
が
難
し
い
中
で
も
お
客
様
を
迎
え
よ
う
と
い

う
雰
囲
気
で
動
き
出
し
、
ホ
テ
ル
な
ど
も
掃
除

や
消
毒
な
ど
の
作
業
が
増
え
た
け
れ
ど
、
ス
タ

ッ
フ
の
表
情
が
明
る
く
、
ビ
ジ
タ
ー
を
ち
ゃ
ん

と
迎
え
ら
れ
る
根
本
的
な
雰
囲
気
が
あ
る
の
で
、

よ
か
っ
た
な
と
思
え
た
再
開
シ
ー
ン
で
し
た
。

愛
甲
　
観
光
を
や
っ
て
な
い
人
も
含
め
て
、
お

客
さ
ん
が
来
な
い
と
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
な
っ
て

い
う
感
情
を
み
ん
な
が
感
じ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。

寺
山
　
も
ち
ろ
ん
全
員
で
は
な
い
と
思
う
し
、

「
本
当
に
開
け
ん
の
、
や
ば
い
っ
し
ょ
」
と
言

っ
て
る
人
も
い
ま
す
が
、
世
間
話
レ
ベ
ル
で

「
で
も
開
け
な
い
と
大
変
だ
べ
」
と
い
う
声
も

聞
こ
え
て
き
ま
す
。

愛
甲
　G

oT
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
話
が
出
ま
し

た
が
、
道
民
割
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
。
結

構
期
待
さ
れ
て
い
る
向
き
は
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

寺
山
　
ふ
っ
こ
う
割
な
ど
の
実
績
を
認
識
し
て

い
る
の
は
宿
泊
業
の
方
な
の
で
、
そ
れ
は
期
待

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

愛
甲
　
知
床
も
大
雪
山
も
、
ピ
ー
ク
の
シ
ー
ズ

ン
に
訪
れ
る
の
は
道
外
の
方
で
、
都
道
府
県
を

超
え
る
移
動
も
だ
い
ぶ
緩
和
は
さ
れ
て
く
る
け

ど
、
こ
の
夏
は
東
京
や
関
西
の
お
客
さ
ん
が
今

ま
で
通
り
に
全
部
が
戻
っ
て
く
る
と
は
思
え
な

い
で
す
よ
ね
。

　
そ
う
す
る
と
知
床
や
大
雪
山
も
、
北
海
道
民

に
も
っ
と
訴
求
す
る
必
要
も
あ
る
の
で
は
。
今

年
の
夏
は
マ
イ
カ
ー
移
動
で
観
光
す
る
方
が
増

え
る
と
思
い
ま
す
し
、
ど
の
ぐ
ら
い
道
民
に
来

て
も
ら
う
か
は
、
結
構
重
要
だ
と
思
う
の
で
す

が
、
植
田
さ
ん
と
寺
山
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ
ま

す
か
。

植
田
　
ま
さ
に
今
ど
こ
の
観
光
地
も
タ
ー
ゲ
ッ

ト
は
域
内
、
北
海
道
で
あ
れ
ば
道
内
の
方
々
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
だ

職
し
て
い
ま
す
。
知
床
を
世
界
遺
産
に
し
て
く

れ
た
ユ
ネ
ス
コ
は
、
文
明
の
衝
突
を
防
ぐ
た
め

に
戦
争
の
反
省
か
ら
作
ら
れ
た
団
体
で
、
そ
の

ユ
ネ
ス
コ
が
知
床
が
い
い
と
こ
ろ
だ
と
言
っ
て

く
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、「
こ
こ
は
い
い
と
こ
ろ

だ
よ
、
戦
争
す
る
の
は
や
め
よ
う
よ
」
と
い
う

こ
と
で
人
々
に
開
か
な
い
と
守
っ
た
価
値
が
な

い
と
、
私
は
言
い
切
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
世
界
平
和
の
た
め
に
知
床
世
界
遺
産
を
開

く
の
が
観
光
地
の
仕
事
で
す
」
と
言
い
切
る
べ

く
、
あ
と
20
年
ぐ
ら
い
働
こ
う
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。「
世
界
平
和
の
た
め
に
俺
た
ち
は
観

光
や
っ
て
る
ん
だ
」
と
い
う
雰
囲
気
が
出
て
き

た
ら
、
ホ
テ
ル
で
ア
ル
バ
イ
ト
し
て
い
る
若
い

人
た
ち
も
ち
ょ
っ
と
は
元
気
に
な
る
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
や
は
り
世
界
平
和
の
た
め
に
あ
る
の

は
観
光
だ
と
、
つ
か
み
直
す
き
っ
か
け
を
突
き

つ
け
ら
れ
た
の
が
今
回
の
機
会
だ
っ
た
な
と
思

い
ま
す
。

植
田
　
う
ち
の
会
社
の
企
業
理
念
の
中
に
も

「
お
客
様
に
喜
び
を
提
供
す
る
こ
と
で
世
界
平

和
に
貢
献
し
ま
す
」
と
い
う
一
文
を
入
れ
て
お

り
、
や
は
り
私
も
観
光
や
娯
楽
は
世
界
平
和
に

つ
な
が
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
っ

て
い
て
、
今
の
お
話
を
聞
い
て
同
志
が
い
て
よ

か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
で
学
ん
だ
こ
と
に
関
し
て
は
、
経
済

活
動
、
企
業
活
動
を
し
て
い
く
中
で
の
リ
ス
ク

の
考
え
方
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た

な
と
。
未
知
の
も
の
な
の
で
、
ナ
ー
バ
ス
な
反

応
を
す
る
人
も
い
ま
し
た
が
、
決
断
し
た
り
活

動
し
て
い
く
中
で
、
リ
ス
ク
は
ゼ
ロ
に
は
な
ら

な
い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
も
風
が
吹
け
ば
減
速
し
て
運

転
し
た
り
、
山
に
登
れ
ば
遭
難
し
な
い
で
帰
っ

て
来
ら
れ
る
よ
う
に
、
い
ろ
ん
な
リ
ス
ク
を
考

え
な
が
ら
判
断
し
ま
す
。
観
光
地
も
冷
静
に
リ

ス
ク
を
勘
案
し
な
が
ら
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
、

お
客
様
を
ウ
エ
ル
カ
ム
で
受
け
入
れ
る
態
度
が

必
要
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
｠

　
国
立
公
園
や
自
然
を
テ
ー
マ
に
野
外
活
動
を

す
る
中
で
、
我
々
が
今
ま
で
自
然
の
中
で
培
っ

て
き
た
知
見
や
日
々
行
な
っ
て
い
る
判
断
が
、

コ
ロ
ナ
時
代
を
生
き
て
い
く
た
め
の
考
え
方
の

ヒ
ン
ト
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
視

点
か
ら
我
々
も
何
か
発
信
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

愛
甲
　
私
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
こ
の
よ
う
な

機
会
を
も
ち
、
様
々
な
経
験
を
共
有
す
べ
き
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
本
日
の
お
話
は
、
他
地
域

の
方
に
も
興
味
深
く
、
参
考
に
な
る
で
し
ょ
う
。

東
日
本
大
震
災
の
時
も
被
災
地
以
外
の
人
の
意

識
が
予
想
外
に
早
く
戻
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
が
、
寺
山
さ
ん
が
い
う
よ
う
に
、
今
回
も
観

光
客
の
動
き
な
ど
は
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に

半
分
く
ら
い
は
元
に
戻
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
中
で
、
今
起
き
て
い
る
こ
と
や
学
ん

だ
こ
と
を
記
録
し
、
後
か
ら
検
証
す
る
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
人
の
動
き
も
そ
う
で
す

し
、
自
然
公
園
を
運
営
す
る
シ
ス
テ
ム
が
ど
う

機
能
し
た
の
か
、
そ
こ
で
見
え
た
弱
さ
な
ど
を

次
の
改
善
に
生
か
す
た
め
に
、
勉
強
さ
せ
ら
れ

て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
と
感
じ
ま
す
。

　
こ
う
し
て
み
な
さ
ん
と
お
話
し
し
た
こ
と
も
、

き
ち
ん
と
記
録
に
残
し
て
お
け
る
こ
と
を
非
常

に
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ら
い
し
か
来
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

の
呼
び
込
み
方
で
色
々
変
化
さ
せ
ら
れ
、
来
た

人
が
新
た
な
発
信
を
し
て
く
れ
る
形
を
作
っ
て

い
け
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

愛
甲
　
高
原
温
泉
は
秋
が
ピ
ー
ク
で
す
よ
ね
。

今
は
ま
だ
そ
ん
な
に
多
く
な
い
。
こ
れ
か
ら
秋

に
向
か
っ
て
ど
う
な
っ
て
い
く
か
は
心
配
も
あ

り
、
逆
に
楽
し
み
な
部
分
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
白
雲
岳
の
工
事
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、 

今
後
の
登
山
者
の
山
の
登
り
方
や
自
然
と
の
付

き
合
い
方
は
変
わ
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
か
。

岡
崎
　
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
よ
り
は
、
お
こ

が
ま
し
い
で
す
が
、
変
え
て
や
ろ
う
と
い
う
気

持
ち
で
す
ね
。 

高
原
温
泉
は
今
ま
で
は
秋
が
8

割
で
し
た
が
、
夏
に
面
白
い
時
期
も
あ
る
け
ど

ほ
と
ん
ど
人
は
来
な
か
っ
た
。
自
分
ら
は
春
の

魅
力
を
知
っ
て
い
る
し
、
理
解
で
し
て
く
れ
る

人
も
出
て
き
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
秋
以

外
の
時
期
を
売
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
こ
う

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
白
雲
岳
も
と
て
も
魅
力
的
な
場
所
な
の
で
、

そ
の
魅
力
を
分
か
る
人
な
ら
か
な
り
大
金
を
払

っ
て
も
来
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
こ
れ
か
ら

は
た
く
さ
ん
来
て
少
し
お
金
を
落
と
す
形
よ
り

も
、
一
人
が
非
常
に
満
足
し
て
た
く
さ
ん
の
お

金
を
落
と
す
形
に
変
わ
る
と
、
皆
さ
ん
が
思
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
発
信
が
で
き
て
い
る

か
は
ち
ょ
っ
と
分
か
ら
な
い
。
自
分
の
視
点
は

あ
ま
り
一
般
的
で
は
な
い
の
で
す
が
、
思
っ
た

こ
と
を
試
す
場
所
も
で
き
た
の
で
、
ど
ん
ど
ん

思
い
つ
き
を
試
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

寺
山
　
こ
の
時
期
に
来
る
人
が
、
本
当
の
お
客

様
だ
と
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
。
地
元
で
よ
く

言
っ
て
い
る
の
は
、
カ
メ
ラ
マ
ン
と
釣
り
人
は

同
じ
く
ら
い
来
て
い
る
な
と
。
管
理
側
に
と
っ

て
は
ト
ラ
ブ
ル
も
結
構
あ
り
、
お
金
も
そ
ん
な

に
落
と
さ
な
い
客
層
で
す
が
、
こ
う
い
う
人
た

ち
が
自
然
環
境
や
自
然
公
園
に
と
っ
て
本
質
的

な
ビ
ジ
タ
ー
な
の
で
は
な
い
か
と
。

　
本
質
的
な
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の
状
況
で

は
来
た
い
人
し
か
来
な
い
、
そ
れ
が
カ
メ
ラ
マ

ン
と
釣
り
人
だ
と
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
登
山

客
の
数
も
そ
ん
な
に
落
ち
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
真
剣
に
考
え
な
い
と

い
け
な
い
と
。

　
今
後
も
コ
ロ
ナ
対
策
が
う
ま
く
い
か
ず
、
お

客
さ
ん
が
落
ち
込
ん
だ
ま
ま
な
ら
ビ
ジ
タ
ー
の

本
質
を
ち
ゃ
ん
と
考
え
な
い
と
い
け
な
い
、
こ

の
状
況
で
も
来
る
人
は
と
て
も
大
切
に
し
な
い

と
い
け
な
い
な
と
。
一
番
厳
し
い
時
期
に
来
た

お
客
さ
ん
が
何
を
見
て
い
る
の
か
、
よ
く
見
て

お
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

植
田
　
寺
山
さ
ん
に
近
い
思
い
を
私
も
持
っ
て

い
て
、
こ
う
い
う
時
に
も
離
れ
な
い
お
客
さ
ん

は
観
光
地
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る
の

で
、
気
を
つ
け
て
見
て
お
く
べ
き
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
黒
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
歴
史
上
で
初

め
て
、
今
年
は
夏
の
シ
ー
ズ
ン
券
と
い
う
の
を

作
っ
て
売
っ
て
み
た
ん
で
す
。
5
月
は
開
店
休

業
だ
っ
た
の
で
、
み
ん
な
の
仕
事
も
作
ら
な
き

ゃ
い
け
な
い
し
、
目
先
の
収
入
も
欲
し
い
と
い

う
こ
と
で
始
め
、
6
月
21
日
ま
で
売
っ
て
い
ま

し
た
が
、
2
0
0
枚
弱
が
売
れ
ま
し
た
。

　
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
乗
り
放
題
と
い
う
こ
と

で
、
ち
ゃ
ん
と
お
金
を
使
っ
て
黒
岳
に
来
よ
う

と
思
っ
て
く
れ
る
方
は
道
内
の
方
だ
ろ
う
と
思

っ
て
作
っ
た
の
で
す
が
、
こ
う
い
う
時
で
も
反

応
し
て
応
援
す
る
よ
と
い
う
方
や 

お
得
だ
と
思

っ
て
買
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
が
そ
れ
な
り
に
い

た
こ
と
は 

我
々
に
と
っ
て
も
す
ご
く
い
い
勉
強

に
な
っ
た
し
背
中
を
押
し
て
も
ら
え
ま
し
た
。

そ
う
い
う
時
に
き
て
く
れ
る
の
は
ど
う
い
う
お

客
様
か
、
き
ち
ん
と
見
な
が
ら
付
き
合
っ
て
い

か
な
き
ゃ
い
け
な
い
な
と
思
っ
て
ま
す
。

　
ア
ウ
ト
ド
ア
や
外
で
の
楽
し
み
は
ま
す
ま
す

こ
れ
か
ら
価
値
が
上
が
り
、
高
い
お
金
を
払
っ

て
も
そ
う
い
う
体
験
を
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ

は
ま
す
ま
す
高
ま
る
の
で
は
。
コ
ロ
ナ
に
よ
っ

て
旅
行
の
機
会
が
限
ら
れ
る
な
ら
、
そ
の
大
事

な
機
会
に
は
お
金
を
か
け
て
素
晴
ら
し
い
と
こ

ろ
に
行
こ
う
と
い
う
意
識
が
強
ま
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
北
海
道
の
自
然
の

素
材
が
、
注
目
さ
れ
価
値
が
認
め
ら
れ
る
チ
ャ

ン
ス
は
大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
自
然
へ
の
負
荷
を
考
え
つ
つ
、
そ
の
チ
ャ
ン

ス
を
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
。
や
は
り
岡
崎
さ

ん
が
言
う
よ
う
に
、
少
な
い
人
数
で
た
く
さ
ん

お
金
を
落
と
し
て
も
ら
え
る
仕
掛
け
や
場
所
づ

く
り
に
な
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
合

わ
せ
て
層
雲
峡
温
泉
街
も
変
わ
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
し
、
そ
の
い
い
き
っ
か
け
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
経
験
か
ら

観
光
地
が
学
ぶ
こ
と

寺
崎
　
最
後
に
皆
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
を
経
験
し
て
、

観
光
地
は
こ
こ
か
ら
何
を
学
ぶ
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
か
。

岡
崎
　
物
事
や
価
値
観
を
変
え
る
の
は
昔
か
ら

「
若
者
、
よ
そ
者
、
ば
か
者
」
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
現
在
の
観
光
地
が
動
か
な
い
中
で
、
自
分

に
も
「
ど
う
い
う
形
が
い
い
の
か
」
と
聞
か
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
お
前
ら
な
ん
か

い
ら
な
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
す

が
、
少
し
で
も
新
し
い
発
想
を
取
り
入
れ
よ
う

と
い
う
人
が
地
域
に
増
え
て
き
た
の
で
は
と
思

い
ま
す
。

　
自
分
な
ど
は
、
ば
か
者
代
表
で
い
ろ
い
ろ
意

見
を
言
っ
て
い
こ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
同
じ

よ
う
な
境
遇
の
人
た
ち
が
、
同
じ
地
域
内
だ
け

で
な
く
地
域
を
超
え
て
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
面
白
い
形
に
な
り
、
今
ま
で
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
で
は
な
い
か
と
。
そ
う
い
う
希
望
だ
け
は
す

ご
く
持
っ
て
い
ま
す
。

寺
山
　
今
回
、
地
域
に
と
っ
て
の
観
光
の
価
値

が
何
な
の
か
、
突
き
つ
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
が
あ

っ
て
、
本
質
的
に
移
動
と
交
流
が
観
光
の
形
で

す
か
ら
、
感
染
症
に
関
し
て
は
マ
イ
ナ
ス
要
因

で
し
か
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
の
中
で
、
こ
の
土

地
に
と
っ
て
観
光
が
必
要
だ
と
言
い
切
れ
る
も

の
は
何
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
突
き
つ
け
ら
れ

た
と
。

 

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
静
か
な
時
は
観
光

を
や
る
べ
き
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
し
、
観
光

が
再
オ
ー
プ
ン
し
た
時
に
皆
の
表
情
が
明
る
く

な
っ
た
の
は
よ
か
っ
た
な
と
。
観
光
地
で
あ
る

ウ
ト
ロ
か
ら
離
れ
た
観
光
と
関
係
な
い
斜
里
町

の
人
た
ち
に
も
「
観
光
は
重
要
な
産
業
だ
」
と

言
い
切
れ
る
よ
う
な
強
さ
を
、
我
々
は
持
つ
べ

き
だ
な
と
肝
に
命
じ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
て
。

　
私
個
人
は
、「
観
光
は
世
界
平
和
に
貢
献
す
る

か
ら
必
要
だ
」
と
言
い
切
る
こ
と
に
決
め
て
転 登山道整備には技術もシステムも必要（写真提供：大雪山・山守隊）
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少
な
い
で
す
が
、
他
の
皆
さ
ん
も
言
っ
て
い
た

よ
う
に
い
ろ
ん
な
人
か
ら
叩
か
れ
る
状
態
が
起

き
る
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
雰
囲
気
で
は
な

く
な
っ
て
し
ま
い
。
そ
れ
は
全
然
構
わ
な
い
ん

で
す
が
、
こ
の
後
が
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
こ

と
を
常
に
考
え
て
い
ま
す
。
今
で
き
る
発
信
と

し
て
「
営
業
は
自
粛
す
る
け
ど
管
理
は
自
粛
し

な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
に
我
慢
で

き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
何
ヶ
月
か
経
っ
た

ら
全
然
違
う
環
境
に
な
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
。
そ
う
い
う
中
で
先
の
先
ま
で
決
め
て
し

ま
っ
た
ら
ま
ず
い
だ
ろ
う
と
。

　
黒
岳
や
知
床
で
は
S
N
S
や
町
民
の
声
な
ど

か
ら
方
針
が
決
め
ら
れ
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
う
い
う
情
報
に
よ
っ
て
色
ん
な
こ

と
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
、
こ
う
い
う
状
況
の

中
で
先
を
見
て
い
る
人
と
い
う
の
が
結
構
は
っ

き
り
わ
か
っ
て
き
た
の
で
、
で
き
る
だ
け
そ
う

い
う
人
た
ち
と
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、
先
に
進
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
登
山
道
整
備
は
突
き
詰
め
る
と
責
任
問
題
な

ど
に
な
っ
て
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
る
ん
で
す

が
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
も
全
く
同
じ
で
、
「
感

染
し
た
ら
誰
が
責
任
取
る
ん
だ
」
と
か
、
誰
か

を
悪
者
に
し
た
い
と
い
う
日
本
人
の
変
な
感
覚

が
も
の
す
ご
く
見
え
た
と
思
い
ま
す
。
文
化
と

し
て
そ
う
い
う
風
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
と
。
そ
う
い
う
中
で
自
分
の
で
き

る
こ
と
は
登
山
道
整
備
な
の
で
、
管
理
を
し
っ

か
り
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

愛
甲
　
岡
崎
さ
ん
が
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い

た
の
は
夏
で
す
よ
ね
。

岡
崎
　
は
い
。
た
く
さ
ん
人
を
集
め
て
は
で
き

な
い
ん
で
す
が
、
指
導
者
を
作
る
と
い
う
形
で
、

少
人
数
で
続
け
よ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
指

導
者
が
で
き
れ
ば
、
来
年
は
も
っ
と
色
々
な
こ

と
を
で
き
ま
す
よ
と
い
う
形
で
謳
っ
て
い
く
し

か
な
い
か
と
。

寺
崎
「
先
を
見
て
い
る
人
が
わ
か
っ
て
き
た
」

と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
反
対
は

「
先
を
見
て
い
な
い
人
」
で
す
よ
ね
。
両
者
の

違
い
は
何
で
し
ょ
う
か
。

岡
崎
　
極
端
に
言
っ
た
ら
責
任
を
取
れ
る
人
か
、

人
に
責
任
転
嫁
す
る
人
か
。
叩
か
れ
て
も
こ
れ

が
正
し
い
と
思
っ
て
進
ん
で
い
け
る
人
と
、
叩

か
れ
る
の
が
怖
く
て
決
断
で
き
な
か
っ
た
り
、

周
り
に
合
わ
せ
て
し
ま
う
人
の
違
い
で
す
ね
。

自
分
の
周
辺
は
小
さ
い
会
社
が
多
く
、
そ
れ
ぐ

ら
い
の
責
任
は
と
れ
る
と
い
う
人
が
多
い
の
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
は
そ
う
い
う
人
た
ち
が
地
域

を
作
っ
て
い
く
の
か
な
と
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍

で
先
を
見
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
と
感
じ
ら
れ

た
の
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
脆
弱
さ
が
露
呈

し
た
自
然
や
公
園
の
管
理

愛
甲
　
岡
崎
さ
ん
は
技
術
に
加
え
て
シ
ス
テ
ム

が
必
要
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
具
体
的
に
は

ど
う
い
う
も
の
で
す
か
。

岡
崎
　
国
立
公
園
の
登
山
道
管
理
の
シ
ス
テ
ム

で
す
。
今
の
登
山
道
の
管
理
は
侵
食
に
追
い
つ

か
ず
、
や
っ
て
も
や
っ
て
も
良
く
な
る
方
向
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
ど
の
地
域
に

行
っ
て
も
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
対
す
る
方
法
が
な
い
こ
と
は
な
い
で

す
が
、
こ
な
す
た
め
の
シ
ス
テ
ム
は
全
然
で
き

て
な
く
て
、
問
題
意
識
と
し
て
捉
え
て
い
る
関

係
者
も
す
ご
く
少
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
。
利

用
者
は
「
何
で
こ
こ
ま
で
ほ
っ
と
い
て
る
の
」

と
思
う
方
も
多
い
ん
で
す
が
、
管
理
し
て
い
る

方
々
は
そ
れ
が
普
通
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

な
か
な
か
進
ん
で
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
取
り
込
む
と
か
、
魅
力
あ

る
国
立
公
園
を
と
言
わ
れ
て
ま
す
け
ど
、
自
分

か
ら
見
る
と
「
こ
れ
じ
ゃ
日
本
の
恥
さ
ら
し
ち

ゃ
う
よ
」
と
い
う
気
持
ち
で
す
。

愛
甲
　
昨
年
、
週
刊
誌
の
記
事
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
周
知
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
影
響
の
中
、
施
設

や
登
山
道
に
つ
い
て
国
立
公
園
が
管
理
す
る
仕

組
み
や
枠
組
み
の
中
で
議
論
し
て
い
る
と
、
何

か
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

岡
崎
　
黒
岳
石
室
の
隣
に
併
設
さ
れ
て
い
る
ト

イ
レ
を
、
管
轄
し
て
い
る
北
海
道
上
川
総
合
振

興
局
が
閉
鎖
す
る
と
い
う
判
断
を
し
た
ん
で
す

ね
。
登
山
者
を
止
め
る
と
か
登
山
道
自
体
を
閉

鎖
す
る
上
で
ト
イ
レ
を
閉
鎖
す
る
な
ら
分
か
る

ん
で
す
け
ど
、
登
山
は
自
粛
で
、
歩
い
て
も
い

い
状
態
で
閉
鎖
し
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
。

そ
の
方
針
が
一
年
間
続
く
な
ら
、
2
〜
3
ヶ
月

後
に
は
多
分
登
山
者
が
結
構
来
る
よ
う
に
な
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
の
時
に
ト
イ
レ
が
使
え
な

い
と
な
っ
た
ら
、
キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
何
か
ら
大

変
な
状
態
に
な
る
と
は
っ
き
り
想
像
で
き
ま
し

た
。

　
も
し
黒
岳
石
室
の
周
り
が
汚
く
な
り
、
そ
れ

が
海
外
の
S
N
S
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
す
る

と
、
風
評
被
害
と
し
て
は
か
な
り
ダ
メ
ー
ジ
が

大
き
い
の
で
は
と
。
以
前
、
ト
ム
ラ
ウ
シ
が
日

本
一
汚
い
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
と
言
わ
れ
、
自
虐

的
に
直
す
活
動
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
比
じ

ゃ
な
い
な
と
。

　
そ
れ
で
自
分
の
管
轄
と
は
違
う
場
所
で
し
た

が
、
行
政
の
方
に
「
と
に
か
く
ト
イ
レ
は
開
け

る
べ
き
で
は
」
と
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
う
い

う
感
覚
を
共
有
し
て
も
ら
う
の
が
難
し
い
で
す

ね
。
管
理
し
て
い
る
行
政
が
、
管
理
し
な
い
こ

と
に
よ
っ
て
起
き
る
問
題
を
理
解
し
て
な
い
と

思
い
ま
す
。

愛
甲
　
黒
岳
の
ト
イ
レ
の
事
に
つ
い
て
、
私
も

行
政
と
色
々
や
り
と
り
し
て
い
る
時
に
、
普
段

の
シ
ス
テ
ム
の
弱
さ
が
出
ち
ゃ
っ
た
な
と
感
じ

ま
し
た
。

　
ま
だ
よ
く
分
か
ら
な
い
新
型
ウ
イ
ル
ス
へ
の

対
応
で
、
お
ま
け
に
山
の
上
で
は
何
が
起
き
る

か
は
わ
か
ら
な
い
。
エ
ビ
デ
ン
ス
も
は
っ
き
り

し
な
い
中
で
6
月
下
旬
の
山
開
き
と
7
、
8
月

の
登
山
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
、
誰
が
決
断
す
る
か
、

ど
う
い
う
風
に
話
し
合
っ
て
決
め
て
い
く
か
、

普
段
か
ら
準
備
で
き
て
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
突

か
れ
た
な
と
い
う
感
じ
が
す
ご
く
し
ま
し
た
。

　
施
設
は
そ
れ
ぞ
れ
が
判
断
で
き
ま
す
が
、
山

は
入
口
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
登
山
道
を
閉
鎖
す

る
と
い
っ
て
も
、
自
由
に
入
っ
て
く
る
人
も
い

る
わ
け
で
。
特
に
大
雪
山
は
3
月
に
新
し
い
総

合
型
協
議
会
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
て
い
た
矢

先
に
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
総
会
延
期
、
書
面
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
環
境
省
も
急
い
で
情
報
共

有
の
場
や
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
作
っ
た
り
、

で
き
る
こ
と
は
し
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、

タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
植

田
さ
ん
は
そ
の
あ
た
り
で
何
か
感
じ
た
こ
と
は
。

植
田
　
石
室
に
つ
い
て
は
岡
崎
さ
ん
が
言
っ
た

通
り
で
、
当
社
も
上
川
町
が
所
有
す
る
建
物
の

管
理
を
夏
の
間
だ
け
受
託
し
て
い
ま
す
が
、
行

1
7
0
0
人
で
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
一

部
の
ホ
テ
ル
で
営
業
し
よ
う
と
い
う
雰
囲
気
も

あ
り
ま
し
た
が
、
町
民
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
が

役
場
に
入
り
、
そ
れ
を
受
け
て
全
て
休
業
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
観
光
と
い
う
の
は
そ
も
そ
も
移
動
と
交
流
が

目
的
な
の
で
、
そ
れ
が
リ
ス
ク
と
見
ら
れ
た
ら

ど
う
し
よ
う
も
な
く
、
町
民
の
気
持
ち
が
そ
の

方
向
に
振
れ
た
場
合
は
、
や
む
を
得
な
い
の
で

閉
じ
る
と
い
う
決
断
を
そ
の
ホ
テ
ル
も
さ
れ
ま

し
た
。
た
だ
、
6
月
に
な
る
と
特
に
根
拠
は
な

い
で
す
が
、
風
向
き
が
変
わ
り
お
客
さ
ん
が
ぼ

ち
ぼ
ち
来
て
い
ま
す
。
　

　
う
ち
は
観
光
メ
イ
ン
の
会
社
で
は
な
い
の
で

す
が
、
地
域
の
持
続
性
や
知
床
が
未
来
も
選
ば

れ
続
け
る
た
め
に
は
、
観
光
が
実
質
的
に
農
業
、

漁
業
よ
り
も
重
要
な
産
業
で
あ
る
と
位
置
付
け
、

こ
の
地
域
で
観
光
が
踏
み
と
ど
ま
っ
て
将
来
発

展
す
る
こ
と
は
、
う
ち
の
法
人
に
と
っ
て
ま
さ

に
存
在
意
義
に
近
い
の
で
、
色
々
悩
み
な
が
ら

や
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
さ
っ
き
、
町
民
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
で

ホ
テ
ル
が
休
業
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
こ
の
町
民
と
は
ど
ん
な
方
で
す
か
。

寺
山
　
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
。

寺
崎
　
普
通
に
暮
ら
し
て
い
る
方
の
声
に
耳
を

傾
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
。

寺
山
　
産
業
構
造
と
し
て
知
床
は
農
業
、
漁
業

が
豊
か
で
、
春
先
は
ど
ち
ら
も
集
団
作
業
が
始

ま
る
時
期
で
す
。「
今
は
誰
も
感
染
し
て
い
な

い
け
ど
、
第
一
号
を
外
か
ら
持
っ
て
こ
ら
れ
る

の
は
困
る
」
と
い
う
感
覚
を
各
産
業
の
人
が
抱

い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
で
す
。
当
然
、
根
拠

の
な
い
恐
怖
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

愛
甲
　
観
光
が
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む
装
置
で

あ
る
が
ゆ
え
に
、
ウ
イ
ル
ス
を
運
ん
で
く
る
装

置
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
言
う
こ

と
で
す
ね
。
離
島
な
ど
で
も
そ
う
い
う
雰
囲
気

が
あ
り
、
利
尻
礼
文
な
ど
で
も
来
島
自
粛
の
要

請
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

寺
崎
　
知
床
が
将
来
も
選
ば
れ
続
け
る
た
め
に

は
、
観
光
は
実
質
的
に
農
業
、
漁
業
よ
り
も
重

要
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
誰
に
ど
う
い
う
風
に

選
ば
れ
続
け
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
か
。

寺
山
　
う
ち
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
知
床
が
居
住

地
と
し
て
将
来
に
渡
り
選
び
続
け
ら
れ
る
た
め

に
、
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
商
品
を
開
発
す
る

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
住
民
に
と
っ
て
選
ば

れ
、
そ
し
て
観
光
地
と
し
て
ビ
ジ
タ
ー
に
選
ば

れ
続
け
る
こ
と
に
寄
与
す
る
商
品
開
発
を
し
ま

し
ょ
う
と
。

岡
崎
　
自
分
は
も
と
も
と
登
山
道
を
直
し
た
い

と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
、

登
山
道
整
備
の
立
ち
位
置
で
色
々
や
り
始
め
て
、

そ
の
た
め
に
は
何
が
必
要
か
を
考
え
続
け
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
技
術
が
必
要
と
思
っ
て
身
に
つ

け
始
め
、
少
し
ず
つ
直
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
時

に
技
術
だ
け
じ
ゃ
足
り
な
い
、
シ
ス
テ
ム
を
変

革
し
な
い
と
い
け
な
い
と
気
づ
き
ま
し
た
。

　
行
政
と
話
し
て
も
難
し
い
部
分
が
あ
っ
た
の

で
、
行
政
で
は
な
く
登
山
者
を
味
方
に
し
て
い

こ
う
と
い
う
発
想
か
ら
、
一
般
社
団
法
人
大
雪

山
・
山
守
隊
を
作
り
ま
し
た
。
商
売
っ
気
は
全

然
な
い
の
で
す
が
、
登
山
道
整
備
の
位
置
付
け

も
時
代
や
社
会
の
変
化
に
よ
っ
て
変
わ
る
の
で
、

そ
の
中
で
自
分
が
ど
こ
に
い
る
の
か
は
気
に
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
直
接
的
な
影
響
は

ど
ん
ど
ん
休
止
し
て
い
き
、
当
社
も
5
月
6
日

の
終
了
予
定
を
4
月
29
日
に
繰
り
上
げ
ま
し
た
。

　
例
年
北
海
道
で
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明

け
ま
で
営
業
す
る
ス
キ
ー
場
が
複
数
あ
り
ま
す

が
今
年
は
全
滅
で
、
風
潮
と
い
う
か
人
の
心
の

部
分
で
、
営
業
し
づ
ら
か
っ
た
と
い
う
印
象
が

あ
り
ま
す
。

愛
甲
　
具
体
的
に
は
ど
れ
く
ら
い
落
ち
込
み
ま

し
た
か
。

植
田
　
こ
の
4
〜
5
月
で
、
黒
岳
の
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
は
8
割
減
で
す
ね
。
6
月
に
少
し
回
復
し

て
き
ま
し
た
が
、
外
国
の
お
客
さ
ん
の
団
体
と

本
州
か
ら
の
団
体
が
全
く
動
い
て
い
な
い
状
態

な
の
で
、
道
内
か
ら
の
お
客
様
が
あ
る
程
度
動

い
て
も
、
そ
こ
だ
け
で
5
〜
6
割
は
減
る
イ
メ

ー
ジ
で
す
ね
。

愛
甲
　
も
と
も
と
外
国
の
団
体
は
ど
の
ぐ
ら
い

の
比
率
を
占
め
て
い
ま
し
た
か
。

植
田
　
コ
ロ
ナ
前
ま
で
の
層
雲
峡
温
泉
街
の
入

込
は
約
3
割
で
す
ね
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
も
ほ
ぼ

そ
れ
に
近
い
数
字
で
、
25
％
か
ら
30
％
未
満
で

す
。

愛
甲
　
さ
っ
き
言
わ
れ
た
「
心
の
部
分
」
と
い

う
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
ね
。
4
月
29
日
で
閉

め
る
と
判
断
を
し
た
の
は
ど
う
い
う
理
由
か
ら

で
し
ょ
う
か
。

植
田
　
最
終
的
に
休
も
う
と
決
断
し
た
の
は
社

内
か
ら
の
声
で
し
た
。
4
月
末
に
近
く
な
る
と
、

だ
ん
だ
ん
標
高
の
低
い
ス
キ
ー
場
は
営
業
を
や

め
て
い
き
、
残
っ
た
の
は
旭
岳
や
黒
岳
な
ど
数

カ
所
し
か
な
く
、
当
社
が
4
月
29
日
に
辞
め
る

前
々
日
ぐ
ら
い
に
、
他
ス
キ
ー
場
に
来
た
お
客

さ
ん
が
S
N
S
に
そ
の
こ
と
を
ア
ッ
プ
し
て
叩

か
れ
た
ら
し
い
ん
で
す
。

　
そ
れ
を
受
け
て
そ
の
ス
キ
ー
場
が
急
に
営
業

を
や
め
、
そ
し
た
ら
当
社
の
社
員
か
ら
「
札
幌

ナ
ン
バ
ー
な
ど
黒
岳
に
来
る
車
が
増
え
て
い
る
。

旭
岳
か
ら
流
れ
て
き
て
い
る
の
で
は
」
と
連
絡

が
あ
り
、
社
員
に
ど
う
し
た
い
か
と
聞
き
ま
し

た
。

 

私
は
、
ス
キ
ー
場
と
い
う
オ
ー
プ
ン
な
空
間

で
密
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
細
々
と
で
も
営

業
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
社
員
は

地
元
で
コ
ロ
ナ
の
発
症
事
例
も
な
く
、
自
分
た

ち
が
1
番
手
に
な
れ
な
い
と
。
ま
た
、
雰
囲
気

と
か
人
の
気
持
ち
の
問
題
を
見
て
い
る
と
、
無

理
し
て
営
業
し
て
「
何
で
こ
ん
な
と
き
に
営
業

し
て
い
る
ん
だ
」
と
言
わ
れ
た
ら
答
え
よ
う
が

な
い
と
い
う
こ
と
で
、「
わ
か
っ
た
。
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
休
み
に
し
よ
う
」
と
い
う
判

断
を
し
ま
し
た
。

　
あ
の
時
は
自
粛
警
察
と
い
う
か
、
札
幌
ナ
ン

バ
ー
で
市
外
に
出
た
だ
け
で
張
り
紙
を
貼
ら
れ

た
り
、
今
思
い
出
し
て
も
「
皆
が
自
粛
し
て
い

る
か
ら
そ
れ
に
従
え
」
と
い
う
雰
囲
気
は
非
常

に
あ
り
ま
し
た
。

寺
山
　
一
般
社
団
法
人
知
床
し
ゃ
り
は
昨
年
7

月
の
設
立
で
、
観
光
協
会
や
商
工
会
な
ど
が
地

域
の
課
題
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
な
中
長
期
計
画

を
作
る
中
、
な
か
な
か
実
行
体
制
が
取
れ
な
か

っ
た
の
で
、
実
行
部
隊
の
法
人
を
作
ろ
う
と
い

う
こ
と
で
で
き
ま
し
た
。
D
M
O
的
機
能
や
地

域
商
社
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
期
待

を
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
地
域
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
を
行
う
会
社
で
、
「
知
床
ト
コ
さ
ん
」

と
い
う
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
運
営
し
て
お
り
、
昨

年
度
の
グ
ッ
ズ
売
上
額
は
約
5
0
0
0
万
円
で

し
た
。

　
こ
れ
を
原
資
に
ツ
ア
ー
か
ら
食
品
ま
で
、
地

域
商
品
を
作
り
、
1
0
0
人
く
ら
い
雇
っ
て
2

〜
3
年
で
き
る
事
業
計
画
を
立
て
て
い
た
の
で

す
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
グ
ッ
ズ
の
売
上
額
は

前
年
80
〜
90
％
減
と
な
り
、
5
月
は
ゼ
ロ
で
し

た
。

　
ち
な
み
に
宿
泊
者
数
は
4
月
が
前
年
比
約
86

％
減
の
3
0
0
0
人
、
5
月
は
約
95
％
減
の

自
己
紹
介
と
現
在
ま
で
の
状
況

愛
甲
　
北
海
道
で
は
全
国
に
先
駆
け
て
2
月
末

に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
ど
う
い
う
影
響
が
出
た
の
か
を
簡
単

な
自
己
紹
介
を
含
め
、
お
話
し
く
だ
さ
い
。

植
田
　
り
ん
ゆ
う
観
光
は
、
大
雪
山
・
層
雲
峡

地
区
の
黒
岳
に
か
か
る
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
と
リ
フ

ト
の
索
道
業
を
運
営
し
て
い
る
会
社
で
す
。
そ

の
他
に
冬
の
み
札
幌
の
藻
岩
山
ス
キ
ー
場
の
リ

フ
ト
と
ゲ
レ
ン
デ
管
理
を
し
て
お
り
、
旅
行
業

資
格
も
持
っ
て
い
て
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
登
山
の

ツ
ア
ー
を
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
す
が
、
2
月
末
に
北
海
道

独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
が
出
た
時
、
当
社
は
藻

岩
山
の
ス
キ
ー
場
も
、
層
雲
峡
の
ロ
ー
プ
ウ
イ

や
リ
フ
ト
も
黒
岳
ス
キ
ー
場
と
い
う
形
で
営
業

し
て
お
り
ま
し
た
。

　
行
政
と
協
議
し
た
結
果
、
何
と
か
営
業
自
体

は
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
続
け
る
こ
と
が
で
き
、

藻
岩
山
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て
は
予
定
通
り
3
月

31
日
ま
で
営
業
で
き
ま
し
た
が
、
や
は
り
お
客

様
の
入
り
込
み
は
も
ち
ろ
ん
少
な
く
な
り
ま
し

た
し
、
黒
岳
に
関
し
て
は
外
国
の
お
客
様
の
姿

が
見
え
な
く
な
る
こ
と
に
始
ま
り
、
だ
ん
だ
ん

と
国
内
の
お
客
様
も
少
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　
全
国
的
に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
た
あ
た
り
か

ら
、
外
出
自
粛
の
風
潮
が
非
常
に
強
く
な
っ
て

き
て
、
黒
岳
は
そ
れ
ほ
ど
お
客
さ
ん
が
多
く
な

い
ス
キ
ー
場
な
の
で
、
な
ん
と
か
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
終
わ
り
ま
で
細
々
と
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
た
ん
で
す
が
、
近
郊
の
ス
キ
ー
場
が

ら
営
業
し
て
い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
は
政
府
が
作
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
よ
り
よ

っ
ぽ
ど
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
思
う
し
、
「
こ

う
し
て
い
ま
す
」
と
情
報
公
開
し
て
再
開
し
、

お
客
さ
ん
の
選
択
に
委
ね
る
の
が
大
事
で
は
。

民
間
も
国
立
公
園
も
「
管
理
し
、
情
報
公
開
し
、

選
択
肢
を
提
示
す
る
」
の
3
点
で
や
っ
て
い
く

し
か
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

愛
甲
　
3
人
と
も
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
を
話
さ
れ
て

お
り
、
寺
山
さ
ん
の
今
の
話
に
集
約
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
問
題
は
、
状
況
把
握
や
情
報

提
示
を
誰
が
責
任
を
持
っ
て
や
る
か
が
は
っ
き

り
し
な
い
こ
と
で
、
こ
れ
が
今
の
日
本
の
国
立

公
園
や
観
光
地
の
問
題
で
は
と
感
じ
ま
す
。

　
観
光
地
も
単
独
の
自
治
体
の
範
囲
で
収
ま
れ

ば
い
い
で
す
が
、
広
域
に
ま
た
が
る
と
そ
う
い

う
判
断
が
難
し
く
な
っ
た
り
す
る
と
思
い
ま
す
。

知
床
は
ヒ
グ
マ
に
関
し
て
の
責
任
は
環
境
省
が

取
り
、
協
議
会
で
話
し
合
う
場
所
を
作
る
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
る
ん
で
す
よ
ね
。

寺
山
　
ウ
イ
ル
ス
と
同
じ
よ
う
に
ク
マ
も
い
な

く
な
ら
な
い
の
で
。
山
に
行
っ
た
ら
雨
が
降
る

の
と
同
じ
よ
う
に
、
知
床
に
は
ク
マ
が
い
る
わ

け
で
自
然
環
境
の
一
つ
で
す
。
環
境
保
護
関
係

者
、
観
光
関
係
者
、
住
民
が
同
じ
船
に
乗
っ
て

い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
ク
マ
が
い
る
こ
と
に
な

ん
と
か
折
り
合
い
を
つ
け
な
い
と
い
け
な
い
。

そ
れ
を
行
政
上
の
船
に
作
り
変
え
る
の
に
管
理

計
画
や
協
議
会
と
い
う
形
式
を
と
る
の
は
必
要

な
話
で
す
。

　
今
回
も
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
勉
強
会
を
し

ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、
地
元
の
ホ
テ
ル
の

人
に
も
声
を
か
け
て
「
情
報
共
有
し
て
公
開
し

な
い
と
ダ
メ
で
す
よ
。
コ
ロ
ナ
は
ク
マ
み
た
い

な
も
の
だ
か
ら
」
と
い
う
と
、「
そ
う
だ
な
」
と

納
得
さ
れ
ま
し
た
。
一
度
閉
じ
た
ら
開
け
る
の

は
大
変
な
の
で
、
今
や
っ
て
い
る
こ
と
を
公
開

す
る
べ
き
だ
と
言
う
と
理
解
し
て
も
ら
い
や
す

か
っ
た
で
す
。

寺
崎
　
で
は
、
大
雪
山
の
黒
岳
に
つ
い
て
は
、

ど
う
い
っ
た
管
理
や
地
元
へ
の
投
げ
か
け
が
理

想
的
な
の
で
し
ょ
う
。
ト
イ
レ
の
問
題
や
宿
泊

施
設
も
含
め
て
、
地
域
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
つ
い
て
は
誰
が
責
任
者
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。

植
田
　
3
月
に
大
雪
山
国
立
公
園
連
絡
協
議
会

と
い
う
組
織
を
作
り
直
し
た
の
で
す
が
、
大
雪

山
国
立
公
園
の
未
来
を
考
え
て
い
く
中
で
、
民

間
も
環
境
省
も
入
っ
た
も
の
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
コ
ロ
ナ
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
議
題
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
選
択
肢
を
決

め
て
い
く
場
が
で
き
れ
ば
い
い
の
か
な
と
。

　
宿
泊
業
、
観
光
業
そ
れ
ぞ
れ
守
り
た
い
も
の

が
違
っ
た
り
す
る
の
で
、
簡
単
な
こ
と
で
は
な

い
で
す
が
、
ま
ず
は
み
ん
な
が
俎
上
に
あ
げ
ら

れ
る
場
が
あ
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
の
か

な
と
。

岡
崎
　
登
山
道
を
整
備
す
る
立
場
か
ら
考
え
る

と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致
を
登
山
者
が
「
こ

の
ま
ま
の
管
理
で
は
ま
ず
い
」
と
思
い
始
め
て

い
る
こ
と
が
、
プ
ラ
ス
の
追
い
風
に
で
き
る
の

で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
登
山
者
も
、
誰
が
ど
う
い
う
管
理
を
し
て
今

に
至
る
の
か
を
わ
か
っ
て
い
な
い
人
が
多
く
、

と
い
う
よ
り
関
係
者
も
わ
か
っ
て
い
な
い
方
が

多
い
ん
で
す
が
、
「
実
は
こ
う
い
う
状
況
だ
」

と
言
う
と
「
ど
う
し
て
そ
う
な
っ
て
い
る
の
」

「
な
ぜ
こ
う
し
な
い
の
」
と
み
ん
な
ほ
ぼ
同
じ

反
応
を
見
せ
ま
す
。
一
般
の
人
も
現
状
を
知
れ

ば
、
や
る
べ
き
こ
と
を
理
解
し
て
く
れ
る
の
で

は
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
な
れ
ば
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
来
て
も
ら

う
な
ど
で
お
金
が
落
ち
る
シ
ス
テ
ム
に
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
そ
れ
を
管
理
費
に

回
す
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
国
立
公
園

の
経
営
に
つ
い
て
、
こ
う
し
た
ら
良
く
な
る
と

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　
行
政
も
現
場
に
来
る
方
は
理
解
し
て
く
れ
る

方
も
多
い
ん
で
す
が
、
上
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
、

全
然
現
場
を
理
解
し
て
い
な
い
決
断
に
な
っ
て

し
ま
い
、
そ
れ
が
現
場
に
降
り
て
き
て
ギ
ャ
ッ

プ
に
苦
し
ん
で
い
る
と
言
う
方
も
た
く
さ
ん
い

る
の
で
、
そ
う
い
う
方
々
を
変
え
て
い
く
な
ら
、

自
分
の
場
合
は
登
山
者
と
向
き
合
い
、
管
理
な

ど
に
興
味
の
な
い
一
般
の
人
に
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の

営
業
再
開
に
つ
い
て

愛
甲
　
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
県
を
ま

た
い
だ
移
動
の
自
粛
も
解
除
さ
れ
、
少
し
ず
つ

観
光
客
が
動
き
始
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
植
田
さ
ん
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
下
で
営
業
し

て
い
く
中
、
再
開
に
つ
い
て
は
ど
ん
な
判
断
を

さ
れ
、
ど
ん
な
対
応
の
工
夫
を
さ
れ
て
い
ま
す

か
。

植
田
　
黒
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
に
休
ん
だ
以
外
は
ほ
と
ん
ど
止
め
て
い

ま
せ
ん
。
先
ほ
ど
話
に
出
た
よ
う
に
、
閉
鎖
や

休
業
は
再
開
と
セ
ッ
ト
に
な
る
と
思
っ
て
お
り
、

我
々
観
光
業
と
し
て
は
お
客
様
を
ウ
エ
ル
カ
ム

で
受
け
入
れ
る
べ
き
立
場
だ
ろ
う
と
。
も
ち
ろ

ん
対
策
は
取
り
な
が
ら
、
お
客
さ
ん
が
来
る
か

ど
う
か
は
そ
れ
こ
そ
お
客
さ
ん
の
判
断
や
選
択

に
な
る
と
思
う
の
で
、
我
々
は
店
を
開
け
て
い

つ
で
も
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
態
度
を
持
つ
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
愛
山
渓
ヒ
ュ
ッ
テ
は
5
月
20
日
か
ら
日
帰
り

入
浴
を
ス
タ
ー
ト
し
、
6
月
1
日
か
ら
は
宿
泊

も
受
け
付
け
を
再
開
し
ま
し
た
。
他
の
業
界
団

体
や
本
州
の
山
小
屋
も
参
考
に
し
、
1
部
屋
の

人
数
を
絞
っ
た
り
、
柱
ご
と
に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー

ト
の
仕
切
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
で
完
全
に
防
げ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、

コ
ロ
ナ
の
知
見
が
増
え
て
き
た
中
で
と
る
べ
き

対
策
を
し
て
そ
れ
を
開
示
し
、
前
向
き
に
や
っ

政
か
ら
「
い
ろ
い
ろ
考
え
た
結
果
、
感
染
リ
ス

ク
を
避
け
ら
れ
な
い
の
で
今
年
は
ト
イ
レ
を
開

け
ま
せ
ん
」
と
い
う
話
を
さ
れ
た
時
に
参
っ
た

な
と
思
い
ま
し
た
。

　
当
然
常
駐
す
る
管
理
人
の
排
泄
問
題
も
あ
れ

ば
、
テ
ン
ト
場
な
ど
は
ど
う
す
る
ん
だ
と
。
テ

ン
ト
に
泊
ま
れ
ば
当
然
排
泄
す
る
わ
け
で
、
み

ん
な
が
携
帯
ト
イ
レ
を
使
う
と
い
う
の
も
難
し

い
だ
ろ
う
と
。
こ
こ
で
や
は
り
シ
ス
テ
ム
の
弱

さ
が
出
た
な
、
民
間
と
行
政
と
で
は
判
断
基
準

が
違
う
と
。
上
川
町
の
方
か
ら
「
万
が
一
感
染

が
起
き
る
と
層
雲
峡
温
泉
街
、
上
川
町
に
多
大

な
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
や
風
評
被
害
が
あ
る
」

と
い
う
発
言
が
あ
り
、
そ
れ
も
そ
う
か
と
い
う

気
も
し
ま
す
が
、
山
の
世
界
と
町
の
世
界
、
観

光
の
世
界
を
一
緒
に
し
考
え
過
ぎ
る
の
も
ど
う

か
な
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
否
定
す
る
気
は
な
い
の
で
す
が
、

町
の
論
理
だ
け
で
は
山
の
世
界
は
測
り
き
れ
な

い
部
分
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
は
分
け
て
考
え
な

い
と
い
け
な
い
か
な
と
。
自
分
た
ち
も
こ
こ
は

山
の
論
理
に
近
づ
け
、
こ
こ
は
町
の
論
理
に
近

づ
け
る
と
判
断
基
準
が
変
え
た
り
し
て
い
て
、

行
政
の
方
と
は
そ
の
辺
の
感
覚
を
す
り
合
わ
せ

る
の
が
難
し
い
。
中
に
は
親
身
に
な
っ
て
く
れ

る
方
も
い
ま
す
が
、
町
の
論
理
で
ざ
っ
く
り
と

判
断
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
な
と
。
そ
う
い

う
、
大
ナ
タ
を
振
る
う
と
こ
ろ
が
山
の
世
界
に

持
ち
込
ま
れ
る
と
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な

い
の
か
な
と
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
は
も
う
少
し
管
理
体
制
や

組
織
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
。
今
回
は
ト
イ
レ
と
石
室
を
ど
う
擦
り
合

わ
せ
る
か
も
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
し
、
こ
れ

か
ら
間
違
い
な
く
一
元
管
理
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
だ
ろ
う
と
。
で
な
い
と
岡
崎
さ
ん
が
い
う

よ
う
に
、
国
立
公
園
の
全
体
的
な
資
源
と
し
て

の
魅
力
は
向
上
し
て
い
か
な
い
の
で
は
と
思
い

ま
す
。

ヒ
グ
マ
と
コ
ロ
ナ
の
共
通
点

愛
甲
　
寺
山
さ
ん
は
前
職
が
知
床
財
団
で
、
知

床
は
国
立
公
園
の
協
働
型
管
理
の
モ
デ
ル
に
も

な
っ
て
い
る
場
所
で
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
影

響
下
で
そ
の
辺
は
機
能
し
た
の
か
、
ど
ん
な
感

じ
で
し
た
か
。

寺
山
　
私
は
昨
年
3
月
ま
で
知
床
財
団
で
、
ま

さ
に
今
話
に
出
て
い
た
国
立
公
園
の
現
場
管
理

を
し
て
お
り
、
閉
鎖
な
ど
も
含
め
国
立
公
園
の

管
理
作
業
は
何
を
す
べ
き
か
と
い
う
話
を
10
年

く
ら
い
現
場
で
し
て
い
ま
し
た
。

　
管
理
者
は
説
明
責
任
が
重
く
の
し
か
か
っ
て

く
る
関
係
で
ど
う
し
て
も
ナ
ー
バ
ス
に
な
り
、

自
粛
を
し
た
方
が
楽
な
わ
け
で
す
。
あ
ら
ゆ
る

リ
ス
ク
を
考
え
き
れ
な
い
の
で
自
粛
や
閉
鎖
に

な
る
。
し
か
し
岡
崎
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
、
管

理
を
自
粛
し
て
は
ダ
メ
だ
と
思
い
ま
す
。
閉
鎖

と
い
う
の
は
当
然
持
っ
て
い
る
カ
ー
ド
の
一
枚

で
す
が
、
運
用
や
再
開
と
セ
ッ
ト
に
し
な
い
と

管
理
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
｠

　
知
床
の
遊
歩
道
は
ヒ
グ
マ
が
出
る
と
閉
鎖
し

ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
対
応
と
似
て
い
る
な
と
思

い
ま
す
。
状
況
把
握
の
た
め
に
一
旦
閉
鎖
す
る

ん
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
開
け
る
の
が
難
し
い
ん

で
す
よ
ね
。
ク
マ
が
い
な
く
な
る
わ
け
で
は
な

い
で
す
か
ら
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
多
分
な
く

な
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
開
放
す
る
と
き
の

ロ
ジ
ッ
ク
が
難
し
い
。

　
知
床
の
場
合
は
、
状
況
把
握
の
た
め
に
パ
ト

ロ
ー
ル
が
と
り
あ
え
ず
一
周
し
て
、
ク
マ
が
滞

留
す
る
よ
う
な
特
別
の
餌
が
な
け
れ
ば
、
通
常

の
リ
ス
ク
と
し
て
開
放
し
ま
す
。
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
リ
ス
ク
で
あ
れ
ば
開
放
し
、
も
し
人

が
入
る
ゲ
ー
ト
の
近
く
で
1
日
前
に
ク
マ
が
確

認
さ
れ
た
ら
、
確
実
に
ク
マ
は
近
く
に
い
る
の

で
、
遭
遇
を
避
け
る
た
め
に
こ
う
い
う
手
が
あ

り
ま
す
、
ガ
イ
ド
を
誘
導
で
雇
う
と
い
う
手
も

あ
り
ま
す
と
情
報
提
供
し
ま
す
。

　
自
然
の
中
で
の
管
理
は
当
然
リ
ス
ク
を
ゼ
ロ

に
は
で
き
な
い
の
で
、
最
低
限
の
管
理
活
動
と

情
報
把
握
及
び
周
知
、
そ
の
上
で
の
選
択
肢
の

提
示
を
し
な
い
と
ど
う
に
も
な
ら
な
い
し
、
逆

に
こ
れ
く
ら
い
し
か
や
る
こ
と
が
な
い
。
ク
マ

が
出
な
い
よ
う
、
遊
歩
道
に
全
面
フ
ェ
ン
ス
を

施
す
の
は
自
然
公
園
で
や
る
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
知
床
は
こ
う
い
う
場
所
で
あ
る
と
情
報
を
提

示
し
、
ク
マ
が
い
る
と
い
う
事
実
を
訪
れ
る
人

に
理
解
し
て
も
ら
い
、
と
れ
る
選
択
肢
を
提
示

す
る
し
か
な
い
で
す
。
そ
の
選
択
肢
と
は
勉
強

し
て
気
を
つ
け
て
行
く
、
ガ
イ
ド
を
雇
う
、
や

め
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
れ
を
選
ん
で
い
た
だ

く
の
が
管
理
活
動
で
は
な
い
か
な
と
。
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
対
応
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ホ
テ
ル
も
人
が
多
く
集
ま
る
の
で
ウ
イ
ル
ス

の
リ
ス
ク
は
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
よ
り
よ
っ

ぽ
ど
怖
い
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
対
応
し
な
が

か
ら
こ
そ
各
地
の
観
光
協
会
が
こ
ぞ
っ
て
P
R

し
て
い
て
、
網
走
観
光
協
会
は
新
聞
に
一
面
で

7
泊
8
日
1
2
0
0
0
円
と
い
う
広
告
を
打
っ

た
り
、
私
ど
も
の
上
川
町
も
テ
レ
ビ
C
M
を
作

っ
て
町
長
が
出
演
し
た
り
、
5
3
0
万
人
の
北

海
道
民
を
ど
こ
の
観
光
地
が
持
っ
て
い
く
の
か
、

必
死
に
考
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　G
oT

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
秋
以
降
に
ず
れ
込

ん
で
し
ま
う
と
、
夏
の
最
盛
期
は
道
内
を
取
り

込
む
し
か
な
い
と
。
マ
イ
カ
ー
は
間
違
い
な
く

増
え
る
と
思
い
ま
す
が
、
マ
イ
カ
ー
が
使
え
な

い
人
た
ち
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
遠
出
が
し
づ

ら
く
な
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
当
社
も
先
週
か
ら
山
登
り
の
日
帰
り
ツ
ア
ー

を
再
開
し
ま
し
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
一
人
2

席
以
上
使
え
ま
す
、
換
気
も
消
毒
も
し
ま
す
と

い
う
形
で
や
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
大
型
バ

ス
や
J
R
の
移
動
に
つ
い
て
は
、
ハ
ー
ド
ル
が

あ
る
の
か
な
と
。

　
マ
イ
カ
ー
旅
行
と
い
う
と
、
や
は
り
人
口
圏

の
大
き
な
札
幌
か
ら
ど
こ
ま
で
足
を
伸
ば
し
て

く
れ
る
か
、
多
分
知
床
も
考
え
ら
れ
て
る
と
思

う
ん
で
す
け
ど
、
東
日
本
大
震
災
の
時
に
岩
見

沢
以
降
の
高
速
道
路
を
無
料
に
し
た
と
き
、
層

雲
峡
温
泉
街
で
も
か
な
り
効
果
が
見
ら
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
そ
れ
よ
り 

J
R 

や
バ
ス
会
社
を
助
け
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
で
は

と
い
う
声
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
が
、
果
た
し
て

こ
れ
か
ら
ワ
ン
バ
ス
40
人
と
い
う
バ
ス
旅
行
が

残
っ
て
い
く
の
か
な
と
。
ま
さ
にw

ith

コ
ロ

ナ
で
旅
行
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し
て
い
く
部
分
で

は
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。
な
の
で
、
各
旅

行
会
社
も
バ
ス
ツ
ア
ー
を
積
極
的
に
ま
だ
売
り

出
せ
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
。

寺
山
　
深
刻
な
状
況
で
す
が
、
1
年
経
っ
た
ら

8
割
ぐ
ら
い
は
元
に
戻
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
い
う
気
も
し
ま
す
。
10
年
前
の
福
島
原
発

の
爆
発
で
世
界
が
変
わ
る
と
思
っ
た
け
ど
、
半

分
は
元
に
戻
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い

う
時
に
新
し
い
動
き
が
生
ま
れ
て
、
そ
れ
と
並

行
し
つ
つ
半
分
は
既
存
の
シ
ス
テ
ム
に
戻
る
の

で
は
。

　
う
ち
は
何
か
新
し
い
こ
と
を
考
え
る
た
め
に

で
き
た
団
体
な
の
で
、
道
内
か
ら
マ
イ
カ
ー
で

知
床
に
来
た
人
た
ち
を
車
か
ら
下
ろ
す
コ
ン
テ

ン
ツ
は
何
か
を
真
剣
に
考
え
る
の
が
、
切
羽
詰

ま
っ
た
お
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
か
と
い
っ
て
そ
ん
な
大
き
な
仕
掛
け
は
で
き

ま
せ
ん
か
ら
、
6
月
か
ら
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転

車
を
ホ
テ
ル
2
カ
所
と
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に

配
置
し
て
、
自
転
車
で
知
床
峠
ま
で
行
く
テ
ス

ト
商
品
を
始
め
ま
し
た
。
大
自
然
の
中
、
ス
テ

イ
ホ
ー
ム
で
な
ま
っ
た
体
に
汗
を
か
き
ま
せ
ん

か
、
電
動
ア
シ
ス
ト
な
ら
な
ん
と
こ
こ
ま
で
行

け
ま
す
よ
と
い
う
演
出
で
、
4
〜
5
0
0
0
円

で
売
れ
な
い
か
と
い
う
の
を
試
し
て
い
ま
す
。
｠

　
ホ
テ
ル
か
ら
は
「
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
は

5
0
0
円
で
も
売
れ
な
か
っ
た
よ
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
が
、
情
報
発
信
な
ど
に
よ
っ
て

4
0
0
0
円
で
売
れ
た
と
し
た
ら
、
半
分
ぐ
ら

い
は
元
に
戻
っ
て
も
1
割
ぐ
ら
い
は
そ
う
い
う

お
客
さ
ん
を
作
れ
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
マ
イ
カ
ー
で
近
隣
か
ら
来
る
人
が
ボ

リ
ュ
ー
ム
層
で
、
そ
う
い
う
人
た
ち
に
何
を
訴

求
す
る
か
は
全
体
的
な
課
題
で
す
。
北
海
道
の

人
が
自
転
車
に
乗
っ
て
歩
く
と
い
う
の
は
す
ご

く
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
で
す
が
、
今
は
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
も
来
な
い
の
で
、
ま
ず
は
ど
れ
く
ら
い
稼

働
が
あ
る
か
、
試
し
て
み
よ
う
と
。

　
し
か
しM

aaS

や
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
な
ど
、
乗

合
バ
ス
を
う
ま
く
活
用
し
よ
う
と
い
う
流
れ
が

今
回
の
コ
ロ
ナ
で
止
ま
っ
た
の
は
痛
い
で
す
ね
。

田
舎
で
交
通
機
関
を
何
と
か
し
よ
う
と
思
っ
た

ら
観
光
と
生
活
を
く
っ
つ
け
て
何
と
か
で
き
な

い
か
と
い
う
の
が
生
命
線
だ
と
思
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
そ
れ
が
止
ま
っ
た
の
が
と
っ
て
も
痛

い
な
と
思
い
ま
す
。

来
訪
者
の
質
の
変
化

愛
甲
　
岡
崎
さ
ん
は
大
雪
高
原
ヒ
グ
マ
情
報
セ

ン
タ
ー
の
管
理
を
さ
れ
て
い
て
、
施
設
が
再
開

し
た
ん
で
す
よ
ね
。
施
設
を
開
け
る
に
あ
た
り
、

環
境
省
と
か
北
海
道
か
ら
は
ど
う
い
う
風
に
運

用
し
よ
う
と
言
う
話
は
あ
っ
た
ん
で
す
か
。

岡
崎
　
環
境
省
、
上
川
町
、
北
海
道
が
関
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
道
か
ら
は
ま
だ
連
絡
も
来
て
い

な
い
で
す
ね
。
い
つ
も
6
月
後
半
に
な
ら
な
い

と
連
絡
が
こ
な
い
の
で
す
が
、
方
針
く
ら
い
は

来
て
も
い
い
か
な
と
思
っ
た
ん
で
す
が
。

　
環
境
省
の
方
々
は
あ
ま
り
コ
ロ
ナ
の
こ
と
は

気
に
せ
ず
に
、
対
策
を
し
っ
か
り
し
て
い
る
点

は
ア
ピ
ー
ル
し
て
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
き
ま
し
ょ

う
、
管
理
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
。
ま
だ
登
山

者
が
来
る
駐
車
場
の
ト
イ
レ
が
開
い
て
お
ら
ず

困
っ
て
い
る
と
い
っ
た
問
題
は
起
き
て
い
ま
す

が
、
特
に
運
営
す
る
た
め
の
苦
労
は
な
か
っ
た

で
す
。

　
登
山
者
に
つ
い
て
は
減
る
の
か
、
増
え
る
の

か
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
の
と
こ

ろ
正
直
変
わ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
休
日
し
か
見
て

い
ま
せ
ん
が
、
去
年
の
休
日
と
ほ
ぼ
同
じ
ス
タ

ー
ト
で
、
ほ
と
ん
ど
道
内
の
方
で
す
が
、
元
々

今
の
時
期
は
道
内
か
ら
が
多
い
と
い
う
の
も
同

じ
で
す
。

　
一
つ
違
う
の
は
、
去
年
と
比
べ
て
か
な
り
ア

ク
テ
ィ
ブ
な
方
が
多
い
こ
と
で
す
。
例
え
ば
た

だ
沼
を
歩
く
の
で
は
な
く
、
ス
キ
ー
を
担
い
で

登
っ
て
行
っ
て
滑
っ
て
降
り
て
く
る
と
か
。
ま

た
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
事
前
に
S
N
S
で
情
報

収
集
を
し
て
き
て
い
ま
す
。 

　
な
の
で
今
後
を
考
え
る
と
、
情
報
発
信
の
仕

方
だ
っ
た
り
、
今
ま
で
と
違
う
視
点
を
見
せ
る

こ
と
が
で
き
た
ら
面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
。

変
な
言
い
方
で
す
け
ど
、
チ
ャ
ン
ス
が
い
っ
ぱ

い
見
え
て
い
て
。
こ
れ
だ
け
ど
こ
も
か
し
こ
も

人
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
中
、
一
歩
先
行
く
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
北
海
道
は
自
然
環
境
が
も
の
す
ご
く
素
晴
ら

し
い
場
所
だ
と
思
う
し
、
町
の
商
売
と
比
べ
る

と
こ
れ
か
ら
山
の
商
売
は
す
ご
く
と
っ
か
か
り

が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
呼
び
込
み
や
す
い
場

所
で
は
と
直
感
的
に
思
い
ま
す
。
大
雪
高
原
は

非
常
に
規
模
が
小
さ
く
、
年
間
6
0
0
0
人
く

て
い
く
こ
と
か
な
と
思
い
ま
す
。
リ
ス
ク
は
ゼ

ロ
で
は
な
い
で
す
が
、
そ
れ
で
も
お
客
さ
ん
が

来
た
い
と
判
断
し
て
く
れ
れ
ば
、
来
て
く
だ
さ

い
と
い
う
よ
う
な
形
で
す
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
後
の
自
粛
論
議
が

非
常
に
つ
ら
か
っ
た
思
い
出
が
あ
る
の
で
、
雇

用
を
守
る
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
前
向
き
に

粛
々
と
営
業
は
続
け
、
で
き
る
だ
け
閉
め
な
い

と
い
う
判
断
を
し
て
い
ま
す
。

愛
甲
　
か
な
り
経
営
的
に
は
大
変
な
の
で
は
。

休
む
方
が
い
い
の
か
、
開
け
た
方
が
い
い
の
か
。

植
田
　
そ
こ
は
1
0
0
％
の
正
解
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
層
雲
峡
温
泉
街
も
か
な
り
休
業
し
て
、

そ
の
間
は
休
業
補
助
金
を
い
た
だ
き
、
当
社
も

使
え
る
制
度
は
全
て
使
い
な
が
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。
融
資
も
か
な
り
受
け
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
諦
め
る
の
で
は
な
く
、
戻
っ
て
来
る

日
を
信
じ
て
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
我
々
の
仕

事
や
お
客
さ
ん
の
層
や
質
も
少
し
ず
つ
変
わ
り

な
が
ら
、
変
化
し
て
続
け
て
い
け
る
よ
う
、
先

を
見
て
い
こ
う
と
。
こ
れ
が
正
解
か
ど
う
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
1
度
動
き
を
止
め
て
し
ま

う
と
、
そ
こ
か
ら
ま
た
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
て
動

き
出
す
の
は
す
ご
く
力
が
要
る
の
で
、
で
き
る

だ
け
社
員
の
気
持
ち
も
、
仕
事
も
、
受
け
入
れ

も
止
め
た
く
な
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

愛
甲
　
予
約
は
入
っ
て
き
て
い
ま
す
か
。

植
田
　
大
雪
山
も
知
床
も
、
ア
ウ
ト
ド
ア
で
の

楽
し
み
と
い
う
意
味
で
は
ま
だ
ま
だ
需
要
が
戻

っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

実
際
、
こ
こ
2
週
間
ぐ
ら
い
で
大
雪
山
高
原
温

泉
、
愛
山
渓
な
ど
に
道
内
の
方
が
少
し
ず
つ
動

き
出
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
夏
山
シ
ー
ズ
ン
も

始
ま
る
の
で
、
山
を
楽
し
む
お
客
さ
ん
が
動
き

始
め
る
の
で
は
。

　
た
だ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
本
州
の
団
体
が
戻
る

に
は
、
ま
だ
ま
だ
時
間
は
か
か
る
で
し
ょ
う
し
、

G
oT

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
動
き
出
し
に
時
間
が

か
か
り
そ
う
で
す
し
、
今
期
の
売
り
上
げ
は
半

分
く
ら
い
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
戻
る
の
は
早
く
て
来
年
の
春

か
な
と
。

　
地
元
の
観
光
協
会
も
冬
は
氷
瀑
ま
つ
り
な
ど

集
客
イ
ベ
ン
ト
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
縮

小
も
や
む
な
し
と
言
う
感
じ
で
す
。

愛
甲
　
寺
山
さ
ん
に
も
同
じ
質
問
で
す
。
ご
自

身
の
事
業
を
含
め
て
、
ウ
ト
ロ
で
は
民
間
事
業

者
は
再
開
の
判
断
は
ど
う
な
の
か
、
ど
う
動
き

始
め
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

寺
山
　
ウ
ト
ロ
は
ホ
テ
ル
の
キ
ャ
パ
が

4
0
0
0
人
以
上
で
す
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
は
全
館
閉
め
て
観
光
客
が
い
な
い
様
子
を

見
て
、
住
民
が
と
て
も
異
様
に
感
じ
て
い
ま
し

た
。「
沈
黙
の
春
」
と
言
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

あ
る
意
味
、
観
光
の
生
態
系
が
崩
壊
し
た
こ
と

を
実
感
し
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
で
し
た
。

　
そ
の
前
に
「
自
粛
し
て
も
ら
わ
な
い
と
困

る
」
と
言
う
町
民
の
風
が
吹
い
た
時
に
は
、

「
観
光
が
そ
も
そ
も
こ
の
土
地
に
必
要
な
い
の

で
は
」
と
い
う
風
向
き
に
な
っ
た
ら
ま
ず
い
な

と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
土
地
に
と
っ
て
の
観
光

の
意
味
が
根
底
か
ら
揺
ら
ぐ
か
な
と
思
っ
た
ら
、

そ
ん
な
こ
と
は
な
く
て
、
漁
師
さ
ん
や
町
民
と

話
し
て
も
「
い
や
ー
寂
し
い
ね
。
来
て
も
ら
い

た
い
ね
」
と
い
う
雰
囲
気
に
な
っ
た
こ
と
は
す

ご
く
よ
か
っ
た
な
と
。

　
科
学
的
に
は
何
一
つ
、
物
事
は
進
ん
で
い
な

い
ん
で
す
が
、
お
客
さ
ん
を
迎
え
よ
う
と
い
う

雰
囲
気
が
そ
こ
は
か
と
な
く
漂
っ
て
い
る
こ
と

に
、
実
は
と
て
も
安
心
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

各
ホ
テ
ル
は
対
策
を
見
え
る
化
し
よ
う
と
か
、

ガ
イ
ド
は
マ
ス
ク
を
す
る
か
と
か
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
て
動
き
出
し
て
い
る

形
で
す
。

　
ウ
ト
ロ
に
は
大
き
な
ホ
テ
ル
が
4
軒
あ
り
ま

す
が
、
2
軒
は
6
月
か
ら
動
き
出
し
、
2
軒
は

ま
だ
再
開
し
て
い
な
い
の
で
半
分
強
の
キ
ャ
パ

が
稼
働
し
た
状
態
で
す
。
ホ
テ
ル
の
経
営
者
は

ど
う
し
の
ぐ
か
、
資
金
繰
り
を
見
な
が
ら
か
悩

ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
し
、
小
さ
い
民
宿
は
家

業
を
続
け
る
の
か
と
真
剣
に
悩
み
、
ま
だ
再
開

し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
多
い
で
す
ね
。
再
開
す

る
に
し
て
も
、
7
月
か
ら
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
が
多
い
か
と
。

　G
oT

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ス
タ
ー
ト
が
遅
れ

る
の
は
結
構
痛
い
で
す
ね
。
し
か
し
、
経
営
判

断
が
難
し
い
中
で
も
お
客
様
を
迎
え
よ
う
と
い

う
雰
囲
気
で
動
き
出
し
、
ホ
テ
ル
な
ど
も
掃
除

や
消
毒
な
ど
の
作
業
が
増
え
た
け
れ
ど
、
ス
タ

ッ
フ
の
表
情
が
明
る
く
、
ビ
ジ
タ
ー
を
ち
ゃ
ん

と
迎
え
ら
れ
る
根
本
的
な
雰
囲
気
が
あ
る
の
で
、

よ
か
っ
た
な
と
思
え
た
再
開
シ
ー
ン
で
し
た
。

愛
甲
　
観
光
を
や
っ
て
な
い
人
も
含
め
て
、
お

客
さ
ん
が
来
な
い
と
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
な
っ
て

い
う
感
情
を
み
ん
な
が
感
じ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。

寺
山
　
も
ち
ろ
ん
全
員
で
は
な
い
と
思
う
し
、

「
本
当
に
開
け
ん
の
、
や
ば
い
っ
し
ょ
」
と
言

っ
て
る
人
も
い
ま
す
が
、
世
間
話
レ
ベ
ル
で

「
で
も
開
け
な
い
と
大
変
だ
べ
」
と
い
う
声
も

聞
こ
え
て
き
ま
す
。

愛
甲
　G

oT
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
話
が
出
ま
し

た
が
、
道
民
割
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
。
結

構
期
待
さ
れ
て
い
る
向
き
は
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

寺
山
　
ふ
っ
こ
う
割
な
ど
の
実
績
を
認
識
し
て

い
る
の
は
宿
泊
業
の
方
な
の
で
、
そ
れ
は
期
待

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

愛
甲
　
知
床
も
大
雪
山
も
、
ピ
ー
ク
の
シ
ー
ズ

ン
に
訪
れ
る
の
は
道
外
の
方
で
、
都
道
府
県
を

超
え
る
移
動
も
だ
い
ぶ
緩
和
は
さ
れ
て
く
る
け

ど
、
こ
の
夏
は
東
京
や
関
西
の
お
客
さ
ん
が
今

ま
で
通
り
に
全
部
が
戻
っ
て
く
る
と
は
思
え
な

い
で
す
よ
ね
。

　
そ
う
す
る
と
知
床
や
大
雪
山
も
、
北
海
道
民

に
も
っ
と
訴
求
す
る
必
要
も
あ
る
の
で
は
。
今

年
の
夏
は
マ
イ
カ
ー
移
動
で
観
光
す
る
方
が
増

え
る
と
思
い
ま
す
し
、
ど
の
ぐ
ら
い
道
民
に
来

て
も
ら
う
か
は
、
結
構
重
要
だ
と
思
う
の
で
す

が
、
植
田
さ
ん
と
寺
山
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ
ま

す
か
。

植
田
　
ま
さ
に
今
ど
こ
の
観
光
地
も
タ
ー
ゲ
ッ

ト
は
域
内
、
北
海
道
で
あ
れ
ば
道
内
の
方
々
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
だ

職
し
て
い
ま
す
。
知
床
を
世
界
遺
産
に
し
て
く

れ
た
ユ
ネ
ス
コ
は
、
文
明
の
衝
突
を
防
ぐ
た
め

に
戦
争
の
反
省
か
ら
作
ら
れ
た
団
体
で
、
そ
の

ユ
ネ
ス
コ
が
知
床
が
い
い
と
こ
ろ
だ
と
言
っ
て

く
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、「
こ
こ
は
い
い
と
こ
ろ

だ
よ
、
戦
争
す
る
の
は
や
め
よ
う
よ
」
と
い
う

こ
と
で
人
々
に
開
か
な
い
と
守
っ
た
価
値
が
な

い
と
、
私
は
言
い
切
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
世
界
平
和
の
た
め
に
知
床
世
界
遺
産
を
開

く
の
が
観
光
地
の
仕
事
で
す
」
と
言
い
切
る
べ

く
、
あ
と
20
年
ぐ
ら
い
働
こ
う
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。「
世
界
平
和
の
た
め
に
俺
た
ち
は
観

光
や
っ
て
る
ん
だ
」
と
い
う
雰
囲
気
が
出
て
き

た
ら
、
ホ
テ
ル
で
ア
ル
バ
イ
ト
し
て
い
る
若
い

人
た
ち
も
ち
ょ
っ
と
は
元
気
に
な
る
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
や
は
り
世
界
平
和
の
た
め
に
あ
る
の

は
観
光
だ
と
、
つ
か
み
直
す
き
っ
か
け
を
突
き

つ
け
ら
れ
た
の
が
今
回
の
機
会
だ
っ
た
な
と
思

い
ま
す
。

植
田
　
う
ち
の
会
社
の
企
業
理
念
の
中
に
も

「
お
客
様
に
喜
び
を
提
供
す
る
こ
と
で
世
界
平

和
に
貢
献
し
ま
す
」
と
い
う
一
文
を
入
れ
て
お

り
、
や
は
り
私
も
観
光
や
娯
楽
は
世
界
平
和
に

つ
な
が
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
っ

て
い
て
、
今
の
お
話
を
聞
い
て
同
志
が
い
て
よ

か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
で
学
ん
だ
こ
と
に
関
し
て
は
、
経
済

活
動
、
企
業
活
動
を
し
て
い
く
中
で
の
リ
ス
ク

の
考
え
方
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た

な
と
。
未
知
の
も
の
な
の
で
、
ナ
ー
バ
ス
な
反

応
を
す
る
人
も
い
ま
し
た
が
、
決
断
し
た
り
活

動
し
て
い
く
中
で
、
リ
ス
ク
は
ゼ
ロ
に
は
な
ら

な
い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
も
風
が
吹
け
ば
減
速
し
て
運

転
し
た
り
、
山
に
登
れ
ば
遭
難
し
な
い
で
帰
っ

て
来
ら
れ
る
よ
う
に
、
い
ろ
ん
な
リ
ス
ク
を
考

え
な
が
ら
判
断
し
ま
す
。
観
光
地
も
冷
静
に
リ

ス
ク
を
勘
案
し
な
が
ら
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
、

お
客
様
を
ウ
エ
ル
カ
ム
で
受
け
入
れ
る
態
度
が

必
要
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
｠

　
国
立
公
園
や
自
然
を
テ
ー
マ
に
野
外
活
動
を

す
る
中
で
、
我
々
が
今
ま
で
自
然
の
中
で
培
っ

て
き
た
知
見
や
日
々
行
な
っ
て
い
る
判
断
が
、

コ
ロ
ナ
時
代
を
生
き
て
い
く
た
め
の
考
え
方
の

ヒ
ン
ト
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
視

点
か
ら
我
々
も
何
か
発
信
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

愛
甲
　
私
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
こ
の
よ
う
な

機
会
を
も
ち
、
様
々
な
経
験
を
共
有
す
べ
き
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
本
日
の
お
話
は
、
他
地
域

の
方
に
も
興
味
深
く
、
参
考
に
な
る
で
し
ょ
う
。

東
日
本
大
震
災
の
時
も
被
災
地
以
外
の
人
の
意

識
が
予
想
外
に
早
く
戻
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
が
、
寺
山
さ
ん
が
い
う
よ
う
に
、
今
回
も
観

光
客
の
動
き
な
ど
は
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に

半
分
く
ら
い
は
元
に
戻
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
中
で
、
今
起
き
て
い
る
こ
と
や
学
ん

だ
こ
と
を
記
録
し
、
後
か
ら
検
証
す
る
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
人
の
動
き
も
そ
う
で
す

し
、
自
然
公
園
を
運
営
す
る
シ
ス
テ
ム
が
ど
う

機
能
し
た
の
か
、
そ
こ
で
見
え
た
弱
さ
な
ど
を

次
の
改
善
に
生
か
す
た
め
に
、
勉
強
さ
せ
ら
れ

て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
と
感
じ
ま
す
。

　
こ
う
し
て
み
な
さ
ん
と
お
話
し
し
た
こ
と
も
、

き
ち
ん
と
記
録
に
残
し
て
お
け
る
こ
と
を
非
常

に
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ら
い
し
か
来
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

の
呼
び
込
み
方
で
色
々
変
化
さ
せ
ら
れ
、
来
た

人
が
新
た
な
発
信
を
し
て
く
れ
る
形
を
作
っ
て

い
け
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

愛
甲
　
高
原
温
泉
は
秋
が
ピ
ー
ク
で
す
よ
ね
。

今
は
ま
だ
そ
ん
な
に
多
く
な
い
。
こ
れ
か
ら
秋

に
向
か
っ
て
ど
う
な
っ
て
い
く
か
は
心
配
も
あ

り
、
逆
に
楽
し
み
な
部
分
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
白
雲
岳
の
工
事
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、 

今
後
の
登
山
者
の
山
の
登
り
方
や
自
然
と
の
付

き
合
い
方
は
変
わ
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
か
。

岡
崎
　
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
よ
り
は
、
お
こ

が
ま
し
い
で
す
が
、
変
え
て
や
ろ
う
と
い
う
気

持
ち
で
す
ね
。 

高
原
温
泉
は
今
ま
で
は
秋
が
8

割
で
し
た
が
、
夏
に
面
白
い
時
期
も
あ
る
け
ど

ほ
と
ん
ど
人
は
来
な
か
っ
た
。
自
分
ら
は
春
の

魅
力
を
知
っ
て
い
る
し
、
理
解
で
し
て
く
れ
る

人
も
出
て
き
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
秋
以

外
の
時
期
を
売
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
こ
う

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
白
雲
岳
も
と
て
も
魅
力
的
な
場
所
な
の
で
、

そ
の
魅
力
を
分
か
る
人
な
ら
か
な
り
大
金
を
払

っ
て
も
来
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
こ
れ
か
ら

は
た
く
さ
ん
来
て
少
し
お
金
を
落
と
す
形
よ
り

も
、
一
人
が
非
常
に
満
足
し
て
た
く
さ
ん
の
お

金
を
落
と
す
形
に
変
わ
る
と
、
皆
さ
ん
が
思
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
発
信
が
で
き
て
い
る

か
は
ち
ょ
っ
と
分
か
ら
な
い
。
自
分
の
視
点
は

あ
ま
り
一
般
的
で
は
な
い
の
で
す
が
、
思
っ
た

こ
と
を
試
す
場
所
も
で
き
た
の
で
、
ど
ん
ど
ん

思
い
つ
き
を
試
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

寺
山
　
こ
の
時
期
に
来
る
人
が
、
本
当
の
お
客

様
だ
と
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
。
地
元
で
よ
く

言
っ
て
い
る
の
は
、
カ
メ
ラ
マ
ン
と
釣
り
人
は

同
じ
く
ら
い
来
て
い
る
な
と
。
管
理
側
に
と
っ

て
は
ト
ラ
ブ
ル
も
結
構
あ
り
、
お
金
も
そ
ん
な

に
落
と
さ
な
い
客
層
で
す
が
、
こ
う
い
う
人
た

ち
が
自
然
環
境
や
自
然
公
園
に
と
っ
て
本
質
的

な
ビ
ジ
タ
ー
な
の
で
は
な
い
か
と
。

　
本
質
的
な
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の
状
況
で

は
来
た
い
人
し
か
来
な
い
、
そ
れ
が
カ
メ
ラ
マ

ン
と
釣
り
人
だ
と
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
登
山

客
の
数
も
そ
ん
な
に
落
ち
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
真
剣
に
考
え
な
い
と

い
け
な
い
と
。

　
今
後
も
コ
ロ
ナ
対
策
が
う
ま
く
い
か
ず
、
お

客
さ
ん
が
落
ち
込
ん
だ
ま
ま
な
ら
ビ
ジ
タ
ー
の

本
質
を
ち
ゃ
ん
と
考
え
な
い
と
い
け
な
い
、
こ

の
状
況
で
も
来
る
人
は
と
て
も
大
切
に
し
な
い

と
い
け
な
い
な
と
。
一
番
厳
し
い
時
期
に
来
た

お
客
さ
ん
が
何
を
見
て
い
る
の
か
、
よ
く
見
て

お
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

植
田
　
寺
山
さ
ん
に
近
い
思
い
を
私
も
持
っ
て

い
て
、
こ
う
い
う
時
に
も
離
れ
な
い
お
客
さ
ん

は
観
光
地
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る
の

で
、
気
を
つ
け
て
見
て
お
く
べ
き
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
黒
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
歴
史
上
で
初

め
て
、
今
年
は
夏
の
シ
ー
ズ
ン
券
と
い
う
の
を

作
っ
て
売
っ
て
み
た
ん
で
す
。
5
月
は
開
店
休

業
だ
っ
た
の
で
、
み
ん
な
の
仕
事
も
作
ら
な
き

ゃ
い
け
な
い
し
、
目
先
の
収
入
も
欲
し
い
と
い

う
こ
と
で
始
め
、
6
月
21
日
ま
で
売
っ
て
い
ま

し
た
が
、
2
0
0
枚
弱
が
売
れ
ま
し
た
。

　
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
乗
り
放
題
と
い
う
こ
と

で
、
ち
ゃ
ん
と
お
金
を
使
っ
て
黒
岳
に
来
よ
う

と
思
っ
て
く
れ
る
方
は
道
内
の
方
だ
ろ
う
と
思

っ
て
作
っ
た
の
で
す
が
、
こ
う
い
う
時
で
も
反

応
し
て
応
援
す
る
よ
と
い
う
方
や 

お
得
だ
と
思

っ
て
買
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
が
そ
れ
な
り
に
い

た
こ
と
は 

我
々
に
と
っ
て
も
す
ご
く
い
い
勉
強

に
な
っ
た
し
背
中
を
押
し
て
も
ら
え
ま
し
た
。

そ
う
い
う
時
に
き
て
く
れ
る
の
は
ど
う
い
う
お

客
様
か
、
き
ち
ん
と
見
な
が
ら
付
き
合
っ
て
い

か
な
き
ゃ
い
け
な
い
な
と
思
っ
て
ま
す
。

　
ア
ウ
ト
ド
ア
や
外
で
の
楽
し
み
は
ま
す
ま
す

こ
れ
か
ら
価
値
が
上
が
り
、
高
い
お
金
を
払
っ

て
も
そ
う
い
う
体
験
を
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ

は
ま
す
ま
す
高
ま
る
の
で
は
。
コ
ロ
ナ
に
よ
っ

て
旅
行
の
機
会
が
限
ら
れ
る
な
ら
、
そ
の
大
事

な
機
会
に
は
お
金
を
か
け
て
素
晴
ら
し
い
と
こ

ろ
に
行
こ
う
と
い
う
意
識
が
強
ま
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
北
海
道
の
自
然
の

素
材
が
、
注
目
さ
れ
価
値
が
認
め
ら
れ
る
チ
ャ

ン
ス
は
大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
自
然
へ
の
負
荷
を
考
え
つ
つ
、
そ
の
チ
ャ
ン

ス
を
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
。
や
は
り
岡
崎
さ

ん
が
言
う
よ
う
に
、
少
な
い
人
数
で
た
く
さ
ん

お
金
を
落
と
し
て
も
ら
え
る
仕
掛
け
や
場
所
づ

く
り
に
な
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
合

わ
せ
て
層
雲
峡
温
泉
街
も
変
わ
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
し
、
そ
の
い
い
き
っ
か
け
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
経
験
か
ら

観
光
地
が
学
ぶ
こ
と

寺
崎
　
最
後
に
皆
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
を
経
験
し
て
、

観
光
地
は
こ
こ
か
ら
何
を
学
ぶ
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
か
。

岡
崎
　
物
事
や
価
値
観
を
変
え
る
の
は
昔
か
ら

「
若
者
、
よ
そ
者
、
ば
か
者
」
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
現
在
の
観
光
地
が
動
か
な
い
中
で
、
自
分

に
も
「
ど
う
い
う
形
が
い
い
の
か
」
と
聞
か
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
お
前
ら
な
ん
か

い
ら
な
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
す

が
、
少
し
で
も
新
し
い
発
想
を
取
り
入
れ
よ
う

と
い
う
人
が
地
域
に
増
え
て
き
た
の
で
は
と
思

い
ま
す
。

　
自
分
な
ど
は
、
ば
か
者
代
表
で
い
ろ
い
ろ
意

見
を
言
っ
て
い
こ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
同
じ

よ
う
な
境
遇
の
人
た
ち
が
、
同
じ
地
域
内
だ
け

で
な
く
地
域
を
超
え
て
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
面
白
い
形
に
な
り
、
今
ま
で
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
で
は
な
い
か
と
。
そ
う
い
う
希
望
だ
け
は
す

ご
く
持
っ
て
い
ま
す
。

寺
山
　
今
回
、
地
域
に
と
っ
て
の
観
光
の
価
値

が
何
な
の
か
、
突
き
つ
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
が
あ

っ
て
、
本
質
的
に
移
動
と
交
流
が
観
光
の
形
で

す
か
ら
、
感
染
症
に
関
し
て
は
マ
イ
ナ
ス
要
因

で
し
か
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
の
中
で
、
こ
の
土

地
に
と
っ
て
観
光
が
必
要
だ
と
言
い
切
れ
る
も

の
は
何
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
突
き
つ
け
ら
れ

た
と
。

 

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
静
か
な
時
は
観
光

を
や
る
べ
き
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
し
、
観
光

が
再
オ
ー
プ
ン
し
た
時
に
皆
の
表
情
が
明
る
く

な
っ
た
の
は
よ
か
っ
た
な
と
。
観
光
地
で
あ
る

ウ
ト
ロ
か
ら
離
れ
た
観
光
と
関
係
な
い
斜
里
町

の
人
た
ち
に
も
「
観
光
は
重
要
な
産
業
だ
」
と

言
い
切
れ
る
よ
う
な
強
さ
を
、
我
々
は
持
つ
べ

き
だ
な
と
肝
に
命
じ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
て
。

　
私
個
人
は
、「
観
光
は
世
界
平
和
に
貢
献
す
る

か
ら
必
要
だ
」
と
言
い
切
る
こ
と
に
決
め
て
転

リスクコントロールがヒグマとコロナの共通点だ

避
難
小
屋「
黒
岳
石
室
」に
隣
接
す
る
黒
岳
公
衆
ト
イ
レ

コロナ禍における北海道の自然観光1
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少
な
い
で
す
が
、
他
の
皆
さ
ん
も
言
っ
て
い
た

よ
う
に
い
ろ
ん
な
人
か
ら
叩
か
れ
る
状
態
が
起

き
る
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
雰
囲
気
で
は
な

く
な
っ
て
し
ま
い
。
そ
れ
は
全
然
構
わ
な
い
ん

で
す
が
、
こ
の
後
が
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
こ

と
を
常
に
考
え
て
い
ま
す
。
今
で
き
る
発
信
と

し
て
「
営
業
は
自
粛
す
る
け
ど
管
理
は
自
粛
し

な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
に
我
慢
で

き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
何
ヶ
月
か
経
っ
た

ら
全
然
違
う
環
境
に
な
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
。
そ
う
い
う
中
で
先
の
先
ま
で
決
め
て
し

ま
っ
た
ら
ま
ず
い
だ
ろ
う
と
。

　
黒
岳
や
知
床
で
は
S
N
S
や
町
民
の
声
な
ど

か
ら
方
針
が
決
め
ら
れ
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
う
い
う
情
報
に
よ
っ
て
色
ん
な
こ

と
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
、
こ
う
い
う
状
況
の

中
で
先
を
見
て
い
る
人
と
い
う
の
が
結
構
は
っ

き
り
わ
か
っ
て
き
た
の
で
、
で
き
る
だ
け
そ
う

い
う
人
た
ち
と
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、
先
に
進
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
登
山
道
整
備
は
突
き
詰
め
る
と
責
任
問
題
な

ど
に
な
っ
て
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
る
ん
で
す

が
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
も
全
く
同
じ
で
、
「
感

染
し
た
ら
誰
が
責
任
取
る
ん
だ
」
と
か
、
誰
か

を
悪
者
に
し
た
い
と
い
う
日
本
人
の
変
な
感
覚

が
も
の
す
ご
く
見
え
た
と
思
い
ま
す
。
文
化
と

し
て
そ
う
い
う
風
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
と
。
そ
う
い
う
中
で
自
分
の
で
き

る
こ
と
は
登
山
道
整
備
な
の
で
、
管
理
を
し
っ

か
り
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

愛
甲
　
岡
崎
さ
ん
が
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い

た
の
は
夏
で
す
よ
ね
。

岡
崎
　
は
い
。
た
く
さ
ん
人
を
集
め
て
は
で
き

な
い
ん
で
す
が
、
指
導
者
を
作
る
と
い
う
形
で
、

少
人
数
で
続
け
よ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
指

導
者
が
で
き
れ
ば
、
来
年
は
も
っ
と
色
々
な
こ

と
を
で
き
ま
す
よ
と
い
う
形
で
謳
っ
て
い
く
し

か
な
い
か
と
。

寺
崎
「
先
を
見
て
い
る
人
が
わ
か
っ
て
き
た
」

と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
反
対
は

「
先
を
見
て
い
な
い
人
」
で
す
よ
ね
。
両
者
の

違
い
は
何
で
し
ょ
う
か
。

岡
崎
　
極
端
に
言
っ
た
ら
責
任
を
取
れ
る
人
か
、

人
に
責
任
転
嫁
す
る
人
か
。
叩
か
れ
て
も
こ
れ

が
正
し
い
と
思
っ
て
進
ん
で
い
け
る
人
と
、
叩

か
れ
る
の
が
怖
く
て
決
断
で
き
な
か
っ
た
り
、

周
り
に
合
わ
せ
て
し
ま
う
人
の
違
い
で
す
ね
。

自
分
の
周
辺
は
小
さ
い
会
社
が
多
く
、
そ
れ
ぐ

ら
い
の
責
任
は
と
れ
る
と
い
う
人
が
多
い
の
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
は
そ
う
い
う
人
た
ち
が
地
域

を
作
っ
て
い
く
の
か
な
と
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍

で
先
を
見
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
と
感
じ
ら
れ

た
の
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
脆
弱
さ
が
露
呈

し
た
自
然
や
公
園
の
管
理

愛
甲
　
岡
崎
さ
ん
は
技
術
に
加
え
て
シ
ス
テ
ム

が
必
要
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
具
体
的
に
は

ど
う
い
う
も
の
で
す
か
。

岡
崎
　
国
立
公
園
の
登
山
道
管
理
の
シ
ス
テ
ム

で
す
。
今
の
登
山
道
の
管
理
は
侵
食
に
追
い
つ

か
ず
、
や
っ
て
も
や
っ
て
も
良
く
な
る
方
向
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
ど
の
地
域
に

行
っ
て
も
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
対
す
る
方
法
が
な
い
こ
と
は
な
い
で

す
が
、
こ
な
す
た
め
の
シ
ス
テ
ム
は
全
然
で
き

て
な
く
て
、
問
題
意
識
と
し
て
捉
え
て
い
る
関

係
者
も
す
ご
く
少
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
。
利

用
者
は
「
何
で
こ
こ
ま
で
ほ
っ
と
い
て
る
の
」

と
思
う
方
も
多
い
ん
で
す
が
、
管
理
し
て
い
る

方
々
は
そ
れ
が
普
通
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

な
か
な
か
進
ん
で
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
取
り
込
む
と
か
、
魅
力
あ

る
国
立
公
園
を
と
言
わ
れ
て
ま
す
け
ど
、
自
分

か
ら
見
る
と
「
こ
れ
じ
ゃ
日
本
の
恥
さ
ら
し
ち

ゃ
う
よ
」
と
い
う
気
持
ち
で
す
。

愛
甲
　
昨
年
、
週
刊
誌
の
記
事
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
周
知
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
影
響
の
中
、
施
設

や
登
山
道
に
つ
い
て
国
立
公
園
が
管
理
す
る
仕

組
み
や
枠
組
み
の
中
で
議
論
し
て
い
る
と
、
何

か
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

岡
崎
　
黒
岳
石
室
の
隣
に
併
設
さ
れ
て
い
る
ト

イ
レ
を
、
管
轄
し
て
い
る
北
海
道
上
川
総
合
振

興
局
が
閉
鎖
す
る
と
い
う
判
断
を
し
た
ん
で
す

ね
。
登
山
者
を
止
め
る
と
か
登
山
道
自
体
を
閉

鎖
す
る
上
で
ト
イ
レ
を
閉
鎖
す
る
な
ら
分
か
る

ん
で
す
け
ど
、
登
山
は
自
粛
で
、
歩
い
て
も
い

い
状
態
で
閉
鎖
し
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
。

そ
の
方
針
が
一
年
間
続
く
な
ら
、
2
〜
3
ヶ
月

後
に
は
多
分
登
山
者
が
結
構
来
る
よ
う
に
な
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
の
時
に
ト
イ
レ
が
使
え
な

い
と
な
っ
た
ら
、
キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
何
か
ら
大

変
な
状
態
に
な
る
と
は
っ
き
り
想
像
で
き
ま
し

た
。

　
も
し
黒
岳
石
室
の
周
り
が
汚
く
な
り
、
そ
れ

が
海
外
の
S
N
S
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
す
る

と
、
風
評
被
害
と
し
て
は
か
な
り
ダ
メ
ー
ジ
が

大
き
い
の
で
は
と
。
以
前
、
ト
ム
ラ
ウ
シ
が
日

本
一
汚
い
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
と
言
わ
れ
、
自
虐

的
に
直
す
活
動
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
比
じ

ゃ
な
い
な
と
。

　
そ
れ
で
自
分
の
管
轄
と
は
違
う
場
所
で
し
た

が
、
行
政
の
方
に
「
と
に
か
く
ト
イ
レ
は
開
け

る
べ
き
で
は
」
と
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
う
い

う
感
覚
を
共
有
し
て
も
ら
う
の
が
難
し
い
で
す

ね
。
管
理
し
て
い
る
行
政
が
、
管
理
し
な
い
こ

と
に
よ
っ
て
起
き
る
問
題
を
理
解
し
て
な
い
と

思
い
ま
す
。

愛
甲
　
黒
岳
の
ト
イ
レ
の
事
に
つ
い
て
、
私
も

行
政
と
色
々
や
り
と
り
し
て
い
る
時
に
、
普
段

の
シ
ス
テ
ム
の
弱
さ
が
出
ち
ゃ
っ
た
な
と
感
じ

ま
し
た
。

　
ま
だ
よ
く
分
か
ら
な
い
新
型
ウ
イ
ル
ス
へ
の

対
応
で
、
お
ま
け
に
山
の
上
で
は
何
が
起
き
る

か
は
わ
か
ら
な
い
。
エ
ビ
デ
ン
ス
も
は
っ
き
り

し
な
い
中
で
6
月
下
旬
の
山
開
き
と
7
、
8
月

の
登
山
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
、
誰
が
決
断
す
る
か
、

ど
う
い
う
風
に
話
し
合
っ
て
決
め
て
い
く
か
、

普
段
か
ら
準
備
で
き
て
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
突

か
れ
た
な
と
い
う
感
じ
が
す
ご
く
し
ま
し
た
。

　
施
設
は
そ
れ
ぞ
れ
が
判
断
で
き
ま
す
が
、
山

は
入
口
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
登
山
道
を
閉
鎖
す

る
と
い
っ
て
も
、
自
由
に
入
っ
て
く
る
人
も
い

る
わ
け
で
。
特
に
大
雪
山
は
3
月
に
新
し
い
総

合
型
協
議
会
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
て
い
た
矢

先
に
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
総
会
延
期
、
書
面
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
環
境
省
も
急
い
で
情
報
共

有
の
場
や
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
作
っ
た
り
、

で
き
る
こ
と
は
し
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、

タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
植

田
さ
ん
は
そ
の
あ
た
り
で
何
か
感
じ
た
こ
と
は
。

植
田
　
石
室
に
つ
い
て
は
岡
崎
さ
ん
が
言
っ
た

通
り
で
、
当
社
も
上
川
町
が
所
有
す
る
建
物
の

管
理
を
夏
の
間
だ
け
受
託
し
て
い
ま
す
が
、
行

1
7
0
0
人
で
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
一

部
の
ホ
テ
ル
で
営
業
し
よ
う
と
い
う
雰
囲
気
も

あ
り
ま
し
た
が
、
町
民
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
が

役
場
に
入
り
、
そ
れ
を
受
け
て
全
て
休
業
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
観
光
と
い
う
の
は
そ
も
そ
も
移
動
と
交
流
が

目
的
な
の
で
、
そ
れ
が
リ
ス
ク
と
見
ら
れ
た
ら

ど
う
し
よ
う
も
な
く
、
町
民
の
気
持
ち
が
そ
の

方
向
に
振
れ
た
場
合
は
、
や
む
を
得
な
い
の
で

閉
じ
る
と
い
う
決
断
を
そ
の
ホ
テ
ル
も
さ
れ
ま

し
た
。
た
だ
、
6
月
に
な
る
と
特
に
根
拠
は
な

い
で
す
が
、
風
向
き
が
変
わ
り
お
客
さ
ん
が
ぼ

ち
ぼ
ち
来
て
い
ま
す
。
　

　
う
ち
は
観
光
メ
イ
ン
の
会
社
で
は
な
い
の
で

す
が
、
地
域
の
持
続
性
や
知
床
が
未
来
も
選
ば

れ
続
け
る
た
め
に
は
、
観
光
が
実
質
的
に
農
業
、

漁
業
よ
り
も
重
要
な
産
業
で
あ
る
と
位
置
付
け
、

こ
の
地
域
で
観
光
が
踏
み
と
ど
ま
っ
て
将
来
発

展
す
る
こ
と
は
、
う
ち
の
法
人
に
と
っ
て
ま
さ

に
存
在
意
義
に
近
い
の
で
、
色
々
悩
み
な
が
ら

や
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
さ
っ
き
、
町
民
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
で

ホ
テ
ル
が
休
業
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
こ
の
町
民
と
は
ど
ん
な
方
で
す
か
。

寺
山
　
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
。

寺
崎
　
普
通
に
暮
ら
し
て
い
る
方
の
声
に
耳
を

傾
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
。

寺
山
　
産
業
構
造
と
し
て
知
床
は
農
業
、
漁
業

が
豊
か
で
、
春
先
は
ど
ち
ら
も
集
団
作
業
が
始

ま
る
時
期
で
す
。「
今
は
誰
も
感
染
し
て
い
な

い
け
ど
、
第
一
号
を
外
か
ら
持
っ
て
こ
ら
れ
る

の
は
困
る
」
と
い
う
感
覚
を
各
産
業
の
人
が
抱

い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
で
す
。
当
然
、
根
拠

の
な
い
恐
怖
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

愛
甲
　
観
光
が
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む
装
置
で

あ
る
が
ゆ
え
に
、
ウ
イ
ル
ス
を
運
ん
で
く
る
装

置
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
言
う
こ

と
で
す
ね
。
離
島
な
ど
で
も
そ
う
い
う
雰
囲
気

が
あ
り
、
利
尻
礼
文
な
ど
で
も
来
島
自
粛
の
要

請
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

寺
崎
　
知
床
が
将
来
も
選
ば
れ
続
け
る
た
め
に

は
、
観
光
は
実
質
的
に
農
業
、
漁
業
よ
り
も
重

要
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
誰
に
ど
う
い
う
風
に

選
ば
れ
続
け
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
か
。

寺
山
　
う
ち
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
知
床
が
居
住

地
と
し
て
将
来
に
渡
り
選
び
続
け
ら
れ
る
た
め

に
、
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
商
品
を
開
発
す
る

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
住
民
に
と
っ
て
選
ば

れ
、
そ
し
て
観
光
地
と
し
て
ビ
ジ
タ
ー
に
選
ば

れ
続
け
る
こ
と
に
寄
与
す
る
商
品
開
発
を
し
ま

し
ょ
う
と
。

岡
崎
　
自
分
は
も
と
も
と
登
山
道
を
直
し
た
い

と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
、

登
山
道
整
備
の
立
ち
位
置
で
色
々
や
り
始
め
て
、

そ
の
た
め
に
は
何
が
必
要
か
を
考
え
続
け
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
技
術
が
必
要
と
思
っ
て
身
に
つ

け
始
め
、
少
し
ず
つ
直
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
時

に
技
術
だ
け
じ
ゃ
足
り
な
い
、
シ
ス
テ
ム
を
変

革
し
な
い
と
い
け
な
い
と
気
づ
き
ま
し
た
。

　
行
政
と
話
し
て
も
難
し
い
部
分
が
あ
っ
た
の

で
、
行
政
で
は
な
く
登
山
者
を
味
方
に
し
て
い

こ
う
と
い
う
発
想
か
ら
、
一
般
社
団
法
人
大
雪

山
・
山
守
隊
を
作
り
ま
し
た
。
商
売
っ
気
は
全

然
な
い
の
で
す
が
、
登
山
道
整
備
の
位
置
付
け

も
時
代
や
社
会
の
変
化
に
よ
っ
て
変
わ
る
の
で
、

そ
の
中
で
自
分
が
ど
こ
に
い
る
の
か
は
気
に
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
直
接
的
な
影
響
は

ど
ん
ど
ん
休
止
し
て
い
き
、
当
社
も
5
月
6
日

の
終
了
予
定
を
4
月
29
日
に
繰
り
上
げ
ま
し
た
。

　
例
年
北
海
道
で
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明

け
ま
で
営
業
す
る
ス
キ
ー
場
が
複
数
あ
り
ま
す

が
今
年
は
全
滅
で
、
風
潮
と
い
う
か
人
の
心
の

部
分
で
、
営
業
し
づ
ら
か
っ
た
と
い
う
印
象
が

あ
り
ま
す
。

愛
甲
　
具
体
的
に
は
ど
れ
く
ら
い
落
ち
込
み
ま

し
た
か
。

植
田
　
こ
の
4
〜
5
月
で
、
黒
岳
の
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
は
8
割
減
で
す
ね
。
6
月
に
少
し
回
復
し

て
き
ま
し
た
が
、
外
国
の
お
客
さ
ん
の
団
体
と

本
州
か
ら
の
団
体
が
全
く
動
い
て
い
な
い
状
態

な
の
で
、
道
内
か
ら
の
お
客
様
が
あ
る
程
度
動

い
て
も
、
そ
こ
だ
け
で
5
〜
6
割
は
減
る
イ
メ

ー
ジ
で
す
ね
。

愛
甲
　
も
と
も
と
外
国
の
団
体
は
ど
の
ぐ
ら
い

の
比
率
を
占
め
て
い
ま
し
た
か
。

植
田
　
コ
ロ
ナ
前
ま
で
の
層
雲
峡
温
泉
街
の
入

込
は
約
3
割
で
す
ね
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
も
ほ
ぼ

そ
れ
に
近
い
数
字
で
、
25
％
か
ら
30
％
未
満
で

す
。

愛
甲
　
さ
っ
き
言
わ
れ
た
「
心
の
部
分
」
と
い

う
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
ね
。
4
月
29
日
で
閉

め
る
と
判
断
を
し
た
の
は
ど
う
い
う
理
由
か
ら

で
し
ょ
う
か
。

植
田
　
最
終
的
に
休
も
う
と
決
断
し
た
の
は
社

内
か
ら
の
声
で
し
た
。
4
月
末
に
近
く
な
る
と
、

だ
ん
だ
ん
標
高
の
低
い
ス
キ
ー
場
は
営
業
を
や

め
て
い
き
、
残
っ
た
の
は
旭
岳
や
黒
岳
な
ど
数

カ
所
し
か
な
く
、
当
社
が
4
月
29
日
に
辞
め
る

前
々
日
ぐ
ら
い
に
、
他
ス
キ
ー
場
に
来
た
お
客

さ
ん
が
S
N
S
に
そ
の
こ
と
を
ア
ッ
プ
し
て
叩

か
れ
た
ら
し
い
ん
で
す
。

　
そ
れ
を
受
け
て
そ
の
ス
キ
ー
場
が
急
に
営
業

を
や
め
、
そ
し
た
ら
当
社
の
社
員
か
ら
「
札
幌

ナ
ン
バ
ー
な
ど
黒
岳
に
来
る
車
が
増
え
て
い
る
。

旭
岳
か
ら
流
れ
て
き
て
い
る
の
で
は
」
と
連
絡

が
あ
り
、
社
員
に
ど
う
し
た
い
か
と
聞
き
ま
し

た
。

 

私
は
、
ス
キ
ー
場
と
い
う
オ
ー
プ
ン
な
空
間

で
密
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
細
々
と
で
も
営

業
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
社
員
は

地
元
で
コ
ロ
ナ
の
発
症
事
例
も
な
く
、
自
分
た

ち
が
1
番
手
に
な
れ
な
い
と
。
ま
た
、
雰
囲
気

と
か
人
の
気
持
ち
の
問
題
を
見
て
い
る
と
、
無

理
し
て
営
業
し
て
「
何
で
こ
ん
な
と
き
に
営
業

し
て
い
る
ん
だ
」
と
言
わ
れ
た
ら
答
え
よ
う
が

な
い
と
い
う
こ
と
で
、「
わ
か
っ
た
。
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
休
み
に
し
よ
う
」
と
い
う
判

断
を
し
ま
し
た
。

　
あ
の
時
は
自
粛
警
察
と
い
う
か
、
札
幌
ナ
ン

バ
ー
で
市
外
に
出
た
だ
け
で
張
り
紙
を
貼
ら
れ

た
り
、
今
思
い
出
し
て
も
「
皆
が
自
粛
し
て
い

る
か
ら
そ
れ
に
従
え
」
と
い
う
雰
囲
気
は
非
常

に
あ
り
ま
し
た
。

寺
山
　
一
般
社
団
法
人
知
床
し
ゃ
り
は
昨
年
7

月
の
設
立
で
、
観
光
協
会
や
商
工
会
な
ど
が
地

域
の
課
題
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
な
中
長
期
計
画

を
作
る
中
、
な
か
な
か
実
行
体
制
が
取
れ
な
か

っ
た
の
で
、
実
行
部
隊
の
法
人
を
作
ろ
う
と
い

う
こ
と
で
で
き
ま
し
た
。
D
M
O
的
機
能
や
地

域
商
社
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
期
待

を
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
地
域
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
を
行
う
会
社
で
、
「
知
床
ト
コ
さ
ん
」

と
い
う
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
運
営
し
て
お
り
、
昨

年
度
の
グ
ッ
ズ
売
上
額
は
約
5
0
0
0
万
円
で

し
た
。

　
こ
れ
を
原
資
に
ツ
ア
ー
か
ら
食
品
ま
で
、
地

域
商
品
を
作
り
、
1
0
0
人
く
ら
い
雇
っ
て
2

〜
3
年
で
き
る
事
業
計
画
を
立
て
て
い
た
の
で

す
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
グ
ッ
ズ
の
売
上
額
は

前
年
80
〜
90
％
減
と
な
り
、
5
月
は
ゼ
ロ
で
し

た
。

　
ち
な
み
に
宿
泊
者
数
は
4
月
が
前
年
比
約
86

％
減
の
3
0
0
0
人
、
5
月
は
約
95
％
減
の

自
己
紹
介
と
現
在
ま
で
の
状
況

愛
甲
　
北
海
道
で
は
全
国
に
先
駆
け
て
2
月
末

に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
ど
う
い
う
影
響
が
出
た
の
か
を
簡
単

な
自
己
紹
介
を
含
め
、
お
話
し
く
だ
さ
い
。

植
田
　
り
ん
ゆ
う
観
光
は
、
大
雪
山
・
層
雲
峡

地
区
の
黒
岳
に
か
か
る
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
と
リ
フ

ト
の
索
道
業
を
運
営
し
て
い
る
会
社
で
す
。
そ

の
他
に
冬
の
み
札
幌
の
藻
岩
山
ス
キ
ー
場
の
リ

フ
ト
と
ゲ
レ
ン
デ
管
理
を
し
て
お
り
、
旅
行
業

資
格
も
持
っ
て
い
て
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
登
山
の

ツ
ア
ー
を
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
す
が
、
2
月
末
に
北
海
道

独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
が
出
た
時
、
当
社
は
藻

岩
山
の
ス
キ
ー
場
も
、
層
雲
峡
の
ロ
ー
プ
ウ
イ

や
リ
フ
ト
も
黒
岳
ス
キ
ー
場
と
い
う
形
で
営
業

し
て
お
り
ま
し
た
。

　
行
政
と
協
議
し
た
結
果
、
何
と
か
営
業
自
体

は
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
続
け
る
こ
と
が
で
き
、

藻
岩
山
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て
は
予
定
通
り
3
月

31
日
ま
で
営
業
で
き
ま
し
た
が
、
や
は
り
お
客

様
の
入
り
込
み
は
も
ち
ろ
ん
少
な
く
な
り
ま
し

た
し
、
黒
岳
に
関
し
て
は
外
国
の
お
客
様
の
姿

が
見
え
な
く
な
る
こ
と
に
始
ま
り
、
だ
ん
だ
ん

と
国
内
の
お
客
様
も
少
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　
全
国
的
に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
た
あ
た
り
か

ら
、
外
出
自
粛
の
風
潮
が
非
常
に
強
く
な
っ
て

き
て
、
黒
岳
は
そ
れ
ほ
ど
お
客
さ
ん
が
多
く
な

い
ス
キ
ー
場
な
の
で
、
な
ん
と
か
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
終
わ
り
ま
で
細
々
と
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
た
ん
で
す
が
、
近
郊
の
ス
キ
ー
場
が

ら
営
業
し
て
い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
は
政
府
が
作
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
よ
り
よ

っ
ぽ
ど
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
思
う
し
、
「
こ

う
し
て
い
ま
す
」
と
情
報
公
開
し
て
再
開
し
、

お
客
さ
ん
の
選
択
に
委
ね
る
の
が
大
事
で
は
。

民
間
も
国
立
公
園
も
「
管
理
し
、
情
報
公
開
し
、

選
択
肢
を
提
示
す
る
」
の
3
点
で
や
っ
て
い
く

し
か
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

愛
甲
　
3
人
と
も
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
を
話
さ
れ
て

お
り
、
寺
山
さ
ん
の
今
の
話
に
集
約
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
問
題
は
、
状
況
把
握
や
情
報

提
示
を
誰
が
責
任
を
持
っ
て
や
る
か
が
は
っ
き

り
し
な
い
こ
と
で
、
こ
れ
が
今
の
日
本
の
国
立

公
園
や
観
光
地
の
問
題
で
は
と
感
じ
ま
す
。

　
観
光
地
も
単
独
の
自
治
体
の
範
囲
で
収
ま
れ

ば
い
い
で
す
が
、
広
域
に
ま
た
が
る
と
そ
う
い

う
判
断
が
難
し
く
な
っ
た
り
す
る
と
思
い
ま
す
。

知
床
は
ヒ
グ
マ
に
関
し
て
の
責
任
は
環
境
省
が

取
り
、
協
議
会
で
話
し
合
う
場
所
を
作
る
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
る
ん
で
す
よ
ね
。

寺
山
　
ウ
イ
ル
ス
と
同
じ
よ
う
に
ク
マ
も
い
な

く
な
ら
な
い
の
で
。
山
に
行
っ
た
ら
雨
が
降
る

の
と
同
じ
よ
う
に
、
知
床
に
は
ク
マ
が
い
る
わ

け
で
自
然
環
境
の
一
つ
で
す
。
環
境
保
護
関
係

者
、
観
光
関
係
者
、
住
民
が
同
じ
船
に
乗
っ
て

い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
ク
マ
が
い
る
こ
と
に
な

ん
と
か
折
り
合
い
を
つ
け
な
い
と
い
け
な
い
。

そ
れ
を
行
政
上
の
船
に
作
り
変
え
る
の
に
管
理

計
画
や
協
議
会
と
い
う
形
式
を
と
る
の
は
必
要

な
話
で
す
。

　
今
回
も
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
勉
強
会
を
し

ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、
地
元
の
ホ
テ
ル
の

人
に
も
声
を
か
け
て
「
情
報
共
有
し
て
公
開
し

な
い
と
ダ
メ
で
す
よ
。
コ
ロ
ナ
は
ク
マ
み
た
い

な
も
の
だ
か
ら
」
と
い
う
と
、「
そ
う
だ
な
」
と

納
得
さ
れ
ま
し
た
。
一
度
閉
じ
た
ら
開
け
る
の

は
大
変
な
の
で
、
今
や
っ
て
い
る
こ
と
を
公
開

す
る
べ
き
だ
と
言
う
と
理
解
し
て
も
ら
い
や
す

か
っ
た
で
す
。

寺
崎
　
で
は
、
大
雪
山
の
黒
岳
に
つ
い
て
は
、

ど
う
い
っ
た
管
理
や
地
元
へ
の
投
げ
か
け
が
理

想
的
な
の
で
し
ょ
う
。
ト
イ
レ
の
問
題
や
宿
泊

施
設
も
含
め
て
、
地
域
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
つ
い
て
は
誰
が
責
任
者
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。

植
田
　
3
月
に
大
雪
山
国
立
公
園
連
絡
協
議
会

と
い
う
組
織
を
作
り
直
し
た
の
で
す
が
、
大
雪

山
国
立
公
園
の
未
来
を
考
え
て
い
く
中
で
、
民

間
も
環
境
省
も
入
っ
た
も
の
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
コ
ロ
ナ
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
議
題
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
選
択
肢
を
決

め
て
い
く
場
が
で
き
れ
ば
い
い
の
か
な
と
。

　
宿
泊
業
、
観
光
業
そ
れ
ぞ
れ
守
り
た
い
も
の

が
違
っ
た
り
す
る
の
で
、
簡
単
な
こ
と
で
は
な

い
で
す
が
、
ま
ず
は
み
ん
な
が
俎
上
に
あ
げ
ら

れ
る
場
が
あ
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
の
か

な
と
。

岡
崎
　
登
山
道
を
整
備
す
る
立
場
か
ら
考
え
る

と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致
を
登
山
者
が
「
こ

の
ま
ま
の
管
理
で
は
ま
ず
い
」
と
思
い
始
め
て

い
る
こ
と
が
、
プ
ラ
ス
の
追
い
風
に
で
き
る
の

で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
登
山
者
も
、
誰
が
ど
う
い
う
管
理
を
し
て
今

に
至
る
の
か
を
わ
か
っ
て
い
な
い
人
が
多
く
、

と
い
う
よ
り
関
係
者
も
わ
か
っ
て
い
な
い
方
が

多
い
ん
で
す
が
、
「
実
は
こ
う
い
う
状
況
だ
」

と
言
う
と
「
ど
う
し
て
そ
う
な
っ
て
い
る
の
」

「
な
ぜ
こ
う
し
な
い
の
」
と
み
ん
な
ほ
ぼ
同
じ

反
応
を
見
せ
ま
す
。
一
般
の
人
も
現
状
を
知
れ

ば
、
や
る
べ
き
こ
と
を
理
解
し
て
く
れ
る
の
で

は
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
な
れ
ば
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
来
て
も
ら

う
な
ど
で
お
金
が
落
ち
る
シ
ス
テ
ム
に
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
そ
れ
を
管
理
費
に

回
す
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
国
立
公
園

の
経
営
に
つ
い
て
、
こ
う
し
た
ら
良
く
な
る
と

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　
行
政
も
現
場
に
来
る
方
は
理
解
し
て
く
れ
る

方
も
多
い
ん
で
す
が
、
上
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
、

全
然
現
場
を
理
解
し
て
い
な
い
決
断
に
な
っ
て

し
ま
い
、
そ
れ
が
現
場
に
降
り
て
き
て
ギ
ャ
ッ

プ
に
苦
し
ん
で
い
る
と
言
う
方
も
た
く
さ
ん
い

る
の
で
、
そ
う
い
う
方
々
を
変
え
て
い
く
な
ら
、

自
分
の
場
合
は
登
山
者
と
向
き
合
い
、
管
理
な

ど
に
興
味
の
な
い
一
般
の
人
に
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の

営
業
再
開
に
つ
い
て

愛
甲
　
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
県
を
ま

た
い
だ
移
動
の
自
粛
も
解
除
さ
れ
、
少
し
ず
つ

観
光
客
が
動
き
始
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
植
田
さ
ん
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
下
で
営
業
し

て
い
く
中
、
再
開
に
つ
い
て
は
ど
ん
な
判
断
を

さ
れ
、
ど
ん
な
対
応
の
工
夫
を
さ
れ
て
い
ま
す

か
。

植
田
　
黒
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
に
休
ん
だ
以
外
は
ほ
と
ん
ど
止
め
て
い

ま
せ
ん
。
先
ほ
ど
話
に
出
た
よ
う
に
、
閉
鎖
や

休
業
は
再
開
と
セ
ッ
ト
に
な
る
と
思
っ
て
お
り
、

我
々
観
光
業
と
し
て
は
お
客
様
を
ウ
エ
ル
カ
ム

で
受
け
入
れ
る
べ
き
立
場
だ
ろ
う
と
。
も
ち
ろ

ん
対
策
は
取
り
な
が
ら
、
お
客
さ
ん
が
来
る
か

ど
う
か
は
そ
れ
こ
そ
お
客
さ
ん
の
判
断
や
選
択

に
な
る
と
思
う
の
で
、
我
々
は
店
を
開
け
て
い

つ
で
も
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
態
度
を
持
つ
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
愛
山
渓
ヒ
ュ
ッ
テ
は
5
月
20
日
か
ら
日
帰
り

入
浴
を
ス
タ
ー
ト
し
、
6
月
1
日
か
ら
は
宿
泊

も
受
け
付
け
を
再
開
し
ま
し
た
。
他
の
業
界
団

体
や
本
州
の
山
小
屋
も
参
考
に
し
、
1
部
屋
の

人
数
を
絞
っ
た
り
、
柱
ご
と
に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー

ト
の
仕
切
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
で
完
全
に
防
げ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、

コ
ロ
ナ
の
知
見
が
増
え
て
き
た
中
で
と
る
べ
き

対
策
を
し
て
そ
れ
を
開
示
し
、
前
向
き
に
や
っ

政
か
ら
「
い
ろ
い
ろ
考
え
た
結
果
、
感
染
リ
ス

ク
を
避
け
ら
れ
な
い
の
で
今
年
は
ト
イ
レ
を
開

け
ま
せ
ん
」
と
い
う
話
を
さ
れ
た
時
に
参
っ
た

な
と
思
い
ま
し
た
。

　
当
然
常
駐
す
る
管
理
人
の
排
泄
問
題
も
あ
れ

ば
、
テ
ン
ト
場
な
ど
は
ど
う
す
る
ん
だ
と
。
テ

ン
ト
に
泊
ま
れ
ば
当
然
排
泄
す
る
わ
け
で
、
み

ん
な
が
携
帯
ト
イ
レ
を
使
う
と
い
う
の
も
難
し

い
だ
ろ
う
と
。
こ
こ
で
や
は
り
シ
ス
テ
ム
の
弱

さ
が
出
た
な
、
民
間
と
行
政
と
で
は
判
断
基
準

が
違
う
と
。
上
川
町
の
方
か
ら
「
万
が
一
感
染

が
起
き
る
と
層
雲
峡
温
泉
街
、
上
川
町
に
多
大

な
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
や
風
評
被
害
が
あ
る
」

と
い
う
発
言
が
あ
り
、
そ
れ
も
そ
う
か
と
い
う

気
も
し
ま
す
が
、
山
の
世
界
と
町
の
世
界
、
観

光
の
世
界
を
一
緒
に
し
考
え
過
ぎ
る
の
も
ど
う

か
な
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
否
定
す
る
気
は
な
い
の
で
す
が
、

町
の
論
理
だ
け
で
は
山
の
世
界
は
測
り
き
れ
な

い
部
分
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
は
分
け
て
考
え
な

い
と
い
け
な
い
か
な
と
。
自
分
た
ち
も
こ
こ
は

山
の
論
理
に
近
づ
け
、
こ
こ
は
町
の
論
理
に
近

づ
け
る
と
判
断
基
準
が
変
え
た
り
し
て
い
て
、

行
政
の
方
と
は
そ
の
辺
の
感
覚
を
す
り
合
わ
せ

る
の
が
難
し
い
。
中
に
は
親
身
に
な
っ
て
く
れ

る
方
も
い
ま
す
が
、
町
の
論
理
で
ざ
っ
く
り
と

判
断
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
な
と
。
そ
う
い

う
、
大
ナ
タ
を
振
る
う
と
こ
ろ
が
山
の
世
界
に

持
ち
込
ま
れ
る
と
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な

い
の
か
な
と
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
は
も
う
少
し
管
理
体
制
や

組
織
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
。
今
回
は
ト
イ
レ
と
石
室
を
ど
う
擦
り
合

わ
せ
る
か
も
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
し
、
こ
れ

か
ら
間
違
い
な
く
一
元
管
理
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
だ
ろ
う
と
。
で
な
い
と
岡
崎
さ
ん
が
い
う

よ
う
に
、
国
立
公
園
の
全
体
的
な
資
源
と
し
て

の
魅
力
は
向
上
し
て
い
か
な
い
の
で
は
と
思
い

ま
す
。

ヒ
グ
マ
と
コ
ロ
ナ
の
共
通
点

愛
甲
　
寺
山
さ
ん
は
前
職
が
知
床
財
団
で
、
知

床
は
国
立
公
園
の
協
働
型
管
理
の
モ
デ
ル
に
も

な
っ
て
い
る
場
所
で
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
影

響
下
で
そ
の
辺
は
機
能
し
た
の
か
、
ど
ん
な
感

じ
で
し
た
か
。

寺
山
　
私
は
昨
年
3
月
ま
で
知
床
財
団
で
、
ま

さ
に
今
話
に
出
て
い
た
国
立
公
園
の
現
場
管
理

を
し
て
お
り
、
閉
鎖
な
ど
も
含
め
国
立
公
園
の

管
理
作
業
は
何
を
す
べ
き
か
と
い
う
話
を
10
年

く
ら
い
現
場
で
し
て
い
ま
し
た
。

　
管
理
者
は
説
明
責
任
が
重
く
の
し
か
か
っ
て

く
る
関
係
で
ど
う
し
て
も
ナ
ー
バ
ス
に
な
り
、

自
粛
を
し
た
方
が
楽
な
わ
け
で
す
。
あ
ら
ゆ
る

リ
ス
ク
を
考
え
き
れ
な
い
の
で
自
粛
や
閉
鎖
に

な
る
。
し
か
し
岡
崎
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
、
管

理
を
自
粛
し
て
は
ダ
メ
だ
と
思
い
ま
す
。
閉
鎖

と
い
う
の
は
当
然
持
っ
て
い
る
カ
ー
ド
の
一
枚

で
す
が
、
運
用
や
再
開
と
セ
ッ
ト
に
し
な
い
と

管
理
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
｠

　
知
床
の
遊
歩
道
は
ヒ
グ
マ
が
出
る
と
閉
鎖
し

ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
対
応
と
似
て
い
る
な
と
思

い
ま
す
。
状
況
把
握
の
た
め
に
一
旦
閉
鎖
す
る

ん
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
開
け
る
の
が
難
し
い
ん

で
す
よ
ね
。
ク
マ
が
い
な
く
な
る
わ
け
で
は
な

い
で
す
か
ら
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
多
分
な
く

な
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
開
放
す
る
と
き
の

ロ
ジ
ッ
ク
が
難
し
い
。

　
知
床
の
場
合
は
、
状
況
把
握
の
た
め
に
パ
ト

ロ
ー
ル
が
と
り
あ
え
ず
一
周
し
て
、
ク
マ
が
滞

留
す
る
よ
う
な
特
別
の
餌
が
な
け
れ
ば
、
通
常

の
リ
ス
ク
と
し
て
開
放
し
ま
す
。
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
リ
ス
ク
で
あ
れ
ば
開
放
し
、
も
し
人

が
入
る
ゲ
ー
ト
の
近
く
で
1
日
前
に
ク
マ
が
確

認
さ
れ
た
ら
、
確
実
に
ク
マ
は
近
く
に
い
る
の

で
、
遭
遇
を
避
け
る
た
め
に
こ
う
い
う
手
が
あ

り
ま
す
、
ガ
イ
ド
を
誘
導
で
雇
う
と
い
う
手
も

あ
り
ま
す
と
情
報
提
供
し
ま
す
。

　
自
然
の
中
で
の
管
理
は
当
然
リ
ス
ク
を
ゼ
ロ

に
は
で
き
な
い
の
で
、
最
低
限
の
管
理
活
動
と

情
報
把
握
及
び
周
知
、
そ
の
上
で
の
選
択
肢
の

提
示
を
し
な
い
と
ど
う
に
も
な
ら
な
い
し
、
逆

に
こ
れ
く
ら
い
し
か
や
る
こ
と
が
な
い
。
ク
マ

が
出
な
い
よ
う
、
遊
歩
道
に
全
面
フ
ェ
ン
ス
を

施
す
の
は
自
然
公
園
で
や
る
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
知
床
は
こ
う
い
う
場
所
で
あ
る
と
情
報
を
提

示
し
、
ク
マ
が
い
る
と
い
う
事
実
を
訪
れ
る
人

に
理
解
し
て
も
ら
い
、
と
れ
る
選
択
肢
を
提
示

す
る
し
か
な
い
で
す
。
そ
の
選
択
肢
と
は
勉
強

し
て
気
を
つ
け
て
行
く
、
ガ
イ
ド
を
雇
う
、
や

め
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
れ
を
選
ん
で
い
た
だ

く
の
が
管
理
活
動
で
は
な
い
か
な
と
。
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
対
応
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ホ
テ
ル
も
人
が
多
く
集
ま
る
の
で
ウ
イ
ル
ス

の
リ
ス
ク
は
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
よ
り
よ
っ

ぽ
ど
怖
い
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
対
応
し
な
が

か
ら
こ
そ
各
地
の
観
光
協
会
が
こ
ぞ
っ
て
P
R

し
て
い
て
、
網
走
観
光
協
会
は
新
聞
に
一
面
で

7
泊
8
日
1
2
0
0
0
円
と
い
う
広
告
を
打
っ

た
り
、
私
ど
も
の
上
川
町
も
テ
レ
ビ
C
M
を
作

っ
て
町
長
が
出
演
し
た
り
、
5
3
0
万
人
の
北

海
道
民
を
ど
こ
の
観
光
地
が
持
っ
て
い
く
の
か
、

必
死
に
考
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　G
oT

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
秋
以
降
に
ず
れ
込

ん
で
し
ま
う
と
、
夏
の
最
盛
期
は
道
内
を
取
り

込
む
し
か
な
い
と
。
マ
イ
カ
ー
は
間
違
い
な
く

増
え
る
と
思
い
ま
す
が
、
マ
イ
カ
ー
が
使
え
な

い
人
た
ち
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
遠
出
が
し
づ

ら
く
な
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
当
社
も
先
週
か
ら
山
登
り
の
日
帰
り
ツ
ア
ー

を
再
開
し
ま
し
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
一
人
2

席
以
上
使
え
ま
す
、
換
気
も
消
毒
も
し
ま
す
と

い
う
形
で
や
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
大
型
バ

ス
や
J
R
の
移
動
に
つ
い
て
は
、
ハ
ー
ド
ル
が

あ
る
の
か
な
と
。

　
マ
イ
カ
ー
旅
行
と
い
う
と
、
や
は
り
人
口
圏

の
大
き
な
札
幌
か
ら
ど
こ
ま
で
足
を
伸
ば
し
て

く
れ
る
か
、
多
分
知
床
も
考
え
ら
れ
て
る
と
思

う
ん
で
す
け
ど
、
東
日
本
大
震
災
の
時
に
岩
見

沢
以
降
の
高
速
道
路
を
無
料
に
し
た
と
き
、
層

雲
峡
温
泉
街
で
も
か
な
り
効
果
が
見
ら
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
そ
れ
よ
り 

J
R 

や
バ
ス
会
社
を
助
け
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
で
は

と
い
う
声
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
が
、
果
た
し
て

こ
れ
か
ら
ワ
ン
バ
ス
40
人
と
い
う
バ
ス
旅
行
が

残
っ
て
い
く
の
か
な
と
。
ま
さ
にw

ith

コ
ロ

ナ
で
旅
行
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し
て
い
く
部
分
で

は
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。
な
の
で
、
各
旅

行
会
社
も
バ
ス
ツ
ア
ー
を
積
極
的
に
ま
だ
売
り

出
せ
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
。

寺
山
　
深
刻
な
状
況
で
す
が
、
1
年
経
っ
た
ら

8
割
ぐ
ら
い
は
元
に
戻
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
い
う
気
も
し
ま
す
。
10
年
前
の
福
島
原
発

の
爆
発
で
世
界
が
変
わ
る
と
思
っ
た
け
ど
、
半

分
は
元
に
戻
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い

う
時
に
新
し
い
動
き
が
生
ま
れ
て
、
そ
れ
と
並

行
し
つ
つ
半
分
は
既
存
の
シ
ス
テ
ム
に
戻
る
の

で
は
。

　
う
ち
は
何
か
新
し
い
こ
と
を
考
え
る
た
め
に

で
き
た
団
体
な
の
で
、
道
内
か
ら
マ
イ
カ
ー
で

知
床
に
来
た
人
た
ち
を
車
か
ら
下
ろ
す
コ
ン
テ

ン
ツ
は
何
か
を
真
剣
に
考
え
る
の
が
、
切
羽
詰

ま
っ
た
お
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
か
と
い
っ
て
そ
ん
な
大
き
な
仕
掛
け
は
で
き

ま
せ
ん
か
ら
、
6
月
か
ら
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転

車
を
ホ
テ
ル
2
カ
所
と
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に

配
置
し
て
、
自
転
車
で
知
床
峠
ま
で
行
く
テ
ス

ト
商
品
を
始
め
ま
し
た
。
大
自
然
の
中
、
ス
テ

イ
ホ
ー
ム
で
な
ま
っ
た
体
に
汗
を
か
き
ま
せ
ん

か
、
電
動
ア
シ
ス
ト
な
ら
な
ん
と
こ
こ
ま
で
行

け
ま
す
よ
と
い
う
演
出
で
、
4
〜
5
0
0
0
円

で
売
れ
な
い
か
と
い
う
の
を
試
し
て
い
ま
す
。
｠

　
ホ
テ
ル
か
ら
は
「
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
は

5
0
0
円
で
も
売
れ
な
か
っ
た
よ
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
が
、
情
報
発
信
な
ど
に
よ
っ
て

4
0
0
0
円
で
売
れ
た
と
し
た
ら
、
半
分
ぐ
ら

い
は
元
に
戻
っ
て
も
1
割
ぐ
ら
い
は
そ
う
い
う

お
客
さ
ん
を
作
れ
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
マ
イ
カ
ー
で
近
隣
か
ら
来
る
人
が
ボ

リ
ュ
ー
ム
層
で
、
そ
う
い
う
人
た
ち
に
何
を
訴

求
す
る
か
は
全
体
的
な
課
題
で
す
。
北
海
道
の

人
が
自
転
車
に
乗
っ
て
歩
く
と
い
う
の
は
す
ご

く
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
で
す
が
、
今
は
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
も
来
な
い
の
で
、
ま
ず
は
ど
れ
く
ら
い
稼

働
が
あ
る
か
、
試
し
て
み
よ
う
と
。

　
し
か
しM

aaS

や
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
な
ど
、
乗

合
バ
ス
を
う
ま
く
活
用
し
よ
う
と
い
う
流
れ
が

今
回
の
コ
ロ
ナ
で
止
ま
っ
た
の
は
痛
い
で
す
ね
。

田
舎
で
交
通
機
関
を
何
と
か
し
よ
う
と
思
っ
た

ら
観
光
と
生
活
を
く
っ
つ
け
て
何
と
か
で
き
な

い
か
と
い
う
の
が
生
命
線
だ
と
思
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
そ
れ
が
止
ま
っ
た
の
が
と
っ
て
も
痛

い
な
と
思
い
ま
す
。

来
訪
者
の
質
の
変
化

愛
甲
　
岡
崎
さ
ん
は
大
雪
高
原
ヒ
グ
マ
情
報
セ

ン
タ
ー
の
管
理
を
さ
れ
て
い
て
、
施
設
が
再
開

し
た
ん
で
す
よ
ね
。
施
設
を
開
け
る
に
あ
た
り
、

環
境
省
と
か
北
海
道
か
ら
は
ど
う
い
う
風
に
運

用
し
よ
う
と
言
う
話
は
あ
っ
た
ん
で
す
か
。

岡
崎
　
環
境
省
、
上
川
町
、
北
海
道
が
関
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
道
か
ら
は
ま
だ
連
絡
も
来
て
い

な
い
で
す
ね
。
い
つ
も
6
月
後
半
に
な
ら
な
い

と
連
絡
が
こ
な
い
の
で
す
が
、
方
針
く
ら
い
は

来
て
も
い
い
か
な
と
思
っ
た
ん
で
す
が
。

　
環
境
省
の
方
々
は
あ
ま
り
コ
ロ
ナ
の
こ
と
は

気
に
せ
ず
に
、
対
策
を
し
っ
か
り
し
て
い
る
点

は
ア
ピ
ー
ル
し
て
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
き
ま
し
ょ

う
、
管
理
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
。
ま
だ
登
山

者
が
来
る
駐
車
場
の
ト
イ
レ
が
開
い
て
お
ら
ず

困
っ
て
い
る
と
い
っ
た
問
題
は
起
き
て
い
ま
す

が
、
特
に
運
営
す
る
た
め
の
苦
労
は
な
か
っ
た

で
す
。

　
登
山
者
に
つ
い
て
は
減
る
の
か
、
増
え
る
の

か
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
の
と
こ

ろ
正
直
変
わ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
休
日
し
か
見
て

い
ま
せ
ん
が
、
去
年
の
休
日
と
ほ
ぼ
同
じ
ス
タ

ー
ト
で
、
ほ
と
ん
ど
道
内
の
方
で
す
が
、
元
々

今
の
時
期
は
道
内
か
ら
が
多
い
と
い
う
の
も
同

じ
で
す
。

　
一
つ
違
う
の
は
、
去
年
と
比
べ
て
か
な
り
ア

ク
テ
ィ
ブ
な
方
が
多
い
こ
と
で
す
。
例
え
ば
た

だ
沼
を
歩
く
の
で
は
な
く
、
ス
キ
ー
を
担
い
で

登
っ
て
行
っ
て
滑
っ
て
降
り
て
く
る
と
か
。
ま

た
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
事
前
に
S
N
S
で
情
報

収
集
を
し
て
き
て
い
ま
す
。 

　
な
の
で
今
後
を
考
え
る
と
、
情
報
発
信
の
仕

方
だ
っ
た
り
、
今
ま
で
と
違
う
視
点
を
見
せ
る

こ
と
が
で
き
た
ら
面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
。

変
な
言
い
方
で
す
け
ど
、
チ
ャ
ン
ス
が
い
っ
ぱ

い
見
え
て
い
て
。
こ
れ
だ
け
ど
こ
も
か
し
こ
も

人
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
中
、
一
歩
先
行
く
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
北
海
道
は
自
然
環
境
が
も
の
す
ご
く
素
晴
ら

し
い
場
所
だ
と
思
う
し
、
町
の
商
売
と
比
べ
る

と
こ
れ
か
ら
山
の
商
売
は
す
ご
く
と
っ
か
か
り

が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
呼
び
込
み
や
す
い
場

所
で
は
と
直
感
的
に
思
い
ま
す
。
大
雪
高
原
は

非
常
に
規
模
が
小
さ
く
、
年
間
6
0
0
0
人
く

て
い
く
こ
と
か
な
と
思
い
ま
す
。
リ
ス
ク
は
ゼ

ロ
で
は
な
い
で
す
が
、
そ
れ
で
も
お
客
さ
ん
が

来
た
い
と
判
断
し
て
く
れ
れ
ば
、
来
て
く
だ
さ

い
と
い
う
よ
う
な
形
で
す
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
後
の
自
粛
論
議
が

非
常
に
つ
ら
か
っ
た
思
い
出
が
あ
る
の
で
、
雇

用
を
守
る
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
前
向
き
に

粛
々
と
営
業
は
続
け
、
で
き
る
だ
け
閉
め
な
い

と
い
う
判
断
を
し
て
い
ま
す
。

愛
甲
　
か
な
り
経
営
的
に
は
大
変
な
の
で
は
。

休
む
方
が
い
い
の
か
、
開
け
た
方
が
い
い
の
か
。

植
田
　
そ
こ
は
1
0
0
％
の
正
解
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
層
雲
峡
温
泉
街
も
か
な
り
休
業
し
て
、

そ
の
間
は
休
業
補
助
金
を
い
た
だ
き
、
当
社
も

使
え
る
制
度
は
全
て
使
い
な
が
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。
融
資
も
か
な
り
受
け
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
諦
め
る
の
で
は
な
く
、
戻
っ
て
来
る

日
を
信
じ
て
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
我
々
の
仕

事
や
お
客
さ
ん
の
層
や
質
も
少
し
ず
つ
変
わ
り

な
が
ら
、
変
化
し
て
続
け
て
い
け
る
よ
う
、
先

を
見
て
い
こ
う
と
。
こ
れ
が
正
解
か
ど
う
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
1
度
動
き
を
止
め
て
し
ま

う
と
、
そ
こ
か
ら
ま
た
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
て
動

き
出
す
の
は
す
ご
く
力
が
要
る
の
で
、
で
き
る

だ
け
社
員
の
気
持
ち
も
、
仕
事
も
、
受
け
入
れ

も
止
め
た
く
な
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

愛
甲
　
予
約
は
入
っ
て
き
て
い
ま
す
か
。

植
田
　
大
雪
山
も
知
床
も
、
ア
ウ
ト
ド
ア
で
の

楽
し
み
と
い
う
意
味
で
は
ま
だ
ま
だ
需
要
が
戻

っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

実
際
、
こ
こ
2
週
間
ぐ
ら
い
で
大
雪
山
高
原
温

泉
、
愛
山
渓
な
ど
に
道
内
の
方
が
少
し
ず
つ
動

き
出
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
夏
山
シ
ー
ズ
ン
も

始
ま
る
の
で
、
山
を
楽
し
む
お
客
さ
ん
が
動
き

始
め
る
の
で
は
。

　
た
だ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
本
州
の
団
体
が
戻
る

に
は
、
ま
だ
ま
だ
時
間
は
か
か
る
で
し
ょ
う
し
、

G
oT

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
動
き
出
し
に
時
間
が

か
か
り
そ
う
で
す
し
、
今
期
の
売
り
上
げ
は
半

分
く
ら
い
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
戻
る
の
は
早
く
て
来
年
の
春

か
な
と
。

　
地
元
の
観
光
協
会
も
冬
は
氷
瀑
ま
つ
り
な
ど

集
客
イ
ベ
ン
ト
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
縮

小
も
や
む
な
し
と
言
う
感
じ
で
す
。

愛
甲
　
寺
山
さ
ん
に
も
同
じ
質
問
で
す
。
ご
自

身
の
事
業
を
含
め
て
、
ウ
ト
ロ
で
は
民
間
事
業

者
は
再
開
の
判
断
は
ど
う
な
の
か
、
ど
う
動
き

始
め
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

寺
山
　
ウ
ト
ロ
は
ホ
テ
ル
の
キ
ャ
パ
が

4
0
0
0
人
以
上
で
す
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
は
全
館
閉
め
て
観
光
客
が
い
な
い
様
子
を

見
て
、
住
民
が
と
て
も
異
様
に
感
じ
て
い
ま
し

た
。「
沈
黙
の
春
」
と
言
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

あ
る
意
味
、
観
光
の
生
態
系
が
崩
壊
し
た
こ
と

を
実
感
し
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
で
し
た
。

　
そ
の
前
に
「
自
粛
し
て
も
ら
わ
な
い
と
困

る
」
と
言
う
町
民
の
風
が
吹
い
た
時
に
は
、

「
観
光
が
そ
も
そ
も
こ
の
土
地
に
必
要
な
い
の

で
は
」
と
い
う
風
向
き
に
な
っ
た
ら
ま
ず
い
な

と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
土
地
に
と
っ
て
の
観
光

の
意
味
が
根
底
か
ら
揺
ら
ぐ
か
な
と
思
っ
た
ら
、

そ
ん
な
こ
と
は
な
く
て
、
漁
師
さ
ん
や
町
民
と

話
し
て
も
「
い
や
ー
寂
し
い
ね
。
来
て
も
ら
い

た
い
ね
」
と
い
う
雰
囲
気
に
な
っ
た
こ
と
は
す

ご
く
よ
か
っ
た
な
と
。

　
科
学
的
に
は
何
一
つ
、
物
事
は
進
ん
で
い
な

い
ん
で
す
が
、
お
客
さ
ん
を
迎
え
よ
う
と
い
う

雰
囲
気
が
そ
こ
は
か
と
な
く
漂
っ
て
い
る
こ
と

に
、
実
は
と
て
も
安
心
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

各
ホ
テ
ル
は
対
策
を
見
え
る
化
し
よ
う
と
か
、

ガ
イ
ド
は
マ
ス
ク
を
す
る
か
と
か
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
て
動
き
出
し
て
い
る

形
で
す
。

　
ウ
ト
ロ
に
は
大
き
な
ホ
テ
ル
が
4
軒
あ
り
ま

す
が
、
2
軒
は
6
月
か
ら
動
き
出
し
、
2
軒
は

ま
だ
再
開
し
て
い
な
い
の
で
半
分
強
の
キ
ャ
パ

が
稼
働
し
た
状
態
で
す
。
ホ
テ
ル
の
経
営
者
は

ど
う
し
の
ぐ
か
、
資
金
繰
り
を
見
な
が
ら
か
悩

ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
し
、
小
さ
い
民
宿
は
家

業
を
続
け
る
の
か
と
真
剣
に
悩
み
、
ま
だ
再
開

し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
多
い
で
す
ね
。
再
開
す

る
に
し
て
も
、
7
月
か
ら
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
が
多
い
か
と
。

　G
oT

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ス
タ
ー
ト
が
遅
れ

る
の
は
結
構
痛
い
で
す
ね
。
し
か
し
、
経
営
判

断
が
難
し
い
中
で
も
お
客
様
を
迎
え
よ
う
と
い

う
雰
囲
気
で
動
き
出
し
、
ホ
テ
ル
な
ど
も
掃
除

や
消
毒
な
ど
の
作
業
が
増
え
た
け
れ
ど
、
ス
タ

ッ
フ
の
表
情
が
明
る
く
、
ビ
ジ
タ
ー
を
ち
ゃ
ん

と
迎
え
ら
れ
る
根
本
的
な
雰
囲
気
が
あ
る
の
で
、

よ
か
っ
た
な
と
思
え
た
再
開
シ
ー
ン
で
し
た
。

愛
甲
　
観
光
を
や
っ
て
な
い
人
も
含
め
て
、
お

客
さ
ん
が
来
な
い
と
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
な
っ
て

い
う
感
情
を
み
ん
な
が
感
じ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。

寺
山
　
も
ち
ろ
ん
全
員
で
は
な
い
と
思
う
し
、

「
本
当
に
開
け
ん
の
、
や
ば
い
っ
し
ょ
」
と
言

っ
て
る
人
も
い
ま
す
が
、
世
間
話
レ
ベ
ル
で

「
で
も
開
け
な
い
と
大
変
だ
べ
」
と
い
う
声
も

聞
こ
え
て
き
ま
す
。

愛
甲
　G

oT
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
話
が
出
ま
し

た
が
、
道
民
割
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
。
結

構
期
待
さ
れ
て
い
る
向
き
は
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

寺
山
　
ふ
っ
こ
う
割
な
ど
の
実
績
を
認
識
し
て

い
る
の
は
宿
泊
業
の
方
な
の
で
、
そ
れ
は
期
待

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

愛
甲
　
知
床
も
大
雪
山
も
、
ピ
ー
ク
の
シ
ー
ズ

ン
に
訪
れ
る
の
は
道
外
の
方
で
、
都
道
府
県
を

超
え
る
移
動
も
だ
い
ぶ
緩
和
は
さ
れ
て
く
る
け

ど
、
こ
の
夏
は
東
京
や
関
西
の
お
客
さ
ん
が
今

ま
で
通
り
に
全
部
が
戻
っ
て
く
る
と
は
思
え
な

い
で
す
よ
ね
。

　
そ
う
す
る
と
知
床
や
大
雪
山
も
、
北
海
道
民

に
も
っ
と
訴
求
す
る
必
要
も
あ
る
の
で
は
。
今

年
の
夏
は
マ
イ
カ
ー
移
動
で
観
光
す
る
方
が
増

え
る
と
思
い
ま
す
し
、
ど
の
ぐ
ら
い
道
民
に
来

て
も
ら
う
か
は
、
結
構
重
要
だ
と
思
う
の
で
す

が
、
植
田
さ
ん
と
寺
山
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ
ま

す
か
。

植
田
　
ま
さ
に
今
ど
こ
の
観
光
地
も
タ
ー
ゲ
ッ

ト
は
域
内
、
北
海
道
で
あ
れ
ば
道
内
の
方
々
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
だ

職
し
て
い
ま
す
。
知
床
を
世
界
遺
産
に
し
て
く

れ
た
ユ
ネ
ス
コ
は
、
文
明
の
衝
突
を
防
ぐ
た
め

に
戦
争
の
反
省
か
ら
作
ら
れ
た
団
体
で
、
そ
の

ユ
ネ
ス
コ
が
知
床
が
い
い
と
こ
ろ
だ
と
言
っ
て

く
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、「
こ
こ
は
い
い
と
こ
ろ

だ
よ
、
戦
争
す
る
の
は
や
め
よ
う
よ
」
と
い
う

こ
と
で
人
々
に
開
か
な
い
と
守
っ
た
価
値
が
な

い
と
、
私
は
言
い
切
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
世
界
平
和
の
た
め
に
知
床
世
界
遺
産
を
開

く
の
が
観
光
地
の
仕
事
で
す
」
と
言
い
切
る
べ

く
、
あ
と
20
年
ぐ
ら
い
働
こ
う
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。「
世
界
平
和
の
た
め
に
俺
た
ち
は
観

光
や
っ
て
る
ん
だ
」
と
い
う
雰
囲
気
が
出
て
き

た
ら
、
ホ
テ
ル
で
ア
ル
バ
イ
ト
し
て
い
る
若
い

人
た
ち
も
ち
ょ
っ
と
は
元
気
に
な
る
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
や
は
り
世
界
平
和
の
た
め
に
あ
る
の

は
観
光
だ
と
、
つ
か
み
直
す
き
っ
か
け
を
突
き

つ
け
ら
れ
た
の
が
今
回
の
機
会
だ
っ
た
な
と
思

い
ま
す
。

植
田
　
う
ち
の
会
社
の
企
業
理
念
の
中
に
も

「
お
客
様
に
喜
び
を
提
供
す
る
こ
と
で
世
界
平

和
に
貢
献
し
ま
す
」
と
い
う
一
文
を
入
れ
て
お

り
、
や
は
り
私
も
観
光
や
娯
楽
は
世
界
平
和
に

つ
な
が
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
っ

て
い
て
、
今
の
お
話
を
聞
い
て
同
志
が
い
て
よ

か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
で
学
ん
だ
こ
と
に
関
し
て
は
、
経
済

活
動
、
企
業
活
動
を
し
て
い
く
中
で
の
リ
ス
ク

の
考
え
方
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た

な
と
。
未
知
の
も
の
な
の
で
、
ナ
ー
バ
ス
な
反

応
を
す
る
人
も
い
ま
し
た
が
、
決
断
し
た
り
活

動
し
て
い
く
中
で
、
リ
ス
ク
は
ゼ
ロ
に
は
な
ら

な
い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
も
風
が
吹
け
ば
減
速
し
て
運

転
し
た
り
、
山
に
登
れ
ば
遭
難
し
な
い
で
帰
っ

て
来
ら
れ
る
よ
う
に
、
い
ろ
ん
な
リ
ス
ク
を
考

え
な
が
ら
判
断
し
ま
す
。
観
光
地
も
冷
静
に
リ

ス
ク
を
勘
案
し
な
が
ら
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
、

お
客
様
を
ウ
エ
ル
カ
ム
で
受
け
入
れ
る
態
度
が

必
要
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
｠

　
国
立
公
園
や
自
然
を
テ
ー
マ
に
野
外
活
動
を

す
る
中
で
、
我
々
が
今
ま
で
自
然
の
中
で
培
っ

て
き
た
知
見
や
日
々
行
な
っ
て
い
る
判
断
が
、

コ
ロ
ナ
時
代
を
生
き
て
い
く
た
め
の
考
え
方
の

ヒ
ン
ト
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
視

点
か
ら
我
々
も
何
か
発
信
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

愛
甲
　
私
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
こ
の
よ
う
な

機
会
を
も
ち
、
様
々
な
経
験
を
共
有
す
べ
き
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
本
日
の
お
話
は
、
他
地
域

の
方
に
も
興
味
深
く
、
参
考
に
な
る
で
し
ょ
う
。

東
日
本
大
震
災
の
時
も
被
災
地
以
外
の
人
の
意

識
が
予
想
外
に
早
く
戻
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
が
、
寺
山
さ
ん
が
い
う
よ
う
に
、
今
回
も
観

光
客
の
動
き
な
ど
は
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に

半
分
く
ら
い
は
元
に
戻
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
中
で
、
今
起
き
て
い
る
こ
と
や
学
ん

だ
こ
と
を
記
録
し
、
後
か
ら
検
証
す
る
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
人
の
動
き
も
そ
う
で
す

し
、
自
然
公
園
を
運
営
す
る
シ
ス
テ
ム
が
ど
う

機
能
し
た
の
か
、
そ
こ
で
見
え
た
弱
さ
な
ど
を

次
の
改
善
に
生
か
す
た
め
に
、
勉
強
さ
せ
ら
れ

て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
と
感
じ
ま
す
。

　
こ
う
し
て
み
な
さ
ん
と
お
話
し
し
た
こ
と
も
、

き
ち
ん
と
記
録
に
残
し
て
お
け
る
こ
と
を
非
常

に
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ら
い
し
か
来
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

の
呼
び
込
み
方
で
色
々
変
化
さ
せ
ら
れ
、
来
た

人
が
新
た
な
発
信
を
し
て
く
れ
る
形
を
作
っ
て

い
け
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

愛
甲
　
高
原
温
泉
は
秋
が
ピ
ー
ク
で
す
よ
ね
。

今
は
ま
だ
そ
ん
な
に
多
く
な
い
。
こ
れ
か
ら
秋

に
向
か
っ
て
ど
う
な
っ
て
い
く
か
は
心
配
も
あ

り
、
逆
に
楽
し
み
な
部
分
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
白
雲
岳
の
工
事
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、 

今
後
の
登
山
者
の
山
の
登
り
方
や
自
然
と
の
付

き
合
い
方
は
変
わ
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
か
。

岡
崎
　
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
よ
り
は
、
お
こ

が
ま
し
い
で
す
が
、
変
え
て
や
ろ
う
と
い
う
気

持
ち
で
す
ね
。 

高
原
温
泉
は
今
ま
で
は
秋
が
8

割
で
し
た
が
、
夏
に
面
白
い
時
期
も
あ
る
け
ど

ほ
と
ん
ど
人
は
来
な
か
っ
た
。
自
分
ら
は
春
の

魅
力
を
知
っ
て
い
る
し
、
理
解
で
し
て
く
れ
る

人
も
出
て
き
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
秋
以

外
の
時
期
を
売
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
こ
う

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
白
雲
岳
も
と
て
も
魅
力
的
な
場
所
な
の
で
、

そ
の
魅
力
を
分
か
る
人
な
ら
か
な
り
大
金
を
払

っ
て
も
来
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
こ
れ
か
ら

は
た
く
さ
ん
来
て
少
し
お
金
を
落
と
す
形
よ
り

も
、
一
人
が
非
常
に
満
足
し
て
た
く
さ
ん
の
お

金
を
落
と
す
形
に
変
わ
る
と
、
皆
さ
ん
が
思
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
発
信
が
で
き
て
い
る

か
は
ち
ょ
っ
と
分
か
ら
な
い
。
自
分
の
視
点
は

あ
ま
り
一
般
的
で
は
な
い
の
で
す
が
、
思
っ
た

こ
と
を
試
す
場
所
も
で
き
た
の
で
、
ど
ん
ど
ん

思
い
つ
き
を
試
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

寺
山
　
こ
の
時
期
に
来
る
人
が
、
本
当
の
お
客

様
だ
と
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
。
地
元
で
よ
く

言
っ
て
い
る
の
は
、
カ
メ
ラ
マ
ン
と
釣
り
人
は

同
じ
く
ら
い
来
て
い
る
な
と
。
管
理
側
に
と
っ

て
は
ト
ラ
ブ
ル
も
結
構
あ
り
、
お
金
も
そ
ん
な

に
落
と
さ
な
い
客
層
で
す
が
、
こ
う
い
う
人
た

ち
が
自
然
環
境
や
自
然
公
園
に
と
っ
て
本
質
的

な
ビ
ジ
タ
ー
な
の
で
は
な
い
か
と
。

　
本
質
的
な
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の
状
況
で

は
来
た
い
人
し
か
来
な
い
、
そ
れ
が
カ
メ
ラ
マ

ン
と
釣
り
人
だ
と
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
登
山

客
の
数
も
そ
ん
な
に
落
ち
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
真
剣
に
考
え
な
い
と

い
け
な
い
と
。

　
今
後
も
コ
ロ
ナ
対
策
が
う
ま
く
い
か
ず
、
お

客
さ
ん
が
落
ち
込
ん
だ
ま
ま
な
ら
ビ
ジ
タ
ー
の

本
質
を
ち
ゃ
ん
と
考
え
な
い
と
い
け
な
い
、
こ

の
状
況
で
も
来
る
人
は
と
て
も
大
切
に
し
な
い

と
い
け
な
い
な
と
。
一
番
厳
し
い
時
期
に
来
た

お
客
さ
ん
が
何
を
見
て
い
る
の
か
、
よ
く
見
て

お
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

植
田
　
寺
山
さ
ん
に
近
い
思
い
を
私
も
持
っ
て

い
て
、
こ
う
い
う
時
に
も
離
れ
な
い
お
客
さ
ん

は
観
光
地
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る
の

で
、
気
を
つ
け
て
見
て
お
く
べ
き
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
黒
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
歴
史
上
で
初

め
て
、
今
年
は
夏
の
シ
ー
ズ
ン
券
と
い
う
の
を

作
っ
て
売
っ
て
み
た
ん
で
す
。
5
月
は
開
店
休

業
だ
っ
た
の
で
、
み
ん
な
の
仕
事
も
作
ら
な
き

ゃ
い
け
な
い
し
、
目
先
の
収
入
も
欲
し
い
と
い

う
こ
と
で
始
め
、
6
月
21
日
ま
で
売
っ
て
い
ま

し
た
が
、
2
0
0
枚
弱
が
売
れ
ま
し
た
。

　
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
乗
り
放
題
と
い
う
こ
と

で
、
ち
ゃ
ん
と
お
金
を
使
っ
て
黒
岳
に
来
よ
う

と
思
っ
て
く
れ
る
方
は
道
内
の
方
だ
ろ
う
と
思

っ
て
作
っ
た
の
で
す
が
、
こ
う
い
う
時
で
も
反

応
し
て
応
援
す
る
よ
と
い
う
方
や 

お
得
だ
と
思

っ
て
買
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
が
そ
れ
な
り
に
い

た
こ
と
は 

我
々
に
と
っ
て
も
す
ご
く
い
い
勉
強

に
な
っ
た
し
背
中
を
押
し
て
も
ら
え
ま
し
た
。

そ
う
い
う
時
に
き
て
く
れ
る
の
は
ど
う
い
う
お

客
様
か
、
き
ち
ん
と
見
な
が
ら
付
き
合
っ
て
い

か
な
き
ゃ
い
け
な
い
な
と
思
っ
て
ま
す
。

　
ア
ウ
ト
ド
ア
や
外
で
の
楽
し
み
は
ま
す
ま
す

こ
れ
か
ら
価
値
が
上
が
り
、
高
い
お
金
を
払
っ

て
も
そ
う
い
う
体
験
を
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ

は
ま
す
ま
す
高
ま
る
の
で
は
。
コ
ロ
ナ
に
よ
っ

て
旅
行
の
機
会
が
限
ら
れ
る
な
ら
、
そ
の
大
事

な
機
会
に
は
お
金
を
か
け
て
素
晴
ら
し
い
と
こ

ろ
に
行
こ
う
と
い
う
意
識
が
強
ま
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
北
海
道
の
自
然
の

素
材
が
、
注
目
さ
れ
価
値
が
認
め
ら
れ
る
チ
ャ

ン
ス
は
大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
自
然
へ
の
負
荷
を
考
え
つ
つ
、
そ
の
チ
ャ
ン

ス
を
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
。
や
は
り
岡
崎
さ

ん
が
言
う
よ
う
に
、
少
な
い
人
数
で
た
く
さ
ん

お
金
を
落
と
し
て
も
ら
え
る
仕
掛
け
や
場
所
づ

く
り
に
な
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
合

わ
せ
て
層
雲
峡
温
泉
街
も
変
わ
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
し
、
そ
の
い
い
き
っ
か
け
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
経
験
か
ら

観
光
地
が
学
ぶ
こ
と

寺
崎
　
最
後
に
皆
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
を
経
験
し
て
、

観
光
地
は
こ
こ
か
ら
何
を
学
ぶ
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
か
。

岡
崎
　
物
事
や
価
値
観
を
変
え
る
の
は
昔
か
ら

「
若
者
、
よ
そ
者
、
ば
か
者
」
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
現
在
の
観
光
地
が
動
か
な
い
中
で
、
自
分

に
も
「
ど
う
い
う
形
が
い
い
の
か
」
と
聞
か
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
お
前
ら
な
ん
か

い
ら
な
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
す

が
、
少
し
で
も
新
し
い
発
想
を
取
り
入
れ
よ
う

と
い
う
人
が
地
域
に
増
え
て
き
た
の
で
は
と
思

い
ま
す
。

　
自
分
な
ど
は
、
ば
か
者
代
表
で
い
ろ
い
ろ
意

見
を
言
っ
て
い
こ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
同
じ

よ
う
な
境
遇
の
人
た
ち
が
、
同
じ
地
域
内
だ
け

で
な
く
地
域
を
超
え
て
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
面
白
い
形
に
な
り
、
今
ま
で
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
で
は
な
い
か
と
。
そ
う
い
う
希
望
だ
け
は
す

ご
く
持
っ
て
い
ま
す
。

寺
山
　
今
回
、
地
域
に
と
っ
て
の
観
光
の
価
値

が
何
な
の
か
、
突
き
つ
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
が
あ

っ
て
、
本
質
的
に
移
動
と
交
流
が
観
光
の
形
で

す
か
ら
、
感
染
症
に
関
し
て
は
マ
イ
ナ
ス
要
因

で
し
か
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
の
中
で
、
こ
の
土

地
に
と
っ
て
観
光
が
必
要
だ
と
言
い
切
れ
る
も

の
は
何
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
突
き
つ
け
ら
れ

た
と
。

 

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
静
か
な
時
は
観
光

を
や
る
べ
き
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
し
、
観
光

が
再
オ
ー
プ
ン
し
た
時
に
皆
の
表
情
が
明
る
く

な
っ
た
の
は
よ
か
っ
た
な
と
。
観
光
地
で
あ
る

ウ
ト
ロ
か
ら
離
れ
た
観
光
と
関
係
な
い
斜
里
町

の
人
た
ち
に
も
「
観
光
は
重
要
な
産
業
だ
」
と

言
い
切
れ
る
よ
う
な
強
さ
を
、
我
々
は
持
つ
べ

き
だ
な
と
肝
に
命
じ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
て
。

　
私
個
人
は
、「
観
光
は
世
界
平
和
に
貢
献
す
る

か
ら
必
要
だ
」
と
言
い
切
る
こ
と
に
決
め
て
転
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少
な
い
で
す
が
、
他
の
皆
さ
ん
も
言
っ
て
い
た

よ
う
に
い
ろ
ん
な
人
か
ら
叩
か
れ
る
状
態
が
起

き
る
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
雰
囲
気
で
は
な

く
な
っ
て
し
ま
い
。
そ
れ
は
全
然
構
わ
な
い
ん

で
す
が
、
こ
の
後
が
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
こ

と
を
常
に
考
え
て
い
ま
す
。
今
で
き
る
発
信
と

し
て
「
営
業
は
自
粛
す
る
け
ど
管
理
は
自
粛
し

な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
に
我
慢
で

き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
何
ヶ
月
か
経
っ
た

ら
全
然
違
う
環
境
に
な
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
。
そ
う
い
う
中
で
先
の
先
ま
で
決
め
て
し

ま
っ
た
ら
ま
ず
い
だ
ろ
う
と
。

　
黒
岳
や
知
床
で
は
S
N
S
や
町
民
の
声
な
ど

か
ら
方
針
が
決
め
ら
れ
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
う
い
う
情
報
に
よ
っ
て
色
ん
な
こ

と
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
、
こ
う
い
う
状
況
の

中
で
先
を
見
て
い
る
人
と
い
う
の
が
結
構
は
っ

き
り
わ
か
っ
て
き
た
の
で
、
で
き
る
だ
け
そ
う

い
う
人
た
ち
と
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、
先
に
進
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
登
山
道
整
備
は
突
き
詰
め
る
と
責
任
問
題
な

ど
に
な
っ
て
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
る
ん
で
す

が
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
も
全
く
同
じ
で
、
「
感

染
し
た
ら
誰
が
責
任
取
る
ん
だ
」
と
か
、
誰
か

を
悪
者
に
し
た
い
と
い
う
日
本
人
の
変
な
感
覚

が
も
の
す
ご
く
見
え
た
と
思
い
ま
す
。
文
化
と

し
て
そ
う
い
う
風
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
と
。
そ
う
い
う
中
で
自
分
の
で
き

る
こ
と
は
登
山
道
整
備
な
の
で
、
管
理
を
し
っ

か
り
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

愛
甲
　
岡
崎
さ
ん
が
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い

た
の
は
夏
で
す
よ
ね
。

岡
崎
　
は
い
。
た
く
さ
ん
人
を
集
め
て
は
で
き

な
い
ん
で
す
が
、
指
導
者
を
作
る
と
い
う
形
で
、

少
人
数
で
続
け
よ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
指

導
者
が
で
き
れ
ば
、
来
年
は
も
っ
と
色
々
な
こ

と
を
で
き
ま
す
よ
と
い
う
形
で
謳
っ
て
い
く
し

か
な
い
か
と
。

寺
崎
「
先
を
見
て
い
る
人
が
わ
か
っ
て
き
た
」

と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
反
対
は

「
先
を
見
て
い
な
い
人
」
で
す
よ
ね
。
両
者
の

違
い
は
何
で
し
ょ
う
か
。

岡
崎
　
極
端
に
言
っ
た
ら
責
任
を
取
れ
る
人
か
、

人
に
責
任
転
嫁
す
る
人
か
。
叩
か
れ
て
も
こ
れ

が
正
し
い
と
思
っ
て
進
ん
で
い
け
る
人
と
、
叩

か
れ
る
の
が
怖
く
て
決
断
で
き
な
か
っ
た
り
、

周
り
に
合
わ
せ
て
し
ま
う
人
の
違
い
で
す
ね
。

自
分
の
周
辺
は
小
さ
い
会
社
が
多
く
、
そ
れ
ぐ

ら
い
の
責
任
は
と
れ
る
と
い
う
人
が
多
い
の
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
は
そ
う
い
う
人
た
ち
が
地
域

を
作
っ
て
い
く
の
か
な
と
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍

で
先
を
見
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
と
感
じ
ら
れ

た
の
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
脆
弱
さ
が
露
呈

し
た
自
然
や
公
園
の
管
理

愛
甲
　
岡
崎
さ
ん
は
技
術
に
加
え
て
シ
ス
テ
ム

が
必
要
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
具
体
的
に
は

ど
う
い
う
も
の
で
す
か
。

岡
崎
　
国
立
公
園
の
登
山
道
管
理
の
シ
ス
テ
ム

で
す
。
今
の
登
山
道
の
管
理
は
侵
食
に
追
い
つ

か
ず
、
や
っ
て
も
や
っ
て
も
良
く
な
る
方
向
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
ど
の
地
域
に

行
っ
て
も
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
対
す
る
方
法
が
な
い
こ
と
は
な
い
で

す
が
、
こ
な
す
た
め
の
シ
ス
テ
ム
は
全
然
で
き

て
な
く
て
、
問
題
意
識
と
し
て
捉
え
て
い
る
関

係
者
も
す
ご
く
少
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
。
利

用
者
は
「
何
で
こ
こ
ま
で
ほ
っ
と
い
て
る
の
」

と
思
う
方
も
多
い
ん
で
す
が
、
管
理
し
て
い
る

方
々
は
そ
れ
が
普
通
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

な
か
な
か
進
ん
で
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
取
り
込
む
と
か
、
魅
力
あ

る
国
立
公
園
を
と
言
わ
れ
て
ま
す
け
ど
、
自
分

か
ら
見
る
と
「
こ
れ
じ
ゃ
日
本
の
恥
さ
ら
し
ち

ゃ
う
よ
」
と
い
う
気
持
ち
で
す
。

愛
甲
　
昨
年
、
週
刊
誌
の
記
事
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
周
知
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
影
響
の
中
、
施
設

や
登
山
道
に
つ
い
て
国
立
公
園
が
管
理
す
る
仕

組
み
や
枠
組
み
の
中
で
議
論
し
て
い
る
と
、
何

か
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

岡
崎
　
黒
岳
石
室
の
隣
に
併
設
さ
れ
て
い
る
ト

イ
レ
を
、
管
轄
し
て
い
る
北
海
道
上
川
総
合
振

興
局
が
閉
鎖
す
る
と
い
う
判
断
を
し
た
ん
で
す

ね
。
登
山
者
を
止
め
る
と
か
登
山
道
自
体
を
閉

鎖
す
る
上
で
ト
イ
レ
を
閉
鎖
す
る
な
ら
分
か
る

ん
で
す
け
ど
、
登
山
は
自
粛
で
、
歩
い
て
も
い

い
状
態
で
閉
鎖
し
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
。

そ
の
方
針
が
一
年
間
続
く
な
ら
、
2
〜
3
ヶ
月

後
に
は
多
分
登
山
者
が
結
構
来
る
よ
う
に
な
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
の
時
に
ト
イ
レ
が
使
え
な

い
と
な
っ
た
ら
、
キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
何
か
ら
大

変
な
状
態
に
な
る
と
は
っ
き
り
想
像
で
き
ま
し

た
。

　
も
し
黒
岳
石
室
の
周
り
が
汚
く
な
り
、
そ
れ

が
海
外
の
S
N
S
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
す
る

と
、
風
評
被
害
と
し
て
は
か
な
り
ダ
メ
ー
ジ
が

大
き
い
の
で
は
と
。
以
前
、
ト
ム
ラ
ウ
シ
が
日

本
一
汚
い
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
と
言
わ
れ
、
自
虐

的
に
直
す
活
動
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
比
じ

ゃ
な
い
な
と
。

　
そ
れ
で
自
分
の
管
轄
と
は
違
う
場
所
で
し
た

が
、
行
政
の
方
に
「
と
に
か
く
ト
イ
レ
は
開
け

る
べ
き
で
は
」
と
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
う
い

う
感
覚
を
共
有
し
て
も
ら
う
の
が
難
し
い
で
す

ね
。
管
理
し
て
い
る
行
政
が
、
管
理
し
な
い
こ

と
に
よ
っ
て
起
き
る
問
題
を
理
解
し
て
な
い
と

思
い
ま
す
。

愛
甲
　
黒
岳
の
ト
イ
レ
の
事
に
つ
い
て
、
私
も

行
政
と
色
々
や
り
と
り
し
て
い
る
時
に
、
普
段

の
シ
ス
テ
ム
の
弱
さ
が
出
ち
ゃ
っ
た
な
と
感
じ

ま
し
た
。

　
ま
だ
よ
く
分
か
ら
な
い
新
型
ウ
イ
ル
ス
へ
の

対
応
で
、
お
ま
け
に
山
の
上
で
は
何
が
起
き
る

か
は
わ
か
ら
な
い
。
エ
ビ
デ
ン
ス
も
は
っ
き
り

し
な
い
中
で
6
月
下
旬
の
山
開
き
と
7
、
8
月

の
登
山
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
、
誰
が
決
断
す
る
か
、

ど
う
い
う
風
に
話
し
合
っ
て
決
め
て
い
く
か
、

普
段
か
ら
準
備
で
き
て
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
突

か
れ
た
な
と
い
う
感
じ
が
す
ご
く
し
ま
し
た
。

　
施
設
は
そ
れ
ぞ
れ
が
判
断
で
き
ま
す
が
、
山

は
入
口
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
登
山
道
を
閉
鎖
す

る
と
い
っ
て
も
、
自
由
に
入
っ
て
く
る
人
も
い

る
わ
け
で
。
特
に
大
雪
山
は
3
月
に
新
し
い
総

合
型
協
議
会
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
て
い
た
矢

先
に
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
総
会
延
期
、
書
面
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
環
境
省
も
急
い
で
情
報
共

有
の
場
や
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
作
っ
た
り
、

で
き
る
こ
と
は
し
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、

タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
植

田
さ
ん
は
そ
の
あ
た
り
で
何
か
感
じ
た
こ
と
は
。

植
田
　
石
室
に
つ
い
て
は
岡
崎
さ
ん
が
言
っ
た

通
り
で
、
当
社
も
上
川
町
が
所
有
す
る
建
物
の

管
理
を
夏
の
間
だ
け
受
託
し
て
い
ま
す
が
、
行

1
7
0
0
人
で
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
一

部
の
ホ
テ
ル
で
営
業
し
よ
う
と
い
う
雰
囲
気
も

あ
り
ま
し
た
が
、
町
民
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
が

役
場
に
入
り
、
そ
れ
を
受
け
て
全
て
休
業
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
観
光
と
い
う
の
は
そ
も
そ
も
移
動
と
交
流
が

目
的
な
の
で
、
そ
れ
が
リ
ス
ク
と
見
ら
れ
た
ら

ど
う
し
よ
う
も
な
く
、
町
民
の
気
持
ち
が
そ
の

方
向
に
振
れ
た
場
合
は
、
や
む
を
得
な
い
の
で

閉
じ
る
と
い
う
決
断
を
そ
の
ホ
テ
ル
も
さ
れ
ま

し
た
。
た
だ
、
6
月
に
な
る
と
特
に
根
拠
は
な

い
で
す
が
、
風
向
き
が
変
わ
り
お
客
さ
ん
が
ぼ

ち
ぼ
ち
来
て
い
ま
す
。
　

　
う
ち
は
観
光
メ
イ
ン
の
会
社
で
は
な
い
の
で

す
が
、
地
域
の
持
続
性
や
知
床
が
未
来
も
選
ば

れ
続
け
る
た
め
に
は
、
観
光
が
実
質
的
に
農
業
、

漁
業
よ
り
も
重
要
な
産
業
で
あ
る
と
位
置
付
け
、

こ
の
地
域
で
観
光
が
踏
み
と
ど
ま
っ
て
将
来
発

展
す
る
こ
と
は
、
う
ち
の
法
人
に
と
っ
て
ま
さ

に
存
在
意
義
に
近
い
の
で
、
色
々
悩
み
な
が
ら

や
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
さ
っ
き
、
町
民
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
で

ホ
テ
ル
が
休
業
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
こ
の
町
民
と
は
ど
ん
な
方
で
す
か
。

寺
山
　
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
。

寺
崎
　
普
通
に
暮
ら
し
て
い
る
方
の
声
に
耳
を

傾
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
。

寺
山
　
産
業
構
造
と
し
て
知
床
は
農
業
、
漁
業

が
豊
か
で
、
春
先
は
ど
ち
ら
も
集
団
作
業
が
始

ま
る
時
期
で
す
。「
今
は
誰
も
感
染
し
て
い
な

い
け
ど
、
第
一
号
を
外
か
ら
持
っ
て
こ
ら
れ
る

の
は
困
る
」
と
い
う
感
覚
を
各
産
業
の
人
が
抱

い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
で
す
。
当
然
、
根
拠

の
な
い
恐
怖
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

愛
甲
　
観
光
が
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む
装
置
で

あ
る
が
ゆ
え
に
、
ウ
イ
ル
ス
を
運
ん
で
く
る
装

置
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
言
う
こ

と
で
す
ね
。
離
島
な
ど
で
も
そ
う
い
う
雰
囲
気

が
あ
り
、
利
尻
礼
文
な
ど
で
も
来
島
自
粛
の
要

請
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

寺
崎
　
知
床
が
将
来
も
選
ば
れ
続
け
る
た
め
に

は
、
観
光
は
実
質
的
に
農
業
、
漁
業
よ
り
も
重

要
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
誰
に
ど
う
い
う
風
に

選
ば
れ
続
け
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
か
。

寺
山
　
う
ち
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
知
床
が
居
住

地
と
し
て
将
来
に
渡
り
選
び
続
け
ら
れ
る
た
め

に
、
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
商
品
を
開
発
す
る

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
住
民
に
と
っ
て
選
ば

れ
、
そ
し
て
観
光
地
と
し
て
ビ
ジ
タ
ー
に
選
ば

れ
続
け
る
こ
と
に
寄
与
す
る
商
品
開
発
を
し
ま

し
ょ
う
と
。

岡
崎
　
自
分
は
も
と
も
と
登
山
道
を
直
し
た
い

と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
、

登
山
道
整
備
の
立
ち
位
置
で
色
々
や
り
始
め
て
、

そ
の
た
め
に
は
何
が
必
要
か
を
考
え
続
け
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
技
術
が
必
要
と
思
っ
て
身
に
つ

け
始
め
、
少
し
ず
つ
直
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
時

に
技
術
だ
け
じ
ゃ
足
り
な
い
、
シ
ス
テ
ム
を
変

革
し
な
い
と
い
け
な
い
と
気
づ
き
ま
し
た
。

　
行
政
と
話
し
て
も
難
し
い
部
分
が
あ
っ
た
の

で
、
行
政
で
は
な
く
登
山
者
を
味
方
に
し
て
い

こ
う
と
い
う
発
想
か
ら
、
一
般
社
団
法
人
大
雪

山
・
山
守
隊
を
作
り
ま
し
た
。
商
売
っ
気
は
全

然
な
い
の
で
す
が
、
登
山
道
整
備
の
位
置
付
け

も
時
代
や
社
会
の
変
化
に
よ
っ
て
変
わ
る
の
で
、

そ
の
中
で
自
分
が
ど
こ
に
い
る
の
か
は
気
に
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
直
接
的
な
影
響
は

ど
ん
ど
ん
休
止
し
て
い
き
、
当
社
も
5
月
6
日

の
終
了
予
定
を
4
月
29
日
に
繰
り
上
げ
ま
し
た
。

　
例
年
北
海
道
で
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明

け
ま
で
営
業
す
る
ス
キ
ー
場
が
複
数
あ
り
ま
す

が
今
年
は
全
滅
で
、
風
潮
と
い
う
か
人
の
心
の

部
分
で
、
営
業
し
づ
ら
か
っ
た
と
い
う
印
象
が

あ
り
ま
す
。

愛
甲
　
具
体
的
に
は
ど
れ
く
ら
い
落
ち
込
み
ま

し
た
か
。

植
田
　
こ
の
4
〜
5
月
で
、
黒
岳
の
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
は
8
割
減
で
す
ね
。
6
月
に
少
し
回
復
し

て
き
ま
し
た
が
、
外
国
の
お
客
さ
ん
の
団
体
と

本
州
か
ら
の
団
体
が
全
く
動
い
て
い
な
い
状
態

な
の
で
、
道
内
か
ら
の
お
客
様
が
あ
る
程
度
動

い
て
も
、
そ
こ
だ
け
で
5
〜
6
割
は
減
る
イ
メ

ー
ジ
で
す
ね
。

愛
甲
　
も
と
も
と
外
国
の
団
体
は
ど
の
ぐ
ら
い

の
比
率
を
占
め
て
い
ま
し
た
か
。

植
田
　
コ
ロ
ナ
前
ま
で
の
層
雲
峡
温
泉
街
の
入

込
は
約
3
割
で
す
ね
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
も
ほ
ぼ

そ
れ
に
近
い
数
字
で
、
25
％
か
ら
30
％
未
満
で

す
。

愛
甲
　
さ
っ
き
言
わ
れ
た
「
心
の
部
分
」
と
い

う
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
ね
。
4
月
29
日
で
閉

め
る
と
判
断
を
し
た
の
は
ど
う
い
う
理
由
か
ら

で
し
ょ
う
か
。

植
田
　
最
終
的
に
休
も
う
と
決
断
し
た
の
は
社

内
か
ら
の
声
で
し
た
。
4
月
末
に
近
く
な
る
と
、

だ
ん
だ
ん
標
高
の
低
い
ス
キ
ー
場
は
営
業
を
や

め
て
い
き
、
残
っ
た
の
は
旭
岳
や
黒
岳
な
ど
数

カ
所
し
か
な
く
、
当
社
が
4
月
29
日
に
辞
め
る

前
々
日
ぐ
ら
い
に
、
他
ス
キ
ー
場
に
来
た
お
客

さ
ん
が
S
N
S
に
そ
の
こ
と
を
ア
ッ
プ
し
て
叩

か
れ
た
ら
し
い
ん
で
す
。

　
そ
れ
を
受
け
て
そ
の
ス
キ
ー
場
が
急
に
営
業

を
や
め
、
そ
し
た
ら
当
社
の
社
員
か
ら
「
札
幌

ナ
ン
バ
ー
な
ど
黒
岳
に
来
る
車
が
増
え
て
い
る
。

旭
岳
か
ら
流
れ
て
き
て
い
る
の
で
は
」
と
連
絡

が
あ
り
、
社
員
に
ど
う
し
た
い
か
と
聞
き
ま
し

た
。

 

私
は
、
ス
キ
ー
場
と
い
う
オ
ー
プ
ン
な
空
間

で
密
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
細
々
と
で
も
営

業
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
社
員
は

地
元
で
コ
ロ
ナ
の
発
症
事
例
も
な
く
、
自
分
た

ち
が
1
番
手
に
な
れ
な
い
と
。
ま
た
、
雰
囲
気

と
か
人
の
気
持
ち
の
問
題
を
見
て
い
る
と
、
無

理
し
て
営
業
し
て
「
何
で
こ
ん
な
と
き
に
営
業

し
て
い
る
ん
だ
」
と
言
わ
れ
た
ら
答
え
よ
う
が

な
い
と
い
う
こ
と
で
、「
わ
か
っ
た
。
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
休
み
に
し
よ
う
」
と
い
う
判

断
を
し
ま
し
た
。

　
あ
の
時
は
自
粛
警
察
と
い
う
か
、
札
幌
ナ
ン

バ
ー
で
市
外
に
出
た
だ
け
で
張
り
紙
を
貼
ら
れ

た
り
、
今
思
い
出
し
て
も
「
皆
が
自
粛
し
て
い

る
か
ら
そ
れ
に
従
え
」
と
い
う
雰
囲
気
は
非
常

に
あ
り
ま
し
た
。

寺
山
　
一
般
社
団
法
人
知
床
し
ゃ
り
は
昨
年
7

月
の
設
立
で
、
観
光
協
会
や
商
工
会
な
ど
が
地

域
の
課
題
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
な
中
長
期
計
画

を
作
る
中
、
な
か
な
か
実
行
体
制
が
取
れ
な
か

っ
た
の
で
、
実
行
部
隊
の
法
人
を
作
ろ
う
と
い

う
こ
と
で
で
き
ま
し
た
。
D
M
O
的
機
能
や
地

域
商
社
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
期
待

を
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
地
域
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
を
行
う
会
社
で
、
「
知
床
ト
コ
さ
ん
」

と
い
う
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
運
営
し
て
お
り
、
昨

年
度
の
グ
ッ
ズ
売
上
額
は
約
5
0
0
0
万
円
で

し
た
。

　
こ
れ
を
原
資
に
ツ
ア
ー
か
ら
食
品
ま
で
、
地

域
商
品
を
作
り
、
1
0
0
人
く
ら
い
雇
っ
て
2

〜
3
年
で
き
る
事
業
計
画
を
立
て
て
い
た
の
で

す
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
グ
ッ
ズ
の
売
上
額
は

前
年
80
〜
90
％
減
と
な
り
、
5
月
は
ゼ
ロ
で
し

た
。

　
ち
な
み
に
宿
泊
者
数
は
4
月
が
前
年
比
約
86

％
減
の
3
0
0
0
人
、
5
月
は
約
95
％
減
の

自
己
紹
介
と
現
在
ま
で
の
状
況

愛
甲
　
北
海
道
で
は
全
国
に
先
駆
け
て
2
月
末

に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
ど
う
い
う
影
響
が
出
た
の
か
を
簡
単

な
自
己
紹
介
を
含
め
、
お
話
し
く
だ
さ
い
。

植
田
　
り
ん
ゆ
う
観
光
は
、
大
雪
山
・
層
雲
峡

地
区
の
黒
岳
に
か
か
る
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
と
リ
フ

ト
の
索
道
業
を
運
営
し
て
い
る
会
社
で
す
。
そ

の
他
に
冬
の
み
札
幌
の
藻
岩
山
ス
キ
ー
場
の
リ

フ
ト
と
ゲ
レ
ン
デ
管
理
を
し
て
お
り
、
旅
行
業

資
格
も
持
っ
て
い
て
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
登
山
の

ツ
ア
ー
を
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
す
が
、
2
月
末
に
北
海
道

独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
が
出
た
時
、
当
社
は
藻

岩
山
の
ス
キ
ー
場
も
、
層
雲
峡
の
ロ
ー
プ
ウ
イ

や
リ
フ
ト
も
黒
岳
ス
キ
ー
場
と
い
う
形
で
営
業

し
て
お
り
ま
し
た
。

　
行
政
と
協
議
し
た
結
果
、
何
と
か
営
業
自
体

は
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
続
け
る
こ
と
が
で
き
、

藻
岩
山
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て
は
予
定
通
り
3
月

31
日
ま
で
営
業
で
き
ま
し
た
が
、
や
は
り
お
客

様
の
入
り
込
み
は
も
ち
ろ
ん
少
な
く
な
り
ま
し

た
し
、
黒
岳
に
関
し
て
は
外
国
の
お
客
様
の
姿

が
見
え
な
く
な
る
こ
と
に
始
ま
り
、
だ
ん
だ
ん

と
国
内
の
お
客
様
も
少
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　
全
国
的
に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
た
あ
た
り
か

ら
、
外
出
自
粛
の
風
潮
が
非
常
に
強
く
な
っ
て

き
て
、
黒
岳
は
そ
れ
ほ
ど
お
客
さ
ん
が
多
く
な

い
ス
キ
ー
場
な
の
で
、
な
ん
と
か
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
終
わ
り
ま
で
細
々
と
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
た
ん
で
す
が
、
近
郊
の
ス
キ
ー
場
が

ら
営
業
し
て
い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
は
政
府
が
作
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
よ
り
よ

っ
ぽ
ど
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
思
う
し
、
「
こ

う
し
て
い
ま
す
」
と
情
報
公
開
し
て
再
開
し
、

お
客
さ
ん
の
選
択
に
委
ね
る
の
が
大
事
で
は
。

民
間
も
国
立
公
園
も
「
管
理
し
、
情
報
公
開
し
、

選
択
肢
を
提
示
す
る
」
の
3
点
で
や
っ
て
い
く

し
か
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

愛
甲
　
3
人
と
も
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
を
話
さ
れ
て

お
り
、
寺
山
さ
ん
の
今
の
話
に
集
約
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
問
題
は
、
状
況
把
握
や
情
報

提
示
を
誰
が
責
任
を
持
っ
て
や
る
か
が
は
っ
き

り
し
な
い
こ
と
で
、
こ
れ
が
今
の
日
本
の
国
立

公
園
や
観
光
地
の
問
題
で
は
と
感
じ
ま
す
。

　
観
光
地
も
単
独
の
自
治
体
の
範
囲
で
収
ま
れ

ば
い
い
で
す
が
、
広
域
に
ま
た
が
る
と
そ
う
い

う
判
断
が
難
し
く
な
っ
た
り
す
る
と
思
い
ま
す
。

知
床
は
ヒ
グ
マ
に
関
し
て
の
責
任
は
環
境
省
が

取
り
、
協
議
会
で
話
し
合
う
場
所
を
作
る
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
る
ん
で
す
よ
ね
。

寺
山
　
ウ
イ
ル
ス
と
同
じ
よ
う
に
ク
マ
も
い
な

く
な
ら
な
い
の
で
。
山
に
行
っ
た
ら
雨
が
降
る

の
と
同
じ
よ
う
に
、
知
床
に
は
ク
マ
が
い
る
わ

け
で
自
然
環
境
の
一
つ
で
す
。
環
境
保
護
関
係

者
、
観
光
関
係
者
、
住
民
が
同
じ
船
に
乗
っ
て

い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
ク
マ
が
い
る
こ
と
に
な

ん
と
か
折
り
合
い
を
つ
け
な
い
と
い
け
な
い
。

そ
れ
を
行
政
上
の
船
に
作
り
変
え
る
の
に
管
理

計
画
や
協
議
会
と
い
う
形
式
を
と
る
の
は
必
要

な
話
で
す
。

　
今
回
も
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
勉
強
会
を
し

ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、
地
元
の
ホ
テ
ル
の

人
に
も
声
を
か
け
て
「
情
報
共
有
し
て
公
開
し

な
い
と
ダ
メ
で
す
よ
。
コ
ロ
ナ
は
ク
マ
み
た
い

な
も
の
だ
か
ら
」
と
い
う
と
、「
そ
う
だ
な
」
と

納
得
さ
れ
ま
し
た
。
一
度
閉
じ
た
ら
開
け
る
の

は
大
変
な
の
で
、
今
や
っ
て
い
る
こ
と
を
公
開

す
る
べ
き
だ
と
言
う
と
理
解
し
て
も
ら
い
や
す

か
っ
た
で
す
。

寺
崎
　
で
は
、
大
雪
山
の
黒
岳
に
つ
い
て
は
、

ど
う
い
っ
た
管
理
や
地
元
へ
の
投
げ
か
け
が
理

想
的
な
の
で
し
ょ
う
。
ト
イ
レ
の
問
題
や
宿
泊

施
設
も
含
め
て
、
地
域
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
つ
い
て
は
誰
が
責
任
者
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。

植
田
　
3
月
に
大
雪
山
国
立
公
園
連
絡
協
議
会

と
い
う
組
織
を
作
り
直
し
た
の
で
す
が
、
大
雪

山
国
立
公
園
の
未
来
を
考
え
て
い
く
中
で
、
民

間
も
環
境
省
も
入
っ
た
も
の
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
コ
ロ
ナ
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
議
題
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
選
択
肢
を
決

め
て
い
く
場
が
で
き
れ
ば
い
い
の
か
な
と
。

　
宿
泊
業
、
観
光
業
そ
れ
ぞ
れ
守
り
た
い
も
の

が
違
っ
た
り
す
る
の
で
、
簡
単
な
こ
と
で
は
な

い
で
す
が
、
ま
ず
は
み
ん
な
が
俎
上
に
あ
げ
ら

れ
る
場
が
あ
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
の
か

な
と
。

岡
崎
　
登
山
道
を
整
備
す
る
立
場
か
ら
考
え
る

と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致
を
登
山
者
が
「
こ

の
ま
ま
の
管
理
で
は
ま
ず
い
」
と
思
い
始
め
て

い
る
こ
と
が
、
プ
ラ
ス
の
追
い
風
に
で
き
る
の

で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
登
山
者
も
、
誰
が
ど
う
い
う
管
理
を
し
て
今

に
至
る
の
か
を
わ
か
っ
て
い
な
い
人
が
多
く
、

と
い
う
よ
り
関
係
者
も
わ
か
っ
て
い
な
い
方
が

多
い
ん
で
す
が
、
「
実
は
こ
う
い
う
状
況
だ
」

と
言
う
と
「
ど
う
し
て
そ
う
な
っ
て
い
る
の
」

「
な
ぜ
こ
う
し
な
い
の
」
と
み
ん
な
ほ
ぼ
同
じ

反
応
を
見
せ
ま
す
。
一
般
の
人
も
現
状
を
知
れ

ば
、
や
る
べ
き
こ
と
を
理
解
し
て
く
れ
る
の
で

は
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
な
れ
ば
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
来
て
も
ら

う
な
ど
で
お
金
が
落
ち
る
シ
ス
テ
ム
に
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
そ
れ
を
管
理
費
に

回
す
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
国
立
公
園

の
経
営
に
つ
い
て
、
こ
う
し
た
ら
良
く
な
る
と

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　
行
政
も
現
場
に
来
る
方
は
理
解
し
て
く
れ
る

方
も
多
い
ん
で
す
が
、
上
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
、

全
然
現
場
を
理
解
し
て
い
な
い
決
断
に
な
っ
て

し
ま
い
、
そ
れ
が
現
場
に
降
り
て
き
て
ギ
ャ
ッ

プ
に
苦
し
ん
で
い
る
と
言
う
方
も
た
く
さ
ん
い

る
の
で
、
そ
う
い
う
方
々
を
変
え
て
い
く
な
ら
、

自
分
の
場
合
は
登
山
者
と
向
き
合
い
、
管
理
な

ど
に
興
味
の
な
い
一
般
の
人
に
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の

営
業
再
開
に
つ
い
て

愛
甲
　
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
県
を
ま

た
い
だ
移
動
の
自
粛
も
解
除
さ
れ
、
少
し
ず
つ

観
光
客
が
動
き
始
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
植
田
さ
ん
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
下
で
営
業
し

て
い
く
中
、
再
開
に
つ
い
て
は
ど
ん
な
判
断
を

さ
れ
、
ど
ん
な
対
応
の
工
夫
を
さ
れ
て
い
ま
す

か
。

植
田
　
黒
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
に
休
ん
だ
以
外
は
ほ
と
ん
ど
止
め
て
い

ま
せ
ん
。
先
ほ
ど
話
に
出
た
よ
う
に
、
閉
鎖
や

休
業
は
再
開
と
セ
ッ
ト
に
な
る
と
思
っ
て
お
り
、

我
々
観
光
業
と
し
て
は
お
客
様
を
ウ
エ
ル
カ
ム

で
受
け
入
れ
る
べ
き
立
場
だ
ろ
う
と
。
も
ち
ろ

ん
対
策
は
取
り
な
が
ら
、
お
客
さ
ん
が
来
る
か

ど
う
か
は
そ
れ
こ
そ
お
客
さ
ん
の
判
断
や
選
択

に
な
る
と
思
う
の
で
、
我
々
は
店
を
開
け
て
い

つ
で
も
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
態
度
を
持
つ
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
愛
山
渓
ヒ
ュ
ッ
テ
は
5
月
20
日
か
ら
日
帰
り

入
浴
を
ス
タ
ー
ト
し
、
6
月
1
日
か
ら
は
宿
泊

も
受
け
付
け
を
再
開
し
ま
し
た
。
他
の
業
界
団

体
や
本
州
の
山
小
屋
も
参
考
に
し
、
1
部
屋
の

人
数
を
絞
っ
た
り
、
柱
ご
と
に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー

ト
の
仕
切
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
で
完
全
に
防
げ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、

コ
ロ
ナ
の
知
見
が
増
え
て
き
た
中
で
と
る
べ
き

対
策
を
し
て
そ
れ
を
開
示
し
、
前
向
き
に
や
っ

政
か
ら
「
い
ろ
い
ろ
考
え
た
結
果
、
感
染
リ
ス

ク
を
避
け
ら
れ
な
い
の
で
今
年
は
ト
イ
レ
を
開

け
ま
せ
ん
」
と
い
う
話
を
さ
れ
た
時
に
参
っ
た

な
と
思
い
ま
し
た
。

　
当
然
常
駐
す
る
管
理
人
の
排
泄
問
題
も
あ
れ

ば
、
テ
ン
ト
場
な
ど
は
ど
う
す
る
ん
だ
と
。
テ

ン
ト
に
泊
ま
れ
ば
当
然
排
泄
す
る
わ
け
で
、
み

ん
な
が
携
帯
ト
イ
レ
を
使
う
と
い
う
の
も
難
し

い
だ
ろ
う
と
。
こ
こ
で
や
は
り
シ
ス
テ
ム
の
弱

さ
が
出
た
な
、
民
間
と
行
政
と
で
は
判
断
基
準

が
違
う
と
。
上
川
町
の
方
か
ら
「
万
が
一
感
染

が
起
き
る
と
層
雲
峡
温
泉
街
、
上
川
町
に
多
大

な
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
や
風
評
被
害
が
あ
る
」

と
い
う
発
言
が
あ
り
、
そ
れ
も
そ
う
か
と
い
う

気
も
し
ま
す
が
、
山
の
世
界
と
町
の
世
界
、
観

光
の
世
界
を
一
緒
に
し
考
え
過
ぎ
る
の
も
ど
う

か
な
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
否
定
す
る
気
は
な
い
の
で
す
が
、

町
の
論
理
だ
け
で
は
山
の
世
界
は
測
り
き
れ
な

い
部
分
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
は
分
け
て
考
え
な

い
と
い
け
な
い
か
な
と
。
自
分
た
ち
も
こ
こ
は

山
の
論
理
に
近
づ
け
、
こ
こ
は
町
の
論
理
に
近

づ
け
る
と
判
断
基
準
が
変
え
た
り
し
て
い
て
、

行
政
の
方
と
は
そ
の
辺
の
感
覚
を
す
り
合
わ
せ

る
の
が
難
し
い
。
中
に
は
親
身
に
な
っ
て
く
れ

る
方
も
い
ま
す
が
、
町
の
論
理
で
ざ
っ
く
り
と

判
断
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
な
と
。
そ
う
い

う
、
大
ナ
タ
を
振
る
う
と
こ
ろ
が
山
の
世
界
に

持
ち
込
ま
れ
る
と
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な

い
の
か
な
と
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
は
も
う
少
し
管
理
体
制
や

組
織
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
。
今
回
は
ト
イ
レ
と
石
室
を
ど
う
擦
り
合

わ
せ
る
か
も
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
し
、
こ
れ

か
ら
間
違
い
な
く
一
元
管
理
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
だ
ろ
う
と
。
で
な
い
と
岡
崎
さ
ん
が
い
う

よ
う
に
、
国
立
公
園
の
全
体
的
な
資
源
と
し
て

の
魅
力
は
向
上
し
て
い
か
な
い
の
で
は
と
思
い

ま
す
。

ヒ
グ
マ
と
コ
ロ
ナ
の
共
通
点

愛
甲
　
寺
山
さ
ん
は
前
職
が
知
床
財
団
で
、
知

床
は
国
立
公
園
の
協
働
型
管
理
の
モ
デ
ル
に
も

な
っ
て
い
る
場
所
で
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
影

響
下
で
そ
の
辺
は
機
能
し
た
の
か
、
ど
ん
な
感

じ
で
し
た
か
。

寺
山
　
私
は
昨
年
3
月
ま
で
知
床
財
団
で
、
ま

さ
に
今
話
に
出
て
い
た
国
立
公
園
の
現
場
管
理

を
し
て
お
り
、
閉
鎖
な
ど
も
含
め
国
立
公
園
の

管
理
作
業
は
何
を
す
べ
き
か
と
い
う
話
を
10
年

く
ら
い
現
場
で
し
て
い
ま
し
た
。

　
管
理
者
は
説
明
責
任
が
重
く
の
し
か
か
っ
て

く
る
関
係
で
ど
う
し
て
も
ナ
ー
バ
ス
に
な
り
、

自
粛
を
し
た
方
が
楽
な
わ
け
で
す
。
あ
ら
ゆ
る

リ
ス
ク
を
考
え
き
れ
な
い
の
で
自
粛
や
閉
鎖
に

な
る
。
し
か
し
岡
崎
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
、
管

理
を
自
粛
し
て
は
ダ
メ
だ
と
思
い
ま
す
。
閉
鎖

と
い
う
の
は
当
然
持
っ
て
い
る
カ
ー
ド
の
一
枚

で
す
が
、
運
用
や
再
開
と
セ
ッ
ト
に
し
な
い
と

管
理
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
｠

　
知
床
の
遊
歩
道
は
ヒ
グ
マ
が
出
る
と
閉
鎖
し

ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
対
応
と
似
て
い
る
な
と
思

い
ま
す
。
状
況
把
握
の
た
め
に
一
旦
閉
鎖
す
る

ん
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
開
け
る
の
が
難
し
い
ん

で
す
よ
ね
。
ク
マ
が
い
な
く
な
る
わ
け
で
は
な

い
で
す
か
ら
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
多
分
な
く

な
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
開
放
す
る
と
き
の

ロ
ジ
ッ
ク
が
難
し
い
。

　
知
床
の
場
合
は
、
状
況
把
握
の
た
め
に
パ
ト

ロ
ー
ル
が
と
り
あ
え
ず
一
周
し
て
、
ク
マ
が
滞

留
す
る
よ
う
な
特
別
の
餌
が
な
け
れ
ば
、
通
常

の
リ
ス
ク
と
し
て
開
放
し
ま
す
。
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
リ
ス
ク
で
あ
れ
ば
開
放
し
、
も
し
人

が
入
る
ゲ
ー
ト
の
近
く
で
1
日
前
に
ク
マ
が
確

認
さ
れ
た
ら
、
確
実
に
ク
マ
は
近
く
に
い
る
の

で
、
遭
遇
を
避
け
る
た
め
に
こ
う
い
う
手
が
あ

り
ま
す
、
ガ
イ
ド
を
誘
導
で
雇
う
と
い
う
手
も

あ
り
ま
す
と
情
報
提
供
し
ま
す
。

　
自
然
の
中
で
の
管
理
は
当
然
リ
ス
ク
を
ゼ
ロ

に
は
で
き
な
い
の
で
、
最
低
限
の
管
理
活
動
と

情
報
把
握
及
び
周
知
、
そ
の
上
で
の
選
択
肢
の

提
示
を
し
な
い
と
ど
う
に
も
な
ら
な
い
し
、
逆

に
こ
れ
く
ら
い
し
か
や
る
こ
と
が
な
い
。
ク
マ

が
出
な
い
よ
う
、
遊
歩
道
に
全
面
フ
ェ
ン
ス
を

施
す
の
は
自
然
公
園
で
や
る
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
知
床
は
こ
う
い
う
場
所
で
あ
る
と
情
報
を
提

示
し
、
ク
マ
が
い
る
と
い
う
事
実
を
訪
れ
る
人

に
理
解
し
て
も
ら
い
、
と
れ
る
選
択
肢
を
提
示

す
る
し
か
な
い
で
す
。
そ
の
選
択
肢
と
は
勉
強

し
て
気
を
つ
け
て
行
く
、
ガ
イ
ド
を
雇
う
、
や

め
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
れ
を
選
ん
で
い
た
だ

く
の
が
管
理
活
動
で
は
な
い
か
な
と
。
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
対
応
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ホ
テ
ル
も
人
が
多
く
集
ま
る
の
で
ウ
イ
ル
ス

の
リ
ス
ク
は
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
よ
り
よ
っ

ぽ
ど
怖
い
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
対
応
し
な
が

か
ら
こ
そ
各
地
の
観
光
協
会
が
こ
ぞ
っ
て
P
R

し
て
い
て
、
網
走
観
光
協
会
は
新
聞
に
一
面
で

7
泊
8
日
1
2
0
0
0
円
と
い
う
広
告
を
打
っ

た
り
、
私
ど
も
の
上
川
町
も
テ
レ
ビ
C
M
を
作

っ
て
町
長
が
出
演
し
た
り
、
5
3
0
万
人
の
北

海
道
民
を
ど
こ
の
観
光
地
が
持
っ
て
い
く
の
か
、

必
死
に
考
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　G
oT

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
秋
以
降
に
ず
れ
込

ん
で
し
ま
う
と
、
夏
の
最
盛
期
は
道
内
を
取
り

込
む
し
か
な
い
と
。
マ
イ
カ
ー
は
間
違
い
な
く

増
え
る
と
思
い
ま
す
が
、
マ
イ
カ
ー
が
使
え
な

い
人
た
ち
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
遠
出
が
し
づ

ら
く
な
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
当
社
も
先
週
か
ら
山
登
り
の
日
帰
り
ツ
ア
ー

を
再
開
し
ま
し
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
一
人
2

席
以
上
使
え
ま
す
、
換
気
も
消
毒
も
し
ま
す
と

い
う
形
で
や
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
大
型
バ

ス
や
J
R
の
移
動
に
つ
い
て
は
、
ハ
ー
ド
ル
が

あ
る
の
か
な
と
。

　
マ
イ
カ
ー
旅
行
と
い
う
と
、
や
は
り
人
口
圏

の
大
き
な
札
幌
か
ら
ど
こ
ま
で
足
を
伸
ば
し
て

く
れ
る
か
、
多
分
知
床
も
考
え
ら
れ
て
る
と
思

う
ん
で
す
け
ど
、
東
日
本
大
震
災
の
時
に
岩
見

沢
以
降
の
高
速
道
路
を
無
料
に
し
た
と
き
、
層

雲
峡
温
泉
街
で
も
か
な
り
効
果
が
見
ら
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
そ
れ
よ
り 

J
R 

や
バ
ス
会
社
を
助
け
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
で
は

と
い
う
声
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
が
、
果
た
し
て

こ
れ
か
ら
ワ
ン
バ
ス
40
人
と
い
う
バ
ス
旅
行
が

残
っ
て
い
く
の
か
な
と
。
ま
さ
にw

ith

コ
ロ

ナ
で
旅
行
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し
て
い
く
部
分
で

は
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。
な
の
で
、
各
旅

行
会
社
も
バ
ス
ツ
ア
ー
を
積
極
的
に
ま
だ
売
り

出
せ
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
。

寺
山
　
深
刻
な
状
況
で
す
が
、
1
年
経
っ
た
ら

8
割
ぐ
ら
い
は
元
に
戻
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
い
う
気
も
し
ま
す
。
10
年
前
の
福
島
原
発

の
爆
発
で
世
界
が
変
わ
る
と
思
っ
た
け
ど
、
半

分
は
元
に
戻
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い

う
時
に
新
し
い
動
き
が
生
ま
れ
て
、
そ
れ
と
並

行
し
つ
つ
半
分
は
既
存
の
シ
ス
テ
ム
に
戻
る
の

で
は
。

　
う
ち
は
何
か
新
し
い
こ
と
を
考
え
る
た
め
に

で
き
た
団
体
な
の
で
、
道
内
か
ら
マ
イ
カ
ー
で

知
床
に
来
た
人
た
ち
を
車
か
ら
下
ろ
す
コ
ン
テ

ン
ツ
は
何
か
を
真
剣
に
考
え
る
の
が
、
切
羽
詰

ま
っ
た
お
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
か
と
い
っ
て
そ
ん
な
大
き
な
仕
掛
け
は
で
き

ま
せ
ん
か
ら
、
6
月
か
ら
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転

車
を
ホ
テ
ル
2
カ
所
と
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に

配
置
し
て
、
自
転
車
で
知
床
峠
ま
で
行
く
テ
ス

ト
商
品
を
始
め
ま
し
た
。
大
自
然
の
中
、
ス
テ

イ
ホ
ー
ム
で
な
ま
っ
た
体
に
汗
を
か
き
ま
せ
ん

か
、
電
動
ア
シ
ス
ト
な
ら
な
ん
と
こ
こ
ま
で
行

け
ま
す
よ
と
い
う
演
出
で
、
4
〜
5
0
0
0
円

で
売
れ
な
い
か
と
い
う
の
を
試
し
て
い
ま
す
。
｠

　
ホ
テ
ル
か
ら
は
「
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
は

5
0
0
円
で
も
売
れ
な
か
っ
た
よ
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
が
、
情
報
発
信
な
ど
に
よ
っ
て

4
0
0
0
円
で
売
れ
た
と
し
た
ら
、
半
分
ぐ
ら

い
は
元
に
戻
っ
て
も
1
割
ぐ
ら
い
は
そ
う
い
う

お
客
さ
ん
を
作
れ
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
マ
イ
カ
ー
で
近
隣
か
ら
来
る
人
が
ボ

リ
ュ
ー
ム
層
で
、
そ
う
い
う
人
た
ち
に
何
を
訴

求
す
る
か
は
全
体
的
な
課
題
で
す
。
北
海
道
の

人
が
自
転
車
に
乗
っ
て
歩
く
と
い
う
の
は
す
ご

く
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
で
す
が
、
今
は
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
も
来
な
い
の
で
、
ま
ず
は
ど
れ
く
ら
い
稼

働
が
あ
る
か
、
試
し
て
み
よ
う
と
。

　
し
か
しM

aaS

や
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
な
ど
、
乗

合
バ
ス
を
う
ま
く
活
用
し
よ
う
と
い
う
流
れ
が

今
回
の
コ
ロ
ナ
で
止
ま
っ
た
の
は
痛
い
で
す
ね
。

田
舎
で
交
通
機
関
を
何
と
か
し
よ
う
と
思
っ
た

ら
観
光
と
生
活
を
く
っ
つ
け
て
何
と
か
で
き
な

い
か
と
い
う
の
が
生
命
線
だ
と
思
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
そ
れ
が
止
ま
っ
た
の
が
と
っ
て
も
痛

い
な
と
思
い
ま
す
。

来
訪
者
の
質
の
変
化

愛
甲
　
岡
崎
さ
ん
は
大
雪
高
原
ヒ
グ
マ
情
報
セ

ン
タ
ー
の
管
理
を
さ
れ
て
い
て
、
施
設
が
再
開

し
た
ん
で
す
よ
ね
。
施
設
を
開
け
る
に
あ
た
り
、

環
境
省
と
か
北
海
道
か
ら
は
ど
う
い
う
風
に
運

用
し
よ
う
と
言
う
話
は
あ
っ
た
ん
で
す
か
。

岡
崎
　
環
境
省
、
上
川
町
、
北
海
道
が
関
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
道
か
ら
は
ま
だ
連
絡
も
来
て
い

な
い
で
す
ね
。
い
つ
も
6
月
後
半
に
な
ら
な
い

と
連
絡
が
こ
な
い
の
で
す
が
、
方
針
く
ら
い
は

来
て
も
い
い
か
な
と
思
っ
た
ん
で
す
が
。

　
環
境
省
の
方
々
は
あ
ま
り
コ
ロ
ナ
の
こ
と
は

気
に
せ
ず
に
、
対
策
を
し
っ
か
り
し
て
い
る
点

は
ア
ピ
ー
ル
し
て
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
き
ま
し
ょ

う
、
管
理
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
。
ま
だ
登
山

者
が
来
る
駐
車
場
の
ト
イ
レ
が
開
い
て
お
ら
ず

困
っ
て
い
る
と
い
っ
た
問
題
は
起
き
て
い
ま
す

が
、
特
に
運
営
す
る
た
め
の
苦
労
は
な
か
っ
た

で
す
。

　
登
山
者
に
つ
い
て
は
減
る
の
か
、
増
え
る
の

か
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
の
と
こ

ろ
正
直
変
わ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
休
日
し
か
見
て

い
ま
せ
ん
が
、
去
年
の
休
日
と
ほ
ぼ
同
じ
ス
タ

ー
ト
で
、
ほ
と
ん
ど
道
内
の
方
で
す
が
、
元
々

今
の
時
期
は
道
内
か
ら
が
多
い
と
い
う
の
も
同

じ
で
す
。

　
一
つ
違
う
の
は
、
去
年
と
比
べ
て
か
な
り
ア

ク
テ
ィ
ブ
な
方
が
多
い
こ
と
で
す
。
例
え
ば
た

だ
沼
を
歩
く
の
で
は
な
く
、
ス
キ
ー
を
担
い
で

登
っ
て
行
っ
て
滑
っ
て
降
り
て
く
る
と
か
。
ま

た
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
事
前
に
S
N
S
で
情
報

収
集
を
し
て
き
て
い
ま
す
。 

　
な
の
で
今
後
を
考
え
る
と
、
情
報
発
信
の
仕

方
だ
っ
た
り
、
今
ま
で
と
違
う
視
点
を
見
せ
る

こ
と
が
で
き
た
ら
面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
。

変
な
言
い
方
で
す
け
ど
、
チ
ャ
ン
ス
が
い
っ
ぱ

い
見
え
て
い
て
。
こ
れ
だ
け
ど
こ
も
か
し
こ
も

人
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
中
、
一
歩
先
行
く
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
北
海
道
は
自
然
環
境
が
も
の
す
ご
く
素
晴
ら

し
い
場
所
だ
と
思
う
し
、
町
の
商
売
と
比
べ
る

と
こ
れ
か
ら
山
の
商
売
は
す
ご
く
と
っ
か
か
り

が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
呼
び
込
み
や
す
い
場

所
で
は
と
直
感
的
に
思
い
ま
す
。
大
雪
高
原
は

非
常
に
規
模
が
小
さ
く
、
年
間
6
0
0
0
人
く

て
い
く
こ
と
か
な
と
思
い
ま
す
。
リ
ス
ク
は
ゼ

ロ
で
は
な
い
で
す
が
、
そ
れ
で
も
お
客
さ
ん
が

来
た
い
と
判
断
し
て
く
れ
れ
ば
、
来
て
く
だ
さ

い
と
い
う
よ
う
な
形
で
す
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
後
の
自
粛
論
議
が

非
常
に
つ
ら
か
っ
た
思
い
出
が
あ
る
の
で
、
雇

用
を
守
る
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
前
向
き
に

粛
々
と
営
業
は
続
け
、
で
き
る
だ
け
閉
め
な
い

と
い
う
判
断
を
し
て
い
ま
す
。

愛
甲
　
か
な
り
経
営
的
に
は
大
変
な
の
で
は
。

休
む
方
が
い
い
の
か
、
開
け
た
方
が
い
い
の
か
。

植
田
　
そ
こ
は
1
0
0
％
の
正
解
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
層
雲
峡
温
泉
街
も
か
な
り
休
業
し
て
、

そ
の
間
は
休
業
補
助
金
を
い
た
だ
き
、
当
社
も

使
え
る
制
度
は
全
て
使
い
な
が
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。
融
資
も
か
な
り
受
け
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
諦
め
る
の
で
は
な
く
、
戻
っ
て
来
る

日
を
信
じ
て
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
我
々
の
仕

事
や
お
客
さ
ん
の
層
や
質
も
少
し
ず
つ
変
わ
り

な
が
ら
、
変
化
し
て
続
け
て
い
け
る
よ
う
、
先

を
見
て
い
こ
う
と
。
こ
れ
が
正
解
か
ど
う
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
1
度
動
き
を
止
め
て
し
ま

う
と
、
そ
こ
か
ら
ま
た
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
て
動

き
出
す
の
は
す
ご
く
力
が
要
る
の
で
、
で
き
る

だ
け
社
員
の
気
持
ち
も
、
仕
事
も
、
受
け
入
れ

も
止
め
た
く
な
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

愛
甲
　
予
約
は
入
っ
て
き
て
い
ま
す
か
。

植
田
　
大
雪
山
も
知
床
も
、
ア
ウ
ト
ド
ア
で
の

楽
し
み
と
い
う
意
味
で
は
ま
だ
ま
だ
需
要
が
戻

っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

実
際
、
こ
こ
2
週
間
ぐ
ら
い
で
大
雪
山
高
原
温

泉
、
愛
山
渓
な
ど
に
道
内
の
方
が
少
し
ず
つ
動

き
出
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
夏
山
シ
ー
ズ
ン
も

始
ま
る
の
で
、
山
を
楽
し
む
お
客
さ
ん
が
動
き

始
め
る
の
で
は
。

　
た
だ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
本
州
の
団
体
が
戻
る

に
は
、
ま
だ
ま
だ
時
間
は
か
か
る
で
し
ょ
う
し
、

G
oT

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
動
き
出
し
に
時
間
が

か
か
り
そ
う
で
す
し
、
今
期
の
売
り
上
げ
は
半

分
く
ら
い
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
戻
る
の
は
早
く
て
来
年
の
春

か
な
と
。

　
地
元
の
観
光
協
会
も
冬
は
氷
瀑
ま
つ
り
な
ど

集
客
イ
ベ
ン
ト
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
縮

小
も
や
む
な
し
と
言
う
感
じ
で
す
。

愛
甲
　
寺
山
さ
ん
に
も
同
じ
質
問
で
す
。
ご
自

身
の
事
業
を
含
め
て
、
ウ
ト
ロ
で
は
民
間
事
業

者
は
再
開
の
判
断
は
ど
う
な
の
か
、
ど
う
動
き

始
め
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

寺
山
　
ウ
ト
ロ
は
ホ
テ
ル
の
キ
ャ
パ
が

4
0
0
0
人
以
上
で
す
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
は
全
館
閉
め
て
観
光
客
が
い
な
い
様
子
を

見
て
、
住
民
が
と
て
も
異
様
に
感
じ
て
い
ま
し

た
。「
沈
黙
の
春
」
と
言
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

あ
る
意
味
、
観
光
の
生
態
系
が
崩
壊
し
た
こ
と

を
実
感
し
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
で
し
た
。

　
そ
の
前
に
「
自
粛
し
て
も
ら
わ
な
い
と
困

る
」
と
言
う
町
民
の
風
が
吹
い
た
時
に
は
、

「
観
光
が
そ
も
そ
も
こ
の
土
地
に
必
要
な
い
の

で
は
」
と
い
う
風
向
き
に
な
っ
た
ら
ま
ず
い
な

と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
土
地
に
と
っ
て
の
観
光

の
意
味
が
根
底
か
ら
揺
ら
ぐ
か
な
と
思
っ
た
ら
、

そ
ん
な
こ
と
は
な
く
て
、
漁
師
さ
ん
や
町
民
と

話
し
て
も
「
い
や
ー
寂
し
い
ね
。
来
て
も
ら
い

た
い
ね
」
と
い
う
雰
囲
気
に
な
っ
た
こ
と
は
す

ご
く
よ
か
っ
た
な
と
。

　
科
学
的
に
は
何
一
つ
、
物
事
は
進
ん
で
い
な

い
ん
で
す
が
、
お
客
さ
ん
を
迎
え
よ
う
と
い
う

雰
囲
気
が
そ
こ
は
か
と
な
く
漂
っ
て
い
る
こ
と

に
、
実
は
と
て
も
安
心
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

各
ホ
テ
ル
は
対
策
を
見
え
る
化
し
よ
う
と
か
、

ガ
イ
ド
は
マ
ス
ク
を
す
る
か
と
か
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
て
動
き
出
し
て
い
る

形
で
す
。

　
ウ
ト
ロ
に
は
大
き
な
ホ
テ
ル
が
4
軒
あ
り
ま

す
が
、
2
軒
は
6
月
か
ら
動
き
出
し
、
2
軒
は

ま
だ
再
開
し
て
い
な
い
の
で
半
分
強
の
キ
ャ
パ

が
稼
働
し
た
状
態
で
す
。
ホ
テ
ル
の
経
営
者
は

ど
う
し
の
ぐ
か
、
資
金
繰
り
を
見
な
が
ら
か
悩

ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
し
、
小
さ
い
民
宿
は
家

業
を
続
け
る
の
か
と
真
剣
に
悩
み
、
ま
だ
再
開

し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
多
い
で
す
ね
。
再
開
す

る
に
し
て
も
、
7
月
か
ら
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
が
多
い
か
と
。

　G
oT

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ス
タ
ー
ト
が
遅
れ

る
の
は
結
構
痛
い
で
す
ね
。
し
か
し
、
経
営
判

断
が
難
し
い
中
で
も
お
客
様
を
迎
え
よ
う
と
い

う
雰
囲
気
で
動
き
出
し
、
ホ
テ
ル
な
ど
も
掃
除

や
消
毒
な
ど
の
作
業
が
増
え
た
け
れ
ど
、
ス
タ

ッ
フ
の
表
情
が
明
る
く
、
ビ
ジ
タ
ー
を
ち
ゃ
ん

と
迎
え
ら
れ
る
根
本
的
な
雰
囲
気
が
あ
る
の
で
、

よ
か
っ
た
な
と
思
え
た
再
開
シ
ー
ン
で
し
た
。

愛
甲
　
観
光
を
や
っ
て
な
い
人
も
含
め
て
、
お

客
さ
ん
が
来
な
い
と
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
な
っ
て

い
う
感
情
を
み
ん
な
が
感
じ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。

寺
山
　
も
ち
ろ
ん
全
員
で
は
な
い
と
思
う
し
、

「
本
当
に
開
け
ん
の
、
や
ば
い
っ
し
ょ
」
と
言

っ
て
る
人
も
い
ま
す
が
、
世
間
話
レ
ベ
ル
で

「
で
も
開
け
な
い
と
大
変
だ
べ
」
と
い
う
声
も

聞
こ
え
て
き
ま
す
。

愛
甲
　G

oT
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
話
が
出
ま
し

た
が
、
道
民
割
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
。
結

構
期
待
さ
れ
て
い
る
向
き
は
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

寺
山
　
ふ
っ
こ
う
割
な
ど
の
実
績
を
認
識
し
て

い
る
の
は
宿
泊
業
の
方
な
の
で
、
そ
れ
は
期
待

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

愛
甲
　
知
床
も
大
雪
山
も
、
ピ
ー
ク
の
シ
ー
ズ

ン
に
訪
れ
る
の
は
道
外
の
方
で
、
都
道
府
県
を

超
え
る
移
動
も
だ
い
ぶ
緩
和
は
さ
れ
て
く
る
け

ど
、
こ
の
夏
は
東
京
や
関
西
の
お
客
さ
ん
が
今

ま
で
通
り
に
全
部
が
戻
っ
て
く
る
と
は
思
え
な

い
で
す
よ
ね
。

　
そ
う
す
る
と
知
床
や
大
雪
山
も
、
北
海
道
民

に
も
っ
と
訴
求
す
る
必
要
も
あ
る
の
で
は
。
今

年
の
夏
は
マ
イ
カ
ー
移
動
で
観
光
す
る
方
が
増

え
る
と
思
い
ま
す
し
、
ど
の
ぐ
ら
い
道
民
に
来

て
も
ら
う
か
は
、
結
構
重
要
だ
と
思
う
の
で
す

が
、
植
田
さ
ん
と
寺
山
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ
ま

す
か
。

植
田
　
ま
さ
に
今
ど
こ
の
観
光
地
も
タ
ー
ゲ
ッ

ト
は
域
内
、
北
海
道
で
あ
れ
ば
道
内
の
方
々
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
だ

職
し
て
い
ま
す
。
知
床
を
世
界
遺
産
に
し
て
く

れ
た
ユ
ネ
ス
コ
は
、
文
明
の
衝
突
を
防
ぐ
た
め

に
戦
争
の
反
省
か
ら
作
ら
れ
た
団
体
で
、
そ
の

ユ
ネ
ス
コ
が
知
床
が
い
い
と
こ
ろ
だ
と
言
っ
て

く
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、「
こ
こ
は
い
い
と
こ
ろ

だ
よ
、
戦
争
す
る
の
は
や
め
よ
う
よ
」
と
い
う

こ
と
で
人
々
に
開
か
な
い
と
守
っ
た
価
値
が
な

い
と
、
私
は
言
い
切
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
世
界
平
和
の
た
め
に
知
床
世
界
遺
産
を
開

く
の
が
観
光
地
の
仕
事
で
す
」
と
言
い
切
る
べ

く
、
あ
と
20
年
ぐ
ら
い
働
こ
う
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。「
世
界
平
和
の
た
め
に
俺
た
ち
は
観

光
や
っ
て
る
ん
だ
」
と
い
う
雰
囲
気
が
出
て
き

た
ら
、
ホ
テ
ル
で
ア
ル
バ
イ
ト
し
て
い
る
若
い

人
た
ち
も
ち
ょ
っ
と
は
元
気
に
な
る
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
や
は
り
世
界
平
和
の
た
め
に
あ
る
の

は
観
光
だ
と
、
つ
か
み
直
す
き
っ
か
け
を
突
き

つ
け
ら
れ
た
の
が
今
回
の
機
会
だ
っ
た
な
と
思

い
ま
す
。

植
田
　
う
ち
の
会
社
の
企
業
理
念
の
中
に
も

「
お
客
様
に
喜
び
を
提
供
す
る
こ
と
で
世
界
平

和
に
貢
献
し
ま
す
」
と
い
う
一
文
を
入
れ
て
お

り
、
や
は
り
私
も
観
光
や
娯
楽
は
世
界
平
和
に

つ
な
が
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
っ

て
い
て
、
今
の
お
話
を
聞
い
て
同
志
が
い
て
よ

か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
で
学
ん
だ
こ
と
に
関
し
て
は
、
経
済

活
動
、
企
業
活
動
を
し
て
い
く
中
で
の
リ
ス
ク

の
考
え
方
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た

な
と
。
未
知
の
も
の
な
の
で
、
ナ
ー
バ
ス
な
反

応
を
す
る
人
も
い
ま
し
た
が
、
決
断
し
た
り
活

動
し
て
い
く
中
で
、
リ
ス
ク
は
ゼ
ロ
に
は
な
ら

な
い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
も
風
が
吹
け
ば
減
速
し
て
運

転
し
た
り
、
山
に
登
れ
ば
遭
難
し
な
い
で
帰
っ

て
来
ら
れ
る
よ
う
に
、
い
ろ
ん
な
リ
ス
ク
を
考

え
な
が
ら
判
断
し
ま
す
。
観
光
地
も
冷
静
に
リ

ス
ク
を
勘
案
し
な
が
ら
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
、

お
客
様
を
ウ
エ
ル
カ
ム
で
受
け
入
れ
る
態
度
が

必
要
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
｠

　
国
立
公
園
や
自
然
を
テ
ー
マ
に
野
外
活
動
を

す
る
中
で
、
我
々
が
今
ま
で
自
然
の
中
で
培
っ

て
き
た
知
見
や
日
々
行
な
っ
て
い
る
判
断
が
、

コ
ロ
ナ
時
代
を
生
き
て
い
く
た
め
の
考
え
方
の

ヒ
ン
ト
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
視

点
か
ら
我
々
も
何
か
発
信
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

愛
甲
　
私
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
こ
の
よ
う
な

機
会
を
も
ち
、
様
々
な
経
験
を
共
有
す
べ
き
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
本
日
の
お
話
は
、
他
地
域

の
方
に
も
興
味
深
く
、
参
考
に
な
る
で
し
ょ
う
。

東
日
本
大
震
災
の
時
も
被
災
地
以
外
の
人
の
意

識
が
予
想
外
に
早
く
戻
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
が
、
寺
山
さ
ん
が
い
う
よ
う
に
、
今
回
も
観

光
客
の
動
き
な
ど
は
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に

半
分
く
ら
い
は
元
に
戻
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
中
で
、
今
起
き
て
い
る
こ
と
や
学
ん

だ
こ
と
を
記
録
し
、
後
か
ら
検
証
す
る
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
人
の
動
き
も
そ
う
で
す

し
、
自
然
公
園
を
運
営
す
る
シ
ス
テ
ム
が
ど
う

機
能
し
た
の
か
、
そ
こ
で
見
え
た
弱
さ
な
ど
を

次
の
改
善
に
生
か
す
た
め
に
、
勉
強
さ
せ
ら
れ

て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
と
感
じ
ま
す
。

　
こ
う
し
て
み
な
さ
ん
と
お
話
し
し
た
こ
と
も
、

き
ち
ん
と
記
録
に
残
し
て
お
け
る
こ
と
を
非
常

に
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ら
い
し
か
来
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

の
呼
び
込
み
方
で
色
々
変
化
さ
せ
ら
れ
、
来
た

人
が
新
た
な
発
信
を
し
て
く
れ
る
形
を
作
っ
て

い
け
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

愛
甲
　
高
原
温
泉
は
秋
が
ピ
ー
ク
で
す
よ
ね
。

今
は
ま
だ
そ
ん
な
に
多
く
な
い
。
こ
れ
か
ら
秋

に
向
か
っ
て
ど
う
な
っ
て
い
く
か
は
心
配
も
あ

り
、
逆
に
楽
し
み
な
部
分
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
白
雲
岳
の
工
事
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、 

今
後
の
登
山
者
の
山
の
登
り
方
や
自
然
と
の
付

き
合
い
方
は
変
わ
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
か
。

岡
崎
　
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
よ
り
は
、
お
こ

が
ま
し
い
で
す
が
、
変
え
て
や
ろ
う
と
い
う
気

持
ち
で
す
ね
。 

高
原
温
泉
は
今
ま
で
は
秋
が
8

割
で
し
た
が
、
夏
に
面
白
い
時
期
も
あ
る
け
ど

ほ
と
ん
ど
人
は
来
な
か
っ
た
。
自
分
ら
は
春
の

魅
力
を
知
っ
て
い
る
し
、
理
解
で
し
て
く
れ
る

人
も
出
て
き
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
秋
以

外
の
時
期
を
売
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
こ
う

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
白
雲
岳
も
と
て
も
魅
力
的
な
場
所
な
の
で
、

そ
の
魅
力
を
分
か
る
人
な
ら
か
な
り
大
金
を
払

っ
て
も
来
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
こ
れ
か
ら

は
た
く
さ
ん
来
て
少
し
お
金
を
落
と
す
形
よ
り

も
、
一
人
が
非
常
に
満
足
し
て
た
く
さ
ん
の
お

金
を
落
と
す
形
に
変
わ
る
と
、
皆
さ
ん
が
思
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
発
信
が
で
き
て
い
る

か
は
ち
ょ
っ
と
分
か
ら
な
い
。
自
分
の
視
点
は

あ
ま
り
一
般
的
で
は
な
い
の
で
す
が
、
思
っ
た

こ
と
を
試
す
場
所
も
で
き
た
の
で
、
ど
ん
ど
ん

思
い
つ
き
を
試
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

寺
山
　
こ
の
時
期
に
来
る
人
が
、
本
当
の
お
客

様
だ
と
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
。
地
元
で
よ
く

言
っ
て
い
る
の
は
、
カ
メ
ラ
マ
ン
と
釣
り
人
は

同
じ
く
ら
い
来
て
い
る
な
と
。
管
理
側
に
と
っ

て
は
ト
ラ
ブ
ル
も
結
構
あ
り
、
お
金
も
そ
ん
な

に
落
と
さ
な
い
客
層
で
す
が
、
こ
う
い
う
人
た

ち
が
自
然
環
境
や
自
然
公
園
に
と
っ
て
本
質
的

な
ビ
ジ
タ
ー
な
の
で
は
な
い
か
と
。

　
本
質
的
な
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の
状
況
で

は
来
た
い
人
し
か
来
な
い
、
そ
れ
が
カ
メ
ラ
マ

ン
と
釣
り
人
だ
と
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
登
山

客
の
数
も
そ
ん
な
に
落
ち
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
真
剣
に
考
え
な
い
と

い
け
な
い
と
。

　
今
後
も
コ
ロ
ナ
対
策
が
う
ま
く
い
か
ず
、
お

客
さ
ん
が
落
ち
込
ん
だ
ま
ま
な
ら
ビ
ジ
タ
ー
の

本
質
を
ち
ゃ
ん
と
考
え
な
い
と
い
け
な
い
、
こ

の
状
況
で
も
来
る
人
は
と
て
も
大
切
に
し
な
い

と
い
け
な
い
な
と
。
一
番
厳
し
い
時
期
に
来
た

お
客
さ
ん
が
何
を
見
て
い
る
の
か
、
よ
く
見
て

お
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

植
田
　
寺
山
さ
ん
に
近
い
思
い
を
私
も
持
っ
て

い
て
、
こ
う
い
う
時
に
も
離
れ
な
い
お
客
さ
ん

は
観
光
地
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る
の

で
、
気
を
つ
け
て
見
て
お
く
べ
き
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
黒
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
歴
史
上
で
初

め
て
、
今
年
は
夏
の
シ
ー
ズ
ン
券
と
い
う
の
を

作
っ
て
売
っ
て
み
た
ん
で
す
。
5
月
は
開
店
休

業
だ
っ
た
の
で
、
み
ん
な
の
仕
事
も
作
ら
な
き

ゃ
い
け
な
い
し
、
目
先
の
収
入
も
欲
し
い
と
い

う
こ
と
で
始
め
、
6
月
21
日
ま
で
売
っ
て
い
ま

し
た
が
、
2
0
0
枚
弱
が
売
れ
ま
し
た
。

　
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
乗
り
放
題
と
い
う
こ
と

で
、
ち
ゃ
ん
と
お
金
を
使
っ
て
黒
岳
に
来
よ
う

と
思
っ
て
く
れ
る
方
は
道
内
の
方
だ
ろ
う
と
思

っ
て
作
っ
た
の
で
す
が
、
こ
う
い
う
時
で
も
反

応
し
て
応
援
す
る
よ
と
い
う
方
や 

お
得
だ
と
思

っ
て
買
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
が
そ
れ
な
り
に
い

た
こ
と
は 

我
々
に
と
っ
て
も
す
ご
く
い
い
勉
強

に
な
っ
た
し
背
中
を
押
し
て
も
ら
え
ま
し
た
。

そ
う
い
う
時
に
き
て
く
れ
る
の
は
ど
う
い
う
お

客
様
か
、
き
ち
ん
と
見
な
が
ら
付
き
合
っ
て
い

か
な
き
ゃ
い
け
な
い
な
と
思
っ
て
ま
す
。

　
ア
ウ
ト
ド
ア
や
外
で
の
楽
し
み
は
ま
す
ま
す

こ
れ
か
ら
価
値
が
上
が
り
、
高
い
お
金
を
払
っ

て
も
そ
う
い
う
体
験
を
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ

は
ま
す
ま
す
高
ま
る
の
で
は
。
コ
ロ
ナ
に
よ
っ

て
旅
行
の
機
会
が
限
ら
れ
る
な
ら
、
そ
の
大
事

な
機
会
に
は
お
金
を
か
け
て
素
晴
ら
し
い
と
こ

ろ
に
行
こ
う
と
い
う
意
識
が
強
ま
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
北
海
道
の
自
然
の

素
材
が
、
注
目
さ
れ
価
値
が
認
め
ら
れ
る
チ
ャ

ン
ス
は
大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
自
然
へ
の
負
荷
を
考
え
つ
つ
、
そ
の
チ
ャ
ン

ス
を
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
。
や
は
り
岡
崎
さ

ん
が
言
う
よ
う
に
、
少
な
い
人
数
で
た
く
さ
ん

お
金
を
落
と
し
て
も
ら
え
る
仕
掛
け
や
場
所
づ

く
り
に
な
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
合

わ
せ
て
層
雲
峡
温
泉
街
も
変
わ
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
し
、
そ
の
い
い
き
っ
か
け
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
経
験
か
ら

観
光
地
が
学
ぶ
こ
と

寺
崎
　
最
後
に
皆
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
を
経
験
し
て
、

観
光
地
は
こ
こ
か
ら
何
を
学
ぶ
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
か
。

岡
崎
　
物
事
や
価
値
観
を
変
え
る
の
は
昔
か
ら

「
若
者
、
よ
そ
者
、
ば
か
者
」
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
現
在
の
観
光
地
が
動
か
な
い
中
で
、
自
分

に
も
「
ど
う
い
う
形
が
い
い
の
か
」
と
聞
か
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
お
前
ら
な
ん
か

い
ら
な
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
す

が
、
少
し
で
も
新
し
い
発
想
を
取
り
入
れ
よ
う

と
い
う
人
が
地
域
に
増
え
て
き
た
の
で
は
と
思

い
ま
す
。

　
自
分
な
ど
は
、
ば
か
者
代
表
で
い
ろ
い
ろ
意

見
を
言
っ
て
い
こ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
同
じ

よ
う
な
境
遇
の
人
た
ち
が
、
同
じ
地
域
内
だ
け

で
な
く
地
域
を
超
え
て
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
面
白
い
形
に
な
り
、
今
ま
で
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
で
は
な
い
か
と
。
そ
う
い
う
希
望
だ
け
は
す

ご
く
持
っ
て
い
ま
す
。

寺
山
　
今
回
、
地
域
に
と
っ
て
の
観
光
の
価
値

が
何
な
の
か
、
突
き
つ
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
が
あ

っ
て
、
本
質
的
に
移
動
と
交
流
が
観
光
の
形
で

す
か
ら
、
感
染
症
に
関
し
て
は
マ
イ
ナ
ス
要
因

で
し
か
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
の
中
で
、
こ
の
土

地
に
と
っ
て
観
光
が
必
要
だ
と
言
い
切
れ
る
も

の
は
何
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
突
き
つ
け
ら
れ

た
と
。

 

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
静
か
な
時
は
観
光

を
や
る
べ
き
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
し
、
観
光

が
再
オ
ー
プ
ン
し
た
時
に
皆
の
表
情
が
明
る
く

な
っ
た
の
は
よ
か
っ
た
な
と
。
観
光
地
で
あ
る

ウ
ト
ロ
か
ら
離
れ
た
観
光
と
関
係
な
い
斜
里
町

の
人
た
ち
に
も
「
観
光
は
重
要
な
産
業
だ
」
と

言
い
切
れ
る
よ
う
な
強
さ
を
、
我
々
は
持
つ
べ

き
だ
な
と
肝
に
命
じ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
て
。

　
私
個
人
は
、「
観
光
は
世
界
平
和
に
貢
献
す
る

か
ら
必
要
だ
」
と
言
い
切
る
こ
と
に
決
め
て
転 旭川から望む大雪山（写真：やえざくら／PIXTA）
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少
な
い
で
す
が
、
他
の
皆
さ
ん
も
言
っ
て
い
た

よ
う
に
い
ろ
ん
な
人
か
ら
叩
か
れ
る
状
態
が
起

き
る
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
雰
囲
気
で
は
な

く
な
っ
て
し
ま
い
。
そ
れ
は
全
然
構
わ
な
い
ん

で
す
が
、
こ
の
後
が
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
こ

と
を
常
に
考
え
て
い
ま
す
。
今
で
き
る
発
信
と

し
て
「
営
業
は
自
粛
す
る
け
ど
管
理
は
自
粛
し

な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
に
我
慢
で

き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
何
ヶ
月
か
経
っ
た

ら
全
然
違
う
環
境
に
な
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
。
そ
う
い
う
中
で
先
の
先
ま
で
決
め
て
し

ま
っ
た
ら
ま
ず
い
だ
ろ
う
と
。

　
黒
岳
や
知
床
で
は
S
N
S
や
町
民
の
声
な
ど

か
ら
方
針
が
決
め
ら
れ
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
う
い
う
情
報
に
よ
っ
て
色
ん
な
こ

と
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
、
こ
う
い
う
状
況
の

中
で
先
を
見
て
い
る
人
と
い
う
の
が
結
構
は
っ

き
り
わ
か
っ
て
き
た
の
で
、
で
き
る
だ
け
そ
う

い
う
人
た
ち
と
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、
先
に
進
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
登
山
道
整
備
は
突
き
詰
め
る
と
責
任
問
題
な

ど
に
な
っ
て
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
る
ん
で
す

が
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
も
全
く
同
じ
で
、
「
感

染
し
た
ら
誰
が
責
任
取
る
ん
だ
」
と
か
、
誰
か

を
悪
者
に
し
た
い
と
い
う
日
本
人
の
変
な
感
覚

が
も
の
す
ご
く
見
え
た
と
思
い
ま
す
。
文
化
と

し
て
そ
う
い
う
風
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
と
。
そ
う
い
う
中
で
自
分
の
で
き

る
こ
と
は
登
山
道
整
備
な
の
で
、
管
理
を
し
っ

か
り
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

愛
甲
　
岡
崎
さ
ん
が
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い

た
の
は
夏
で
す
よ
ね
。

岡
崎
　
は
い
。
た
く
さ
ん
人
を
集
め
て
は
で
き

な
い
ん
で
す
が
、
指
導
者
を
作
る
と
い
う
形
で
、

少
人
数
で
続
け
よ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
指

導
者
が
で
き
れ
ば
、
来
年
は
も
っ
と
色
々
な
こ

と
を
で
き
ま
す
よ
と
い
う
形
で
謳
っ
て
い
く
し

か
な
い
か
と
。

寺
崎
「
先
を
見
て
い
る
人
が
わ
か
っ
て
き
た
」

と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
反
対
は

「
先
を
見
て
い
な
い
人
」
で
す
よ
ね
。
両
者
の

違
い
は
何
で
し
ょ
う
か
。

岡
崎
　
極
端
に
言
っ
た
ら
責
任
を
取
れ
る
人
か
、

人
に
責
任
転
嫁
す
る
人
か
。
叩
か
れ
て
も
こ
れ

が
正
し
い
と
思
っ
て
進
ん
で
い
け
る
人
と
、
叩

か
れ
る
の
が
怖
く
て
決
断
で
き
な
か
っ
た
り
、

周
り
に
合
わ
せ
て
し
ま
う
人
の
違
い
で
す
ね
。

自
分
の
周
辺
は
小
さ
い
会
社
が
多
く
、
そ
れ
ぐ

ら
い
の
責
任
は
と
れ
る
と
い
う
人
が
多
い
の
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
は
そ
う
い
う
人
た
ち
が
地
域

を
作
っ
て
い
く
の
か
な
と
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍

で
先
を
見
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
と
感
じ
ら
れ

た
の
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
脆
弱
さ
が
露
呈

し
た
自
然
や
公
園
の
管
理

愛
甲
　
岡
崎
さ
ん
は
技
術
に
加
え
て
シ
ス
テ
ム

が
必
要
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
具
体
的
に
は

ど
う
い
う
も
の
で
す
か
。

岡
崎
　
国
立
公
園
の
登
山
道
管
理
の
シ
ス
テ
ム

で
す
。
今
の
登
山
道
の
管
理
は
侵
食
に
追
い
つ

か
ず
、
や
っ
て
も
や
っ
て
も
良
く
な
る
方
向
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
ど
の
地
域
に

行
っ
て
も
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
対
す
る
方
法
が
な
い
こ
と
は
な
い
で

す
が
、
こ
な
す
た
め
の
シ
ス
テ
ム
は
全
然
で
き

て
な
く
て
、
問
題
意
識
と
し
て
捉
え
て
い
る
関

係
者
も
す
ご
く
少
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
。
利

用
者
は
「
何
で
こ
こ
ま
で
ほ
っ
と
い
て
る
の
」

と
思
う
方
も
多
い
ん
で
す
が
、
管
理
し
て
い
る

方
々
は
そ
れ
が
普
通
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

な
か
な
か
進
ん
で
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
取
り
込
む
と
か
、
魅
力
あ

る
国
立
公
園
を
と
言
わ
れ
て
ま
す
け
ど
、
自
分

か
ら
見
る
と
「
こ
れ
じ
ゃ
日
本
の
恥
さ
ら
し
ち

ゃ
う
よ
」
と
い
う
気
持
ち
で
す
。

愛
甲
　
昨
年
、
週
刊
誌
の
記
事
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
周
知
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
影
響
の
中
、
施
設

や
登
山
道
に
つ
い
て
国
立
公
園
が
管
理
す
る
仕

組
み
や
枠
組
み
の
中
で
議
論
し
て
い
る
と
、
何

か
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

岡
崎
　
黒
岳
石
室
の
隣
に
併
設
さ
れ
て
い
る
ト

イ
レ
を
、
管
轄
し
て
い
る
北
海
道
上
川
総
合
振

興
局
が
閉
鎖
す
る
と
い
う
判
断
を
し
た
ん
で
す

ね
。
登
山
者
を
止
め
る
と
か
登
山
道
自
体
を
閉

鎖
す
る
上
で
ト
イ
レ
を
閉
鎖
す
る
な
ら
分
か
る

ん
で
す
け
ど
、
登
山
は
自
粛
で
、
歩
い
て
も
い

い
状
態
で
閉
鎖
し
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
。

そ
の
方
針
が
一
年
間
続
く
な
ら
、
2
〜
3
ヶ
月

後
に
は
多
分
登
山
者
が
結
構
来
る
よ
う
に
な
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
の
時
に
ト
イ
レ
が
使
え
な

い
と
な
っ
た
ら
、
キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
何
か
ら
大

変
な
状
態
に
な
る
と
は
っ
き
り
想
像
で
き
ま
し

た
。

　
も
し
黒
岳
石
室
の
周
り
が
汚
く
な
り
、
そ
れ

が
海
外
の
S
N
S
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
す
る

と
、
風
評
被
害
と
し
て
は
か
な
り
ダ
メ
ー
ジ
が

大
き
い
の
で
は
と
。
以
前
、
ト
ム
ラ
ウ
シ
が
日

本
一
汚
い
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
と
言
わ
れ
、
自
虐

的
に
直
す
活
動
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
比
じ

ゃ
な
い
な
と
。

　
そ
れ
で
自
分
の
管
轄
と
は
違
う
場
所
で
し
た

が
、
行
政
の
方
に
「
と
に
か
く
ト
イ
レ
は
開
け

る
べ
き
で
は
」
と
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
う
い

う
感
覚
を
共
有
し
て
も
ら
う
の
が
難
し
い
で
す

ね
。
管
理
し
て
い
る
行
政
が
、
管
理
し
な
い
こ

と
に
よ
っ
て
起
き
る
問
題
を
理
解
し
て
な
い
と

思
い
ま
す
。

愛
甲
　
黒
岳
の
ト
イ
レ
の
事
に
つ
い
て
、
私
も

行
政
と
色
々
や
り
と
り
し
て
い
る
時
に
、
普
段

の
シ
ス
テ
ム
の
弱
さ
が
出
ち
ゃ
っ
た
な
と
感
じ

ま
し
た
。

　
ま
だ
よ
く
分
か
ら
な
い
新
型
ウ
イ
ル
ス
へ
の

対
応
で
、
お
ま
け
に
山
の
上
で
は
何
が
起
き
る

か
は
わ
か
ら
な
い
。
エ
ビ
デ
ン
ス
も
は
っ
き
り

し
な
い
中
で
6
月
下
旬
の
山
開
き
と
7
、
8
月

の
登
山
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
、
誰
が
決
断
す
る
か
、

ど
う
い
う
風
に
話
し
合
っ
て
決
め
て
い
く
か
、

普
段
か
ら
準
備
で
き
て
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
突

か
れ
た
な
と
い
う
感
じ
が
す
ご
く
し
ま
し
た
。

　
施
設
は
そ
れ
ぞ
れ
が
判
断
で
き
ま
す
が
、
山

は
入
口
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
登
山
道
を
閉
鎖
す

る
と
い
っ
て
も
、
自
由
に
入
っ
て
く
る
人
も
い

る
わ
け
で
。
特
に
大
雪
山
は
3
月
に
新
し
い
総

合
型
協
議
会
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
て
い
た
矢

先
に
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
総
会
延
期
、
書
面
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
環
境
省
も
急
い
で
情
報
共

有
の
場
や
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
作
っ
た
り
、

で
き
る
こ
と
は
し
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、

タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
植

田
さ
ん
は
そ
の
あ
た
り
で
何
か
感
じ
た
こ
と
は
。

植
田
　
石
室
に
つ
い
て
は
岡
崎
さ
ん
が
言
っ
た

通
り
で
、
当
社
も
上
川
町
が
所
有
す
る
建
物
の

管
理
を
夏
の
間
だ
け
受
託
し
て
い
ま
す
が
、
行

1
7
0
0
人
で
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
一

部
の
ホ
テ
ル
で
営
業
し
よ
う
と
い
う
雰
囲
気
も

あ
り
ま
し
た
が
、
町
民
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
が

役
場
に
入
り
、
そ
れ
を
受
け
て
全
て
休
業
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
観
光
と
い
う
の
は
そ
も
そ
も
移
動
と
交
流
が

目
的
な
の
で
、
そ
れ
が
リ
ス
ク
と
見
ら
れ
た
ら

ど
う
し
よ
う
も
な
く
、
町
民
の
気
持
ち
が
そ
の

方
向
に
振
れ
た
場
合
は
、
や
む
を
得
な
い
の
で

閉
じ
る
と
い
う
決
断
を
そ
の
ホ
テ
ル
も
さ
れ
ま

し
た
。
た
だ
、
6
月
に
な
る
と
特
に
根
拠
は
な

い
で
す
が
、
風
向
き
が
変
わ
り
お
客
さ
ん
が
ぼ

ち
ぼ
ち
来
て
い
ま
す
。
　

　
う
ち
は
観
光
メ
イ
ン
の
会
社
で
は
な
い
の
で

す
が
、
地
域
の
持
続
性
や
知
床
が
未
来
も
選
ば

れ
続
け
る
た
め
に
は
、
観
光
が
実
質
的
に
農
業
、

漁
業
よ
り
も
重
要
な
産
業
で
あ
る
と
位
置
付
け
、

こ
の
地
域
で
観
光
が
踏
み
と
ど
ま
っ
て
将
来
発

展
す
る
こ
と
は
、
う
ち
の
法
人
に
と
っ
て
ま
さ

に
存
在
意
義
に
近
い
の
で
、
色
々
悩
み
な
が
ら

や
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
さ
っ
き
、
町
民
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
で

ホ
テ
ル
が
休
業
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
こ
の
町
民
と
は
ど
ん
な
方
で
す
か
。

寺
山
　
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
。

寺
崎
　
普
通
に
暮
ら
し
て
い
る
方
の
声
に
耳
を

傾
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
。

寺
山
　
産
業
構
造
と
し
て
知
床
は
農
業
、
漁
業

が
豊
か
で
、
春
先
は
ど
ち
ら
も
集
団
作
業
が
始

ま
る
時
期
で
す
。「
今
は
誰
も
感
染
し
て
い
な

い
け
ど
、
第
一
号
を
外
か
ら
持
っ
て
こ
ら
れ
る

の
は
困
る
」
と
い
う
感
覚
を
各
産
業
の
人
が
抱

い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
で
す
。
当
然
、
根
拠

の
な
い
恐
怖
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

愛
甲
　
観
光
が
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む
装
置
で

あ
る
が
ゆ
え
に
、
ウ
イ
ル
ス
を
運
ん
で
く
る
装

置
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
言
う
こ

と
で
す
ね
。
離
島
な
ど
で
も
そ
う
い
う
雰
囲
気

が
あ
り
、
利
尻
礼
文
な
ど
で
も
来
島
自
粛
の
要

請
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

寺
崎
　
知
床
が
将
来
も
選
ば
れ
続
け
る
た
め
に

は
、
観
光
は
実
質
的
に
農
業
、
漁
業
よ
り
も
重

要
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
誰
に
ど
う
い
う
風
に

選
ば
れ
続
け
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
か
。

寺
山
　
う
ち
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
知
床
が
居
住

地
と
し
て
将
来
に
渡
り
選
び
続
け
ら
れ
る
た
め

に
、
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
商
品
を
開
発
す
る

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
住
民
に
と
っ
て
選
ば

れ
、
そ
し
て
観
光
地
と
し
て
ビ
ジ
タ
ー
に
選
ば

れ
続
け
る
こ
と
に
寄
与
す
る
商
品
開
発
を
し
ま

し
ょ
う
と
。

岡
崎
　
自
分
は
も
と
も
と
登
山
道
を
直
し
た
い

と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
、

登
山
道
整
備
の
立
ち
位
置
で
色
々
や
り
始
め
て
、

そ
の
た
め
に
は
何
が
必
要
か
を
考
え
続
け
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
技
術
が
必
要
と
思
っ
て
身
に
つ

け
始
め
、
少
し
ず
つ
直
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
時

に
技
術
だ
け
じ
ゃ
足
り
な
い
、
シ
ス
テ
ム
を
変

革
し
な
い
と
い
け
な
い
と
気
づ
き
ま
し
た
。

　
行
政
と
話
し
て
も
難
し
い
部
分
が
あ
っ
た
の

で
、
行
政
で
は
な
く
登
山
者
を
味
方
に
し
て
い

こ
う
と
い
う
発
想
か
ら
、
一
般
社
団
法
人
大
雪

山
・
山
守
隊
を
作
り
ま
し
た
。
商
売
っ
気
は
全

然
な
い
の
で
す
が
、
登
山
道
整
備
の
位
置
付
け

も
時
代
や
社
会
の
変
化
に
よ
っ
て
変
わ
る
の
で
、

そ
の
中
で
自
分
が
ど
こ
に
い
る
の
か
は
気
に
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
直
接
的
な
影
響
は

ど
ん
ど
ん
休
止
し
て
い
き
、
当
社
も
5
月
6
日

の
終
了
予
定
を
4
月
29
日
に
繰
り
上
げ
ま
し
た
。

　
例
年
北
海
道
で
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明

け
ま
で
営
業
す
る
ス
キ
ー
場
が
複
数
あ
り
ま
す

が
今
年
は
全
滅
で
、
風
潮
と
い
う
か
人
の
心
の

部
分
で
、
営
業
し
づ
ら
か
っ
た
と
い
う
印
象
が

あ
り
ま
す
。

愛
甲
　
具
体
的
に
は
ど
れ
く
ら
い
落
ち
込
み
ま

し
た
か
。

植
田
　
こ
の
4
〜
5
月
で
、
黒
岳
の
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
は
8
割
減
で
す
ね
。
6
月
に
少
し
回
復
し

て
き
ま
し
た
が
、
外
国
の
お
客
さ
ん
の
団
体
と

本
州
か
ら
の
団
体
が
全
く
動
い
て
い
な
い
状
態

な
の
で
、
道
内
か
ら
の
お
客
様
が
あ
る
程
度
動

い
て
も
、
そ
こ
だ
け
で
5
〜
6
割
は
減
る
イ
メ

ー
ジ
で
す
ね
。

愛
甲
　
も
と
も
と
外
国
の
団
体
は
ど
の
ぐ
ら
い

の
比
率
を
占
め
て
い
ま
し
た
か
。

植
田
　
コ
ロ
ナ
前
ま
で
の
層
雲
峡
温
泉
街
の
入

込
は
約
3
割
で
す
ね
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
も
ほ
ぼ

そ
れ
に
近
い
数
字
で
、
25
％
か
ら
30
％
未
満
で

す
。

愛
甲
　
さ
っ
き
言
わ
れ
た
「
心
の
部
分
」
と
い

う
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
ね
。
4
月
29
日
で
閉

め
る
と
判
断
を
し
た
の
は
ど
う
い
う
理
由
か
ら

で
し
ょ
う
か
。

植
田
　
最
終
的
に
休
も
う
と
決
断
し
た
の
は
社

内
か
ら
の
声
で
し
た
。
4
月
末
に
近
く
な
る
と
、

だ
ん
だ
ん
標
高
の
低
い
ス
キ
ー
場
は
営
業
を
や

め
て
い
き
、
残
っ
た
の
は
旭
岳
や
黒
岳
な
ど
数

カ
所
し
か
な
く
、
当
社
が
4
月
29
日
に
辞
め
る

前
々
日
ぐ
ら
い
に
、
他
ス
キ
ー
場
に
来
た
お
客

さ
ん
が
S
N
S
に
そ
の
こ
と
を
ア
ッ
プ
し
て
叩

か
れ
た
ら
し
い
ん
で
す
。

　
そ
れ
を
受
け
て
そ
の
ス
キ
ー
場
が
急
に
営
業

を
や
め
、
そ
し
た
ら
当
社
の
社
員
か
ら
「
札
幌

ナ
ン
バ
ー
な
ど
黒
岳
に
来
る
車
が
増
え
て
い
る
。

旭
岳
か
ら
流
れ
て
き
て
い
る
の
で
は
」
と
連
絡

が
あ
り
、
社
員
に
ど
う
し
た
い
か
と
聞
き
ま
し

た
。

 

私
は
、
ス
キ
ー
場
と
い
う
オ
ー
プ
ン
な
空
間

で
密
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
細
々
と
で
も
営

業
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
社
員
は

地
元
で
コ
ロ
ナ
の
発
症
事
例
も
な
く
、
自
分
た

ち
が
1
番
手
に
な
れ
な
い
と
。
ま
た
、
雰
囲
気

と
か
人
の
気
持
ち
の
問
題
を
見
て
い
る
と
、
無

理
し
て
営
業
し
て
「
何
で
こ
ん
な
と
き
に
営
業

し
て
い
る
ん
だ
」
と
言
わ
れ
た
ら
答
え
よ
う
が

な
い
と
い
う
こ
と
で
、「
わ
か
っ
た
。
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
休
み
に
し
よ
う
」
と
い
う
判

断
を
し
ま
し
た
。

　
あ
の
時
は
自
粛
警
察
と
い
う
か
、
札
幌
ナ
ン

バ
ー
で
市
外
に
出
た
だ
け
で
張
り
紙
を
貼
ら
れ

た
り
、
今
思
い
出
し
て
も
「
皆
が
自
粛
し
て
い

る
か
ら
そ
れ
に
従
え
」
と
い
う
雰
囲
気
は
非
常

に
あ
り
ま
し
た
。

寺
山
　
一
般
社
団
法
人
知
床
し
ゃ
り
は
昨
年
7

月
の
設
立
で
、
観
光
協
会
や
商
工
会
な
ど
が
地

域
の
課
題
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
な
中
長
期
計
画

を
作
る
中
、
な
か
な
か
実
行
体
制
が
取
れ
な
か

っ
た
の
で
、
実
行
部
隊
の
法
人
を
作
ろ
う
と
い

う
こ
と
で
で
き
ま
し
た
。
D
M
O
的
機
能
や
地

域
商
社
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
期
待

を
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
地
域
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
を
行
う
会
社
で
、
「
知
床
ト
コ
さ
ん
」

と
い
う
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
運
営
し
て
お
り
、
昨

年
度
の
グ
ッ
ズ
売
上
額
は
約
5
0
0
0
万
円
で

し
た
。

　
こ
れ
を
原
資
に
ツ
ア
ー
か
ら
食
品
ま
で
、
地

域
商
品
を
作
り
、
1
0
0
人
く
ら
い
雇
っ
て
2

〜
3
年
で
き
る
事
業
計
画
を
立
て
て
い
た
の
で

す
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
グ
ッ
ズ
の
売
上
額
は

前
年
80
〜
90
％
減
と
な
り
、
5
月
は
ゼ
ロ
で
し

た
。

　
ち
な
み
に
宿
泊
者
数
は
4
月
が
前
年
比
約
86

％
減
の
3
0
0
0
人
、
5
月
は
約
95
％
減
の

自
己
紹
介
と
現
在
ま
で
の
状
況

愛
甲
　
北
海
道
で
は
全
国
に
先
駆
け
て
2
月
末

に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
ど
う
い
う
影
響
が
出
た
の
か
を
簡
単

な
自
己
紹
介
を
含
め
、
お
話
し
く
だ
さ
い
。

植
田
　
り
ん
ゆ
う
観
光
は
、
大
雪
山
・
層
雲
峡

地
区
の
黒
岳
に
か
か
る
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
と
リ
フ

ト
の
索
道
業
を
運
営
し
て
い
る
会
社
で
す
。
そ

の
他
に
冬
の
み
札
幌
の
藻
岩
山
ス
キ
ー
場
の
リ

フ
ト
と
ゲ
レ
ン
デ
管
理
を
し
て
お
り
、
旅
行
業

資
格
も
持
っ
て
い
て
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
登
山
の

ツ
ア
ー
を
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
す
が
、
2
月
末
に
北
海
道

独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
が
出
た
時
、
当
社
は
藻

岩
山
の
ス
キ
ー
場
も
、
層
雲
峡
の
ロ
ー
プ
ウ
イ

や
リ
フ
ト
も
黒
岳
ス
キ
ー
場
と
い
う
形
で
営
業

し
て
お
り
ま
し
た
。

　
行
政
と
協
議
し
た
結
果
、
何
と
か
営
業
自
体

は
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
続
け
る
こ
と
が
で
き
、

藻
岩
山
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て
は
予
定
通
り
3
月

31
日
ま
で
営
業
で
き
ま
し
た
が
、
や
は
り
お
客

様
の
入
り
込
み
は
も
ち
ろ
ん
少
な
く
な
り
ま
し

た
し
、
黒
岳
に
関
し
て
は
外
国
の
お
客
様
の
姿

が
見
え
な
く
な
る
こ
と
に
始
ま
り
、
だ
ん
だ
ん

と
国
内
の
お
客
様
も
少
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　
全
国
的
に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
た
あ
た
り
か

ら
、
外
出
自
粛
の
風
潮
が
非
常
に
強
く
な
っ
て

き
て
、
黒
岳
は
そ
れ
ほ
ど
お
客
さ
ん
が
多
く
な

い
ス
キ
ー
場
な
の
で
、
な
ん
と
か
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
終
わ
り
ま
で
細
々
と
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
た
ん
で
す
が
、
近
郊
の
ス
キ
ー
場
が

ら
営
業
し
て
い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
は
政
府
が
作
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
よ
り
よ

っ
ぽ
ど
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
思
う
し
、
「
こ

う
し
て
い
ま
す
」
と
情
報
公
開
し
て
再
開
し
、

お
客
さ
ん
の
選
択
に
委
ね
る
の
が
大
事
で
は
。

民
間
も
国
立
公
園
も
「
管
理
し
、
情
報
公
開
し
、

選
択
肢
を
提
示
す
る
」
の
3
点
で
や
っ
て
い
く

し
か
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

愛
甲
　
3
人
と
も
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
を
話
さ
れ
て

お
り
、
寺
山
さ
ん
の
今
の
話
に
集
約
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
問
題
は
、
状
況
把
握
や
情
報

提
示
を
誰
が
責
任
を
持
っ
て
や
る
か
が
は
っ
き

り
し
な
い
こ
と
で
、
こ
れ
が
今
の
日
本
の
国
立

公
園
や
観
光
地
の
問
題
で
は
と
感
じ
ま
す
。

　
観
光
地
も
単
独
の
自
治
体
の
範
囲
で
収
ま
れ

ば
い
い
で
す
が
、
広
域
に
ま
た
が
る
と
そ
う
い

う
判
断
が
難
し
く
な
っ
た
り
す
る
と
思
い
ま
す
。

知
床
は
ヒ
グ
マ
に
関
し
て
の
責
任
は
環
境
省
が

取
り
、
協
議
会
で
話
し
合
う
場
所
を
作
る
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
る
ん
で
す
よ
ね
。

寺
山
　
ウ
イ
ル
ス
と
同
じ
よ
う
に
ク
マ
も
い
な

く
な
ら
な
い
の
で
。
山
に
行
っ
た
ら
雨
が
降
る

の
と
同
じ
よ
う
に
、
知
床
に
は
ク
マ
が
い
る
わ

け
で
自
然
環
境
の
一
つ
で
す
。
環
境
保
護
関
係

者
、
観
光
関
係
者
、
住
民
が
同
じ
船
に
乗
っ
て

い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
ク
マ
が
い
る
こ
と
に
な

ん
と
か
折
り
合
い
を
つ
け
な
い
と
い
け
な
い
。

そ
れ
を
行
政
上
の
船
に
作
り
変
え
る
の
に
管
理

計
画
や
協
議
会
と
い
う
形
式
を
と
る
の
は
必
要

な
話
で
す
。

　
今
回
も
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
勉
強
会
を
し

ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、
地
元
の
ホ
テ
ル
の

人
に
も
声
を
か
け
て
「
情
報
共
有
し
て
公
開
し

な
い
と
ダ
メ
で
す
よ
。
コ
ロ
ナ
は
ク
マ
み
た
い

な
も
の
だ
か
ら
」
と
い
う
と
、「
そ
う
だ
な
」
と

納
得
さ
れ
ま
し
た
。
一
度
閉
じ
た
ら
開
け
る
の

は
大
変
な
の
で
、
今
や
っ
て
い
る
こ
と
を
公
開

す
る
べ
き
だ
と
言
う
と
理
解
し
て
も
ら
い
や
す

か
っ
た
で
す
。

寺
崎
　
で
は
、
大
雪
山
の
黒
岳
に
つ
い
て
は
、

ど
う
い
っ
た
管
理
や
地
元
へ
の
投
げ
か
け
が
理

想
的
な
の
で
し
ょ
う
。
ト
イ
レ
の
問
題
や
宿
泊

施
設
も
含
め
て
、
地
域
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
つ
い
て
は
誰
が
責
任
者
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。

植
田
　
3
月
に
大
雪
山
国
立
公
園
連
絡
協
議
会

と
い
う
組
織
を
作
り
直
し
た
の
で
す
が
、
大
雪

山
国
立
公
園
の
未
来
を
考
え
て
い
く
中
で
、
民

間
も
環
境
省
も
入
っ
た
も
の
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
コ
ロ
ナ
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
議
題
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
選
択
肢
を
決

め
て
い
く
場
が
で
き
れ
ば
い
い
の
か
な
と
。

　
宿
泊
業
、
観
光
業
そ
れ
ぞ
れ
守
り
た
い
も
の

が
違
っ
た
り
す
る
の
で
、
簡
単
な
こ
と
で
は
な

い
で
す
が
、
ま
ず
は
み
ん
な
が
俎
上
に
あ
げ
ら

れ
る
場
が
あ
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
の
か

な
と
。

岡
崎
　
登
山
道
を
整
備
す
る
立
場
か
ら
考
え
る

と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致
を
登
山
者
が
「
こ

の
ま
ま
の
管
理
で
は
ま
ず
い
」
と
思
い
始
め
て

い
る
こ
と
が
、
プ
ラ
ス
の
追
い
風
に
で
き
る
の

で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
登
山
者
も
、
誰
が
ど
う
い
う
管
理
を
し
て
今

に
至
る
の
か
を
わ
か
っ
て
い
な
い
人
が
多
く
、

と
い
う
よ
り
関
係
者
も
わ
か
っ
て
い
な
い
方
が

多
い
ん
で
す
が
、
「
実
は
こ
う
い
う
状
況
だ
」

と
言
う
と
「
ど
う
し
て
そ
う
な
っ
て
い
る
の
」

「
な
ぜ
こ
う
し
な
い
の
」
と
み
ん
な
ほ
ぼ
同
じ

反
応
を
見
せ
ま
す
。
一
般
の
人
も
現
状
を
知
れ

ば
、
や
る
べ
き
こ
と
を
理
解
し
て
く
れ
る
の
で

は
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
な
れ
ば
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
来
て
も
ら

う
な
ど
で
お
金
が
落
ち
る
シ
ス
テ
ム
に
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
そ
れ
を
管
理
費
に

回
す
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
国
立
公
園

の
経
営
に
つ
い
て
、
こ
う
し
た
ら
良
く
な
る
と

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　
行
政
も
現
場
に
来
る
方
は
理
解
し
て
く
れ
る

方
も
多
い
ん
で
す
が
、
上
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
、

全
然
現
場
を
理
解
し
て
い
な
い
決
断
に
な
っ
て

し
ま
い
、
そ
れ
が
現
場
に
降
り
て
き
て
ギ
ャ
ッ

プ
に
苦
し
ん
で
い
る
と
言
う
方
も
た
く
さ
ん
い

る
の
で
、
そ
う
い
う
方
々
を
変
え
て
い
く
な
ら
、

自
分
の
場
合
は
登
山
者
と
向
き
合
い
、
管
理
な

ど
に
興
味
の
な
い
一
般
の
人
に
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の

営
業
再
開
に
つ
い
て

愛
甲
　
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
県
を
ま

た
い
だ
移
動
の
自
粛
も
解
除
さ
れ
、
少
し
ず
つ

観
光
客
が
動
き
始
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
植
田
さ
ん
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
下
で
営
業
し

て
い
く
中
、
再
開
に
つ
い
て
は
ど
ん
な
判
断
を

さ
れ
、
ど
ん
な
対
応
の
工
夫
を
さ
れ
て
い
ま
す

か
。

植
田
　
黒
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
に
休
ん
だ
以
外
は
ほ
と
ん
ど
止
め
て
い

ま
せ
ん
。
先
ほ
ど
話
に
出
た
よ
う
に
、
閉
鎖
や

休
業
は
再
開
と
セ
ッ
ト
に
な
る
と
思
っ
て
お
り
、

我
々
観
光
業
と
し
て
は
お
客
様
を
ウ
エ
ル
カ
ム

で
受
け
入
れ
る
べ
き
立
場
だ
ろ
う
と
。
も
ち
ろ

ん
対
策
は
取
り
な
が
ら
、
お
客
さ
ん
が
来
る
か

ど
う
か
は
そ
れ
こ
そ
お
客
さ
ん
の
判
断
や
選
択

に
な
る
と
思
う
の
で
、
我
々
は
店
を
開
け
て
い

つ
で
も
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
態
度
を
持
つ
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
愛
山
渓
ヒ
ュ
ッ
テ
は
5
月
20
日
か
ら
日
帰
り

入
浴
を
ス
タ
ー
ト
し
、
6
月
1
日
か
ら
は
宿
泊

も
受
け
付
け
を
再
開
し
ま
し
た
。
他
の
業
界
団

体
や
本
州
の
山
小
屋
も
参
考
に
し
、
1
部
屋
の

人
数
を
絞
っ
た
り
、
柱
ご
と
に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー

ト
の
仕
切
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
で
完
全
に
防
げ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、

コ
ロ
ナ
の
知
見
が
増
え
て
き
た
中
で
と
る
べ
き

対
策
を
し
て
そ
れ
を
開
示
し
、
前
向
き
に
や
っ

政
か
ら
「
い
ろ
い
ろ
考
え
た
結
果
、
感
染
リ
ス

ク
を
避
け
ら
れ
な
い
の
で
今
年
は
ト
イ
レ
を
開

け
ま
せ
ん
」
と
い
う
話
を
さ
れ
た
時
に
参
っ
た

な
と
思
い
ま
し
た
。

　
当
然
常
駐
す
る
管
理
人
の
排
泄
問
題
も
あ
れ

ば
、
テ
ン
ト
場
な
ど
は
ど
う
す
る
ん
だ
と
。
テ

ン
ト
に
泊
ま
れ
ば
当
然
排
泄
す
る
わ
け
で
、
み

ん
な
が
携
帯
ト
イ
レ
を
使
う
と
い
う
の
も
難
し

い
だ
ろ
う
と
。
こ
こ
で
や
は
り
シ
ス
テ
ム
の
弱

さ
が
出
た
な
、
民
間
と
行
政
と
で
は
判
断
基
準

が
違
う
と
。
上
川
町
の
方
か
ら
「
万
が
一
感
染

が
起
き
る
と
層
雲
峡
温
泉
街
、
上
川
町
に
多
大

な
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
や
風
評
被
害
が
あ
る
」

と
い
う
発
言
が
あ
り
、
そ
れ
も
そ
う
か
と
い
う

気
も
し
ま
す
が
、
山
の
世
界
と
町
の
世
界
、
観

光
の
世
界
を
一
緒
に
し
考
え
過
ぎ
る
の
も
ど
う

か
な
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
否
定
す
る
気
は
な
い
の
で
す
が
、

町
の
論
理
だ
け
で
は
山
の
世
界
は
測
り
き
れ
な

い
部
分
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
は
分
け
て
考
え
な

い
と
い
け
な
い
か
な
と
。
自
分
た
ち
も
こ
こ
は

山
の
論
理
に
近
づ
け
、
こ
こ
は
町
の
論
理
に
近

づ
け
る
と
判
断
基
準
が
変
え
た
り
し
て
い
て
、

行
政
の
方
と
は
そ
の
辺
の
感
覚
を
す
り
合
わ
せ

る
の
が
難
し
い
。
中
に
は
親
身
に
な
っ
て
く
れ

る
方
も
い
ま
す
が
、
町
の
論
理
で
ざ
っ
く
り
と

判
断
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
な
と
。
そ
う
い

う
、
大
ナ
タ
を
振
る
う
と
こ
ろ
が
山
の
世
界
に

持
ち
込
ま
れ
る
と
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な

い
の
か
な
と
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
は
も
う
少
し
管
理
体
制
や

組
織
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
。
今
回
は
ト
イ
レ
と
石
室
を
ど
う
擦
り
合

わ
せ
る
か
も
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
し
、
こ
れ

か
ら
間
違
い
な
く
一
元
管
理
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
だ
ろ
う
と
。
で
な
い
と
岡
崎
さ
ん
が
い
う

よ
う
に
、
国
立
公
園
の
全
体
的
な
資
源
と
し
て

の
魅
力
は
向
上
し
て
い
か
な
い
の
で
は
と
思
い

ま
す
。

ヒ
グ
マ
と
コ
ロ
ナ
の
共
通
点

愛
甲
　
寺
山
さ
ん
は
前
職
が
知
床
財
団
で
、
知

床
は
国
立
公
園
の
協
働
型
管
理
の
モ
デ
ル
に
も

な
っ
て
い
る
場
所
で
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
影

響
下
で
そ
の
辺
は
機
能
し
た
の
か
、
ど
ん
な
感

じ
で
し
た
か
。

寺
山
　
私
は
昨
年
3
月
ま
で
知
床
財
団
で
、
ま

さ
に
今
話
に
出
て
い
た
国
立
公
園
の
現
場
管
理

を
し
て
お
り
、
閉
鎖
な
ど
も
含
め
国
立
公
園
の

管
理
作
業
は
何
を
す
べ
き
か
と
い
う
話
を
10
年

く
ら
い
現
場
で
し
て
い
ま
し
た
。

　
管
理
者
は
説
明
責
任
が
重
く
の
し
か
か
っ
て

く
る
関
係
で
ど
う
し
て
も
ナ
ー
バ
ス
に
な
り
、

自
粛
を
し
た
方
が
楽
な
わ
け
で
す
。
あ
ら
ゆ
る

リ
ス
ク
を
考
え
き
れ
な
い
の
で
自
粛
や
閉
鎖
に

な
る
。
し
か
し
岡
崎
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
、
管

理
を
自
粛
し
て
は
ダ
メ
だ
と
思
い
ま
す
。
閉
鎖

と
い
う
の
は
当
然
持
っ
て
い
る
カ
ー
ド
の
一
枚

で
す
が
、
運
用
や
再
開
と
セ
ッ
ト
に
し
な
い
と

管
理
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
｠

　
知
床
の
遊
歩
道
は
ヒ
グ
マ
が
出
る
と
閉
鎖
し

ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
対
応
と
似
て
い
る
な
と
思

い
ま
す
。
状
況
把
握
の
た
め
に
一
旦
閉
鎖
す
る

ん
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
開
け
る
の
が
難
し
い
ん

で
す
よ
ね
。
ク
マ
が
い
な
く
な
る
わ
け
で
は
な

い
で
す
か
ら
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
多
分
な
く

な
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
開
放
す
る
と
き
の

ロ
ジ
ッ
ク
が
難
し
い
。

　
知
床
の
場
合
は
、
状
況
把
握
の
た
め
に
パ
ト

ロ
ー
ル
が
と
り
あ
え
ず
一
周
し
て
、
ク
マ
が
滞

留
す
る
よ
う
な
特
別
の
餌
が
な
け
れ
ば
、
通
常

の
リ
ス
ク
と
し
て
開
放
し
ま
す
。
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
リ
ス
ク
で
あ
れ
ば
開
放
し
、
も
し
人

が
入
る
ゲ
ー
ト
の
近
く
で
1
日
前
に
ク
マ
が
確

認
さ
れ
た
ら
、
確
実
に
ク
マ
は
近
く
に
い
る
の

で
、
遭
遇
を
避
け
る
た
め
に
こ
う
い
う
手
が
あ

り
ま
す
、
ガ
イ
ド
を
誘
導
で
雇
う
と
い
う
手
も

あ
り
ま
す
と
情
報
提
供
し
ま
す
。

　
自
然
の
中
で
の
管
理
は
当
然
リ
ス
ク
を
ゼ
ロ

に
は
で
き
な
い
の
で
、
最
低
限
の
管
理
活
動
と

情
報
把
握
及
び
周
知
、
そ
の
上
で
の
選
択
肢
の

提
示
を
し
な
い
と
ど
う
に
も
な
ら
な
い
し
、
逆

に
こ
れ
く
ら
い
し
か
や
る
こ
と
が
な
い
。
ク
マ

が
出
な
い
よ
う
、
遊
歩
道
に
全
面
フ
ェ
ン
ス
を

施
す
の
は
自
然
公
園
で
や
る
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
知
床
は
こ
う
い
う
場
所
で
あ
る
と
情
報
を
提

示
し
、
ク
マ
が
い
る
と
い
う
事
実
を
訪
れ
る
人

に
理
解
し
て
も
ら
い
、
と
れ
る
選
択
肢
を
提
示

す
る
し
か
な
い
で
す
。
そ
の
選
択
肢
と
は
勉
強

し
て
気
を
つ
け
て
行
く
、
ガ
イ
ド
を
雇
う
、
や

め
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
れ
を
選
ん
で
い
た
だ

く
の
が
管
理
活
動
で
は
な
い
か
な
と
。
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
対
応
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ホ
テ
ル
も
人
が
多
く
集
ま
る
の
で
ウ
イ
ル
ス

の
リ
ス
ク
は
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
よ
り
よ
っ

ぽ
ど
怖
い
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
対
応
し
な
が

か
ら
こ
そ
各
地
の
観
光
協
会
が
こ
ぞ
っ
て
P
R

し
て
い
て
、
網
走
観
光
協
会
は
新
聞
に
一
面
で

7
泊
8
日
1
2
0
0
0
円
と
い
う
広
告
を
打
っ

た
り
、
私
ど
も
の
上
川
町
も
テ
レ
ビ
C
M
を
作

っ
て
町
長
が
出
演
し
た
り
、
5
3
0
万
人
の
北

海
道
民
を
ど
こ
の
観
光
地
が
持
っ
て
い
く
の
か
、

必
死
に
考
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　G
oT

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
秋
以
降
に
ず
れ
込

ん
で
し
ま
う
と
、
夏
の
最
盛
期
は
道
内
を
取
り

込
む
し
か
な
い
と
。
マ
イ
カ
ー
は
間
違
い
な
く

増
え
る
と
思
い
ま
す
が
、
マ
イ
カ
ー
が
使
え
な

い
人
た
ち
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
遠
出
が
し
づ

ら
く
な
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
当
社
も
先
週
か
ら
山
登
り
の
日
帰
り
ツ
ア
ー

を
再
開
し
ま
し
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
一
人
2

席
以
上
使
え
ま
す
、
換
気
も
消
毒
も
し
ま
す
と

い
う
形
で
や
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
大
型
バ

ス
や
J
R
の
移
動
に
つ
い
て
は
、
ハ
ー
ド
ル
が

あ
る
の
か
な
と
。

　
マ
イ
カ
ー
旅
行
と
い
う
と
、
や
は
り
人
口
圏

の
大
き
な
札
幌
か
ら
ど
こ
ま
で
足
を
伸
ば
し
て

く
れ
る
か
、
多
分
知
床
も
考
え
ら
れ
て
る
と
思

う
ん
で
す
け
ど
、
東
日
本
大
震
災
の
時
に
岩
見

沢
以
降
の
高
速
道
路
を
無
料
に
し
た
と
き
、
層

雲
峡
温
泉
街
で
も
か
な
り
効
果
が
見
ら
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
そ
れ
よ
り 

J
R 

や
バ
ス
会
社
を
助
け
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
で
は

と
い
う
声
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
が
、
果
た
し
て

こ
れ
か
ら
ワ
ン
バ
ス
40
人
と
い
う
バ
ス
旅
行
が

残
っ
て
い
く
の
か
な
と
。
ま
さ
にw

ith

コ
ロ

ナ
で
旅
行
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し
て
い
く
部
分
で

は
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。
な
の
で
、
各
旅

行
会
社
も
バ
ス
ツ
ア
ー
を
積
極
的
に
ま
だ
売
り

出
せ
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
。

寺
山
　
深
刻
な
状
況
で
す
が
、
1
年
経
っ
た
ら

8
割
ぐ
ら
い
は
元
に
戻
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
い
う
気
も
し
ま
す
。
10
年
前
の
福
島
原
発

の
爆
発
で
世
界
が
変
わ
る
と
思
っ
た
け
ど
、
半

分
は
元
に
戻
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い

う
時
に
新
し
い
動
き
が
生
ま
れ
て
、
そ
れ
と
並

行
し
つ
つ
半
分
は
既
存
の
シ
ス
テ
ム
に
戻
る
の

で
は
。

　
う
ち
は
何
か
新
し
い
こ
と
を
考
え
る
た
め
に

で
き
た
団
体
な
の
で
、
道
内
か
ら
マ
イ
カ
ー
で

知
床
に
来
た
人
た
ち
を
車
か
ら
下
ろ
す
コ
ン
テ

ン
ツ
は
何
か
を
真
剣
に
考
え
る
の
が
、
切
羽
詰

ま
っ
た
お
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
か
と
い
っ
て
そ
ん
な
大
き
な
仕
掛
け
は
で
き

ま
せ
ん
か
ら
、
6
月
か
ら
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転

車
を
ホ
テ
ル
2
カ
所
と
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に

配
置
し
て
、
自
転
車
で
知
床
峠
ま
で
行
く
テ
ス

ト
商
品
を
始
め
ま
し
た
。
大
自
然
の
中
、
ス
テ

イ
ホ
ー
ム
で
な
ま
っ
た
体
に
汗
を
か
き
ま
せ
ん

か
、
電
動
ア
シ
ス
ト
な
ら
な
ん
と
こ
こ
ま
で
行

け
ま
す
よ
と
い
う
演
出
で
、
4
〜
5
0
0
0
円

で
売
れ
な
い
か
と
い
う
の
を
試
し
て
い
ま
す
。
｠

　
ホ
テ
ル
か
ら
は
「
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
は

5
0
0
円
で
も
売
れ
な
か
っ
た
よ
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
が
、
情
報
発
信
な
ど
に
よ
っ
て

4
0
0
0
円
で
売
れ
た
と
し
た
ら
、
半
分
ぐ
ら

い
は
元
に
戻
っ
て
も
1
割
ぐ
ら
い
は
そ
う
い
う

お
客
さ
ん
を
作
れ
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
マ
イ
カ
ー
で
近
隣
か
ら
来
る
人
が
ボ

リ
ュ
ー
ム
層
で
、
そ
う
い
う
人
た
ち
に
何
を
訴

求
す
る
か
は
全
体
的
な
課
題
で
す
。
北
海
道
の

人
が
自
転
車
に
乗
っ
て
歩
く
と
い
う
の
は
す
ご

く
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
で
す
が
、
今
は
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
も
来
な
い
の
で
、
ま
ず
は
ど
れ
く
ら
い
稼

働
が
あ
る
か
、
試
し
て
み
よ
う
と
。

　
し
か
しM

aaS

や
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
な
ど
、
乗

合
バ
ス
を
う
ま
く
活
用
し
よ
う
と
い
う
流
れ
が

今
回
の
コ
ロ
ナ
で
止
ま
っ
た
の
は
痛
い
で
す
ね
。

田
舎
で
交
通
機
関
を
何
と
か
し
よ
う
と
思
っ
た

ら
観
光
と
生
活
を
く
っ
つ
け
て
何
と
か
で
き
な

い
か
と
い
う
の
が
生
命
線
だ
と
思
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
そ
れ
が
止
ま
っ
た
の
が
と
っ
て
も
痛

い
な
と
思
い
ま
す
。

来
訪
者
の
質
の
変
化

愛
甲
　
岡
崎
さ
ん
は
大
雪
高
原
ヒ
グ
マ
情
報
セ

ン
タ
ー
の
管
理
を
さ
れ
て
い
て
、
施
設
が
再
開

し
た
ん
で
す
よ
ね
。
施
設
を
開
け
る
に
あ
た
り
、

環
境
省
と
か
北
海
道
か
ら
は
ど
う
い
う
風
に
運

用
し
よ
う
と
言
う
話
は
あ
っ
た
ん
で
す
か
。

岡
崎
　
環
境
省
、
上
川
町
、
北
海
道
が
関
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
道
か
ら
は
ま
だ
連
絡
も
来
て
い

な
い
で
す
ね
。
い
つ
も
6
月
後
半
に
な
ら
な
い

と
連
絡
が
こ
な
い
の
で
す
が
、
方
針
く
ら
い
は

来
て
も
い
い
か
な
と
思
っ
た
ん
で
す
が
。

　
環
境
省
の
方
々
は
あ
ま
り
コ
ロ
ナ
の
こ
と
は

気
に
せ
ず
に
、
対
策
を
し
っ
か
り
し
て
い
る
点

は
ア
ピ
ー
ル
し
て
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
き
ま
し
ょ

う
、
管
理
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
。
ま
だ
登
山

者
が
来
る
駐
車
場
の
ト
イ
レ
が
開
い
て
お
ら
ず

困
っ
て
い
る
と
い
っ
た
問
題
は
起
き
て
い
ま
す

が
、
特
に
運
営
す
る
た
め
の
苦
労
は
な
か
っ
た

で
す
。

　
登
山
者
に
つ
い
て
は
減
る
の
か
、
増
え
る
の

か
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
の
と
こ

ろ
正
直
変
わ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
休
日
し
か
見
て

い
ま
せ
ん
が
、
去
年
の
休
日
と
ほ
ぼ
同
じ
ス
タ

ー
ト
で
、
ほ
と
ん
ど
道
内
の
方
で
す
が
、
元
々

今
の
時
期
は
道
内
か
ら
が
多
い
と
い
う
の
も
同

じ
で
す
。

　
一
つ
違
う
の
は
、
去
年
と
比
べ
て
か
な
り
ア

ク
テ
ィ
ブ
な
方
が
多
い
こ
と
で
す
。
例
え
ば
た

だ
沼
を
歩
く
の
で
は
な
く
、
ス
キ
ー
を
担
い
で

登
っ
て
行
っ
て
滑
っ
て
降
り
て
く
る
と
か
。
ま

た
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
事
前
に
S
N
S
で
情
報

収
集
を
し
て
き
て
い
ま
す
。 

　
な
の
で
今
後
を
考
え
る
と
、
情
報
発
信
の
仕

方
だ
っ
た
り
、
今
ま
で
と
違
う
視
点
を
見
せ
る

こ
と
が
で
き
た
ら
面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
。

変
な
言
い
方
で
す
け
ど
、
チ
ャ
ン
ス
が
い
っ
ぱ

い
見
え
て
い
て
。
こ
れ
だ
け
ど
こ
も
か
し
こ
も

人
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
中
、
一
歩
先
行
く
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
北
海
道
は
自
然
環
境
が
も
の
す
ご
く
素
晴
ら

し
い
場
所
だ
と
思
う
し
、
町
の
商
売
と
比
べ
る

と
こ
れ
か
ら
山
の
商
売
は
す
ご
く
と
っ
か
か
り

が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
呼
び
込
み
や
す
い
場

所
で
は
と
直
感
的
に
思
い
ま
す
。
大
雪
高
原
は

非
常
に
規
模
が
小
さ
く
、
年
間
6
0
0
0
人
く

て
い
く
こ
と
か
な
と
思
い
ま
す
。
リ
ス
ク
は
ゼ

ロ
で
は
な
い
で
す
が
、
そ
れ
で
も
お
客
さ
ん
が

来
た
い
と
判
断
し
て
く
れ
れ
ば
、
来
て
く
だ
さ

い
と
い
う
よ
う
な
形
で
す
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
後
の
自
粛
論
議
が

非
常
に
つ
ら
か
っ
た
思
い
出
が
あ
る
の
で
、
雇

用
を
守
る
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
前
向
き
に

粛
々
と
営
業
は
続
け
、
で
き
る
だ
け
閉
め
な
い

と
い
う
判
断
を
し
て
い
ま
す
。

愛
甲
　
か
な
り
経
営
的
に
は
大
変
な
の
で
は
。

休
む
方
が
い
い
の
か
、
開
け
た
方
が
い
い
の
か
。

植
田
　
そ
こ
は
1
0
0
％
の
正
解
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
層
雲
峡
温
泉
街
も
か
な
り
休
業
し
て
、

そ
の
間
は
休
業
補
助
金
を
い
た
だ
き
、
当
社
も

使
え
る
制
度
は
全
て
使
い
な
が
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。
融
資
も
か
な
り
受
け
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
諦
め
る
の
で
は
な
く
、
戻
っ
て
来
る

日
を
信
じ
て
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
我
々
の
仕

事
や
お
客
さ
ん
の
層
や
質
も
少
し
ず
つ
変
わ
り

な
が
ら
、
変
化
し
て
続
け
て
い
け
る
よ
う
、
先

を
見
て
い
こ
う
と
。
こ
れ
が
正
解
か
ど
う
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
1
度
動
き
を
止
め
て
し
ま

う
と
、
そ
こ
か
ら
ま
た
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
て
動

き
出
す
の
は
す
ご
く
力
が
要
る
の
で
、
で
き
る

だ
け
社
員
の
気
持
ち
も
、
仕
事
も
、
受
け
入
れ

も
止
め
た
く
な
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

愛
甲
　
予
約
は
入
っ
て
き
て
い
ま
す
か
。

植
田
　
大
雪
山
も
知
床
も
、
ア
ウ
ト
ド
ア
で
の

楽
し
み
と
い
う
意
味
で
は
ま
だ
ま
だ
需
要
が
戻

っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

実
際
、
こ
こ
2
週
間
ぐ
ら
い
で
大
雪
山
高
原
温

泉
、
愛
山
渓
な
ど
に
道
内
の
方
が
少
し
ず
つ
動

き
出
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
夏
山
シ
ー
ズ
ン
も

始
ま
る
の
で
、
山
を
楽
し
む
お
客
さ
ん
が
動
き

始
め
る
の
で
は
。

　
た
だ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
本
州
の
団
体
が
戻
る

に
は
、
ま
だ
ま
だ
時
間
は
か
か
る
で
し
ょ
う
し
、

G
oT

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
動
き
出
し
に
時
間
が

か
か
り
そ
う
で
す
し
、
今
期
の
売
り
上
げ
は
半

分
く
ら
い
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
戻
る
の
は
早
く
て
来
年
の
春

か
な
と
。

　
地
元
の
観
光
協
会
も
冬
は
氷
瀑
ま
つ
り
な
ど

集
客
イ
ベ
ン
ト
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
縮

小
も
や
む
な
し
と
言
う
感
じ
で
す
。

愛
甲
　
寺
山
さ
ん
に
も
同
じ
質
問
で
す
。
ご
自

身
の
事
業
を
含
め
て
、
ウ
ト
ロ
で
は
民
間
事
業

者
は
再
開
の
判
断
は
ど
う
な
の
か
、
ど
う
動
き

始
め
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

寺
山
　
ウ
ト
ロ
は
ホ
テ
ル
の
キ
ャ
パ
が

4
0
0
0
人
以
上
で
す
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
は
全
館
閉
め
て
観
光
客
が
い
な
い
様
子
を

見
て
、
住
民
が
と
て
も
異
様
に
感
じ
て
い
ま
し

た
。「
沈
黙
の
春
」
と
言
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

あ
る
意
味
、
観
光
の
生
態
系
が
崩
壊
し
た
こ
と

を
実
感
し
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
で
し
た
。

　
そ
の
前
に
「
自
粛
し
て
も
ら
わ
な
い
と
困

る
」
と
言
う
町
民
の
風
が
吹
い
た
時
に
は
、

「
観
光
が
そ
も
そ
も
こ
の
土
地
に
必
要
な
い
の

で
は
」
と
い
う
風
向
き
に
な
っ
た
ら
ま
ず
い
な

と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
土
地
に
と
っ
て
の
観
光

の
意
味
が
根
底
か
ら
揺
ら
ぐ
か
な
と
思
っ
た
ら
、

そ
ん
な
こ
と
は
な
く
て
、
漁
師
さ
ん
や
町
民
と

話
し
て
も
「
い
や
ー
寂
し
い
ね
。
来
て
も
ら
い

た
い
ね
」
と
い
う
雰
囲
気
に
な
っ
た
こ
と
は
す

ご
く
よ
か
っ
た
な
と
。

　
科
学
的
に
は
何
一
つ
、
物
事
は
進
ん
で
い
な

い
ん
で
す
が
、
お
客
さ
ん
を
迎
え
よ
う
と
い
う

雰
囲
気
が
そ
こ
は
か
と
な
く
漂
っ
て
い
る
こ
と

に
、
実
は
と
て
も
安
心
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

各
ホ
テ
ル
は
対
策
を
見
え
る
化
し
よ
う
と
か
、

ガ
イ
ド
は
マ
ス
ク
を
す
る
か
と
か
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
て
動
き
出
し
て
い
る

形
で
す
。

　
ウ
ト
ロ
に
は
大
き
な
ホ
テ
ル
が
4
軒
あ
り
ま

す
が
、
2
軒
は
6
月
か
ら
動
き
出
し
、
2
軒
は

ま
だ
再
開
し
て
い
な
い
の
で
半
分
強
の
キ
ャ
パ

が
稼
働
し
た
状
態
で
す
。
ホ
テ
ル
の
経
営
者
は

ど
う
し
の
ぐ
か
、
資
金
繰
り
を
見
な
が
ら
か
悩

ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
し
、
小
さ
い
民
宿
は
家

業
を
続
け
る
の
か
と
真
剣
に
悩
み
、
ま
だ
再
開

し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
多
い
で
す
ね
。
再
開
す

る
に
し
て
も
、
7
月
か
ら
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
が
多
い
か
と
。

　G
oT

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ス
タ
ー
ト
が
遅
れ

る
の
は
結
構
痛
い
で
す
ね
。
し
か
し
、
経
営
判

断
が
難
し
い
中
で
も
お
客
様
を
迎
え
よ
う
と
い

う
雰
囲
気
で
動
き
出
し
、
ホ
テ
ル
な
ど
も
掃
除

や
消
毒
な
ど
の
作
業
が
増
え
た
け
れ
ど
、
ス
タ

ッ
フ
の
表
情
が
明
る
く
、
ビ
ジ
タ
ー
を
ち
ゃ
ん

と
迎
え
ら
れ
る
根
本
的
な
雰
囲
気
が
あ
る
の
で
、

よ
か
っ
た
な
と
思
え
た
再
開
シ
ー
ン
で
し
た
。

愛
甲
　
観
光
を
や
っ
て
な
い
人
も
含
め
て
、
お

客
さ
ん
が
来
な
い
と
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
な
っ
て

い
う
感
情
を
み
ん
な
が
感
じ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。

寺
山
　
も
ち
ろ
ん
全
員
で
は
な
い
と
思
う
し
、

「
本
当
に
開
け
ん
の
、
や
ば
い
っ
し
ょ
」
と
言

っ
て
る
人
も
い
ま
す
が
、
世
間
話
レ
ベ
ル
で

「
で
も
開
け
な
い
と
大
変
だ
べ
」
と
い
う
声
も

聞
こ
え
て
き
ま
す
。

愛
甲
　G

oT
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
話
が
出
ま
し

た
が
、
道
民
割
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
。
結

構
期
待
さ
れ
て
い
る
向
き
は
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

寺
山
　
ふ
っ
こ
う
割
な
ど
の
実
績
を
認
識
し
て

い
る
の
は
宿
泊
業
の
方
な
の
で
、
そ
れ
は
期
待

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

愛
甲
　
知
床
も
大
雪
山
も
、
ピ
ー
ク
の
シ
ー
ズ

ン
に
訪
れ
る
の
は
道
外
の
方
で
、
都
道
府
県
を

超
え
る
移
動
も
だ
い
ぶ
緩
和
は
さ
れ
て
く
る
け

ど
、
こ
の
夏
は
東
京
や
関
西
の
お
客
さ
ん
が
今

ま
で
通
り
に
全
部
が
戻
っ
て
く
る
と
は
思
え
な

い
で
す
よ
ね
。

　
そ
う
す
る
と
知
床
や
大
雪
山
も
、
北
海
道
民

に
も
っ
と
訴
求
す
る
必
要
も
あ
る
の
で
は
。
今

年
の
夏
は
マ
イ
カ
ー
移
動
で
観
光
す
る
方
が
増

え
る
と
思
い
ま
す
し
、
ど
の
ぐ
ら
い
道
民
に
来

て
も
ら
う
か
は
、
結
構
重
要
だ
と
思
う
の
で
す

が
、
植
田
さ
ん
と
寺
山
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ
ま

す
か
。

植
田
　
ま
さ
に
今
ど
こ
の
観
光
地
も
タ
ー
ゲ
ッ

ト
は
域
内
、
北
海
道
で
あ
れ
ば
道
内
の
方
々
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
だ

職
し
て
い
ま
す
。
知
床
を
世
界
遺
産
に
し
て
く

れ
た
ユ
ネ
ス
コ
は
、
文
明
の
衝
突
を
防
ぐ
た
め

に
戦
争
の
反
省
か
ら
作
ら
れ
た
団
体
で
、
そ
の

ユ
ネ
ス
コ
が
知
床
が
い
い
と
こ
ろ
だ
と
言
っ
て

く
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、「
こ
こ
は
い
い
と
こ
ろ

だ
よ
、
戦
争
す
る
の
は
や
め
よ
う
よ
」
と
い
う

こ
と
で
人
々
に
開
か
な
い
と
守
っ
た
価
値
が
な

い
と
、
私
は
言
い
切
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
世
界
平
和
の
た
め
に
知
床
世
界
遺
産
を
開

く
の
が
観
光
地
の
仕
事
で
す
」
と
言
い
切
る
べ

く
、
あ
と
20
年
ぐ
ら
い
働
こ
う
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。「
世
界
平
和
の
た
め
に
俺
た
ち
は
観

光
や
っ
て
る
ん
だ
」
と
い
う
雰
囲
気
が
出
て
き

た
ら
、
ホ
テ
ル
で
ア
ル
バ
イ
ト
し
て
い
る
若
い

人
た
ち
も
ち
ょ
っ
と
は
元
気
に
な
る
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
や
は
り
世
界
平
和
の
た
め
に
あ
る
の

は
観
光
だ
と
、
つ
か
み
直
す
き
っ
か
け
を
突
き

つ
け
ら
れ
た
の
が
今
回
の
機
会
だ
っ
た
な
と
思

い
ま
す
。

植
田
　
う
ち
の
会
社
の
企
業
理
念
の
中
に
も

「
お
客
様
に
喜
び
を
提
供
す
る
こ
と
で
世
界
平

和
に
貢
献
し
ま
す
」
と
い
う
一
文
を
入
れ
て
お

り
、
や
は
り
私
も
観
光
や
娯
楽
は
世
界
平
和
に

つ
な
が
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
っ

て
い
て
、
今
の
お
話
を
聞
い
て
同
志
が
い
て
よ

か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
で
学
ん
だ
こ
と
に
関
し
て
は
、
経
済

活
動
、
企
業
活
動
を
し
て
い
く
中
で
の
リ
ス
ク

の
考
え
方
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た

な
と
。
未
知
の
も
の
な
の
で
、
ナ
ー
バ
ス
な
反

応
を
す
る
人
も
い
ま
し
た
が
、
決
断
し
た
り
活

動
し
て
い
く
中
で
、
リ
ス
ク
は
ゼ
ロ
に
は
な
ら

な
い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
も
風
が
吹
け
ば
減
速
し
て
運

転
し
た
り
、
山
に
登
れ
ば
遭
難
し
な
い
で
帰
っ

て
来
ら
れ
る
よ
う
に
、
い
ろ
ん
な
リ
ス
ク
を
考

え
な
が
ら
判
断
し
ま
す
。
観
光
地
も
冷
静
に
リ

ス
ク
を
勘
案
し
な
が
ら
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
、

お
客
様
を
ウ
エ
ル
カ
ム
で
受
け
入
れ
る
態
度
が

必
要
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
｠

　
国
立
公
園
や
自
然
を
テ
ー
マ
に
野
外
活
動
を

す
る
中
で
、
我
々
が
今
ま
で
自
然
の
中
で
培
っ

て
き
た
知
見
や
日
々
行
な
っ
て
い
る
判
断
が
、

コ
ロ
ナ
時
代
を
生
き
て
い
く
た
め
の
考
え
方
の

ヒ
ン
ト
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
視

点
か
ら
我
々
も
何
か
発
信
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

愛
甲
　
私
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
こ
の
よ
う
な

機
会
を
も
ち
、
様
々
な
経
験
を
共
有
す
べ
き
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
本
日
の
お
話
は
、
他
地
域

の
方
に
も
興
味
深
く
、
参
考
に
な
る
で
し
ょ
う
。

東
日
本
大
震
災
の
時
も
被
災
地
以
外
の
人
の
意

識
が
予
想
外
に
早
く
戻
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
が
、
寺
山
さ
ん
が
い
う
よ
う
に
、
今
回
も
観

光
客
の
動
き
な
ど
は
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に

半
分
く
ら
い
は
元
に
戻
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
中
で
、
今
起
き
て
い
る
こ
と
や
学
ん

だ
こ
と
を
記
録
し
、
後
か
ら
検
証
す
る
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
人
の
動
き
も
そ
う
で
す

し
、
自
然
公
園
を
運
営
す
る
シ
ス
テ
ム
が
ど
う

機
能
し
た
の
か
、
そ
こ
で
見
え
た
弱
さ
な
ど
を

次
の
改
善
に
生
か
す
た
め
に
、
勉
強
さ
せ
ら
れ

て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
と
感
じ
ま
す
。

　
こ
う
し
て
み
な
さ
ん
と
お
話
し
し
た
こ
と
も
、

き
ち
ん
と
記
録
に
残
し
て
お
け
る
こ
と
を
非
常

に
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ら
い
し
か
来
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

の
呼
び
込
み
方
で
色
々
変
化
さ
せ
ら
れ
、
来
た

人
が
新
た
な
発
信
を
し
て
く
れ
る
形
を
作
っ
て

い
け
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

愛
甲
　
高
原
温
泉
は
秋
が
ピ
ー
ク
で
す
よ
ね
。

今
は
ま
だ
そ
ん
な
に
多
く
な
い
。
こ
れ
か
ら
秋

に
向
か
っ
て
ど
う
な
っ
て
い
く
か
は
心
配
も
あ

り
、
逆
に
楽
し
み
な
部
分
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
白
雲
岳
の
工
事
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、 

今
後
の
登
山
者
の
山
の
登
り
方
や
自
然
と
の
付

き
合
い
方
は
変
わ
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
か
。

岡
崎
　
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
よ
り
は
、
お
こ

が
ま
し
い
で
す
が
、
変
え
て
や
ろ
う
と
い
う
気

持
ち
で
す
ね
。 

高
原
温
泉
は
今
ま
で
は
秋
が
8

割
で
し
た
が
、
夏
に
面
白
い
時
期
も
あ
る
け
ど

ほ
と
ん
ど
人
は
来
な
か
っ
た
。
自
分
ら
は
春
の

魅
力
を
知
っ
て
い
る
し
、
理
解
で
し
て
く
れ
る

人
も
出
て
き
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
秋
以

外
の
時
期
を
売
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
こ
う

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
白
雲
岳
も
と
て
も
魅
力
的
な
場
所
な
の
で
、

そ
の
魅
力
を
分
か
る
人
な
ら
か
な
り
大
金
を
払

っ
て
も
来
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
こ
れ
か
ら

は
た
く
さ
ん
来
て
少
し
お
金
を
落
と
す
形
よ
り

も
、
一
人
が
非
常
に
満
足
し
て
た
く
さ
ん
の
お

金
を
落
と
す
形
に
変
わ
る
と
、
皆
さ
ん
が
思
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
発
信
が
で
き
て
い
る

か
は
ち
ょ
っ
と
分
か
ら
な
い
。
自
分
の
視
点
は

あ
ま
り
一
般
的
で
は
な
い
の
で
す
が
、
思
っ
た

こ
と
を
試
す
場
所
も
で
き
た
の
で
、
ど
ん
ど
ん

思
い
つ
き
を
試
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

寺
山
　
こ
の
時
期
に
来
る
人
が
、
本
当
の
お
客

様
だ
と
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
。
地
元
で
よ
く

言
っ
て
い
る
の
は
、
カ
メ
ラ
マ
ン
と
釣
り
人
は

同
じ
く
ら
い
来
て
い
る
な
と
。
管
理
側
に
と
っ

て
は
ト
ラ
ブ
ル
も
結
構
あ
り
、
お
金
も
そ
ん
な

に
落
と
さ
な
い
客
層
で
す
が
、
こ
う
い
う
人
た

ち
が
自
然
環
境
や
自
然
公
園
に
と
っ
て
本
質
的

な
ビ
ジ
タ
ー
な
の
で
は
な
い
か
と
。

　
本
質
的
な
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の
状
況
で

は
来
た
い
人
し
か
来
な
い
、
そ
れ
が
カ
メ
ラ
マ

ン
と
釣
り
人
だ
と
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
登
山

客
の
数
も
そ
ん
な
に
落
ち
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
真
剣
に
考
え
な
い
と

い
け
な
い
と
。

　
今
後
も
コ
ロ
ナ
対
策
が
う
ま
く
い
か
ず
、
お

客
さ
ん
が
落
ち
込
ん
だ
ま
ま
な
ら
ビ
ジ
タ
ー
の

本
質
を
ち
ゃ
ん
と
考
え
な
い
と
い
け
な
い
、
こ

の
状
況
で
も
来
る
人
は
と
て
も
大
切
に
し
な
い

と
い
け
な
い
な
と
。
一
番
厳
し
い
時
期
に
来
た

お
客
さ
ん
が
何
を
見
て
い
る
の
か
、
よ
く
見
て

お
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

植
田
　
寺
山
さ
ん
に
近
い
思
い
を
私
も
持
っ
て

い
て
、
こ
う
い
う
時
に
も
離
れ
な
い
お
客
さ
ん

は
観
光
地
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る
の

で
、
気
を
つ
け
て
見
て
お
く
べ
き
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
黒
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
歴
史
上
で
初

め
て
、
今
年
は
夏
の
シ
ー
ズ
ン
券
と
い
う
の
を

作
っ
て
売
っ
て
み
た
ん
で
す
。
5
月
は
開
店
休

業
だ
っ
た
の
で
、
み
ん
な
の
仕
事
も
作
ら
な
き

ゃ
い
け
な
い
し
、
目
先
の
収
入
も
欲
し
い
と
い

う
こ
と
で
始
め
、
6
月
21
日
ま
で
売
っ
て
い
ま

し
た
が
、
2
0
0
枚
弱
が
売
れ
ま
し
た
。

　
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
乗
り
放
題
と
い
う
こ
と

で
、
ち
ゃ
ん
と
お
金
を
使
っ
て
黒
岳
に
来
よ
う

と
思
っ
て
く
れ
る
方
は
道
内
の
方
だ
ろ
う
と
思

っ
て
作
っ
た
の
で
す
が
、
こ
う
い
う
時
で
も
反

応
し
て
応
援
す
る
よ
と
い
う
方
や 

お
得
だ
と
思

っ
て
買
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
が
そ
れ
な
り
に
い

た
こ
と
は 

我
々
に
と
っ
て
も
す
ご
く
い
い
勉
強

に
な
っ
た
し
背
中
を
押
し
て
も
ら
え
ま
し
た
。

そ
う
い
う
時
に
き
て
く
れ
る
の
は
ど
う
い
う
お

客
様
か
、
き
ち
ん
と
見
な
が
ら
付
き
合
っ
て
い

か
な
き
ゃ
い
け
な
い
な
と
思
っ
て
ま
す
。

　
ア
ウ
ト
ド
ア
や
外
で
の
楽
し
み
は
ま
す
ま
す

こ
れ
か
ら
価
値
が
上
が
り
、
高
い
お
金
を
払
っ

て
も
そ
う
い
う
体
験
を
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ

は
ま
す
ま
す
高
ま
る
の
で
は
。
コ
ロ
ナ
に
よ
っ

て
旅
行
の
機
会
が
限
ら
れ
る
な
ら
、
そ
の
大
事

な
機
会
に
は
お
金
を
か
け
て
素
晴
ら
し
い
と
こ

ろ
に
行
こ
う
と
い
う
意
識
が
強
ま
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
北
海
道
の
自
然
の

素
材
が
、
注
目
さ
れ
価
値
が
認
め
ら
れ
る
チ
ャ

ン
ス
は
大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
自
然
へ
の
負
荷
を
考
え
つ
つ
、
そ
の
チ
ャ
ン

ス
を
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
。
や
は
り
岡
崎
さ

ん
が
言
う
よ
う
に
、
少
な
い
人
数
で
た
く
さ
ん

お
金
を
落
と
し
て
も
ら
え
る
仕
掛
け
や
場
所
づ

く
り
に
な
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
合

わ
せ
て
層
雲
峡
温
泉
街
も
変
わ
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
し
、
そ
の
い
い
き
っ
か
け
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
経
験
か
ら

観
光
地
が
学
ぶ
こ
と

寺
崎
　
最
後
に
皆
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
を
経
験
し
て
、

観
光
地
は
こ
こ
か
ら
何
を
学
ぶ
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
か
。

岡
崎
　
物
事
や
価
値
観
を
変
え
る
の
は
昔
か
ら

「
若
者
、
よ
そ
者
、
ば
か
者
」
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
現
在
の
観
光
地
が
動
か
な
い
中
で
、
自
分

に
も
「
ど
う
い
う
形
が
い
い
の
か
」
と
聞
か
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
お
前
ら
な
ん
か

い
ら
な
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
す

が
、
少
し
で
も
新
し
い
発
想
を
取
り
入
れ
よ
う

と
い
う
人
が
地
域
に
増
え
て
き
た
の
で
は
と
思

い
ま
す
。

　
自
分
な
ど
は
、
ば
か
者
代
表
で
い
ろ
い
ろ
意

見
を
言
っ
て
い
こ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
同
じ

よ
う
な
境
遇
の
人
た
ち
が
、
同
じ
地
域
内
だ
け

で
な
く
地
域
を
超
え
て
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
面
白
い
形
に
な
り
、
今
ま
で
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
で
は
な
い
か
と
。
そ
う
い
う
希
望
だ
け
は
す

ご
く
持
っ
て
い
ま
す
。

寺
山
　
今
回
、
地
域
に
と
っ
て
の
観
光
の
価
値

が
何
な
の
か
、
突
き
つ
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
が
あ

っ
て
、
本
質
的
に
移
動
と
交
流
が
観
光
の
形
で

す
か
ら
、
感
染
症
に
関
し
て
は
マ
イ
ナ
ス
要
因

で
し
か
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
の
中
で
、
こ
の
土

地
に
と
っ
て
観
光
が
必
要
だ
と
言
い
切
れ
る
も

の
は
何
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
突
き
つ
け
ら
れ

た
と
。

 

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
静
か
な
時
は
観
光

を
や
る
べ
き
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
し
、
観
光

が
再
オ
ー
プ
ン
し
た
時
に
皆
の
表
情
が
明
る
く

な
っ
た
の
は
よ
か
っ
た
な
と
。
観
光
地
で
あ
る

ウ
ト
ロ
か
ら
離
れ
た
観
光
と
関
係
な
い
斜
里
町

の
人
た
ち
に
も
「
観
光
は
重
要
な
産
業
だ
」
と

言
い
切
れ
る
よ
う
な
強
さ
を
、
我
々
は
持
つ
べ

き
だ
な
と
肝
に
命
じ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
て
。

　
私
個
人
は
、「
観
光
は
世
界
平
和
に
貢
献
す
る

か
ら
必
要
だ
」
と
言
い
切
る
こ
と
に
決
め
て
転 旭川から望む大雪山（写真：やえざくら／PIXTA）
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少
な
い
で
す
が
、
他
の
皆
さ
ん
も
言
っ
て
い
た

よ
う
に
い
ろ
ん
な
人
か
ら
叩
か
れ
る
状
態
が
起

き
る
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
雰
囲
気
で
は
な

く
な
っ
て
し
ま
い
。
そ
れ
は
全
然
構
わ
な
い
ん

で
す
が
、
こ
の
後
が
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
こ

と
を
常
に
考
え
て
い
ま
す
。
今
で
き
る
発
信
と

し
て
「
営
業
は
自
粛
す
る
け
ど
管
理
は
自
粛
し

な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
に
我
慢
で

き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
何
ヶ
月
か
経
っ
た

ら
全
然
違
う
環
境
に
な
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
。
そ
う
い
う
中
で
先
の
先
ま
で
決
め
て
し

ま
っ
た
ら
ま
ず
い
だ
ろ
う
と
。

　
黒
岳
や
知
床
で
は
S
N
S
や
町
民
の
声
な
ど

か
ら
方
針
が
決
め
ら
れ
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
う
い
う
情
報
に
よ
っ
て
色
ん
な
こ

と
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
、
こ
う
い
う
状
況
の

中
で
先
を
見
て
い
る
人
と
い
う
の
が
結
構
は
っ

き
り
わ
か
っ
て
き
た
の
で
、
で
き
る
だ
け
そ
う

い
う
人
た
ち
と
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、
先
に
進
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
登
山
道
整
備
は
突
き
詰
め
る
と
責
任
問
題
な

ど
に
な
っ
て
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
る
ん
で
す

が
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
も
全
く
同
じ
で
、
「
感

染
し
た
ら
誰
が
責
任
取
る
ん
だ
」
と
か
、
誰
か

を
悪
者
に
し
た
い
と
い
う
日
本
人
の
変
な
感
覚

が
も
の
す
ご
く
見
え
た
と
思
い
ま
す
。
文
化
と

し
て
そ
う
い
う
風
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
と
。
そ
う
い
う
中
で
自
分
の
で
き

る
こ
と
は
登
山
道
整
備
な
の
で
、
管
理
を
し
っ

か
り
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

愛
甲
　
岡
崎
さ
ん
が
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い

た
の
は
夏
で
す
よ
ね
。

岡
崎
　
は
い
。
た
く
さ
ん
人
を
集
め
て
は
で
き

な
い
ん
で
す
が
、
指
導
者
を
作
る
と
い
う
形
で
、

少
人
数
で
続
け
よ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
指

導
者
が
で
き
れ
ば
、
来
年
は
も
っ
と
色
々
な
こ

と
を
で
き
ま
す
よ
と
い
う
形
で
謳
っ
て
い
く
し

か
な
い
か
と
。

寺
崎
「
先
を
見
て
い
る
人
が
わ
か
っ
て
き
た
」

と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
反
対
は

「
先
を
見
て
い
な
い
人
」
で
す
よ
ね
。
両
者
の

違
い
は
何
で
し
ょ
う
か
。

岡
崎
　
極
端
に
言
っ
た
ら
責
任
を
取
れ
る
人
か
、

人
に
責
任
転
嫁
す
る
人
か
。
叩
か
れ
て
も
こ
れ

が
正
し
い
と
思
っ
て
進
ん
で
い
け
る
人
と
、
叩

か
れ
る
の
が
怖
く
て
決
断
で
き
な
か
っ
た
り
、

周
り
に
合
わ
せ
て
し
ま
う
人
の
違
い
で
す
ね
。

自
分
の
周
辺
は
小
さ
い
会
社
が
多
く
、
そ
れ
ぐ

ら
い
の
責
任
は
と
れ
る
と
い
う
人
が
多
い
の
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
は
そ
う
い
う
人
た
ち
が
地
域

を
作
っ
て
い
く
の
か
な
と
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍

で
先
を
見
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
と
感
じ
ら
れ

た
の
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
脆
弱
さ
が
露
呈

し
た
自
然
や
公
園
の
管
理

愛
甲
　
岡
崎
さ
ん
は
技
術
に
加
え
て
シ
ス
テ
ム

が
必
要
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
具
体
的
に
は

ど
う
い
う
も
の
で
す
か
。

岡
崎
　
国
立
公
園
の
登
山
道
管
理
の
シ
ス
テ
ム

で
す
。
今
の
登
山
道
の
管
理
は
侵
食
に
追
い
つ

か
ず
、
や
っ
て
も
や
っ
て
も
良
く
な
る
方
向
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
ど
の
地
域
に

行
っ
て
も
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
対
す
る
方
法
が
な
い
こ
と
は
な
い
で

す
が
、
こ
な
す
た
め
の
シ
ス
テ
ム
は
全
然
で
き

て
な
く
て
、
問
題
意
識
と
し
て
捉
え
て
い
る
関

係
者
も
す
ご
く
少
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
。
利

用
者
は
「
何
で
こ
こ
ま
で
ほ
っ
と
い
て
る
の
」

と
思
う
方
も
多
い
ん
で
す
が
、
管
理
し
て
い
る

方
々
は
そ
れ
が
普
通
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

な
か
な
か
進
ん
で
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
取
り
込
む
と
か
、
魅
力
あ

る
国
立
公
園
を
と
言
わ
れ
て
ま
す
け
ど
、
自
分

か
ら
見
る
と
「
こ
れ
じ
ゃ
日
本
の
恥
さ
ら
し
ち

ゃ
う
よ
」
と
い
う
気
持
ち
で
す
。

愛
甲
　
昨
年
、
週
刊
誌
の
記
事
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
周
知
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
影
響
の
中
、
施
設

や
登
山
道
に
つ
い
て
国
立
公
園
が
管
理
す
る
仕

組
み
や
枠
組
み
の
中
で
議
論
し
て
い
る
と
、
何

か
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

岡
崎
　
黒
岳
石
室
の
隣
に
併
設
さ
れ
て
い
る
ト

イ
レ
を
、
管
轄
し
て
い
る
北
海
道
上
川
総
合
振

興
局
が
閉
鎖
す
る
と
い
う
判
断
を
し
た
ん
で
す

ね
。
登
山
者
を
止
め
る
と
か
登
山
道
自
体
を
閉

鎖
す
る
上
で
ト
イ
レ
を
閉
鎖
す
る
な
ら
分
か
る

ん
で
す
け
ど
、
登
山
は
自
粛
で
、
歩
い
て
も
い

い
状
態
で
閉
鎖
し
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
。

そ
の
方
針
が
一
年
間
続
く
な
ら
、
2
〜
3
ヶ
月

後
に
は
多
分
登
山
者
が
結
構
来
る
よ
う
に
な
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
の
時
に
ト
イ
レ
が
使
え
な

い
と
な
っ
た
ら
、
キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
何
か
ら
大

変
な
状
態
に
な
る
と
は
っ
き
り
想
像
で
き
ま
し

た
。

　
も
し
黒
岳
石
室
の
周
り
が
汚
く
な
り
、
そ
れ

が
海
外
の
S
N
S
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
す
る

と
、
風
評
被
害
と
し
て
は
か
な
り
ダ
メ
ー
ジ
が

大
き
い
の
で
は
と
。
以
前
、
ト
ム
ラ
ウ
シ
が
日

本
一
汚
い
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
と
言
わ
れ
、
自
虐

的
に
直
す
活
動
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
比
じ

ゃ
な
い
な
と
。

　
そ
れ
で
自
分
の
管
轄
と
は
違
う
場
所
で
し
た

が
、
行
政
の
方
に
「
と
に
か
く
ト
イ
レ
は
開
け

る
べ
き
で
は
」
と
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
う
い

う
感
覚
を
共
有
し
て
も
ら
う
の
が
難
し
い
で
す

ね
。
管
理
し
て
い
る
行
政
が
、
管
理
し
な
い
こ

と
に
よ
っ
て
起
き
る
問
題
を
理
解
し
て
な
い
と

思
い
ま
す
。

愛
甲
　
黒
岳
の
ト
イ
レ
の
事
に
つ
い
て
、
私
も

行
政
と
色
々
や
り
と
り
し
て
い
る
時
に
、
普
段

の
シ
ス
テ
ム
の
弱
さ
が
出
ち
ゃ
っ
た
な
と
感
じ

ま
し
た
。

　
ま
だ
よ
く
分
か
ら
な
い
新
型
ウ
イ
ル
ス
へ
の

対
応
で
、
お
ま
け
に
山
の
上
で
は
何
が
起
き
る

か
は
わ
か
ら
な
い
。
エ
ビ
デ
ン
ス
も
は
っ
き
り

し
な
い
中
で
6
月
下
旬
の
山
開
き
と
7
、
8
月

の
登
山
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
、
誰
が
決
断
す
る
か
、

ど
う
い
う
風
に
話
し
合
っ
て
決
め
て
い
く
か
、

普
段
か
ら
準
備
で
き
て
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
突

か
れ
た
な
と
い
う
感
じ
が
す
ご
く
し
ま
し
た
。

　
施
設
は
そ
れ
ぞ
れ
が
判
断
で
き
ま
す
が
、
山

は
入
口
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
登
山
道
を
閉
鎖
す

る
と
い
っ
て
も
、
自
由
に
入
っ
て
く
る
人
も
い

る
わ
け
で
。
特
に
大
雪
山
は
3
月
に
新
し
い
総

合
型
協
議
会
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
て
い
た
矢

先
に
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
総
会
延
期
、
書
面
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
環
境
省
も
急
い
で
情
報
共

有
の
場
や
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
作
っ
た
り
、

で
き
る
こ
と
は
し
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、

タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
植

田
さ
ん
は
そ
の
あ
た
り
で
何
か
感
じ
た
こ
と
は
。

植
田
　
石
室
に
つ
い
て
は
岡
崎
さ
ん
が
言
っ
た

通
り
で
、
当
社
も
上
川
町
が
所
有
す
る
建
物
の

管
理
を
夏
の
間
だ
け
受
託
し
て
い
ま
す
が
、
行

1
7
0
0
人
で
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
一

部
の
ホ
テ
ル
で
営
業
し
よ
う
と
い
う
雰
囲
気
も

あ
り
ま
し
た
が
、
町
民
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
が

役
場
に
入
り
、
そ
れ
を
受
け
て
全
て
休
業
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
観
光
と
い
う
の
は
そ
も
そ
も
移
動
と
交
流
が

目
的
な
の
で
、
そ
れ
が
リ
ス
ク
と
見
ら
れ
た
ら

ど
う
し
よ
う
も
な
く
、
町
民
の
気
持
ち
が
そ
の

方
向
に
振
れ
た
場
合
は
、
や
む
を
得
な
い
の
で

閉
じ
る
と
い
う
決
断
を
そ
の
ホ
テ
ル
も
さ
れ
ま

し
た
。
た
だ
、
6
月
に
な
る
と
特
に
根
拠
は
な

い
で
す
が
、
風
向
き
が
変
わ
り
お
客
さ
ん
が
ぼ

ち
ぼ
ち
来
て
い
ま
す
。
　

　
う
ち
は
観
光
メ
イ
ン
の
会
社
で
は
な
い
の
で

す
が
、
地
域
の
持
続
性
や
知
床
が
未
来
も
選
ば

れ
続
け
る
た
め
に
は
、
観
光
が
実
質
的
に
農
業
、

漁
業
よ
り
も
重
要
な
産
業
で
あ
る
と
位
置
付
け
、

こ
の
地
域
で
観
光
が
踏
み
と
ど
ま
っ
て
将
来
発

展
す
る
こ
と
は
、
う
ち
の
法
人
に
と
っ
て
ま
さ

に
存
在
意
義
に
近
い
の
で
、
色
々
悩
み
な
が
ら

や
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
さ
っ
き
、
町
民
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
で

ホ
テ
ル
が
休
業
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
こ
の
町
民
と
は
ど
ん
な
方
で
す
か
。

寺
山
　
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
。

寺
崎
　
普
通
に
暮
ら
し
て
い
る
方
の
声
に
耳
を

傾
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
。

寺
山
　
産
業
構
造
と
し
て
知
床
は
農
業
、
漁
業

が
豊
か
で
、
春
先
は
ど
ち
ら
も
集
団
作
業
が
始

ま
る
時
期
で
す
。「
今
は
誰
も
感
染
し
て
い
な

い
け
ど
、
第
一
号
を
外
か
ら
持
っ
て
こ
ら
れ
る

の
は
困
る
」
と
い
う
感
覚
を
各
産
業
の
人
が
抱

い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
で
す
。
当
然
、
根
拠

の
な
い
恐
怖
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

愛
甲
　
観
光
が
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む
装
置
で

あ
る
が
ゆ
え
に
、
ウ
イ
ル
ス
を
運
ん
で
く
る
装

置
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
言
う
こ

と
で
す
ね
。
離
島
な
ど
で
も
そ
う
い
う
雰
囲
気

が
あ
り
、
利
尻
礼
文
な
ど
で
も
来
島
自
粛
の
要

請
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

寺
崎
　
知
床
が
将
来
も
選
ば
れ
続
け
る
た
め
に

は
、
観
光
は
実
質
的
に
農
業
、
漁
業
よ
り
も
重

要
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
誰
に
ど
う
い
う
風
に

選
ば
れ
続
け
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
か
。

寺
山
　
う
ち
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
知
床
が
居
住

地
と
し
て
将
来
に
渡
り
選
び
続
け
ら
れ
る
た
め

に
、
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
商
品
を
開
発
す
る

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
住
民
に
と
っ
て
選
ば

れ
、
そ
し
て
観
光
地
と
し
て
ビ
ジ
タ
ー
に
選
ば

れ
続
け
る
こ
と
に
寄
与
す
る
商
品
開
発
を
し
ま

し
ょ
う
と
。

岡
崎
　
自
分
は
も
と
も
と
登
山
道
を
直
し
た
い

と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
、

登
山
道
整
備
の
立
ち
位
置
で
色
々
や
り
始
め
て
、

そ
の
た
め
に
は
何
が
必
要
か
を
考
え
続
け
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
技
術
が
必
要
と
思
っ
て
身
に
つ

け
始
め
、
少
し
ず
つ
直
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
時

に
技
術
だ
け
じ
ゃ
足
り
な
い
、
シ
ス
テ
ム
を
変

革
し
な
い
と
い
け
な
い
と
気
づ
き
ま
し
た
。

　
行
政
と
話
し
て
も
難
し
い
部
分
が
あ
っ
た
の

で
、
行
政
で
は
な
く
登
山
者
を
味
方
に
し
て
い

こ
う
と
い
う
発
想
か
ら
、
一
般
社
団
法
人
大
雪

山
・
山
守
隊
を
作
り
ま
し
た
。
商
売
っ
気
は
全

然
な
い
の
で
す
が
、
登
山
道
整
備
の
位
置
付
け

も
時
代
や
社
会
の
変
化
に
よ
っ
て
変
わ
る
の
で
、

そ
の
中
で
自
分
が
ど
こ
に
い
る
の
か
は
気
に
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
直
接
的
な
影
響
は

ど
ん
ど
ん
休
止
し
て
い
き
、
当
社
も
5
月
6
日

の
終
了
予
定
を
4
月
29
日
に
繰
り
上
げ
ま
し
た
。

　
例
年
北
海
道
で
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明

け
ま
で
営
業
す
る
ス
キ
ー
場
が
複
数
あ
り
ま
す

が
今
年
は
全
滅
で
、
風
潮
と
い
う
か
人
の
心
の

部
分
で
、
営
業
し
づ
ら
か
っ
た
と
い
う
印
象
が

あ
り
ま
す
。

愛
甲
　
具
体
的
に
は
ど
れ
く
ら
い
落
ち
込
み
ま

し
た
か
。

植
田
　
こ
の
4
〜
5
月
で
、
黒
岳
の
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
は
8
割
減
で
す
ね
。
6
月
に
少
し
回
復
し

て
き
ま
し
た
が
、
外
国
の
お
客
さ
ん
の
団
体
と

本
州
か
ら
の
団
体
が
全
く
動
い
て
い
な
い
状
態

な
の
で
、
道
内
か
ら
の
お
客
様
が
あ
る
程
度
動

い
て
も
、
そ
こ
だ
け
で
5
〜
6
割
は
減
る
イ
メ

ー
ジ
で
す
ね
。

愛
甲
　
も
と
も
と
外
国
の
団
体
は
ど
の
ぐ
ら
い

の
比
率
を
占
め
て
い
ま
し
た
か
。

植
田
　
コ
ロ
ナ
前
ま
で
の
層
雲
峡
温
泉
街
の
入

込
は
約
3
割
で
す
ね
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
も
ほ
ぼ

そ
れ
に
近
い
数
字
で
、
25
％
か
ら
30
％
未
満
で

す
。

愛
甲
　
さ
っ
き
言
わ
れ
た
「
心
の
部
分
」
と
い

う
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
ね
。
4
月
29
日
で
閉

め
る
と
判
断
を
し
た
の
は
ど
う
い
う
理
由
か
ら

で
し
ょ
う
か
。

植
田
　
最
終
的
に
休
も
う
と
決
断
し
た
の
は
社

内
か
ら
の
声
で
し
た
。
4
月
末
に
近
く
な
る
と
、

だ
ん
だ
ん
標
高
の
低
い
ス
キ
ー
場
は
営
業
を
や

め
て
い
き
、
残
っ
た
の
は
旭
岳
や
黒
岳
な
ど
数

カ
所
し
か
な
く
、
当
社
が
4
月
29
日
に
辞
め
る

前
々
日
ぐ
ら
い
に
、
他
ス
キ
ー
場
に
来
た
お
客

さ
ん
が
S
N
S
に
そ
の
こ
と
を
ア
ッ
プ
し
て
叩

か
れ
た
ら
し
い
ん
で
す
。

　
そ
れ
を
受
け
て
そ
の
ス
キ
ー
場
が
急
に
営
業

を
や
め
、
そ
し
た
ら
当
社
の
社
員
か
ら
「
札
幌

ナ
ン
バ
ー
な
ど
黒
岳
に
来
る
車
が
増
え
て
い
る
。

旭
岳
か
ら
流
れ
て
き
て
い
る
の
で
は
」
と
連
絡

が
あ
り
、
社
員
に
ど
う
し
た
い
か
と
聞
き
ま
し

た
。

 

私
は
、
ス
キ
ー
場
と
い
う
オ
ー
プ
ン
な
空
間

で
密
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
細
々
と
で
も
営

業
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
社
員
は

地
元
で
コ
ロ
ナ
の
発
症
事
例
も
な
く
、
自
分
た

ち
が
1
番
手
に
な
れ
な
い
と
。
ま
た
、
雰
囲
気

と
か
人
の
気
持
ち
の
問
題
を
見
て
い
る
と
、
無

理
し
て
営
業
し
て
「
何
で
こ
ん
な
と
き
に
営
業

し
て
い
る
ん
だ
」
と
言
わ
れ
た
ら
答
え
よ
う
が

な
い
と
い
う
こ
と
で
、「
わ
か
っ
た
。
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
休
み
に
し
よ
う
」
と
い
う
判

断
を
し
ま
し
た
。

　
あ
の
時
は
自
粛
警
察
と
い
う
か
、
札
幌
ナ
ン

バ
ー
で
市
外
に
出
た
だ
け
で
張
り
紙
を
貼
ら
れ

た
り
、
今
思
い
出
し
て
も
「
皆
が
自
粛
し
て
い

る
か
ら
そ
れ
に
従
え
」
と
い
う
雰
囲
気
は
非
常

に
あ
り
ま
し
た
。

寺
山
　
一
般
社
団
法
人
知
床
し
ゃ
り
は
昨
年
7

月
の
設
立
で
、
観
光
協
会
や
商
工
会
な
ど
が
地

域
の
課
題
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
な
中
長
期
計
画

を
作
る
中
、
な
か
な
か
実
行
体
制
が
取
れ
な
か

っ
た
の
で
、
実
行
部
隊
の
法
人
を
作
ろ
う
と
い

う
こ
と
で
で
き
ま
し
た
。
D
M
O
的
機
能
や
地

域
商
社
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
期
待

を
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
地
域
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
を
行
う
会
社
で
、
「
知
床
ト
コ
さ
ん
」

と
い
う
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
運
営
し
て
お
り
、
昨

年
度
の
グ
ッ
ズ
売
上
額
は
約
5
0
0
0
万
円
で

し
た
。

　
こ
れ
を
原
資
に
ツ
ア
ー
か
ら
食
品
ま
で
、
地

域
商
品
を
作
り
、
1
0
0
人
く
ら
い
雇
っ
て
2

〜
3
年
で
き
る
事
業
計
画
を
立
て
て
い
た
の
で

す
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
グ
ッ
ズ
の
売
上
額
は

前
年
80
〜
90
％
減
と
な
り
、
5
月
は
ゼ
ロ
で
し

た
。

　
ち
な
み
に
宿
泊
者
数
は
4
月
が
前
年
比
約
86

％
減
の
3
0
0
0
人
、
5
月
は
約
95
％
減
の

自
己
紹
介
と
現
在
ま
で
の
状
況

愛
甲
　
北
海
道
で
は
全
国
に
先
駆
け
て
2
月
末

に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
ど
う
い
う
影
響
が
出
た
の
か
を
簡
単

な
自
己
紹
介
を
含
め
、
お
話
し
く
だ
さ
い
。

植
田
　
り
ん
ゆ
う
観
光
は
、
大
雪
山
・
層
雲
峡

地
区
の
黒
岳
に
か
か
る
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
と
リ
フ

ト
の
索
道
業
を
運
営
し
て
い
る
会
社
で
す
。
そ

の
他
に
冬
の
み
札
幌
の
藻
岩
山
ス
キ
ー
場
の
リ

フ
ト
と
ゲ
レ
ン
デ
管
理
を
し
て
お
り
、
旅
行
業

資
格
も
持
っ
て
い
て
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
登
山
の

ツ
ア
ー
を
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
す
が
、
2
月
末
に
北
海
道

独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
が
出
た
時
、
当
社
は
藻

岩
山
の
ス
キ
ー
場
も
、
層
雲
峡
の
ロ
ー
プ
ウ
イ

や
リ
フ
ト
も
黒
岳
ス
キ
ー
場
と
い
う
形
で
営
業

し
て
お
り
ま
し
た
。

　
行
政
と
協
議
し
た
結
果
、
何
と
か
営
業
自
体

は
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
続
け
る
こ
と
が
で
き
、

藻
岩
山
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て
は
予
定
通
り
3
月

31
日
ま
で
営
業
で
き
ま
し
た
が
、
や
は
り
お
客

様
の
入
り
込
み
は
も
ち
ろ
ん
少
な
く
な
り
ま
し

た
し
、
黒
岳
に
関
し
て
は
外
国
の
お
客
様
の
姿

が
見
え
な
く
な
る
こ
と
に
始
ま
り
、
だ
ん
だ
ん

と
国
内
の
お
客
様
も
少
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　
全
国
的
に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
た
あ
た
り
か

ら
、
外
出
自
粛
の
風
潮
が
非
常
に
強
く
な
っ
て

き
て
、
黒
岳
は
そ
れ
ほ
ど
お
客
さ
ん
が
多
く
な

い
ス
キ
ー
場
な
の
で
、
な
ん
と
か
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
終
わ
り
ま
で
細
々
と
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
た
ん
で
す
が
、
近
郊
の
ス
キ
ー
場
が

ら
営
業
し
て
い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
は
政
府
が
作
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
よ
り
よ

っ
ぽ
ど
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
思
う
し
、
「
こ

う
し
て
い
ま
す
」
と
情
報
公
開
し
て
再
開
し
、

お
客
さ
ん
の
選
択
に
委
ね
る
の
が
大
事
で
は
。

民
間
も
国
立
公
園
も
「
管
理
し
、
情
報
公
開
し
、

選
択
肢
を
提
示
す
る
」
の
3
点
で
や
っ
て
い
く

し
か
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

愛
甲
　
3
人
と
も
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
を
話
さ
れ
て

お
り
、
寺
山
さ
ん
の
今
の
話
に
集
約
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
問
題
は
、
状
況
把
握
や
情
報

提
示
を
誰
が
責
任
を
持
っ
て
や
る
か
が
は
っ
き

り
し
な
い
こ
と
で
、
こ
れ
が
今
の
日
本
の
国
立

公
園
や
観
光
地
の
問
題
で
は
と
感
じ
ま
す
。

　
観
光
地
も
単
独
の
自
治
体
の
範
囲
で
収
ま
れ

ば
い
い
で
す
が
、
広
域
に
ま
た
が
る
と
そ
う
い

う
判
断
が
難
し
く
な
っ
た
り
す
る
と
思
い
ま
す
。

知
床
は
ヒ
グ
マ
に
関
し
て
の
責
任
は
環
境
省
が

取
り
、
協
議
会
で
話
し
合
う
場
所
を
作
る
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
る
ん
で
す
よ
ね
。

寺
山
　
ウ
イ
ル
ス
と
同
じ
よ
う
に
ク
マ
も
い
な

く
な
ら
な
い
の
で
。
山
に
行
っ
た
ら
雨
が
降
る

の
と
同
じ
よ
う
に
、
知
床
に
は
ク
マ
が
い
る
わ

け
で
自
然
環
境
の
一
つ
で
す
。
環
境
保
護
関
係

者
、
観
光
関
係
者
、
住
民
が
同
じ
船
に
乗
っ
て

い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
ク
マ
が
い
る
こ
と
に
な

ん
と
か
折
り
合
い
を
つ
け
な
い
と
い
け
な
い
。

そ
れ
を
行
政
上
の
船
に
作
り
変
え
る
の
に
管
理

計
画
や
協
議
会
と
い
う
形
式
を
と
る
の
は
必
要

な
話
で
す
。

　
今
回
も
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
勉
強
会
を
し

ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、
地
元
の
ホ
テ
ル
の

人
に
も
声
を
か
け
て
「
情
報
共
有
し
て
公
開
し

な
い
と
ダ
メ
で
す
よ
。
コ
ロ
ナ
は
ク
マ
み
た
い

な
も
の
だ
か
ら
」
と
い
う
と
、「
そ
う
だ
な
」
と

納
得
さ
れ
ま
し
た
。
一
度
閉
じ
た
ら
開
け
る
の

は
大
変
な
の
で
、
今
や
っ
て
い
る
こ
と
を
公
開

す
る
べ
き
だ
と
言
う
と
理
解
し
て
も
ら
い
や
す

か
っ
た
で
す
。

寺
崎
　
で
は
、
大
雪
山
の
黒
岳
に
つ
い
て
は
、

ど
う
い
っ
た
管
理
や
地
元
へ
の
投
げ
か
け
が
理

想
的
な
の
で
し
ょ
う
。
ト
イ
レ
の
問
題
や
宿
泊

施
設
も
含
め
て
、
地
域
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
つ
い
て
は
誰
が
責
任
者
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。

植
田
　
3
月
に
大
雪
山
国
立
公
園
連
絡
協
議
会

と
い
う
組
織
を
作
り
直
し
た
の
で
す
が
、
大
雪

山
国
立
公
園
の
未
来
を
考
え
て
い
く
中
で
、
民

間
も
環
境
省
も
入
っ
た
も
の
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
コ
ロ
ナ
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
議
題
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
選
択
肢
を
決

め
て
い
く
場
が
で
き
れ
ば
い
い
の
か
な
と
。

　
宿
泊
業
、
観
光
業
そ
れ
ぞ
れ
守
り
た
い
も
の

が
違
っ
た
り
す
る
の
で
、
簡
単
な
こ
と
で
は
な

い
で
す
が
、
ま
ず
は
み
ん
な
が
俎
上
に
あ
げ
ら

れ
る
場
が
あ
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
の
か

な
と
。

岡
崎
　
登
山
道
を
整
備
す
る
立
場
か
ら
考
え
る

と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致
を
登
山
者
が
「
こ

の
ま
ま
の
管
理
で
は
ま
ず
い
」
と
思
い
始
め
て

い
る
こ
と
が
、
プ
ラ
ス
の
追
い
風
に
で
き
る
の

で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
登
山
者
も
、
誰
が
ど
う
い
う
管
理
を
し
て
今

に
至
る
の
か
を
わ
か
っ
て
い
な
い
人
が
多
く
、

と
い
う
よ
り
関
係
者
も
わ
か
っ
て
い
な
い
方
が

多
い
ん
で
す
が
、
「
実
は
こ
う
い
う
状
況
だ
」

と
言
う
と
「
ど
う
し
て
そ
う
な
っ
て
い
る
の
」

「
な
ぜ
こ
う
し
な
い
の
」
と
み
ん
な
ほ
ぼ
同
じ

反
応
を
見
せ
ま
す
。
一
般
の
人
も
現
状
を
知
れ

ば
、
や
る
べ
き
こ
と
を
理
解
し
て
く
れ
る
の
で

は
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
な
れ
ば
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
来
て
も
ら

う
な
ど
で
お
金
が
落
ち
る
シ
ス
テ
ム
に
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
そ
れ
を
管
理
費
に

回
す
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
国
立
公
園

の
経
営
に
つ
い
て
、
こ
う
し
た
ら
良
く
な
る
と

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　
行
政
も
現
場
に
来
る
方
は
理
解
し
て
く
れ
る

方
も
多
い
ん
で
す
が
、
上
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
、

全
然
現
場
を
理
解
し
て
い
な
い
決
断
に
な
っ
て

し
ま
い
、
そ
れ
が
現
場
に
降
り
て
き
て
ギ
ャ
ッ

プ
に
苦
し
ん
で
い
る
と
言
う
方
も
た
く
さ
ん
い

る
の
で
、
そ
う
い
う
方
々
を
変
え
て
い
く
な
ら
、

自
分
の
場
合
は
登
山
者
と
向
き
合
い
、
管
理
な

ど
に
興
味
の
な
い
一
般
の
人
に
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の

営
業
再
開
に
つ
い
て

愛
甲
　
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
県
を
ま

た
い
だ
移
動
の
自
粛
も
解
除
さ
れ
、
少
し
ず
つ

観
光
客
が
動
き
始
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
植
田
さ
ん
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
下
で
営
業
し

て
い
く
中
、
再
開
に
つ
い
て
は
ど
ん
な
判
断
を

さ
れ
、
ど
ん
な
対
応
の
工
夫
を
さ
れ
て
い
ま
す

か
。

植
田
　
黒
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
に
休
ん
だ
以
外
は
ほ
と
ん
ど
止
め
て
い

ま
せ
ん
。
先
ほ
ど
話
に
出
た
よ
う
に
、
閉
鎖
や

休
業
は
再
開
と
セ
ッ
ト
に
な
る
と
思
っ
て
お
り
、

我
々
観
光
業
と
し
て
は
お
客
様
を
ウ
エ
ル
カ
ム

で
受
け
入
れ
る
べ
き
立
場
だ
ろ
う
と
。
も
ち
ろ

ん
対
策
は
取
り
な
が
ら
、
お
客
さ
ん
が
来
る
か

ど
う
か
は
そ
れ
こ
そ
お
客
さ
ん
の
判
断
や
選
択

に
な
る
と
思
う
の
で
、
我
々
は
店
を
開
け
て
い

つ
で
も
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
態
度
を
持
つ
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
愛
山
渓
ヒ
ュ
ッ
テ
は
5
月
20
日
か
ら
日
帰
り

入
浴
を
ス
タ
ー
ト
し
、
6
月
1
日
か
ら
は
宿
泊

も
受
け
付
け
を
再
開
し
ま
し
た
。
他
の
業
界
団

体
や
本
州
の
山
小
屋
も
参
考
に
し
、
1
部
屋
の

人
数
を
絞
っ
た
り
、
柱
ご
と
に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー

ト
の
仕
切
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
で
完
全
に
防
げ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、

コ
ロ
ナ
の
知
見
が
増
え
て
き
た
中
で
と
る
べ
き

対
策
を
し
て
そ
れ
を
開
示
し
、
前
向
き
に
や
っ

政
か
ら
「
い
ろ
い
ろ
考
え
た
結
果
、
感
染
リ
ス

ク
を
避
け
ら
れ
な
い
の
で
今
年
は
ト
イ
レ
を
開

け
ま
せ
ん
」
と
い
う
話
を
さ
れ
た
時
に
参
っ
た

な
と
思
い
ま
し
た
。

　
当
然
常
駐
す
る
管
理
人
の
排
泄
問
題
も
あ
れ

ば
、
テ
ン
ト
場
な
ど
は
ど
う
す
る
ん
だ
と
。
テ

ン
ト
に
泊
ま
れ
ば
当
然
排
泄
す
る
わ
け
で
、
み

ん
な
が
携
帯
ト
イ
レ
を
使
う
と
い
う
の
も
難
し

い
だ
ろ
う
と
。
こ
こ
で
や
は
り
シ
ス
テ
ム
の
弱

さ
が
出
た
な
、
民
間
と
行
政
と
で
は
判
断
基
準

が
違
う
と
。
上
川
町
の
方
か
ら
「
万
が
一
感
染

が
起
き
る
と
層
雲
峡
温
泉
街
、
上
川
町
に
多
大

な
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
や
風
評
被
害
が
あ
る
」

と
い
う
発
言
が
あ
り
、
そ
れ
も
そ
う
か
と
い
う

気
も
し
ま
す
が
、
山
の
世
界
と
町
の
世
界
、
観

光
の
世
界
を
一
緒
に
し
考
え
過
ぎ
る
の
も
ど
う

か
な
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
否
定
す
る
気
は
な
い
の
で
す
が
、

町
の
論
理
だ
け
で
は
山
の
世
界
は
測
り
き
れ
な

い
部
分
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
は
分
け
て
考
え
な

い
と
い
け
な
い
か
な
と
。
自
分
た
ち
も
こ
こ
は

山
の
論
理
に
近
づ
け
、
こ
こ
は
町
の
論
理
に
近

づ
け
る
と
判
断
基
準
が
変
え
た
り
し
て
い
て
、

行
政
の
方
と
は
そ
の
辺
の
感
覚
を
す
り
合
わ
せ

る
の
が
難
し
い
。
中
に
は
親
身
に
な
っ
て
く
れ

る
方
も
い
ま
す
が
、
町
の
論
理
で
ざ
っ
く
り
と

判
断
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
な
と
。
そ
う
い

う
、
大
ナ
タ
を
振
る
う
と
こ
ろ
が
山
の
世
界
に

持
ち
込
ま
れ
る
と
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な

い
の
か
な
と
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
は
も
う
少
し
管
理
体
制
や

組
織
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
。
今
回
は
ト
イ
レ
と
石
室
を
ど
う
擦
り
合

わ
せ
る
か
も
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
し
、
こ
れ

か
ら
間
違
い
な
く
一
元
管
理
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
だ
ろ
う
と
。
で
な
い
と
岡
崎
さ
ん
が
い
う

よ
う
に
、
国
立
公
園
の
全
体
的
な
資
源
と
し
て

の
魅
力
は
向
上
し
て
い
か
な
い
の
で
は
と
思
い

ま
す
。

ヒ
グ
マ
と
コ
ロ
ナ
の
共
通
点

愛
甲
　
寺
山
さ
ん
は
前
職
が
知
床
財
団
で
、
知

床
は
国
立
公
園
の
協
働
型
管
理
の
モ
デ
ル
に
も

な
っ
て
い
る
場
所
で
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
影

響
下
で
そ
の
辺
は
機
能
し
た
の
か
、
ど
ん
な
感

じ
で
し
た
か
。

寺
山
　
私
は
昨
年
3
月
ま
で
知
床
財
団
で
、
ま

さ
に
今
話
に
出
て
い
た
国
立
公
園
の
現
場
管
理

を
し
て
お
り
、
閉
鎖
な
ど
も
含
め
国
立
公
園
の

管
理
作
業
は
何
を
す
べ
き
か
と
い
う
話
を
10
年

く
ら
い
現
場
で
し
て
い
ま
し
た
。

　
管
理
者
は
説
明
責
任
が
重
く
の
し
か
か
っ
て

く
る
関
係
で
ど
う
し
て
も
ナ
ー
バ
ス
に
な
り
、

自
粛
を
し
た
方
が
楽
な
わ
け
で
す
。
あ
ら
ゆ
る

リ
ス
ク
を
考
え
き
れ
な
い
の
で
自
粛
や
閉
鎖
に

な
る
。
し
か
し
岡
崎
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
、
管

理
を
自
粛
し
て
は
ダ
メ
だ
と
思
い
ま
す
。
閉
鎖

と
い
う
の
は
当
然
持
っ
て
い
る
カ
ー
ド
の
一
枚

で
す
が
、
運
用
や
再
開
と
セ
ッ
ト
に
し
な
い
と

管
理
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
｠

　
知
床
の
遊
歩
道
は
ヒ
グ
マ
が
出
る
と
閉
鎖
し

ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
対
応
と
似
て
い
る
な
と
思

い
ま
す
。
状
況
把
握
の
た
め
に
一
旦
閉
鎖
す
る

ん
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
開
け
る
の
が
難
し
い
ん

で
す
よ
ね
。
ク
マ
が
い
な
く
な
る
わ
け
で
は
な

い
で
す
か
ら
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
多
分
な
く

な
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
開
放
す
る
と
き
の

ロ
ジ
ッ
ク
が
難
し
い
。

　
知
床
の
場
合
は
、
状
況
把
握
の
た
め
に
パ
ト

ロ
ー
ル
が
と
り
あ
え
ず
一
周
し
て
、
ク
マ
が
滞

留
す
る
よ
う
な
特
別
の
餌
が
な
け
れ
ば
、
通
常

の
リ
ス
ク
と
し
て
開
放
し
ま
す
。
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
リ
ス
ク
で
あ
れ
ば
開
放
し
、
も
し
人

が
入
る
ゲ
ー
ト
の
近
く
で
1
日
前
に
ク
マ
が
確

認
さ
れ
た
ら
、
確
実
に
ク
マ
は
近
く
に
い
る
の

で
、
遭
遇
を
避
け
る
た
め
に
こ
う
い
う
手
が
あ

り
ま
す
、
ガ
イ
ド
を
誘
導
で
雇
う
と
い
う
手
も

あ
り
ま
す
と
情
報
提
供
し
ま
す
。

　
自
然
の
中
で
の
管
理
は
当
然
リ
ス
ク
を
ゼ
ロ

に
は
で
き
な
い
の
で
、
最
低
限
の
管
理
活
動
と

情
報
把
握
及
び
周
知
、
そ
の
上
で
の
選
択
肢
の

提
示
を
し
な
い
と
ど
う
に
も
な
ら
な
い
し
、
逆

に
こ
れ
く
ら
い
し
か
や
る
こ
と
が
な
い
。
ク
マ

が
出
な
い
よ
う
、
遊
歩
道
に
全
面
フ
ェ
ン
ス
を

施
す
の
は
自
然
公
園
で
や
る
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
知
床
は
こ
う
い
う
場
所
で
あ
る
と
情
報
を
提

示
し
、
ク
マ
が
い
る
と
い
う
事
実
を
訪
れ
る
人

に
理
解
し
て
も
ら
い
、
と
れ
る
選
択
肢
を
提
示

す
る
し
か
な
い
で
す
。
そ
の
選
択
肢
と
は
勉
強

し
て
気
を
つ
け
て
行
く
、
ガ
イ
ド
を
雇
う
、
や

め
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
れ
を
選
ん
で
い
た
だ

く
の
が
管
理
活
動
で
は
な
い
か
な
と
。
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
対
応
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ホ
テ
ル
も
人
が
多
く
集
ま
る
の
で
ウ
イ
ル
ス

の
リ
ス
ク
は
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
よ
り
よ
っ

ぽ
ど
怖
い
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
対
応
し
な
が

か
ら
こ
そ
各
地
の
観
光
協
会
が
こ
ぞ
っ
て
P
R

し
て
い
て
、
網
走
観
光
協
会
は
新
聞
に
一
面
で

7
泊
8
日
1
2
0
0
0
円
と
い
う
広
告
を
打
っ

た
り
、
私
ど
も
の
上
川
町
も
テ
レ
ビ
C
M
を
作

っ
て
町
長
が
出
演
し
た
り
、
5
3
0
万
人
の
北

海
道
民
を
ど
こ
の
観
光
地
が
持
っ
て
い
く
の
か
、

必
死
に
考
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　G
oT

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
秋
以
降
に
ず
れ
込

ん
で
し
ま
う
と
、
夏
の
最
盛
期
は
道
内
を
取
り

込
む
し
か
な
い
と
。
マ
イ
カ
ー
は
間
違
い
な
く

増
え
る
と
思
い
ま
す
が
、
マ
イ
カ
ー
が
使
え
な

い
人
た
ち
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
遠
出
が
し
づ

ら
く
な
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
当
社
も
先
週
か
ら
山
登
り
の
日
帰
り
ツ
ア
ー

を
再
開
し
ま
し
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
一
人
2

席
以
上
使
え
ま
す
、
換
気
も
消
毒
も
し
ま
す
と

い
う
形
で
や
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
大
型
バ

ス
や
J
R
の
移
動
に
つ
い
て
は
、
ハ
ー
ド
ル
が

あ
る
の
か
な
と
。

　
マ
イ
カ
ー
旅
行
と
い
う
と
、
や
は
り
人
口
圏

の
大
き
な
札
幌
か
ら
ど
こ
ま
で
足
を
伸
ば
し
て

く
れ
る
か
、
多
分
知
床
も
考
え
ら
れ
て
る
と
思

う
ん
で
す
け
ど
、
東
日
本
大
震
災
の
時
に
岩
見

沢
以
降
の
高
速
道
路
を
無
料
に
し
た
と
き
、
層

雲
峡
温
泉
街
で
も
か
な
り
効
果
が
見
ら
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
そ
れ
よ
り 

J
R 

や
バ
ス
会
社
を
助
け
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
で
は

と
い
う
声
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
が
、
果
た
し
て

こ
れ
か
ら
ワ
ン
バ
ス
40
人
と
い
う
バ
ス
旅
行
が

残
っ
て
い
く
の
か
な
と
。
ま
さ
にw

ith

コ
ロ

ナ
で
旅
行
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し
て
い
く
部
分
で

は
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。
な
の
で
、
各
旅

行
会
社
も
バ
ス
ツ
ア
ー
を
積
極
的
に
ま
だ
売
り

出
せ
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
。

寺
山
　
深
刻
な
状
況
で
す
が
、
1
年
経
っ
た
ら

8
割
ぐ
ら
い
は
元
に
戻
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
い
う
気
も
し
ま
す
。
10
年
前
の
福
島
原
発

の
爆
発
で
世
界
が
変
わ
る
と
思
っ
た
け
ど
、
半

分
は
元
に
戻
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い

う
時
に
新
し
い
動
き
が
生
ま
れ
て
、
そ
れ
と
並

行
し
つ
つ
半
分
は
既
存
の
シ
ス
テ
ム
に
戻
る
の

で
は
。

　
う
ち
は
何
か
新
し
い
こ
と
を
考
え
る
た
め
に

で
き
た
団
体
な
の
で
、
道
内
か
ら
マ
イ
カ
ー
で

知
床
に
来
た
人
た
ち
を
車
か
ら
下
ろ
す
コ
ン
テ

ン
ツ
は
何
か
を
真
剣
に
考
え
る
の
が
、
切
羽
詰

ま
っ
た
お
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
か
と
い
っ
て
そ
ん
な
大
き
な
仕
掛
け
は
で
き

ま
せ
ん
か
ら
、
6
月
か
ら
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転

車
を
ホ
テ
ル
2
カ
所
と
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に

配
置
し
て
、
自
転
車
で
知
床
峠
ま
で
行
く
テ
ス

ト
商
品
を
始
め
ま
し
た
。
大
自
然
の
中
、
ス
テ

イ
ホ
ー
ム
で
な
ま
っ
た
体
に
汗
を
か
き
ま
せ
ん

か
、
電
動
ア
シ
ス
ト
な
ら
な
ん
と
こ
こ
ま
で
行

け
ま
す
よ
と
い
う
演
出
で
、
4
〜
5
0
0
0
円

で
売
れ
な
い
か
と
い
う
の
を
試
し
て
い
ま
す
。
｠

　
ホ
テ
ル
か
ら
は
「
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
は

5
0
0
円
で
も
売
れ
な
か
っ
た
よ
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
が
、
情
報
発
信
な
ど
に
よ
っ
て

4
0
0
0
円
で
売
れ
た
と
し
た
ら
、
半
分
ぐ
ら

い
は
元
に
戻
っ
て
も
1
割
ぐ
ら
い
は
そ
う
い
う

お
客
さ
ん
を
作
れ
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
マ
イ
カ
ー
で
近
隣
か
ら
来
る
人
が
ボ

リ
ュ
ー
ム
層
で
、
そ
う
い
う
人
た
ち
に
何
を
訴

求
す
る
か
は
全
体
的
な
課
題
で
す
。
北
海
道
の

人
が
自
転
車
に
乗
っ
て
歩
く
と
い
う
の
は
す
ご

く
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
で
す
が
、
今
は
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
も
来
な
い
の
で
、
ま
ず
は
ど
れ
く
ら
い
稼

働
が
あ
る
か
、
試
し
て
み
よ
う
と
。

　
し
か
しM

aaS

や
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
な
ど
、
乗

合
バ
ス
を
う
ま
く
活
用
し
よ
う
と
い
う
流
れ
が

今
回
の
コ
ロ
ナ
で
止
ま
っ
た
の
は
痛
い
で
す
ね
。

田
舎
で
交
通
機
関
を
何
と
か
し
よ
う
と
思
っ
た

ら
観
光
と
生
活
を
く
っ
つ
け
て
何
と
か
で
き
な

い
か
と
い
う
の
が
生
命
線
だ
と
思
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
そ
れ
が
止
ま
っ
た
の
が
と
っ
て
も
痛

い
な
と
思
い
ま
す
。

来
訪
者
の
質
の
変
化

愛
甲
　
岡
崎
さ
ん
は
大
雪
高
原
ヒ
グ
マ
情
報
セ

ン
タ
ー
の
管
理
を
さ
れ
て
い
て
、
施
設
が
再
開

し
た
ん
で
す
よ
ね
。
施
設
を
開
け
る
に
あ
た
り
、

環
境
省
と
か
北
海
道
か
ら
は
ど
う
い
う
風
に
運

用
し
よ
う
と
言
う
話
は
あ
っ
た
ん
で
す
か
。

岡
崎
　
環
境
省
、
上
川
町
、
北
海
道
が
関
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
道
か
ら
は
ま
だ
連
絡
も
来
て
い

な
い
で
す
ね
。
い
つ
も
6
月
後
半
に
な
ら
な
い

と
連
絡
が
こ
な
い
の
で
す
が
、
方
針
く
ら
い
は

来
て
も
い
い
か
な
と
思
っ
た
ん
で
す
が
。

　
環
境
省
の
方
々
は
あ
ま
り
コ
ロ
ナ
の
こ
と
は

気
に
せ
ず
に
、
対
策
を
し
っ
か
り
し
て
い
る
点

は
ア
ピ
ー
ル
し
て
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
き
ま
し
ょ

う
、
管
理
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
。
ま
だ
登
山

者
が
来
る
駐
車
場
の
ト
イ
レ
が
開
い
て
お
ら
ず

困
っ
て
い
る
と
い
っ
た
問
題
は
起
き
て
い
ま
す

が
、
特
に
運
営
す
る
た
め
の
苦
労
は
な
か
っ
た

で
す
。

　
登
山
者
に
つ
い
て
は
減
る
の
か
、
増
え
る
の

か
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
の
と
こ

ろ
正
直
変
わ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
休
日
し
か
見
て

い
ま
せ
ん
が
、
去
年
の
休
日
と
ほ
ぼ
同
じ
ス
タ

ー
ト
で
、
ほ
と
ん
ど
道
内
の
方
で
す
が
、
元
々

今
の
時
期
は
道
内
か
ら
が
多
い
と
い
う
の
も
同

じ
で
す
。

　
一
つ
違
う
の
は
、
去
年
と
比
べ
て
か
な
り
ア

ク
テ
ィ
ブ
な
方
が
多
い
こ
と
で
す
。
例
え
ば
た

だ
沼
を
歩
く
の
で
は
な
く
、
ス
キ
ー
を
担
い
で

登
っ
て
行
っ
て
滑
っ
て
降
り
て
く
る
と
か
。
ま

た
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
事
前
に
S
N
S
で
情
報

収
集
を
し
て
き
て
い
ま
す
。 

　
な
の
で
今
後
を
考
え
る
と
、
情
報
発
信
の
仕

方
だ
っ
た
り
、
今
ま
で
と
違
う
視
点
を
見
せ
る

こ
と
が
で
き
た
ら
面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
。

変
な
言
い
方
で
す
け
ど
、
チ
ャ
ン
ス
が
い
っ
ぱ

い
見
え
て
い
て
。
こ
れ
だ
け
ど
こ
も
か
し
こ
も

人
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
中
、
一
歩
先
行
く
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
北
海
道
は
自
然
環
境
が
も
の
す
ご
く
素
晴
ら

し
い
場
所
だ
と
思
う
し
、
町
の
商
売
と
比
べ
る

と
こ
れ
か
ら
山
の
商
売
は
す
ご
く
と
っ
か
か
り

が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
呼
び
込
み
や
す
い
場

所
で
は
と
直
感
的
に
思
い
ま
す
。
大
雪
高
原
は

非
常
に
規
模
が
小
さ
く
、
年
間
6
0
0
0
人
く

て
い
く
こ
と
か
な
と
思
い
ま
す
。
リ
ス
ク
は
ゼ

ロ
で
は
な
い
で
す
が
、
そ
れ
で
も
お
客
さ
ん
が

来
た
い
と
判
断
し
て
く
れ
れ
ば
、
来
て
く
だ
さ

い
と
い
う
よ
う
な
形
で
す
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
後
の
自
粛
論
議
が

非
常
に
つ
ら
か
っ
た
思
い
出
が
あ
る
の
で
、
雇

用
を
守
る
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
前
向
き
に

粛
々
と
営
業
は
続
け
、
で
き
る
だ
け
閉
め
な
い

と
い
う
判
断
を
し
て
い
ま
す
。

愛
甲
　
か
な
り
経
営
的
に
は
大
変
な
の
で
は
。

休
む
方
が
い
い
の
か
、
開
け
た
方
が
い
い
の
か
。

植
田
　
そ
こ
は
1
0
0
％
の
正
解
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
層
雲
峡
温
泉
街
も
か
な
り
休
業
し
て
、

そ
の
間
は
休
業
補
助
金
を
い
た
だ
き
、
当
社
も

使
え
る
制
度
は
全
て
使
い
な
が
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。
融
資
も
か
な
り
受
け
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
諦
め
る
の
で
は
な
く
、
戻
っ
て
来
る

日
を
信
じ
て
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
我
々
の
仕

事
や
お
客
さ
ん
の
層
や
質
も
少
し
ず
つ
変
わ
り

な
が
ら
、
変
化
し
て
続
け
て
い
け
る
よ
う
、
先

を
見
て
い
こ
う
と
。
こ
れ
が
正
解
か
ど
う
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
1
度
動
き
を
止
め
て
し
ま

う
と
、
そ
こ
か
ら
ま
た
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
て
動

き
出
す
の
は
す
ご
く
力
が
要
る
の
で
、
で
き
る

だ
け
社
員
の
気
持
ち
も
、
仕
事
も
、
受
け
入
れ

も
止
め
た
く
な
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

愛
甲
　
予
約
は
入
っ
て
き
て
い
ま
す
か
。

植
田
　
大
雪
山
も
知
床
も
、
ア
ウ
ト
ド
ア
で
の

楽
し
み
と
い
う
意
味
で
は
ま
だ
ま
だ
需
要
が
戻

っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

実
際
、
こ
こ
2
週
間
ぐ
ら
い
で
大
雪
山
高
原
温

泉
、
愛
山
渓
な
ど
に
道
内
の
方
が
少
し
ず
つ
動

き
出
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
夏
山
シ
ー
ズ
ン
も

始
ま
る
の
で
、
山
を
楽
し
む
お
客
さ
ん
が
動
き

始
め
る
の
で
は
。

　
た
だ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
本
州
の
団
体
が
戻
る

に
は
、
ま
だ
ま
だ
時
間
は
か
か
る
で
し
ょ
う
し
、

G
oT

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
動
き
出
し
に
時
間
が

か
か
り
そ
う
で
す
し
、
今
期
の
売
り
上
げ
は
半

分
く
ら
い
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
戻
る
の
は
早
く
て
来
年
の
春

か
な
と
。

　
地
元
の
観
光
協
会
も
冬
は
氷
瀑
ま
つ
り
な
ど

集
客
イ
ベ
ン
ト
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
縮

小
も
や
む
な
し
と
言
う
感
じ
で
す
。

愛
甲
　
寺
山
さ
ん
に
も
同
じ
質
問
で
す
。
ご
自

身
の
事
業
を
含
め
て
、
ウ
ト
ロ
で
は
民
間
事
業

者
は
再
開
の
判
断
は
ど
う
な
の
か
、
ど
う
動
き

始
め
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

寺
山
　
ウ
ト
ロ
は
ホ
テ
ル
の
キ
ャ
パ
が

4
0
0
0
人
以
上
で
す
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
は
全
館
閉
め
て
観
光
客
が
い
な
い
様
子
を

見
て
、
住
民
が
と
て
も
異
様
に
感
じ
て
い
ま
し

た
。「
沈
黙
の
春
」
と
言
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

あ
る
意
味
、
観
光
の
生
態
系
が
崩
壊
し
た
こ
と

を
実
感
し
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
で
し
た
。

　
そ
の
前
に
「
自
粛
し
て
も
ら
わ
な
い
と
困

る
」
と
言
う
町
民
の
風
が
吹
い
た
時
に
は
、

「
観
光
が
そ
も
そ
も
こ
の
土
地
に
必
要
な
い
の

で
は
」
と
い
う
風
向
き
に
な
っ
た
ら
ま
ず
い
な

と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
土
地
に
と
っ
て
の
観
光

の
意
味
が
根
底
か
ら
揺
ら
ぐ
か
な
と
思
っ
た
ら
、

そ
ん
な
こ
と
は
な
く
て
、
漁
師
さ
ん
や
町
民
と

話
し
て
も
「
い
や
ー
寂
し
い
ね
。
来
て
も
ら
い

た
い
ね
」
と
い
う
雰
囲
気
に
な
っ
た
こ
と
は
す

ご
く
よ
か
っ
た
な
と
。

　
科
学
的
に
は
何
一
つ
、
物
事
は
進
ん
で
い
な

い
ん
で
す
が
、
お
客
さ
ん
を
迎
え
よ
う
と
い
う

雰
囲
気
が
そ
こ
は
か
と
な
く
漂
っ
て
い
る
こ
と

に
、
実
は
と
て
も
安
心
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

各
ホ
テ
ル
は
対
策
を
見
え
る
化
し
よ
う
と
か
、

ガ
イ
ド
は
マ
ス
ク
を
す
る
か
と
か
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
て
動
き
出
し
て
い
る

形
で
す
。

　
ウ
ト
ロ
に
は
大
き
な
ホ
テ
ル
が
4
軒
あ
り
ま

す
が
、
2
軒
は
6
月
か
ら
動
き
出
し
、
2
軒
は

ま
だ
再
開
し
て
い
な
い
の
で
半
分
強
の
キ
ャ
パ

が
稼
働
し
た
状
態
で
す
。
ホ
テ
ル
の
経
営
者
は

ど
う
し
の
ぐ
か
、
資
金
繰
り
を
見
な
が
ら
か
悩

ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
し
、
小
さ
い
民
宿
は
家

業
を
続
け
る
の
か
と
真
剣
に
悩
み
、
ま
だ
再
開

し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
多
い
で
す
ね
。
再
開
す

る
に
し
て
も
、
7
月
か
ら
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
が
多
い
か
と
。

　G
oT

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ス
タ
ー
ト
が
遅
れ

る
の
は
結
構
痛
い
で
す
ね
。
し
か
し
、
経
営
判

断
が
難
し
い
中
で
も
お
客
様
を
迎
え
よ
う
と
い

う
雰
囲
気
で
動
き
出
し
、
ホ
テ
ル
な
ど
も
掃
除

や
消
毒
な
ど
の
作
業
が
増
え
た
け
れ
ど
、
ス
タ

ッ
フ
の
表
情
が
明
る
く
、
ビ
ジ
タ
ー
を
ち
ゃ
ん

と
迎
え
ら
れ
る
根
本
的
な
雰
囲
気
が
あ
る
の
で
、

よ
か
っ
た
な
と
思
え
た
再
開
シ
ー
ン
で
し
た
。

愛
甲
　
観
光
を
や
っ
て
な
い
人
も
含
め
て
、
お

客
さ
ん
が
来
な
い
と
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
な
っ
て

い
う
感
情
を
み
ん
な
が
感
じ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。

寺
山
　
も
ち
ろ
ん
全
員
で
は
な
い
と
思
う
し
、

「
本
当
に
開
け
ん
の
、
や
ば
い
っ
し
ょ
」
と
言

っ
て
る
人
も
い
ま
す
が
、
世
間
話
レ
ベ
ル
で

「
で
も
開
け
な
い
と
大
変
だ
べ
」
と
い
う
声
も

聞
こ
え
て
き
ま
す
。

愛
甲
　G

oT
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
話
が
出
ま
し

た
が
、
道
民
割
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
。
結

構
期
待
さ
れ
て
い
る
向
き
は
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

寺
山
　
ふ
っ
こ
う
割
な
ど
の
実
績
を
認
識
し
て

い
る
の
は
宿
泊
業
の
方
な
の
で
、
そ
れ
は
期
待

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

愛
甲
　
知
床
も
大
雪
山
も
、
ピ
ー
ク
の
シ
ー
ズ

ン
に
訪
れ
る
の
は
道
外
の
方
で
、
都
道
府
県
を

超
え
る
移
動
も
だ
い
ぶ
緩
和
は
さ
れ
て
く
る
け

ど
、
こ
の
夏
は
東
京
や
関
西
の
お
客
さ
ん
が
今

ま
で
通
り
に
全
部
が
戻
っ
て
く
る
と
は
思
え
な

い
で
す
よ
ね
。

　
そ
う
す
る
と
知
床
や
大
雪
山
も
、
北
海
道
民

に
も
っ
と
訴
求
す
る
必
要
も
あ
る
の
で
は
。
今

年
の
夏
は
マ
イ
カ
ー
移
動
で
観
光
す
る
方
が
増

え
る
と
思
い
ま
す
し
、
ど
の
ぐ
ら
い
道
民
に
来

て
も
ら
う
か
は
、
結
構
重
要
だ
と
思
う
の
で
す

が
、
植
田
さ
ん
と
寺
山
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ
ま

す
か
。

植
田
　
ま
さ
に
今
ど
こ
の
観
光
地
も
タ
ー
ゲ
ッ

ト
は
域
内
、
北
海
道
で
あ
れ
ば
道
内
の
方
々
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
だ

職
し
て
い
ま
す
。
知
床
を
世
界
遺
産
に
し
て
く

れ
た
ユ
ネ
ス
コ
は
、
文
明
の
衝
突
を
防
ぐ
た
め

に
戦
争
の
反
省
か
ら
作
ら
れ
た
団
体
で
、
そ
の

ユ
ネ
ス
コ
が
知
床
が
い
い
と
こ
ろ
だ
と
言
っ
て

く
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、「
こ
こ
は
い
い
と
こ
ろ

だ
よ
、
戦
争
す
る
の
は
や
め
よ
う
よ
」
と
い
う

こ
と
で
人
々
に
開
か
な
い
と
守
っ
た
価
値
が
な

い
と
、
私
は
言
い
切
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
世
界
平
和
の
た
め
に
知
床
世
界
遺
産
を
開

く
の
が
観
光
地
の
仕
事
で
す
」
と
言
い
切
る
べ

く
、
あ
と
20
年
ぐ
ら
い
働
こ
う
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。「
世
界
平
和
の
た
め
に
俺
た
ち
は
観

光
や
っ
て
る
ん
だ
」
と
い
う
雰
囲
気
が
出
て
き

た
ら
、
ホ
テ
ル
で
ア
ル
バ
イ
ト
し
て
い
る
若
い

人
た
ち
も
ち
ょ
っ
と
は
元
気
に
な
る
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
や
は
り
世
界
平
和
の
た
め
に
あ
る
の

は
観
光
だ
と
、
つ
か
み
直
す
き
っ
か
け
を
突
き

つ
け
ら
れ
た
の
が
今
回
の
機
会
だ
っ
た
な
と
思

い
ま
す
。

植
田
　
う
ち
の
会
社
の
企
業
理
念
の
中
に
も

「
お
客
様
に
喜
び
を
提
供
す
る
こ
と
で
世
界
平

和
に
貢
献
し
ま
す
」
と
い
う
一
文
を
入
れ
て
お

り
、
や
は
り
私
も
観
光
や
娯
楽
は
世
界
平
和
に

つ
な
が
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
っ

て
い
て
、
今
の
お
話
を
聞
い
て
同
志
が
い
て
よ

か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
で
学
ん
だ
こ
と
に
関
し
て
は
、
経
済

活
動
、
企
業
活
動
を
し
て
い
く
中
で
の
リ
ス
ク

の
考
え
方
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た

な
と
。
未
知
の
も
の
な
の
で
、
ナ
ー
バ
ス
な
反

応
を
す
る
人
も
い
ま
し
た
が
、
決
断
し
た
り
活

動
し
て
い
く
中
で
、
リ
ス
ク
は
ゼ
ロ
に
は
な
ら

な
い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
も
風
が
吹
け
ば
減
速
し
て
運

転
し
た
り
、
山
に
登
れ
ば
遭
難
し
な
い
で
帰
っ

て
来
ら
れ
る
よ
う
に
、
い
ろ
ん
な
リ
ス
ク
を
考

え
な
が
ら
判
断
し
ま
す
。
観
光
地
も
冷
静
に
リ

ス
ク
を
勘
案
し
な
が
ら
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
、

お
客
様
を
ウ
エ
ル
カ
ム
で
受
け
入
れ
る
態
度
が

必
要
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
｠

　
国
立
公
園
や
自
然
を
テ
ー
マ
に
野
外
活
動
を

す
る
中
で
、
我
々
が
今
ま
で
自
然
の
中
で
培
っ

て
き
た
知
見
や
日
々
行
な
っ
て
い
る
判
断
が
、

コ
ロ
ナ
時
代
を
生
き
て
い
く
た
め
の
考
え
方
の

ヒ
ン
ト
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
視

点
か
ら
我
々
も
何
か
発
信
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

愛
甲
　
私
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
こ
の
よ
う
な

機
会
を
も
ち
、
様
々
な
経
験
を
共
有
す
べ
き
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
本
日
の
お
話
は
、
他
地
域

の
方
に
も
興
味
深
く
、
参
考
に
な
る
で
し
ょ
う
。

東
日
本
大
震
災
の
時
も
被
災
地
以
外
の
人
の
意

識
が
予
想
外
に
早
く
戻
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
が
、
寺
山
さ
ん
が
い
う
よ
う
に
、
今
回
も
観

光
客
の
動
き
な
ど
は
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に

半
分
く
ら
い
は
元
に
戻
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
中
で
、
今
起
き
て
い
る
こ
と
や
学
ん

だ
こ
と
を
記
録
し
、
後
か
ら
検
証
す
る
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
人
の
動
き
も
そ
う
で
す

し
、
自
然
公
園
を
運
営
す
る
シ
ス
テ
ム
が
ど
う

機
能
し
た
の
か
、
そ
こ
で
見
え
た
弱
さ
な
ど
を

次
の
改
善
に
生
か
す
た
め
に
、
勉
強
さ
せ
ら
れ

て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
と
感
じ
ま
す
。

　
こ
う
し
て
み
な
さ
ん
と
お
話
し
し
た
こ
と
も
、

き
ち
ん
と
記
録
に
残
し
て
お
け
る
こ
と
を
非
常

に
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ら
い
し
か
来
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

の
呼
び
込
み
方
で
色
々
変
化
さ
せ
ら
れ
、
来
た

人
が
新
た
な
発
信
を
し
て
く
れ
る
形
を
作
っ
て

い
け
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

愛
甲
　
高
原
温
泉
は
秋
が
ピ
ー
ク
で
す
よ
ね
。

今
は
ま
だ
そ
ん
な
に
多
く
な
い
。
こ
れ
か
ら
秋

に
向
か
っ
て
ど
う
な
っ
て
い
く
か
は
心
配
も
あ

り
、
逆
に
楽
し
み
な
部
分
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
白
雲
岳
の
工
事
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、 

今
後
の
登
山
者
の
山
の
登
り
方
や
自
然
と
の
付

き
合
い
方
は
変
わ
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
か
。

岡
崎
　
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
よ
り
は
、
お
こ

が
ま
し
い
で
す
が
、
変
え
て
や
ろ
う
と
い
う
気

持
ち
で
す
ね
。 

高
原
温
泉
は
今
ま
で
は
秋
が
8

割
で
し
た
が
、
夏
に
面
白
い
時
期
も
あ
る
け
ど

ほ
と
ん
ど
人
は
来
な
か
っ
た
。
自
分
ら
は
春
の

魅
力
を
知
っ
て
い
る
し
、
理
解
で
し
て
く
れ
る

人
も
出
て
き
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
秋
以

外
の
時
期
を
売
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
こ
う

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
白
雲
岳
も
と
て
も
魅
力
的
な
場
所
な
の
で
、

そ
の
魅
力
を
分
か
る
人
な
ら
か
な
り
大
金
を
払

っ
て
も
来
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
こ
れ
か
ら

は
た
く
さ
ん
来
て
少
し
お
金
を
落
と
す
形
よ
り

も
、
一
人
が
非
常
に
満
足
し
て
た
く
さ
ん
の
お

金
を
落
と
す
形
に
変
わ
る
と
、
皆
さ
ん
が
思
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
発
信
が
で
き
て
い
る

か
は
ち
ょ
っ
と
分
か
ら
な
い
。
自
分
の
視
点
は

あ
ま
り
一
般
的
で
は
な
い
の
で
す
が
、
思
っ
た

こ
と
を
試
す
場
所
も
で
き
た
の
で
、
ど
ん
ど
ん

思
い
つ
き
を
試
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

寺
山
　
こ
の
時
期
に
来
る
人
が
、
本
当
の
お
客

様
だ
と
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
。
地
元
で
よ
く

言
っ
て
い
る
の
は
、
カ
メ
ラ
マ
ン
と
釣
り
人
は

同
じ
く
ら
い
来
て
い
る
な
と
。
管
理
側
に
と
っ

て
は
ト
ラ
ブ
ル
も
結
構
あ
り
、
お
金
も
そ
ん
な

に
落
と
さ
な
い
客
層
で
す
が
、
こ
う
い
う
人
た

ち
が
自
然
環
境
や
自
然
公
園
に
と
っ
て
本
質
的

な
ビ
ジ
タ
ー
な
の
で
は
な
い
か
と
。

　
本
質
的
な
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の
状
況
で

は
来
た
い
人
し
か
来
な
い
、
そ
れ
が
カ
メ
ラ
マ

ン
と
釣
り
人
だ
と
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
登
山

客
の
数
も
そ
ん
な
に
落
ち
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
真
剣
に
考
え
な
い
と

い
け
な
い
と
。

　
今
後
も
コ
ロ
ナ
対
策
が
う
ま
く
い
か
ず
、
お

客
さ
ん
が
落
ち
込
ん
だ
ま
ま
な
ら
ビ
ジ
タ
ー
の

本
質
を
ち
ゃ
ん
と
考
え
な
い
と
い
け
な
い
、
こ

の
状
況
で
も
来
る
人
は
と
て
も
大
切
に
し
な
い

と
い
け
な
い
な
と
。
一
番
厳
し
い
時
期
に
来
た

お
客
さ
ん
が
何
を
見
て
い
る
の
か
、
よ
く
見
て

お
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

植
田
　
寺
山
さ
ん
に
近
い
思
い
を
私
も
持
っ
て

い
て
、
こ
う
い
う
時
に
も
離
れ
な
い
お
客
さ
ん

は
観
光
地
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る
の

で
、
気
を
つ
け
て
見
て
お
く
べ
き
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
黒
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
歴
史
上
で
初

め
て
、
今
年
は
夏
の
シ
ー
ズ
ン
券
と
い
う
の
を

作
っ
て
売
っ
て
み
た
ん
で
す
。
5
月
は
開
店
休

業
だ
っ
た
の
で
、
み
ん
な
の
仕
事
も
作
ら
な
き

ゃ
い
け
な
い
し
、
目
先
の
収
入
も
欲
し
い
と
い

う
こ
と
で
始
め
、
6
月
21
日
ま
で
売
っ
て
い
ま

し
た
が
、
2
0
0
枚
弱
が
売
れ
ま
し
た
。

　
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
乗
り
放
題
と
い
う
こ
と

で
、
ち
ゃ
ん
と
お
金
を
使
っ
て
黒
岳
に
来
よ
う

と
思
っ
て
く
れ
る
方
は
道
内
の
方
だ
ろ
う
と
思

っ
て
作
っ
た
の
で
す
が
、
こ
う
い
う
時
で
も
反

応
し
て
応
援
す
る
よ
と
い
う
方
や 

お
得
だ
と
思

っ
て
買
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
が
そ
れ
な
り
に
い

た
こ
と
は 

我
々
に
と
っ
て
も
す
ご
く
い
い
勉
強

に
な
っ
た
し
背
中
を
押
し
て
も
ら
え
ま
し
た
。

そ
う
い
う
時
に
き
て
く
れ
る
の
は
ど
う
い
う
お

客
様
か
、
き
ち
ん
と
見
な
が
ら
付
き
合
っ
て
い

か
な
き
ゃ
い
け
な
い
な
と
思
っ
て
ま
す
。

　
ア
ウ
ト
ド
ア
や
外
で
の
楽
し
み
は
ま
す
ま
す

こ
れ
か
ら
価
値
が
上
が
り
、
高
い
お
金
を
払
っ

て
も
そ
う
い
う
体
験
を
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ

は
ま
す
ま
す
高
ま
る
の
で
は
。
コ
ロ
ナ
に
よ
っ

て
旅
行
の
機
会
が
限
ら
れ
る
な
ら
、
そ
の
大
事

な
機
会
に
は
お
金
を
か
け
て
素
晴
ら
し
い
と
こ

ろ
に
行
こ
う
と
い
う
意
識
が
強
ま
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
北
海
道
の
自
然
の

素
材
が
、
注
目
さ
れ
価
値
が
認
め
ら
れ
る
チ
ャ

ン
ス
は
大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
自
然
へ
の
負
荷
を
考
え
つ
つ
、
そ
の
チ
ャ
ン

ス
を
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
。
や
は
り
岡
崎
さ

ん
が
言
う
よ
う
に
、
少
な
い
人
数
で
た
く
さ
ん

お
金
を
落
と
し
て
も
ら
え
る
仕
掛
け
や
場
所
づ

く
り
に
な
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
合

わ
せ
て
層
雲
峡
温
泉
街
も
変
わ
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
し
、
そ
の
い
い
き
っ
か
け
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
経
験
か
ら

観
光
地
が
学
ぶ
こ
と

寺
崎
　
最
後
に
皆
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
を
経
験
し
て
、

観
光
地
は
こ
こ
か
ら
何
を
学
ぶ
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
か
。

岡
崎
　
物
事
や
価
値
観
を
変
え
る
の
は
昔
か
ら

「
若
者
、
よ
そ
者
、
ば
か
者
」
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
現
在
の
観
光
地
が
動
か
な
い
中
で
、
自
分

に
も
「
ど
う
い
う
形
が
い
い
の
か
」
と
聞
か
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
お
前
ら
な
ん
か

い
ら
な
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
す

が
、
少
し
で
も
新
し
い
発
想
を
取
り
入
れ
よ
う

と
い
う
人
が
地
域
に
増
え
て
き
た
の
で
は
と
思

い
ま
す
。

　
自
分
な
ど
は
、
ば
か
者
代
表
で
い
ろ
い
ろ
意

見
を
言
っ
て
い
こ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
同
じ

よ
う
な
境
遇
の
人
た
ち
が
、
同
じ
地
域
内
だ
け

で
な
く
地
域
を
超
え
て
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
面
白
い
形
に
な
り
、
今
ま
で
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
で
は
な
い
か
と
。
そ
う
い
う
希
望
だ
け
は
す

ご
く
持
っ
て
い
ま
す
。

寺
山
　
今
回
、
地
域
に
と
っ
て
の
観
光
の
価
値

が
何
な
の
か
、
突
き
つ
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
が
あ

っ
て
、
本
質
的
に
移
動
と
交
流
が
観
光
の
形
で

す
か
ら
、
感
染
症
に
関
し
て
は
マ
イ
ナ
ス
要
因

で
し
か
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
の
中
で
、
こ
の
土

地
に
と
っ
て
観
光
が
必
要
だ
と
言
い
切
れ
る
も

の
は
何
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
突
き
つ
け
ら
れ

た
と
。

 

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
静
か
な
時
は
観
光

を
や
る
べ
き
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
し
、
観
光

が
再
オ
ー
プ
ン
し
た
時
に
皆
の
表
情
が
明
る
く

な
っ
た
の
は
よ
か
っ
た
な
と
。
観
光
地
で
あ
る

ウ
ト
ロ
か
ら
離
れ
た
観
光
と
関
係
な
い
斜
里
町

の
人
た
ち
に
も
「
観
光
は
重
要
な
産
業
だ
」
と

言
い
切
れ
る
よ
う
な
強
さ
を
、
我
々
は
持
つ
べ

き
だ
な
と
肝
に
命
じ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
て
。

　
私
個
人
は
、「
観
光
は
世
界
平
和
に
貢
献
す
る

か
ら
必
要
だ
」
と
言
い
切
る
こ
と
に
決
め
て
転知床の高架木道（写真：PIXTA）

コロナ禍における北海道の自然観光1
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少
な
い
で
す
が
、
他
の
皆
さ
ん
も
言
っ
て
い
た

よ
う
に
い
ろ
ん
な
人
か
ら
叩
か
れ
る
状
態
が
起

き
る
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
雰
囲
気
で
は
な

く
な
っ
て
し
ま
い
。
そ
れ
は
全
然
構
わ
な
い
ん

で
す
が
、
こ
の
後
が
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
こ

と
を
常
に
考
え
て
い
ま
す
。
今
で
き
る
発
信
と

し
て
「
営
業
は
自
粛
す
る
け
ど
管
理
は
自
粛
し

な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
に
我
慢
で

き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
何
ヶ
月
か
経
っ
た

ら
全
然
違
う
環
境
に
な
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
。
そ
う
い
う
中
で
先
の
先
ま
で
決
め
て
し

ま
っ
た
ら
ま
ず
い
だ
ろ
う
と
。

　
黒
岳
や
知
床
で
は
S
N
S
や
町
民
の
声
な
ど

か
ら
方
針
が
決
め
ら
れ
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
う
い
う
情
報
に
よ
っ
て
色
ん
な
こ

と
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
、
こ
う
い
う
状
況
の

中
で
先
を
見
て
い
る
人
と
い
う
の
が
結
構
は
っ

き
り
わ
か
っ
て
き
た
の
で
、
で
き
る
だ
け
そ
う

い
う
人
た
ち
と
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、
先
に
進
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
登
山
道
整
備
は
突
き
詰
め
る
と
責
任
問
題
な

ど
に
な
っ
て
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
る
ん
で
す

が
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
も
全
く
同
じ
で
、
「
感

染
し
た
ら
誰
が
責
任
取
る
ん
だ
」
と
か
、
誰
か

を
悪
者
に
し
た
い
と
い
う
日
本
人
の
変
な
感
覚

が
も
の
す
ご
く
見
え
た
と
思
い
ま
す
。
文
化
と

し
て
そ
う
い
う
風
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
と
。
そ
う
い
う
中
で
自
分
の
で
き

る
こ
と
は
登
山
道
整
備
な
の
で
、
管
理
を
し
っ

か
り
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

愛
甲
　
岡
崎
さ
ん
が
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い

た
の
は
夏
で
す
よ
ね
。

岡
崎
　
は
い
。
た
く
さ
ん
人
を
集
め
て
は
で
き

な
い
ん
で
す
が
、
指
導
者
を
作
る
と
い
う
形
で
、

少
人
数
で
続
け
よ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
指

導
者
が
で
き
れ
ば
、
来
年
は
も
っ
と
色
々
な
こ

と
を
で
き
ま
す
よ
と
い
う
形
で
謳
っ
て
い
く
し

か
な
い
か
と
。

寺
崎
「
先
を
見
て
い
る
人
が
わ
か
っ
て
き
た
」

と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
反
対
は

「
先
を
見
て
い
な
い
人
」
で
す
よ
ね
。
両
者
の

違
い
は
何
で
し
ょ
う
か
。

岡
崎
　
極
端
に
言
っ
た
ら
責
任
を
取
れ
る
人
か
、

人
に
責
任
転
嫁
す
る
人
か
。
叩
か
れ
て
も
こ
れ

が
正
し
い
と
思
っ
て
進
ん
で
い
け
る
人
と
、
叩

か
れ
る
の
が
怖
く
て
決
断
で
き
な
か
っ
た
り
、

周
り
に
合
わ
せ
て
し
ま
う
人
の
違
い
で
す
ね
。

自
分
の
周
辺
は
小
さ
い
会
社
が
多
く
、
そ
れ
ぐ

ら
い
の
責
任
は
と
れ
る
と
い
う
人
が
多
い
の
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
は
そ
う
い
う
人
た
ち
が
地
域

を
作
っ
て
い
く
の
か
な
と
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍

で
先
を
見
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
と
感
じ
ら
れ

た
の
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
脆
弱
さ
が
露
呈

し
た
自
然
や
公
園
の
管
理

愛
甲
　
岡
崎
さ
ん
は
技
術
に
加
え
て
シ
ス
テ
ム

が
必
要
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
具
体
的
に
は

ど
う
い
う
も
の
で
す
か
。

岡
崎
　
国
立
公
園
の
登
山
道
管
理
の
シ
ス
テ
ム

で
す
。
今
の
登
山
道
の
管
理
は
侵
食
に
追
い
つ

か
ず
、
や
っ
て
も
や
っ
て
も
良
く
な
る
方
向
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
ど
の
地
域
に

行
っ
て
も
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
対
す
る
方
法
が
な
い
こ
と
は
な
い
で

す
が
、
こ
な
す
た
め
の
シ
ス
テ
ム
は
全
然
で
き

て
な
く
て
、
問
題
意
識
と
し
て
捉
え
て
い
る
関

係
者
も
す
ご
く
少
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
。
利

用
者
は
「
何
で
こ
こ
ま
で
ほ
っ
と
い
て
る
の
」

と
思
う
方
も
多
い
ん
で
す
が
、
管
理
し
て
い
る

方
々
は
そ
れ
が
普
通
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

な
か
な
か
進
ん
で
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
取
り
込
む
と
か
、
魅
力
あ

る
国
立
公
園
を
と
言
わ
れ
て
ま
す
け
ど
、
自
分

か
ら
見
る
と
「
こ
れ
じ
ゃ
日
本
の
恥
さ
ら
し
ち

ゃ
う
よ
」
と
い
う
気
持
ち
で
す
。

愛
甲
　
昨
年
、
週
刊
誌
の
記
事
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
周
知
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
影
響
の
中
、
施
設

や
登
山
道
に
つ
い
て
国
立
公
園
が
管
理
す
る
仕

組
み
や
枠
組
み
の
中
で
議
論
し
て
い
る
と
、
何

か
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

岡
崎
　
黒
岳
石
室
の
隣
に
併
設
さ
れ
て
い
る
ト

イ
レ
を
、
管
轄
し
て
い
る
北
海
道
上
川
総
合
振

興
局
が
閉
鎖
す
る
と
い
う
判
断
を
し
た
ん
で
す

ね
。
登
山
者
を
止
め
る
と
か
登
山
道
自
体
を
閉

鎖
す
る
上
で
ト
イ
レ
を
閉
鎖
す
る
な
ら
分
か
る

ん
で
す
け
ど
、
登
山
は
自
粛
で
、
歩
い
て
も
い

い
状
態
で
閉
鎖
し
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
。

そ
の
方
針
が
一
年
間
続
く
な
ら
、
2
〜
3
ヶ
月

後
に
は
多
分
登
山
者
が
結
構
来
る
よ
う
に
な
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
の
時
に
ト
イ
レ
が
使
え
な

い
と
な
っ
た
ら
、
キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
何
か
ら
大

変
な
状
態
に
な
る
と
は
っ
き
り
想
像
で
き
ま
し

た
。

　
も
し
黒
岳
石
室
の
周
り
が
汚
く
な
り
、
そ
れ

が
海
外
の
S
N
S
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
す
る

と
、
風
評
被
害
と
し
て
は
か
な
り
ダ
メ
ー
ジ
が

大
き
い
の
で
は
と
。
以
前
、
ト
ム
ラ
ウ
シ
が
日

本
一
汚
い
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
と
言
わ
れ
、
自
虐

的
に
直
す
活
動
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
比
じ

ゃ
な
い
な
と
。

　
そ
れ
で
自
分
の
管
轄
と
は
違
う
場
所
で
し
た

が
、
行
政
の
方
に
「
と
に
か
く
ト
イ
レ
は
開
け

る
べ
き
で
は
」
と
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
う
い

う
感
覚
を
共
有
し
て
も
ら
う
の
が
難
し
い
で
す

ね
。
管
理
し
て
い
る
行
政
が
、
管
理
し
な
い
こ

と
に
よ
っ
て
起
き
る
問
題
を
理
解
し
て
な
い
と

思
い
ま
す
。

愛
甲
　
黒
岳
の
ト
イ
レ
の
事
に
つ
い
て
、
私
も

行
政
と
色
々
や
り
と
り
し
て
い
る
時
に
、
普
段

の
シ
ス
テ
ム
の
弱
さ
が
出
ち
ゃ
っ
た
な
と
感
じ

ま
し
た
。

　
ま
だ
よ
く
分
か
ら
な
い
新
型
ウ
イ
ル
ス
へ
の

対
応
で
、
お
ま
け
に
山
の
上
で
は
何
が
起
き
る

か
は
わ
か
ら
な
い
。
エ
ビ
デ
ン
ス
も
は
っ
き
り

し
な
い
中
で
6
月
下
旬
の
山
開
き
と
7
、
8
月

の
登
山
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
、
誰
が
決
断
す
る
か
、

ど
う
い
う
風
に
話
し
合
っ
て
決
め
て
い
く
か
、

普
段
か
ら
準
備
で
き
て
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
突

か
れ
た
な
と
い
う
感
じ
が
す
ご
く
し
ま
し
た
。

　
施
設
は
そ
れ
ぞ
れ
が
判
断
で
き
ま
す
が
、
山

は
入
口
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
登
山
道
を
閉
鎖
す

る
と
い
っ
て
も
、
自
由
に
入
っ
て
く
る
人
も
い

る
わ
け
で
。
特
に
大
雪
山
は
3
月
に
新
し
い
総

合
型
協
議
会
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
て
い
た
矢

先
に
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
総
会
延
期
、
書
面
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
環
境
省
も
急
い
で
情
報
共

有
の
場
や
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
作
っ
た
り
、

で
き
る
こ
と
は
し
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、

タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
植

田
さ
ん
は
そ
の
あ
た
り
で
何
か
感
じ
た
こ
と
は
。

植
田
　
石
室
に
つ
い
て
は
岡
崎
さ
ん
が
言
っ
た

通
り
で
、
当
社
も
上
川
町
が
所
有
す
る
建
物
の

管
理
を
夏
の
間
だ
け
受
託
し
て
い
ま
す
が
、
行

1
7
0
0
人
で
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
一

部
の
ホ
テ
ル
で
営
業
し
よ
う
と
い
う
雰
囲
気
も

あ
り
ま
し
た
が
、
町
民
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
が

役
場
に
入
り
、
そ
れ
を
受
け
て
全
て
休
業
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
観
光
と
い
う
の
は
そ
も
そ
も
移
動
と
交
流
が

目
的
な
の
で
、
そ
れ
が
リ
ス
ク
と
見
ら
れ
た
ら

ど
う
し
よ
う
も
な
く
、
町
民
の
気
持
ち
が
そ
の

方
向
に
振
れ
た
場
合
は
、
や
む
を
得
な
い
の
で

閉
じ
る
と
い
う
決
断
を
そ
の
ホ
テ
ル
も
さ
れ
ま

し
た
。
た
だ
、
6
月
に
な
る
と
特
に
根
拠
は
な

い
で
す
が
、
風
向
き
が
変
わ
り
お
客
さ
ん
が
ぼ

ち
ぼ
ち
来
て
い
ま
す
。
　

　
う
ち
は
観
光
メ
イ
ン
の
会
社
で
は
な
い
の
で

す
が
、
地
域
の
持
続
性
や
知
床
が
未
来
も
選
ば

れ
続
け
る
た
め
に
は
、
観
光
が
実
質
的
に
農
業
、

漁
業
よ
り
も
重
要
な
産
業
で
あ
る
と
位
置
付
け
、

こ
の
地
域
で
観
光
が
踏
み
と
ど
ま
っ
て
将
来
発

展
す
る
こ
と
は
、
う
ち
の
法
人
に
と
っ
て
ま
さ

に
存
在
意
義
に
近
い
の
で
、
色
々
悩
み
な
が
ら

や
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
さ
っ
き
、
町
民
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
で

ホ
テ
ル
が
休
業
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
こ
の
町
民
と
は
ど
ん
な
方
で
す
か
。

寺
山
　
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
。

寺
崎
　
普
通
に
暮
ら
し
て
い
る
方
の
声
に
耳
を

傾
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
。

寺
山
　
産
業
構
造
と
し
て
知
床
は
農
業
、
漁
業

が
豊
か
で
、
春
先
は
ど
ち
ら
も
集
団
作
業
が
始

ま
る
時
期
で
す
。「
今
は
誰
も
感
染
し
て
い
な

い
け
ど
、
第
一
号
を
外
か
ら
持
っ
て
こ
ら
れ
る

の
は
困
る
」
と
い
う
感
覚
を
各
産
業
の
人
が
抱

い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
で
す
。
当
然
、
根
拠

の
な
い
恐
怖
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

愛
甲
　
観
光
が
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む
装
置
で

あ
る
が
ゆ
え
に
、
ウ
イ
ル
ス
を
運
ん
で
く
る
装

置
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
言
う
こ

と
で
す
ね
。
離
島
な
ど
で
も
そ
う
い
う
雰
囲
気

が
あ
り
、
利
尻
礼
文
な
ど
で
も
来
島
自
粛
の
要

請
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

寺
崎
　
知
床
が
将
来
も
選
ば
れ
続
け
る
た
め
に

は
、
観
光
は
実
質
的
に
農
業
、
漁
業
よ
り
も
重

要
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
誰
に
ど
う
い
う
風
に

選
ば
れ
続
け
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
か
。

寺
山
　
う
ち
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
知
床
が
居
住

地
と
し
て
将
来
に
渡
り
選
び
続
け
ら
れ
る
た
め

に
、
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
商
品
を
開
発
す
る

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
住
民
に
と
っ
て
選
ば

れ
、
そ
し
て
観
光
地
と
し
て
ビ
ジ
タ
ー
に
選
ば

れ
続
け
る
こ
と
に
寄
与
す
る
商
品
開
発
を
し
ま

し
ょ
う
と
。

岡
崎
　
自
分
は
も
と
も
と
登
山
道
を
直
し
た
い

と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
、

登
山
道
整
備
の
立
ち
位
置
で
色
々
や
り
始
め
て
、

そ
の
た
め
に
は
何
が
必
要
か
を
考
え
続
け
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
技
術
が
必
要
と
思
っ
て
身
に
つ

け
始
め
、
少
し
ず
つ
直
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
時

に
技
術
だ
け
じ
ゃ
足
り
な
い
、
シ
ス
テ
ム
を
変

革
し
な
い
と
い
け
な
い
と
気
づ
き
ま
し
た
。

　
行
政
と
話
し
て
も
難
し
い
部
分
が
あ
っ
た
の

で
、
行
政
で
は
な
く
登
山
者
を
味
方
に
し
て
い

こ
う
と
い
う
発
想
か
ら
、
一
般
社
団
法
人
大
雪

山
・
山
守
隊
を
作
り
ま
し
た
。
商
売
っ
気
は
全

然
な
い
の
で
す
が
、
登
山
道
整
備
の
位
置
付
け

も
時
代
や
社
会
の
変
化
に
よ
っ
て
変
わ
る
の
で
、

そ
の
中
で
自
分
が
ど
こ
に
い
る
の
か
は
気
に
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
直
接
的
な
影
響
は

ど
ん
ど
ん
休
止
し
て
い
き
、
当
社
も
5
月
6
日

の
終
了
予
定
を
4
月
29
日
に
繰
り
上
げ
ま
し
た
。

　
例
年
北
海
道
で
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明

け
ま
で
営
業
す
る
ス
キ
ー
場
が
複
数
あ
り
ま
す

が
今
年
は
全
滅
で
、
風
潮
と
い
う
か
人
の
心
の

部
分
で
、
営
業
し
づ
ら
か
っ
た
と
い
う
印
象
が

あ
り
ま
す
。

愛
甲
　
具
体
的
に
は
ど
れ
く
ら
い
落
ち
込
み
ま

し
た
か
。

植
田
　
こ
の
4
〜
5
月
で
、
黒
岳
の
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
は
8
割
減
で
す
ね
。
6
月
に
少
し
回
復
し

て
き
ま
し
た
が
、
外
国
の
お
客
さ
ん
の
団
体
と

本
州
か
ら
の
団
体
が
全
く
動
い
て
い
な
い
状
態

な
の
で
、
道
内
か
ら
の
お
客
様
が
あ
る
程
度
動

い
て
も
、
そ
こ
だ
け
で
5
〜
6
割
は
減
る
イ
メ

ー
ジ
で
す
ね
。

愛
甲
　
も
と
も
と
外
国
の
団
体
は
ど
の
ぐ
ら
い

の
比
率
を
占
め
て
い
ま
し
た
か
。

植
田
　
コ
ロ
ナ
前
ま
で
の
層
雲
峡
温
泉
街
の
入

込
は
約
3
割
で
す
ね
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
も
ほ
ぼ

そ
れ
に
近
い
数
字
で
、
25
％
か
ら
30
％
未
満
で

す
。

愛
甲
　
さ
っ
き
言
わ
れ
た
「
心
の
部
分
」
と
い

う
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
ね
。
4
月
29
日
で
閉

め
る
と
判
断
を
し
た
の
は
ど
う
い
う
理
由
か
ら

で
し
ょ
う
か
。

植
田
　
最
終
的
に
休
も
う
と
決
断
し
た
の
は
社

内
か
ら
の
声
で
し
た
。
4
月
末
に
近
く
な
る
と
、

だ
ん
だ
ん
標
高
の
低
い
ス
キ
ー
場
は
営
業
を
や

め
て
い
き
、
残
っ
た
の
は
旭
岳
や
黒
岳
な
ど
数

カ
所
し
か
な
く
、
当
社
が
4
月
29
日
に
辞
め
る

前
々
日
ぐ
ら
い
に
、
他
ス
キ
ー
場
に
来
た
お
客

さ
ん
が
S
N
S
に
そ
の
こ
と
を
ア
ッ
プ
し
て
叩

か
れ
た
ら
し
い
ん
で
す
。

　
そ
れ
を
受
け
て
そ
の
ス
キ
ー
場
が
急
に
営
業

を
や
め
、
そ
し
た
ら
当
社
の
社
員
か
ら
「
札
幌

ナ
ン
バ
ー
な
ど
黒
岳
に
来
る
車
が
増
え
て
い
る
。

旭
岳
か
ら
流
れ
て
き
て
い
る
の
で
は
」
と
連
絡

が
あ
り
、
社
員
に
ど
う
し
た
い
か
と
聞
き
ま
し

た
。

 

私
は
、
ス
キ
ー
場
と
い
う
オ
ー
プ
ン
な
空
間

で
密
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
細
々
と
で
も
営

業
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
社
員
は

地
元
で
コ
ロ
ナ
の
発
症
事
例
も
な
く
、
自
分
た

ち
が
1
番
手
に
な
れ
な
い
と
。
ま
た
、
雰
囲
気

と
か
人
の
気
持
ち
の
問
題
を
見
て
い
る
と
、
無

理
し
て
営
業
し
て
「
何
で
こ
ん
な
と
き
に
営
業

し
て
い
る
ん
だ
」
と
言
わ
れ
た
ら
答
え
よ
う
が

な
い
と
い
う
こ
と
で
、「
わ
か
っ
た
。
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
休
み
に
し
よ
う
」
と
い
う
判

断
を
し
ま
し
た
。

　
あ
の
時
は
自
粛
警
察
と
い
う
か
、
札
幌
ナ
ン

バ
ー
で
市
外
に
出
た
だ
け
で
張
り
紙
を
貼
ら
れ

た
り
、
今
思
い
出
し
て
も
「
皆
が
自
粛
し
て
い

る
か
ら
そ
れ
に
従
え
」
と
い
う
雰
囲
気
は
非
常

に
あ
り
ま
し
た
。

寺
山
　
一
般
社
団
法
人
知
床
し
ゃ
り
は
昨
年
7

月
の
設
立
で
、
観
光
協
会
や
商
工
会
な
ど
が
地

域
の
課
題
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
な
中
長
期
計
画

を
作
る
中
、
な
か
な
か
実
行
体
制
が
取
れ
な
か

っ
た
の
で
、
実
行
部
隊
の
法
人
を
作
ろ
う
と
い

う
こ
と
で
で
き
ま
し
た
。
D
M
O
的
機
能
や
地

域
商
社
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
期
待

を
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
地
域
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
を
行
う
会
社
で
、
「
知
床
ト
コ
さ
ん
」

と
い
う
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
運
営
し
て
お
り
、
昨

年
度
の
グ
ッ
ズ
売
上
額
は
約
5
0
0
0
万
円
で

し
た
。

　
こ
れ
を
原
資
に
ツ
ア
ー
か
ら
食
品
ま
で
、
地

域
商
品
を
作
り
、
1
0
0
人
く
ら
い
雇
っ
て
2

〜
3
年
で
き
る
事
業
計
画
を
立
て
て
い
た
の
で

す
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
グ
ッ
ズ
の
売
上
額
は

前
年
80
〜
90
％
減
と
な
り
、
5
月
は
ゼ
ロ
で
し

た
。

　
ち
な
み
に
宿
泊
者
数
は
4
月
が
前
年
比
約
86

％
減
の
3
0
0
0
人
、
5
月
は
約
95
％
減
の

自
己
紹
介
と
現
在
ま
で
の
状
況

愛
甲
　
北
海
道
で
は
全
国
に
先
駆
け
て
2
月
末

に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
ど
う
い
う
影
響
が
出
た
の
か
を
簡
単

な
自
己
紹
介
を
含
め
、
お
話
し
く
だ
さ
い
。

植
田
　
り
ん
ゆ
う
観
光
は
、
大
雪
山
・
層
雲
峡

地
区
の
黒
岳
に
か
か
る
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
と
リ
フ

ト
の
索
道
業
を
運
営
し
て
い
る
会
社
で
す
。
そ

の
他
に
冬
の
み
札
幌
の
藻
岩
山
ス
キ
ー
場
の
リ

フ
ト
と
ゲ
レ
ン
デ
管
理
を
し
て
お
り
、
旅
行
業

資
格
も
持
っ
て
い
て
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
登
山
の

ツ
ア
ー
を
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
す
が
、
2
月
末
に
北
海
道

独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
が
出
た
時
、
当
社
は
藻

岩
山
の
ス
キ
ー
場
も
、
層
雲
峡
の
ロ
ー
プ
ウ
イ

や
リ
フ
ト
も
黒
岳
ス
キ
ー
場
と
い
う
形
で
営
業

し
て
お
り
ま
し
た
。

　
行
政
と
協
議
し
た
結
果
、
何
と
か
営
業
自
体

は
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
続
け
る
こ
と
が
で
き
、

藻
岩
山
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て
は
予
定
通
り
3
月

31
日
ま
で
営
業
で
き
ま
し
た
が
、
や
は
り
お
客

様
の
入
り
込
み
は
も
ち
ろ
ん
少
な
く
な
り
ま
し

た
し
、
黒
岳
に
関
し
て
は
外
国
の
お
客
様
の
姿

が
見
え
な
く
な
る
こ
と
に
始
ま
り
、
だ
ん
だ
ん

と
国
内
の
お
客
様
も
少
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　
全
国
的
に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
た
あ
た
り
か

ら
、
外
出
自
粛
の
風
潮
が
非
常
に
強
く
な
っ
て

き
て
、
黒
岳
は
そ
れ
ほ
ど
お
客
さ
ん
が
多
く
な

い
ス
キ
ー
場
な
の
で
、
な
ん
と
か
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
終
わ
り
ま
で
細
々
と
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
た
ん
で
す
が
、
近
郊
の
ス
キ
ー
場
が

ら
営
業
し
て
い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
は
政
府
が
作
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
よ
り
よ

っ
ぽ
ど
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
思
う
し
、
「
こ

う
し
て
い
ま
す
」
と
情
報
公
開
し
て
再
開
し
、

お
客
さ
ん
の
選
択
に
委
ね
る
の
が
大
事
で
は
。

民
間
も
国
立
公
園
も
「
管
理
し
、
情
報
公
開
し
、

選
択
肢
を
提
示
す
る
」
の
3
点
で
や
っ
て
い
く

し
か
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

愛
甲
　
3
人
と
も
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
を
話
さ
れ
て

お
り
、
寺
山
さ
ん
の
今
の
話
に
集
約
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
問
題
は
、
状
況
把
握
や
情
報

提
示
を
誰
が
責
任
を
持
っ
て
や
る
か
が
は
っ
き

り
し
な
い
こ
と
で
、
こ
れ
が
今
の
日
本
の
国
立

公
園
や
観
光
地
の
問
題
で
は
と
感
じ
ま
す
。

　
観
光
地
も
単
独
の
自
治
体
の
範
囲
で
収
ま
れ

ば
い
い
で
す
が
、
広
域
に
ま
た
が
る
と
そ
う
い

う
判
断
が
難
し
く
な
っ
た
り
す
る
と
思
い
ま
す
。

知
床
は
ヒ
グ
マ
に
関
し
て
の
責
任
は
環
境
省
が

取
り
、
協
議
会
で
話
し
合
う
場
所
を
作
る
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
る
ん
で
す
よ
ね
。

寺
山
　
ウ
イ
ル
ス
と
同
じ
よ
う
に
ク
マ
も
い
な

く
な
ら
な
い
の
で
。
山
に
行
っ
た
ら
雨
が
降
る

の
と
同
じ
よ
う
に
、
知
床
に
は
ク
マ
が
い
る
わ

け
で
自
然
環
境
の
一
つ
で
す
。
環
境
保
護
関
係

者
、
観
光
関
係
者
、
住
民
が
同
じ
船
に
乗
っ
て

い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
ク
マ
が
い
る
こ
と
に
な

ん
と
か
折
り
合
い
を
つ
け
な
い
と
い
け
な
い
。

そ
れ
を
行
政
上
の
船
に
作
り
変
え
る
の
に
管
理

計
画
や
協
議
会
と
い
う
形
式
を
と
る
の
は
必
要

な
話
で
す
。

　
今
回
も
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
勉
強
会
を
し

ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、
地
元
の
ホ
テ
ル
の

人
に
も
声
を
か
け
て
「
情
報
共
有
し
て
公
開
し

な
い
と
ダ
メ
で
す
よ
。
コ
ロ
ナ
は
ク
マ
み
た
い

な
も
の
だ
か
ら
」
と
い
う
と
、「
そ
う
だ
な
」
と

納
得
さ
れ
ま
し
た
。
一
度
閉
じ
た
ら
開
け
る
の

は
大
変
な
の
で
、
今
や
っ
て
い
る
こ
と
を
公
開

す
る
べ
き
だ
と
言
う
と
理
解
し
て
も
ら
い
や
す

か
っ
た
で
す
。

寺
崎
　
で
は
、
大
雪
山
の
黒
岳
に
つ
い
て
は
、

ど
う
い
っ
た
管
理
や
地
元
へ
の
投
げ
か
け
が
理

想
的
な
の
で
し
ょ
う
。
ト
イ
レ
の
問
題
や
宿
泊

施
設
も
含
め
て
、
地
域
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
つ
い
て
は
誰
が
責
任
者
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。

植
田
　
3
月
に
大
雪
山
国
立
公
園
連
絡
協
議
会

と
い
う
組
織
を
作
り
直
し
た
の
で
す
が
、
大
雪

山
国
立
公
園
の
未
来
を
考
え
て
い
く
中
で
、
民

間
も
環
境
省
も
入
っ
た
も
の
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
コ
ロ
ナ
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
議
題
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
選
択
肢
を
決

め
て
い
く
場
が
で
き
れ
ば
い
い
の
か
な
と
。

　
宿
泊
業
、
観
光
業
そ
れ
ぞ
れ
守
り
た
い
も
の

が
違
っ
た
り
す
る
の
で
、
簡
単
な
こ
と
で
は
な

い
で
す
が
、
ま
ず
は
み
ん
な
が
俎
上
に
あ
げ
ら

れ
る
場
が
あ
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
の
か

な
と
。

岡
崎
　
登
山
道
を
整
備
す
る
立
場
か
ら
考
え
る

と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致
を
登
山
者
が
「
こ

の
ま
ま
の
管
理
で
は
ま
ず
い
」
と
思
い
始
め
て

い
る
こ
と
が
、
プ
ラ
ス
の
追
い
風
に
で
き
る
の

で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
登
山
者
も
、
誰
が
ど
う
い
う
管
理
を
し
て
今

に
至
る
の
か
を
わ
か
っ
て
い
な
い
人
が
多
く
、

と
い
う
よ
り
関
係
者
も
わ
か
っ
て
い
な
い
方
が

多
い
ん
で
す
が
、
「
実
は
こ
う
い
う
状
況
だ
」

と
言
う
と
「
ど
う
し
て
そ
う
な
っ
て
い
る
の
」

「
な
ぜ
こ
う
し
な
い
の
」
と
み
ん
な
ほ
ぼ
同
じ

反
応
を
見
せ
ま
す
。
一
般
の
人
も
現
状
を
知
れ

ば
、
や
る
べ
き
こ
と
を
理
解
し
て
く
れ
る
の
で

は
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
な
れ
ば
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
来
て
も
ら

う
な
ど
で
お
金
が
落
ち
る
シ
ス
テ
ム
に
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
そ
れ
を
管
理
費
に

回
す
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
国
立
公
園

の
経
営
に
つ
い
て
、
こ
う
し
た
ら
良
く
な
る
と

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　
行
政
も
現
場
に
来
る
方
は
理
解
し
て
く
れ
る

方
も
多
い
ん
で
す
が
、
上
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
、

全
然
現
場
を
理
解
し
て
い
な
い
決
断
に
な
っ
て

し
ま
い
、
そ
れ
が
現
場
に
降
り
て
き
て
ギ
ャ
ッ

プ
に
苦
し
ん
で
い
る
と
言
う
方
も
た
く
さ
ん
い

る
の
で
、
そ
う
い
う
方
々
を
変
え
て
い
く
な
ら
、

自
分
の
場
合
は
登
山
者
と
向
き
合
い
、
管
理
な

ど
に
興
味
の
な
い
一
般
の
人
に
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の

営
業
再
開
に
つ
い
て

愛
甲
　
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
県
を
ま

た
い
だ
移
動
の
自
粛
も
解
除
さ
れ
、
少
し
ず
つ

観
光
客
が
動
き
始
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
植
田
さ
ん
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
下
で
営
業
し

て
い
く
中
、
再
開
に
つ
い
て
は
ど
ん
な
判
断
を

さ
れ
、
ど
ん
な
対
応
の
工
夫
を
さ
れ
て
い
ま
す

か
。

植
田
　
黒
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
に
休
ん
だ
以
外
は
ほ
と
ん
ど
止
め
て
い

ま
せ
ん
。
先
ほ
ど
話
に
出
た
よ
う
に
、
閉
鎖
や

休
業
は
再
開
と
セ
ッ
ト
に
な
る
と
思
っ
て
お
り
、

我
々
観
光
業
と
し
て
は
お
客
様
を
ウ
エ
ル
カ
ム

で
受
け
入
れ
る
べ
き
立
場
だ
ろ
う
と
。
も
ち
ろ

ん
対
策
は
取
り
な
が
ら
、
お
客
さ
ん
が
来
る
か

ど
う
か
は
そ
れ
こ
そ
お
客
さ
ん
の
判
断
や
選
択

に
な
る
と
思
う
の
で
、
我
々
は
店
を
開
け
て
い

つ
で
も
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
態
度
を
持
つ
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
愛
山
渓
ヒ
ュ
ッ
テ
は
5
月
20
日
か
ら
日
帰
り

入
浴
を
ス
タ
ー
ト
し
、
6
月
1
日
か
ら
は
宿
泊

も
受
け
付
け
を
再
開
し
ま
し
た
。
他
の
業
界
団

体
や
本
州
の
山
小
屋
も
参
考
に
し
、
1
部
屋
の

人
数
を
絞
っ
た
り
、
柱
ご
と
に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー

ト
の
仕
切
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
で
完
全
に
防
げ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、

コ
ロ
ナ
の
知
見
が
増
え
て
き
た
中
で
と
る
べ
き

対
策
を
し
て
そ
れ
を
開
示
し
、
前
向
き
に
や
っ

政
か
ら
「
い
ろ
い
ろ
考
え
た
結
果
、
感
染
リ
ス

ク
を
避
け
ら
れ
な
い
の
で
今
年
は
ト
イ
レ
を
開

け
ま
せ
ん
」
と
い
う
話
を
さ
れ
た
時
に
参
っ
た

な
と
思
い
ま
し
た
。

　
当
然
常
駐
す
る
管
理
人
の
排
泄
問
題
も
あ
れ

ば
、
テ
ン
ト
場
な
ど
は
ど
う
す
る
ん
だ
と
。
テ

ン
ト
に
泊
ま
れ
ば
当
然
排
泄
す
る
わ
け
で
、
み

ん
な
が
携
帯
ト
イ
レ
を
使
う
と
い
う
の
も
難
し

い
だ
ろ
う
と
。
こ
こ
で
や
は
り
シ
ス
テ
ム
の
弱

さ
が
出
た
な
、
民
間
と
行
政
と
で
は
判
断
基
準

が
違
う
と
。
上
川
町
の
方
か
ら
「
万
が
一
感
染

が
起
き
る
と
層
雲
峡
温
泉
街
、
上
川
町
に
多
大

な
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
や
風
評
被
害
が
あ
る
」

と
い
う
発
言
が
あ
り
、
そ
れ
も
そ
う
か
と
い
う

気
も
し
ま
す
が
、
山
の
世
界
と
町
の
世
界
、
観

光
の
世
界
を
一
緒
に
し
考
え
過
ぎ
る
の
も
ど
う

か
な
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
否
定
す
る
気
は
な
い
の
で
す
が
、

町
の
論
理
だ
け
で
は
山
の
世
界
は
測
り
き
れ
な

い
部
分
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
は
分
け
て
考
え
な

い
と
い
け
な
い
か
な
と
。
自
分
た
ち
も
こ
こ
は

山
の
論
理
に
近
づ
け
、
こ
こ
は
町
の
論
理
に
近

づ
け
る
と
判
断
基
準
が
変
え
た
り
し
て
い
て
、

行
政
の
方
と
は
そ
の
辺
の
感
覚
を
す
り
合
わ
せ

る
の
が
難
し
い
。
中
に
は
親
身
に
な
っ
て
く
れ

る
方
も
い
ま
す
が
、
町
の
論
理
で
ざ
っ
く
り
と

判
断
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
な
と
。
そ
う
い

う
、
大
ナ
タ
を
振
る
う
と
こ
ろ
が
山
の
世
界
に

持
ち
込
ま
れ
る
と
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な

い
の
か
な
と
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
は
も
う
少
し
管
理
体
制
や

組
織
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
。
今
回
は
ト
イ
レ
と
石
室
を
ど
う
擦
り
合

わ
せ
る
か
も
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
し
、
こ
れ

か
ら
間
違
い
な
く
一
元
管
理
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
だ
ろ
う
と
。
で
な
い
と
岡
崎
さ
ん
が
い
う

よ
う
に
、
国
立
公
園
の
全
体
的
な
資
源
と
し
て

の
魅
力
は
向
上
し
て
い
か
な
い
の
で
は
と
思
い

ま
す
。

ヒ
グ
マ
と
コ
ロ
ナ
の
共
通
点

愛
甲
　
寺
山
さ
ん
は
前
職
が
知
床
財
団
で
、
知

床
は
国
立
公
園
の
協
働
型
管
理
の
モ
デ
ル
に
も

な
っ
て
い
る
場
所
で
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
影

響
下
で
そ
の
辺
は
機
能
し
た
の
か
、
ど
ん
な
感

じ
で
し
た
か
。

寺
山
　
私
は
昨
年
3
月
ま
で
知
床
財
団
で
、
ま

さ
に
今
話
に
出
て
い
た
国
立
公
園
の
現
場
管
理

を
し
て
お
り
、
閉
鎖
な
ど
も
含
め
国
立
公
園
の

管
理
作
業
は
何
を
す
べ
き
か
と
い
う
話
を
10
年

く
ら
い
現
場
で
し
て
い
ま
し
た
。

　
管
理
者
は
説
明
責
任
が
重
く
の
し
か
か
っ
て

く
る
関
係
で
ど
う
し
て
も
ナ
ー
バ
ス
に
な
り
、

自
粛
を
し
た
方
が
楽
な
わ
け
で
す
。
あ
ら
ゆ
る

リ
ス
ク
を
考
え
き
れ
な
い
の
で
自
粛
や
閉
鎖
に

な
る
。
し
か
し
岡
崎
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
、
管

理
を
自
粛
し
て
は
ダ
メ
だ
と
思
い
ま
す
。
閉
鎖

と
い
う
の
は
当
然
持
っ
て
い
る
カ
ー
ド
の
一
枚

で
す
が
、
運
用
や
再
開
と
セ
ッ
ト
に
し
な
い
と

管
理
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
｠

　
知
床
の
遊
歩
道
は
ヒ
グ
マ
が
出
る
と
閉
鎖
し

ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
対
応
と
似
て
い
る
な
と
思

い
ま
す
。
状
況
把
握
の
た
め
に
一
旦
閉
鎖
す
る

ん
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
開
け
る
の
が
難
し
い
ん

で
す
よ
ね
。
ク
マ
が
い
な
く
な
る
わ
け
で
は
な

い
で
す
か
ら
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
多
分
な
く

な
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
開
放
す
る
と
き
の

ロ
ジ
ッ
ク
が
難
し
い
。

　
知
床
の
場
合
は
、
状
況
把
握
の
た
め
に
パ
ト

ロ
ー
ル
が
と
り
あ
え
ず
一
周
し
て
、
ク
マ
が
滞

留
す
る
よ
う
な
特
別
の
餌
が
な
け
れ
ば
、
通
常

の
リ
ス
ク
と
し
て
開
放
し
ま
す
。
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
リ
ス
ク
で
あ
れ
ば
開
放
し
、
も
し
人

が
入
る
ゲ
ー
ト
の
近
く
で
1
日
前
に
ク
マ
が
確

認
さ
れ
た
ら
、
確
実
に
ク
マ
は
近
く
に
い
る
の

で
、
遭
遇
を
避
け
る
た
め
に
こ
う
い
う
手
が
あ

り
ま
す
、
ガ
イ
ド
を
誘
導
で
雇
う
と
い
う
手
も

あ
り
ま
す
と
情
報
提
供
し
ま
す
。

　
自
然
の
中
で
の
管
理
は
当
然
リ
ス
ク
を
ゼ
ロ

に
は
で
き
な
い
の
で
、
最
低
限
の
管
理
活
動
と

情
報
把
握
及
び
周
知
、
そ
の
上
で
の
選
択
肢
の

提
示
を
し
な
い
と
ど
う
に
も
な
ら
な
い
し
、
逆

に
こ
れ
く
ら
い
し
か
や
る
こ
と
が
な
い
。
ク
マ

が
出
な
い
よ
う
、
遊
歩
道
に
全
面
フ
ェ
ン
ス
を

施
す
の
は
自
然
公
園
で
や
る
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
知
床
は
こ
う
い
う
場
所
で
あ
る
と
情
報
を
提

示
し
、
ク
マ
が
い
る
と
い
う
事
実
を
訪
れ
る
人

に
理
解
し
て
も
ら
い
、
と
れ
る
選
択
肢
を
提
示

す
る
し
か
な
い
で
す
。
そ
の
選
択
肢
と
は
勉
強

し
て
気
を
つ
け
て
行
く
、
ガ
イ
ド
を
雇
う
、
や

め
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
れ
を
選
ん
で
い
た
だ

く
の
が
管
理
活
動
で
は
な
い
か
な
と
。
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
対
応
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ホ
テ
ル
も
人
が
多
く
集
ま
る
の
で
ウ
イ
ル
ス

の
リ
ス
ク
は
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
よ
り
よ
っ

ぽ
ど
怖
い
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
対
応
し
な
が

か
ら
こ
そ
各
地
の
観
光
協
会
が
こ
ぞ
っ
て
P
R

し
て
い
て
、
網
走
観
光
協
会
は
新
聞
に
一
面
で

7
泊
8
日
1
2
0
0
0
円
と
い
う
広
告
を
打
っ

た
り
、
私
ど
も
の
上
川
町
も
テ
レ
ビ
C
M
を
作

っ
て
町
長
が
出
演
し
た
り
、
5
3
0
万
人
の
北

海
道
民
を
ど
こ
の
観
光
地
が
持
っ
て
い
く
の
か
、

必
死
に
考
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　G
oT

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
秋
以
降
に
ず
れ
込

ん
で
し
ま
う
と
、
夏
の
最
盛
期
は
道
内
を
取
り

込
む
し
か
な
い
と
。
マ
イ
カ
ー
は
間
違
い
な
く

増
え
る
と
思
い
ま
す
が
、
マ
イ
カ
ー
が
使
え
な

い
人
た
ち
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
遠
出
が
し
づ

ら
く
な
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
当
社
も
先
週
か
ら
山
登
り
の
日
帰
り
ツ
ア
ー

を
再
開
し
ま
し
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
一
人
2

席
以
上
使
え
ま
す
、
換
気
も
消
毒
も
し
ま
す
と

い
う
形
で
や
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
大
型
バ

ス
や
J
R
の
移
動
に
つ
い
て
は
、
ハ
ー
ド
ル
が

あ
る
の
か
な
と
。

　
マ
イ
カ
ー
旅
行
と
い
う
と
、
や
は
り
人
口
圏

の
大
き
な
札
幌
か
ら
ど
こ
ま
で
足
を
伸
ば
し
て

く
れ
る
か
、
多
分
知
床
も
考
え
ら
れ
て
る
と
思

う
ん
で
す
け
ど
、
東
日
本
大
震
災
の
時
に
岩
見

沢
以
降
の
高
速
道
路
を
無
料
に
し
た
と
き
、
層

雲
峡
温
泉
街
で
も
か
な
り
効
果
が
見
ら
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
そ
れ
よ
り 

J
R 

や
バ
ス
会
社
を
助
け
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
で
は

と
い
う
声
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
が
、
果
た
し
て

こ
れ
か
ら
ワ
ン
バ
ス
40
人
と
い
う
バ
ス
旅
行
が

残
っ
て
い
く
の
か
な
と
。
ま
さ
にw

ith

コ
ロ

ナ
で
旅
行
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し
て
い
く
部
分
で

は
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。
な
の
で
、
各
旅

行
会
社
も
バ
ス
ツ
ア
ー
を
積
極
的
に
ま
だ
売
り

出
せ
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
。

寺
山
　
深
刻
な
状
況
で
す
が
、
1
年
経
っ
た
ら

8
割
ぐ
ら
い
は
元
に
戻
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
い
う
気
も
し
ま
す
。
10
年
前
の
福
島
原
発

の
爆
発
で
世
界
が
変
わ
る
と
思
っ
た
け
ど
、
半

分
は
元
に
戻
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い

う
時
に
新
し
い
動
き
が
生
ま
れ
て
、
そ
れ
と
並

行
し
つ
つ
半
分
は
既
存
の
シ
ス
テ
ム
に
戻
る
の

で
は
。

　
う
ち
は
何
か
新
し
い
こ
と
を
考
え
る
た
め
に

で
き
た
団
体
な
の
で
、
道
内
か
ら
マ
イ
カ
ー
で

知
床
に
来
た
人
た
ち
を
車
か
ら
下
ろ
す
コ
ン
テ

ン
ツ
は
何
か
を
真
剣
に
考
え
る
の
が
、
切
羽
詰

ま
っ
た
お
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
か
と
い
っ
て
そ
ん
な
大
き
な
仕
掛
け
は
で
き

ま
せ
ん
か
ら
、
6
月
か
ら
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転

車
を
ホ
テ
ル
2
カ
所
と
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に

配
置
し
て
、
自
転
車
で
知
床
峠
ま
で
行
く
テ
ス

ト
商
品
を
始
め
ま
し
た
。
大
自
然
の
中
、
ス
テ

イ
ホ
ー
ム
で
な
ま
っ
た
体
に
汗
を
か
き
ま
せ
ん

か
、
電
動
ア
シ
ス
ト
な
ら
な
ん
と
こ
こ
ま
で
行

け
ま
す
よ
と
い
う
演
出
で
、
4
〜
5
0
0
0
円

で
売
れ
な
い
か
と
い
う
の
を
試
し
て
い
ま
す
。
｠

　
ホ
テ
ル
か
ら
は
「
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
は

5
0
0
円
で
も
売
れ
な
か
っ
た
よ
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
が
、
情
報
発
信
な
ど
に
よ
っ
て

4
0
0
0
円
で
売
れ
た
と
し
た
ら
、
半
分
ぐ
ら

い
は
元
に
戻
っ
て
も
1
割
ぐ
ら
い
は
そ
う
い
う

お
客
さ
ん
を
作
れ
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
マ
イ
カ
ー
で
近
隣
か
ら
来
る
人
が
ボ

リ
ュ
ー
ム
層
で
、
そ
う
い
う
人
た
ち
に
何
を
訴

求
す
る
か
は
全
体
的
な
課
題
で
す
。
北
海
道
の

人
が
自
転
車
に
乗
っ
て
歩
く
と
い
う
の
は
す
ご

く
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
で
す
が
、
今
は
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
も
来
な
い
の
で
、
ま
ず
は
ど
れ
く
ら
い
稼

働
が
あ
る
か
、
試
し
て
み
よ
う
と
。

　
し
か
しM

aaS

や
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
な
ど
、
乗

合
バ
ス
を
う
ま
く
活
用
し
よ
う
と
い
う
流
れ
が

今
回
の
コ
ロ
ナ
で
止
ま
っ
た
の
は
痛
い
で
す
ね
。

田
舎
で
交
通
機
関
を
何
と
か
し
よ
う
と
思
っ
た

ら
観
光
と
生
活
を
く
っ
つ
け
て
何
と
か
で
き
な

い
か
と
い
う
の
が
生
命
線
だ
と
思
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
そ
れ
が
止
ま
っ
た
の
が
と
っ
て
も
痛

い
な
と
思
い
ま
す
。

来
訪
者
の
質
の
変
化

愛
甲
　
岡
崎
さ
ん
は
大
雪
高
原
ヒ
グ
マ
情
報
セ

ン
タ
ー
の
管
理
を
さ
れ
て
い
て
、
施
設
が
再
開

し
た
ん
で
す
よ
ね
。
施
設
を
開
け
る
に
あ
た
り
、

環
境
省
と
か
北
海
道
か
ら
は
ど
う
い
う
風
に
運

用
し
よ
う
と
言
う
話
は
あ
っ
た
ん
で
す
か
。

岡
崎
　
環
境
省
、
上
川
町
、
北
海
道
が
関
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
道
か
ら
は
ま
だ
連
絡
も
来
て
い

な
い
で
す
ね
。
い
つ
も
6
月
後
半
に
な
ら
な
い

と
連
絡
が
こ
な
い
の
で
す
が
、
方
針
く
ら
い
は

来
て
も
い
い
か
な
と
思
っ
た
ん
で
す
が
。

　
環
境
省
の
方
々
は
あ
ま
り
コ
ロ
ナ
の
こ
と
は

気
に
せ
ず
に
、
対
策
を
し
っ
か
り
し
て
い
る
点

は
ア
ピ
ー
ル
し
て
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
き
ま
し
ょ

う
、
管
理
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
。
ま
だ
登
山

者
が
来
る
駐
車
場
の
ト
イ
レ
が
開
い
て
お
ら
ず

困
っ
て
い
る
と
い
っ
た
問
題
は
起
き
て
い
ま
す

が
、
特
に
運
営
す
る
た
め
の
苦
労
は
な
か
っ
た

で
す
。

　
登
山
者
に
つ
い
て
は
減
る
の
か
、
増
え
る
の

か
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
の
と
こ

ろ
正
直
変
わ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
休
日
し
か
見
て

い
ま
せ
ん
が
、
去
年
の
休
日
と
ほ
ぼ
同
じ
ス
タ

ー
ト
で
、
ほ
と
ん
ど
道
内
の
方
で
す
が
、
元
々

今
の
時
期
は
道
内
か
ら
が
多
い
と
い
う
の
も
同

じ
で
す
。

　
一
つ
違
う
の
は
、
去
年
と
比
べ
て
か
な
り
ア

ク
テ
ィ
ブ
な
方
が
多
い
こ
と
で
す
。
例
え
ば
た

だ
沼
を
歩
く
の
で
は
な
く
、
ス
キ
ー
を
担
い
で

登
っ
て
行
っ
て
滑
っ
て
降
り
て
く
る
と
か
。
ま

た
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
事
前
に
S
N
S
で
情
報

収
集
を
し
て
き
て
い
ま
す
。 

　
な
の
で
今
後
を
考
え
る
と
、
情
報
発
信
の
仕

方
だ
っ
た
り
、
今
ま
で
と
違
う
視
点
を
見
せ
る

こ
と
が
で
き
た
ら
面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
。

変
な
言
い
方
で
す
け
ど
、
チ
ャ
ン
ス
が
い
っ
ぱ

い
見
え
て
い
て
。
こ
れ
だ
け
ど
こ
も
か
し
こ
も

人
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
中
、
一
歩
先
行
く
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
北
海
道
は
自
然
環
境
が
も
の
す
ご
く
素
晴
ら

し
い
場
所
だ
と
思
う
し
、
町
の
商
売
と
比
べ
る

と
こ
れ
か
ら
山
の
商
売
は
す
ご
く
と
っ
か
か
り

が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
呼
び
込
み
や
す
い
場

所
で
は
と
直
感
的
に
思
い
ま
す
。
大
雪
高
原
は

非
常
に
規
模
が
小
さ
く
、
年
間
6
0
0
0
人
く

て
い
く
こ
と
か
な
と
思
い
ま
す
。
リ
ス
ク
は
ゼ

ロ
で
は
な
い
で
す
が
、
そ
れ
で
も
お
客
さ
ん
が

来
た
い
と
判
断
し
て
く
れ
れ
ば
、
来
て
く
だ
さ

い
と
い
う
よ
う
な
形
で
す
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
後
の
自
粛
論
議
が

非
常
に
つ
ら
か
っ
た
思
い
出
が
あ
る
の
で
、
雇

用
を
守
る
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
前
向
き
に

粛
々
と
営
業
は
続
け
、
で
き
る
だ
け
閉
め
な
い

と
い
う
判
断
を
し
て
い
ま
す
。

愛
甲
　
か
な
り
経
営
的
に
は
大
変
な
の
で
は
。

休
む
方
が
い
い
の
か
、
開
け
た
方
が
い
い
の
か
。

植
田
　
そ
こ
は
1
0
0
％
の
正
解
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
層
雲
峡
温
泉
街
も
か
な
り
休
業
し
て
、

そ
の
間
は
休
業
補
助
金
を
い
た
だ
き
、
当
社
も

使
え
る
制
度
は
全
て
使
い
な
が
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。
融
資
も
か
な
り
受
け
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
諦
め
る
の
で
は
な
く
、
戻
っ
て
来
る

日
を
信
じ
て
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
我
々
の
仕

事
や
お
客
さ
ん
の
層
や
質
も
少
し
ず
つ
変
わ
り

な
が
ら
、
変
化
し
て
続
け
て
い
け
る
よ
う
、
先

を
見
て
い
こ
う
と
。
こ
れ
が
正
解
か
ど
う
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
1
度
動
き
を
止
め
て
し
ま

う
と
、
そ
こ
か
ら
ま
た
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
て
動

き
出
す
の
は
す
ご
く
力
が
要
る
の
で
、
で
き
る

だ
け
社
員
の
気
持
ち
も
、
仕
事
も
、
受
け
入
れ

も
止
め
た
く
な
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

愛
甲
　
予
約
は
入
っ
て
き
て
い
ま
す
か
。

植
田
　
大
雪
山
も
知
床
も
、
ア
ウ
ト
ド
ア
で
の

楽
し
み
と
い
う
意
味
で
は
ま
だ
ま
だ
需
要
が
戻

っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

実
際
、
こ
こ
2
週
間
ぐ
ら
い
で
大
雪
山
高
原
温

泉
、
愛
山
渓
な
ど
に
道
内
の
方
が
少
し
ず
つ
動

き
出
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
夏
山
シ
ー
ズ
ン
も

始
ま
る
の
で
、
山
を
楽
し
む
お
客
さ
ん
が
動
き

始
め
る
の
で
は
。

　
た
だ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
本
州
の
団
体
が
戻
る

に
は
、
ま
だ
ま
だ
時
間
は
か
か
る
で
し
ょ
う
し
、

G
oT

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
動
き
出
し
に
時
間
が

か
か
り
そ
う
で
す
し
、
今
期
の
売
り
上
げ
は
半

分
く
ら
い
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
戻
る
の
は
早
く
て
来
年
の
春

か
な
と
。

　
地
元
の
観
光
協
会
も
冬
は
氷
瀑
ま
つ
り
な
ど

集
客
イ
ベ
ン
ト
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
縮

小
も
や
む
な
し
と
言
う
感
じ
で
す
。

愛
甲
　
寺
山
さ
ん
に
も
同
じ
質
問
で
す
。
ご
自

身
の
事
業
を
含
め
て
、
ウ
ト
ロ
で
は
民
間
事
業

者
は
再
開
の
判
断
は
ど
う
な
の
か
、
ど
う
動
き

始
め
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

寺
山
　
ウ
ト
ロ
は
ホ
テ
ル
の
キ
ャ
パ
が

4
0
0
0
人
以
上
で
す
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
は
全
館
閉
め
て
観
光
客
が
い
な
い
様
子
を

見
て
、
住
民
が
と
て
も
異
様
に
感
じ
て
い
ま
し

た
。「
沈
黙
の
春
」
と
言
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

あ
る
意
味
、
観
光
の
生
態
系
が
崩
壊
し
た
こ
と

を
実
感
し
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
で
し
た
。

　
そ
の
前
に
「
自
粛
し
て
も
ら
わ
な
い
と
困

る
」
と
言
う
町
民
の
風
が
吹
い
た
時
に
は
、

「
観
光
が
そ
も
そ
も
こ
の
土
地
に
必
要
な
い
の

で
は
」
と
い
う
風
向
き
に
な
っ
た
ら
ま
ず
い
な

と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
土
地
に
と
っ
て
の
観
光

の
意
味
が
根
底
か
ら
揺
ら
ぐ
か
な
と
思
っ
た
ら
、

そ
ん
な
こ
と
は
な
く
て
、
漁
師
さ
ん
や
町
民
と

話
し
て
も
「
い
や
ー
寂
し
い
ね
。
来
て
も
ら
い

た
い
ね
」
と
い
う
雰
囲
気
に
な
っ
た
こ
と
は
す

ご
く
よ
か
っ
た
な
と
。

　
科
学
的
に
は
何
一
つ
、
物
事
は
進
ん
で
い
な

い
ん
で
す
が
、
お
客
さ
ん
を
迎
え
よ
う
と
い
う

雰
囲
気
が
そ
こ
は
か
と
な
く
漂
っ
て
い
る
こ
と

に
、
実
は
と
て
も
安
心
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

各
ホ
テ
ル
は
対
策
を
見
え
る
化
し
よ
う
と
か
、

ガ
イ
ド
は
マ
ス
ク
を
す
る
か
と
か
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
て
動
き
出
し
て
い
る

形
で
す
。

　
ウ
ト
ロ
に
は
大
き
な
ホ
テ
ル
が
4
軒
あ
り
ま

す
が
、
2
軒
は
6
月
か
ら
動
き
出
し
、
2
軒
は

ま
だ
再
開
し
て
い
な
い
の
で
半
分
強
の
キ
ャ
パ

が
稼
働
し
た
状
態
で
す
。
ホ
テ
ル
の
経
営
者
は

ど
う
し
の
ぐ
か
、
資
金
繰
り
を
見
な
が
ら
か
悩

ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
し
、
小
さ
い
民
宿
は
家

業
を
続
け
る
の
か
と
真
剣
に
悩
み
、
ま
だ
再
開

し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
多
い
で
す
ね
。
再
開
す

る
に
し
て
も
、
7
月
か
ら
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
が
多
い
か
と
。

　G
oT

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ス
タ
ー
ト
が
遅
れ

る
の
は
結
構
痛
い
で
す
ね
。
し
か
し
、
経
営
判

断
が
難
し
い
中
で
も
お
客
様
を
迎
え
よ
う
と
い

う
雰
囲
気
で
動
き
出
し
、
ホ
テ
ル
な
ど
も
掃
除

や
消
毒
な
ど
の
作
業
が
増
え
た
け
れ
ど
、
ス
タ

ッ
フ
の
表
情
が
明
る
く
、
ビ
ジ
タ
ー
を
ち
ゃ
ん

と
迎
え
ら
れ
る
根
本
的
な
雰
囲
気
が
あ
る
の
で
、

よ
か
っ
た
な
と
思
え
た
再
開
シ
ー
ン
で
し
た
。

愛
甲
　
観
光
を
や
っ
て
な
い
人
も
含
め
て
、
お

客
さ
ん
が
来
な
い
と
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
な
っ
て

い
う
感
情
を
み
ん
な
が
感
じ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。

寺
山
　
も
ち
ろ
ん
全
員
で
は
な
い
と
思
う
し
、

「
本
当
に
開
け
ん
の
、
や
ば
い
っ
し
ょ
」
と
言

っ
て
る
人
も
い
ま
す
が
、
世
間
話
レ
ベ
ル
で

「
で
も
開
け
な
い
と
大
変
だ
べ
」
と
い
う
声
も

聞
こ
え
て
き
ま
す
。

愛
甲
　G

oT
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
話
が
出
ま
し

た
が
、
道
民
割
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
。
結

構
期
待
さ
れ
て
い
る
向
き
は
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

寺
山
　
ふ
っ
こ
う
割
な
ど
の
実
績
を
認
識
し
て

い
る
の
は
宿
泊
業
の
方
な
の
で
、
そ
れ
は
期
待

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

愛
甲
　
知
床
も
大
雪
山
も
、
ピ
ー
ク
の
シ
ー
ズ

ン
に
訪
れ
る
の
は
道
外
の
方
で
、
都
道
府
県
を

超
え
る
移
動
も
だ
い
ぶ
緩
和
は
さ
れ
て
く
る
け

ど
、
こ
の
夏
は
東
京
や
関
西
の
お
客
さ
ん
が
今

ま
で
通
り
に
全
部
が
戻
っ
て
く
る
と
は
思
え
な

い
で
す
よ
ね
。

　
そ
う
す
る
と
知
床
や
大
雪
山
も
、
北
海
道
民

に
も
っ
と
訴
求
す
る
必
要
も
あ
る
の
で
は
。
今

年
の
夏
は
マ
イ
カ
ー
移
動
で
観
光
す
る
方
が
増

え
る
と
思
い
ま
す
し
、
ど
の
ぐ
ら
い
道
民
に
来

て
も
ら
う
か
は
、
結
構
重
要
だ
と
思
う
の
で
す

が
、
植
田
さ
ん
と
寺
山
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ
ま

す
か
。

植
田
　
ま
さ
に
今
ど
こ
の
観
光
地
も
タ
ー
ゲ
ッ

ト
は
域
内
、
北
海
道
で
あ
れ
ば
道
内
の
方
々
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
だ

職
し
て
い
ま
す
。
知
床
を
世
界
遺
産
に
し
て
く

れ
た
ユ
ネ
ス
コ
は
、
文
明
の
衝
突
を
防
ぐ
た
め

に
戦
争
の
反
省
か
ら
作
ら
れ
た
団
体
で
、
そ
の

ユ
ネ
ス
コ
が
知
床
が
い
い
と
こ
ろ
だ
と
言
っ
て

く
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、「
こ
こ
は
い
い
と
こ
ろ

だ
よ
、
戦
争
す
る
の
は
や
め
よ
う
よ
」
と
い
う

こ
と
で
人
々
に
開
か
な
い
と
守
っ
た
価
値
が
な

い
と
、
私
は
言
い
切
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
世
界
平
和
の
た
め
に
知
床
世
界
遺
産
を
開

く
の
が
観
光
地
の
仕
事
で
す
」
と
言
い
切
る
べ

く
、
あ
と
20
年
ぐ
ら
い
働
こ
う
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。「
世
界
平
和
の
た
め
に
俺
た
ち
は
観

光
や
っ
て
る
ん
だ
」
と
い
う
雰
囲
気
が
出
て
き

た
ら
、
ホ
テ
ル
で
ア
ル
バ
イ
ト
し
て
い
る
若
い

人
た
ち
も
ち
ょ
っ
と
は
元
気
に
な
る
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
や
は
り
世
界
平
和
の
た
め
に
あ
る
の

は
観
光
だ
と
、
つ
か
み
直
す
き
っ
か
け
を
突
き

つ
け
ら
れ
た
の
が
今
回
の
機
会
だ
っ
た
な
と
思

い
ま
す
。

植
田
　
う
ち
の
会
社
の
企
業
理
念
の
中
に
も

「
お
客
様
に
喜
び
を
提
供
す
る
こ
と
で
世
界
平

和
に
貢
献
し
ま
す
」
と
い
う
一
文
を
入
れ
て
お

り
、
や
は
り
私
も
観
光
や
娯
楽
は
世
界
平
和
に

つ
な
が
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
っ

て
い
て
、
今
の
お
話
を
聞
い
て
同
志
が
い
て
よ

か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
で
学
ん
だ
こ
と
に
関
し
て
は
、
経
済

活
動
、
企
業
活
動
を
し
て
い
く
中
で
の
リ
ス
ク

の
考
え
方
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た

な
と
。
未
知
の
も
の
な
の
で
、
ナ
ー
バ
ス
な
反

応
を
す
る
人
も
い
ま
し
た
が
、
決
断
し
た
り
活

動
し
て
い
く
中
で
、
リ
ス
ク
は
ゼ
ロ
に
は
な
ら

な
い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
も
風
が
吹
け
ば
減
速
し
て
運

転
し
た
り
、
山
に
登
れ
ば
遭
難
し
な
い
で
帰
っ

て
来
ら
れ
る
よ
う
に
、
い
ろ
ん
な
リ
ス
ク
を
考

え
な
が
ら
判
断
し
ま
す
。
観
光
地
も
冷
静
に
リ

ス
ク
を
勘
案
し
な
が
ら
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
、

お
客
様
を
ウ
エ
ル
カ
ム
で
受
け
入
れ
る
態
度
が

必
要
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
｠

　
国
立
公
園
や
自
然
を
テ
ー
マ
に
野
外
活
動
を

す
る
中
で
、
我
々
が
今
ま
で
自
然
の
中
で
培
っ

て
き
た
知
見
や
日
々
行
な
っ
て
い
る
判
断
が
、

コ
ロ
ナ
時
代
を
生
き
て
い
く
た
め
の
考
え
方
の

ヒ
ン
ト
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
視

点
か
ら
我
々
も
何
か
発
信
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

愛
甲
　
私
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
こ
の
よ
う
な

機
会
を
も
ち
、
様
々
な
経
験
を
共
有
す
べ
き
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
本
日
の
お
話
は
、
他
地
域

の
方
に
も
興
味
深
く
、
参
考
に
な
る
で
し
ょ
う
。

東
日
本
大
震
災
の
時
も
被
災
地
以
外
の
人
の
意

識
が
予
想
外
に
早
く
戻
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
が
、
寺
山
さ
ん
が
い
う
よ
う
に
、
今
回
も
観

光
客
の
動
き
な
ど
は
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に

半
分
く
ら
い
は
元
に
戻
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
中
で
、
今
起
き
て
い
る
こ
と
や
学
ん

だ
こ
と
を
記
録
し
、
後
か
ら
検
証
す
る
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
人
の
動
き
も
そ
う
で
す

し
、
自
然
公
園
を
運
営
す
る
シ
ス
テ
ム
が
ど
う

機
能
し
た
の
か
、
そ
こ
で
見
え
た
弱
さ
な
ど
を

次
の
改
善
に
生
か
す
た
め
に
、
勉
強
さ
せ
ら
れ

て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
と
感
じ
ま
す
。

　
こ
う
し
て
み
な
さ
ん
と
お
話
し
し
た
こ
と
も
、

き
ち
ん
と
記
録
に
残
し
て
お
け
る
こ
と
を
非
常

に
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ら
い
し
か
来
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

の
呼
び
込
み
方
で
色
々
変
化
さ
せ
ら
れ
、
来
た

人
が
新
た
な
発
信
を
し
て
く
れ
る
形
を
作
っ
て

い
け
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

愛
甲
　
高
原
温
泉
は
秋
が
ピ
ー
ク
で
す
よ
ね
。

今
は
ま
だ
そ
ん
な
に
多
く
な
い
。
こ
れ
か
ら
秋

に
向
か
っ
て
ど
う
な
っ
て
い
く
か
は
心
配
も
あ

り
、
逆
に
楽
し
み
な
部
分
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
白
雲
岳
の
工
事
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、 

今
後
の
登
山
者
の
山
の
登
り
方
や
自
然
と
の
付

き
合
い
方
は
変
わ
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
か
。

岡
崎
　
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
よ
り
は
、
お
こ

が
ま
し
い
で
す
が
、
変
え
て
や
ろ
う
と
い
う
気

持
ち
で
す
ね
。 

高
原
温
泉
は
今
ま
で
は
秋
が
8

割
で
し
た
が
、
夏
に
面
白
い
時
期
も
あ
る
け
ど

ほ
と
ん
ど
人
は
来
な
か
っ
た
。
自
分
ら
は
春
の

魅
力
を
知
っ
て
い
る
し
、
理
解
で
し
て
く
れ
る

人
も
出
て
き
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
秋
以

外
の
時
期
を
売
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
こ
う

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
白
雲
岳
も
と
て
も
魅
力
的
な
場
所
な
の
で
、

そ
の
魅
力
を
分
か
る
人
な
ら
か
な
り
大
金
を
払

っ
て
も
来
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
こ
れ
か
ら

は
た
く
さ
ん
来
て
少
し
お
金
を
落
と
す
形
よ
り

も
、
一
人
が
非
常
に
満
足
し
て
た
く
さ
ん
の
お

金
を
落
と
す
形
に
変
わ
る
と
、
皆
さ
ん
が
思
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
発
信
が
で
き
て
い
る

か
は
ち
ょ
っ
と
分
か
ら
な
い
。
自
分
の
視
点
は

あ
ま
り
一
般
的
で
は
な
い
の
で
す
が
、
思
っ
た

こ
と
を
試
す
場
所
も
で
き
た
の
で
、
ど
ん
ど
ん

思
い
つ
き
を
試
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

寺
山
　
こ
の
時
期
に
来
る
人
が
、
本
当
の
お
客

様
だ
と
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
。
地
元
で
よ
く

言
っ
て
い
る
の
は
、
カ
メ
ラ
マ
ン
と
釣
り
人
は

同
じ
く
ら
い
来
て
い
る
な
と
。
管
理
側
に
と
っ

て
は
ト
ラ
ブ
ル
も
結
構
あ
り
、
お
金
も
そ
ん
な

に
落
と
さ
な
い
客
層
で
す
が
、
こ
う
い
う
人
た

ち
が
自
然
環
境
や
自
然
公
園
に
と
っ
て
本
質
的

な
ビ
ジ
タ
ー
な
の
で
は
な
い
か
と
。

　
本
質
的
な
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の
状
況
で

は
来
た
い
人
し
か
来
な
い
、
そ
れ
が
カ
メ
ラ
マ

ン
と
釣
り
人
だ
と
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
登
山

客
の
数
も
そ
ん
な
に
落
ち
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
真
剣
に
考
え
な
い
と

い
け
な
い
と
。

　
今
後
も
コ
ロ
ナ
対
策
が
う
ま
く
い
か
ず
、
お

客
さ
ん
が
落
ち
込
ん
だ
ま
ま
な
ら
ビ
ジ
タ
ー
の

本
質
を
ち
ゃ
ん
と
考
え
な
い
と
い
け
な
い
、
こ

の
状
況
で
も
来
る
人
は
と
て
も
大
切
に
し
な
い

と
い
け
な
い
な
と
。
一
番
厳
し
い
時
期
に
来
た

お
客
さ
ん
が
何
を
見
て
い
る
の
か
、
よ
く
見
て

お
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

植
田
　
寺
山
さ
ん
に
近
い
思
い
を
私
も
持
っ
て

い
て
、
こ
う
い
う
時
に
も
離
れ
な
い
お
客
さ
ん

は
観
光
地
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る
の

で
、
気
を
つ
け
て
見
て
お
く
べ
き
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
黒
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
歴
史
上
で
初

め
て
、
今
年
は
夏
の
シ
ー
ズ
ン
券
と
い
う
の
を

作
っ
て
売
っ
て
み
た
ん
で
す
。
5
月
は
開
店
休

業
だ
っ
た
の
で
、
み
ん
な
の
仕
事
も
作
ら
な
き

ゃ
い
け
な
い
し
、
目
先
の
収
入
も
欲
し
い
と
い

う
こ
と
で
始
め
、
6
月
21
日
ま
で
売
っ
て
い
ま

し
た
が
、
2
0
0
枚
弱
が
売
れ
ま
し
た
。

　
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
乗
り
放
題
と
い
う
こ
と

で
、
ち
ゃ
ん
と
お
金
を
使
っ
て
黒
岳
に
来
よ
う

と
思
っ
て
く
れ
る
方
は
道
内
の
方
だ
ろ
う
と
思

っ
て
作
っ
た
の
で
す
が
、
こ
う
い
う
時
で
も
反

応
し
て
応
援
す
る
よ
と
い
う
方
や 

お
得
だ
と
思

っ
て
買
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
が
そ
れ
な
り
に
い

た
こ
と
は 

我
々
に
と
っ
て
も
す
ご
く
い
い
勉
強

に
な
っ
た
し
背
中
を
押
し
て
も
ら
え
ま
し
た
。

そ
う
い
う
時
に
き
て
く
れ
る
の
は
ど
う
い
う
お

客
様
か
、
き
ち
ん
と
見
な
が
ら
付
き
合
っ
て
い

か
な
き
ゃ
い
け
な
い
な
と
思
っ
て
ま
す
。

　
ア
ウ
ト
ド
ア
や
外
で
の
楽
し
み
は
ま
す
ま
す

こ
れ
か
ら
価
値
が
上
が
り
、
高
い
お
金
を
払
っ

て
も
そ
う
い
う
体
験
を
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ

は
ま
す
ま
す
高
ま
る
の
で
は
。
コ
ロ
ナ
に
よ
っ

て
旅
行
の
機
会
が
限
ら
れ
る
な
ら
、
そ
の
大
事

な
機
会
に
は
お
金
を
か
け
て
素
晴
ら
し
い
と
こ

ろ
に
行
こ
う
と
い
う
意
識
が
強
ま
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
北
海
道
の
自
然
の

素
材
が
、
注
目
さ
れ
価
値
が
認
め
ら
れ
る
チ
ャ

ン
ス
は
大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
自
然
へ
の
負
荷
を
考
え
つ
つ
、
そ
の
チ
ャ
ン

ス
を
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
。
や
は
り
岡
崎
さ

ん
が
言
う
よ
う
に
、
少
な
い
人
数
で
た
く
さ
ん

お
金
を
落
と
し
て
も
ら
え
る
仕
掛
け
や
場
所
づ

く
り
に
な
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
合

わ
せ
て
層
雲
峡
温
泉
街
も
変
わ
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
し
、
そ
の
い
い
き
っ
か
け
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
経
験
か
ら

観
光
地
が
学
ぶ
こ
と

寺
崎
　
最
後
に
皆
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
を
経
験
し
て
、

観
光
地
は
こ
こ
か
ら
何
を
学
ぶ
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
か
。

岡
崎
　
物
事
や
価
値
観
を
変
え
る
の
は
昔
か
ら

「
若
者
、
よ
そ
者
、
ば
か
者
」
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
現
在
の
観
光
地
が
動
か
な
い
中
で
、
自
分

に
も
「
ど
う
い
う
形
が
い
い
の
か
」
と
聞
か
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
お
前
ら
な
ん
か

い
ら
な
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
す

が
、
少
し
で
も
新
し
い
発
想
を
取
り
入
れ
よ
う

と
い
う
人
が
地
域
に
増
え
て
き
た
の
で
は
と
思

い
ま
す
。

　
自
分
な
ど
は
、
ば
か
者
代
表
で
い
ろ
い
ろ
意

見
を
言
っ
て
い
こ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
同
じ

よ
う
な
境
遇
の
人
た
ち
が
、
同
じ
地
域
内
だ
け

で
な
く
地
域
を
超
え
て
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
面
白
い
形
に
な
り
、
今
ま
で
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
で
は
な
い
か
と
。
そ
う
い
う
希
望
だ
け
は
す

ご
く
持
っ
て
い
ま
す
。

寺
山
　
今
回
、
地
域
に
と
っ
て
の
観
光
の
価
値

が
何
な
の
か
、
突
き
つ
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
が
あ

っ
て
、
本
質
的
に
移
動
と
交
流
が
観
光
の
形
で

す
か
ら
、
感
染
症
に
関
し
て
は
マ
イ
ナ
ス
要
因

で
し
か
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
の
中
で
、
こ
の
土

地
に
と
っ
て
観
光
が
必
要
だ
と
言
い
切
れ
る
も

の
は
何
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
突
き
つ
け
ら
れ

た
と
。

 

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
静
か
な
時
は
観
光

を
や
る
べ
き
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
し
、
観
光

が
再
オ
ー
プ
ン
し
た
時
に
皆
の
表
情
が
明
る
く

な
っ
た
の
は
よ
か
っ
た
な
と
。
観
光
地
で
あ
る

ウ
ト
ロ
か
ら
離
れ
た
観
光
と
関
係
な
い
斜
里
町

の
人
た
ち
に
も
「
観
光
は
重
要
な
産
業
だ
」
と

言
い
切
れ
る
よ
う
な
強
さ
を
、
我
々
は
持
つ
べ

き
だ
な
と
肝
に
命
じ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
て
。

　
私
個
人
は
、「
観
光
は
世
界
平
和
に
貢
献
す
る

か
ら
必
要
だ
」
と
言
い
切
る
こ
と
に
決
め
て
転知床の高架木道（写真：PIXTA）
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し
て
い
る
た
め
、
少
し
戻
り
始
め
て
い
ま
す
。

目
標
と
す
る
1
月
の
水
準
に
は
ま
だ
ま
だ
達
す

る
レ
ベ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
終
的
に
は

昨
年
や
一
昨
年
の
数
字
に
戻
る
の
で
は
と
思
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
コ
ロ
ナ
禍
が
本
格
化
し
た

2
〜
3
月
は
も
と
も
と
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
な
の
で
、

ま
だ
十
分
で
は
な
か
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
や
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
作
り
込
み
な
ど
の
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
話
す
と
、
今
ま
で
の
国
内

旅
行
は
「
非
日
常
」
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
1
泊
2
日
で
観
光
名
所
を
回
り
、
商
業
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い
う
画
一
的
な
対
応
に
な

り
が
ち
で
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
雪
国
観
光
圏

が
提
案
し
て
き
た
の
は
「
異
日
常
」
で
す
。
地

域
の
暮
ら
し
や
文
化
を
体
験
し
た
り
、
地
域
の

人
と
触
れ
合
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学

ぶ
旅
を
意
味
し
ま
す
。

　
異
日
常
型
へ
の
移
行
と
い
う
の
は
昔
か
ら
言

わ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
が
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ

る
旅
館
な
ど
の
設
備
投
資
が
ま
ま
な
ら
ず
、

D
M
O
に
も
そ
う
い
う
意
識
が
な
か
っ
た
り
、

な
か
な
か
ど
こ
の
観
光
地
も
苦
戦
し
て
い
る
状

況
が
あ
り
ま
す
。
幸
い
、
雪
国
観
光
圏
は
そ
う

い
う
フ
レ
ー
ム
を
持
っ
て
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な

旅
館
事
業
者
で
、
そ
う
い
う
活
動
を
す
る
と
こ

ろ
が
増
え
て
き
た
の
で
、
コ
ロ
ナ
は
む
し
ろ
そ

う
し
た
方
向
に
変
革
を
す
る
い
い
チ
ャ
ン
ス
と

思
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
は
本
当
に
地
域
間
競
争
が
激
化
す
る
と

痛
感
し
て
お
り
、
中
途
半
端
な
「
D
M
O
ご
っ

こ
」
な
ら
や
ら
な
い
方
が
い
い
の
で
は
と
思
い

ま
す
。
D
M
O
は
本
来
、
き
ち
ん
と
し
た
財
源

と
権
限
が
あ
っ
て
観
光
を
推
進
す
る
組
織
で
あ

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
で
そ
れ
を
や

る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
で
す
よ
ね
。

　
本
来
、
D
M
O
は
方
針
を
示
す
い
わ
ば
監
督

的
な
役
割
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
い
く
ら
監

督
が
頑
張
っ
て
も
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
旅
館

や
飲
食
店
が
そ
の
意
思
に
沿
っ
て
動
か
な
け
れ

ば
し
か
た
が
な
い
わ
け
で
す
。

　
ま
た
、
日
本
は
行
政
が
非
常
に
強
い
の
で
、

自
治
体
が
監
督
を
や
り
た
が
っ
た
り
、
場
合
に

よ
っ
て
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
や
り
た
が
っ
た
り
す

る
の
で
、
す
ご
く
や
や
こ
し
く
な
っ
て
し
ま
う

の
で
す
が
、
雪
国
観
光
圏
で
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
を

ど
う
作
っ
て
、
仲
間
を
巻
き
込
ん
で
チ
ー
ム
に

す
る
か
を
ず
っ
と
意
識
し
て
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
危
機
は
そ
う
い
う
考
え
方
を
ま
と
め

る
い
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
と
思
っ
て

い
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
3

〈
沖
縄
市
観
光
物
産
振
興
協
会
〉

儲
け
る
観
光
協
会
の
作
り
方

〜
再
生
か
ら
D
M
O
に
む
け
て

山
田（
一
）　
沖
縄
市
は
那
覇
空
港
か
ら
車
で
約

40
分
の
距
離
に
位
置
し
、
ビ
ー
チ
や
有
名
な
観

光
地
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
沖
縄
最
大
と
な
る
嘉

手
納
基
地
の
〝
門
前
町
〞
で
す
。
最
盛
期
は
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
時
代
で
、
当
時
は
那
覇
よ
り
も
最

先
端
の
街
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
街
中
シ

ャ
ッ
タ
ー
街
で
す
が
、
商
店
主
の
皆
さ
ん
は
経

済
的
に
は
困
っ
て
お
ら
ず
実
は
富
裕
層
で
す
。

カ
ー
プ
の
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
長
く
利
用
さ
れ

て
お
り
、
F
C
琉
球
と
い
う
J
2
チ
ー
ム
が
あ

り
、
エ
イ
サ
ー
な
ど
の
伝
統
芸
能
も
盛
ん
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
危
機
で
、
沖
縄
市
観
光
物
産
振
興
協

会
が
行
っ
て
い
た
取
り
組
み
を
時
系
列
に
記
録

し
た
ア
ー
カ
イ
ブ
が
こ
ち
ら（
左
）で
す
。

　
3
月
13
日
の
経
済
産
業
省
等
の
コ
ロ
ナ
対
策

施
策
集
で
す
が
、
分
量
が
多
い
と
読
ん
で
い
た

だ
け
な
い
の
で
、
5
枚
く
ら
い
に
ま
と
め
て
全

会
員
に
送
り
ま
し
た
。
3
月
16
日
の
ク
ー
ポ
ン

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
4
月
22
日
に
タ
イ
国
政
府
観
光
庁
が
観
光
業

向
け
衛
生
安
全
基
準
を
策
定
す
る
と
い
う
ウ
ェ

ブ
記
事
を
目
に
し
、
す
ぐ
に
タ
イ
や
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
で
の
対
応
事
例
の
翻
訳
に
か
か
り
ま
し
た
。

5
月
1
日
に
行
わ
れ
た
行
政
の
コ
ロ
ナ
対
策
会

議
で
、
佐
渡
で
も
公
衆
衛
生
認
証
を
や
ろ
う
と

言
い
ま
し
た
が
、
「
補
助
金
を
出
す
の
が
大
変

だ
か
ら
今
は
協
力
で
き
な
い
」
と
い
う
話
だ
っ

た
の
で
、
「
で
は
、
う
ち
で
や
り
ま
す
」
と
い

う
こ
と
で
、
満
を
持
し
て
5
月
14
日
に
リ
リ
ー

ス
し
た
の
が
「
佐
渡
ク
リ
ー
ン
認
証
」
で
す
。

　
実
施
に
は
デ
ー
タ
と
権
威
が
必
要
だ
と
思
い
、

有
識
者
と
き
ち
ん
と
話
し
あ
っ
て
行
政
を
納
得

さ
せ
、
こ
の
ク
リ
ー
ン
認
証
を
受
け
な
い
と
補

助
金
が
受
け
ら
れ
な
い
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参

加
で
き
な
い
と
い
う
形
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
サ
ク
ラ
ク
オ
リ
テ
ィ
の
防
疫
ク

リ
ー
ン
マ
ー
ク
と
同
等
に
し
ま
し
ょ
う
と
い
う

働
き
か
け
も
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
5
月
1
日
に
は
「
島
を
守
る
た
め
に

今
は
ま
だ
来
な
い
で
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

英
語
版
と
繁
体
字
版
の
動
画
を
作
り
、

#stayh
o
m

e   #
travelto

m
o
rro

w

と
い
う

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
つ
け
た
と
こ
ろ
、
1
万
回
以

上
再
生
さ
れ
、「
い
い
ね
！
」が
海
外
か
ら
多
く

押
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
台
湾
か
ら
が
多
か
っ
た

で
す
。

　
そ
の
あ
と
は
、「
来
る
人
も
住
む
人
も
安
心

安
全
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
推
進
し
よ

う
と
い
う
こ
と
で
、
5
月
27
日
か
ら
佐
渡
汽
船

に
1
万
枚
の
マ
ス
ク
を
配
布
し
て
検
温
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
の
作
成
の
意
味
が
低
下
し
て
い
る
の
で
、

デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
移
行
す
る
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
と
も
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
危
機
と
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
似

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
観
光
業
界
の

復
活
は
早
く
、
一
度
縮
小
し
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

再
び
広
が
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

だ
と
思
い
ま
す
。
世
界
を
相
手
に
し
た
競
合
戦

略
や
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
み
、

住
む
人
と
暮
ら
す
よ
う
に
旅
す
る
人
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
、
佐
渡
を
世
界
に
名
だ
た
る
観
光
地

に
す
る
の
が
今
後
の
流
れ
な
の
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
2

〈
雪
国
観
光
圏
と
旅
館ryugon

〉

コ
ロ
ナ
は「
非
日
常
」か
ら

「
異
日
常
」へ
変
革
す
る
チ
ャ
ン
ス

井
口
　
私
は
雪
国
観
光
圏
を
2
0
0
8
年
に
立

ち
上
げ
て
5
〜
6
年
経
っ
た
頃
か
ら
、
旅
館
業

が
変
わ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
の
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
大
き
な
変
化
に
よ
っ
て
、

観
光
そ
の
も
の
が
大
き
く
シ
フ
ト
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　
雪
国
観
光
圏
は
今
ま
で
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
市

町
村
を
雪
国
文
化
で
つ
な
ぎ
、
一
つ
の
エ
リ
ア

と
し
て
発
信
し
て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
徐
々
に
注
目
さ
れ
る
中

で
課
題
は
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
体
感
さ
せ
る

場
が
な
か
っ
た
こ
と
で
、
事
業
者
と
し
て
の
私

は
、
越
後
湯
沢
駅
前
に
あ
る
「
越
後
湯
澤

H
A
T
A
G
O
井
仙
」
と
い
う
旅
館
の
経
営
に

加
え
、
2
年
前
に
南
魚
沼
市
に
あ
る
「
温
泉
御

宿
　
龍
言
」
と
い
う
旅
館
を
引
き
受
け
、
昨
年

「ryu
gon

」
と
い
う
宿
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

ま
し
た
。
伝
統
的
な
日
本
旅
館
を
、
通
年
で
雪

国
文
化
を
体
感
で
き
る
古
民
家
ホ
テ
ル
と
い
う

形
に
リ
ブ
ラ
ン
ド
し
て
い
ま
す
。

　
D
M
O
が
し
っ
か
り
ブ
ラ
ン
ド
を
発
信
す
る

と
同
時
に
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
事
業
者
が
し

っ
か
り
そ
れ
を
具
現
化
す
る
こ
と
、
「
沿
っ
て

い
く
」
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
い
ろ

ん
な
D
M
O
を
見
て
も
、
D
M
O
の
方
針
と
そ

の
地
域
の
宿
泊
事
業
者
が
マ
ッ
チ
し
て
い
な
い

ケ
ー
ス
は
よ
く
あ
り
、
雪
国
観
光
圏
が
作
っ
て

き
た
文
化
を
こ
こ
で
ど
う
体
感
さ
せ
る
か
が
重

要
で
す
。

　
そ
う
い
う
意
味
でryu

gon

は
雪
国
観
光
圏

が
作
っ
て
き
た
構
想
を
家
具
や
建
物
、
食
で
表

現
す
る
一
つ
の
モ
デ
ル
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
重
要
な
の
が
地
域
の
暮
ら
し
を
体
感
さ
せ

る
こ
と
で
、
そ
れ
は
旅
館
と
い
う
空
間
だ
け
で

は
で
き
な
い
の
で
、
ス
ノ
ー
ピ
ク
ニ
ッ
ク
や
田

ん
ぼ
ラ
ン
チ
と
い
っ
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
組

み
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　ryu
gon

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
か
ら
の
売

上
状
況
で
す
が
、
７
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は

対
前
年
比
平
均
1
4
0
％
で
推
移
し
て
い
ま
し

た
。
冬
は
シ
ー
ズ
ン
・
オ
フ
だ
っ
た
の
で
す
が
、

特
に
冬
が
好
調
で
、
倍
く
ら
い
に
増
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
で
雪
国
文
化
が
形
に
な
る
な
、
行
け
る

と
思
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
コ
ロ
ナ
が
広
ま
り
、

3
月
か
ら
売
上
は
急
激
に
減
少
し
ま
し
た
。
6

月
か
ら
は
新
潟
県
が
宿
泊
補
助
券
を
出
す
な
ど

た
。

　
コ
ロ
ナ
は
、
収
束
後
も
付
き
合
っ
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
と
認
識
し
た
の
が
2
月
中
旬
頃

で
、
2
月
末
に
は
既
に
作
っ
て
い
た
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
に
コ
ロ
ナ
対
策
を
入
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
収
束
の
前
後
で
ス
テ
ー
ジ
を
2
つ
に

分
け
、
ス
テ
ー
ジ
1
は
行
政
と
の
情
報
共
有
、

次
に
事
業
者
に
寄
り
添
う
こ
と
、
そ
し
て
観
光

事
業
者
の
窓
口
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思

い
ま
し
た
。
そ
の
後
が
収
束
に
向
け
た
環
境
整

備
、
さ
ら
に
反
転
攻
勢
に
向
け
た
ブ
ラ
ン
ド
力

の
ア
ッ
プ
、
資
源
を
デ
ジ
タ
ル
で
見
せ
る
、
そ

し
て
安
心
安
全
な
島
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
す
。

佐
渡
は
あ
ま
り
感
染
者
が
出
な
い
こ
と
が
予
測

さ
れ
た
の
で
こ
れ
を
強
み
と
考
え
ま
し
た
。
ス

テ
ー
ジ
2
は
観
光
客
へ
の
ヘ
イ
ト
が
起
き
る
と

思
い
、
島
内
島
外
に
向
け
て
ど
う
対
応
す
る
か

を
考
え
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
D
M
O
の
役
割
は
、
き
ち

ん
と
方
針
や
理
念
を
作
っ
て
他
の
観
光
地
を
ベ

ン
チ
マ
ー
ク
し
、
人
を
育
て
る
こ
と
で
あ
り
、

や
る
こ
と
は
コ
ロ
ナ
禍
前
と
変
わ
ら
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
加
え
、
観
光
協
会
が
、
地
域
で
リ
ス

ペ
ク
ト
さ
れ
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
チ
ャ
ン
ス
だ
と
。

　
ち
な
み
に
佐
渡
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

が
1
9
9
4
年
に
起
き
て
お
り
、
こ
の
時
に
観

光
客
ヘ
イ
ト
が
生
ま
れ
た
た
め
に
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
が
下
が
っ
た
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
海

外
で
は
今
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
持
続
可
能

性
）
と
レ
ス
ポ
ン
シ
ビ
リ
テ
ィ
（
地
域
へ
の
責

任
）
が
非
常
に
注
目
さ
れ
、
観
光
客
と
住
民
と

行
政
と
事
業
者
が
ど
う
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い

く
か
、
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
（
企
業
誘
致
や
投

資
）
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
企
業
支

援
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
予
定
に
し
て
い
ま

し
た
。

　
そ
の
た
め
に
2
年
前
か
ら
「
地
域
の
利
益
の

た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
」
と
い
う

経
営
理
念
を
決
め
、
地
域
に
と
っ
て
の
価
値
を

高
め
る
結
果
に
対
し
て
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
カ
ス
タ
マ
ー
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ

プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
C
R
M
）
を
重
視
し
て

「
さ
ど
ま
る
倶
楽
部
」
と
い
う
島
外
フ
ァ
ン
の

会
員
組
織
を
作
り
、
2
万
1
0
0
0
人
を
超
え

る
会
員
を
対
象
に
、
昨
年
12
月
か
ら
ア
プ
リ
と

観
光
地
域
通
貨
を
導
入
し
ま
し
た
。
　

　
コ
ロ
ナ
対
策
の
話
に
戻
り
ま
す
と
、
2
月
に

宿
泊
施
設
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
対
策
簡
易
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
り
ま
し
た
。
大
事
な
の
は
、
事
業
者

向
け
で
は
な
く
「
市
民
の
皆
様
へ
」
と
書
い
て

い
る
点
で
す
。
島
内
の
事
業
者
に
対
す
る
ヘ
イ

ト
が
起
き
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
観
光
客
に

対
す
る
ヘ
イ
ト
が
起
き
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
観
光
客
に
対
す
る
ヘ
イ
ト
を
な
く
す
、
地
元

に
D
M
O
が
リ
ス
ペ
ク
ト
さ
れ
る
に
は
地
域
の

役
に
立
ち
、
と
に
か
く
寄
り
添
お
う
と
い
う
こ

と
で
、
3
月
中
旬
に
バ
ー
チ
ャ
ル
物
産
展
を
実

施
す
る
と
非
常
に
好
反
応
を
得
ら
れ
、
4
月
下

旬
に
出
前
と
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
リ
ス
ト
を
作
り

ま
し
た
。
行
政
が
や
る
と
一
ヶ
月
か
か
る
と
い

う
話
で
し
た
が
5
日
で
実
行
で
き
ま
し
た
。
私

も
1
0
0
店
舗
を
3
日
間
で
回
り
、
地
元
の
意

見
を
集
め
ら
れ
た
の
が
大
き
か
っ
た
で
す
。
も

と
も
と
D
M
O
は
足
で
稼
ぐ
の
が
大
事
だ
な
と

山
田（
雄
）　
今
日
は
実
践
的
な
活
動
を
さ
れ
て

い
る
D
M
O
の
3
名
の
方
に
情
報
を
提
供
い
た

だ
き
な
が
ら
、
今
後
の
展
開
方
向
を
考
え
る
場

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
の
2
〜
3
ヶ
月
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
、

気
を
つ
け
て
き
た
の
か
お
話
し
い
た
だ
き
、
そ

の
あ
と
に
簡
単
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
1

〈
佐
渡
観
光
交
流
機
構
〉

「
地
域
の
利
益
の
た
め
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」で
あ
り
つ
づ
け
る

清
永
　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
今

の
取
り
組
み
を
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
2
年
前
に
佐
渡
に
来
ま
し
た
が
、
そ
の
前

は
ス
キ
ー
場
を
経
営
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
観

光
地
経
営
で
あ
る
D
M
O
と
ス
キ
ー
場
経
営
は

基
本
的
に
同
じ
で
、
D
M
O
の
役
割
は
行
政
と

民
間
事
業
者
を
つ
な
ぎ
、
仲
間
を
作
っ
て
同
じ

長
く
や
っ
て
き
て
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
だ
け

で
は
な
か
な
か
地
域
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
現
実
に
も
直
面
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
ご
自
身
の
事
業
と
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

たryu
gon

と
い
う
旅
館
を
通
じ
て
、
雪
国
観

光
圏
と
は
こ
う
い
う
も
の
だ
と
い
う
の
を
発
信

し
た
い
と
い
う
取
り
組
み
を
し
て
き
た
と
こ
ろ

に
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
が
あ
り
、
そ
れ
を
チ
ャ
ン

ス
に
切
り
替
え
て
い
こ
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
旅
館
の
価
値
観
や

旅
行
に
対
す
る
考
え
方
が
変
わ
っ
て
く
る
と
い

う
こ
と
も
想
定
し
、
着
実
に
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

や
商
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
言
え
ま

す
。

　
沖
縄
市
の
山
田
さ
ん
は
コ
ロ
ナ
禍
の
前
に
任

期
付
き
で
事
務
局
長
と
な
り
、
通
常
の
沖
縄
観

光
の
イ
メ
ー
ジ
で
売
れ
る
場
所
で
は
な
い
エ
リ

ア
で
、
各
事
業
者
と
協
力
し
な
が
ら
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
そ

れ
ま
で
培
っ
て
き
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
う
ま
く

使
い
な
が
ら
、
危
機
に
対
応
し
て
き
た
の
で
は

と
思
い
ま
す
。

　
お
三
方
の
話
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
今
回
の

コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
な
リ
ス
ク
に
対
し
て
「
こ
う

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う
唯
一
無
二
の

正
解
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
状
況

に
陥
る
前
ま
で
の
い
ろ
い
ろ
な
伏
線
や
取
り
組

み
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
が
非
常
に
大
き
く
影

響
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た

危
機
を
早
め
に
認
識
し
て
行
動
さ
れ
て
き
た
と

こ
ろ
が
、
今
の
状
況
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
7
月
以
降
に
ど
ん
な
取
り
組
み

や
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る

ま
る
ほ
ど
今
後
の
資
産
に
な
り
、
そ
う
す
る
と

広
告
が
要
ら
な
く
な
る
の
で
は
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
こ
れ
か
ら
多
分
、
安
心
安
全
を
非
常
に

重
視
す
る
人
は
観
光
地
に
な
か
な
か
来
な
い
の

で
は
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
信
頼
で
き
る
安
全

証
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
と
い
う
こ
と

で
、
さ
ど
ま
る
倶
楽
部
の
ア
プ
リ
会
員
に
し
っ

か
り
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、
お
客
様
が
「
私
は

安
全
だ
」
と
思
え
る
仕
組
み
を
作
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
ス
イ
ス
の
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
で
行
っ
て
い
る
、

何
年
も
通
っ
た
観
光
客
に
バ
ッ
ジ
を
進
呈
す
る

仕
組
み
と
ほ
ぼ
同
じ
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
先

達
の
や
っ
て
い
る
モ
デ
ル
を
し
っ
か
り
キ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
や
る
べ
き
こ

と
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

井
口
　
僕
は
コ
ロ
ナ
後
の
世
界
を
結
構
現
実
的

な
、
厳
し
い
目
で
見
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
旅

館
業
は
供
給
過
多
。
多
分
、
飲
食
店
も
旅
館
も

3
割
く
ら
い
は
廃
業
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。
社
会
構
造
が
変
化
し
た
時

に
、
地
域
は
ど
う
シ
ュ
リ
ン
ク
し
て
落
ち
着
く

の
か
と
い
う
落
と
し
所
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と

が
す
ご
く
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
自
治
体
主
導
の
観
光
振
興
は
広
く
薄
く
み
ん

な
で
助
か
ろ
う
と
し
ま
す
が
、
現
実
的
に
そ
れ

は
不
可
能
で
す
よ
ね
。
観
光
課
が
予
算
を
持
ち
、

観
光
協
会
に
ち
び
ち
び
小
遣
い
を
あ
げ
る
よ
う

な
こ
と
を
し
て
い
て
も
、
誰
も
助
か
ら
な
い
。

「
自
治
体
も
大
変
だ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
機
会
に

行
政
か
ら
観
光
を
外
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
本
気
で
広
域
の
D
M
O
を
し
っ
か
り
作
っ
て
、

財
源
は
宿
泊
税
で
賄
わ
な
い
と
ヤ
バ
い
で
す

よ
」
と
い
う
話
を
自
治
体
の
関
係
者
に
し
て
い

ま
す
。

　
こ
こ
は
正
直
、
首
長
の
判
断
し
か
な
い
ん
で

す
よ
。
政
治
を
動
か
す
し
か
な
い
の
で
、
僕
も

自
分
の
エ
リ
ア
で
や
っ
て
い
る
の
は
そ
れ
だ
け

で
す
。
D
M
O
の
事
業
と
い
う
よ
り
は
、
政
治

を
動
か
す
た
め
に
自
分
が
嫌
わ
れ
者
に
な
っ
て

も
言
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
く

ら
い
の
危
機
感
で
す
。

　
勝
ち
組
と
負
け
組
の
地
域
が
は
っ
き
り
し
た

時
に
、
負
け
組
の
地
域
に
な
っ
た
ら
、
事
業
者

の
立
場
か
ら
す
れ
ば
い
く
ら
投
資
を
し
て
も
無

駄
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
こ
は
命
が
け
で
、

い
い
格
好
し
い
の
政
治
の
観
光
振
興
は
や
め
ろ

と
、
は
っ
き
り
経
営
者
の
立
場
で
言
っ
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
か
な
と
い
う
の
が
正
直
な
部

分
で
す
。

　
も
う
一
つ
重
要
な
の
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
は
旅

館
に
し
て
み
た
ら
コ
ス
ト
で
し
か
な
い
わ
け
で

す
。
対
策
を
し
っ
か
り
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、

は
協
会
の
自
主
財
源
で
急
い
で
作
り
ま
し
た
が
、

飲
食
店
や
施
設
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　
4
月
21
日
の
「
医
療
従
事
者
用
エ
イ
坊
ク
ー

ポ
ン
リ
リ
ー
ス
」
と
い
う
の
は
、
家
族
へ
の
感

染
を
防
ぐ
た
め
病
院
で
寝
泊
ま
り
す
る
医
療
従

事
者
を
支
援
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
ホ
テ
ル

と
医
療
従
事
者
を
1
対
1
で
マ
ッ
チ
ン
グ
し
ま

し
た
。

 

4
月
24
日
か
ら
始
ま
っ
た
映
画
祭
タ
イ
ト
ル

の
「
や
ー
ぐ
ま
い
」
と
は
家
ご
も
り
と
い
う
意

味
で
、
沖
縄
市
に
は
K
O
Z
A
フ
ィ
ル
ム
オ
フ

ィ
ス
と
い
う
撮
影
支
援
団
体
が
あ
る
の
で
、
市

内
で
ロ
ケ
が
行
わ
れ
た
映
画
の
W
e
b
無
料
配

信
を
し
ま
し
た
。
ま
た
5
月
25
日
か
ら
、
観
光

協
会
の
財
源
で
出
し
た
ク
ー
ポ
ン
が
支
持
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
で
、
沖
縄
市
が
予
算
化
し
て

2
0
0
万
円
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
協
会
の
自
主
財
源
で
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

シ
ア
タ
ー
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
25
台
の
募
集

に
対
し
、
7
0
0
名
を
超
え
る
応
募
・
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
好
評

に
つ
き
7
月
後
半
か
ら
常
設
実
施
を
予
定
し
て

い
る
ほ
か
、
県
内
の
他
地
域
に
も
波
及
し
、
南

城
市
で
は
3
6
0
台
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
6
月
5
日
か
ら
は
沖
縄
県
の
宿
泊
補
助
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
に
県
内
の
観
光
協
会
と
し
て
唯
一

参
加
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ま
で
の
協
会
の
取
り
組
み
で
す
が
、

2
0
1
9
年
12
月
か
ら
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
チ
ー
ム
を
作
り
、
毎
日
S
N
S
の
更
新
を

し
て
い
ま
す
。
毎
日
更
新
を
始
め
る
と
同
時
に

「
い
い
ね
！
」
の
数
が
大
き
く
伸
び
、

2
0
2
0
年
2
月
か
ら
伸
び
が
鈍
っ
た
の
で
、

1
0
0
0
円
く
ら
い
の
広
告
を
月
額
2
0
0
0

〜
3
0
0
0
円
程
度
打
っ
た
と
こ
ろ
、
ま
た
伸

び
る
よ
う
に
な
り
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は

巣
ご
も
り
に
マ
ッ
チ
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
配
信

し
て
、
再
び
増
加
傾
向
に
な
り
ま
し
た
。

　
リ
ー
チ
を
増
や
す
方
法
の
一
つ
と
し
て
は

S
N
S
で
「
乗
っ
か
る
」
取
り
組
み
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ばO

ffi
cial

髭
男d

ism

は
沖
縄
市
の

ゲ
ー
ト
通
り
で
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
を
撮
影

し
た
の
で
、
S
N
S
で#O

ffi
cial

髭
男dism

と

い
う
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
つ
け
て
発
信
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
市
内
で
撮
影
さ
れ
た
映
画
や
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
、
さ
ら
に
そ
の
映
画
に
出
演

し
た
俳
優
な
ど
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
つ
け
、
積

極
的
に
「
乗
っ
か
る
」
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
S
N
S
の
発
信
内
容
も
最
初
は
市
内
の
公
園

や
店
の
情
報
が
中
心
で
し
た
が
、
県
民
対
象
の

施
設
や
知
る
人
ぞ
知
る
沖
縄
市
の
お
店
情
報
な

ど
県
内
か
ら
の
誘
客
を
目
的
と
し
た
発
信
へ
と

広
げ
て
い
ま
す
。
常
に
情
報
を
発
信
し
続
け
る

こ
と
で
、
自
粛
緩
和
と
と
も
に
近
隣
市
町
村⇒

県
内
全
域⇒

国
内
全
域⇒

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
い

う
形
で
、
徐
々
に
来
訪
の
発
地
元
を
広
げ
る
こ

と
が
目
的
で
す
。

　
今
後
は
修
学
旅
行
に
対
す
る
営
業
を
再
開
し
、

商
談
会
を
積
極
的
に
実
施
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
沖
縄
市
の
修
学
旅
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
こ

こ
3
年
で
平
和
講
話
や
文
化
体
験
の
参
加
人

数
・
団
体
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
一
方
、
中
心
市

街
地
に
90
〜
1
2
0
分
滞
在
す
る
ま
ち
あ
る
き

が
参
加
人
数
・
団
体
数
と
も
に
増
え
て
い
ま
す
。

2
0
1
7
年
の
ま
ち
あ
る
き
の
参
加
は
56
団
体

3
6
3
5
人
だ
っ
た
の
に
対
し
、
2
0
1
9
年
度

は
76
団
体
7
0
5
6
人
と
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
ま

す
。
ド
ル
に
よ
る
買
物
や
ラ
ン
チ
の
支
払
い
に
よ

る
高
付
加
価
値
の
商
品
開
発
と
販
売
を
行
い
、

経
済
的
な
価
値
を
市
内
の
飲
食
店
・
商
店
街
に

提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
実
施
し
た
い
の
は
、
関
係
性
が
強

か
っ
た
り
、
共
通
項
の
あ
る
エ
リ
ア
へ
の
積
極

的
な
営
業
で
す
。
ま
ず
、
大
阪
府
豊
中
市
、
愛

知
県
東
海
市
、
山
形
県
米
沢
市
、
東
京
都
町
田

市
な
ど
兄
弟
姉
妹
都
市
か
ら
の
誘
客
で
す
。
さ

ら
に
昨
年
訪
問
し
て
親
交
を
深
め
た
の
が
韓
国

の
平
澤
（
ピ
ョ
ン
テ
ク
）
市
で
す
。
米
軍
基
地

が
あ
る
街
で
、
沖
縄
市
と
同
じ
様
な
通
り
・
商

店
街
が
あ
り
ま
す
。
台
北
市
の
迪
化
街
（
デ
ー

フ
ォ
ア
ジ
ェ
）
は
商
店
街
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

的
な
方
と
週
1
回
く
ら
い
L
I
N
E
で
情
報
交

換
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
を
き
っ
か
け
に
ま
ち
を

P
R
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
地
元
の
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
F
C
琉
球
の
応
援
店
舗
リ
ス
ト
の
サ
イ

ト
を
作
っ
て
S
N
S
に
リ
ン
ク
を
貼
り
、
そ
こ

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
店
舗
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
で
人
を
呼
ぶ
だ
け
で

な
く
、
ま
ち
の
飲
食
店
に
お
金
を
落
と
す
た
め

の
仕
組
み
を
作
っ
て
い
ま
す
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　

〈
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
〉

山
田（
雄
） 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
頑
張
っ
て
お
ら

れ
る
3
人
の
方
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

危
機
へ
の
対
処
は
三
者
三
様
で
す
が
、
こ
の
2

ヶ
月
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
き
た
こ

と
が
伝
わ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　
清
永
さ
ん
か
ら
は
、
佐
渡
の
リ
ブ
ラ
ン
ド
に

取
り
組
み
つ
つ
、
コ
ロ
ナ
と
い
う
ク
ラ
イ
シ
ス

を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
が

伝
わ
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
国
際
的
な
観

光
の
潮
流
、
特
に
欧
州
に
つ
い
て
把
握
し
、
う

ま
く
佐
渡
の
観
光
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
い
き

た
い
と
常
々
考
え
ら
れ
て
い
た
中
、
そ
の
思
い

と
実
態
が
な
か
な
か
地
域
で
噛
み
合
わ
な
か
っ

た
と
こ
ろ
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
リ
ス
ク
と
ク

ラ
イ
シ
ス
に
直
面
し
た
時
、
そ
れ
を
う
ま
く
機

会
に
変
え
な
が
ら
動
い
て
き
た
と
言
え
ま
す
。

「
足
で
稼
ぐ
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
ま
し
た
が
、

い
ろ
い
ろ
な
関
係
者
に
交
渉
し
、
衛
生
基
準
な

ど
反
対
の
声
も
大
き
い
中
で
非
常
に
ご
苦
労
さ

れ
な
が
ら
、
動
か
れ
て
き
た
と
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。

　
井
口
さ
ん
は
雪
国
観
光
圏
と
い
う
D
M
O
を

ま
う
。
な
の
で
、
僕
は
業
界
と
し
て
ど
こ
か
で

線
を
引
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
サ
ク
ラ
ク
オ
リ
テ
ィ
は
そ
う
い
う
時
に
役
立

つ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
「
こ
れ
以
上
は
し
な

く
て
い
い
の
で
は
」
と
い
う
線
を
業
界
で
引
か

な
い
と
、
ず
っ
と
コ
ス
ト
を
抱
え
て
し
ま
う
の

で
、
そ
こ
は
D
M
O
の
人
た
ち
も
冷
静
に
見
て

も
ら
い
た
い
で
す
よ
ね
。
コ
ロ
ナ
コ
ロ
ナ
と
大

騒
ぎ
す
る
の
で
は
な
く
、
経
営
で
き
る
分
岐
点

は
ど
こ
な
ん
だ
と
。
「
や
り
過
ぎ
な
い
こ
と
」

と
い
う
の
も
、
僕
は
大
事
な
テ
ー
マ
か
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
旅
館
と
し
て
は
、
今
は
チ
ャ
ン
ス
以
外
な
い

と
思
い
ま
す
。ryu

gon

は
海
外
の
お
客
様
が

地
方
を
旅
し
た
時
の
宿
の
提
案
な
の
で
、
今
は

海
外
旅
行
に
行
け
な
い
お
客
様
が
た
く
さ
ん
い

て
、
海
外
旅
行
で
旅
慣
れ
た
日
本
の
お
客
様
に

楽
し
め
る
の
で
は
と
い
う
し
つ
ら
え
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

　
な
の
で
今
ま
で
は
や
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

む
し
ろ
僕
は
今
、
積
極
的
に
旅
行
会
社
に
営
業

に
行
っ
て
い
ま
す
。
高
級
バ
ス
を
使
っ
て
い
る

旅
行
会
社
で
2
泊
ツ
ア
ー
を
作
っ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
D
M
O
と
宿
で
は
や
る
べ
き
こ
と
に

若
干
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
基
本
は
そ
う
い

う
こ
と
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
田（
雄
）　
政
治
を
動
か
す
と
い
う
話
が
あ
り

ま
し
た
が
、
競
争
力
を
持
ち
な
が
ら
観
光
振
興

を
持
続
的
に
や
っ
て
い
く
に
は
、
地
域
の
観
光

振
興
の
仕
組
み
自
体
を
も
う
少
し
変
え
て
い
か

な
い
と
難
し
い
と
い
う
の
が
、
井
口
さ
ん
が
感

じ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

山
田（
一
）
　2
月
下
旬
に
僕
は
「
無
収
入
で
生

存
で
き
る
期
間
っ
て
ど
れ
く
ら
い
な
ん
だ
ろ

う
」
と
考
え
ま
し
た
。
決
ま
っ
て
い
る
補
助
金

以
外
に
収
入
が
な
か
っ
た
ら
、
ど
れ
く
ら
い
う

ち
の
組
織
で
人
を
キ
ー
プ
で
き
る
か
と
。
計
算

し
て
み
た
結
果
、
1
年
く
ら
い
な
ら
な
ん
と
か

無
収
入
で
も
食
わ
せ
て
い
け
る
な
と
思
っ
た
の

で
、
職
員
み
ん
な
に
そ
う
い
う
発
表
を
し
ま
し

た
。

　
観
光
協
会
は
地
域
の
人
を
幸
せ
に
す
る
こ
と

が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
僕

の
半
径
10
m
の
人
が
幸
せ
で
な
け
れ
ば
そ
れ
は

不
可
能
と
い
う
こ
と
で
、
内
側
と
外
側
の
両
方

に
対
す
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
考
え
ま
し
た
。

　
全
職
員
に
対
し
て
は
4
月
に
遡
り
、
昇
給
を

実
施
し
ま
し
た
。
う
ち
の
規
定
で
は
契
約
社
員

は
賞
与
が
な
い
の
で
す
が
6
月
に
一
律
で
賞
与

を
出
し
、
パ
ー
ト
の
人
に
も
一
時
金
を
出
し
ま

し
た
。
み
ん
な
で
頑
張
ろ
う
と
い
う
ム
ー
ド
を

作
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
外
に
対
し
て
は
、
先
ほ
ど
共
通
項
や
関
わ
り

の
あ
る
地
域
に
個
別
に
営
業
し
て
い
く
と
話
し

ま
し
た
が
、
昨
年
は
、
油
田
が
あ
り
、
ホ
ー
チ

ミ
ン
の
倍
の
所
得
が
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
の
ブ
ン
タ

ウ
の
商
工
会
議
所
と
仲
良
く
な
り
、
1
校
だ
け

あ
る
日
本
語
学
校
で
プ
レ
ゼ
ン
を
し
ま
し
た
。

「
年
に
1
度
、
日
本
に
日
本
語
を
話
し
に
来
ま

す
」
と
い
う
話
に
な
り
、
今
年
4
月
に
校
長
先

生
が
来
日
す
る
予
定
が
コ
ロ
ナ
で
延
期
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ベ
ト
ナ
ム
と
の
往
来
が

再
開
し
そ
う
な
の
で
、
再
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、G

oT
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
修
学
旅
行

も
対
象
な
の
で
、
旅
行
会
社
に
対
し
て
「
こ
れ

を
活
用
し
て
沖
縄
市
に
来
ま
せ
ん
か
」
と
い
う

ア
プ
ロ
ー
チ
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ゲ

リ
ラ
的
な
形
で
す
が
、
が
ん
が
ん
営
業
し
に
行

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
田（
雄
） 

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
本
当
に
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
起
き
、
4
、
5
月
は
先
が
見

え
な
い
状
況
で
し
た
。
や
っ
と
明
る
さ
も
見
え

て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
こ
う
し
た
危
機
が
起

き
る
可
能
性
が
あ
る
わ
け
で
、
ど
う
い
う
観
光

地
に
し
て
い
き
た
い
の
か
、
中
長
期
的
に
考
え

て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

 

今
日
の
み
な
さ
ん
の
お
話
で
改
め
て
重
要
だ

と
感
じ
た
の
は
、
日
常
的
に
い
ろ
い
ろ
な
人
た

ち
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
お
く
こ
と
で
す
。

清
永
さ
ん
か
ら
は
お
客
様
に
対
す
る
C
R
M
の

話
、
山
田
さ
ん
か
ら
は
観
光
協
会
内
の
職
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
話
と
と
も
に
、
す
ぐ
営
業

に
行
け
る
態
勢
を
作
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

こ
う
い
う
状
況
で
は
非
常
に
重
要
と
言
え
ま
す
。

　
ま
た
、
井
口
さ
ん
のryu

gon

と
い
う
施
設

が
今
のw

ith

コ
ロ
ナ
の
中
で
価
値
を
発
揮
し
て

い
る
と
い
う
話
に
つ
い
て
は
、
雪
国
観
光
圏
の

コ
ン
セ
プ
ト
に
共
鳴
す
る
方
達
と
培
っ
て
き
た

つ
な
が
り
が
や
は
り
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す

し
、
こ
う
し
た
危
機
で
は
、
あ
る
種
贅
肉
が
落

と
さ
れ
る
よ
う
な
形
で
強
み
に
な
る
と
。
平
時

で
は
な
か
な
か
見
え
な
い
も
の
が
、
強
み
と
し

て
展
開
さ
れ
る
機
会
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
井
口
さ
ん
の
お
話
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今

回
の
よ
う
な
危
機
を
迎
え
、
日
本
版
D
M
O
に

つ
い
て
あ
る
程
度
の
機
能
や
役
割
を
見
直
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
、
日
本
だ
け
で
な
く
、
全
世
界
の
観
光
局
が

こ
の
悩
み
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が

落
ち
着
い
て
き
た
暁
に
は
、
海
外
で
の
対
応
を

見
な
が
ら
、
日
本
の
観
光
地
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

を
高
め
て
い
く
方
法
を
引
き
続
き
考
え
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
記
事
は
、2
0
2
0
年
6
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
w
e
b
セ
ミ
ナ
ー

「
D
M
O
情
報
交
換
シ
ン
ポ
2
0
2
0
0
6
1
7
」を
テ
キ
ス
ト
化
し
、再
録
し
た
も
の
で
す
。

そ
の
模
様
は

https://w
w
w
.youtube.com

/w
atch?v=

ZB
5945ZN

o54&
feature=

youtu.be

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

2w
ith

コロ
ナ
、

post
コロ
ナ
に
お
け
る

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
取
り
組
み

一
般
社
団
法
人
雪
国
観
光
圏 

代
表
理
事
。株
式
会
社
い
せ
ん
代
表
取
締
役
。新
潟
県
南

魚
沼
郡
湯
沢
町
生
ま
れ
。東
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
経
営
学
部
卒
。旅
館
経
営（「
越
後
湯
澤

Ｈ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｏ
井
仙
」）の
か
た
わ
ら
、2
0
0
8
年
に一
般
社
団
法
人
雪
国
観
光
圏
を

設
立
。2
0
1
8
年
に
国
の
登
録
有
形
文
化
財
で
あ
る
温
泉
御
宿
龍
言
の
経
営
を
引
き

継
ぎ
、ryugon

と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。雪
国
の
文
化
や
地
域
と
共
生
す
る
新
し
い
旅

館
の
モ
デ
ル
を
目
指
す
。著
書
に『
ユ
キ
マ
ロ
ゲ
経
営
理
論
―
地
域
を
活
性
化
さ
せ
た

「
雪
国
観
光
圏
」の
発
想
法
と
組
織
づ
く
り
』（
柏
艪
舎
、2
0
1
3
年
）

井
口
智
裕（
い
ぐ
ち
・
と
も
ひ
ろ
）

一般
社
団
法
人
佐
渡
観
光
交
流
機
構 

専
務
理
事
。鹿
児
島
県
生
ま
れ
。慶
應
義
塾
大
学

卒
。サ
ン
ト
リ
ー
で
6
年
間
勤
務
後
、郷
里
鹿
児
島
で
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
飲
食
店

の
運
営
を
3
年
。そ
の
後
ス
キ
ー
場
の
再
生
を
担
う
フ
ァ
ン
ド
等
で
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
再

生
に
12
年
携
わ
り
、黒
字
化
。2
0
1
8
年
、佐
渡
観
光
交
流
機
構
設
立
時
か
ら
外
部

人
材
と
し
て
現
職
。

清
永
治
慶（
き
よ
な
が
・
は
る
の
ぶ
）

一般
社
団
法
人
沖
縄
市
観
光
物
産
振
興
協
会 

事
務
局
長
。大
阪
府
生
ま
れ
。大
阪
府
立

大
学
工
学
部
卒
。リ
ク
ル
ー
ト
で
就
職
情
報
誌
、中
古
車
情
報
誌
の
後
、旅
行
情
報
誌
で

沖
縄
を
担
当
。人
材
会
社
、I
T
系
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
会
社
等
を
経
て
、2
0
1
3
年
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
と
な
り
沖
縄
へ
。企
業
の
顧
問・ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
活
動
。2
0
1
7
年

か
ら
現
職
。協
会
の
D
M
O
化
、旅
行
業
登
録
、協
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発
、修
学

旅
行
向
け
プ
ラ
ン
の
開
発・営
業
な
ど
補
助
金
に
過
度
に
頼
ら
な
い
経
営
を
実
践
。

山
田
一
誠（
や
ま
だ
・
か
ず
せ
い
）

（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
観
光
政
策
研
究
部
長
）

山
田
雄
一

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

ベ
ク
ト
ル
に
し
、

旅
行
消
費
額
を

増
や
す
こ
と
が

目
的
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
2
年

前
か
ら
海
外
事

例
な
ど
を
調
べ
、

応
用
で
き
る
も

の
を
取
り
入
れ

た
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
プ
ラ
ン
を

作
っ
て
い
ま
し

か
、
そ
れ
ぞ
れ
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

清
永
　
コ
ロ
ナ
危
機
は
東
日
本
大
震
災
の
原
発

危
機
と
同
じ
だ
と
私
は
思
っ
て
い
て
、
そ
こ
で

ど
れ
だ
け
ブ
レ
な
い
で
営
業
し
て
い
く
か
が
大

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
は
何
を
や
る
か
と

言
う
と
、
や
は
り
ロ
イ
ヤ
ル
カ
ス
タ
マ
ー
を
ど

う
作
っ
て
い
く
か
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
佐
渡
で
は
、
C
R
M

を
ず
っ
と
や
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
仕

組
み
上
で
ど
ん
ど
ん
会
員
を
増
や
し
て
い
く
。

　
さ
ど
ま
る
倶
楽
部
で
は
、
ポ
イ
ン
ト
バ
ッ
ク

と
い
う
仕
組
み
を
既
に
作
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ど
ん
ど
ん
会
員
を
増
や
し
、
顧
客
デ
ー
タ
が
集

売
上
が
上
が
る

わ
け
で
は
な
い

で
す
が
、
人
に

よ
っ
て
は
非
常

に
過
敏
に
反
応

す
る
場
合
も
あ

り
、
そ
う
で
は

な
い
人
も
い
る
。

過
敏
な
反
応
の

人
に
基
準
を
合

わ
せ
て
し
ま
う

と
、
慢
性
的
に

旅
館
が
コ
ス
ト

高
に
な
っ
て
し

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
…
開
催
日
：
２
０
２
０
年
６
月

１７ 
日

withコロナ、postコロナにおけるＤＭＯの取り組み2

プレゼン資料
「日本のすべてがここにある The Pure Japan on Sado Island」
 P.2

「日本のすべてがここにある The Pure Japan on Sado Island」 P.19

大佐渡スカイラインから見る真野湾（jiro／PIXTA）

プレゼン資料
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し
て
い
る
た
め
、
少
し
戻
り
始
め
て
い
ま
す
。

目
標
と
す
る
1
月
の
水
準
に
は
ま
だ
ま
だ
達
す

る
レ
ベ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
終
的
に
は

昨
年
や
一
昨
年
の
数
字
に
戻
る
の
で
は
と
思
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
コ
ロ
ナ
禍
が
本
格
化
し
た

2
〜
3
月
は
も
と
も
と
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
な
の
で
、

ま
だ
十
分
で
は
な
か
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
や
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
作
り
込
み
な
ど
の
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
話
す
と
、
今
ま
で
の
国
内

旅
行
は
「
非
日
常
」
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
1
泊
2
日
で
観
光
名
所
を
回
り
、
商
業
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い
う
画
一
的
な
対
応
に
な

り
が
ち
で
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
雪
国
観
光
圏

が
提
案
し
て
き
た
の
は
「
異
日
常
」
で
す
。
地

域
の
暮
ら
し
や
文
化
を
体
験
し
た
り
、
地
域
の

人
と
触
れ
合
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学

ぶ
旅
を
意
味
し
ま
す
。

　
異
日
常
型
へ
の
移
行
と
い
う
の
は
昔
か
ら
言

わ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
が
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ

る
旅
館
な
ど
の
設
備
投
資
が
ま
ま
な
ら
ず
、

D
M
O
に
も
そ
う
い
う
意
識
が
な
か
っ
た
り
、

な
か
な
か
ど
こ
の
観
光
地
も
苦
戦
し
て
い
る
状

況
が
あ
り
ま
す
。
幸
い
、
雪
国
観
光
圏
は
そ
う

い
う
フ
レ
ー
ム
を
持
っ
て
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な

旅
館
事
業
者
で
、
そ
う
い
う
活
動
を
す
る
と
こ

ろ
が
増
え
て
き
た
の
で
、
コ
ロ
ナ
は
む
し
ろ
そ

う
し
た
方
向
に
変
革
を
す
る
い
い
チ
ャ
ン
ス
と

思
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
は
本
当
に
地
域
間
競
争
が
激
化
す
る
と

痛
感
し
て
お
り
、
中
途
半
端
な
「
D
M
O
ご
っ

こ
」
な
ら
や
ら
な
い
方
が
い
い
の
で
は
と
思
い

ま
す
。
D
M
O
は
本
来
、
き
ち
ん
と
し
た
財
源

と
権
限
が
あ
っ
て
観
光
を
推
進
す
る
組
織
で
あ

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
で
そ
れ
を
や

る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
で
す
よ
ね
。

　
本
来
、
D
M
O
は
方
針
を
示
す
い
わ
ば
監
督

的
な
役
割
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
い
く
ら
監

督
が
頑
張
っ
て
も
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
旅
館

や
飲
食
店
が
そ
の
意
思
に
沿
っ
て
動
か
な
け
れ

ば
し
か
た
が
な
い
わ
け
で
す
。

　
ま
た
、
日
本
は
行
政
が
非
常
に
強
い
の
で
、

自
治
体
が
監
督
を
や
り
た
が
っ
た
り
、
場
合
に

よ
っ
て
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
や
り
た
が
っ
た
り
す

る
の
で
、
す
ご
く
や
や
こ
し
く
な
っ
て
し
ま
う

の
で
す
が
、
雪
国
観
光
圏
で
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
を

ど
う
作
っ
て
、
仲
間
を
巻
き
込
ん
で
チ
ー
ム
に

す
る
か
を
ず
っ
と
意
識
し
て
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
危
機
は
そ
う
い
う
考
え
方
を
ま
と
め

る
い
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
と
思
っ
て

い
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
3

〈
沖
縄
市
観
光
物
産
振
興
協
会
〉

儲
け
る
観
光
協
会
の
作
り
方

〜
再
生
か
ら
D
M
O
に
む
け
て

山
田（
一
）　
沖
縄
市
は
那
覇
空
港
か
ら
車
で
約

40
分
の
距
離
に
位
置
し
、
ビ
ー
チ
や
有
名
な
観

光
地
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
沖
縄
最
大
と
な
る
嘉

手
納
基
地
の
〝
門
前
町
〞
で
す
。
最
盛
期
は
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
時
代
で
、
当
時
は
那
覇
よ
り
も
最

先
端
の
街
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
街
中
シ

ャ
ッ
タ
ー
街
で
す
が
、
商
店
主
の
皆
さ
ん
は
経

済
的
に
は
困
っ
て
お
ら
ず
実
は
富
裕
層
で
す
。

カ
ー
プ
の
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
長
く
利
用
さ
れ

て
お
り
、
F
C
琉
球
と
い
う
J
2
チ
ー
ム
が
あ

り
、
エ
イ
サ
ー
な
ど
の
伝
統
芸
能
も
盛
ん
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
危
機
で
、
沖
縄
市
観
光
物
産
振
興
協

会
が
行
っ
て
い
た
取
り
組
み
を
時
系
列
に
記
録

し
た
ア
ー
カ
イ
ブ
が
こ
ち
ら（
左
）で
す
。

　
3
月
13
日
の
経
済
産
業
省
等
の
コ
ロ
ナ
対
策

施
策
集
で
す
が
、
分
量
が
多
い
と
読
ん
で
い
た

だ
け
な
い
の
で
、
5
枚
く
ら
い
に
ま
と
め
て
全

会
員
に
送
り
ま
し
た
。
3
月
16
日
の
ク
ー
ポ
ン

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
4
月
22
日
に
タ
イ
国
政
府
観
光
庁
が
観
光
業

向
け
衛
生
安
全
基
準
を
策
定
す
る
と
い
う
ウ
ェ

ブ
記
事
を
目
に
し
、
す
ぐ
に
タ
イ
や
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
で
の
対
応
事
例
の
翻
訳
に
か
か
り
ま
し
た
。

5
月
1
日
に
行
わ
れ
た
行
政
の
コ
ロ
ナ
対
策
会

議
で
、
佐
渡
で
も
公
衆
衛
生
認
証
を
や
ろ
う
と

言
い
ま
し
た
が
、
「
補
助
金
を
出
す
の
が
大
変

だ
か
ら
今
は
協
力
で
き
な
い
」
と
い
う
話
だ
っ

た
の
で
、
「
で
は
、
う
ち
で
や
り
ま
す
」
と
い

う
こ
と
で
、
満
を
持
し
て
5
月
14
日
に
リ
リ
ー

ス
し
た
の
が
「
佐
渡
ク
リ
ー
ン
認
証
」
で
す
。

　
実
施
に
は
デ
ー
タ
と
権
威
が
必
要
だ
と
思
い
、

有
識
者
と
き
ち
ん
と
話
し
あ
っ
て
行
政
を
納
得

さ
せ
、
こ
の
ク
リ
ー
ン
認
証
を
受
け
な
い
と
補

助
金
が
受
け
ら
れ
な
い
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参

加
で
き
な
い
と
い
う
形
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
サ
ク
ラ
ク
オ
リ
テ
ィ
の
防
疫
ク

リ
ー
ン
マ
ー
ク
と
同
等
に
し
ま
し
ょ
う
と
い
う

働
き
か
け
も
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
5
月
1
日
に
は
「
島
を
守
る
た
め
に

今
は
ま
だ
来
な
い
で
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

英
語
版
と
繁
体
字
版
の
動
画
を
作
り
、

#stayh
o
m

e   #
travelto

m
o
rro

w

と
い
う

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
つ
け
た
と
こ
ろ
、
1
万
回
以

上
再
生
さ
れ
、「
い
い
ね
！
」が
海
外
か
ら
多
く

押
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
台
湾
か
ら
が
多
か
っ
た

で
す
。

　
そ
の
あ
と
は
、「
来
る
人
も
住
む
人
も
安
心

安
全
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
推
進
し
よ

う
と
い
う
こ
と
で
、
5
月
27
日
か
ら
佐
渡
汽
船

に
1
万
枚
の
マ
ス
ク
を
配
布
し
て
検
温
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
の
作
成
の
意
味
が
低
下
し
て
い
る
の
で
、

デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
移
行
す
る
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
と
も
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
危
機
と
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
似

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
観
光
業
界
の

復
活
は
早
く
、
一
度
縮
小
し
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

再
び
広
が
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

だ
と
思
い
ま
す
。
世
界
を
相
手
に
し
た
競
合
戦

略
や
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
み
、

住
む
人
と
暮
ら
す
よ
う
に
旅
す
る
人
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
、
佐
渡
を
世
界
に
名
だ
た
る
観
光
地

に
す
る
の
が
今
後
の
流
れ
な
の
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
2

〈
雪
国
観
光
圏
と
旅
館ryugon

〉

コ
ロ
ナ
は「
非
日
常
」か
ら

「
異
日
常
」へ
変
革
す
る
チ
ャ
ン
ス

井
口
　
私
は
雪
国
観
光
圏
を
2
0
0
8
年
に
立

ち
上
げ
て
5
〜
6
年
経
っ
た
頃
か
ら
、
旅
館
業

が
変
わ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
の
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
大
き
な
変
化
に
よ
っ
て
、

観
光
そ
の
も
の
が
大
き
く
シ
フ
ト
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　
雪
国
観
光
圏
は
今
ま
で
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
市

町
村
を
雪
国
文
化
で
つ
な
ぎ
、
一
つ
の
エ
リ
ア

と
し
て
発
信
し
て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
徐
々
に
注
目
さ
れ
る
中

で
課
題
は
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
体
感
さ
せ
る

場
が
な
か
っ
た
こ
と
で
、
事
業
者
と
し
て
の
私

は
、
越
後
湯
沢
駅
前
に
あ
る
「
越
後
湯
澤

H
A
T
A
G
O
井
仙
」
と
い
う
旅
館
の
経
営
に

加
え
、
2
年
前
に
南
魚
沼
市
に
あ
る
「
温
泉
御

宿
　
龍
言
」
と
い
う
旅
館
を
引
き
受
け
、
昨
年

「ryu
gon

」
と
い
う
宿
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

ま
し
た
。
伝
統
的
な
日
本
旅
館
を
、
通
年
で
雪

国
文
化
を
体
感
で
き
る
古
民
家
ホ
テ
ル
と
い
う

形
に
リ
ブ
ラ
ン
ド
し
て
い
ま
す
。

　
D
M
O
が
し
っ
か
り
ブ
ラ
ン
ド
を
発
信
す
る

と
同
時
に
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
事
業
者
が
し

っ
か
り
そ
れ
を
具
現
化
す
る
こ
と
、
「
沿
っ
て

い
く
」
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
い
ろ

ん
な
D
M
O
を
見
て
も
、
D
M
O
の
方
針
と
そ

の
地
域
の
宿
泊
事
業
者
が
マ
ッ
チ
し
て
い
な
い

ケ
ー
ス
は
よ
く
あ
り
、
雪
国
観
光
圏
が
作
っ
て

き
た
文
化
を
こ
こ
で
ど
う
体
感
さ
せ
る
か
が
重

要
で
す
。

　
そ
う
い
う
意
味
でryu

gon

は
雪
国
観
光
圏

が
作
っ
て
き
た
構
想
を
家
具
や
建
物
、
食
で
表

現
す
る
一
つ
の
モ
デ
ル
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
重
要
な
の
が
地
域
の
暮
ら
し
を
体
感
さ
せ

る
こ
と
で
、
そ
れ
は
旅
館
と
い
う
空
間
だ
け
で

は
で
き
な
い
の
で
、
ス
ノ
ー
ピ
ク
ニ
ッ
ク
や
田

ん
ぼ
ラ
ン
チ
と
い
っ
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
組

み
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　ryu
gon

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
か
ら
の
売

上
状
況
で
す
が
、
７
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は

対
前
年
比
平
均
1
4
0
％
で
推
移
し
て
い
ま
し

た
。
冬
は
シ
ー
ズ
ン
・
オ
フ
だ
っ
た
の
で
す
が
、

特
に
冬
が
好
調
で
、
倍
く
ら
い
に
増
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
で
雪
国
文
化
が
形
に
な
る
な
、
行
け
る

と
思
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
コ
ロ
ナ
が
広
ま
り
、

3
月
か
ら
売
上
は
急
激
に
減
少
し
ま
し
た
。
6

月
か
ら
は
新
潟
県
が
宿
泊
補
助
券
を
出
す
な
ど

た
。

　
コ
ロ
ナ
は
、
収
束
後
も
付
き
合
っ
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
と
認
識
し
た
の
が
2
月
中
旬
頃

で
、
2
月
末
に
は
既
に
作
っ
て
い
た
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
に
コ
ロ
ナ
対
策
を
入
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
収
束
の
前
後
で
ス
テ
ー
ジ
を
2
つ
に

分
け
、
ス
テ
ー
ジ
1
は
行
政
と
の
情
報
共
有
、

次
に
事
業
者
に
寄
り
添
う
こ
と
、
そ
し
て
観
光

事
業
者
の
窓
口
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思

い
ま
し
た
。
そ
の
後
が
収
束
に
向
け
た
環
境
整

備
、
さ
ら
に
反
転
攻
勢
に
向
け
た
ブ
ラ
ン
ド
力

の
ア
ッ
プ
、
資
源
を
デ
ジ
タ
ル
で
見
せ
る
、
そ

し
て
安
心
安
全
な
島
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
す
。

佐
渡
は
あ
ま
り
感
染
者
が
出
な
い
こ
と
が
予
測

さ
れ
た
の
で
こ
れ
を
強
み
と
考
え
ま
し
た
。
ス

テ
ー
ジ
2
は
観
光
客
へ
の
ヘ
イ
ト
が
起
き
る
と

思
い
、
島
内
島
外
に
向
け
て
ど
う
対
応
す
る
か

を
考
え
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
D
M
O
の
役
割
は
、
き
ち

ん
と
方
針
や
理
念
を
作
っ
て
他
の
観
光
地
を
ベ

ン
チ
マ
ー
ク
し
、
人
を
育
て
る
こ
と
で
あ
り
、

や
る
こ
と
は
コ
ロ
ナ
禍
前
と
変
わ
ら
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
加
え
、
観
光
協
会
が
、
地
域
で
リ
ス

ペ
ク
ト
さ
れ
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
チ
ャ
ン
ス
だ
と
。

　
ち
な
み
に
佐
渡
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

が
1
9
9
4
年
に
起
き
て
お
り
、
こ
の
時
に
観

光
客
ヘ
イ
ト
が
生
ま
れ
た
た
め
に
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
が
下
が
っ
た
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
海

外
で
は
今
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
持
続
可
能

性
）
と
レ
ス
ポ
ン
シ
ビ
リ
テ
ィ
（
地
域
へ
の
責

任
）
が
非
常
に
注
目
さ
れ
、
観
光
客
と
住
民
と

行
政
と
事
業
者
が
ど
う
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い

く
か
、
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
（
企
業
誘
致
や
投

資
）
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
企
業
支

援
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
予
定
に
し
て
い
ま

し
た
。

　
そ
の
た
め
に
2
年
前
か
ら
「
地
域
の
利
益
の

た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
」
と
い
う

経
営
理
念
を
決
め
、
地
域
に
と
っ
て
の
価
値
を

高
め
る
結
果
に
対
し
て
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
カ
ス
タ
マ
ー
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ

プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
C
R
M
）
を
重
視
し
て

「
さ
ど
ま
る
倶
楽
部
」
と
い
う
島
外
フ
ァ
ン
の

会
員
組
織
を
作
り
、
2
万
1
0
0
0
人
を
超
え

る
会
員
を
対
象
に
、
昨
年
12
月
か
ら
ア
プ
リ
と

観
光
地
域
通
貨
を
導
入
し
ま
し
た
。
　

　
コ
ロ
ナ
対
策
の
話
に
戻
り
ま
す
と
、
2
月
に

宿
泊
施
設
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
対
策
簡
易
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
り
ま
し
た
。
大
事
な
の
は
、
事
業
者

向
け
で
は
な
く
「
市
民
の
皆
様
へ
」
と
書
い
て

い
る
点
で
す
。
島
内
の
事
業
者
に
対
す
る
ヘ
イ

ト
が
起
き
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
観
光
客
に

対
す
る
ヘ
イ
ト
が
起
き
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
観
光
客
に
対
す
る
ヘ
イ
ト
を
な
く
す
、
地
元

に
D
M
O
が
リ
ス
ペ
ク
ト
さ
れ
る
に
は
地
域
の

役
に
立
ち
、
と
に
か
く
寄
り
添
お
う
と
い
う
こ

と
で
、
3
月
中
旬
に
バ
ー
チ
ャ
ル
物
産
展
を
実

施
す
る
と
非
常
に
好
反
応
を
得
ら
れ
、
4
月
下

旬
に
出
前
と
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
リ
ス
ト
を
作
り

ま
し
た
。
行
政
が
や
る
と
一
ヶ
月
か
か
る
と
い

う
話
で
し
た
が
5
日
で
実
行
で
き
ま
し
た
。
私

も
1
0
0
店
舗
を
3
日
間
で
回
り
、
地
元
の
意

見
を
集
め
ら
れ
た
の
が
大
き
か
っ
た
で
す
。
も

と
も
と
D
M
O
は
足
で
稼
ぐ
の
が
大
事
だ
な
と

山
田（
雄
）　
今
日
は
実
践
的
な
活
動
を
さ
れ
て

い
る
D
M
O
の
3
名
の
方
に
情
報
を
提
供
い
た

だ
き
な
が
ら
、
今
後
の
展
開
方
向
を
考
え
る
場

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
の
2
〜
3
ヶ
月
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
、

気
を
つ
け
て
き
た
の
か
お
話
し
い
た
だ
き
、
そ

の
あ
と
に
簡
単
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
1

〈
佐
渡
観
光
交
流
機
構
〉

「
地
域
の
利
益
の
た
め
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」で
あ
り
つ
づ
け
る

清
永
　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
今

の
取
り
組
み
を
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
2
年
前
に
佐
渡
に
来
ま
し
た
が
、
そ
の
前

は
ス
キ
ー
場
を
経
営
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
観

光
地
経
営
で
あ
る
D
M
O
と
ス
キ
ー
場
経
営
は

基
本
的
に
同
じ
で
、
D
M
O
の
役
割
は
行
政
と

民
間
事
業
者
を
つ
な
ぎ
、
仲
間
を
作
っ
て
同
じ

長
く
や
っ
て
き
て
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
だ
け

で
は
な
か
な
か
地
域
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
現
実
に
も
直
面
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
ご
自
身
の
事
業
と
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

たryu
gon

と
い
う
旅
館
を
通
じ
て
、
雪
国
観

光
圏
と
は
こ
う
い
う
も
の
だ
と
い
う
の
を
発
信

し
た
い
と
い
う
取
り
組
み
を
し
て
き
た
と
こ
ろ

に
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
が
あ
り
、
そ
れ
を
チ
ャ
ン

ス
に
切
り
替
え
て
い
こ
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
旅
館
の
価
値
観
や

旅
行
に
対
す
る
考
え
方
が
変
わ
っ
て
く
る
と
い

う
こ
と
も
想
定
し
、
着
実
に
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

や
商
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
言
え
ま

す
。

　
沖
縄
市
の
山
田
さ
ん
は
コ
ロ
ナ
禍
の
前
に
任

期
付
き
で
事
務
局
長
と
な
り
、
通
常
の
沖
縄
観

光
の
イ
メ
ー
ジ
で
売
れ
る
場
所
で
は
な
い
エ
リ

ア
で
、
各
事
業
者
と
協
力
し
な
が
ら
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
そ

れ
ま
で
培
っ
て
き
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
う
ま
く

使
い
な
が
ら
、
危
機
に
対
応
し
て
き
た
の
で
は

と
思
い
ま
す
。

　
お
三
方
の
話
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
今
回
の

コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
な
リ
ス
ク
に
対
し
て
「
こ
う

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う
唯
一
無
二
の

正
解
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
状
況

に
陥
る
前
ま
で
の
い
ろ
い
ろ
な
伏
線
や
取
り
組

み
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
が
非
常
に
大
き
く
影

響
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た

危
機
を
早
め
に
認
識
し
て
行
動
さ
れ
て
き
た
と

こ
ろ
が
、
今
の
状
況
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
7
月
以
降
に
ど
ん
な
取
り
組
み

や
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る

ま
る
ほ
ど
今
後
の
資
産
に
な
り
、
そ
う
す
る
と

広
告
が
要
ら
な
く
な
る
の
で
は
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
こ
れ
か
ら
多
分
、
安
心
安
全
を
非
常
に

重
視
す
る
人
は
観
光
地
に
な
か
な
か
来
な
い
の

で
は
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
信
頼
で
き
る
安
全

証
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
と
い
う
こ
と

で
、
さ
ど
ま
る
倶
楽
部
の
ア
プ
リ
会
員
に
し
っ

か
り
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、
お
客
様
が
「
私
は

安
全
だ
」
と
思
え
る
仕
組
み
を
作
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
ス
イ
ス
の
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
で
行
っ
て
い
る
、

何
年
も
通
っ
た
観
光
客
に
バ
ッ
ジ
を
進
呈
す
る

仕
組
み
と
ほ
ぼ
同
じ
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
先

達
の
や
っ
て
い
る
モ
デ
ル
を
し
っ
か
り
キ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
や
る
べ
き
こ

と
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

井
口
　
僕
は
コ
ロ
ナ
後
の
世
界
を
結
構
現
実
的

な
、
厳
し
い
目
で
見
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
旅

館
業
は
供
給
過
多
。
多
分
、
飲
食
店
も
旅
館
も

3
割
く
ら
い
は
廃
業
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。
社
会
構
造
が
変
化
し
た
時

に
、
地
域
は
ど
う
シ
ュ
リ
ン
ク
し
て
落
ち
着
く

の
か
と
い
う
落
と
し
所
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と

が
す
ご
く
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
自
治
体
主
導
の
観
光
振
興
は
広
く
薄
く
み
ん

な
で
助
か
ろ
う
と
し
ま
す
が
、
現
実
的
に
そ
れ

は
不
可
能
で
す
よ
ね
。
観
光
課
が
予
算
を
持
ち
、

観
光
協
会
に
ち
び
ち
び
小
遣
い
を
あ
げ
る
よ
う

な
こ
と
を
し
て
い
て
も
、
誰
も
助
か
ら
な
い
。

「
自
治
体
も
大
変
だ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
機
会
に

行
政
か
ら
観
光
を
外
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
本
気
で
広
域
の
D
M
O
を
し
っ
か
り
作
っ
て
、

財
源
は
宿
泊
税
で
賄
わ
な
い
と
ヤ
バ
い
で
す

よ
」
と
い
う
話
を
自
治
体
の
関
係
者
に
し
て
い

ま
す
。

　
こ
こ
は
正
直
、
首
長
の
判
断
し
か
な
い
ん
で

す
よ
。
政
治
を
動
か
す
し
か
な
い
の
で
、
僕
も

自
分
の
エ
リ
ア
で
や
っ
て
い
る
の
は
そ
れ
だ
け

で
す
。
D
M
O
の
事
業
と
い
う
よ
り
は
、
政
治

を
動
か
す
た
め
に
自
分
が
嫌
わ
れ
者
に
な
っ
て

も
言
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
く

ら
い
の
危
機
感
で
す
。

　
勝
ち
組
と
負
け
組
の
地
域
が
は
っ
き
り
し
た

時
に
、
負
け
組
の
地
域
に
な
っ
た
ら
、
事
業
者

の
立
場
か
ら
す
れ
ば
い
く
ら
投
資
を
し
て
も
無

駄
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
こ
は
命
が
け
で
、

い
い
格
好
し
い
の
政
治
の
観
光
振
興
は
や
め
ろ

と
、
は
っ
き
り
経
営
者
の
立
場
で
言
っ
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
か
な
と
い
う
の
が
正
直
な
部

分
で
す
。

　
も
う
一
つ
重
要
な
の
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
は
旅

館
に
し
て
み
た
ら
コ
ス
ト
で
し
か
な
い
わ
け
で

す
。
対
策
を
し
っ
か
り
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、

は
協
会
の
自
主
財
源
で
急
い
で
作
り
ま
し
た
が
、

飲
食
店
や
施
設
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　
4
月
21
日
の
「
医
療
従
事
者
用
エ
イ
坊
ク
ー

ポ
ン
リ
リ
ー
ス
」
と
い
う
の
は
、
家
族
へ
の
感

染
を
防
ぐ
た
め
病
院
で
寝
泊
ま
り
す
る
医
療
従

事
者
を
支
援
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
ホ
テ
ル

と
医
療
従
事
者
を
1
対
1
で
マ
ッ
チ
ン
グ
し
ま

し
た
。

 

4
月
24
日
か
ら
始
ま
っ
た
映
画
祭
タ
イ
ト
ル

の
「
や
ー
ぐ
ま
い
」
と
は
家
ご
も
り
と
い
う
意

味
で
、
沖
縄
市
に
は
K
O
Z
A
フ
ィ
ル
ム
オ
フ

ィ
ス
と
い
う
撮
影
支
援
団
体
が
あ
る
の
で
、
市

内
で
ロ
ケ
が
行
わ
れ
た
映
画
の
W
e
b
無
料
配

信
を
し
ま
し
た
。
ま
た
5
月
25
日
か
ら
、
観
光

協
会
の
財
源
で
出
し
た
ク
ー
ポ
ン
が
支
持
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
で
、
沖
縄
市
が
予
算
化
し
て

2
0
0
万
円
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
協
会
の
自
主
財
源
で
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

シ
ア
タ
ー
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
25
台
の
募
集

に
対
し
、
7
0
0
名
を
超
え
る
応
募
・
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
好
評

に
つ
き
7
月
後
半
か
ら
常
設
実
施
を
予
定
し
て

い
る
ほ
か
、
県
内
の
他
地
域
に
も
波
及
し
、
南

城
市
で
は
3
6
0
台
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
6
月
5
日
か
ら
は
沖
縄
県
の
宿
泊
補
助
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
に
県
内
の
観
光
協
会
と
し
て
唯
一

参
加
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ま
で
の
協
会
の
取
り
組
み
で
す
が
、

2
0
1
9
年
12
月
か
ら
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
チ
ー
ム
を
作
り
、
毎
日
S
N
S
の
更
新
を

し
て
い
ま
す
。
毎
日
更
新
を
始
め
る
と
同
時
に

「
い
い
ね
！
」
の
数
が
大
き
く
伸
び
、

2
0
2
0
年
2
月
か
ら
伸
び
が
鈍
っ
た
の
で
、

1
0
0
0
円
く
ら
い
の
広
告
を
月
額
2
0
0
0

〜
3
0
0
0
円
程
度
打
っ
た
と
こ
ろ
、
ま
た
伸

び
る
よ
う
に
な
り
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は

巣
ご
も
り
に
マ
ッ
チ
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
配
信

し
て
、
再
び
増
加
傾
向
に
な
り
ま
し
た
。

　
リ
ー
チ
を
増
や
す
方
法
の
一
つ
と
し
て
は

S
N
S
で
「
乗
っ
か
る
」
取
り
組
み
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ばO

ffi
cial

髭
男d

ism

は
沖
縄
市
の

ゲ
ー
ト
通
り
で
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
を
撮
影

し
た
の
で
、
S
N
S
で#O

ffi
cial

髭
男dism

と

い
う
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
つ
け
て
発
信
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
市
内
で
撮
影
さ
れ
た
映
画
や
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
、
さ
ら
に
そ
の
映
画
に
出
演

し
た
俳
優
な
ど
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
つ
け
、
積

極
的
に
「
乗
っ
か
る
」
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
S
N
S
の
発
信
内
容
も
最
初
は
市
内
の
公
園

や
店
の
情
報
が
中
心
で
し
た
が
、
県
民
対
象
の

施
設
や
知
る
人
ぞ
知
る
沖
縄
市
の
お
店
情
報
な

ど
県
内
か
ら
の
誘
客
を
目
的
と
し
た
発
信
へ
と

広
げ
て
い
ま
す
。
常
に
情
報
を
発
信
し
続
け
る

こ
と
で
、
自
粛
緩
和
と
と
も
に
近
隣
市
町
村⇒

県
内
全
域⇒

国
内
全
域⇒

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
い

う
形
で
、
徐
々
に
来
訪
の
発
地
元
を
広
げ
る
こ

と
が
目
的
で
す
。

　
今
後
は
修
学
旅
行
に
対
す
る
営
業
を
再
開
し
、

商
談
会
を
積
極
的
に
実
施
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
沖
縄
市
の
修
学
旅
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
こ

こ
3
年
で
平
和
講
話
や
文
化
体
験
の
参
加
人

数
・
団
体
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
一
方
、
中
心
市

街
地
に
90
〜
1
2
0
分
滞
在
す
る
ま
ち
あ
る
き

が
参
加
人
数
・
団
体
数
と
も
に
増
え
て
い
ま
す
。

2
0
1
7
年
の
ま
ち
あ
る
き
の
参
加
は
56
団
体

3
6
3
5
人
だ
っ
た
の
に
対
し
、
2
0
1
9
年
度

は
76
団
体
7
0
5
6
人
と
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
ま

す
。
ド
ル
に
よ
る
買
物
や
ラ
ン
チ
の
支
払
い
に
よ

る
高
付
加
価
値
の
商
品
開
発
と
販
売
を
行
い
、

経
済
的
な
価
値
を
市
内
の
飲
食
店
・
商
店
街
に

提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
実
施
し
た
い
の
は
、
関
係
性
が
強

か
っ
た
り
、
共
通
項
の
あ
る
エ
リ
ア
へ
の
積
極

的
な
営
業
で
す
。
ま
ず
、
大
阪
府
豊
中
市
、
愛

知
県
東
海
市
、
山
形
県
米
沢
市
、
東
京
都
町
田

市
な
ど
兄
弟
姉
妹
都
市
か
ら
の
誘
客
で
す
。
さ

ら
に
昨
年
訪
問
し
て
親
交
を
深
め
た
の
が
韓
国

の
平
澤
（
ピ
ョ
ン
テ
ク
）
市
で
す
。
米
軍
基
地

が
あ
る
街
で
、
沖
縄
市
と
同
じ
様
な
通
り
・
商

店
街
が
あ
り
ま
す
。
台
北
市
の
迪
化
街
（
デ
ー

フ
ォ
ア
ジ
ェ
）
は
商
店
街
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

的
な
方
と
週
1
回
く
ら
い
L
I
N
E
で
情
報
交

換
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
を
き
っ
か
け
に
ま
ち
を

P
R
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
地
元
の
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
F
C
琉
球
の
応
援
店
舗
リ
ス
ト
の
サ
イ

ト
を
作
っ
て
S
N
S
に
リ
ン
ク
を
貼
り
、
そ
こ

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
店
舗
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
で
人
を
呼
ぶ
だ
け
で

な
く
、
ま
ち
の
飲
食
店
に
お
金
を
落
と
す
た
め

の
仕
組
み
を
作
っ
て
い
ま
す
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　

〈
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
〉

山
田（
雄
） 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
頑
張
っ
て
お
ら

れ
る
3
人
の
方
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

危
機
へ
の
対
処
は
三
者
三
様
で
す
が
、
こ
の
2

ヶ
月
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
き
た
こ

と
が
伝
わ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　
清
永
さ
ん
か
ら
は
、
佐
渡
の
リ
ブ
ラ
ン
ド
に

取
り
組
み
つ
つ
、
コ
ロ
ナ
と
い
う
ク
ラ
イ
シ
ス

を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
が

伝
わ
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
国
際
的
な
観

光
の
潮
流
、
特
に
欧
州
に
つ
い
て
把
握
し
、
う

ま
く
佐
渡
の
観
光
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
い
き

た
い
と
常
々
考
え
ら
れ
て
い
た
中
、
そ
の
思
い

と
実
態
が
な
か
な
か
地
域
で
噛
み
合
わ
な
か
っ

た
と
こ
ろ
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
リ
ス
ク
と
ク

ラ
イ
シ
ス
に
直
面
し
た
時
、
そ
れ
を
う
ま
く
機

会
に
変
え
な
が
ら
動
い
て
き
た
と
言
え
ま
す
。

「
足
で
稼
ぐ
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
ま
し
た
が
、

い
ろ
い
ろ
な
関
係
者
に
交
渉
し
、
衛
生
基
準
な

ど
反
対
の
声
も
大
き
い
中
で
非
常
に
ご
苦
労
さ

れ
な
が
ら
、
動
か
れ
て
き
た
と
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。

　
井
口
さ
ん
は
雪
国
観
光
圏
と
い
う
D
M
O
を

ま
う
。
な
の
で
、
僕
は
業
界
と
し
て
ど
こ
か
で

線
を
引
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
サ
ク
ラ
ク
オ
リ
テ
ィ
は
そ
う
い
う
時
に
役
立

つ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
「
こ
れ
以
上
は
し
な

く
て
い
い
の
で
は
」
と
い
う
線
を
業
界
で
引
か

な
い
と
、
ず
っ
と
コ
ス
ト
を
抱
え
て
し
ま
う
の

で
、
そ
こ
は
D
M
O
の
人
た
ち
も
冷
静
に
見
て

も
ら
い
た
い
で
す
よ
ね
。
コ
ロ
ナ
コ
ロ
ナ
と
大

騒
ぎ
す
る
の
で
は
な
く
、
経
営
で
き
る
分
岐
点

は
ど
こ
な
ん
だ
と
。
「
や
り
過
ぎ
な
い
こ
と
」

と
い
う
の
も
、
僕
は
大
事
な
テ
ー
マ
か
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
旅
館
と
し
て
は
、
今
は
チ
ャ
ン
ス
以
外
な
い

と
思
い
ま
す
。ryu

gon

は
海
外
の
お
客
様
が

地
方
を
旅
し
た
時
の
宿
の
提
案
な
の
で
、
今
は

海
外
旅
行
に
行
け
な
い
お
客
様
が
た
く
さ
ん
い

て
、
海
外
旅
行
で
旅
慣
れ
た
日
本
の
お
客
様
に

楽
し
め
る
の
で
は
と
い
う
し
つ
ら
え
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

　
な
の
で
今
ま
で
は
や
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

む
し
ろ
僕
は
今
、
積
極
的
に
旅
行
会
社
に
営
業

に
行
っ
て
い
ま
す
。
高
級
バ
ス
を
使
っ
て
い
る

旅
行
会
社
で
2
泊
ツ
ア
ー
を
作
っ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
D
M
O
と
宿
で
は
や
る
べ
き
こ
と
に

若
干
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
基
本
は
そ
う
い

う
こ
と
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
田（
雄
）　
政
治
を
動
か
す
と
い
う
話
が
あ
り

ま
し
た
が
、
競
争
力
を
持
ち
な
が
ら
観
光
振
興

を
持
続
的
に
や
っ
て
い
く
に
は
、
地
域
の
観
光

振
興
の
仕
組
み
自
体
を
も
う
少
し
変
え
て
い
か

な
い
と
難
し
い
と
い
う
の
が
、
井
口
さ
ん
が
感

じ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

山
田（
一
）
　2
月
下
旬
に
僕
は
「
無
収
入
で
生

存
で
き
る
期
間
っ
て
ど
れ
く
ら
い
な
ん
だ
ろ

う
」
と
考
え
ま
し
た
。
決
ま
っ
て
い
る
補
助
金

以
外
に
収
入
が
な
か
っ
た
ら
、
ど
れ
く
ら
い
う

ち
の
組
織
で
人
を
キ
ー
プ
で
き
る
か
と
。
計
算

し
て
み
た
結
果
、
1
年
く
ら
い
な
ら
な
ん
と
か

無
収
入
で
も
食
わ
せ
て
い
け
る
な
と
思
っ
た
の

で
、
職
員
み
ん
な
に
そ
う
い
う
発
表
を
し
ま
し

た
。

　
観
光
協
会
は
地
域
の
人
を
幸
せ
に
す
る
こ
と

が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
僕

の
半
径
10
m
の
人
が
幸
せ
で
な
け
れ
ば
そ
れ
は

不
可
能
と
い
う
こ
と
で
、
内
側
と
外
側
の
両
方

に
対
す
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
考
え
ま
し
た
。

　
全
職
員
に
対
し
て
は
4
月
に
遡
り
、
昇
給
を

実
施
し
ま
し
た
。
う
ち
の
規
定
で
は
契
約
社
員

は
賞
与
が
な
い
の
で
す
が
6
月
に
一
律
で
賞
与

を
出
し
、
パ
ー
ト
の
人
に
も
一
時
金
を
出
し
ま

し
た
。
み
ん
な
で
頑
張
ろ
う
と
い
う
ム
ー
ド
を

作
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
外
に
対
し
て
は
、
先
ほ
ど
共
通
項
や
関
わ
り

の
あ
る
地
域
に
個
別
に
営
業
し
て
い
く
と
話
し

ま
し
た
が
、
昨
年
は
、
油
田
が
あ
り
、
ホ
ー
チ

ミ
ン
の
倍
の
所
得
が
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
の
ブ
ン
タ

ウ
の
商
工
会
議
所
と
仲
良
く
な
り
、
1
校
だ
け

あ
る
日
本
語
学
校
で
プ
レ
ゼ
ン
を
し
ま
し
た
。

「
年
に
1
度
、
日
本
に
日
本
語
を
話
し
に
来
ま

す
」
と
い
う
話
に
な
り
、
今
年
4
月
に
校
長
先

生
が
来
日
す
る
予
定
が
コ
ロ
ナ
で
延
期
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ベ
ト
ナ
ム
と
の
往
来
が

再
開
し
そ
う
な
の
で
、
再
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、G

oT
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
修
学
旅
行

も
対
象
な
の
で
、
旅
行
会
社
に
対
し
て
「
こ
れ

を
活
用
し
て
沖
縄
市
に
来
ま
せ
ん
か
」
と
い
う

ア
プ
ロ
ー
チ
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ゲ

リ
ラ
的
な
形
で
す
が
、
が
ん
が
ん
営
業
し
に
行

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
田（
雄
） 

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
本
当
に
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
起
き
、
4
、
5
月
は
先
が
見

え
な
い
状
況
で
し
た
。
や
っ
と
明
る
さ
も
見
え

て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
こ
う
し
た
危
機
が
起

き
る
可
能
性
が
あ
る
わ
け
で
、
ど
う
い
う
観
光

地
に
し
て
い
き
た
い
の
か
、
中
長
期
的
に
考
え

て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

 

今
日
の
み
な
さ
ん
の
お
話
で
改
め
て
重
要
だ

と
感
じ
た
の
は
、
日
常
的
に
い
ろ
い
ろ
な
人
た

ち
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
お
く
こ
と
で
す
。

清
永
さ
ん
か
ら
は
お
客
様
に
対
す
る
C
R
M
の

話
、
山
田
さ
ん
か
ら
は
観
光
協
会
内
の
職
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
話
と
と
も
に
、
す
ぐ
営
業

に
行
け
る
態
勢
を
作
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

こ
う
い
う
状
況
で
は
非
常
に
重
要
と
言
え
ま
す
。

　
ま
た
、
井
口
さ
ん
のryu

gon

と
い
う
施
設

が
今
のw

ith

コ
ロ
ナ
の
中
で
価
値
を
発
揮
し
て

い
る
と
い
う
話
に
つ
い
て
は
、
雪
国
観
光
圏
の

コ
ン
セ
プ
ト
に
共
鳴
す
る
方
達
と
培
っ
て
き
た

つ
な
が
り
が
や
は
り
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す

し
、
こ
う
し
た
危
機
で
は
、
あ
る
種
贅
肉
が
落

と
さ
れ
る
よ
う
な
形
で
強
み
に
な
る
と
。
平
時

で
は
な
か
な
か
見
え
な
い
も
の
が
、
強
み
と
し

て
展
開
さ
れ
る
機
会
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
井
口
さ
ん
の
お
話
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今

回
の
よ
う
な
危
機
を
迎
え
、
日
本
版
D
M
O
に

つ
い
て
あ
る
程
度
の
機
能
や
役
割
を
見
直
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
、
日
本
だ
け
で
な
く
、
全
世
界
の
観
光
局
が

こ
の
悩
み
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が

落
ち
着
い
て
き
た
暁
に
は
、
海
外
で
の
対
応
を

見
な
が
ら
、
日
本
の
観
光
地
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

を
高
め
て
い
く
方
法
を
引
き
続
き
考
え
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
記
事
は
、2
0
2
0
年
6
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
w
e
b
セ
ミ
ナ
ー

「
D
M
O
情
報
交
換
シ
ン
ポ
2
0
2
0
0
6
1
7
」を
テ
キ
ス
ト
化
し
、再
録
し
た
も
の
で
す
。

そ
の
模
様
は

https://w
w
w
.youtube.com

/w
atch?v=

ZB
5945ZN

o54&
feature=

youtu.be

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

2w
ith

コロ
ナ
、

post

コロ
ナ
に
お
け
る

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
取
り
組
み

一
般
社
団
法
人
雪
国
観
光
圏 

代
表
理
事
。株
式
会
社
い
せ
ん
代
表
取
締
役
。新
潟
県
南

魚
沼
郡
湯
沢
町
生
ま
れ
。東
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
経
営
学
部
卒
。旅
館
経
営（「
越
後
湯
澤

Ｈ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｏ
井
仙
」）の
か
た
わ
ら
、2
0
0
8
年
に一
般
社
団
法
人
雪
国
観
光
圏
を

設
立
。2
0
1
8
年
に
国
の
登
録
有
形
文
化
財
で
あ
る
温
泉
御
宿
龍
言
の
経
営
を
引
き

継
ぎ
、ryugon

と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。雪
国
の
文
化
や
地
域
と
共
生
す
る
新
し
い
旅

館
の
モ
デ
ル
を
目
指
す
。著
書
に『
ユ
キ
マ
ロ
ゲ
経
営
理
論
―
地
域
を
活
性
化
さ
せ
た

「
雪
国
観
光
圏
」の
発
想
法
と
組
織
づ
く
り
』（
柏
艪
舎
、2
0
1
3
年
）

井
口
智
裕（
い
ぐ
ち
・
と
も
ひ
ろ
）

一般
社
団
法
人
佐
渡
観
光
交
流
機
構 

専
務
理
事
。鹿
児
島
県
生
ま
れ
。慶
應
義
塾
大
学

卒
。サ
ン
ト
リ
ー
で
6
年
間
勤
務
後
、郷
里
鹿
児
島
で
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
飲
食
店

の
運
営
を
3
年
。そ
の
後
ス
キ
ー
場
の
再
生
を
担
う
フ
ァ
ン
ド
等
で
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
再

生
に
12
年
携
わ
り
、黒
字
化
。2
0
1
8
年
、佐
渡
観
光
交
流
機
構
設
立
時
か
ら
外
部

人
材
と
し
て
現
職
。

清
永
治
慶（
き
よ
な
が
・
は
る
の
ぶ
）

一般
社
団
法
人
沖
縄
市
観
光
物
産
振
興
協
会 

事
務
局
長
。大
阪
府
生
ま
れ
。大
阪
府
立

大
学
工
学
部
卒
。リ
ク
ル
ー
ト
で
就
職
情
報
誌
、中
古
車
情
報
誌
の
後
、旅
行
情
報
誌
で

沖
縄
を
担
当
。人
材
会
社
、I
T
系
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
会
社
等
を
経
て
、2
0
1
3
年
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
と
な
り
沖
縄
へ
。企
業
の
顧
問・ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
活
動
。2
0
1
7
年

か
ら
現
職
。協
会
の
D
M
O
化
、旅
行
業
登
録
、協
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発
、修
学

旅
行
向
け
プ
ラ
ン
の
開
発・営
業
な
ど
補
助
金
に
過
度
に
頼
ら
な
い
経
営
を
実
践
。

山
田
一
誠（
や
ま
だ
・
か
ず
せ
い
）

（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
観
光
政
策
研
究
部
長
）

山
田
雄
一

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

ベ
ク
ト
ル
に
し
、

旅
行
消
費
額
を

増
や
す
こ
と
が

目
的
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
2
年

前
か
ら
海
外
事

例
な
ど
を
調
べ
、

応
用
で
き
る
も

の
を
取
り
入
れ

た
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
プ
ラ
ン
を

作
っ
て
い
ま
し

か
、
そ
れ
ぞ
れ
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

清
永
　
コ
ロ
ナ
危
機
は
東
日
本
大
震
災
の
原
発

危
機
と
同
じ
だ
と
私
は
思
っ
て
い
て
、
そ
こ
で

ど
れ
だ
け
ブ
レ
な
い
で
営
業
し
て
い
く
か
が
大

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
は
何
を
や
る
か
と

言
う
と
、
や
は
り
ロ
イ
ヤ
ル
カ
ス
タ
マ
ー
を
ど

う
作
っ
て
い
く
か
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
佐
渡
で
は
、
C
R
M

を
ず
っ
と
や
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
仕

組
み
上
で
ど
ん
ど
ん
会
員
を
増
や
し
て
い
く
。

　
さ
ど
ま
る
倶
楽
部
で
は
、
ポ
イ
ン
ト
バ
ッ
ク

と
い
う
仕
組
み
を
既
に
作
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ど
ん
ど
ん
会
員
を
増
や
し
、
顧
客
デ
ー
タ
が
集

売
上
が
上
が
る

わ
け
で
は
な
い

で
す
が
、
人
に

よ
っ
て
は
非
常

に
過
敏
に
反
応

す
る
場
合
も
あ

り
、
そ
う
で
は

な
い
人
も
い
る
。

過
敏
な
反
応
の

人
に
基
準
を
合

わ
せ
て
し
ま
う

と
、
慢
性
的
に

旅
館
が
コ
ス
ト

高
に
な
っ
て
し

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
…
開
催
日
：
２
０
２
０
年
６
月
１７ 
日

withコロナ、postコロナにおけるＤＭＯの取り組み2
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し
て
い
る
た
め
、
少
し
戻
り
始
め
て
い
ま
す
。

目
標
と
す
る
1
月
の
水
準
に
は
ま
だ
ま
だ
達
す

る
レ
ベ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
終
的
に
は

昨
年
や
一
昨
年
の
数
字
に
戻
る
の
で
は
と
思
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
コ
ロ
ナ
禍
が
本
格
化
し
た

2
〜
3
月
は
も
と
も
と
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
な
の
で
、

ま
だ
十
分
で
は
な
か
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
や
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
作
り
込
み
な
ど
の
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
話
す
と
、
今
ま
で
の
国
内

旅
行
は
「
非
日
常
」
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
1
泊
2
日
で
観
光
名
所
を
回
り
、
商
業
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い
う
画
一
的
な
対
応
に
な

り
が
ち
で
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
雪
国
観
光
圏

が
提
案
し
て
き
た
の
は
「
異
日
常
」
で
す
。
地

域
の
暮
ら
し
や
文
化
を
体
験
し
た
り
、
地
域
の

人
と
触
れ
合
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学

ぶ
旅
を
意
味
し
ま
す
。

　
異
日
常
型
へ
の
移
行
と
い
う
の
は
昔
か
ら
言

わ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
が
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ

る
旅
館
な
ど
の
設
備
投
資
が
ま
ま
な
ら
ず
、

D
M
O
に
も
そ
う
い
う
意
識
が
な
か
っ
た
り
、

な
か
な
か
ど
こ
の
観
光
地
も
苦
戦
し
て
い
る
状

況
が
あ
り
ま
す
。
幸
い
、
雪
国
観
光
圏
は
そ
う

い
う
フ
レ
ー
ム
を
持
っ
て
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な

旅
館
事
業
者
で
、
そ
う
い
う
活
動
を
す
る
と
こ

ろ
が
増
え
て
き
た
の
で
、
コ
ロ
ナ
は
む
し
ろ
そ

う
し
た
方
向
に
変
革
を
す
る
い
い
チ
ャ
ン
ス
と

思
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
は
本
当
に
地
域
間
競
争
が
激
化
す
る
と

痛
感
し
て
お
り
、
中
途
半
端
な
「
D
M
O
ご
っ

こ
」
な
ら
や
ら
な
い
方
が
い
い
の
で
は
と
思
い

ま
す
。
D
M
O
は
本
来
、
き
ち
ん
と
し
た
財
源

と
権
限
が
あ
っ
て
観
光
を
推
進
す
る
組
織
で
あ

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
で
そ
れ
を
や

る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
で
す
よ
ね
。

　
本
来
、
D
M
O
は
方
針
を
示
す
い
わ
ば
監
督

的
な
役
割
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
い
く
ら
監

督
が
頑
張
っ
て
も
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
旅
館

や
飲
食
店
が
そ
の
意
思
に
沿
っ
て
動
か
な
け
れ

ば
し
か
た
が
な
い
わ
け
で
す
。

　
ま
た
、
日
本
は
行
政
が
非
常
に
強
い
の
で
、

自
治
体
が
監
督
を
や
り
た
が
っ
た
り
、
場
合
に

よ
っ
て
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
や
り
た
が
っ
た
り
す

る
の
で
、
す
ご
く
や
や
こ
し
く
な
っ
て
し
ま
う

の
で
す
が
、
雪
国
観
光
圏
で
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
を

ど
う
作
っ
て
、
仲
間
を
巻
き
込
ん
で
チ
ー
ム
に

す
る
か
を
ず
っ
と
意
識
し
て
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
危
機
は
そ
う
い
う
考
え
方
を
ま
と
め

る
い
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
と
思
っ
て

い
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
3

〈
沖
縄
市
観
光
物
産
振
興
協
会
〉

儲
け
る
観
光
協
会
の
作
り
方

〜
再
生
か
ら
D
M
O
に
む
け
て

山
田（
一
）　
沖
縄
市
は
那
覇
空
港
か
ら
車
で
約

40
分
の
距
離
に
位
置
し
、
ビ
ー
チ
や
有
名
な
観

光
地
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
沖
縄
最
大
と
な
る
嘉

手
納
基
地
の
〝
門
前
町
〞
で
す
。
最
盛
期
は
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
時
代
で
、
当
時
は
那
覇
よ
り
も
最

先
端
の
街
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
街
中
シ

ャ
ッ
タ
ー
街
で
す
が
、
商
店
主
の
皆
さ
ん
は
経

済
的
に
は
困
っ
て
お
ら
ず
実
は
富
裕
層
で
す
。

カ
ー
プ
の
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
長
く
利
用
さ
れ

て
お
り
、
F
C
琉
球
と
い
う
J
2
チ
ー
ム
が
あ

り
、
エ
イ
サ
ー
な
ど
の
伝
統
芸
能
も
盛
ん
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
危
機
で
、
沖
縄
市
観
光
物
産
振
興
協

会
が
行
っ
て
い
た
取
り
組
み
を
時
系
列
に
記
録

し
た
ア
ー
カ
イ
ブ
が
こ
ち
ら（
左
）で
す
。

　
3
月
13
日
の
経
済
産
業
省
等
の
コ
ロ
ナ
対
策

施
策
集
で
す
が
、
分
量
が
多
い
と
読
ん
で
い
た

だ
け
な
い
の
で
、
5
枚
く
ら
い
に
ま
と
め
て
全

会
員
に
送
り
ま
し
た
。
3
月
16
日
の
ク
ー
ポ
ン

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
4
月
22
日
に
タ
イ
国
政
府
観
光
庁
が
観
光
業

向
け
衛
生
安
全
基
準
を
策
定
す
る
と
い
う
ウ
ェ

ブ
記
事
を
目
に
し
、
す
ぐ
に
タ
イ
や
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
で
の
対
応
事
例
の
翻
訳
に
か
か
り
ま
し
た
。

5
月
1
日
に
行
わ
れ
た
行
政
の
コ
ロ
ナ
対
策
会

議
で
、
佐
渡
で
も
公
衆
衛
生
認
証
を
や
ろ
う
と

言
い
ま
し
た
が
、
「
補
助
金
を
出
す
の
が
大
変

だ
か
ら
今
は
協
力
で
き
な
い
」
と
い
う
話
だ
っ

た
の
で
、
「
で
は
、
う
ち
で
や
り
ま
す
」
と
い

う
こ
と
で
、
満
を
持
し
て
5
月
14
日
に
リ
リ
ー

ス
し
た
の
が
「
佐
渡
ク
リ
ー
ン
認
証
」
で
す
。

　
実
施
に
は
デ
ー
タ
と
権
威
が
必
要
だ
と
思
い
、

有
識
者
と
き
ち
ん
と
話
し
あ
っ
て
行
政
を
納
得

さ
せ
、
こ
の
ク
リ
ー
ン
認
証
を
受
け
な
い
と
補

助
金
が
受
け
ら
れ
な
い
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参

加
で
き
な
い
と
い
う
形
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
サ
ク
ラ
ク
オ
リ
テ
ィ
の
防
疫
ク

リ
ー
ン
マ
ー
ク
と
同
等
に
し
ま
し
ょ
う
と
い
う

働
き
か
け
も
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
5
月
1
日
に
は
「
島
を
守
る
た
め
に

今
は
ま
だ
来
な
い
で
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

英
語
版
と
繁
体
字
版
の
動
画
を
作
り
、

#stayh
o
m

e   #
travelto

m
o
rro

w

と
い
う

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
つ
け
た
と
こ
ろ
、
1
万
回
以

上
再
生
さ
れ
、「
い
い
ね
！
」が
海
外
か
ら
多
く

押
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
台
湾
か
ら
が
多
か
っ
た

で
す
。

　
そ
の
あ
と
は
、「
来
る
人
も
住
む
人
も
安
心

安
全
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
推
進
し
よ

う
と
い
う
こ
と
で
、
5
月
27
日
か
ら
佐
渡
汽
船

に
1
万
枚
の
マ
ス
ク
を
配
布
し
て
検
温
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
の
作
成
の
意
味
が
低
下
し
て
い
る
の
で
、

デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
移
行
す
る
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
と
も
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
危
機
と
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
似

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
観
光
業
界
の

復
活
は
早
く
、
一
度
縮
小
し
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

再
び
広
が
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

だ
と
思
い
ま
す
。
世
界
を
相
手
に
し
た
競
合
戦

略
や
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
み
、

住
む
人
と
暮
ら
す
よ
う
に
旅
す
る
人
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
、
佐
渡
を
世
界
に
名
だ
た
る
観
光
地

に
す
る
の
が
今
後
の
流
れ
な
の
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
2

〈
雪
国
観
光
圏
と
旅
館ryugon

〉

コ
ロ
ナ
は「
非
日
常
」か
ら

「
異
日
常
」へ
変
革
す
る
チ
ャ
ン
ス

井
口
　
私
は
雪
国
観
光
圏
を
2
0
0
8
年
に
立

ち
上
げ
て
5
〜
6
年
経
っ
た
頃
か
ら
、
旅
館
業

が
変
わ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
の
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
大
き
な
変
化
に
よ
っ
て
、

観
光
そ
の
も
の
が
大
き
く
シ
フ
ト
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　
雪
国
観
光
圏
は
今
ま
で
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
市

町
村
を
雪
国
文
化
で
つ
な
ぎ
、
一
つ
の
エ
リ
ア

と
し
て
発
信
し
て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
徐
々
に
注
目
さ
れ
る
中

で
課
題
は
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
体
感
さ
せ
る

場
が
な
か
っ
た
こ
と
で
、
事
業
者
と
し
て
の
私

は
、
越
後
湯
沢
駅
前
に
あ
る
「
越
後
湯
澤

H
A
T
A
G
O
井
仙
」
と
い
う
旅
館
の
経
営
に

加
え
、
2
年
前
に
南
魚
沼
市
に
あ
る
「
温
泉
御

宿
　
龍
言
」
と
い
う
旅
館
を
引
き
受
け
、
昨
年

「ryu
gon

」
と
い
う
宿
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

ま
し
た
。
伝
統
的
な
日
本
旅
館
を
、
通
年
で
雪

国
文
化
を
体
感
で
き
る
古
民
家
ホ
テ
ル
と
い
う

形
に
リ
ブ
ラ
ン
ド
し
て
い
ま
す
。

　
D
M
O
が
し
っ
か
り
ブ
ラ
ン
ド
を
発
信
す
る

と
同
時
に
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
事
業
者
が
し

っ
か
り
そ
れ
を
具
現
化
す
る
こ
と
、
「
沿
っ
て

い
く
」
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
い
ろ

ん
な
D
M
O
を
見
て
も
、
D
M
O
の
方
針
と
そ

の
地
域
の
宿
泊
事
業
者
が
マ
ッ
チ
し
て
い
な
い

ケ
ー
ス
は
よ
く
あ
り
、
雪
国
観
光
圏
が
作
っ
て

き
た
文
化
を
こ
こ
で
ど
う
体
感
さ
せ
る
か
が
重

要
で
す
。

　
そ
う
い
う
意
味
でryu

gon

は
雪
国
観
光
圏

が
作
っ
て
き
た
構
想
を
家
具
や
建
物
、
食
で
表

現
す
る
一
つ
の
モ
デ
ル
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
重
要
な
の
が
地
域
の
暮
ら
し
を
体
感
さ
せ

る
こ
と
で
、
そ
れ
は
旅
館
と
い
う
空
間
だ
け
で

は
で
き
な
い
の
で
、
ス
ノ
ー
ピ
ク
ニ
ッ
ク
や
田

ん
ぼ
ラ
ン
チ
と
い
っ
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
組

み
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　ryu
gon

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
か
ら
の
売

上
状
況
で
す
が
、
７
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は

対
前
年
比
平
均
1
4
0
％
で
推
移
し
て
い
ま
し

た
。
冬
は
シ
ー
ズ
ン
・
オ
フ
だ
っ
た
の
で
す
が
、

特
に
冬
が
好
調
で
、
倍
く
ら
い
に
増
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
で
雪
国
文
化
が
形
に
な
る
な
、
行
け
る

と
思
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
コ
ロ
ナ
が
広
ま
り
、

3
月
か
ら
売
上
は
急
激
に
減
少
し
ま
し
た
。
6

月
か
ら
は
新
潟
県
が
宿
泊
補
助
券
を
出
す
な
ど

た
。

　
コ
ロ
ナ
は
、
収
束
後
も
付
き
合
っ
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
と
認
識
し
た
の
が
2
月
中
旬
頃

で
、
2
月
末
に
は
既
に
作
っ
て
い
た
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
に
コ
ロ
ナ
対
策
を
入
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
収
束
の
前
後
で
ス
テ
ー
ジ
を
2
つ
に

分
け
、
ス
テ
ー
ジ
1
は
行
政
と
の
情
報
共
有
、

次
に
事
業
者
に
寄
り
添
う
こ
と
、
そ
し
て
観
光

事
業
者
の
窓
口
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思

い
ま
し
た
。
そ
の
後
が
収
束
に
向
け
た
環
境
整

備
、
さ
ら
に
反
転
攻
勢
に
向
け
た
ブ
ラ
ン
ド
力

の
ア
ッ
プ
、
資
源
を
デ
ジ
タ
ル
で
見
せ
る
、
そ

し
て
安
心
安
全
な
島
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
す
。

佐
渡
は
あ
ま
り
感
染
者
が
出
な
い
こ
と
が
予
測

さ
れ
た
の
で
こ
れ
を
強
み
と
考
え
ま
し
た
。
ス

テ
ー
ジ
2
は
観
光
客
へ
の
ヘ
イ
ト
が
起
き
る
と

思
い
、
島
内
島
外
に
向
け
て
ど
う
対
応
す
る
か

を
考
え
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
D
M
O
の
役
割
は
、
き
ち

ん
と
方
針
や
理
念
を
作
っ
て
他
の
観
光
地
を
ベ

ン
チ
マ
ー
ク
し
、
人
を
育
て
る
こ
と
で
あ
り
、

や
る
こ
と
は
コ
ロ
ナ
禍
前
と
変
わ
ら
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
加
え
、
観
光
協
会
が
、
地
域
で
リ
ス

ペ
ク
ト
さ
れ
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
チ
ャ
ン
ス
だ
と
。

　
ち
な
み
に
佐
渡
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

が
1
9
9
4
年
に
起
き
て
お
り
、
こ
の
時
に
観

光
客
ヘ
イ
ト
が
生
ま
れ
た
た
め
に
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
が
下
が
っ
た
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
海

外
で
は
今
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
持
続
可
能

性
）
と
レ
ス
ポ
ン
シ
ビ
リ
テ
ィ
（
地
域
へ
の
責

任
）
が
非
常
に
注
目
さ
れ
、
観
光
客
と
住
民
と

行
政
と
事
業
者
が
ど
う
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い

く
か
、
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
（
企
業
誘
致
や
投

資
）
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
企
業
支

援
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
予
定
に
し
て
い
ま

し
た
。

　
そ
の
た
め
に
2
年
前
か
ら
「
地
域
の
利
益
の

た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
」
と
い
う

経
営
理
念
を
決
め
、
地
域
に
と
っ
て
の
価
値
を

高
め
る
結
果
に
対
し
て
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
カ
ス
タ
マ
ー
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ

プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
C
R
M
）
を
重
視
し
て

「
さ
ど
ま
る
倶
楽
部
」
と
い
う
島
外
フ
ァ
ン
の

会
員
組
織
を
作
り
、
2
万
1
0
0
0
人
を
超
え

る
会
員
を
対
象
に
、
昨
年
12
月
か
ら
ア
プ
リ
と

観
光
地
域
通
貨
を
導
入
し
ま
し
た
。
　

　
コ
ロ
ナ
対
策
の
話
に
戻
り
ま
す
と
、
2
月
に

宿
泊
施
設
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
対
策
簡
易
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
り
ま
し
た
。
大
事
な
の
は
、
事
業
者

向
け
で
は
な
く
「
市
民
の
皆
様
へ
」
と
書
い
て

い
る
点
で
す
。
島
内
の
事
業
者
に
対
す
る
ヘ
イ

ト
が
起
き
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
観
光
客
に

対
す
る
ヘ
イ
ト
が
起
き
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
観
光
客
に
対
す
る
ヘ
イ
ト
を
な
く
す
、
地
元

に
D
M
O
が
リ
ス
ペ
ク
ト
さ
れ
る
に
は
地
域
の

役
に
立
ち
、
と
に
か
く
寄
り
添
お
う
と
い
う
こ

と
で
、
3
月
中
旬
に
バ
ー
チ
ャ
ル
物
産
展
を
実

施
す
る
と
非
常
に
好
反
応
を
得
ら
れ
、
4
月
下

旬
に
出
前
と
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
リ
ス
ト
を
作
り

ま
し
た
。
行
政
が
や
る
と
一
ヶ
月
か
か
る
と
い

う
話
で
し
た
が
5
日
で
実
行
で
き
ま
し
た
。
私

も
1
0
0
店
舗
を
3
日
間
で
回
り
、
地
元
の
意

見
を
集
め
ら
れ
た
の
が
大
き
か
っ
た
で
す
。
も

と
も
と
D
M
O
は
足
で
稼
ぐ
の
が
大
事
だ
な
と

山
田（
雄
）　
今
日
は
実
践
的
な
活
動
を
さ
れ
て

い
る
D
M
O
の
3
名
の
方
に
情
報
を
提
供
い
た

だ
き
な
が
ら
、
今
後
の
展
開
方
向
を
考
え
る
場

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
の
2
〜
3
ヶ
月
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
、

気
を
つ
け
て
き
た
の
か
お
話
し
い
た
だ
き
、
そ

の
あ
と
に
簡
単
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
1

〈
佐
渡
観
光
交
流
機
構
〉

「
地
域
の
利
益
の
た
め
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」で
あ
り
つ
づ
け
る

清
永
　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
今

の
取
り
組
み
を
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
2
年
前
に
佐
渡
に
来
ま
し
た
が
、
そ
の
前

は
ス
キ
ー
場
を
経
営
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
観

光
地
経
営
で
あ
る
D
M
O
と
ス
キ
ー
場
経
営
は

基
本
的
に
同
じ
で
、
D
M
O
の
役
割
は
行
政
と

民
間
事
業
者
を
つ
な
ぎ
、
仲
間
を
作
っ
て
同
じ

長
く
や
っ
て
き
て
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
だ
け

で
は
な
か
な
か
地
域
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
現
実
に
も
直
面
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
ご
自
身
の
事
業
と
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

たryu
gon

と
い
う
旅
館
を
通
じ
て
、
雪
国
観

光
圏
と
は
こ
う
い
う
も
の
だ
と
い
う
の
を
発
信

し
た
い
と
い
う
取
り
組
み
を
し
て
き
た
と
こ
ろ

に
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
が
あ
り
、
そ
れ
を
チ
ャ
ン

ス
に
切
り
替
え
て
い
こ
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
旅
館
の
価
値
観
や

旅
行
に
対
す
る
考
え
方
が
変
わ
っ
て
く
る
と
い

う
こ
と
も
想
定
し
、
着
実
に
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

や
商
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
言
え
ま

す
。

　
沖
縄
市
の
山
田
さ
ん
は
コ
ロ
ナ
禍
の
前
に
任

期
付
き
で
事
務
局
長
と
な
り
、
通
常
の
沖
縄
観

光
の
イ
メ
ー
ジ
で
売
れ
る
場
所
で
は
な
い
エ
リ

ア
で
、
各
事
業
者
と
協
力
し
な
が
ら
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
そ

れ
ま
で
培
っ
て
き
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
う
ま
く

使
い
な
が
ら
、
危
機
に
対
応
し
て
き
た
の
で
は

と
思
い
ま
す
。

　
お
三
方
の
話
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
今
回
の

コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
な
リ
ス
ク
に
対
し
て
「
こ
う

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う
唯
一
無
二
の

正
解
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
状
況

に
陥
る
前
ま
で
の
い
ろ
い
ろ
な
伏
線
や
取
り
組

み
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
が
非
常
に
大
き
く
影

響
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た

危
機
を
早
め
に
認
識
し
て
行
動
さ
れ
て
き
た
と

こ
ろ
が
、
今
の
状
況
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
7
月
以
降
に
ど
ん
な
取
り
組
み

や
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る

ま
る
ほ
ど
今
後
の
資
産
に
な
り
、
そ
う
す
る
と

広
告
が
要
ら
な
く
な
る
の
で
は
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
こ
れ
か
ら
多
分
、
安
心
安
全
を
非
常
に

重
視
す
る
人
は
観
光
地
に
な
か
な
か
来
な
い
の

で
は
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
信
頼
で
き
る
安
全

証
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
と
い
う
こ
と

で
、
さ
ど
ま
る
倶
楽
部
の
ア
プ
リ
会
員
に
し
っ

か
り
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、
お
客
様
が
「
私
は

安
全
だ
」
と
思
え
る
仕
組
み
を
作
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
ス
イ
ス
の
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
で
行
っ
て
い
る
、

何
年
も
通
っ
た
観
光
客
に
バ
ッ
ジ
を
進
呈
す
る

仕
組
み
と
ほ
ぼ
同
じ
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
先

達
の
や
っ
て
い
る
モ
デ
ル
を
し
っ
か
り
キ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
や
る
べ
き
こ

と
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

井
口
　
僕
は
コ
ロ
ナ
後
の
世
界
を
結
構
現
実
的

な
、
厳
し
い
目
で
見
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
旅

館
業
は
供
給
過
多
。
多
分
、
飲
食
店
も
旅
館
も

3
割
く
ら
い
は
廃
業
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。
社
会
構
造
が
変
化
し
た
時

に
、
地
域
は
ど
う
シ
ュ
リ
ン
ク
し
て
落
ち
着
く

の
か
と
い
う
落
と
し
所
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と

が
す
ご
く
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
自
治
体
主
導
の
観
光
振
興
は
広
く
薄
く
み
ん

な
で
助
か
ろ
う
と
し
ま
す
が
、
現
実
的
に
そ
れ

は
不
可
能
で
す
よ
ね
。
観
光
課
が
予
算
を
持
ち
、

観
光
協
会
に
ち
び
ち
び
小
遣
い
を
あ
げ
る
よ
う

な
こ
と
を
し
て
い
て
も
、
誰
も
助
か
ら
な
い
。

「
自
治
体
も
大
変
だ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
機
会
に

行
政
か
ら
観
光
を
外
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
本
気
で
広
域
の
D
M
O
を
し
っ
か
り
作
っ
て
、

財
源
は
宿
泊
税
で
賄
わ
な
い
と
ヤ
バ
い
で
す

よ
」
と
い
う
話
を
自
治
体
の
関
係
者
に
し
て
い

ま
す
。

　
こ
こ
は
正
直
、
首
長
の
判
断
し
か
な
い
ん
で

す
よ
。
政
治
を
動
か
す
し
か
な
い
の
で
、
僕
も

自
分
の
エ
リ
ア
で
や
っ
て
い
る
の
は
そ
れ
だ
け

で
す
。
D
M
O
の
事
業
と
い
う
よ
り
は
、
政
治

を
動
か
す
た
め
に
自
分
が
嫌
わ
れ
者
に
な
っ
て

も
言
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
く

ら
い
の
危
機
感
で
す
。

　
勝
ち
組
と
負
け
組
の
地
域
が
は
っ
き
り
し
た

時
に
、
負
け
組
の
地
域
に
な
っ
た
ら
、
事
業
者

の
立
場
か
ら
す
れ
ば
い
く
ら
投
資
を
し
て
も
無

駄
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
こ
は
命
が
け
で
、

い
い
格
好
し
い
の
政
治
の
観
光
振
興
は
や
め
ろ

と
、
は
っ
き
り
経
営
者
の
立
場
で
言
っ
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
か
な
と
い
う
の
が
正
直
な
部

分
で
す
。

　
も
う
一
つ
重
要
な
の
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
は
旅

館
に
し
て
み
た
ら
コ
ス
ト
で
し
か
な
い
わ
け
で

す
。
対
策
を
し
っ
か
り
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、

は
協
会
の
自
主
財
源
で
急
い
で
作
り
ま
し
た
が
、

飲
食
店
や
施
設
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　
4
月
21
日
の
「
医
療
従
事
者
用
エ
イ
坊
ク
ー

ポ
ン
リ
リ
ー
ス
」
と
い
う
の
は
、
家
族
へ
の
感

染
を
防
ぐ
た
め
病
院
で
寝
泊
ま
り
す
る
医
療
従

事
者
を
支
援
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
ホ
テ
ル

と
医
療
従
事
者
を
1
対
1
で
マ
ッ
チ
ン
グ
し
ま

し
た
。

 

4
月
24
日
か
ら
始
ま
っ
た
映
画
祭
タ
イ
ト
ル

の
「
や
ー
ぐ
ま
い
」
と
は
家
ご
も
り
と
い
う
意

味
で
、
沖
縄
市
に
は
K
O
Z
A
フ
ィ
ル
ム
オ
フ

ィ
ス
と
い
う
撮
影
支
援
団
体
が
あ
る
の
で
、
市

内
で
ロ
ケ
が
行
わ
れ
た
映
画
の
W
e
b
無
料
配

信
を
し
ま
し
た
。
ま
た
5
月
25
日
か
ら
、
観
光

協
会
の
財
源
で
出
し
た
ク
ー
ポ
ン
が
支
持
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
で
、
沖
縄
市
が
予
算
化
し
て

2
0
0
万
円
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
協
会
の
自
主
財
源
で
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

シ
ア
タ
ー
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
25
台
の
募
集

に
対
し
、
7
0
0
名
を
超
え
る
応
募
・
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
好
評

に
つ
き
7
月
後
半
か
ら
常
設
実
施
を
予
定
し
て

い
る
ほ
か
、
県
内
の
他
地
域
に
も
波
及
し
、
南

城
市
で
は
3
6
0
台
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
6
月
5
日
か
ら
は
沖
縄
県
の
宿
泊
補
助
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
に
県
内
の
観
光
協
会
と
し
て
唯
一

参
加
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ま
で
の
協
会
の
取
り
組
み
で
す
が
、

2
0
1
9
年
12
月
か
ら
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
チ
ー
ム
を
作
り
、
毎
日
S
N
S
の
更
新
を

し
て
い
ま
す
。
毎
日
更
新
を
始
め
る
と
同
時
に

「
い
い
ね
！
」
の
数
が
大
き
く
伸
び
、

2
0
2
0
年
2
月
か
ら
伸
び
が
鈍
っ
た
の
で
、

1
0
0
0
円
く
ら
い
の
広
告
を
月
額
2
0
0
0

〜
3
0
0
0
円
程
度
打
っ
た
と
こ
ろ
、
ま
た
伸

び
る
よ
う
に
な
り
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は

巣
ご
も
り
に
マ
ッ
チ
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
配
信

し
て
、
再
び
増
加
傾
向
に
な
り
ま
し
た
。

　
リ
ー
チ
を
増
や
す
方
法
の
一
つ
と
し
て
は

S
N
S
で
「
乗
っ
か
る
」
取
り
組
み
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ばO

ffi
cial

髭
男d

ism

は
沖
縄
市
の

ゲ
ー
ト
通
り
で
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
を
撮
影

し
た
の
で
、
S
N
S
で#O

ffi
cial

髭
男dism

と

い
う
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
つ
け
て
発
信
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
市
内
で
撮
影
さ
れ
た
映
画
や
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
、
さ
ら
に
そ
の
映
画
に
出
演

し
た
俳
優
な
ど
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
つ
け
、
積

極
的
に
「
乗
っ
か
る
」
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
S
N
S
の
発
信
内
容
も
最
初
は
市
内
の
公
園

や
店
の
情
報
が
中
心
で
し
た
が
、
県
民
対
象
の

施
設
や
知
る
人
ぞ
知
る
沖
縄
市
の
お
店
情
報
な

ど
県
内
か
ら
の
誘
客
を
目
的
と
し
た
発
信
へ
と

広
げ
て
い
ま
す
。
常
に
情
報
を
発
信
し
続
け
る

こ
と
で
、
自
粛
緩
和
と
と
も
に
近
隣
市
町
村⇒

県
内
全
域⇒

国
内
全
域⇒

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
い

う
形
で
、
徐
々
に
来
訪
の
発
地
元
を
広
げ
る
こ

と
が
目
的
で
す
。

　
今
後
は
修
学
旅
行
に
対
す
る
営
業
を
再
開
し
、

商
談
会
を
積
極
的
に
実
施
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
沖
縄
市
の
修
学
旅
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
こ

こ
3
年
で
平
和
講
話
や
文
化
体
験
の
参
加
人

数
・
団
体
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
一
方
、
中
心
市

街
地
に
90
〜
1
2
0
分
滞
在
す
る
ま
ち
あ
る
き

が
参
加
人
数
・
団
体
数
と
も
に
増
え
て
い
ま
す
。

2
0
1
7
年
の
ま
ち
あ
る
き
の
参
加
は
56
団
体

3
6
3
5
人
だ
っ
た
の
に
対
し
、
2
0
1
9
年
度

は
76
団
体
7
0
5
6
人
と
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
ま

す
。
ド
ル
に
よ
る
買
物
や
ラ
ン
チ
の
支
払
い
に
よ

る
高
付
加
価
値
の
商
品
開
発
と
販
売
を
行
い
、

経
済
的
な
価
値
を
市
内
の
飲
食
店
・
商
店
街
に

提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
実
施
し
た
い
の
は
、
関
係
性
が
強

か
っ
た
り
、
共
通
項
の
あ
る
エ
リ
ア
へ
の
積
極

的
な
営
業
で
す
。
ま
ず
、
大
阪
府
豊
中
市
、
愛

知
県
東
海
市
、
山
形
県
米
沢
市
、
東
京
都
町
田

市
な
ど
兄
弟
姉
妹
都
市
か
ら
の
誘
客
で
す
。
さ

ら
に
昨
年
訪
問
し
て
親
交
を
深
め
た
の
が
韓
国

の
平
澤
（
ピ
ョ
ン
テ
ク
）
市
で
す
。
米
軍
基
地

が
あ
る
街
で
、
沖
縄
市
と
同
じ
様
な
通
り
・
商

店
街
が
あ
り
ま
す
。
台
北
市
の
迪
化
街
（
デ
ー

フ
ォ
ア
ジ
ェ
）
は
商
店
街
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

的
な
方
と
週
1
回
く
ら
い
L
I
N
E
で
情
報
交

換
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
を
き
っ
か
け
に
ま
ち
を

P
R
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
地
元
の
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
F
C
琉
球
の
応
援
店
舗
リ
ス
ト
の
サ
イ

ト
を
作
っ
て
S
N
S
に
リ
ン
ク
を
貼
り
、
そ
こ

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
店
舗
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
で
人
を
呼
ぶ
だ
け
で

な
く
、
ま
ち
の
飲
食
店
に
お
金
を
落
と
す
た
め

の
仕
組
み
を
作
っ
て
い
ま
す
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　

〈
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
〉

山
田（
雄
） 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
頑
張
っ
て
お
ら

れ
る
3
人
の
方
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

危
機
へ
の
対
処
は
三
者
三
様
で
す
が
、
こ
の
2

ヶ
月
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
き
た
こ

と
が
伝
わ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　
清
永
さ
ん
か
ら
は
、
佐
渡
の
リ
ブ
ラ
ン
ド
に

取
り
組
み
つ
つ
、
コ
ロ
ナ
と
い
う
ク
ラ
イ
シ
ス

を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
が

伝
わ
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
国
際
的
な
観

光
の
潮
流
、
特
に
欧
州
に
つ
い
て
把
握
し
、
う

ま
く
佐
渡
の
観
光
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
い
き

た
い
と
常
々
考
え
ら
れ
て
い
た
中
、
そ
の
思
い

と
実
態
が
な
か
な
か
地
域
で
噛
み
合
わ
な
か
っ

た
と
こ
ろ
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
リ
ス
ク
と
ク

ラ
イ
シ
ス
に
直
面
し
た
時
、
そ
れ
を
う
ま
く
機

会
に
変
え
な
が
ら
動
い
て
き
た
と
言
え
ま
す
。

「
足
で
稼
ぐ
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
ま
し
た
が
、

い
ろ
い
ろ
な
関
係
者
に
交
渉
し
、
衛
生
基
準
な

ど
反
対
の
声
も
大
き
い
中
で
非
常
に
ご
苦
労
さ

れ
な
が
ら
、
動
か
れ
て
き
た
と
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。

　
井
口
さ
ん
は
雪
国
観
光
圏
と
い
う
D
M
O
を

ま
う
。
な
の
で
、
僕
は
業
界
と
し
て
ど
こ
か
で

線
を
引
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
サ
ク
ラ
ク
オ
リ
テ
ィ
は
そ
う
い
う
時
に
役
立

つ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
「
こ
れ
以
上
は
し
な

く
て
い
い
の
で
は
」
と
い
う
線
を
業
界
で
引
か

な
い
と
、
ず
っ
と
コ
ス
ト
を
抱
え
て
し
ま
う
の

で
、
そ
こ
は
D
M
O
の
人
た
ち
も
冷
静
に
見
て

も
ら
い
た
い
で
す
よ
ね
。
コ
ロ
ナ
コ
ロ
ナ
と
大

騒
ぎ
す
る
の
で
は
な
く
、
経
営
で
き
る
分
岐
点

は
ど
こ
な
ん
だ
と
。
「
や
り
過
ぎ
な
い
こ
と
」

と
い
う
の
も
、
僕
は
大
事
な
テ
ー
マ
か
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
旅
館
と
し
て
は
、
今
は
チ
ャ
ン
ス
以
外
な
い

と
思
い
ま
す
。ryu

gon

は
海
外
の
お
客
様
が

地
方
を
旅
し
た
時
の
宿
の
提
案
な
の
で
、
今
は

海
外
旅
行
に
行
け
な
い
お
客
様
が
た
く
さ
ん
い

て
、
海
外
旅
行
で
旅
慣
れ
た
日
本
の
お
客
様
に

楽
し
め
る
の
で
は
と
い
う
し
つ
ら
え
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

　
な
の
で
今
ま
で
は
や
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

む
し
ろ
僕
は
今
、
積
極
的
に
旅
行
会
社
に
営
業

に
行
っ
て
い
ま
す
。
高
級
バ
ス
を
使
っ
て
い
る

旅
行
会
社
で
2
泊
ツ
ア
ー
を
作
っ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
D
M
O
と
宿
で
は
や
る
べ
き
こ
と
に

若
干
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
基
本
は
そ
う
い

う
こ
と
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
田（
雄
）　
政
治
を
動
か
す
と
い
う
話
が
あ
り

ま
し
た
が
、
競
争
力
を
持
ち
な
が
ら
観
光
振
興

を
持
続
的
に
や
っ
て
い
く
に
は
、
地
域
の
観
光

振
興
の
仕
組
み
自
体
を
も
う
少
し
変
え
て
い
か

な
い
と
難
し
い
と
い
う
の
が
、
井
口
さ
ん
が
感

じ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

山
田（
一
）
　2
月
下
旬
に
僕
は
「
無
収
入
で
生

存
で
き
る
期
間
っ
て
ど
れ
く
ら
い
な
ん
だ
ろ

う
」
と
考
え
ま
し
た
。
決
ま
っ
て
い
る
補
助
金

以
外
に
収
入
が
な
か
っ
た
ら
、
ど
れ
く
ら
い
う

ち
の
組
織
で
人
を
キ
ー
プ
で
き
る
か
と
。
計
算

し
て
み
た
結
果
、
1
年
く
ら
い
な
ら
な
ん
と
か

無
収
入
で
も
食
わ
せ
て
い
け
る
な
と
思
っ
た
の

で
、
職
員
み
ん
な
に
そ
う
い
う
発
表
を
し
ま
し

た
。

　
観
光
協
会
は
地
域
の
人
を
幸
せ
に
す
る
こ
と

が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
僕

の
半
径
10
m
の
人
が
幸
せ
で
な
け
れ
ば
そ
れ
は

不
可
能
と
い
う
こ
と
で
、
内
側
と
外
側
の
両
方

に
対
す
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
考
え
ま
し
た
。

　
全
職
員
に
対
し
て
は
4
月
に
遡
り
、
昇
給
を

実
施
し
ま
し
た
。
う
ち
の
規
定
で
は
契
約
社
員

は
賞
与
が
な
い
の
で
す
が
6
月
に
一
律
で
賞
与

を
出
し
、
パ
ー
ト
の
人
に
も
一
時
金
を
出
し
ま

し
た
。
み
ん
な
で
頑
張
ろ
う
と
い
う
ム
ー
ド
を

作
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
外
に
対
し
て
は
、
先
ほ
ど
共
通
項
や
関
わ
り

の
あ
る
地
域
に
個
別
に
営
業
し
て
い
く
と
話
し

ま
し
た
が
、
昨
年
は
、
油
田
が
あ
り
、
ホ
ー
チ

ミ
ン
の
倍
の
所
得
が
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
の
ブ
ン
タ

ウ
の
商
工
会
議
所
と
仲
良
く
な
り
、
1
校
だ
け

あ
る
日
本
語
学
校
で
プ
レ
ゼ
ン
を
し
ま
し
た
。

「
年
に
1
度
、
日
本
に
日
本
語
を
話
し
に
来
ま

す
」
と
い
う
話
に
な
り
、
今
年
4
月
に
校
長
先

生
が
来
日
す
る
予
定
が
コ
ロ
ナ
で
延
期
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ベ
ト
ナ
ム
と
の
往
来
が

再
開
し
そ
う
な
の
で
、
再
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、G

oT
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
修
学
旅
行

も
対
象
な
の
で
、
旅
行
会
社
に
対
し
て
「
こ
れ

を
活
用
し
て
沖
縄
市
に
来
ま
せ
ん
か
」
と
い
う

ア
プ
ロ
ー
チ
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ゲ

リ
ラ
的
な
形
で
す
が
、
が
ん
が
ん
営
業
し
に
行

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
田（
雄
） 

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
本
当
に
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
起
き
、
4
、
5
月
は
先
が
見

え
な
い
状
況
で
し
た
。
や
っ
と
明
る
さ
も
見
え

て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
こ
う
し
た
危
機
が
起

き
る
可
能
性
が
あ
る
わ
け
で
、
ど
う
い
う
観
光

地
に
し
て
い
き
た
い
の
か
、
中
長
期
的
に
考
え

て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

 

今
日
の
み
な
さ
ん
の
お
話
で
改
め
て
重
要
だ

と
感
じ
た
の
は
、
日
常
的
に
い
ろ
い
ろ
な
人
た

ち
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
お
く
こ
と
で
す
。

清
永
さ
ん
か
ら
は
お
客
様
に
対
す
る
C
R
M
の

話
、
山
田
さ
ん
か
ら
は
観
光
協
会
内
の
職
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
話
と
と
も
に
、
す
ぐ
営
業

に
行
け
る
態
勢
を
作
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

こ
う
い
う
状
況
で
は
非
常
に
重
要
と
言
え
ま
す
。

　
ま
た
、
井
口
さ
ん
のryu

gon

と
い
う
施
設

が
今
のw

ith

コ
ロ
ナ
の
中
で
価
値
を
発
揮
し
て

い
る
と
い
う
話
に
つ
い
て
は
、
雪
国
観
光
圏
の

コ
ン
セ
プ
ト
に
共
鳴
す
る
方
達
と
培
っ
て
き
た

つ
な
が
り
が
や
は
り
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す

し
、
こ
う
し
た
危
機
で
は
、
あ
る
種
贅
肉
が
落

と
さ
れ
る
よ
う
な
形
で
強
み
に
な
る
と
。
平
時

で
は
な
か
な
か
見
え
な
い
も
の
が
、
強
み
と
し

て
展
開
さ
れ
る
機
会
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
井
口
さ
ん
の
お
話
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今

回
の
よ
う
な
危
機
を
迎
え
、
日
本
版
D
M
O
に

つ
い
て
あ
る
程
度
の
機
能
や
役
割
を
見
直
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
、
日
本
だ
け
で
な
く
、
全
世
界
の
観
光
局
が

こ
の
悩
み
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が

落
ち
着
い
て
き
た
暁
に
は
、
海
外
で
の
対
応
を

見
な
が
ら
、
日
本
の
観
光
地
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

を
高
め
て
い
く
方
法
を
引
き
続
き
考
え
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

ベ
ク
ト
ル
に
し
、

旅
行
消
費
額
を

増
や
す
こ
と
が

目
的
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
2
年

前
か
ら
海
外
事

例
な
ど
を
調
べ
、

応
用
で
き
る
も

の
を
取
り
入
れ

た
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
プ
ラ
ン
を

作
っ
て
い
ま
し

か
、
そ
れ
ぞ
れ
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

清
永
　
コ
ロ
ナ
危
機
は
東
日
本
大
震
災
の
原
発

危
機
と
同
じ
だ
と
私
は
思
っ
て
い
て
、
そ
こ
で

ど
れ
だ
け
ブ
レ
な
い
で
営
業
し
て
い
く
か
が
大

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
は
何
を
や
る
か
と

言
う
と
、
や
は
り
ロ
イ
ヤ
ル
カ
ス
タ
マ
ー
を
ど

う
作
っ
て
い
く
か
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
佐
渡
で
は
、
C
R
M

を
ず
っ
と
や
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
仕

組
み
上
で
ど
ん
ど
ん
会
員
を
増
や
し
て
い
く
。

　
さ
ど
ま
る
倶
楽
部
で
は
、
ポ
イ
ン
ト
バ
ッ
ク

と
い
う
仕
組
み
を
既
に
作
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ど
ん
ど
ん
会
員
を
増
や
し
、
顧
客
デ
ー
タ
が
集

売
上
が
上
が
る

わ
け
で
は
な
い

で
す
が
、
人
に

よ
っ
て
は
非
常

に
過
敏
に
反
応

す
る
場
合
も
あ

り
、
そ
う
で
は

な
い
人
も
い
る
。

過
敏
な
反
応
の

人
に
基
準
を
合

わ
せ
て
し
ま
う

と
、
慢
性
的
に

旅
館
が
コ
ス
ト

高
に
な
っ
て
し

withコロナ、postコロナにおけるＤＭＯの取り組み2

上
：
津
南
ひ
ま
わ
り
広
場（P

eekaboo

／P
IX

T
A

）

左
：
南
魚
沼（
ま
ち
ゃ
ー
／P

IX
T
A

）

プレゼン資料「非日常型観光から、異日常型観光へ」P.11

「非日常型観光から、異日常型観光へ」P.12

プレゼン資料「コロナ対応振返りと現在の取組」P.5 「コロナ対応振返りと現在の取組」P.6
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し
て
い
る
た
め
、
少
し
戻
り
始
め
て
い
ま
す
。

目
標
と
す
る
1
月
の
水
準
に
は
ま
だ
ま
だ
達
す

る
レ
ベ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
終
的
に
は

昨
年
や
一
昨
年
の
数
字
に
戻
る
の
で
は
と
思
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
コ
ロ
ナ
禍
が
本
格
化
し
た

2
〜
3
月
は
も
と
も
と
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
な
の
で
、

ま
だ
十
分
で
は
な
か
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
や
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
作
り
込
み
な
ど
の
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
話
す
と
、
今
ま
で
の
国
内

旅
行
は
「
非
日
常
」
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
1
泊
2
日
で
観
光
名
所
を
回
り
、
商
業
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い
う
画
一
的
な
対
応
に
な

り
が
ち
で
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
雪
国
観
光
圏

が
提
案
し
て
き
た
の
は
「
異
日
常
」
で
す
。
地

域
の
暮
ら
し
や
文
化
を
体
験
し
た
り
、
地
域
の

人
と
触
れ
合
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学

ぶ
旅
を
意
味
し
ま
す
。

　
異
日
常
型
へ
の
移
行
と
い
う
の
は
昔
か
ら
言

わ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
が
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ

る
旅
館
な
ど
の
設
備
投
資
が
ま
ま
な
ら
ず
、

D
M
O
に
も
そ
う
い
う
意
識
が
な
か
っ
た
り
、

な
か
な
か
ど
こ
の
観
光
地
も
苦
戦
し
て
い
る
状

況
が
あ
り
ま
す
。
幸
い
、
雪
国
観
光
圏
は
そ
う

い
う
フ
レ
ー
ム
を
持
っ
て
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な

旅
館
事
業
者
で
、
そ
う
い
う
活
動
を
す
る
と
こ

ろ
が
増
え
て
き
た
の
で
、
コ
ロ
ナ
は
む
し
ろ
そ

う
し
た
方
向
に
変
革
を
す
る
い
い
チ
ャ
ン
ス
と

思
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
は
本
当
に
地
域
間
競
争
が
激
化
す
る
と

痛
感
し
て
お
り
、
中
途
半
端
な
「
D
M
O
ご
っ

こ
」
な
ら
や
ら
な
い
方
が
い
い
の
で
は
と
思
い

ま
す
。
D
M
O
は
本
来
、
き
ち
ん
と
し
た
財
源

と
権
限
が
あ
っ
て
観
光
を
推
進
す
る
組
織
で
あ

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
で
そ
れ
を
や

る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
で
す
よ
ね
。

　
本
来
、
D
M
O
は
方
針
を
示
す
い
わ
ば
監
督

的
な
役
割
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
い
く
ら
監

督
が
頑
張
っ
て
も
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
旅
館

や
飲
食
店
が
そ
の
意
思
に
沿
っ
て
動
か
な
け
れ

ば
し
か
た
が
な
い
わ
け
で
す
。

　
ま
た
、
日
本
は
行
政
が
非
常
に
強
い
の
で
、

自
治
体
が
監
督
を
や
り
た
が
っ
た
り
、
場
合
に

よ
っ
て
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
や
り
た
が
っ
た
り
す

る
の
で
、
す
ご
く
や
や
こ
し
く
な
っ
て
し
ま
う

の
で
す
が
、
雪
国
観
光
圏
で
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
を

ど
う
作
っ
て
、
仲
間
を
巻
き
込
ん
で
チ
ー
ム
に

す
る
か
を
ず
っ
と
意
識
し
て
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
危
機
は
そ
う
い
う
考
え
方
を
ま
と
め

る
い
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
と
思
っ
て

い
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
3

〈
沖
縄
市
観
光
物
産
振
興
協
会
〉

儲
け
る
観
光
協
会
の
作
り
方

〜
再
生
か
ら
D
M
O
に
む
け
て

山
田（
一
）　
沖
縄
市
は
那
覇
空
港
か
ら
車
で
約

40
分
の
距
離
に
位
置
し
、
ビ
ー
チ
や
有
名
な
観

光
地
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
沖
縄
最
大
と
な
る
嘉

手
納
基
地
の
〝
門
前
町
〞
で
す
。
最
盛
期
は
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
時
代
で
、
当
時
は
那
覇
よ
り
も
最

先
端
の
街
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
街
中
シ

ャ
ッ
タ
ー
街
で
す
が
、
商
店
主
の
皆
さ
ん
は
経

済
的
に
は
困
っ
て
お
ら
ず
実
は
富
裕
層
で
す
。

カ
ー
プ
の
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
長
く
利
用
さ
れ

て
お
り
、
F
C
琉
球
と
い
う
J
2
チ
ー
ム
が
あ

り
、
エ
イ
サ
ー
な
ど
の
伝
統
芸
能
も
盛
ん
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
危
機
で
、
沖
縄
市
観
光
物
産
振
興
協

会
が
行
っ
て
い
た
取
り
組
み
を
時
系
列
に
記
録

し
た
ア
ー
カ
イ
ブ
が
こ
ち
ら（
左
）で
す
。

　
3
月
13
日
の
経
済
産
業
省
等
の
コ
ロ
ナ
対
策

施
策
集
で
す
が
、
分
量
が
多
い
と
読
ん
で
い
た

だ
け
な
い
の
で
、
5
枚
く
ら
い
に
ま
と
め
て
全

会
員
に
送
り
ま
し
た
。
3
月
16
日
の
ク
ー
ポ
ン

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
4
月
22
日
に
タ
イ
国
政
府
観
光
庁
が
観
光
業

向
け
衛
生
安
全
基
準
を
策
定
す
る
と
い
う
ウ
ェ

ブ
記
事
を
目
に
し
、
す
ぐ
に
タ
イ
や
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
で
の
対
応
事
例
の
翻
訳
に
か
か
り
ま
し
た
。

5
月
1
日
に
行
わ
れ
た
行
政
の
コ
ロ
ナ
対
策
会

議
で
、
佐
渡
で
も
公
衆
衛
生
認
証
を
や
ろ
う
と

言
い
ま
し
た
が
、
「
補
助
金
を
出
す
の
が
大
変

だ
か
ら
今
は
協
力
で
き
な
い
」
と
い
う
話
だ
っ

た
の
で
、
「
で
は
、
う
ち
で
や
り
ま
す
」
と
い

う
こ
と
で
、
満
を
持
し
て
5
月
14
日
に
リ
リ
ー

ス
し
た
の
が
「
佐
渡
ク
リ
ー
ン
認
証
」
で
す
。

　
実
施
に
は
デ
ー
タ
と
権
威
が
必
要
だ
と
思
い
、

有
識
者
と
き
ち
ん
と
話
し
あ
っ
て
行
政
を
納
得

さ
せ
、
こ
の
ク
リ
ー
ン
認
証
を
受
け
な
い
と
補

助
金
が
受
け
ら
れ
な
い
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参

加
で
き
な
い
と
い
う
形
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
サ
ク
ラ
ク
オ
リ
テ
ィ
の
防
疫
ク

リ
ー
ン
マ
ー
ク
と
同
等
に
し
ま
し
ょ
う
と
い
う

働
き
か
け
も
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
5
月
1
日
に
は
「
島
を
守
る
た
め
に

今
は
ま
だ
来
な
い
で
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

英
語
版
と
繁
体
字
版
の
動
画
を
作
り
、

#stayh
o
m

e   #
travelto

m
o
rro

w

と
い
う

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
つ
け
た
と
こ
ろ
、
1
万
回
以

上
再
生
さ
れ
、「
い
い
ね
！
」が
海
外
か
ら
多
く

押
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
台
湾
か
ら
が
多
か
っ
た

で
す
。

　
そ
の
あ
と
は
、「
来
る
人
も
住
む
人
も
安
心

安
全
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
推
進
し
よ

う
と
い
う
こ
と
で
、
5
月
27
日
か
ら
佐
渡
汽
船

に
1
万
枚
の
マ
ス
ク
を
配
布
し
て
検
温
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
の
作
成
の
意
味
が
低
下
し
て
い
る
の
で
、

デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
移
行
す
る
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
と
も
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
危
機
と
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
似

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
観
光
業
界
の

復
活
は
早
く
、
一
度
縮
小
し
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

再
び
広
が
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

だ
と
思
い
ま
す
。
世
界
を
相
手
に
し
た
競
合
戦

略
や
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
み
、

住
む
人
と
暮
ら
す
よ
う
に
旅
す
る
人
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
、
佐
渡
を
世
界
に
名
だ
た
る
観
光
地

に
す
る
の
が
今
後
の
流
れ
な
の
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
2

〈
雪
国
観
光
圏
と
旅
館ryugon

〉

コ
ロ
ナ
は「
非
日
常
」か
ら

「
異
日
常
」へ
変
革
す
る
チ
ャ
ン
ス

井
口
　
私
は
雪
国
観
光
圏
を
2
0
0
8
年
に
立

ち
上
げ
て
5
〜
6
年
経
っ
た
頃
か
ら
、
旅
館
業

が
変
わ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
の
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
大
き
な
変
化
に
よ
っ
て
、

観
光
そ
の
も
の
が
大
き
く
シ
フ
ト
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　
雪
国
観
光
圏
は
今
ま
で
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
市

町
村
を
雪
国
文
化
で
つ
な
ぎ
、
一
つ
の
エ
リ
ア

と
し
て
発
信
し
て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
徐
々
に
注
目
さ
れ
る
中

で
課
題
は
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
体
感
さ
せ
る

場
が
な
か
っ
た
こ
と
で
、
事
業
者
と
し
て
の
私

は
、
越
後
湯
沢
駅
前
に
あ
る
「
越
後
湯
澤

H
A
T
A
G
O
井
仙
」
と
い
う
旅
館
の
経
営
に

加
え
、
2
年
前
に
南
魚
沼
市
に
あ
る
「
温
泉
御

宿
　
龍
言
」
と
い
う
旅
館
を
引
き
受
け
、
昨
年

「ryu
gon

」
と
い
う
宿
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

ま
し
た
。
伝
統
的
な
日
本
旅
館
を
、
通
年
で
雪

国
文
化
を
体
感
で
き
る
古
民
家
ホ
テ
ル
と
い
う

形
に
リ
ブ
ラ
ン
ド
し
て
い
ま
す
。

　
D
M
O
が
し
っ
か
り
ブ
ラ
ン
ド
を
発
信
す
る

と
同
時
に
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
事
業
者
が
し

っ
か
り
そ
れ
を
具
現
化
す
る
こ
と
、
「
沿
っ
て

い
く
」
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
い
ろ

ん
な
D
M
O
を
見
て
も
、
D
M
O
の
方
針
と
そ

の
地
域
の
宿
泊
事
業
者
が
マ
ッ
チ
し
て
い
な
い

ケ
ー
ス
は
よ
く
あ
り
、
雪
国
観
光
圏
が
作
っ
て

き
た
文
化
を
こ
こ
で
ど
う
体
感
さ
せ
る
か
が
重

要
で
す
。

　
そ
う
い
う
意
味
でryu

gon

は
雪
国
観
光
圏

が
作
っ
て
き
た
構
想
を
家
具
や
建
物
、
食
で
表

現
す
る
一
つ
の
モ
デ
ル
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
重
要
な
の
が
地
域
の
暮
ら
し
を
体
感
さ
せ

る
こ
と
で
、
そ
れ
は
旅
館
と
い
う
空
間
だ
け
で

は
で
き
な
い
の
で
、
ス
ノ
ー
ピ
ク
ニ
ッ
ク
や
田

ん
ぼ
ラ
ン
チ
と
い
っ
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
組

み
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　ryu
gon

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
か
ら
の
売

上
状
況
で
す
が
、
７
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は

対
前
年
比
平
均
1
4
0
％
で
推
移
し
て
い
ま
し

た
。
冬
は
シ
ー
ズ
ン
・
オ
フ
だ
っ
た
の
で
す
が
、

特
に
冬
が
好
調
で
、
倍
く
ら
い
に
増
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
で
雪
国
文
化
が
形
に
な
る
な
、
行
け
る

と
思
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
コ
ロ
ナ
が
広
ま
り
、

3
月
か
ら
売
上
は
急
激
に
減
少
し
ま
し
た
。
6

月
か
ら
は
新
潟
県
が
宿
泊
補
助
券
を
出
す
な
ど

た
。

　
コ
ロ
ナ
は
、
収
束
後
も
付
き
合
っ
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
と
認
識
し
た
の
が
2
月
中
旬
頃

で
、
2
月
末
に
は
既
に
作
っ
て
い
た
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
に
コ
ロ
ナ
対
策
を
入
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
収
束
の
前
後
で
ス
テ
ー
ジ
を
2
つ
に

分
け
、
ス
テ
ー
ジ
1
は
行
政
と
の
情
報
共
有
、

次
に
事
業
者
に
寄
り
添
う
こ
と
、
そ
し
て
観
光

事
業
者
の
窓
口
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思

い
ま
し
た
。
そ
の
後
が
収
束
に
向
け
た
環
境
整

備
、
さ
ら
に
反
転
攻
勢
に
向
け
た
ブ
ラ
ン
ド
力

の
ア
ッ
プ
、
資
源
を
デ
ジ
タ
ル
で
見
せ
る
、
そ

し
て
安
心
安
全
な
島
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
す
。

佐
渡
は
あ
ま
り
感
染
者
が
出
な
い
こ
と
が
予
測

さ
れ
た
の
で
こ
れ
を
強
み
と
考
え
ま
し
た
。
ス

テ
ー
ジ
2
は
観
光
客
へ
の
ヘ
イ
ト
が
起
き
る
と

思
い
、
島
内
島
外
に
向
け
て
ど
う
対
応
す
る
か

を
考
え
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
D
M
O
の
役
割
は
、
き
ち

ん
と
方
針
や
理
念
を
作
っ
て
他
の
観
光
地
を
ベ

ン
チ
マ
ー
ク
し
、
人
を
育
て
る
こ
と
で
あ
り
、

や
る
こ
と
は
コ
ロ
ナ
禍
前
と
変
わ
ら
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
加
え
、
観
光
協
会
が
、
地
域
で
リ
ス

ペ
ク
ト
さ
れ
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
チ
ャ
ン
ス
だ
と
。

　
ち
な
み
に
佐
渡
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

が
1
9
9
4
年
に
起
き
て
お
り
、
こ
の
時
に
観

光
客
ヘ
イ
ト
が
生
ま
れ
た
た
め
に
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
が
下
が
っ
た
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
海

外
で
は
今
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
持
続
可
能

性
）
と
レ
ス
ポ
ン
シ
ビ
リ
テ
ィ
（
地
域
へ
の
責

任
）
が
非
常
に
注
目
さ
れ
、
観
光
客
と
住
民
と

行
政
と
事
業
者
が
ど
う
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い

く
か
、
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
（
企
業
誘
致
や
投

資
）
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
企
業
支

援
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
予
定
に
し
て
い
ま

し
た
。

　
そ
の
た
め
に
2
年
前
か
ら
「
地
域
の
利
益
の

た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
」
と
い
う

経
営
理
念
を
決
め
、
地
域
に
と
っ
て
の
価
値
を

高
め
る
結
果
に
対
し
て
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
カ
ス
タ
マ
ー
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ

プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
C
R
M
）
を
重
視
し
て

「
さ
ど
ま
る
倶
楽
部
」
と
い
う
島
外
フ
ァ
ン
の

会
員
組
織
を
作
り
、
2
万
1
0
0
0
人
を
超
え

る
会
員
を
対
象
に
、
昨
年
12
月
か
ら
ア
プ
リ
と

観
光
地
域
通
貨
を
導
入
し
ま
し
た
。
　

　
コ
ロ
ナ
対
策
の
話
に
戻
り
ま
す
と
、
2
月
に

宿
泊
施
設
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
対
策
簡
易
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
り
ま
し
た
。
大
事
な
の
は
、
事
業
者

向
け
で
は
な
く
「
市
民
の
皆
様
へ
」
と
書
い
て

い
る
点
で
す
。
島
内
の
事
業
者
に
対
す
る
ヘ
イ

ト
が
起
き
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
観
光
客
に

対
す
る
ヘ
イ
ト
が
起
き
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
観
光
客
に
対
す
る
ヘ
イ
ト
を
な
く
す
、
地
元

に
D
M
O
が
リ
ス
ペ
ク
ト
さ
れ
る
に
は
地
域
の

役
に
立
ち
、
と
に
か
く
寄
り
添
お
う
と
い
う
こ

と
で
、
3
月
中
旬
に
バ
ー
チ
ャ
ル
物
産
展
を
実

施
す
る
と
非
常
に
好
反
応
を
得
ら
れ
、
4
月
下

旬
に
出
前
と
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
リ
ス
ト
を
作
り

ま
し
た
。
行
政
が
や
る
と
一
ヶ
月
か
か
る
と
い

う
話
で
し
た
が
5
日
で
実
行
で
き
ま
し
た
。
私

も
1
0
0
店
舗
を
3
日
間
で
回
り
、
地
元
の
意

見
を
集
め
ら
れ
た
の
が
大
き
か
っ
た
で
す
。
も

と
も
と
D
M
O
は
足
で
稼
ぐ
の
が
大
事
だ
な
と

山
田（
雄
）　
今
日
は
実
践
的
な
活
動
を
さ
れ
て

い
る
D
M
O
の
3
名
の
方
に
情
報
を
提
供
い
た

だ
き
な
が
ら
、
今
後
の
展
開
方
向
を
考
え
る
場

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
の
2
〜
3
ヶ
月
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
、

気
を
つ
け
て
き
た
の
か
お
話
し
い
た
だ
き
、
そ

の
あ
と
に
簡
単
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
1

〈
佐
渡
観
光
交
流
機
構
〉

「
地
域
の
利
益
の
た
め
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」で
あ
り
つ
づ
け
る

清
永
　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
今

の
取
り
組
み
を
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
2
年
前
に
佐
渡
に
来
ま
し
た
が
、
そ
の
前

は
ス
キ
ー
場
を
経
営
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
観

光
地
経
営
で
あ
る
D
M
O
と
ス
キ
ー
場
経
営
は

基
本
的
に
同
じ
で
、
D
M
O
の
役
割
は
行
政
と

民
間
事
業
者
を
つ
な
ぎ
、
仲
間
を
作
っ
て
同
じ

長
く
や
っ
て
き
て
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
だ
け

で
は
な
か
な
か
地
域
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
現
実
に
も
直
面
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
ご
自
身
の
事
業
と
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

たryu
gon

と
い
う
旅
館
を
通
じ
て
、
雪
国
観

光
圏
と
は
こ
う
い
う
も
の
だ
と
い
う
の
を
発
信

し
た
い
と
い
う
取
り
組
み
を
し
て
き
た
と
こ
ろ

に
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
が
あ
り
、
そ
れ
を
チ
ャ
ン

ス
に
切
り
替
え
て
い
こ
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
旅
館
の
価
値
観
や

旅
行
に
対
す
る
考
え
方
が
変
わ
っ
て
く
る
と
い

う
こ
と
も
想
定
し
、
着
実
に
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

や
商
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
言
え
ま

す
。

　
沖
縄
市
の
山
田
さ
ん
は
コ
ロ
ナ
禍
の
前
に
任

期
付
き
で
事
務
局
長
と
な
り
、
通
常
の
沖
縄
観

光
の
イ
メ
ー
ジ
で
売
れ
る
場
所
で
は
な
い
エ
リ

ア
で
、
各
事
業
者
と
協
力
し
な
が
ら
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
そ

れ
ま
で
培
っ
て
き
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
う
ま
く

使
い
な
が
ら
、
危
機
に
対
応
し
て
き
た
の
で
は

と
思
い
ま
す
。

　
お
三
方
の
話
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
今
回
の

コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
な
リ
ス
ク
に
対
し
て
「
こ
う

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う
唯
一
無
二
の

正
解
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
状
況

に
陥
る
前
ま
で
の
い
ろ
い
ろ
な
伏
線
や
取
り
組

み
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
が
非
常
に
大
き
く
影

響
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た

危
機
を
早
め
に
認
識
し
て
行
動
さ
れ
て
き
た
と

こ
ろ
が
、
今
の
状
況
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
7
月
以
降
に
ど
ん
な
取
り
組
み

や
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る

ま
る
ほ
ど
今
後
の
資
産
に
な
り
、
そ
う
す
る
と

広
告
が
要
ら
な
く
な
る
の
で
は
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
こ
れ
か
ら
多
分
、
安
心
安
全
を
非
常
に

重
視
す
る
人
は
観
光
地
に
な
か
な
か
来
な
い
の

で
は
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
信
頼
で
き
る
安
全

証
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
と
い
う
こ
と

で
、
さ
ど
ま
る
倶
楽
部
の
ア
プ
リ
会
員
に
し
っ

か
り
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、
お
客
様
が
「
私
は

安
全
だ
」
と
思
え
る
仕
組
み
を
作
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
ス
イ
ス
の
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
で
行
っ
て
い
る
、

何
年
も
通
っ
た
観
光
客
に
バ
ッ
ジ
を
進
呈
す
る

仕
組
み
と
ほ
ぼ
同
じ
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
先

達
の
や
っ
て
い
る
モ
デ
ル
を
し
っ
か
り
キ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
や
る
べ
き
こ

と
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

井
口
　
僕
は
コ
ロ
ナ
後
の
世
界
を
結
構
現
実
的

な
、
厳
し
い
目
で
見
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
旅

館
業
は
供
給
過
多
。
多
分
、
飲
食
店
も
旅
館
も

3
割
く
ら
い
は
廃
業
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。
社
会
構
造
が
変
化
し
た
時

に
、
地
域
は
ど
う
シ
ュ
リ
ン
ク
し
て
落
ち
着
く

の
か
と
い
う
落
と
し
所
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と

が
す
ご
く
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
自
治
体
主
導
の
観
光
振
興
は
広
く
薄
く
み
ん

な
で
助
か
ろ
う
と
し
ま
す
が
、
現
実
的
に
そ
れ

は
不
可
能
で
す
よ
ね
。
観
光
課
が
予
算
を
持
ち
、

観
光
協
会
に
ち
び
ち
び
小
遣
い
を
あ
げ
る
よ
う

な
こ
と
を
し
て
い
て
も
、
誰
も
助
か
ら
な
い
。

「
自
治
体
も
大
変
だ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
機
会
に

行
政
か
ら
観
光
を
外
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
本
気
で
広
域
の
D
M
O
を
し
っ
か
り
作
っ
て
、

財
源
は
宿
泊
税
で
賄
わ
な
い
と
ヤ
バ
い
で
す

よ
」
と
い
う
話
を
自
治
体
の
関
係
者
に
し
て
い

ま
す
。

　
こ
こ
は
正
直
、
首
長
の
判
断
し
か
な
い
ん
で

す
よ
。
政
治
を
動
か
す
し
か
な
い
の
で
、
僕
も

自
分
の
エ
リ
ア
で
や
っ
て
い
る
の
は
そ
れ
だ
け

で
す
。
D
M
O
の
事
業
と
い
う
よ
り
は
、
政
治

を
動
か
す
た
め
に
自
分
が
嫌
わ
れ
者
に
な
っ
て

も
言
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
く

ら
い
の
危
機
感
で
す
。

　
勝
ち
組
と
負
け
組
の
地
域
が
は
っ
き
り
し
た

時
に
、
負
け
組
の
地
域
に
な
っ
た
ら
、
事
業
者

の
立
場
か
ら
す
れ
ば
い
く
ら
投
資
を
し
て
も
無

駄
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
こ
は
命
が
け
で
、

い
い
格
好
し
い
の
政
治
の
観
光
振
興
は
や
め
ろ

と
、
は
っ
き
り
経
営
者
の
立
場
で
言
っ
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
か
な
と
い
う
の
が
正
直
な
部

分
で
す
。

　
も
う
一
つ
重
要
な
の
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
は
旅

館
に
し
て
み
た
ら
コ
ス
ト
で
し
か
な
い
わ
け
で

す
。
対
策
を
し
っ
か
り
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、

は
協
会
の
自
主
財
源
で
急
い
で
作
り
ま
し
た
が
、

飲
食
店
や
施
設
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　
4
月
21
日
の
「
医
療
従
事
者
用
エ
イ
坊
ク
ー

ポ
ン
リ
リ
ー
ス
」
と
い
う
の
は
、
家
族
へ
の
感

染
を
防
ぐ
た
め
病
院
で
寝
泊
ま
り
す
る
医
療
従

事
者
を
支
援
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
ホ
テ
ル

と
医
療
従
事
者
を
1
対
1
で
マ
ッ
チ
ン
グ
し
ま

し
た
。

 

4
月
24
日
か
ら
始
ま
っ
た
映
画
祭
タ
イ
ト
ル

の
「
や
ー
ぐ
ま
い
」
と
は
家
ご
も
り
と
い
う
意

味
で
、
沖
縄
市
に
は
K
O
Z
A
フ
ィ
ル
ム
オ
フ

ィ
ス
と
い
う
撮
影
支
援
団
体
が
あ
る
の
で
、
市

内
で
ロ
ケ
が
行
わ
れ
た
映
画
の
W
e
b
無
料
配

信
を
し
ま
し
た
。
ま
た
5
月
25
日
か
ら
、
観
光

協
会
の
財
源
で
出
し
た
ク
ー
ポ
ン
が
支
持
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
で
、
沖
縄
市
が
予
算
化
し
て

2
0
0
万
円
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
協
会
の
自
主
財
源
で
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

シ
ア
タ
ー
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
25
台
の
募
集

に
対
し
、
7
0
0
名
を
超
え
る
応
募
・
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
好
評

に
つ
き
7
月
後
半
か
ら
常
設
実
施
を
予
定
し
て

い
る
ほ
か
、
県
内
の
他
地
域
に
も
波
及
し
、
南

城
市
で
は
3
6
0
台
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
6
月
5
日
か
ら
は
沖
縄
県
の
宿
泊
補
助
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
に
県
内
の
観
光
協
会
と
し
て
唯
一

参
加
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ま
で
の
協
会
の
取
り
組
み
で
す
が
、

2
0
1
9
年
12
月
か
ら
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
チ
ー
ム
を
作
り
、
毎
日
S
N
S
の
更
新
を

し
て
い
ま
す
。
毎
日
更
新
を
始
め
る
と
同
時
に

「
い
い
ね
！
」
の
数
が
大
き
く
伸
び
、

2
0
2
0
年
2
月
か
ら
伸
び
が
鈍
っ
た
の
で
、

1
0
0
0
円
く
ら
い
の
広
告
を
月
額
2
0
0
0

〜
3
0
0
0
円
程
度
打
っ
た
と
こ
ろ
、
ま
た
伸

び
る
よ
う
に
な
り
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は

巣
ご
も
り
に
マ
ッ
チ
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
配
信

し
て
、
再
び
増
加
傾
向
に
な
り
ま
し
た
。

　
リ
ー
チ
を
増
や
す
方
法
の
一
つ
と
し
て
は

S
N
S
で
「
乗
っ
か
る
」
取
り
組
み
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ばO

ffi
cial

髭
男d

ism

は
沖
縄
市
の

ゲ
ー
ト
通
り
で
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
を
撮
影

し
た
の
で
、
S
N
S
で#O

ffi
cial

髭
男dism

と

い
う
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
つ
け
て
発
信
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
市
内
で
撮
影
さ
れ
た
映
画
や
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
、
さ
ら
に
そ
の
映
画
に
出
演

し
た
俳
優
な
ど
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
つ
け
、
積

極
的
に
「
乗
っ
か
る
」
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
S
N
S
の
発
信
内
容
も
最
初
は
市
内
の
公
園

や
店
の
情
報
が
中
心
で
し
た
が
、
県
民
対
象
の

施
設
や
知
る
人
ぞ
知
る
沖
縄
市
の
お
店
情
報
な

ど
県
内
か
ら
の
誘
客
を
目
的
と
し
た
発
信
へ
と

広
げ
て
い
ま
す
。
常
に
情
報
を
発
信
し
続
け
る

こ
と
で
、
自
粛
緩
和
と
と
も
に
近
隣
市
町
村⇒

県
内
全
域⇒

国
内
全
域⇒

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
い

う
形
で
、
徐
々
に
来
訪
の
発
地
元
を
広
げ
る
こ

と
が
目
的
で
す
。

　
今
後
は
修
学
旅
行
に
対
す
る
営
業
を
再
開
し
、

商
談
会
を
積
極
的
に
実
施
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
沖
縄
市
の
修
学
旅
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
こ

こ
3
年
で
平
和
講
話
や
文
化
体
験
の
参
加
人

数
・
団
体
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
一
方
、
中
心
市

街
地
に
90
〜
1
2
0
分
滞
在
す
る
ま
ち
あ
る
き

が
参
加
人
数
・
団
体
数
と
も
に
増
え
て
い
ま
す
。

2
0
1
7
年
の
ま
ち
あ
る
き
の
参
加
は
56
団
体

3
6
3
5
人
だ
っ
た
の
に
対
し
、
2
0
1
9
年
度

は
76
団
体
7
0
5
6
人
と
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
ま

す
。
ド
ル
に
よ
る
買
物
や
ラ
ン
チ
の
支
払
い
に
よ

る
高
付
加
価
値
の
商
品
開
発
と
販
売
を
行
い
、

経
済
的
な
価
値
を
市
内
の
飲
食
店
・
商
店
街
に

提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
実
施
し
た
い
の
は
、
関
係
性
が
強

か
っ
た
り
、
共
通
項
の
あ
る
エ
リ
ア
へ
の
積
極

的
な
営
業
で
す
。
ま
ず
、
大
阪
府
豊
中
市
、
愛

知
県
東
海
市
、
山
形
県
米
沢
市
、
東
京
都
町
田

市
な
ど
兄
弟
姉
妹
都
市
か
ら
の
誘
客
で
す
。
さ

ら
に
昨
年
訪
問
し
て
親
交
を
深
め
た
の
が
韓
国

の
平
澤
（
ピ
ョ
ン
テ
ク
）
市
で
す
。
米
軍
基
地

が
あ
る
街
で
、
沖
縄
市
と
同
じ
様
な
通
り
・
商

店
街
が
あ
り
ま
す
。
台
北
市
の
迪
化
街
（
デ
ー

フ
ォ
ア
ジ
ェ
）
は
商
店
街
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

的
な
方
と
週
1
回
く
ら
い
L
I
N
E
で
情
報
交

換
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
を
き
っ
か
け
に
ま
ち
を

P
R
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
地
元
の
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
F
C
琉
球
の
応
援
店
舗
リ
ス
ト
の
サ
イ

ト
を
作
っ
て
S
N
S
に
リ
ン
ク
を
貼
り
、
そ
こ

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
店
舗
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
で
人
を
呼
ぶ
だ
け
で

な
く
、
ま
ち
の
飲
食
店
に
お
金
を
落
と
す
た
め

の
仕
組
み
を
作
っ
て
い
ま
す
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　

〈
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
〉

山
田（
雄
） 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
頑
張
っ
て
お
ら

れ
る
3
人
の
方
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

危
機
へ
の
対
処
は
三
者
三
様
で
す
が
、
こ
の
2

ヶ
月
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
き
た
こ

と
が
伝
わ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　
清
永
さ
ん
か
ら
は
、
佐
渡
の
リ
ブ
ラ
ン
ド
に

取
り
組
み
つ
つ
、
コ
ロ
ナ
と
い
う
ク
ラ
イ
シ
ス

を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
が

伝
わ
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
国
際
的
な
観

光
の
潮
流
、
特
に
欧
州
に
つ
い
て
把
握
し
、
う

ま
く
佐
渡
の
観
光
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
い
き

た
い
と
常
々
考
え
ら
れ
て
い
た
中
、
そ
の
思
い

と
実
態
が
な
か
な
か
地
域
で
噛
み
合
わ
な
か
っ

た
と
こ
ろ
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
リ
ス
ク
と
ク

ラ
イ
シ
ス
に
直
面
し
た
時
、
そ
れ
を
う
ま
く
機

会
に
変
え
な
が
ら
動
い
て
き
た
と
言
え
ま
す
。

「
足
で
稼
ぐ
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
ま
し
た
が
、

い
ろ
い
ろ
な
関
係
者
に
交
渉
し
、
衛
生
基
準
な

ど
反
対
の
声
も
大
き
い
中
で
非
常
に
ご
苦
労
さ

れ
な
が
ら
、
動
か
れ
て
き
た
と
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。

　
井
口
さ
ん
は
雪
国
観
光
圏
と
い
う
D
M
O
を

ま
う
。
な
の
で
、
僕
は
業
界
と
し
て
ど
こ
か
で

線
を
引
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
サ
ク
ラ
ク
オ
リ
テ
ィ
は
そ
う
い
う
時
に
役
立

つ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
「
こ
れ
以
上
は
し
な

く
て
い
い
の
で
は
」
と
い
う
線
を
業
界
で
引
か

な
い
と
、
ず
っ
と
コ
ス
ト
を
抱
え
て
し
ま
う
の

で
、
そ
こ
は
D
M
O
の
人
た
ち
も
冷
静
に
見
て

も
ら
い
た
い
で
す
よ
ね
。
コ
ロ
ナ
コ
ロ
ナ
と
大

騒
ぎ
す
る
の
で
は
な
く
、
経
営
で
き
る
分
岐
点

は
ど
こ
な
ん
だ
と
。
「
や
り
過
ぎ
な
い
こ
と
」

と
い
う
の
も
、
僕
は
大
事
な
テ
ー
マ
か
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
旅
館
と
し
て
は
、
今
は
チ
ャ
ン
ス
以
外
な
い

と
思
い
ま
す
。ryu

gon

は
海
外
の
お
客
様
が

地
方
を
旅
し
た
時
の
宿
の
提
案
な
の
で
、
今
は

海
外
旅
行
に
行
け
な
い
お
客
様
が
た
く
さ
ん
い

て
、
海
外
旅
行
で
旅
慣
れ
た
日
本
の
お
客
様
に

楽
し
め
る
の
で
は
と
い
う
し
つ
ら
え
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

　
な
の
で
今
ま
で
は
や
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

む
し
ろ
僕
は
今
、
積
極
的
に
旅
行
会
社
に
営
業

に
行
っ
て
い
ま
す
。
高
級
バ
ス
を
使
っ
て
い
る

旅
行
会
社
で
2
泊
ツ
ア
ー
を
作
っ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
D
M
O
と
宿
で
は
や
る
べ
き
こ
と
に

若
干
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
基
本
は
そ
う
い

う
こ
と
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
田（
雄
）　
政
治
を
動
か
す
と
い
う
話
が
あ
り

ま
し
た
が
、
競
争
力
を
持
ち
な
が
ら
観
光
振
興

を
持
続
的
に
や
っ
て
い
く
に
は
、
地
域
の
観
光

振
興
の
仕
組
み
自
体
を
も
う
少
し
変
え
て
い
か

な
い
と
難
し
い
と
い
う
の
が
、
井
口
さ
ん
が
感

じ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

山
田（
一
）
　2
月
下
旬
に
僕
は
「
無
収
入
で
生

存
で
き
る
期
間
っ
て
ど
れ
く
ら
い
な
ん
だ
ろ

う
」
と
考
え
ま
し
た
。
決
ま
っ
て
い
る
補
助
金

以
外
に
収
入
が
な
か
っ
た
ら
、
ど
れ
く
ら
い
う

ち
の
組
織
で
人
を
キ
ー
プ
で
き
る
か
と
。
計
算

し
て
み
た
結
果
、
1
年
く
ら
い
な
ら
な
ん
と
か

無
収
入
で
も
食
わ
せ
て
い
け
る
な
と
思
っ
た
の

で
、
職
員
み
ん
な
に
そ
う
い
う
発
表
を
し
ま
し

た
。

　
観
光
協
会
は
地
域
の
人
を
幸
せ
に
す
る
こ
と

が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
僕

の
半
径
10
m
の
人
が
幸
せ
で
な
け
れ
ば
そ
れ
は

不
可
能
と
い
う
こ
と
で
、
内
側
と
外
側
の
両
方

に
対
す
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
考
え
ま
し
た
。

　
全
職
員
に
対
し
て
は
4
月
に
遡
り
、
昇
給
を

実
施
し
ま
し
た
。
う
ち
の
規
定
で
は
契
約
社
員

は
賞
与
が
な
い
の
で
す
が
6
月
に
一
律
で
賞
与

を
出
し
、
パ
ー
ト
の
人
に
も
一
時
金
を
出
し
ま

し
た
。
み
ん
な
で
頑
張
ろ
う
と
い
う
ム
ー
ド
を

作
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
外
に
対
し
て
は
、
先
ほ
ど
共
通
項
や
関
わ
り

の
あ
る
地
域
に
個
別
に
営
業
し
て
い
く
と
話
し

ま
し
た
が
、
昨
年
は
、
油
田
が
あ
り
、
ホ
ー
チ

ミ
ン
の
倍
の
所
得
が
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
の
ブ
ン
タ

ウ
の
商
工
会
議
所
と
仲
良
く
な
り
、
1
校
だ
け

あ
る
日
本
語
学
校
で
プ
レ
ゼ
ン
を
し
ま
し
た
。

「
年
に
1
度
、
日
本
に
日
本
語
を
話
し
に
来
ま

す
」
と
い
う
話
に
な
り
、
今
年
4
月
に
校
長
先

生
が
来
日
す
る
予
定
が
コ
ロ
ナ
で
延
期
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ベ
ト
ナ
ム
と
の
往
来
が

再
開
し
そ
う
な
の
で
、
再
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、G

oT
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
修
学
旅
行

も
対
象
な
の
で
、
旅
行
会
社
に
対
し
て
「
こ
れ

を
活
用
し
て
沖
縄
市
に
来
ま
せ
ん
か
」
と
い
う

ア
プ
ロ
ー
チ
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ゲ

リ
ラ
的
な
形
で
す
が
、
が
ん
が
ん
営
業
し
に
行

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
田（
雄
） 

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
本
当
に
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
起
き
、
4
、
5
月
は
先
が
見

え
な
い
状
況
で
し
た
。
や
っ
と
明
る
さ
も
見
え

て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
こ
う
し
た
危
機
が
起

き
る
可
能
性
が
あ
る
わ
け
で
、
ど
う
い
う
観
光

地
に
し
て
い
き
た
い
の
か
、
中
長
期
的
に
考
え

て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

 

今
日
の
み
な
さ
ん
の
お
話
で
改
め
て
重
要
だ

と
感
じ
た
の
は
、
日
常
的
に
い
ろ
い
ろ
な
人
た

ち
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
お
く
こ
と
で
す
。

清
永
さ
ん
か
ら
は
お
客
様
に
対
す
る
C
R
M
の

話
、
山
田
さ
ん
か
ら
は
観
光
協
会
内
の
職
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
話
と
と
も
に
、
す
ぐ
営
業

に
行
け
る
態
勢
を
作
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

こ
う
い
う
状
況
で
は
非
常
に
重
要
と
言
え
ま
す
。

　
ま
た
、
井
口
さ
ん
のryu

gon

と
い
う
施
設

が
今
のw

ith

コ
ロ
ナ
の
中
で
価
値
を
発
揮
し
て

い
る
と
い
う
話
に
つ
い
て
は
、
雪
国
観
光
圏
の

コ
ン
セ
プ
ト
に
共
鳴
す
る
方
達
と
培
っ
て
き
た

つ
な
が
り
が
や
は
り
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す

し
、
こ
う
し
た
危
機
で
は
、
あ
る
種
贅
肉
が
落

と
さ
れ
る
よ
う
な
形
で
強
み
に
な
る
と
。
平
時

で
は
な
か
な
か
見
え
な
い
も
の
が
、
強
み
と
し

て
展
開
さ
れ
る
機
会
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
井
口
さ
ん
の
お
話
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今

回
の
よ
う
な
危
機
を
迎
え
、
日
本
版
D
M
O
に

つ
い
て
あ
る
程
度
の
機
能
や
役
割
を
見
直
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
、
日
本
だ
け
で
な
く
、
全
世
界
の
観
光
局
が

こ
の
悩
み
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が

落
ち
着
い
て
き
た
暁
に
は
、
海
外
で
の
対
応
を

見
な
が
ら
、
日
本
の
観
光
地
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

を
高
め
て
い
く
方
法
を
引
き
続
き
考
え
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

ベ
ク
ト
ル
に
し
、

旅
行
消
費
額
を

増
や
す
こ
と
が

目
的
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
2
年

前
か
ら
海
外
事

例
な
ど
を
調
べ
、

応
用
で
き
る
も

の
を
取
り
入
れ

た
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
プ
ラ
ン
を

作
っ
て
い
ま
し

か
、
そ
れ
ぞ
れ
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

清
永
　
コ
ロ
ナ
危
機
は
東
日
本
大
震
災
の
原
発

危
機
と
同
じ
だ
と
私
は
思
っ
て
い
て
、
そ
こ
で

ど
れ
だ
け
ブ
レ
な
い
で
営
業
し
て
い
く
か
が
大

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
は
何
を
や
る
か
と

言
う
と
、
や
は
り
ロ
イ
ヤ
ル
カ
ス
タ
マ
ー
を
ど

う
作
っ
て
い
く
か
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
佐
渡
で
は
、
C
R
M

を
ず
っ
と
や
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
仕

組
み
上
で
ど
ん
ど
ん
会
員
を
増
や
し
て
い
く
。

　
さ
ど
ま
る
倶
楽
部
で
は
、
ポ
イ
ン
ト
バ
ッ
ク

と
い
う
仕
組
み
を
既
に
作
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ど
ん
ど
ん
会
員
を
増
や
し
、
顧
客
デ
ー
タ
が
集

売
上
が
上
が
る

わ
け
で
は
な
い

で
す
が
、
人
に

よ
っ
て
は
非
常

に
過
敏
に
反
応

す
る
場
合
も
あ

り
、
そ
う
で
は

な
い
人
も
い
る
。

過
敏
な
反
応
の

人
に
基
準
を
合

わ
せ
て
し
ま
う

と
、
慢
性
的
に

旅
館
が
コ
ス
ト

高
に
な
っ
て
し

withコロナ、postコロナにおけるＤＭＯの取り組み2

上
：
津
南
ひ
ま
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り
広
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魚
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ち
ゃ
ー
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し
て
い
る
た
め
、
少
し
戻
り
始
め
て
い
ま
す
。

目
標
と
す
る
1
月
の
水
準
に
は
ま
だ
ま
だ
達
す

る
レ
ベ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
終
的
に
は

昨
年
や
一
昨
年
の
数
字
に
戻
る
の
で
は
と
思
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
コ
ロ
ナ
禍
が
本
格
化
し
た

2
〜
3
月
は
も
と
も
と
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
な
の
で
、

ま
だ
十
分
で
は
な
か
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
や
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
作
り
込
み
な
ど
の
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
話
す
と
、
今
ま
で
の
国
内

旅
行
は
「
非
日
常
」
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
1
泊
2
日
で
観
光
名
所
を
回
り
、
商
業
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い
う
画
一
的
な
対
応
に
な

り
が
ち
で
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
雪
国
観
光
圏

が
提
案
し
て
き
た
の
は
「
異
日
常
」
で
す
。
地

域
の
暮
ら
し
や
文
化
を
体
験
し
た
り
、
地
域
の

人
と
触
れ
合
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学

ぶ
旅
を
意
味
し
ま
す
。

　
異
日
常
型
へ
の
移
行
と
い
う
の
は
昔
か
ら
言

わ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
が
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ

る
旅
館
な
ど
の
設
備
投
資
が
ま
ま
な
ら
ず
、

D
M
O
に
も
そ
う
い
う
意
識
が
な
か
っ
た
り
、

な
か
な
か
ど
こ
の
観
光
地
も
苦
戦
し
て
い
る
状

況
が
あ
り
ま
す
。
幸
い
、
雪
国
観
光
圏
は
そ
う

い
う
フ
レ
ー
ム
を
持
っ
て
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な

旅
館
事
業
者
で
、
そ
う
い
う
活
動
を
す
る
と
こ

ろ
が
増
え
て
き
た
の
で
、
コ
ロ
ナ
は
む
し
ろ
そ

う
し
た
方
向
に
変
革
を
す
る
い
い
チ
ャ
ン
ス
と

思
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
は
本
当
に
地
域
間
競
争
が
激
化
す
る
と

痛
感
し
て
お
り
、
中
途
半
端
な
「
D
M
O
ご
っ

こ
」
な
ら
や
ら
な
い
方
が
い
い
の
で
は
と
思
い

ま
す
。
D
M
O
は
本
来
、
き
ち
ん
と
し
た
財
源

と
権
限
が
あ
っ
て
観
光
を
推
進
す
る
組
織
で
あ

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
で
そ
れ
を
や

る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
で
す
よ
ね
。

　
本
来
、
D
M
O
は
方
針
を
示
す
い
わ
ば
監
督

的
な
役
割
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
い
く
ら
監

督
が
頑
張
っ
て
も
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
旅
館

や
飲
食
店
が
そ
の
意
思
に
沿
っ
て
動
か
な
け
れ

ば
し
か
た
が
な
い
わ
け
で
す
。

　
ま
た
、
日
本
は
行
政
が
非
常
に
強
い
の
で
、

自
治
体
が
監
督
を
や
り
た
が
っ
た
り
、
場
合
に

よ
っ
て
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
や
り
た
が
っ
た
り
す

る
の
で
、
す
ご
く
や
や
こ
し
く
な
っ
て
し
ま
う

の
で
す
が
、
雪
国
観
光
圏
で
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
を

ど
う
作
っ
て
、
仲
間
を
巻
き
込
ん
で
チ
ー
ム
に

す
る
か
を
ず
っ
と
意
識
し
て
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
危
機
は
そ
う
い
う
考
え
方
を
ま
と
め

る
い
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
と
思
っ
て

い
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
3

〈
沖
縄
市
観
光
物
産
振
興
協
会
〉

儲
け
る
観
光
協
会
の
作
り
方

〜
再
生
か
ら
D
M
O
に
む
け
て

山
田（
一
）　
沖
縄
市
は
那
覇
空
港
か
ら
車
で
約

40
分
の
距
離
に
位
置
し
、
ビ
ー
チ
や
有
名
な
観

光
地
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
沖
縄
最
大
と
な
る
嘉

手
納
基
地
の
〝
門
前
町
〞
で
す
。
最
盛
期
は
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
時
代
で
、
当
時
は
那
覇
よ
り
も
最

先
端
の
街
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
街
中
シ

ャ
ッ
タ
ー
街
で
す
が
、
商
店
主
の
皆
さ
ん
は
経

済
的
に
は
困
っ
て
お
ら
ず
実
は
富
裕
層
で
す
。

カ
ー
プ
の
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
長
く
利
用
さ
れ

て
お
り
、
F
C
琉
球
と
い
う
J
2
チ
ー
ム
が
あ

り
、
エ
イ
サ
ー
な
ど
の
伝
統
芸
能
も
盛
ん
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
危
機
で
、
沖
縄
市
観
光
物
産
振
興
協

会
が
行
っ
て
い
た
取
り
組
み
を
時
系
列
に
記
録

し
た
ア
ー
カ
イ
ブ
が
こ
ち
ら（
左
）で
す
。

　
3
月
13
日
の
経
済
産
業
省
等
の
コ
ロ
ナ
対
策

施
策
集
で
す
が
、
分
量
が
多
い
と
読
ん
で
い
た

だ
け
な
い
の
で
、
5
枚
く
ら
い
に
ま
と
め
て
全

会
員
に
送
り
ま
し
た
。
3
月
16
日
の
ク
ー
ポ
ン

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
4
月
22
日
に
タ
イ
国
政
府
観
光
庁
が
観
光
業

向
け
衛
生
安
全
基
準
を
策
定
す
る
と
い
う
ウ
ェ

ブ
記
事
を
目
に
し
、
す
ぐ
に
タ
イ
や
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
で
の
対
応
事
例
の
翻
訳
に
か
か
り
ま
し
た
。

5
月
1
日
に
行
わ
れ
た
行
政
の
コ
ロ
ナ
対
策
会

議
で
、
佐
渡
で
も
公
衆
衛
生
認
証
を
や
ろ
う
と

言
い
ま
し
た
が
、
「
補
助
金
を
出
す
の
が
大
変

だ
か
ら
今
は
協
力
で
き
な
い
」
と
い
う
話
だ
っ

た
の
で
、
「
で
は
、
う
ち
で
や
り
ま
す
」
と
い

う
こ
と
で
、
満
を
持
し
て
5
月
14
日
に
リ
リ
ー

ス
し
た
の
が
「
佐
渡
ク
リ
ー
ン
認
証
」
で
す
。

　
実
施
に
は
デ
ー
タ
と
権
威
が
必
要
だ
と
思
い
、

有
識
者
と
き
ち
ん
と
話
し
あ
っ
て
行
政
を
納
得

さ
せ
、
こ
の
ク
リ
ー
ン
認
証
を
受
け
な
い
と
補

助
金
が
受
け
ら
れ
な
い
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参

加
で
き
な
い
と
い
う
形
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
サ
ク
ラ
ク
オ
リ
テ
ィ
の
防
疫
ク

リ
ー
ン
マ
ー
ク
と
同
等
に
し
ま
し
ょ
う
と
い
う

働
き
か
け
も
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
5
月
1
日
に
は
「
島
を
守
る
た
め
に

今
は
ま
だ
来
な
い
で
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

英
語
版
と
繁
体
字
版
の
動
画
を
作
り
、

#stayh
o
m

e   #
travelto

m
o
rro

w

と
い
う

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
つ
け
た
と
こ
ろ
、
1
万
回
以

上
再
生
さ
れ
、「
い
い
ね
！
」が
海
外
か
ら
多
く

押
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
台
湾
か
ら
が
多
か
っ
た

で
す
。

　
そ
の
あ
と
は
、「
来
る
人
も
住
む
人
も
安
心

安
全
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
推
進
し
よ

う
と
い
う
こ
と
で
、
5
月
27
日
か
ら
佐
渡
汽
船

に
1
万
枚
の
マ
ス
ク
を
配
布
し
て
検
温
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
の
作
成
の
意
味
が
低
下
し
て
い
る
の
で
、

デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
移
行
す
る
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
と
も
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
危
機
と
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
似

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
観
光
業
界
の

復
活
は
早
く
、
一
度
縮
小
し
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

再
び
広
が
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

だ
と
思
い
ま
す
。
世
界
を
相
手
に
し
た
競
合
戦

略
や
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
み
、

住
む
人
と
暮
ら
す
よ
う
に
旅
す
る
人
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
、
佐
渡
を
世
界
に
名
だ
た
る
観
光
地

に
す
る
の
が
今
後
の
流
れ
な
の
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
2

〈
雪
国
観
光
圏
と
旅
館ryugon

〉

コ
ロ
ナ
は「
非
日
常
」か
ら

「
異
日
常
」へ
変
革
す
る
チ
ャ
ン
ス

井
口
　
私
は
雪
国
観
光
圏
を
2
0
0
8
年
に
立

ち
上
げ
て
5
〜
6
年
経
っ
た
頃
か
ら
、
旅
館
業

が
変
わ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
の
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
大
き
な
変
化
に
よ
っ
て
、

観
光
そ
の
も
の
が
大
き
く
シ
フ
ト
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　
雪
国
観
光
圏
は
今
ま
で
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
市

町
村
を
雪
国
文
化
で
つ
な
ぎ
、
一
つ
の
エ
リ
ア

と
し
て
発
信
し
て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
徐
々
に
注
目
さ
れ
る
中

で
課
題
は
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
体
感
さ
せ
る

場
が
な
か
っ
た
こ
と
で
、
事
業
者
と
し
て
の
私

は
、
越
後
湯
沢
駅
前
に
あ
る
「
越
後
湯
澤

H
A
T
A
G
O
井
仙
」
と
い
う
旅
館
の
経
営
に

加
え
、
2
年
前
に
南
魚
沼
市
に
あ
る
「
温
泉
御

宿
　
龍
言
」
と
い
う
旅
館
を
引
き
受
け
、
昨
年

「ryu
gon

」
と
い
う
宿
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

ま
し
た
。
伝
統
的
な
日
本
旅
館
を
、
通
年
で
雪

国
文
化
を
体
感
で
き
る
古
民
家
ホ
テ
ル
と
い
う

形
に
リ
ブ
ラ
ン
ド
し
て
い
ま
す
。

　
D
M
O
が
し
っ
か
り
ブ
ラ
ン
ド
を
発
信
す
る

と
同
時
に
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
事
業
者
が
し

っ
か
り
そ
れ
を
具
現
化
す
る
こ
と
、
「
沿
っ
て

い
く
」
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
い
ろ

ん
な
D
M
O
を
見
て
も
、
D
M
O
の
方
針
と
そ

の
地
域
の
宿
泊
事
業
者
が
マ
ッ
チ
し
て
い
な
い

ケ
ー
ス
は
よ
く
あ
り
、
雪
国
観
光
圏
が
作
っ
て

き
た
文
化
を
こ
こ
で
ど
う
体
感
さ
せ
る
か
が
重

要
で
す
。

　
そ
う
い
う
意
味
でryu

gon

は
雪
国
観
光
圏

が
作
っ
て
き
た
構
想
を
家
具
や
建
物
、
食
で
表

現
す
る
一
つ
の
モ
デ
ル
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
重
要
な
の
が
地
域
の
暮
ら
し
を
体
感
さ
せ

る
こ
と
で
、
そ
れ
は
旅
館
と
い
う
空
間
だ
け
で

は
で
き
な
い
の
で
、
ス
ノ
ー
ピ
ク
ニ
ッ
ク
や
田

ん
ぼ
ラ
ン
チ
と
い
っ
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
組

み
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　ryu
gon

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
か
ら
の
売

上
状
況
で
す
が
、
７
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は

対
前
年
比
平
均
1
4
0
％
で
推
移
し
て
い
ま
し

た
。
冬
は
シ
ー
ズ
ン
・
オ
フ
だ
っ
た
の
で
す
が
、

特
に
冬
が
好
調
で
、
倍
く
ら
い
に
増
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
で
雪
国
文
化
が
形
に
な
る
な
、
行
け
る

と
思
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
コ
ロ
ナ
が
広
ま
り
、

3
月
か
ら
売
上
は
急
激
に
減
少
し
ま
し
た
。
6

月
か
ら
は
新
潟
県
が
宿
泊
補
助
券
を
出
す
な
ど

た
。

　
コ
ロ
ナ
は
、
収
束
後
も
付
き
合
っ
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
と
認
識
し
た
の
が
2
月
中
旬
頃

で
、
2
月
末
に
は
既
に
作
っ
て
い
た
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
に
コ
ロ
ナ
対
策
を
入
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
収
束
の
前
後
で
ス
テ
ー
ジ
を
2
つ
に

分
け
、
ス
テ
ー
ジ
1
は
行
政
と
の
情
報
共
有
、

次
に
事
業
者
に
寄
り
添
う
こ
と
、
そ
し
て
観
光

事
業
者
の
窓
口
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思

い
ま
し
た
。
そ
の
後
が
収
束
に
向
け
た
環
境
整

備
、
さ
ら
に
反
転
攻
勢
に
向
け
た
ブ
ラ
ン
ド
力

の
ア
ッ
プ
、
資
源
を
デ
ジ
タ
ル
で
見
せ
る
、
そ

し
て
安
心
安
全
な
島
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
す
。

佐
渡
は
あ
ま
り
感
染
者
が
出
な
い
こ
と
が
予
測

さ
れ
た
の
で
こ
れ
を
強
み
と
考
え
ま
し
た
。
ス

テ
ー
ジ
2
は
観
光
客
へ
の
ヘ
イ
ト
が
起
き
る
と

思
い
、
島
内
島
外
に
向
け
て
ど
う
対
応
す
る
か

を
考
え
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
D
M
O
の
役
割
は
、
き
ち

ん
と
方
針
や
理
念
を
作
っ
て
他
の
観
光
地
を
ベ

ン
チ
マ
ー
ク
し
、
人
を
育
て
る
こ
と
で
あ
り
、

や
る
こ
と
は
コ
ロ
ナ
禍
前
と
変
わ
ら
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
加
え
、
観
光
協
会
が
、
地
域
で
リ
ス

ペ
ク
ト
さ
れ
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
チ
ャ
ン
ス
だ
と
。

　
ち
な
み
に
佐
渡
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

が
1
9
9
4
年
に
起
き
て
お
り
、
こ
の
時
に
観

光
客
ヘ
イ
ト
が
生
ま
れ
た
た
め
に
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
が
下
が
っ
た
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
海

外
で
は
今
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
持
続
可
能

性
）
と
レ
ス
ポ
ン
シ
ビ
リ
テ
ィ
（
地
域
へ
の
責

任
）
が
非
常
に
注
目
さ
れ
、
観
光
客
と
住
民
と

行
政
と
事
業
者
が
ど
う
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い

く
か
、
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
（
企
業
誘
致
や
投

資
）
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
企
業
支

援
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
予
定
に
し
て
い
ま

し
た
。

　
そ
の
た
め
に
2
年
前
か
ら
「
地
域
の
利
益
の

た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
」
と
い
う

経
営
理
念
を
決
め
、
地
域
に
と
っ
て
の
価
値
を

高
め
る
結
果
に
対
し
て
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
カ
ス
タ
マ
ー
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ

プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
C
R
M
）
を
重
視
し
て

「
さ
ど
ま
る
倶
楽
部
」
と
い
う
島
外
フ
ァ
ン
の

会
員
組
織
を
作
り
、
2
万
1
0
0
0
人
を
超
え

る
会
員
を
対
象
に
、
昨
年
12
月
か
ら
ア
プ
リ
と

観
光
地
域
通
貨
を
導
入
し
ま
し
た
。
　

　
コ
ロ
ナ
対
策
の
話
に
戻
り
ま
す
と
、
2
月
に

宿
泊
施
設
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
対
策
簡
易
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
り
ま
し
た
。
大
事
な
の
は
、
事
業
者

向
け
で
は
な
く
「
市
民
の
皆
様
へ
」
と
書
い
て

い
る
点
で
す
。
島
内
の
事
業
者
に
対
す
る
ヘ
イ

ト
が
起
き
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
観
光
客
に

対
す
る
ヘ
イ
ト
が
起
き
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
観
光
客
に
対
す
る
ヘ
イ
ト
を
な
く
す
、
地
元

に
D
M
O
が
リ
ス
ペ
ク
ト
さ
れ
る
に
は
地
域
の

役
に
立
ち
、
と
に
か
く
寄
り
添
お
う
と
い
う
こ

と
で
、
3
月
中
旬
に
バ
ー
チ
ャ
ル
物
産
展
を
実

施
す
る
と
非
常
に
好
反
応
を
得
ら
れ
、
4
月
下

旬
に
出
前
と
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
リ
ス
ト
を
作
り

ま
し
た
。
行
政
が
や
る
と
一
ヶ
月
か
か
る
と
い

う
話
で
し
た
が
5
日
で
実
行
で
き
ま
し
た
。
私

も
1
0
0
店
舗
を
3
日
間
で
回
り
、
地
元
の
意

見
を
集
め
ら
れ
た
の
が
大
き
か
っ
た
で
す
。
も

と
も
と
D
M
O
は
足
で
稼
ぐ
の
が
大
事
だ
な
と

山
田（
雄
）　
今
日
は
実
践
的
な
活
動
を
さ
れ
て

い
る
D
M
O
の
3
名
の
方
に
情
報
を
提
供
い
た

だ
き
な
が
ら
、
今
後
の
展
開
方
向
を
考
え
る
場

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
の
2
〜
3
ヶ
月
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
、

気
を
つ
け
て
き
た
の
か
お
話
し
い
た
だ
き
、
そ

の
あ
と
に
簡
単
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
1

〈
佐
渡
観
光
交
流
機
構
〉

「
地
域
の
利
益
の
た
め
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」で
あ
り
つ
づ
け
る

清
永
　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
今

の
取
り
組
み
を
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
2
年
前
に
佐
渡
に
来
ま
し
た
が
、
そ
の
前

は
ス
キ
ー
場
を
経
営
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
観

光
地
経
営
で
あ
る
D
M
O
と
ス
キ
ー
場
経
営
は

基
本
的
に
同
じ
で
、
D
M
O
の
役
割
は
行
政
と

民
間
事
業
者
を
つ
な
ぎ
、
仲
間
を
作
っ
て
同
じ

長
く
や
っ
て
き
て
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
だ
け

で
は
な
か
な
か
地
域
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
現
実
に
も
直
面
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
ご
自
身
の
事
業
と
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

たryu
gon

と
い
う
旅
館
を
通
じ
て
、
雪
国
観

光
圏
と
は
こ
う
い
う
も
の
だ
と
い
う
の
を
発
信

し
た
い
と
い
う
取
り
組
み
を
し
て
き
た
と
こ
ろ

に
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
が
あ
り
、
そ
れ
を
チ
ャ
ン

ス
に
切
り
替
え
て
い
こ
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
旅
館
の
価
値
観
や

旅
行
に
対
す
る
考
え
方
が
変
わ
っ
て
く
る
と
い

う
こ
と
も
想
定
し
、
着
実
に
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

や
商
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
言
え
ま

す
。

　
沖
縄
市
の
山
田
さ
ん
は
コ
ロ
ナ
禍
の
前
に
任

期
付
き
で
事
務
局
長
と
な
り
、
通
常
の
沖
縄
観

光
の
イ
メ
ー
ジ
で
売
れ
る
場
所
で
は
な
い
エ
リ

ア
で
、
各
事
業
者
と
協
力
し
な
が
ら
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
そ

れ
ま
で
培
っ
て
き
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
う
ま
く

使
い
な
が
ら
、
危
機
に
対
応
し
て
き
た
の
で
は

と
思
い
ま
す
。

　
お
三
方
の
話
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
今
回
の

コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
な
リ
ス
ク
に
対
し
て
「
こ
う

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う
唯
一
無
二
の

正
解
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
状
況

に
陥
る
前
ま
で
の
い
ろ
い
ろ
な
伏
線
や
取
り
組

み
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
が
非
常
に
大
き
く
影

響
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た

危
機
を
早
め
に
認
識
し
て
行
動
さ
れ
て
き
た
と

こ
ろ
が
、
今
の
状
況
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
7
月
以
降
に
ど
ん
な
取
り
組
み

や
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る

ま
る
ほ
ど
今
後
の
資
産
に
な
り
、
そ
う
す
る
と

広
告
が
要
ら
な
く
な
る
の
で
は
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
こ
れ
か
ら
多
分
、
安
心
安
全
を
非
常
に

重
視
す
る
人
は
観
光
地
に
な
か
な
か
来
な
い
の

で
は
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
信
頼
で
き
る
安
全

証
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
と
い
う
こ
と

で
、
さ
ど
ま
る
倶
楽
部
の
ア
プ
リ
会
員
に
し
っ

か
り
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、
お
客
様
が
「
私
は

安
全
だ
」
と
思
え
る
仕
組
み
を
作
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
ス
イ
ス
の
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
で
行
っ
て
い
る
、

何
年
も
通
っ
た
観
光
客
に
バ
ッ
ジ
を
進
呈
す
る

仕
組
み
と
ほ
ぼ
同
じ
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
先

達
の
や
っ
て
い
る
モ
デ
ル
を
し
っ
か
り
キ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
や
る
べ
き
こ

と
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

井
口
　
僕
は
コ
ロ
ナ
後
の
世
界
を
結
構
現
実
的

な
、
厳
し
い
目
で
見
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
旅

館
業
は
供
給
過
多
。
多
分
、
飲
食
店
も
旅
館
も

3
割
く
ら
い
は
廃
業
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。
社
会
構
造
が
変
化
し
た
時

に
、
地
域
は
ど
う
シ
ュ
リ
ン
ク
し
て
落
ち
着
く

の
か
と
い
う
落
と
し
所
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と

が
す
ご
く
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
自
治
体
主
導
の
観
光
振
興
は
広
く
薄
く
み
ん

な
で
助
か
ろ
う
と
し
ま
す
が
、
現
実
的
に
そ
れ

は
不
可
能
で
す
よ
ね
。
観
光
課
が
予
算
を
持
ち
、

観
光
協
会
に
ち
び
ち
び
小
遣
い
を
あ
げ
る
よ
う

な
こ
と
を
し
て
い
て
も
、
誰
も
助
か
ら
な
い
。

「
自
治
体
も
大
変
だ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
機
会
に

行
政
か
ら
観
光
を
外
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
本
気
で
広
域
の
D
M
O
を
し
っ
か
り
作
っ
て
、

財
源
は
宿
泊
税
で
賄
わ
な
い
と
ヤ
バ
い
で
す

よ
」
と
い
う
話
を
自
治
体
の
関
係
者
に
し
て
い

ま
す
。

　
こ
こ
は
正
直
、
首
長
の
判
断
し
か
な
い
ん
で

す
よ
。
政
治
を
動
か
す
し
か
な
い
の
で
、
僕
も

自
分
の
エ
リ
ア
で
や
っ
て
い
る
の
は
そ
れ
だ
け

で
す
。
D
M
O
の
事
業
と
い
う
よ
り
は
、
政
治

を
動
か
す
た
め
に
自
分
が
嫌
わ
れ
者
に
な
っ
て

も
言
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
く

ら
い
の
危
機
感
で
す
。

　
勝
ち
組
と
負
け
組
の
地
域
が
は
っ
き
り
し
た

時
に
、
負
け
組
の
地
域
に
な
っ
た
ら
、
事
業
者

の
立
場
か
ら
す
れ
ば
い
く
ら
投
資
を
し
て
も
無

駄
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
こ
は
命
が
け
で
、

い
い
格
好
し
い
の
政
治
の
観
光
振
興
は
や
め
ろ

と
、
は
っ
き
り
経
営
者
の
立
場
で
言
っ
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
か
な
と
い
う
の
が
正
直
な
部

分
で
す
。

　
も
う
一
つ
重
要
な
の
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
は
旅

館
に
し
て
み
た
ら
コ
ス
ト
で
し
か
な
い
わ
け
で

す
。
対
策
を
し
っ
か
り
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、

は
協
会
の
自
主
財
源
で
急
い
で
作
り
ま
し
た
が
、

飲
食
店
や
施
設
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　
4
月
21
日
の
「
医
療
従
事
者
用
エ
イ
坊
ク
ー

ポ
ン
リ
リ
ー
ス
」
と
い
う
の
は
、
家
族
へ
の
感

染
を
防
ぐ
た
め
病
院
で
寝
泊
ま
り
す
る
医
療
従

事
者
を
支
援
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
ホ
テ
ル

と
医
療
従
事
者
を
1
対
1
で
マ
ッ
チ
ン
グ
し
ま

し
た
。

 

4
月
24
日
か
ら
始
ま
っ
た
映
画
祭
タ
イ
ト
ル

の
「
や
ー
ぐ
ま
い
」
と
は
家
ご
も
り
と
い
う
意

味
で
、
沖
縄
市
に
は
K
O
Z
A
フ
ィ
ル
ム
オ
フ

ィ
ス
と
い
う
撮
影
支
援
団
体
が
あ
る
の
で
、
市

内
で
ロ
ケ
が
行
わ
れ
た
映
画
の
W
e
b
無
料
配

信
を
し
ま
し
た
。
ま
た
5
月
25
日
か
ら
、
観
光

協
会
の
財
源
で
出
し
た
ク
ー
ポ
ン
が
支
持
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
で
、
沖
縄
市
が
予
算
化
し
て

2
0
0
万
円
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
協
会
の
自
主
財
源
で
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

シ
ア
タ
ー
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
25
台
の
募
集

に
対
し
、
7
0
0
名
を
超
え
る
応
募
・
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
好
評

に
つ
き
7
月
後
半
か
ら
常
設
実
施
を
予
定
し
て

い
る
ほ
か
、
県
内
の
他
地
域
に
も
波
及
し
、
南

城
市
で
は
3
6
0
台
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
6
月
5
日
か
ら
は
沖
縄
県
の
宿
泊
補
助
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
に
県
内
の
観
光
協
会
と
し
て
唯
一

参
加
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ま
で
の
協
会
の
取
り
組
み
で
す
が
、

2
0
1
9
年
12
月
か
ら
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
チ
ー
ム
を
作
り
、
毎
日
S
N
S
の
更
新
を

し
て
い
ま
す
。
毎
日
更
新
を
始
め
る
と
同
時
に

「
い
い
ね
！
」
の
数
が
大
き
く
伸
び
、

2
0
2
0
年
2
月
か
ら
伸
び
が
鈍
っ
た
の
で
、

1
0
0
0
円
く
ら
い
の
広
告
を
月
額
2
0
0
0

〜
3
0
0
0
円
程
度
打
っ
た
と
こ
ろ
、
ま
た
伸

び
る
よ
う
に
な
り
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は

巣
ご
も
り
に
マ
ッ
チ
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
配
信

し
て
、
再
び
増
加
傾
向
に
な
り
ま
し
た
。

　
リ
ー
チ
を
増
や
す
方
法
の
一
つ
と
し
て
は

S
N
S
で
「
乗
っ
か
る
」
取
り
組
み
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ばO

ffi
cial

髭
男d

ism

は
沖
縄
市
の

ゲ
ー
ト
通
り
で
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
を
撮
影

し
た
の
で
、
S
N
S
で#O

ffi
cial

髭
男dism

と

い
う
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
つ
け
て
発
信
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
市
内
で
撮
影
さ
れ
た
映
画
や
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
、
さ
ら
に
そ
の
映
画
に
出
演

し
た
俳
優
な
ど
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
つ
け
、
積

極
的
に
「
乗
っ
か
る
」
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
S
N
S
の
発
信
内
容
も
最
初
は
市
内
の
公
園

や
店
の
情
報
が
中
心
で
し
た
が
、
県
民
対
象
の

施
設
や
知
る
人
ぞ
知
る
沖
縄
市
の
お
店
情
報
な

ど
県
内
か
ら
の
誘
客
を
目
的
と
し
た
発
信
へ
と

広
げ
て
い
ま
す
。
常
に
情
報
を
発
信
し
続
け
る

こ
と
で
、
自
粛
緩
和
と
と
も
に
近
隣
市
町
村⇒

県
内
全
域⇒

国
内
全
域⇒

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
い

う
形
で
、
徐
々
に
来
訪
の
発
地
元
を
広
げ
る
こ

と
が
目
的
で
す
。

　
今
後
は
修
学
旅
行
に
対
す
る
営
業
を
再
開
し
、

商
談
会
を
積
極
的
に
実
施
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
沖
縄
市
の
修
学
旅
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
こ

こ
3
年
で
平
和
講
話
や
文
化
体
験
の
参
加
人

数
・
団
体
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
一
方
、
中
心
市

街
地
に
90
〜
1
2
0
分
滞
在
す
る
ま
ち
あ
る
き

が
参
加
人
数
・
団
体
数
と
も
に
増
え
て
い
ま
す
。

2
0
1
7
年
の
ま
ち
あ
る
き
の
参
加
は
56
団
体

3
6
3
5
人
だ
っ
た
の
に
対
し
、
2
0
1
9
年
度

は
76
団
体
7
0
5
6
人
と
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
ま

す
。
ド
ル
に
よ
る
買
物
や
ラ
ン
チ
の
支
払
い
に
よ

る
高
付
加
価
値
の
商
品
開
発
と
販
売
を
行
い
、

経
済
的
な
価
値
を
市
内
の
飲
食
店
・
商
店
街
に

提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
実
施
し
た
い
の
は
、
関
係
性
が
強

か
っ
た
り
、
共
通
項
の
あ
る
エ
リ
ア
へ
の
積
極

的
な
営
業
で
す
。
ま
ず
、
大
阪
府
豊
中
市
、
愛

知
県
東
海
市
、
山
形
県
米
沢
市
、
東
京
都
町
田

市
な
ど
兄
弟
姉
妹
都
市
か
ら
の
誘
客
で
す
。
さ

ら
に
昨
年
訪
問
し
て
親
交
を
深
め
た
の
が
韓
国

の
平
澤
（
ピ
ョ
ン
テ
ク
）
市
で
す
。
米
軍
基
地

が
あ
る
街
で
、
沖
縄
市
と
同
じ
様
な
通
り
・
商

店
街
が
あ
り
ま
す
。
台
北
市
の
迪
化
街
（
デ
ー

フ
ォ
ア
ジ
ェ
）
は
商
店
街
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

的
な
方
と
週
1
回
く
ら
い
L
I
N
E
で
情
報
交

換
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
を
き
っ
か
け
に
ま
ち
を

P
R
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
地
元
の
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
F
C
琉
球
の
応
援
店
舗
リ
ス
ト
の
サ
イ

ト
を
作
っ
て
S
N
S
に
リ
ン
ク
を
貼
り
、
そ
こ

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
店
舗
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
で
人
を
呼
ぶ
だ
け
で

な
く
、
ま
ち
の
飲
食
店
に
お
金
を
落
と
す
た
め

の
仕
組
み
を
作
っ
て
い
ま
す
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　

〈
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
〉

山
田（
雄
） 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
頑
張
っ
て
お
ら

れ
る
3
人
の
方
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

危
機
へ
の
対
処
は
三
者
三
様
で
す
が
、
こ
の
2

ヶ
月
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
き
た
こ

と
が
伝
わ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　
清
永
さ
ん
か
ら
は
、
佐
渡
の
リ
ブ
ラ
ン
ド
に

取
り
組
み
つ
つ
、
コ
ロ
ナ
と
い
う
ク
ラ
イ
シ
ス

を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
が

伝
わ
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
国
際
的
な
観

光
の
潮
流
、
特
に
欧
州
に
つ
い
て
把
握
し
、
う

ま
く
佐
渡
の
観
光
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
い
き

た
い
と
常
々
考
え
ら
れ
て
い
た
中
、
そ
の
思
い

と
実
態
が
な
か
な
か
地
域
で
噛
み
合
わ
な
か
っ

た
と
こ
ろ
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
リ
ス
ク
と
ク

ラ
イ
シ
ス
に
直
面
し
た
時
、
そ
れ
を
う
ま
く
機

会
に
変
え
な
が
ら
動
い
て
き
た
と
言
え
ま
す
。

「
足
で
稼
ぐ
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
ま
し
た
が
、

い
ろ
い
ろ
な
関
係
者
に
交
渉
し
、
衛
生
基
準
な

ど
反
対
の
声
も
大
き
い
中
で
非
常
に
ご
苦
労
さ

れ
な
が
ら
、
動
か
れ
て
き
た
と
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。

　
井
口
さ
ん
は
雪
国
観
光
圏
と
い
う
D
M
O
を

ま
う
。
な
の
で
、
僕
は
業
界
と
し
て
ど
こ
か
で

線
を
引
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
サ
ク
ラ
ク
オ
リ
テ
ィ
は
そ
う
い
う
時
に
役
立

つ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
「
こ
れ
以
上
は
し
な

く
て
い
い
の
で
は
」
と
い
う
線
を
業
界
で
引
か

な
い
と
、
ず
っ
と
コ
ス
ト
を
抱
え
て
し
ま
う
の

で
、
そ
こ
は
D
M
O
の
人
た
ち
も
冷
静
に
見
て

も
ら
い
た
い
で
す
よ
ね
。
コ
ロ
ナ
コ
ロ
ナ
と
大

騒
ぎ
す
る
の
で
は
な
く
、
経
営
で
き
る
分
岐
点

は
ど
こ
な
ん
だ
と
。
「
や
り
過
ぎ
な
い
こ
と
」

と
い
う
の
も
、
僕
は
大
事
な
テ
ー
マ
か
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
旅
館
と
し
て
は
、
今
は
チ
ャ
ン
ス
以
外
な
い

と
思
い
ま
す
。ryu

gon

は
海
外
の
お
客
様
が

地
方
を
旅
し
た
時
の
宿
の
提
案
な
の
で
、
今
は

海
外
旅
行
に
行
け
な
い
お
客
様
が
た
く
さ
ん
い

て
、
海
外
旅
行
で
旅
慣
れ
た
日
本
の
お
客
様
に

楽
し
め
る
の
で
は
と
い
う
し
つ
ら
え
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

　
な
の
で
今
ま
で
は
や
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

む
し
ろ
僕
は
今
、
積
極
的
に
旅
行
会
社
に
営
業

に
行
っ
て
い
ま
す
。
高
級
バ
ス
を
使
っ
て
い
る

旅
行
会
社
で
2
泊
ツ
ア
ー
を
作
っ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
D
M
O
と
宿
で
は
や
る
べ
き
こ
と
に

若
干
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
基
本
は
そ
う
い

う
こ
と
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
田（
雄
）　
政
治
を
動
か
す
と
い
う
話
が
あ
り

ま
し
た
が
、
競
争
力
を
持
ち
な
が
ら
観
光
振
興

を
持
続
的
に
や
っ
て
い
く
に
は
、
地
域
の
観
光

振
興
の
仕
組
み
自
体
を
も
う
少
し
変
え
て
い
か

な
い
と
難
し
い
と
い
う
の
が
、
井
口
さ
ん
が
感

じ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

山
田（
一
）
　2
月
下
旬
に
僕
は
「
無
収
入
で
生

存
で
き
る
期
間
っ
て
ど
れ
く
ら
い
な
ん
だ
ろ

う
」
と
考
え
ま
し
た
。
決
ま
っ
て
い
る
補
助
金

以
外
に
収
入
が
な
か
っ
た
ら
、
ど
れ
く
ら
い
う

ち
の
組
織
で
人
を
キ
ー
プ
で
き
る
か
と
。
計
算

し
て
み
た
結
果
、
1
年
く
ら
い
な
ら
な
ん
と
か

無
収
入
で
も
食
わ
せ
て
い
け
る
な
と
思
っ
た
の

で
、
職
員
み
ん
な
に
そ
う
い
う
発
表
を
し
ま
し

た
。

　
観
光
協
会
は
地
域
の
人
を
幸
せ
に
す
る
こ
と

が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
僕

の
半
径
10
m
の
人
が
幸
せ
で
な
け
れ
ば
そ
れ
は

不
可
能
と
い
う
こ
と
で
、
内
側
と
外
側
の
両
方

に
対
す
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
考
え
ま
し
た
。

　
全
職
員
に
対
し
て
は
4
月
に
遡
り
、
昇
給
を

実
施
し
ま
し
た
。
う
ち
の
規
定
で
は
契
約
社
員

は
賞
与
が
な
い
の
で
す
が
6
月
に
一
律
で
賞
与

を
出
し
、
パ
ー
ト
の
人
に
も
一
時
金
を
出
し
ま

し
た
。
み
ん
な
で
頑
張
ろ
う
と
い
う
ム
ー
ド
を

作
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
外
に
対
し
て
は
、
先
ほ
ど
共
通
項
や
関
わ
り

の
あ
る
地
域
に
個
別
に
営
業
し
て
い
く
と
話
し

ま
し
た
が
、
昨
年
は
、
油
田
が
あ
り
、
ホ
ー
チ

ミ
ン
の
倍
の
所
得
が
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
の
ブ
ン
タ

ウ
の
商
工
会
議
所
と
仲
良
く
な
り
、
1
校
だ
け

あ
る
日
本
語
学
校
で
プ
レ
ゼ
ン
を
し
ま
し
た
。

「
年
に
1
度
、
日
本
に
日
本
語
を
話
し
に
来
ま

す
」
と
い
う
話
に
な
り
、
今
年
4
月
に
校
長
先

生
が
来
日
す
る
予
定
が
コ
ロ
ナ
で
延
期
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ベ
ト
ナ
ム
と
の
往
来
が

再
開
し
そ
う
な
の
で
、
再
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、G

oT
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
修
学
旅
行

も
対
象
な
の
で
、
旅
行
会
社
に
対
し
て
「
こ
れ

を
活
用
し
て
沖
縄
市
に
来
ま
せ
ん
か
」
と
い
う

ア
プ
ロ
ー
チ
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ゲ

リ
ラ
的
な
形
で
す
が
、
が
ん
が
ん
営
業
し
に
行

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
田（
雄
） 

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
本
当
に
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
起
き
、
4
、
5
月
は
先
が
見

え
な
い
状
況
で
し
た
。
や
っ
と
明
る
さ
も
見
え

て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
こ
う
し
た
危
機
が
起

き
る
可
能
性
が
あ
る
わ
け
で
、
ど
う
い
う
観
光

地
に
し
て
い
き
た
い
の
か
、
中
長
期
的
に
考
え

て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

 

今
日
の
み
な
さ
ん
の
お
話
で
改
め
て
重
要
だ

と
感
じ
た
の
は
、
日
常
的
に
い
ろ
い
ろ
な
人
た

ち
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
お
く
こ
と
で
す
。

清
永
さ
ん
か
ら
は
お
客
様
に
対
す
る
C
R
M
の

話
、
山
田
さ
ん
か
ら
は
観
光
協
会
内
の
職
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
話
と
と
も
に
、
す
ぐ
営
業

に
行
け
る
態
勢
を
作
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

こ
う
い
う
状
況
で
は
非
常
に
重
要
と
言
え
ま
す
。

　
ま
た
、
井
口
さ
ん
のryu

gon

と
い
う
施
設

が
今
のw

ith

コ
ロ
ナ
の
中
で
価
値
を
発
揮
し
て

い
る
と
い
う
話
に
つ
い
て
は
、
雪
国
観
光
圏
の

コ
ン
セ
プ
ト
に
共
鳴
す
る
方
達
と
培
っ
て
き
た

つ
な
が
り
が
や
は
り
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す

し
、
こ
う
し
た
危
機
で
は
、
あ
る
種
贅
肉
が
落

と
さ
れ
る
よ
う
な
形
で
強
み
に
な
る
と
。
平
時

で
は
な
か
な
か
見
え
な
い
も
の
が
、
強
み
と
し

て
展
開
さ
れ
る
機
会
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
井
口
さ
ん
の
お
話
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今

回
の
よ
う
な
危
機
を
迎
え
、
日
本
版
D
M
O
に

つ
い
て
あ
る
程
度
の
機
能
や
役
割
を
見
直
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
、
日
本
だ
け
で
な
く
、
全
世
界
の
観
光
局
が

こ
の
悩
み
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が

落
ち
着
い
て
き
た
暁
に
は
、
海
外
で
の
対
応
を

見
な
が
ら
、
日
本
の
観
光
地
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

を
高
め
て
い
く
方
法
を
引
き
続
き
考
え
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

ベ
ク
ト
ル
に
し
、

旅
行
消
費
額
を

増
や
す
こ
と
が

目
的
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
2
年

前
か
ら
海
外
事

例
な
ど
を
調
べ
、

応
用
で
き
る
も

の
を
取
り
入
れ

た
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
プ
ラ
ン
を

作
っ
て
い
ま
し

か
、
そ
れ
ぞ
れ
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

清
永
　
コ
ロ
ナ
危
機
は
東
日
本
大
震
災
の
原
発

危
機
と
同
じ
だ
と
私
は
思
っ
て
い
て
、
そ
こ
で

ど
れ
だ
け
ブ
レ
な
い
で
営
業
し
て
い
く
か
が
大

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
は
何
を
や
る
か
と

言
う
と
、
や
は
り
ロ
イ
ヤ
ル
カ
ス
タ
マ
ー
を
ど

う
作
っ
て
い
く
か
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
佐
渡
で
は
、
C
R
M

を
ず
っ
と
や
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
仕

組
み
上
で
ど
ん
ど
ん
会
員
を
増
や
し
て
い
く
。

　
さ
ど
ま
る
倶
楽
部
で
は
、
ポ
イ
ン
ト
バ
ッ
ク

と
い
う
仕
組
み
を
既
に
作
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ど
ん
ど
ん
会
員
を
増
や
し
、
顧
客
デ
ー
タ
が
集

売
上
が
上
が
る

わ
け
で
は
な
い

で
す
が
、
人
に

よ
っ
て
は
非
常

に
過
敏
に
反
応

す
る
場
合
も
あ

り
、
そ
う
で
は

な
い
人
も
い
る
。

過
敏
な
反
応
の

人
に
基
準
を
合

わ
せ
て
し
ま
う

と
、
慢
性
的
に

旅
館
が
コ
ス
ト

高
に
な
っ
て
し

withコロナ、postコロナにおけるＤＭＯの取り組み2
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し
て
い
る
た
め
、
少
し
戻
り
始
め
て
い
ま
す
。

目
標
と
す
る
1
月
の
水
準
に
は
ま
だ
ま
だ
達
す

る
レ
ベ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
終
的
に
は

昨
年
や
一
昨
年
の
数
字
に
戻
る
の
で
は
と
思
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
コ
ロ
ナ
禍
が
本
格
化
し
た

2
〜
3
月
は
も
と
も
と
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
な
の
で
、

ま
だ
十
分
で
は
な
か
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
や
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
作
り
込
み
な
ど
の
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
話
す
と
、
今
ま
で
の
国
内

旅
行
は
「
非
日
常
」
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
1
泊
2
日
で
観
光
名
所
を
回
り
、
商
業
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い
う
画
一
的
な
対
応
に
な

り
が
ち
で
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
雪
国
観
光
圏

が
提
案
し
て
き
た
の
は
「
異
日
常
」
で
す
。
地

域
の
暮
ら
し
や
文
化
を
体
験
し
た
り
、
地
域
の

人
と
触
れ
合
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学

ぶ
旅
を
意
味
し
ま
す
。

　
異
日
常
型
へ
の
移
行
と
い
う
の
は
昔
か
ら
言

わ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
が
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ

る
旅
館
な
ど
の
設
備
投
資
が
ま
ま
な
ら
ず
、

D
M
O
に
も
そ
う
い
う
意
識
が
な
か
っ
た
り
、

な
か
な
か
ど
こ
の
観
光
地
も
苦
戦
し
て
い
る
状

況
が
あ
り
ま
す
。
幸
い
、
雪
国
観
光
圏
は
そ
う

い
う
フ
レ
ー
ム
を
持
っ
て
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な

旅
館
事
業
者
で
、
そ
う
い
う
活
動
を
す
る
と
こ

ろ
が
増
え
て
き
た
の
で
、
コ
ロ
ナ
は
む
し
ろ
そ

う
し
た
方
向
に
変
革
を
す
る
い
い
チ
ャ
ン
ス
と

思
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
は
本
当
に
地
域
間
競
争
が
激
化
す
る
と

痛
感
し
て
お
り
、
中
途
半
端
な
「
D
M
O
ご
っ

こ
」
な
ら
や
ら
な
い
方
が
い
い
の
で
は
と
思
い

ま
す
。
D
M
O
は
本
来
、
き
ち
ん
と
し
た
財
源

と
権
限
が
あ
っ
て
観
光
を
推
進
す
る
組
織
で
あ

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
で
そ
れ
を
や

る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
で
す
よ
ね
。

　
本
来
、
D
M
O
は
方
針
を
示
す
い
わ
ば
監
督

的
な
役
割
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
い
く
ら
監

督
が
頑
張
っ
て
も
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
旅
館

や
飲
食
店
が
そ
の
意
思
に
沿
っ
て
動
か
な
け
れ

ば
し
か
た
が
な
い
わ
け
で
す
。

　
ま
た
、
日
本
は
行
政
が
非
常
に
強
い
の
で
、

自
治
体
が
監
督
を
や
り
た
が
っ
た
り
、
場
合
に

よ
っ
て
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
や
り
た
が
っ
た
り
す

る
の
で
、
す
ご
く
や
や
こ
し
く
な
っ
て
し
ま
う

の
で
す
が
、
雪
国
観
光
圏
で
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
を

ど
う
作
っ
て
、
仲
間
を
巻
き
込
ん
で
チ
ー
ム
に

す
る
か
を
ず
っ
と
意
識
し
て
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
危
機
は
そ
う
い
う
考
え
方
を
ま
と
め

る
い
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
と
思
っ
て

い
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
3

〈
沖
縄
市
観
光
物
産
振
興
協
会
〉

儲
け
る
観
光
協
会
の
作
り
方

〜
再
生
か
ら
D
M
O
に
む
け
て

山
田（
一
）　
沖
縄
市
は
那
覇
空
港
か
ら
車
で
約

40
分
の
距
離
に
位
置
し
、
ビ
ー
チ
や
有
名
な
観

光
地
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
沖
縄
最
大
と
な
る
嘉

手
納
基
地
の
〝
門
前
町
〞
で
す
。
最
盛
期
は
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
時
代
で
、
当
時
は
那
覇
よ
り
も
最

先
端
の
街
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
街
中
シ

ャ
ッ
タ
ー
街
で
す
が
、
商
店
主
の
皆
さ
ん
は
経

済
的
に
は
困
っ
て
お
ら
ず
実
は
富
裕
層
で
す
。

カ
ー
プ
の
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
長
く
利
用
さ
れ

て
お
り
、
F
C
琉
球
と
い
う
J
2
チ
ー
ム
が
あ

り
、
エ
イ
サ
ー
な
ど
の
伝
統
芸
能
も
盛
ん
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
危
機
で
、
沖
縄
市
観
光
物
産
振
興
協

会
が
行
っ
て
い
た
取
り
組
み
を
時
系
列
に
記
録

し
た
ア
ー
カ
イ
ブ
が
こ
ち
ら（
左
）で
す
。

　
3
月
13
日
の
経
済
産
業
省
等
の
コ
ロ
ナ
対
策

施
策
集
で
す
が
、
分
量
が
多
い
と
読
ん
で
い
た

だ
け
な
い
の
で
、
5
枚
く
ら
い
に
ま
と
め
て
全

会
員
に
送
り
ま
し
た
。
3
月
16
日
の
ク
ー
ポ
ン

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
4
月
22
日
に
タ
イ
国
政
府
観
光
庁
が
観
光
業

向
け
衛
生
安
全
基
準
を
策
定
す
る
と
い
う
ウ
ェ

ブ
記
事
を
目
に
し
、
す
ぐ
に
タ
イ
や
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
で
の
対
応
事
例
の
翻
訳
に
か
か
り
ま
し
た
。

5
月
1
日
に
行
わ
れ
た
行
政
の
コ
ロ
ナ
対
策
会

議
で
、
佐
渡
で
も
公
衆
衛
生
認
証
を
や
ろ
う
と

言
い
ま
し
た
が
、
「
補
助
金
を
出
す
の
が
大
変

だ
か
ら
今
は
協
力
で
き
な
い
」
と
い
う
話
だ
っ

た
の
で
、
「
で
は
、
う
ち
で
や
り
ま
す
」
と
い

う
こ
と
で
、
満
を
持
し
て
5
月
14
日
に
リ
リ
ー

ス
し
た
の
が
「
佐
渡
ク
リ
ー
ン
認
証
」
で
す
。

　
実
施
に
は
デ
ー
タ
と
権
威
が
必
要
だ
と
思
い
、

有
識
者
と
き
ち
ん
と
話
し
あ
っ
て
行
政
を
納
得

さ
せ
、
こ
の
ク
リ
ー
ン
認
証
を
受
け
な
い
と
補

助
金
が
受
け
ら
れ
な
い
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参

加
で
き
な
い
と
い
う
形
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
サ
ク
ラ
ク
オ
リ
テ
ィ
の
防
疫
ク

リ
ー
ン
マ
ー
ク
と
同
等
に
し
ま
し
ょ
う
と
い
う

働
き
か
け
も
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
5
月
1
日
に
は
「
島
を
守
る
た
め
に

今
は
ま
だ
来
な
い
で
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

英
語
版
と
繁
体
字
版
の
動
画
を
作
り
、

#stayh
o
m

e   #
travelto

m
o
rro

w

と
い
う

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
つ
け
た
と
こ
ろ
、
1
万
回
以

上
再
生
さ
れ
、「
い
い
ね
！
」が
海
外
か
ら
多
く

押
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
台
湾
か
ら
が
多
か
っ
た

で
す
。

　
そ
の
あ
と
は
、「
来
る
人
も
住
む
人
も
安
心

安
全
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
推
進
し
よ

う
と
い
う
こ
と
で
、
5
月
27
日
か
ら
佐
渡
汽
船

に
1
万
枚
の
マ
ス
ク
を
配
布
し
て
検
温
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
の
作
成
の
意
味
が
低
下
し
て
い
る
の
で
、

デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
移
行
す
る
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
と
も
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
危
機
と
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
似

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
観
光
業
界
の

復
活
は
早
く
、
一
度
縮
小
し
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

再
び
広
が
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

だ
と
思
い
ま
す
。
世
界
を
相
手
に
し
た
競
合
戦

略
や
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
み
、

住
む
人
と
暮
ら
す
よ
う
に
旅
す
る
人
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
、
佐
渡
を
世
界
に
名
だ
た
る
観
光
地

に
す
る
の
が
今
後
の
流
れ
な
の
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
2

〈
雪
国
観
光
圏
と
旅
館ryugon

〉

コ
ロ
ナ
は「
非
日
常
」か
ら

「
異
日
常
」へ
変
革
す
る
チ
ャ
ン
ス

井
口
　
私
は
雪
国
観
光
圏
を
2
0
0
8
年
に
立

ち
上
げ
て
5
〜
6
年
経
っ
た
頃
か
ら
、
旅
館
業

が
変
わ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
の
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
大
き
な
変
化
に
よ
っ
て
、

観
光
そ
の
も
の
が
大
き
く
シ
フ
ト
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　
雪
国
観
光
圏
は
今
ま
で
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
市

町
村
を
雪
国
文
化
で
つ
な
ぎ
、
一
つ
の
エ
リ
ア

と
し
て
発
信
し
て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
徐
々
に
注
目
さ
れ
る
中

で
課
題
は
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
体
感
さ
せ
る

場
が
な
か
っ
た
こ
と
で
、
事
業
者
と
し
て
の
私

は
、
越
後
湯
沢
駅
前
に
あ
る
「
越
後
湯
澤

H
A
T
A
G
O
井
仙
」
と
い
う
旅
館
の
経
営
に

加
え
、
2
年
前
に
南
魚
沼
市
に
あ
る
「
温
泉
御

宿
　
龍
言
」
と
い
う
旅
館
を
引
き
受
け
、
昨
年

「ryu
gon

」
と
い
う
宿
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

ま
し
た
。
伝
統
的
な
日
本
旅
館
を
、
通
年
で
雪

国
文
化
を
体
感
で
き
る
古
民
家
ホ
テ
ル
と
い
う

形
に
リ
ブ
ラ
ン
ド
し
て
い
ま
す
。

　
D
M
O
が
し
っ
か
り
ブ
ラ
ン
ド
を
発
信
す
る

と
同
時
に
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
事
業
者
が
し

っ
か
り
そ
れ
を
具
現
化
す
る
こ
と
、
「
沿
っ
て

い
く
」
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
い
ろ

ん
な
D
M
O
を
見
て
も
、
D
M
O
の
方
針
と
そ

の
地
域
の
宿
泊
事
業
者
が
マ
ッ
チ
し
て
い
な
い

ケ
ー
ス
は
よ
く
あ
り
、
雪
国
観
光
圏
が
作
っ
て

き
た
文
化
を
こ
こ
で
ど
う
体
感
さ
せ
る
か
が
重

要
で
す
。

　
そ
う
い
う
意
味
でryu

gon

は
雪
国
観
光
圏

が
作
っ
て
き
た
構
想
を
家
具
や
建
物
、
食
で
表

現
す
る
一
つ
の
モ
デ
ル
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
重
要
な
の
が
地
域
の
暮
ら
し
を
体
感
さ
せ

る
こ
と
で
、
そ
れ
は
旅
館
と
い
う
空
間
だ
け
で

は
で
き
な
い
の
で
、
ス
ノ
ー
ピ
ク
ニ
ッ
ク
や
田

ん
ぼ
ラ
ン
チ
と
い
っ
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
組

み
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　ryu
gon

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
か
ら
の
売

上
状
況
で
す
が
、
７
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は

対
前
年
比
平
均
1
4
0
％
で
推
移
し
て
い
ま
し

た
。
冬
は
シ
ー
ズ
ン
・
オ
フ
だ
っ
た
の
で
す
が
、

特
に
冬
が
好
調
で
、
倍
く
ら
い
に
増
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
で
雪
国
文
化
が
形
に
な
る
な
、
行
け
る

と
思
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
コ
ロ
ナ
が
広
ま
り
、

3
月
か
ら
売
上
は
急
激
に
減
少
し
ま
し
た
。
6

月
か
ら
は
新
潟
県
が
宿
泊
補
助
券
を
出
す
な
ど

た
。

　
コ
ロ
ナ
は
、
収
束
後
も
付
き
合
っ
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
と
認
識
し
た
の
が
2
月
中
旬
頃

で
、
2
月
末
に
は
既
に
作
っ
て
い
た
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
に
コ
ロ
ナ
対
策
を
入
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
収
束
の
前
後
で
ス
テ
ー
ジ
を
2
つ
に

分
け
、
ス
テ
ー
ジ
1
は
行
政
と
の
情
報
共
有
、

次
に
事
業
者
に
寄
り
添
う
こ
と
、
そ
し
て
観
光

事
業
者
の
窓
口
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思

い
ま
し
た
。
そ
の
後
が
収
束
に
向
け
た
環
境
整

備
、
さ
ら
に
反
転
攻
勢
に
向
け
た
ブ
ラ
ン
ド
力

の
ア
ッ
プ
、
資
源
を
デ
ジ
タ
ル
で
見
せ
る
、
そ

し
て
安
心
安
全
な
島
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
す
。

佐
渡
は
あ
ま
り
感
染
者
が
出
な
い
こ
と
が
予
測

さ
れ
た
の
で
こ
れ
を
強
み
と
考
え
ま
し
た
。
ス

テ
ー
ジ
2
は
観
光
客
へ
の
ヘ
イ
ト
が
起
き
る
と

思
い
、
島
内
島
外
に
向
け
て
ど
う
対
応
す
る
か

を
考
え
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
D
M
O
の
役
割
は
、
き
ち

ん
と
方
針
や
理
念
を
作
っ
て
他
の
観
光
地
を
ベ

ン
チ
マ
ー
ク
し
、
人
を
育
て
る
こ
と
で
あ
り
、

や
る
こ
と
は
コ
ロ
ナ
禍
前
と
変
わ
ら
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
加
え
、
観
光
協
会
が
、
地
域
で
リ
ス

ペ
ク
ト
さ
れ
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
チ
ャ
ン
ス
だ
と
。

　
ち
な
み
に
佐
渡
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

が
1
9
9
4
年
に
起
き
て
お
り
、
こ
の
時
に
観

光
客
ヘ
イ
ト
が
生
ま
れ
た
た
め
に
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
が
下
が
っ
た
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
海

外
で
は
今
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
持
続
可
能

性
）
と
レ
ス
ポ
ン
シ
ビ
リ
テ
ィ
（
地
域
へ
の
責

任
）
が
非
常
に
注
目
さ
れ
、
観
光
客
と
住
民
と

行
政
と
事
業
者
が
ど
う
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い

く
か
、
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
（
企
業
誘
致
や
投

資
）
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
企
業
支

援
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
予
定
に
し
て
い
ま

し
た
。

　
そ
の
た
め
に
2
年
前
か
ら
「
地
域
の
利
益
の

た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
」
と
い
う

経
営
理
念
を
決
め
、
地
域
に
と
っ
て
の
価
値
を

高
め
る
結
果
に
対
し
て
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
カ
ス
タ
マ
ー
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ

プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
C
R
M
）
を
重
視
し
て

「
さ
ど
ま
る
倶
楽
部
」
と
い
う
島
外
フ
ァ
ン
の

会
員
組
織
を
作
り
、
2
万
1
0
0
0
人
を
超
え

る
会
員
を
対
象
に
、
昨
年
12
月
か
ら
ア
プ
リ
と

観
光
地
域
通
貨
を
導
入
し
ま
し
た
。
　

　
コ
ロ
ナ
対
策
の
話
に
戻
り
ま
す
と
、
2
月
に

宿
泊
施
設
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
対
策
簡
易
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
り
ま
し
た
。
大
事
な
の
は
、
事
業
者

向
け
で
は
な
く
「
市
民
の
皆
様
へ
」
と
書
い
て

い
る
点
で
す
。
島
内
の
事
業
者
に
対
す
る
ヘ
イ

ト
が
起
き
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
観
光
客
に

対
す
る
ヘ
イ
ト
が
起
き
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
観
光
客
に
対
す
る
ヘ
イ
ト
を
な
く
す
、
地
元

に
D
M
O
が
リ
ス
ペ
ク
ト
さ
れ
る
に
は
地
域
の

役
に
立
ち
、
と
に
か
く
寄
り
添
お
う
と
い
う
こ

と
で
、
3
月
中
旬
に
バ
ー
チ
ャ
ル
物
産
展
を
実

施
す
る
と
非
常
に
好
反
応
を
得
ら
れ
、
4
月
下

旬
に
出
前
と
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
リ
ス
ト
を
作
り

ま
し
た
。
行
政
が
や
る
と
一
ヶ
月
か
か
る
と
い

う
話
で
し
た
が
5
日
で
実
行
で
き
ま
し
た
。
私

も
1
0
0
店
舗
を
3
日
間
で
回
り
、
地
元
の
意

見
を
集
め
ら
れ
た
の
が
大
き
か
っ
た
で
す
。
も

と
も
と
D
M
O
は
足
で
稼
ぐ
の
が
大
事
だ
な
と

山
田（
雄
）　
今
日
は
実
践
的
な
活
動
を
さ
れ
て

い
る
D
M
O
の
3
名
の
方
に
情
報
を
提
供
い
た

だ
き
な
が
ら
、
今
後
の
展
開
方
向
を
考
え
る
場

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
の
2
〜
3
ヶ
月
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
、

気
を
つ
け
て
き
た
の
か
お
話
し
い
た
だ
き
、
そ

の
あ
と
に
簡
単
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
1

〈
佐
渡
観
光
交
流
機
構
〉

「
地
域
の
利
益
の
た
め
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」で
あ
り
つ
づ
け
る

清
永
　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
今

の
取
り
組
み
を
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
2
年
前
に
佐
渡
に
来
ま
し
た
が
、
そ
の
前

は
ス
キ
ー
場
を
経
営
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
観

光
地
経
営
で
あ
る
D
M
O
と
ス
キ
ー
場
経
営
は

基
本
的
に
同
じ
で
、
D
M
O
の
役
割
は
行
政
と

民
間
事
業
者
を
つ
な
ぎ
、
仲
間
を
作
っ
て
同
じ

長
く
や
っ
て
き
て
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
だ
け

で
は
な
か
な
か
地
域
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
現
実
に
も
直
面
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
ご
自
身
の
事
業
と
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

たryu
gon

と
い
う
旅
館
を
通
じ
て
、
雪
国
観

光
圏
と
は
こ
う
い
う
も
の
だ
と
い
う
の
を
発
信

し
た
い
と
い
う
取
り
組
み
を
し
て
き
た
と
こ
ろ

に
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
が
あ
り
、
そ
れ
を
チ
ャ
ン

ス
に
切
り
替
え
て
い
こ
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
旅
館
の
価
値
観
や

旅
行
に
対
す
る
考
え
方
が
変
わ
っ
て
く
る
と
い

う
こ
と
も
想
定
し
、
着
実
に
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

や
商
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
言
え
ま

す
。

　
沖
縄
市
の
山
田
さ
ん
は
コ
ロ
ナ
禍
の
前
に
任

期
付
き
で
事
務
局
長
と
な
り
、
通
常
の
沖
縄
観

光
の
イ
メ
ー
ジ
で
売
れ
る
場
所
で
は
な
い
エ
リ

ア
で
、
各
事
業
者
と
協
力
し
な
が
ら
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
そ

れ
ま
で
培
っ
て
き
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
う
ま
く

使
い
な
が
ら
、
危
機
に
対
応
し
て
き
た
の
で
は

と
思
い
ま
す
。

　
お
三
方
の
話
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
今
回
の

コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
な
リ
ス
ク
に
対
し
て
「
こ
う

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う
唯
一
無
二
の

正
解
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
状
況

に
陥
る
前
ま
で
の
い
ろ
い
ろ
な
伏
線
や
取
り
組

み
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
が
非
常
に
大
き
く
影

響
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た

危
機
を
早
め
に
認
識
し
て
行
動
さ
れ
て
き
た
と

こ
ろ
が
、
今
の
状
況
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
7
月
以
降
に
ど
ん
な
取
り
組
み

や
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る

ま
る
ほ
ど
今
後
の
資
産
に
な
り
、
そ
う
す
る
と

広
告
が
要
ら
な
く
な
る
の
で
は
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
こ
れ
か
ら
多
分
、
安
心
安
全
を
非
常
に

重
視
す
る
人
は
観
光
地
に
な
か
な
か
来
な
い
の

で
は
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
信
頼
で
き
る
安
全

証
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
と
い
う
こ
と

で
、
さ
ど
ま
る
倶
楽
部
の
ア
プ
リ
会
員
に
し
っ

か
り
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、
お
客
様
が
「
私
は

安
全
だ
」
と
思
え
る
仕
組
み
を
作
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
ス
イ
ス
の
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
で
行
っ
て
い
る
、

何
年
も
通
っ
た
観
光
客
に
バ
ッ
ジ
を
進
呈
す
る

仕
組
み
と
ほ
ぼ
同
じ
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
先

達
の
や
っ
て
い
る
モ
デ
ル
を
し
っ
か
り
キ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
や
る
べ
き
こ

と
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

井
口
　
僕
は
コ
ロ
ナ
後
の
世
界
を
結
構
現
実
的

な
、
厳
し
い
目
で
見
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
旅

館
業
は
供
給
過
多
。
多
分
、
飲
食
店
も
旅
館
も

3
割
く
ら
い
は
廃
業
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。
社
会
構
造
が
変
化
し
た
時

に
、
地
域
は
ど
う
シ
ュ
リ
ン
ク
し
て
落
ち
着
く

の
か
と
い
う
落
と
し
所
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と

が
す
ご
く
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
自
治
体
主
導
の
観
光
振
興
は
広
く
薄
く
み
ん

な
で
助
か
ろ
う
と
し
ま
す
が
、
現
実
的
に
そ
れ

は
不
可
能
で
す
よ
ね
。
観
光
課
が
予
算
を
持
ち
、

観
光
協
会
に
ち
び
ち
び
小
遣
い
を
あ
げ
る
よ
う

な
こ
と
を
し
て
い
て
も
、
誰
も
助
か
ら
な
い
。

「
自
治
体
も
大
変
だ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
機
会
に

行
政
か
ら
観
光
を
外
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
本
気
で
広
域
の
D
M
O
を
し
っ
か
り
作
っ
て
、

財
源
は
宿
泊
税
で
賄
わ
な
い
と
ヤ
バ
い
で
す

よ
」
と
い
う
話
を
自
治
体
の
関
係
者
に
し
て
い

ま
す
。

　
こ
こ
は
正
直
、
首
長
の
判
断
し
か
な
い
ん
で

す
よ
。
政
治
を
動
か
す
し
か
な
い
の
で
、
僕
も

自
分
の
エ
リ
ア
で
や
っ
て
い
る
の
は
そ
れ
だ
け

で
す
。
D
M
O
の
事
業
と
い
う
よ
り
は
、
政
治

を
動
か
す
た
め
に
自
分
が
嫌
わ
れ
者
に
な
っ
て

も
言
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
く

ら
い
の
危
機
感
で
す
。

　
勝
ち
組
と
負
け
組
の
地
域
が
は
っ
き
り
し
た

時
に
、
負
け
組
の
地
域
に
な
っ
た
ら
、
事
業
者

の
立
場
か
ら
す
れ
ば
い
く
ら
投
資
を
し
て
も
無

駄
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
こ
は
命
が
け
で
、

い
い
格
好
し
い
の
政
治
の
観
光
振
興
は
や
め
ろ

と
、
は
っ
き
り
経
営
者
の
立
場
で
言
っ
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
か
な
と
い
う
の
が
正
直
な
部

分
で
す
。

　
も
う
一
つ
重
要
な
の
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
は
旅

館
に
し
て
み
た
ら
コ
ス
ト
で
し
か
な
い
わ
け
で

す
。
対
策
を
し
っ
か
り
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、

は
協
会
の
自
主
財
源
で
急
い
で
作
り
ま
し
た
が
、

飲
食
店
や
施
設
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　
4
月
21
日
の
「
医
療
従
事
者
用
エ
イ
坊
ク
ー

ポ
ン
リ
リ
ー
ス
」
と
い
う
の
は
、
家
族
へ
の
感

染
を
防
ぐ
た
め
病
院
で
寝
泊
ま
り
す
る
医
療
従

事
者
を
支
援
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
ホ
テ
ル

と
医
療
従
事
者
を
1
対
1
で
マ
ッ
チ
ン
グ
し
ま

し
た
。

 

4
月
24
日
か
ら
始
ま
っ
た
映
画
祭
タ
イ
ト
ル

の
「
や
ー
ぐ
ま
い
」
と
は
家
ご
も
り
と
い
う
意

味
で
、
沖
縄
市
に
は
K
O
Z
A
フ
ィ
ル
ム
オ
フ

ィ
ス
と
い
う
撮
影
支
援
団
体
が
あ
る
の
で
、
市

内
で
ロ
ケ
が
行
わ
れ
た
映
画
の
W
e
b
無
料
配

信
を
し
ま
し
た
。
ま
た
5
月
25
日
か
ら
、
観
光

協
会
の
財
源
で
出
し
た
ク
ー
ポ
ン
が
支
持
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
で
、
沖
縄
市
が
予
算
化
し
て

2
0
0
万
円
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
協
会
の
自
主
財
源
で
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

シ
ア
タ
ー
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
25
台
の
募
集

に
対
し
、
7
0
0
名
を
超
え
る
応
募
・
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
好
評

に
つ
き
7
月
後
半
か
ら
常
設
実
施
を
予
定
し
て

い
る
ほ
か
、
県
内
の
他
地
域
に
も
波
及
し
、
南

城
市
で
は
3
6
0
台
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
6
月
5
日
か
ら
は
沖
縄
県
の
宿
泊
補
助
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
に
県
内
の
観
光
協
会
と
し
て
唯
一

参
加
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ま
で
の
協
会
の
取
り
組
み
で
す
が
、

2
0
1
9
年
12
月
か
ら
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
チ
ー
ム
を
作
り
、
毎
日
S
N
S
の
更
新
を

し
て
い
ま
す
。
毎
日
更
新
を
始
め
る
と
同
時
に

「
い
い
ね
！
」
の
数
が
大
き
く
伸
び
、

2
0
2
0
年
2
月
か
ら
伸
び
が
鈍
っ
た
の
で
、

1
0
0
0
円
く
ら
い
の
広
告
を
月
額
2
0
0
0

〜
3
0
0
0
円
程
度
打
っ
た
と
こ
ろ
、
ま
た
伸

び
る
よ
う
に
な
り
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は

巣
ご
も
り
に
マ
ッ
チ
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
配
信

し
て
、
再
び
増
加
傾
向
に
な
り
ま
し
た
。

　
リ
ー
チ
を
増
や
す
方
法
の
一
つ
と
し
て
は

S
N
S
で
「
乗
っ
か
る
」
取
り
組
み
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ばO

ffi
cial

髭
男d

ism

は
沖
縄
市
の

ゲ
ー
ト
通
り
で
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
を
撮
影

し
た
の
で
、
S
N
S
で#O

ffi
cial

髭
男dism

と

い
う
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
つ
け
て
発
信
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
市
内
で
撮
影
さ
れ
た
映
画
や
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
、
さ
ら
に
そ
の
映
画
に
出
演

し
た
俳
優
な
ど
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
つ
け
、
積

極
的
に
「
乗
っ
か
る
」
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
S
N
S
の
発
信
内
容
も
最
初
は
市
内
の
公
園

や
店
の
情
報
が
中
心
で
し
た
が
、
県
民
対
象
の

施
設
や
知
る
人
ぞ
知
る
沖
縄
市
の
お
店
情
報
な

ど
県
内
か
ら
の
誘
客
を
目
的
と
し
た
発
信
へ
と

広
げ
て
い
ま
す
。
常
に
情
報
を
発
信
し
続
け
る

こ
と
で
、
自
粛
緩
和
と
と
も
に
近
隣
市
町
村⇒

県
内
全
域⇒

国
内
全
域⇒

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
い

う
形
で
、
徐
々
に
来
訪
の
発
地
元
を
広
げ
る
こ

と
が
目
的
で
す
。

　
今
後
は
修
学
旅
行
に
対
す
る
営
業
を
再
開
し
、

商
談
会
を
積
極
的
に
実
施
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
沖
縄
市
の
修
学
旅
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
こ

こ
3
年
で
平
和
講
話
や
文
化
体
験
の
参
加
人

数
・
団
体
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
一
方
、
中
心
市

街
地
に
90
〜
1
2
0
分
滞
在
す
る
ま
ち
あ
る
き

が
参
加
人
数
・
団
体
数
と
も
に
増
え
て
い
ま
す
。

2
0
1
7
年
の
ま
ち
あ
る
き
の
参
加
は
56
団
体

3
6
3
5
人
だ
っ
た
の
に
対
し
、
2
0
1
9
年
度

は
76
団
体
7
0
5
6
人
と
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
ま

す
。
ド
ル
に
よ
る
買
物
や
ラ
ン
チ
の
支
払
い
に
よ

る
高
付
加
価
値
の
商
品
開
発
と
販
売
を
行
い
、

経
済
的
な
価
値
を
市
内
の
飲
食
店
・
商
店
街
に

提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
実
施
し
た
い
の
は
、
関
係
性
が
強

か
っ
た
り
、
共
通
項
の
あ
る
エ
リ
ア
へ
の
積
極

的
な
営
業
で
す
。
ま
ず
、
大
阪
府
豊
中
市
、
愛

知
県
東
海
市
、
山
形
県
米
沢
市
、
東
京
都
町
田

市
な
ど
兄
弟
姉
妹
都
市
か
ら
の
誘
客
で
す
。
さ

ら
に
昨
年
訪
問
し
て
親
交
を
深
め
た
の
が
韓
国

の
平
澤
（
ピ
ョ
ン
テ
ク
）
市
で
す
。
米
軍
基
地

が
あ
る
街
で
、
沖
縄
市
と
同
じ
様
な
通
り
・
商

店
街
が
あ
り
ま
す
。
台
北
市
の
迪
化
街
（
デ
ー

フ
ォ
ア
ジ
ェ
）
は
商
店
街
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

的
な
方
と
週
1
回
く
ら
い
L
I
N
E
で
情
報
交

換
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
を
き
っ
か
け
に
ま
ち
を

P
R
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
地
元
の
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
F
C
琉
球
の
応
援
店
舗
リ
ス
ト
の
サ
イ

ト
を
作
っ
て
S
N
S
に
リ
ン
ク
を
貼
り
、
そ
こ

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
店
舗
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
で
人
を
呼
ぶ
だ
け
で

な
く
、
ま
ち
の
飲
食
店
に
お
金
を
落
と
す
た
め

の
仕
組
み
を
作
っ
て
い
ま
す
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　

〈
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
〉

山
田（
雄
） 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
頑
張
っ
て
お
ら

れ
る
3
人
の
方
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

危
機
へ
の
対
処
は
三
者
三
様
で
す
が
、
こ
の
2

ヶ
月
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
き
た
こ

と
が
伝
わ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　
清
永
さ
ん
か
ら
は
、
佐
渡
の
リ
ブ
ラ
ン
ド
に

取
り
組
み
つ
つ
、
コ
ロ
ナ
と
い
う
ク
ラ
イ
シ
ス

を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
が

伝
わ
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
国
際
的
な
観

光
の
潮
流
、
特
に
欧
州
に
つ
い
て
把
握
し
、
う

ま
く
佐
渡
の
観
光
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
い
き

た
い
と
常
々
考
え
ら
れ
て
い
た
中
、
そ
の
思
い

と
実
態
が
な
か
な
か
地
域
で
噛
み
合
わ
な
か
っ

た
と
こ
ろ
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
リ
ス
ク
と
ク

ラ
イ
シ
ス
に
直
面
し
た
時
、
そ
れ
を
う
ま
く
機

会
に
変
え
な
が
ら
動
い
て
き
た
と
言
え
ま
す
。

「
足
で
稼
ぐ
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
ま
し
た
が
、

い
ろ
い
ろ
な
関
係
者
に
交
渉
し
、
衛
生
基
準
な

ど
反
対
の
声
も
大
き
い
中
で
非
常
に
ご
苦
労
さ

れ
な
が
ら
、
動
か
れ
て
き
た
と
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。

　
井
口
さ
ん
は
雪
国
観
光
圏
と
い
う
D
M
O
を

ま
う
。
な
の
で
、
僕
は
業
界
と
し
て
ど
こ
か
で

線
を
引
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
サ
ク
ラ
ク
オ
リ
テ
ィ
は
そ
う
い
う
時
に
役
立

つ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
「
こ
れ
以
上
は
し
な

く
て
い
い
の
で
は
」
と
い
う
線
を
業
界
で
引
か

な
い
と
、
ず
っ
と
コ
ス
ト
を
抱
え
て
し
ま
う
の

で
、
そ
こ
は
D
M
O
の
人
た
ち
も
冷
静
に
見
て

も
ら
い
た
い
で
す
よ
ね
。
コ
ロ
ナ
コ
ロ
ナ
と
大

騒
ぎ
す
る
の
で
は
な
く
、
経
営
で
き
る
分
岐
点

は
ど
こ
な
ん
だ
と
。
「
や
り
過
ぎ
な
い
こ
と
」

と
い
う
の
も
、
僕
は
大
事
な
テ
ー
マ
か
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
旅
館
と
し
て
は
、
今
は
チ
ャ
ン
ス
以
外
な
い

と
思
い
ま
す
。ryu

gon

は
海
外
の
お
客
様
が

地
方
を
旅
し
た
時
の
宿
の
提
案
な
の
で
、
今
は

海
外
旅
行
に
行
け
な
い
お
客
様
が
た
く
さ
ん
い

て
、
海
外
旅
行
で
旅
慣
れ
た
日
本
の
お
客
様
に

楽
し
め
る
の
で
は
と
い
う
し
つ
ら
え
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

　
な
の
で
今
ま
で
は
や
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

む
し
ろ
僕
は
今
、
積
極
的
に
旅
行
会
社
に
営
業

に
行
っ
て
い
ま
す
。
高
級
バ
ス
を
使
っ
て
い
る

旅
行
会
社
で
2
泊
ツ
ア
ー
を
作
っ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
D
M
O
と
宿
で
は
や
る
べ
き
こ
と
に

若
干
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
基
本
は
そ
う
い

う
こ
と
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
田（
雄
）　
政
治
を
動
か
す
と
い
う
話
が
あ
り

ま
し
た
が
、
競
争
力
を
持
ち
な
が
ら
観
光
振
興

を
持
続
的
に
や
っ
て
い
く
に
は
、
地
域
の
観
光

振
興
の
仕
組
み
自
体
を
も
う
少
し
変
え
て
い
か

な
い
と
難
し
い
と
い
う
の
が
、
井
口
さ
ん
が
感

じ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

山
田（
一
）
　2
月
下
旬
に
僕
は
「
無
収
入
で
生

存
で
き
る
期
間
っ
て
ど
れ
く
ら
い
な
ん
だ
ろ

う
」
と
考
え
ま
し
た
。
決
ま
っ
て
い
る
補
助
金

以
外
に
収
入
が
な
か
っ
た
ら
、
ど
れ
く
ら
い
う

ち
の
組
織
で
人
を
キ
ー
プ
で
き
る
か
と
。
計
算

し
て
み
た
結
果
、
1
年
く
ら
い
な
ら
な
ん
と
か

無
収
入
で
も
食
わ
せ
て
い
け
る
な
と
思
っ
た
の

で
、
職
員
み
ん
な
に
そ
う
い
う
発
表
を
し
ま
し

た
。

　
観
光
協
会
は
地
域
の
人
を
幸
せ
に
す
る
こ
と

が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
僕

の
半
径
10
m
の
人
が
幸
せ
で
な
け
れ
ば
そ
れ
は

不
可
能
と
い
う
こ
と
で
、
内
側
と
外
側
の
両
方

に
対
す
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
考
え
ま
し
た
。

　
全
職
員
に
対
し
て
は
4
月
に
遡
り
、
昇
給
を

実
施
し
ま
し
た
。
う
ち
の
規
定
で
は
契
約
社
員

は
賞
与
が
な
い
の
で
す
が
6
月
に
一
律
で
賞
与

を
出
し
、
パ
ー
ト
の
人
に
も
一
時
金
を
出
し
ま

し
た
。
み
ん
な
で
頑
張
ろ
う
と
い
う
ム
ー
ド
を

作
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
外
に
対
し
て
は
、
先
ほ
ど
共
通
項
や
関
わ
り

の
あ
る
地
域
に
個
別
に
営
業
し
て
い
く
と
話
し

ま
し
た
が
、
昨
年
は
、
油
田
が
あ
り
、
ホ
ー
チ

ミ
ン
の
倍
の
所
得
が
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
の
ブ
ン
タ

ウ
の
商
工
会
議
所
と
仲
良
く
な
り
、
1
校
だ
け

あ
る
日
本
語
学
校
で
プ
レ
ゼ
ン
を
し
ま
し
た
。

「
年
に
1
度
、
日
本
に
日
本
語
を
話
し
に
来
ま

す
」
と
い
う
話
に
な
り
、
今
年
4
月
に
校
長
先

生
が
来
日
す
る
予
定
が
コ
ロ
ナ
で
延
期
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ベ
ト
ナ
ム
と
の
往
来
が

再
開
し
そ
う
な
の
で
、
再
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、G

oT
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
修
学
旅
行

も
対
象
な
の
で
、
旅
行
会
社
に
対
し
て
「
こ
れ

を
活
用
し
て
沖
縄
市
に
来
ま
せ
ん
か
」
と
い
う

ア
プ
ロ
ー
チ
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ゲ

リ
ラ
的
な
形
で
す
が
、
が
ん
が
ん
営
業
し
に
行

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
田（
雄
） 

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
本
当
に
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
起
き
、
4
、
5
月
は
先
が
見

え
な
い
状
況
で
し
た
。
や
っ
と
明
る
さ
も
見
え

て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
こ
う
し
た
危
機
が
起

き
る
可
能
性
が
あ
る
わ
け
で
、
ど
う
い
う
観
光

地
に
し
て
い
き
た
い
の
か
、
中
長
期
的
に
考
え

て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

 

今
日
の
み
な
さ
ん
の
お
話
で
改
め
て
重
要
だ

と
感
じ
た
の
は
、
日
常
的
に
い
ろ
い
ろ
な
人
た

ち
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
お
く
こ
と
で
す
。

清
永
さ
ん
か
ら
は
お
客
様
に
対
す
る
C
R
M
の

話
、
山
田
さ
ん
か
ら
は
観
光
協
会
内
の
職
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
話
と
と
も
に
、
す
ぐ
営
業

に
行
け
る
態
勢
を
作
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

こ
う
い
う
状
況
で
は
非
常
に
重
要
と
言
え
ま
す
。

　
ま
た
、
井
口
さ
ん
のryu

gon

と
い
う
施
設

が
今
のw

ith

コ
ロ
ナ
の
中
で
価
値
を
発
揮
し
て

い
る
と
い
う
話
に
つ
い
て
は
、
雪
国
観
光
圏
の

コ
ン
セ
プ
ト
に
共
鳴
す
る
方
達
と
培
っ
て
き
た

つ
な
が
り
が
や
は
り
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す

し
、
こ
う
し
た
危
機
で
は
、
あ
る
種
贅
肉
が
落

と
さ
れ
る
よ
う
な
形
で
強
み
に
な
る
と
。
平
時

で
は
な
か
な
か
見
え
な
い
も
の
が
、
強
み
と
し

て
展
開
さ
れ
る
機
会
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
井
口
さ
ん
の
お
話
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今

回
の
よ
う
な
危
機
を
迎
え
、
日
本
版
D
M
O
に

つ
い
て
あ
る
程
度
の
機
能
や
役
割
を
見
直
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
、
日
本
だ
け
で
な
く
、
全
世
界
の
観
光
局
が

こ
の
悩
み
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が

落
ち
着
い
て
き
た
暁
に
は
、
海
外
で
の
対
応
を

見
な
が
ら
、
日
本
の
観
光
地
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

を
高
め
て
い
く
方
法
を
引
き
続
き
考
え
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

ベ
ク
ト
ル
に
し
、

旅
行
消
費
額
を

増
や
す
こ
と
が

目
的
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
2
年

前
か
ら
海
外
事

例
な
ど
を
調
べ
、

応
用
で
き
る
も

の
を
取
り
入
れ

た
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
プ
ラ
ン
を

作
っ
て
い
ま
し

か
、
そ
れ
ぞ
れ
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

清
永
　
コ
ロ
ナ
危
機
は
東
日
本
大
震
災
の
原
発

危
機
と
同
じ
だ
と
私
は
思
っ
て
い
て
、
そ
こ
で

ど
れ
だ
け
ブ
レ
な
い
で
営
業
し
て
い
く
か
が
大

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
は
何
を
や
る
か
と

言
う
と
、
や
は
り
ロ
イ
ヤ
ル
カ
ス
タ
マ
ー
を
ど

う
作
っ
て
い
く
か
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
佐
渡
で
は
、
C
R
M

を
ず
っ
と
や
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
仕

組
み
上
で
ど
ん
ど
ん
会
員
を
増
や
し
て
い
く
。

　
さ
ど
ま
る
倶
楽
部
で
は
、
ポ
イ
ン
ト
バ
ッ
ク

と
い
う
仕
組
み
を
既
に
作
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ど
ん
ど
ん
会
員
を
増
や
し
、
顧
客
デ
ー
タ
が
集

売
上
が
上
が
る

わ
け
で
は
な
い

で
す
が
、
人
に

よ
っ
て
は
非
常

に
過
敏
に
反
応

す
る
場
合
も
あ

り
、
そ
う
で
は

な
い
人
も
い
る
。

過
敏
な
反
応
の

人
に
基
準
を
合

わ
せ
て
し
ま
う

と
、
慢
性
的
に

旅
館
が
コ
ス
ト

高
に
な
っ
て
し
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し
て
い
る
た
め
、
少
し
戻
り
始
め
て
い
ま
す
。

目
標
と
す
る
1
月
の
水
準
に
は
ま
だ
ま
だ
達
す

る
レ
ベ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
終
的
に
は

昨
年
や
一
昨
年
の
数
字
に
戻
る
の
で
は
と
思
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
コ
ロ
ナ
禍
が
本
格
化
し
た

2
〜
3
月
は
も
と
も
と
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
な
の
で
、

ま
だ
十
分
で
は
な
か
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
や
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
作
り
込
み
な
ど
の
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
話
す
と
、
今
ま
で
の
国
内

旅
行
は
「
非
日
常
」
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
1
泊
2
日
で
観
光
名
所
を
回
り
、
商
業
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い
う
画
一
的
な
対
応
に
な

り
が
ち
で
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
雪
国
観
光
圏

が
提
案
し
て
き
た
の
は
「
異
日
常
」
で
す
。
地

域
の
暮
ら
し
や
文
化
を
体
験
し
た
り
、
地
域
の

人
と
触
れ
合
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学

ぶ
旅
を
意
味
し
ま
す
。

　
異
日
常
型
へ
の
移
行
と
い
う
の
は
昔
か
ら
言

わ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
が
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ

る
旅
館
な
ど
の
設
備
投
資
が
ま
ま
な
ら
ず
、

D
M
O
に
も
そ
う
い
う
意
識
が
な
か
っ
た
り
、

な
か
な
か
ど
こ
の
観
光
地
も
苦
戦
し
て
い
る
状

況
が
あ
り
ま
す
。
幸
い
、
雪
国
観
光
圏
は
そ
う

い
う
フ
レ
ー
ム
を
持
っ
て
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な

旅
館
事
業
者
で
、
そ
う
い
う
活
動
を
す
る
と
こ

ろ
が
増
え
て
き
た
の
で
、
コ
ロ
ナ
は
む
し
ろ
そ

う
し
た
方
向
に
変
革
を
す
る
い
い
チ
ャ
ン
ス
と

思
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
は
本
当
に
地
域
間
競
争
が
激
化
す
る
と

痛
感
し
て
お
り
、
中
途
半
端
な
「
D
M
O
ご
っ

こ
」
な
ら
や
ら
な
い
方
が
い
い
の
で
は
と
思
い

ま
す
。
D
M
O
は
本
来
、
き
ち
ん
と
し
た
財
源

と
権
限
が
あ
っ
て
観
光
を
推
進
す
る
組
織
で
あ

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
で
そ
れ
を
や

る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
で
す
よ
ね
。

　
本
来
、
D
M
O
は
方
針
を
示
す
い
わ
ば
監
督

的
な
役
割
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
い
く
ら
監

督
が
頑
張
っ
て
も
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
旅
館

や
飲
食
店
が
そ
の
意
思
に
沿
っ
て
動
か
な
け
れ

ば
し
か
た
が
な
い
わ
け
で
す
。

　
ま
た
、
日
本
は
行
政
が
非
常
に
強
い
の
で
、

自
治
体
が
監
督
を
や
り
た
が
っ
た
り
、
場
合
に

よ
っ
て
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
や
り
た
が
っ
た
り
す

る
の
で
、
す
ご
く
や
や
こ
し
く
な
っ
て
し
ま
う

の
で
す
が
、
雪
国
観
光
圏
で
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
を

ど
う
作
っ
て
、
仲
間
を
巻
き
込
ん
で
チ
ー
ム
に

す
る
か
を
ず
っ
と
意
識
し
て
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
危
機
は
そ
う
い
う
考
え
方
を
ま
と
め

る
い
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
と
思
っ
て

い
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
3

〈
沖
縄
市
観
光
物
産
振
興
協
会
〉

儲
け
る
観
光
協
会
の
作
り
方

〜
再
生
か
ら
D
M
O
に
む
け
て

山
田（
一
）　
沖
縄
市
は
那
覇
空
港
か
ら
車
で
約

40
分
の
距
離
に
位
置
し
、
ビ
ー
チ
や
有
名
な
観

光
地
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
沖
縄
最
大
と
な
る
嘉

手
納
基
地
の
〝
門
前
町
〞
で
す
。
最
盛
期
は
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
時
代
で
、
当
時
は
那
覇
よ
り
も
最

先
端
の
街
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
街
中
シ

ャ
ッ
タ
ー
街
で
す
が
、
商
店
主
の
皆
さ
ん
は
経

済
的
に
は
困
っ
て
お
ら
ず
実
は
富
裕
層
で
す
。

カ
ー
プ
の
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
長
く
利
用
さ
れ

て
お
り
、
F
C
琉
球
と
い
う
J
2
チ
ー
ム
が
あ

り
、
エ
イ
サ
ー
な
ど
の
伝
統
芸
能
も
盛
ん
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
危
機
で
、
沖
縄
市
観
光
物
産
振
興
協

会
が
行
っ
て
い
た
取
り
組
み
を
時
系
列
に
記
録

し
た
ア
ー
カ
イ
ブ
が
こ
ち
ら（
左
）で
す
。

　
3
月
13
日
の
経
済
産
業
省
等
の
コ
ロ
ナ
対
策

施
策
集
で
す
が
、
分
量
が
多
い
と
読
ん
で
い
た

だ
け
な
い
の
で
、
5
枚
く
ら
い
に
ま
と
め
て
全

会
員
に
送
り
ま
し
た
。
3
月
16
日
の
ク
ー
ポ
ン

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
4
月
22
日
に
タ
イ
国
政
府
観
光
庁
が
観
光
業

向
け
衛
生
安
全
基
準
を
策
定
す
る
と
い
う
ウ
ェ

ブ
記
事
を
目
に
し
、
す
ぐ
に
タ
イ
や
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
で
の
対
応
事
例
の
翻
訳
に
か
か
り
ま
し
た
。

5
月
1
日
に
行
わ
れ
た
行
政
の
コ
ロ
ナ
対
策
会

議
で
、
佐
渡
で
も
公
衆
衛
生
認
証
を
や
ろ
う
と

言
い
ま
し
た
が
、
「
補
助
金
を
出
す
の
が
大
変

だ
か
ら
今
は
協
力
で
き
な
い
」
と
い
う
話
だ
っ

た
の
で
、
「
で
は
、
う
ち
で
や
り
ま
す
」
と
い

う
こ
と
で
、
満
を
持
し
て
5
月
14
日
に
リ
リ
ー

ス
し
た
の
が
「
佐
渡
ク
リ
ー
ン
認
証
」
で
す
。

　
実
施
に
は
デ
ー
タ
と
権
威
が
必
要
だ
と
思
い
、

有
識
者
と
き
ち
ん
と
話
し
あ
っ
て
行
政
を
納
得

さ
せ
、
こ
の
ク
リ
ー
ン
認
証
を
受
け
な
い
と
補

助
金
が
受
け
ら
れ
な
い
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参

加
で
き
な
い
と
い
う
形
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
サ
ク
ラ
ク
オ
リ
テ
ィ
の
防
疫
ク

リ
ー
ン
マ
ー
ク
と
同
等
に
し
ま
し
ょ
う
と
い
う

働
き
か
け
も
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
5
月
1
日
に
は
「
島
を
守
る
た
め
に

今
は
ま
だ
来
な
い
で
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

英
語
版
と
繁
体
字
版
の
動
画
を
作
り
、

#stayh
o
m

e   #
travelto

m
o
rro

w

と
い
う

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
つ
け
た
と
こ
ろ
、
1
万
回
以

上
再
生
さ
れ
、「
い
い
ね
！
」が
海
外
か
ら
多
く

押
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
台
湾
か
ら
が
多
か
っ
た

で
す
。

　
そ
の
あ
と
は
、「
来
る
人
も
住
む
人
も
安
心

安
全
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
推
進
し
よ

う
と
い
う
こ
と
で
、
5
月
27
日
か
ら
佐
渡
汽
船

に
1
万
枚
の
マ
ス
ク
を
配
布
し
て
検
温
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
の
作
成
の
意
味
が
低
下
し
て
い
る
の
で
、

デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
移
行
す
る
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
と
も
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
危
機
と
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
似

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
観
光
業
界
の

復
活
は
早
く
、
一
度
縮
小
し
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

再
び
広
が
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

だ
と
思
い
ま
す
。
世
界
を
相
手
に
し
た
競
合
戦

略
や
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
み
、

住
む
人
と
暮
ら
す
よ
う
に
旅
す
る
人
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
、
佐
渡
を
世
界
に
名
だ
た
る
観
光
地

に
す
る
の
が
今
後
の
流
れ
な
の
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
2

〈
雪
国
観
光
圏
と
旅
館ryugon

〉

コ
ロ
ナ
は「
非
日
常
」か
ら

「
異
日
常
」へ
変
革
す
る
チ
ャ
ン
ス

井
口
　
私
は
雪
国
観
光
圏
を
2
0
0
8
年
に
立

ち
上
げ
て
5
〜
6
年
経
っ
た
頃
か
ら
、
旅
館
業

が
変
わ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
の
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
大
き
な
変
化
に
よ
っ
て
、

観
光
そ
の
も
の
が
大
き
く
シ
フ
ト
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　
雪
国
観
光
圏
は
今
ま
で
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
市

町
村
を
雪
国
文
化
で
つ
な
ぎ
、
一
つ
の
エ
リ
ア

と
し
て
発
信
し
て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
徐
々
に
注
目
さ
れ
る
中

で
課
題
は
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
体
感
さ
せ
る

場
が
な
か
っ
た
こ
と
で
、
事
業
者
と
し
て
の
私

は
、
越
後
湯
沢
駅
前
に
あ
る
「
越
後
湯
澤

H
A
T
A
G
O
井
仙
」
と
い
う
旅
館
の
経
営
に

加
え
、
2
年
前
に
南
魚
沼
市
に
あ
る
「
温
泉
御

宿
　
龍
言
」
と
い
う
旅
館
を
引
き
受
け
、
昨
年

「ryu
gon

」
と
い
う
宿
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

ま
し
た
。
伝
統
的
な
日
本
旅
館
を
、
通
年
で
雪

国
文
化
を
体
感
で
き
る
古
民
家
ホ
テ
ル
と
い
う

形
に
リ
ブ
ラ
ン
ド
し
て
い
ま
す
。

　
D
M
O
が
し
っ
か
り
ブ
ラ
ン
ド
を
発
信
す
る

と
同
時
に
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
事
業
者
が
し

っ
か
り
そ
れ
を
具
現
化
す
る
こ
と
、
「
沿
っ
て

い
く
」
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
い
ろ

ん
な
D
M
O
を
見
て
も
、
D
M
O
の
方
針
と
そ

の
地
域
の
宿
泊
事
業
者
が
マ
ッ
チ
し
て
い
な
い

ケ
ー
ス
は
よ
く
あ
り
、
雪
国
観
光
圏
が
作
っ
て

き
た
文
化
を
こ
こ
で
ど
う
体
感
さ
せ
る
か
が
重

要
で
す
。

　
そ
う
い
う
意
味
でryu

gon

は
雪
国
観
光
圏

が
作
っ
て
き
た
構
想
を
家
具
や
建
物
、
食
で
表

現
す
る
一
つ
の
モ
デ
ル
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
重
要
な
の
が
地
域
の
暮
ら
し
を
体
感
さ
せ

る
こ
と
で
、
そ
れ
は
旅
館
と
い
う
空
間
だ
け
で

は
で
き
な
い
の
で
、
ス
ノ
ー
ピ
ク
ニ
ッ
ク
や
田

ん
ぼ
ラ
ン
チ
と
い
っ
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
組

み
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　ryu
gon

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
か
ら
の
売

上
状
況
で
す
が
、
７
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は

対
前
年
比
平
均
1
4
0
％
で
推
移
し
て
い
ま
し

た
。
冬
は
シ
ー
ズ
ン
・
オ
フ
だ
っ
た
の
で
す
が
、

特
に
冬
が
好
調
で
、
倍
く
ら
い
に
増
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
で
雪
国
文
化
が
形
に
な
る
な
、
行
け
る

と
思
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
コ
ロ
ナ
が
広
ま
り
、

3
月
か
ら
売
上
は
急
激
に
減
少
し
ま
し
た
。
6

月
か
ら
は
新
潟
県
が
宿
泊
補
助
券
を
出
す
な
ど

た
。

　
コ
ロ
ナ
は
、
収
束
後
も
付
き
合
っ
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
と
認
識
し
た
の
が
2
月
中
旬
頃

で
、
2
月
末
に
は
既
に
作
っ
て
い
た
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
に
コ
ロ
ナ
対
策
を
入
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
収
束
の
前
後
で
ス
テ
ー
ジ
を
2
つ
に

分
け
、
ス
テ
ー
ジ
1
は
行
政
と
の
情
報
共
有
、

次
に
事
業
者
に
寄
り
添
う
こ
と
、
そ
し
て
観
光

事
業
者
の
窓
口
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思

い
ま
し
た
。
そ
の
後
が
収
束
に
向
け
た
環
境
整

備
、
さ
ら
に
反
転
攻
勢
に
向
け
た
ブ
ラ
ン
ド
力

の
ア
ッ
プ
、
資
源
を
デ
ジ
タ
ル
で
見
せ
る
、
そ

し
て
安
心
安
全
な
島
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
す
。

佐
渡
は
あ
ま
り
感
染
者
が
出
な
い
こ
と
が
予
測

さ
れ
た
の
で
こ
れ
を
強
み
と
考
え
ま
し
た
。
ス

テ
ー
ジ
2
は
観
光
客
へ
の
ヘ
イ
ト
が
起
き
る
と

思
い
、
島
内
島
外
に
向
け
て
ど
う
対
応
す
る
か

を
考
え
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
D
M
O
の
役
割
は
、
き
ち

ん
と
方
針
や
理
念
を
作
っ
て
他
の
観
光
地
を
ベ

ン
チ
マ
ー
ク
し
、
人
を
育
て
る
こ
と
で
あ
り
、

や
る
こ
と
は
コ
ロ
ナ
禍
前
と
変
わ
ら
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
加
え
、
観
光
協
会
が
、
地
域
で
リ
ス

ペ
ク
ト
さ
れ
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
チ
ャ
ン
ス
だ
と
。

　
ち
な
み
に
佐
渡
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

が
1
9
9
4
年
に
起
き
て
お
り
、
こ
の
時
に
観

光
客
ヘ
イ
ト
が
生
ま
れ
た
た
め
に
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
が
下
が
っ
た
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
海

外
で
は
今
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
持
続
可
能

性
）
と
レ
ス
ポ
ン
シ
ビ
リ
テ
ィ
（
地
域
へ
の
責

任
）
が
非
常
に
注
目
さ
れ
、
観
光
客
と
住
民
と

行
政
と
事
業
者
が
ど
う
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い

く
か
、
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
（
企
業
誘
致
や
投

資
）
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
企
業
支

援
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
予
定
に
し
て
い
ま

し
た
。

　
そ
の
た
め
に
2
年
前
か
ら
「
地
域
の
利
益
の

た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
」
と
い
う

経
営
理
念
を
決
め
、
地
域
に
と
っ
て
の
価
値
を

高
め
る
結
果
に
対
し
て
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
カ
ス
タ
マ
ー
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ

プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
C
R
M
）
を
重
視
し
て

「
さ
ど
ま
る
倶
楽
部
」
と
い
う
島
外
フ
ァ
ン
の

会
員
組
織
を
作
り
、
2
万
1
0
0
0
人
を
超
え

る
会
員
を
対
象
に
、
昨
年
12
月
か
ら
ア
プ
リ
と

観
光
地
域
通
貨
を
導
入
し
ま
し
た
。
　

　
コ
ロ
ナ
対
策
の
話
に
戻
り
ま
す
と
、
2
月
に

宿
泊
施
設
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
対
策
簡
易
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
り
ま
し
た
。
大
事
な
の
は
、
事
業
者

向
け
で
は
な
く
「
市
民
の
皆
様
へ
」
と
書
い
て

い
る
点
で
す
。
島
内
の
事
業
者
に
対
す
る
ヘ
イ

ト
が
起
き
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
観
光
客
に

対
す
る
ヘ
イ
ト
が
起
き
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
観
光
客
に
対
す
る
ヘ
イ
ト
を
な
く
す
、
地
元

に
D
M
O
が
リ
ス
ペ
ク
ト
さ
れ
る
に
は
地
域
の

役
に
立
ち
、
と
に
か
く
寄
り
添
お
う
と
い
う
こ

と
で
、
3
月
中
旬
に
バ
ー
チ
ャ
ル
物
産
展
を
実

施
す
る
と
非
常
に
好
反
応
を
得
ら
れ
、
4
月
下

旬
に
出
前
と
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
リ
ス
ト
を
作
り

ま
し
た
。
行
政
が
や
る
と
一
ヶ
月
か
か
る
と
い

う
話
で
し
た
が
5
日
で
実
行
で
き
ま
し
た
。
私

も
1
0
0
店
舗
を
3
日
間
で
回
り
、
地
元
の
意

見
を
集
め
ら
れ
た
の
が
大
き
か
っ
た
で
す
。
も

と
も
と
D
M
O
は
足
で
稼
ぐ
の
が
大
事
だ
な
と

山
田（
雄
）　
今
日
は
実
践
的
な
活
動
を
さ
れ
て

い
る
D
M
O
の
3
名
の
方
に
情
報
を
提
供
い
た

だ
き
な
が
ら
、
今
後
の
展
開
方
向
を
考
え
る
場

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
の
2
〜
3
ヶ
月
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
、

気
を
つ
け
て
き
た
の
か
お
話
し
い
た
だ
き
、
そ

の
あ
と
に
簡
単
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
1

〈
佐
渡
観
光
交
流
機
構
〉

「
地
域
の
利
益
の
た
め
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」で
あ
り
つ
づ
け
る

清
永
　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
今

の
取
り
組
み
を
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
2
年
前
に
佐
渡
に
来
ま
し
た
が
、
そ
の
前

は
ス
キ
ー
場
を
経
営
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
観

光
地
経
営
で
あ
る
D
M
O
と
ス
キ
ー
場
経
営
は

基
本
的
に
同
じ
で
、
D
M
O
の
役
割
は
行
政
と

民
間
事
業
者
を
つ
な
ぎ
、
仲
間
を
作
っ
て
同
じ

長
く
や
っ
て
き
て
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
だ
け

で
は
な
か
な
か
地
域
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
現
実
に
も
直
面
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
ご
自
身
の
事
業
と
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

たryu
gon

と
い
う
旅
館
を
通
じ
て
、
雪
国
観

光
圏
と
は
こ
う
い
う
も
の
だ
と
い
う
の
を
発
信

し
た
い
と
い
う
取
り
組
み
を
し
て
き
た
と
こ
ろ

に
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
が
あ
り
、
そ
れ
を
チ
ャ
ン

ス
に
切
り
替
え
て
い
こ
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
旅
館
の
価
値
観
や

旅
行
に
対
す
る
考
え
方
が
変
わ
っ
て
く
る
と
い

う
こ
と
も
想
定
し
、
着
実
に
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

や
商
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
言
え
ま

す
。

　
沖
縄
市
の
山
田
さ
ん
は
コ
ロ
ナ
禍
の
前
に
任

期
付
き
で
事
務
局
長
と
な
り
、
通
常
の
沖
縄
観

光
の
イ
メ
ー
ジ
で
売
れ
る
場
所
で
は
な
い
エ
リ

ア
で
、
各
事
業
者
と
協
力
し
な
が
ら
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
そ

れ
ま
で
培
っ
て
き
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
う
ま
く

使
い
な
が
ら
、
危
機
に
対
応
し
て
き
た
の
で
は

と
思
い
ま
す
。

　
お
三
方
の
話
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
今
回
の

コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
な
リ
ス
ク
に
対
し
て
「
こ
う

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う
唯
一
無
二
の

正
解
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
状
況

に
陥
る
前
ま
で
の
い
ろ
い
ろ
な
伏
線
や
取
り
組

み
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
が
非
常
に
大
き
く
影

響
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た

危
機
を
早
め
に
認
識
し
て
行
動
さ
れ
て
き
た
と

こ
ろ
が
、
今
の
状
況
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
7
月
以
降
に
ど
ん
な
取
り
組
み

や
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る

ま
る
ほ
ど
今
後
の
資
産
に
な
り
、
そ
う
す
る
と

広
告
が
要
ら
な
く
な
る
の
で
は
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
こ
れ
か
ら
多
分
、
安
心
安
全
を
非
常
に

重
視
す
る
人
は
観
光
地
に
な
か
な
か
来
な
い
の

で
は
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
信
頼
で
き
る
安
全

証
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
と
い
う
こ
と

で
、
さ
ど
ま
る
倶
楽
部
の
ア
プ
リ
会
員
に
し
っ

か
り
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、
お
客
様
が
「
私
は

安
全
だ
」
と
思
え
る
仕
組
み
を
作
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
ス
イ
ス
の
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
で
行
っ
て
い
る
、

何
年
も
通
っ
た
観
光
客
に
バ
ッ
ジ
を
進
呈
す
る

仕
組
み
と
ほ
ぼ
同
じ
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
先

達
の
や
っ
て
い
る
モ
デ
ル
を
し
っ
か
り
キ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
や
る
べ
き
こ

と
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

井
口
　
僕
は
コ
ロ
ナ
後
の
世
界
を
結
構
現
実
的

な
、
厳
し
い
目
で
見
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
旅

館
業
は
供
給
過
多
。
多
分
、
飲
食
店
も
旅
館
も

3
割
く
ら
い
は
廃
業
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。
社
会
構
造
が
変
化
し
た
時

に
、
地
域
は
ど
う
シ
ュ
リ
ン
ク
し
て
落
ち
着
く

の
か
と
い
う
落
と
し
所
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と

が
す
ご
く
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
自
治
体
主
導
の
観
光
振
興
は
広
く
薄
く
み
ん

な
で
助
か
ろ
う
と
し
ま
す
が
、
現
実
的
に
そ
れ

は
不
可
能
で
す
よ
ね
。
観
光
課
が
予
算
を
持
ち
、

観
光
協
会
に
ち
び
ち
び
小
遣
い
を
あ
げ
る
よ
う

な
こ
と
を
し
て
い
て
も
、
誰
も
助
か
ら
な
い
。

「
自
治
体
も
大
変
だ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
機
会
に

行
政
か
ら
観
光
を
外
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
本
気
で
広
域
の
D
M
O
を
し
っ
か
り
作
っ
て
、

財
源
は
宿
泊
税
で
賄
わ
な
い
と
ヤ
バ
い
で
す

よ
」
と
い
う
話
を
自
治
体
の
関
係
者
に
し
て
い

ま
す
。

　
こ
こ
は
正
直
、
首
長
の
判
断
し
か
な
い
ん
で

す
よ
。
政
治
を
動
か
す
し
か
な
い
の
で
、
僕
も

自
分
の
エ
リ
ア
で
や
っ
て
い
る
の
は
そ
れ
だ
け

で
す
。
D
M
O
の
事
業
と
い
う
よ
り
は
、
政
治

を
動
か
す
た
め
に
自
分
が
嫌
わ
れ
者
に
な
っ
て

も
言
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
く

ら
い
の
危
機
感
で
す
。

　
勝
ち
組
と
負
け
組
の
地
域
が
は
っ
き
り
し
た

時
に
、
負
け
組
の
地
域
に
な
っ
た
ら
、
事
業
者

の
立
場
か
ら
す
れ
ば
い
く
ら
投
資
を
し
て
も
無

駄
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
こ
は
命
が
け
で
、

い
い
格
好
し
い
の
政
治
の
観
光
振
興
は
や
め
ろ

と
、
は
っ
き
り
経
営
者
の
立
場
で
言
っ
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
か
な
と
い
う
の
が
正
直
な
部

分
で
す
。

　
も
う
一
つ
重
要
な
の
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
は
旅

館
に
し
て
み
た
ら
コ
ス
ト
で
し
か
な
い
わ
け
で

す
。
対
策
を
し
っ
か
り
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、

は
協
会
の
自
主
財
源
で
急
い
で
作
り
ま
し
た
が
、

飲
食
店
や
施
設
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　
4
月
21
日
の
「
医
療
従
事
者
用
エ
イ
坊
ク
ー

ポ
ン
リ
リ
ー
ス
」
と
い
う
の
は
、
家
族
へ
の
感

染
を
防
ぐ
た
め
病
院
で
寝
泊
ま
り
す
る
医
療
従

事
者
を
支
援
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
ホ
テ
ル

と
医
療
従
事
者
を
1
対
1
で
マ
ッ
チ
ン
グ
し
ま

し
た
。

 

4
月
24
日
か
ら
始
ま
っ
た
映
画
祭
タ
イ
ト
ル

の
「
や
ー
ぐ
ま
い
」
と
は
家
ご
も
り
と
い
う
意

味
で
、
沖
縄
市
に
は
K
O
Z
A
フ
ィ
ル
ム
オ
フ

ィ
ス
と
い
う
撮
影
支
援
団
体
が
あ
る
の
で
、
市

内
で
ロ
ケ
が
行
わ
れ
た
映
画
の
W
e
b
無
料
配

信
を
し
ま
し
た
。
ま
た
5
月
25
日
か
ら
、
観
光

協
会
の
財
源
で
出
し
た
ク
ー
ポ
ン
が
支
持
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
で
、
沖
縄
市
が
予
算
化
し
て

2
0
0
万
円
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
協
会
の
自
主
財
源
で
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

シ
ア
タ
ー
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
25
台
の
募
集

に
対
し
、
7
0
0
名
を
超
え
る
応
募
・
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
好
評

に
つ
き
7
月
後
半
か
ら
常
設
実
施
を
予
定
し
て

い
る
ほ
か
、
県
内
の
他
地
域
に
も
波
及
し
、
南

城
市
で
は
3
6
0
台
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
6
月
5
日
か
ら
は
沖
縄
県
の
宿
泊
補
助
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
に
県
内
の
観
光
協
会
と
し
て
唯
一

参
加
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ま
で
の
協
会
の
取
り
組
み
で
す
が
、

2
0
1
9
年
12
月
か
ら
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
チ
ー
ム
を
作
り
、
毎
日
S
N
S
の
更
新
を

し
て
い
ま
す
。
毎
日
更
新
を
始
め
る
と
同
時
に

「
い
い
ね
！
」
の
数
が
大
き
く
伸
び
、

2
0
2
0
年
2
月
か
ら
伸
び
が
鈍
っ
た
の
で
、

1
0
0
0
円
く
ら
い
の
広
告
を
月
額
2
0
0
0

〜
3
0
0
0
円
程
度
打
っ
た
と
こ
ろ
、
ま
た
伸

び
る
よ
う
に
な
り
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は

巣
ご
も
り
に
マ
ッ
チ
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
配
信

し
て
、
再
び
増
加
傾
向
に
な
り
ま
し
た
。

　
リ
ー
チ
を
増
や
す
方
法
の
一
つ
と
し
て
は

S
N
S
で
「
乗
っ
か
る
」
取
り
組
み
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ばO

ffi
cial

髭
男d

ism

は
沖
縄
市
の

ゲ
ー
ト
通
り
で
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
を
撮
影

し
た
の
で
、
S
N
S
で#O

ffi
cial

髭
男dism

と

い
う
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
つ
け
て
発
信
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
市
内
で
撮
影
さ
れ
た
映
画
や
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
、
さ
ら
に
そ
の
映
画
に
出
演

し
た
俳
優
な
ど
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
つ
け
、
積

極
的
に
「
乗
っ
か
る
」
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
S
N
S
の
発
信
内
容
も
最
初
は
市
内
の
公
園

や
店
の
情
報
が
中
心
で
し
た
が
、
県
民
対
象
の

施
設
や
知
る
人
ぞ
知
る
沖
縄
市
の
お
店
情
報
な

ど
県
内
か
ら
の
誘
客
を
目
的
と
し
た
発
信
へ
と

広
げ
て
い
ま
す
。
常
に
情
報
を
発
信
し
続
け
る

こ
と
で
、
自
粛
緩
和
と
と
も
に
近
隣
市
町
村⇒

県
内
全
域⇒

国
内
全
域⇒

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
い

う
形
で
、
徐
々
に
来
訪
の
発
地
元
を
広
げ
る
こ

と
が
目
的
で
す
。

　
今
後
は
修
学
旅
行
に
対
す
る
営
業
を
再
開
し
、

商
談
会
を
積
極
的
に
実
施
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
沖
縄
市
の
修
学
旅
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
こ

こ
3
年
で
平
和
講
話
や
文
化
体
験
の
参
加
人

数
・
団
体
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
一
方
、
中
心
市

街
地
に
90
〜
1
2
0
分
滞
在
す
る
ま
ち
あ
る
き

が
参
加
人
数
・
団
体
数
と
も
に
増
え
て
い
ま
す
。

2
0
1
7
年
の
ま
ち
あ
る
き
の
参
加
は
56
団
体

3
6
3
5
人
だ
っ
た
の
に
対
し
、
2
0
1
9
年
度

は
76
団
体
7
0
5
6
人
と
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
ま

す
。
ド
ル
に
よ
る
買
物
や
ラ
ン
チ
の
支
払
い
に
よ

る
高
付
加
価
値
の
商
品
開
発
と
販
売
を
行
い
、

経
済
的
な
価
値
を
市
内
の
飲
食
店
・
商
店
街
に

提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
実
施
し
た
い
の
は
、
関
係
性
が
強

か
っ
た
り
、
共
通
項
の
あ
る
エ
リ
ア
へ
の
積
極

的
な
営
業
で
す
。
ま
ず
、
大
阪
府
豊
中
市
、
愛

知
県
東
海
市
、
山
形
県
米
沢
市
、
東
京
都
町
田

市
な
ど
兄
弟
姉
妹
都
市
か
ら
の
誘
客
で
す
。
さ

ら
に
昨
年
訪
問
し
て
親
交
を
深
め
た
の
が
韓
国

の
平
澤
（
ピ
ョ
ン
テ
ク
）
市
で
す
。
米
軍
基
地

が
あ
る
街
で
、
沖
縄
市
と
同
じ
様
な
通
り
・
商

店
街
が
あ
り
ま
す
。
台
北
市
の
迪
化
街
（
デ
ー

フ
ォ
ア
ジ
ェ
）
は
商
店
街
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

的
な
方
と
週
1
回
く
ら
い
L
I
N
E
で
情
報
交

換
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
を
き
っ
か
け
に
ま
ち
を

P
R
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
地
元
の
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
F
C
琉
球
の
応
援
店
舗
リ
ス
ト
の
サ
イ

ト
を
作
っ
て
S
N
S
に
リ
ン
ク
を
貼
り
、
そ
こ

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
店
舗
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
で
人
を
呼
ぶ
だ
け
で

な
く
、
ま
ち
の
飲
食
店
に
お
金
を
落
と
す
た
め

の
仕
組
み
を
作
っ
て
い
ま
す
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　

〈
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
〉

山
田（
雄
） 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
頑
張
っ
て
お
ら

れ
る
3
人
の
方
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

危
機
へ
の
対
処
は
三
者
三
様
で
す
が
、
こ
の
2

ヶ
月
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
き
た
こ

と
が
伝
わ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　
清
永
さ
ん
か
ら
は
、
佐
渡
の
リ
ブ
ラ
ン
ド
に

取
り
組
み
つ
つ
、
コ
ロ
ナ
と
い
う
ク
ラ
イ
シ
ス

を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
が

伝
わ
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
国
際
的
な
観

光
の
潮
流
、
特
に
欧
州
に
つ
い
て
把
握
し
、
う

ま
く
佐
渡
の
観
光
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
い
き

た
い
と
常
々
考
え
ら
れ
て
い
た
中
、
そ
の
思
い

と
実
態
が
な
か
な
か
地
域
で
噛
み
合
わ
な
か
っ

た
と
こ
ろ
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
リ
ス
ク
と
ク

ラ
イ
シ
ス
に
直
面
し
た
時
、
そ
れ
を
う
ま
く
機

会
に
変
え
な
が
ら
動
い
て
き
た
と
言
え
ま
す
。

「
足
で
稼
ぐ
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
ま
し
た
が
、

い
ろ
い
ろ
な
関
係
者
に
交
渉
し
、
衛
生
基
準
な

ど
反
対
の
声
も
大
き
い
中
で
非
常
に
ご
苦
労
さ

れ
な
が
ら
、
動
か
れ
て
き
た
と
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。

　
井
口
さ
ん
は
雪
国
観
光
圏
と
い
う
D
M
O
を

ま
う
。
な
の
で
、
僕
は
業
界
と
し
て
ど
こ
か
で

線
を
引
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
サ
ク
ラ
ク
オ
リ
テ
ィ
は
そ
う
い
う
時
に
役
立

つ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
「
こ
れ
以
上
は
し
な

く
て
い
い
の
で
は
」
と
い
う
線
を
業
界
で
引
か

な
い
と
、
ず
っ
と
コ
ス
ト
を
抱
え
て
し
ま
う
の

で
、
そ
こ
は
D
M
O
の
人
た
ち
も
冷
静
に
見
て

も
ら
い
た
い
で
す
よ
ね
。
コ
ロ
ナ
コ
ロ
ナ
と
大

騒
ぎ
す
る
の
で
は
な
く
、
経
営
で
き
る
分
岐
点

は
ど
こ
な
ん
だ
と
。
「
や
り
過
ぎ
な
い
こ
と
」

と
い
う
の
も
、
僕
は
大
事
な
テ
ー
マ
か
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
旅
館
と
し
て
は
、
今
は
チ
ャ
ン
ス
以
外
な
い

と
思
い
ま
す
。ryu

gon

は
海
外
の
お
客
様
が

地
方
を
旅
し
た
時
の
宿
の
提
案
な
の
で
、
今
は

海
外
旅
行
に
行
け
な
い
お
客
様
が
た
く
さ
ん
い

て
、
海
外
旅
行
で
旅
慣
れ
た
日
本
の
お
客
様
に

楽
し
め
る
の
で
は
と
い
う
し
つ
ら
え
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

　
な
の
で
今
ま
で
は
や
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

む
し
ろ
僕
は
今
、
積
極
的
に
旅
行
会
社
に
営
業

に
行
っ
て
い
ま
す
。
高
級
バ
ス
を
使
っ
て
い
る

旅
行
会
社
で
2
泊
ツ
ア
ー
を
作
っ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
D
M
O
と
宿
で
は
や
る
べ
き
こ
と
に

若
干
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
基
本
は
そ
う
い

う
こ
と
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
田（
雄
）　
政
治
を
動
か
す
と
い
う
話
が
あ
り

ま
し
た
が
、
競
争
力
を
持
ち
な
が
ら
観
光
振
興

を
持
続
的
に
や
っ
て
い
く
に
は
、
地
域
の
観
光

振
興
の
仕
組
み
自
体
を
も
う
少
し
変
え
て
い
か

な
い
と
難
し
い
と
い
う
の
が
、
井
口
さ
ん
が
感

じ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

山
田（
一
）
　2
月
下
旬
に
僕
は
「
無
収
入
で
生

存
で
き
る
期
間
っ
て
ど
れ
く
ら
い
な
ん
だ
ろ

う
」
と
考
え
ま
し
た
。
決
ま
っ
て
い
る
補
助
金

以
外
に
収
入
が
な
か
っ
た
ら
、
ど
れ
く
ら
い
う

ち
の
組
織
で
人
を
キ
ー
プ
で
き
る
か
と
。
計
算

し
て
み
た
結
果
、
1
年
く
ら
い
な
ら
な
ん
と
か

無
収
入
で
も
食
わ
せ
て
い
け
る
な
と
思
っ
た
の

で
、
職
員
み
ん
な
に
そ
う
い
う
発
表
を
し
ま
し

た
。

　
観
光
協
会
は
地
域
の
人
を
幸
せ
に
す
る
こ
と

が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
僕

の
半
径
10
m
の
人
が
幸
せ
で
な
け
れ
ば
そ
れ
は

不
可
能
と
い
う
こ
と
で
、
内
側
と
外
側
の
両
方

に
対
す
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
考
え
ま
し
た
。

　
全
職
員
に
対
し
て
は
4
月
に
遡
り
、
昇
給
を

実
施
し
ま
し
た
。
う
ち
の
規
定
で
は
契
約
社
員

は
賞
与
が
な
い
の
で
す
が
6
月
に
一
律
で
賞
与

を
出
し
、
パ
ー
ト
の
人
に
も
一
時
金
を
出
し
ま

し
た
。
み
ん
な
で
頑
張
ろ
う
と
い
う
ム
ー
ド
を

作
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
外
に
対
し
て
は
、
先
ほ
ど
共
通
項
や
関
わ
り

の
あ
る
地
域
に
個
別
に
営
業
し
て
い
く
と
話
し

ま
し
た
が
、
昨
年
は
、
油
田
が
あ
り
、
ホ
ー
チ

ミ
ン
の
倍
の
所
得
が
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
の
ブ
ン
タ

ウ
の
商
工
会
議
所
と
仲
良
く
な
り
、
1
校
だ
け

あ
る
日
本
語
学
校
で
プ
レ
ゼ
ン
を
し
ま
し
た
。

「
年
に
1
度
、
日
本
に
日
本
語
を
話
し
に
来
ま

す
」
と
い
う
話
に
な
り
、
今
年
4
月
に
校
長
先

生
が
来
日
す
る
予
定
が
コ
ロ
ナ
で
延
期
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ベ
ト
ナ
ム
と
の
往
来
が

再
開
し
そ
う
な
の
で
、
再
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、G

oT
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
修
学
旅
行

も
対
象
な
の
で
、
旅
行
会
社
に
対
し
て
「
こ
れ

を
活
用
し
て
沖
縄
市
に
来
ま
せ
ん
か
」
と
い
う

ア
プ
ロ
ー
チ
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ゲ

リ
ラ
的
な
形
で
す
が
、
が
ん
が
ん
営
業
し
に
行

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
田（
雄
） 

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
本
当
に
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
起
き
、
4
、
5
月
は
先
が
見

え
な
い
状
況
で
し
た
。
や
っ
と
明
る
さ
も
見
え

て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
こ
う
し
た
危
機
が
起

き
る
可
能
性
が
あ
る
わ
け
で
、
ど
う
い
う
観
光

地
に
し
て
い
き
た
い
の
か
、
中
長
期
的
に
考
え

て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

 

今
日
の
み
な
さ
ん
の
お
話
で
改
め
て
重
要
だ

と
感
じ
た
の
は
、
日
常
的
に
い
ろ
い
ろ
な
人
た

ち
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
お
く
こ
と
で
す
。

清
永
さ
ん
か
ら
は
お
客
様
に
対
す
る
C
R
M
の

話
、
山
田
さ
ん
か
ら
は
観
光
協
会
内
の
職
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
話
と
と
も
に
、
す
ぐ
営
業

に
行
け
る
態
勢
を
作
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

こ
う
い
う
状
況
で
は
非
常
に
重
要
と
言
え
ま
す
。

　
ま
た
、
井
口
さ
ん
のryu

gon

と
い
う
施
設

が
今
のw

ith

コ
ロ
ナ
の
中
で
価
値
を
発
揮
し
て

い
る
と
い
う
話
に
つ
い
て
は
、
雪
国
観
光
圏
の

コ
ン
セ
プ
ト
に
共
鳴
す
る
方
達
と
培
っ
て
き
た

つ
な
が
り
が
や
は
り
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す

し
、
こ
う
し
た
危
機
で
は
、
あ
る
種
贅
肉
が
落

と
さ
れ
る
よ
う
な
形
で
強
み
に
な
る
と
。
平
時

で
は
な
か
な
か
見
え
な
い
も
の
が
、
強
み
と
し

て
展
開
さ
れ
る
機
会
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
井
口
さ
ん
の
お
話
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今

回
の
よ
う
な
危
機
を
迎
え
、
日
本
版
D
M
O
に

つ
い
て
あ
る
程
度
の
機
能
や
役
割
を
見
直
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
、
日
本
だ
け
で
な
く
、
全
世
界
の
観
光
局
が

こ
の
悩
み
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が

落
ち
着
い
て
き
た
暁
に
は
、
海
外
で
の
対
応
を

見
な
が
ら
、
日
本
の
観
光
地
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

を
高
め
て
い
く
方
法
を
引
き
続
き
考
え
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

ベ
ク
ト
ル
に
し
、

旅
行
消
費
額
を

増
や
す
こ
と
が

目
的
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
2
年

前
か
ら
海
外
事

例
な
ど
を
調
べ
、

応
用
で
き
る
も

の
を
取
り
入
れ

た
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
プ
ラ
ン
を

作
っ
て
い
ま
し

か
、
そ
れ
ぞ
れ
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

清
永
　
コ
ロ
ナ
危
機
は
東
日
本
大
震
災
の
原
発

危
機
と
同
じ
だ
と
私
は
思
っ
て
い
て
、
そ
こ
で

ど
れ
だ
け
ブ
レ
な
い
で
営
業
し
て
い
く
か
が
大

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
は
何
を
や
る
か
と

言
う
と
、
や
は
り
ロ
イ
ヤ
ル
カ
ス
タ
マ
ー
を
ど

う
作
っ
て
い
く
か
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
佐
渡
で
は
、
C
R
M

を
ず
っ
と
や
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
仕

組
み
上
で
ど
ん
ど
ん
会
員
を
増
や
し
て
い
く
。

　
さ
ど
ま
る
倶
楽
部
で
は
、
ポ
イ
ン
ト
バ
ッ
ク

と
い
う
仕
組
み
を
既
に
作
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ど
ん
ど
ん
会
員
を
増
や
し
、
顧
客
デ
ー
タ
が
集

売
上
が
上
が
る

わ
け
で
は
な
い

で
す
が
、
人
に

よ
っ
て
は
非
常

に
過
敏
に
反
応

す
る
場
合
も
あ

り
、
そ
う
で
は

な
い
人
も
い
る
。

過
敏
な
反
応
の

人
に
基
準
を
合

わ
せ
て
し
ま
う

と
、
慢
性
的
に

旅
館
が
コ
ス
ト

高
に
な
っ
て
し

「コロナ対応振返りと現在の取組」P.15
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り
ま
す
。
一
応
、
次
期
部
長
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
総
会
な
ど
も
書
面
決
議
で
実

際
に
は
引
継
ぎ
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　
草
津
温
泉
で
は
多
く
の
宿
が
6
月
1
日
か
ら

営
業
を
再
開
し
て
い
て
、
同
時
に
群
馬
県
が
1

人
1
泊
あ
た
り
5
0
0
0
円
割
引
に
な
る
愛
郷

ぐ
ん
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
泊
ま
っ
て
！
応
援
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
群
馬
県

内
の
お
客
さ
ま
が
多
く
来
ら
れ
て
い
る
状
況
で

す
。
た
だ
、
宿
の
方
も
全
開
で
お
客
様
を
受
け

入
れ
ら
れ
る
体
制
で
は
な
く
、
う
ち
も
実
質
半

分
開
け
て
、
宿
泊
容
量
の
半
分
く
ら
い
を
受
け

入
れ
て
い
る
状
態
で
す
。
し
か
し
、
徐
々
に
お

客
様
が
戻
っ
て
い
る
か
な
と
い
う
気
は
し
て
い

ま
す
。

w
ith

コ
ロ
ナ
の
温
泉
地
の

状
況
と
宿
の
対
応

福
永
　
そ
れ
で
は
本
題
に
入
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
３
月
末
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
入
込
客
の
動
向
記
録（
表
1
）の
中
で
も

地
域
に
よ
っ
て
お
客
様
の
動
向
は
違
っ
た
様
子

が
見
え
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
徐
々
に

拡
大
す
る
中
で
の
お
客
様
の
動
向
や
対
応
は
ど

の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
自
粛
期
間
に
入
っ
て
か
ら
は
お
宿
自
体

を
休
館
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
間
に
ど
う
い
っ
た
こ
と
に
取
り

組
ま
れ
た
の
か
、
従
業
員
の
皆
さ
ん
や
取
引
先

へ
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
さ
れ
た
の
か
な
ど
に

つ
い
て
お
話
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

當
谷
　
有
馬
温
泉
は
神
戸
市
内
に
あ
り
、
兵
庫

県
と
大
阪
府
の
間
な
の
で
、
お
客
さ
ま
に
来
て

く
だ
さ
い
と
い
う
の
は
難
し
い
状
況
で
し
た
。

そ
こ
で
若
手
４
人
で
、
お
う
ち
に
い
な
が
ら

V
R
で
温
泉
を
楽
し
め
る
「
有
馬
温
泉
湯
め
ぐ

り
V
R
」
を
始
め
ま
し
た
。
今
は
参
画
施
設
が

8
軒
に
な
り
、
さ
ら
に
草
津
さ
ん
に
も
紹
介
し

て
、
世
界
中
に
配
信
し
ま
し
た
。
日
本
国
内
よ

り
海
外
の
方
に
多
く
見
て
い
た
だ
き
、
海
外
の

マ
ス
コ
ミ
に
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た（
写
真
１
）。

　
ま
た
、
も
と
も
と
夏
祭
り
に
使
う
予
定
だ
っ

た
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
飲
食
店
に
開
放
し
て
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
専
門
で
販
売
す
る
よ
う
に
し
た
と
こ

ろ
、
町
内
の
方
が
た
く
さ
ん
買
い
に
来
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　
有
馬
で
開
催
さ
れ
た
会
議
に
観
光
庁
長
官
が

来
て
い
て
、
私
も
参
加
し
た
の
で
す
が
、
そ
の

時
に
初
め
てG

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
話
を
さ

れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
に
旅
行
会
社
だ
け

で
な
く
、
旅
館
の
直
接
予
約
も
対
象
に
し
て
ほ

し
い
と
交
渉
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
私
の
旅
館
で
は
温
泉
地
ご
と
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
声
優
が
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「
温
泉
む
す
め
」

と
一
番
最
初
に
提
携
し
て
お
り
、
先
方
か
ら
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
な
い
か
と
い
う
提

案
が
あ
っ
た
の
で
共
同
で
行
っ
た
と
こ
ろ
、
1

日
か
か
ら
ず
に
目
標
の
1
0
0
万
円
が
集
ま
り

ま
し
た
。
休
館
中
は
、
休
業
補
償
を
1
0
0
%

払
っ
て
、
従
業
員
の
雇
用
は
全
て
確
保
し
て
い

ま
す
。
そ
の
子
達
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
手
伝
っ

て
く
れ
て
、
森
の
中
に
お
子
様
用
の
小
さ
な
プ

ー
ル
を
作
っ
て
い
ま
す
。
有
馬
で
は
毎
年
夏
に

「
有
馬
涼
風
川
座
敷
」
と
い
う
お
祭
り
を
し
て

い
ま
す
が
、
何
と
し
て
も
実
施
し
た
い
と
い
う

こ
と
で
調
整
し
て
い
ま
す
。

吉
川

　鳥
羽
温
泉
郷
と
し
て
は
4
月
か
ら
原
則

的
に
休
館
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

休
業
要
請
が
出
て
い
て
も
何
軒
か
は
開
け
ざ
る

を
得
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
か
な
り
叩
か
れ
て

い
る
と
い
う
情
報
は
聞
い
て
い
ま
し
た
。
多
分
、

ど
の
温
泉
地
で
も
同
じ
よ
う
な
状
況
が
起
き
て

い
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
当
館
も
4
軒
は
4
月
13
日
か
ら
休
業
し
ま
し

た
が
、
全
室
ス
イ
ー
ト
の
高
級
旅
館
「T

H
E
 

E
A
R
T
H

」
に
つ
い
て
は
、
お
客
様
が
た
く
さ

ん
入
ら
れ
て
い
る
状
況
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

営
業
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ご
く
一
部
、

東
京
な
ど
か
ら
の
お
客
様
で
非
常
に
マ
ナ
ー
の

悪
い
方
が
お
り
、
働
い
て
い
る
従
業
員
が
恐
怖

を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
20
日
か
ら
休

館
に
し
ま
し
た
。

　
や
は
り
企
業
と
し
て
は
営
業
し
て
い
き
た
い

気
持
ち
は
あ
り
ま
す
が
、
従
業
員
を
守
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
面
と
、
地
域
の
目
を
気

に
す
る
と
営
業
は
で
き
な
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

た
だ
し
、
よ
そ
で
営
業
を
続
け
て
い
る
お
宿
は
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
も
ず
っ
と
満
室
だ
っ

た
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
何
が
正
し
か
っ
た
の

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
コ
ロ
ナ
の
対
応
に
つ
い
て
で
す
が
、
あ
り
が

た
い
こ
と
に
雇
用
調
整
助
成
金
が
出
た
の
で
、

当
館
も
従
業
員
に
は
給
料
を
1
0
0
%
補
償
し

て
い
ま
す
。
た
だ
、
情
報
が
不
透
明
な
と
こ
ろ

が
多
く
、
教
育
訓
練
に
つ
い
て
も
、
大
西
さ
ん

の
と
こ
ろ
で
は
実
施
さ
れ
て
い
た
と
父
か
ら
聞

い
て
い
ま
す
が
、
自
治
体
に
よ
っ
て
教
育
訓
練

の
項
目
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
、
何
度
労
働
局

に
電
話
し
て
も
、
他
の
自
治
体
と
は
違
う
答
え

が
返
っ
て
く
る
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
た
だ
、
こ
れ
を
マ
イ
ナ
ス
と
し
て
考
え
る
の

で
は
な
く
、
今
い
る
従
業
員
達
に
ど
う
い
っ
た

も
の
を
提
供
で
き
る
か
に
重
き
を
置
い
て
、
教

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
う
ち
は
本
当
に
生
産
効

率
が
よ
く
な
か
っ
た
の
で
、
マ
ル
チ
化
に
挑
ん

で
ス
キ
ル
を
上
げ
て
も
ら
う
方
向
に
向
か
っ
て

い
ま
す
。

　
取
引
先
な
ど
の
業
者
に
関
し
て
で
す
が
、
ま

ず
は
自
分
の
と
こ
ろ
を
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
、
取
引
先
に
ち
ょ
っ
と
厳
し
い
案
件
を

ぶ
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
場
面
も
あ
り
ま
す

が
、
幸
い
に
も
雇
用
調
整
が
あ
る
の
で
、
「
う

ち
は
こ
う
す
る
け
ど
、
お
た
く
も
こ
の
制
度
を

活
用
し
て
休
業
し
た
ら
ど
う
で
す
か
」
と
提
案

し
ま
し
た
。
最
初
の
う
ち
は
こ
の
助
成
金
制
度

を
知
ら
な
い
企
業
が
す
ご
く
多
か
っ
た
の
で
、

そ
れ
を
伝
え
る
こ
と
で
、
お
互
い
に
そ
ん
な
に

ロ
ス
が
な
い
と
い
う
認
識
が
持
て
ま
し
た
。

設
と
そ
の
他
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
2
〜
3
ヶ
月
は
や
は
り
売
上
が
減
少
し
て
お

り
、
先
の
見
え
な
い
状
況
で
し
た
が
、
6
月
に

入
っ
て
か
ら
は
宿
泊
施
設
の
稼
働
を
取
り
戻
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
よ
う
や
く
少
し

ず
つ
で
す
が
動
き
出
し
た
こ
と
を
実
感
し
て
い

ま
す
。

當
谷
　
私
は
家
族
連
れ
に
特
化
し
た
旅
館
を
1

軒
や
っ
て
お
り
、
4
月
3
日
か
ら
7
月
2
日
ま

で
休
業
予
定
で
す
。
有
馬
温
泉
全
体
の
入
り
込

み
と
し
て
は
、
2
月
は
2
割
、
3
月
は
5
割
、

4
月
は
9
割
以
上
減
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
最

近
、
少
し
ず
つ
お
客
さ
ま
は
戻
っ
て
き
て
い
ま

し
て
、
平
日
は
ま
だ
少
な
い
で
す
が
、
土
日
は

ま
ち
を
歩
く
人
も
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
私

の
旅
館
に
関
し
て
は
7
月
以
降
営
業
を
再
開
し

ま
す
が
、
予
約
は
か
な
り
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。

奥
村
　
私
は
大
和
屋
本
館
と
大
和
屋
別
荘
と
い

う
2
館
を
経
営
し
て
お
り
、
公
的
立
場
と
し
て

は
道
後
温
泉
旅
館
協
同
組
合
の
副
理
事
長
と
い

う
立
場
で
す
。
４
月
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令

さ
れ
る
と
、
４
月
18
日
に
道
後
温
泉
本
館
と
飛

鳥
乃
湯
泉
が
松
山
市
の
方
針
で
休
館
し
ま
し
た
。

旅
館
と
し
て
は
開
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

し
た
し
、
全
面
休
館
に
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
直
前
に
、

市
内
の
病
院
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
た
め
、

道
後
温
泉
本
館
の
休
館
期
間
が
延
び
ま
し
た
が
、

よ
う
や
く
6
月
19
日
に
飛
鳥
乃
湯
泉
と
併
わ
せ

て
再
開
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
か
な
と

い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
私
の
旅
館
も
4
月
19
日
か
ら
5
月
い
っ
ぱ
い

は
休
館
し
、
6
月
は
少
し
ず
つ
再
開
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
道
後
温
泉
は
入
り
込
み
客
の

外
国
人
比
率
が
約
5
%
と
低
い
の
で
、
今
後
の

戻
り
に
は
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

冨
永
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
減
少
も
影
響
を
受
け

ま
し
た
が
、
一
番
厳
し
か
っ
た
の
は
交
通
の
面

で
す
。
東
京
や
関
西
か
ら
の
飛
行
機
の
便
数
が

減
少
し
、
由
布
院
に
来
る
特
急
電
車
や
バ
ス
も

1
日
数
便
と
い
う
状
況
で
し
た
。

　
6
月
19
日
か
ら
ゆ
ふ
い
ん
の
森
号
を
は
じ
め
、

福
岡
か
ら
の
特
急
列
車
が
動
き
出
す
の
で
、
若

干
は
期
待
し
て
い
ま
す
が
、
予
約
状
況
に
関
し

て
は
、
国
のG

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
使
お
う

と
思
わ
れ
て
い
る
お
客
様
が
多
い
と
思
う
の
で
、

現
状
は
お
盆
も
含
め
て
予
約
が
そ
れ
ほ
ど
進
ん

で
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
様
子
見
が
続
い
て
い

る
状
況
で
す
。

武
田
　
黒
川
温
泉
に
は
、
28
か
所
の
温
泉
の
中

か
ら
好
き
な
温
泉
を
3
か
所
選
ん
で
入
浴
で
き

る
入
湯
手
形
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
4

月
18
日
か
ら
5
月
い
っ
ぱ
い
、
ま
ず
湯
め
ぐ
り

の
受
け
入
れ
を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

6
月
1
日
か
ら
再
開
し
た
も
の
の
、
28
軒
の
宿

の
中
で
営
業
を
再
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
半
分

く
ら
い
で
、
今
月
・
来
月
は
開
け
た
り
閉
め
た

り
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
、
完
全
復
活
は

8
月
か
ら
と
い
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
予
約
も
少
な
く
、
6
月
も
土
日
は
少
し
入
れ

ば
い
い
か
な
と
い
う
く
ら
い
で
す
。
南
小
国
町

は
、
7
月
か
ら
熊
本
県
民
向
け
に
1
万
円
で
1

万
5
千
円
分
使
え
る
〝
超
〞「
観
光
」
商
品
券
を

販
売
す
る
と
い
う
発
表
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

近
場
か
ら
の
入
り
込
み
が
少
し
は
増
え
る
か
な

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

田
村
　
私
は
草
津
温
泉
で
小
規
模
の
旅
館
を
経

営
し
て
お
り
、
青
年
部
員
と
し
て
活
動
し
て
お

福
永
　
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
お
集
ま
り
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
3
月
頃
よ
り

国
内
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数
が

増
加
し
、
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
は
緊
急
事

態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
温
泉
地
の
皆
様
に
と
っ

て
は
非
常
に
苦
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
て
い
ら

っ
し
ゃ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
温
泉
地
の
状
況
や
取
り
組
み
、
コ
ロ

ナ
収
束
後
に
向
け
て
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
な
ど
を
共
有
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
最
初
に
自
己
紹
介
と
、
こ
の
2
〜
3
ヶ

月
の
各
温
泉
地
の
状
況
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

大
西
　
弊
社
は
釧
路
市
に
本
社
を
持
ち
、
2
室

か
ら
3
0
0
室
規
模
ま
で
大
小
13
施
設
を
運
営

し
て
い
る
旅
館
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
こ
の
2
〜
3
ヶ
月
の
状
況
で
す
が
、
北
海
道

は
独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
が
1
ヶ
月
早
く
発
表

さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
多
く

を
占
め
て
い
た
中
国
の
お
客
様
が
減
少
し
、
か

な
り
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
現

在
も
感
染
者
数
が
恒
常
的
に
発
生
し
て
い
る
と

と
も
に
、
北
海
道
は
飛
行
機
を
使
っ
て
来
て
く

だ
さ
る
方
が
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
し
ば
ら
く

苦
し
い
状
態
が
続
く
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
弊
社

の
施
設
は
大
体
、
今
月
か
ら
徐
々
に
営
業
再
開

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

吉
川
　
私
ど
も
は
三
重
県
内
に
6
軒
の
宿
泊
施

　
ま
た
、
全
国
的
に
も
ビ
ッ
フ
ェ
好
き
の
お
客

様
が
多
い
と
い
う
事
情
も
あ
り
ま
す
。
弊
社
で

も
考
え
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
お
客

様
の
ご
意
見
に
立
ち
戻
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

り
ま
し
た（
図
1
）。
そ
の
結
果
、
感
染
対
策
を

し
た
う
え
で
ビ
ッ
フ
ェ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

と
い
う
こ
と
が
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
新
ビ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル

と
銘
打
ち
、
ト
ン
グ
を
使
用
し
な
い
な
ど
新
し

い
ビ
ッ
フ
ェ
を
考
え
ま
し
た
。
現
場
は
大
変
で

す
が
、
大
皿
と
違
う
表
現
力
が
必
要
に
な
る
た

め
、
調
理
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
て
い

る
と
い
う
声
も
聞
い
て
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
、
吉
川
さ
ん
が
お
話
し
さ
れ
た
よ
う

に
弊
社
も
研
修
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
が
、
き

ち
ん
と
始
め
た
の
は
6
月
く
ら
い
で
し
た
。
ス

タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
っ
て
し
ま

っ
て
い
た
の
で
、
研
修
に
し
て
会
社
に
来
て
仕

事
に
触
れ
る
と
い
う
だ
け
で
、
ず
い
ぶ
ん
顔
つ

き
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
も
感
じ
、
よ
か
っ
た

な
と
思
い
ま
す
。
あ
と
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
面

談
な
ど
も
し
ま
し
た
が
、
こ
う
い
う
機
会
だ
か

ら
こ
そ
で
き
た
新
し
い
取
り
組
み
を
色
々
と
学

ぶ
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

田
村
　
緊
急
事
態
宣
言
が
出
て
、
休
業
す
る
か

し
な
い
の
か
は
皆
さ
ん
苦
渋
の
選
択
を
迫
ら
れ

て
い
ま
し
た
し
、
行
政
の
指
示
を
仰
い
で
足
並

み
を
揃
え
る
の
は
本
当
に
難
し
い
こ
と
だ
と
い

う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
群
馬
県
か
ら
の
休

業
要
請
を
い
た
だ
い
て
、
休
業
に
踏
み
切
れ
た

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
ギ
リ
ギ

リ
ま
で
5
月
の
連
休
の
お
客
様
を
ど
う
し
よ
う

と
い
う
の
が
、
皆
さ
ん
の
悩
み
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
含
め
て
、
各
お
宿
が

各
々
の
考
え
で
す
る
こ
と
が
正
し
い
も
正
し
く

な
い
も
な
く
、
常
連
さ
ん
に
予
約
を
い
た
だ
い

て
い
る
か
ら
開
け
る
と
い
う
の
も
正
解
だ
と
思

い
ま
す
し
、
常
連
さ
ん
に
も
し
も
の
こ
と
が
あ

っ
た
ら
困
る
か
ら
休
業
す
る
の
も
ま
た
正
解
だ

と
思
う
の
で
、
各
々
が
一
つ
一
つ
の
こ
と
を
そ

れ
ぞ
れ
考
え
ら
れ
た
の
が
収
穫
か
な
と
思
い
ま

す
。

　w
ith

コ
ロ
ナ
と
い
う
こ
と
で
は
、
早
い
段
階

か
ら
動
か
れ
て
い
た
有
馬
の
V
R
も
、
日
頃
か

ら
交
流
が
あ
っ
た
の
で
気
に
は
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
有
馬
さ
ん
か
ら
お
誘
い
い
た
だ
い
た
の

で
、
草
津
か
ら
有
志
で
5
軒
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
後
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
宣
伝
に
も
な
る
の
か
な
と
思
い
、

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
非
常
に
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　
群
馬
県
も
地
元
に
近
い
お
客
様
か
ら
と
い
う

こ
と
で
、
4
0
0
0
円
を
県
、
1
0
0
0
円
を

宿
が
負
担
す
る
5
0
0
0
円
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ

ク
の
県
民
割
引
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
群
馬
県

は
あ
ま
り
災
害
も
な
い
の
で
、
ふ
っ
こ
う
割
を

使
っ
た
経
験
も
そ
れ
ほ
ど
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

ほ
ぼ
初
め
て
、
大
盤
振
る
舞
い
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

　G
o T

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
送
客

手
数
料
が
利
益
を
圧
迫
し
て
い
る
と
い
っ
た
提

言
を
全
旅
連
青
年
部
が
国
に
し
て
い
る
と
い
う

話
も
知
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
こ
う
い
っ
た
こ

と
が
群
馬
県
に
も
伝
わ
っ
て
い
れ
ば
、
直
販
の

み
を
対
象
と
す
る
と
い
う
形
の
方
が
お
宿
と
し

て
は
助
か
っ
た
の
か
な
と
い
う
気
も
し
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
こ
と
も
今
後
の
課
題
に
な
っ
て

い
く
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
雇
用
調
整
助
成
金
に
関
し
て
は
、
う
ち
は
小

規
模
旅
館
な
の
で
従
業
員
は
他
に
本
業
が
あ
り
、

忙
し
い
時
に
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
来
る
方

が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
お
見
舞
金
と
い
っ
た
形

で
出
し
ま
し
た
。

奥
村
　
道
後
温
泉
に
つ
い
て
は
5
月
オ
ー
プ
ン

予
定
だ
っ
た
旅
館
の
開
業
が
7
月
に
延
期
さ
れ

た
り
、
一
部
、
夕
食
を
ビ
ッ
フ
ェ
に
切
り
替
え

た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
大
き
な
打

撃
を
受
ま
し
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
と
同
時
に

道
後
温
泉
本
館
と
飛
鳥
乃
湯
泉
が
休
館
し
た
後

は
、
宿
泊
施
設
も
休
業
す
る
と
こ
ろ
は
休
業
す

る
と
い
う
形
で
、
あ
ま
り
ば
ら
つ
き
が
目
立
つ

感
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
よ
う
や
く
明

日
、
県
を
ま
た
い
だ
移
動
自
粛
が
解
除
さ
れ
、

道
後
温
泉
本
館
も
再
開
し
ま
す
が
、
愛
媛
県
は

１
人
１
泊
あ
た
り
6
0
0
0
円
以
上
の
県
内
宿

泊
旅
行
を
予
約
し
た
場
合
に
、
5
0
0
0
円
を

割
引
す
る
「
県
内
宿
泊
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
ま
す
が
、
も
う
か
な
り
予
約
が
入
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
宿
泊
客
でP

ayP
ay

を
使
っ
て
支
払

い
を
す
る
人
に
は
１
人
1
0
0
0
円
を
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
す
る
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
7

月
1
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。
1
0
0
0
円
の
う

ち
30
%（
3
3
3
円
）は
宿
の
負
担
で
、
子
ど
も

が
泊
ま
っ
た
場
合
は
さ
ら
に
1
0
0
0
円
キ
ャ

ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
部
分
の
宿

の
負
担
は
な
し
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
と
し
て
は
松
山
市
産
業
経
済
部
や
商
店
街

の
理
事
長
と
話
を
し
た
り
、
市
内
の
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、

税
金
を
投
入
す
る
に
あ
た
っ
て
、
市
民
や
県
民

の
皆
さ
ん
の
納
得
感
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
気
を

つ
け
な
が
ら
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
自
分
の
宿
に
つ
い
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
て
丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
と
、

も
と
も
と
変
え
る
予
定
に
し
て
い
た
予
約
シ
ス

テ
ム
の
導
入
と
訓
練
に
費
や
す
こ
と
が
で
き
た

の
で
、
不
幸
中
の
幸
い
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。

　
雇
用
調
整
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
私
ど
も
は

か
な
り
前
か
ら
、
パ
ー
ト
で
も
長
く
働
い
て
下

さ
っ
て
い
る
方
に
は
雇
用
保
険
を
か
け
て
い
た

の
で
正
社
員
で
1
0
0
%
、
パ
ー
ト
さ
ん
で
も

雇
用
保
険
に
入
っ
て
い
る
方
に
は
か
な
り
の
割

合
の
額
を
お
支
払
い
し
ま
し
た
。
制
度
が
非
常

に
複
雑
と
い
う
こ
と
で
、
従
来
給
与
計
算
な
ど

で
お
願
い
し
て
い
る
社
労
士
で
は
な
く
、
国
や

官
庁
の
情
報
が
入
手
で
き
る
よ
う
な
方
に
も
お

手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
実
際
に
は
、
い
わ
ゆ
る
恒
常
労
働

で
は
な
く
、
か
つ
事
前
計
画
に
も
な
い
雇
用
調

整
助
成
金
を
出
す
と
い
う
こ
と
に
労
働
局
の
事

務
が
追
い
付
け
な
い
、
対
応
で
き
な
い
と
い
う

状
況
が
見
て
と
れ
ま
し
た
。
今
後
、
サ
ー
ビ
ス

業
の
い
わ
ゆ
る
シ
フ
ト
制
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
助
成
の
仕
方
を
す
る
の
か
、
そ
も
そ
も
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
出
勤
管
理
を
デ
ジ

タ
ル
化
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
を
簡
単

に
拾
え
る
仕
組
み
が
で
き
る
と
い
い
の
か
と
思

い
ま
す
。

福
永
　
奥
村
さ
ん
の
お
宿
で
は
年
末
か
ら
、
顔

認
証
に
よ
る
入
退
室
管
理
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実

験
を
さ
れ
て
い
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
お

話
を
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す
か
。

奥
村
　
私
が
実
家
の
旅
館
に
戻
っ
て
7
〜
8
年

　
私
は
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合

連
合
会
青
年
部
（
以
下
、
全
旅
連
青
年
部
）
に

出
向
し
て
い
て
月
1
回
、
常
任
理
事
会
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
集
ま
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

ウ
ェ
ブ
を
使
っ
た
会
議
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ス
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
い

う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
き
っ
か
け
の
一

つ
に
も
な
っ
た
の
で
、
今
と
な
っ
て
は
プ
ラ
ス

に
な
っ
た
部
分
も
あ
っ
た
の
か
な
と
捉
え
て
い

ま
す
。

山
田
　
雇
用
調
整
助
成
金
は
当
初
、
あ
る
け
ど

使
い
に
く
い
等
、
色
々
な
声
を
聞
き
ま
し
た
が
、

現
場
で
活
用
し
よ
う
と
す
る
際
は
大
変
で
し
た

か
。

吉
川
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
1
週
間
く
ら
い
で
変
わ

り
、
助
成
の
対
象
も
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
大

変
で
し
た
。
社
労
士
さ
ん
や
労
働
局
の
方
に
も

お
話
は
聞
い
た
の
で
す
が
、
厚
労
省
が
決
め
た

情
報
が
末
端
ま
で
届
い
て
お
ら
ず
、
何
が
本
当

の
情
報
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
本
音
で
し

た
。
教
育
訓
練
に
関
し
て
も
自
治
体
に
よ
っ
て

は
何
を
や
っ
て
も
通
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
れ

よ
う
な
こ
と
は
感
じ
ま
し
た
か
。

吉
川
　
差
別
と
い
う
の
は
感
じ
な
か
っ
た
で
す

が
、
一
番
最
初
に
雇
用
調
整
助
成
金
が
出
た
時

の
提
出
資
料
の
作
成
が
大
変
で
し
た
。
休
み
が

決
ま
っ
て
い
る
工
場
の
よ
う
な
と
こ
ろ
は
い
い

で
す
が
、
24
時
間
3
6
5
日
営
業
の
会
社
の
場

合
、
一
人
一
人
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
か
ら
勤
務
時

間
を
拾
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
の
で
。
苦

労
し
た
の
は
、
そ
れ
く
ら
い
で
し
た
か
ね
。

大
西
　
資
料
を
ご
覧
い
た
だ
き
な
が
ら
お
話
し

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
阿
寒
湖
温
泉
の
状
況
で
す
が
、
2
月
に
北
海

道
が
先
駆
け
て
実
施
し
た
休
業
要
請
の
時
に
は

休
業
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た

が
、
全
国
の
緊
急
事
態
宣
言
が
出
て
か
ら
は
ほ

と
ん
ど
の
宿
泊
施
設
や
商
店
が
休
業
し
、
5
月

に
は
ほ
と
ん
ど
売
上
が
な
か
っ
た
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
し
た
。

　
2
0
0
4
年
か
ら
私
た
ち
は
「
ア
イ
ヌ
文
化

で
彩
ら
れ
た
国
際
リ
ゾ
ー
ト
」
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
を
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
大
き
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
だ
っ
た
夜
の
森
を
ア
イ
ヌ
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

ト
で
楽
し
ん
で
も
ら
う
「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
も
、
今
年
は
残
念
な
が
ら
中
止

に
な
り
ま
す
。
北
海
道
は
大
通
公
園
の

「
Y
O
S
A
K
O
I
ソ
ー
ラ
ン
祭
」
や
「
さ
っ

ぽ
ろ
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
ト
」
な
ど
も
全
部
中
止

に
な
り
ま
す
。
雪
ま
つ
り
も
縮
小
開
催
が
先
日

発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
や
っ
て
い
た
だ
け
る
だ

け
で
も
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。
阿
寒
湖
温

泉
で
も
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
の
代
わ
り
と
し
て
、
コ

ロ
ナ
か
ら
の
回
復
を
祈
る
、
な
る
べ
く
三
密
を

避
け
る
よ
う
な
水
上
イ
ベ
ン
ト
「
カ
ム
イ
へ
の

祈
り
」
を
実
施
し
よ
う
と
町
で
も
動
き
始
め
た

と
こ
ろ
で
す
（
写
真
2
）。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
頼
っ
て
き
た
と
こ
ろ
も
あ

る
北
海
道
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
が
、
阿
寒
湖
温
泉

に
関
し
て
は
、
も
と
も
と
世
界
中
か
ら
不
特
定

多
数
の
お
客
様
を
集
め
る
と
い
う
よ
り
は
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
て
、
環
境
に

対
す
る
意
識
が
高
く
、
地
域
で
の
消
費
額
が
高

い
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
数
を
絞
っ
て
誘
致
し
て
い
こ

う
と
い
う
想
い
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
し

た
。
こ
の
考
え
方
は
コ
ロ
ナ
後
に
お
い
て
も
大

き
な
転
換
は
必
要
と
し
な
い
か
な
と
思
い
ま
す

の
で
、
自
然
や
文
化
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

　
皆
様
の
地
域
で
も
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
阿
寒
湖
温
泉
で
は
N
P
O
法
人
阿

寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
が
中
心
と

な
っ
て
私
た
ち
民
間
事
業
者
と
一
緒
に
国
立
公

園
内
で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
宿
の
感
染
対
策
に
つ
い
て
は
業
界

団
体
で
共
有
さ
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
お
客
様
の
導
線
に
沿
っ
て
、

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
変
更
を
し
て
お
り
ま
す
。

星
野
リ
ゾ
ー
ト
さ
ん
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ

と
も
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
う
し
た
動

画
で
案
内
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
少
し
面
白
い
取
り
組
み
と
し
て
は
、
ア
イ
ヌ

コ
タ
ン
の
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
お
願
い
し
て
、

ア
イ
ヌ
文
様
が
入
っ
た
パ
ー
テ
ィ
ー
シ
ョ
ン
を

作
っ
た
り
、
菅
官
房
長
官
が
ア
イ
ヌ
文
様
の
マ

ス
ク
を
着
け
て
少
し
話
題
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
ス
タ
ッ
フ
に
ア
イ
ヌ
文
様
の
マ
ス
ク
を

着
用
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

対
策
が
か
な
り
長
期
に
渡
り
そ
う
な
の
で
、
な

る
べ
く
お
客
様
に
緊
張
感
を
与
え
な
い
よ
う
な

感
染
対
策
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
が
苦
し
ん
で
い
る
の
は
ビ
ッ
フ
ェ
の

問
題
で
す
。
最
初
に
名
指
し
で
「
ビ
ッ
フ
ェ
は

避
け
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
で
、
業

界
全
体
の
問
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
北
海
道
は

特
に
大
型
施
設
が
多
い
の
で
、
食
事
提
供
の
変

更
が
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

け
れ
ば
末
端
の
組
合
員
、
協
会
員
に
も
影
響
が

及
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
最
低
限
の
事
務
所
の
家
賃
と
人
件
費
し
か
払

え
ま
せ
ん
の
で
、
組
合
費
や
協
会
費
で
運
営
し

て
い
る
来
期
の
牛
喰
い
絶
叫
大
会
、
ゆ
ふ
い
ん

音
楽
祭
や
湯
布
院
映
画
祭
は
実
施
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
を
明
確
に
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
由
布
院
温
泉
旅
館
組
合
と
由
布
院
温

泉
観
光
協
会
は
そ
れ
ぞ
れ
事
務
所
を
持
っ
て
運

営
し
て
い
ま
し
た
が
、
5
月
か
ら
由
布
院
駅
前

に
合
同
事
務
所
を
設
置
し
、
ひ
と
つ
屋
根
の
下

で
事
務
局
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
草
津
や
道
後
で
も
導
入
さ
れ
て
い
た

応
援
割
で
す
が
、
大
分
県
も
「
大
分
県
民
向
け

旅
館
ホ
テ
ル
応
援
割
」
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

6
0
0
0
万
円
の
予
算
で
1
万
2
千
泊
分
出
ま

し
た
が
、
6
月
1
日
に
発
売
を
開
始
し
て
1
時

間
で
全
て
売
り
切
れ
ま
し
た
。
た
だ
問
題
は
、

特
定
の
O
T
A
経
由
の
予
約
の
み
が
対
象
で
、

そ
こ
に
加
盟
協
力
し
て
い
な
い
小
規
模
旅
館
は

利
用
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

組
合
に
加
盟
し
て
い
な
い
と
利
用
で
き
な
い
等
、

色
々
と
制
約
が
あ
り
、
一
瞬
で
売
り
切
れ
ま
し

た
が
、
効
果
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
り
ま
す
。

大
分
県
は
予
算
も
倍
増
し
て
第
2
弾
を
や
る
と

い
う
の
で
、
そ
の
際
に
は
十
分
こ
の
問
題
を
考

慮
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
的
な
こ
と
で
は
、
由
布
院
町
内
の
特
産

品
を
集
め
た
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
や
、
未
来

の
宿
泊
券
な
ど
を
検
討
中
で
す
。
膝
を
つ
き
合

わ
せ
て
飲
ん
で
な
ん
ぼ
の
町
で
す
か
ら
、
何
よ

り
も
辛
か
っ
た
の
は
、
仲
間
と
会
え
な
い
、
飲

め
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
が
一
番
、

勢
い
を
止
め
る
要
因
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

武
田
　
組
合
と
し
て
は
、
町
か
ら
話
し
合
い
の

場
に
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
町
か

ら
は
4
月
下
旬
か
ら
6
月
15
日
ま
で
の
間
に
30

日
間
休
ん
だ
ら
、
1
事
業
所
に
つ
き
1
0
0
万

円
を
補
助
す
る
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

黒
川
温
泉
も
休
業
す
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
き
て
、

4
月
は
半
分
以
上
が
休
業
し
、
5
月
は
ほ
ぼ
全

て
休
業
し
て
い
た
感
じ
で
す
。
先
ほ
ど
言
っ
た

よ
う
に
熊
本
県
民
に
1
万
円
で
1
万
5
0
0
0

円
の
券
を
発
売
し
ま
す
し
、
6
月
1
日
に
は
ま

ず
町
民
の
方
た
ち
に
お
金
を
使
っ
て
も
ら
お
う

と
、
1
万
円
で
1
万
5
0
0
0
円
分
に
な
る

〝
超
〞
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
し
た
の
で
、

そ
れ
が
こ
れ
か
ら
動
く
か
な
と
い
う
と
こ
ろ
で

す
。

　
ま
た
、
お
客
さ
ん
が
減
っ
た
の
で
、
組
合
で

は
手
が
空
い
て
い
る
人
た
ち
で
看
板
の
ペ
ン
キ

を
塗
っ
た
り
、
植
樹
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ご
自
宅
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
黒

川
温
泉
の
入
浴
剤
を
ま
ず
熊
本
県
の
看
護
師
会

に
送
り
、
福
岡
か
ら
の
お
客
さ
ん
も
多
い
の
で

福
岡
県
の
看
護
師
会
に
も
送
り
、
黒
川
温
泉
に

バ
ス
を
走
ら
せ
て
下
さ
る
福
岡
の
バ
ス
の
運
転

手
さ
ん
に
も
送
り
ま
し
た
。

　
あ
と
は
週
に
1
回
集
ま
っ
て
会
議
を
し
て
、

雇
用
調
整
助
成
金
の
勉
強
を
し
た
り
、
E
C
サ

イ
ト
を
立
ち
上
げ
て
入
浴
剤
や
各
宿
の
タ
オ
ル

な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
、
コ
ロ
ナ

対
策
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
を
し
た
り
、
各
宿
で

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
ど
う
い
っ
た
対
応
を

し
て
い
る
か
と
い
う
共
有
を
し
て
い
ま
す
。

　
6
月
か
ら
湯
め
ぐ
り
の
受
け
入
れ
を
再
開
し

た
の
で
す
が
、
も
し
感
染
者
が
出
た
時
に
連
絡

手
段
が
な
い
と
困
り
ま
す
の
で
、
そ
の
都
度
名

前
と
電
話
番
号
、
出
身
県
を
書
い
て
い
た
だ
き
、

1
ヶ
月
程
度
情
報
を
保
管
す
る
と
い
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　
あ
と
、
ス
マ
ホ
ひ
と
つ
で
3
6
0
度
で
温
泉

気
分
を
味
わ
え
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
か
ら
だ
は

お
う
ち
　
こ
こ
ろ
は
温
泉
　
名
湯
「
ス
マ
ホ

湯
」」を
町
が
作
っ
て
く
れ
て
、
メ
デ
ィ
ア
に
取

り
上
げ
ら
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。

p
o
st

コ
ロ
ナ
を

見
据
え
た
お
宿
の
あ
り
方

福
永
　
コ
ロ
ナ
を
経
験
し
た
消
費
者
の
旅
行
に

対
す
る
意
識
も
少
し
ず
つ
変
化
が
生
じ
て
い
ま

す
。
世
の
中
の
流
れ
を
見
な
が
ら
お
宿
と
し
て

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
一
方
で
コ
ロ
ナ
を
経
験
し

た
か
ら
こ
そ
、
人
と
会
う
こ
と
や
旅
行
に
行
く

こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
て
い
る
消
費

者
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
お
宿
と
し
て
、
変
え

る
べ
き
こ
と
と
変
え
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
あ
た
り
は
ど
の
よ

う
に
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

　
ま
た
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
を
た
だ
乗
り
切
る
だ

け
の
も
の
と
し
て
捉
え
る
の
か
、
も
し
く
は
自

分
た
ち
や
旅
行
者
の
意
識
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス

と
し
て
捉
え
る
か
で
、
対
応
も
変
わ
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
、
皆

さ
ん
が
お
感
じ
に
な
ら
れ
た
こ
と
を
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

武
田
　
う
ち
は
6
月
13
日
に
営
業
を
再
開
し
て
、

数
組
し
か
お
客
様
と
関
わ
る
機
会
が
な
か
っ
た

の
で
、
ト
ラ
イ
&
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
し
な
が
ら

色
々
と
試
し
て
い
く
し
か
な
い
の
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
何
を
ど
う
し
た
い
と
い
う
の

が
な
く
、
細
か
い
こ
と
か
ら
言
え
ば
料
理
の
出

し
方
を
ど
う
し
よ
う
か
と
い
う
く
ら
い
で
す
が
、

食
事
は
個
室
対
応
な
の
で
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
変

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
、
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
常

連
さ
ん
が
多
い
の
で
、
気
負
わ
ず
に
「
ど
う
で

す
か
」
と
聞
き
な
が
ら
、
調
整
し
て
い
け
た
ら

い
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

奥
村
　
私
ど
も
の
宿
も
国
の
方
向
性
が
出
る
た

び
に
休
業
期
間
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
が
、
5
月

1
日
ま
で
休
館
と
書
い
て
貼
り
出
し
て
い
た
ら
、

地
元
の
方
の
中
に
は
自
粛
警
察
の
よ
う
な
方
も

い
て
、
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
開
け
る
ん

で
す
か
。
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
ら
、
ど
う

責
任
を
取
る
ん
で
す
か
。
」
と
い
っ
た
メ
ー
ル

が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ス
ペ
イ
ン
も
入
国
を
緩
和
し
た
と
こ
ろ
、
ド

イ
ツ
人
が
来
て
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
が
、
宿
の
営
業
を
再
開
し
て
ビ
ッ
フ
ェ
を

再
開
し
て
も
外
国
人
観
光
客
は
気
に
せ
ず
利
用

す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
日

本
人
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
例
え
ば
妻
の
友
人

の
中
に
は
、
狂
牛
病
が
発
生
し
た
時
か
ら
牛
肉

を
食
べ
な
く
な
っ
た
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、

清
潔
感
や
ル
ー
ル
を
重
視
す
る
方
も
多
く
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
で
は
、
ビ
ッ
フ
ェ
な
ど
を
全

部
や
め
て
、
ワ
ク
チ
ン
が
で
き
た
後
に
も
う
一

度
戻
す
の
か
と
。
効
率
が
ど
う
と
い
う
だ
け
で

は
な
く
、
ビ
ッ
フ
ェ
が
好
き
だ
か
ら
宿
に
泊
ま

り
に
来
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

私
ど
も
の
施
設
で
は
、
食
事
は
食
事
処
で
と
る

形
で
し
た
が
、
6
月
に
再
開
し
て
か
ら
は
ほ
ぼ

に
な
り
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
遅
れ
て
い
た

の
で
、
シ
ス
テ
ム
会
社
さ
ん
と
連
携
し
て
、
チ

ェ
ッ
ク
イ
ン
・
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
時
の
顔
認
証

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
実
験
し
ま
し
た
。
入
口
に

カ
メ
ラ
が
あ
る
と
監
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
雰

囲
気
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
、
カ
メ

ラ
を
内
蔵
し
た
ド
ア
を
作
り
、
不
自
由
が
な
か

っ
た
か
、
く
つ
ろ
ぎ
に
来
た
の
に
雰
囲
気
が
壊

れ
な
か
っ
た
か
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
条
件
に
、
通
常
よ
り
３
割

ほ
ど
安
く
し
た
宿
泊
プ
ラ
ン
を
販
売
し
ま
し
た
。

B
luetooth

に
よ
る
無
線
の
解
錠
シ
ス
テ
ム
を

使
っ
て
い
て
、
不
具
合
も
あ
っ
た
り
し
ま
し
た

が
、
有
線
で
も
必
ず
し
も
全
て
う
ま
く
動
く
訳

で
は
な
い
よ
う
で
す
。
う
ち
は
フ
ロ
ン
ト
の
受

付
か
ら
、
部
屋
の
開
閉
ま
で
成
立
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
取
材
も
さ
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ
実

験
段
階
な
の
で
、
今
後
も
進
め
て
い
く
か
は
検

討
中
で
す
。

福
永
　
今
回
の
コ
ロ
ナ
を
受
け
て
、
道
後
温
泉

の
他
の
お
宿
さ
ん
の
関
心
は
高
ま
り
そ
う
で
す

か
。

奥
村
　
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。
キ
ー
レ
ス
に
つ

い
て
は
静
脈
、
指
紋
、
虹
彩
な
ど
色
々
な
方
法

が
あ
り
ま
す
が
、
顔
認
証
は
非
接
触
が
成
立
す

る
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
す
る
と

思
い
ま
す
。

冨
永
　
大
分
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組

合
か
ら
全
県
に
対
し
て
休
業
要
請
が
来
た
の
で

す
が
、
補
償
が
伴
わ
な
い
た
め
に
色
々
な
苦
情

も
あ
っ
た
よ
う
で
、
由
布
院
と
し
て
は
自
己
判

断
で
お
願
い
し
ま
す
と
言
い
ま
し
た
。
宿
も
商

店
も
時
間
が
で
き
た
の
で
、
由
布
院
は
観
光
地

で
は
な
く
保
養
温
泉
地
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

も
う
一
度
認
識
す
る
た
め
、
み
ん
な
で
た
く
さ

ん
花
を
植
え
ま
し
た
（
写
真
3
）。

　
ま
た
、
感
染
拡
大
の
防
止
対
策
を
徹
底
す
る

こ
と
が
何
よ
り
も
安
心
安
全
の
P
R
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
感
染
拡
大
防
止

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
た
他
、
旅
館
組
合
で

マ
ス
ク
や
消
毒
液
や
客
室
内
の
噴
霧
器
な
ど
を

一
括
購
入
し
て
各
旅
館
に
安
く
提
供
す
る
と
い

っ
た
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。

　
金
融
機
関
の
融
資
や
雇
用
調
整
助
成
金
は
わ

か
り
づ
ら
い
と
い
う
声
も
非
常
に
多
か
っ
た
の

で
、
旅
館
組
合
主
催
で
、
説
明
会
・
個
別
相
談

会
を
何
度
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
年
に
関
し
て
は
、
95
軒
の
旅
館
組

合
員
、
3
0
0
軒
の
観
光
協
会
員
か
ら
組
合
費

や
協
会
費
を
い
た
だ
く
の
は
難
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
、
そ
う
す
る
と
行
政
か
ら
の
補

助
金
は
ま
っ
た
く
い
た
だ
か
ず
に
運
営
し
て
い

る
我
々
は
事
務
運
営
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
今
後
、G

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
は

じ
め
と
し
た
事
業
を
実
施
す
る
と
な
る
と
、
そ

の
窓
口
と
な
る
地
元
の
旅
館
組
合
や
観
光
協
会

な
ど
に
負
担
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
事

務
所
の
経
営
も
難
し
い
、
人
件
費
も
削
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
中
で
の
負
担
増
に
対
し
て
、
し

っ
か
り
と
補
助
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
を

国
も
含
め
て
強
く
訴
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う

地
域
の
核
と
な
る
組
織
が
し
っ
か
り
機
能
し
な

お
客
様
か
と
思
い
ま
す
。
お
客
様
の
感
覚
も
、

ま
た
時
が
経
て
ば
戻
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て
は
、
う
ち
の
旅
館

も
多
か
っ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
、
か
と
い

っ
て
英
語
表
記
に
変
え
た
り
食
事
を
変
え
る
こ

と
は
な
く
、
う
ち
の
ス
タ
イ
ル
で
泊
ま
り
た
い

外
国
人
の
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
し
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
今
後
も
大

き
く
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
よ
り

一
層
、
安
心
安
全
に
対
す
る
意
識
は
高
く
な
っ

た
か
な
と
思
い
ま
す
。

大
西
　
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
は
大
変
な
第
2
波
、

第
3
波
が
来
な
け
れ
ば
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

に
は
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
状

の
社
会
変
化
で
は
大
き
く
人
間
の
価
値
観
が
変

わ
る
と
い
う
よ
り
、
も
と
も
と
進
む
べ
き
方
向

に
進
ん
で
い
る
も
の
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
特

に
働
き
方
で
あ
っ
た
り
、
日
常
生
活
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
は
大
き
く
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
、
オ
ン
ラ
イ
ン
面
接
を
や
っ
て
み
た
ら
、

全
国
か
ら
応
募
が
来
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

「
鶴
雅
な
ん
て
聞
い
た
こ
と
も
な
い
で
し
ょ

う
」
と
い
う
と
、「
聞
い
た
こ
と
は
な
い
が
企

業
理
念
や
地
域
貢
献
な
ど
に
つ
い
て
記
事
を
見

て
知
っ
て
参
加
し
た
」
と
い
う
こ
と
で
、
半
数

近
く
が
道
外
の
方
で
し
た
。
人
材
の
多
様
性
を

高
め
る
た
め
に
も
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
強

い
社
員
を
採
用
す
る
に
し
て
も
、
今
後
も
続
け

て
い
き
た
い
で
す
。

　
あ
と
は
世
の
中
の
流
れ
と
し
て
、
動
画
に
対

す
る
抵
抗
が
な
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
る
の
で
、

サ
ー
ビ
ス
に
使
っ
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

色
々
な
自
動
化
の
取
り
組
み
が
後
押
し
さ
れ
る

か
な
と
。
お
客
様
も
サ
ー
ビ
ス
す
る
側
も
「
お

も
て
な
し
は
人
の
手
で
や
る
べ
き
」
と
思
っ
て

い
た
こ
と
が
生
産
性
を
高
め
る
上
で
足
か
せ
に

な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
今
は
コ

ロ
ナ
だ
か
ら
仕
方
な
い
よ
ね
と
い
う
感
覚
で
変

え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
奥
村
さ

ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
顔
認
識
の
よ
う
な
も
の
も

抵
抗
感
が
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　
感
染
対
策
の
た
め
の
設
備
を
導
入
す
る
際
に
、

北
海
道
庁
や
経
済
産
業
局
か
ら
補
助
金
を
受
け

ら
れ
る
の
で
す
が
、
今
A
I
付
き
の
サ
ー
モ
グ

ラ
フ
ィ
の
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

機
に
A
I
の
機
能
を
勉
強
し
て
お
り
、
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
良
い
き
っ

か
け
に
な
っ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
み
な
さ
ん
お
互
い
に
聞
い
て
み
た
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

大
西
　
奥
村
さ
ん
の
お
宿
で
実
施
さ
れ
た
顔
認

証
は
、
客
室
に
入
っ
た
り
、
館
内
で
消
費
す
る

の
に
使
え
る
の
で
す
ね
。

奥
村
　
ま
だ
全
部
は
で
き
て
な
い
の
で
す
が
、

お
客
様
の
満
足
度
の
向
上
と
業
務
の
効
率
化
を

両
立
す
る
「
お
も
て
な
し
マ
ス
タ
ー
」
と
い
う

の
を
作
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
定
の
範
囲

の
中
で
、
解
錠
や
決
済
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
・
ア

ウ
ト
を
顔
認
証
で
で
き
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

た
だ
、
旅
館
や
旅
館
系
ホ
テ
ル
は
建
て
増
し
を

し
た
り
し
て
い
て
、
工
場
の
よ
う
に
作
ら
れ
て

い
な
い
の
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
自
動
化

が
難
し
い
で
す
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
の
作
業
を

連
動
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
、
中
規
模
・
大
型
旅

館
だ
と
働
い
て
い
る
人
数
も
多
い
の
で
、
課
金

的
な
端
末
を
持
た
せ
る
と
ず
っ
と
お
金
を
払
っ

て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
の

館
で
や
っ
て
い
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
変
え
ず

に
何
を
ど
う
自
動
化
す
る
か
が
重
要
で
、
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
は
お
も
て
な
し
で
、
ワ
ー
ク
ウ

ェ
ア
は
最
先
端
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
す
る
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
完
成
品
を
納
品
さ
れ
る
の
で
は

な
く
、
う
ち
で
実
験
し
て
い
い
で
す
よ
と
い
う

こ
と
で
、
顔
認
証
の
ほ
か
に
指
認
証
の
実
験
も

行
い
ま
し
た
し
、
ド
ア
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
て
、

顔
認
証
の
カ
メ
ラ
が
つ
い
た
袖
ド
ア
の
実
験
も

う
ち
の
旅
館
で
や
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
売
店

に
は
、
私
の
妻
が
作
っ
た
着
物
を
着
て
、
ち
ょ

ん
ま
げ
を
結
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
（N

T
T

の

S
ota

）
が
い
て
人
感
セ
ン
サ
ー
で
挨
拶
し
た
り

し
て
ま
す
。

　
私
か
ら
大
西
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い
の
で
す

が
、
ビ
ッ
フ
ェ
は
今
後
ど
う
な
る
と
思
い
ま
す

か
。
日
本
の
宿
が
ビ
ッ
フ
ェ
で
は
な
い
方
向
に

振
っ
て
し
ま
っ
て
本
当
に
い
い
の
か
な
と
。
外

国
人
旅
行
者
が
戻
っ
て
き
た
時
に
、
も
う
一
度

設
備
を
変
え
て
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
ス
タ
ッ

フ
の
数
も
変
え
る
と
い
う
の
は
ど
う
な
の
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

大
西
　
弊
社
で
も
意
見
が
分
か
れ
て
い
て
、
ワ

ク
チ
ン
等
の
登
場
で
い
つ
か
は
需
要
が
戻
っ
て

く
る
と
思
う
の
で
す
が
、
こ
れ
を
機
に
ビ
ッ
フ

ェ
あ
り
き
の
鶴
雅
か
ら
脱
却
し
た
方
が
良
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。

　
旅
館
業
界
で
も
ビ
ッ
フ
ェ
を
や
っ
て
い
き
た

い
と
い
う
方
も
多
い
で
し
ょ
う
し
、
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
も
高
い
の
で
、
ど
こ
か
で
元
通
り
に
な

る
と
は
思
い
ま
す
が
、
今
は
で
き
る
対
策
を
実

施
し
な
が
ら
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

奥
村
　
う
ち
も
毎
年
夏
に
ビ
ア
バ
イ
キ
ン
グ
を

や
っ
て
い
て
、
コ
ロ
ナ
を
機
に
や
め
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
が
、
原
理
的
に
は
ビ
ッ
フ
ェ
を

前
提
と
し
た
ビ
ア
ホ
ー
ル
み
た
い
な
も
の
も
全

部
な
し
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
し
か

し
、
な
く
し
て
し
ま
っ
て
い
い
の
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

山
下
（
阿
寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構

専
務
理
事
）
観
光
協
会
な
ど
の
会
費
の
問
題

が
あ
る
と
思
っ
て
い
て
、
我
々
も
今
年
度
は
2

割
減
免
と
決
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
ど
の
よ

う
に
さ
れ
る
ご
予
定
か
、
教
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

吉
川
　
三
重
県
で
は
ほ
と
ん
ど
の
と
こ
ろ
が
会

費
を
減
免
し
て
い
て
、
半
額
も
し
く
は
ほ
と
ん

ど
な
し
で
動
い
て
お
り
、
致
し
方
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
。
全
旅
連
で
も
今
期
は
会
費
な
し
と

い
う
形
に
な
り
ま
す
。
地
域
の
財
力
の
問
題
も

あ
る
の
で
、
そ
こ
は
地
域
で
考
え
る
こ
と
で
、

会
費
を
取
る
な
ら
取
っ
て
し
っ
か
り
行
動
し
て

い
け
ば
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

奥
村
　
道
後
温
泉
は
か
つ
て
財
産
区
で
、
そ
の

後
、
松
山
市
に
合
併
さ
れ
た
の
で
、
道
後
温
泉

旅
館
協
同
組
合
自
体
が
府
庁
の
よ
う
な
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
毎
年
定
額
の
組
合
費
も
安
く
、

入
湯
税
の
全
面
代
理
徴
収
を
行
っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
利
用
人
数
に
合
わ
せ
た
金
額
を
収
め
て
い

部
屋
食
の
対
応
と
し
、
ス
タ
ッ
フ
が
入
る
回
数

も
減
ら
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
本
来
、
日
本
の

旅
館
は
一
品
出
す
ご
と
に
従
業
員
と
会
話
を
す

る
か
ら
楽
し
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　
い
ず
れ
ワ
ク
チ
ン
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

変
に
投
資
せ
ず
に
元
に
戻
せ
る
よ
う
に
し
て
お

く
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
気
も
し
ま

す
。
リ
ス
ク
は
計
算
し
て
一
応
管
理
で
き
る
も

の
で
す
が
、
す
べ
て
対
応
す
る
よ
う
に
投
資
し

て
し
ま
う
と
逆
に
危
機
対
応
力
が
落
ち
る
の
で

は
な
い
か
、
リ
ス
ク
が
発
生
し
た
際
に
は
国
や

行
政
に
助
け
を
求
め
る
方
が
良
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
気
も
し
て
い
ま
す
。

吉
川
　
今
後
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
は
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
が
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
の
で
は
と
思

い
ま
す
。G

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
含
め
国
内

で
の
施
策
と
し
て
の
後
押
し
は
あ
り
ま
す
が
、

国
内
旅
行
者
を
日
本
全
国
で
取
り
合
い
し
て
い

た
ら
、
今
ま
で
の
よ
う
な
稼
働
が
取
れ
る
か
は

疑
問
が
出
て
く
る
の
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
復

活
す
る
ま
で
の
間
、
旅
館
ホ
テ
ル
の
経
営
の
仕

方
が
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
の
旅
館
ホ
テ
ル
の
経
営
ス
タ
イ
ル
は
、

お
客
さ
ん
を
た
く
さ
ん
入
れ
て
毎
日
満
室
に
し

て
、
3
6
5
日
営
業
を
す
る
と
い
う
形
で
し
た

が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
と
わ
か
っ
た
な
ら
、
違

う
損
益
分
岐
点
を
発
見
し
て
運
営
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
先
が
見
え
な
い
部
分
も
あ
る
の
で
、
そ

う
し
な
が
ら
国
内
・
海
外
の
シ
ェ
ア
を
と
っ
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
当
館
で
も
と
て
も
悩
ん
だ

問
題
で
、
武
田
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、

う
ち
も
こ
の
時
期
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
た

の
は
リ
ピ
ー
タ
ー
の
お
客
様
で
す
。
体
温
測
定

や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
な
ど
の
対
応
は
全
部
し
ま

し
た
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
あ
る
よ
う
な
料
理

は
下
膳
し
て
は
い
け
な
い
と
か
、
手
袋
を
は
め

て
料
理
を
出
す
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
社

内
で
も
協
議
し
た
結
果
、
お
客
様
に
お
尋
ね
し

て
、
お
客
様
に
委
ね
る
形
で
い
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
手
袋
を
つ

け
て
料
理
を
提
供
で
き
ま
す
し
、
一
度
に
料
理

を
お
出
し
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
い
か
が

な
さ
い
ま
す
か
」
と
。
あ
る
程
度
お
客
様
に
委

ね
、
ど
う
や
っ
て
う
ち
の
カ
ラ
ー
を
潰
さ
ず
に

営
業
し
て
い
け
る
か
に
重
き
を
置
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
う
ち
は
新
卒
の
リ
ク
ル
ー
ト
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
3
月
か
らZ

oom

を

使
っ
て
企
業
説
明
会
や
面
接
を
し
ま
し
た
。
す

る
と
、
日
本
全
国
か
ら
応
募
が
来
ま
し
た
。
地

元
の
会
議
室
を
借
り
た
り
、
大
手
の
合
同
説
明

会
に
参
加
し
て
い
た
昨
年
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど

東
海
か
ら
し
か
参
加
が
な
か
っ
た
の
が
、
北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
非
常
に
優
秀
な
学
生
の
登
録

が
あ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
は
地
元
だ
か
ら
と
い

う
こ
と
で
来
て
い
た
学
生
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、「
旅
館
で
働
き
た
い
」
と
い
う
学
生
が
コ

ン
タ
ク
ト
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
非
常
に

い
い
ツ
ー
ル
だ
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
情
報
が
命
で
し
た
の

で
、
こ
の
ツ
ー
ル
を
使
う
こ
と
で
、
各
旅
館
の

仲
間
た
ち
と
い
ち
早
く
情
報
共
有
で
き
、
自
分

自
身
に
と
っ
て
す
ご
く
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
こ
う
し
た
情
報
共
有
を
皆
さ
ん
と
し
て
、

会
社
や
地
域
に
還
元
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

冨
永
　
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
私
た
ち

の
温
泉
地
は
観
光
地
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

元
々
、
国
際
的
な
生
活
型
の
保
養
温
泉
地
を
目

指
し
て
い
る
の
で
、
今
一
度
、
原
点
回
帰
を
テ

ー
マ
に
挙
げ
て
い
ま
す
。
何
よ
り
も
遊
ぶ
こ
と

や
楽
し
む
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
心
と
身
体

の
保
養
を
し
に
来
て
く
だ
さ
い
と
。
そ
れ
に
見

合
っ
た
宿
の
あ
り
方
を
一
か
ら
勉
強
し
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
で
、
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
は
安
心
安
全
が
一
番
に
な
る
の
で
、
地
域

版
H
A
C
C
P
や
、
食
や
温
泉
の
安
全
を
一
か

ら
築
い
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　P
ost

コ
ロ
ナ
の
宿
の
あ
り
方
で
す
が
、
誰
か

に
言
わ
れ
た
か
ら
と
か
、
県
や
国
が
こ
う
し
た

か
ら
そ
れ
に
則
る
の
で
は
な
く
、
経
営
者
が
自

分
で
考
え
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
ま

ず
は
自
分
の
施
設
、
自
分
の
地
域
か
ら
感
染
者

を
出
さ
な
い
、
拡
散
さ
せ
な
い
と
い
う
目
的
を

明
確
に
し
て
、
そ
れ
に
向
け
て
何
が
で
き
る
の

か
、
経
営
者
が
そ
れ
ぞ
れ
一
生
懸
命
考
え
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
も
で
き
な
い
経
営
者
は
旅
館

を
経
営
す
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
も
し
も
感
染
者
が
出
た
時
は
、

一
丸
と
な
っ
て
み
ん
な
で
考
え
て
い
こ
う
と
い

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
由
布
院
温
泉
で
は
4
月
中
旬
く
ら
い
に

由
布
院
観
光
の
歴
史
を
聞
き
な
が
ら
ま
ち
歩
き

を
す
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
も
原
点
回
帰
と
い
う
想
い
か
ら
始
め

ら
れ
た
も
の
で
す
か
。

冨
永
　
そ
う
で
す
ね
。
も
し
か
し
た
ら
今
ま
で

は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
増
え
す
ぎ
て
少
し
異
常
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

が
増
え
る
と
そ
れ
を
目
的
に
外
資
、
別
の
国
の

資
本
が
ま
ち
に
入
り
込
み
、
小
さ
な
民
泊
が
た

く
さ
ん
生
ま
れ
、
ま
ち
の
風
景
が
ど
ん
ど
ん
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
風
景
だ
け
で
は
な
く
、
風

情
や
風
土
、
風
習
ま
で
変
わ
っ
て
き
て
、
「
由

布
院
の
風
」
自
体
が
変
わ
っ
て
き
た
と
い
う
こ

と
に
対
す
る
危
機
感
が
長
い
こ
と
あ
り
ま
し
た
。

　
先
日
、
I
A
T
A
（
国
際
航
空
運
送
協
会
）

が
国
際
線
需
要
が
2
0
1
9
年
の
水
準
に
回
復

す
る
の
は
2
0
2
4
年
頃
に
な
る
と
い
う
見
通

し
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
も
う
一
度
、
原
点
に

戻
る
時
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
僕

ら
の
仲
間
か
ら
倒
産
者
は
出
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
幸
か
不
幸
か
小
規
模
旅
館
が
点
在
し
て
い

る
ま
ち
な
の
で
、
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
っ

て
汗
を
流
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

田
村
　
う
ち
も
小
規
模
旅
館
で
、
1
0
0
年
以

上
、
食
事
を
部
屋
出
し
で
提
供
し
て
き
ま
し
た

の
で
、
こ
う
い
う
事
態
に
な
っ
て
も
特
別
に
変

え
る
こ
と
も
な
く
、
今
は
入
館
を
半
分
に
制
限

し
て
、
空
い
た
お
部
屋
に
先
に
用
意
す
る
と
い

う
形
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　
草
津
も
観
光
地
で
あ
る
前
に
湯
治
場
で
も
あ

り
、
湯
治
場
の
温
泉
宿
の
役
割
は
、
こ
う
い
っ

た
こ
と
が
あ
っ
て
も
大
き
く
は
変
わ
っ
て
い
か

な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
1
泊
2
食
を
提
供

し
、
な
る
べ
く
長
い
間
安
心
安
全
に
滞
在
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
各
お
宿
が
考
え
て
決
め
る
こ

と
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
う
の
は
大
事
で
す
が
、

食
事
の
提
供
の
仕
方
な
ど
は
う
ち
の
よ
う
な
小

規
模
、
大
規
模
旅
館
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
が
あ
る

の
で
、
各
お
宿
が
ポ
リ
シ
ー
と
責
任
を
持
っ
て

対
策
を
講
じ
て
い
れ
ば
、
最
終
的
に
選
ぶ
の
は

温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
は
、温
泉
地
が
抱
え
る
共
通
の
課
題
に
つ
い
て
解
決
の
方
向
性
を
探
り
、

各
地
の
温
泉
地
の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
2
0
0
8
年
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
同
研
究
会
の
7
温
泉
地（
阿
寒
湖
温
泉
、草
津
温
泉
、鳥
羽
温
泉
郷
、有
馬
温
泉
、道
後
温
泉
、由

布
院
温
泉
、黒
川
温
泉
）若
手
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て

w
ith

コ
ロ
ナ
、post

コ
ロ
ナ
の
温
泉
旅
館
と
地
域
の
あ
り
方
を
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

3

温
泉
旅
館（
温
泉
地
）が
考
え
る

W
ith
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同
組
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長
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谷
逸
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と
う
た
に
・
い
ち
ろ
う
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大
和
屋
本
店
代
表
取
締
役

道
後
温
泉
旅
館
協
同
組
合
副
理
事
長

奥
村
敏
仁（
お
く
む
ら
・
と
し
ひ
と
）

由
布
院
い
よ
と
み
代
表
取
締
役
社
長

由
布
院
温
泉
旅
館
組
合
組
合
長

冨
永
希
一（
と
み
な
が
・
き
い
ち
）

や
ま
び
こ
旅
館
専
務

黒
川
温
泉
観
光
旅
館
協
同
組
合
代
表
理
事

武
田
亮
介（
た
け
だ
・
り
ょ
う
す
け
）

（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

観
光
政
策
研
究
部 

主
任
研
究
員
）

福
永
香
織

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
同・観
光
政
策
研
究
部
長
）

山
田
雄
一

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

旅
館
た
む
ら
専
務
　

草
津
温
泉
旅
館
協
同
組
合
青
年
部 

次
期
部
長

田
村
公
佑（
た
む
ら
・
こ
う
す
け
）

鶴
雅
ホ
ー
ル
ディン
グ
ス
取
締
役

大
西 

希（
お
お
に
し
・
の
ぞ
み
）

（
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会 
若
手
意
見
交
換
会
）

ま
す
。

武
田
　
黒
川
温
泉
は
組
合
費
を
3
割
減
免
に
し

ま
し
た
。
た
だ
し
、
別
に
集
め
て
い
る
広
告
費

は
上
げ
ま
し
た
。

田
村
　
群
馬
県
で
も
草
津
町
で
も
青
年
部
の
会

費
に
つ
い
て
は
特
に
減
額
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
、
徴
収
時
期
を
少
し
ず
ら
し
て
お
り
、
ま

だ
徴
収
し
て
い
ま
せ
ん
。
群
馬
県
に
つ
い
て
も

0
か
1
0
0
か
と
い
う
会
議
を
し
ま
し
た
が
、

会
員
数
も
少
な
い
中
、
各
々
の
地
域
で
既
に
計

上
し
て
い
る
状
況
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
ま

ま
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

湯
本
（
草
津
温
泉
観
光
協
会
理
事
）
草
津
温

泉
旅
館
協
同
組
合
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ

特
に
減
免
と
い
う
話
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
群
馬
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合

に
つ
い
て
は
、
今
年
は
徴
収
し
な
い
こ
と
に
し

た
そ
う
で
す
。
県
の
組
合
は
販
売
事
業
が
あ
り
、

割
と
好
調
に
回
っ
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
、
そ

こ
で
な
ん
と
か
カ
バ
ー
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

草
津
の
場
合
は
事
務
局
で
人
を
抱
え
て
い
る
の

で
、
今
の
と
こ
ろ
会
費
に
関
し
て
は
旅
館
組
合

も
観
光
協
会
も
通
常
通
り
の
予
定
で
す
。

福
永
　
ち
な
み
に
阿
寒
の
場
合
は
、
入
湯
税
の

か
さ
上
げ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
今

回
の
緊
急
対
策
に
あ
て
る
と
い
っ
た
動
き
は
あ

り
ま
す
か
。（
注
１
）

山
下
　
入
湯
税
そ
の
も
の
が
前
年
比
75
%
減
く

ら
い
に
な
る
と
み
て
い
ま
す
。
通
常
は
嵩
上
げ

分
と
し
て
4
5
0
0
万
円
く
ら
い
徴
収
で
き
る

予
定
の
税
収
が
1
0
0
0
万
円
を
切
る
の
で
は

と
い
う
状
況
で
す
の
で
、
取
り
組
み
の
優
先
順

位
を
ど
う
つ
け
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。
ま
た
、

ば
、
は
じ
か
れ
る
項
目
が
多

い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
こ
の
あ

た
り
は
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て

い
ま
す
。
今
に
な
っ
て
よ
う

や
く
緩
和
さ
れ
て
、
色
々
な

も
の
が
見
え
て
き
て
い
ま
す
。

山
田
　
熊
本
地
震
の
時
ま
で
、

雇
用
調
整
助
成
金
は
旅
館
で

使
う
の
に
制
限
が
か
か
っ
て

い
ま
し
た
。
今
回
、
旅
館
業

と
し
て
何
か
差
別
さ
れ
た
と

か
、
阻
害
さ
れ
た
と
い
っ
た

釧
路
市
と
の
関
係
で
組
織
の
運
営
費
に
使
っ
て

は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
減
免
の
部

分
を
埋
め
る
形
に
は
な
ら
な
い
で
す
。

福
永
　
鳥
羽
市
で
は
入
湯
税
の
30
％
を
鳥
羽
市

温
泉
振
興
会
に
、
70
％
を
鳥
羽
市
観
光
振
興
基

金
と
し
て
積
み
立
て
る
形
に
し
て
い
ま
す
が
、

入
湯
税
の
使
途
な
ど
は
何
か
議
論
さ
れ
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。（
注
２
）

吉
川
　
今
後
、
鳥
羽
市
観
光
振
興
基
金
の
使
い

方
を
、
鳥
羽
市
温
泉
振
興
会
と
市
で
協
議
し
て

い
こ
う
と
い
う
く
ら
い
で
す
ね
。
親
会
で
ど
こ

ま
で
進
ん
で
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
青
年

部
で
は
そ
う
い
う
話
を
ぶ
つ
け
て
い
こ
う
か
と

い
う
と
こ
ろ
で
す
。

福
永 

鳥
羽
市
の
方
に
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、

自
主
財
源
が
あ
る
こ
と
で
、
国
の
助
成
金
な
ど

が
お
り
る
前
の
早
い
段
階
で
施
策
が
打
て
た
と

い
う
話
も
あ
り
、
組
織
と
連
動
す
る
財
源
の
有

無
に
つ
い
て
も
重
要
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
今
日
の
お
話
の
中
で
気
づ
か
れ
た

こ
と
や
共
有
し
た
い
想
い
な
ど
あ
れ
ば
、
ご
発

言
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

吉
川 

私
が
出
向
し
て
い
る
全
旅
連
青
年
部
に

行
政
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
よ
う
な
方
が
い
て
、

そ
の
方
か
ら
国
の
話
を
色
々
と
聞
く
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
が
、
国
は
補
正
予
算
を
組
ん
だ
り

し
て
多
く
の
予
算
を
つ
け
て
は
い
る
も
の
の
、

県
の
方
で
使
い
方
が
わ
か
ら
ず
、
断
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
う
い

っ
た
と
こ
ろ
を
動
か
す
に
は
、
我
々
業
界
が
声

を
上
げ
て
、
県
に
向
け
て
ど
ん
ど
ん
お
金
を
取

り
に
行
か
な
い
と
動
か
な
い
と
い
う
地
域
性
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
は
み
ん
な
で
情
報
共

有
し
て
、
こ
の
地
域
で
は
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ

て
る
の
で
、
う
ち
の
県
で
も
や
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
形
で
要
望
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　w
ith

コ
ロ
ナ
に
加
え
て
、w

ith

行
政
と
い
う

く
ら
い
の
勢
い
で
手
を
組
ん
で
や
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
今
回
の
危
機
は
乗
り
切
れ
な
い
と
思
う

の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
と
声
を
上
げ
て
、
他
の
地

域
も
見
な
が
ら
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

福
永 

自
治
体
に
よ
る
違
い
や
差
は
、
横
の
つ

な
が
り
が
あ
っ
て
初
め
て
わ
か
る
こ
と
な
の
で
、

温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
で
も
引
き
続
き
、
情

報
交
換
を
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
議
論

は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
今
日
は
お
忙
し
い
中
、
貴

重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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表 1 ３月下旬から６月下旬にかけての入込客の動向り
ま
す
。
一
応
、
次
期
部
長
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
総
会
な
ど
も
書
面
決
議
で
実

際
に
は
引
継
ぎ
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　
草
津
温
泉
で
は
多
く
の
宿
が
6
月
1
日
か
ら

営
業
を
再
開
し
て
い
て
、
同
時
に
群
馬
県
が
1

人
1
泊
あ
た
り
5
0
0
0
円
割
引
に
な
る
愛
郷

ぐ
ん
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
泊
ま
っ
て
！
応
援
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
群
馬
県

内
の
お
客
さ
ま
が
多
く
来
ら
れ
て
い
る
状
況
で

す
。
た
だ
、
宿
の
方
も
全
開
で
お
客
様
を
受
け

入
れ
ら
れ
る
体
制
で
は
な
く
、
う
ち
も
実
質
半

分
開
け
て
、
宿
泊
容
量
の
半
分
く
ら
い
を
受
け

入
れ
て
い
る
状
態
で
す
。
し
か
し
、
徐
々
に
お

客
様
が
戻
っ
て
い
る
か
な
と
い
う
気
は
し
て
い

ま
す
。

w
ith

コ
ロ
ナ
の
温
泉
地
の

状
況
と
宿
の
対
応

福
永
　
そ
れ
で
は
本
題
に
入
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
３
月
末
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
入
込
客
の
動
向
記
録（
表
1
）の
中
で
も

地
域
に
よ
っ
て
お
客
様
の
動
向
は
違
っ
た
様
子

が
見
え
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
徐
々
に

拡
大
す
る
中
で
の
お
客
様
の
動
向
や
対
応
は
ど

の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
自
粛
期
間
に
入
っ
て
か
ら
は
お
宿
自
体

を
休
館
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
間
に
ど
う
い
っ
た
こ
と
に
取
り

組
ま
れ
た
の
か
、
従
業
員
の
皆
さ
ん
や
取
引
先

へ
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
さ
れ
た
の
か
な
ど
に

つ
い
て
お
話
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

當
谷
　
有
馬
温
泉
は
神
戸
市
内
に
あ
り
、
兵
庫

県
と
大
阪
府
の
間
な
の
で
、
お
客
さ
ま
に
来
て

く
だ
さ
い
と
い
う
の
は
難
し
い
状
況
で
し
た
。

そ
こ
で
若
手
４
人
で
、
お
う
ち
に
い
な
が
ら

V
R
で
温
泉
を
楽
し
め
る
「
有
馬
温
泉
湯
め
ぐ

り
V
R
」
を
始
め
ま
し
た
。
今
は
参
画
施
設
が

8
軒
に
な
り
、
さ
ら
に
草
津
さ
ん
に
も
紹
介
し

て
、
世
界
中
に
配
信
し
ま
し
た
。
日
本
国
内
よ

り
海
外
の
方
に
多
く
見
て
い
た
だ
き
、
海
外
の

マ
ス
コ
ミ
に
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た（
写
真
１
）。

　
ま
た
、
も
と
も
と
夏
祭
り
に
使
う
予
定
だ
っ

た
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
飲
食
店
に
開
放
し
て
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
専
門
で
販
売
す
る
よ
う
に
し
た
と
こ

ろ
、
町
内
の
方
が
た
く
さ
ん
買
い
に
来
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　
有
馬
で
開
催
さ
れ
た
会
議
に
観
光
庁
長
官
が

来
て
い
て
、
私
も
参
加
し
た
の
で
す
が
、
そ
の

時
に
初
め
てG

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
話
を
さ

れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
に
旅
行
会
社
だ
け

で
な
く
、
旅
館
の
直
接
予
約
も
対
象
に
し
て
ほ

し
い
と
交
渉
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
私
の
旅
館
で
は
温
泉
地
ご
と
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
声
優
が
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「
温
泉
む
す
め
」

と
一
番
最
初
に
提
携
し
て
お
り
、
先
方
か
ら
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
な
い
か
と
い
う
提

案
が
あ
っ
た
の
で
共
同
で
行
っ
た
と
こ
ろ
、
1

日
か
か
ら
ず
に
目
標
の
1
0
0
万
円
が
集
ま
り

ま
し
た
。
休
館
中
は
、
休
業
補
償
を
1
0
0
%

払
っ
て
、
従
業
員
の
雇
用
は
全
て
確
保
し
て
い

ま
す
。
そ
の
子
達
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
手
伝
っ

て
く
れ
て
、
森
の
中
に
お
子
様
用
の
小
さ
な
プ

ー
ル
を
作
っ
て
い
ま
す
。
有
馬
で
は
毎
年
夏
に

「
有
馬
涼
風
川
座
敷
」
と
い
う
お
祭
り
を
し
て

い
ま
す
が
、
何
と
し
て
も
実
施
し
た
い
と
い
う

こ
と
で
調
整
し
て
い
ま
す
。

吉
川

　鳥
羽
温
泉
郷
と
し
て
は
4
月
か
ら
原
則

的
に
休
館
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

休
業
要
請
が
出
て
い
て
も
何
軒
か
は
開
け
ざ
る

を
得
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
か
な
り
叩
か
れ
て

い
る
と
い
う
情
報
は
聞
い
て
い
ま
し
た
。
多
分
、

ど
の
温
泉
地
で
も
同
じ
よ
う
な
状
況
が
起
き
て

い
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
当
館
も
4
軒
は
4
月
13
日
か
ら
休
業
し
ま
し

た
が
、
全
室
ス
イ
ー
ト
の
高
級
旅
館
「T

H
E
 

E
A
R
T
H

」
に
つ
い
て
は
、
お
客
様
が
た
く
さ

ん
入
ら
れ
て
い
る
状
況
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

営
業
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ご
く
一
部
、

東
京
な
ど
か
ら
の
お
客
様
で
非
常
に
マ
ナ
ー
の

悪
い
方
が
お
り
、
働
い
て
い
る
従
業
員
が
恐
怖

を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
20
日
か
ら
休

館
に
し
ま
し
た
。

　
や
は
り
企
業
と
し
て
は
営
業
し
て
い
き
た
い

気
持
ち
は
あ
り
ま
す
が
、
従
業
員
を
守
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
面
と
、
地
域
の
目
を
気

に
す
る
と
営
業
は
で
き
な
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

た
だ
し
、
よ
そ
で
営
業
を
続
け
て
い
る
お
宿
は
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
も
ず
っ
と
満
室
だ
っ

た
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
何
が
正
し
か
っ
た
の

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
コ
ロ
ナ
の
対
応
に
つ
い
て
で
す
が
、
あ
り
が

た
い
こ
と
に
雇
用
調
整
助
成
金
が
出
た
の
で
、

当
館
も
従
業
員
に
は
給
料
を
1
0
0
%
補
償
し

て
い
ま
す
。
た
だ
、
情
報
が
不
透
明
な
と
こ
ろ

が
多
く
、
教
育
訓
練
に
つ
い
て
も
、
大
西
さ
ん

の
と
こ
ろ
で
は
実
施
さ
れ
て
い
た
と
父
か
ら
聞

い
て
い
ま
す
が
、
自
治
体
に
よ
っ
て
教
育
訓
練

の
項
目
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
、
何
度
労
働
局

に
電
話
し
て
も
、
他
の
自
治
体
と
は
違
う
答
え

が
返
っ
て
く
る
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
た
だ
、
こ
れ
を
マ
イ
ナ
ス
と
し
て
考
え
る
の

で
は
な
く
、
今
い
る
従
業
員
達
に
ど
う
い
っ
た

も
の
を
提
供
で
き
る
か
に
重
き
を
置
い
て
、
教

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
う
ち
は
本
当
に
生
産
効

率
が
よ
く
な
か
っ
た
の
で
、
マ
ル
チ
化
に
挑
ん

で
ス
キ
ル
を
上
げ
て
も
ら
う
方
向
に
向
か
っ
て

い
ま
す
。

　
取
引
先
な
ど
の
業
者
に
関
し
て
で
す
が
、
ま

ず
は
自
分
の
と
こ
ろ
を
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
、
取
引
先
に
ち
ょ
っ
と
厳
し
い
案
件
を

ぶ
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
場
面
も
あ
り
ま
す

が
、
幸
い
に
も
雇
用
調
整
が
あ
る
の
で
、
「
う

ち
は
こ
う
す
る
け
ど
、
お
た
く
も
こ
の
制
度
を

活
用
し
て
休
業
し
た
ら
ど
う
で
す
か
」
と
提
案

し
ま
し
た
。
最
初
の
う
ち
は
こ
の
助
成
金
制
度

を
知
ら
な
い
企
業
が
す
ご
く
多
か
っ
た
の
で
、

そ
れ
を
伝
え
る
こ
と
で
、
お
互
い
に
そ
ん
な
に

ロ
ス
が
な
い
と
い
う
認
識
が
持
て
ま
し
た
。

設
と
そ
の
他
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
2
〜
3
ヶ
月
は
や
は
り
売
上
が
減
少
し
て
お

り
、
先
の
見
え
な
い
状
況
で
し
た
が
、
6
月
に

入
っ
て
か
ら
は
宿
泊
施
設
の
稼
働
を
取
り
戻
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
よ
う
や
く
少
し

ず
つ
で
す
が
動
き
出
し
た
こ
と
を
実
感
し
て
い

ま
す
。

當
谷
　
私
は
家
族
連
れ
に
特
化
し
た
旅
館
を
1

軒
や
っ
て
お
り
、
4
月
3
日
か
ら
7
月
2
日
ま

で
休
業
予
定
で
す
。
有
馬
温
泉
全
体
の
入
り
込

み
と
し
て
は
、
2
月
は
2
割
、
3
月
は
5
割
、

4
月
は
9
割
以
上
減
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
最

近
、
少
し
ず
つ
お
客
さ
ま
は
戻
っ
て
き
て
い
ま

し
て
、
平
日
は
ま
だ
少
な
い
で
す
が
、
土
日
は

ま
ち
を
歩
く
人
も
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
私

の
旅
館
に
関
し
て
は
7
月
以
降
営
業
を
再
開
し

ま
す
が
、
予
約
は
か
な
り
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。

奥
村
　
私
は
大
和
屋
本
館
と
大
和
屋
別
荘
と
い

う
2
館
を
経
営
し
て
お
り
、
公
的
立
場
と
し
て

は
道
後
温
泉
旅
館
協
同
組
合
の
副
理
事
長
と
い

う
立
場
で
す
。
４
月
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令

さ
れ
る
と
、
４
月
18
日
に
道
後
温
泉
本
館
と
飛

鳥
乃
湯
泉
が
松
山
市
の
方
針
で
休
館
し
ま
し
た
。

旅
館
と
し
て
は
開
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

し
た
し
、
全
面
休
館
に
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
直
前
に
、

市
内
の
病
院
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
た
め
、

道
後
温
泉
本
館
の
休
館
期
間
が
延
び
ま
し
た
が
、

よ
う
や
く
6
月
19
日
に
飛
鳥
乃
湯
泉
と
併
わ
せ

て
再
開
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
か
な
と

い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
私
の
旅
館
も
4
月
19
日
か
ら
5
月
い
っ
ぱ
い

は
休
館
し
、
6
月
は
少
し
ず
つ
再
開
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
道
後
温
泉
は
入
り
込
み
客
の

外
国
人
比
率
が
約
5
%
と
低
い
の
で
、
今
後
の

戻
り
に
は
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

冨
永
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
減
少
も
影
響
を
受
け

ま
し
た
が
、
一
番
厳
し
か
っ
た
の
は
交
通
の
面

で
す
。
東
京
や
関
西
か
ら
の
飛
行
機
の
便
数
が

減
少
し
、
由
布
院
に
来
る
特
急
電
車
や
バ
ス
も

1
日
数
便
と
い
う
状
況
で
し
た
。

　
6
月
19
日
か
ら
ゆ
ふ
い
ん
の
森
号
を
は
じ
め
、

福
岡
か
ら
の
特
急
列
車
が
動
き
出
す
の
で
、
若

干
は
期
待
し
て
い
ま
す
が
、
予
約
状
況
に
関
し

て
は
、
国
のG

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
使
お
う

と
思
わ
れ
て
い
る
お
客
様
が
多
い
と
思
う
の
で
、

現
状
は
お
盆
も
含
め
て
予
約
が
そ
れ
ほ
ど
進
ん

で
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
様
子
見
が
続
い
て
い

る
状
況
で
す
。

武
田
　
黒
川
温
泉
に
は
、
28
か
所
の
温
泉
の
中

か
ら
好
き
な
温
泉
を
3
か
所
選
ん
で
入
浴
で
き

る
入
湯
手
形
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
4

月
18
日
か
ら
5
月
い
っ
ぱ
い
、
ま
ず
湯
め
ぐ
り

の
受
け
入
れ
を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

6
月
1
日
か
ら
再
開
し
た
も
の
の
、
28
軒
の
宿

の
中
で
営
業
を
再
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
半
分

く
ら
い
で
、
今
月
・
来
月
は
開
け
た
り
閉
め
た

り
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
、
完
全
復
活
は

8
月
か
ら
と
い
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
予
約
も
少
な
く
、
6
月
も
土
日
は
少
し
入
れ

ば
い
い
か
な
と
い
う
く
ら
い
で
す
。
南
小
国
町

は
、
7
月
か
ら
熊
本
県
民
向
け
に
1
万
円
で
1

万
5
千
円
分
使
え
る
〝
超
〞「
観
光
」
商
品
券
を

販
売
す
る
と
い
う
発
表
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

近
場
か
ら
の
入
り
込
み
が
少
し
は
増
え
る
か
な

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

田
村
　
私
は
草
津
温
泉
で
小
規
模
の
旅
館
を
経

営
し
て
お
り
、
青
年
部
員
と
し
て
活
動
し
て
お

福
永
　
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
お
集
ま
り
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
3
月
頃
よ
り

国
内
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数
が

増
加
し
、
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
は
緊
急
事

態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
温
泉
地
の
皆
様
に
と
っ

て
は
非
常
に
苦
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
て
い
ら

っ
し
ゃ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
温
泉
地
の
状
況
や
取
り
組
み
、
コ
ロ

ナ
収
束
後
に
向
け
て
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
な
ど
を
共
有
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
最
初
に
自
己
紹
介
と
、
こ
の
2
〜
3
ヶ

月
の
各
温
泉
地
の
状
況
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

大
西
　
弊
社
は
釧
路
市
に
本
社
を
持
ち
、
2
室

か
ら
3
0
0
室
規
模
ま
で
大
小
13
施
設
を
運
営

し
て
い
る
旅
館
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
こ
の
2
〜
3
ヶ
月
の
状
況
で
す
が
、
北
海
道

は
独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
が
1
ヶ
月
早
く
発
表

さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
多
く

を
占
め
て
い
た
中
国
の
お
客
様
が
減
少
し
、
か

な
り
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
現

在
も
感
染
者
数
が
恒
常
的
に
発
生
し
て
い
る
と

と
も
に
、
北
海
道
は
飛
行
機
を
使
っ
て
来
て
く

だ
さ
る
方
が
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
し
ば
ら
く

苦
し
い
状
態
が
続
く
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
弊
社

の
施
設
は
大
体
、
今
月
か
ら
徐
々
に
営
業
再
開

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

吉
川
　
私
ど
も
は
三
重
県
内
に
6
軒
の
宿
泊
施

　
ま
た
、
全
国
的
に
も
ビ
ッ
フ
ェ
好
き
の
お
客

様
が
多
い
と
い
う
事
情
も
あ
り
ま
す
。
弊
社
で

も
考
え
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
お
客

様
の
ご
意
見
に
立
ち
戻
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

り
ま
し
た（
図
1
）。
そ
の
結
果
、
感
染
対
策
を

し
た
う
え
で
ビ
ッ
フ
ェ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

と
い
う
こ
と
が
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
新
ビ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル

と
銘
打
ち
、
ト
ン
グ
を
使
用
し
な
い
な
ど
新
し

い
ビ
ッ
フ
ェ
を
考
え
ま
し
た
。
現
場
は
大
変
で

す
が
、
大
皿
と
違
う
表
現
力
が
必
要
に
な
る
た

め
、
調
理
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
て
い

る
と
い
う
声
も
聞
い
て
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
、
吉
川
さ
ん
が
お
話
し
さ
れ
た
よ
う

に
弊
社
も
研
修
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
が
、
き

ち
ん
と
始
め
た
の
は
6
月
く
ら
い
で
し
た
。
ス

タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
っ
て
し
ま

っ
て
い
た
の
で
、
研
修
に
し
て
会
社
に
来
て
仕

事
に
触
れ
る
と
い
う
だ
け
で
、
ず
い
ぶ
ん
顔
つ

き
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
も
感
じ
、
よ
か
っ
た

な
と
思
い
ま
す
。
あ
と
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
面

談
な
ど
も
し
ま
し
た
が
、
こ
う
い
う
機
会
だ
か

ら
こ
そ
で
き
た
新
し
い
取
り
組
み
を
色
々
と
学

ぶ
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

田
村
　
緊
急
事
態
宣
言
が
出
て
、
休
業
す
る
か

し
な
い
の
か
は
皆
さ
ん
苦
渋
の
選
択
を
迫
ら
れ

て
い
ま
し
た
し
、
行
政
の
指
示
を
仰
い
で
足
並

み
を
揃
え
る
の
は
本
当
に
難
し
い
こ
と
だ
と
い

う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
群
馬
県
か
ら
の
休

業
要
請
を
い
た
だ
い
て
、
休
業
に
踏
み
切
れ
た

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
ギ
リ
ギ

リ
ま
で
5
月
の
連
休
の
お
客
様
を
ど
う
し
よ
う

と
い
う
の
が
、
皆
さ
ん
の
悩
み
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
含
め
て
、
各
お
宿
が

各
々
の
考
え
で
す
る
こ
と
が
正
し
い
も
正
し
く

な
い
も
な
く
、
常
連
さ
ん
に
予
約
を
い
た
だ
い

て
い
る
か
ら
開
け
る
と
い
う
の
も
正
解
だ
と
思

い
ま
す
し
、
常
連
さ
ん
に
も
し
も
の
こ
と
が
あ

っ
た
ら
困
る
か
ら
休
業
す
る
の
も
ま
た
正
解
だ

と
思
う
の
で
、
各
々
が
一
つ
一
つ
の
こ
と
を
そ

れ
ぞ
れ
考
え
ら
れ
た
の
が
収
穫
か
な
と
思
い
ま

す
。

　w
ith

コ
ロ
ナ
と
い
う
こ
と
で
は
、
早
い
段
階

か
ら
動
か
れ
て
い
た
有
馬
の
V
R
も
、
日
頃
か

ら
交
流
が
あ
っ
た
の
で
気
に
は
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
有
馬
さ
ん
か
ら
お
誘
い
い
た
だ
い
た
の

で
、
草
津
か
ら
有
志
で
5
軒
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
後
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
宣
伝
に
も
な
る
の
か
な
と
思
い
、

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
非
常
に
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　
群
馬
県
も
地
元
に
近
い
お
客
様
か
ら
と
い
う

こ
と
で
、
4
0
0
0
円
を
県
、
1
0
0
0
円
を

宿
が
負
担
す
る
5
0
0
0
円
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ

ク
の
県
民
割
引
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
群
馬
県

は
あ
ま
り
災
害
も
な
い
の
で
、
ふ
っ
こ
う
割
を

使
っ
た
経
験
も
そ
れ
ほ
ど
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

ほ
ぼ
初
め
て
、
大
盤
振
る
舞
い
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

　G
o T

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
送
客

手
数
料
が
利
益
を
圧
迫
し
て
い
る
と
い
っ
た
提

言
を
全
旅
連
青
年
部
が
国
に
し
て
い
る
と
い
う

話
も
知
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
こ
う
い
っ
た
こ

と
が
群
馬
県
に
も
伝
わ
っ
て
い
れ
ば
、
直
販
の

み
を
対
象
と
す
る
と
い
う
形
の
方
が
お
宿
と
し

て
は
助
か
っ
た
の
か
な
と
い
う
気
も
し
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
こ
と
も
今
後
の
課
題
に
な
っ
て

い
く
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
雇
用
調
整
助
成
金
に
関
し
て
は
、
う
ち
は
小

規
模
旅
館
な
の
で
従
業
員
は
他
に
本
業
が
あ
り
、

忙
し
い
時
に
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
来
る
方

が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
お
見
舞
金
と
い
っ
た
形

で
出
し
ま
し
た
。

奥
村
　
道
後
温
泉
に
つ
い
て
は
5
月
オ
ー
プ
ン

予
定
だ
っ
た
旅
館
の
開
業
が
7
月
に
延
期
さ
れ

た
り
、
一
部
、
夕
食
を
ビ
ッ
フ
ェ
に
切
り
替
え

た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
大
き
な
打

撃
を
受
ま
し
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
と
同
時
に

道
後
温
泉
本
館
と
飛
鳥
乃
湯
泉
が
休
館
し
た
後

は
、
宿
泊
施
設
も
休
業
す
る
と
こ
ろ
は
休
業
す

る
と
い
う
形
で
、
あ
ま
り
ば
ら
つ
き
が
目
立
つ

感
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
よ
う
や
く
明

日
、
県
を
ま
た
い
だ
移
動
自
粛
が
解
除
さ
れ
、

道
後
温
泉
本
館
も
再
開
し
ま
す
が
、
愛
媛
県
は

１
人
１
泊
あ
た
り
6
0
0
0
円
以
上
の
県
内
宿

泊
旅
行
を
予
約
し
た
場
合
に
、
5
0
0
0
円
を

割
引
す
る
「
県
内
宿
泊
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
ま
す
が
、
も
う
か
な
り
予
約
が
入
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
宿
泊
客
でP

ayP
ay

を
使
っ
て
支
払

い
を
す
る
人
に
は
１
人
1
0
0
0
円
を
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
す
る
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
7

月
1
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。
1
0
0
0
円
の
う

ち
30
%（
3
3
3
円
）は
宿
の
負
担
で
、
子
ど
も

が
泊
ま
っ
た
場
合
は
さ
ら
に
1
0
0
0
円
キ
ャ

ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
部
分
の
宿

の
負
担
は
な
し
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
と
し
て
は
松
山
市
産
業
経
済
部
や
商
店
街

の
理
事
長
と
話
を
し
た
り
、
市
内
の
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、

税
金
を
投
入
す
る
に
あ
た
っ
て
、
市
民
や
県
民

の
皆
さ
ん
の
納
得
感
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
気
を

つ
け
な
が
ら
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
自
分
の
宿
に
つ
い
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
て
丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
と
、

も
と
も
と
変
え
る
予
定
に
し
て
い
た
予
約
シ
ス

テ
ム
の
導
入
と
訓
練
に
費
や
す
こ
と
が
で
き
た

の
で
、
不
幸
中
の
幸
い
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。

　
雇
用
調
整
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
私
ど
も
は

か
な
り
前
か
ら
、
パ
ー
ト
で
も
長
く
働
い
て
下

さ
っ
て
い
る
方
に
は
雇
用
保
険
を
か
け
て
い
た

の
で
正
社
員
で
1
0
0
%
、
パ
ー
ト
さ
ん
で
も

雇
用
保
険
に
入
っ
て
い
る
方
に
は
か
な
り
の
割

合
の
額
を
お
支
払
い
し
ま
し
た
。
制
度
が
非
常

に
複
雑
と
い
う
こ
と
で
、
従
来
給
与
計
算
な
ど

で
お
願
い
し
て
い
る
社
労
士
で
は
な
く
、
国
や

官
庁
の
情
報
が
入
手
で
き
る
よ
う
な
方
に
も
お

手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
実
際
に
は
、
い
わ
ゆ
る
恒
常
労
働

で
は
な
く
、
か
つ
事
前
計
画
に
も
な
い
雇
用
調

整
助
成
金
を
出
す
と
い
う
こ
と
に
労
働
局
の
事

務
が
追
い
付
け
な
い
、
対
応
で
き
な
い
と
い
う

状
況
が
見
て
と
れ
ま
し
た
。
今
後
、
サ
ー
ビ
ス

業
の
い
わ
ゆ
る
シ
フ
ト
制
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
助
成
の
仕
方
を
す
る
の
か
、
そ
も
そ
も
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
出
勤
管
理
を
デ
ジ

タ
ル
化
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
を
簡
単

に
拾
え
る
仕
組
み
が
で
き
る
と
い
い
の
か
と
思

い
ま
す
。

福
永
　
奥
村
さ
ん
の
お
宿
で
は
年
末
か
ら
、
顔

認
証
に
よ
る
入
退
室
管
理
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実

験
を
さ
れ
て
い
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
お

話
を
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す
か
。

奥
村
　
私
が
実
家
の
旅
館
に
戻
っ
て
7
〜
8
年

　
私
は
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合

連
合
会
青
年
部
（
以
下
、
全
旅
連
青
年
部
）
に

出
向
し
て
い
て
月
1
回
、
常
任
理
事
会
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
集
ま
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

ウ
ェ
ブ
を
使
っ
た
会
議
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ス
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
い

う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
き
っ
か
け
の
一

つ
に
も
な
っ
た
の
で
、
今
と
な
っ
て
は
プ
ラ
ス

に
な
っ
た
部
分
も
あ
っ
た
の
か
な
と
捉
え
て
い

ま
す
。

山
田
　
雇
用
調
整
助
成
金
は
当
初
、
あ
る
け
ど

使
い
に
く
い
等
、
色
々
な
声
を
聞
き
ま
し
た
が
、

現
場
で
活
用
し
よ
う
と
す
る
際
は
大
変
で
し
た

か
。

吉
川
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
1
週
間
く
ら
い
で
変
わ

り
、
助
成
の
対
象
も
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
大

変
で
し
た
。
社
労
士
さ
ん
や
労
働
局
の
方
に
も

お
話
は
聞
い
た
の
で
す
が
、
厚
労
省
が
決
め
た

情
報
が
末
端
ま
で
届
い
て
お
ら
ず
、
何
が
本
当

の
情
報
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
本
音
で
し

た
。
教
育
訓
練
に
関
し
て
も
自
治
体
に
よ
っ
て

は
何
を
や
っ
て
も
通
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
れ

よ
う
な
こ
と
は
感
じ
ま
し
た
か
。

吉
川
　
差
別
と
い
う
の
は
感
じ
な
か
っ
た
で
す

が
、
一
番
最
初
に
雇
用
調
整
助
成
金
が
出
た
時

の
提
出
資
料
の
作
成
が
大
変
で
し
た
。
休
み
が

決
ま
っ
て
い
る
工
場
の
よ
う
な
と
こ
ろ
は
い
い

で
す
が
、
24
時
間
3
6
5
日
営
業
の
会
社
の
場

合
、
一
人
一
人
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
か
ら
勤
務
時

間
を
拾
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
の
で
。
苦

労
し
た
の
は
、
そ
れ
く
ら
い
で
し
た
か
ね
。

大
西
　
資
料
を
ご
覧
い
た
だ
き
な
が
ら
お
話
し

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
阿
寒
湖
温
泉
の
状
況
で
す
が
、
2
月
に
北
海

道
が
先
駆
け
て
実
施
し
た
休
業
要
請
の
時
に
は

休
業
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た

が
、
全
国
の
緊
急
事
態
宣
言
が
出
て
か
ら
は
ほ

と
ん
ど
の
宿
泊
施
設
や
商
店
が
休
業
し
、
5
月

に
は
ほ
と
ん
ど
売
上
が
な
か
っ
た
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
し
た
。

　
2
0
0
4
年
か
ら
私
た
ち
は
「
ア
イ
ヌ
文
化

で
彩
ら
れ
た
国
際
リ
ゾ
ー
ト
」
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
を
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
大
き
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
だ
っ
た
夜
の
森
を
ア
イ
ヌ
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

ト
で
楽
し
ん
で
も
ら
う
「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
も
、
今
年
は
残
念
な
が
ら
中
止

に
な
り
ま
す
。
北
海
道
は
大
通
公
園
の

「
Y
O
S
A
K
O
I
ソ
ー
ラ
ン
祭
」
や
「
さ
っ

ぽ
ろ
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
ト
」
な
ど
も
全
部
中
止

に
な
り
ま
す
。
雪
ま
つ
り
も
縮
小
開
催
が
先
日

発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
や
っ
て
い
た
だ
け
る
だ

け
で
も
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。
阿
寒
湖
温

泉
で
も
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
の
代
わ
り
と
し
て
、
コ

ロ
ナ
か
ら
の
回
復
を
祈
る
、
な
る
べ
く
三
密
を

避
け
る
よ
う
な
水
上
イ
ベ
ン
ト
「
カ
ム
イ
へ
の

祈
り
」
を
実
施
し
よ
う
と
町
で
も
動
き
始
め
た

と
こ
ろ
で
す
（
写
真
2
）。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
頼
っ
て
き
た
と
こ
ろ
も
あ

る
北
海
道
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
が
、
阿
寒
湖
温
泉

に
関
し
て
は
、
も
と
も
と
世
界
中
か
ら
不
特
定

多
数
の
お
客
様
を
集
め
る
と
い
う
よ
り
は
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
て
、
環
境
に

対
す
る
意
識
が
高
く
、
地
域
で
の
消
費
額
が
高

い
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
数
を
絞
っ
て
誘
致
し
て
い
こ

う
と
い
う
想
い
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
し

た
。
こ
の
考
え
方
は
コ
ロ
ナ
後
に
お
い
て
も
大

き
な
転
換
は
必
要
と
し
な
い
か
な
と
思
い
ま
す

の
で
、
自
然
や
文
化
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

　
皆
様
の
地
域
で
も
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
阿
寒
湖
温
泉
で
は
N
P
O
法
人
阿

寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
が
中
心
と

な
っ
て
私
た
ち
民
間
事
業
者
と
一
緒
に
国
立
公

園
内
で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
宿
の
感
染
対
策
に
つ
い
て
は
業
界

団
体
で
共
有
さ
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
お
客
様
の
導
線
に
沿
っ
て
、

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
変
更
を
し
て
お
り
ま
す
。

星
野
リ
ゾ
ー
ト
さ
ん
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ

と
も
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
う
し
た
動

画
で
案
内
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
少
し
面
白
い
取
り
組
み
と
し
て
は
、
ア
イ
ヌ

コ
タ
ン
の
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
お
願
い
し
て
、

ア
イ
ヌ
文
様
が
入
っ
た
パ
ー
テ
ィ
ー
シ
ョ
ン
を

作
っ
た
り
、
菅
官
房
長
官
が
ア
イ
ヌ
文
様
の
マ

ス
ク
を
着
け
て
少
し
話
題
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
ス
タ
ッ
フ
に
ア
イ
ヌ
文
様
の
マ
ス
ク
を

着
用
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

対
策
が
か
な
り
長
期
に
渡
り
そ
う
な
の
で
、
な

る
べ
く
お
客
様
に
緊
張
感
を
与
え
な
い
よ
う
な

感
染
対
策
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
が
苦
し
ん
で
い
る
の
は
ビ
ッ
フ
ェ
の

問
題
で
す
。
最
初
に
名
指
し
で
「
ビ
ッ
フ
ェ
は

避
け
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
で
、
業

界
全
体
の
問
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
北
海
道
は

特
に
大
型
施
設
が
多
い
の
で
、
食
事
提
供
の
変

更
が
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

け
れ
ば
末
端
の
組
合
員
、
協
会
員
に
も
影
響
が

及
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
最
低
限
の
事
務
所
の
家
賃
と
人
件
費
し
か
払

え
ま
せ
ん
の
で
、
組
合
費
や
協
会
費
で
運
営
し

て
い
る
来
期
の
牛
喰
い
絶
叫
大
会
、
ゆ
ふ
い
ん

音
楽
祭
や
湯
布
院
映
画
祭
は
実
施
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
を
明
確
に
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
由
布
院
温
泉
旅
館
組
合
と
由
布
院
温

泉
観
光
協
会
は
そ
れ
ぞ
れ
事
務
所
を
持
っ
て
運

営
し
て
い
ま
し
た
が
、
5
月
か
ら
由
布
院
駅
前

に
合
同
事
務
所
を
設
置
し
、
ひ
と
つ
屋
根
の
下

で
事
務
局
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
草
津
や
道
後
で
も
導
入
さ
れ
て
い
た

応
援
割
で
す
が
、
大
分
県
も
「
大
分
県
民
向
け

旅
館
ホ
テ
ル
応
援
割
」
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

6
0
0
0
万
円
の
予
算
で
1
万
2
千
泊
分
出
ま

し
た
が
、
6
月
1
日
に
発
売
を
開
始
し
て
1
時

間
で
全
て
売
り
切
れ
ま
し
た
。
た
だ
問
題
は
、

特
定
の
O
T
A
経
由
の
予
約
の
み
が
対
象
で
、

そ
こ
に
加
盟
協
力
し
て
い
な
い
小
規
模
旅
館
は

利
用
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

組
合
に
加
盟
し
て
い
な
い
と
利
用
で
き
な
い
等
、

色
々
と
制
約
が
あ
り
、
一
瞬
で
売
り
切
れ
ま
し

た
が
、
効
果
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
り
ま
す
。

大
分
県
は
予
算
も
倍
増
し
て
第
2
弾
を
や
る
と

い
う
の
で
、
そ
の
際
に
は
十
分
こ
の
問
題
を
考

慮
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
的
な
こ
と
で
は
、
由
布
院
町
内
の
特
産

品
を
集
め
た
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
や
、
未
来

の
宿
泊
券
な
ど
を
検
討
中
で
す
。
膝
を
つ
き
合

わ
せ
て
飲
ん
で
な
ん
ぼ
の
町
で
す
か
ら
、
何
よ

り
も
辛
か
っ
た
の
は
、
仲
間
と
会
え
な
い
、
飲

め
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
が
一
番
、

勢
い
を
止
め
る
要
因
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

武
田
　
組
合
と
し
て
は
、
町
か
ら
話
し
合
い
の

場
に
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
町
か

ら
は
4
月
下
旬
か
ら
6
月
15
日
ま
で
の
間
に
30

日
間
休
ん
だ
ら
、
1
事
業
所
に
つ
き
1
0
0
万

円
を
補
助
す
る
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

黒
川
温
泉
も
休
業
す
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
き
て
、

4
月
は
半
分
以
上
が
休
業
し
、
5
月
は
ほ
ぼ
全

て
休
業
し
て
い
た
感
じ
で
す
。
先
ほ
ど
言
っ
た

よ
う
に
熊
本
県
民
に
1
万
円
で
1
万
5
0
0
0

円
の
券
を
発
売
し
ま
す
し
、
6
月
1
日
に
は
ま

ず
町
民
の
方
た
ち
に
お
金
を
使
っ
て
も
ら
お
う

と
、
1
万
円
で
1
万
5
0
0
0
円
分
に
な
る

〝
超
〞
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
し
た
の
で
、

そ
れ
が
こ
れ
か
ら
動
く
か
な
と
い
う
と
こ
ろ
で

す
。

　
ま
た
、
お
客
さ
ん
が
減
っ
た
の
で
、
組
合
で

は
手
が
空
い
て
い
る
人
た
ち
で
看
板
の
ペ
ン
キ

を
塗
っ
た
り
、
植
樹
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ご
自
宅
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
黒

川
温
泉
の
入
浴
剤
を
ま
ず
熊
本
県
の
看
護
師
会

に
送
り
、
福
岡
か
ら
の
お
客
さ
ん
も
多
い
の
で

福
岡
県
の
看
護
師
会
に
も
送
り
、
黒
川
温
泉
に

バ
ス
を
走
ら
せ
て
下
さ
る
福
岡
の
バ
ス
の
運
転

手
さ
ん
に
も
送
り
ま
し
た
。

　
あ
と
は
週
に
1
回
集
ま
っ
て
会
議
を
し
て
、

雇
用
調
整
助
成
金
の
勉
強
を
し
た
り
、
E
C
サ

イ
ト
を
立
ち
上
げ
て
入
浴
剤
や
各
宿
の
タ
オ
ル

な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
、
コ
ロ
ナ

対
策
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
を
し
た
り
、
各
宿
で

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
ど
う
い
っ
た
対
応
を

し
て
い
る
か
と
い
う
共
有
を
し
て
い
ま
す
。

　
6
月
か
ら
湯
め
ぐ
り
の
受
け
入
れ
を
再
開
し

た
の
で
す
が
、
も
し
感
染
者
が
出
た
時
に
連
絡

手
段
が
な
い
と
困
り
ま
す
の
で
、
そ
の
都
度
名

前
と
電
話
番
号
、
出
身
県
を
書
い
て
い
た
だ
き
、

1
ヶ
月
程
度
情
報
を
保
管
す
る
と
い
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　
あ
と
、
ス
マ
ホ
ひ
と
つ
で
3
6
0
度
で
温
泉

気
分
を
味
わ
え
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
か
ら
だ
は

お
う
ち
　
こ
こ
ろ
は
温
泉
　
名
湯
「
ス
マ
ホ

湯
」」を
町
が
作
っ
て
く
れ
て
、
メ
デ
ィ
ア
に
取

り
上
げ
ら
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。

p
o
st

コ
ロ
ナ
を

見
据
え
た
お
宿
の
あ
り
方

福
永
　
コ
ロ
ナ
を
経
験
し
た
消
費
者
の
旅
行
に

対
す
る
意
識
も
少
し
ず
つ
変
化
が
生
じ
て
い
ま

す
。
世
の
中
の
流
れ
を
見
な
が
ら
お
宿
と
し
て

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
一
方
で
コ
ロ
ナ
を
経
験
し

た
か
ら
こ
そ
、
人
と
会
う
こ
と
や
旅
行
に
行
く

こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
て
い
る
消
費

者
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
お
宿
と
し
て
、
変
え

る
べ
き
こ
と
と
変
え
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
あ
た
り
は
ど
の
よ

う
に
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

　
ま
た
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
を
た
だ
乗
り
切
る
だ

け
の
も
の
と
し
て
捉
え
る
の
か
、
も
し
く
は
自

分
た
ち
や
旅
行
者
の
意
識
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス

と
し
て
捉
え
る
か
で
、
対
応
も
変
わ
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
、
皆

さ
ん
が
お
感
じ
に
な
ら
れ
た
こ
と
を
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

武
田
　
う
ち
は
6
月
13
日
に
営
業
を
再
開
し
て
、

数
組
し
か
お
客
様
と
関
わ
る
機
会
が
な
か
っ
た

の
で
、
ト
ラ
イ
&
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
し
な
が
ら

色
々
と
試
し
て
い
く
し
か
な
い
の
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
何
を
ど
う
し
た
い
と
い
う
の

が
な
く
、
細
か
い
こ
と
か
ら
言
え
ば
料
理
の
出

し
方
を
ど
う
し
よ
う
か
と
い
う
く
ら
い
で
す
が
、

食
事
は
個
室
対
応
な
の
で
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
変

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
、
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
常

連
さ
ん
が
多
い
の
で
、
気
負
わ
ず
に
「
ど
う
で

す
か
」
と
聞
き
な
が
ら
、
調
整
し
て
い
け
た
ら

い
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

奥
村
　
私
ど
も
の
宿
も
国
の
方
向
性
が
出
る
た

び
に
休
業
期
間
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
が
、
5
月

1
日
ま
で
休
館
と
書
い
て
貼
り
出
し
て
い
た
ら
、

地
元
の
方
の
中
に
は
自
粛
警
察
の
よ
う
な
方
も

い
て
、
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
開
け
る
ん

で
す
か
。
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
ら
、
ど
う

責
任
を
取
る
ん
で
す
か
。
」
と
い
っ
た
メ
ー
ル

が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ス
ペ
イ
ン
も
入
国
を
緩
和
し
た
と
こ
ろ
、
ド

イ
ツ
人
が
来
て
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
が
、
宿
の
営
業
を
再
開
し
て
ビ
ッ
フ
ェ
を

再
開
し
て
も
外
国
人
観
光
客
は
気
に
せ
ず
利
用

す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
日

本
人
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
例
え
ば
妻
の
友
人

の
中
に
は
、
狂
牛
病
が
発
生
し
た
時
か
ら
牛
肉

を
食
べ
な
く
な
っ
た
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、

清
潔
感
や
ル
ー
ル
を
重
視
す
る
方
も
多
く
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
で
は
、
ビ
ッ
フ
ェ
な
ど
を
全

部
や
め
て
、
ワ
ク
チ
ン
が
で
き
た
後
に
も
う
一

度
戻
す
の
か
と
。
効
率
が
ど
う
と
い
う
だ
け
で

は
な
く
、
ビ
ッ
フ
ェ
が
好
き
だ
か
ら
宿
に
泊
ま

り
に
来
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

私
ど
も
の
施
設
で
は
、
食
事
は
食
事
処
で
と
る

形
で
し
た
が
、
6
月
に
再
開
し
て
か
ら
は
ほ
ぼ

に
な
り
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
遅
れ
て
い
た

の
で
、
シ
ス
テ
ム
会
社
さ
ん
と
連
携
し
て
、
チ

ェ
ッ
ク
イ
ン
・
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
時
の
顔
認
証

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
実
験
し
ま
し
た
。
入
口
に

カ
メ
ラ
が
あ
る
と
監
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
雰

囲
気
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
、
カ
メ

ラ
を
内
蔵
し
た
ド
ア
を
作
り
、
不
自
由
が
な
か

っ
た
か
、
く
つ
ろ
ぎ
に
来
た
の
に
雰
囲
気
が
壊

れ
な
か
っ
た
か
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
条
件
に
、
通
常
よ
り
３
割

ほ
ど
安
く
し
た
宿
泊
プ
ラ
ン
を
販
売
し
ま
し
た
。

B
luetooth

に
よ
る
無
線
の
解
錠
シ
ス
テ
ム
を

使
っ
て
い
て
、
不
具
合
も
あ
っ
た
り
し
ま
し
た

が
、
有
線
で
も
必
ず
し
も
全
て
う
ま
く
動
く
訳

で
は
な
い
よ
う
で
す
。
う
ち
は
フ
ロ
ン
ト
の
受

付
か
ら
、
部
屋
の
開
閉
ま
で
成
立
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
取
材
も
さ
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ
実

験
段
階
な
の
で
、
今
後
も
進
め
て
い
く
か
は
検

討
中
で
す
。

福
永
　
今
回
の
コ
ロ
ナ
を
受
け
て
、
道
後
温
泉

の
他
の
お
宿
さ
ん
の
関
心
は
高
ま
り
そ
う
で
す

か
。

奥
村
　
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。
キ
ー
レ
ス
に
つ

い
て
は
静
脈
、
指
紋
、
虹
彩
な
ど
色
々
な
方
法

が
あ
り
ま
す
が
、
顔
認
証
は
非
接
触
が
成
立
す

る
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
す
る
と

思
い
ま
す
。

冨
永
　
大
分
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組

合
か
ら
全
県
に
対
し
て
休
業
要
請
が
来
た
の
で

す
が
、
補
償
が
伴
わ
な
い
た
め
に
色
々
な
苦
情

も
あ
っ
た
よ
う
で
、
由
布
院
と
し
て
は
自
己
判

断
で
お
願
い
し
ま
す
と
言
い
ま
し
た
。
宿
も
商

店
も
時
間
が
で
き
た
の
で
、
由
布
院
は
観
光
地

で
は
な
く
保
養
温
泉
地
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

も
う
一
度
認
識
す
る
た
め
、
み
ん
な
で
た
く
さ

ん
花
を
植
え
ま
し
た
（
写
真
3
）。

　
ま
た
、
感
染
拡
大
の
防
止
対
策
を
徹
底
す
る

こ
と
が
何
よ
り
も
安
心
安
全
の
P
R
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
感
染
拡
大
防
止

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
た
他
、
旅
館
組
合
で

マ
ス
ク
や
消
毒
液
や
客
室
内
の
噴
霧
器
な
ど
を

一
括
購
入
し
て
各
旅
館
に
安
く
提
供
す
る
と
い

っ
た
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。

　
金
融
機
関
の
融
資
や
雇
用
調
整
助
成
金
は
わ

か
り
づ
ら
い
と
い
う
声
も
非
常
に
多
か
っ
た
の

で
、
旅
館
組
合
主
催
で
、
説
明
会
・
個
別
相
談

会
を
何
度
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
年
に
関
し
て
は
、
95
軒
の
旅
館
組

合
員
、
3
0
0
軒
の
観
光
協
会
員
か
ら
組
合
費

や
協
会
費
を
い
た
だ
く
の
は
難
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
、
そ
う
す
る
と
行
政
か
ら
の
補

助
金
は
ま
っ
た
く
い
た
だ
か
ず
に
運
営
し
て
い

る
我
々
は
事
務
運
営
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
今
後
、G

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
は

じ
め
と
し
た
事
業
を
実
施
す
る
と
な
る
と
、
そ

の
窓
口
と
な
る
地
元
の
旅
館
組
合
や
観
光
協
会

な
ど
に
負
担
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
事

務
所
の
経
営
も
難
し
い
、
人
件
費
も
削
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
中
で
の
負
担
増
に
対
し
て
、
し

っ
か
り
と
補
助
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
を

国
も
含
め
て
強
く
訴
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う

地
域
の
核
と
な
る
組
織
が
し
っ
か
り
機
能
し
な

お
客
様
か
と
思
い
ま
す
。
お
客
様
の
感
覚
も
、

ま
た
時
が
経
て
ば
戻
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て
は
、
う
ち
の
旅
館

も
多
か
っ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
、
か
と
い

っ
て
英
語
表
記
に
変
え
た
り
食
事
を
変
え
る
こ

と
は
な
く
、
う
ち
の
ス
タ
イ
ル
で
泊
ま
り
た
い

外
国
人
の
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
し
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
今
後
も
大

き
く
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
よ
り

一
層
、
安
心
安
全
に
対
す
る
意
識
は
高
く
な
っ

た
か
な
と
思
い
ま
す
。

大
西
　
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
は
大
変
な
第
2
波
、

第
3
波
が
来
な
け
れ
ば
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

に
は
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
状

の
社
会
変
化
で
は
大
き
く
人
間
の
価
値
観
が
変

わ
る
と
い
う
よ
り
、
も
と
も
と
進
む
べ
き
方
向

に
進
ん
で
い
る
も
の
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
特

に
働
き
方
で
あ
っ
た
り
、
日
常
生
活
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
は
大
き
く
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
、
オ
ン
ラ
イ
ン
面
接
を
や
っ
て
み
た
ら
、

全
国
か
ら
応
募
が
来
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

「
鶴
雅
な
ん
て
聞
い
た
こ
と
も
な
い
で
し
ょ

う
」
と
い
う
と
、「
聞
い
た
こ
と
は
な
い
が
企

業
理
念
や
地
域
貢
献
な
ど
に
つ
い
て
記
事
を
見

て
知
っ
て
参
加
し
た
」
と
い
う
こ
と
で
、
半
数

近
く
が
道
外
の
方
で
し
た
。
人
材
の
多
様
性
を

高
め
る
た
め
に
も
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
強

い
社
員
を
採
用
す
る
に
し
て
も
、
今
後
も
続
け

て
い
き
た
い
で
す
。

　
あ
と
は
世
の
中
の
流
れ
と
し
て
、
動
画
に
対

す
る
抵
抗
が
な
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
る
の
で
、

サ
ー
ビ
ス
に
使
っ
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

色
々
な
自
動
化
の
取
り
組
み
が
後
押
し
さ
れ
る

か
な
と
。
お
客
様
も
サ
ー
ビ
ス
す
る
側
も
「
お

も
て
な
し
は
人
の
手
で
や
る
べ
き
」
と
思
っ
て

い
た
こ
と
が
生
産
性
を
高
め
る
上
で
足
か
せ
に

な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
今
は
コ

ロ
ナ
だ
か
ら
仕
方
な
い
よ
ね
と
い
う
感
覚
で
変

え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
奥
村
さ

ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
顔
認
識
の
よ
う
な
も
の
も

抵
抗
感
が
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　
感
染
対
策
の
た
め
の
設
備
を
導
入
す
る
際
に
、

北
海
道
庁
や
経
済
産
業
局
か
ら
補
助
金
を
受
け

ら
れ
る
の
で
す
が
、
今
A
I
付
き
の
サ
ー
モ
グ

ラ
フ
ィ
の
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

機
に
A
I
の
機
能
を
勉
強
し
て
お
り
、
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
良
い
き
っ

か
け
に
な
っ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
み
な
さ
ん
お
互
い
に
聞
い
て
み
た
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

大
西
　
奥
村
さ
ん
の
お
宿
で
実
施
さ
れ
た
顔
認

証
は
、
客
室
に
入
っ
た
り
、
館
内
で
消
費
す
る

の
に
使
え
る
の
で
す
ね
。

奥
村
　
ま
だ
全
部
は
で
き
て
な
い
の
で
す
が
、

お
客
様
の
満
足
度
の
向
上
と
業
務
の
効
率
化
を

両
立
す
る
「
お
も
て
な
し
マ
ス
タ
ー
」
と
い
う

の
を
作
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
定
の
範
囲

の
中
で
、
解
錠
や
決
済
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
・
ア

ウ
ト
を
顔
認
証
で
で
き
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

た
だ
、
旅
館
や
旅
館
系
ホ
テ
ル
は
建
て
増
し
を

し
た
り
し
て
い
て
、
工
場
の
よ
う
に
作
ら
れ
て

い
な
い
の
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
自
動
化

が
難
し
い
で
す
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
の
作
業
を

連
動
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
、
中
規
模
・
大
型
旅

館
だ
と
働
い
て
い
る
人
数
も
多
い
の
で
、
課
金

的
な
端
末
を
持
た
せ
る
と
ず
っ
と
お
金
を
払
っ

て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
の

館
で
や
っ
て
い
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
変
え
ず

に
何
を
ど
う
自
動
化
す
る
か
が
重
要
で
、
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
は
お
も
て
な
し
で
、
ワ
ー
ク
ウ

ェ
ア
は
最
先
端
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
す
る
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
完
成
品
を
納
品
さ
れ
る
の
で
は

な
く
、
う
ち
で
実
験
し
て
い
い
で
す
よ
と
い
う

こ
と
で
、
顔
認
証
の
ほ
か
に
指
認
証
の
実
験
も

行
い
ま
し
た
し
、
ド
ア
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
て
、

顔
認
証
の
カ
メ
ラ
が
つ
い
た
袖
ド
ア
の
実
験
も

う
ち
の
旅
館
で
や
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
売
店

に
は
、
私
の
妻
が
作
っ
た
着
物
を
着
て
、
ち
ょ

ん
ま
げ
を
結
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
（N

T
T

の

S
ota

）
が
い
て
人
感
セ
ン
サ
ー
で
挨
拶
し
た
り

し
て
ま
す
。

　
私
か
ら
大
西
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い
の
で
す

が
、
ビ
ッ
フ
ェ
は
今
後
ど
う
な
る
と
思
い
ま
す

か
。
日
本
の
宿
が
ビ
ッ
フ
ェ
で
は
な
い
方
向
に

振
っ
て
し
ま
っ
て
本
当
に
い
い
の
か
な
と
。
外

国
人
旅
行
者
が
戻
っ
て
き
た
時
に
、
も
う
一
度

設
備
を
変
え
て
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
ス
タ
ッ

フ
の
数
も
変
え
る
と
い
う
の
は
ど
う
な
の
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

大
西
　
弊
社
で
も
意
見
が
分
か
れ
て
い
て
、
ワ

ク
チ
ン
等
の
登
場
で
い
つ
か
は
需
要
が
戻
っ
て

く
る
と
思
う
の
で
す
が
、
こ
れ
を
機
に
ビ
ッ
フ

ェ
あ
り
き
の
鶴
雅
か
ら
脱
却
し
た
方
が
良
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。

　
旅
館
業
界
で
も
ビ
ッ
フ
ェ
を
や
っ
て
い
き
た

い
と
い
う
方
も
多
い
で
し
ょ
う
し
、
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
も
高
い
の
で
、
ど
こ
か
で
元
通
り
に
な

る
と
は
思
い
ま
す
が
、
今
は
で
き
る
対
策
を
実

施
し
な
が
ら
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

奥
村
　
う
ち
も
毎
年
夏
に
ビ
ア
バ
イ
キ
ン
グ
を

や
っ
て
い
て
、
コ
ロ
ナ
を
機
に
や
め
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
が
、
原
理
的
に
は
ビ
ッ
フ
ェ
を

前
提
と
し
た
ビ
ア
ホ
ー
ル
み
た
い
な
も
の
も
全

部
な
し
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
し
か

し
、
な
く
し
て
し
ま
っ
て
い
い
の
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

山
下
（
阿
寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構

専
務
理
事
）
観
光
協
会
な
ど
の
会
費
の
問
題

が
あ
る
と
思
っ
て
い
て
、
我
々
も
今
年
度
は
2

割
減
免
と
決
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
ど
の
よ

う
に
さ
れ
る
ご
予
定
か
、
教
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

吉
川
　
三
重
県
で
は
ほ
と
ん
ど
の
と
こ
ろ
が
会

費
を
減
免
し
て
い
て
、
半
額
も
し
く
は
ほ
と
ん

ど
な
し
で
動
い
て
お
り
、
致
し
方
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
。
全
旅
連
で
も
今
期
は
会
費
な
し
と

い
う
形
に
な
り
ま
す
。
地
域
の
財
力
の
問
題
も

あ
る
の
で
、
そ
こ
は
地
域
で
考
え
る
こ
と
で
、

会
費
を
取
る
な
ら
取
っ
て
し
っ
か
り
行
動
し
て

い
け
ば
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

奥
村
　
道
後
温
泉
は
か
つ
て
財
産
区
で
、
そ
の

後
、
松
山
市
に
合
併
さ
れ
た
の
で
、
道
後
温
泉

旅
館
協
同
組
合
自
体
が
府
庁
の
よ
う
な
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
毎
年
定
額
の
組
合
費
も
安
く
、

入
湯
税
の
全
面
代
理
徴
収
を
行
っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
利
用
人
数
に
合
わ
せ
た
金
額
を
収
め
て
い

部
屋
食
の
対
応
と
し
、
ス
タ
ッ
フ
が
入
る
回
数

も
減
ら
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
本
来
、
日
本
の

旅
館
は
一
品
出
す
ご
と
に
従
業
員
と
会
話
を
す

る
か
ら
楽
し
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　
い
ず
れ
ワ
ク
チ
ン
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

変
に
投
資
せ
ず
に
元
に
戻
せ
る
よ
う
に
し
て
お

く
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
気
も
し
ま

す
。
リ
ス
ク
は
計
算
し
て
一
応
管
理
で
き
る
も

の
で
す
が
、
す
べ
て
対
応
す
る
よ
う
に
投
資
し

て
し
ま
う
と
逆
に
危
機
対
応
力
が
落
ち
る
の
で

は
な
い
か
、
リ
ス
ク
が
発
生
し
た
際
に
は
国
や

行
政
に
助
け
を
求
め
る
方
が
良
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
気
も
し
て
い
ま
す
。

吉
川
　
今
後
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
は
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
が
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
の
で
は
と
思

い
ま
す
。G

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
含
め
国
内

で
の
施
策
と
し
て
の
後
押
し
は
あ
り
ま
す
が
、

国
内
旅
行
者
を
日
本
全
国
で
取
り
合
い
し
て
い

た
ら
、
今
ま
で
の
よ
う
な
稼
働
が
取
れ
る
か
は

疑
問
が
出
て
く
る
の
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
復

活
す
る
ま
で
の
間
、
旅
館
ホ
テ
ル
の
経
営
の
仕

方
が
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
の
旅
館
ホ
テ
ル
の
経
営
ス
タ
イ
ル
は
、

お
客
さ
ん
を
た
く
さ
ん
入
れ
て
毎
日
満
室
に
し

て
、
3
6
5
日
営
業
を
す
る
と
い
う
形
で
し
た

が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
と
わ
か
っ
た
な
ら
、
違

う
損
益
分
岐
点
を
発
見
し
て
運
営
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
先
が
見
え
な
い
部
分
も
あ
る
の
で
、
そ

う
し
な
が
ら
国
内
・
海
外
の
シ
ェ
ア
を
と
っ
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
当
館
で
も
と
て
も
悩
ん
だ

問
題
で
、
武
田
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、

う
ち
も
こ
の
時
期
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
た

の
は
リ
ピ
ー
タ
ー
の
お
客
様
で
す
。
体
温
測
定

や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
な
ど
の
対
応
は
全
部
し
ま

し
た
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
あ
る
よ
う
な
料
理

は
下
膳
し
て
は
い
け
な
い
と
か
、
手
袋
を
は
め

て
料
理
を
出
す
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
社

内
で
も
協
議
し
た
結
果
、
お
客
様
に
お
尋
ね
し

て
、
お
客
様
に
委
ね
る
形
で
い
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
手
袋
を
つ

け
て
料
理
を
提
供
で
き
ま
す
し
、
一
度
に
料
理

を
お
出
し
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
い
か
が

な
さ
い
ま
す
か
」
と
。
あ
る
程
度
お
客
様
に
委

ね
、
ど
う
や
っ
て
う
ち
の
カ
ラ
ー
を
潰
さ
ず
に

営
業
し
て
い
け
る
か
に
重
き
を
置
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
う
ち
は
新
卒
の
リ
ク
ル
ー
ト
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
3
月
か
らZ

oom

を

使
っ
て
企
業
説
明
会
や
面
接
を
し
ま
し
た
。
す

る
と
、
日
本
全
国
か
ら
応
募
が
来
ま
し
た
。
地

元
の
会
議
室
を
借
り
た
り
、
大
手
の
合
同
説
明

会
に
参
加
し
て
い
た
昨
年
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど

東
海
か
ら
し
か
参
加
が
な
か
っ
た
の
が
、
北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
非
常
に
優
秀
な
学
生
の
登
録

が
あ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
は
地
元
だ
か
ら
と
い

う
こ
と
で
来
て
い
た
学
生
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、「
旅
館
で
働
き
た
い
」
と
い
う
学
生
が
コ

ン
タ
ク
ト
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
非
常
に

い
い
ツ
ー
ル
だ
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
情
報
が
命
で
し
た
の

で
、
こ
の
ツ
ー
ル
を
使
う
こ
と
で
、
各
旅
館
の

仲
間
た
ち
と
い
ち
早
く
情
報
共
有
で
き
、
自
分

自
身
に
と
っ
て
す
ご
く
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
こ
う
し
た
情
報
共
有
を
皆
さ
ん
と
し
て
、

会
社
や
地
域
に
還
元
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

冨
永
　
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
私
た
ち

の
温
泉
地
は
観
光
地
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

元
々
、
国
際
的
な
生
活
型
の
保
養
温
泉
地
を
目

指
し
て
い
る
の
で
、
今
一
度
、
原
点
回
帰
を
テ

ー
マ
に
挙
げ
て
い
ま
す
。
何
よ
り
も
遊
ぶ
こ
と

や
楽
し
む
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
心
と
身
体

の
保
養
を
し
に
来
て
く
だ
さ
い
と
。
そ
れ
に
見

合
っ
た
宿
の
あ
り
方
を
一
か
ら
勉
強
し
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
で
、
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
は
安
心
安
全
が
一
番
に
な
る
の
で
、
地
域

版
H
A
C
C
P
や
、
食
や
温
泉
の
安
全
を
一
か

ら
築
い
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　P
ost

コ
ロ
ナ
の
宿
の
あ
り
方
で
す
が
、
誰
か

に
言
わ
れ
た
か
ら
と
か
、
県
や
国
が
こ
う
し
た

か
ら
そ
れ
に
則
る
の
で
は
な
く
、
経
営
者
が
自

分
で
考
え
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
ま

ず
は
自
分
の
施
設
、
自
分
の
地
域
か
ら
感
染
者

を
出
さ
な
い
、
拡
散
さ
せ
な
い
と
い
う
目
的
を

明
確
に
し
て
、
そ
れ
に
向
け
て
何
が
で
き
る
の

か
、
経
営
者
が
そ
れ
ぞ
れ
一
生
懸
命
考
え
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
も
で
き
な
い
経
営
者
は
旅
館

を
経
営
す
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
も
し
も
感
染
者
が
出
た
時
は
、

一
丸
と
な
っ
て
み
ん
な
で
考
え
て
い
こ
う
と
い

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
由
布
院
温
泉
で
は
4
月
中
旬
く
ら
い
に

由
布
院
観
光
の
歴
史
を
聞
き
な
が
ら
ま
ち
歩
き

を
す
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
も
原
点
回
帰
と
い
う
想
い
か
ら
始
め

ら
れ
た
も
の
で
す
か
。

冨
永
　
そ
う
で
す
ね
。
も
し
か
し
た
ら
今
ま
で

は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
増
え
す
ぎ
て
少
し
異
常
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

が
増
え
る
と
そ
れ
を
目
的
に
外
資
、
別
の
国
の

資
本
が
ま
ち
に
入
り
込
み
、
小
さ
な
民
泊
が
た

く
さ
ん
生
ま
れ
、
ま
ち
の
風
景
が
ど
ん
ど
ん
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
風
景
だ
け
で
は
な
く
、
風

情
や
風
土
、
風
習
ま
で
変
わ
っ
て
き
て
、
「
由

布
院
の
風
」
自
体
が
変
わ
っ
て
き
た
と
い
う
こ

と
に
対
す
る
危
機
感
が
長
い
こ
と
あ
り
ま
し
た
。

　
先
日
、
I
A
T
A
（
国
際
航
空
運
送
協
会
）

が
国
際
線
需
要
が
2
0
1
9
年
の
水
準
に
回
復

す
る
の
は
2
0
2
4
年
頃
に
な
る
と
い
う
見
通

し
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
も
う
一
度
、
原
点
に

戻
る
時
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
僕

ら
の
仲
間
か
ら
倒
産
者
は
出
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
幸
か
不
幸
か
小
規
模
旅
館
が
点
在
し
て
い

る
ま
ち
な
の
で
、
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
っ

て
汗
を
流
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

田
村
　
う
ち
も
小
規
模
旅
館
で
、
1
0
0
年
以

上
、
食
事
を
部
屋
出
し
で
提
供
し
て
き
ま
し
た

の
で
、
こ
う
い
う
事
態
に
な
っ
て
も
特
別
に
変

え
る
こ
と
も
な
く
、
今
は
入
館
を
半
分
に
制
限

し
て
、
空
い
た
お
部
屋
に
先
に
用
意
す
る
と
い

う
形
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　
草
津
も
観
光
地
で
あ
る
前
に
湯
治
場
で
も
あ

り
、
湯
治
場
の
温
泉
宿
の
役
割
は
、
こ
う
い
っ

た
こ
と
が
あ
っ
て
も
大
き
く
は
変
わ
っ
て
い
か

な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
1
泊
2
食
を
提
供

し
、
な
る
べ
く
長
い
間
安
心
安
全
に
滞
在
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
各
お
宿
が
考
え
て
決
め
る
こ

と
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
う
の
は
大
事
で
す
が
、

食
事
の
提
供
の
仕
方
な
ど
は
う
ち
の
よ
う
な
小

規
模
、
大
規
模
旅
館
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
が
あ
る

の
で
、
各
お
宿
が
ポ
リ
シ
ー
と
責
任
を
持
っ
て

対
策
を
講
じ
て
い
れ
ば
、
最
終
的
に
選
ぶ
の
は

６月下旬

６月上旬

5月下旬

5月上旬

4月下旬

4月中旬

3月下旬
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ま
す
。

武
田
　
黒
川
温
泉
は
組
合
費
を
3
割
減
免
に
し

ま
し
た
。
た
だ
し
、
別
に
集
め
て
い
る
広
告
費

は
上
げ
ま
し
た
。

田
村
　
群
馬
県
で
も
草
津
町
で
も
青
年
部
の
会

費
に
つ
い
て
は
特
に
減
額
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
、
徴
収
時
期
を
少
し
ず
ら
し
て
お
り
、
ま

だ
徴
収
し
て
い
ま
せ
ん
。
群
馬
県
に
つ
い
て
も

0
か
1
0
0
か
と
い
う
会
議
を
し
ま
し
た
が
、

会
員
数
も
少
な
い
中
、
各
々
の
地
域
で
既
に
計

上
し
て
い
る
状
況
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
ま

ま
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

湯
本
（
草
津
温
泉
観
光
協
会
理
事
）
草
津
温

泉
旅
館
協
同
組
合
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ

特
に
減
免
と
い
う
話
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
群
馬
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合

に
つ
い
て
は
、
今
年
は
徴
収
し
な
い
こ
と
に
し

た
そ
う
で
す
。
県
の
組
合
は
販
売
事
業
が
あ
り
、

割
と
好
調
に
回
っ
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
、
そ

こ
で
な
ん
と
か
カ
バ
ー
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

草
津
の
場
合
は
事
務
局
で
人
を
抱
え
て
い
る
の

で
、
今
の
と
こ
ろ
会
費
に
関
し
て
は
旅
館
組
合

も
観
光
協
会
も
通
常
通
り
の
予
定
で
す
。

福
永
　
ち
な
み
に
阿
寒
の
場
合
は
、
入
湯
税
の

か
さ
上
げ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
今

回
の
緊
急
対
策
に
あ
て
る
と
い
っ
た
動
き
は
あ

り
ま
す
か
。（
注
１
）

山
下
　
入
湯
税
そ
の
も
の
が
前
年
比
75
%
減
く

ら
い
に
な
る
と
み
て
い
ま
す
。
通
常
は
嵩
上
げ

分
と
し
て
4
5
0
0
万
円
く
ら
い
徴
収
で
き
る

予
定
の
税
収
が
1
0
0
0
万
円
を
切
る
の
で
は

と
い
う
状
況
で
す
の
で
、
取
り
組
み
の
優
先
順

位
を
ど
う
つ
け
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。
ま
た
、

ば
、
は
じ
か
れ
る
項
目
が
多

い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
こ
の
あ

た
り
は
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て

い
ま
す
。
今
に
な
っ
て
よ
う

や
く
緩
和
さ
れ
て
、
色
々
な

も
の
が
見
え
て
き
て
い
ま
す
。

山
田
　
熊
本
地
震
の
時
ま
で
、

雇
用
調
整
助
成
金
は
旅
館
で

使
う
の
に
制
限
が
か
か
っ
て

い
ま
し
た
。
今
回
、
旅
館
業

と
し
て
何
か
差
別
さ
れ
た
と

か
、
阻
害
さ
れ
た
と
い
っ
た

釧
路
市
と
の
関
係
で
組
織
の
運
営
費
に
使
っ
て

は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
減
免
の
部

分
を
埋
め
る
形
に
は
な
ら
な
い
で
す
。

福
永
　
鳥
羽
市
で
は
入
湯
税
の
30
％
を
鳥
羽
市

温
泉
振
興
会
に
、
70
％
を
鳥
羽
市
観
光
振
興
基

金
と
し
て
積
み
立
て
る
形
に
し
て
い
ま
す
が
、

入
湯
税
の
使
途
な
ど
は
何
か
議
論
さ
れ
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。（
注
２
）

吉
川
　
今
後
、
鳥
羽
市
観
光
振
興
基
金
の
使
い

方
を
、
鳥
羽
市
温
泉
振
興
会
と
市
で
協
議
し
て

い
こ
う
と
い
う
く
ら
い
で
す
ね
。
親
会
で
ど
こ

ま
で
進
ん
で
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
青
年

部
で
は
そ
う
い
う
話
を
ぶ
つ
け
て
い
こ
う
か
と

い
う
と
こ
ろ
で
す
。

福
永 

鳥
羽
市
の
方
に
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、

自
主
財
源
が
あ
る
こ
と
で
、
国
の
助
成
金
な
ど

が
お
り
る
前
の
早
い
段
階
で
施
策
が
打
て
た
と

い
う
話
も
あ
り
、
組
織
と
連
動
す
る
財
源
の
有

無
に
つ
い
て
も
重
要
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
今
日
の
お
話
の
中
で
気
づ
か
れ
た

こ
と
や
共
有
し
た
い
想
い
な
ど
あ
れ
ば
、
ご
発

言
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

吉
川 

私
が
出
向
し
て
い
る
全
旅
連
青
年
部
に

行
政
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
よ
う
な
方
が
い
て
、

そ
の
方
か
ら
国
の
話
を
色
々
と
聞
く
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
が
、
国
は
補
正
予
算
を
組
ん
だ
り

し
て
多
く
の
予
算
を
つ
け
て
は
い
る
も
の
の
、

県
の
方
で
使
い
方
が
わ
か
ら
ず
、
断
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
う
い

っ
た
と
こ
ろ
を
動
か
す
に
は
、
我
々
業
界
が
声

を
上
げ
て
、
県
に
向
け
て
ど
ん
ど
ん
お
金
を
取

り
に
行
か
な
い
と
動
か
な
い
と
い
う
地
域
性
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
は
み
ん
な
で
情
報
共

有
し
て
、
こ
の
地
域
で
は
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ

て
る
の
で
、
う
ち
の
県
で
も
や
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
形
で
要
望
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　w
ith

コ
ロ
ナ
に
加
え
て
、w

ith

行
政
と
い
う

く
ら
い
の
勢
い
で
手
を
組
ん
で
や
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
今
回
の
危
機
は
乗
り
切
れ
な
い
と
思
う

の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
と
声
を
上
げ
て
、
他
の
地

域
も
見
な
が
ら
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

福
永 

自
治
体
に
よ
る
違
い
や
差
は
、
横
の
つ

な
が
り
が
あ
っ
て
初
め
て
わ
か
る
こ
と
な
の
で
、

温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
で
も
引
き
続
き
、
情

報
交
換
を
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
議
論

は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
今
日
は
お
忙
し
い
中
、
貴

重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※各温泉地の観光協会や旅館組合の担当者による定性的な記録
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温泉旅館（温泉地）が考えるWith／Postコロナ3

感染者数が多かった北海道にある阿寒は３月下旬に
は７割減。草津は4割減、有馬、黒川は５割減。
来訪客のうち、草津は夫婦・カップル客、一人旅、
10-40代、県内客は例年通り。
来訪客のうち、有馬は夫婦・カップル客、一人旅、友人・
同僚同士の小グループが例年通りの割合で、10～20
代の割合が高い。

黒川は５割減、草津、有馬は８割減、由布院は９割以
上減少。
来訪客のうち、夫婦・カップル客、50-70代、県内客が
例年通りの割合で、一人旅、10代、20代、県外客の割
合が高い。（草津）
わずかに動いている観光客はほぼ車を利用しての訪
問。 観光列車に乗るのは、鉄道好きのお客様。 キャン
プ場の利用は好調だが、利用者の大半は緊急事態宣
言が発令されている福岡県からの来訪であるため、営
業休止の判断に。（由布院）
緊急事態宣言以降GWのキャンセルが相次ぐ（草津）

全温泉地で９割以上減少。
来訪客のうち、家族客、夫婦・カップル客、30～40代、
県外客が例年同様の割合、一人旅、友人・同僚、10代、
20代、県内客が例年以上の割合で見られる。（草津）
まちなかはとても閑散としているものの、由布岳登山
口では多くの登山客が訪れるので市が管理する駐車
スペースを閉鎖。郊外の別荘地には県外からの疎開客
が多く、近隣のゴルフ場は普段より人が多い。人目につ
かない場所で行動している人も見られる。（由布院）
外湯も営業しておらず、飲食店も旅館もほぼ休業中。
高速バスも運休の為、日帰り客もほぼいない。ハイキン
グ・登山客がいるくらいの状況。（有馬）

全温泉地で８～９割以上減少。７～８割が休業
宿泊の問合せでは、離れタイプの宿やお部屋への宿泊
ニーズが高い（由布院）

阿寒は8割休業、草津、有馬、鳥羽は7割休業。由布院
は6割休業
来訪客のうち、夫婦・カップル客、一人旅、10-20代、
50-60代の割合が例年比で高い。（草津）
県外客からの問い合わせは増えているが、県境を越え
る移動の自粛要請がまだ続いているので、旅館・ホテ
ルもすぐ再開とはいかず5月末まで様子見していると
ころが多い。（鳥羽）
5月23日、24日は日帰り客が一時的に増加（22日比
較で2割～3割増）。主に県内客で、家族連れが多数。
県外ナンバーの車も、北九州、筑豊、久留米といった比
較的近距離からの車がほとんど。（由布院）
緊急事態宣言が解除され外湯が営業再開してから、
周辺の店舗も少しずつだが営業再開に動いている。

（有馬）

休業状態は温泉地によって異なる（鳥羽：１割休業～、
阿寒：５割休業）
入込客数は前月同様、８～９割以上減少
再開したホテルと休業継続のホテルがそれぞれ。飲食
店としては再開した店舗とお惣菜のみを販売する店
舗もある。休業継続の店舗は徐々に減少。（阿寒）
再開した施設も６月は予約がなかなか入らない状況。
GoToキャンペーンがスタートしたら予約するというお
客様が多いとの話を良く聞く。（鳥羽）
緊急事態宣言解除後、平日はこれまでと同様に閑散と
しているが、週末は日帰り客を中心に少し動きが出て
きた。（由布院）

「愛郷ぐんまプロジェクト『泊まって！応援キャンペー
ン』」の効果で県内客を中心に、少しずつポジティブな
動きが出てきた。（草津）

休業状態は温泉地によって異なる。 （草津・有馬：1割
休業、由布院：2割休業、阿寒：５割休業）
入込客数は前月からやや回復し、7割減となった。
来訪客のうち、家族客、一人旅、10-20代、50-60代、
県内客の割合が例年比で高い。（草津）
6/19の移動自粛解除を受けてか、その週末は一気に
人出が増加。ただし、日帰りのお出かけ感が強く、宿泊
や土産店等での旅行消費額は増えておらず、厳しい状
況にはあまり変化がない。19日から運行を再開した特
急列車は乗車率10％程度と、自家用車での移動がほ
とんど。（由布院）
土日と平日の観光客数の差が大きい。6/19以降に県
外の方が増えた様に感じる。（有馬）
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表 1 ３月下旬から６月下旬にかけての入込客の動向り
ま
す
。
一
応
、
次
期
部
長
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
総
会
な
ど
も
書
面
決
議
で
実

際
に
は
引
継
ぎ
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　
草
津
温
泉
で
は
多
く
の
宿
が
6
月
1
日
か
ら

営
業
を
再
開
し
て
い
て
、
同
時
に
群
馬
県
が
1

人
1
泊
あ
た
り
5
0
0
0
円
割
引
に
な
る
愛
郷

ぐ
ん
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
泊
ま
っ
て
！
応
援
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
群
馬
県

内
の
お
客
さ
ま
が
多
く
来
ら
れ
て
い
る
状
況
で

す
。
た
だ
、
宿
の
方
も
全
開
で
お
客
様
を
受
け

入
れ
ら
れ
る
体
制
で
は
な
く
、
う
ち
も
実
質
半

分
開
け
て
、
宿
泊
容
量
の
半
分
く
ら
い
を
受
け

入
れ
て
い
る
状
態
で
す
。
し
か
し
、
徐
々
に
お

客
様
が
戻
っ
て
い
る
か
な
と
い
う
気
は
し
て
い

ま
す
。

w
ith

コ
ロ
ナ
の
温
泉
地
の

状
況
と
宿
の
対
応

福
永
　
そ
れ
で
は
本
題
に
入
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
３
月
末
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
入
込
客
の
動
向
記
録（
表
1
）の
中
で
も

地
域
に
よ
っ
て
お
客
様
の
動
向
は
違
っ
た
様
子

が
見
え
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
徐
々
に

拡
大
す
る
中
で
の
お
客
様
の
動
向
や
対
応
は
ど

の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
自
粛
期
間
に
入
っ
て
か
ら
は
お
宿
自
体

を
休
館
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
間
に
ど
う
い
っ
た
こ
と
に
取
り

組
ま
れ
た
の
か
、
従
業
員
の
皆
さ
ん
や
取
引
先

へ
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
さ
れ
た
の
か
な
ど
に

つ
い
て
お
話
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

當
谷
　
有
馬
温
泉
は
神
戸
市
内
に
あ
り
、
兵
庫

県
と
大
阪
府
の
間
な
の
で
、
お
客
さ
ま
に
来
て

く
だ
さ
い
と
い
う
の
は
難
し
い
状
況
で
し
た
。

そ
こ
で
若
手
４
人
で
、
お
う
ち
に
い
な
が
ら

V
R
で
温
泉
を
楽
し
め
る
「
有
馬
温
泉
湯
め
ぐ

り
V
R
」
を
始
め
ま
し
た
。
今
は
参
画
施
設
が

8
軒
に
な
り
、
さ
ら
に
草
津
さ
ん
に
も
紹
介
し

て
、
世
界
中
に
配
信
し
ま
し
た
。
日
本
国
内
よ

り
海
外
の
方
に
多
く
見
て
い
た
だ
き
、
海
外
の

マ
ス
コ
ミ
に
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た（
写
真
１
）。

　
ま
た
、
も
と
も
と
夏
祭
り
に
使
う
予
定
だ
っ

た
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
飲
食
店
に
開
放
し
て
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
専
門
で
販
売
す
る
よ
う
に
し
た
と
こ

ろ
、
町
内
の
方
が
た
く
さ
ん
買
い
に
来
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　
有
馬
で
開
催
さ
れ
た
会
議
に
観
光
庁
長
官
が

来
て
い
て
、
私
も
参
加
し
た
の
で
す
が
、
そ
の

時
に
初
め
てG

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
話
を
さ

れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
に
旅
行
会
社
だ
け

で
な
く
、
旅
館
の
直
接
予
約
も
対
象
に
し
て
ほ

し
い
と
交
渉
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
私
の
旅
館
で
は
温
泉
地
ご
と
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
声
優
が
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「
温
泉
む
す
め
」

と
一
番
最
初
に
提
携
し
て
お
り
、
先
方
か
ら
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
な
い
か
と
い
う
提

案
が
あ
っ
た
の
で
共
同
で
行
っ
た
と
こ
ろ
、
1

日
か
か
ら
ず
に
目
標
の
1
0
0
万
円
が
集
ま
り

ま
し
た
。
休
館
中
は
、
休
業
補
償
を
1
0
0
%

払
っ
て
、
従
業
員
の
雇
用
は
全
て
確
保
し
て
い

ま
す
。
そ
の
子
達
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
手
伝
っ

て
く
れ
て
、
森
の
中
に
お
子
様
用
の
小
さ
な
プ

ー
ル
を
作
っ
て
い
ま
す
。
有
馬
で
は
毎
年
夏
に

「
有
馬
涼
風
川
座
敷
」
と
い
う
お
祭
り
を
し
て

い
ま
す
が
、
何
と
し
て
も
実
施
し
た
い
と
い
う

こ
と
で
調
整
し
て
い
ま
す
。

吉
川

　鳥
羽
温
泉
郷
と
し
て
は
4
月
か
ら
原
則

的
に
休
館
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

休
業
要
請
が
出
て
い
て
も
何
軒
か
は
開
け
ざ
る

を
得
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
か
な
り
叩
か
れ
て

い
る
と
い
う
情
報
は
聞
い
て
い
ま
し
た
。
多
分
、

ど
の
温
泉
地
で
も
同
じ
よ
う
な
状
況
が
起
き
て

い
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
当
館
も
4
軒
は
4
月
13
日
か
ら
休
業
し
ま
し

た
が
、
全
室
ス
イ
ー
ト
の
高
級
旅
館
「T

H
E
 

E
A
R
T
H

」
に
つ
い
て
は
、
お
客
様
が
た
く
さ

ん
入
ら
れ
て
い
る
状
況
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

営
業
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ご
く
一
部
、

東
京
な
ど
か
ら
の
お
客
様
で
非
常
に
マ
ナ
ー
の

悪
い
方
が
お
り
、
働
い
て
い
る
従
業
員
が
恐
怖

を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
20
日
か
ら
休

館
に
し
ま
し
た
。

　
や
は
り
企
業
と
し
て
は
営
業
し
て
い
き
た
い

気
持
ち
は
あ
り
ま
す
が
、
従
業
員
を
守
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
面
と
、
地
域
の
目
を
気

に
す
る
と
営
業
は
で
き
な
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

た
だ
し
、
よ
そ
で
営
業
を
続
け
て
い
る
お
宿
は
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
も
ず
っ
と
満
室
だ
っ

た
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
何
が
正
し
か
っ
た
の

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
コ
ロ
ナ
の
対
応
に
つ
い
て
で
す
が
、
あ
り
が

た
い
こ
と
に
雇
用
調
整
助
成
金
が
出
た
の
で
、

当
館
も
従
業
員
に
は
給
料
を
1
0
0
%
補
償
し

て
い
ま
す
。
た
だ
、
情
報
が
不
透
明
な
と
こ
ろ

が
多
く
、
教
育
訓
練
に
つ
い
て
も
、
大
西
さ
ん

の
と
こ
ろ
で
は
実
施
さ
れ
て
い
た
と
父
か
ら
聞

い
て
い
ま
す
が
、
自
治
体
に
よ
っ
て
教
育
訓
練

の
項
目
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
、
何
度
労
働
局

に
電
話
し
て
も
、
他
の
自
治
体
と
は
違
う
答
え

が
返
っ
て
く
る
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
た
だ
、
こ
れ
を
マ
イ
ナ
ス
と
し
て
考
え
る
の

で
は
な
く
、
今
い
る
従
業
員
達
に
ど
う
い
っ
た

も
の
を
提
供
で
き
る
か
に
重
き
を
置
い
て
、
教

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
う
ち
は
本
当
に
生
産
効

率
が
よ
く
な
か
っ
た
の
で
、
マ
ル
チ
化
に
挑
ん

で
ス
キ
ル
を
上
げ
て
も
ら
う
方
向
に
向
か
っ
て

い
ま
す
。

　
取
引
先
な
ど
の
業
者
に
関
し
て
で
す
が
、
ま

ず
は
自
分
の
と
こ
ろ
を
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
、
取
引
先
に
ち
ょ
っ
と
厳
し
い
案
件
を

ぶ
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
場
面
も
あ
り
ま
す

が
、
幸
い
に
も
雇
用
調
整
が
あ
る
の
で
、
「
う

ち
は
こ
う
す
る
け
ど
、
お
た
く
も
こ
の
制
度
を

活
用
し
て
休
業
し
た
ら
ど
う
で
す
か
」
と
提
案

し
ま
し
た
。
最
初
の
う
ち
は
こ
の
助
成
金
制
度

を
知
ら
な
い
企
業
が
す
ご
く
多
か
っ
た
の
で
、

そ
れ
を
伝
え
る
こ
と
で
、
お
互
い
に
そ
ん
な
に

ロ
ス
が
な
い
と
い
う
認
識
が
持
て
ま
し
た
。

設
と
そ
の
他
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
2
〜
3
ヶ
月
は
や
は
り
売
上
が
減
少
し
て
お

り
、
先
の
見
え
な
い
状
況
で
し
た
が
、
6
月
に

入
っ
て
か
ら
は
宿
泊
施
設
の
稼
働
を
取
り
戻
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
よ
う
や
く
少
し

ず
つ
で
す
が
動
き
出
し
た
こ
と
を
実
感
し
て
い

ま
す
。

當
谷
　
私
は
家
族
連
れ
に
特
化
し
た
旅
館
を
1

軒
や
っ
て
お
り
、
4
月
3
日
か
ら
7
月
2
日
ま

で
休
業
予
定
で
す
。
有
馬
温
泉
全
体
の
入
り
込

み
と
し
て
は
、
2
月
は
2
割
、
3
月
は
5
割
、

4
月
は
9
割
以
上
減
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
最

近
、
少
し
ず
つ
お
客
さ
ま
は
戻
っ
て
き
て
い
ま

し
て
、
平
日
は
ま
だ
少
な
い
で
す
が
、
土
日
は

ま
ち
を
歩
く
人
も
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
私

の
旅
館
に
関
し
て
は
7
月
以
降
営
業
を
再
開
し

ま
す
が
、
予
約
は
か
な
り
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。

奥
村
　
私
は
大
和
屋
本
館
と
大
和
屋
別
荘
と
い

う
2
館
を
経
営
し
て
お
り
、
公
的
立
場
と
し
て

は
道
後
温
泉
旅
館
協
同
組
合
の
副
理
事
長
と
い

う
立
場
で
す
。
４
月
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令

さ
れ
る
と
、
４
月
18
日
に
道
後
温
泉
本
館
と
飛

鳥
乃
湯
泉
が
松
山
市
の
方
針
で
休
館
し
ま
し
た
。

旅
館
と
し
て
は
開
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

し
た
し
、
全
面
休
館
に
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
直
前
に
、

市
内
の
病
院
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
た
め
、

道
後
温
泉
本
館
の
休
館
期
間
が
延
び
ま
し
た
が
、

よ
う
や
く
6
月
19
日
に
飛
鳥
乃
湯
泉
と
併
わ
せ

て
再
開
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
か
な
と

い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
私
の
旅
館
も
4
月
19
日
か
ら
5
月
い
っ
ぱ
い

は
休
館
し
、
6
月
は
少
し
ず
つ
再
開
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
道
後
温
泉
は
入
り
込
み
客
の

外
国
人
比
率
が
約
5
%
と
低
い
の
で
、
今
後
の

戻
り
に
は
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

冨
永
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
減
少
も
影
響
を
受
け

ま
し
た
が
、
一
番
厳
し
か
っ
た
の
は
交
通
の
面

で
す
。
東
京
や
関
西
か
ら
の
飛
行
機
の
便
数
が

減
少
し
、
由
布
院
に
来
る
特
急
電
車
や
バ
ス
も

1
日
数
便
と
い
う
状
況
で
し
た
。

　
6
月
19
日
か
ら
ゆ
ふ
い
ん
の
森
号
を
は
じ
め
、

福
岡
か
ら
の
特
急
列
車
が
動
き
出
す
の
で
、
若

干
は
期
待
し
て
い
ま
す
が
、
予
約
状
況
に
関
し

て
は
、
国
のG

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
使
お
う

と
思
わ
れ
て
い
る
お
客
様
が
多
い
と
思
う
の
で
、

現
状
は
お
盆
も
含
め
て
予
約
が
そ
れ
ほ
ど
進
ん

で
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
様
子
見
が
続
い
て
い

る
状
況
で
す
。

武
田
　
黒
川
温
泉
に
は
、
28
か
所
の
温
泉
の
中

か
ら
好
き
な
温
泉
を
3
か
所
選
ん
で
入
浴
で
き

る
入
湯
手
形
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
4

月
18
日
か
ら
5
月
い
っ
ぱ
い
、
ま
ず
湯
め
ぐ
り

の
受
け
入
れ
を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

6
月
1
日
か
ら
再
開
し
た
も
の
の
、
28
軒
の
宿

の
中
で
営
業
を
再
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
半
分

く
ら
い
で
、
今
月
・
来
月
は
開
け
た
り
閉
め
た

り
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
、
完
全
復
活
は

8
月
か
ら
と
い
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
予
約
も
少
な
く
、
6
月
も
土
日
は
少
し
入
れ

ば
い
い
か
な
と
い
う
く
ら
い
で
す
。
南
小
国
町

は
、
7
月
か
ら
熊
本
県
民
向
け
に
1
万
円
で
1

万
5
千
円
分
使
え
る
〝
超
〞「
観
光
」
商
品
券
を

販
売
す
る
と
い
う
発
表
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

近
場
か
ら
の
入
り
込
み
が
少
し
は
増
え
る
か
な

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

田
村
　
私
は
草
津
温
泉
で
小
規
模
の
旅
館
を
経

営
し
て
お
り
、
青
年
部
員
と
し
て
活
動
し
て
お

福
永
　
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
お
集
ま
り
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
3
月
頃
よ
り

国
内
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数
が

増
加
し
、
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
は
緊
急
事

態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
温
泉
地
の
皆
様
に
と
っ

て
は
非
常
に
苦
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
て
い
ら

っ
し
ゃ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
温
泉
地
の
状
況
や
取
り
組
み
、
コ
ロ

ナ
収
束
後
に
向
け
て
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
な
ど
を
共
有
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
最
初
に
自
己
紹
介
と
、
こ
の
2
〜
3
ヶ

月
の
各
温
泉
地
の
状
況
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

大
西
　
弊
社
は
釧
路
市
に
本
社
を
持
ち
、
2
室

か
ら
3
0
0
室
規
模
ま
で
大
小
13
施
設
を
運
営

し
て
い
る
旅
館
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
こ
の
2
〜
3
ヶ
月
の
状
況
で
す
が
、
北
海
道

は
独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
が
1
ヶ
月
早
く
発
表

さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
多
く

を
占
め
て
い
た
中
国
の
お
客
様
が
減
少
し
、
か

な
り
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
現

在
も
感
染
者
数
が
恒
常
的
に
発
生
し
て
い
る
と

と
も
に
、
北
海
道
は
飛
行
機
を
使
っ
て
来
て
く

だ
さ
る
方
が
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
し
ば
ら
く

苦
し
い
状
態
が
続
く
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
弊
社

の
施
設
は
大
体
、
今
月
か
ら
徐
々
に
営
業
再
開

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

吉
川
　
私
ど
も
は
三
重
県
内
に
6
軒
の
宿
泊
施

　
ま
た
、
全
国
的
に
も
ビ
ッ
フ
ェ
好
き
の
お
客

様
が
多
い
と
い
う
事
情
も
あ
り
ま
す
。
弊
社
で

も
考
え
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
お
客

様
の
ご
意
見
に
立
ち
戻
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

り
ま
し
た（
図
1
）。
そ
の
結
果
、
感
染
対
策
を

し
た
う
え
で
ビ
ッ
フ
ェ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

と
い
う
こ
と
が
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
新
ビ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル

と
銘
打
ち
、
ト
ン
グ
を
使
用
し
な
い
な
ど
新
し

い
ビ
ッ
フ
ェ
を
考
え
ま
し
た
。
現
場
は
大
変
で

す
が
、
大
皿
と
違
う
表
現
力
が
必
要
に
な
る
た

め
、
調
理
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
て
い

る
と
い
う
声
も
聞
い
て
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
、
吉
川
さ
ん
が
お
話
し
さ
れ
た
よ
う

に
弊
社
も
研
修
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
が
、
き

ち
ん
と
始
め
た
の
は
6
月
く
ら
い
で
し
た
。
ス

タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
っ
て
し
ま

っ
て
い
た
の
で
、
研
修
に
し
て
会
社
に
来
て
仕

事
に
触
れ
る
と
い
う
だ
け
で
、
ず
い
ぶ
ん
顔
つ

き
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
も
感
じ
、
よ
か
っ
た

な
と
思
い
ま
す
。
あ
と
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
面

談
な
ど
も
し
ま
し
た
が
、
こ
う
い
う
機
会
だ
か

ら
こ
そ
で
き
た
新
し
い
取
り
組
み
を
色
々
と
学

ぶ
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

田
村
　
緊
急
事
態
宣
言
が
出
て
、
休
業
す
る
か

し
な
い
の
か
は
皆
さ
ん
苦
渋
の
選
択
を
迫
ら
れ

て
い
ま
し
た
し
、
行
政
の
指
示
を
仰
い
で
足
並

み
を
揃
え
る
の
は
本
当
に
難
し
い
こ
と
だ
と
い

う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
群
馬
県
か
ら
の
休

業
要
請
を
い
た
だ
い
て
、
休
業
に
踏
み
切
れ
た

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
ギ
リ
ギ

リ
ま
で
5
月
の
連
休
の
お
客
様
を
ど
う
し
よ
う

と
い
う
の
が
、
皆
さ
ん
の
悩
み
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
含
め
て
、
各
お
宿
が

各
々
の
考
え
で
す
る
こ
と
が
正
し
い
も
正
し
く

な
い
も
な
く
、
常
連
さ
ん
に
予
約
を
い
た
だ
い

て
い
る
か
ら
開
け
る
と
い
う
の
も
正
解
だ
と
思

い
ま
す
し
、
常
連
さ
ん
に
も
し
も
の
こ
と
が
あ

っ
た
ら
困
る
か
ら
休
業
す
る
の
も
ま
た
正
解
だ

と
思
う
の
で
、
各
々
が
一
つ
一
つ
の
こ
と
を
そ

れ
ぞ
れ
考
え
ら
れ
た
の
が
収
穫
か
な
と
思
い
ま

す
。

　w
ith

コ
ロ
ナ
と
い
う
こ
と
で
は
、
早
い
段
階

か
ら
動
か
れ
て
い
た
有
馬
の
V
R
も
、
日
頃
か

ら
交
流
が
あ
っ
た
の
で
気
に
は
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
有
馬
さ
ん
か
ら
お
誘
い
い
た
だ
い
た
の

で
、
草
津
か
ら
有
志
で
5
軒
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
後
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
宣
伝
に
も
な
る
の
か
な
と
思
い
、

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
非
常
に
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　
群
馬
県
も
地
元
に
近
い
お
客
様
か
ら
と
い
う

こ
と
で
、
4
0
0
0
円
を
県
、
1
0
0
0
円
を

宿
が
負
担
す
る
5
0
0
0
円
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ

ク
の
県
民
割
引
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
群
馬
県

は
あ
ま
り
災
害
も
な
い
の
で
、
ふ
っ
こ
う
割
を

使
っ
た
経
験
も
そ
れ
ほ
ど
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

ほ
ぼ
初
め
て
、
大
盤
振
る
舞
い
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

　G
o T
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キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
送
客

手
数
料
が
利
益
を
圧
迫
し
て
い
る
と
い
っ
た
提

言
を
全
旅
連
青
年
部
が
国
に
し
て
い
る
と
い
う

話
も
知
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
こ
う
い
っ
た
こ

と
が
群
馬
県
に
も
伝
わ
っ
て
い
れ
ば
、
直
販
の

み
を
対
象
と
す
る
と
い
う
形
の
方
が
お
宿
と
し

て
は
助
か
っ
た
の
か
な
と
い
う
気
も
し
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
こ
と
も
今
後
の
課
題
に
な
っ
て

い
く
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
雇
用
調
整
助
成
金
に
関
し
て
は
、
う
ち
は
小

規
模
旅
館
な
の
で
従
業
員
は
他
に
本
業
が
あ
り
、

忙
し
い
時
に
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
来
る
方

が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
お
見
舞
金
と
い
っ
た
形

で
出
し
ま
し
た
。

奥
村
　
道
後
温
泉
に
つ
い
て
は
5
月
オ
ー
プ
ン

予
定
だ
っ
た
旅
館
の
開
業
が
7
月
に
延
期
さ
れ

た
り
、
一
部
、
夕
食
を
ビ
ッ
フ
ェ
に
切
り
替
え

た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
大
き
な
打

撃
を
受
ま
し
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
と
同
時
に

道
後
温
泉
本
館
と
飛
鳥
乃
湯
泉
が
休
館
し
た
後

は
、
宿
泊
施
設
も
休
業
す
る
と
こ
ろ
は
休
業
す

る
と
い
う
形
で
、
あ
ま
り
ば
ら
つ
き
が
目
立
つ

感
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
よ
う
や
く
明

日
、
県
を
ま
た
い
だ
移
動
自
粛
が
解
除
さ
れ
、

道
後
温
泉
本
館
も
再
開
し
ま
す
が
、
愛
媛
県
は

１
人
１
泊
あ
た
り
6
0
0
0
円
以
上
の
県
内
宿

泊
旅
行
を
予
約
し
た
場
合
に
、
5
0
0
0
円
を

割
引
す
る
「
県
内
宿
泊
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
ま
す
が
、
も
う
か
な
り
予
約
が
入
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
宿
泊
客
でP

ayP
ay

を
使
っ
て
支
払

い
を
す
る
人
に
は
１
人
1
0
0
0
円
を
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
す
る
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
7

月
1
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。
1
0
0
0
円
の
う

ち
30
%（
3
3
3
円
）は
宿
の
負
担
で
、
子
ど
も

が
泊
ま
っ
た
場
合
は
さ
ら
に
1
0
0
0
円
キ
ャ

ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
部
分
の
宿

の
負
担
は
な
し
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
と
し
て
は
松
山
市
産
業
経
済
部
や
商
店
街

の
理
事
長
と
話
を
し
た
り
、
市
内
の
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、

税
金
を
投
入
す
る
に
あ
た
っ
て
、
市
民
や
県
民

の
皆
さ
ん
の
納
得
感
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
気
を

つ
け
な
が
ら
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
自
分
の
宿
に
つ
い
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
て
丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
と
、

も
と
も
と
変
え
る
予
定
に
し
て
い
た
予
約
シ
ス

テ
ム
の
導
入
と
訓
練
に
費
や
す
こ
と
が
で
き
た

の
で
、
不
幸
中
の
幸
い
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。

　
雇
用
調
整
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
私
ど
も
は

か
な
り
前
か
ら
、
パ
ー
ト
で
も
長
く
働
い
て
下

さ
っ
て
い
る
方
に
は
雇
用
保
険
を
か
け
て
い
た

の
で
正
社
員
で
1
0
0
%
、
パ
ー
ト
さ
ん
で
も

雇
用
保
険
に
入
っ
て
い
る
方
に
は
か
な
り
の
割

合
の
額
を
お
支
払
い
し
ま
し
た
。
制
度
が
非
常

に
複
雑
と
い
う
こ
と
で
、
従
来
給
与
計
算
な
ど

で
お
願
い
し
て
い
る
社
労
士
で
は
な
く
、
国
や

官
庁
の
情
報
が
入
手
で
き
る
よ
う
な
方
に
も
お

手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
実
際
に
は
、
い
わ
ゆ
る
恒
常
労
働

で
は
な
く
、
か
つ
事
前
計
画
に
も
な
い
雇
用
調

整
助
成
金
を
出
す
と
い
う
こ
と
に
労
働
局
の
事

務
が
追
い
付
け
な
い
、
対
応
で
き
な
い
と
い
う

状
況
が
見
て
と
れ
ま
し
た
。
今
後
、
サ
ー
ビ
ス

業
の
い
わ
ゆ
る
シ
フ
ト
制
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
助
成
の
仕
方
を
す
る
の
か
、
そ
も
そ
も
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
出
勤
管
理
を
デ
ジ

タ
ル
化
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
を
簡
単

に
拾
え
る
仕
組
み
が
で
き
る
と
い
い
の
か
と
思

い
ま
す
。

福
永
　
奥
村
さ
ん
の
お
宿
で
は
年
末
か
ら
、
顔

認
証
に
よ
る
入
退
室
管
理
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実

験
を
さ
れ
て
い
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
お

話
を
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す
か
。

奥
村
　
私
が
実
家
の
旅
館
に
戻
っ
て
7
〜
8
年

　
私
は
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合

連
合
会
青
年
部
（
以
下
、
全
旅
連
青
年
部
）
に

出
向
し
て
い
て
月
1
回
、
常
任
理
事
会
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
集
ま
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

ウ
ェ
ブ
を
使
っ
た
会
議
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ス
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
い

う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
き
っ
か
け
の
一

つ
に
も
な
っ
た
の
で
、
今
と
な
っ
て
は
プ
ラ
ス

に
な
っ
た
部
分
も
あ
っ
た
の
か
な
と
捉
え
て
い

ま
す
。

山
田
　
雇
用
調
整
助
成
金
は
当
初
、
あ
る
け
ど

使
い
に
く
い
等
、
色
々
な
声
を
聞
き
ま
し
た
が
、

現
場
で
活
用
し
よ
う
と
す
る
際
は
大
変
で
し
た

か
。

吉
川
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
1
週
間
く
ら
い
で
変
わ

り
、
助
成
の
対
象
も
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
大

変
で
し
た
。
社
労
士
さ
ん
や
労
働
局
の
方
に
も

お
話
は
聞
い
た
の
で
す
が
、
厚
労
省
が
決
め
た

情
報
が
末
端
ま
で
届
い
て
お
ら
ず
、
何
が
本
当

の
情
報
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
本
音
で
し

た
。
教
育
訓
練
に
関
し
て
も
自
治
体
に
よ
っ
て

は
何
を
や
っ
て
も
通
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
れ

よ
う
な
こ
と
は
感
じ
ま
し
た
か
。

吉
川
　
差
別
と
い
う
の
は
感
じ
な
か
っ
た
で
す

が
、
一
番
最
初
に
雇
用
調
整
助
成
金
が
出
た
時

の
提
出
資
料
の
作
成
が
大
変
で
し
た
。
休
み
が

決
ま
っ
て
い
る
工
場
の
よ
う
な
と
こ
ろ
は
い
い

で
す
が
、
24
時
間
3
6
5
日
営
業
の
会
社
の
場

合
、
一
人
一
人
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
か
ら
勤
務
時

間
を
拾
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
の
で
。
苦

労
し
た
の
は
、
そ
れ
く
ら
い
で
し
た
か
ね
。

大
西
　
資
料
を
ご
覧
い
た
だ
き
な
が
ら
お
話
し

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
阿
寒
湖
温
泉
の
状
況
で
す
が
、
2
月
に
北
海

道
が
先
駆
け
て
実
施
し
た
休
業
要
請
の
時
に
は

休
業
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た

が
、
全
国
の
緊
急
事
態
宣
言
が
出
て
か
ら
は
ほ

と
ん
ど
の
宿
泊
施
設
や
商
店
が
休
業
し
、
5
月

に
は
ほ
と
ん
ど
売
上
が
な
か
っ
た
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
し
た
。

　
2
0
0
4
年
か
ら
私
た
ち
は
「
ア
イ
ヌ
文
化

で
彩
ら
れ
た
国
際
リ
ゾ
ー
ト
」
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
を
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
大
き
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
だ
っ
た
夜
の
森
を
ア
イ
ヌ
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

ト
で
楽
し
ん
で
も
ら
う
「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
も
、
今
年
は
残
念
な
が
ら
中
止

に
な
り
ま
す
。
北
海
道
は
大
通
公
園
の

「
Y
O
S
A
K
O
I
ソ
ー
ラ
ン
祭
」
や
「
さ
っ

ぽ
ろ
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
ト
」
な
ど
も
全
部
中
止

に
な
り
ま
す
。
雪
ま
つ
り
も
縮
小
開
催
が
先
日

発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
や
っ
て
い
た
だ
け
る
だ

け
で
も
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。
阿
寒
湖
温

泉
で
も
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
の
代
わ
り
と
し
て
、
コ

ロ
ナ
か
ら
の
回
復
を
祈
る
、
な
る
べ
く
三
密
を

避
け
る
よ
う
な
水
上
イ
ベ
ン
ト
「
カ
ム
イ
へ
の

祈
り
」
を
実
施
し
よ
う
と
町
で
も
動
き
始
め
た

と
こ
ろ
で
す
（
写
真
2
）。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
頼
っ
て
き
た
と
こ
ろ
も
あ

る
北
海
道
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
が
、
阿
寒
湖
温
泉

に
関
し
て
は
、
も
と
も
と
世
界
中
か
ら
不
特
定

多
数
の
お
客
様
を
集
め
る
と
い
う
よ
り
は
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
て
、
環
境
に

対
す
る
意
識
が
高
く
、
地
域
で
の
消
費
額
が
高

い
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
数
を
絞
っ
て
誘
致
し
て
い
こ

う
と
い
う
想
い
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
し

た
。
こ
の
考
え
方
は
コ
ロ
ナ
後
に
お
い
て
も
大

き
な
転
換
は
必
要
と
し
な
い
か
な
と
思
い
ま
す

の
で
、
自
然
や
文
化
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

　
皆
様
の
地
域
で
も
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
阿
寒
湖
温
泉
で
は
N
P
O
法
人
阿

寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
が
中
心
と

な
っ
て
私
た
ち
民
間
事
業
者
と
一
緒
に
国
立
公

園
内
で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
宿
の
感
染
対
策
に
つ
い
て
は
業
界

団
体
で
共
有
さ
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
お
客
様
の
導
線
に
沿
っ
て
、

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
変
更
を
し
て
お
り
ま
す
。

星
野
リ
ゾ
ー
ト
さ
ん
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ

と
も
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
う
し
た
動

画
で
案
内
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
少
し
面
白
い
取
り
組
み
と
し
て
は
、
ア
イ
ヌ

コ
タ
ン
の
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
お
願
い
し
て
、

ア
イ
ヌ
文
様
が
入
っ
た
パ
ー
テ
ィ
ー
シ
ョ
ン
を

作
っ
た
り
、
菅
官
房
長
官
が
ア
イ
ヌ
文
様
の
マ

ス
ク
を
着
け
て
少
し
話
題
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
ス
タ
ッ
フ
に
ア
イ
ヌ
文
様
の
マ
ス
ク
を

着
用
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

対
策
が
か
な
り
長
期
に
渡
り
そ
う
な
の
で
、
な

る
べ
く
お
客
様
に
緊
張
感
を
与
え
な
い
よ
う
な

感
染
対
策
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
が
苦
し
ん
で
い
る
の
は
ビ
ッ
フ
ェ
の

問
題
で
す
。
最
初
に
名
指
し
で
「
ビ
ッ
フ
ェ
は

避
け
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
で
、
業

界
全
体
の
問
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
北
海
道
は

特
に
大
型
施
設
が
多
い
の
で
、
食
事
提
供
の
変

更
が
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

け
れ
ば
末
端
の
組
合
員
、
協
会
員
に
も
影
響
が

及
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
最
低
限
の
事
務
所
の
家
賃
と
人
件
費
し
か
払

え
ま
せ
ん
の
で
、
組
合
費
や
協
会
費
で
運
営
し

て
い
る
来
期
の
牛
喰
い
絶
叫
大
会
、
ゆ
ふ
い
ん

音
楽
祭
や
湯
布
院
映
画
祭
は
実
施
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
を
明
確
に
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
由
布
院
温
泉
旅
館
組
合
と
由
布
院
温

泉
観
光
協
会
は
そ
れ
ぞ
れ
事
務
所
を
持
っ
て
運

営
し
て
い
ま
し
た
が
、
5
月
か
ら
由
布
院
駅
前

に
合
同
事
務
所
を
設
置
し
、
ひ
と
つ
屋
根
の
下

で
事
務
局
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
草
津
や
道
後
で
も
導
入
さ
れ
て
い
た

応
援
割
で
す
が
、
大
分
県
も
「
大
分
県
民
向
け

旅
館
ホ
テ
ル
応
援
割
」
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

6
0
0
0
万
円
の
予
算
で
1
万
2
千
泊
分
出
ま

し
た
が
、
6
月
1
日
に
発
売
を
開
始
し
て
1
時

間
で
全
て
売
り
切
れ
ま
し
た
。
た
だ
問
題
は
、

特
定
の
O
T
A
経
由
の
予
約
の
み
が
対
象
で
、

そ
こ
に
加
盟
協
力
し
て
い
な
い
小
規
模
旅
館
は

利
用
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

組
合
に
加
盟
し
て
い
な
い
と
利
用
で
き
な
い
等
、

色
々
と
制
約
が
あ
り
、
一
瞬
で
売
り
切
れ
ま
し

た
が
、
効
果
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
り
ま
す
。

大
分
県
は
予
算
も
倍
増
し
て
第
2
弾
を
や
る
と

い
う
の
で
、
そ
の
際
に
は
十
分
こ
の
問
題
を
考

慮
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
的
な
こ
と
で
は
、
由
布
院
町
内
の
特
産

品
を
集
め
た
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
や
、
未
来

の
宿
泊
券
な
ど
を
検
討
中
で
す
。
膝
を
つ
き
合

わ
せ
て
飲
ん
で
な
ん
ぼ
の
町
で
す
か
ら
、
何
よ

り
も
辛
か
っ
た
の
は
、
仲
間
と
会
え
な
い
、
飲

め
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
が
一
番
、

勢
い
を
止
め
る
要
因
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

武
田
　
組
合
と
し
て
は
、
町
か
ら
話
し
合
い
の

場
に
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
町
か

ら
は
4
月
下
旬
か
ら
6
月
15
日
ま
で
の
間
に
30

日
間
休
ん
だ
ら
、
1
事
業
所
に
つ
き
1
0
0
万

円
を
補
助
す
る
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

黒
川
温
泉
も
休
業
す
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
き
て
、

4
月
は
半
分
以
上
が
休
業
し
、
5
月
は
ほ
ぼ
全

て
休
業
し
て
い
た
感
じ
で
す
。
先
ほ
ど
言
っ
た

よ
う
に
熊
本
県
民
に
1
万
円
で
1
万
5
0
0
0

円
の
券
を
発
売
し
ま
す
し
、
6
月
1
日
に
は
ま

ず
町
民
の
方
た
ち
に
お
金
を
使
っ
て
も
ら
お
う

と
、
1
万
円
で
1
万
5
0
0
0
円
分
に
な
る

〝
超
〞
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
し
た
の
で
、

そ
れ
が
こ
れ
か
ら
動
く
か
な
と
い
う
と
こ
ろ
で

す
。

　
ま
た
、
お
客
さ
ん
が
減
っ
た
の
で
、
組
合
で

は
手
が
空
い
て
い
る
人
た
ち
で
看
板
の
ペ
ン
キ

を
塗
っ
た
り
、
植
樹
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ご
自
宅
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
黒

川
温
泉
の
入
浴
剤
を
ま
ず
熊
本
県
の
看
護
師
会

に
送
り
、
福
岡
か
ら
の
お
客
さ
ん
も
多
い
の
で

福
岡
県
の
看
護
師
会
に
も
送
り
、
黒
川
温
泉
に

バ
ス
を
走
ら
せ
て
下
さ
る
福
岡
の
バ
ス
の
運
転

手
さ
ん
に
も
送
り
ま
し
た
。

　
あ
と
は
週
に
1
回
集
ま
っ
て
会
議
を
し
て
、

雇
用
調
整
助
成
金
の
勉
強
を
し
た
り
、
E
C
サ

イ
ト
を
立
ち
上
げ
て
入
浴
剤
や
各
宿
の
タ
オ
ル

な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
、
コ
ロ
ナ

対
策
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
を
し
た
り
、
各
宿
で

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
ど
う
い
っ
た
対
応
を

し
て
い
る
か
と
い
う
共
有
を
し
て
い
ま
す
。

　
6
月
か
ら
湯
め
ぐ
り
の
受
け
入
れ
を
再
開
し

た
の
で
す
が
、
も
し
感
染
者
が
出
た
時
に
連
絡

手
段
が
な
い
と
困
り
ま
す
の
で
、
そ
の
都
度
名

前
と
電
話
番
号
、
出
身
県
を
書
い
て
い
た
だ
き
、

1
ヶ
月
程
度
情
報
を
保
管
す
る
と
い
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　
あ
と
、
ス
マ
ホ
ひ
と
つ
で
3
6
0
度
で
温
泉

気
分
を
味
わ
え
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
か
ら
だ
は

お
う
ち
　
こ
こ
ろ
は
温
泉
　
名
湯
「
ス
マ
ホ

湯
」」を
町
が
作
っ
て
く
れ
て
、
メ
デ
ィ
ア
に
取

り
上
げ
ら
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。

p
o
st

コ
ロ
ナ
を

見
据
え
た
お
宿
の
あ
り
方

福
永
　
コ
ロ
ナ
を
経
験
し
た
消
費
者
の
旅
行
に

対
す
る
意
識
も
少
し
ず
つ
変
化
が
生
じ
て
い
ま

す
。
世
の
中
の
流
れ
を
見
な
が
ら
お
宿
と
し
て

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
一
方
で
コ
ロ
ナ
を
経
験
し

た
か
ら
こ
そ
、
人
と
会
う
こ
と
や
旅
行
に
行
く

こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
て
い
る
消
費

者
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
お
宿
と
し
て
、
変
え

る
べ
き
こ
と
と
変
え
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
あ
た
り
は
ど
の
よ

う
に
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

　
ま
た
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
を
た
だ
乗
り
切
る
だ

け
の
も
の
と
し
て
捉
え
る
の
か
、
も
し
く
は
自

分
た
ち
や
旅
行
者
の
意
識
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス

と
し
て
捉
え
る
か
で
、
対
応
も
変
わ
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
、
皆

さ
ん
が
お
感
じ
に
な
ら
れ
た
こ
と
を
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

武
田
　
う
ち
は
6
月
13
日
に
営
業
を
再
開
し
て
、

数
組
し
か
お
客
様
と
関
わ
る
機
会
が
な
か
っ
た

の
で
、
ト
ラ
イ
&
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
し
な
が
ら

色
々
と
試
し
て
い
く
し
か
な
い
の
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
何
を
ど
う
し
た
い
と
い
う
の

が
な
く
、
細
か
い
こ
と
か
ら
言
え
ば
料
理
の
出

し
方
を
ど
う
し
よ
う
か
と
い
う
く
ら
い
で
す
が
、

食
事
は
個
室
対
応
な
の
で
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
変

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
、
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
常

連
さ
ん
が
多
い
の
で
、
気
負
わ
ず
に
「
ど
う
で

す
か
」
と
聞
き
な
が
ら
、
調
整
し
て
い
け
た
ら

い
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

奥
村
　
私
ど
も
の
宿
も
国
の
方
向
性
が
出
る
た

び
に
休
業
期
間
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
が
、
5
月

1
日
ま
で
休
館
と
書
い
て
貼
り
出
し
て
い
た
ら
、

地
元
の
方
の
中
に
は
自
粛
警
察
の
よ
う
な
方
も

い
て
、
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
開
け
る
ん

で
す
か
。
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
ら
、
ど
う

責
任
を
取
る
ん
で
す
か
。
」
と
い
っ
た
メ
ー
ル

が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ス
ペ
イ
ン
も
入
国
を
緩
和
し
た
と
こ
ろ
、
ド

イ
ツ
人
が
来
て
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
が
、
宿
の
営
業
を
再
開
し
て
ビ
ッ
フ
ェ
を

再
開
し
て
も
外
国
人
観
光
客
は
気
に
せ
ず
利
用

す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
日

本
人
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
例
え
ば
妻
の
友
人

の
中
に
は
、
狂
牛
病
が
発
生
し
た
時
か
ら
牛
肉

を
食
べ
な
く
な
っ
た
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、

清
潔
感
や
ル
ー
ル
を
重
視
す
る
方
も
多
く
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
で
は
、
ビ
ッ
フ
ェ
な
ど
を
全

部
や
め
て
、
ワ
ク
チ
ン
が
で
き
た
後
に
も
う
一

度
戻
す
の
か
と
。
効
率
が
ど
う
と
い
う
だ
け
で

は
な
く
、
ビ
ッ
フ
ェ
が
好
き
だ
か
ら
宿
に
泊
ま

り
に
来
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

私
ど
も
の
施
設
で
は
、
食
事
は
食
事
処
で
と
る

形
で
し
た
が
、
6
月
に
再
開
し
て
か
ら
は
ほ
ぼ

に
な
り
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
遅
れ
て
い
た

の
で
、
シ
ス
テ
ム
会
社
さ
ん
と
連
携
し
て
、
チ

ェ
ッ
ク
イ
ン
・
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
時
の
顔
認
証

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
実
験
し
ま
し
た
。
入
口
に

カ
メ
ラ
が
あ
る
と
監
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
雰

囲
気
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
、
カ
メ

ラ
を
内
蔵
し
た
ド
ア
を
作
り
、
不
自
由
が
な
か

っ
た
か
、
く
つ
ろ
ぎ
に
来
た
の
に
雰
囲
気
が
壊

れ
な
か
っ
た
か
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
条
件
に
、
通
常
よ
り
３
割

ほ
ど
安
く
し
た
宿
泊
プ
ラ
ン
を
販
売
し
ま
し
た
。

B
luetooth

に
よ
る
無
線
の
解
錠
シ
ス
テ
ム
を

使
っ
て
い
て
、
不
具
合
も
あ
っ
た
り
し
ま
し
た

が
、
有
線
で
も
必
ず
し
も
全
て
う
ま
く
動
く
訳

で
は
な
い
よ
う
で
す
。
う
ち
は
フ
ロ
ン
ト
の
受

付
か
ら
、
部
屋
の
開
閉
ま
で
成
立
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
取
材
も
さ
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ
実

験
段
階
な
の
で
、
今
後
も
進
め
て
い
く
か
は
検

討
中
で
す
。

福
永
　
今
回
の
コ
ロ
ナ
を
受
け
て
、
道
後
温
泉

の
他
の
お
宿
さ
ん
の
関
心
は
高
ま
り
そ
う
で
す

か
。

奥
村
　
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。
キ
ー
レ
ス
に
つ

い
て
は
静
脈
、
指
紋
、
虹
彩
な
ど
色
々
な
方
法

が
あ
り
ま
す
が
、
顔
認
証
は
非
接
触
が
成
立
す

る
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
す
る
と

思
い
ま
す
。

冨
永
　
大
分
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組

合
か
ら
全
県
に
対
し
て
休
業
要
請
が
来
た
の
で

す
が
、
補
償
が
伴
わ
な
い
た
め
に
色
々
な
苦
情

も
あ
っ
た
よ
う
で
、
由
布
院
と
し
て
は
自
己
判

断
で
お
願
い
し
ま
す
と
言
い
ま
し
た
。
宿
も
商

店
も
時
間
が
で
き
た
の
で
、
由
布
院
は
観
光
地

で
は
な
く
保
養
温
泉
地
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

も
う
一
度
認
識
す
る
た
め
、
み
ん
な
で
た
く
さ

ん
花
を
植
え
ま
し
た
（
写
真
3
）。

　
ま
た
、
感
染
拡
大
の
防
止
対
策
を
徹
底
す
る

こ
と
が
何
よ
り
も
安
心
安
全
の
P
R
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
感
染
拡
大
防
止

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
た
他
、
旅
館
組
合
で

マ
ス
ク
や
消
毒
液
や
客
室
内
の
噴
霧
器
な
ど
を

一
括
購
入
し
て
各
旅
館
に
安
く
提
供
す
る
と
い

っ
た
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。

　
金
融
機
関
の
融
資
や
雇
用
調
整
助
成
金
は
わ

か
り
づ
ら
い
と
い
う
声
も
非
常
に
多
か
っ
た
の

で
、
旅
館
組
合
主
催
で
、
説
明
会
・
個
別
相
談

会
を
何
度
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
年
に
関
し
て
は
、
95
軒
の
旅
館
組

合
員
、
3
0
0
軒
の
観
光
協
会
員
か
ら
組
合
費

や
協
会
費
を
い
た
だ
く
の
は
難
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
、
そ
う
す
る
と
行
政
か
ら
の
補

助
金
は
ま
っ
た
く
い
た
だ
か
ず
に
運
営
し
て
い

る
我
々
は
事
務
運
営
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
今
後
、G

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
は

じ
め
と
し
た
事
業
を
実
施
す
る
と
な
る
と
、
そ

の
窓
口
と
な
る
地
元
の
旅
館
組
合
や
観
光
協
会

な
ど
に
負
担
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
事

務
所
の
経
営
も
難
し
い
、
人
件
費
も
削
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
中
で
の
負
担
増
に
対
し
て
、
し

っ
か
り
と
補
助
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
を

国
も
含
め
て
強
く
訴
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う

地
域
の
核
と
な
る
組
織
が
し
っ
か
り
機
能
し
な

お
客
様
か
と
思
い
ま
す
。
お
客
様
の
感
覚
も
、

ま
た
時
が
経
て
ば
戻
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て
は
、
う
ち
の
旅
館

も
多
か
っ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
、
か
と
い

っ
て
英
語
表
記
に
変
え
た
り
食
事
を
変
え
る
こ

と
は
な
く
、
う
ち
の
ス
タ
イ
ル
で
泊
ま
り
た
い

外
国
人
の
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
し
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
今
後
も
大

き
く
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
よ
り

一
層
、
安
心
安
全
に
対
す
る
意
識
は
高
く
な
っ

た
か
な
と
思
い
ま
す
。

大
西
　
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
は
大
変
な
第
2
波
、

第
3
波
が
来
な
け
れ
ば
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

に
は
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
状

の
社
会
変
化
で
は
大
き
く
人
間
の
価
値
観
が
変

わ
る
と
い
う
よ
り
、
も
と
も
と
進
む
べ
き
方
向

に
進
ん
で
い
る
も
の
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
特

に
働
き
方
で
あ
っ
た
り
、
日
常
生
活
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
は
大
き
く
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
、
オ
ン
ラ
イ
ン
面
接
を
や
っ
て
み
た
ら
、

全
国
か
ら
応
募
が
来
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

「
鶴
雅
な
ん
て
聞
い
た
こ
と
も
な
い
で
し
ょ

う
」
と
い
う
と
、「
聞
い
た
こ
と
は
な
い
が
企

業
理
念
や
地
域
貢
献
な
ど
に
つ
い
て
記
事
を
見

て
知
っ
て
参
加
し
た
」
と
い
う
こ
と
で
、
半
数

近
く
が
道
外
の
方
で
し
た
。
人
材
の
多
様
性
を

高
め
る
た
め
に
も
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
強

い
社
員
を
採
用
す
る
に
し
て
も
、
今
後
も
続
け

て
い
き
た
い
で
す
。

　
あ
と
は
世
の
中
の
流
れ
と
し
て
、
動
画
に
対

す
る
抵
抗
が
な
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
る
の
で
、

サ
ー
ビ
ス
に
使
っ
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

色
々
な
自
動
化
の
取
り
組
み
が
後
押
し
さ
れ
る

か
な
と
。
お
客
様
も
サ
ー
ビ
ス
す
る
側
も
「
お

も
て
な
し
は
人
の
手
で
や
る
べ
き
」
と
思
っ
て

い
た
こ
と
が
生
産
性
を
高
め
る
上
で
足
か
せ
に

な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
今
は
コ

ロ
ナ
だ
か
ら
仕
方
な
い
よ
ね
と
い
う
感
覚
で
変

え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
奥
村
さ

ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
顔
認
識
の
よ
う
な
も
の
も

抵
抗
感
が
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　
感
染
対
策
の
た
め
の
設
備
を
導
入
す
る
際
に
、

北
海
道
庁
や
経
済
産
業
局
か
ら
補
助
金
を
受
け

ら
れ
る
の
で
す
が
、
今
A
I
付
き
の
サ
ー
モ
グ

ラ
フ
ィ
の
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

機
に
A
I
の
機
能
を
勉
強
し
て
お
り
、
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
良
い
き
っ

か
け
に
な
っ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
み
な
さ
ん
お
互
い
に
聞
い
て
み
た
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

大
西
　
奥
村
さ
ん
の
お
宿
で
実
施
さ
れ
た
顔
認

証
は
、
客
室
に
入
っ
た
り
、
館
内
で
消
費
す
る

の
に
使
え
る
の
で
す
ね
。

奥
村
　
ま
だ
全
部
は
で
き
て
な
い
の
で
す
が
、

お
客
様
の
満
足
度
の
向
上
と
業
務
の
効
率
化
を

両
立
す
る
「
お
も
て
な
し
マ
ス
タ
ー
」
と
い
う

の
を
作
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
定
の
範
囲

の
中
で
、
解
錠
や
決
済
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
・
ア

ウ
ト
を
顔
認
証
で
で
き
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

た
だ
、
旅
館
や
旅
館
系
ホ
テ
ル
は
建
て
増
し
を

し
た
り
し
て
い
て
、
工
場
の
よ
う
に
作
ら
れ
て

い
な
い
の
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
自
動
化

が
難
し
い
で
す
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
の
作
業
を

連
動
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
、
中
規
模
・
大
型
旅

館
だ
と
働
い
て
い
る
人
数
も
多
い
の
で
、
課
金

的
な
端
末
を
持
た
せ
る
と
ず
っ
と
お
金
を
払
っ

て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
の

館
で
や
っ
て
い
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
変
え
ず

に
何
を
ど
う
自
動
化
す
る
か
が
重
要
で
、
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
は
お
も
て
な
し
で
、
ワ
ー
ク
ウ

ェ
ア
は
最
先
端
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
す
る
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
完
成
品
を
納
品
さ
れ
る
の
で
は

な
く
、
う
ち
で
実
験
し
て
い
い
で
す
よ
と
い
う

こ
と
で
、
顔
認
証
の
ほ
か
に
指
認
証
の
実
験
も

行
い
ま
し
た
し
、
ド
ア
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
て
、

顔
認
証
の
カ
メ
ラ
が
つ
い
た
袖
ド
ア
の
実
験
も

う
ち
の
旅
館
で
や
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
売
店

に
は
、
私
の
妻
が
作
っ
た
着
物
を
着
て
、
ち
ょ

ん
ま
げ
を
結
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
（N

T
T

の

S
ota

）
が
い
て
人
感
セ
ン
サ
ー
で
挨
拶
し
た
り

し
て
ま
す
。

　
私
か
ら
大
西
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い
の
で
す

が
、
ビ
ッ
フ
ェ
は
今
後
ど
う
な
る
と
思
い
ま
す

か
。
日
本
の
宿
が
ビ
ッ
フ
ェ
で
は
な
い
方
向
に

振
っ
て
し
ま
っ
て
本
当
に
い
い
の
か
な
と
。
外

国
人
旅
行
者
が
戻
っ
て
き
た
時
に
、
も
う
一
度

設
備
を
変
え
て
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
ス
タ
ッ

フ
の
数
も
変
え
る
と
い
う
の
は
ど
う
な
の
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

大
西
　
弊
社
で
も
意
見
が
分
か
れ
て
い
て
、
ワ

ク
チ
ン
等
の
登
場
で
い
つ
か
は
需
要
が
戻
っ
て

く
る
と
思
う
の
で
す
が
、
こ
れ
を
機
に
ビ
ッ
フ

ェ
あ
り
き
の
鶴
雅
か
ら
脱
却
し
た
方
が
良
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。

　
旅
館
業
界
で
も
ビ
ッ
フ
ェ
を
や
っ
て
い
き
た

い
と
い
う
方
も
多
い
で
し
ょ
う
し
、
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
も
高
い
の
で
、
ど
こ
か
で
元
通
り
に
な

る
と
は
思
い
ま
す
が
、
今
は
で
き
る
対
策
を
実

施
し
な
が
ら
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

奥
村
　
う
ち
も
毎
年
夏
に
ビ
ア
バ
イ
キ
ン
グ
を

や
っ
て
い
て
、
コ
ロ
ナ
を
機
に
や
め
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
が
、
原
理
的
に
は
ビ
ッ
フ
ェ
を

前
提
と
し
た
ビ
ア
ホ
ー
ル
み
た
い
な
も
の
も
全

部
な
し
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
し
か

し
、
な
く
し
て
し
ま
っ
て
い
い
の
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

山
下
（
阿
寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構

専
務
理
事
）
観
光
協
会
な
ど
の
会
費
の
問
題

が
あ
る
と
思
っ
て
い
て
、
我
々
も
今
年
度
は
2

割
減
免
と
決
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
ど
の
よ

う
に
さ
れ
る
ご
予
定
か
、
教
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

吉
川
　
三
重
県
で
は
ほ
と
ん
ど
の
と
こ
ろ
が
会

費
を
減
免
し
て
い
て
、
半
額
も
し
く
は
ほ
と
ん

ど
な
し
で
動
い
て
お
り
、
致
し
方
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
。
全
旅
連
で
も
今
期
は
会
費
な
し
と

い
う
形
に
な
り
ま
す
。
地
域
の
財
力
の
問
題
も

あ
る
の
で
、
そ
こ
は
地
域
で
考
え
る
こ
と
で
、

会
費
を
取
る
な
ら
取
っ
て
し
っ
か
り
行
動
し
て

い
け
ば
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

奥
村
　
道
後
温
泉
は
か
つ
て
財
産
区
で
、
そ
の

後
、
松
山
市
に
合
併
さ
れ
た
の
で
、
道
後
温
泉

旅
館
協
同
組
合
自
体
が
府
庁
の
よ
う
な
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
毎
年
定
額
の
組
合
費
も
安
く
、

入
湯
税
の
全
面
代
理
徴
収
を
行
っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
利
用
人
数
に
合
わ
せ
た
金
額
を
収
め
て
い

部
屋
食
の
対
応
と
し
、
ス
タ
ッ
フ
が
入
る
回
数

も
減
ら
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
本
来
、
日
本
の

旅
館
は
一
品
出
す
ご
と
に
従
業
員
と
会
話
を
す

る
か
ら
楽
し
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　
い
ず
れ
ワ
ク
チ
ン
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

変
に
投
資
せ
ず
に
元
に
戻
せ
る
よ
う
に
し
て
お

く
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
気
も
し
ま

す
。
リ
ス
ク
は
計
算
し
て
一
応
管
理
で
き
る
も

の
で
す
が
、
す
べ
て
対
応
す
る
よ
う
に
投
資
し

て
し
ま
う
と
逆
に
危
機
対
応
力
が
落
ち
る
の
で

は
な
い
か
、
リ
ス
ク
が
発
生
し
た
際
に
は
国
や

行
政
に
助
け
を
求
め
る
方
が
良
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
気
も
し
て
い
ま
す
。

吉
川
　
今
後
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
は
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
が
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
の
で
は
と
思

い
ま
す
。G

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
含
め
国
内

で
の
施
策
と
し
て
の
後
押
し
は
あ
り
ま
す
が
、

国
内
旅
行
者
を
日
本
全
国
で
取
り
合
い
し
て
い

た
ら
、
今
ま
で
の
よ
う
な
稼
働
が
取
れ
る
か
は

疑
問
が
出
て
く
る
の
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
復

活
す
る
ま
で
の
間
、
旅
館
ホ
テ
ル
の
経
営
の
仕

方
が
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
の
旅
館
ホ
テ
ル
の
経
営
ス
タ
イ
ル
は
、

お
客
さ
ん
を
た
く
さ
ん
入
れ
て
毎
日
満
室
に
し

て
、
3
6
5
日
営
業
を
す
る
と
い
う
形
で
し
た

が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
と
わ
か
っ
た
な
ら
、
違

う
損
益
分
岐
点
を
発
見
し
て
運
営
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
先
が
見
え
な
い
部
分
も
あ
る
の
で
、
そ

う
し
な
が
ら
国
内
・
海
外
の
シ
ェ
ア
を
と
っ
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
当
館
で
も
と
て
も
悩
ん
だ

問
題
で
、
武
田
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、

う
ち
も
こ
の
時
期
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
た

の
は
リ
ピ
ー
タ
ー
の
お
客
様
で
す
。
体
温
測
定

や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
な
ど
の
対
応
は
全
部
し
ま

し
た
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
あ
る
よ
う
な
料
理

は
下
膳
し
て
は
い
け
な
い
と
か
、
手
袋
を
は
め

て
料
理
を
出
す
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
社

内
で
も
協
議
し
た
結
果
、
お
客
様
に
お
尋
ね
し

て
、
お
客
様
に
委
ね
る
形
で
い
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
手
袋
を
つ

け
て
料
理
を
提
供
で
き
ま
す
し
、
一
度
に
料
理

を
お
出
し
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
い
か
が

な
さ
い
ま
す
か
」
と
。
あ
る
程
度
お
客
様
に
委

ね
、
ど
う
や
っ
て
う
ち
の
カ
ラ
ー
を
潰
さ
ず
に

営
業
し
て
い
け
る
か
に
重
き
を
置
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
う
ち
は
新
卒
の
リ
ク
ル
ー
ト
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
3
月
か
らZ

oom

を

使
っ
て
企
業
説
明
会
や
面
接
を
し
ま
し
た
。
す

る
と
、
日
本
全
国
か
ら
応
募
が
来
ま
し
た
。
地

元
の
会
議
室
を
借
り
た
り
、
大
手
の
合
同
説
明

会
に
参
加
し
て
い
た
昨
年
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど

東
海
か
ら
し
か
参
加
が
な
か
っ
た
の
が
、
北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
非
常
に
優
秀
な
学
生
の
登
録

が
あ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
は
地
元
だ
か
ら
と
い

う
こ
と
で
来
て
い
た
学
生
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、「
旅
館
で
働
き
た
い
」
と
い
う
学
生
が
コ

ン
タ
ク
ト
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
非
常
に

い
い
ツ
ー
ル
だ
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
情
報
が
命
で
し
た
の

で
、
こ
の
ツ
ー
ル
を
使
う
こ
と
で
、
各
旅
館
の

仲
間
た
ち
と
い
ち
早
く
情
報
共
有
で
き
、
自
分

自
身
に
と
っ
て
す
ご
く
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
こ
う
し
た
情
報
共
有
を
皆
さ
ん
と
し
て
、

会
社
や
地
域
に
還
元
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

冨
永
　
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
私
た
ち

の
温
泉
地
は
観
光
地
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

元
々
、
国
際
的
な
生
活
型
の
保
養
温
泉
地
を
目

指
し
て
い
る
の
で
、
今
一
度
、
原
点
回
帰
を
テ

ー
マ
に
挙
げ
て
い
ま
す
。
何
よ
り
も
遊
ぶ
こ
と

や
楽
し
む
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
心
と
身
体

の
保
養
を
し
に
来
て
く
だ
さ
い
と
。
そ
れ
に
見

合
っ
た
宿
の
あ
り
方
を
一
か
ら
勉
強
し
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
で
、
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
は
安
心
安
全
が
一
番
に
な
る
の
で
、
地
域

版
H
A
C
C
P
や
、
食
や
温
泉
の
安
全
を
一
か

ら
築
い
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　P
ost

コ
ロ
ナ
の
宿
の
あ
り
方
で
す
が
、
誰
か

に
言
わ
れ
た
か
ら
と
か
、
県
や
国
が
こ
う
し
た

か
ら
そ
れ
に
則
る
の
で
は
な
く
、
経
営
者
が
自

分
で
考
え
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
ま

ず
は
自
分
の
施
設
、
自
分
の
地
域
か
ら
感
染
者

を
出
さ
な
い
、
拡
散
さ
せ
な
い
と
い
う
目
的
を

明
確
に
し
て
、
そ
れ
に
向
け
て
何
が
で
き
る
の

か
、
経
営
者
が
そ
れ
ぞ
れ
一
生
懸
命
考
え
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
も
で
き
な
い
経
営
者
は
旅
館

を
経
営
す
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
も
し
も
感
染
者
が
出
た
時
は
、

一
丸
と
な
っ
て
み
ん
な
で
考
え
て
い
こ
う
と
い

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
由
布
院
温
泉
で
は
4
月
中
旬
く
ら
い
に

由
布
院
観
光
の
歴
史
を
聞
き
な
が
ら
ま
ち
歩
き

を
す
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
も
原
点
回
帰
と
い
う
想
い
か
ら
始
め

ら
れ
た
も
の
で
す
か
。

冨
永
　
そ
う
で
す
ね
。
も
し
か
し
た
ら
今
ま
で

は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
増
え
す
ぎ
て
少
し
異
常
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

が
増
え
る
と
そ
れ
を
目
的
に
外
資
、
別
の
国
の

資
本
が
ま
ち
に
入
り
込
み
、
小
さ
な
民
泊
が
た

く
さ
ん
生
ま
れ
、
ま
ち
の
風
景
が
ど
ん
ど
ん
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
風
景
だ
け
で
は
な
く
、
風

情
や
風
土
、
風
習
ま
で
変
わ
っ
て
き
て
、
「
由

布
院
の
風
」
自
体
が
変
わ
っ
て
き
た
と
い
う
こ

と
に
対
す
る
危
機
感
が
長
い
こ
と
あ
り
ま
し
た
。

　
先
日
、
I
A
T
A
（
国
際
航
空
運
送
協
会
）

が
国
際
線
需
要
が
2
0
1
9
年
の
水
準
に
回
復

す
る
の
は
2
0
2
4
年
頃
に
な
る
と
い
う
見
通

し
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
も
う
一
度
、
原
点
に

戻
る
時
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
僕

ら
の
仲
間
か
ら
倒
産
者
は
出
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
幸
か
不
幸
か
小
規
模
旅
館
が
点
在
し
て
い

る
ま
ち
な
の
で
、
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
っ

て
汗
を
流
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

田
村
　
う
ち
も
小
規
模
旅
館
で
、
1
0
0
年
以

上
、
食
事
を
部
屋
出
し
で
提
供
し
て
き
ま
し
た

の
で
、
こ
う
い
う
事
態
に
な
っ
て
も
特
別
に
変

え
る
こ
と
も
な
く
、
今
は
入
館
を
半
分
に
制
限

し
て
、
空
い
た
お
部
屋
に
先
に
用
意
す
る
と
い

う
形
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　
草
津
も
観
光
地
で
あ
る
前
に
湯
治
場
で
も
あ

り
、
湯
治
場
の
温
泉
宿
の
役
割
は
、
こ
う
い
っ

た
こ
と
が
あ
っ
て
も
大
き
く
は
変
わ
っ
て
い
か

な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
1
泊
2
食
を
提
供

し
、
な
る
べ
く
長
い
間
安
心
安
全
に
滞
在
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
各
お
宿
が
考
え
て
決
め
る
こ

と
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
う
の
は
大
事
で
す
が
、

食
事
の
提
供
の
仕
方
な
ど
は
う
ち
の
よ
う
な
小

規
模
、
大
規
模
旅
館
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
が
あ
る

の
で
、
各
お
宿
が
ポ
リ
シ
ー
と
責
任
を
持
っ
て

対
策
を
講
じ
て
い
れ
ば
、
最
終
的
に
選
ぶ
の
は

６月下旬

６月上旬

5月下旬

5月上旬

4月下旬

4月中旬

3月下旬
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ま
す
。

武
田
　
黒
川
温
泉
は
組
合
費
を
3
割
減
免
に
し

ま
し
た
。
た
だ
し
、
別
に
集
め
て
い
る
広
告
費

は
上
げ
ま
し
た
。

田
村
　
群
馬
県
で
も
草
津
町
で
も
青
年
部
の
会

費
に
つ
い
て
は
特
に
減
額
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
、
徴
収
時
期
を
少
し
ず
ら
し
て
お
り
、
ま

だ
徴
収
し
て
い
ま
せ
ん
。
群
馬
県
に
つ
い
て
も

0
か
1
0
0
か
と
い
う
会
議
を
し
ま
し
た
が
、

会
員
数
も
少
な
い
中
、
各
々
の
地
域
で
既
に
計

上
し
て
い
る
状
況
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
ま

ま
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

湯
本
（
草
津
温
泉
観
光
協
会
理
事
）
草
津
温

泉
旅
館
協
同
組
合
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ

特
に
減
免
と
い
う
話
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
群
馬
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合

に
つ
い
て
は
、
今
年
は
徴
収
し
な
い
こ
と
に
し

た
そ
う
で
す
。
県
の
組
合
は
販
売
事
業
が
あ
り
、

割
と
好
調
に
回
っ
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
、
そ

こ
で
な
ん
と
か
カ
バ
ー
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

草
津
の
場
合
は
事
務
局
で
人
を
抱
え
て
い
る
の

で
、
今
の
と
こ
ろ
会
費
に
関
し
て
は
旅
館
組
合

も
観
光
協
会
も
通
常
通
り
の
予
定
で
す
。

福
永
　
ち
な
み
に
阿
寒
の
場
合
は
、
入
湯
税
の

か
さ
上
げ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
今

回
の
緊
急
対
策
に
あ
て
る
と
い
っ
た
動
き
は
あ

り
ま
す
か
。（
注
１
）

山
下
　
入
湯
税
そ
の
も
の
が
前
年
比
75
%
減
く

ら
い
に
な
る
と
み
て
い
ま
す
。
通
常
は
嵩
上
げ

分
と
し
て
4
5
0
0
万
円
く
ら
い
徴
収
で
き
る

予
定
の
税
収
が
1
0
0
0
万
円
を
切
る
の
で
は

と
い
う
状
況
で
す
の
で
、
取
り
組
み
の
優
先
順

位
を
ど
う
つ
け
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。
ま
た
、

ば
、
は
じ
か
れ
る
項
目
が
多

い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
こ
の
あ

た
り
は
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て

い
ま
す
。
今
に
な
っ
て
よ
う

や
く
緩
和
さ
れ
て
、
色
々
な

も
の
が
見
え
て
き
て
い
ま
す
。

山
田
　
熊
本
地
震
の
時
ま
で
、

雇
用
調
整
助
成
金
は
旅
館
で

使
う
の
に
制
限
が
か
か
っ
て

い
ま
し
た
。
今
回
、
旅
館
業

と
し
て
何
か
差
別
さ
れ
た
と

か
、
阻
害
さ
れ
た
と
い
っ
た

釧
路
市
と
の
関
係
で
組
織
の
運
営
費
に
使
っ
て

は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
減
免
の
部

分
を
埋
め
る
形
に
は
な
ら
な
い
で
す
。

福
永
　
鳥
羽
市
で
は
入
湯
税
の
30
％
を
鳥
羽
市

温
泉
振
興
会
に
、
70
％
を
鳥
羽
市
観
光
振
興
基

金
と
し
て
積
み
立
て
る
形
に
し
て
い
ま
す
が
、

入
湯
税
の
使
途
な
ど
は
何
か
議
論
さ
れ
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。（
注
２
）

吉
川
　
今
後
、
鳥
羽
市
観
光
振
興
基
金
の
使
い

方
を
、
鳥
羽
市
温
泉
振
興
会
と
市
で
協
議
し
て

い
こ
う
と
い
う
く
ら
い
で
す
ね
。
親
会
で
ど
こ

ま
で
進
ん
で
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
青
年

部
で
は
そ
う
い
う
話
を
ぶ
つ
け
て
い
こ
う
か
と

い
う
と
こ
ろ
で
す
。

福
永 

鳥
羽
市
の
方
に
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、

自
主
財
源
が
あ
る
こ
と
で
、
国
の
助
成
金
な
ど

が
お
り
る
前
の
早
い
段
階
で
施
策
が
打
て
た
と

い
う
話
も
あ
り
、
組
織
と
連
動
す
る
財
源
の
有

無
に
つ
い
て
も
重
要
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
今
日
の
お
話
の
中
で
気
づ
か
れ
た

こ
と
や
共
有
し
た
い
想
い
な
ど
あ
れ
ば
、
ご
発

言
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

吉
川 

私
が
出
向
し
て
い
る
全
旅
連
青
年
部
に

行
政
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
よ
う
な
方
が
い
て
、

そ
の
方
か
ら
国
の
話
を
色
々
と
聞
く
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
が
、
国
は
補
正
予
算
を
組
ん
だ
り

し
て
多
く
の
予
算
を
つ
け
て
は
い
る
も
の
の
、

県
の
方
で
使
い
方
が
わ
か
ら
ず
、
断
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
う
い

っ
た
と
こ
ろ
を
動
か
す
に
は
、
我
々
業
界
が
声

を
上
げ
て
、
県
に
向
け
て
ど
ん
ど
ん
お
金
を
取

り
に
行
か
な
い
と
動
か
な
い
と
い
う
地
域
性
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
は
み
ん
な
で
情
報
共

有
し
て
、
こ
の
地
域
で
は
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ

て
る
の
で
、
う
ち
の
県
で
も
や
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
形
で
要
望
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　w
ith

コ
ロ
ナ
に
加
え
て
、w

ith

行
政
と
い
う

く
ら
い
の
勢
い
で
手
を
組
ん
で
や
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
今
回
の
危
機
は
乗
り
切
れ
な
い
と
思
う

の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
と
声
を
上
げ
て
、
他
の
地

域
も
見
な
が
ら
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

福
永 

自
治
体
に
よ
る
違
い
や
差
は
、
横
の
つ

な
が
り
が
あ
っ
て
初
め
て
わ
か
る
こ
と
な
の
で
、

温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
で
も
引
き
続
き
、
情

報
交
換
を
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
議
論

は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
今
日
は
お
忙
し
い
中
、
貴

重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※各温泉地の観光協会や旅館組合の担当者による定性的な記録
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温泉旅館（温泉地）が考えるWith／Postコロナ3

感染者数が多かった北海道にある阿寒は３月下旬に
は７割減。草津は4割減、有馬、黒川は５割減。
来訪客のうち、草津は夫婦・カップル客、一人旅、
10-40代、県内客は例年通り。
来訪客のうち、有馬は夫婦・カップル客、一人旅、友人・
同僚同士の小グループが例年通りの割合で、10～20
代の割合が高い。

黒川は５割減、草津、有馬は８割減、由布院は９割以
上減少。
来訪客のうち、夫婦・カップル客、50-70代、県内客が
例年通りの割合で、一人旅、10代、20代、県外客の割
合が高い。（草津）
わずかに動いている観光客はほぼ車を利用しての訪
問。 観光列車に乗るのは、鉄道好きのお客様。 キャン
プ場の利用は好調だが、利用者の大半は緊急事態宣
言が発令されている福岡県からの来訪であるため、営
業休止の判断に。（由布院）
緊急事態宣言以降GWのキャンセルが相次ぐ（草津）

全温泉地で９割以上減少。
来訪客のうち、家族客、夫婦・カップル客、30～40代、
県外客が例年同様の割合、一人旅、友人・同僚、10代、
20代、県内客が例年以上の割合で見られる。（草津）
まちなかはとても閑散としているものの、由布岳登山
口では多くの登山客が訪れるので市が管理する駐車
スペースを閉鎖。郊外の別荘地には県外からの疎開客
が多く、近隣のゴルフ場は普段より人が多い。人目につ
かない場所で行動している人も見られる。（由布院）
外湯も営業しておらず、飲食店も旅館もほぼ休業中。
高速バスも運休の為、日帰り客もほぼいない。ハイキン
グ・登山客がいるくらいの状況。（有馬）

全温泉地で８～９割以上減少。７～８割が休業
宿泊の問合せでは、離れタイプの宿やお部屋への宿泊
ニーズが高い（由布院）

阿寒は8割休業、草津、有馬、鳥羽は7割休業。由布院
は6割休業
来訪客のうち、夫婦・カップル客、一人旅、10-20代、
50-60代の割合が例年比で高い。（草津）
県外客からの問い合わせは増えているが、県境を越え
る移動の自粛要請がまだ続いているので、旅館・ホテ
ルもすぐ再開とはいかず5月末まで様子見していると
ころが多い。（鳥羽）
5月23日、24日は日帰り客が一時的に増加（22日比
較で2割～3割増）。主に県内客で、家族連れが多数。
県外ナンバーの車も、北九州、筑豊、久留米といった比
較的近距離からの車がほとんど。（由布院）
緊急事態宣言が解除され外湯が営業再開してから、
周辺の店舗も少しずつだが営業再開に動いている。

（有馬）

休業状態は温泉地によって異なる（鳥羽：１割休業～、
阿寒：５割休業）
入込客数は前月同様、８～９割以上減少
再開したホテルと休業継続のホテルがそれぞれ。飲食
店としては再開した店舗とお惣菜のみを販売する店
舗もある。休業継続の店舗は徐々に減少。（阿寒）
再開した施設も６月は予約がなかなか入らない状況。
GoToキャンペーンがスタートしたら予約するというお
客様が多いとの話を良く聞く。（鳥羽）
緊急事態宣言解除後、平日はこれまでと同様に閑散と
しているが、週末は日帰り客を中心に少し動きが出て
きた。（由布院）

「愛郷ぐんまプロジェクト『泊まって！応援キャンペー
ン』」の効果で県内客を中心に、少しずつポジティブな
動きが出てきた。（草津）

休業状態は温泉地によって異なる。 （草津・有馬：1割
休業、由布院：2割休業、阿寒：５割休業）
入込客数は前月からやや回復し、7割減となった。
来訪客のうち、家族客、一人旅、10-20代、50-60代、
県内客の割合が例年比で高い。（草津）
6/19の移動自粛解除を受けてか、その週末は一気に
人出が増加。ただし、日帰りのお出かけ感が強く、宿泊
や土産店等での旅行消費額は増えておらず、厳しい状
況にはあまり変化がない。19日から運行を再開した特
急列車は乗車率10％程度と、自家用車での移動がほ
とんど。（由布院）
土日と平日の観光客数の差が大きい。6/19以降に県
外の方が増えた様に感じる。（有馬）
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り
ま
す
。
一
応
、
次
期
部
長
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
総
会
な
ど
も
書
面
決
議
で
実

際
に
は
引
継
ぎ
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　
草
津
温
泉
で
は
多
く
の
宿
が
6
月
1
日
か
ら

営
業
を
再
開
し
て
い
て
、
同
時
に
群
馬
県
が
1

人
1
泊
あ
た
り
5
0
0
0
円
割
引
に
な
る
愛
郷

ぐ
ん
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
泊
ま
っ
て
！
応
援
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
群
馬
県

内
の
お
客
さ
ま
が
多
く
来
ら
れ
て
い
る
状
況
で

す
。
た
だ
、
宿
の
方
も
全
開
で
お
客
様
を
受
け

入
れ
ら
れ
る
体
制
で
は
な
く
、
う
ち
も
実
質
半

分
開
け
て
、
宿
泊
容
量
の
半
分
く
ら
い
を
受
け

入
れ
て
い
る
状
態
で
す
。
し
か
し
、
徐
々
に
お

客
様
が
戻
っ
て
い
る
か
な
と
い
う
気
は
し
て
い

ま
す
。

w
ith

コ
ロ
ナ
の
温
泉
地
の

状
況
と
宿
の
対
応

福
永
　
そ
れ
で
は
本
題
に
入
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
３
月
末
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
入
込
客
の
動
向
記
録（
表
1
）の
中
で
も

地
域
に
よ
っ
て
お
客
様
の
動
向
は
違
っ
た
様
子

が
見
え
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
徐
々
に

拡
大
す
る
中
で
の
お
客
様
の
動
向
や
対
応
は
ど

の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
自
粛
期
間
に
入
っ
て
か
ら
は
お
宿
自
体

を
休
館
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
間
に
ど
う
い
っ
た
こ
と
に
取
り

組
ま
れ
た
の
か
、
従
業
員
の
皆
さ
ん
や
取
引
先

へ
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
さ
れ
た
の
か
な
ど
に

つ
い
て
お
話
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

當
谷
　
有
馬
温
泉
は
神
戸
市
内
に
あ
り
、
兵
庫

県
と
大
阪
府
の
間
な
の
で
、
お
客
さ
ま
に
来
て

く
だ
さ
い
と
い
う
の
は
難
し
い
状
況
で
し
た
。

そ
こ
で
若
手
４
人
で
、
お
う
ち
に
い
な
が
ら

V
R
で
温
泉
を
楽
し
め
る
「
有
馬
温
泉
湯
め
ぐ

り
V
R
」
を
始
め
ま
し
た
。
今
は
参
画
施
設
が

8
軒
に
な
り
、
さ
ら
に
草
津
さ
ん
に
も
紹
介
し

て
、
世
界
中
に
配
信
し
ま
し
た
。
日
本
国
内
よ

り
海
外
の
方
に
多
く
見
て
い
た
だ
き
、
海
外
の

マ
ス
コ
ミ
に
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た（
写
真
１
）。

　
ま
た
、
も
と
も
と
夏
祭
り
に
使
う
予
定
だ
っ

た
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
飲
食
店
に
開
放
し
て
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
専
門
で
販
売
す
る
よ
う
に
し
た
と
こ

ろ
、
町
内
の
方
が
た
く
さ
ん
買
い
に
来
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　
有
馬
で
開
催
さ
れ
た
会
議
に
観
光
庁
長
官
が

来
て
い
て
、
私
も
参
加
し
た
の
で
す
が
、
そ
の

時
に
初
め
てG

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
話
を
さ

れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
に
旅
行
会
社
だ
け

で
な
く
、
旅
館
の
直
接
予
約
も
対
象
に
し
て
ほ

し
い
と
交
渉
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
私
の
旅
館
で
は
温
泉
地
ご
と
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
声
優
が
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「
温
泉
む
す
め
」

と
一
番
最
初
に
提
携
し
て
お
り
、
先
方
か
ら
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
な
い
か
と
い
う
提

案
が
あ
っ
た
の
で
共
同
で
行
っ
た
と
こ
ろ
、
1

日
か
か
ら
ず
に
目
標
の
1
0
0
万
円
が
集
ま
り

ま
し
た
。
休
館
中
は
、
休
業
補
償
を
1
0
0
%

払
っ
て
、
従
業
員
の
雇
用
は
全
て
確
保
し
て
い

ま
す
。
そ
の
子
達
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
手
伝
っ

て
く
れ
て
、
森
の
中
に
お
子
様
用
の
小
さ
な
プ

ー
ル
を
作
っ
て
い
ま
す
。
有
馬
で
は
毎
年
夏
に

「
有
馬
涼
風
川
座
敷
」
と
い
う
お
祭
り
を
し
て

い
ま
す
が
、
何
と
し
て
も
実
施
し
た
い
と
い
う

こ
と
で
調
整
し
て
い
ま
す
。

吉
川

　鳥
羽
温
泉
郷
と
し
て
は
4
月
か
ら
原
則

的
に
休
館
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

休
業
要
請
が
出
て
い
て
も
何
軒
か
は
開
け
ざ
る

を
得
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
か
な
り
叩
か
れ
て

い
る
と
い
う
情
報
は
聞
い
て
い
ま
し
た
。
多
分
、

ど
の
温
泉
地
で
も
同
じ
よ
う
な
状
況
が
起
き
て

い
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
当
館
も
4
軒
は
4
月
13
日
か
ら
休
業
し
ま
し

た
が
、
全
室
ス
イ
ー
ト
の
高
級
旅
館
「T

H
E
 

E
A
R
T
H

」
に
つ
い
て
は
、
お
客
様
が
た
く
さ

ん
入
ら
れ
て
い
る
状
況
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

営
業
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ご
く
一
部
、

東
京
な
ど
か
ら
の
お
客
様
で
非
常
に
マ
ナ
ー
の

悪
い
方
が
お
り
、
働
い
て
い
る
従
業
員
が
恐
怖

を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
20
日
か
ら
休

館
に
し
ま
し
た
。

　
や
は
り
企
業
と
し
て
は
営
業
し
て
い
き
た
い

気
持
ち
は
あ
り
ま
す
が
、
従
業
員
を
守
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
面
と
、
地
域
の
目
を
気

に
す
る
と
営
業
は
で
き
な
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

た
だ
し
、
よ
そ
で
営
業
を
続
け
て
い
る
お
宿
は
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
も
ず
っ
と
満
室
だ
っ

た
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
何
が
正
し
か
っ
た
の

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
コ
ロ
ナ
の
対
応
に
つ
い
て
で
す
が
、
あ
り
が

た
い
こ
と
に
雇
用
調
整
助
成
金
が
出
た
の
で
、

当
館
も
従
業
員
に
は
給
料
を
1
0
0
%
補
償
し

て
い
ま
す
。
た
だ
、
情
報
が
不
透
明
な
と
こ
ろ

が
多
く
、
教
育
訓
練
に
つ
い
て
も
、
大
西
さ
ん

の
と
こ
ろ
で
は
実
施
さ
れ
て
い
た
と
父
か
ら
聞

い
て
い
ま
す
が
、
自
治
体
に
よ
っ
て
教
育
訓
練

の
項
目
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
、
何
度
労
働
局

に
電
話
し
て
も
、
他
の
自
治
体
と
は
違
う
答
え

が
返
っ
て
く
る
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
た
だ
、
こ
れ
を
マ
イ
ナ
ス
と
し
て
考
え
る
の

で
は
な
く
、
今
い
る
従
業
員
達
に
ど
う
い
っ
た

も
の
を
提
供
で
き
る
か
に
重
き
を
置
い
て
、
教

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
う
ち
は
本
当
に
生
産
効

率
が
よ
く
な
か
っ
た
の
で
、
マ
ル
チ
化
に
挑
ん

で
ス
キ
ル
を
上
げ
て
も
ら
う
方
向
に
向
か
っ
て

い
ま
す
。

　
取
引
先
な
ど
の
業
者
に
関
し
て
で
す
が
、
ま

ず
は
自
分
の
と
こ
ろ
を
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
、
取
引
先
に
ち
ょ
っ
と
厳
し
い
案
件
を

ぶ
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
場
面
も
あ
り
ま
す

が
、
幸
い
に
も
雇
用
調
整
が
あ
る
の
で
、
「
う

ち
は
こ
う
す
る
け
ど
、
お
た
く
も
こ
の
制
度
を

活
用
し
て
休
業
し
た
ら
ど
う
で
す
か
」
と
提
案

し
ま
し
た
。
最
初
の
う
ち
は
こ
の
助
成
金
制
度

を
知
ら
な
い
企
業
が
す
ご
く
多
か
っ
た
の
で
、

そ
れ
を
伝
え
る
こ
と
で
、
お
互
い
に
そ
ん
な
に

ロ
ス
が
な
い
と
い
う
認
識
が
持
て
ま
し
た
。

設
と
そ
の
他
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
2
〜
3
ヶ
月
は
や
は
り
売
上
が
減
少
し
て
お

り
、
先
の
見
え
な
い
状
況
で
し
た
が
、
6
月
に

入
っ
て
か
ら
は
宿
泊
施
設
の
稼
働
を
取
り
戻
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
よ
う
や
く
少
し

ず
つ
で
す
が
動
き
出
し
た
こ
と
を
実
感
し
て
い

ま
す
。

當
谷
　
私
は
家
族
連
れ
に
特
化
し
た
旅
館
を
1

軒
や
っ
て
お
り
、
4
月
3
日
か
ら
7
月
2
日
ま

で
休
業
予
定
で
す
。
有
馬
温
泉
全
体
の
入
り
込

み
と
し
て
は
、
2
月
は
2
割
、
3
月
は
5
割
、

4
月
は
9
割
以
上
減
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
最

近
、
少
し
ず
つ
お
客
さ
ま
は
戻
っ
て
き
て
い
ま

し
て
、
平
日
は
ま
だ
少
な
い
で
す
が
、
土
日
は

ま
ち
を
歩
く
人
も
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
私

の
旅
館
に
関
し
て
は
7
月
以
降
営
業
を
再
開
し

ま
す
が
、
予
約
は
か
な
り
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。

奥
村
　
私
は
大
和
屋
本
館
と
大
和
屋
別
荘
と
い

う
2
館
を
経
営
し
て
お
り
、
公
的
立
場
と
し
て

は
道
後
温
泉
旅
館
協
同
組
合
の
副
理
事
長
と
い

う
立
場
で
す
。
４
月
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令

さ
れ
る
と
、
４
月
18
日
に
道
後
温
泉
本
館
と
飛

鳥
乃
湯
泉
が
松
山
市
の
方
針
で
休
館
し
ま
し
た
。

旅
館
と
し
て
は
開
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

し
た
し
、
全
面
休
館
に
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
直
前
に
、

市
内
の
病
院
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
た
め
、

道
後
温
泉
本
館
の
休
館
期
間
が
延
び
ま
し
た
が
、

よ
う
や
く
6
月
19
日
に
飛
鳥
乃
湯
泉
と
併
わ
せ

て
再
開
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
か
な
と

い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
私
の
旅
館
も
4
月
19
日
か
ら
5
月
い
っ
ぱ
い

は
休
館
し
、
6
月
は
少
し
ず
つ
再
開
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
道
後
温
泉
は
入
り
込
み
客
の

外
国
人
比
率
が
約
5
%
と
低
い
の
で
、
今
後
の

戻
り
に
は
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

冨
永
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
減
少
も
影
響
を
受
け

ま
し
た
が
、
一
番
厳
し
か
っ
た
の
は
交
通
の
面

で
す
。
東
京
や
関
西
か
ら
の
飛
行
機
の
便
数
が

減
少
し
、
由
布
院
に
来
る
特
急
電
車
や
バ
ス
も

1
日
数
便
と
い
う
状
況
で
し
た
。

　
6
月
19
日
か
ら
ゆ
ふ
い
ん
の
森
号
を
は
じ
め
、

福
岡
か
ら
の
特
急
列
車
が
動
き
出
す
の
で
、
若

干
は
期
待
し
て
い
ま
す
が
、
予
約
状
況
に
関
し

て
は
、
国
のG

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
使
お
う

と
思
わ
れ
て
い
る
お
客
様
が
多
い
と
思
う
の
で
、

現
状
は
お
盆
も
含
め
て
予
約
が
そ
れ
ほ
ど
進
ん

で
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
様
子
見
が
続
い
て
い

る
状
況
で
す
。

武
田
　
黒
川
温
泉
に
は
、
28
か
所
の
温
泉
の
中

か
ら
好
き
な
温
泉
を
3
か
所
選
ん
で
入
浴
で
き

る
入
湯
手
形
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
4

月
18
日
か
ら
5
月
い
っ
ぱ
い
、
ま
ず
湯
め
ぐ
り

の
受
け
入
れ
を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

6
月
1
日
か
ら
再
開
し
た
も
の
の
、
28
軒
の
宿

の
中
で
営
業
を
再
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
半
分

く
ら
い
で
、
今
月
・
来
月
は
開
け
た
り
閉
め
た

り
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
、
完
全
復
活
は

8
月
か
ら
と
い
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
予
約
も
少
な
く
、
6
月
も
土
日
は
少
し
入
れ

ば
い
い
か
な
と
い
う
く
ら
い
で
す
。
南
小
国
町

は
、
7
月
か
ら
熊
本
県
民
向
け
に
1
万
円
で
1

万
5
千
円
分
使
え
る
〝
超
〞「
観
光
」
商
品
券
を

販
売
す
る
と
い
う
発
表
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

近
場
か
ら
の
入
り
込
み
が
少
し
は
増
え
る
か
な

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

田
村
　
私
は
草
津
温
泉
で
小
規
模
の
旅
館
を
経

営
し
て
お
り
、
青
年
部
員
と
し
て
活
動
し
て
お

福
永
　
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
お
集
ま
り
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
3
月
頃
よ
り

国
内
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数
が

増
加
し
、
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
は
緊
急
事

態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
温
泉
地
の
皆
様
に
と
っ

て
は
非
常
に
苦
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
て
い
ら

っ
し
ゃ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
温
泉
地
の
状
況
や
取
り
組
み
、
コ
ロ

ナ
収
束
後
に
向
け
て
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
な
ど
を
共
有
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
最
初
に
自
己
紹
介
と
、
こ
の
2
〜
3
ヶ

月
の
各
温
泉
地
の
状
況
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

大
西
　
弊
社
は
釧
路
市
に
本
社
を
持
ち
、
2
室

か
ら
3
0
0
室
規
模
ま
で
大
小
13
施
設
を
運
営

し
て
い
る
旅
館
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
こ
の
2
〜
3
ヶ
月
の
状
況
で
す
が
、
北
海
道

は
独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
が
1
ヶ
月
早
く
発
表

さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
多
く

を
占
め
て
い
た
中
国
の
お
客
様
が
減
少
し
、
か

な
り
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
現

在
も
感
染
者
数
が
恒
常
的
に
発
生
し
て
い
る
と

と
も
に
、
北
海
道
は
飛
行
機
を
使
っ
て
来
て
く

だ
さ
る
方
が
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
し
ば
ら
く

苦
し
い
状
態
が
続
く
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
弊
社

の
施
設
は
大
体
、
今
月
か
ら
徐
々
に
営
業
再
開

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

吉
川
　
私
ど
も
は
三
重
県
内
に
6
軒
の
宿
泊
施

　
ま
た
、
全
国
的
に
も
ビ
ッ
フ
ェ
好
き
の
お
客

様
が
多
い
と
い
う
事
情
も
あ
り
ま
す
。
弊
社
で

も
考
え
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
お
客

様
の
ご
意
見
に
立
ち
戻
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

り
ま
し
た（
図
1
）。
そ
の
結
果
、
感
染
対
策
を

し
た
う
え
で
ビ
ッ
フ
ェ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

と
い
う
こ
と
が
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
新
ビ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル

と
銘
打
ち
、
ト
ン
グ
を
使
用
し
な
い
な
ど
新
し

い
ビ
ッ
フ
ェ
を
考
え
ま
し
た
。
現
場
は
大
変
で

す
が
、
大
皿
と
違
う
表
現
力
が
必
要
に
な
る
た

め
、
調
理
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
て
い

る
と
い
う
声
も
聞
い
て
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
、
吉
川
さ
ん
が
お
話
し
さ
れ
た
よ
う

に
弊
社
も
研
修
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
が
、
き

ち
ん
と
始
め
た
の
は
6
月
く
ら
い
で
し
た
。
ス

タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
っ
て
し
ま

っ
て
い
た
の
で
、
研
修
に
し
て
会
社
に
来
て
仕

事
に
触
れ
る
と
い
う
だ
け
で
、
ず
い
ぶ
ん
顔
つ

き
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
も
感
じ
、
よ
か
っ
た

な
と
思
い
ま
す
。
あ
と
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
面

談
な
ど
も
し
ま
し
た
が
、
こ
う
い
う
機
会
だ
か

ら
こ
そ
で
き
た
新
し
い
取
り
組
み
を
色
々
と
学

ぶ
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

田
村
　
緊
急
事
態
宣
言
が
出
て
、
休
業
す
る
か

し
な
い
の
か
は
皆
さ
ん
苦
渋
の
選
択
を
迫
ら
れ

て
い
ま
し
た
し
、
行
政
の
指
示
を
仰
い
で
足
並

み
を
揃
え
る
の
は
本
当
に
難
し
い
こ
と
だ
と
い

う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
群
馬
県
か
ら
の
休

業
要
請
を
い
た
だ
い
て
、
休
業
に
踏
み
切
れ
た

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
ギ
リ
ギ

リ
ま
で
5
月
の
連
休
の
お
客
様
を
ど
う
し
よ
う

と
い
う
の
が
、
皆
さ
ん
の
悩
み
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
含
め
て
、
各
お
宿
が

各
々
の
考
え
で
す
る
こ
と
が
正
し
い
も
正
し
く

な
い
も
な
く
、
常
連
さ
ん
に
予
約
を
い
た
だ
い

て
い
る
か
ら
開
け
る
と
い
う
の
も
正
解
だ
と
思

い
ま
す
し
、
常
連
さ
ん
に
も
し
も
の
こ
と
が
あ

っ
た
ら
困
る
か
ら
休
業
す
る
の
も
ま
た
正
解
だ

と
思
う
の
で
、
各
々
が
一
つ
一
つ
の
こ
と
を
そ

れ
ぞ
れ
考
え
ら
れ
た
の
が
収
穫
か
な
と
思
い
ま

す
。

　w
ith

コ
ロ
ナ
と
い
う
こ
と
で
は
、
早
い
段
階

か
ら
動
か
れ
て
い
た
有
馬
の
V
R
も
、
日
頃
か

ら
交
流
が
あ
っ
た
の
で
気
に
は
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
有
馬
さ
ん
か
ら
お
誘
い
い
た
だ
い
た
の

で
、
草
津
か
ら
有
志
で
5
軒
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
後
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
宣
伝
に
も
な
る
の
か
な
と
思
い
、

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
非
常
に
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　
群
馬
県
も
地
元
に
近
い
お
客
様
か
ら
と
い
う

こ
と
で
、
4
0
0
0
円
を
県
、
1
0
0
0
円
を

宿
が
負
担
す
る
5
0
0
0
円
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ

ク
の
県
民
割
引
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
群
馬
県

は
あ
ま
り
災
害
も
な
い
の
で
、
ふ
っ
こ
う
割
を

使
っ
た
経
験
も
そ
れ
ほ
ど
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

ほ
ぼ
初
め
て
、
大
盤
振
る
舞
い
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

　G
o T

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
送
客

手
数
料
が
利
益
を
圧
迫
し
て
い
る
と
い
っ
た
提

言
を
全
旅
連
青
年
部
が
国
に
し
て
い
る
と
い
う

話
も
知
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
こ
う
い
っ
た
こ

と
が
群
馬
県
に
も
伝
わ
っ
て
い
れ
ば
、
直
販
の

み
を
対
象
と
す
る
と
い
う
形
の
方
が
お
宿
と
し

て
は
助
か
っ
た
の
か
な
と
い
う
気
も
し
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
こ
と
も
今
後
の
課
題
に
な
っ
て

い
く
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
雇
用
調
整
助
成
金
に
関
し
て
は
、
う
ち
は
小

規
模
旅
館
な
の
で
従
業
員
は
他
に
本
業
が
あ
り
、

忙
し
い
時
に
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
来
る
方

が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
お
見
舞
金
と
い
っ
た
形

で
出
し
ま
し
た
。

奥
村
　
道
後
温
泉
に
つ
い
て
は
5
月
オ
ー
プ
ン

予
定
だ
っ
た
旅
館
の
開
業
が
7
月
に
延
期
さ
れ

た
り
、
一
部
、
夕
食
を
ビ
ッ
フ
ェ
に
切
り
替
え

た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
大
き
な
打

撃
を
受
ま
し
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
と
同
時
に

道
後
温
泉
本
館
と
飛
鳥
乃
湯
泉
が
休
館
し
た
後

は
、
宿
泊
施
設
も
休
業
す
る
と
こ
ろ
は
休
業
す

る
と
い
う
形
で
、
あ
ま
り
ば
ら
つ
き
が
目
立
つ

感
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
よ
う
や
く
明

日
、
県
を
ま
た
い
だ
移
動
自
粛
が
解
除
さ
れ
、

道
後
温
泉
本
館
も
再
開
し
ま
す
が
、
愛
媛
県
は

１
人
１
泊
あ
た
り
6
0
0
0
円
以
上
の
県
内
宿

泊
旅
行
を
予
約
し
た
場
合
に
、
5
0
0
0
円
を

割
引
す
る
「
県
内
宿
泊
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
ま
す
が
、
も
う
か
な
り
予
約
が
入
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
宿
泊
客
でP

ayP
ay

を
使
っ
て
支
払

い
を
す
る
人
に
は
１
人
1
0
0
0
円
を
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
す
る
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
7

月
1
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。
1
0
0
0
円
の
う

ち
30
%（
3
3
3
円
）は
宿
の
負
担
で
、
子
ど
も

が
泊
ま
っ
た
場
合
は
さ
ら
に
1
0
0
0
円
キ
ャ

ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
部
分
の
宿

の
負
担
は
な
し
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
と
し
て
は
松
山
市
産
業
経
済
部
や
商
店
街

の
理
事
長
と
話
を
し
た
り
、
市
内
の
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、

税
金
を
投
入
す
る
に
あ
た
っ
て
、
市
民
や
県
民

の
皆
さ
ん
の
納
得
感
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
気
を

つ
け
な
が
ら
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
自
分
の
宿
に
つ
い
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
て
丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
と
、

も
と
も
と
変
え
る
予
定
に
し
て
い
た
予
約
シ
ス

テ
ム
の
導
入
と
訓
練
に
費
や
す
こ
と
が
で
き
た

の
で
、
不
幸
中
の
幸
い
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。

　
雇
用
調
整
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
私
ど
も
は

か
な
り
前
か
ら
、
パ
ー
ト
で
も
長
く
働
い
て
下

さ
っ
て
い
る
方
に
は
雇
用
保
険
を
か
け
て
い
た

の
で
正
社
員
で
1
0
0
%
、
パ
ー
ト
さ
ん
で
も

雇
用
保
険
に
入
っ
て
い
る
方
に
は
か
な
り
の
割

合
の
額
を
お
支
払
い
し
ま
し
た
。
制
度
が
非
常

に
複
雑
と
い
う
こ
と
で
、
従
来
給
与
計
算
な
ど

で
お
願
い
し
て
い
る
社
労
士
で
は
な
く
、
国
や

官
庁
の
情
報
が
入
手
で
き
る
よ
う
な
方
に
も
お

手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
実
際
に
は
、
い
わ
ゆ
る
恒
常
労
働

で
は
な
く
、
か
つ
事
前
計
画
に
も
な
い
雇
用
調

整
助
成
金
を
出
す
と
い
う
こ
と
に
労
働
局
の
事

務
が
追
い
付
け
な
い
、
対
応
で
き
な
い
と
い
う

状
況
が
見
て
と
れ
ま
し
た
。
今
後
、
サ
ー
ビ
ス

業
の
い
わ
ゆ
る
シ
フ
ト
制
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
助
成
の
仕
方
を
す
る
の
か
、
そ
も
そ
も
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
出
勤
管
理
を
デ
ジ

タ
ル
化
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
を
簡
単

に
拾
え
る
仕
組
み
が
で
き
る
と
い
い
の
か
と
思

い
ま
す
。

福
永
　
奥
村
さ
ん
の
お
宿
で
は
年
末
か
ら
、
顔

認
証
に
よ
る
入
退
室
管
理
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実

験
を
さ
れ
て
い
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
お

話
を
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す
か
。

奥
村
　
私
が
実
家
の
旅
館
に
戻
っ
て
7
〜
8
年

　
私
は
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合

連
合
会
青
年
部
（
以
下
、
全
旅
連
青
年
部
）
に

出
向
し
て
い
て
月
1
回
、
常
任
理
事
会
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
集
ま
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

ウ
ェ
ブ
を
使
っ
た
会
議
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ス
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
い

う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
き
っ
か
け
の
一

つ
に
も
な
っ
た
の
で
、
今
と
な
っ
て
は
プ
ラ
ス

に
な
っ
た
部
分
も
あ
っ
た
の
か
な
と
捉
え
て
い

ま
す
。

山
田
　
雇
用
調
整
助
成
金
は
当
初
、
あ
る
け
ど

使
い
に
く
い
等
、
色
々
な
声
を
聞
き
ま
し
た
が
、

現
場
で
活
用
し
よ
う
と
す
る
際
は
大
変
で
し
た

か
。

吉
川
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
1
週
間
く
ら
い
で
変
わ

り
、
助
成
の
対
象
も
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
大

変
で
し
た
。
社
労
士
さ
ん
や
労
働
局
の
方
に
も

お
話
は
聞
い
た
の
で
す
が
、
厚
労
省
が
決
め
た

情
報
が
末
端
ま
で
届
い
て
お
ら
ず
、
何
が
本
当

の
情
報
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
本
音
で
し

た
。
教
育
訓
練
に
関
し
て
も
自
治
体
に
よ
っ
て

は
何
を
や
っ
て
も
通
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
れ

よ
う
な
こ
と
は
感
じ
ま
し
た
か
。

吉
川
　
差
別
と
い
う
の
は
感
じ
な
か
っ
た
で
す

が
、
一
番
最
初
に
雇
用
調
整
助
成
金
が
出
た
時

の
提
出
資
料
の
作
成
が
大
変
で
し
た
。
休
み
が

決
ま
っ
て
い
る
工
場
の
よ
う
な
と
こ
ろ
は
い
い

で
す
が
、
24
時
間
3
6
5
日
営
業
の
会
社
の
場

合
、
一
人
一
人
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
か
ら
勤
務
時

間
を
拾
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
の
で
。
苦

労
し
た
の
は
、
そ
れ
く
ら
い
で
し
た
か
ね
。

大
西
　
資
料
を
ご
覧
い
た
だ
き
な
が
ら
お
話
し

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
阿
寒
湖
温
泉
の
状
況
で
す
が
、
2
月
に
北
海

道
が
先
駆
け
て
実
施
し
た
休
業
要
請
の
時
に
は

休
業
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た

が
、
全
国
の
緊
急
事
態
宣
言
が
出
て
か
ら
は
ほ

と
ん
ど
の
宿
泊
施
設
や
商
店
が
休
業
し
、
5
月

に
は
ほ
と
ん
ど
売
上
が
な
か
っ
た
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
し
た
。

　
2
0
0
4
年
か
ら
私
た
ち
は
「
ア
イ
ヌ
文
化

で
彩
ら
れ
た
国
際
リ
ゾ
ー
ト
」
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
を
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
大
き
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
だ
っ
た
夜
の
森
を
ア
イ
ヌ
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

ト
で
楽
し
ん
で
も
ら
う
「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
も
、
今
年
は
残
念
な
が
ら
中
止

に
な
り
ま
す
。
北
海
道
は
大
通
公
園
の

「
Y
O
S
A
K
O
I
ソ
ー
ラ
ン
祭
」
や
「
さ
っ

ぽ
ろ
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
ト
」
な
ど
も
全
部
中
止

に
な
り
ま
す
。
雪
ま
つ
り
も
縮
小
開
催
が
先
日

発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
や
っ
て
い
た
だ
け
る
だ

け
で
も
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。
阿
寒
湖
温

泉
で
も
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
の
代
わ
り
と
し
て
、
コ

ロ
ナ
か
ら
の
回
復
を
祈
る
、
な
る
べ
く
三
密
を

避
け
る
よ
う
な
水
上
イ
ベ
ン
ト
「
カ
ム
イ
へ
の

祈
り
」
を
実
施
し
よ
う
と
町
で
も
動
き
始
め
た

と
こ
ろ
で
す
（
写
真
2
）。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
頼
っ
て
き
た
と
こ
ろ
も
あ

る
北
海
道
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
が
、
阿
寒
湖
温
泉

に
関
し
て
は
、
も
と
も
と
世
界
中
か
ら
不
特
定

多
数
の
お
客
様
を
集
め
る
と
い
う
よ
り
は
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
て
、
環
境
に

対
す
る
意
識
が
高
く
、
地
域
で
の
消
費
額
が
高

い
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
数
を
絞
っ
て
誘
致
し
て
い
こ

う
と
い
う
想
い
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
し

た
。
こ
の
考
え
方
は
コ
ロ
ナ
後
に
お
い
て
も
大

き
な
転
換
は
必
要
と
し
な
い
か
な
と
思
い
ま
す

の
で
、
自
然
や
文
化
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

　
皆
様
の
地
域
で
も
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
阿
寒
湖
温
泉
で
は
N
P
O
法
人
阿

寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
が
中
心
と

な
っ
て
私
た
ち
民
間
事
業
者
と
一
緒
に
国
立
公

園
内
で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
宿
の
感
染
対
策
に
つ
い
て
は
業
界

団
体
で
共
有
さ
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
お
客
様
の
導
線
に
沿
っ
て
、

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
変
更
を
し
て
お
り
ま
す
。

星
野
リ
ゾ
ー
ト
さ
ん
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ

と
も
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
う
し
た
動

画
で
案
内
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
少
し
面
白
い
取
り
組
み
と
し
て
は
、
ア
イ
ヌ

コ
タ
ン
の
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
お
願
い
し
て
、

ア
イ
ヌ
文
様
が
入
っ
た
パ
ー
テ
ィ
ー
シ
ョ
ン
を

作
っ
た
り
、
菅
官
房
長
官
が
ア
イ
ヌ
文
様
の
マ

ス
ク
を
着
け
て
少
し
話
題
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
ス
タ
ッ
フ
に
ア
イ
ヌ
文
様
の
マ
ス
ク
を

着
用
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

対
策
が
か
な
り
長
期
に
渡
り
そ
う
な
の
で
、
な

る
べ
く
お
客
様
に
緊
張
感
を
与
え
な
い
よ
う
な

感
染
対
策
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
が
苦
し
ん
で
い
る
の
は
ビ
ッ
フ
ェ
の

問
題
で
す
。
最
初
に
名
指
し
で
「
ビ
ッ
フ
ェ
は

避
け
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
で
、
業

界
全
体
の
問
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
北
海
道
は

特
に
大
型
施
設
が
多
い
の
で
、
食
事
提
供
の
変

更
が
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

け
れ
ば
末
端
の
組
合
員
、
協
会
員
に
も
影
響
が

及
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
最
低
限
の
事
務
所
の
家
賃
と
人
件
費
し
か
払

え
ま
せ
ん
の
で
、
組
合
費
や
協
会
費
で
運
営
し

て
い
る
来
期
の
牛
喰
い
絶
叫
大
会
、
ゆ
ふ
い
ん

音
楽
祭
や
湯
布
院
映
画
祭
は
実
施
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
を
明
確
に
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
由
布
院
温
泉
旅
館
組
合
と
由
布
院
温

泉
観
光
協
会
は
そ
れ
ぞ
れ
事
務
所
を
持
っ
て
運

営
し
て
い
ま
し
た
が
、
5
月
か
ら
由
布
院
駅
前

に
合
同
事
務
所
を
設
置
し
、
ひ
と
つ
屋
根
の
下

で
事
務
局
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
草
津
や
道
後
で
も
導
入
さ
れ
て
い
た

応
援
割
で
す
が
、
大
分
県
も
「
大
分
県
民
向
け

旅
館
ホ
テ
ル
応
援
割
」
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

6
0
0
0
万
円
の
予
算
で
1
万
2
千
泊
分
出
ま

し
た
が
、
6
月
1
日
に
発
売
を
開
始
し
て
1
時

間
で
全
て
売
り
切
れ
ま
し
た
。
た
だ
問
題
は
、

特
定
の
O
T
A
経
由
の
予
約
の
み
が
対
象
で
、

そ
こ
に
加
盟
協
力
し
て
い
な
い
小
規
模
旅
館
は

利
用
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

組
合
に
加
盟
し
て
い
な
い
と
利
用
で
き
な
い
等
、

色
々
と
制
約
が
あ
り
、
一
瞬
で
売
り
切
れ
ま
し

た
が
、
効
果
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
り
ま
す
。

大
分
県
は
予
算
も
倍
増
し
て
第
2
弾
を
や
る
と

い
う
の
で
、
そ
の
際
に
は
十
分
こ
の
問
題
を
考

慮
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
的
な
こ
と
で
は
、
由
布
院
町
内
の
特
産

品
を
集
め
た
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
や
、
未
来

の
宿
泊
券
な
ど
を
検
討
中
で
す
。
膝
を
つ
き
合

わ
せ
て
飲
ん
で
な
ん
ぼ
の
町
で
す
か
ら
、
何
よ

り
も
辛
か
っ
た
の
は
、
仲
間
と
会
え
な
い
、
飲

め
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
が
一
番
、

勢
い
を
止
め
る
要
因
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

武
田
　
組
合
と
し
て
は
、
町
か
ら
話
し
合
い
の

場
に
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
町
か

ら
は
4
月
下
旬
か
ら
6
月
15
日
ま
で
の
間
に
30

日
間
休
ん
だ
ら
、
1
事
業
所
に
つ
き
1
0
0
万

円
を
補
助
す
る
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

黒
川
温
泉
も
休
業
す
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
き
て
、

4
月
は
半
分
以
上
が
休
業
し
、
5
月
は
ほ
ぼ
全

て
休
業
し
て
い
た
感
じ
で
す
。
先
ほ
ど
言
っ
た

よ
う
に
熊
本
県
民
に
1
万
円
で
1
万
5
0
0
0

円
の
券
を
発
売
し
ま
す
し
、
6
月
1
日
に
は
ま

ず
町
民
の
方
た
ち
に
お
金
を
使
っ
て
も
ら
お
う

と
、
1
万
円
で
1
万
5
0
0
0
円
分
に
な
る

〝
超
〞
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
し
た
の
で
、

そ
れ
が
こ
れ
か
ら
動
く
か
な
と
い
う
と
こ
ろ
で

す
。

　
ま
た
、
お
客
さ
ん
が
減
っ
た
の
で
、
組
合
で

は
手
が
空
い
て
い
る
人
た
ち
で
看
板
の
ペ
ン
キ

を
塗
っ
た
り
、
植
樹
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ご
自
宅
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
黒

川
温
泉
の
入
浴
剤
を
ま
ず
熊
本
県
の
看
護
師
会

に
送
り
、
福
岡
か
ら
の
お
客
さ
ん
も
多
い
の
で

福
岡
県
の
看
護
師
会
に
も
送
り
、
黒
川
温
泉
に

バ
ス
を
走
ら
せ
て
下
さ
る
福
岡
の
バ
ス
の
運
転

手
さ
ん
に
も
送
り
ま
し
た
。

　
あ
と
は
週
に
1
回
集
ま
っ
て
会
議
を
し
て
、

雇
用
調
整
助
成
金
の
勉
強
を
し
た
り
、
E
C
サ

イ
ト
を
立
ち
上
げ
て
入
浴
剤
や
各
宿
の
タ
オ
ル

な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
、
コ
ロ
ナ

対
策
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
を
し
た
り
、
各
宿
で

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
ど
う
い
っ
た
対
応
を

し
て
い
る
か
と
い
う
共
有
を
し
て
い
ま
す
。

　
6
月
か
ら
湯
め
ぐ
り
の
受
け
入
れ
を
再
開
し

た
の
で
す
が
、
も
し
感
染
者
が
出
た
時
に
連
絡

手
段
が
な
い
と
困
り
ま
す
の
で
、
そ
の
都
度
名

前
と
電
話
番
号
、
出
身
県
を
書
い
て
い
た
だ
き
、

1
ヶ
月
程
度
情
報
を
保
管
す
る
と
い
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　
あ
と
、
ス
マ
ホ
ひ
と
つ
で
3
6
0
度
で
温
泉

気
分
を
味
わ
え
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
か
ら
だ
は

お
う
ち
　
こ
こ
ろ
は
温
泉
　
名
湯
「
ス
マ
ホ

湯
」」を
町
が
作
っ
て
く
れ
て
、
メ
デ
ィ
ア
に
取

り
上
げ
ら
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。

p
o
st

コ
ロ
ナ
を

見
据
え
た
お
宿
の
あ
り
方

福
永
　
コ
ロ
ナ
を
経
験
し
た
消
費
者
の
旅
行
に

対
す
る
意
識
も
少
し
ず
つ
変
化
が
生
じ
て
い
ま

す
。
世
の
中
の
流
れ
を
見
な
が
ら
お
宿
と
し
て

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
一
方
で
コ
ロ
ナ
を
経
験
し

た
か
ら
こ
そ
、
人
と
会
う
こ
と
や
旅
行
に
行
く

こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
て
い
る
消
費

者
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
お
宿
と
し
て
、
変
え

る
べ
き
こ
と
と
変
え
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
あ
た
り
は
ど
の
よ

う
に
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

　
ま
た
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
を
た
だ
乗
り
切
る
だ

け
の
も
の
と
し
て
捉
え
る
の
か
、
も
し
く
は
自

分
た
ち
や
旅
行
者
の
意
識
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス

と
し
て
捉
え
る
か
で
、
対
応
も
変
わ
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
、
皆

さ
ん
が
お
感
じ
に
な
ら
れ
た
こ
と
を
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

武
田
　
う
ち
は
6
月
13
日
に
営
業
を
再
開
し
て
、

数
組
し
か
お
客
様
と
関
わ
る
機
会
が
な
か
っ
た

の
で
、
ト
ラ
イ
&
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
し
な
が
ら

色
々
と
試
し
て
い
く
し
か
な
い
の
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
何
を
ど
う
し
た
い
と
い
う
の

が
な
く
、
細
か
い
こ
と
か
ら
言
え
ば
料
理
の
出

し
方
を
ど
う
し
よ
う
か
と
い
う
く
ら
い
で
す
が
、

食
事
は
個
室
対
応
な
の
で
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
変

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
、
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
常

連
さ
ん
が
多
い
の
で
、
気
負
わ
ず
に
「
ど
う
で

す
か
」
と
聞
き
な
が
ら
、
調
整
し
て
い
け
た
ら

い
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

奥
村
　
私
ど
も
の
宿
も
国
の
方
向
性
が
出
る
た

び
に
休
業
期
間
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
が
、
5
月

1
日
ま
で
休
館
と
書
い
て
貼
り
出
し
て
い
た
ら
、

地
元
の
方
の
中
に
は
自
粛
警
察
の
よ
う
な
方
も

い
て
、
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
開
け
る
ん

で
す
か
。
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
ら
、
ど
う

責
任
を
取
る
ん
で
す
か
。
」
と
い
っ
た
メ
ー
ル

が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ス
ペ
イ
ン
も
入
国
を
緩
和
し
た
と
こ
ろ
、
ド

イ
ツ
人
が
来
て
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
が
、
宿
の
営
業
を
再
開
し
て
ビ
ッ
フ
ェ
を

再
開
し
て
も
外
国
人
観
光
客
は
気
に
せ
ず
利
用

す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
日

本
人
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
例
え
ば
妻
の
友
人

の
中
に
は
、
狂
牛
病
が
発
生
し
た
時
か
ら
牛
肉

を
食
べ
な
く
な
っ
た
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、

清
潔
感
や
ル
ー
ル
を
重
視
す
る
方
も
多
く
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
で
は
、
ビ
ッ
フ
ェ
な
ど
を
全

部
や
め
て
、
ワ
ク
チ
ン
が
で
き
た
後
に
も
う
一

度
戻
す
の
か
と
。
効
率
が
ど
う
と
い
う
だ
け
で

は
な
く
、
ビ
ッ
フ
ェ
が
好
き
だ
か
ら
宿
に
泊
ま

り
に
来
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

私
ど
も
の
施
設
で
は
、
食
事
は
食
事
処
で
と
る

形
で
し
た
が
、
6
月
に
再
開
し
て
か
ら
は
ほ
ぼ

に
な
り
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
遅
れ
て
い
た

の
で
、
シ
ス
テ
ム
会
社
さ
ん
と
連
携
し
て
、
チ

ェ
ッ
ク
イ
ン
・
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
時
の
顔
認
証

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
実
験
し
ま
し
た
。
入
口
に

カ
メ
ラ
が
あ
る
と
監
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
雰

囲
気
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
、
カ
メ

ラ
を
内
蔵
し
た
ド
ア
を
作
り
、
不
自
由
が
な
か

っ
た
か
、
く
つ
ろ
ぎ
に
来
た
の
に
雰
囲
気
が
壊

れ
な
か
っ
た
か
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
条
件
に
、
通
常
よ
り
３
割

ほ
ど
安
く
し
た
宿
泊
プ
ラ
ン
を
販
売
し
ま
し
た
。

B
luetooth

に
よ
る
無
線
の
解
錠
シ
ス
テ
ム
を

使
っ
て
い
て
、
不
具
合
も
あ
っ
た
り
し
ま
し
た

が
、
有
線
で
も
必
ず
し
も
全
て
う
ま
く
動
く
訳

で
は
な
い
よ
う
で
す
。
う
ち
は
フ
ロ
ン
ト
の
受

付
か
ら
、
部
屋
の
開
閉
ま
で
成
立
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
取
材
も
さ
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ
実

験
段
階
な
の
で
、
今
後
も
進
め
て
い
く
か
は
検

討
中
で
す
。

福
永
　
今
回
の
コ
ロ
ナ
を
受
け
て
、
道
後
温
泉

の
他
の
お
宿
さ
ん
の
関
心
は
高
ま
り
そ
う
で
す

か
。

奥
村
　
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。
キ
ー
レ
ス
に
つ

い
て
は
静
脈
、
指
紋
、
虹
彩
な
ど
色
々
な
方
法

が
あ
り
ま
す
が
、
顔
認
証
は
非
接
触
が
成
立
す

る
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
す
る
と

思
い
ま
す
。

冨
永
　
大
分
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組

合
か
ら
全
県
に
対
し
て
休
業
要
請
が
来
た
の
で

す
が
、
補
償
が
伴
わ
な
い
た
め
に
色
々
な
苦
情

も
あ
っ
た
よ
う
で
、
由
布
院
と
し
て
は
自
己
判

断
で
お
願
い
し
ま
す
と
言
い
ま
し
た
。
宿
も
商

店
も
時
間
が
で
き
た
の
で
、
由
布
院
は
観
光
地

で
は
な
く
保
養
温
泉
地
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

も
う
一
度
認
識
す
る
た
め
、
み
ん
な
で
た
く
さ

ん
花
を
植
え
ま
し
た
（
写
真
3
）。

　
ま
た
、
感
染
拡
大
の
防
止
対
策
を
徹
底
す
る

こ
と
が
何
よ
り
も
安
心
安
全
の
P
R
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
感
染
拡
大
防
止

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
た
他
、
旅
館
組
合
で

マ
ス
ク
や
消
毒
液
や
客
室
内
の
噴
霧
器
な
ど
を

一
括
購
入
し
て
各
旅
館
に
安
く
提
供
す
る
と
い

っ
た
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。

　
金
融
機
関
の
融
資
や
雇
用
調
整
助
成
金
は
わ

か
り
づ
ら
い
と
い
う
声
も
非
常
に
多
か
っ
た
の

で
、
旅
館
組
合
主
催
で
、
説
明
会
・
個
別
相
談

会
を
何
度
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
年
に
関
し
て
は
、
95
軒
の
旅
館
組

合
員
、
3
0
0
軒
の
観
光
協
会
員
か
ら
組
合
費

や
協
会
費
を
い
た
だ
く
の
は
難
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
、
そ
う
す
る
と
行
政
か
ら
の
補

助
金
は
ま
っ
た
く
い
た
だ
か
ず
に
運
営
し
て
い

る
我
々
は
事
務
運
営
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
今
後
、G

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
は

じ
め
と
し
た
事
業
を
実
施
す
る
と
な
る
と
、
そ

の
窓
口
と
な
る
地
元
の
旅
館
組
合
や
観
光
協
会

な
ど
に
負
担
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
事

務
所
の
経
営
も
難
し
い
、
人
件
費
も
削
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
中
で
の
負
担
増
に
対
し
て
、
し

っ
か
り
と
補
助
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
を

国
も
含
め
て
強
く
訴
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う

地
域
の
核
と
な
る
組
織
が
し
っ
か
り
機
能
し
な

お
客
様
か
と
思
い
ま
す
。
お
客
様
の
感
覚
も
、

ま
た
時
が
経
て
ば
戻
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て
は
、
う
ち
の
旅
館

も
多
か
っ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
、
か
と
い

っ
て
英
語
表
記
に
変
え
た
り
食
事
を
変
え
る
こ

と
は
な
く
、
う
ち
の
ス
タ
イ
ル
で
泊
ま
り
た
い

外
国
人
の
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
し
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
今
後
も
大

き
く
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
よ
り

一
層
、
安
心
安
全
に
対
す
る
意
識
は
高
く
な
っ

た
か
な
と
思
い
ま
す
。

大
西
　
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
は
大
変
な
第
2
波
、

第
3
波
が
来
な
け
れ
ば
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

に
は
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
状

の
社
会
変
化
で
は
大
き
く
人
間
の
価
値
観
が
変

わ
る
と
い
う
よ
り
、
も
と
も
と
進
む
べ
き
方
向

に
進
ん
で
い
る
も
の
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
特

に
働
き
方
で
あ
っ
た
り
、
日
常
生
活
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
は
大
き
く
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
、
オ
ン
ラ
イ
ン
面
接
を
や
っ
て
み
た
ら
、

全
国
か
ら
応
募
が
来
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

「
鶴
雅
な
ん
て
聞
い
た
こ
と
も
な
い
で
し
ょ

う
」
と
い
う
と
、「
聞
い
た
こ
と
は
な
い
が
企

業
理
念
や
地
域
貢
献
な
ど
に
つ
い
て
記
事
を
見

て
知
っ
て
参
加
し
た
」
と
い
う
こ
と
で
、
半
数

近
く
が
道
外
の
方
で
し
た
。
人
材
の
多
様
性
を

高
め
る
た
め
に
も
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
強

い
社
員
を
採
用
す
る
に
し
て
も
、
今
後
も
続
け

て
い
き
た
い
で
す
。

　
あ
と
は
世
の
中
の
流
れ
と
し
て
、
動
画
に
対

す
る
抵
抗
が
な
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
る
の
で
、

サ
ー
ビ
ス
に
使
っ
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

色
々
な
自
動
化
の
取
り
組
み
が
後
押
し
さ
れ
る

か
な
と
。
お
客
様
も
サ
ー
ビ
ス
す
る
側
も
「
お

も
て
な
し
は
人
の
手
で
や
る
べ
き
」
と
思
っ
て

い
た
こ
と
が
生
産
性
を
高
め
る
上
で
足
か
せ
に

な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
今
は
コ

ロ
ナ
だ
か
ら
仕
方
な
い
よ
ね
と
い
う
感
覚
で
変

え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
奥
村
さ

ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
顔
認
識
の
よ
う
な
も
の
も

抵
抗
感
が
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　
感
染
対
策
の
た
め
の
設
備
を
導
入
す
る
際
に
、

北
海
道
庁
や
経
済
産
業
局
か
ら
補
助
金
を
受
け

ら
れ
る
の
で
す
が
、
今
A
I
付
き
の
サ
ー
モ
グ

ラ
フ
ィ
の
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

機
に
A
I
の
機
能
を
勉
強
し
て
お
り
、
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
良
い
き
っ

か
け
に
な
っ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
み
な
さ
ん
お
互
い
に
聞
い
て
み
た
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

大
西
　
奥
村
さ
ん
の
お
宿
で
実
施
さ
れ
た
顔
認

証
は
、
客
室
に
入
っ
た
り
、
館
内
で
消
費
す
る

の
に
使
え
る
の
で
す
ね
。

奥
村
　
ま
だ
全
部
は
で
き
て
な
い
の
で
す
が
、

お
客
様
の
満
足
度
の
向
上
と
業
務
の
効
率
化
を

両
立
す
る
「
お
も
て
な
し
マ
ス
タ
ー
」
と
い
う

の
を
作
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
定
の
範
囲

の
中
で
、
解
錠
や
決
済
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
・
ア

ウ
ト
を
顔
認
証
で
で
き
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

た
だ
、
旅
館
や
旅
館
系
ホ
テ
ル
は
建
て
増
し
を

し
た
り
し
て
い
て
、
工
場
の
よ
う
に
作
ら
れ
て

い
な
い
の
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
自
動
化

が
難
し
い
で
す
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
の
作
業
を

連
動
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
、
中
規
模
・
大
型
旅

館
だ
と
働
い
て
い
る
人
数
も
多
い
の
で
、
課
金

的
な
端
末
を
持
た
せ
る
と
ず
っ
と
お
金
を
払
っ

て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
の

館
で
や
っ
て
い
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
変
え
ず

に
何
を
ど
う
自
動
化
す
る
か
が
重
要
で
、
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
は
お
も
て
な
し
で
、
ワ
ー
ク
ウ

ェ
ア
は
最
先
端
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
す
る
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
完
成
品
を
納
品
さ
れ
る
の
で
は

な
く
、
う
ち
で
実
験
し
て
い
い
で
す
よ
と
い
う

こ
と
で
、
顔
認
証
の
ほ
か
に
指
認
証
の
実
験
も

行
い
ま
し
た
し
、
ド
ア
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
て
、

顔
認
証
の
カ
メ
ラ
が
つ
い
た
袖
ド
ア
の
実
験
も

う
ち
の
旅
館
で
や
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
売
店

に
は
、
私
の
妻
が
作
っ
た
着
物
を
着
て
、
ち
ょ

ん
ま
げ
を
結
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
（N

T
T

の

S
ota

）
が
い
て
人
感
セ
ン
サ
ー
で
挨
拶
し
た
り

し
て
ま
す
。

　
私
か
ら
大
西
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い
の
で
す

が
、
ビ
ッ
フ
ェ
は
今
後
ど
う
な
る
と
思
い
ま
す

か
。
日
本
の
宿
が
ビ
ッ
フ
ェ
で
は
な
い
方
向
に

振
っ
て
し
ま
っ
て
本
当
に
い
い
の
か
な
と
。
外

国
人
旅
行
者
が
戻
っ
て
き
た
時
に
、
も
う
一
度

設
備
を
変
え
て
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
ス
タ
ッ

フ
の
数
も
変
え
る
と
い
う
の
は
ど
う
な
の
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

大
西
　
弊
社
で
も
意
見
が
分
か
れ
て
い
て
、
ワ

ク
チ
ン
等
の
登
場
で
い
つ
か
は
需
要
が
戻
っ
て

く
る
と
思
う
の
で
す
が
、
こ
れ
を
機
に
ビ
ッ
フ

ェ
あ
り
き
の
鶴
雅
か
ら
脱
却
し
た
方
が
良
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。

　
旅
館
業
界
で
も
ビ
ッ
フ
ェ
を
や
っ
て
い
き
た

い
と
い
う
方
も
多
い
で
し
ょ
う
し
、
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
も
高
い
の
で
、
ど
こ
か
で
元
通
り
に
な

る
と
は
思
い
ま
す
が
、
今
は
で
き
る
対
策
を
実

施
し
な
が
ら
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

奥
村
　
う
ち
も
毎
年
夏
に
ビ
ア
バ
イ
キ
ン
グ
を

や
っ
て
い
て
、
コ
ロ
ナ
を
機
に
や
め
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
が
、
原
理
的
に
は
ビ
ッ
フ
ェ
を

前
提
と
し
た
ビ
ア
ホ
ー
ル
み
た
い
な
も
の
も
全

部
な
し
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
し
か

し
、
な
く
し
て
し
ま
っ
て
い
い
の
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

山
下
（
阿
寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構

専
務
理
事
）
観
光
協
会
な
ど
の
会
費
の
問
題

が
あ
る
と
思
っ
て
い
て
、
我
々
も
今
年
度
は
2

割
減
免
と
決
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
ど
の
よ

う
に
さ
れ
る
ご
予
定
か
、
教
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

吉
川
　
三
重
県
で
は
ほ
と
ん
ど
の
と
こ
ろ
が
会

費
を
減
免
し
て
い
て
、
半
額
も
し
く
は
ほ
と
ん

ど
な
し
で
動
い
て
お
り
、
致
し
方
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
。
全
旅
連
で
も
今
期
は
会
費
な
し
と

い
う
形
に
な
り
ま
す
。
地
域
の
財
力
の
問
題
も

あ
る
の
で
、
そ
こ
は
地
域
で
考
え
る
こ
と
で
、

会
費
を
取
る
な
ら
取
っ
て
し
っ
か
り
行
動
し
て

い
け
ば
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

奥
村
　
道
後
温
泉
は
か
つ
て
財
産
区
で
、
そ
の

後
、
松
山
市
に
合
併
さ
れ
た
の
で
、
道
後
温
泉

旅
館
協
同
組
合
自
体
が
府
庁
の
よ
う
な
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
毎
年
定
額
の
組
合
費
も
安
く
、

入
湯
税
の
全
面
代
理
徴
収
を
行
っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
利
用
人
数
に
合
わ
せ
た
金
額
を
収
め
て
い

部
屋
食
の
対
応
と
し
、
ス
タ
ッ
フ
が
入
る
回
数

も
減
ら
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
本
来
、
日
本
の

旅
館
は
一
品
出
す
ご
と
に
従
業
員
と
会
話
を
す

る
か
ら
楽
し
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　
い
ず
れ
ワ
ク
チ
ン
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

変
に
投
資
せ
ず
に
元
に
戻
せ
る
よ
う
に
し
て
お

く
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
気
も
し
ま

す
。
リ
ス
ク
は
計
算
し
て
一
応
管
理
で
き
る
も

の
で
す
が
、
す
べ
て
対
応
す
る
よ
う
に
投
資
し

て
し
ま
う
と
逆
に
危
機
対
応
力
が
落
ち
る
の
で

は
な
い
か
、
リ
ス
ク
が
発
生
し
た
際
に
は
国
や

行
政
に
助
け
を
求
め
る
方
が
良
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
気
も
し
て
い
ま
す
。

吉
川
　
今
後
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
は
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
が
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
の
で
は
と
思

い
ま
す
。G

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
含
め
国
内

で
の
施
策
と
し
て
の
後
押
し
は
あ
り
ま
す
が
、

国
内
旅
行
者
を
日
本
全
国
で
取
り
合
い
し
て
い

た
ら
、
今
ま
で
の
よ
う
な
稼
働
が
取
れ
る
か
は

疑
問
が
出
て
く
る
の
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
復

活
す
る
ま
で
の
間
、
旅
館
ホ
テ
ル
の
経
営
の
仕

方
が
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
の
旅
館
ホ
テ
ル
の
経
営
ス
タ
イ
ル
は
、

お
客
さ
ん
を
た
く
さ
ん
入
れ
て
毎
日
満
室
に
し

て
、
3
6
5
日
営
業
を
す
る
と
い
う
形
で
し
た

が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
と
わ
か
っ
た
な
ら
、
違

う
損
益
分
岐
点
を
発
見
し
て
運
営
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
先
が
見
え
な
い
部
分
も
あ
る
の
で
、
そ

う
し
な
が
ら
国
内
・
海
外
の
シ
ェ
ア
を
と
っ
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
当
館
で
も
と
て
も
悩
ん
だ

問
題
で
、
武
田
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、

う
ち
も
こ
の
時
期
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
た

の
は
リ
ピ
ー
タ
ー
の
お
客
様
で
す
。
体
温
測
定

や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
な
ど
の
対
応
は
全
部
し
ま

し
た
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
あ
る
よ
う
な
料
理

は
下
膳
し
て
は
い
け
な
い
と
か
、
手
袋
を
は
め

て
料
理
を
出
す
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
社

内
で
も
協
議
し
た
結
果
、
お
客
様
に
お
尋
ね
し

て
、
お
客
様
に
委
ね
る
形
で
い
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
手
袋
を
つ

け
て
料
理
を
提
供
で
き
ま
す
し
、
一
度
に
料
理

を
お
出
し
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
い
か
が

な
さ
い
ま
す
か
」
と
。
あ
る
程
度
お
客
様
に
委

ね
、
ど
う
や
っ
て
う
ち
の
カ
ラ
ー
を
潰
さ
ず
に

営
業
し
て
い
け
る
か
に
重
き
を
置
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
う
ち
は
新
卒
の
リ
ク
ル
ー
ト
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
3
月
か
らZ

oom

を

使
っ
て
企
業
説
明
会
や
面
接
を
し
ま
し
た
。
す

る
と
、
日
本
全
国
か
ら
応
募
が
来
ま
し
た
。
地

元
の
会
議
室
を
借
り
た
り
、
大
手
の
合
同
説
明

会
に
参
加
し
て
い
た
昨
年
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど

東
海
か
ら
し
か
参
加
が
な
か
っ
た
の
が
、
北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
非
常
に
優
秀
な
学
生
の
登
録

が
あ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
は
地
元
だ
か
ら
と
い

う
こ
と
で
来
て
い
た
学
生
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、「
旅
館
で
働
き
た
い
」
と
い
う
学
生
が
コ

ン
タ
ク
ト
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
非
常
に

い
い
ツ
ー
ル
だ
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
情
報
が
命
で
し
た
の

で
、
こ
の
ツ
ー
ル
を
使
う
こ
と
で
、
各
旅
館
の

仲
間
た
ち
と
い
ち
早
く
情
報
共
有
で
き
、
自
分

自
身
に
と
っ
て
す
ご
く
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
こ
う
し
た
情
報
共
有
を
皆
さ
ん
と
し
て
、

会
社
や
地
域
に
還
元
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

冨
永
　
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
私
た
ち

の
温
泉
地
は
観
光
地
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

元
々
、
国
際
的
な
生
活
型
の
保
養
温
泉
地
を
目

指
し
て
い
る
の
で
、
今
一
度
、
原
点
回
帰
を
テ

ー
マ
に
挙
げ
て
い
ま
す
。
何
よ
り
も
遊
ぶ
こ
と

や
楽
し
む
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
心
と
身
体

の
保
養
を
し
に
来
て
く
だ
さ
い
と
。
そ
れ
に
見

合
っ
た
宿
の
あ
り
方
を
一
か
ら
勉
強
し
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
で
、
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
は
安
心
安
全
が
一
番
に
な
る
の
で
、
地
域

版
H
A
C
C
P
や
、
食
や
温
泉
の
安
全
を
一
か

ら
築
い
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　P
ost

コ
ロ
ナ
の
宿
の
あ
り
方
で
す
が
、
誰
か

に
言
わ
れ
た
か
ら
と
か
、
県
や
国
が
こ
う
し
た

か
ら
そ
れ
に
則
る
の
で
は
な
く
、
経
営
者
が
自

分
で
考
え
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
ま

ず
は
自
分
の
施
設
、
自
分
の
地
域
か
ら
感
染
者

を
出
さ
な
い
、
拡
散
さ
せ
な
い
と
い
う
目
的
を

明
確
に
し
て
、
そ
れ
に
向
け
て
何
が
で
き
る
の

か
、
経
営
者
が
そ
れ
ぞ
れ
一
生
懸
命
考
え
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
も
で
き
な
い
経
営
者
は
旅
館

を
経
営
す
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
も
し
も
感
染
者
が
出
た
時
は
、

一
丸
と
な
っ
て
み
ん
な
で
考
え
て
い
こ
う
と
い

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
由
布
院
温
泉
で
は
4
月
中
旬
く
ら
い
に

由
布
院
観
光
の
歴
史
を
聞
き
な
が
ら
ま
ち
歩
き

を
す
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
も
原
点
回
帰
と
い
う
想
い
か
ら
始
め

ら
れ
た
も
の
で
す
か
。

冨
永
　
そ
う
で
す
ね
。
も
し
か
し
た
ら
今
ま
で

は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
増
え
す
ぎ
て
少
し
異
常
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

が
増
え
る
と
そ
れ
を
目
的
に
外
資
、
別
の
国
の

資
本
が
ま
ち
に
入
り
込
み
、
小
さ
な
民
泊
が
た

く
さ
ん
生
ま
れ
、
ま
ち
の
風
景
が
ど
ん
ど
ん
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
風
景
だ
け
で
は
な
く
、
風

情
や
風
土
、
風
習
ま
で
変
わ
っ
て
き
て
、
「
由

布
院
の
風
」
自
体
が
変
わ
っ
て
き
た
と
い
う
こ

と
に
対
す
る
危
機
感
が
長
い
こ
と
あ
り
ま
し
た
。

　
先
日
、
I
A
T
A
（
国
際
航
空
運
送
協
会
）

が
国
際
線
需
要
が
2
0
1
9
年
の
水
準
に
回
復

す
る
の
は
2
0
2
4
年
頃
に
な
る
と
い
う
見
通

し
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
も
う
一
度
、
原
点
に

戻
る
時
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
僕

ら
の
仲
間
か
ら
倒
産
者
は
出
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
幸
か
不
幸
か
小
規
模
旅
館
が
点
在
し
て
い

る
ま
ち
な
の
で
、
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
っ

て
汗
を
流
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

田
村
　
う
ち
も
小
規
模
旅
館
で
、
1
0
0
年
以

上
、
食
事
を
部
屋
出
し
で
提
供
し
て
き
ま
し
た

の
で
、
こ
う
い
う
事
態
に
な
っ
て
も
特
別
に
変

え
る
こ
と
も
な
く
、
今
は
入
館
を
半
分
に
制
限

し
て
、
空
い
た
お
部
屋
に
先
に
用
意
す
る
と
い

う
形
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　
草
津
も
観
光
地
で
あ
る
前
に
湯
治
場
で
も
あ

り
、
湯
治
場
の
温
泉
宿
の
役
割
は
、
こ
う
い
っ

た
こ
と
が
あ
っ
て
も
大
き
く
は
変
わ
っ
て
い
か

な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
1
泊
2
食
を
提
供

し
、
な
る
べ
く
長
い
間
安
心
安
全
に
滞
在
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
各
お
宿
が
考
え
て
決
め
る
こ

と
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
う
の
は
大
事
で
す
が
、

食
事
の
提
供
の
仕
方
な
ど
は
う
ち
の
よ
う
な
小

規
模
、
大
規
模
旅
館
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
が
あ
る

の
で
、
各
お
宿
が
ポ
リ
シ
ー
と
責
任
を
持
っ
て

対
策
を
講
じ
て
い
れ
ば
、
最
終
的
に
選
ぶ
の
は

写真２：「カムイへの祈り」チラシ

37 %

33 %

16 %

9 %

4 %

1 %

図 1 ビッフェに対する意識調査（鶴雅グループ実施）
今後も利用
したい

感染症対策が
されていれば

今後も利用したい

不衛生な
感じがして不安
そもそも
ビュッフェは
好きではない

世の中の
状況をみて、
利用を
検討したい

新型コロナ
ウイルスが
収束するまでは
和食膳やフレンチを
利用したい

ま
す
。

武
田
　
黒
川
温
泉
は
組
合
費
を
3
割
減
免
に
し

ま
し
た
。
た
だ
し
、
別
に
集
め
て
い
る
広
告
費

は
上
げ
ま
し
た
。

田
村
　
群
馬
県
で
も
草
津
町
で
も
青
年
部
の
会

費
に
つ
い
て
は
特
に
減
額
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
、
徴
収
時
期
を
少
し
ず
ら
し
て
お
り
、
ま

だ
徴
収
し
て
い
ま
せ
ん
。
群
馬
県
に
つ
い
て
も

0
か
1
0
0
か
と
い
う
会
議
を
し
ま
し
た
が
、

会
員
数
も
少
な
い
中
、
各
々
の
地
域
で
既
に
計

上
し
て
い
る
状
況
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
ま

ま
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

湯
本
（
草
津
温
泉
観
光
協
会
理
事
）
草
津
温

泉
旅
館
協
同
組
合
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ

特
に
減
免
と
い
う
話
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
群
馬
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合

に
つ
い
て
は
、
今
年
は
徴
収
し
な
い
こ
と
に
し

た
そ
う
で
す
。
県
の
組
合
は
販
売
事
業
が
あ
り
、

割
と
好
調
に
回
っ
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
、
そ

こ
で
な
ん
と
か
カ
バ
ー
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

草
津
の
場
合
は
事
務
局
で
人
を
抱
え
て
い
る
の

で
、
今
の
と
こ
ろ
会
費
に
関
し
て
は
旅
館
組
合

も
観
光
協
会
も
通
常
通
り
の
予
定
で
す
。

福
永
　
ち
な
み
に
阿
寒
の
場
合
は
、
入
湯
税
の

か
さ
上
げ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
今

回
の
緊
急
対
策
に
あ
て
る
と
い
っ
た
動
き
は
あ

り
ま
す
か
。（
注
１
）

山
下
　
入
湯
税
そ
の
も
の
が
前
年
比
75
%
減
く

ら
い
に
な
る
と
み
て
い
ま
す
。
通
常
は
嵩
上
げ

分
と
し
て
4
5
0
0
万
円
く
ら
い
徴
収
で
き
る

予
定
の
税
収
が
1
0
0
0
万
円
を
切
る
の
で
は

と
い
う
状
況
で
す
の
で
、
取
り
組
み
の
優
先
順

位
を
ど
う
つ
け
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。
ま
た
、

ば
、
は
じ
か
れ
る
項
目
が
多

い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
こ
の
あ

た
り
は
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て

い
ま
す
。
今
に
な
っ
て
よ
う

や
く
緩
和
さ
れ
て
、
色
々
な

も
の
が
見
え
て
き
て
い
ま
す
。

山
田
　
熊
本
地
震
の
時
ま
で
、

雇
用
調
整
助
成
金
は
旅
館
で

使
う
の
に
制
限
が
か
か
っ
て

い
ま
し
た
。
今
回
、
旅
館
業

と
し
て
何
か
差
別
さ
れ
た
と

か
、
阻
害
さ
れ
た
と
い
っ
た

釧
路
市
と
の
関
係
で
組
織
の
運
営
費
に
使
っ
て

は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
減
免
の
部

分
を
埋
め
る
形
に
は
な
ら
な
い
で
す
。

福
永
　
鳥
羽
市
で
は
入
湯
税
の
30
％
を
鳥
羽
市

温
泉
振
興
会
に
、
70
％
を
鳥
羽
市
観
光
振
興
基

金
と
し
て
積
み
立
て
る
形
に
し
て
い
ま
す
が
、

入
湯
税
の
使
途
な
ど
は
何
か
議
論
さ
れ
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。（
注
２
）

吉
川
　
今
後
、
鳥
羽
市
観
光
振
興
基
金
の
使
い

方
を
、
鳥
羽
市
温
泉
振
興
会
と
市
で
協
議
し
て

い
こ
う
と
い
う
く
ら
い
で
す
ね
。
親
会
で
ど
こ

ま
で
進
ん
で
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
青
年

部
で
は
そ
う
い
う
話
を
ぶ
つ
け
て
い
こ
う
か
と

い
う
と
こ
ろ
で
す
。

福
永 

鳥
羽
市
の
方
に
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、

自
主
財
源
が
あ
る
こ
と
で
、
国
の
助
成
金
な
ど

が
お
り
る
前
の
早
い
段
階
で
施
策
が
打
て
た
と

い
う
話
も
あ
り
、
組
織
と
連
動
す
る
財
源
の
有

無
に
つ
い
て
も
重
要
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
今
日
の
お
話
の
中
で
気
づ
か
れ
た

こ
と
や
共
有
し
た
い
想
い
な
ど
あ
れ
ば
、
ご
発

言
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

吉
川 

私
が
出
向
し
て
い
る
全
旅
連
青
年
部
に

行
政
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
よ
う
な
方
が
い
て
、

そ
の
方
か
ら
国
の
話
を
色
々
と
聞
く
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
が
、
国
は
補
正
予
算
を
組
ん
だ
り

し
て
多
く
の
予
算
を
つ
け
て
は
い
る
も
の
の
、

県
の
方
で
使
い
方
が
わ
か
ら
ず
、
断
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
う
い

っ
た
と
こ
ろ
を
動
か
す
に
は
、
我
々
業
界
が
声

を
上
げ
て
、
県
に
向
け
て
ど
ん
ど
ん
お
金
を
取

り
に
行
か
な
い
と
動
か
な
い
と
い
う
地
域
性
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
は
み
ん
な
で
情
報
共

有
し
て
、
こ
の
地
域
で
は
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ

て
る
の
で
、
う
ち
の
県
で
も
や
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
形
で
要
望
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　w
ith

コ
ロ
ナ
に
加
え
て
、w

ith

行
政
と
い
う

く
ら
い
の
勢
い
で
手
を
組
ん
で
や
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
今
回
の
危
機
は
乗
り
切
れ
な
い
と
思
う

の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
と
声
を
上
げ
て
、
他
の
地

域
も
見
な
が
ら
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

福
永 

自
治
体
に
よ
る
違
い
や
差
は
、
横
の
つ

な
が
り
が
あ
っ
て
初
め
て
わ
か
る
こ
と
な
の
で
、

温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
で
も
引
き
続
き
、
情

報
交
換
を
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
議
論

は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
今
日
は
お
忙
し
い
中
、
貴

重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

温泉旅館（温泉地）が考えるWith／Postコロナ3
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り
ま
す
。
一
応
、
次
期
部
長
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
総
会
な
ど
も
書
面
決
議
で
実

際
に
は
引
継
ぎ
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　
草
津
温
泉
で
は
多
く
の
宿
が
6
月
1
日
か
ら

営
業
を
再
開
し
て
い
て
、
同
時
に
群
馬
県
が
1

人
1
泊
あ
た
り
5
0
0
0
円
割
引
に
な
る
愛
郷

ぐ
ん
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
泊
ま
っ
て
！
応
援
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
群
馬
県

内
の
お
客
さ
ま
が
多
く
来
ら
れ
て
い
る
状
況
で

す
。
た
だ
、
宿
の
方
も
全
開
で
お
客
様
を
受
け

入
れ
ら
れ
る
体
制
で
は
な
く
、
う
ち
も
実
質
半

分
開
け
て
、
宿
泊
容
量
の
半
分
く
ら
い
を
受
け

入
れ
て
い
る
状
態
で
す
。
し
か
し
、
徐
々
に
お

客
様
が
戻
っ
て
い
る
か
な
と
い
う
気
は
し
て
い

ま
す
。

w
ith

コ
ロ
ナ
の
温
泉
地
の

状
況
と
宿
の
対
応

福
永
　
そ
れ
で
は
本
題
に
入
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
３
月
末
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
入
込
客
の
動
向
記
録（
表
1
）の
中
で
も

地
域
に
よ
っ
て
お
客
様
の
動
向
は
違
っ
た
様
子

が
見
え
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
徐
々
に

拡
大
す
る
中
で
の
お
客
様
の
動
向
や
対
応
は
ど

の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
自
粛
期
間
に
入
っ
て
か
ら
は
お
宿
自
体

を
休
館
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
間
に
ど
う
い
っ
た
こ
と
に
取
り

組
ま
れ
た
の
か
、
従
業
員
の
皆
さ
ん
や
取
引
先

へ
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
さ
れ
た
の
か
な
ど
に

つ
い
て
お
話
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

當
谷
　
有
馬
温
泉
は
神
戸
市
内
に
あ
り
、
兵
庫

県
と
大
阪
府
の
間
な
の
で
、
お
客
さ
ま
に
来
て

く
だ
さ
い
と
い
う
の
は
難
し
い
状
況
で
し
た
。

そ
こ
で
若
手
４
人
で
、
お
う
ち
に
い
な
が
ら

V
R
で
温
泉
を
楽
し
め
る
「
有
馬
温
泉
湯
め
ぐ

り
V
R
」
を
始
め
ま
し
た
。
今
は
参
画
施
設
が

8
軒
に
な
り
、
さ
ら
に
草
津
さ
ん
に
も
紹
介
し

て
、
世
界
中
に
配
信
し
ま
し
た
。
日
本
国
内
よ

り
海
外
の
方
に
多
く
見
て
い
た
だ
き
、
海
外
の

マ
ス
コ
ミ
に
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た（
写
真
１
）。

　
ま
た
、
も
と
も
と
夏
祭
り
に
使
う
予
定
だ
っ

た
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
飲
食
店
に
開
放
し
て
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
専
門
で
販
売
す
る
よ
う
に
し
た
と
こ

ろ
、
町
内
の
方
が
た
く
さ
ん
買
い
に
来
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　
有
馬
で
開
催
さ
れ
た
会
議
に
観
光
庁
長
官
が

来
て
い
て
、
私
も
参
加
し
た
の
で
す
が
、
そ
の

時
に
初
め
てG

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
話
を
さ

れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
に
旅
行
会
社
だ
け

で
な
く
、
旅
館
の
直
接
予
約
も
対
象
に
し
て
ほ

し
い
と
交
渉
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
私
の
旅
館
で
は
温
泉
地
ご
と
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
声
優
が
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「
温
泉
む
す
め
」

と
一
番
最
初
に
提
携
し
て
お
り
、
先
方
か
ら
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
な
い
か
と
い
う
提

案
が
あ
っ
た
の
で
共
同
で
行
っ
た
と
こ
ろ
、
1

日
か
か
ら
ず
に
目
標
の
1
0
0
万
円
が
集
ま
り

ま
し
た
。
休
館
中
は
、
休
業
補
償
を
1
0
0
%

払
っ
て
、
従
業
員
の
雇
用
は
全
て
確
保
し
て
い

ま
す
。
そ
の
子
達
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
手
伝
っ

て
く
れ
て
、
森
の
中
に
お
子
様
用
の
小
さ
な
プ

ー
ル
を
作
っ
て
い
ま
す
。
有
馬
で
は
毎
年
夏
に

「
有
馬
涼
風
川
座
敷
」
と
い
う
お
祭
り
を
し
て

い
ま
す
が
、
何
と
し
て
も
実
施
し
た
い
と
い
う

こ
と
で
調
整
し
て
い
ま
す
。

吉
川

　鳥
羽
温
泉
郷
と
し
て
は
4
月
か
ら
原
則

的
に
休
館
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

休
業
要
請
が
出
て
い
て
も
何
軒
か
は
開
け
ざ
る

を
得
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
か
な
り
叩
か
れ
て

い
る
と
い
う
情
報
は
聞
い
て
い
ま
し
た
。
多
分
、

ど
の
温
泉
地
で
も
同
じ
よ
う
な
状
況
が
起
き
て

い
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
当
館
も
4
軒
は
4
月
13
日
か
ら
休
業
し
ま
し

た
が
、
全
室
ス
イ
ー
ト
の
高
級
旅
館
「T

H
E
 

E
A
R
T
H

」
に
つ
い
て
は
、
お
客
様
が
た
く
さ

ん
入
ら
れ
て
い
る
状
況
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

営
業
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ご
く
一
部
、

東
京
な
ど
か
ら
の
お
客
様
で
非
常
に
マ
ナ
ー
の

悪
い
方
が
お
り
、
働
い
て
い
る
従
業
員
が
恐
怖

を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
20
日
か
ら
休

館
に
し
ま
し
た
。

　
や
は
り
企
業
と
し
て
は
営
業
し
て
い
き
た
い

気
持
ち
は
あ
り
ま
す
が
、
従
業
員
を
守
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
面
と
、
地
域
の
目
を
気

に
す
る
と
営
業
は
で
き
な
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

た
だ
し
、
よ
そ
で
営
業
を
続
け
て
い
る
お
宿
は
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
も
ず
っ
と
満
室
だ
っ

た
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
何
が
正
し
か
っ
た
の

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
コ
ロ
ナ
の
対
応
に
つ
い
て
で
す
が
、
あ
り
が

た
い
こ
と
に
雇
用
調
整
助
成
金
が
出
た
の
で
、

当
館
も
従
業
員
に
は
給
料
を
1
0
0
%
補
償
し

て
い
ま
す
。
た
だ
、
情
報
が
不
透
明
な
と
こ
ろ

が
多
く
、
教
育
訓
練
に
つ
い
て
も
、
大
西
さ
ん

の
と
こ
ろ
で
は
実
施
さ
れ
て
い
た
と
父
か
ら
聞

い
て
い
ま
す
が
、
自
治
体
に
よ
っ
て
教
育
訓
練

の
項
目
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
、
何
度
労
働
局

に
電
話
し
て
も
、
他
の
自
治
体
と
は
違
う
答
え

が
返
っ
て
く
る
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
た
だ
、
こ
れ
を
マ
イ
ナ
ス
と
し
て
考
え
る
の

で
は
な
く
、
今
い
る
従
業
員
達
に
ど
う
い
っ
た

も
の
を
提
供
で
き
る
か
に
重
き
を
置
い
て
、
教

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
う
ち
は
本
当
に
生
産
効

率
が
よ
く
な
か
っ
た
の
で
、
マ
ル
チ
化
に
挑
ん

で
ス
キ
ル
を
上
げ
て
も
ら
う
方
向
に
向
か
っ
て

い
ま
す
。

　
取
引
先
な
ど
の
業
者
に
関
し
て
で
す
が
、
ま

ず
は
自
分
の
と
こ
ろ
を
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
、
取
引
先
に
ち
ょ
っ
と
厳
し
い
案
件
を

ぶ
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
場
面
も
あ
り
ま
す

が
、
幸
い
に
も
雇
用
調
整
が
あ
る
の
で
、
「
う

ち
は
こ
う
す
る
け
ど
、
お
た
く
も
こ
の
制
度
を

活
用
し
て
休
業
し
た
ら
ど
う
で
す
か
」
と
提
案

し
ま
し
た
。
最
初
の
う
ち
は
こ
の
助
成
金
制
度

を
知
ら
な
い
企
業
が
す
ご
く
多
か
っ
た
の
で
、

そ
れ
を
伝
え
る
こ
と
で
、
お
互
い
に
そ
ん
な
に

ロ
ス
が
な
い
と
い
う
認
識
が
持
て
ま
し
た
。

設
と
そ
の
他
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
2
〜
3
ヶ
月
は
や
は
り
売
上
が
減
少
し
て
お

り
、
先
の
見
え
な
い
状
況
で
し
た
が
、
6
月
に

入
っ
て
か
ら
は
宿
泊
施
設
の
稼
働
を
取
り
戻
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
よ
う
や
く
少
し

ず
つ
で
す
が
動
き
出
し
た
こ
と
を
実
感
し
て
い

ま
す
。

當
谷
　
私
は
家
族
連
れ
に
特
化
し
た
旅
館
を
1

軒
や
っ
て
お
り
、
4
月
3
日
か
ら
7
月
2
日
ま

で
休
業
予
定
で
す
。
有
馬
温
泉
全
体
の
入
り
込

み
と
し
て
は
、
2
月
は
2
割
、
3
月
は
5
割
、

4
月
は
9
割
以
上
減
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
最

近
、
少
し
ず
つ
お
客
さ
ま
は
戻
っ
て
き
て
い
ま

し
て
、
平
日
は
ま
だ
少
な
い
で
す
が
、
土
日
は

ま
ち
を
歩
く
人
も
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
私

の
旅
館
に
関
し
て
は
7
月
以
降
営
業
を
再
開
し

ま
す
が
、
予
約
は
か
な
り
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。

奥
村
　
私
は
大
和
屋
本
館
と
大
和
屋
別
荘
と
い

う
2
館
を
経
営
し
て
お
り
、
公
的
立
場
と
し
て

は
道
後
温
泉
旅
館
協
同
組
合
の
副
理
事
長
と
い

う
立
場
で
す
。
４
月
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令

さ
れ
る
と
、
４
月
18
日
に
道
後
温
泉
本
館
と
飛

鳥
乃
湯
泉
が
松
山
市
の
方
針
で
休
館
し
ま
し
た
。

旅
館
と
し
て
は
開
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

し
た
し
、
全
面
休
館
に
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
直
前
に
、

市
内
の
病
院
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
た
め
、

道
後
温
泉
本
館
の
休
館
期
間
が
延
び
ま
し
た
が
、

よ
う
や
く
6
月
19
日
に
飛
鳥
乃
湯
泉
と
併
わ
せ

て
再
開
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
か
な
と

い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
私
の
旅
館
も
4
月
19
日
か
ら
5
月
い
っ
ぱ
い

は
休
館
し
、
6
月
は
少
し
ず
つ
再
開
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
道
後
温
泉
は
入
り
込
み
客
の

外
国
人
比
率
が
約
5
%
と
低
い
の
で
、
今
後
の

戻
り
に
は
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

冨
永
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
減
少
も
影
響
を
受
け

ま
し
た
が
、
一
番
厳
し
か
っ
た
の
は
交
通
の
面

で
す
。
東
京
や
関
西
か
ら
の
飛
行
機
の
便
数
が

減
少
し
、
由
布
院
に
来
る
特
急
電
車
や
バ
ス
も

1
日
数
便
と
い
う
状
況
で
し
た
。

　
6
月
19
日
か
ら
ゆ
ふ
い
ん
の
森
号
を
は
じ
め
、

福
岡
か
ら
の
特
急
列
車
が
動
き
出
す
の
で
、
若

干
は
期
待
し
て
い
ま
す
が
、
予
約
状
況
に
関
し

て
は
、
国
のG

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
使
お
う

と
思
わ
れ
て
い
る
お
客
様
が
多
い
と
思
う
の
で
、

現
状
は
お
盆
も
含
め
て
予
約
が
そ
れ
ほ
ど
進
ん

で
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
様
子
見
が
続
い
て
い

る
状
況
で
す
。

武
田
　
黒
川
温
泉
に
は
、
28
か
所
の
温
泉
の
中

か
ら
好
き
な
温
泉
を
3
か
所
選
ん
で
入
浴
で
き

る
入
湯
手
形
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
4

月
18
日
か
ら
5
月
い
っ
ぱ
い
、
ま
ず
湯
め
ぐ
り

の
受
け
入
れ
を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

6
月
1
日
か
ら
再
開
し
た
も
の
の
、
28
軒
の
宿

の
中
で
営
業
を
再
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
半
分

く
ら
い
で
、
今
月
・
来
月
は
開
け
た
り
閉
め
た

り
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
、
完
全
復
活
は

8
月
か
ら
と
い
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
予
約
も
少
な
く
、
6
月
も
土
日
は
少
し
入
れ

ば
い
い
か
な
と
い
う
く
ら
い
で
す
。
南
小
国
町

は
、
7
月
か
ら
熊
本
県
民
向
け
に
1
万
円
で
1

万
5
千
円
分
使
え
る
〝
超
〞「
観
光
」
商
品
券
を

販
売
す
る
と
い
う
発
表
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

近
場
か
ら
の
入
り
込
み
が
少
し
は
増
え
る
か
な

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

田
村
　
私
は
草
津
温
泉
で
小
規
模
の
旅
館
を
経

営
し
て
お
り
、
青
年
部
員
と
し
て
活
動
し
て
お

福
永
　
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
お
集
ま
り
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
3
月
頃
よ
り

国
内
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数
が

増
加
し
、
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
は
緊
急
事

態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
温
泉
地
の
皆
様
に
と
っ

て
は
非
常
に
苦
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
て
い
ら

っ
し
ゃ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
温
泉
地
の
状
況
や
取
り
組
み
、
コ
ロ

ナ
収
束
後
に
向
け
て
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
な
ど
を
共
有
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
最
初
に
自
己
紹
介
と
、
こ
の
2
〜
3
ヶ

月
の
各
温
泉
地
の
状
況
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

大
西
　
弊
社
は
釧
路
市
に
本
社
を
持
ち
、
2
室

か
ら
3
0
0
室
規
模
ま
で
大
小
13
施
設
を
運
営

し
て
い
る
旅
館
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
こ
の
2
〜
3
ヶ
月
の
状
況
で
す
が
、
北
海
道

は
独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
が
1
ヶ
月
早
く
発
表

さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
多
く

を
占
め
て
い
た
中
国
の
お
客
様
が
減
少
し
、
か

な
り
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
現

在
も
感
染
者
数
が
恒
常
的
に
発
生
し
て
い
る
と

と
も
に
、
北
海
道
は
飛
行
機
を
使
っ
て
来
て
く

だ
さ
る
方
が
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
し
ば
ら
く

苦
し
い
状
態
が
続
く
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
弊
社

の
施
設
は
大
体
、
今
月
か
ら
徐
々
に
営
業
再
開

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

吉
川
　
私
ど
も
は
三
重
県
内
に
6
軒
の
宿
泊
施

　
ま
た
、
全
国
的
に
も
ビ
ッ
フ
ェ
好
き
の
お
客

様
が
多
い
と
い
う
事
情
も
あ
り
ま
す
。
弊
社
で

も
考
え
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
お
客

様
の
ご
意
見
に
立
ち
戻
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

り
ま
し
た（
図
1
）。
そ
の
結
果
、
感
染
対
策
を

し
た
う
え
で
ビ
ッ
フ
ェ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

と
い
う
こ
と
が
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
新
ビ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル

と
銘
打
ち
、
ト
ン
グ
を
使
用
し
な
い
な
ど
新
し

い
ビ
ッ
フ
ェ
を
考
え
ま
し
た
。
現
場
は
大
変
で

す
が
、
大
皿
と
違
う
表
現
力
が
必
要
に
な
る
た

め
、
調
理
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
て
い

る
と
い
う
声
も
聞
い
て
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
、
吉
川
さ
ん
が
お
話
し
さ
れ
た
よ
う

に
弊
社
も
研
修
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
が
、
き

ち
ん
と
始
め
た
の
は
6
月
く
ら
い
で
し
た
。
ス

タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
っ
て
し
ま

っ
て
い
た
の
で
、
研
修
に
し
て
会
社
に
来
て
仕

事
に
触
れ
る
と
い
う
だ
け
で
、
ず
い
ぶ
ん
顔
つ

き
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
も
感
じ
、
よ
か
っ
た

な
と
思
い
ま
す
。
あ
と
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
面

談
な
ど
も
し
ま
し
た
が
、
こ
う
い
う
機
会
だ
か

ら
こ
そ
で
き
た
新
し
い
取
り
組
み
を
色
々
と
学

ぶ
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

田
村
　
緊
急
事
態
宣
言
が
出
て
、
休
業
す
る
か

し
な
い
の
か
は
皆
さ
ん
苦
渋
の
選
択
を
迫
ら
れ

て
い
ま
し
た
し
、
行
政
の
指
示
を
仰
い
で
足
並

み
を
揃
え
る
の
は
本
当
に
難
し
い
こ
と
だ
と
い

う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
群
馬
県
か
ら
の
休

業
要
請
を
い
た
だ
い
て
、
休
業
に
踏
み
切
れ
た

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
ギ
リ
ギ

リ
ま
で
5
月
の
連
休
の
お
客
様
を
ど
う
し
よ
う

と
い
う
の
が
、
皆
さ
ん
の
悩
み
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
含
め
て
、
各
お
宿
が

各
々
の
考
え
で
す
る
こ
と
が
正
し
い
も
正
し
く

な
い
も
な
く
、
常
連
さ
ん
に
予
約
を
い
た
だ
い

て
い
る
か
ら
開
け
る
と
い
う
の
も
正
解
だ
と
思

い
ま
す
し
、
常
連
さ
ん
に
も
し
も
の
こ
と
が
あ

っ
た
ら
困
る
か
ら
休
業
す
る
の
も
ま
た
正
解
だ

と
思
う
の
で
、
各
々
が
一
つ
一
つ
の
こ
と
を
そ

れ
ぞ
れ
考
え
ら
れ
た
の
が
収
穫
か
な
と
思
い
ま

す
。

　w
ith

コ
ロ
ナ
と
い
う
こ
と
で
は
、
早
い
段
階

か
ら
動
か
れ
て
い
た
有
馬
の
V
R
も
、
日
頃
か

ら
交
流
が
あ
っ
た
の
で
気
に
は
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
有
馬
さ
ん
か
ら
お
誘
い
い
た
だ
い
た
の

で
、
草
津
か
ら
有
志
で
5
軒
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
後
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
宣
伝
に
も
な
る
の
か
な
と
思
い
、

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
非
常
に
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　
群
馬
県
も
地
元
に
近
い
お
客
様
か
ら
と
い
う

こ
と
で
、
4
0
0
0
円
を
県
、
1
0
0
0
円
を

宿
が
負
担
す
る
5
0
0
0
円
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ

ク
の
県
民
割
引
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
群
馬
県

は
あ
ま
り
災
害
も
な
い
の
で
、
ふ
っ
こ
う
割
を

使
っ
た
経
験
も
そ
れ
ほ
ど
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

ほ
ぼ
初
め
て
、
大
盤
振
る
舞
い
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

　G
o T

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
送
客

手
数
料
が
利
益
を
圧
迫
し
て
い
る
と
い
っ
た
提

言
を
全
旅
連
青
年
部
が
国
に
し
て
い
る
と
い
う

話
も
知
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
こ
う
い
っ
た
こ

と
が
群
馬
県
に
も
伝
わ
っ
て
い
れ
ば
、
直
販
の

み
を
対
象
と
す
る
と
い
う
形
の
方
が
お
宿
と
し

て
は
助
か
っ
た
の
か
な
と
い
う
気
も
し
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
こ
と
も
今
後
の
課
題
に
な
っ
て

い
く
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
雇
用
調
整
助
成
金
に
関
し
て
は
、
う
ち
は
小

規
模
旅
館
な
の
で
従
業
員
は
他
に
本
業
が
あ
り
、

忙
し
い
時
に
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
来
る
方

が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
お
見
舞
金
と
い
っ
た
形

で
出
し
ま
し
た
。

奥
村
　
道
後
温
泉
に
つ
い
て
は
5
月
オ
ー
プ
ン

予
定
だ
っ
た
旅
館
の
開
業
が
7
月
に
延
期
さ
れ

た
り
、
一
部
、
夕
食
を
ビ
ッ
フ
ェ
に
切
り
替
え

た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
大
き
な
打

撃
を
受
ま
し
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
と
同
時
に

道
後
温
泉
本
館
と
飛
鳥
乃
湯
泉
が
休
館
し
た
後

は
、
宿
泊
施
設
も
休
業
す
る
と
こ
ろ
は
休
業
す

る
と
い
う
形
で
、
あ
ま
り
ば
ら
つ
き
が
目
立
つ

感
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
よ
う
や
く
明

日
、
県
を
ま
た
い
だ
移
動
自
粛
が
解
除
さ
れ
、

道
後
温
泉
本
館
も
再
開
し
ま
す
が
、
愛
媛
県
は

１
人
１
泊
あ
た
り
6
0
0
0
円
以
上
の
県
内
宿

泊
旅
行
を
予
約
し
た
場
合
に
、
5
0
0
0
円
を

割
引
す
る
「
県
内
宿
泊
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
ま
す
が
、
も
う
か
な
り
予
約
が
入
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
宿
泊
客
でP

ayP
ay

を
使
っ
て
支
払

い
を
す
る
人
に
は
１
人
1
0
0
0
円
を
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
す
る
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
7

月
1
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。
1
0
0
0
円
の
う

ち
30
%（
3
3
3
円
）は
宿
の
負
担
で
、
子
ど
も

が
泊
ま
っ
た
場
合
は
さ
ら
に
1
0
0
0
円
キ
ャ

ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
部
分
の
宿

の
負
担
は
な
し
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
と
し
て
は
松
山
市
産
業
経
済
部
や
商
店
街

の
理
事
長
と
話
を
し
た
り
、
市
内
の
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、

税
金
を
投
入
す
る
に
あ
た
っ
て
、
市
民
や
県
民

の
皆
さ
ん
の
納
得
感
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
気
を

つ
け
な
が
ら
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
自
分
の
宿
に
つ
い
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
て
丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
と
、

も
と
も
と
変
え
る
予
定
に
し
て
い
た
予
約
シ
ス

テ
ム
の
導
入
と
訓
練
に
費
や
す
こ
と
が
で
き
た

の
で
、
不
幸
中
の
幸
い
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。

　
雇
用
調
整
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
私
ど
も
は

か
な
り
前
か
ら
、
パ
ー
ト
で
も
長
く
働
い
て
下

さ
っ
て
い
る
方
に
は
雇
用
保
険
を
か
け
て
い
た

の
で
正
社
員
で
1
0
0
%
、
パ
ー
ト
さ
ん
で
も

雇
用
保
険
に
入
っ
て
い
る
方
に
は
か
な
り
の
割

合
の
額
を
お
支
払
い
し
ま
し
た
。
制
度
が
非
常

に
複
雑
と
い
う
こ
と
で
、
従
来
給
与
計
算
な
ど

で
お
願
い
し
て
い
る
社
労
士
で
は
な
く
、
国
や

官
庁
の
情
報
が
入
手
で
き
る
よ
う
な
方
に
も
お

手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
実
際
に
は
、
い
わ
ゆ
る
恒
常
労
働

で
は
な
く
、
か
つ
事
前
計
画
に
も
な
い
雇
用
調

整
助
成
金
を
出
す
と
い
う
こ
と
に
労
働
局
の
事

務
が
追
い
付
け
な
い
、
対
応
で
き
な
い
と
い
う

状
況
が
見
て
と
れ
ま
し
た
。
今
後
、
サ
ー
ビ
ス

業
の
い
わ
ゆ
る
シ
フ
ト
制
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
助
成
の
仕
方
を
す
る
の
か
、
そ
も
そ
も
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
出
勤
管
理
を
デ
ジ

タ
ル
化
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
を
簡
単

に
拾
え
る
仕
組
み
が
で
き
る
と
い
い
の
か
と
思

い
ま
す
。

福
永
　
奥
村
さ
ん
の
お
宿
で
は
年
末
か
ら
、
顔

認
証
に
よ
る
入
退
室
管
理
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実

験
を
さ
れ
て
い
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
お

話
を
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す
か
。

奥
村
　
私
が
実
家
の
旅
館
に
戻
っ
て
7
〜
8
年

　
私
は
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合

連
合
会
青
年
部
（
以
下
、
全
旅
連
青
年
部
）
に

出
向
し
て
い
て
月
1
回
、
常
任
理
事
会
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
集
ま
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

ウ
ェ
ブ
を
使
っ
た
会
議
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ス
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
い

う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
き
っ
か
け
の
一

つ
に
も
な
っ
た
の
で
、
今
と
な
っ
て
は
プ
ラ
ス

に
な
っ
た
部
分
も
あ
っ
た
の
か
な
と
捉
え
て
い

ま
す
。

山
田
　
雇
用
調
整
助
成
金
は
当
初
、
あ
る
け
ど

使
い
に
く
い
等
、
色
々
な
声
を
聞
き
ま
し
た
が
、

現
場
で
活
用
し
よ
う
と
す
る
際
は
大
変
で
し
た

か
。

吉
川
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
1
週
間
く
ら
い
で
変
わ

り
、
助
成
の
対
象
も
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
大

変
で
し
た
。
社
労
士
さ
ん
や
労
働
局
の
方
に
も

お
話
は
聞
い
た
の
で
す
が
、
厚
労
省
が
決
め
た

情
報
が
末
端
ま
で
届
い
て
お
ら
ず
、
何
が
本
当

の
情
報
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
本
音
で
し

た
。
教
育
訓
練
に
関
し
て
も
自
治
体
に
よ
っ
て

は
何
を
や
っ
て
も
通
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
れ

よ
う
な
こ
と
は
感
じ
ま
し
た
か
。

吉
川
　
差
別
と
い
う
の
は
感
じ
な
か
っ
た
で
す

が
、
一
番
最
初
に
雇
用
調
整
助
成
金
が
出
た
時

の
提
出
資
料
の
作
成
が
大
変
で
し
た
。
休
み
が

決
ま
っ
て
い
る
工
場
の
よ
う
な
と
こ
ろ
は
い
い

で
す
が
、
24
時
間
3
6
5
日
営
業
の
会
社
の
場

合
、
一
人
一
人
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
か
ら
勤
務
時

間
を
拾
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
の
で
。
苦

労
し
た
の
は
、
そ
れ
く
ら
い
で
し
た
か
ね
。

大
西
　
資
料
を
ご
覧
い
た
だ
き
な
が
ら
お
話
し

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
阿
寒
湖
温
泉
の
状
況
で
す
が
、
2
月
に
北
海

道
が
先
駆
け
て
実
施
し
た
休
業
要
請
の
時
に
は

休
業
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た

が
、
全
国
の
緊
急
事
態
宣
言
が
出
て
か
ら
は
ほ

と
ん
ど
の
宿
泊
施
設
や
商
店
が
休
業
し
、
5
月

に
は
ほ
と
ん
ど
売
上
が
な
か
っ
た
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
し
た
。

　
2
0
0
4
年
か
ら
私
た
ち
は
「
ア
イ
ヌ
文
化

で
彩
ら
れ
た
国
際
リ
ゾ
ー
ト
」
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
を
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
大
き
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
だ
っ
た
夜
の
森
を
ア
イ
ヌ
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

ト
で
楽
し
ん
で
も
ら
う
「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
も
、
今
年
は
残
念
な
が
ら
中
止

に
な
り
ま
す
。
北
海
道
は
大
通
公
園
の

「
Y
O
S
A
K
O
I
ソ
ー
ラ
ン
祭
」
や
「
さ
っ

ぽ
ろ
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
ト
」
な
ど
も
全
部
中
止

に
な
り
ま
す
。
雪
ま
つ
り
も
縮
小
開
催
が
先
日

発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
や
っ
て
い
た
だ
け
る
だ

け
で
も
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。
阿
寒
湖
温

泉
で
も
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
の
代
わ
り
と
し
て
、
コ

ロ
ナ
か
ら
の
回
復
を
祈
る
、
な
る
べ
く
三
密
を

避
け
る
よ
う
な
水
上
イ
ベ
ン
ト
「
カ
ム
イ
へ
の

祈
り
」
を
実
施
し
よ
う
と
町
で
も
動
き
始
め
た

と
こ
ろ
で
す
（
写
真
2
）。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
頼
っ
て
き
た
と
こ
ろ
も
あ

る
北
海
道
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
が
、
阿
寒
湖
温
泉

に
関
し
て
は
、
も
と
も
と
世
界
中
か
ら
不
特
定

多
数
の
お
客
様
を
集
め
る
と
い
う
よ
り
は
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
て
、
環
境
に

対
す
る
意
識
が
高
く
、
地
域
で
の
消
費
額
が
高

い
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
数
を
絞
っ
て
誘
致
し
て
い
こ

う
と
い
う
想
い
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
し

た
。
こ
の
考
え
方
は
コ
ロ
ナ
後
に
お
い
て
も
大

き
な
転
換
は
必
要
と
し
な
い
か
な
と
思
い
ま
す

の
で
、
自
然
や
文
化
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

　
皆
様
の
地
域
で
も
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
阿
寒
湖
温
泉
で
は
N
P
O
法
人
阿

寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
が
中
心
と

な
っ
て
私
た
ち
民
間
事
業
者
と
一
緒
に
国
立
公

園
内
で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
宿
の
感
染
対
策
に
つ
い
て
は
業
界

団
体
で
共
有
さ
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
お
客
様
の
導
線
に
沿
っ
て
、

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
変
更
を
し
て
お
り
ま
す
。

星
野
リ
ゾ
ー
ト
さ
ん
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ

と
も
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
う
し
た
動

画
で
案
内
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
少
し
面
白
い
取
り
組
み
と
し
て
は
、
ア
イ
ヌ

コ
タ
ン
の
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
お
願
い
し
て
、

ア
イ
ヌ
文
様
が
入
っ
た
パ
ー
テ
ィ
ー
シ
ョ
ン
を

作
っ
た
り
、
菅
官
房
長
官
が
ア
イ
ヌ
文
様
の
マ

ス
ク
を
着
け
て
少
し
話
題
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
ス
タ
ッ
フ
に
ア
イ
ヌ
文
様
の
マ
ス
ク
を

着
用
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

対
策
が
か
な
り
長
期
に
渡
り
そ
う
な
の
で
、
な

る
べ
く
お
客
様
に
緊
張
感
を
与
え
な
い
よ
う
な

感
染
対
策
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
が
苦
し
ん
で
い
る
の
は
ビ
ッ
フ
ェ
の

問
題
で
す
。
最
初
に
名
指
し
で
「
ビ
ッ
フ
ェ
は

避
け
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
で
、
業

界
全
体
の
問
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
北
海
道
は

特
に
大
型
施
設
が
多
い
の
で
、
食
事
提
供
の
変

更
が
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

け
れ
ば
末
端
の
組
合
員
、
協
会
員
に
も
影
響
が

及
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
最
低
限
の
事
務
所
の
家
賃
と
人
件
費
し
か
払

え
ま
せ
ん
の
で
、
組
合
費
や
協
会
費
で
運
営
し

て
い
る
来
期
の
牛
喰
い
絶
叫
大
会
、
ゆ
ふ
い
ん

音
楽
祭
や
湯
布
院
映
画
祭
は
実
施
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
を
明
確
に
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
由
布
院
温
泉
旅
館
組
合
と
由
布
院
温

泉
観
光
協
会
は
そ
れ
ぞ
れ
事
務
所
を
持
っ
て
運

営
し
て
い
ま
し
た
が
、
5
月
か
ら
由
布
院
駅
前

に
合
同
事
務
所
を
設
置
し
、
ひ
と
つ
屋
根
の
下

で
事
務
局
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
草
津
や
道
後
で
も
導
入
さ
れ
て
い
た

応
援
割
で
す
が
、
大
分
県
も
「
大
分
県
民
向
け

旅
館
ホ
テ
ル
応
援
割
」
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

6
0
0
0
万
円
の
予
算
で
1
万
2
千
泊
分
出
ま

し
た
が
、
6
月
1
日
に
発
売
を
開
始
し
て
1
時

間
で
全
て
売
り
切
れ
ま
し
た
。
た
だ
問
題
は
、

特
定
の
O
T
A
経
由
の
予
約
の
み
が
対
象
で
、

そ
こ
に
加
盟
協
力
し
て
い
な
い
小
規
模
旅
館
は

利
用
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

組
合
に
加
盟
し
て
い
な
い
と
利
用
で
き
な
い
等
、

色
々
と
制
約
が
あ
り
、
一
瞬
で
売
り
切
れ
ま
し

た
が
、
効
果
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
り
ま
す
。

大
分
県
は
予
算
も
倍
増
し
て
第
2
弾
を
や
る
と

い
う
の
で
、
そ
の
際
に
は
十
分
こ
の
問
題
を
考

慮
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
的
な
こ
と
で
は
、
由
布
院
町
内
の
特
産

品
を
集
め
た
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
や
、
未
来

の
宿
泊
券
な
ど
を
検
討
中
で
す
。
膝
を
つ
き
合

わ
せ
て
飲
ん
で
な
ん
ぼ
の
町
で
す
か
ら
、
何
よ

り
も
辛
か
っ
た
の
は
、
仲
間
と
会
え
な
い
、
飲

め
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
が
一
番
、

勢
い
を
止
め
る
要
因
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

武
田
　
組
合
と
し
て
は
、
町
か
ら
話
し
合
い
の

場
に
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
町
か

ら
は
4
月
下
旬
か
ら
6
月
15
日
ま
で
の
間
に
30

日
間
休
ん
だ
ら
、
1
事
業
所
に
つ
き
1
0
0
万

円
を
補
助
す
る
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

黒
川
温
泉
も
休
業
す
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
き
て
、

4
月
は
半
分
以
上
が
休
業
し
、
5
月
は
ほ
ぼ
全

て
休
業
し
て
い
た
感
じ
で
す
。
先
ほ
ど
言
っ
た

よ
う
に
熊
本
県
民
に
1
万
円
で
1
万
5
0
0
0

円
の
券
を
発
売
し
ま
す
し
、
6
月
1
日
に
は
ま

ず
町
民
の
方
た
ち
に
お
金
を
使
っ
て
も
ら
お
う

と
、
1
万
円
で
1
万
5
0
0
0
円
分
に
な
る

〝
超
〞
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
し
た
の
で
、

そ
れ
が
こ
れ
か
ら
動
く
か
な
と
い
う
と
こ
ろ
で

す
。

　
ま
た
、
お
客
さ
ん
が
減
っ
た
の
で
、
組
合
で

は
手
が
空
い
て
い
る
人
た
ち
で
看
板
の
ペ
ン
キ

を
塗
っ
た
り
、
植
樹
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ご
自
宅
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
黒

川
温
泉
の
入
浴
剤
を
ま
ず
熊
本
県
の
看
護
師
会

に
送
り
、
福
岡
か
ら
の
お
客
さ
ん
も
多
い
の
で

福
岡
県
の
看
護
師
会
に
も
送
り
、
黒
川
温
泉
に

バ
ス
を
走
ら
せ
て
下
さ
る
福
岡
の
バ
ス
の
運
転

手
さ
ん
に
も
送
り
ま
し
た
。

　
あ
と
は
週
に
1
回
集
ま
っ
て
会
議
を
し
て
、

雇
用
調
整
助
成
金
の
勉
強
を
し
た
り
、
E
C
サ

イ
ト
を
立
ち
上
げ
て
入
浴
剤
や
各
宿
の
タ
オ
ル

な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
、
コ
ロ
ナ

対
策
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
を
し
た
り
、
各
宿
で

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
ど
う
い
っ
た
対
応
を

し
て
い
る
か
と
い
う
共
有
を
し
て
い
ま
す
。

　
6
月
か
ら
湯
め
ぐ
り
の
受
け
入
れ
を
再
開
し

た
の
で
す
が
、
も
し
感
染
者
が
出
た
時
に
連
絡

手
段
が
な
い
と
困
り
ま
す
の
で
、
そ
の
都
度
名

前
と
電
話
番
号
、
出
身
県
を
書
い
て
い
た
だ
き
、

1
ヶ
月
程
度
情
報
を
保
管
す
る
と
い
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　
あ
と
、
ス
マ
ホ
ひ
と
つ
で
3
6
0
度
で
温
泉

気
分
を
味
わ
え
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
か
ら
だ
は

お
う
ち
　
こ
こ
ろ
は
温
泉
　
名
湯
「
ス
マ
ホ

湯
」」を
町
が
作
っ
て
く
れ
て
、
メ
デ
ィ
ア
に
取

り
上
げ
ら
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。

p
o
st

コ
ロ
ナ
を

見
据
え
た
お
宿
の
あ
り
方

福
永
　
コ
ロ
ナ
を
経
験
し
た
消
費
者
の
旅
行
に

対
す
る
意
識
も
少
し
ず
つ
変
化
が
生
じ
て
い
ま

す
。
世
の
中
の
流
れ
を
見
な
が
ら
お
宿
と
し
て

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
一
方
で
コ
ロ
ナ
を
経
験
し

た
か
ら
こ
そ
、
人
と
会
う
こ
と
や
旅
行
に
行
く

こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
て
い
る
消
費

者
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
お
宿
と
し
て
、
変
え

る
べ
き
こ
と
と
変
え
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
あ
た
り
は
ど
の
よ

う
に
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

　
ま
た
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
を
た
だ
乗
り
切
る
だ

け
の
も
の
と
し
て
捉
え
る
の
か
、
も
し
く
は
自

分
た
ち
や
旅
行
者
の
意
識
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス

と
し
て
捉
え
る
か
で
、
対
応
も
変
わ
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
、
皆

さ
ん
が
お
感
じ
に
な
ら
れ
た
こ
と
を
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

武
田
　
う
ち
は
6
月
13
日
に
営
業
を
再
開
し
て
、

数
組
し
か
お
客
様
と
関
わ
る
機
会
が
な
か
っ
た

の
で
、
ト
ラ
イ
&
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
し
な
が
ら

色
々
と
試
し
て
い
く
し
か
な
い
の
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
何
を
ど
う
し
た
い
と
い
う
の

が
な
く
、
細
か
い
こ
と
か
ら
言
え
ば
料
理
の
出

し
方
を
ど
う
し
よ
う
か
と
い
う
く
ら
い
で
す
が
、

食
事
は
個
室
対
応
な
の
で
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
変

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
、
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
常

連
さ
ん
が
多
い
の
で
、
気
負
わ
ず
に
「
ど
う
で

す
か
」
と
聞
き
な
が
ら
、
調
整
し
て
い
け
た
ら

い
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

奥
村
　
私
ど
も
の
宿
も
国
の
方
向
性
が
出
る
た

び
に
休
業
期
間
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
が
、
5
月

1
日
ま
で
休
館
と
書
い
て
貼
り
出
し
て
い
た
ら
、

地
元
の
方
の
中
に
は
自
粛
警
察
の
よ
う
な
方
も

い
て
、
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
開
け
る
ん

で
す
か
。
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
ら
、
ど
う

責
任
を
取
る
ん
で
す
か
。
」
と
い
っ
た
メ
ー
ル

が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ス
ペ
イ
ン
も
入
国
を
緩
和
し
た
と
こ
ろ
、
ド

イ
ツ
人
が
来
て
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
が
、
宿
の
営
業
を
再
開
し
て
ビ
ッ
フ
ェ
を

再
開
し
て
も
外
国
人
観
光
客
は
気
に
せ
ず
利
用

す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
日

本
人
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
例
え
ば
妻
の
友
人

の
中
に
は
、
狂
牛
病
が
発
生
し
た
時
か
ら
牛
肉

を
食
べ
な
く
な
っ
た
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、

清
潔
感
や
ル
ー
ル
を
重
視
す
る
方
も
多
く
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
で
は
、
ビ
ッ
フ
ェ
な
ど
を
全

部
や
め
て
、
ワ
ク
チ
ン
が
で
き
た
後
に
も
う
一

度
戻
す
の
か
と
。
効
率
が
ど
う
と
い
う
だ
け
で

は
な
く
、
ビ
ッ
フ
ェ
が
好
き
だ
か
ら
宿
に
泊
ま

り
に
来
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

私
ど
も
の
施
設
で
は
、
食
事
は
食
事
処
で
と
る

形
で
し
た
が
、
6
月
に
再
開
し
て
か
ら
は
ほ
ぼ

に
な
り
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
遅
れ
て
い
た

の
で
、
シ
ス
テ
ム
会
社
さ
ん
と
連
携
し
て
、
チ

ェ
ッ
ク
イ
ン
・
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
時
の
顔
認
証

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
実
験
し
ま
し
た
。
入
口
に

カ
メ
ラ
が
あ
る
と
監
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
雰

囲
気
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
、
カ
メ

ラ
を
内
蔵
し
た
ド
ア
を
作
り
、
不
自
由
が
な
か

っ
た
か
、
く
つ
ろ
ぎ
に
来
た
の
に
雰
囲
気
が
壊

れ
な
か
っ
た
か
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
条
件
に
、
通
常
よ
り
３
割

ほ
ど
安
く
し
た
宿
泊
プ
ラ
ン
を
販
売
し
ま
し
た
。

B
luetooth

に
よ
る
無
線
の
解
錠
シ
ス
テ
ム
を

使
っ
て
い
て
、
不
具
合
も
あ
っ
た
り
し
ま
し
た

が
、
有
線
で
も
必
ず
し
も
全
て
う
ま
く
動
く
訳

で
は
な
い
よ
う
で
す
。
う
ち
は
フ
ロ
ン
ト
の
受

付
か
ら
、
部
屋
の
開
閉
ま
で
成
立
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
取
材
も
さ
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ
実

験
段
階
な
の
で
、
今
後
も
進
め
て
い
く
か
は
検

討
中
で
す
。

福
永
　
今
回
の
コ
ロ
ナ
を
受
け
て
、
道
後
温
泉

の
他
の
お
宿
さ
ん
の
関
心
は
高
ま
り
そ
う
で
す

か
。

奥
村
　
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。
キ
ー
レ
ス
に
つ

い
て
は
静
脈
、
指
紋
、
虹
彩
な
ど
色
々
な
方
法

が
あ
り
ま
す
が
、
顔
認
証
は
非
接
触
が
成
立
す

る
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
す
る
と

思
い
ま
す
。

冨
永
　
大
分
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組

合
か
ら
全
県
に
対
し
て
休
業
要
請
が
来
た
の
で

す
が
、
補
償
が
伴
わ
な
い
た
め
に
色
々
な
苦
情

も
あ
っ
た
よ
う
で
、
由
布
院
と
し
て
は
自
己
判

断
で
お
願
い
し
ま
す
と
言
い
ま
し
た
。
宿
も
商

店
も
時
間
が
で
き
た
の
で
、
由
布
院
は
観
光
地

で
は
な
く
保
養
温
泉
地
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

も
う
一
度
認
識
す
る
た
め
、
み
ん
な
で
た
く
さ

ん
花
を
植
え
ま
し
た
（
写
真
3
）。

　
ま
た
、
感
染
拡
大
の
防
止
対
策
を
徹
底
す
る

こ
と
が
何
よ
り
も
安
心
安
全
の
P
R
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
感
染
拡
大
防
止

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
た
他
、
旅
館
組
合
で

マ
ス
ク
や
消
毒
液
や
客
室
内
の
噴
霧
器
な
ど
を

一
括
購
入
し
て
各
旅
館
に
安
く
提
供
す
る
と
い

っ
た
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。

　
金
融
機
関
の
融
資
や
雇
用
調
整
助
成
金
は
わ

か
り
づ
ら
い
と
い
う
声
も
非
常
に
多
か
っ
た
の

で
、
旅
館
組
合
主
催
で
、
説
明
会
・
個
別
相
談

会
を
何
度
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
年
に
関
し
て
は
、
95
軒
の
旅
館
組

合
員
、
3
0
0
軒
の
観
光
協
会
員
か
ら
組
合
費

や
協
会
費
を
い
た
だ
く
の
は
難
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
、
そ
う
す
る
と
行
政
か
ら
の
補

助
金
は
ま
っ
た
く
い
た
だ
か
ず
に
運
営
し
て
い

る
我
々
は
事
務
運
営
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
今
後
、G

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
は

じ
め
と
し
た
事
業
を
実
施
す
る
と
な
る
と
、
そ

の
窓
口
と
な
る
地
元
の
旅
館
組
合
や
観
光
協
会

な
ど
に
負
担
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
事

務
所
の
経
営
も
難
し
い
、
人
件
費
も
削
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
中
で
の
負
担
増
に
対
し
て
、
し

っ
か
り
と
補
助
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
を

国
も
含
め
て
強
く
訴
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う

地
域
の
核
と
な
る
組
織
が
し
っ
か
り
機
能
し
な

お
客
様
か
と
思
い
ま
す
。
お
客
様
の
感
覚
も
、

ま
た
時
が
経
て
ば
戻
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て
は
、
う
ち
の
旅
館

も
多
か
っ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
、
か
と
い

っ
て
英
語
表
記
に
変
え
た
り
食
事
を
変
え
る
こ

と
は
な
く
、
う
ち
の
ス
タ
イ
ル
で
泊
ま
り
た
い

外
国
人
の
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
し
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
今
後
も
大

き
く
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
よ
り

一
層
、
安
心
安
全
に
対
す
る
意
識
は
高
く
な
っ

た
か
な
と
思
い
ま
す
。

大
西
　
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
は
大
変
な
第
2
波
、

第
3
波
が
来
な
け
れ
ば
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

に
は
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
状

の
社
会
変
化
で
は
大
き
く
人
間
の
価
値
観
が
変

わ
る
と
い
う
よ
り
、
も
と
も
と
進
む
べ
き
方
向

に
進
ん
で
い
る
も
の
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
特

に
働
き
方
で
あ
っ
た
り
、
日
常
生
活
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
は
大
き
く
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
、
オ
ン
ラ
イ
ン
面
接
を
や
っ
て
み
た
ら
、

全
国
か
ら
応
募
が
来
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

「
鶴
雅
な
ん
て
聞
い
た
こ
と
も
な
い
で
し
ょ

う
」
と
い
う
と
、「
聞
い
た
こ
と
は
な
い
が
企

業
理
念
や
地
域
貢
献
な
ど
に
つ
い
て
記
事
を
見

て
知
っ
て
参
加
し
た
」
と
い
う
こ
と
で
、
半
数

近
く
が
道
外
の
方
で
し
た
。
人
材
の
多
様
性
を

高
め
る
た
め
に
も
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
強

い
社
員
を
採
用
す
る
に
し
て
も
、
今
後
も
続
け

て
い
き
た
い
で
す
。

　
あ
と
は
世
の
中
の
流
れ
と
し
て
、
動
画
に
対

す
る
抵
抗
が
な
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
る
の
で
、

サ
ー
ビ
ス
に
使
っ
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

色
々
な
自
動
化
の
取
り
組
み
が
後
押
し
さ
れ
る

か
な
と
。
お
客
様
も
サ
ー
ビ
ス
す
る
側
も
「
お

も
て
な
し
は
人
の
手
で
や
る
べ
き
」
と
思
っ
て

い
た
こ
と
が
生
産
性
を
高
め
る
上
で
足
か
せ
に

な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
今
は
コ

ロ
ナ
だ
か
ら
仕
方
な
い
よ
ね
と
い
う
感
覚
で
変

え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
奥
村
さ

ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
顔
認
識
の
よ
う
な
も
の
も

抵
抗
感
が
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　
感
染
対
策
の
た
め
の
設
備
を
導
入
す
る
際
に
、

北
海
道
庁
や
経
済
産
業
局
か
ら
補
助
金
を
受
け

ら
れ
る
の
で
す
が
、
今
A
I
付
き
の
サ
ー
モ
グ

ラ
フ
ィ
の
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

機
に
A
I
の
機
能
を
勉
強
し
て
お
り
、
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
良
い
き
っ

か
け
に
な
っ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
み
な
さ
ん
お
互
い
に
聞
い
て
み
た
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

大
西
　
奥
村
さ
ん
の
お
宿
で
実
施
さ
れ
た
顔
認

証
は
、
客
室
に
入
っ
た
り
、
館
内
で
消
費
す
る

の
に
使
え
る
の
で
す
ね
。

奥
村
　
ま
だ
全
部
は
で
き
て
な
い
の
で
す
が
、

お
客
様
の
満
足
度
の
向
上
と
業
務
の
効
率
化
を

両
立
す
る
「
お
も
て
な
し
マ
ス
タ
ー
」
と
い
う

の
を
作
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
定
の
範
囲

の
中
で
、
解
錠
や
決
済
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
・
ア

ウ
ト
を
顔
認
証
で
で
き
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

た
だ
、
旅
館
や
旅
館
系
ホ
テ
ル
は
建
て
増
し
を

し
た
り
し
て
い
て
、
工
場
の
よ
う
に
作
ら
れ
て

い
な
い
の
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
自
動
化

が
難
し
い
で
す
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
の
作
業
を

連
動
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
、
中
規
模
・
大
型
旅

館
だ
と
働
い
て
い
る
人
数
も
多
い
の
で
、
課
金

的
な
端
末
を
持
た
せ
る
と
ず
っ
と
お
金
を
払
っ

て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
の

館
で
や
っ
て
い
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
変
え
ず

に
何
を
ど
う
自
動
化
す
る
か
が
重
要
で
、
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
は
お
も
て
な
し
で
、
ワ
ー
ク
ウ

ェ
ア
は
最
先
端
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
す
る
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
完
成
品
を
納
品
さ
れ
る
の
で
は

な
く
、
う
ち
で
実
験
し
て
い
い
で
す
よ
と
い
う

こ
と
で
、
顔
認
証
の
ほ
か
に
指
認
証
の
実
験
も

行
い
ま
し
た
し
、
ド
ア
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
て
、

顔
認
証
の
カ
メ
ラ
が
つ
い
た
袖
ド
ア
の
実
験
も

う
ち
の
旅
館
で
や
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
売
店

に
は
、
私
の
妻
が
作
っ
た
着
物
を
着
て
、
ち
ょ

ん
ま
げ
を
結
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
（N

T
T

の

S
ota

）
が
い
て
人
感
セ
ン
サ
ー
で
挨
拶
し
た
り

し
て
ま
す
。

　
私
か
ら
大
西
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い
の
で
す

が
、
ビ
ッ
フ
ェ
は
今
後
ど
う
な
る
と
思
い
ま
す

か
。
日
本
の
宿
が
ビ
ッ
フ
ェ
で
は
な
い
方
向
に

振
っ
て
し
ま
っ
て
本
当
に
い
い
の
か
な
と
。
外

国
人
旅
行
者
が
戻
っ
て
き
た
時
に
、
も
う
一
度

設
備
を
変
え
て
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
ス
タ
ッ

フ
の
数
も
変
え
る
と
い
う
の
は
ど
う
な
の
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

大
西
　
弊
社
で
も
意
見
が
分
か
れ
て
い
て
、
ワ

ク
チ
ン
等
の
登
場
で
い
つ
か
は
需
要
が
戻
っ
て

く
る
と
思
う
の
で
す
が
、
こ
れ
を
機
に
ビ
ッ
フ

ェ
あ
り
き
の
鶴
雅
か
ら
脱
却
し
た
方
が
良
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。

　
旅
館
業
界
で
も
ビ
ッ
フ
ェ
を
や
っ
て
い
き
た

い
と
い
う
方
も
多
い
で
し
ょ
う
し
、
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
も
高
い
の
で
、
ど
こ
か
で
元
通
り
に
な

る
と
は
思
い
ま
す
が
、
今
は
で
き
る
対
策
を
実

施
し
な
が
ら
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

奥
村
　
う
ち
も
毎
年
夏
に
ビ
ア
バ
イ
キ
ン
グ
を

や
っ
て
い
て
、
コ
ロ
ナ
を
機
に
や
め
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
が
、
原
理
的
に
は
ビ
ッ
フ
ェ
を

前
提
と
し
た
ビ
ア
ホ
ー
ル
み
た
い
な
も
の
も
全

部
な
し
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
し
か

し
、
な
く
し
て
し
ま
っ
て
い
い
の
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

山
下
（
阿
寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構

専
務
理
事
）
観
光
協
会
な
ど
の
会
費
の
問
題

が
あ
る
と
思
っ
て
い
て
、
我
々
も
今
年
度
は
2

割
減
免
と
決
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
ど
の
よ

う
に
さ
れ
る
ご
予
定
か
、
教
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

吉
川
　
三
重
県
で
は
ほ
と
ん
ど
の
と
こ
ろ
が
会

費
を
減
免
し
て
い
て
、
半
額
も
し
く
は
ほ
と
ん

ど
な
し
で
動
い
て
お
り
、
致
し
方
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
。
全
旅
連
で
も
今
期
は
会
費
な
し
と

い
う
形
に
な
り
ま
す
。
地
域
の
財
力
の
問
題
も

あ
る
の
で
、
そ
こ
は
地
域
で
考
え
る
こ
と
で
、

会
費
を
取
る
な
ら
取
っ
て
し
っ
か
り
行
動
し
て

い
け
ば
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

奥
村
　
道
後
温
泉
は
か
つ
て
財
産
区
で
、
そ
の

後
、
松
山
市
に
合
併
さ
れ
た
の
で
、
道
後
温
泉

旅
館
協
同
組
合
自
体
が
府
庁
の
よ
う
な
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
毎
年
定
額
の
組
合
費
も
安
く
、

入
湯
税
の
全
面
代
理
徴
収
を
行
っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
利
用
人
数
に
合
わ
せ
た
金
額
を
収
め
て
い

部
屋
食
の
対
応
と
し
、
ス
タ
ッ
フ
が
入
る
回
数

も
減
ら
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
本
来
、
日
本
の

旅
館
は
一
品
出
す
ご
と
に
従
業
員
と
会
話
を
す

る
か
ら
楽
し
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　
い
ず
れ
ワ
ク
チ
ン
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

変
に
投
資
せ
ず
に
元
に
戻
せ
る
よ
う
に
し
て
お

く
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
気
も
し
ま

す
。
リ
ス
ク
は
計
算
し
て
一
応
管
理
で
き
る
も

の
で
す
が
、
す
べ
て
対
応
す
る
よ
う
に
投
資
し

て
し
ま
う
と
逆
に
危
機
対
応
力
が
落
ち
る
の
で

は
な
い
か
、
リ
ス
ク
が
発
生
し
た
際
に
は
国
や

行
政
に
助
け
を
求
め
る
方
が
良
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
気
も
し
て
い
ま
す
。

吉
川
　
今
後
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
は
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
が
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
の
で
は
と
思

い
ま
す
。G

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
含
め
国
内

で
の
施
策
と
し
て
の
後
押
し
は
あ
り
ま
す
が
、

国
内
旅
行
者
を
日
本
全
国
で
取
り
合
い
し
て
い

た
ら
、
今
ま
で
の
よ
う
な
稼
働
が
取
れ
る
か
は

疑
問
が
出
て
く
る
の
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
復

活
す
る
ま
で
の
間
、
旅
館
ホ
テ
ル
の
経
営
の
仕

方
が
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
の
旅
館
ホ
テ
ル
の
経
営
ス
タ
イ
ル
は
、

お
客
さ
ん
を
た
く
さ
ん
入
れ
て
毎
日
満
室
に
し

て
、
3
6
5
日
営
業
を
す
る
と
い
う
形
で
し
た

が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
と
わ
か
っ
た
な
ら
、
違

う
損
益
分
岐
点
を
発
見
し
て
運
営
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
先
が
見
え
な
い
部
分
も
あ
る
の
で
、
そ

う
し
な
が
ら
国
内
・
海
外
の
シ
ェ
ア
を
と
っ
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
当
館
で
も
と
て
も
悩
ん
だ

問
題
で
、
武
田
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、

う
ち
も
こ
の
時
期
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
た

の
は
リ
ピ
ー
タ
ー
の
お
客
様
で
す
。
体
温
測
定

や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
な
ど
の
対
応
は
全
部
し
ま

し
た
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
あ
る
よ
う
な
料
理

は
下
膳
し
て
は
い
け
な
い
と
か
、
手
袋
を
は
め

て
料
理
を
出
す
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
社

内
で
も
協
議
し
た
結
果
、
お
客
様
に
お
尋
ね
し

て
、
お
客
様
に
委
ね
る
形
で
い
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
手
袋
を
つ

け
て
料
理
を
提
供
で
き
ま
す
し
、
一
度
に
料
理

を
お
出
し
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
い
か
が

な
さ
い
ま
す
か
」
と
。
あ
る
程
度
お
客
様
に
委

ね
、
ど
う
や
っ
て
う
ち
の
カ
ラ
ー
を
潰
さ
ず
に

営
業
し
て
い
け
る
か
に
重
き
を
置
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
う
ち
は
新
卒
の
リ
ク
ル
ー
ト
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
3
月
か
らZ

oom

を

使
っ
て
企
業
説
明
会
や
面
接
を
し
ま
し
た
。
す

る
と
、
日
本
全
国
か
ら
応
募
が
来
ま
し
た
。
地

元
の
会
議
室
を
借
り
た
り
、
大
手
の
合
同
説
明

会
に
参
加
し
て
い
た
昨
年
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど

東
海
か
ら
し
か
参
加
が
な
か
っ
た
の
が
、
北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
非
常
に
優
秀
な
学
生
の
登
録

が
あ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
は
地
元
だ
か
ら
と
い

う
こ
と
で
来
て
い
た
学
生
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、「
旅
館
で
働
き
た
い
」
と
い
う
学
生
が
コ

ン
タ
ク
ト
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
非
常
に

い
い
ツ
ー
ル
だ
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
情
報
が
命
で
し
た
の

で
、
こ
の
ツ
ー
ル
を
使
う
こ
と
で
、
各
旅
館
の

仲
間
た
ち
と
い
ち
早
く
情
報
共
有
で
き
、
自
分

自
身
に
と
っ
て
す
ご
く
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
こ
う
し
た
情
報
共
有
を
皆
さ
ん
と
し
て
、

会
社
や
地
域
に
還
元
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

冨
永
　
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
私
た
ち

の
温
泉
地
は
観
光
地
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

元
々
、
国
際
的
な
生
活
型
の
保
養
温
泉
地
を
目

指
し
て
い
る
の
で
、
今
一
度
、
原
点
回
帰
を
テ

ー
マ
に
挙
げ
て
い
ま
す
。
何
よ
り
も
遊
ぶ
こ
と

や
楽
し
む
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
心
と
身
体

の
保
養
を
し
に
来
て
く
だ
さ
い
と
。
そ
れ
に
見

合
っ
た
宿
の
あ
り
方
を
一
か
ら
勉
強
し
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
で
、
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
は
安
心
安
全
が
一
番
に
な
る
の
で
、
地
域

版
H
A
C
C
P
や
、
食
や
温
泉
の
安
全
を
一
か

ら
築
い
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　P
ost

コ
ロ
ナ
の
宿
の
あ
り
方
で
す
が
、
誰
か

に
言
わ
れ
た
か
ら
と
か
、
県
や
国
が
こ
う
し
た

か
ら
そ
れ
に
則
る
の
で
は
な
く
、
経
営
者
が
自

分
で
考
え
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
ま

ず
は
自
分
の
施
設
、
自
分
の
地
域
か
ら
感
染
者

を
出
さ
な
い
、
拡
散
さ
せ
な
い
と
い
う
目
的
を

明
確
に
し
て
、
そ
れ
に
向
け
て
何
が
で
き
る
の

か
、
経
営
者
が
そ
れ
ぞ
れ
一
生
懸
命
考
え
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
も
で
き
な
い
経
営
者
は
旅
館

を
経
営
す
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
も
し
も
感
染
者
が
出
た
時
は
、

一
丸
と
な
っ
て
み
ん
な
で
考
え
て
い
こ
う
と
い

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
由
布
院
温
泉
で
は
4
月
中
旬
く
ら
い
に

由
布
院
観
光
の
歴
史
を
聞
き
な
が
ら
ま
ち
歩
き

を
す
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
も
原
点
回
帰
と
い
う
想
い
か
ら
始
め

ら
れ
た
も
の
で
す
か
。

冨
永
　
そ
う
で
す
ね
。
も
し
か
し
た
ら
今
ま
で

は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
増
え
す
ぎ
て
少
し
異
常
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

が
増
え
る
と
そ
れ
を
目
的
に
外
資
、
別
の
国
の

資
本
が
ま
ち
に
入
り
込
み
、
小
さ
な
民
泊
が
た

く
さ
ん
生
ま
れ
、
ま
ち
の
風
景
が
ど
ん
ど
ん
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
風
景
だ
け
で
は
な
く
、
風

情
や
風
土
、
風
習
ま
で
変
わ
っ
て
き
て
、
「
由

布
院
の
風
」
自
体
が
変
わ
っ
て
き
た
と
い
う
こ

と
に
対
す
る
危
機
感
が
長
い
こ
と
あ
り
ま
し
た
。

　
先
日
、
I
A
T
A
（
国
際
航
空
運
送
協
会
）

が
国
際
線
需
要
が
2
0
1
9
年
の
水
準
に
回
復

す
る
の
は
2
0
2
4
年
頃
に
な
る
と
い
う
見
通

し
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
も
う
一
度
、
原
点
に

戻
る
時
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
僕

ら
の
仲
間
か
ら
倒
産
者
は
出
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
幸
か
不
幸
か
小
規
模
旅
館
が
点
在
し
て
い

る
ま
ち
な
の
で
、
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
っ

て
汗
を
流
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

田
村
　
う
ち
も
小
規
模
旅
館
で
、
1
0
0
年
以

上
、
食
事
を
部
屋
出
し
で
提
供
し
て
き
ま
し
た

の
で
、
こ
う
い
う
事
態
に
な
っ
て
も
特
別
に
変

え
る
こ
と
も
な
く
、
今
は
入
館
を
半
分
に
制
限

し
て
、
空
い
た
お
部
屋
に
先
に
用
意
す
る
と
い

う
形
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　
草
津
も
観
光
地
で
あ
る
前
に
湯
治
場
で
も
あ

り
、
湯
治
場
の
温
泉
宿
の
役
割
は
、
こ
う
い
っ

た
こ
と
が
あ
っ
て
も
大
き
く
は
変
わ
っ
て
い
か

な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
1
泊
2
食
を
提
供

し
、
な
る
べ
く
長
い
間
安
心
安
全
に
滞
在
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
各
お
宿
が
考
え
て
決
め
る
こ

と
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
う
の
は
大
事
で
す
が
、

食
事
の
提
供
の
仕
方
な
ど
は
う
ち
の
よ
う
な
小

規
模
、
大
規
模
旅
館
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
が
あ
る

の
で
、
各
お
宿
が
ポ
リ
シ
ー
と
責
任
を
持
っ
て

対
策
を
講
じ
て
い
れ
ば
、
最
終
的
に
選
ぶ
の
は
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図 1 ビッフェに対する意識調査（鶴雅グループ実施）
今後も利用
したい

感染症対策が
されていれば

今後も利用したい

不衛生な
感じがして不安
そもそも
ビュッフェは
好きではない

世の中の
状況をみて、
利用を
検討したい

新型コロナ
ウイルスが
収束するまでは
和食膳やフレンチを
利用したい

ま
す
。

武
田
　
黒
川
温
泉
は
組
合
費
を
3
割
減
免
に
し

ま
し
た
。
た
だ
し
、
別
に
集
め
て
い
る
広
告
費

は
上
げ
ま
し
た
。

田
村
　
群
馬
県
で
も
草
津
町
で
も
青
年
部
の
会

費
に
つ
い
て
は
特
に
減
額
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
、
徴
収
時
期
を
少
し
ず
ら
し
て
お
り
、
ま

だ
徴
収
し
て
い
ま
せ
ん
。
群
馬
県
に
つ
い
て
も

0
か
1
0
0
か
と
い
う
会
議
を
し
ま
し
た
が
、

会
員
数
も
少
な
い
中
、
各
々
の
地
域
で
既
に
計

上
し
て
い
る
状
況
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
ま

ま
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

湯
本
（
草
津
温
泉
観
光
協
会
理
事
）
草
津
温

泉
旅
館
協
同
組
合
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ

特
に
減
免
と
い
う
話
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
群
馬
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合

に
つ
い
て
は
、
今
年
は
徴
収
し
な
い
こ
と
に
し

た
そ
う
で
す
。
県
の
組
合
は
販
売
事
業
が
あ
り
、

割
と
好
調
に
回
っ
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
、
そ

こ
で
な
ん
と
か
カ
バ
ー
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

草
津
の
場
合
は
事
務
局
で
人
を
抱
え
て
い
る
の

で
、
今
の
と
こ
ろ
会
費
に
関
し
て
は
旅
館
組
合

も
観
光
協
会
も
通
常
通
り
の
予
定
で
す
。

福
永
　
ち
な
み
に
阿
寒
の
場
合
は
、
入
湯
税
の

か
さ
上
げ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
今

回
の
緊
急
対
策
に
あ
て
る
と
い
っ
た
動
き
は
あ

り
ま
す
か
。（
注
１
）

山
下
　
入
湯
税
そ
の
も
の
が
前
年
比
75
%
減
く

ら
い
に
な
る
と
み
て
い
ま
す
。
通
常
は
嵩
上
げ

分
と
し
て
4
5
0
0
万
円
く
ら
い
徴
収
で
き
る

予
定
の
税
収
が
1
0
0
0
万
円
を
切
る
の
で
は

と
い
う
状
況
で
す
の
で
、
取
り
組
み
の
優
先
順

位
を
ど
う
つ
け
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。
ま
た
、

ば
、
は
じ
か
れ
る
項
目
が
多

い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
こ
の
あ

た
り
は
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て

い
ま
す
。
今
に
な
っ
て
よ
う

や
く
緩
和
さ
れ
て
、
色
々
な

も
の
が
見
え
て
き
て
い
ま
す
。

山
田
　
熊
本
地
震
の
時
ま
で
、

雇
用
調
整
助
成
金
は
旅
館
で

使
う
の
に
制
限
が
か
か
っ
て

い
ま
し
た
。
今
回
、
旅
館
業

と
し
て
何
か
差
別
さ
れ
た
と

か
、
阻
害
さ
れ
た
と
い
っ
た

釧
路
市
と
の
関
係
で
組
織
の
運
営
費
に
使
っ
て

は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
減
免
の
部

分
を
埋
め
る
形
に
は
な
ら
な
い
で
す
。

福
永
　
鳥
羽
市
で
は
入
湯
税
の
30
％
を
鳥
羽
市

温
泉
振
興
会
に
、
70
％
を
鳥
羽
市
観
光
振
興
基

金
と
し
て
積
み
立
て
る
形
に
し
て
い
ま
す
が
、

入
湯
税
の
使
途
な
ど
は
何
か
議
論
さ
れ
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。（
注
２
）

吉
川
　
今
後
、
鳥
羽
市
観
光
振
興
基
金
の
使
い

方
を
、
鳥
羽
市
温
泉
振
興
会
と
市
で
協
議
し
て

い
こ
う
と
い
う
く
ら
い
で
す
ね
。
親
会
で
ど
こ

ま
で
進
ん
で
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
青
年

部
で
は
そ
う
い
う
話
を
ぶ
つ
け
て
い
こ
う
か
と

い
う
と
こ
ろ
で
す
。

福
永 

鳥
羽
市
の
方
に
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、

自
主
財
源
が
あ
る
こ
と
で
、
国
の
助
成
金
な
ど

が
お
り
る
前
の
早
い
段
階
で
施
策
が
打
て
た
と

い
う
話
も
あ
り
、
組
織
と
連
動
す
る
財
源
の
有

無
に
つ
い
て
も
重
要
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
今
日
の
お
話
の
中
で
気
づ
か
れ
た

こ
と
や
共
有
し
た
い
想
い
な
ど
あ
れ
ば
、
ご
発

言
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

吉
川 

私
が
出
向
し
て
い
る
全
旅
連
青
年
部
に

行
政
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
よ
う
な
方
が
い
て
、

そ
の
方
か
ら
国
の
話
を
色
々
と
聞
く
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
が
、
国
は
補
正
予
算
を
組
ん
だ
り

し
て
多
く
の
予
算
を
つ
け
て
は
い
る
も
の
の
、

県
の
方
で
使
い
方
が
わ
か
ら
ず
、
断
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
う
い

っ
た
と
こ
ろ
を
動
か
す
に
は
、
我
々
業
界
が
声

を
上
げ
て
、
県
に
向
け
て
ど
ん
ど
ん
お
金
を
取

り
に
行
か
な
い
と
動
か
な
い
と
い
う
地
域
性
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
は
み
ん
な
で
情
報
共

有
し
て
、
こ
の
地
域
で
は
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ

て
る
の
で
、
う
ち
の
県
で
も
や
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
形
で
要
望
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　w
ith

コ
ロ
ナ
に
加
え
て
、w

ith

行
政
と
い
う

く
ら
い
の
勢
い
で
手
を
組
ん
で
や
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
今
回
の
危
機
は
乗
り
切
れ
な
い
と
思
う

の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
と
声
を
上
げ
て
、
他
の
地

域
も
見
な
が
ら
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

福
永 

自
治
体
に
よ
る
違
い
や
差
は
、
横
の
つ

な
が
り
が
あ
っ
て
初
め
て
わ
か
る
こ
と
な
の
で
、

温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
で
も
引
き
続
き
、
情

報
交
換
を
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
議
論

は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
今
日
は
お
忙
し
い
中
、
貴

重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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表 2 ３月下旬から６月下旬にかけての各温泉地の主な取り組み

り
ま
す
。
一
応
、
次
期
部
長
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
総
会
な
ど
も
書
面
決
議
で
実

際
に
は
引
継
ぎ
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　
草
津
温
泉
で
は
多
く
の
宿
が
6
月
1
日
か
ら

営
業
を
再
開
し
て
い
て
、
同
時
に
群
馬
県
が
1

人
1
泊
あ
た
り
5
0
0
0
円
割
引
に
な
る
愛
郷

ぐ
ん
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
泊
ま
っ
て
！
応
援
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
群
馬
県

内
の
お
客
さ
ま
が
多
く
来
ら
れ
て
い
る
状
況
で

す
。
た
だ
、
宿
の
方
も
全
開
で
お
客
様
を
受
け

入
れ
ら
れ
る
体
制
で
は
な
く
、
う
ち
も
実
質
半

分
開
け
て
、
宿
泊
容
量
の
半
分
く
ら
い
を
受
け

入
れ
て
い
る
状
態
で
す
。
し
か
し
、
徐
々
に
お

客
様
が
戻
っ
て
い
る
か
な
と
い
う
気
は
し
て
い

ま
す
。

w
ith

コ
ロ
ナ
の
温
泉
地
の

状
況
と
宿
の
対
応

福
永
　
そ
れ
で
は
本
題
に
入
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
３
月
末
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
入
込
客
の
動
向
記
録（
表
1
）の
中
で
も

地
域
に
よ
っ
て
お
客
様
の
動
向
は
違
っ
た
様
子

が
見
え
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
徐
々
に

拡
大
す
る
中
で
の
お
客
様
の
動
向
や
対
応
は
ど

の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
自
粛
期
間
に
入
っ
て
か
ら
は
お
宿
自
体

を
休
館
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
間
に
ど
う
い
っ
た
こ
と
に
取
り

組
ま
れ
た
の
か
、
従
業
員
の
皆
さ
ん
や
取
引
先

へ
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
さ
れ
た
の
か
な
ど
に

つ
い
て
お
話
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

當
谷
　
有
馬
温
泉
は
神
戸
市
内
に
あ
り
、
兵
庫

県
と
大
阪
府
の
間
な
の
で
、
お
客
さ
ま
に
来
て

く
だ
さ
い
と
い
う
の
は
難
し
い
状
況
で
し
た
。

そ
こ
で
若
手
４
人
で
、
お
う
ち
に
い
な
が
ら

V
R
で
温
泉
を
楽
し
め
る
「
有
馬
温
泉
湯
め
ぐ

り
V
R
」
を
始
め
ま
し
た
。
今
は
参
画
施
設
が

8
軒
に
な
り
、
さ
ら
に
草
津
さ
ん
に
も
紹
介
し

て
、
世
界
中
に
配
信
し
ま
し
た
。
日
本
国
内
よ

り
海
外
の
方
に
多
く
見
て
い
た
だ
き
、
海
外
の

マ
ス
コ
ミ
に
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た（
写
真
１
）。

　
ま
た
、
も
と
も
と
夏
祭
り
に
使
う
予
定
だ
っ

た
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
飲
食
店
に
開
放
し
て
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
専
門
で
販
売
す
る
よ
う
に
し
た
と
こ

ろ
、
町
内
の
方
が
た
く
さ
ん
買
い
に
来
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　
有
馬
で
開
催
さ
れ
た
会
議
に
観
光
庁
長
官
が

来
て
い
て
、
私
も
参
加
し
た
の
で
す
が
、
そ
の

時
に
初
め
てG

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
話
を
さ

れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
に
旅
行
会
社
だ
け

で
な
く
、
旅
館
の
直
接
予
約
も
対
象
に
し
て
ほ

し
い
と
交
渉
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
私
の
旅
館
で
は
温
泉
地
ご
と
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
声
優
が
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「
温
泉
む
す
め
」

と
一
番
最
初
に
提
携
し
て
お
り
、
先
方
か
ら
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
な
い
か
と
い
う
提

案
が
あ
っ
た
の
で
共
同
で
行
っ
た
と
こ
ろ
、
1

日
か
か
ら
ず
に
目
標
の
1
0
0
万
円
が
集
ま
り

ま
し
た
。
休
館
中
は
、
休
業
補
償
を
1
0
0
%

払
っ
て
、
従
業
員
の
雇
用
は
全
て
確
保
し
て
い

ま
す
。
そ
の
子
達
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
手
伝
っ

て
く
れ
て
、
森
の
中
に
お
子
様
用
の
小
さ
な
プ

ー
ル
を
作
っ
て
い
ま
す
。
有
馬
で
は
毎
年
夏
に

「
有
馬
涼
風
川
座
敷
」
と
い
う
お
祭
り
を
し
て

い
ま
す
が
、
何
と
し
て
も
実
施
し
た
い
と
い
う

こ
と
で
調
整
し
て
い
ま
す
。

吉
川

　鳥
羽
温
泉
郷
と
し
て
は
4
月
か
ら
原
則

的
に
休
館
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

休
業
要
請
が
出
て
い
て
も
何
軒
か
は
開
け
ざ
る

を
得
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
か
な
り
叩
か
れ
て

い
る
と
い
う
情
報
は
聞
い
て
い
ま
し
た
。
多
分
、

ど
の
温
泉
地
で
も
同
じ
よ
う
な
状
況
が
起
き
て

い
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
当
館
も
4
軒
は
4
月
13
日
か
ら
休
業
し
ま
し

た
が
、
全
室
ス
イ
ー
ト
の
高
級
旅
館
「T

H
E
 

E
A
R
T
H

」
に
つ
い
て
は
、
お
客
様
が
た
く
さ

ん
入
ら
れ
て
い
る
状
況
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

営
業
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ご
く
一
部
、

東
京
な
ど
か
ら
の
お
客
様
で
非
常
に
マ
ナ
ー
の

悪
い
方
が
お
り
、
働
い
て
い
る
従
業
員
が
恐
怖

を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
20
日
か
ら
休

館
に
し
ま
し
た
。

　
や
は
り
企
業
と
し
て
は
営
業
し
て
い
き
た
い

気
持
ち
は
あ
り
ま
す
が
、
従
業
員
を
守
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
面
と
、
地
域
の
目
を
気

に
す
る
と
営
業
は
で
き
な
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

た
だ
し
、
よ
そ
で
営
業
を
続
け
て
い
る
お
宿
は
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
も
ず
っ
と
満
室
だ
っ

た
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
何
が
正
し
か
っ
た
の

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
コ
ロ
ナ
の
対
応
に
つ
い
て
で
す
が
、
あ
り
が

た
い
こ
と
に
雇
用
調
整
助
成
金
が
出
た
の
で
、

当
館
も
従
業
員
に
は
給
料
を
1
0
0
%
補
償
し

て
い
ま
す
。
た
だ
、
情
報
が
不
透
明
な
と
こ
ろ

が
多
く
、
教
育
訓
練
に
つ
い
て
も
、
大
西
さ
ん

の
と
こ
ろ
で
は
実
施
さ
れ
て
い
た
と
父
か
ら
聞

い
て
い
ま
す
が
、
自
治
体
に
よ
っ
て
教
育
訓
練

の
項
目
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
、
何
度
労
働
局

に
電
話
し
て
も
、
他
の
自
治
体
と
は
違
う
答
え

が
返
っ
て
く
る
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
た
だ
、
こ
れ
を
マ
イ
ナ
ス
と
し
て
考
え
る
の

で
は
な
く
、
今
い
る
従
業
員
達
に
ど
う
い
っ
た

も
の
を
提
供
で
き
る
か
に
重
き
を
置
い
て
、
教

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
う
ち
は
本
当
に
生
産
効

率
が
よ
く
な
か
っ
た
の
で
、
マ
ル
チ
化
に
挑
ん

で
ス
キ
ル
を
上
げ
て
も
ら
う
方
向
に
向
か
っ
て

い
ま
す
。

　
取
引
先
な
ど
の
業
者
に
関
し
て
で
す
が
、
ま

ず
は
自
分
の
と
こ
ろ
を
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
、
取
引
先
に
ち
ょ
っ
と
厳
し
い
案
件
を

ぶ
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
場
面
も
あ
り
ま
す

が
、
幸
い
に
も
雇
用
調
整
が
あ
る
の
で
、
「
う

ち
は
こ
う
す
る
け
ど
、
お
た
く
も
こ
の
制
度
を

活
用
し
て
休
業
し
た
ら
ど
う
で
す
か
」
と
提
案

し
ま
し
た
。
最
初
の
う
ち
は
こ
の
助
成
金
制
度

を
知
ら
な
い
企
業
が
す
ご
く
多
か
っ
た
の
で
、

そ
れ
を
伝
え
る
こ
と
で
、
お
互
い
に
そ
ん
な
に

ロ
ス
が
な
い
と
い
う
認
識
が
持
て
ま
し
た
。

設
と
そ
の
他
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
2
〜
3
ヶ
月
は
や
は
り
売
上
が
減
少
し
て
お

り
、
先
の
見
え
な
い
状
況
で
し
た
が
、
6
月
に

入
っ
て
か
ら
は
宿
泊
施
設
の
稼
働
を
取
り
戻
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
よ
う
や
く
少
し

ず
つ
で
す
が
動
き
出
し
た
こ
と
を
実
感
し
て
い

ま
す
。

當
谷
　
私
は
家
族
連
れ
に
特
化
し
た
旅
館
を
1

軒
や
っ
て
お
り
、
4
月
3
日
か
ら
7
月
2
日
ま

で
休
業
予
定
で
す
。
有
馬
温
泉
全
体
の
入
り
込

み
と
し
て
は
、
2
月
は
2
割
、
3
月
は
5
割
、

4
月
は
9
割
以
上
減
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
最

近
、
少
し
ず
つ
お
客
さ
ま
は
戻
っ
て
き
て
い
ま

し
て
、
平
日
は
ま
だ
少
な
い
で
す
が
、
土
日
は

ま
ち
を
歩
く
人
も
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
私

の
旅
館
に
関
し
て
は
7
月
以
降
営
業
を
再
開
し

ま
す
が
、
予
約
は
か
な
り
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。

奥
村
　
私
は
大
和
屋
本
館
と
大
和
屋
別
荘
と
い

う
2
館
を
経
営
し
て
お
り
、
公
的
立
場
と
し
て

は
道
後
温
泉
旅
館
協
同
組
合
の
副
理
事
長
と
い

う
立
場
で
す
。
４
月
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令

さ
れ
る
と
、
４
月
18
日
に
道
後
温
泉
本
館
と
飛

鳥
乃
湯
泉
が
松
山
市
の
方
針
で
休
館
し
ま
し
た
。

旅
館
と
し
て
は
開
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

し
た
し
、
全
面
休
館
に
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
直
前
に
、

市
内
の
病
院
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
た
め
、

道
後
温
泉
本
館
の
休
館
期
間
が
延
び
ま
し
た
が
、

よ
う
や
く
6
月
19
日
に
飛
鳥
乃
湯
泉
と
併
わ
せ

て
再
開
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
か
な
と

い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
私
の
旅
館
も
4
月
19
日
か
ら
5
月
い
っ
ぱ
い

は
休
館
し
、
6
月
は
少
し
ず
つ
再
開
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
道
後
温
泉
は
入
り
込
み
客
の

外
国
人
比
率
が
約
5
%
と
低
い
の
で
、
今
後
の

戻
り
に
は
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

冨
永
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
減
少
も
影
響
を
受
け

ま
し
た
が
、
一
番
厳
し
か
っ
た
の
は
交
通
の
面

で
す
。
東
京
や
関
西
か
ら
の
飛
行
機
の
便
数
が

減
少
し
、
由
布
院
に
来
る
特
急
電
車
や
バ
ス
も

1
日
数
便
と
い
う
状
況
で
し
た
。

　
6
月
19
日
か
ら
ゆ
ふ
い
ん
の
森
号
を
は
じ
め
、

福
岡
か
ら
の
特
急
列
車
が
動
き
出
す
の
で
、
若

干
は
期
待
し
て
い
ま
す
が
、
予
約
状
況
に
関
し

て
は
、
国
のG

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
使
お
う

と
思
わ
れ
て
い
る
お
客
様
が
多
い
と
思
う
の
で
、

現
状
は
お
盆
も
含
め
て
予
約
が
そ
れ
ほ
ど
進
ん

で
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
様
子
見
が
続
い
て
い

る
状
況
で
す
。

武
田
　
黒
川
温
泉
に
は
、
28
か
所
の
温
泉
の
中

か
ら
好
き
な
温
泉
を
3
か
所
選
ん
で
入
浴
で
き

る
入
湯
手
形
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
4

月
18
日
か
ら
5
月
い
っ
ぱ
い
、
ま
ず
湯
め
ぐ
り

の
受
け
入
れ
を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

6
月
1
日
か
ら
再
開
し
た
も
の
の
、
28
軒
の
宿

の
中
で
営
業
を
再
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
半
分

く
ら
い
で
、
今
月
・
来
月
は
開
け
た
り
閉
め
た

り
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
、
完
全
復
活
は

8
月
か
ら
と
い
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
予
約
も
少
な
く
、
6
月
も
土
日
は
少
し
入
れ

ば
い
い
か
な
と
い
う
く
ら
い
で
す
。
南
小
国
町

は
、
7
月
か
ら
熊
本
県
民
向
け
に
1
万
円
で
1

万
5
千
円
分
使
え
る
〝
超
〞「
観
光
」
商
品
券
を

販
売
す
る
と
い
う
発
表
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

近
場
か
ら
の
入
り
込
み
が
少
し
は
増
え
る
か
な

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

田
村
　
私
は
草
津
温
泉
で
小
規
模
の
旅
館
を
経

営
し
て
お
り
、
青
年
部
員
と
し
て
活
動
し
て
お

福
永
　
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
お
集
ま
り
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
3
月
頃
よ
り

国
内
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数
が

増
加
し
、
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
は
緊
急
事

態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
温
泉
地
の
皆
様
に
と
っ

て
は
非
常
に
苦
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
て
い
ら

っ
し
ゃ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
温
泉
地
の
状
況
や
取
り
組
み
、
コ
ロ

ナ
収
束
後
に
向
け
て
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
な
ど
を
共
有
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
最
初
に
自
己
紹
介
と
、
こ
の
2
〜
3
ヶ

月
の
各
温
泉
地
の
状
況
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

大
西
　
弊
社
は
釧
路
市
に
本
社
を
持
ち
、
2
室

か
ら
3
0
0
室
規
模
ま
で
大
小
13
施
設
を
運
営

し
て
い
る
旅
館
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
こ
の
2
〜
3
ヶ
月
の
状
況
で
す
が
、
北
海
道

は
独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
が
1
ヶ
月
早
く
発
表

さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
多
く

を
占
め
て
い
た
中
国
の
お
客
様
が
減
少
し
、
か

な
り
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
現

在
も
感
染
者
数
が
恒
常
的
に
発
生
し
て
い
る
と

と
も
に
、
北
海
道
は
飛
行
機
を
使
っ
て
来
て
く

だ
さ
る
方
が
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
し
ば
ら
く

苦
し
い
状
態
が
続
く
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
弊
社

の
施
設
は
大
体
、
今
月
か
ら
徐
々
に
営
業
再
開

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

吉
川
　
私
ど
も
は
三
重
県
内
に
6
軒
の
宿
泊
施

　
ま
た
、
全
国
的
に
も
ビ
ッ
フ
ェ
好
き
の
お
客

様
が
多
い
と
い
う
事
情
も
あ
り
ま
す
。
弊
社
で

も
考
え
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
お
客

様
の
ご
意
見
に
立
ち
戻
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

り
ま
し
た（
図
1
）。
そ
の
結
果
、
感
染
対
策
を

し
た
う
え
で
ビ
ッ
フ
ェ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

と
い
う
こ
と
が
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
新
ビ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル

と
銘
打
ち
、
ト
ン
グ
を
使
用
し
な
い
な
ど
新
し

い
ビ
ッ
フ
ェ
を
考
え
ま
し
た
。
現
場
は
大
変
で

す
が
、
大
皿
と
違
う
表
現
力
が
必
要
に
な
る
た

め
、
調
理
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
て
い

る
と
い
う
声
も
聞
い
て
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
、
吉
川
さ
ん
が
お
話
し
さ
れ
た
よ
う

に
弊
社
も
研
修
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
が
、
き

ち
ん
と
始
め
た
の
は
6
月
く
ら
い
で
し
た
。
ス

タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
っ
て
し
ま

っ
て
い
た
の
で
、
研
修
に
し
て
会
社
に
来
て
仕

事
に
触
れ
る
と
い
う
だ
け
で
、
ず
い
ぶ
ん
顔
つ

き
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
も
感
じ
、
よ
か
っ
た

な
と
思
い
ま
す
。
あ
と
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
面

談
な
ど
も
し
ま
し
た
が
、
こ
う
い
う
機
会
だ
か

ら
こ
そ
で
き
た
新
し
い
取
り
組
み
を
色
々
と
学

ぶ
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

田
村
　
緊
急
事
態
宣
言
が
出
て
、
休
業
す
る
か

し
な
い
の
か
は
皆
さ
ん
苦
渋
の
選
択
を
迫
ら
れ

て
い
ま
し
た
し
、
行
政
の
指
示
を
仰
い
で
足
並

み
を
揃
え
る
の
は
本
当
に
難
し
い
こ
と
だ
と
い

う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
群
馬
県
か
ら
の
休

業
要
請
を
い
た
だ
い
て
、
休
業
に
踏
み
切
れ
た

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
ギ
リ
ギ

リ
ま
で
5
月
の
連
休
の
お
客
様
を
ど
う
し
よ
う

と
い
う
の
が
、
皆
さ
ん
の
悩
み
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
含
め
て
、
各
お
宿
が

各
々
の
考
え
で
す
る
こ
と
が
正
し
い
も
正
し
く

な
い
も
な
く
、
常
連
さ
ん
に
予
約
を
い
た
だ
い

て
い
る
か
ら
開
け
る
と
い
う
の
も
正
解
だ
と
思

い
ま
す
し
、
常
連
さ
ん
に
も
し
も
の
こ
と
が
あ

っ
た
ら
困
る
か
ら
休
業
す
る
の
も
ま
た
正
解
だ

と
思
う
の
で
、
各
々
が
一
つ
一
つ
の
こ
と
を
そ

れ
ぞ
れ
考
え
ら
れ
た
の
が
収
穫
か
な
と
思
い
ま

す
。

　w
ith

コ
ロ
ナ
と
い
う
こ
と
で
は
、
早
い
段
階

か
ら
動
か
れ
て
い
た
有
馬
の
V
R
も
、
日
頃
か

ら
交
流
が
あ
っ
た
の
で
気
に
は
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
有
馬
さ
ん
か
ら
お
誘
い
い
た
だ
い
た
の

で
、
草
津
か
ら
有
志
で
5
軒
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
後
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
宣
伝
に
も
な
る
の
か
な
と
思
い
、

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
非
常
に
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　
群
馬
県
も
地
元
に
近
い
お
客
様
か
ら
と
い
う

こ
と
で
、
4
0
0
0
円
を
県
、
1
0
0
0
円
を

宿
が
負
担
す
る
5
0
0
0
円
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ

ク
の
県
民
割
引
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
群
馬
県

は
あ
ま
り
災
害
も
な
い
の
で
、
ふ
っ
こ
う
割
を

使
っ
た
経
験
も
そ
れ
ほ
ど
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

ほ
ぼ
初
め
て
、
大
盤
振
る
舞
い
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

　G
o T

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
送
客

手
数
料
が
利
益
を
圧
迫
し
て
い
る
と
い
っ
た
提

言
を
全
旅
連
青
年
部
が
国
に
し
て
い
る
と
い
う

話
も
知
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
こ
う
い
っ
た
こ

と
が
群
馬
県
に
も
伝
わ
っ
て
い
れ
ば
、
直
販
の

み
を
対
象
と
す
る
と
い
う
形
の
方
が
お
宿
と
し

て
は
助
か
っ
た
の
か
な
と
い
う
気
も
し
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
こ
と
も
今
後
の
課
題
に
な
っ
て

い
く
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
雇
用
調
整
助
成
金
に
関
し
て
は
、
う
ち
は
小

規
模
旅
館
な
の
で
従
業
員
は
他
に
本
業
が
あ
り
、

忙
し
い
時
に
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
来
る
方

が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
お
見
舞
金
と
い
っ
た
形

で
出
し
ま
し
た
。

奥
村
　
道
後
温
泉
に
つ
い
て
は
5
月
オ
ー
プ
ン

予
定
だ
っ
た
旅
館
の
開
業
が
7
月
に
延
期
さ
れ

た
り
、
一
部
、
夕
食
を
ビ
ッ
フ
ェ
に
切
り
替
え

た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
大
き
な
打

撃
を
受
ま
し
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
と
同
時
に

道
後
温
泉
本
館
と
飛
鳥
乃
湯
泉
が
休
館
し
た
後

は
、
宿
泊
施
設
も
休
業
す
る
と
こ
ろ
は
休
業
す

る
と
い
う
形
で
、
あ
ま
り
ば
ら
つ
き
が
目
立
つ

感
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
よ
う
や
く
明

日
、
県
を
ま
た
い
だ
移
動
自
粛
が
解
除
さ
れ
、

道
後
温
泉
本
館
も
再
開
し
ま
す
が
、
愛
媛
県
は

１
人
１
泊
あ
た
り
6
0
0
0
円
以
上
の
県
内
宿

泊
旅
行
を
予
約
し
た
場
合
に
、
5
0
0
0
円
を

割
引
す
る
「
県
内
宿
泊
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
ま
す
が
、
も
う
か
な
り
予
約
が
入
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
宿
泊
客
でP

ayP
ay

を
使
っ
て
支
払

い
を
す
る
人
に
は
１
人
1
0
0
0
円
を
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
す
る
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
7

月
1
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。
1
0
0
0
円
の
う

ち
30
%（
3
3
3
円
）は
宿
の
負
担
で
、
子
ど
も

が
泊
ま
っ
た
場
合
は
さ
ら
に
1
0
0
0
円
キ
ャ

ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
部
分
の
宿

の
負
担
は
な
し
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
と
し
て
は
松
山
市
産
業
経
済
部
や
商
店
街

の
理
事
長
と
話
を
し
た
り
、
市
内
の
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、

税
金
を
投
入
す
る
に
あ
た
っ
て
、
市
民
や
県
民

の
皆
さ
ん
の
納
得
感
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
気
を

つ
け
な
が
ら
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
自
分
の
宿
に
つ
い
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
て
丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
と
、

も
と
も
と
変
え
る
予
定
に
し
て
い
た
予
約
シ
ス

テ
ム
の
導
入
と
訓
練
に
費
や
す
こ
と
が
で
き
た

の
で
、
不
幸
中
の
幸
い
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。

　
雇
用
調
整
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
私
ど
も
は

か
な
り
前
か
ら
、
パ
ー
ト
で
も
長
く
働
い
て
下

さ
っ
て
い
る
方
に
は
雇
用
保
険
を
か
け
て
い
た

の
で
正
社
員
で
1
0
0
%
、
パ
ー
ト
さ
ん
で
も

雇
用
保
険
に
入
っ
て
い
る
方
に
は
か
な
り
の
割

合
の
額
を
お
支
払
い
し
ま
し
た
。
制
度
が
非
常

に
複
雑
と
い
う
こ
と
で
、
従
来
給
与
計
算
な
ど

で
お
願
い
し
て
い
る
社
労
士
で
は
な
く
、
国
や

官
庁
の
情
報
が
入
手
で
き
る
よ
う
な
方
に
も
お

手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
実
際
に
は
、
い
わ
ゆ
る
恒
常
労
働

で
は
な
く
、
か
つ
事
前
計
画
に
も
な
い
雇
用
調

整
助
成
金
を
出
す
と
い
う
こ
と
に
労
働
局
の
事

務
が
追
い
付
け
な
い
、
対
応
で
き
な
い
と
い
う

状
況
が
見
て
と
れ
ま
し
た
。
今
後
、
サ
ー
ビ
ス

業
の
い
わ
ゆ
る
シ
フ
ト
制
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
助
成
の
仕
方
を
す
る
の
か
、
そ
も
そ
も
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
出
勤
管
理
を
デ
ジ

タ
ル
化
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
を
簡
単

に
拾
え
る
仕
組
み
が
で
き
る
と
い
い
の
か
と
思

い
ま
す
。

福
永
　
奥
村
さ
ん
の
お
宿
で
は
年
末
か
ら
、
顔

認
証
に
よ
る
入
退
室
管
理
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実

験
を
さ
れ
て
い
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
お

話
を
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す
か
。

奥
村
　
私
が
実
家
の
旅
館
に
戻
っ
て
7
〜
8
年

　
私
は
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合

連
合
会
青
年
部
（
以
下
、
全
旅
連
青
年
部
）
に

出
向
し
て
い
て
月
1
回
、
常
任
理
事
会
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
集
ま
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

ウ
ェ
ブ
を
使
っ
た
会
議
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ス
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
い

う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
き
っ
か
け
の
一

つ
に
も
な
っ
た
の
で
、
今
と
な
っ
て
は
プ
ラ
ス

に
な
っ
た
部
分
も
あ
っ
た
の
か
な
と
捉
え
て
い

ま
す
。

山
田
　
雇
用
調
整
助
成
金
は
当
初
、
あ
る
け
ど

使
い
に
く
い
等
、
色
々
な
声
を
聞
き
ま
し
た
が
、

現
場
で
活
用
し
よ
う
と
す
る
際
は
大
変
で
し
た

か
。

吉
川
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
1
週
間
く
ら
い
で
変
わ

り
、
助
成
の
対
象
も
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
大

変
で
し
た
。
社
労
士
さ
ん
や
労
働
局
の
方
に
も

お
話
は
聞
い
た
の
で
す
が
、
厚
労
省
が
決
め
た

情
報
が
末
端
ま
で
届
い
て
お
ら
ず
、
何
が
本
当

の
情
報
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
本
音
で
し

た
。
教
育
訓
練
に
関
し
て
も
自
治
体
に
よ
っ
て

は
何
を
や
っ
て
も
通
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
れ

よ
う
な
こ
と
は
感
じ
ま
し
た
か
。

吉
川
　
差
別
と
い
う
の
は
感
じ
な
か
っ
た
で
す

が
、
一
番
最
初
に
雇
用
調
整
助
成
金
が
出
た
時

の
提
出
資
料
の
作
成
が
大
変
で
し
た
。
休
み
が

決
ま
っ
て
い
る
工
場
の
よ
う
な
と
こ
ろ
は
い
い

で
す
が
、
24
時
間
3
6
5
日
営
業
の
会
社
の
場

合
、
一
人
一
人
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
か
ら
勤
務
時

間
を
拾
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
の
で
。
苦

労
し
た
の
は
、
そ
れ
く
ら
い
で
し
た
か
ね
。

大
西
　
資
料
を
ご
覧
い
た
だ
き
な
が
ら
お
話
し

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
阿
寒
湖
温
泉
の
状
況
で
す
が
、
2
月
に
北
海

道
が
先
駆
け
て
実
施
し
た
休
業
要
請
の
時
に
は

休
業
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た

が
、
全
国
の
緊
急
事
態
宣
言
が
出
て
か
ら
は
ほ

と
ん
ど
の
宿
泊
施
設
や
商
店
が
休
業
し
、
5
月

に
は
ほ
と
ん
ど
売
上
が
な
か
っ
た
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
し
た
。

　
2
0
0
4
年
か
ら
私
た
ち
は
「
ア
イ
ヌ
文
化

で
彩
ら
れ
た
国
際
リ
ゾ
ー
ト
」
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
を
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
大
き
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
だ
っ
た
夜
の
森
を
ア
イ
ヌ
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

ト
で
楽
し
ん
で
も
ら
う
「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
も
、
今
年
は
残
念
な
が
ら
中
止

に
な
り
ま
す
。
北
海
道
は
大
通
公
園
の

「
Y
O
S
A
K
O
I
ソ
ー
ラ
ン
祭
」
や
「
さ
っ

ぽ
ろ
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
ト
」
な
ど
も
全
部
中
止

に
な
り
ま
す
。
雪
ま
つ
り
も
縮
小
開
催
が
先
日

発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
や
っ
て
い
た
だ
け
る
だ

け
で
も
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。
阿
寒
湖
温

泉
で
も
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
の
代
わ
り
と
し
て
、
コ

ロ
ナ
か
ら
の
回
復
を
祈
る
、
な
る
べ
く
三
密
を

避
け
る
よ
う
な
水
上
イ
ベ
ン
ト
「
カ
ム
イ
へ
の

祈
り
」
を
実
施
し
よ
う
と
町
で
も
動
き
始
め
た

と
こ
ろ
で
す
（
写
真
2
）。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
頼
っ
て
き
た
と
こ
ろ
も
あ

る
北
海
道
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
が
、
阿
寒
湖
温
泉

に
関
し
て
は
、
も
と
も
と
世
界
中
か
ら
不
特
定

多
数
の
お
客
様
を
集
め
る
と
い
う
よ
り
は
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
て
、
環
境
に

対
す
る
意
識
が
高
く
、
地
域
で
の
消
費
額
が
高

い
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
数
を
絞
っ
て
誘
致
し
て
い
こ

う
と
い
う
想
い
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
し

た
。
こ
の
考
え
方
は
コ
ロ
ナ
後
に
お
い
て
も
大

き
な
転
換
は
必
要
と
し
な
い
か
な
と
思
い
ま
す

の
で
、
自
然
や
文
化
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

　
皆
様
の
地
域
で
も
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
阿
寒
湖
温
泉
で
は
N
P
O
法
人
阿

寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
が
中
心
と

な
っ
て
私
た
ち
民
間
事
業
者
と
一
緒
に
国
立
公

園
内
で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
宿
の
感
染
対
策
に
つ
い
て
は
業
界

団
体
で
共
有
さ
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
お
客
様
の
導
線
に
沿
っ
て
、

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
変
更
を
し
て
お
り
ま
す
。

星
野
リ
ゾ
ー
ト
さ
ん
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ

と
も
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
う
し
た
動

画
で
案
内
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
少
し
面
白
い
取
り
組
み
と
し
て
は
、
ア
イ
ヌ

コ
タ
ン
の
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
お
願
い
し
て
、

ア
イ
ヌ
文
様
が
入
っ
た
パ
ー
テ
ィ
ー
シ
ョ
ン
を

作
っ
た
り
、
菅
官
房
長
官
が
ア
イ
ヌ
文
様
の
マ

ス
ク
を
着
け
て
少
し
話
題
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
ス
タ
ッ
フ
に
ア
イ
ヌ
文
様
の
マ
ス
ク
を

着
用
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

対
策
が
か
な
り
長
期
に
渡
り
そ
う
な
の
で
、
な

る
べ
く
お
客
様
に
緊
張
感
を
与
え
な
い
よ
う
な

感
染
対
策
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
が
苦
し
ん
で
い
る
の
は
ビ
ッ
フ
ェ
の

問
題
で
す
。
最
初
に
名
指
し
で
「
ビ
ッ
フ
ェ
は

避
け
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
で
、
業

界
全
体
の
問
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
北
海
道
は

特
に
大
型
施
設
が
多
い
の
で
、
食
事
提
供
の
変

更
が
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

け
れ
ば
末
端
の
組
合
員
、
協
会
員
に
も
影
響
が

及
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
最
低
限
の
事
務
所
の
家
賃
と
人
件
費
し
か
払

え
ま
せ
ん
の
で
、
組
合
費
や
協
会
費
で
運
営
し

て
い
る
来
期
の
牛
喰
い
絶
叫
大
会
、
ゆ
ふ
い
ん

音
楽
祭
や
湯
布
院
映
画
祭
は
実
施
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
を
明
確
に
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
由
布
院
温
泉
旅
館
組
合
と
由
布
院
温

泉
観
光
協
会
は
そ
れ
ぞ
れ
事
務
所
を
持
っ
て
運

営
し
て
い
ま
し
た
が
、
5
月
か
ら
由
布
院
駅
前

に
合
同
事
務
所
を
設
置
し
、
ひ
と
つ
屋
根
の
下

で
事
務
局
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
草
津
や
道
後
で
も
導
入
さ
れ
て
い
た

応
援
割
で
す
が
、
大
分
県
も
「
大
分
県
民
向
け

旅
館
ホ
テ
ル
応
援
割
」
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

6
0
0
0
万
円
の
予
算
で
1
万
2
千
泊
分
出
ま

し
た
が
、
6
月
1
日
に
発
売
を
開
始
し
て
1
時

間
で
全
て
売
り
切
れ
ま
し
た
。
た
だ
問
題
は
、

特
定
の
O
T
A
経
由
の
予
約
の
み
が
対
象
で
、

そ
こ
に
加
盟
協
力
し
て
い
な
い
小
規
模
旅
館
は

利
用
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

組
合
に
加
盟
し
て
い
な
い
と
利
用
で
き
な
い
等
、

色
々
と
制
約
が
あ
り
、
一
瞬
で
売
り
切
れ
ま
し

た
が
、
効
果
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
り
ま
す
。

大
分
県
は
予
算
も
倍
増
し
て
第
2
弾
を
や
る
と

い
う
の
で
、
そ
の
際
に
は
十
分
こ
の
問
題
を
考

慮
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
的
な
こ
と
で
は
、
由
布
院
町
内
の
特
産

品
を
集
め
た
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
や
、
未
来

の
宿
泊
券
な
ど
を
検
討
中
で
す
。
膝
を
つ
き
合

わ
せ
て
飲
ん
で
な
ん
ぼ
の
町
で
す
か
ら
、
何
よ

り
も
辛
か
っ
た
の
は
、
仲
間
と
会
え
な
い
、
飲

め
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
が
一
番
、

勢
い
を
止
め
る
要
因
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

武
田
　
組
合
と
し
て
は
、
町
か
ら
話
し
合
い
の

場
に
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
町
か

ら
は
4
月
下
旬
か
ら
6
月
15
日
ま
で
の
間
に
30

日
間
休
ん
だ
ら
、
1
事
業
所
に
つ
き
1
0
0
万

円
を
補
助
す
る
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

黒
川
温
泉
も
休
業
す
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
き
て
、

4
月
は
半
分
以
上
が
休
業
し
、
5
月
は
ほ
ぼ
全

て
休
業
し
て
い
た
感
じ
で
す
。
先
ほ
ど
言
っ
た

よ
う
に
熊
本
県
民
に
1
万
円
で
1
万
5
0
0
0

円
の
券
を
発
売
し
ま
す
し
、
6
月
1
日
に
は
ま

ず
町
民
の
方
た
ち
に
お
金
を
使
っ
て
も
ら
お
う

と
、
1
万
円
で
1
万
5
0
0
0
円
分
に
な
る

〝
超
〞
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
し
た
の
で
、

そ
れ
が
こ
れ
か
ら
動
く
か
な
と
い
う
と
こ
ろ
で

す
。

　
ま
た
、
お
客
さ
ん
が
減
っ
た
の
で
、
組
合
で

は
手
が
空
い
て
い
る
人
た
ち
で
看
板
の
ペ
ン
キ

を
塗
っ
た
り
、
植
樹
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ご
自
宅
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
黒

川
温
泉
の
入
浴
剤
を
ま
ず
熊
本
県
の
看
護
師
会

に
送
り
、
福
岡
か
ら
の
お
客
さ
ん
も
多
い
の
で

福
岡
県
の
看
護
師
会
に
も
送
り
、
黒
川
温
泉
に

バ
ス
を
走
ら
せ
て
下
さ
る
福
岡
の
バ
ス
の
運
転

手
さ
ん
に
も
送
り
ま
し
た
。

　
あ
と
は
週
に
1
回
集
ま
っ
て
会
議
を
し
て
、

雇
用
調
整
助
成
金
の
勉
強
を
し
た
り
、
E
C
サ

イ
ト
を
立
ち
上
げ
て
入
浴
剤
や
各
宿
の
タ
オ
ル

な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
、
コ
ロ
ナ

対
策
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
を
し
た
り
、
各
宿
で

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
ど
う
い
っ
た
対
応
を

し
て
い
る
か
と
い
う
共
有
を
し
て
い
ま
す
。

　
6
月
か
ら
湯
め
ぐ
り
の
受
け
入
れ
を
再
開
し

た
の
で
す
が
、
も
し
感
染
者
が
出
た
時
に
連
絡

手
段
が
な
い
と
困
り
ま
す
の
で
、
そ
の
都
度
名

前
と
電
話
番
号
、
出
身
県
を
書
い
て
い
た
だ
き
、

1
ヶ
月
程
度
情
報
を
保
管
す
る
と
い
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　
あ
と
、
ス
マ
ホ
ひ
と
つ
で
3
6
0
度
で
温
泉

気
分
を
味
わ
え
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
か
ら
だ
は

お
う
ち
　
こ
こ
ろ
は
温
泉
　
名
湯
「
ス
マ
ホ

湯
」」を
町
が
作
っ
て
く
れ
て
、
メ
デ
ィ
ア
に
取

り
上
げ
ら
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。

p
o
st

コ
ロ
ナ
を

見
据
え
た
お
宿
の
あ
り
方

福
永
　
コ
ロ
ナ
を
経
験
し
た
消
費
者
の
旅
行
に

対
す
る
意
識
も
少
し
ず
つ
変
化
が
生
じ
て
い
ま

す
。
世
の
中
の
流
れ
を
見
な
が
ら
お
宿
と
し
て

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
一
方
で
コ
ロ
ナ
を
経
験
し

た
か
ら
こ
そ
、
人
と
会
う
こ
と
や
旅
行
に
行
く

こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
て
い
る
消
費

者
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
お
宿
と
し
て
、
変
え

る
べ
き
こ
と
と
変
え
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
あ
た
り
は
ど
の
よ

う
に
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

　
ま
た
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
を
た
だ
乗
り
切
る
だ

け
の
も
の
と
し
て
捉
え
る
の
か
、
も
し
く
は
自

分
た
ち
や
旅
行
者
の
意
識
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス

と
し
て
捉
え
る
か
で
、
対
応
も
変
わ
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
、
皆

さ
ん
が
お
感
じ
に
な
ら
れ
た
こ
と
を
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

武
田
　
う
ち
は
6
月
13
日
に
営
業
を
再
開
し
て
、

数
組
し
か
お
客
様
と
関
わ
る
機
会
が
な
か
っ
た

の
で
、
ト
ラ
イ
&
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
し
な
が
ら

色
々
と
試
し
て
い
く
し
か
な
い
の
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
何
を
ど
う
し
た
い
と
い
う
の

が
な
く
、
細
か
い
こ
と
か
ら
言
え
ば
料
理
の
出

し
方
を
ど
う
し
よ
う
か
と
い
う
く
ら
い
で
す
が
、

食
事
は
個
室
対
応
な
の
で
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
変

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
、
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
常

連
さ
ん
が
多
い
の
で
、
気
負
わ
ず
に
「
ど
う
で

す
か
」
と
聞
き
な
が
ら
、
調
整
し
て
い
け
た
ら

い
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

奥
村
　
私
ど
も
の
宿
も
国
の
方
向
性
が
出
る
た

び
に
休
業
期
間
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
が
、
5
月

1
日
ま
で
休
館
と
書
い
て
貼
り
出
し
て
い
た
ら
、

地
元
の
方
の
中
に
は
自
粛
警
察
の
よ
う
な
方
も

い
て
、
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
開
け
る
ん

で
す
か
。
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
ら
、
ど
う

責
任
を
取
る
ん
で
す
か
。
」
と
い
っ
た
メ
ー
ル

が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ス
ペ
イ
ン
も
入
国
を
緩
和
し
た
と
こ
ろ
、
ド

イ
ツ
人
が
来
て
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
が
、
宿
の
営
業
を
再
開
し
て
ビ
ッ
フ
ェ
を

再
開
し
て
も
外
国
人
観
光
客
は
気
に
せ
ず
利
用

す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
日

本
人
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
例
え
ば
妻
の
友
人

の
中
に
は
、
狂
牛
病
が
発
生
し
た
時
か
ら
牛
肉

を
食
べ
な
く
な
っ
た
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、

清
潔
感
や
ル
ー
ル
を
重
視
す
る
方
も
多
く
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
で
は
、
ビ
ッ
フ
ェ
な
ど
を
全

部
や
め
て
、
ワ
ク
チ
ン
が
で
き
た
後
に
も
う
一

度
戻
す
の
か
と
。
効
率
が
ど
う
と
い
う
だ
け
で

は
な
く
、
ビ
ッ
フ
ェ
が
好
き
だ
か
ら
宿
に
泊
ま

り
に
来
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

私
ど
も
の
施
設
で
は
、
食
事
は
食
事
処
で
と
る

形
で
し
た
が
、
6
月
に
再
開
し
て
か
ら
は
ほ
ぼ

に
な
り
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
遅
れ
て
い
た

の
で
、
シ
ス
テ
ム
会
社
さ
ん
と
連
携
し
て
、
チ

ェ
ッ
ク
イ
ン
・
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
時
の
顔
認
証

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
実
験
し
ま
し
た
。
入
口
に

カ
メ
ラ
が
あ
る
と
監
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
雰

囲
気
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
、
カ
メ

ラ
を
内
蔵
し
た
ド
ア
を
作
り
、
不
自
由
が
な
か

っ
た
か
、
く
つ
ろ
ぎ
に
来
た
の
に
雰
囲
気
が
壊

れ
な
か
っ
た
か
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
条
件
に
、
通
常
よ
り
３
割

ほ
ど
安
く
し
た
宿
泊
プ
ラ
ン
を
販
売
し
ま
し
た
。

B
luetooth

に
よ
る
無
線
の
解
錠
シ
ス
テ
ム
を

使
っ
て
い
て
、
不
具
合
も
あ
っ
た
り
し
ま
し
た

が
、
有
線
で
も
必
ず
し
も
全
て
う
ま
く
動
く
訳

で
は
な
い
よ
う
で
す
。
う
ち
は
フ
ロ
ン
ト
の
受

付
か
ら
、
部
屋
の
開
閉
ま
で
成
立
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
取
材
も
さ
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ
実

験
段
階
な
の
で
、
今
後
も
進
め
て
い
く
か
は
検

討
中
で
す
。

福
永
　
今
回
の
コ
ロ
ナ
を
受
け
て
、
道
後
温
泉

の
他
の
お
宿
さ
ん
の
関
心
は
高
ま
り
そ
う
で
す

か
。

奥
村
　
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。
キ
ー
レ
ス
に
つ

い
て
は
静
脈
、
指
紋
、
虹
彩
な
ど
色
々
な
方
法

が
あ
り
ま
す
が
、
顔
認
証
は
非
接
触
が
成
立
す

る
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
す
る
と

思
い
ま
す
。

冨
永
　
大
分
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組

合
か
ら
全
県
に
対
し
て
休
業
要
請
が
来
た
の
で

す
が
、
補
償
が
伴
わ
な
い
た
め
に
色
々
な
苦
情

も
あ
っ
た
よ
う
で
、
由
布
院
と
し
て
は
自
己
判

断
で
お
願
い
し
ま
す
と
言
い
ま
し
た
。
宿
も
商

店
も
時
間
が
で
き
た
の
で
、
由
布
院
は
観
光
地

で
は
な
く
保
養
温
泉
地
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

も
う
一
度
認
識
す
る
た
め
、
み
ん
な
で
た
く
さ

ん
花
を
植
え
ま
し
た
（
写
真
3
）。

　
ま
た
、
感
染
拡
大
の
防
止
対
策
を
徹
底
す
る

こ
と
が
何
よ
り
も
安
心
安
全
の
P
R
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
感
染
拡
大
防
止

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
た
他
、
旅
館
組
合
で

マ
ス
ク
や
消
毒
液
や
客
室
内
の
噴
霧
器
な
ど
を

一
括
購
入
し
て
各
旅
館
に
安
く
提
供
す
る
と
い

っ
た
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。

　
金
融
機
関
の
融
資
や
雇
用
調
整
助
成
金
は
わ

か
り
づ
ら
い
と
い
う
声
も
非
常
に
多
か
っ
た
の

で
、
旅
館
組
合
主
催
で
、
説
明
会
・
個
別
相
談

会
を
何
度
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
年
に
関
し
て
は
、
95
軒
の
旅
館
組

合
員
、
3
0
0
軒
の
観
光
協
会
員
か
ら
組
合
費

や
協
会
費
を
い
た
だ
く
の
は
難
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
、
そ
う
す
る
と
行
政
か
ら
の
補

助
金
は
ま
っ
た
く
い
た
だ
か
ず
に
運
営
し
て
い

る
我
々
は
事
務
運
営
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
今
後
、G

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
は

じ
め
と
し
た
事
業
を
実
施
す
る
と
な
る
と
、
そ

の
窓
口
と
な
る
地
元
の
旅
館
組
合
や
観
光
協
会

な
ど
に
負
担
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
事

務
所
の
経
営
も
難
し
い
、
人
件
費
も
削
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
中
で
の
負
担
増
に
対
し
て
、
し

っ
か
り
と
補
助
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
を

国
も
含
め
て
強
く
訴
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う

地
域
の
核
と
な
る
組
織
が
し
っ
か
り
機
能
し
な

お
客
様
か
と
思
い
ま
す
。
お
客
様
の
感
覚
も
、

ま
た
時
が
経
て
ば
戻
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て
は
、
う
ち
の
旅
館

も
多
か
っ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
、
か
と
い

っ
て
英
語
表
記
に
変
え
た
り
食
事
を
変
え
る
こ

と
は
な
く
、
う
ち
の
ス
タ
イ
ル
で
泊
ま
り
た
い

外
国
人
の
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
し
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
今
後
も
大

き
く
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
よ
り

一
層
、
安
心
安
全
に
対
す
る
意
識
は
高
く
な
っ

た
か
な
と
思
い
ま
す
。

大
西
　
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
は
大
変
な
第
2
波
、

第
3
波
が
来
な
け
れ
ば
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

に
は
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
状

の
社
会
変
化
で
は
大
き
く
人
間
の
価
値
観
が
変

わ
る
と
い
う
よ
り
、
も
と
も
と
進
む
べ
き
方
向

に
進
ん
で
い
る
も
の
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
特

に
働
き
方
で
あ
っ
た
り
、
日
常
生
活
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
は
大
き
く
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
、
オ
ン
ラ
イ
ン
面
接
を
や
っ
て
み
た
ら
、

全
国
か
ら
応
募
が
来
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

「
鶴
雅
な
ん
て
聞
い
た
こ
と
も
な
い
で
し
ょ

う
」
と
い
う
と
、「
聞
い
た
こ
と
は
な
い
が
企

業
理
念
や
地
域
貢
献
な
ど
に
つ
い
て
記
事
を
見

て
知
っ
て
参
加
し
た
」
と
い
う
こ
と
で
、
半
数

近
く
が
道
外
の
方
で
し
た
。
人
材
の
多
様
性
を

高
め
る
た
め
に
も
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
強

い
社
員
を
採
用
す
る
に
し
て
も
、
今
後
も
続
け

て
い
き
た
い
で
す
。

　
あ
と
は
世
の
中
の
流
れ
と
し
て
、
動
画
に
対

す
る
抵
抗
が
な
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
る
の
で
、

サ
ー
ビ
ス
に
使
っ
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

色
々
な
自
動
化
の
取
り
組
み
が
後
押
し
さ
れ
る

か
な
と
。
お
客
様
も
サ
ー
ビ
ス
す
る
側
も
「
お

も
て
な
し
は
人
の
手
で
や
る
べ
き
」
と
思
っ
て

い
た
こ
と
が
生
産
性
を
高
め
る
上
で
足
か
せ
に

な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
今
は
コ

ロ
ナ
だ
か
ら
仕
方
な
い
よ
ね
と
い
う
感
覚
で
変

え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
奥
村
さ

ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
顔
認
識
の
よ
う
な
も
の
も

抵
抗
感
が
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　
感
染
対
策
の
た
め
の
設
備
を
導
入
す
る
際
に
、

北
海
道
庁
や
経
済
産
業
局
か
ら
補
助
金
を
受
け

ら
れ
る
の
で
す
が
、
今
A
I
付
き
の
サ
ー
モ
グ

ラ
フ
ィ
の
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

機
に
A
I
の
機
能
を
勉
強
し
て
お
り
、
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
良
い
き
っ

か
け
に
な
っ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
み
な
さ
ん
お
互
い
に
聞
い
て
み
た
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

大
西
　
奥
村
さ
ん
の
お
宿
で
実
施
さ
れ
た
顔
認

証
は
、
客
室
に
入
っ
た
り
、
館
内
で
消
費
す
る

の
に
使
え
る
の
で
す
ね
。

奥
村
　
ま
だ
全
部
は
で
き
て
な
い
の
で
す
が
、

お
客
様
の
満
足
度
の
向
上
と
業
務
の
効
率
化
を

両
立
す
る
「
お
も
て
な
し
マ
ス
タ
ー
」
と
い
う

の
を
作
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
定
の
範
囲

の
中
で
、
解
錠
や
決
済
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
・
ア

ウ
ト
を
顔
認
証
で
で
き
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

た
だ
、
旅
館
や
旅
館
系
ホ
テ
ル
は
建
て
増
し
を

し
た
り
し
て
い
て
、
工
場
の
よ
う
に
作
ら
れ
て

い
な
い
の
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
自
動
化

が
難
し
い
で
す
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
の
作
業
を

連
動
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
、
中
規
模
・
大
型
旅

館
だ
と
働
い
て
い
る
人
数
も
多
い
の
で
、
課
金

的
な
端
末
を
持
た
せ
る
と
ず
っ
と
お
金
を
払
っ

て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
の

館
で
や
っ
て
い
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
変
え
ず

に
何
を
ど
う
自
動
化
す
る
か
が
重
要
で
、
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
は
お
も
て
な
し
で
、
ワ
ー
ク
ウ

ェ
ア
は
最
先
端
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
す
る
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
完
成
品
を
納
品
さ
れ
る
の
で
は

な
く
、
う
ち
で
実
験
し
て
い
い
で
す
よ
と
い
う

こ
と
で
、
顔
認
証
の
ほ
か
に
指
認
証
の
実
験
も

行
い
ま
し
た
し
、
ド
ア
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
て
、

顔
認
証
の
カ
メ
ラ
が
つ
い
た
袖
ド
ア
の
実
験
も

う
ち
の
旅
館
で
や
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
売
店

に
は
、
私
の
妻
が
作
っ
た
着
物
を
着
て
、
ち
ょ

ん
ま
げ
を
結
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
（N

T
T

の

S
ota

）
が
い
て
人
感
セ
ン
サ
ー
で
挨
拶
し
た
り

し
て
ま
す
。

　
私
か
ら
大
西
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い
の
で
す

が
、
ビ
ッ
フ
ェ
は
今
後
ど
う
な
る
と
思
い
ま
す

か
。
日
本
の
宿
が
ビ
ッ
フ
ェ
で
は
な
い
方
向
に

振
っ
て
し
ま
っ
て
本
当
に
い
い
の
か
な
と
。
外

国
人
旅
行
者
が
戻
っ
て
き
た
時
に
、
も
う
一
度

設
備
を
変
え
て
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
ス
タ
ッ

フ
の
数
も
変
え
る
と
い
う
の
は
ど
う
な
の
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

大
西
　
弊
社
で
も
意
見
が
分
か
れ
て
い
て
、
ワ

ク
チ
ン
等
の
登
場
で
い
つ
か
は
需
要
が
戻
っ
て

く
る
と
思
う
の
で
す
が
、
こ
れ
を
機
に
ビ
ッ
フ

ェ
あ
り
き
の
鶴
雅
か
ら
脱
却
し
た
方
が
良
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。

　
旅
館
業
界
で
も
ビ
ッ
フ
ェ
を
や
っ
て
い
き
た

い
と
い
う
方
も
多
い
で
し
ょ
う
し
、
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
も
高
い
の
で
、
ど
こ
か
で
元
通
り
に
な

る
と
は
思
い
ま
す
が
、
今
は
で
き
る
対
策
を
実

施
し
な
が
ら
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

奥
村
　
う
ち
も
毎
年
夏
に
ビ
ア
バ
イ
キ
ン
グ
を

や
っ
て
い
て
、
コ
ロ
ナ
を
機
に
や
め
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
が
、
原
理
的
に
は
ビ
ッ
フ
ェ
を

前
提
と
し
た
ビ
ア
ホ
ー
ル
み
た
い
な
も
の
も
全

部
な
し
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
し
か

し
、
な
く
し
て
し
ま
っ
て
い
い
の
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

山
下
（
阿
寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構

専
務
理
事
）
観
光
協
会
な
ど
の
会
費
の
問
題

が
あ
る
と
思
っ
て
い
て
、
我
々
も
今
年
度
は
2

割
減
免
と
決
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
ど
の
よ

う
に
さ
れ
る
ご
予
定
か
、
教
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

吉
川
　
三
重
県
で
は
ほ
と
ん
ど
の
と
こ
ろ
が
会

費
を
減
免
し
て
い
て
、
半
額
も
し
く
は
ほ
と
ん

ど
な
し
で
動
い
て
お
り
、
致
し
方
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
。
全
旅
連
で
も
今
期
は
会
費
な
し
と

い
う
形
に
な
り
ま
す
。
地
域
の
財
力
の
問
題
も

あ
る
の
で
、
そ
こ
は
地
域
で
考
え
る
こ
と
で
、

会
費
を
取
る
な
ら
取
っ
て
し
っ
か
り
行
動
し
て

い
け
ば
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

奥
村
　
道
後
温
泉
は
か
つ
て
財
産
区
で
、
そ
の

後
、
松
山
市
に
合
併
さ
れ
た
の
で
、
道
後
温
泉

旅
館
協
同
組
合
自
体
が
府
庁
の
よ
う
な
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
毎
年
定
額
の
組
合
費
も
安
く
、

入
湯
税
の
全
面
代
理
徴
収
を
行
っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
利
用
人
数
に
合
わ
せ
た
金
額
を
収
め
て
い

部
屋
食
の
対
応
と
し
、
ス
タ
ッ
フ
が
入
る
回
数

も
減
ら
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
本
来
、
日
本
の

旅
館
は
一
品
出
す
ご
と
に
従
業
員
と
会
話
を
す

る
か
ら
楽
し
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　
い
ず
れ
ワ
ク
チ
ン
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

変
に
投
資
せ
ず
に
元
に
戻
せ
る
よ
う
に
し
て
お

く
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
気
も
し
ま

す
。
リ
ス
ク
は
計
算
し
て
一
応
管
理
で
き
る
も

の
で
す
が
、
す
べ
て
対
応
す
る
よ
う
に
投
資
し

て
し
ま
う
と
逆
に
危
機
対
応
力
が
落
ち
る
の
で

は
な
い
か
、
リ
ス
ク
が
発
生
し
た
際
に
は
国
や

行
政
に
助
け
を
求
め
る
方
が
良
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
気
も
し
て
い
ま
す
。

吉
川
　
今
後
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
は
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
が
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
の
で
は
と
思

い
ま
す
。G

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
含
め
国
内

で
の
施
策
と
し
て
の
後
押
し
は
あ
り
ま
す
が
、

国
内
旅
行
者
を
日
本
全
国
で
取
り
合
い
し
て
い

た
ら
、
今
ま
で
の
よ
う
な
稼
働
が
取
れ
る
か
は

疑
問
が
出
て
く
る
の
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
復

活
す
る
ま
で
の
間
、
旅
館
ホ
テ
ル
の
経
営
の
仕

方
が
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
の
旅
館
ホ
テ
ル
の
経
営
ス
タ
イ
ル
は
、

お
客
さ
ん
を
た
く
さ
ん
入
れ
て
毎
日
満
室
に
し

て
、
3
6
5
日
営
業
を
す
る
と
い
う
形
で
し
た

が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
と
わ
か
っ
た
な
ら
、
違

う
損
益
分
岐
点
を
発
見
し
て
運
営
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
先
が
見
え
な
い
部
分
も
あ
る
の
で
、
そ

う
し
な
が
ら
国
内
・
海
外
の
シ
ェ
ア
を
と
っ
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
当
館
で
も
と
て
も
悩
ん
だ

問
題
で
、
武
田
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、

う
ち
も
こ
の
時
期
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
た

の
は
リ
ピ
ー
タ
ー
の
お
客
様
で
す
。
体
温
測
定

や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
な
ど
の
対
応
は
全
部
し
ま

し
た
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
あ
る
よ
う
な
料
理

は
下
膳
し
て
は
い
け
な
い
と
か
、
手
袋
を
は
め

て
料
理
を
出
す
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
社

内
で
も
協
議
し
た
結
果
、
お
客
様
に
お
尋
ね
し

て
、
お
客
様
に
委
ね
る
形
で
い
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
手
袋
を
つ

け
て
料
理
を
提
供
で
き
ま
す
し
、
一
度
に
料
理

を
お
出
し
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
い
か
が

な
さ
い
ま
す
か
」
と
。
あ
る
程
度
お
客
様
に
委

ね
、
ど
う
や
っ
て
う
ち
の
カ
ラ
ー
を
潰
さ
ず
に

営
業
し
て
い
け
る
か
に
重
き
を
置
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
う
ち
は
新
卒
の
リ
ク
ル
ー
ト
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
3
月
か
らZ

oom

を

使
っ
て
企
業
説
明
会
や
面
接
を
し
ま
し
た
。
す

る
と
、
日
本
全
国
か
ら
応
募
が
来
ま
し
た
。
地

元
の
会
議
室
を
借
り
た
り
、
大
手
の
合
同
説
明

会
に
参
加
し
て
い
た
昨
年
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど

東
海
か
ら
し
か
参
加
が
な
か
っ
た
の
が
、
北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
非
常
に
優
秀
な
学
生
の
登
録

が
あ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
は
地
元
だ
か
ら
と
い

う
こ
と
で
来
て
い
た
学
生
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、「
旅
館
で
働
き
た
い
」
と
い
う
学
生
が
コ

ン
タ
ク
ト
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
非
常
に

い
い
ツ
ー
ル
だ
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
情
報
が
命
で
し
た
の

で
、
こ
の
ツ
ー
ル
を
使
う
こ
と
で
、
各
旅
館
の

仲
間
た
ち
と
い
ち
早
く
情
報
共
有
で
き
、
自
分

自
身
に
と
っ
て
す
ご
く
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
こ
う
し
た
情
報
共
有
を
皆
さ
ん
と
し
て
、

会
社
や
地
域
に
還
元
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

冨
永
　
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
私
た
ち

の
温
泉
地
は
観
光
地
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

元
々
、
国
際
的
な
生
活
型
の
保
養
温
泉
地
を
目

指
し
て
い
る
の
で
、
今
一
度
、
原
点
回
帰
を
テ

ー
マ
に
挙
げ
て
い
ま
す
。
何
よ
り
も
遊
ぶ
こ
と

や
楽
し
む
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
心
と
身
体

の
保
養
を
し
に
来
て
く
だ
さ
い
と
。
そ
れ
に
見

合
っ
た
宿
の
あ
り
方
を
一
か
ら
勉
強
し
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
で
、
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
は
安
心
安
全
が
一
番
に
な
る
の
で
、
地
域

版
H
A
C
C
P
や
、
食
や
温
泉
の
安
全
を
一
か

ら
築
い
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　P
ost

コ
ロ
ナ
の
宿
の
あ
り
方
で
す
が
、
誰
か

に
言
わ
れ
た
か
ら
と
か
、
県
や
国
が
こ
う
し
た

か
ら
そ
れ
に
則
る
の
で
は
な
く
、
経
営
者
が
自

分
で
考
え
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
ま

ず
は
自
分
の
施
設
、
自
分
の
地
域
か
ら
感
染
者

を
出
さ
な
い
、
拡
散
さ
せ
な
い
と
い
う
目
的
を

明
確
に
し
て
、
そ
れ
に
向
け
て
何
が
で
き
る
の

か
、
経
営
者
が
そ
れ
ぞ
れ
一
生
懸
命
考
え
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
も
で
き
な
い
経
営
者
は
旅
館

を
経
営
す
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
も
し
も
感
染
者
が
出
た
時
は
、

一
丸
と
な
っ
て
み
ん
な
で
考
え
て
い
こ
う
と
い

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
由
布
院
温
泉
で
は
4
月
中
旬
く
ら
い
に

由
布
院
観
光
の
歴
史
を
聞
き
な
が
ら
ま
ち
歩
き

を
す
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
も
原
点
回
帰
と
い
う
想
い
か
ら
始
め

ら
れ
た
も
の
で
す
か
。

冨
永
　
そ
う
で
す
ね
。
も
し
か
し
た
ら
今
ま
で

は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
増
え
す
ぎ
て
少
し
異
常
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

が
増
え
る
と
そ
れ
を
目
的
に
外
資
、
別
の
国
の

資
本
が
ま
ち
に
入
り
込
み
、
小
さ
な
民
泊
が
た

く
さ
ん
生
ま
れ
、
ま
ち
の
風
景
が
ど
ん
ど
ん
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
風
景
だ
け
で
は
な
く
、
風

情
や
風
土
、
風
習
ま
で
変
わ
っ
て
き
て
、
「
由

布
院
の
風
」
自
体
が
変
わ
っ
て
き
た
と
い
う
こ

と
に
対
す
る
危
機
感
が
長
い
こ
と
あ
り
ま
し
た
。

　
先
日
、
I
A
T
A
（
国
際
航
空
運
送
協
会
）

が
国
際
線
需
要
が
2
0
1
9
年
の
水
準
に
回
復

す
る
の
は
2
0
2
4
年
頃
に
な
る
と
い
う
見
通

し
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
も
う
一
度
、
原
点
に

戻
る
時
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
僕

ら
の
仲
間
か
ら
倒
産
者
は
出
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
幸
か
不
幸
か
小
規
模
旅
館
が
点
在
し
て
い

る
ま
ち
な
の
で
、
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
っ

て
汗
を
流
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

田
村
　
う
ち
も
小
規
模
旅
館
で
、
1
0
0
年
以

上
、
食
事
を
部
屋
出
し
で
提
供
し
て
き
ま
し
た

の
で
、
こ
う
い
う
事
態
に
な
っ
て
も
特
別
に
変

え
る
こ
と
も
な
く
、
今
は
入
館
を
半
分
に
制
限

し
て
、
空
い
た
お
部
屋
に
先
に
用
意
す
る
と
い

う
形
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　
草
津
も
観
光
地
で
あ
る
前
に
湯
治
場
で
も
あ

り
、
湯
治
場
の
温
泉
宿
の
役
割
は
、
こ
う
い
っ

た
こ
と
が
あ
っ
て
も
大
き
く
は
変
わ
っ
て
い
か

な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
1
泊
2
食
を
提
供

し
、
な
る
べ
く
長
い
間
安
心
安
全
に
滞
在
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
各
お
宿
が
考
え
て
決
め
る
こ

と
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
う
の
は
大
事
で
す
が
、

食
事
の
提
供
の
仕
方
な
ど
は
う
ち
の
よ
う
な
小

規
模
、
大
規
模
旅
館
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
が
あ
る

の
で
、
各
お
宿
が
ポ
リ
シ
ー
と
責
任
を
持
っ
て

対
策
を
講
じ
て
い
れ
ば
、
最
終
的
に
選
ぶ
の
は

行政機関への働きかけと来ていただいていたお客様への感謝。（有
馬）
消毒、手洗い、マスク励行を各ホテルが徹底。北海道のホテル有志で
コロナ対策をしていることを記者会見で表明（阿寒）
感染拡大防止対策の徹底、南小国町へ町内向け（コロナ後に町外向
け）プレミアム商品券の発行を陳情（黒川）

旅館協同組合として、雇用調整助成金や小学校休業等対応助成金
の説明会を開催。また、大手施設で休館予定日情報を共有して、お客
様の振替などに対応（草津）
社員教育等や施設の整備等をしたりして、復旧後についての準備（有
馬）
市内宿泊施設に泊まると宿泊代金が1人あたり5,000円割引（離島
の宿泊施設の場合は6,000円引き）になる鳥羽市民限定宿泊キャン
ペーンを4/1から販売。ほぼ１週間で完売。（鳥羽）
地元消費の促進を図るためテイクアウトや出前などを行う飲食店の
情報を集約したチラシを作成し、全戸配布。高齢者など情報機器を
扱えない人達向けに紙での情報提供を実施。 雇用調整助成金支給
額に上乗せが可能となる教育訓練用の研修として、辻馬車に乗車し
てまちの歴史を聞くプログラム（通常1800円→1000円）、由布院観
光の歴史等を聞きながらのまち歩き研修プログラム（無料予定）を観
光局にて提供。（始めたばかりでまだ利用者なし）（由布院）

感染拡大防止対策、業務効率化、休業による雇用調整助成金の活用
等（阿寒）
ゴールデンウィーク期間中の外出自粛を促すための間接的な発信と
して、由布市TICを5月2日～5月6日を臨時休館、例年ＧＷ期間中に
設置する無料臨時駐車場、町内での臨時観光案内窓口を設置しな
い旨発表。（由布院）
旅館内のメンテナンスや官庁等へ要望書を提出（有馬）

GW以降に一部の旅館が営業再開しているが、予約制で日帰り入浴
を再開している。営業再開後の需要喚起と外出制限である時期の為、
VRを使って温泉体験ができる取り組みも実施（有馬）
旅館組合加盟宿に対して、現況における宿泊客受入れに関する指針
を通知。（由布院）

カムイルミナを中止とし、代替施策として誘致イベント「カムイへの祈
り」を開催すべく準備開始。医療関係者への感謝の気持ちをイベント
で表現するとともに、収益の一部を「医療関係機関に寄付（阿寒）
大分県旅館ホテル生活衛生同業組合とともに「おんせん県おおいた
宿泊施設感染症対策チェックリスト」を作成（由布院）

カムイへの祈り（カムイオリパク）を8月1日から11月8日まで開催（夏
希灯とタイマツ行進を融合、コロナウイルス収束と皆さんの健康をア
イヌの神事を通して願う。）（阿寒）
7月中旬より消費喚起策として、市民向けにプレミアム商品券（30％
上乗せ）の発行、観光客向けに宿泊者1名に2000円（市内のみ利用
可能商品券）を贈呈という国の交付金を活用事業を実施。  観光局の
プロモーション事業として、宿泊客にポストカードをプレゼントし、旅
の想い出をなかなか会えなくなっている友人等に送ってみませんか？
という企画（枚数15000枚）を実施予定。自らプロモーションしづら
いので、いま来ているお客さんから外へ向けて発信してもらう（由布
院）

医療従事者の旅館宿泊者に対してクーポン券を発行、『zoom芸妓』
お座敷サービスをzoomにより実施（有馬）。
ワーケーションの受け入れ環境整備、カムイへの祈りイベントの企画
などに取り組み中（阿寒）

写真３：由布院温泉観光協会主催「フラワースマイルプロジェクト」

６月下旬

６月上旬

5月下旬

5月上旬

4月下旬

3月下旬

4月中旬

ま
す
。

武
田
　
黒
川
温
泉
は
組
合
費
を
3
割
減
免
に
し

ま
し
た
。
た
だ
し
、
別
に
集
め
て
い
る
広
告
費

は
上
げ
ま
し
た
。

田
村
　
群
馬
県
で
も
草
津
町
で
も
青
年
部
の
会

費
に
つ
い
て
は
特
に
減
額
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
、
徴
収
時
期
を
少
し
ず
ら
し
て
お
り
、
ま

だ
徴
収
し
て
い
ま
せ
ん
。
群
馬
県
に
つ
い
て
も

0
か
1
0
0
か
と
い
う
会
議
を
し
ま
し
た
が
、

会
員
数
も
少
な
い
中
、
各
々
の
地
域
で
既
に
計

上
し
て
い
る
状
況
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
ま

ま
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

湯
本
（
草
津
温
泉
観
光
協
会
理
事
）
草
津
温

泉
旅
館
協
同
組
合
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ

特
に
減
免
と
い
う
話
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
群
馬
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合

に
つ
い
て
は
、
今
年
は
徴
収
し
な
い
こ
と
に
し

た
そ
う
で
す
。
県
の
組
合
は
販
売
事
業
が
あ
り
、

割
と
好
調
に
回
っ
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
、
そ

こ
で
な
ん
と
か
カ
バ
ー
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

草
津
の
場
合
は
事
務
局
で
人
を
抱
え
て
い
る
の

で
、
今
の
と
こ
ろ
会
費
に
関
し
て
は
旅
館
組
合

も
観
光
協
会
も
通
常
通
り
の
予
定
で
す
。

福
永
　
ち
な
み
に
阿
寒
の
場
合
は
、
入
湯
税
の

か
さ
上
げ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
今

回
の
緊
急
対
策
に
あ
て
る
と
い
っ
た
動
き
は
あ

り
ま
す
か
。（
注
１
）

山
下
　
入
湯
税
そ
の
も
の
が
前
年
比
75
%
減
く

ら
い
に
な
る
と
み
て
い
ま
す
。
通
常
は
嵩
上
げ

分
と
し
て
4
5
0
0
万
円
く
ら
い
徴
収
で
き
る

予
定
の
税
収
が
1
0
0
0
万
円
を
切
る
の
で
は

と
い
う
状
況
で
す
の
で
、
取
り
組
み
の
優
先
順

位
を
ど
う
つ
け
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。
ま
た
、

ば
、
は
じ
か
れ
る
項
目
が
多

い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
こ
の
あ

た
り
は
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て

い
ま
す
。
今
に
な
っ
て
よ
う

や
く
緩
和
さ
れ
て
、
色
々
な

も
の
が
見
え
て
き
て
い
ま
す
。

山
田
　
熊
本
地
震
の
時
ま
で
、

雇
用
調
整
助
成
金
は
旅
館
で

使
う
の
に
制
限
が
か
か
っ
て

い
ま
し
た
。
今
回
、
旅
館
業

と
し
て
何
か
差
別
さ
れ
た
と

か
、
阻
害
さ
れ
た
と
い
っ
た

釧
路
市
と
の
関
係
で
組
織
の
運
営
費
に
使
っ
て

は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
減
免
の
部

分
を
埋
め
る
形
に
は
な
ら
な
い
で
す
。

福
永
　
鳥
羽
市
で
は
入
湯
税
の
30
％
を
鳥
羽
市

温
泉
振
興
会
に
、
70
％
を
鳥
羽
市
観
光
振
興
基

金
と
し
て
積
み
立
て
る
形
に
し
て
い
ま
す
が
、

入
湯
税
の
使
途
な
ど
は
何
か
議
論
さ
れ
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。（
注
２
）

吉
川
　
今
後
、
鳥
羽
市
観
光
振
興
基
金
の
使
い

方
を
、
鳥
羽
市
温
泉
振
興
会
と
市
で
協
議
し
て

い
こ
う
と
い
う
く
ら
い
で
す
ね
。
親
会
で
ど
こ

ま
で
進
ん
で
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
青
年

部
で
は
そ
う
い
う
話
を
ぶ
つ
け
て
い
こ
う
か
と

い
う
と
こ
ろ
で
す
。

福
永 

鳥
羽
市
の
方
に
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、

自
主
財
源
が
あ
る
こ
と
で
、
国
の
助
成
金
な
ど

が
お
り
る
前
の
早
い
段
階
で
施
策
が
打
て
た
と

い
う
話
も
あ
り
、
組
織
と
連
動
す
る
財
源
の
有

無
に
つ
い
て
も
重
要
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
今
日
の
お
話
の
中
で
気
づ
か
れ
た

こ
と
や
共
有
し
た
い
想
い
な
ど
あ
れ
ば
、
ご
発

言
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

吉
川 

私
が
出
向
し
て
い
る
全
旅
連
青
年
部
に

行
政
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
よ
う
な
方
が
い
て
、

そ
の
方
か
ら
国
の
話
を
色
々
と
聞
く
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
が
、
国
は
補
正
予
算
を
組
ん
だ
り

し
て
多
く
の
予
算
を
つ
け
て
は
い
る
も
の
の
、

県
の
方
で
使
い
方
が
わ
か
ら
ず
、
断
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
う
い

っ
た
と
こ
ろ
を
動
か
す
に
は
、
我
々
業
界
が
声

を
上
げ
て
、
県
に
向
け
て
ど
ん
ど
ん
お
金
を
取

り
に
行
か
な
い
と
動
か
な
い
と
い
う
地
域
性
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
は
み
ん
な
で
情
報
共

有
し
て
、
こ
の
地
域
で
は
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ

て
る
の
で
、
う
ち
の
県
で
も
や
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
形
で
要
望
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　w
ith

コ
ロ
ナ
に
加
え
て
、w

ith

行
政
と
い
う

く
ら
い
の
勢
い
で
手
を
組
ん
で
や
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
今
回
の
危
機
は
乗
り
切
れ
な
い
と
思
う

の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
と
声
を
上
げ
て
、
他
の
地

域
も
見
な
が
ら
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

福
永 

自
治
体
に
よ
る
違
い
や
差
は
、
横
の
つ

な
が
り
が
あ
っ
て
初
め
て
わ
か
る
こ
と
な
の
で
、

温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
で
も
引
き
続
き
、
情

報
交
換
を
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
議
論

は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
今
日
は
お
忙
し
い
中
、
貴

重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※各温泉地の観光協会や旅館組合の担当者による定性的な記録
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表 2 ３月下旬から６月下旬にかけての各温泉地の主な取り組み

り
ま
す
。
一
応
、
次
期
部
長
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
総
会
な
ど
も
書
面
決
議
で
実

際
に
は
引
継
ぎ
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　
草
津
温
泉
で
は
多
く
の
宿
が
6
月
1
日
か
ら

営
業
を
再
開
し
て
い
て
、
同
時
に
群
馬
県
が
1

人
1
泊
あ
た
り
5
0
0
0
円
割
引
に
な
る
愛
郷

ぐ
ん
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
泊
ま
っ
て
！
応
援
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
群
馬
県

内
の
お
客
さ
ま
が
多
く
来
ら
れ
て
い
る
状
況
で

す
。
た
だ
、
宿
の
方
も
全
開
で
お
客
様
を
受
け

入
れ
ら
れ
る
体
制
で
は
な
く
、
う
ち
も
実
質
半

分
開
け
て
、
宿
泊
容
量
の
半
分
く
ら
い
を
受
け

入
れ
て
い
る
状
態
で
す
。
し
か
し
、
徐
々
に
お

客
様
が
戻
っ
て
い
る
か
な
と
い
う
気
は
し
て
い

ま
す
。

w
ith

コ
ロ
ナ
の
温
泉
地
の

状
況
と
宿
の
対
応

福
永
　
そ
れ
で
は
本
題
に
入
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
３
月
末
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
入
込
客
の
動
向
記
録（
表
1
）の
中
で
も

地
域
に
よ
っ
て
お
客
様
の
動
向
は
違
っ
た
様
子

が
見
え
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
徐
々
に

拡
大
す
る
中
で
の
お
客
様
の
動
向
や
対
応
は
ど

の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
自
粛
期
間
に
入
っ
て
か
ら
は
お
宿
自
体

を
休
館
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
間
に
ど
う
い
っ
た
こ
と
に
取
り

組
ま
れ
た
の
か
、
従
業
員
の
皆
さ
ん
や
取
引
先

へ
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
さ
れ
た
の
か
な
ど
に

つ
い
て
お
話
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

當
谷
　
有
馬
温
泉
は
神
戸
市
内
に
あ
り
、
兵
庫

県
と
大
阪
府
の
間
な
の
で
、
お
客
さ
ま
に
来
て

く
だ
さ
い
と
い
う
の
は
難
し
い
状
況
で
し
た
。

そ
こ
で
若
手
４
人
で
、
お
う
ち
に
い
な
が
ら

V
R
で
温
泉
を
楽
し
め
る
「
有
馬
温
泉
湯
め
ぐ

り
V
R
」
を
始
め
ま
し
た
。
今
は
参
画
施
設
が

8
軒
に
な
り
、
さ
ら
に
草
津
さ
ん
に
も
紹
介
し

て
、
世
界
中
に
配
信
し
ま
し
た
。
日
本
国
内
よ

り
海
外
の
方
に
多
く
見
て
い
た
だ
き
、
海
外
の

マ
ス
コ
ミ
に
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た（
写
真
１
）。

　
ま
た
、
も
と
も
と
夏
祭
り
に
使
う
予
定
だ
っ

た
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
飲
食
店
に
開
放
し
て
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
専
門
で
販
売
す
る
よ
う
に
し
た
と
こ

ろ
、
町
内
の
方
が
た
く
さ
ん
買
い
に
来
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　
有
馬
で
開
催
さ
れ
た
会
議
に
観
光
庁
長
官
が

来
て
い
て
、
私
も
参
加
し
た
の
で
す
が
、
そ
の

時
に
初
め
てG

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
話
を
さ

れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
に
旅
行
会
社
だ
け

で
な
く
、
旅
館
の
直
接
予
約
も
対
象
に
し
て
ほ

し
い
と
交
渉
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
私
の
旅
館
で
は
温
泉
地
ご
と
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
声
優
が
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「
温
泉
む
す
め
」

と
一
番
最
初
に
提
携
し
て
お
り
、
先
方
か
ら
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
な
い
か
と
い
う
提

案
が
あ
っ
た
の
で
共
同
で
行
っ
た
と
こ
ろ
、
1

日
か
か
ら
ず
に
目
標
の
1
0
0
万
円
が
集
ま
り

ま
し
た
。
休
館
中
は
、
休
業
補
償
を
1
0
0
%

払
っ
て
、
従
業
員
の
雇
用
は
全
て
確
保
し
て
い

ま
す
。
そ
の
子
達
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
手
伝
っ

て
く
れ
て
、
森
の
中
に
お
子
様
用
の
小
さ
な
プ

ー
ル
を
作
っ
て
い
ま
す
。
有
馬
で
は
毎
年
夏
に

「
有
馬
涼
風
川
座
敷
」
と
い
う
お
祭
り
を
し
て

い
ま
す
が
、
何
と
し
て
も
実
施
し
た
い
と
い
う

こ
と
で
調
整
し
て
い
ま
す
。

吉
川

　鳥
羽
温
泉
郷
と
し
て
は
4
月
か
ら
原
則

的
に
休
館
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

休
業
要
請
が
出
て
い
て
も
何
軒
か
は
開
け
ざ
る

を
得
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
か
な
り
叩
か
れ
て

い
る
と
い
う
情
報
は
聞
い
て
い
ま
し
た
。
多
分
、

ど
の
温
泉
地
で
も
同
じ
よ
う
な
状
況
が
起
き
て

い
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
当
館
も
4
軒
は
4
月
13
日
か
ら
休
業
し
ま
し

た
が
、
全
室
ス
イ
ー
ト
の
高
級
旅
館
「T

H
E
 

E
A
R
T
H

」
に
つ
い
て
は
、
お
客
様
が
た
く
さ

ん
入
ら
れ
て
い
る
状
況
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

営
業
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ご
く
一
部
、

東
京
な
ど
か
ら
の
お
客
様
で
非
常
に
マ
ナ
ー
の

悪
い
方
が
お
り
、
働
い
て
い
る
従
業
員
が
恐
怖

を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
20
日
か
ら
休

館
に
し
ま
し
た
。

　
や
は
り
企
業
と
し
て
は
営
業
し
て
い
き
た
い

気
持
ち
は
あ
り
ま
す
が
、
従
業
員
を
守
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
面
と
、
地
域
の
目
を
気

に
す
る
と
営
業
は
で
き
な
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

た
だ
し
、
よ
そ
で
営
業
を
続
け
て
い
る
お
宿
は
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
も
ず
っ
と
満
室
だ
っ

た
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
何
が
正
し
か
っ
た
の

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
コ
ロ
ナ
の
対
応
に
つ
い
て
で
す
が
、
あ
り
が

た
い
こ
と
に
雇
用
調
整
助
成
金
が
出
た
の
で
、

当
館
も
従
業
員
に
は
給
料
を
1
0
0
%
補
償
し

て
い
ま
す
。
た
だ
、
情
報
が
不
透
明
な
と
こ
ろ

が
多
く
、
教
育
訓
練
に
つ
い
て
も
、
大
西
さ
ん

の
と
こ
ろ
で
は
実
施
さ
れ
て
い
た
と
父
か
ら
聞

い
て
い
ま
す
が
、
自
治
体
に
よ
っ
て
教
育
訓
練

の
項
目
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
、
何
度
労
働
局

に
電
話
し
て
も
、
他
の
自
治
体
と
は
違
う
答
え

が
返
っ
て
く
る
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
た
だ
、
こ
れ
を
マ
イ
ナ
ス
と
し
て
考
え
る
の

で
は
な
く
、
今
い
る
従
業
員
達
に
ど
う
い
っ
た

も
の
を
提
供
で
き
る
か
に
重
き
を
置
い
て
、
教

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
う
ち
は
本
当
に
生
産
効

率
が
よ
く
な
か
っ
た
の
で
、
マ
ル
チ
化
に
挑
ん

で
ス
キ
ル
を
上
げ
て
も
ら
う
方
向
に
向
か
っ
て

い
ま
す
。

　
取
引
先
な
ど
の
業
者
に
関
し
て
で
す
が
、
ま

ず
は
自
分
の
と
こ
ろ
を
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
、
取
引
先
に
ち
ょ
っ
と
厳
し
い
案
件
を

ぶ
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
場
面
も
あ
り
ま
す

が
、
幸
い
に
も
雇
用
調
整
が
あ
る
の
で
、
「
う

ち
は
こ
う
す
る
け
ど
、
お
た
く
も
こ
の
制
度
を

活
用
し
て
休
業
し
た
ら
ど
う
で
す
か
」
と
提
案

し
ま
し
た
。
最
初
の
う
ち
は
こ
の
助
成
金
制
度

を
知
ら
な
い
企
業
が
す
ご
く
多
か
っ
た
の
で
、

そ
れ
を
伝
え
る
こ
と
で
、
お
互
い
に
そ
ん
な
に

ロ
ス
が
な
い
と
い
う
認
識
が
持
て
ま
し
た
。

設
と
そ
の
他
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
2
〜
3
ヶ
月
は
や
は
り
売
上
が
減
少
し
て
お

り
、
先
の
見
え
な
い
状
況
で
し
た
が
、
6
月
に

入
っ
て
か
ら
は
宿
泊
施
設
の
稼
働
を
取
り
戻
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
よ
う
や
く
少
し

ず
つ
で
す
が
動
き
出
し
た
こ
と
を
実
感
し
て
い

ま
す
。

當
谷
　
私
は
家
族
連
れ
に
特
化
し
た
旅
館
を
1

軒
や
っ
て
お
り
、
4
月
3
日
か
ら
7
月
2
日
ま

で
休
業
予
定
で
す
。
有
馬
温
泉
全
体
の
入
り
込

み
と
し
て
は
、
2
月
は
2
割
、
3
月
は
5
割
、

4
月
は
9
割
以
上
減
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
最

近
、
少
し
ず
つ
お
客
さ
ま
は
戻
っ
て
き
て
い
ま

し
て
、
平
日
は
ま
だ
少
な
い
で
す
が
、
土
日
は

ま
ち
を
歩
く
人
も
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
私

の
旅
館
に
関
し
て
は
7
月
以
降
営
業
を
再
開
し

ま
す
が
、
予
約
は
か
な
り
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。

奥
村
　
私
は
大
和
屋
本
館
と
大
和
屋
別
荘
と
い

う
2
館
を
経
営
し
て
お
り
、
公
的
立
場
と
し
て

は
道
後
温
泉
旅
館
協
同
組
合
の
副
理
事
長
と
い

う
立
場
で
す
。
４
月
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令

さ
れ
る
と
、
４
月
18
日
に
道
後
温
泉
本
館
と
飛

鳥
乃
湯
泉
が
松
山
市
の
方
針
で
休
館
し
ま
し
た
。

旅
館
と
し
て
は
開
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

し
た
し
、
全
面
休
館
に
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
直
前
に
、

市
内
の
病
院
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
た
め
、

道
後
温
泉
本
館
の
休
館
期
間
が
延
び
ま
し
た
が
、

よ
う
や
く
6
月
19
日
に
飛
鳥
乃
湯
泉
と
併
わ
せ

て
再
開
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
か
な
と

い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
私
の
旅
館
も
4
月
19
日
か
ら
5
月
い
っ
ぱ
い

は
休
館
し
、
6
月
は
少
し
ず
つ
再
開
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
道
後
温
泉
は
入
り
込
み
客
の

外
国
人
比
率
が
約
5
%
と
低
い
の
で
、
今
後
の

戻
り
に
は
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

冨
永
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
減
少
も
影
響
を
受
け

ま
し
た
が
、
一
番
厳
し
か
っ
た
の
は
交
通
の
面

で
す
。
東
京
や
関
西
か
ら
の
飛
行
機
の
便
数
が

減
少
し
、
由
布
院
に
来
る
特
急
電
車
や
バ
ス
も

1
日
数
便
と
い
う
状
況
で
し
た
。

　
6
月
19
日
か
ら
ゆ
ふ
い
ん
の
森
号
を
は
じ
め
、

福
岡
か
ら
の
特
急
列
車
が
動
き
出
す
の
で
、
若

干
は
期
待
し
て
い
ま
す
が
、
予
約
状
況
に
関
し

て
は
、
国
のG

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
使
お
う

と
思
わ
れ
て
い
る
お
客
様
が
多
い
と
思
う
の
で
、

現
状
は
お
盆
も
含
め
て
予
約
が
そ
れ
ほ
ど
進
ん

で
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
様
子
見
が
続
い
て
い

る
状
況
で
す
。

武
田
　
黒
川
温
泉
に
は
、
28
か
所
の
温
泉
の
中

か
ら
好
き
な
温
泉
を
3
か
所
選
ん
で
入
浴
で
き

る
入
湯
手
形
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
4

月
18
日
か
ら
5
月
い
っ
ぱ
い
、
ま
ず
湯
め
ぐ
り

の
受
け
入
れ
を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

6
月
1
日
か
ら
再
開
し
た
も
の
の
、
28
軒
の
宿

の
中
で
営
業
を
再
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
半
分

く
ら
い
で
、
今
月
・
来
月
は
開
け
た
り
閉
め
た

り
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
、
完
全
復
活
は

8
月
か
ら
と
い
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
予
約
も
少
な
く
、
6
月
も
土
日
は
少
し
入
れ

ば
い
い
か
な
と
い
う
く
ら
い
で
す
。
南
小
国
町

は
、
7
月
か
ら
熊
本
県
民
向
け
に
1
万
円
で
1

万
5
千
円
分
使
え
る
〝
超
〞「
観
光
」
商
品
券
を

販
売
す
る
と
い
う
発
表
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

近
場
か
ら
の
入
り
込
み
が
少
し
は
増
え
る
か
な

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

田
村
　
私
は
草
津
温
泉
で
小
規
模
の
旅
館
を
経

営
し
て
お
り
、
青
年
部
員
と
し
て
活
動
し
て
お

福
永
　
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
お
集
ま
り
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
3
月
頃
よ
り

国
内
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数
が

増
加
し
、
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
は
緊
急
事

態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
温
泉
地
の
皆
様
に
と
っ

て
は
非
常
に
苦
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
て
い
ら

っ
し
ゃ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
温
泉
地
の
状
況
や
取
り
組
み
、
コ
ロ

ナ
収
束
後
に
向
け
て
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
な
ど
を
共
有
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
最
初
に
自
己
紹
介
と
、
こ
の
2
〜
3
ヶ

月
の
各
温
泉
地
の
状
況
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

大
西
　
弊
社
は
釧
路
市
に
本
社
を
持
ち
、
2
室

か
ら
3
0
0
室
規
模
ま
で
大
小
13
施
設
を
運
営

し
て
い
る
旅
館
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
こ
の
2
〜
3
ヶ
月
の
状
況
で
す
が
、
北
海
道

は
独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
が
1
ヶ
月
早
く
発
表

さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
多
く

を
占
め
て
い
た
中
国
の
お
客
様
が
減
少
し
、
か

な
り
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
現

在
も
感
染
者
数
が
恒
常
的
に
発
生
し
て
い
る
と

と
も
に
、
北
海
道
は
飛
行
機
を
使
っ
て
来
て
く

だ
さ
る
方
が
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
し
ば
ら
く

苦
し
い
状
態
が
続
く
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
弊
社

の
施
設
は
大
体
、
今
月
か
ら
徐
々
に
営
業
再
開

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

吉
川
　
私
ど
も
は
三
重
県
内
に
6
軒
の
宿
泊
施

　
ま
た
、
全
国
的
に
も
ビ
ッ
フ
ェ
好
き
の
お
客

様
が
多
い
と
い
う
事
情
も
あ
り
ま
す
。
弊
社
で

も
考
え
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
お
客

様
の
ご
意
見
に
立
ち
戻
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

り
ま
し
た（
図
1
）。
そ
の
結
果
、
感
染
対
策
を

し
た
う
え
で
ビ
ッ
フ
ェ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

と
い
う
こ
と
が
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
新
ビ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル

と
銘
打
ち
、
ト
ン
グ
を
使
用
し
な
い
な
ど
新
し

い
ビ
ッ
フ
ェ
を
考
え
ま
し
た
。
現
場
は
大
変
で

す
が
、
大
皿
と
違
う
表
現
力
が
必
要
に
な
る
た

め
、
調
理
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
て
い

る
と
い
う
声
も
聞
い
て
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
、
吉
川
さ
ん
が
お
話
し
さ
れ
た
よ
う

に
弊
社
も
研
修
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
が
、
き

ち
ん
と
始
め
た
の
は
6
月
く
ら
い
で
し
た
。
ス

タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
っ
て
し
ま

っ
て
い
た
の
で
、
研
修
に
し
て
会
社
に
来
て
仕

事
に
触
れ
る
と
い
う
だ
け
で
、
ず
い
ぶ
ん
顔
つ

き
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
も
感
じ
、
よ
か
っ
た

な
と
思
い
ま
す
。
あ
と
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
面

談
な
ど
も
し
ま
し
た
が
、
こ
う
い
う
機
会
だ
か

ら
こ
そ
で
き
た
新
し
い
取
り
組
み
を
色
々
と
学

ぶ
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

田
村
　
緊
急
事
態
宣
言
が
出
て
、
休
業
す
る
か

し
な
い
の
か
は
皆
さ
ん
苦
渋
の
選
択
を
迫
ら
れ

て
い
ま
し
た
し
、
行
政
の
指
示
を
仰
い
で
足
並

み
を
揃
え
る
の
は
本
当
に
難
し
い
こ
と
だ
と
い

う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
群
馬
県
か
ら
の
休

業
要
請
を
い
た
だ
い
て
、
休
業
に
踏
み
切
れ
た

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
ギ
リ
ギ

リ
ま
で
5
月
の
連
休
の
お
客
様
を
ど
う
し
よ
う

と
い
う
の
が
、
皆
さ
ん
の
悩
み
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
含
め
て
、
各
お
宿
が

各
々
の
考
え
で
す
る
こ
と
が
正
し
い
も
正
し
く

な
い
も
な
く
、
常
連
さ
ん
に
予
約
を
い
た
だ
い

て
い
る
か
ら
開
け
る
と
い
う
の
も
正
解
だ
と
思

い
ま
す
し
、
常
連
さ
ん
に
も
し
も
の
こ
と
が
あ

っ
た
ら
困
る
か
ら
休
業
す
る
の
も
ま
た
正
解
だ

と
思
う
の
で
、
各
々
が
一
つ
一
つ
の
こ
と
を
そ

れ
ぞ
れ
考
え
ら
れ
た
の
が
収
穫
か
な
と
思
い
ま

す
。

　w
ith

コ
ロ
ナ
と
い
う
こ
と
で
は
、
早
い
段
階

か
ら
動
か
れ
て
い
た
有
馬
の
V
R
も
、
日
頃
か

ら
交
流
が
あ
っ
た
の
で
気
に
は
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
有
馬
さ
ん
か
ら
お
誘
い
い
た
だ
い
た
の

で
、
草
津
か
ら
有
志
で
5
軒
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
後
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
宣
伝
に
も
な
る
の
か
な
と
思
い
、

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
非
常
に
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　
群
馬
県
も
地
元
に
近
い
お
客
様
か
ら
と
い
う

こ
と
で
、
4
0
0
0
円
を
県
、
1
0
0
0
円
を

宿
が
負
担
す
る
5
0
0
0
円
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ

ク
の
県
民
割
引
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
群
馬
県

は
あ
ま
り
災
害
も
な
い
の
で
、
ふ
っ
こ
う
割
を

使
っ
た
経
験
も
そ
れ
ほ
ど
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

ほ
ぼ
初
め
て
、
大
盤
振
る
舞
い
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

　G
o T

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
送
客

手
数
料
が
利
益
を
圧
迫
し
て
い
る
と
い
っ
た
提

言
を
全
旅
連
青
年
部
が
国
に
し
て
い
る
と
い
う

話
も
知
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
こ
う
い
っ
た
こ

と
が
群
馬
県
に
も
伝
わ
っ
て
い
れ
ば
、
直
販
の

み
を
対
象
と
す
る
と
い
う
形
の
方
が
お
宿
と
し

て
は
助
か
っ
た
の
か
な
と
い
う
気
も
し
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
こ
と
も
今
後
の
課
題
に
な
っ
て

い
く
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
雇
用
調
整
助
成
金
に
関
し
て
は
、
う
ち
は
小

規
模
旅
館
な
の
で
従
業
員
は
他
に
本
業
が
あ
り
、

忙
し
い
時
に
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
来
る
方

が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
お
見
舞
金
と
い
っ
た
形

で
出
し
ま
し
た
。

奥
村
　
道
後
温
泉
に
つ
い
て
は
5
月
オ
ー
プ
ン

予
定
だ
っ
た
旅
館
の
開
業
が
7
月
に
延
期
さ
れ

た
り
、
一
部
、
夕
食
を
ビ
ッ
フ
ェ
に
切
り
替
え

た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
大
き
な
打

撃
を
受
ま
し
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
と
同
時
に

道
後
温
泉
本
館
と
飛
鳥
乃
湯
泉
が
休
館
し
た
後

は
、
宿
泊
施
設
も
休
業
す
る
と
こ
ろ
は
休
業
す

る
と
い
う
形
で
、
あ
ま
り
ば
ら
つ
き
が
目
立
つ

感
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
よ
う
や
く
明

日
、
県
を
ま
た
い
だ
移
動
自
粛
が
解
除
さ
れ
、

道
後
温
泉
本
館
も
再
開
し
ま
す
が
、
愛
媛
県
は

１
人
１
泊
あ
た
り
6
0
0
0
円
以
上
の
県
内
宿

泊
旅
行
を
予
約
し
た
場
合
に
、
5
0
0
0
円
を

割
引
す
る
「
県
内
宿
泊
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
ま
す
が
、
も
う
か
な
り
予
約
が
入
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
宿
泊
客
でP

ayP
ay

を
使
っ
て
支
払

い
を
す
る
人
に
は
１
人
1
0
0
0
円
を
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
す
る
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
7

月
1
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。
1
0
0
0
円
の
う

ち
30
%（
3
3
3
円
）は
宿
の
負
担
で
、
子
ど
も

が
泊
ま
っ
た
場
合
は
さ
ら
に
1
0
0
0
円
キ
ャ

ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
部
分
の
宿

の
負
担
は
な
し
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
と
し
て
は
松
山
市
産
業
経
済
部
や
商
店
街

の
理
事
長
と
話
を
し
た
り
、
市
内
の
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、

税
金
を
投
入
す
る
に
あ
た
っ
て
、
市
民
や
県
民

の
皆
さ
ん
の
納
得
感
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
気
を

つ
け
な
が
ら
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
自
分
の
宿
に
つ
い
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
て
丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
と
、

も
と
も
と
変
え
る
予
定
に
し
て
い
た
予
約
シ
ス

テ
ム
の
導
入
と
訓
練
に
費
や
す
こ
と
が
で
き
た

の
で
、
不
幸
中
の
幸
い
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。

　
雇
用
調
整
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
私
ど
も
は

か
な
り
前
か
ら
、
パ
ー
ト
で
も
長
く
働
い
て
下

さ
っ
て
い
る
方
に
は
雇
用
保
険
を
か
け
て
い
た

の
で
正
社
員
で
1
0
0
%
、
パ
ー
ト
さ
ん
で
も

雇
用
保
険
に
入
っ
て
い
る
方
に
は
か
な
り
の
割

合
の
額
を
お
支
払
い
し
ま
し
た
。
制
度
が
非
常

に
複
雑
と
い
う
こ
と
で
、
従
来
給
与
計
算
な
ど

で
お
願
い
し
て
い
る
社
労
士
で
は
な
く
、
国
や

官
庁
の
情
報
が
入
手
で
き
る
よ
う
な
方
に
も
お

手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
実
際
に
は
、
い
わ
ゆ
る
恒
常
労
働

で
は
な
く
、
か
つ
事
前
計
画
に
も
な
い
雇
用
調

整
助
成
金
を
出
す
と
い
う
こ
と
に
労
働
局
の
事

務
が
追
い
付
け
な
い
、
対
応
で
き
な
い
と
い
う

状
況
が
見
て
と
れ
ま
し
た
。
今
後
、
サ
ー
ビ
ス

業
の
い
わ
ゆ
る
シ
フ
ト
制
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
助
成
の
仕
方
を
す
る
の
か
、
そ
も
そ
も
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
出
勤
管
理
を
デ
ジ

タ
ル
化
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
を
簡
単

に
拾
え
る
仕
組
み
が
で
き
る
と
い
い
の
か
と
思

い
ま
す
。

福
永
　
奥
村
さ
ん
の
お
宿
で
は
年
末
か
ら
、
顔

認
証
に
よ
る
入
退
室
管
理
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実

験
を
さ
れ
て
い
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
お

話
を
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す
か
。

奥
村
　
私
が
実
家
の
旅
館
に
戻
っ
て
7
〜
8
年

　
私
は
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合

連
合
会
青
年
部
（
以
下
、
全
旅
連
青
年
部
）
に

出
向
し
て
い
て
月
1
回
、
常
任
理
事
会
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
集
ま
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

ウ
ェ
ブ
を
使
っ
た
会
議
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ス
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
い

う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
き
っ
か
け
の
一

つ
に
も
な
っ
た
の
で
、
今
と
な
っ
て
は
プ
ラ
ス

に
な
っ
た
部
分
も
あ
っ
た
の
か
な
と
捉
え
て
い

ま
す
。

山
田
　
雇
用
調
整
助
成
金
は
当
初
、
あ
る
け
ど

使
い
に
く
い
等
、
色
々
な
声
を
聞
き
ま
し
た
が
、

現
場
で
活
用
し
よ
う
と
す
る
際
は
大
変
で
し
た

か
。

吉
川
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
1
週
間
く
ら
い
で
変
わ

り
、
助
成
の
対
象
も
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
大

変
で
し
た
。
社
労
士
さ
ん
や
労
働
局
の
方
に
も

お
話
は
聞
い
た
の
で
す
が
、
厚
労
省
が
決
め
た

情
報
が
末
端
ま
で
届
い
て
お
ら
ず
、
何
が
本
当

の
情
報
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
本
音
で
し

た
。
教
育
訓
練
に
関
し
て
も
自
治
体
に
よ
っ
て

は
何
を
や
っ
て
も
通
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
れ

よ
う
な
こ
と
は
感
じ
ま
し
た
か
。

吉
川
　
差
別
と
い
う
の
は
感
じ
な
か
っ
た
で
す

が
、
一
番
最
初
に
雇
用
調
整
助
成
金
が
出
た
時

の
提
出
資
料
の
作
成
が
大
変
で
し
た
。
休
み
が

決
ま
っ
て
い
る
工
場
の
よ
う
な
と
こ
ろ
は
い
い

で
す
が
、
24
時
間
3
6
5
日
営
業
の
会
社
の
場

合
、
一
人
一
人
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
か
ら
勤
務
時

間
を
拾
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
の
で
。
苦

労
し
た
の
は
、
そ
れ
く
ら
い
で
し
た
か
ね
。

大
西
　
資
料
を
ご
覧
い
た
だ
き
な
が
ら
お
話
し

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
阿
寒
湖
温
泉
の
状
況
で
す
が
、
2
月
に
北
海

道
が
先
駆
け
て
実
施
し
た
休
業
要
請
の
時
に
は

休
業
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た

が
、
全
国
の
緊
急
事
態
宣
言
が
出
て
か
ら
は
ほ

と
ん
ど
の
宿
泊
施
設
や
商
店
が
休
業
し
、
5
月

に
は
ほ
と
ん
ど
売
上
が
な
か
っ
た
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
し
た
。

　
2
0
0
4
年
か
ら
私
た
ち
は
「
ア
イ
ヌ
文
化

で
彩
ら
れ
た
国
際
リ
ゾ
ー
ト
」
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
を
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
大
き
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
だ
っ
た
夜
の
森
を
ア
イ
ヌ
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

ト
で
楽
し
ん
で
も
ら
う
「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
も
、
今
年
は
残
念
な
が
ら
中
止

に
な
り
ま
す
。
北
海
道
は
大
通
公
園
の

「
Y
O
S
A
K
O
I
ソ
ー
ラ
ン
祭
」
や
「
さ
っ

ぽ
ろ
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
ト
」
な
ど
も
全
部
中
止

に
な
り
ま
す
。
雪
ま
つ
り
も
縮
小
開
催
が
先
日

発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
や
っ
て
い
た
だ
け
る
だ

け
で
も
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。
阿
寒
湖
温

泉
で
も
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
の
代
わ
り
と
し
て
、
コ

ロ
ナ
か
ら
の
回
復
を
祈
る
、
な
る
べ
く
三
密
を

避
け
る
よ
う
な
水
上
イ
ベ
ン
ト
「
カ
ム
イ
へ
の

祈
り
」
を
実
施
し
よ
う
と
町
で
も
動
き
始
め
た

と
こ
ろ
で
す
（
写
真
2
）。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
頼
っ
て
き
た
と
こ
ろ
も
あ

る
北
海
道
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
が
、
阿
寒
湖
温
泉

に
関
し
て
は
、
も
と
も
と
世
界
中
か
ら
不
特
定

多
数
の
お
客
様
を
集
め
る
と
い
う
よ
り
は
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
て
、
環
境
に

対
す
る
意
識
が
高
く
、
地
域
で
の
消
費
額
が
高

い
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
数
を
絞
っ
て
誘
致
し
て
い
こ

う
と
い
う
想
い
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
し

た
。
こ
の
考
え
方
は
コ
ロ
ナ
後
に
お
い
て
も
大

き
な
転
換
は
必
要
と
し
な
い
か
な
と
思
い
ま
す

の
で
、
自
然
や
文
化
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

　
皆
様
の
地
域
で
も
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
阿
寒
湖
温
泉
で
は
N
P
O
法
人
阿

寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
が
中
心
と

な
っ
て
私
た
ち
民
間
事
業
者
と
一
緒
に
国
立
公

園
内
で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
宿
の
感
染
対
策
に
つ
い
て
は
業
界

団
体
で
共
有
さ
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
お
客
様
の
導
線
に
沿
っ
て
、

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
変
更
を
し
て
お
り
ま
す
。

星
野
リ
ゾ
ー
ト
さ
ん
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ

と
も
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
う
し
た
動

画
で
案
内
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
少
し
面
白
い
取
り
組
み
と
し
て
は
、
ア
イ
ヌ

コ
タ
ン
の
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
お
願
い
し
て
、

ア
イ
ヌ
文
様
が
入
っ
た
パ
ー
テ
ィ
ー
シ
ョ
ン
を

作
っ
た
り
、
菅
官
房
長
官
が
ア
イ
ヌ
文
様
の
マ

ス
ク
を
着
け
て
少
し
話
題
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
ス
タ
ッ
フ
に
ア
イ
ヌ
文
様
の
マ
ス
ク
を

着
用
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

対
策
が
か
な
り
長
期
に
渡
り
そ
う
な
の
で
、
な

る
べ
く
お
客
様
に
緊
張
感
を
与
え
な
い
よ
う
な

感
染
対
策
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
が
苦
し
ん
で
い
る
の
は
ビ
ッ
フ
ェ
の

問
題
で
す
。
最
初
に
名
指
し
で
「
ビ
ッ
フ
ェ
は

避
け
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
で
、
業

界
全
体
の
問
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
北
海
道
は

特
に
大
型
施
設
が
多
い
の
で
、
食
事
提
供
の
変

更
が
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

け
れ
ば
末
端
の
組
合
員
、
協
会
員
に
も
影
響
が

及
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
最
低
限
の
事
務
所
の
家
賃
と
人
件
費
し
か
払

え
ま
せ
ん
の
で
、
組
合
費
や
協
会
費
で
運
営
し

て
い
る
来
期
の
牛
喰
い
絶
叫
大
会
、
ゆ
ふ
い
ん

音
楽
祭
や
湯
布
院
映
画
祭
は
実
施
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
を
明
確
に
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
由
布
院
温
泉
旅
館
組
合
と
由
布
院
温

泉
観
光
協
会
は
そ
れ
ぞ
れ
事
務
所
を
持
っ
て
運

営
し
て
い
ま
し
た
が
、
5
月
か
ら
由
布
院
駅
前

に
合
同
事
務
所
を
設
置
し
、
ひ
と
つ
屋
根
の
下

で
事
務
局
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
草
津
や
道
後
で
も
導
入
さ
れ
て
い
た

応
援
割
で
す
が
、
大
分
県
も
「
大
分
県
民
向
け

旅
館
ホ
テ
ル
応
援
割
」
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

6
0
0
0
万
円
の
予
算
で
1
万
2
千
泊
分
出
ま

し
た
が
、
6
月
1
日
に
発
売
を
開
始
し
て
1
時

間
で
全
て
売
り
切
れ
ま
し
た
。
た
だ
問
題
は
、

特
定
の
O
T
A
経
由
の
予
約
の
み
が
対
象
で
、

そ
こ
に
加
盟
協
力
し
て
い
な
い
小
規
模
旅
館
は

利
用
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

組
合
に
加
盟
し
て
い
な
い
と
利
用
で
き
な
い
等
、

色
々
と
制
約
が
あ
り
、
一
瞬
で
売
り
切
れ
ま
し

た
が
、
効
果
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
り
ま
す
。

大
分
県
は
予
算
も
倍
増
し
て
第
2
弾
を
や
る
と

い
う
の
で
、
そ
の
際
に
は
十
分
こ
の
問
題
を
考

慮
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
的
な
こ
と
で
は
、
由
布
院
町
内
の
特
産

品
を
集
め
た
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
や
、
未
来

の
宿
泊
券
な
ど
を
検
討
中
で
す
。
膝
を
つ
き
合

わ
せ
て
飲
ん
で
な
ん
ぼ
の
町
で
す
か
ら
、
何
よ

り
も
辛
か
っ
た
の
は
、
仲
間
と
会
え
な
い
、
飲

め
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
が
一
番
、

勢
い
を
止
め
る
要
因
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

武
田
　
組
合
と
し
て
は
、
町
か
ら
話
し
合
い
の

場
に
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
町
か

ら
は
4
月
下
旬
か
ら
6
月
15
日
ま
で
の
間
に
30

日
間
休
ん
だ
ら
、
1
事
業
所
に
つ
き
1
0
0
万

円
を
補
助
す
る
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

黒
川
温
泉
も
休
業
す
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
き
て
、

4
月
は
半
分
以
上
が
休
業
し
、
5
月
は
ほ
ぼ
全

て
休
業
し
て
い
た
感
じ
で
す
。
先
ほ
ど
言
っ
た

よ
う
に
熊
本
県
民
に
1
万
円
で
1
万
5
0
0
0

円
の
券
を
発
売
し
ま
す
し
、
6
月
1
日
に
は
ま

ず
町
民
の
方
た
ち
に
お
金
を
使
っ
て
も
ら
お
う

と
、
1
万
円
で
1
万
5
0
0
0
円
分
に
な
る

〝
超
〞
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
し
た
の
で
、

そ
れ
が
こ
れ
か
ら
動
く
か
な
と
い
う
と
こ
ろ
で

す
。

　
ま
た
、
お
客
さ
ん
が
減
っ
た
の
で
、
組
合
で

は
手
が
空
い
て
い
る
人
た
ち
で
看
板
の
ペ
ン
キ

を
塗
っ
た
り
、
植
樹
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ご
自
宅
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
黒

川
温
泉
の
入
浴
剤
を
ま
ず
熊
本
県
の
看
護
師
会

に
送
り
、
福
岡
か
ら
の
お
客
さ
ん
も
多
い
の
で

福
岡
県
の
看
護
師
会
に
も
送
り
、
黒
川
温
泉
に

バ
ス
を
走
ら
せ
て
下
さ
る
福
岡
の
バ
ス
の
運
転

手
さ
ん
に
も
送
り
ま
し
た
。

　
あ
と
は
週
に
1
回
集
ま
っ
て
会
議
を
し
て
、

雇
用
調
整
助
成
金
の
勉
強
を
し
た
り
、
E
C
サ

イ
ト
を
立
ち
上
げ
て
入
浴
剤
や
各
宿
の
タ
オ
ル

な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
、
コ
ロ
ナ

対
策
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
を
し
た
り
、
各
宿
で

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
ど
う
い
っ
た
対
応
を

し
て
い
る
か
と
い
う
共
有
を
し
て
い
ま
す
。

　
6
月
か
ら
湯
め
ぐ
り
の
受
け
入
れ
を
再
開
し

た
の
で
す
が
、
も
し
感
染
者
が
出
た
時
に
連
絡

手
段
が
な
い
と
困
り
ま
す
の
で
、
そ
の
都
度
名

前
と
電
話
番
号
、
出
身
県
を
書
い
て
い
た
だ
き
、

1
ヶ
月
程
度
情
報
を
保
管
す
る
と
い
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　
あ
と
、
ス
マ
ホ
ひ
と
つ
で
3
6
0
度
で
温
泉

気
分
を
味
わ
え
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
か
ら
だ
は

お
う
ち
　
こ
こ
ろ
は
温
泉
　
名
湯
「
ス
マ
ホ

湯
」」を
町
が
作
っ
て
く
れ
て
、
メ
デ
ィ
ア
に
取

り
上
げ
ら
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。

p
o
st

コ
ロ
ナ
を

見
据
え
た
お
宿
の
あ
り
方

福
永
　
コ
ロ
ナ
を
経
験
し
た
消
費
者
の
旅
行
に

対
す
る
意
識
も
少
し
ず
つ
変
化
が
生
じ
て
い
ま

す
。
世
の
中
の
流
れ
を
見
な
が
ら
お
宿
と
し
て

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
一
方
で
コ
ロ
ナ
を
経
験
し

た
か
ら
こ
そ
、
人
と
会
う
こ
と
や
旅
行
に
行
く

こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
て
い
る
消
費

者
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
お
宿
と
し
て
、
変
え

る
べ
き
こ
と
と
変
え
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
あ
た
り
は
ど
の
よ

う
に
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

　
ま
た
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
を
た
だ
乗
り
切
る
だ

け
の
も
の
と
し
て
捉
え
る
の
か
、
も
し
く
は
自

分
た
ち
や
旅
行
者
の
意
識
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス

と
し
て
捉
え
る
か
で
、
対
応
も
変
わ
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
、
皆

さ
ん
が
お
感
じ
に
な
ら
れ
た
こ
と
を
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

武
田
　
う
ち
は
6
月
13
日
に
営
業
を
再
開
し
て
、

数
組
し
か
お
客
様
と
関
わ
る
機
会
が
な
か
っ
た

の
で
、
ト
ラ
イ
&
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
し
な
が
ら

色
々
と
試
し
て
い
く
し
か
な
い
の
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
何
を
ど
う
し
た
い
と
い
う
の

が
な
く
、
細
か
い
こ
と
か
ら
言
え
ば
料
理
の
出

し
方
を
ど
う
し
よ
う
か
と
い
う
く
ら
い
で
す
が
、

食
事
は
個
室
対
応
な
の
で
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
変

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
、
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
常

連
さ
ん
が
多
い
の
で
、
気
負
わ
ず
に
「
ど
う
で

す
か
」
と
聞
き
な
が
ら
、
調
整
し
て
い
け
た
ら

い
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

奥
村
　
私
ど
も
の
宿
も
国
の
方
向
性
が
出
る
た

び
に
休
業
期
間
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
が
、
5
月

1
日
ま
で
休
館
と
書
い
て
貼
り
出
し
て
い
た
ら
、

地
元
の
方
の
中
に
は
自
粛
警
察
の
よ
う
な
方
も

い
て
、
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
開
け
る
ん

で
す
か
。
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
ら
、
ど
う

責
任
を
取
る
ん
で
す
か
。
」
と
い
っ
た
メ
ー
ル

が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ス
ペ
イ
ン
も
入
国
を
緩
和
し
た
と
こ
ろ
、
ド

イ
ツ
人
が
来
て
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
が
、
宿
の
営
業
を
再
開
し
て
ビ
ッ
フ
ェ
を

再
開
し
て
も
外
国
人
観
光
客
は
気
に
せ
ず
利
用

す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
日

本
人
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
例
え
ば
妻
の
友
人

の
中
に
は
、
狂
牛
病
が
発
生
し
た
時
か
ら
牛
肉

を
食
べ
な
く
な
っ
た
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、

清
潔
感
や
ル
ー
ル
を
重
視
す
る
方
も
多
く
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
で
は
、
ビ
ッ
フ
ェ
な
ど
を
全

部
や
め
て
、
ワ
ク
チ
ン
が
で
き
た
後
に
も
う
一

度
戻
す
の
か
と
。
効
率
が
ど
う
と
い
う
だ
け
で

は
な
く
、
ビ
ッ
フ
ェ
が
好
き
だ
か
ら
宿
に
泊
ま

り
に
来
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

私
ど
も
の
施
設
で
は
、
食
事
は
食
事
処
で
と
る

形
で
し
た
が
、
6
月
に
再
開
し
て
か
ら
は
ほ
ぼ

に
な
り
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
遅
れ
て
い
た

の
で
、
シ
ス
テ
ム
会
社
さ
ん
と
連
携
し
て
、
チ

ェ
ッ
ク
イ
ン
・
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
時
の
顔
認
証

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
実
験
し
ま
し
た
。
入
口
に

カ
メ
ラ
が
あ
る
と
監
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
雰

囲
気
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
、
カ
メ

ラ
を
内
蔵
し
た
ド
ア
を
作
り
、
不
自
由
が
な
か

っ
た
か
、
く
つ
ろ
ぎ
に
来
た
の
に
雰
囲
気
が
壊

れ
な
か
っ
た
か
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
条
件
に
、
通
常
よ
り
３
割

ほ
ど
安
く
し
た
宿
泊
プ
ラ
ン
を
販
売
し
ま
し
た
。

B
luetooth

に
よ
る
無
線
の
解
錠
シ
ス
テ
ム
を

使
っ
て
い
て
、
不
具
合
も
あ
っ
た
り
し
ま
し
た

が
、
有
線
で
も
必
ず
し
も
全
て
う
ま
く
動
く
訳

で
は
な
い
よ
う
で
す
。
う
ち
は
フ
ロ
ン
ト
の
受

付
か
ら
、
部
屋
の
開
閉
ま
で
成
立
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
取
材
も
さ
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ
実

験
段
階
な
の
で
、
今
後
も
進
め
て
い
く
か
は
検

討
中
で
す
。

福
永
　
今
回
の
コ
ロ
ナ
を
受
け
て
、
道
後
温
泉

の
他
の
お
宿
さ
ん
の
関
心
は
高
ま
り
そ
う
で
す

か
。

奥
村
　
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。
キ
ー
レ
ス
に
つ

い
て
は
静
脈
、
指
紋
、
虹
彩
な
ど
色
々
な
方
法

が
あ
り
ま
す
が
、
顔
認
証
は
非
接
触
が
成
立
す

る
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
す
る
と

思
い
ま
す
。

冨
永
　
大
分
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組

合
か
ら
全
県
に
対
し
て
休
業
要
請
が
来
た
の
で

す
が
、
補
償
が
伴
わ
な
い
た
め
に
色
々
な
苦
情

も
あ
っ
た
よ
う
で
、
由
布
院
と
し
て
は
自
己
判

断
で
お
願
い
し
ま
す
と
言
い
ま
し
た
。
宿
も
商

店
も
時
間
が
で
き
た
の
で
、
由
布
院
は
観
光
地

で
は
な
く
保
養
温
泉
地
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

も
う
一
度
認
識
す
る
た
め
、
み
ん
な
で
た
く
さ

ん
花
を
植
え
ま
し
た
（
写
真
3
）。

　
ま
た
、
感
染
拡
大
の
防
止
対
策
を
徹
底
す
る

こ
と
が
何
よ
り
も
安
心
安
全
の
P
R
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
感
染
拡
大
防
止

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
た
他
、
旅
館
組
合
で

マ
ス
ク
や
消
毒
液
や
客
室
内
の
噴
霧
器
な
ど
を

一
括
購
入
し
て
各
旅
館
に
安
く
提
供
す
る
と
い

っ
た
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。

　
金
融
機
関
の
融
資
や
雇
用
調
整
助
成
金
は
わ

か
り
づ
ら
い
と
い
う
声
も
非
常
に
多
か
っ
た
の

で
、
旅
館
組
合
主
催
で
、
説
明
会
・
個
別
相
談

会
を
何
度
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
年
に
関
し
て
は
、
95
軒
の
旅
館
組

合
員
、
3
0
0
軒
の
観
光
協
会
員
か
ら
組
合
費

や
協
会
費
を
い
た
だ
く
の
は
難
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
、
そ
う
す
る
と
行
政
か
ら
の
補

助
金
は
ま
っ
た
く
い
た
だ
か
ず
に
運
営
し
て
い

る
我
々
は
事
務
運
営
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
今
後
、G

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
は

じ
め
と
し
た
事
業
を
実
施
す
る
と
な
る
と
、
そ

の
窓
口
と
な
る
地
元
の
旅
館
組
合
や
観
光
協
会

な
ど
に
負
担
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
事

務
所
の
経
営
も
難
し
い
、
人
件
費
も
削
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
中
で
の
負
担
増
に
対
し
て
、
し

っ
か
り
と
補
助
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
を

国
も
含
め
て
強
く
訴
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う

地
域
の
核
と
な
る
組
織
が
し
っ
か
り
機
能
し
な

お
客
様
か
と
思
い
ま
す
。
お
客
様
の
感
覚
も
、

ま
た
時
が
経
て
ば
戻
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て
は
、
う
ち
の
旅
館

も
多
か
っ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
、
か
と
い

っ
て
英
語
表
記
に
変
え
た
り
食
事
を
変
え
る
こ

と
は
な
く
、
う
ち
の
ス
タ
イ
ル
で
泊
ま
り
た
い

外
国
人
の
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
し
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
今
後
も
大

き
く
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
よ
り

一
層
、
安
心
安
全
に
対
す
る
意
識
は
高
く
な
っ

た
か
な
と
思
い
ま
す
。

大
西
　
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
は
大
変
な
第
2
波
、

第
3
波
が
来
な
け
れ
ば
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

に
は
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
状

の
社
会
変
化
で
は
大
き
く
人
間
の
価
値
観
が
変

わ
る
と
い
う
よ
り
、
も
と
も
と
進
む
べ
き
方
向

に
進
ん
で
い
る
も
の
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
特

に
働
き
方
で
あ
っ
た
り
、
日
常
生
活
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
は
大
き
く
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
、
オ
ン
ラ
イ
ン
面
接
を
や
っ
て
み
た
ら
、

全
国
か
ら
応
募
が
来
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

「
鶴
雅
な
ん
て
聞
い
た
こ
と
も
な
い
で
し
ょ

う
」
と
い
う
と
、「
聞
い
た
こ
と
は
な
い
が
企

業
理
念
や
地
域
貢
献
な
ど
に
つ
い
て
記
事
を
見

て
知
っ
て
参
加
し
た
」
と
い
う
こ
と
で
、
半
数

近
く
が
道
外
の
方
で
し
た
。
人
材
の
多
様
性
を

高
め
る
た
め
に
も
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
強

い
社
員
を
採
用
す
る
に
し
て
も
、
今
後
も
続
け

て
い
き
た
い
で
す
。

　
あ
と
は
世
の
中
の
流
れ
と
し
て
、
動
画
に
対

す
る
抵
抗
が
な
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
る
の
で
、

サ
ー
ビ
ス
に
使
っ
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

色
々
な
自
動
化
の
取
り
組
み
が
後
押
し
さ
れ
る

か
な
と
。
お
客
様
も
サ
ー
ビ
ス
す
る
側
も
「
お

も
て
な
し
は
人
の
手
で
や
る
べ
き
」
と
思
っ
て

い
た
こ
と
が
生
産
性
を
高
め
る
上
で
足
か
せ
に

な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
今
は
コ

ロ
ナ
だ
か
ら
仕
方
な
い
よ
ね
と
い
う
感
覚
で
変

え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
奥
村
さ

ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
顔
認
識
の
よ
う
な
も
の
も

抵
抗
感
が
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　
感
染
対
策
の
た
め
の
設
備
を
導
入
す
る
際
に
、

北
海
道
庁
や
経
済
産
業
局
か
ら
補
助
金
を
受
け

ら
れ
る
の
で
す
が
、
今
A
I
付
き
の
サ
ー
モ
グ

ラ
フ
ィ
の
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

機
に
A
I
の
機
能
を
勉
強
し
て
お
り
、
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
良
い
き
っ

か
け
に
な
っ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
み
な
さ
ん
お
互
い
に
聞
い
て
み
た
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

大
西
　
奥
村
さ
ん
の
お
宿
で
実
施
さ
れ
た
顔
認

証
は
、
客
室
に
入
っ
た
り
、
館
内
で
消
費
す
る

の
に
使
え
る
の
で
す
ね
。

奥
村
　
ま
だ
全
部
は
で
き
て
な
い
の
で
す
が
、

お
客
様
の
満
足
度
の
向
上
と
業
務
の
効
率
化
を

両
立
す
る
「
お
も
て
な
し
マ
ス
タ
ー
」
と
い
う

の
を
作
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
定
の
範
囲

の
中
で
、
解
錠
や
決
済
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
・
ア

ウ
ト
を
顔
認
証
で
で
き
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

た
だ
、
旅
館
や
旅
館
系
ホ
テ
ル
は
建
て
増
し
を

し
た
り
し
て
い
て
、
工
場
の
よ
う
に
作
ら
れ
て

い
な
い
の
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
自
動
化

が
難
し
い
で
す
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
の
作
業
を

連
動
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
、
中
規
模
・
大
型
旅

館
だ
と
働
い
て
い
る
人
数
も
多
い
の
で
、
課
金

的
な
端
末
を
持
た
せ
る
と
ず
っ
と
お
金
を
払
っ

て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
の

館
で
や
っ
て
い
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
変
え
ず

に
何
を
ど
う
自
動
化
す
る
か
が
重
要
で
、
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
は
お
も
て
な
し
で
、
ワ
ー
ク
ウ

ェ
ア
は
最
先
端
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
す
る
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
完
成
品
を
納
品
さ
れ
る
の
で
は

な
く
、
う
ち
で
実
験
し
て
い
い
で
す
よ
と
い
う

こ
と
で
、
顔
認
証
の
ほ
か
に
指
認
証
の
実
験
も

行
い
ま
し
た
し
、
ド
ア
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
て
、

顔
認
証
の
カ
メ
ラ
が
つ
い
た
袖
ド
ア
の
実
験
も

う
ち
の
旅
館
で
や
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
売
店

に
は
、
私
の
妻
が
作
っ
た
着
物
を
着
て
、
ち
ょ

ん
ま
げ
を
結
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
（N

T
T

の

S
ota

）
が
い
て
人
感
セ
ン
サ
ー
で
挨
拶
し
た
り

し
て
ま
す
。

　
私
か
ら
大
西
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い
の
で
す

が
、
ビ
ッ
フ
ェ
は
今
後
ど
う
な
る
と
思
い
ま
す

か
。
日
本
の
宿
が
ビ
ッ
フ
ェ
で
は
な
い
方
向
に

振
っ
て
し
ま
っ
て
本
当
に
い
い
の
か
な
と
。
外

国
人
旅
行
者
が
戻
っ
て
き
た
時
に
、
も
う
一
度

設
備
を
変
え
て
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
ス
タ
ッ

フ
の
数
も
変
え
る
と
い
う
の
は
ど
う
な
の
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

大
西
　
弊
社
で
も
意
見
が
分
か
れ
て
い
て
、
ワ

ク
チ
ン
等
の
登
場
で
い
つ
か
は
需
要
が
戻
っ
て

く
る
と
思
う
の
で
す
が
、
こ
れ
を
機
に
ビ
ッ
フ

ェ
あ
り
き
の
鶴
雅
か
ら
脱
却
し
た
方
が
良
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。

　
旅
館
業
界
で
も
ビ
ッ
フ
ェ
を
や
っ
て
い
き
た

い
と
い
う
方
も
多
い
で
し
ょ
う
し
、
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
も
高
い
の
で
、
ど
こ
か
で
元
通
り
に
な

る
と
は
思
い
ま
す
が
、
今
は
で
き
る
対
策
を
実

施
し
な
が
ら
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

奥
村
　
う
ち
も
毎
年
夏
に
ビ
ア
バ
イ
キ
ン
グ
を

や
っ
て
い
て
、
コ
ロ
ナ
を
機
に
や
め
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
が
、
原
理
的
に
は
ビ
ッ
フ
ェ
を

前
提
と
し
た
ビ
ア
ホ
ー
ル
み
た
い
な
も
の
も
全

部
な
し
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
し
か

し
、
な
く
し
て
し
ま
っ
て
い
い
の
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

山
下
（
阿
寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構

専
務
理
事
）
観
光
協
会
な
ど
の
会
費
の
問
題

が
あ
る
と
思
っ
て
い
て
、
我
々
も
今
年
度
は
2

割
減
免
と
決
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
ど
の
よ

う
に
さ
れ
る
ご
予
定
か
、
教
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

吉
川
　
三
重
県
で
は
ほ
と
ん
ど
の
と
こ
ろ
が
会

費
を
減
免
し
て
い
て
、
半
額
も
し
く
は
ほ
と
ん

ど
な
し
で
動
い
て
お
り
、
致
し
方
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
。
全
旅
連
で
も
今
期
は
会
費
な
し
と

い
う
形
に
な
り
ま
す
。
地
域
の
財
力
の
問
題
も

あ
る
の
で
、
そ
こ
は
地
域
で
考
え
る
こ
と
で
、

会
費
を
取
る
な
ら
取
っ
て
し
っ
か
り
行
動
し
て

い
け
ば
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

奥
村
　
道
後
温
泉
は
か
つ
て
財
産
区
で
、
そ
の

後
、
松
山
市
に
合
併
さ
れ
た
の
で
、
道
後
温
泉

旅
館
協
同
組
合
自
体
が
府
庁
の
よ
う
な
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
毎
年
定
額
の
組
合
費
も
安
く
、

入
湯
税
の
全
面
代
理
徴
収
を
行
っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
利
用
人
数
に
合
わ
せ
た
金
額
を
収
め
て
い

部
屋
食
の
対
応
と
し
、
ス
タ
ッ
フ
が
入
る
回
数

も
減
ら
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
本
来
、
日
本
の

旅
館
は
一
品
出
す
ご
と
に
従
業
員
と
会
話
を
す

る
か
ら
楽
し
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　
い
ず
れ
ワ
ク
チ
ン
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

変
に
投
資
せ
ず
に
元
に
戻
せ
る
よ
う
に
し
て
お

く
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
気
も
し
ま

す
。
リ
ス
ク
は
計
算
し
て
一
応
管
理
で
き
る
も

の
で
す
が
、
す
べ
て
対
応
す
る
よ
う
に
投
資
し

て
し
ま
う
と
逆
に
危
機
対
応
力
が
落
ち
る
の
で

は
な
い
か
、
リ
ス
ク
が
発
生
し
た
際
に
は
国
や

行
政
に
助
け
を
求
め
る
方
が
良
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
気
も
し
て
い
ま
す
。

吉
川
　
今
後
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
は
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
が
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
の
で
は
と
思

い
ま
す
。G

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
含
め
国
内

で
の
施
策
と
し
て
の
後
押
し
は
あ
り
ま
す
が
、

国
内
旅
行
者
を
日
本
全
国
で
取
り
合
い
し
て
い

た
ら
、
今
ま
で
の
よ
う
な
稼
働
が
取
れ
る
か
は

疑
問
が
出
て
く
る
の
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
復

活
す
る
ま
で
の
間
、
旅
館
ホ
テ
ル
の
経
営
の
仕

方
が
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
の
旅
館
ホ
テ
ル
の
経
営
ス
タ
イ
ル
は
、

お
客
さ
ん
を
た
く
さ
ん
入
れ
て
毎
日
満
室
に
し

て
、
3
6
5
日
営
業
を
す
る
と
い
う
形
で
し
た

が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
と
わ
か
っ
た
な
ら
、
違

う
損
益
分
岐
点
を
発
見
し
て
運
営
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
先
が
見
え
な
い
部
分
も
あ
る
の
で
、
そ

う
し
な
が
ら
国
内
・
海
外
の
シ
ェ
ア
を
と
っ
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
当
館
で
も
と
て
も
悩
ん
だ

問
題
で
、
武
田
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、

う
ち
も
こ
の
時
期
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
た

の
は
リ
ピ
ー
タ
ー
の
お
客
様
で
す
。
体
温
測
定

や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
な
ど
の
対
応
は
全
部
し
ま

し
た
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
あ
る
よ
う
な
料
理

は
下
膳
し
て
は
い
け
な
い
と
か
、
手
袋
を
は
め

て
料
理
を
出
す
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
社

内
で
も
協
議
し
た
結
果
、
お
客
様
に
お
尋
ね
し

て
、
お
客
様
に
委
ね
る
形
で
い
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
手
袋
を
つ

け
て
料
理
を
提
供
で
き
ま
す
し
、
一
度
に
料
理

を
お
出
し
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
い
か
が

な
さ
い
ま
す
か
」
と
。
あ
る
程
度
お
客
様
に
委

ね
、
ど
う
や
っ
て
う
ち
の
カ
ラ
ー
を
潰
さ
ず
に

営
業
し
て
い
け
る
か
に
重
き
を
置
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
う
ち
は
新
卒
の
リ
ク
ル
ー
ト
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
3
月
か
らZ

oom

を

使
っ
て
企
業
説
明
会
や
面
接
を
し
ま
し
た
。
す

る
と
、
日
本
全
国
か
ら
応
募
が
来
ま
し
た
。
地

元
の
会
議
室
を
借
り
た
り
、
大
手
の
合
同
説
明

会
に
参
加
し
て
い
た
昨
年
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど

東
海
か
ら
し
か
参
加
が
な
か
っ
た
の
が
、
北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
非
常
に
優
秀
な
学
生
の
登
録

が
あ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
は
地
元
だ
か
ら
と
い

う
こ
と
で
来
て
い
た
学
生
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、「
旅
館
で
働
き
た
い
」
と
い
う
学
生
が
コ

ン
タ
ク
ト
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
非
常
に

い
い
ツ
ー
ル
だ
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
情
報
が
命
で
し
た
の

で
、
こ
の
ツ
ー
ル
を
使
う
こ
と
で
、
各
旅
館
の

仲
間
た
ち
と
い
ち
早
く
情
報
共
有
で
き
、
自
分

自
身
に
と
っ
て
す
ご
く
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
こ
う
し
た
情
報
共
有
を
皆
さ
ん
と
し
て
、

会
社
や
地
域
に
還
元
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

冨
永
　
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
私
た
ち

の
温
泉
地
は
観
光
地
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

元
々
、
国
際
的
な
生
活
型
の
保
養
温
泉
地
を
目

指
し
て
い
る
の
で
、
今
一
度
、
原
点
回
帰
を
テ

ー
マ
に
挙
げ
て
い
ま
す
。
何
よ
り
も
遊
ぶ
こ
と

や
楽
し
む
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
心
と
身
体

の
保
養
を
し
に
来
て
く
だ
さ
い
と
。
そ
れ
に
見

合
っ
た
宿
の
あ
り
方
を
一
か
ら
勉
強
し
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
で
、
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
は
安
心
安
全
が
一
番
に
な
る
の
で
、
地
域

版
H
A
C
C
P
や
、
食
や
温
泉
の
安
全
を
一
か

ら
築
い
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　P
ost

コ
ロ
ナ
の
宿
の
あ
り
方
で
す
が
、
誰
か

に
言
わ
れ
た
か
ら
と
か
、
県
や
国
が
こ
う
し
た

か
ら
そ
れ
に
則
る
の
で
は
な
く
、
経
営
者
が
自

分
で
考
え
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
ま

ず
は
自
分
の
施
設
、
自
分
の
地
域
か
ら
感
染
者

を
出
さ
な
い
、
拡
散
さ
せ
な
い
と
い
う
目
的
を

明
確
に
し
て
、
そ
れ
に
向
け
て
何
が
で
き
る
の

か
、
経
営
者
が
そ
れ
ぞ
れ
一
生
懸
命
考
え
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
も
で
き
な
い
経
営
者
は
旅
館

を
経
営
す
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
も
し
も
感
染
者
が
出
た
時
は
、

一
丸
と
な
っ
て
み
ん
な
で
考
え
て
い
こ
う
と
い

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
由
布
院
温
泉
で
は
4
月
中
旬
く
ら
い
に

由
布
院
観
光
の
歴
史
を
聞
き
な
が
ら
ま
ち
歩
き

を
す
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
も
原
点
回
帰
と
い
う
想
い
か
ら
始
め

ら
れ
た
も
の
で
す
か
。

冨
永
　
そ
う
で
す
ね
。
も
し
か
し
た
ら
今
ま
で

は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
増
え
す
ぎ
て
少
し
異
常
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

が
増
え
る
と
そ
れ
を
目
的
に
外
資
、
別
の
国
の

資
本
が
ま
ち
に
入
り
込
み
、
小
さ
な
民
泊
が
た

く
さ
ん
生
ま
れ
、
ま
ち
の
風
景
が
ど
ん
ど
ん
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
風
景
だ
け
で
は
な
く
、
風

情
や
風
土
、
風
習
ま
で
変
わ
っ
て
き
て
、
「
由

布
院
の
風
」
自
体
が
変
わ
っ
て
き
た
と
い
う
こ

と
に
対
す
る
危
機
感
が
長
い
こ
と
あ
り
ま
し
た
。

　
先
日
、
I
A
T
A
（
国
際
航
空
運
送
協
会
）

が
国
際
線
需
要
が
2
0
1
9
年
の
水
準
に
回
復

す
る
の
は
2
0
2
4
年
頃
に
な
る
と
い
う
見
通

し
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
も
う
一
度
、
原
点
に

戻
る
時
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
僕

ら
の
仲
間
か
ら
倒
産
者
は
出
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
幸
か
不
幸
か
小
規
模
旅
館
が
点
在
し
て
い

る
ま
ち
な
の
で
、
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
っ

て
汗
を
流
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

田
村
　
う
ち
も
小
規
模
旅
館
で
、
1
0
0
年
以

上
、
食
事
を
部
屋
出
し
で
提
供
し
て
き
ま
し
た

の
で
、
こ
う
い
う
事
態
に
な
っ
て
も
特
別
に
変

え
る
こ
と
も
な
く
、
今
は
入
館
を
半
分
に
制
限

し
て
、
空
い
た
お
部
屋
に
先
に
用
意
す
る
と
い

う
形
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　
草
津
も
観
光
地
で
あ
る
前
に
湯
治
場
で
も
あ

り
、
湯
治
場
の
温
泉
宿
の
役
割
は
、
こ
う
い
っ

た
こ
と
が
あ
っ
て
も
大
き
く
は
変
わ
っ
て
い
か

な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
1
泊
2
食
を
提
供

し
、
な
る
べ
く
長
い
間
安
心
安
全
に
滞
在
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
各
お
宿
が
考
え
て
決
め
る
こ

と
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
う
の
は
大
事
で
す
が
、

食
事
の
提
供
の
仕
方
な
ど
は
う
ち
の
よ
う
な
小

規
模
、
大
規
模
旅
館
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
が
あ
る

の
で
、
各
お
宿
が
ポ
リ
シ
ー
と
責
任
を
持
っ
て

対
策
を
講
じ
て
い
れ
ば
、
最
終
的
に
選
ぶ
の
は

行政機関への働きかけと来ていただいていたお客様への感謝。（有
馬）
消毒、手洗い、マスク励行を各ホテルが徹底。北海道のホテル有志で
コロナ対策をしていることを記者会見で表明（阿寒）
感染拡大防止対策の徹底、南小国町へ町内向け（コロナ後に町外向
け）プレミアム商品券の発行を陳情（黒川）

旅館協同組合として、雇用調整助成金や小学校休業等対応助成金
の説明会を開催。また、大手施設で休館予定日情報を共有して、お客
様の振替などに対応（草津）
社員教育等や施設の整備等をしたりして、復旧後についての準備（有
馬）
市内宿泊施設に泊まると宿泊代金が1人あたり5,000円割引（離島
の宿泊施設の場合は6,000円引き）になる鳥羽市民限定宿泊キャン
ペーンを4/1から販売。ほぼ１週間で完売。（鳥羽）
地元消費の促進を図るためテイクアウトや出前などを行う飲食店の
情報を集約したチラシを作成し、全戸配布。高齢者など情報機器を
扱えない人達向けに紙での情報提供を実施。 雇用調整助成金支給
額に上乗せが可能となる教育訓練用の研修として、辻馬車に乗車し
てまちの歴史を聞くプログラム（通常1800円→1000円）、由布院観
光の歴史等を聞きながらのまち歩き研修プログラム（無料予定）を観
光局にて提供。（始めたばかりでまだ利用者なし）（由布院）

感染拡大防止対策、業務効率化、休業による雇用調整助成金の活用
等（阿寒）
ゴールデンウィーク期間中に由布院へ訪れてほしくないという間接
的な発信として、由布市TICを5月2日～5月6日を臨時休館、例年Ｇ
Ｗ期間中に設置する無料臨時駐車場、町内での臨時観光案内窓口
を設置しない旨発表。（由布院）
旅館内のメンテナンスや官庁等へ要望書を提出（有馬）

GW以降に一部の旅館が営業再開しているが、予約制で日帰り入浴
を再開している。営業再開後の需要喚起と外出制限である時期の為、
VRを使って温泉体験ができる取り組みも実施（有馬）
旅館組合加盟宿に対して、現況における宿泊客受入れに関する指針
を通知。（由布院）

カムイルミナを中止とし、代替施策として誘致イベント「カムイへの祈
り」を開催すべく準備開始。医療関係者への感謝の気持ちをイベント
で表現するとともに、収益の一部を「医療関係機関に寄付（阿寒）
大分県旅館ホテル生活衛生同業組合とともに「おんせん県おおいた
宿泊施設感染症対策チェックリスト」を作成（由布院）

カムイへの祈り（カムイオリパク）を8月1日から11月8日まで開催（夏
希灯とタイマツ行進を融合、コロナウイルス収束と皆さんの健康をア
イヌの神事を通して願う。）（阿寒）
7月中旬より消費喚起策として、市民向けにプレミアム商品券（30％
上乗せ）の発行、観光客向けに宿泊者1名に2000円（市内のみ利用
可能商品券）を贈呈という国の交付金を活用事業を実施。  観光局の
プロモーション事業として、宿泊客にポストカードをプレゼントし、旅
の想い出をなかなか会えなくなっている友人等に送ってみませんか？
という企画（枚数15000枚）を実施予定。自らプロモーションしづら
いので、いま来ているお客さんから外へ向けて発信してもらう（由布
院）

医療従事者の旅館宿泊者に対してクーポン券を発行、『zoom芸妓』
お座敷サービスをzoomにより実施（有馬）。
ワーケーションの受け入れ環境整備、カムイへの祈りイベントの企画
などに取り組み中（阿寒）

写真３：由布院温泉観光協会主催「フラワースマイルプロジェクト」

６月下旬

６月上旬

5月下旬

5月上旬

4月下旬

3月下旬

4月中旬

ま
す
。

武
田
　
黒
川
温
泉
は
組
合
費
を
3
割
減
免
に
し

ま
し
た
。
た
だ
し
、
別
に
集
め
て
い
る
広
告
費

は
上
げ
ま
し
た
。

田
村
　
群
馬
県
で
も
草
津
町
で
も
青
年
部
の
会

費
に
つ
い
て
は
特
に
減
額
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
、
徴
収
時
期
を
少
し
ず
ら
し
て
お
り
、
ま

だ
徴
収
し
て
い
ま
せ
ん
。
群
馬
県
に
つ
い
て
も

0
か
1
0
0
か
と
い
う
会
議
を
し
ま
し
た
が
、

会
員
数
も
少
な
い
中
、
各
々
の
地
域
で
既
に
計

上
し
て
い
る
状
況
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
ま

ま
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

湯
本
（
草
津
温
泉
観
光
協
会
理
事
）
草
津
温

泉
旅
館
協
同
組
合
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ

特
に
減
免
と
い
う
話
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
群
馬
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合

に
つ
い
て
は
、
今
年
は
徴
収
し
な
い
こ
と
に
し

た
そ
う
で
す
。
県
の
組
合
は
販
売
事
業
が
あ
り
、

割
と
好
調
に
回
っ
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
、
そ

こ
で
な
ん
と
か
カ
バ
ー
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

草
津
の
場
合
は
事
務
局
で
人
を
抱
え
て
い
る
の

で
、
今
の
と
こ
ろ
会
費
に
関
し
て
は
旅
館
組
合

も
観
光
協
会
も
通
常
通
り
の
予
定
で
す
。

福
永
　
ち
な
み
に
阿
寒
の
場
合
は
、
入
湯
税
の

か
さ
上
げ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
今

回
の
緊
急
対
策
に
あ
て
る
と
い
っ
た
動
き
は
あ

り
ま
す
か
。（
注
１
）

山
下
　
入
湯
税
そ
の
も
の
が
前
年
比
75
%
減
く

ら
い
に
な
る
と
み
て
い
ま
す
。
通
常
は
嵩
上
げ

分
と
し
て
4
5
0
0
万
円
く
ら
い
徴
収
で
き
る

予
定
の
税
収
が
1
0
0
0
万
円
を
切
る
の
で
は

と
い
う
状
況
で
す
の
で
、
取
り
組
み
の
優
先
順

位
を
ど
う
つ
け
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。
ま
た
、

ば
、
は
じ
か
れ
る
項
目
が
多

い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
こ
の
あ

た
り
は
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て

い
ま
す
。
今
に
な
っ
て
よ
う

や
く
緩
和
さ
れ
て
、
色
々
な

も
の
が
見
え
て
き
て
い
ま
す
。

山
田
　
熊
本
地
震
の
時
ま
で
、

雇
用
調
整
助
成
金
は
旅
館
で

使
う
の
に
制
限
が
か
か
っ
て

い
ま
し
た
。
今
回
、
旅
館
業

と
し
て
何
か
差
別
さ
れ
た
と

か
、
阻
害
さ
れ
た
と
い
っ
た

釧
路
市
と
の
関
係
で
組
織
の
運
営
費
に
使
っ
て

は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
減
免
の
部

分
を
埋
め
る
形
に
は
な
ら
な
い
で
す
。

福
永
　
鳥
羽
市
で
は
入
湯
税
の
30
％
を
鳥
羽
市

温
泉
振
興
会
に
、
70
％
を
鳥
羽
市
観
光
振
興
基

金
と
し
て
積
み
立
て
る
形
に
し
て
い
ま
す
が
、

入
湯
税
の
使
途
な
ど
は
何
か
議
論
さ
れ
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。（
注
２
）

吉
川
　
今
後
、
鳥
羽
市
観
光
振
興
基
金
の
使
い

方
を
、
鳥
羽
市
温
泉
振
興
会
と
市
で
協
議
し
て

い
こ
う
と
い
う
く
ら
い
で
す
ね
。
親
会
で
ど
こ

ま
で
進
ん
で
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
青
年

部
で
は
そ
う
い
う
話
を
ぶ
つ
け
て
い
こ
う
か
と

い
う
と
こ
ろ
で
す
。

福
永 

鳥
羽
市
の
方
に
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、

自
主
財
源
が
あ
る
こ
と
で
、
国
の
助
成
金
な
ど

が
お
り
る
前
の
早
い
段
階
で
施
策
が
打
て
た
と

い
う
話
も
あ
り
、
組
織
と
連
動
す
る
財
源
の
有

無
に
つ
い
て
も
重
要
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
今
日
の
お
話
の
中
で
気
づ
か
れ
た

こ
と
や
共
有
し
た
い
想
い
な
ど
あ
れ
ば
、
ご
発

言
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

吉
川 

私
が
出
向
し
て
い
る
全
旅
連
青
年
部
に

行
政
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
よ
う
な
方
が
い
て
、

そ
の
方
か
ら
国
の
話
を
色
々
と
聞
く
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
が
、
国
は
補
正
予
算
を
組
ん
だ
り

し
て
多
く
の
予
算
を
つ
け
て
は
い
る
も
の
の
、

県
の
方
で
使
い
方
が
わ
か
ら
ず
、
断
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
う
い

っ
た
と
こ
ろ
を
動
か
す
に
は
、
我
々
業
界
が
声

を
上
げ
て
、
県
に
向
け
て
ど
ん
ど
ん
お
金
を
取

り
に
行
か
な
い
と
動
か
な
い
と
い
う
地
域
性
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
は
み
ん
な
で
情
報
共

有
し
て
、
こ
の
地
域
で
は
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ

て
る
の
で
、
う
ち
の
県
で
も
や
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
形
で
要
望
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　w
ith

コ
ロ
ナ
に
加
え
て
、w

ith

行
政
と
い
う

く
ら
い
の
勢
い
で
手
を
組
ん
で
や
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
今
回
の
危
機
は
乗
り
切
れ
な
い
と
思
う

の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
と
声
を
上
げ
て
、
他
の
地

域
も
見
な
が
ら
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

福
永 

自
治
体
に
よ
る
違
い
や
差
は
、
横
の
つ

な
が
り
が
あ
っ
て
初
め
て
わ
か
る
こ
と
な
の
で
、

温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
で
も
引
き
続
き
、
情

報
交
換
を
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
議
論

は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
今
日
は
お
忙
し
い
中
、
貴

重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※各温泉地の観光協会や旅館組合の担当者による定性的な記録
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り
ま
す
。
一
応
、
次
期
部
長
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
総
会
な
ど
も
書
面
決
議
で
実

際
に
は
引
継
ぎ
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　
草
津
温
泉
で
は
多
く
の
宿
が
6
月
1
日
か
ら

営
業
を
再
開
し
て
い
て
、
同
時
に
群
馬
県
が
1

人
1
泊
あ
た
り
5
0
0
0
円
割
引
に
な
る
愛
郷

ぐ
ん
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
泊
ま
っ
て
！
応
援
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
群
馬
県

内
の
お
客
さ
ま
が
多
く
来
ら
れ
て
い
る
状
況
で

す
。
た
だ
、
宿
の
方
も
全
開
で
お
客
様
を
受
け

入
れ
ら
れ
る
体
制
で
は
な
く
、
う
ち
も
実
質
半

分
開
け
て
、
宿
泊
容
量
の
半
分
く
ら
い
を
受
け

入
れ
て
い
る
状
態
で
す
。
し
か
し
、
徐
々
に
お

客
様
が
戻
っ
て
い
る
か
な
と
い
う
気
は
し
て
い

ま
す
。

w
ith

コ
ロ
ナ
の
温
泉
地
の

状
況
と
宿
の
対
応

福
永
　
そ
れ
で
は
本
題
に
入
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
３
月
末
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
入
込
客
の
動
向
記
録（
表
1
）の
中
で
も

地
域
に
よ
っ
て
お
客
様
の
動
向
は
違
っ
た
様
子

が
見
え
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
徐
々
に

拡
大
す
る
中
で
の
お
客
様
の
動
向
や
対
応
は
ど

の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
自
粛
期
間
に
入
っ
て
か
ら
は
お
宿
自
体

を
休
館
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
間
に
ど
う
い
っ
た
こ
と
に
取
り

組
ま
れ
た
の
か
、
従
業
員
の
皆
さ
ん
や
取
引
先

へ
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
さ
れ
た
の
か
な
ど
に

つ
い
て
お
話
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

當
谷
　
有
馬
温
泉
は
神
戸
市
内
に
あ
り
、
兵
庫

県
と
大
阪
府
の
間
な
の
で
、
お
客
さ
ま
に
来
て

く
だ
さ
い
と
い
う
の
は
難
し
い
状
況
で
し
た
。

そ
こ
で
若
手
４
人
で
、
お
う
ち
に
い
な
が
ら

V
R
で
温
泉
を
楽
し
め
る
「
有
馬
温
泉
湯
め
ぐ

り
V
R
」
を
始
め
ま
し
た
。
今
は
参
画
施
設
が

8
軒
に
な
り
、
さ
ら
に
草
津
さ
ん
に
も
紹
介
し

て
、
世
界
中
に
配
信
し
ま
し
た
。
日
本
国
内
よ

り
海
外
の
方
に
多
く
見
て
い
た
だ
き
、
海
外
の

マ
ス
コ
ミ
に
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た（
写
真
１
）。

　
ま
た
、
も
と
も
と
夏
祭
り
に
使
う
予
定
だ
っ

た
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
飲
食
店
に
開
放
し
て
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
専
門
で
販
売
す
る
よ
う
に
し
た
と
こ

ろ
、
町
内
の
方
が
た
く
さ
ん
買
い
に
来
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　
有
馬
で
開
催
さ
れ
た
会
議
に
観
光
庁
長
官
が

来
て
い
て
、
私
も
参
加
し
た
の
で
す
が
、
そ
の

時
に
初
め
てG

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
話
を
さ

れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
に
旅
行
会
社
だ
け

で
な
く
、
旅
館
の
直
接
予
約
も
対
象
に
し
て
ほ

し
い
と
交
渉
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
私
の
旅
館
で
は
温
泉
地
ご
と
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
声
優
が
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「
温
泉
む
す
め
」

と
一
番
最
初
に
提
携
し
て
お
り
、
先
方
か
ら
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
な
い
か
と
い
う
提

案
が
あ
っ
た
の
で
共
同
で
行
っ
た
と
こ
ろ
、
1

日
か
か
ら
ず
に
目
標
の
1
0
0
万
円
が
集
ま
り

ま
し
た
。
休
館
中
は
、
休
業
補
償
を
1
0
0
%

払
っ
て
、
従
業
員
の
雇
用
は
全
て
確
保
し
て
い

ま
す
。
そ
の
子
達
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
手
伝
っ

て
く
れ
て
、
森
の
中
に
お
子
様
用
の
小
さ
な
プ

ー
ル
を
作
っ
て
い
ま
す
。
有
馬
で
は
毎
年
夏
に

「
有
馬
涼
風
川
座
敷
」
と
い
う
お
祭
り
を
し
て

い
ま
す
が
、
何
と
し
て
も
実
施
し
た
い
と
い
う

こ
と
で
調
整
し
て
い
ま
す
。

吉
川

　鳥
羽
温
泉
郷
と
し
て
は
4
月
か
ら
原
則

的
に
休
館
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

休
業
要
請
が
出
て
い
て
も
何
軒
か
は
開
け
ざ
る

を
得
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
か
な
り
叩
か
れ
て

い
る
と
い
う
情
報
は
聞
い
て
い
ま
し
た
。
多
分
、

ど
の
温
泉
地
で
も
同
じ
よ
う
な
状
況
が
起
き
て

い
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
当
館
も
4
軒
は
4
月
13
日
か
ら
休
業
し
ま
し

た
が
、
全
室
ス
イ
ー
ト
の
高
級
旅
館
「T

H
E
 

E
A
R
T
H

」
に
つ
い
て
は
、
お
客
様
が
た
く
さ

ん
入
ら
れ
て
い
る
状
況
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

営
業
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ご
く
一
部
、

東
京
な
ど
か
ら
の
お
客
様
で
非
常
に
マ
ナ
ー
の

悪
い
方
が
お
り
、
働
い
て
い
る
従
業
員
が
恐
怖

を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
20
日
か
ら
休

館
に
し
ま
し
た
。

　
や
は
り
企
業
と
し
て
は
営
業
し
て
い
き
た
い

気
持
ち
は
あ
り
ま
す
が
、
従
業
員
を
守
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
面
と
、
地
域
の
目
を
気

に
す
る
と
営
業
は
で
き
な
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

た
だ
し
、
よ
そ
で
営
業
を
続
け
て
い
る
お
宿
は
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
も
ず
っ
と
満
室
だ
っ

た
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
何
が
正
し
か
っ
た
の

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
コ
ロ
ナ
の
対
応
に
つ
い
て
で
す
が
、
あ
り
が

た
い
こ
と
に
雇
用
調
整
助
成
金
が
出
た
の
で
、

当
館
も
従
業
員
に
は
給
料
を
1
0
0
%
補
償
し

て
い
ま
す
。
た
だ
、
情
報
が
不
透
明
な
と
こ
ろ

が
多
く
、
教
育
訓
練
に
つ
い
て
も
、
大
西
さ
ん

の
と
こ
ろ
で
は
実
施
さ
れ
て
い
た
と
父
か
ら
聞

い
て
い
ま
す
が
、
自
治
体
に
よ
っ
て
教
育
訓
練

の
項
目
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
、
何
度
労
働
局

に
電
話
し
て
も
、
他
の
自
治
体
と
は
違
う
答
え

が
返
っ
て
く
る
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
た
だ
、
こ
れ
を
マ
イ
ナ
ス
と
し
て
考
え
る
の

で
は
な
く
、
今
い
る
従
業
員
達
に
ど
う
い
っ
た

も
の
を
提
供
で
き
る
か
に
重
き
を
置
い
て
、
教

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
う
ち
は
本
当
に
生
産
効

率
が
よ
く
な
か
っ
た
の
で
、
マ
ル
チ
化
に
挑
ん

で
ス
キ
ル
を
上
げ
て
も
ら
う
方
向
に
向
か
っ
て

い
ま
す
。

　
取
引
先
な
ど
の
業
者
に
関
し
て
で
す
が
、
ま

ず
は
自
分
の
と
こ
ろ
を
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
、
取
引
先
に
ち
ょ
っ
と
厳
し
い
案
件
を

ぶ
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
場
面
も
あ
り
ま
す

が
、
幸
い
に
も
雇
用
調
整
が
あ
る
の
で
、
「
う

ち
は
こ
う
す
る
け
ど
、
お
た
く
も
こ
の
制
度
を

活
用
し
て
休
業
し
た
ら
ど
う
で
す
か
」
と
提
案

し
ま
し
た
。
最
初
の
う
ち
は
こ
の
助
成
金
制
度

を
知
ら
な
い
企
業
が
す
ご
く
多
か
っ
た
の
で
、

そ
れ
を
伝
え
る
こ
と
で
、
お
互
い
に
そ
ん
な
に

ロ
ス
が
な
い
と
い
う
認
識
が
持
て
ま
し
た
。

設
と
そ
の
他
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
2
〜
3
ヶ
月
は
や
は
り
売
上
が
減
少
し
て
お

り
、
先
の
見
え
な
い
状
況
で
し
た
が
、
6
月
に

入
っ
て
か
ら
は
宿
泊
施
設
の
稼
働
を
取
り
戻
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
よ
う
や
く
少
し

ず
つ
で
す
が
動
き
出
し
た
こ
と
を
実
感
し
て
い

ま
す
。

當
谷
　
私
は
家
族
連
れ
に
特
化
し
た
旅
館
を
1

軒
や
っ
て
お
り
、
4
月
3
日
か
ら
7
月
2
日
ま

で
休
業
予
定
で
す
。
有
馬
温
泉
全
体
の
入
り
込

み
と
し
て
は
、
2
月
は
2
割
、
3
月
は
5
割
、

4
月
は
9
割
以
上
減
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
最

近
、
少
し
ず
つ
お
客
さ
ま
は
戻
っ
て
き
て
い
ま

し
て
、
平
日
は
ま
だ
少
な
い
で
す
が
、
土
日
は

ま
ち
を
歩
く
人
も
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
私

の
旅
館
に
関
し
て
は
7
月
以
降
営
業
を
再
開
し

ま
す
が
、
予
約
は
か
な
り
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。

奥
村
　
私
は
大
和
屋
本
館
と
大
和
屋
別
荘
と
い

う
2
館
を
経
営
し
て
お
り
、
公
的
立
場
と
し
て

は
道
後
温
泉
旅
館
協
同
組
合
の
副
理
事
長
と
い

う
立
場
で
す
。
４
月
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令

さ
れ
る
と
、
４
月
18
日
に
道
後
温
泉
本
館
と
飛

鳥
乃
湯
泉
が
松
山
市
の
方
針
で
休
館
し
ま
し
た
。

旅
館
と
し
て
は
開
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

し
た
し
、
全
面
休
館
に
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
直
前
に
、

市
内
の
病
院
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
た
め
、

道
後
温
泉
本
館
の
休
館
期
間
が
延
び
ま
し
た
が
、

よ
う
や
く
6
月
19
日
に
飛
鳥
乃
湯
泉
と
併
わ
せ

て
再
開
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
か
な
と

い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
私
の
旅
館
も
4
月
19
日
か
ら
5
月
い
っ
ぱ
い

は
休
館
し
、
6
月
は
少
し
ず
つ
再
開
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
道
後
温
泉
は
入
り
込
み
客
の

外
国
人
比
率
が
約
5
%
と
低
い
の
で
、
今
後
の

戻
り
に
は
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

冨
永
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
減
少
も
影
響
を
受
け

ま
し
た
が
、
一
番
厳
し
か
っ
た
の
は
交
通
の
面

で
す
。
東
京
や
関
西
か
ら
の
飛
行
機
の
便
数
が

減
少
し
、
由
布
院
に
来
る
特
急
電
車
や
バ
ス
も

1
日
数
便
と
い
う
状
況
で
し
た
。

　
6
月
19
日
か
ら
ゆ
ふ
い
ん
の
森
号
を
は
じ
め
、

福
岡
か
ら
の
特
急
列
車
が
動
き
出
す
の
で
、
若

干
は
期
待
し
て
い
ま
す
が
、
予
約
状
況
に
関
し

て
は
、
国
のG

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
使
お
う

と
思
わ
れ
て
い
る
お
客
様
が
多
い
と
思
う
の
で
、

現
状
は
お
盆
も
含
め
て
予
約
が
そ
れ
ほ
ど
進
ん

で
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
様
子
見
が
続
い
て
い

る
状
況
で
す
。

武
田
　
黒
川
温
泉
に
は
、
28
か
所
の
温
泉
の
中

か
ら
好
き
な
温
泉
を
3
か
所
選
ん
で
入
浴
で
き

る
入
湯
手
形
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
4

月
18
日
か
ら
5
月
い
っ
ぱ
い
、
ま
ず
湯
め
ぐ
り

の
受
け
入
れ
を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

6
月
1
日
か
ら
再
開
し
た
も
の
の
、
28
軒
の
宿

の
中
で
営
業
を
再
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
半
分

く
ら
い
で
、
今
月
・
来
月
は
開
け
た
り
閉
め
た

り
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
、
完
全
復
活
は

8
月
か
ら
と
い
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
予
約
も
少
な
く
、
6
月
も
土
日
は
少
し
入
れ

ば
い
い
か
な
と
い
う
く
ら
い
で
す
。
南
小
国
町

は
、
7
月
か
ら
熊
本
県
民
向
け
に
1
万
円
で
1

万
5
千
円
分
使
え
る
〝
超
〞「
観
光
」
商
品
券
を

販
売
す
る
と
い
う
発
表
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

近
場
か
ら
の
入
り
込
み
が
少
し
は
増
え
る
か
な

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

田
村
　
私
は
草
津
温
泉
で
小
規
模
の
旅
館
を
経

営
し
て
お
り
、
青
年
部
員
と
し
て
活
動
し
て
お

福
永
　
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
お
集
ま
り
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
3
月
頃
よ
り

国
内
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数
が

増
加
し
、
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
は
緊
急
事

態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
温
泉
地
の
皆
様
に
と
っ

て
は
非
常
に
苦
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
て
い
ら

っ
し
ゃ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
温
泉
地
の
状
況
や
取
り
組
み
、
コ
ロ

ナ
収
束
後
に
向
け
て
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
な
ど
を
共
有
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
最
初
に
自
己
紹
介
と
、
こ
の
2
〜
3
ヶ

月
の
各
温
泉
地
の
状
況
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

大
西
　
弊
社
は
釧
路
市
に
本
社
を
持
ち
、
2
室

か
ら
3
0
0
室
規
模
ま
で
大
小
13
施
設
を
運
営

し
て
い
る
旅
館
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
こ
の
2
〜
3
ヶ
月
の
状
況
で
す
が
、
北
海
道

は
独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
が
1
ヶ
月
早
く
発
表

さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
多
く

を
占
め
て
い
た
中
国
の
お
客
様
が
減
少
し
、
か

な
り
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
現

在
も
感
染
者
数
が
恒
常
的
に
発
生
し
て
い
る
と

と
も
に
、
北
海
道
は
飛
行
機
を
使
っ
て
来
て
く

だ
さ
る
方
が
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
し
ば
ら
く

苦
し
い
状
態
が
続
く
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
弊
社

の
施
設
は
大
体
、
今
月
か
ら
徐
々
に
営
業
再
開

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

吉
川
　
私
ど
も
は
三
重
県
内
に
6
軒
の
宿
泊
施

　
ま
た
、
全
国
的
に
も
ビ
ッ
フ
ェ
好
き
の
お
客

様
が
多
い
と
い
う
事
情
も
あ
り
ま
す
。
弊
社
で

も
考
え
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
お
客

様
の
ご
意
見
に
立
ち
戻
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

り
ま
し
た（
図
1
）。
そ
の
結
果
、
感
染
対
策
を

し
た
う
え
で
ビ
ッ
フ
ェ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

と
い
う
こ
と
が
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
新
ビ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル

と
銘
打
ち
、
ト
ン
グ
を
使
用
し
な
い
な
ど
新
し

い
ビ
ッ
フ
ェ
を
考
え
ま
し
た
。
現
場
は
大
変
で

す
が
、
大
皿
と
違
う
表
現
力
が
必
要
に
な
る
た

め
、
調
理
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
て
い

る
と
い
う
声
も
聞
い
て
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
、
吉
川
さ
ん
が
お
話
し
さ
れ
た
よ
う

に
弊
社
も
研
修
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
が
、
き

ち
ん
と
始
め
た
の
は
6
月
く
ら
い
で
し
た
。
ス

タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
っ
て
し
ま

っ
て
い
た
の
で
、
研
修
に
し
て
会
社
に
来
て
仕

事
に
触
れ
る
と
い
う
だ
け
で
、
ず
い
ぶ
ん
顔
つ

き
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
も
感
じ
、
よ
か
っ
た

な
と
思
い
ま
す
。
あ
と
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
面

談
な
ど
も
し
ま
し
た
が
、
こ
う
い
う
機
会
だ
か

ら
こ
そ
で
き
た
新
し
い
取
り
組
み
を
色
々
と
学

ぶ
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

田
村
　
緊
急
事
態
宣
言
が
出
て
、
休
業
す
る
か

し
な
い
の
か
は
皆
さ
ん
苦
渋
の
選
択
を
迫
ら
れ

て
い
ま
し
た
し
、
行
政
の
指
示
を
仰
い
で
足
並

み
を
揃
え
る
の
は
本
当
に
難
し
い
こ
と
だ
と
い

う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
群
馬
県
か
ら
の
休

業
要
請
を
い
た
だ
い
て
、
休
業
に
踏
み
切
れ
た

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
ギ
リ
ギ

リ
ま
で
5
月
の
連
休
の
お
客
様
を
ど
う
し
よ
う

と
い
う
の
が
、
皆
さ
ん
の
悩
み
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
含
め
て
、
各
お
宿
が

各
々
の
考
え
で
す
る
こ
と
が
正
し
い
も
正
し
く

な
い
も
な
く
、
常
連
さ
ん
に
予
約
を
い
た
だ
い

て
い
る
か
ら
開
け
る
と
い
う
の
も
正
解
だ
と
思

い
ま
す
し
、
常
連
さ
ん
に
も
し
も
の
こ
と
が
あ

っ
た
ら
困
る
か
ら
休
業
す
る
の
も
ま
た
正
解
だ

と
思
う
の
で
、
各
々
が
一
つ
一
つ
の
こ
と
を
そ

れ
ぞ
れ
考
え
ら
れ
た
の
が
収
穫
か
な
と
思
い
ま

す
。

　w
ith

コ
ロ
ナ
と
い
う
こ
と
で
は
、
早
い
段
階

か
ら
動
か
れ
て
い
た
有
馬
の
V
R
も
、
日
頃
か

ら
交
流
が
あ
っ
た
の
で
気
に
は
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
有
馬
さ
ん
か
ら
お
誘
い
い
た
だ
い
た
の

で
、
草
津
か
ら
有
志
で
5
軒
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
後
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
宣
伝
に
も
な
る
の
か
な
と
思
い
、

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
非
常
に
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　
群
馬
県
も
地
元
に
近
い
お
客
様
か
ら
と
い
う

こ
と
で
、
4
0
0
0
円
を
県
、
1
0
0
0
円
を

宿
が
負
担
す
る
5
0
0
0
円
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ

ク
の
県
民
割
引
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
群
馬
県

は
あ
ま
り
災
害
も
な
い
の
で
、
ふ
っ
こ
う
割
を

使
っ
た
経
験
も
そ
れ
ほ
ど
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

ほ
ぼ
初
め
て
、
大
盤
振
る
舞
い
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

　G
o T

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
送
客

手
数
料
が
利
益
を
圧
迫
し
て
い
る
と
い
っ
た
提

言
を
全
旅
連
青
年
部
が
国
に
し
て
い
る
と
い
う

話
も
知
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
こ
う
い
っ
た
こ

と
が
群
馬
県
に
も
伝
わ
っ
て
い
れ
ば
、
直
販
の

み
を
対
象
と
す
る
と
い
う
形
の
方
が
お
宿
と
し

て
は
助
か
っ
た
の
か
な
と
い
う
気
も
し
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
こ
と
も
今
後
の
課
題
に
な
っ
て

い
く
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
雇
用
調
整
助
成
金
に
関
し
て
は
、
う
ち
は
小

規
模
旅
館
な
の
で
従
業
員
は
他
に
本
業
が
あ
り
、

忙
し
い
時
に
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
来
る
方

が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
お
見
舞
金
と
い
っ
た
形

で
出
し
ま
し
た
。

奥
村
　
道
後
温
泉
に
つ
い
て
は
5
月
オ
ー
プ
ン

予
定
だ
っ
た
旅
館
の
開
業
が
7
月
に
延
期
さ
れ

た
り
、
一
部
、
夕
食
を
ビ
ッ
フ
ェ
に
切
り
替
え

た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
大
き
な
打

撃
を
受
ま
し
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
と
同
時
に

道
後
温
泉
本
館
と
飛
鳥
乃
湯
泉
が
休
館
し
た
後

は
、
宿
泊
施
設
も
休
業
す
る
と
こ
ろ
は
休
業
す

る
と
い
う
形
で
、
あ
ま
り
ば
ら
つ
き
が
目
立
つ

感
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
よ
う
や
く
明

日
、
県
を
ま
た
い
だ
移
動
自
粛
が
解
除
さ
れ
、

道
後
温
泉
本
館
も
再
開
し
ま
す
が
、
愛
媛
県
は

１
人
１
泊
あ
た
り
6
0
0
0
円
以
上
の
県
内
宿

泊
旅
行
を
予
約
し
た
場
合
に
、
5
0
0
0
円
を

割
引
す
る
「
県
内
宿
泊
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
ま
す
が
、
も
う
か
な
り
予
約
が
入
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
宿
泊
客
でP

ayP
ay

を
使
っ
て
支
払

い
を
す
る
人
に
は
１
人
1
0
0
0
円
を
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
す
る
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
7

月
1
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。
1
0
0
0
円
の
う

ち
30
%（
3
3
3
円
）は
宿
の
負
担
で
、
子
ど
も

が
泊
ま
っ
た
場
合
は
さ
ら
に
1
0
0
0
円
キ
ャ

ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
部
分
の
宿

の
負
担
は
な
し
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
と
し
て
は
松
山
市
産
業
経
済
部
や
商
店
街

の
理
事
長
と
話
を
し
た
り
、
市
内
の
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、

税
金
を
投
入
す
る
に
あ
た
っ
て
、
市
民
や
県
民

の
皆
さ
ん
の
納
得
感
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
気
を

つ
け
な
が
ら
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
自
分
の
宿
に
つ
い
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
て
丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
と
、

も
と
も
と
変
え
る
予
定
に
し
て
い
た
予
約
シ
ス

テ
ム
の
導
入
と
訓
練
に
費
や
す
こ
と
が
で
き
た

の
で
、
不
幸
中
の
幸
い
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。

　
雇
用
調
整
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
私
ど
も
は

か
な
り
前
か
ら
、
パ
ー
ト
で
も
長
く
働
い
て
下

さ
っ
て
い
る
方
に
は
雇
用
保
険
を
か
け
て
い
た

の
で
正
社
員
で
1
0
0
%
、
パ
ー
ト
さ
ん
で
も

雇
用
保
険
に
入
っ
て
い
る
方
に
は
か
な
り
の
割

合
の
額
を
お
支
払
い
し
ま
し
た
。
制
度
が
非
常

に
複
雑
と
い
う
こ
と
で
、
従
来
給
与
計
算
な
ど

で
お
願
い
し
て
い
る
社
労
士
で
は
な
く
、
国
や

官
庁
の
情
報
が
入
手
で
き
る
よ
う
な
方
に
も
お

手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
実
際
に
は
、
い
わ
ゆ
る
恒
常
労
働

で
は
な
く
、
か
つ
事
前
計
画
に
も
な
い
雇
用
調

整
助
成
金
を
出
す
と
い
う
こ
と
に
労
働
局
の
事

務
が
追
い
付
け
な
い
、
対
応
で
き
な
い
と
い
う

状
況
が
見
て
と
れ
ま
し
た
。
今
後
、
サ
ー
ビ
ス

業
の
い
わ
ゆ
る
シ
フ
ト
制
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
助
成
の
仕
方
を
す
る
の
か
、
そ
も
そ
も
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
出
勤
管
理
を
デ
ジ

タ
ル
化
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
を
簡
単

に
拾
え
る
仕
組
み
が
で
き
る
と
い
い
の
か
と
思

い
ま
す
。

福
永
　
奥
村
さ
ん
の
お
宿
で
は
年
末
か
ら
、
顔

認
証
に
よ
る
入
退
室
管
理
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実

験
を
さ
れ
て
い
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
お

話
を
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す
か
。

奥
村
　
私
が
実
家
の
旅
館
に
戻
っ
て
7
〜
8
年

　
私
は
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合

連
合
会
青
年
部
（
以
下
、
全
旅
連
青
年
部
）
に

出
向
し
て
い
て
月
1
回
、
常
任
理
事
会
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
集
ま
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

ウ
ェ
ブ
を
使
っ
た
会
議
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ス
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
い

う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
き
っ
か
け
の
一

つ
に
も
な
っ
た
の
で
、
今
と
な
っ
て
は
プ
ラ
ス

に
な
っ
た
部
分
も
あ
っ
た
の
か
な
と
捉
え
て
い

ま
す
。

山
田
　
雇
用
調
整
助
成
金
は
当
初
、
あ
る
け
ど

使
い
に
く
い
等
、
色
々
な
声
を
聞
き
ま
し
た
が
、

現
場
で
活
用
し
よ
う
と
す
る
際
は
大
変
で
し
た

か
。

吉
川
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
1
週
間
く
ら
い
で
変
わ

り
、
助
成
の
対
象
も
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
大

変
で
し
た
。
社
労
士
さ
ん
や
労
働
局
の
方
に
も

お
話
は
聞
い
た
の
で
す
が
、
厚
労
省
が
決
め
た

情
報
が
末
端
ま
で
届
い
て
お
ら
ず
、
何
が
本
当

の
情
報
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
本
音
で
し

た
。
教
育
訓
練
に
関
し
て
も
自
治
体
に
よ
っ
て

は
何
を
や
っ
て
も
通
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
れ

よ
う
な
こ
と
は
感
じ
ま
し
た
か
。

吉
川
　
差
別
と
い
う
の
は
感
じ
な
か
っ
た
で
す

が
、
一
番
最
初
に
雇
用
調
整
助
成
金
が
出
た
時

の
提
出
資
料
の
作
成
が
大
変
で
し
た
。
休
み
が

決
ま
っ
て
い
る
工
場
の
よ
う
な
と
こ
ろ
は
い
い

で
す
が
、
24
時
間
3
6
5
日
営
業
の
会
社
の
場

合
、
一
人
一
人
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
か
ら
勤
務
時

間
を
拾
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
の
で
。
苦

労
し
た
の
は
、
そ
れ
く
ら
い
で
し
た
か
ね
。

大
西
　
資
料
を
ご
覧
い
た
だ
き
な
が
ら
お
話
し

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
阿
寒
湖
温
泉
の
状
況
で
す
が
、
2
月
に
北
海

道
が
先
駆
け
て
実
施
し
た
休
業
要
請
の
時
に
は

休
業
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た

が
、
全
国
の
緊
急
事
態
宣
言
が
出
て
か
ら
は
ほ

と
ん
ど
の
宿
泊
施
設
や
商
店
が
休
業
し
、
5
月

に
は
ほ
と
ん
ど
売
上
が
な
か
っ
た
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
し
た
。

　
2
0
0
4
年
か
ら
私
た
ち
は
「
ア
イ
ヌ
文
化

で
彩
ら
れ
た
国
際
リ
ゾ
ー
ト
」
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
を
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
大
き
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
だ
っ
た
夜
の
森
を
ア
イ
ヌ
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

ト
で
楽
し
ん
で
も
ら
う
「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
も
、
今
年
は
残
念
な
が
ら
中
止

に
な
り
ま
す
。
北
海
道
は
大
通
公
園
の

「
Y
O
S
A
K
O
I
ソ
ー
ラ
ン
祭
」
や
「
さ
っ

ぽ
ろ
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
ト
」
な
ど
も
全
部
中
止

に
な
り
ま
す
。
雪
ま
つ
り
も
縮
小
開
催
が
先
日

発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
や
っ
て
い
た
だ
け
る
だ

け
で
も
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。
阿
寒
湖
温

泉
で
も
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
の
代
わ
り
と
し
て
、
コ

ロ
ナ
か
ら
の
回
復
を
祈
る
、
な
る
べ
く
三
密
を

避
け
る
よ
う
な
水
上
イ
ベ
ン
ト
「
カ
ム
イ
へ
の

祈
り
」
を
実
施
し
よ
う
と
町
で
も
動
き
始
め
た

と
こ
ろ
で
す
（
写
真
2
）。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
頼
っ
て
き
た
と
こ
ろ
も
あ

る
北
海
道
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
が
、
阿
寒
湖
温
泉

に
関
し
て
は
、
も
と
も
と
世
界
中
か
ら
不
特
定

多
数
の
お
客
様
を
集
め
る
と
い
う
よ
り
は
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
て
、
環
境
に

対
す
る
意
識
が
高
く
、
地
域
で
の
消
費
額
が
高

い
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
数
を
絞
っ
て
誘
致
し
て
い
こ

う
と
い
う
想
い
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
し

た
。
こ
の
考
え
方
は
コ
ロ
ナ
後
に
お
い
て
も
大

き
な
転
換
は
必
要
と
し
な
い
か
な
と
思
い
ま
す

の
で
、
自
然
や
文
化
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

　
皆
様
の
地
域
で
も
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
阿
寒
湖
温
泉
で
は
N
P
O
法
人
阿

寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
が
中
心
と

な
っ
て
私
た
ち
民
間
事
業
者
と
一
緒
に
国
立
公

園
内
で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
宿
の
感
染
対
策
に
つ
い
て
は
業
界

団
体
で
共
有
さ
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
お
客
様
の
導
線
に
沿
っ
て
、

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
変
更
を
し
て
お
り
ま
す
。

星
野
リ
ゾ
ー
ト
さ
ん
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ

と
も
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
う
し
た
動

画
で
案
内
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
少
し
面
白
い
取
り
組
み
と
し
て
は
、
ア
イ
ヌ

コ
タ
ン
の
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
お
願
い
し
て
、

ア
イ
ヌ
文
様
が
入
っ
た
パ
ー
テ
ィ
ー
シ
ョ
ン
を

作
っ
た
り
、
菅
官
房
長
官
が
ア
イ
ヌ
文
様
の
マ

ス
ク
を
着
け
て
少
し
話
題
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
ス
タ
ッ
フ
に
ア
イ
ヌ
文
様
の
マ
ス
ク
を

着
用
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

対
策
が
か
な
り
長
期
に
渡
り
そ
う
な
の
で
、
な

る
べ
く
お
客
様
に
緊
張
感
を
与
え
な
い
よ
う
な

感
染
対
策
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
が
苦
し
ん
で
い
る
の
は
ビ
ッ
フ
ェ
の

問
題
で
す
。
最
初
に
名
指
し
で
「
ビ
ッ
フ
ェ
は

避
け
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
で
、
業

界
全
体
の
問
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
北
海
道
は

特
に
大
型
施
設
が
多
い
の
で
、
食
事
提
供
の
変

更
が
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

け
れ
ば
末
端
の
組
合
員
、
協
会
員
に
も
影
響
が

及
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
最
低
限
の
事
務
所
の
家
賃
と
人
件
費
し
か
払

え
ま
せ
ん
の
で
、
組
合
費
や
協
会
費
で
運
営
し

て
い
る
来
期
の
牛
喰
い
絶
叫
大
会
、
ゆ
ふ
い
ん

音
楽
祭
や
湯
布
院
映
画
祭
は
実
施
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
を
明
確
に
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
由
布
院
温
泉
旅
館
組
合
と
由
布
院
温

泉
観
光
協
会
は
そ
れ
ぞ
れ
事
務
所
を
持
っ
て
運

営
し
て
い
ま
し
た
が
、
5
月
か
ら
由
布
院
駅
前

に
合
同
事
務
所
を
設
置
し
、
ひ
と
つ
屋
根
の
下

で
事
務
局
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
草
津
や
道
後
で
も
導
入
さ
れ
て
い
た

応
援
割
で
す
が
、
大
分
県
も
「
大
分
県
民
向
け

旅
館
ホ
テ
ル
応
援
割
」
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

6
0
0
0
万
円
の
予
算
で
1
万
2
千
泊
分
出
ま

し
た
が
、
6
月
1
日
に
発
売
を
開
始
し
て
1
時

間
で
全
て
売
り
切
れ
ま
し
た
。
た
だ
問
題
は
、

特
定
の
O
T
A
経
由
の
予
約
の
み
が
対
象
で
、

そ
こ
に
加
盟
協
力
し
て
い
な
い
小
規
模
旅
館
は

利
用
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

組
合
に
加
盟
し
て
い
な
い
と
利
用
で
き
な
い
等
、

色
々
と
制
約
が
あ
り
、
一
瞬
で
売
り
切
れ
ま
し

た
が
、
効
果
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
り
ま
す
。

大
分
県
は
予
算
も
倍
増
し
て
第
2
弾
を
や
る
と

い
う
の
で
、
そ
の
際
に
は
十
分
こ
の
問
題
を
考

慮
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
的
な
こ
と
で
は
、
由
布
院
町
内
の
特
産

品
を
集
め
た
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
や
、
未
来

の
宿
泊
券
な
ど
を
検
討
中
で
す
。
膝
を
つ
き
合

わ
せ
て
飲
ん
で
な
ん
ぼ
の
町
で
す
か
ら
、
何
よ

り
も
辛
か
っ
た
の
は
、
仲
間
と
会
え
な
い
、
飲

め
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
が
一
番
、

勢
い
を
止
め
る
要
因
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

武
田
　
組
合
と
し
て
は
、
町
か
ら
話
し
合
い
の

場
に
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
町
か

ら
は
4
月
下
旬
か
ら
6
月
15
日
ま
で
の
間
に
30

日
間
休
ん
だ
ら
、
1
事
業
所
に
つ
き
1
0
0
万

円
を
補
助
す
る
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

黒
川
温
泉
も
休
業
す
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
き
て
、

4
月
は
半
分
以
上
が
休
業
し
、
5
月
は
ほ
ぼ
全

て
休
業
し
て
い
た
感
じ
で
す
。
先
ほ
ど
言
っ
た

よ
う
に
熊
本
県
民
に
1
万
円
で
1
万
5
0
0
0

円
の
券
を
発
売
し
ま
す
し
、
6
月
1
日
に
は
ま

ず
町
民
の
方
た
ち
に
お
金
を
使
っ
て
も
ら
お
う

と
、
1
万
円
で
1
万
5
0
0
0
円
分
に
な
る

〝
超
〞
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
し
た
の
で
、

そ
れ
が
こ
れ
か
ら
動
く
か
な
と
い
う
と
こ
ろ
で

す
。

　
ま
た
、
お
客
さ
ん
が
減
っ
た
の
で
、
組
合
で

は
手
が
空
い
て
い
る
人
た
ち
で
看
板
の
ペ
ン
キ

を
塗
っ
た
り
、
植
樹
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ご
自
宅
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
黒

川
温
泉
の
入
浴
剤
を
ま
ず
熊
本
県
の
看
護
師
会

に
送
り
、
福
岡
か
ら
の
お
客
さ
ん
も
多
い
の
で

福
岡
県
の
看
護
師
会
に
も
送
り
、
黒
川
温
泉
に

バ
ス
を
走
ら
せ
て
下
さ
る
福
岡
の
バ
ス
の
運
転

手
さ
ん
に
も
送
り
ま
し
た
。

　
あ
と
は
週
に
1
回
集
ま
っ
て
会
議
を
し
て
、

雇
用
調
整
助
成
金
の
勉
強
を
し
た
り
、
E
C
サ

イ
ト
を
立
ち
上
げ
て
入
浴
剤
や
各
宿
の
タ
オ
ル

な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
、
コ
ロ
ナ

対
策
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
を
し
た
り
、
各
宿
で

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
ど
う
い
っ
た
対
応
を

し
て
い
る
か
と
い
う
共
有
を
し
て
い
ま
す
。

　
6
月
か
ら
湯
め
ぐ
り
の
受
け
入
れ
を
再
開
し

た
の
で
す
が
、
も
し
感
染
者
が
出
た
時
に
連
絡

手
段
が
な
い
と
困
り
ま
す
の
で
、
そ
の
都
度
名

前
と
電
話
番
号
、
出
身
県
を
書
い
て
い
た
だ
き
、

1
ヶ
月
程
度
情
報
を
保
管
す
る
と
い
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　
あ
と
、
ス
マ
ホ
ひ
と
つ
で
3
6
0
度
で
温
泉

気
分
を
味
わ
え
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
か
ら
だ
は

お
う
ち
　
こ
こ
ろ
は
温
泉
　
名
湯
「
ス
マ
ホ

湯
」」を
町
が
作
っ
て
く
れ
て
、
メ
デ
ィ
ア
に
取

り
上
げ
ら
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。

p
o
st

コ
ロ
ナ
を

見
据
え
た
お
宿
の
あ
り
方

福
永
　
コ
ロ
ナ
を
経
験
し
た
消
費
者
の
旅
行
に

対
す
る
意
識
も
少
し
ず
つ
変
化
が
生
じ
て
い
ま

す
。
世
の
中
の
流
れ
を
見
な
が
ら
お
宿
と
し
て

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
一
方
で
コ
ロ
ナ
を
経
験
し

た
か
ら
こ
そ
、
人
と
会
う
こ
と
や
旅
行
に
行
く

こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
て
い
る
消
費

者
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
お
宿
と
し
て
、
変
え

る
べ
き
こ
と
と
変
え
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
あ
た
り
は
ど
の
よ

う
に
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

　
ま
た
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
を
た
だ
乗
り
切
る
だ

け
の
も
の
と
し
て
捉
え
る
の
か
、
も
し
く
は
自

分
た
ち
や
旅
行
者
の
意
識
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス

と
し
て
捉
え
る
か
で
、
対
応
も
変
わ
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
、
皆

さ
ん
が
お
感
じ
に
な
ら
れ
た
こ
と
を
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

武
田
　
う
ち
は
6
月
13
日
に
営
業
を
再
開
し
て
、

数
組
し
か
お
客
様
と
関
わ
る
機
会
が
な
か
っ
た

の
で
、
ト
ラ
イ
&
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
し
な
が
ら

色
々
と
試
し
て
い
く
し
か
な
い
の
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
何
を
ど
う
し
た
い
と
い
う
の

が
な
く
、
細
か
い
こ
と
か
ら
言
え
ば
料
理
の
出

し
方
を
ど
う
し
よ
う
か
と
い
う
く
ら
い
で
す
が
、

食
事
は
個
室
対
応
な
の
で
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
変

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
、
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
常

連
さ
ん
が
多
い
の
で
、
気
負
わ
ず
に
「
ど
う
で

す
か
」
と
聞
き
な
が
ら
、
調
整
し
て
い
け
た
ら

い
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

奥
村
　
私
ど
も
の
宿
も
国
の
方
向
性
が
出
る
た

び
に
休
業
期
間
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
が
、
5
月

1
日
ま
で
休
館
と
書
い
て
貼
り
出
し
て
い
た
ら
、

地
元
の
方
の
中
に
は
自
粛
警
察
の
よ
う
な
方
も

い
て
、
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
開
け
る
ん

で
す
か
。
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
ら
、
ど
う

責
任
を
取
る
ん
で
す
か
。
」
と
い
っ
た
メ
ー
ル

が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ス
ペ
イ
ン
も
入
国
を
緩
和
し
た
と
こ
ろ
、
ド

イ
ツ
人
が
来
て
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
が
、
宿
の
営
業
を
再
開
し
て
ビ
ッ
フ
ェ
を

再
開
し
て
も
外
国
人
観
光
客
は
気
に
せ
ず
利
用

す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
日

本
人
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
例
え
ば
妻
の
友
人

の
中
に
は
、
狂
牛
病
が
発
生
し
た
時
か
ら
牛
肉

を
食
べ
な
く
な
っ
た
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、

清
潔
感
や
ル
ー
ル
を
重
視
す
る
方
も
多
く
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
で
は
、
ビ
ッ
フ
ェ
な
ど
を
全

部
や
め
て
、
ワ
ク
チ
ン
が
で
き
た
後
に
も
う
一

度
戻
す
の
か
と
。
効
率
が
ど
う
と
い
う
だ
け
で

は
な
く
、
ビ
ッ
フ
ェ
が
好
き
だ
か
ら
宿
に
泊
ま

り
に
来
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

私
ど
も
の
施
設
で
は
、
食
事
は
食
事
処
で
と
る

形
で
し
た
が
、
6
月
に
再
開
し
て
か
ら
は
ほ
ぼ

に
な
り
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
遅
れ
て
い
た

の
で
、
シ
ス
テ
ム
会
社
さ
ん
と
連
携
し
て
、
チ

ェ
ッ
ク
イ
ン
・
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
時
の
顔
認
証

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
実
験
し
ま
し
た
。
入
口
に

カ
メ
ラ
が
あ
る
と
監
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
雰

囲
気
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
、
カ
メ

ラ
を
内
蔵
し
た
ド
ア
を
作
り
、
不
自
由
が
な
か

っ
た
か
、
く
つ
ろ
ぎ
に
来
た
の
に
雰
囲
気
が
壊

れ
な
か
っ
た
か
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
条
件
に
、
通
常
よ
り
３
割

ほ
ど
安
く
し
た
宿
泊
プ
ラ
ン
を
販
売
し
ま
し
た
。

B
luetooth

に
よ
る
無
線
の
解
錠
シ
ス
テ
ム
を

使
っ
て
い
て
、
不
具
合
も
あ
っ
た
り
し
ま
し
た

が
、
有
線
で
も
必
ず
し
も
全
て
う
ま
く
動
く
訳

で
は
な
い
よ
う
で
す
。
う
ち
は
フ
ロ
ン
ト
の
受

付
か
ら
、
部
屋
の
開
閉
ま
で
成
立
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
取
材
も
さ
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ
実

験
段
階
な
の
で
、
今
後
も
進
め
て
い
く
か
は
検

討
中
で
す
。

福
永
　
今
回
の
コ
ロ
ナ
を
受
け
て
、
道
後
温
泉

の
他
の
お
宿
さ
ん
の
関
心
は
高
ま
り
そ
う
で
す

か
。

奥
村
　
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。
キ
ー
レ
ス
に
つ

い
て
は
静
脈
、
指
紋
、
虹
彩
な
ど
色
々
な
方
法

が
あ
り
ま
す
が
、
顔
認
証
は
非
接
触
が
成
立
す

る
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
す
る
と

思
い
ま
す
。

冨
永
　
大
分
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組

合
か
ら
全
県
に
対
し
て
休
業
要
請
が
来
た
の
で

す
が
、
補
償
が
伴
わ
な
い
た
め
に
色
々
な
苦
情

も
あ
っ
た
よ
う
で
、
由
布
院
と
し
て
は
自
己
判

断
で
お
願
い
し
ま
す
と
言
い
ま
し
た
。
宿
も
商

店
も
時
間
が
で
き
た
の
で
、
由
布
院
は
観
光
地

で
は
な
く
保
養
温
泉
地
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

も
う
一
度
認
識
す
る
た
め
、
み
ん
な
で
た
く
さ

ん
花
を
植
え
ま
し
た
（
写
真
3
）。

　
ま
た
、
感
染
拡
大
の
防
止
対
策
を
徹
底
す
る

こ
と
が
何
よ
り
も
安
心
安
全
の
P
R
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
感
染
拡
大
防
止

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
た
他
、
旅
館
組
合
で

マ
ス
ク
や
消
毒
液
や
客
室
内
の
噴
霧
器
な
ど
を

一
括
購
入
し
て
各
旅
館
に
安
く
提
供
す
る
と
い

っ
た
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。

　
金
融
機
関
の
融
資
や
雇
用
調
整
助
成
金
は
わ

か
り
づ
ら
い
と
い
う
声
も
非
常
に
多
か
っ
た
の

で
、
旅
館
組
合
主
催
で
、
説
明
会
・
個
別
相
談

会
を
何
度
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
年
に
関
し
て
は
、
95
軒
の
旅
館
組

合
員
、
3
0
0
軒
の
観
光
協
会
員
か
ら
組
合
費

や
協
会
費
を
い
た
だ
く
の
は
難
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
、
そ
う
す
る
と
行
政
か
ら
の
補

助
金
は
ま
っ
た
く
い
た
だ
か
ず
に
運
営
し
て
い

る
我
々
は
事
務
運
営
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
今
後
、G

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
は

じ
め
と
し
た
事
業
を
実
施
す
る
と
な
る
と
、
そ

の
窓
口
と
な
る
地
元
の
旅
館
組
合
や
観
光
協
会

な
ど
に
負
担
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
事

務
所
の
経
営
も
難
し
い
、
人
件
費
も
削
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
中
で
の
負
担
増
に
対
し
て
、
し

っ
か
り
と
補
助
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
を

国
も
含
め
て
強
く
訴
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う

地
域
の
核
と
な
る
組
織
が
し
っ
か
り
機
能
し
な

お
客
様
か
と
思
い
ま
す
。
お
客
様
の
感
覚
も
、

ま
た
時
が
経
て
ば
戻
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て
は
、
う
ち
の
旅
館

も
多
か
っ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
、
か
と
い

っ
て
英
語
表
記
に
変
え
た
り
食
事
を
変
え
る
こ

と
は
な
く
、
う
ち
の
ス
タ
イ
ル
で
泊
ま
り
た
い

外
国
人
の
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
し
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
今
後
も
大

き
く
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
よ
り

一
層
、
安
心
安
全
に
対
す
る
意
識
は
高
く
な
っ

た
か
な
と
思
い
ま
す
。

大
西
　
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
は
大
変
な
第
2
波
、

第
3
波
が
来
な
け
れ
ば
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

に
は
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
状

の
社
会
変
化
で
は
大
き
く
人
間
の
価
値
観
が
変

わ
る
と
い
う
よ
り
、
も
と
も
と
進
む
べ
き
方
向

に
進
ん
で
い
る
も
の
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
特

に
働
き
方
で
あ
っ
た
り
、
日
常
生
活
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
は
大
き
く
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
、
オ
ン
ラ
イ
ン
面
接
を
や
っ
て
み
た
ら
、

全
国
か
ら
応
募
が
来
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

「
鶴
雅
な
ん
て
聞
い
た
こ
と
も
な
い
で
し
ょ

う
」
と
い
う
と
、「
聞
い
た
こ
と
は
な
い
が
企

業
理
念
や
地
域
貢
献
な
ど
に
つ
い
て
記
事
を
見

て
知
っ
て
参
加
し
た
」
と
い
う
こ
と
で
、
半
数

近
く
が
道
外
の
方
で
し
た
。
人
材
の
多
様
性
を

高
め
る
た
め
に
も
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
強

い
社
員
を
採
用
す
る
に
し
て
も
、
今
後
も
続
け

て
い
き
た
い
で
す
。

　
あ
と
は
世
の
中
の
流
れ
と
し
て
、
動
画
に
対

す
る
抵
抗
が
な
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
る
の
で
、

サ
ー
ビ
ス
に
使
っ
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

色
々
な
自
動
化
の
取
り
組
み
が
後
押
し
さ
れ
る

か
な
と
。
お
客
様
も
サ
ー
ビ
ス
す
る
側
も
「
お

も
て
な
し
は
人
の
手
で
や
る
べ
き
」
と
思
っ
て

い
た
こ
と
が
生
産
性
を
高
め
る
上
で
足
か
せ
に

な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
今
は
コ

ロ
ナ
だ
か
ら
仕
方
な
い
よ
ね
と
い
う
感
覚
で
変

え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
奥
村
さ

ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
顔
認
識
の
よ
う
な
も
の
も

抵
抗
感
が
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　
感
染
対
策
の
た
め
の
設
備
を
導
入
す
る
際
に
、

北
海
道
庁
や
経
済
産
業
局
か
ら
補
助
金
を
受
け

ら
れ
る
の
で
す
が
、
今
A
I
付
き
の
サ
ー
モ
グ

ラ
フ
ィ
の
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

機
に
A
I
の
機
能
を
勉
強
し
て
お
り
、
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
良
い
き
っ

か
け
に
な
っ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
み
な
さ
ん
お
互
い
に
聞
い
て
み
た
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

大
西
　
奥
村
さ
ん
の
お
宿
で
実
施
さ
れ
た
顔
認

証
は
、
客
室
に
入
っ
た
り
、
館
内
で
消
費
す
る

の
に
使
え
る
の
で
す
ね
。

奥
村
　
ま
だ
全
部
は
で
き
て
な
い
の
で
す
が
、

お
客
様
の
満
足
度
の
向
上
と
業
務
の
効
率
化
を

両
立
す
る
「
お
も
て
な
し
マ
ス
タ
ー
」
と
い
う

の
を
作
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
定
の
範
囲

の
中
で
、
解
錠
や
決
済
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
・
ア

ウ
ト
を
顔
認
証
で
で
き
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

た
だ
、
旅
館
や
旅
館
系
ホ
テ
ル
は
建
て
増
し
を

し
た
り
し
て
い
て
、
工
場
の
よ
う
に
作
ら
れ
て

い
な
い
の
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
自
動
化

が
難
し
い
で
す
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
の
作
業
を

連
動
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
、
中
規
模
・
大
型
旅

館
だ
と
働
い
て
い
る
人
数
も
多
い
の
で
、
課
金

的
な
端
末
を
持
た
せ
る
と
ず
っ
と
お
金
を
払
っ

て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
の

館
で
や
っ
て
い
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
変
え
ず

に
何
を
ど
う
自
動
化
す
る
か
が
重
要
で
、
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
は
お
も
て
な
し
で
、
ワ
ー
ク
ウ

ェ
ア
は
最
先
端
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
す
る
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
完
成
品
を
納
品
さ
れ
る
の
で
は

な
く
、
う
ち
で
実
験
し
て
い
い
で
す
よ
と
い
う

こ
と
で
、
顔
認
証
の
ほ
か
に
指
認
証
の
実
験
も

行
い
ま
し
た
し
、
ド
ア
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
て
、

顔
認
証
の
カ
メ
ラ
が
つ
い
た
袖
ド
ア
の
実
験
も

う
ち
の
旅
館
で
や
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
売
店

に
は
、
私
の
妻
が
作
っ
た
着
物
を
着
て
、
ち
ょ

ん
ま
げ
を
結
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
（N

T
T

の

S
ota

）
が
い
て
人
感
セ
ン
サ
ー
で
挨
拶
し
た
り

し
て
ま
す
。

　
私
か
ら
大
西
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い
の
で
す

が
、
ビ
ッ
フ
ェ
は
今
後
ど
う
な
る
と
思
い
ま
す

か
。
日
本
の
宿
が
ビ
ッ
フ
ェ
で
は
な
い
方
向
に

振
っ
て
し
ま
っ
て
本
当
に
い
い
の
か
な
と
。
外

国
人
旅
行
者
が
戻
っ
て
き
た
時
に
、
も
う
一
度

設
備
を
変
え
て
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
ス
タ
ッ

フ
の
数
も
変
え
る
と
い
う
の
は
ど
う
な
の
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

大
西
　
弊
社
で
も
意
見
が
分
か
れ
て
い
て
、
ワ

ク
チ
ン
等
の
登
場
で
い
つ
か
は
需
要
が
戻
っ
て

く
る
と
思
う
の
で
す
が
、
こ
れ
を
機
に
ビ
ッ
フ

ェ
あ
り
き
の
鶴
雅
か
ら
脱
却
し
た
方
が
良
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。

　
旅
館
業
界
で
も
ビ
ッ
フ
ェ
を
や
っ
て
い
き
た

い
と
い
う
方
も
多
い
で
し
ょ
う
し
、
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
も
高
い
の
で
、
ど
こ
か
で
元
通
り
に
な

る
と
は
思
い
ま
す
が
、
今
は
で
き
る
対
策
を
実

施
し
な
が
ら
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

奥
村
　
う
ち
も
毎
年
夏
に
ビ
ア
バ
イ
キ
ン
グ
を

や
っ
て
い
て
、
コ
ロ
ナ
を
機
に
や
め
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
が
、
原
理
的
に
は
ビ
ッ
フ
ェ
を

前
提
と
し
た
ビ
ア
ホ
ー
ル
み
た
い
な
も
の
も
全

部
な
し
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
し
か

し
、
な
く
し
て
し
ま
っ
て
い
い
の
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

山
下
（
阿
寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構

専
務
理
事
）
観
光
協
会
な
ど
の
会
費
の
問
題

が
あ
る
と
思
っ
て
い
て
、
我
々
も
今
年
度
は
2

割
減
免
と
決
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
ど
の
よ

う
に
さ
れ
る
ご
予
定
か
、
教
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

吉
川
　
三
重
県
で
は
ほ
と
ん
ど
の
と
こ
ろ
が
会

費
を
減
免
し
て
い
て
、
半
額
も
し
く
は
ほ
と
ん

ど
な
し
で
動
い
て
お
り
、
致
し
方
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
。
全
旅
連
で
も
今
期
は
会
費
な
し
と

い
う
形
に
な
り
ま
す
。
地
域
の
財
力
の
問
題
も

あ
る
の
で
、
そ
こ
は
地
域
で
考
え
る
こ
と
で
、

会
費
を
取
る
な
ら
取
っ
て
し
っ
か
り
行
動
し
て

い
け
ば
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

奥
村
　
道
後
温
泉
は
か
つ
て
財
産
区
で
、
そ
の

後
、
松
山
市
に
合
併
さ
れ
た
の
で
、
道
後
温
泉

旅
館
協
同
組
合
自
体
が
府
庁
の
よ
う
な
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
毎
年
定
額
の
組
合
費
も
安
く
、

入
湯
税
の
全
面
代
理
徴
収
を
行
っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
利
用
人
数
に
合
わ
せ
た
金
額
を
収
め
て
い

部
屋
食
の
対
応
と
し
、
ス
タ
ッ
フ
が
入
る
回
数

も
減
ら
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
本
来
、
日
本
の

旅
館
は
一
品
出
す
ご
と
に
従
業
員
と
会
話
を
す

る
か
ら
楽
し
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　
い
ず
れ
ワ
ク
チ
ン
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

変
に
投
資
せ
ず
に
元
に
戻
せ
る
よ
う
に
し
て
お

く
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
気
も
し
ま

す
。
リ
ス
ク
は
計
算
し
て
一
応
管
理
で
き
る
も

の
で
す
が
、
す
べ
て
対
応
す
る
よ
う
に
投
資
し

て
し
ま
う
と
逆
に
危
機
対
応
力
が
落
ち
る
の
で

は
な
い
か
、
リ
ス
ク
が
発
生
し
た
際
に
は
国
や

行
政
に
助
け
を
求
め
る
方
が
良
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
気
も
し
て
い
ま
す
。

吉
川
　
今
後
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
は
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
が
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
の
で
は
と
思

い
ま
す
。G

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
含
め
国
内

で
の
施
策
と
し
て
の
後
押
し
は
あ
り
ま
す
が
、

国
内
旅
行
者
を
日
本
全
国
で
取
り
合
い
し
て
い

た
ら
、
今
ま
で
の
よ
う
な
稼
働
が
取
れ
る
か
は

疑
問
が
出
て
く
る
の
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
復

活
す
る
ま
で
の
間
、
旅
館
ホ
テ
ル
の
経
営
の
仕

方
が
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
の
旅
館
ホ
テ
ル
の
経
営
ス
タ
イ
ル
は
、

お
客
さ
ん
を
た
く
さ
ん
入
れ
て
毎
日
満
室
に
し

て
、
3
6
5
日
営
業
を
す
る
と
い
う
形
で
し
た

が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
と
わ
か
っ
た
な
ら
、
違

う
損
益
分
岐
点
を
発
見
し
て
運
営
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
先
が
見
え
な
い
部
分
も
あ
る
の
で
、
そ

う
し
な
が
ら
国
内
・
海
外
の
シ
ェ
ア
を
と
っ
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
当
館
で
も
と
て
も
悩
ん
だ

問
題
で
、
武
田
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、

う
ち
も
こ
の
時
期
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
た

の
は
リ
ピ
ー
タ
ー
の
お
客
様
で
す
。
体
温
測
定

や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
な
ど
の
対
応
は
全
部
し
ま

し
た
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
あ
る
よ
う
な
料
理

は
下
膳
し
て
は
い
け
な
い
と
か
、
手
袋
を
は
め

て
料
理
を
出
す
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
社

内
で
も
協
議
し
た
結
果
、
お
客
様
に
お
尋
ね
し

て
、
お
客
様
に
委
ね
る
形
で
い
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
手
袋
を
つ

け
て
料
理
を
提
供
で
き
ま
す
し
、
一
度
に
料
理

を
お
出
し
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
い
か
が

な
さ
い
ま
す
か
」
と
。
あ
る
程
度
お
客
様
に
委

ね
、
ど
う
や
っ
て
う
ち
の
カ
ラ
ー
を
潰
さ
ず
に

営
業
し
て
い
け
る
か
に
重
き
を
置
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
う
ち
は
新
卒
の
リ
ク
ル
ー
ト
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
3
月
か
らZ

oom

を

使
っ
て
企
業
説
明
会
や
面
接
を
し
ま
し
た
。
す

る
と
、
日
本
全
国
か
ら
応
募
が
来
ま
し
た
。
地

元
の
会
議
室
を
借
り
た
り
、
大
手
の
合
同
説
明

会
に
参
加
し
て
い
た
昨
年
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど

東
海
か
ら
し
か
参
加
が
な
か
っ
た
の
が
、
北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
非
常
に
優
秀
な
学
生
の
登
録

が
あ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
は
地
元
だ
か
ら
と
い

う
こ
と
で
来
て
い
た
学
生
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、「
旅
館
で
働
き
た
い
」
と
い
う
学
生
が
コ

ン
タ
ク
ト
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
非
常
に

い
い
ツ
ー
ル
だ
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
情
報
が
命
で
し
た
の

で
、
こ
の
ツ
ー
ル
を
使
う
こ
と
で
、
各
旅
館
の

仲
間
た
ち
と
い
ち
早
く
情
報
共
有
で
き
、
自
分

自
身
に
と
っ
て
す
ご
く
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
こ
う
し
た
情
報
共
有
を
皆
さ
ん
と
し
て
、

会
社
や
地
域
に
還
元
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

冨
永
　
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
私
た
ち

の
温
泉
地
は
観
光
地
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

元
々
、
国
際
的
な
生
活
型
の
保
養
温
泉
地
を
目

指
し
て
い
る
の
で
、
今
一
度
、
原
点
回
帰
を
テ

ー
マ
に
挙
げ
て
い
ま
す
。
何
よ
り
も
遊
ぶ
こ
と

や
楽
し
む
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
心
と
身
体

の
保
養
を
し
に
来
て
く
だ
さ
い
と
。
そ
れ
に
見

合
っ
た
宿
の
あ
り
方
を
一
か
ら
勉
強
し
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
で
、
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
は
安
心
安
全
が
一
番
に
な
る
の
で
、
地
域

版
H
A
C
C
P
や
、
食
や
温
泉
の
安
全
を
一
か

ら
築
い
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　P
ost

コ
ロ
ナ
の
宿
の
あ
り
方
で
す
が
、
誰
か

に
言
わ
れ
た
か
ら
と
か
、
県
や
国
が
こ
う
し
た

か
ら
そ
れ
に
則
る
の
で
は
な
く
、
経
営
者
が
自

分
で
考
え
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
ま

ず
は
自
分
の
施
設
、
自
分
の
地
域
か
ら
感
染
者

を
出
さ
な
い
、
拡
散
さ
せ
な
い
と
い
う
目
的
を

明
確
に
し
て
、
そ
れ
に
向
け
て
何
が
で
き
る
の

か
、
経
営
者
が
そ
れ
ぞ
れ
一
生
懸
命
考
え
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
も
で
き
な
い
経
営
者
は
旅
館

を
経
営
す
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
も
し
も
感
染
者
が
出
た
時
は
、

一
丸
と
な
っ
て
み
ん
な
で
考
え
て
い
こ
う
と
い

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
由
布
院
温
泉
で
は
4
月
中
旬
く
ら
い
に

由
布
院
観
光
の
歴
史
を
聞
き
な
が
ら
ま
ち
歩
き

を
す
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
も
原
点
回
帰
と
い
う
想
い
か
ら
始
め

ら
れ
た
も
の
で
す
か
。

冨
永
　
そ
う
で
す
ね
。
も
し
か
し
た
ら
今
ま
で

は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
増
え
す
ぎ
て
少
し
異
常
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

が
増
え
る
と
そ
れ
を
目
的
に
外
資
、
別
の
国
の

資
本
が
ま
ち
に
入
り
込
み
、
小
さ
な
民
泊
が
た

く
さ
ん
生
ま
れ
、
ま
ち
の
風
景
が
ど
ん
ど
ん
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
風
景
だ
け
で
は
な
く
、
風

情
や
風
土
、
風
習
ま
で
変
わ
っ
て
き
て
、
「
由

布
院
の
風
」
自
体
が
変
わ
っ
て
き
た
と
い
う
こ

と
に
対
す
る
危
機
感
が
長
い
こ
と
あ
り
ま
し
た
。

　
先
日
、
I
A
T
A
（
国
際
航
空
運
送
協
会
）

が
国
際
線
需
要
が
2
0
1
9
年
の
水
準
に
回
復

す
る
の
は
2
0
2
4
年
頃
に
な
る
と
い
う
見
通

し
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
も
う
一
度
、
原
点
に

戻
る
時
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
僕

ら
の
仲
間
か
ら
倒
産
者
は
出
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
幸
か
不
幸
か
小
規
模
旅
館
が
点
在
し
て
い

る
ま
ち
な
の
で
、
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
っ

て
汗
を
流
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

田
村
　
う
ち
も
小
規
模
旅
館
で
、
1
0
0
年
以

上
、
食
事
を
部
屋
出
し
で
提
供
し
て
き
ま
し
た

の
で
、
こ
う
い
う
事
態
に
な
っ
て
も
特
別
に
変

え
る
こ
と
も
な
く
、
今
は
入
館
を
半
分
に
制
限

し
て
、
空
い
た
お
部
屋
に
先
に
用
意
す
る
と
い

う
形
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　
草
津
も
観
光
地
で
あ
る
前
に
湯
治
場
で
も
あ

り
、
湯
治
場
の
温
泉
宿
の
役
割
は
、
こ
う
い
っ

た
こ
と
が
あ
っ
て
も
大
き
く
は
変
わ
っ
て
い
か

な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
1
泊
2
食
を
提
供

し
、
な
る
べ
く
長
い
間
安
心
安
全
に
滞
在
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
各
お
宿
が
考
え
て
決
め
る
こ

と
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
う
の
は
大
事
で
す
が
、

食
事
の
提
供
の
仕
方
な
ど
は
う
ち
の
よ
う
な
小

規
模
、
大
規
模
旅
館
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
が
あ
る

の
で
、
各
お
宿
が
ポ
リ
シ
ー
と
責
任
を
持
っ
て

対
策
を
講
じ
て
い
れ
ば
、
最
終
的
に
選
ぶ
の
は

写真４：顔認証付きのドア
（大和屋本店）

ま
す
。

武
田
　
黒
川
温
泉
は
組
合
費
を
3
割
減
免
に
し

ま
し
た
。
た
だ
し
、
別
に
集
め
て
い
る
広
告
費

は
上
げ
ま
し
た
。

田
村
　
群
馬
県
で
も
草
津
町
で
も
青
年
部
の
会

費
に
つ
い
て
は
特
に
減
額
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
、
徴
収
時
期
を
少
し
ず
ら
し
て
お
り
、
ま

だ
徴
収
し
て
い
ま
せ
ん
。
群
馬
県
に
つ
い
て
も

0
か
1
0
0
か
と
い
う
会
議
を
し
ま
し
た
が
、

会
員
数
も
少
な
い
中
、
各
々
の
地
域
で
既
に
計

上
し
て
い
る
状
況
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
ま

ま
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

湯
本
（
草
津
温
泉
観
光
協
会
理
事
）
草
津
温

泉
旅
館
協
同
組
合
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ

特
に
減
免
と
い
う
話
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
群
馬
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合

に
つ
い
て
は
、
今
年
は
徴
収
し
な
い
こ
と
に
し

た
そ
う
で
す
。
県
の
組
合
は
販
売
事
業
が
あ
り
、

割
と
好
調
に
回
っ
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
、
そ

こ
で
な
ん
と
か
カ
バ
ー
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

草
津
の
場
合
は
事
務
局
で
人
を
抱
え
て
い
る
の

で
、
今
の
と
こ
ろ
会
費
に
関
し
て
は
旅
館
組
合

も
観
光
協
会
も
通
常
通
り
の
予
定
で
す
。

福
永
　
ち
な
み
に
阿
寒
の
場
合
は
、
入
湯
税
の

か
さ
上
げ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
今

回
の
緊
急
対
策
に
あ
て
る
と
い
っ
た
動
き
は
あ

り
ま
す
か
。（
注
１
）

山
下
　
入
湯
税
そ
の
も
の
が
前
年
比
75
%
減
く

ら
い
に
な
る
と
み
て
い
ま
す
。
通
常
は
嵩
上
げ

分
と
し
て
4
5
0
0
万
円
く
ら
い
徴
収
で
き
る

予
定
の
税
収
が
1
0
0
0
万
円
を
切
る
の
で
は

と
い
う
状
況
で
す
の
で
、
取
り
組
み
の
優
先
順

位
を
ど
う
つ
け
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。
ま
た
、

ば
、
は
じ
か
れ
る
項
目
が
多

い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
こ
の
あ

た
り
は
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て

い
ま
す
。
今
に
な
っ
て
よ
う

や
く
緩
和
さ
れ
て
、
色
々
な

も
の
が
見
え
て
き
て
い
ま
す
。

山
田
　
熊
本
地
震
の
時
ま
で
、

雇
用
調
整
助
成
金
は
旅
館
で

使
う
の
に
制
限
が
か
か
っ
て

い
ま
し
た
。
今
回
、
旅
館
業

と
し
て
何
か
差
別
さ
れ
た
と

か
、
阻
害
さ
れ
た
と
い
っ
た

釧
路
市
と
の
関
係
で
組
織
の
運
営
費
に
使
っ
て

は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
減
免
の
部

分
を
埋
め
る
形
に
は
な
ら
な
い
で
す
。

福
永
　
鳥
羽
市
で
は
入
湯
税
の
30
％
を
鳥
羽
市

温
泉
振
興
会
に
、
70
％
を
鳥
羽
市
観
光
振
興
基

金
と
し
て
積
み
立
て
る
形
に
し
て
い
ま
す
が
、

入
湯
税
の
使
途
な
ど
は
何
か
議
論
さ
れ
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。（
注
２
）

吉
川
　
今
後
、
鳥
羽
市
観
光
振
興
基
金
の
使
い

方
を
、
鳥
羽
市
温
泉
振
興
会
と
市
で
協
議
し
て

い
こ
う
と
い
う
く
ら
い
で
す
ね
。
親
会
で
ど
こ

ま
で
進
ん
で
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
青
年

部
で
は
そ
う
い
う
話
を
ぶ
つ
け
て
い
こ
う
か
と

い
う
と
こ
ろ
で
す
。

福
永 

鳥
羽
市
の
方
に
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、

自
主
財
源
が
あ
る
こ
と
で
、
国
の
助
成
金
な
ど

が
お
り
る
前
の
早
い
段
階
で
施
策
が
打
て
た
と

い
う
話
も
あ
り
、
組
織
と
連
動
す
る
財
源
の
有

無
に
つ
い
て
も
重
要
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
今
日
の
お
話
の
中
で
気
づ
か
れ
た

こ
と
や
共
有
し
た
い
想
い
な
ど
あ
れ
ば
、
ご
発

言
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

吉
川 

私
が
出
向
し
て
い
る
全
旅
連
青
年
部
に

行
政
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
よ
う
な
方
が
い
て
、

そ
の
方
か
ら
国
の
話
を
色
々
と
聞
く
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
が
、
国
は
補
正
予
算
を
組
ん
だ
り

し
て
多
く
の
予
算
を
つ
け
て
は
い
る
も
の
の
、

県
の
方
で
使
い
方
が
わ
か
ら
ず
、
断
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
う
い

っ
た
と
こ
ろ
を
動
か
す
に
は
、
我
々
業
界
が
声

を
上
げ
て
、
県
に
向
け
て
ど
ん
ど
ん
お
金
を
取

り
に
行
か
な
い
と
動
か
な
い
と
い
う
地
域
性
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
は
み
ん
な
で
情
報
共

有
し
て
、
こ
の
地
域
で
は
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ

て
る
の
で
、
う
ち
の
県
で
も
や
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
形
で
要
望
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　w
ith

コ
ロ
ナ
に
加
え
て
、w

ith

行
政
と
い
う

く
ら
い
の
勢
い
で
手
を
組
ん
で
や
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
今
回
の
危
機
は
乗
り
切
れ
な
い
と
思
う

の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
と
声
を
上
げ
て
、
他
の
地

域
も
見
な
が
ら
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

福
永 

自
治
体
に
よ
る
違
い
や
差
は
、
横
の
つ

な
が
り
が
あ
っ
て
初
め
て
わ
か
る
こ
と
な
の
で
、

温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
で
も
引
き
続
き
、
情

報
交
換
を
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
議
論

は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
今
日
は
お
忙
し
い
中
、
貴

重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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り
ま
す
。
一
応
、
次
期
部
長
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
総
会
な
ど
も
書
面
決
議
で
実

際
に
は
引
継
ぎ
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　
草
津
温
泉
で
は
多
く
の
宿
が
6
月
1
日
か
ら

営
業
を
再
開
し
て
い
て
、
同
時
に
群
馬
県
が
1

人
1
泊
あ
た
り
5
0
0
0
円
割
引
に
な
る
愛
郷

ぐ
ん
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
泊
ま
っ
て
！
応
援
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
群
馬
県

内
の
お
客
さ
ま
が
多
く
来
ら
れ
て
い
る
状
況
で

す
。
た
だ
、
宿
の
方
も
全
開
で
お
客
様
を
受
け

入
れ
ら
れ
る
体
制
で
は
な
く
、
う
ち
も
実
質
半

分
開
け
て
、
宿
泊
容
量
の
半
分
く
ら
い
を
受
け

入
れ
て
い
る
状
態
で
す
。
し
か
し
、
徐
々
に
お

客
様
が
戻
っ
て
い
る
か
な
と
い
う
気
は
し
て
い

ま
す
。

w
ith

コ
ロ
ナ
の
温
泉
地
の

状
況
と
宿
の
対
応

福
永
　
そ
れ
で
は
本
題
に
入
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
３
月
末
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
入
込
客
の
動
向
記
録（
表
1
）の
中
で
も

地
域
に
よ
っ
て
お
客
様
の
動
向
は
違
っ
た
様
子

が
見
え
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
徐
々
に

拡
大
す
る
中
で
の
お
客
様
の
動
向
や
対
応
は
ど

の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
自
粛
期
間
に
入
っ
て
か
ら
は
お
宿
自
体

を
休
館
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
間
に
ど
う
い
っ
た
こ
と
に
取
り

組
ま
れ
た
の
か
、
従
業
員
の
皆
さ
ん
や
取
引
先

へ
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
さ
れ
た
の
か
な
ど
に

つ
い
て
お
話
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

當
谷
　
有
馬
温
泉
は
神
戸
市
内
に
あ
り
、
兵
庫

県
と
大
阪
府
の
間
な
の
で
、
お
客
さ
ま
に
来
て

く
だ
さ
い
と
い
う
の
は
難
し
い
状
況
で
し
た
。

そ
こ
で
若
手
４
人
で
、
お
う
ち
に
い
な
が
ら

V
R
で
温
泉
を
楽
し
め
る
「
有
馬
温
泉
湯
め
ぐ

り
V
R
」
を
始
め
ま
し
た
。
今
は
参
画
施
設
が

8
軒
に
な
り
、
さ
ら
に
草
津
さ
ん
に
も
紹
介
し

て
、
世
界
中
に
配
信
し
ま
し
た
。
日
本
国
内
よ

り
海
外
の
方
に
多
く
見
て
い
た
だ
き
、
海
外
の

マ
ス
コ
ミ
に
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た（
写
真
１
）。

　
ま
た
、
も
と
も
と
夏
祭
り
に
使
う
予
定
だ
っ

た
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
飲
食
店
に
開
放
し
て
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
専
門
で
販
売
す
る
よ
う
に
し
た
と
こ

ろ
、
町
内
の
方
が
た
く
さ
ん
買
い
に
来
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　
有
馬
で
開
催
さ
れ
た
会
議
に
観
光
庁
長
官
が

来
て
い
て
、
私
も
参
加
し
た
の
で
す
が
、
そ
の

時
に
初
め
てG

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
話
を
さ

れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
に
旅
行
会
社
だ
け

で
な
く
、
旅
館
の
直
接
予
約
も
対
象
に
し
て
ほ

し
い
と
交
渉
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
私
の
旅
館
で
は
温
泉
地
ご
と
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
声
優
が
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「
温
泉
む
す
め
」

と
一
番
最
初
に
提
携
し
て
お
り
、
先
方
か
ら
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
な
い
か
と
い
う
提

案
が
あ
っ
た
の
で
共
同
で
行
っ
た
と
こ
ろ
、
1

日
か
か
ら
ず
に
目
標
の
1
0
0
万
円
が
集
ま
り

ま
し
た
。
休
館
中
は
、
休
業
補
償
を
1
0
0
%

払
っ
て
、
従
業
員
の
雇
用
は
全
て
確
保
し
て
い

ま
す
。
そ
の
子
達
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
手
伝
っ

て
く
れ
て
、
森
の
中
に
お
子
様
用
の
小
さ
な
プ

ー
ル
を
作
っ
て
い
ま
す
。
有
馬
で
は
毎
年
夏
に

「
有
馬
涼
風
川
座
敷
」
と
い
う
お
祭
り
を
し
て

い
ま
す
が
、
何
と
し
て
も
実
施
し
た
い
と
い
う

こ
と
で
調
整
し
て
い
ま
す
。

吉
川

　鳥
羽
温
泉
郷
と
し
て
は
4
月
か
ら
原
則

的
に
休
館
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

休
業
要
請
が
出
て
い
て
も
何
軒
か
は
開
け
ざ
る

を
得
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
か
な
り
叩
か
れ
て

い
る
と
い
う
情
報
は
聞
い
て
い
ま
し
た
。
多
分
、

ど
の
温
泉
地
で
も
同
じ
よ
う
な
状
況
が
起
き
て

い
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
当
館
も
4
軒
は
4
月
13
日
か
ら
休
業
し
ま
し

た
が
、
全
室
ス
イ
ー
ト
の
高
級
旅
館
「T

H
E
 

E
A
R
T
H

」
に
つ
い
て
は
、
お
客
様
が
た
く
さ

ん
入
ら
れ
て
い
る
状
況
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

営
業
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ご
く
一
部
、

東
京
な
ど
か
ら
の
お
客
様
で
非
常
に
マ
ナ
ー
の

悪
い
方
が
お
り
、
働
い
て
い
る
従
業
員
が
恐
怖

を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
20
日
か
ら
休

館
に
し
ま
し
た
。

　
や
は
り
企
業
と
し
て
は
営
業
し
て
い
き
た
い

気
持
ち
は
あ
り
ま
す
が
、
従
業
員
を
守
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
面
と
、
地
域
の
目
を
気

に
す
る
と
営
業
は
で
き
な
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

た
だ
し
、
よ
そ
で
営
業
を
続
け
て
い
る
お
宿
は
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
も
ず
っ
と
満
室
だ
っ

た
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
何
が
正
し
か
っ
た
の

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
コ
ロ
ナ
の
対
応
に
つ
い
て
で
す
が
、
あ
り
が

た
い
こ
と
に
雇
用
調
整
助
成
金
が
出
た
の
で
、

当
館
も
従
業
員
に
は
給
料
を
1
0
0
%
補
償
し

て
い
ま
す
。
た
だ
、
情
報
が
不
透
明
な
と
こ
ろ

が
多
く
、
教
育
訓
練
に
つ
い
て
も
、
大
西
さ
ん

の
と
こ
ろ
で
は
実
施
さ
れ
て
い
た
と
父
か
ら
聞

い
て
い
ま
す
が
、
自
治
体
に
よ
っ
て
教
育
訓
練

の
項
目
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
、
何
度
労
働
局

に
電
話
し
て
も
、
他
の
自
治
体
と
は
違
う
答
え

が
返
っ
て
く
る
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
た
だ
、
こ
れ
を
マ
イ
ナ
ス
と
し
て
考
え
る
の

で
は
な
く
、
今
い
る
従
業
員
達
に
ど
う
い
っ
た

も
の
を
提
供
で
き
る
か
に
重
き
を
置
い
て
、
教

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
う
ち
は
本
当
に
生
産
効

率
が
よ
く
な
か
っ
た
の
で
、
マ
ル
チ
化
に
挑
ん

で
ス
キ
ル
を
上
げ
て
も
ら
う
方
向
に
向
か
っ
て

い
ま
す
。

　
取
引
先
な
ど
の
業
者
に
関
し
て
で
す
が
、
ま

ず
は
自
分
の
と
こ
ろ
を
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
、
取
引
先
に
ち
ょ
っ
と
厳
し
い
案
件
を

ぶ
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
場
面
も
あ
り
ま
す

が
、
幸
い
に
も
雇
用
調
整
が
あ
る
の
で
、
「
う

ち
は
こ
う
す
る
け
ど
、
お
た
く
も
こ
の
制
度
を

活
用
し
て
休
業
し
た
ら
ど
う
で
す
か
」
と
提
案

し
ま
し
た
。
最
初
の
う
ち
は
こ
の
助
成
金
制
度

を
知
ら
な
い
企
業
が
す
ご
く
多
か
っ
た
の
で
、

そ
れ
を
伝
え
る
こ
と
で
、
お
互
い
に
そ
ん
な
に

ロ
ス
が
な
い
と
い
う
認
識
が
持
て
ま
し
た
。

設
と
そ
の
他
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
2
〜
3
ヶ
月
は
や
は
り
売
上
が
減
少
し
て
お

り
、
先
の
見
え
な
い
状
況
で
し
た
が
、
6
月
に

入
っ
て
か
ら
は
宿
泊
施
設
の
稼
働
を
取
り
戻
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
よ
う
や
く
少
し

ず
つ
で
す
が
動
き
出
し
た
こ
と
を
実
感
し
て
い

ま
す
。

當
谷
　
私
は
家
族
連
れ
に
特
化
し
た
旅
館
を
1

軒
や
っ
て
お
り
、
4
月
3
日
か
ら
7
月
2
日
ま

で
休
業
予
定
で
す
。
有
馬
温
泉
全
体
の
入
り
込

み
と
し
て
は
、
2
月
は
2
割
、
3
月
は
5
割
、

4
月
は
9
割
以
上
減
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
最

近
、
少
し
ず
つ
お
客
さ
ま
は
戻
っ
て
き
て
い
ま

し
て
、
平
日
は
ま
だ
少
な
い
で
す
が
、
土
日
は

ま
ち
を
歩
く
人
も
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
私

の
旅
館
に
関
し
て
は
7
月
以
降
営
業
を
再
開
し

ま
す
が
、
予
約
は
か
な
り
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。

奥
村
　
私
は
大
和
屋
本
館
と
大
和
屋
別
荘
と
い

う
2
館
を
経
営
し
て
お
り
、
公
的
立
場
と
し
て

は
道
後
温
泉
旅
館
協
同
組
合
の
副
理
事
長
と
い

う
立
場
で
す
。
４
月
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令

さ
れ
る
と
、
４
月
18
日
に
道
後
温
泉
本
館
と
飛

鳥
乃
湯
泉
が
松
山
市
の
方
針
で
休
館
し
ま
し
た
。

旅
館
と
し
て
は
開
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

し
た
し
、
全
面
休
館
に
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
直
前
に
、

市
内
の
病
院
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
た
め
、

道
後
温
泉
本
館
の
休
館
期
間
が
延
び
ま
し
た
が
、

よ
う
や
く
6
月
19
日
に
飛
鳥
乃
湯
泉
と
併
わ
せ

て
再
開
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
か
な
と

い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
私
の
旅
館
も
4
月
19
日
か
ら
5
月
い
っ
ぱ
い

は
休
館
し
、
6
月
は
少
し
ず
つ
再
開
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
道
後
温
泉
は
入
り
込
み
客
の

外
国
人
比
率
が
約
5
%
と
低
い
の
で
、
今
後
の

戻
り
に
は
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

冨
永
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
減
少
も
影
響
を
受
け

ま
し
た
が
、
一
番
厳
し
か
っ
た
の
は
交
通
の
面

で
す
。
東
京
や
関
西
か
ら
の
飛
行
機
の
便
数
が

減
少
し
、
由
布
院
に
来
る
特
急
電
車
や
バ
ス
も

1
日
数
便
と
い
う
状
況
で
し
た
。

　
6
月
19
日
か
ら
ゆ
ふ
い
ん
の
森
号
を
は
じ
め
、

福
岡
か
ら
の
特
急
列
車
が
動
き
出
す
の
で
、
若

干
は
期
待
し
て
い
ま
す
が
、
予
約
状
況
に
関
し

て
は
、
国
のG

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
使
お
う

と
思
わ
れ
て
い
る
お
客
様
が
多
い
と
思
う
の
で
、

現
状
は
お
盆
も
含
め
て
予
約
が
そ
れ
ほ
ど
進
ん

で
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
様
子
見
が
続
い
て
い

る
状
況
で
す
。

武
田
　
黒
川
温
泉
に
は
、
28
か
所
の
温
泉
の
中

か
ら
好
き
な
温
泉
を
3
か
所
選
ん
で
入
浴
で
き

る
入
湯
手
形
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
4

月
18
日
か
ら
5
月
い
っ
ぱ
い
、
ま
ず
湯
め
ぐ
り

の
受
け
入
れ
を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

6
月
1
日
か
ら
再
開
し
た
も
の
の
、
28
軒
の
宿

の
中
で
営
業
を
再
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
半
分

く
ら
い
で
、
今
月
・
来
月
は
開
け
た
り
閉
め
た

り
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
、
完
全
復
活
は

8
月
か
ら
と
い
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
予
約
も
少
な
く
、
6
月
も
土
日
は
少
し
入
れ

ば
い
い
か
な
と
い
う
く
ら
い
で
す
。
南
小
国
町

は
、
7
月
か
ら
熊
本
県
民
向
け
に
1
万
円
で
1

万
5
千
円
分
使
え
る
〝
超
〞「
観
光
」
商
品
券
を

販
売
す
る
と
い
う
発
表
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

近
場
か
ら
の
入
り
込
み
が
少
し
は
増
え
る
か
な

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

田
村
　
私
は
草
津
温
泉
で
小
規
模
の
旅
館
を
経

営
し
て
お
り
、
青
年
部
員
と
し
て
活
動
し
て
お

福
永
　
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
お
集
ま
り
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
3
月
頃
よ
り

国
内
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数
が

増
加
し
、
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
は
緊
急
事

態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
温
泉
地
の
皆
様
に
と
っ

て
は
非
常
に
苦
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
て
い
ら

っ
し
ゃ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
温
泉
地
の
状
況
や
取
り
組
み
、
コ
ロ

ナ
収
束
後
に
向
け
て
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
な
ど
を
共
有
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
最
初
に
自
己
紹
介
と
、
こ
の
2
〜
3
ヶ

月
の
各
温
泉
地
の
状
況
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

大
西
　
弊
社
は
釧
路
市
に
本
社
を
持
ち
、
2
室

か
ら
3
0
0
室
規
模
ま
で
大
小
13
施
設
を
運
営

し
て
い
る
旅
館
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
こ
の
2
〜
3
ヶ
月
の
状
況
で
す
が
、
北
海
道

は
独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
が
1
ヶ
月
早
く
発
表

さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
多
く

を
占
め
て
い
た
中
国
の
お
客
様
が
減
少
し
、
か

な
り
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
現

在
も
感
染
者
数
が
恒
常
的
に
発
生
し
て
い
る
と

と
も
に
、
北
海
道
は
飛
行
機
を
使
っ
て
来
て
く

だ
さ
る
方
が
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
し
ば
ら
く

苦
し
い
状
態
が
続
く
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
弊
社

の
施
設
は
大
体
、
今
月
か
ら
徐
々
に
営
業
再
開

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

吉
川
　
私
ど
も
は
三
重
県
内
に
6
軒
の
宿
泊
施

　
ま
た
、
全
国
的
に
も
ビ
ッ
フ
ェ
好
き
の
お
客

様
が
多
い
と
い
う
事
情
も
あ
り
ま
す
。
弊
社
で

も
考
え
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
お
客

様
の
ご
意
見
に
立
ち
戻
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

り
ま
し
た（
図
1
）。
そ
の
結
果
、
感
染
対
策
を

し
た
う
え
で
ビ
ッ
フ
ェ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

と
い
う
こ
と
が
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
新
ビ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル

と
銘
打
ち
、
ト
ン
グ
を
使
用
し
な
い
な
ど
新
し

い
ビ
ッ
フ
ェ
を
考
え
ま
し
た
。
現
場
は
大
変
で

す
が
、
大
皿
と
違
う
表
現
力
が
必
要
に
な
る
た

め
、
調
理
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
て
い

る
と
い
う
声
も
聞
い
て
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
、
吉
川
さ
ん
が
お
話
し
さ
れ
た
よ
う

に
弊
社
も
研
修
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
が
、
き

ち
ん
と
始
め
た
の
は
6
月
く
ら
い
で
し
た
。
ス

タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
っ
て
し
ま

っ
て
い
た
の
で
、
研
修
に
し
て
会
社
に
来
て
仕

事
に
触
れ
る
と
い
う
だ
け
で
、
ず
い
ぶ
ん
顔
つ

き
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
も
感
じ
、
よ
か
っ
た

な
と
思
い
ま
す
。
あ
と
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
面

談
な
ど
も
し
ま
し
た
が
、
こ
う
い
う
機
会
だ
か

ら
こ
そ
で
き
た
新
し
い
取
り
組
み
を
色
々
と
学

ぶ
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

田
村
　
緊
急
事
態
宣
言
が
出
て
、
休
業
す
る
か

し
な
い
の
か
は
皆
さ
ん
苦
渋
の
選
択
を
迫
ら
れ

て
い
ま
し
た
し
、
行
政
の
指
示
を
仰
い
で
足
並

み
を
揃
え
る
の
は
本
当
に
難
し
い
こ
と
だ
と
い

う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
群
馬
県
か
ら
の
休

業
要
請
を
い
た
だ
い
て
、
休
業
に
踏
み
切
れ
た

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
ギ
リ
ギ

リ
ま
で
5
月
の
連
休
の
お
客
様
を
ど
う
し
よ
う

と
い
う
の
が
、
皆
さ
ん
の
悩
み
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
含
め
て
、
各
お
宿
が

各
々
の
考
え
で
す
る
こ
と
が
正
し
い
も
正
し
く

な
い
も
な
く
、
常
連
さ
ん
に
予
約
を
い
た
だ
い

て
い
る
か
ら
開
け
る
と
い
う
の
も
正
解
だ
と
思

い
ま
す
し
、
常
連
さ
ん
に
も
し
も
の
こ
と
が
あ

っ
た
ら
困
る
か
ら
休
業
す
る
の
も
ま
た
正
解
だ

と
思
う
の
で
、
各
々
が
一
つ
一
つ
の
こ
と
を
そ

れ
ぞ
れ
考
え
ら
れ
た
の
が
収
穫
か
な
と
思
い
ま

す
。

　w
ith

コ
ロ
ナ
と
い
う
こ
と
で
は
、
早
い
段
階

か
ら
動
か
れ
て
い
た
有
馬
の
V
R
も
、
日
頃
か

ら
交
流
が
あ
っ
た
の
で
気
に
は
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
有
馬
さ
ん
か
ら
お
誘
い
い
た
だ
い
た
の

で
、
草
津
か
ら
有
志
で
5
軒
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
後
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
宣
伝
に
も
な
る
の
か
な
と
思
い
、

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
非
常
に
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　
群
馬
県
も
地
元
に
近
い
お
客
様
か
ら
と
い
う

こ
と
で
、
4
0
0
0
円
を
県
、
1
0
0
0
円
を

宿
が
負
担
す
る
5
0
0
0
円
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ

ク
の
県
民
割
引
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
群
馬
県

は
あ
ま
り
災
害
も
な
い
の
で
、
ふ
っ
こ
う
割
を

使
っ
た
経
験
も
そ
れ
ほ
ど
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

ほ
ぼ
初
め
て
、
大
盤
振
る
舞
い
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

　G
o T

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
送
客

手
数
料
が
利
益
を
圧
迫
し
て
い
る
と
い
っ
た
提

言
を
全
旅
連
青
年
部
が
国
に
し
て
い
る
と
い
う

話
も
知
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
こ
う
い
っ
た
こ

と
が
群
馬
県
に
も
伝
わ
っ
て
い
れ
ば
、
直
販
の

み
を
対
象
と
す
る
と
い
う
形
の
方
が
お
宿
と
し

て
は
助
か
っ
た
の
か
な
と
い
う
気
も
し
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
こ
と
も
今
後
の
課
題
に
な
っ
て

い
く
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
雇
用
調
整
助
成
金
に
関
し
て
は
、
う
ち
は
小

規
模
旅
館
な
の
で
従
業
員
は
他
に
本
業
が
あ
り
、

忙
し
い
時
に
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
来
る
方

が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
お
見
舞
金
と
い
っ
た
形

で
出
し
ま
し
た
。

奥
村
　
道
後
温
泉
に
つ
い
て
は
5
月
オ
ー
プ
ン

予
定
だ
っ
た
旅
館
の
開
業
が
7
月
に
延
期
さ
れ

た
り
、
一
部
、
夕
食
を
ビ
ッ
フ
ェ
に
切
り
替
え

た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
大
き
な
打

撃
を
受
ま
し
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
と
同
時
に

道
後
温
泉
本
館
と
飛
鳥
乃
湯
泉
が
休
館
し
た
後

は
、
宿
泊
施
設
も
休
業
す
る
と
こ
ろ
は
休
業
す

る
と
い
う
形
で
、
あ
ま
り
ば
ら
つ
き
が
目
立
つ

感
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
よ
う
や
く
明

日
、
県
を
ま
た
い
だ
移
動
自
粛
が
解
除
さ
れ
、

道
後
温
泉
本
館
も
再
開
し
ま
す
が
、
愛
媛
県
は

１
人
１
泊
あ
た
り
6
0
0
0
円
以
上
の
県
内
宿

泊
旅
行
を
予
約
し
た
場
合
に
、
5
0
0
0
円
を

割
引
す
る
「
県
内
宿
泊
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
ま
す
が
、
も
う
か
な
り
予
約
が
入
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
宿
泊
客
でP

ayP
ay

を
使
っ
て
支
払

い
を
す
る
人
に
は
１
人
1
0
0
0
円
を
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
す
る
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
7

月
1
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。
1
0
0
0
円
の
う

ち
30
%（
3
3
3
円
）は
宿
の
負
担
で
、
子
ど
も

が
泊
ま
っ
た
場
合
は
さ
ら
に
1
0
0
0
円
キ
ャ

ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
部
分
の
宿

の
負
担
は
な
し
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
と
し
て
は
松
山
市
産
業
経
済
部
や
商
店
街

の
理
事
長
と
話
を
し
た
り
、
市
内
の
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、

税
金
を
投
入
す
る
に
あ
た
っ
て
、
市
民
や
県
民

の
皆
さ
ん
の
納
得
感
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
気
を

つ
け
な
が
ら
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
自
分
の
宿
に
つ
い
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
て
丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
と
、

も
と
も
と
変
え
る
予
定
に
し
て
い
た
予
約
シ
ス

テ
ム
の
導
入
と
訓
練
に
費
や
す
こ
と
が
で
き
た

の
で
、
不
幸
中
の
幸
い
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。

　
雇
用
調
整
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
私
ど
も
は

か
な
り
前
か
ら
、
パ
ー
ト
で
も
長
く
働
い
て
下

さ
っ
て
い
る
方
に
は
雇
用
保
険
を
か
け
て
い
た

の
で
正
社
員
で
1
0
0
%
、
パ
ー
ト
さ
ん
で
も

雇
用
保
険
に
入
っ
て
い
る
方
に
は
か
な
り
の
割

合
の
額
を
お
支
払
い
し
ま
し
た
。
制
度
が
非
常

に
複
雑
と
い
う
こ
と
で
、
従
来
給
与
計
算
な
ど

で
お
願
い
し
て
い
る
社
労
士
で
は
な
く
、
国
や

官
庁
の
情
報
が
入
手
で
き
る
よ
う
な
方
に
も
お

手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
実
際
に
は
、
い
わ
ゆ
る
恒
常
労
働

で
は
な
く
、
か
つ
事
前
計
画
に
も
な
い
雇
用
調

整
助
成
金
を
出
す
と
い
う
こ
と
に
労
働
局
の
事

務
が
追
い
付
け
な
い
、
対
応
で
き
な
い
と
い
う

状
況
が
見
て
と
れ
ま
し
た
。
今
後
、
サ
ー
ビ
ス

業
の
い
わ
ゆ
る
シ
フ
ト
制
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
助
成
の
仕
方
を
す
る
の
か
、
そ
も
そ
も
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
出
勤
管
理
を
デ
ジ

タ
ル
化
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
を
簡
単

に
拾
え
る
仕
組
み
が
で
き
る
と
い
い
の
か
と
思

い
ま
す
。

福
永
　
奥
村
さ
ん
の
お
宿
で
は
年
末
か
ら
、
顔

認
証
に
よ
る
入
退
室
管
理
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実

験
を
さ
れ
て
い
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
お

話
を
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す
か
。

奥
村
　
私
が
実
家
の
旅
館
に
戻
っ
て
7
〜
8
年

　
私
は
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合

連
合
会
青
年
部
（
以
下
、
全
旅
連
青
年
部
）
に

出
向
し
て
い
て
月
1
回
、
常
任
理
事
会
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
集
ま
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

ウ
ェ
ブ
を
使
っ
た
会
議
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ス
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
い

う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
き
っ
か
け
の
一

つ
に
も
な
っ
た
の
で
、
今
と
な
っ
て
は
プ
ラ
ス

に
な
っ
た
部
分
も
あ
っ
た
の
か
な
と
捉
え
て
い

ま
す
。

山
田
　
雇
用
調
整
助
成
金
は
当
初
、
あ
る
け
ど

使
い
に
く
い
等
、
色
々
な
声
を
聞
き
ま
し
た
が
、

現
場
で
活
用
し
よ
う
と
す
る
際
は
大
変
で
し
た

か
。

吉
川
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
1
週
間
く
ら
い
で
変
わ

り
、
助
成
の
対
象
も
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
大

変
で
し
た
。
社
労
士
さ
ん
や
労
働
局
の
方
に
も

お
話
は
聞
い
た
の
で
す
が
、
厚
労
省
が
決
め
た

情
報
が
末
端
ま
で
届
い
て
お
ら
ず
、
何
が
本
当

の
情
報
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
本
音
で
し

た
。
教
育
訓
練
に
関
し
て
も
自
治
体
に
よ
っ
て

は
何
を
や
っ
て
も
通
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
れ

よ
う
な
こ
と
は
感
じ
ま
し
た
か
。

吉
川
　
差
別
と
い
う
の
は
感
じ
な
か
っ
た
で
す

が
、
一
番
最
初
に
雇
用
調
整
助
成
金
が
出
た
時

の
提
出
資
料
の
作
成
が
大
変
で
し
た
。
休
み
が

決
ま
っ
て
い
る
工
場
の
よ
う
な
と
こ
ろ
は
い
い

で
す
が
、
24
時
間
3
6
5
日
営
業
の
会
社
の
場

合
、
一
人
一
人
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
か
ら
勤
務
時

間
を
拾
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
の
で
。
苦

労
し
た
の
は
、
そ
れ
く
ら
い
で
し
た
か
ね
。

大
西
　
資
料
を
ご
覧
い
た
だ
き
な
が
ら
お
話
し

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
阿
寒
湖
温
泉
の
状
況
で
す
が
、
2
月
に
北
海

道
が
先
駆
け
て
実
施
し
た
休
業
要
請
の
時
に
は

休
業
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た

が
、
全
国
の
緊
急
事
態
宣
言
が
出
て
か
ら
は
ほ

と
ん
ど
の
宿
泊
施
設
や
商
店
が
休
業
し
、
5
月

に
は
ほ
と
ん
ど
売
上
が
な
か
っ
た
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
し
た
。

　
2
0
0
4
年
か
ら
私
た
ち
は
「
ア
イ
ヌ
文
化

で
彩
ら
れ
た
国
際
リ
ゾ
ー
ト
」
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
を
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
大
き
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
だ
っ
た
夜
の
森
を
ア
イ
ヌ
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

ト
で
楽
し
ん
で
も
ら
う
「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
も
、
今
年
は
残
念
な
が
ら
中
止

に
な
り
ま
す
。
北
海
道
は
大
通
公
園
の

「
Y
O
S
A
K
O
I
ソ
ー
ラ
ン
祭
」
や
「
さ
っ

ぽ
ろ
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
ト
」
な
ど
も
全
部
中
止

に
な
り
ま
す
。
雪
ま
つ
り
も
縮
小
開
催
が
先
日

発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
や
っ
て
い
た
だ
け
る
だ

け
で
も
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。
阿
寒
湖
温

泉
で
も
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
の
代
わ
り
と
し
て
、
コ

ロ
ナ
か
ら
の
回
復
を
祈
る
、
な
る
べ
く
三
密
を

避
け
る
よ
う
な
水
上
イ
ベ
ン
ト
「
カ
ム
イ
へ
の

祈
り
」
を
実
施
し
よ
う
と
町
で
も
動
き
始
め
た

と
こ
ろ
で
す
（
写
真
2
）。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
頼
っ
て
き
た
と
こ
ろ
も
あ

る
北
海
道
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
が
、
阿
寒
湖
温
泉

に
関
し
て
は
、
も
と
も
と
世
界
中
か
ら
不
特
定

多
数
の
お
客
様
を
集
め
る
と
い
う
よ
り
は
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
て
、
環
境
に

対
す
る
意
識
が
高
く
、
地
域
で
の
消
費
額
が
高

い
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
数
を
絞
っ
て
誘
致
し
て
い
こ

う
と
い
う
想
い
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
し

た
。
こ
の
考
え
方
は
コ
ロ
ナ
後
に
お
い
て
も
大

き
な
転
換
は
必
要
と
し
な
い
か
な
と
思
い
ま
す

の
で
、
自
然
や
文
化
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

　
皆
様
の
地
域
で
も
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
阿
寒
湖
温
泉
で
は
N
P
O
法
人
阿

寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
が
中
心
と

な
っ
て
私
た
ち
民
間
事
業
者
と
一
緒
に
国
立
公

園
内
で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
宿
の
感
染
対
策
に
つ
い
て
は
業
界

団
体
で
共
有
さ
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
お
客
様
の
導
線
に
沿
っ
て
、

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
変
更
を
し
て
お
り
ま
す
。

星
野
リ
ゾ
ー
ト
さ
ん
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ

と
も
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
う
し
た
動

画
で
案
内
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
少
し
面
白
い
取
り
組
み
と
し
て
は
、
ア
イ
ヌ

コ
タ
ン
の
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
お
願
い
し
て
、

ア
イ
ヌ
文
様
が
入
っ
た
パ
ー
テ
ィ
ー
シ
ョ
ン
を

作
っ
た
り
、
菅
官
房
長
官
が
ア
イ
ヌ
文
様
の
マ

ス
ク
を
着
け
て
少
し
話
題
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
ス
タ
ッ
フ
に
ア
イ
ヌ
文
様
の
マ
ス
ク
を

着
用
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

対
策
が
か
な
り
長
期
に
渡
り
そ
う
な
の
で
、
な

る
べ
く
お
客
様
に
緊
張
感
を
与
え
な
い
よ
う
な

感
染
対
策
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
が
苦
し
ん
で
い
る
の
は
ビ
ッ
フ
ェ
の

問
題
で
す
。
最
初
に
名
指
し
で
「
ビ
ッ
フ
ェ
は

避
け
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
で
、
業

界
全
体
の
問
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
北
海
道
は

特
に
大
型
施
設
が
多
い
の
で
、
食
事
提
供
の
変

更
が
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

け
れ
ば
末
端
の
組
合
員
、
協
会
員
に
も
影
響
が

及
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
最
低
限
の
事
務
所
の
家
賃
と
人
件
費
し
か
払

え
ま
せ
ん
の
で
、
組
合
費
や
協
会
費
で
運
営
し

て
い
る
来
期
の
牛
喰
い
絶
叫
大
会
、
ゆ
ふ
い
ん

音
楽
祭
や
湯
布
院
映
画
祭
は
実
施
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
を
明
確
に
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
由
布
院
温
泉
旅
館
組
合
と
由
布
院
温

泉
観
光
協
会
は
そ
れ
ぞ
れ
事
務
所
を
持
っ
て
運

営
し
て
い
ま
し
た
が
、
5
月
か
ら
由
布
院
駅
前

に
合
同
事
務
所
を
設
置
し
、
ひ
と
つ
屋
根
の
下

で
事
務
局
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
草
津
や
道
後
で
も
導
入
さ
れ
て
い
た

応
援
割
で
す
が
、
大
分
県
も
「
大
分
県
民
向
け

旅
館
ホ
テ
ル
応
援
割
」
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

6
0
0
0
万
円
の
予
算
で
1
万
2
千
泊
分
出
ま

し
た
が
、
6
月
1
日
に
発
売
を
開
始
し
て
1
時

間
で
全
て
売
り
切
れ
ま
し
た
。
た
だ
問
題
は
、

特
定
の
O
T
A
経
由
の
予
約
の
み
が
対
象
で
、

そ
こ
に
加
盟
協
力
し
て
い
な
い
小
規
模
旅
館
は

利
用
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

組
合
に
加
盟
し
て
い
な
い
と
利
用
で
き
な
い
等
、

色
々
と
制
約
が
あ
り
、
一
瞬
で
売
り
切
れ
ま
し

た
が
、
効
果
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
り
ま
す
。

大
分
県
は
予
算
も
倍
増
し
て
第
2
弾
を
や
る
と

い
う
の
で
、
そ
の
際
に
は
十
分
こ
の
問
題
を
考

慮
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
的
な
こ
と
で
は
、
由
布
院
町
内
の
特
産

品
を
集
め
た
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
や
、
未
来

の
宿
泊
券
な
ど
を
検
討
中
で
す
。
膝
を
つ
き
合

わ
せ
て
飲
ん
で
な
ん
ぼ
の
町
で
す
か
ら
、
何
よ

り
も
辛
か
っ
た
の
は
、
仲
間
と
会
え
な
い
、
飲

め
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
が
一
番
、

勢
い
を
止
め
る
要
因
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

武
田
　
組
合
と
し
て
は
、
町
か
ら
話
し
合
い
の

場
に
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
町
か

ら
は
4
月
下
旬
か
ら
6
月
15
日
ま
で
の
間
に
30

日
間
休
ん
だ
ら
、
1
事
業
所
に
つ
き
1
0
0
万

円
を
補
助
す
る
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

黒
川
温
泉
も
休
業
す
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
き
て
、

4
月
は
半
分
以
上
が
休
業
し
、
5
月
は
ほ
ぼ
全

て
休
業
し
て
い
た
感
じ
で
す
。
先
ほ
ど
言
っ
た

よ
う
に
熊
本
県
民
に
1
万
円
で
1
万
5
0
0
0

円
の
券
を
発
売
し
ま
す
し
、
6
月
1
日
に
は
ま

ず
町
民
の
方
た
ち
に
お
金
を
使
っ
て
も
ら
お
う

と
、
1
万
円
で
1
万
5
0
0
0
円
分
に
な
る

〝
超
〞
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
し
た
の
で
、

そ
れ
が
こ
れ
か
ら
動
く
か
な
と
い
う
と
こ
ろ
で

す
。

　
ま
た
、
お
客
さ
ん
が
減
っ
た
の
で
、
組
合
で

は
手
が
空
い
て
い
る
人
た
ち
で
看
板
の
ペ
ン
キ

を
塗
っ
た
り
、
植
樹
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ご
自
宅
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
黒

川
温
泉
の
入
浴
剤
を
ま
ず
熊
本
県
の
看
護
師
会

に
送
り
、
福
岡
か
ら
の
お
客
さ
ん
も
多
い
の
で

福
岡
県
の
看
護
師
会
に
も
送
り
、
黒
川
温
泉
に

バ
ス
を
走
ら
せ
て
下
さ
る
福
岡
の
バ
ス
の
運
転

手
さ
ん
に
も
送
り
ま
し
た
。

　
あ
と
は
週
に
1
回
集
ま
っ
て
会
議
を
し
て
、

雇
用
調
整
助
成
金
の
勉
強
を
し
た
り
、
E
C
サ

イ
ト
を
立
ち
上
げ
て
入
浴
剤
や
各
宿
の
タ
オ
ル

な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
、
コ
ロ
ナ

対
策
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
を
し
た
り
、
各
宿
で

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
ど
う
い
っ
た
対
応
を

し
て
い
る
か
と
い
う
共
有
を
し
て
い
ま
す
。

　
6
月
か
ら
湯
め
ぐ
り
の
受
け
入
れ
を
再
開
し

た
の
で
す
が
、
も
し
感
染
者
が
出
た
時
に
連
絡

手
段
が
な
い
と
困
り
ま
す
の
で
、
そ
の
都
度
名

前
と
電
話
番
号
、
出
身
県
を
書
い
て
い
た
だ
き
、

1
ヶ
月
程
度
情
報
を
保
管
す
る
と
い
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　
あ
と
、
ス
マ
ホ
ひ
と
つ
で
3
6
0
度
で
温
泉

気
分
を
味
わ
え
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
か
ら
だ
は

お
う
ち
　
こ
こ
ろ
は
温
泉
　
名
湯
「
ス
マ
ホ

湯
」」を
町
が
作
っ
て
く
れ
て
、
メ
デ
ィ
ア
に
取

り
上
げ
ら
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。

p
o
st

コ
ロ
ナ
を

見
据
え
た
お
宿
の
あ
り
方

福
永
　
コ
ロ
ナ
を
経
験
し
た
消
費
者
の
旅
行
に

対
す
る
意
識
も
少
し
ず
つ
変
化
が
生
じ
て
い
ま

す
。
世
の
中
の
流
れ
を
見
な
が
ら
お
宿
と
し
て

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
一
方
で
コ
ロ
ナ
を
経
験
し

た
か
ら
こ
そ
、
人
と
会
う
こ
と
や
旅
行
に
行
く

こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
て
い
る
消
費

者
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
お
宿
と
し
て
、
変
え

る
べ
き
こ
と
と
変
え
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
あ
た
り
は
ど
の
よ

う
に
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

　
ま
た
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
を
た
だ
乗
り
切
る
だ

け
の
も
の
と
し
て
捉
え
る
の
か
、
も
し
く
は
自

分
た
ち
や
旅
行
者
の
意
識
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス

と
し
て
捉
え
る
か
で
、
対
応
も
変
わ
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
、
皆

さ
ん
が
お
感
じ
に
な
ら
れ
た
こ
と
を
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

武
田
　
う
ち
は
6
月
13
日
に
営
業
を
再
開
し
て
、

数
組
し
か
お
客
様
と
関
わ
る
機
会
が
な
か
っ
た

の
で
、
ト
ラ
イ
&
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
し
な
が
ら

色
々
と
試
し
て
い
く
し
か
な
い
の
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
何
を
ど
う
し
た
い
と
い
う
の

が
な
く
、
細
か
い
こ
と
か
ら
言
え
ば
料
理
の
出

し
方
を
ど
う
し
よ
う
か
と
い
う
く
ら
い
で
す
が
、

食
事
は
個
室
対
応
な
の
で
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
変

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
、
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
常

連
さ
ん
が
多
い
の
で
、
気
負
わ
ず
に
「
ど
う
で

す
か
」
と
聞
き
な
が
ら
、
調
整
し
て
い
け
た
ら

い
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

奥
村
　
私
ど
も
の
宿
も
国
の
方
向
性
が
出
る
た

び
に
休
業
期
間
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
が
、
5
月

1
日
ま
で
休
館
と
書
い
て
貼
り
出
し
て
い
た
ら
、

地
元
の
方
の
中
に
は
自
粛
警
察
の
よ
う
な
方
も

い
て
、
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
開
け
る
ん

で
す
か
。
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
ら
、
ど
う

責
任
を
取
る
ん
で
す
か
。
」
と
い
っ
た
メ
ー
ル

が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ス
ペ
イ
ン
も
入
国
を
緩
和
し
た
と
こ
ろ
、
ド

イ
ツ
人
が
来
て
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
が
、
宿
の
営
業
を
再
開
し
て
ビ
ッ
フ
ェ
を

再
開
し
て
も
外
国
人
観
光
客
は
気
に
せ
ず
利
用

す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
日

本
人
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
例
え
ば
妻
の
友
人

の
中
に
は
、
狂
牛
病
が
発
生
し
た
時
か
ら
牛
肉

を
食
べ
な
く
な
っ
た
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、

清
潔
感
や
ル
ー
ル
を
重
視
す
る
方
も
多
く
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
で
は
、
ビ
ッ
フ
ェ
な
ど
を
全

部
や
め
て
、
ワ
ク
チ
ン
が
で
き
た
後
に
も
う
一

度
戻
す
の
か
と
。
効
率
が
ど
う
と
い
う
だ
け
で

は
な
く
、
ビ
ッ
フ
ェ
が
好
き
だ
か
ら
宿
に
泊
ま

り
に
来
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

私
ど
も
の
施
設
で
は
、
食
事
は
食
事
処
で
と
る

形
で
し
た
が
、
6
月
に
再
開
し
て
か
ら
は
ほ
ぼ

に
な
り
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
遅
れ
て
い
た

の
で
、
シ
ス
テ
ム
会
社
さ
ん
と
連
携
し
て
、
チ

ェ
ッ
ク
イ
ン
・
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
時
の
顔
認
証

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
実
験
し
ま
し
た
。
入
口
に

カ
メ
ラ
が
あ
る
と
監
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
雰

囲
気
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
、
カ
メ

ラ
を
内
蔵
し
た
ド
ア
を
作
り
、
不
自
由
が
な
か

っ
た
か
、
く
つ
ろ
ぎ
に
来
た
の
に
雰
囲
気
が
壊

れ
な
か
っ
た
か
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
条
件
に
、
通
常
よ
り
３
割

ほ
ど
安
く
し
た
宿
泊
プ
ラ
ン
を
販
売
し
ま
し
た
。

B
luetooth

に
よ
る
無
線
の
解
錠
シ
ス
テ
ム
を

使
っ
て
い
て
、
不
具
合
も
あ
っ
た
り
し
ま
し
た

が
、
有
線
で
も
必
ず
し
も
全
て
う
ま
く
動
く
訳

で
は
な
い
よ
う
で
す
。
う
ち
は
フ
ロ
ン
ト
の
受

付
か
ら
、
部
屋
の
開
閉
ま
で
成
立
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
取
材
も
さ
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ
実

験
段
階
な
の
で
、
今
後
も
進
め
て
い
く
か
は
検

討
中
で
す
。

福
永
　
今
回
の
コ
ロ
ナ
を
受
け
て
、
道
後
温
泉

の
他
の
お
宿
さ
ん
の
関
心
は
高
ま
り
そ
う
で
す

か
。

奥
村
　
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。
キ
ー
レ
ス
に
つ

い
て
は
静
脈
、
指
紋
、
虹
彩
な
ど
色
々
な
方
法

が
あ
り
ま
す
が
、
顔
認
証
は
非
接
触
が
成
立
す

る
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
す
る
と

思
い
ま
す
。

冨
永
　
大
分
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組

合
か
ら
全
県
に
対
し
て
休
業
要
請
が
来
た
の
で

す
が
、
補
償
が
伴
わ
な
い
た
め
に
色
々
な
苦
情

も
あ
っ
た
よ
う
で
、
由
布
院
と
し
て
は
自
己
判

断
で
お
願
い
し
ま
す
と
言
い
ま
し
た
。
宿
も
商

店
も
時
間
が
で
き
た
の
で
、
由
布
院
は
観
光
地

で
は
な
く
保
養
温
泉
地
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

も
う
一
度
認
識
す
る
た
め
、
み
ん
な
で
た
く
さ

ん
花
を
植
え
ま
し
た
（
写
真
3
）。

　
ま
た
、
感
染
拡
大
の
防
止
対
策
を
徹
底
す
る

こ
と
が
何
よ
り
も
安
心
安
全
の
P
R
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
感
染
拡
大
防
止

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
た
他
、
旅
館
組
合
で

マ
ス
ク
や
消
毒
液
や
客
室
内
の
噴
霧
器
な
ど
を

一
括
購
入
し
て
各
旅
館
に
安
く
提
供
す
る
と
い

っ
た
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。

　
金
融
機
関
の
融
資
や
雇
用
調
整
助
成
金
は
わ

か
り
づ
ら
い
と
い
う
声
も
非
常
に
多
か
っ
た
の

で
、
旅
館
組
合
主
催
で
、
説
明
会
・
個
別
相
談

会
を
何
度
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
年
に
関
し
て
は
、
95
軒
の
旅
館
組

合
員
、
3
0
0
軒
の
観
光
協
会
員
か
ら
組
合
費

や
協
会
費
を
い
た
だ
く
の
は
難
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
、
そ
う
す
る
と
行
政
か
ら
の
補

助
金
は
ま
っ
た
く
い
た
だ
か
ず
に
運
営
し
て
い

る
我
々
は
事
務
運
営
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
今
後
、G

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
は

じ
め
と
し
た
事
業
を
実
施
す
る
と
な
る
と
、
そ

の
窓
口
と
な
る
地
元
の
旅
館
組
合
や
観
光
協
会

な
ど
に
負
担
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
事

務
所
の
経
営
も
難
し
い
、
人
件
費
も
削
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
中
で
の
負
担
増
に
対
し
て
、
し

っ
か
り
と
補
助
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
を

国
も
含
め
て
強
く
訴
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う

地
域
の
核
と
な
る
組
織
が
し
っ
か
り
機
能
し
な

お
客
様
か
と
思
い
ま
す
。
お
客
様
の
感
覚
も
、

ま
た
時
が
経
て
ば
戻
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て
は
、
う
ち
の
旅
館

も
多
か
っ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
、
か
と
い

っ
て
英
語
表
記
に
変
え
た
り
食
事
を
変
え
る
こ

と
は
な
く
、
う
ち
の
ス
タ
イ
ル
で
泊
ま
り
た
い

外
国
人
の
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
し
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
今
後
も
大

き
く
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
よ
り

一
層
、
安
心
安
全
に
対
す
る
意
識
は
高
く
な
っ

た
か
な
と
思
い
ま
す
。

大
西
　
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
は
大
変
な
第
2
波
、

第
3
波
が
来
な
け
れ
ば
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

に
は
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
状

の
社
会
変
化
で
は
大
き
く
人
間
の
価
値
観
が
変

わ
る
と
い
う
よ
り
、
も
と
も
と
進
む
べ
き
方
向

に
進
ん
で
い
る
も
の
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
特

に
働
き
方
で
あ
っ
た
り
、
日
常
生
活
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
は
大
き
く
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
、
オ
ン
ラ
イ
ン
面
接
を
や
っ
て
み
た
ら
、

全
国
か
ら
応
募
が
来
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

「
鶴
雅
な
ん
て
聞
い
た
こ
と
も
な
い
で
し
ょ

う
」
と
い
う
と
、「
聞
い
た
こ
と
は
な
い
が
企

業
理
念
や
地
域
貢
献
な
ど
に
つ
い
て
記
事
を
見

て
知
っ
て
参
加
し
た
」
と
い
う
こ
と
で
、
半
数

近
く
が
道
外
の
方
で
し
た
。
人
材
の
多
様
性
を

高
め
る
た
め
に
も
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
強

い
社
員
を
採
用
す
る
に
し
て
も
、
今
後
も
続
け

て
い
き
た
い
で
す
。

　
あ
と
は
世
の
中
の
流
れ
と
し
て
、
動
画
に
対

す
る
抵
抗
が
な
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
る
の
で
、

サ
ー
ビ
ス
に
使
っ
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

色
々
な
自
動
化
の
取
り
組
み
が
後
押
し
さ
れ
る

か
な
と
。
お
客
様
も
サ
ー
ビ
ス
す
る
側
も
「
お

も
て
な
し
は
人
の
手
で
や
る
べ
き
」
と
思
っ
て

い
た
こ
と
が
生
産
性
を
高
め
る
上
で
足
か
せ
に

な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
今
は
コ

ロ
ナ
だ
か
ら
仕
方
な
い
よ
ね
と
い
う
感
覚
で
変

え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
奥
村
さ

ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
顔
認
識
の
よ
う
な
も
の
も

抵
抗
感
が
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　
感
染
対
策
の
た
め
の
設
備
を
導
入
す
る
際
に
、

北
海
道
庁
や
経
済
産
業
局
か
ら
補
助
金
を
受
け

ら
れ
る
の
で
す
が
、
今
A
I
付
き
の
サ
ー
モ
グ

ラ
フ
ィ
の
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

機
に
A
I
の
機
能
を
勉
強
し
て
お
り
、
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
良
い
き
っ

か
け
に
な
っ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
み
な
さ
ん
お
互
い
に
聞
い
て
み
た
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

大
西
　
奥
村
さ
ん
の
お
宿
で
実
施
さ
れ
た
顔
認

証
は
、
客
室
に
入
っ
た
り
、
館
内
で
消
費
す
る

の
に
使
え
る
の
で
す
ね
。

奥
村
　
ま
だ
全
部
は
で
き
て
な
い
の
で
す
が
、

お
客
様
の
満
足
度
の
向
上
と
業
務
の
効
率
化
を

両
立
す
る
「
お
も
て
な
し
マ
ス
タ
ー
」
と
い
う

の
を
作
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
定
の
範
囲

の
中
で
、
解
錠
や
決
済
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
・
ア

ウ
ト
を
顔
認
証
で
で
き
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

た
だ
、
旅
館
や
旅
館
系
ホ
テ
ル
は
建
て
増
し
を

し
た
り
し
て
い
て
、
工
場
の
よ
う
に
作
ら
れ
て

い
な
い
の
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
自
動
化

が
難
し
い
で
す
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
の
作
業
を

連
動
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
、
中
規
模
・
大
型
旅

館
だ
と
働
い
て
い
る
人
数
も
多
い
の
で
、
課
金

的
な
端
末
を
持
た
せ
る
と
ず
っ
と
お
金
を
払
っ

て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
の

館
で
や
っ
て
い
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
変
え
ず

に
何
を
ど
う
自
動
化
す
る
か
が
重
要
で
、
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
は
お
も
て
な
し
で
、
ワ
ー
ク
ウ

ェ
ア
は
最
先
端
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
す
る
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
完
成
品
を
納
品
さ
れ
る
の
で
は

な
く
、
う
ち
で
実
験
し
て
い
い
で
す
よ
と
い
う

こ
と
で
、
顔
認
証
の
ほ
か
に
指
認
証
の
実
験
も

行
い
ま
し
た
し
、
ド
ア
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
て
、

顔
認
証
の
カ
メ
ラ
が
つ
い
た
袖
ド
ア
の
実
験
も

う
ち
の
旅
館
で
や
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
売
店

に
は
、
私
の
妻
が
作
っ
た
着
物
を
着
て
、
ち
ょ

ん
ま
げ
を
結
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
（N

T
T

の

S
ota

）
が
い
て
人
感
セ
ン
サ
ー
で
挨
拶
し
た
り

し
て
ま
す
。

　
私
か
ら
大
西
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い
の
で
す

が
、
ビ
ッ
フ
ェ
は
今
後
ど
う
な
る
と
思
い
ま
す

か
。
日
本
の
宿
が
ビ
ッ
フ
ェ
で
は
な
い
方
向
に

振
っ
て
し
ま
っ
て
本
当
に
い
い
の
か
な
と
。
外

国
人
旅
行
者
が
戻
っ
て
き
た
時
に
、
も
う
一
度

設
備
を
変
え
て
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
ス
タ
ッ

フ
の
数
も
変
え
る
と
い
う
の
は
ど
う
な
の
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

大
西
　
弊
社
で
も
意
見
が
分
か
れ
て
い
て
、
ワ

ク
チ
ン
等
の
登
場
で
い
つ
か
は
需
要
が
戻
っ
て

く
る
と
思
う
の
で
す
が
、
こ
れ
を
機
に
ビ
ッ
フ

ェ
あ
り
き
の
鶴
雅
か
ら
脱
却
し
た
方
が
良
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。

　
旅
館
業
界
で
も
ビ
ッ
フ
ェ
を
や
っ
て
い
き
た

い
と
い
う
方
も
多
い
で
し
ょ
う
し
、
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
も
高
い
の
で
、
ど
こ
か
で
元
通
り
に
な

る
と
は
思
い
ま
す
が
、
今
は
で
き
る
対
策
を
実

施
し
な
が
ら
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

奥
村
　
う
ち
も
毎
年
夏
に
ビ
ア
バ
イ
キ
ン
グ
を

や
っ
て
い
て
、
コ
ロ
ナ
を
機
に
や
め
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
が
、
原
理
的
に
は
ビ
ッ
フ
ェ
を

前
提
と
し
た
ビ
ア
ホ
ー
ル
み
た
い
な
も
の
も
全

部
な
し
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
し
か

し
、
な
く
し
て
し
ま
っ
て
い
い
の
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

山
下
（
阿
寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構

専
務
理
事
）
観
光
協
会
な
ど
の
会
費
の
問
題

が
あ
る
と
思
っ
て
い
て
、
我
々
も
今
年
度
は
2

割
減
免
と
決
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
ど
の
よ

う
に
さ
れ
る
ご
予
定
か
、
教
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

吉
川
　
三
重
県
で
は
ほ
と
ん
ど
の
と
こ
ろ
が
会

費
を
減
免
し
て
い
て
、
半
額
も
し
く
は
ほ
と
ん

ど
な
し
で
動
い
て
お
り
、
致
し
方
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
。
全
旅
連
で
も
今
期
は
会
費
な
し
と

い
う
形
に
な
り
ま
す
。
地
域
の
財
力
の
問
題
も

あ
る
の
で
、
そ
こ
は
地
域
で
考
え
る
こ
と
で
、

会
費
を
取
る
な
ら
取
っ
て
し
っ
か
り
行
動
し
て

い
け
ば
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

奥
村
　
道
後
温
泉
は
か
つ
て
財
産
区
で
、
そ
の

後
、
松
山
市
に
合
併
さ
れ
た
の
で
、
道
後
温
泉

旅
館
協
同
組
合
自
体
が
府
庁
の
よ
う
な
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
毎
年
定
額
の
組
合
費
も
安
く
、

入
湯
税
の
全
面
代
理
徴
収
を
行
っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
利
用
人
数
に
合
わ
せ
た
金
額
を
収
め
て
い

部
屋
食
の
対
応
と
し
、
ス
タ
ッ
フ
が
入
る
回
数

も
減
ら
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
本
来
、
日
本
の

旅
館
は
一
品
出
す
ご
と
に
従
業
員
と
会
話
を
す

る
か
ら
楽
し
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　
い
ず
れ
ワ
ク
チ
ン
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

変
に
投
資
せ
ず
に
元
に
戻
せ
る
よ
う
に
し
て
お

く
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
気
も
し
ま

す
。
リ
ス
ク
は
計
算
し
て
一
応
管
理
で
き
る
も

の
で
す
が
、
す
べ
て
対
応
す
る
よ
う
に
投
資
し

て
し
ま
う
と
逆
に
危
機
対
応
力
が
落
ち
る
の
で

は
な
い
か
、
リ
ス
ク
が
発
生
し
た
際
に
は
国
や

行
政
に
助
け
を
求
め
る
方
が
良
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
気
も
し
て
い
ま
す
。

吉
川
　
今
後
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
は
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
が
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
の
で
は
と
思

い
ま
す
。G

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
含
め
国
内

で
の
施
策
と
し
て
の
後
押
し
は
あ
り
ま
す
が
、

国
内
旅
行
者
を
日
本
全
国
で
取
り
合
い
し
て
い

た
ら
、
今
ま
で
の
よ
う
な
稼
働
が
取
れ
る
か
は

疑
問
が
出
て
く
る
の
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
復

活
す
る
ま
で
の
間
、
旅
館
ホ
テ
ル
の
経
営
の
仕

方
が
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
の
旅
館
ホ
テ
ル
の
経
営
ス
タ
イ
ル
は
、

お
客
さ
ん
を
た
く
さ
ん
入
れ
て
毎
日
満
室
に
し

て
、
3
6
5
日
営
業
を
す
る
と
い
う
形
で
し
た

が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
と
わ
か
っ
た
な
ら
、
違

う
損
益
分
岐
点
を
発
見
し
て
運
営
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
先
が
見
え
な
い
部
分
も
あ
る
の
で
、
そ

う
し
な
が
ら
国
内
・
海
外
の
シ
ェ
ア
を
と
っ
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
当
館
で
も
と
て
も
悩
ん
だ

問
題
で
、
武
田
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、

う
ち
も
こ
の
時
期
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
た

の
は
リ
ピ
ー
タ
ー
の
お
客
様
で
す
。
体
温
測
定

や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
な
ど
の
対
応
は
全
部
し
ま

し
た
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
あ
る
よ
う
な
料
理

は
下
膳
し
て
は
い
け
な
い
と
か
、
手
袋
を
は
め

て
料
理
を
出
す
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
社

内
で
も
協
議
し
た
結
果
、
お
客
様
に
お
尋
ね
し

て
、
お
客
様
に
委
ね
る
形
で
い
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
手
袋
を
つ

け
て
料
理
を
提
供
で
き
ま
す
し
、
一
度
に
料
理

を
お
出
し
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
い
か
が

な
さ
い
ま
す
か
」
と
。
あ
る
程
度
お
客
様
に
委

ね
、
ど
う
や
っ
て
う
ち
の
カ
ラ
ー
を
潰
さ
ず
に

営
業
し
て
い
け
る
か
に
重
き
を
置
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
う
ち
は
新
卒
の
リ
ク
ル
ー
ト
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
3
月
か
らZ

oom

を

使
っ
て
企
業
説
明
会
や
面
接
を
し
ま
し
た
。
す

る
と
、
日
本
全
国
か
ら
応
募
が
来
ま
し
た
。
地

元
の
会
議
室
を
借
り
た
り
、
大
手
の
合
同
説
明

会
に
参
加
し
て
い
た
昨
年
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど

東
海
か
ら
し
か
参
加
が
な
か
っ
た
の
が
、
北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
非
常
に
優
秀
な
学
生
の
登
録

が
あ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
は
地
元
だ
か
ら
と
い

う
こ
と
で
来
て
い
た
学
生
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、「
旅
館
で
働
き
た
い
」
と
い
う
学
生
が
コ

ン
タ
ク
ト
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
非
常
に

い
い
ツ
ー
ル
だ
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
情
報
が
命
で
し
た
の

で
、
こ
の
ツ
ー
ル
を
使
う
こ
と
で
、
各
旅
館
の

仲
間
た
ち
と
い
ち
早
く
情
報
共
有
で
き
、
自
分

自
身
に
と
っ
て
す
ご
く
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
こ
う
し
た
情
報
共
有
を
皆
さ
ん
と
し
て
、

会
社
や
地
域
に
還
元
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

冨
永
　
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
私
た
ち

の
温
泉
地
は
観
光
地
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

元
々
、
国
際
的
な
生
活
型
の
保
養
温
泉
地
を
目

指
し
て
い
る
の
で
、
今
一
度
、
原
点
回
帰
を
テ

ー
マ
に
挙
げ
て
い
ま
す
。
何
よ
り
も
遊
ぶ
こ
と

や
楽
し
む
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
心
と
身
体

の
保
養
を
し
に
来
て
く
だ
さ
い
と
。
そ
れ
に
見

合
っ
た
宿
の
あ
り
方
を
一
か
ら
勉
強
し
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
で
、
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
は
安
心
安
全
が
一
番
に
な
る
の
で
、
地
域

版
H
A
C
C
P
や
、
食
や
温
泉
の
安
全
を
一
か

ら
築
い
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　P
ost

コ
ロ
ナ
の
宿
の
あ
り
方
で
す
が
、
誰
か

に
言
わ
れ
た
か
ら
と
か
、
県
や
国
が
こ
う
し
た

か
ら
そ
れ
に
則
る
の
で
は
な
く
、
経
営
者
が
自

分
で
考
え
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
ま

ず
は
自
分
の
施
設
、
自
分
の
地
域
か
ら
感
染
者

を
出
さ
な
い
、
拡
散
さ
せ
な
い
と
い
う
目
的
を

明
確
に
し
て
、
そ
れ
に
向
け
て
何
が
で
き
る
の

か
、
経
営
者
が
そ
れ
ぞ
れ
一
生
懸
命
考
え
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
も
で
き
な
い
経
営
者
は
旅
館

を
経
営
す
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
も
し
も
感
染
者
が
出
た
時
は
、

一
丸
と
な
っ
て
み
ん
な
で
考
え
て
い
こ
う
と
い

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
由
布
院
温
泉
で
は
4
月
中
旬
く
ら
い
に

由
布
院
観
光
の
歴
史
を
聞
き
な
が
ら
ま
ち
歩
き

を
す
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
も
原
点
回
帰
と
い
う
想
い
か
ら
始
め

ら
れ
た
も
の
で
す
か
。

冨
永
　
そ
う
で
す
ね
。
も
し
か
し
た
ら
今
ま
で

は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
増
え
す
ぎ
て
少
し
異
常
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

が
増
え
る
と
そ
れ
を
目
的
に
外
資
、
別
の
国
の

資
本
が
ま
ち
に
入
り
込
み
、
小
さ
な
民
泊
が
た

く
さ
ん
生
ま
れ
、
ま
ち
の
風
景
が
ど
ん
ど
ん
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
風
景
だ
け
で
は
な
く
、
風

情
や
風
土
、
風
習
ま
で
変
わ
っ
て
き
て
、
「
由

布
院
の
風
」
自
体
が
変
わ
っ
て
き
た
と
い
う
こ

と
に
対
す
る
危
機
感
が
長
い
こ
と
あ
り
ま
し
た
。

　
先
日
、
I
A
T
A
（
国
際
航
空
運
送
協
会
）

が
国
際
線
需
要
が
2
0
1
9
年
の
水
準
に
回
復

す
る
の
は
2
0
2
4
年
頃
に
な
る
と
い
う
見
通

し
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
も
う
一
度
、
原
点
に

戻
る
時
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
僕

ら
の
仲
間
か
ら
倒
産
者
は
出
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
幸
か
不
幸
か
小
規
模
旅
館
が
点
在
し
て
い

る
ま
ち
な
の
で
、
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
っ

て
汗
を
流
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

田
村
　
う
ち
も
小
規
模
旅
館
で
、
1
0
0
年
以

上
、
食
事
を
部
屋
出
し
で
提
供
し
て
き
ま
し
た

の
で
、
こ
う
い
う
事
態
に
な
っ
て
も
特
別
に
変

え
る
こ
と
も
な
く
、
今
は
入
館
を
半
分
に
制
限

し
て
、
空
い
た
お
部
屋
に
先
に
用
意
す
る
と
い

う
形
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　
草
津
も
観
光
地
で
あ
る
前
に
湯
治
場
で
も
あ

り
、
湯
治
場
の
温
泉
宿
の
役
割
は
、
こ
う
い
っ

た
こ
と
が
あ
っ
て
も
大
き
く
は
変
わ
っ
て
い
か

な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
1
泊
2
食
を
提
供

し
、
な
る
べ
く
長
い
間
安
心
安
全
に
滞
在
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
各
お
宿
が
考
え
て
決
め
る
こ

と
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
う
の
は
大
事
で
す
が
、

食
事
の
提
供
の
仕
方
な
ど
は
う
ち
の
よ
う
な
小

規
模
、
大
規
模
旅
館
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
が
あ
る

の
で
、
各
お
宿
が
ポ
リ
シ
ー
と
責
任
を
持
っ
て

対
策
を
講
じ
て
い
れ
ば
、
最
終
的
に
選
ぶ
の
は

写真４：顔認証付きのドア
（大和屋本店）

ま
す
。

武
田
　
黒
川
温
泉
は
組
合
費
を
3
割
減
免
に
し

ま
し
た
。
た
だ
し
、
別
に
集
め
て
い
る
広
告
費

は
上
げ
ま
し
た
。

田
村
　
群
馬
県
で
も
草
津
町
で
も
青
年
部
の
会

費
に
つ
い
て
は
特
に
減
額
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
、
徴
収
時
期
を
少
し
ず
ら
し
て
お
り
、
ま

だ
徴
収
し
て
い
ま
せ
ん
。
群
馬
県
に
つ
い
て
も

0
か
1
0
0
か
と
い
う
会
議
を
し
ま
し
た
が
、

会
員
数
も
少
な
い
中
、
各
々
の
地
域
で
既
に
計

上
し
て
い
る
状
況
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
ま

ま
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

湯
本
（
草
津
温
泉
観
光
協
会
理
事
）
草
津
温

泉
旅
館
協
同
組
合
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ

特
に
減
免
と
い
う
話
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
群
馬
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合

に
つ
い
て
は
、
今
年
は
徴
収
し
な
い
こ
と
に
し

た
そ
う
で
す
。
県
の
組
合
は
販
売
事
業
が
あ
り
、

割
と
好
調
に
回
っ
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
、
そ

こ
で
な
ん
と
か
カ
バ
ー
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

草
津
の
場
合
は
事
務
局
で
人
を
抱
え
て
い
る
の

で
、
今
の
と
こ
ろ
会
費
に
関
し
て
は
旅
館
組
合

も
観
光
協
会
も
通
常
通
り
の
予
定
で
す
。

福
永
　
ち
な
み
に
阿
寒
の
場
合
は
、
入
湯
税
の

か
さ
上
げ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
今

回
の
緊
急
対
策
に
あ
て
る
と
い
っ
た
動
き
は
あ

り
ま
す
か
。（
注
１
）

山
下
　
入
湯
税
そ
の
も
の
が
前
年
比
75
%
減
く

ら
い
に
な
る
と
み
て
い
ま
す
。
通
常
は
嵩
上
げ

分
と
し
て
4
5
0
0
万
円
く
ら
い
徴
収
で
き
る

予
定
の
税
収
が
1
0
0
0
万
円
を
切
る
の
で
は

と
い
う
状
況
で
す
の
で
、
取
り
組
み
の
優
先
順

位
を
ど
う
つ
け
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。
ま
た
、

ば
、
は
じ
か
れ
る
項
目
が
多

い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
こ
の
あ

た
り
は
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て

い
ま
す
。
今
に
な
っ
て
よ
う

や
く
緩
和
さ
れ
て
、
色
々
な

も
の
が
見
え
て
き
て
い
ま
す
。

山
田
　
熊
本
地
震
の
時
ま
で
、

雇
用
調
整
助
成
金
は
旅
館
で

使
う
の
に
制
限
が
か
か
っ
て

い
ま
し
た
。
今
回
、
旅
館
業

と
し
て
何
か
差
別
さ
れ
た
と

か
、
阻
害
さ
れ
た
と
い
っ
た

釧
路
市
と
の
関
係
で
組
織
の
運
営
費
に
使
っ
て

は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
減
免
の
部

分
を
埋
め
る
形
に
は
な
ら
な
い
で
す
。

福
永
　
鳥
羽
市
で
は
入
湯
税
の
30
％
を
鳥
羽
市

温
泉
振
興
会
に
、
70
％
を
鳥
羽
市
観
光
振
興
基

金
と
し
て
積
み
立
て
る
形
に
し
て
い
ま
す
が
、

入
湯
税
の
使
途
な
ど
は
何
か
議
論
さ
れ
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。（
注
２
）

吉
川
　
今
後
、
鳥
羽
市
観
光
振
興
基
金
の
使
い

方
を
、
鳥
羽
市
温
泉
振
興
会
と
市
で
協
議
し
て

い
こ
う
と
い
う
く
ら
い
で
す
ね
。
親
会
で
ど
こ

ま
で
進
ん
で
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
青
年

部
で
は
そ
う
い
う
話
を
ぶ
つ
け
て
い
こ
う
か
と

い
う
と
こ
ろ
で
す
。

福
永 

鳥
羽
市
の
方
に
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、

自
主
財
源
が
あ
る
こ
と
で
、
国
の
助
成
金
な
ど

が
お
り
る
前
の
早
い
段
階
で
施
策
が
打
て
た
と

い
う
話
も
あ
り
、
組
織
と
連
動
す
る
財
源
の
有

無
に
つ
い
て
も
重
要
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
今
日
の
お
話
の
中
で
気
づ
か
れ
た

こ
と
や
共
有
し
た
い
想
い
な
ど
あ
れ
ば
、
ご
発

言
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

吉
川 

私
が
出
向
し
て
い
る
全
旅
連
青
年
部
に

行
政
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
よ
う
な
方
が
い
て
、

そ
の
方
か
ら
国
の
話
を
色
々
と
聞
く
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
が
、
国
は
補
正
予
算
を
組
ん
だ
り

し
て
多
く
の
予
算
を
つ
け
て
は
い
る
も
の
の
、

県
の
方
で
使
い
方
が
わ
か
ら
ず
、
断
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
う
い

っ
た
と
こ
ろ
を
動
か
す
に
は
、
我
々
業
界
が
声

を
上
げ
て
、
県
に
向
け
て
ど
ん
ど
ん
お
金
を
取

り
に
行
か
な
い
と
動
か
な
い
と
い
う
地
域
性
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
は
み
ん
な
で
情
報
共

有
し
て
、
こ
の
地
域
で
は
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ

て
る
の
で
、
う
ち
の
県
で
も
や
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
形
で
要
望
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　w
ith

コ
ロ
ナ
に
加
え
て
、w

ith

行
政
と
い
う

く
ら
い
の
勢
い
で
手
を
組
ん
で
や
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
今
回
の
危
機
は
乗
り
切
れ
な
い
と
思
う

の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
と
声
を
上
げ
て
、
他
の
地

域
も
見
な
が
ら
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

福
永 

自
治
体
に
よ
る
違
い
や
差
は
、
横
の
つ

な
が
り
が
あ
っ
て
初
め
て
わ
か
る
こ
と
な
の
で
、

温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
で
も
引
き
続
き
、
情

報
交
換
を
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
議
論

は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
今
日
は
お
忙
し
い
中
、
貴

重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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り
ま
す
。
一
応
、
次
期
部
長
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
総
会
な
ど
も
書
面
決
議
で
実

際
に
は
引
継
ぎ
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　
草
津
温
泉
で
は
多
く
の
宿
が
6
月
1
日
か
ら

営
業
を
再
開
し
て
い
て
、
同
時
に
群
馬
県
が
1

人
1
泊
あ
た
り
5
0
0
0
円
割
引
に
な
る
愛
郷

ぐ
ん
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
泊
ま
っ
て
！
応
援
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
群
馬
県

内
の
お
客
さ
ま
が
多
く
来
ら
れ
て
い
る
状
況
で

す
。
た
だ
、
宿
の
方
も
全
開
で
お
客
様
を
受
け

入
れ
ら
れ
る
体
制
で
は
な
く
、
う
ち
も
実
質
半

分
開
け
て
、
宿
泊
容
量
の
半
分
く
ら
い
を
受
け

入
れ
て
い
る
状
態
で
す
。
し
か
し
、
徐
々
に
お

客
様
が
戻
っ
て
い
る
か
な
と
い
う
気
は
し
て
い

ま
す
。

w
ith

コ
ロ
ナ
の
温
泉
地
の

状
況
と
宿
の
対
応

福
永
　
そ
れ
で
は
本
題
に
入
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
３
月
末
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
入
込
客
の
動
向
記
録（
表
1
）の
中
で
も

地
域
に
よ
っ
て
お
客
様
の
動
向
は
違
っ
た
様
子

が
見
え
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
徐
々
に

拡
大
す
る
中
で
の
お
客
様
の
動
向
や
対
応
は
ど

の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
自
粛
期
間
に
入
っ
て
か
ら
は
お
宿
自
体

を
休
館
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
間
に
ど
う
い
っ
た
こ
と
に
取
り

組
ま
れ
た
の
か
、
従
業
員
の
皆
さ
ん
や
取
引
先

へ
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
さ
れ
た
の
か
な
ど
に

つ
い
て
お
話
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

當
谷
　
有
馬
温
泉
は
神
戸
市
内
に
あ
り
、
兵
庫

県
と
大
阪
府
の
間
な
の
で
、
お
客
さ
ま
に
来
て

く
だ
さ
い
と
い
う
の
は
難
し
い
状
況
で
し
た
。

そ
こ
で
若
手
４
人
で
、
お
う
ち
に
い
な
が
ら

V
R
で
温
泉
を
楽
し
め
る
「
有
馬
温
泉
湯
め
ぐ

り
V
R
」
を
始
め
ま
し
た
。
今
は
参
画
施
設
が

8
軒
に
な
り
、
さ
ら
に
草
津
さ
ん
に
も
紹
介
し

て
、
世
界
中
に
配
信
し
ま
し
た
。
日
本
国
内
よ

り
海
外
の
方
に
多
く
見
て
い
た
だ
き
、
海
外
の

マ
ス
コ
ミ
に
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た（
写
真
１
）。

　
ま
た
、
も
と
も
と
夏
祭
り
に
使
う
予
定
だ
っ

た
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
飲
食
店
に
開
放
し
て
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
専
門
で
販
売
す
る
よ
う
に
し
た
と
こ

ろ
、
町
内
の
方
が
た
く
さ
ん
買
い
に
来
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　
有
馬
で
開
催
さ
れ
た
会
議
に
観
光
庁
長
官
が

来
て
い
て
、
私
も
参
加
し
た
の
で
す
が
、
そ
の

時
に
初
め
てG

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
話
を
さ

れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
に
旅
行
会
社
だ
け

で
な
く
、
旅
館
の
直
接
予
約
も
対
象
に
し
て
ほ

し
い
と
交
渉
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
私
の
旅
館
で
は
温
泉
地
ご
と
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
声
優
が
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「
温
泉
む
す
め
」

と
一
番
最
初
に
提
携
し
て
お
り
、
先
方
か
ら
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
な
い
か
と
い
う
提

案
が
あ
っ
た
の
で
共
同
で
行
っ
た
と
こ
ろ
、
1

日
か
か
ら
ず
に
目
標
の
1
0
0
万
円
が
集
ま
り

ま
し
た
。
休
館
中
は
、
休
業
補
償
を
1
0
0
%

払
っ
て
、
従
業
員
の
雇
用
は
全
て
確
保
し
て
い

ま
す
。
そ
の
子
達
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
手
伝
っ

て
く
れ
て
、
森
の
中
に
お
子
様
用
の
小
さ
な
プ

ー
ル
を
作
っ
て
い
ま
す
。
有
馬
で
は
毎
年
夏
に

「
有
馬
涼
風
川
座
敷
」
と
い
う
お
祭
り
を
し
て

い
ま
す
が
、
何
と
し
て
も
実
施
し
た
い
と
い
う

こ
と
で
調
整
し
て
い
ま
す
。

吉
川

　鳥
羽
温
泉
郷
と
し
て
は
4
月
か
ら
原
則

的
に
休
館
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

休
業
要
請
が
出
て
い
て
も
何
軒
か
は
開
け
ざ
る

を
得
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
か
な
り
叩
か
れ
て

い
る
と
い
う
情
報
は
聞
い
て
い
ま
し
た
。
多
分
、

ど
の
温
泉
地
で
も
同
じ
よ
う
な
状
況
が
起
き
て

い
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
当
館
も
4
軒
は
4
月
13
日
か
ら
休
業
し
ま
し

た
が
、
全
室
ス
イ
ー
ト
の
高
級
旅
館
「T

H
E
 

E
A
R
T
H

」
に
つ
い
て
は
、
お
客
様
が
た
く
さ

ん
入
ら
れ
て
い
る
状
況
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

営
業
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ご
く
一
部
、

東
京
な
ど
か
ら
の
お
客
様
で
非
常
に
マ
ナ
ー
の

悪
い
方
が
お
り
、
働
い
て
い
る
従
業
員
が
恐
怖

を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
20
日
か
ら
休

館
に
し
ま
し
た
。

　
や
は
り
企
業
と
し
て
は
営
業
し
て
い
き
た
い

気
持
ち
は
あ
り
ま
す
が
、
従
業
員
を
守
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
面
と
、
地
域
の
目
を
気

に
す
る
と
営
業
は
で
き
な
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

た
だ
し
、
よ
そ
で
営
業
を
続
け
て
い
る
お
宿
は
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
も
ず
っ
と
満
室
だ
っ

た
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
何
が
正
し
か
っ
た
の

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
コ
ロ
ナ
の
対
応
に
つ
い
て
で
す
が
、
あ
り
が

た
い
こ
と
に
雇
用
調
整
助
成
金
が
出
た
の
で
、

当
館
も
従
業
員
に
は
給
料
を
1
0
0
%
補
償
し

て
い
ま
す
。
た
だ
、
情
報
が
不
透
明
な
と
こ
ろ

が
多
く
、
教
育
訓
練
に
つ
い
て
も
、
大
西
さ
ん

の
と
こ
ろ
で
は
実
施
さ
れ
て
い
た
と
父
か
ら
聞

い
て
い
ま
す
が
、
自
治
体
に
よ
っ
て
教
育
訓
練

の
項
目
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
、
何
度
労
働
局

に
電
話
し
て
も
、
他
の
自
治
体
と
は
違
う
答
え

が
返
っ
て
く
る
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
た
だ
、
こ
れ
を
マ
イ
ナ
ス
と
し
て
考
え
る
の

で
は
な
く
、
今
い
る
従
業
員
達
に
ど
う
い
っ
た

も
の
を
提
供
で
き
る
か
に
重
き
を
置
い
て
、
教

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
う
ち
は
本
当
に
生
産
効

率
が
よ
く
な
か
っ
た
の
で
、
マ
ル
チ
化
に
挑
ん

で
ス
キ
ル
を
上
げ
て
も
ら
う
方
向
に
向
か
っ
て

い
ま
す
。

　
取
引
先
な
ど
の
業
者
に
関
し
て
で
す
が
、
ま

ず
は
自
分
の
と
こ
ろ
を
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
、
取
引
先
に
ち
ょ
っ
と
厳
し
い
案
件
を

ぶ
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
場
面
も
あ
り
ま
す

が
、
幸
い
に
も
雇
用
調
整
が
あ
る
の
で
、
「
う

ち
は
こ
う
す
る
け
ど
、
お
た
く
も
こ
の
制
度
を

活
用
し
て
休
業
し
た
ら
ど
う
で
す
か
」
と
提
案

し
ま
し
た
。
最
初
の
う
ち
は
こ
の
助
成
金
制
度

を
知
ら
な
い
企
業
が
す
ご
く
多
か
っ
た
の
で
、

そ
れ
を
伝
え
る
こ
と
で
、
お
互
い
に
そ
ん
な
に

ロ
ス
が
な
い
と
い
う
認
識
が
持
て
ま
し
た
。

設
と
そ
の
他
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
2
〜
3
ヶ
月
は
や
は
り
売
上
が
減
少
し
て
お

り
、
先
の
見
え
な
い
状
況
で
し
た
が
、
6
月
に

入
っ
て
か
ら
は
宿
泊
施
設
の
稼
働
を
取
り
戻
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
よ
う
や
く
少
し

ず
つ
で
す
が
動
き
出
し
た
こ
と
を
実
感
し
て
い

ま
す
。

當
谷
　
私
は
家
族
連
れ
に
特
化
し
た
旅
館
を
1

軒
や
っ
て
お
り
、
4
月
3
日
か
ら
7
月
2
日
ま

で
休
業
予
定
で
す
。
有
馬
温
泉
全
体
の
入
り
込

み
と
し
て
は
、
2
月
は
2
割
、
3
月
は
5
割
、

4
月
は
9
割
以
上
減
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
最

近
、
少
し
ず
つ
お
客
さ
ま
は
戻
っ
て
き
て
い
ま

し
て
、
平
日
は
ま
だ
少
な
い
で
す
が
、
土
日
は

ま
ち
を
歩
く
人
も
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
私

の
旅
館
に
関
し
て
は
7
月
以
降
営
業
を
再
開
し

ま
す
が
、
予
約
は
か
な
り
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。

奥
村
　
私
は
大
和
屋
本
館
と
大
和
屋
別
荘
と
い

う
2
館
を
経
営
し
て
お
り
、
公
的
立
場
と
し
て

は
道
後
温
泉
旅
館
協
同
組
合
の
副
理
事
長
と
い

う
立
場
で
す
。
４
月
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令

さ
れ
る
と
、
４
月
18
日
に
道
後
温
泉
本
館
と
飛

鳥
乃
湯
泉
が
松
山
市
の
方
針
で
休
館
し
ま
し
た
。

旅
館
と
し
て
は
開
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

し
た
し
、
全
面
休
館
に
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
直
前
に
、

市
内
の
病
院
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
た
め
、

道
後
温
泉
本
館
の
休
館
期
間
が
延
び
ま
し
た
が
、

よ
う
や
く
6
月
19
日
に
飛
鳥
乃
湯
泉
と
併
わ
せ

て
再
開
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
か
な
と

い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
私
の
旅
館
も
4
月
19
日
か
ら
5
月
い
っ
ぱ
い

は
休
館
し
、
6
月
は
少
し
ず
つ
再
開
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
道
後
温
泉
は
入
り
込
み
客
の

外
国
人
比
率
が
約
5
%
と
低
い
の
で
、
今
後
の

戻
り
に
は
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

冨
永
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
減
少
も
影
響
を
受
け

ま
し
た
が
、
一
番
厳
し
か
っ
た
の
は
交
通
の
面

で
す
。
東
京
や
関
西
か
ら
の
飛
行
機
の
便
数
が

減
少
し
、
由
布
院
に
来
る
特
急
電
車
や
バ
ス
も

1
日
数
便
と
い
う
状
況
で
し
た
。

　
6
月
19
日
か
ら
ゆ
ふ
い
ん
の
森
号
を
は
じ
め
、

福
岡
か
ら
の
特
急
列
車
が
動
き
出
す
の
で
、
若

干
は
期
待
し
て
い
ま
す
が
、
予
約
状
況
に
関
し

て
は
、
国
のG

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
使
お
う

と
思
わ
れ
て
い
る
お
客
様
が
多
い
と
思
う
の
で
、

現
状
は
お
盆
も
含
め
て
予
約
が
そ
れ
ほ
ど
進
ん

で
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
様
子
見
が
続
い
て
い

る
状
況
で
す
。

武
田
　
黒
川
温
泉
に
は
、
28
か
所
の
温
泉
の
中

か
ら
好
き
な
温
泉
を
3
か
所
選
ん
で
入
浴
で
き

る
入
湯
手
形
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
4

月
18
日
か
ら
5
月
い
っ
ぱ
い
、
ま
ず
湯
め
ぐ
り

の
受
け
入
れ
を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

6
月
1
日
か
ら
再
開
し
た
も
の
の
、
28
軒
の
宿

の
中
で
営
業
を
再
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
半
分

く
ら
い
で
、
今
月
・
来
月
は
開
け
た
り
閉
め
た

り
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
、
完
全
復
活
は

8
月
か
ら
と
い
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
予
約
も
少
な
く
、
6
月
も
土
日
は
少
し
入
れ

ば
い
い
か
な
と
い
う
く
ら
い
で
す
。
南
小
国
町

は
、
7
月
か
ら
熊
本
県
民
向
け
に
1
万
円
で
1

万
5
千
円
分
使
え
る
〝
超
〞「
観
光
」
商
品
券
を

販
売
す
る
と
い
う
発
表
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

近
場
か
ら
の
入
り
込
み
が
少
し
は
増
え
る
か
な

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

田
村
　
私
は
草
津
温
泉
で
小
規
模
の
旅
館
を
経

営
し
て
お
り
、
青
年
部
員
と
し
て
活
動
し
て
お

福
永
　
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
お
集
ま
り
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
3
月
頃
よ
り

国
内
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数
が

増
加
し
、
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
は
緊
急
事

態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
温
泉
地
の
皆
様
に
と
っ

て
は
非
常
に
苦
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
て
い
ら

っ
し
ゃ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
温
泉
地
の
状
況
や
取
り
組
み
、
コ
ロ

ナ
収
束
後
に
向
け
て
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
な
ど
を
共
有
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
最
初
に
自
己
紹
介
と
、
こ
の
2
〜
3
ヶ

月
の
各
温
泉
地
の
状
況
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

大
西
　
弊
社
は
釧
路
市
に
本
社
を
持
ち
、
2
室

か
ら
3
0
0
室
規
模
ま
で
大
小
13
施
設
を
運
営

し
て
い
る
旅
館
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
こ
の
2
〜
3
ヶ
月
の
状
況
で
す
が
、
北
海
道

は
独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
が
1
ヶ
月
早
く
発
表

さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
多
く

を
占
め
て
い
た
中
国
の
お
客
様
が
減
少
し
、
か

な
り
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
現

在
も
感
染
者
数
が
恒
常
的
に
発
生
し
て
い
る
と

と
も
に
、
北
海
道
は
飛
行
機
を
使
っ
て
来
て
く

だ
さ
る
方
が
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
し
ば
ら
く

苦
し
い
状
態
が
続
く
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
弊
社

の
施
設
は
大
体
、
今
月
か
ら
徐
々
に
営
業
再
開

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

吉
川
　
私
ど
も
は
三
重
県
内
に
6
軒
の
宿
泊
施

　
ま
た
、
全
国
的
に
も
ビ
ッ
フ
ェ
好
き
の
お
客

様
が
多
い
と
い
う
事
情
も
あ
り
ま
す
。
弊
社
で

も
考
え
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
お
客

様
の
ご
意
見
に
立
ち
戻
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

り
ま
し
た（
図
1
）。
そ
の
結
果
、
感
染
対
策
を

し
た
う
え
で
ビ
ッ
フ
ェ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

と
い
う
こ
と
が
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
新
ビ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル

と
銘
打
ち
、
ト
ン
グ
を
使
用
し
な
い
な
ど
新
し

い
ビ
ッ
フ
ェ
を
考
え
ま
し
た
。
現
場
は
大
変
で

す
が
、
大
皿
と
違
う
表
現
力
が
必
要
に
な
る
た

め
、
調
理
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
て
い

る
と
い
う
声
も
聞
い
て
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
、
吉
川
さ
ん
が
お
話
し
さ
れ
た
よ
う

に
弊
社
も
研
修
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
が
、
き

ち
ん
と
始
め
た
の
は
6
月
く
ら
い
で
し
た
。
ス

タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
っ
て
し
ま

っ
て
い
た
の
で
、
研
修
に
し
て
会
社
に
来
て
仕

事
に
触
れ
る
と
い
う
だ
け
で
、
ず
い
ぶ
ん
顔
つ

き
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
も
感
じ
、
よ
か
っ
た

な
と
思
い
ま
す
。
あ
と
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
面

談
な
ど
も
し
ま
し
た
が
、
こ
う
い
う
機
会
だ
か

ら
こ
そ
で
き
た
新
し
い
取
り
組
み
を
色
々
と
学

ぶ
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

田
村
　
緊
急
事
態
宣
言
が
出
て
、
休
業
す
る
か

し
な
い
の
か
は
皆
さ
ん
苦
渋
の
選
択
を
迫
ら
れ

て
い
ま
し
た
し
、
行
政
の
指
示
を
仰
い
で
足
並

み
を
揃
え
る
の
は
本
当
に
難
し
い
こ
と
だ
と
い

う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
群
馬
県
か
ら
の
休

業
要
請
を
い
た
だ
い
て
、
休
業
に
踏
み
切
れ
た

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
ギ
リ
ギ

リ
ま
で
5
月
の
連
休
の
お
客
様
を
ど
う
し
よ
う

と
い
う
の
が
、
皆
さ
ん
の
悩
み
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
含
め
て
、
各
お
宿
が

各
々
の
考
え
で
す
る
こ
と
が
正
し
い
も
正
し
く

な
い
も
な
く
、
常
連
さ
ん
に
予
約
を
い
た
だ
い

て
い
る
か
ら
開
け
る
と
い
う
の
も
正
解
だ
と
思

い
ま
す
し
、
常
連
さ
ん
に
も
し
も
の
こ
と
が
あ

っ
た
ら
困
る
か
ら
休
業
す
る
の
も
ま
た
正
解
だ

と
思
う
の
で
、
各
々
が
一
つ
一
つ
の
こ
と
を
そ

れ
ぞ
れ
考
え
ら
れ
た
の
が
収
穫
か
な
と
思
い
ま

す
。

　w
ith

コ
ロ
ナ
と
い
う
こ
と
で
は
、
早
い
段
階

か
ら
動
か
れ
て
い
た
有
馬
の
V
R
も
、
日
頃
か

ら
交
流
が
あ
っ
た
の
で
気
に
は
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
有
馬
さ
ん
か
ら
お
誘
い
い
た
だ
い
た
の

で
、
草
津
か
ら
有
志
で
5
軒
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
後
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
宣
伝
に
も
な
る
の
か
な
と
思
い
、

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
非
常
に
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　
群
馬
県
も
地
元
に
近
い
お
客
様
か
ら
と
い
う

こ
と
で
、
4
0
0
0
円
を
県
、
1
0
0
0
円
を

宿
が
負
担
す
る
5
0
0
0
円
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ

ク
の
県
民
割
引
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
群
馬
県

は
あ
ま
り
災
害
も
な
い
の
で
、
ふ
っ
こ
う
割
を

使
っ
た
経
験
も
そ
れ
ほ
ど
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

ほ
ぼ
初
め
て
、
大
盤
振
る
舞
い
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

　G
o T

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
送
客

手
数
料
が
利
益
を
圧
迫
し
て
い
る
と
い
っ
た
提

言
を
全
旅
連
青
年
部
が
国
に
し
て
い
る
と
い
う

話
も
知
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
こ
う
い
っ
た
こ

と
が
群
馬
県
に
も
伝
わ
っ
て
い
れ
ば
、
直
販
の

み
を
対
象
と
す
る
と
い
う
形
の
方
が
お
宿
と
し

て
は
助
か
っ
た
の
か
な
と
い
う
気
も
し
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
こ
と
も
今
後
の
課
題
に
な
っ
て

い
く
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
雇
用
調
整
助
成
金
に
関
し
て
は
、
う
ち
は
小

規
模
旅
館
な
の
で
従
業
員
は
他
に
本
業
が
あ
り
、

忙
し
い
時
に
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
来
る
方

が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
お
見
舞
金
と
い
っ
た
形

で
出
し
ま
し
た
。

奥
村
　
道
後
温
泉
に
つ
い
て
は
5
月
オ
ー
プ
ン

予
定
だ
っ
た
旅
館
の
開
業
が
7
月
に
延
期
さ
れ

た
り
、
一
部
、
夕
食
を
ビ
ッ
フ
ェ
に
切
り
替
え

た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
大
き
な
打

撃
を
受
ま
し
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
と
同
時
に

道
後
温
泉
本
館
と
飛
鳥
乃
湯
泉
が
休
館
し
た
後

は
、
宿
泊
施
設
も
休
業
す
る
と
こ
ろ
は
休
業
す

る
と
い
う
形
で
、
あ
ま
り
ば
ら
つ
き
が
目
立
つ

感
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
よ
う
や
く
明

日
、
県
を
ま
た
い
だ
移
動
自
粛
が
解
除
さ
れ
、

道
後
温
泉
本
館
も
再
開
し
ま
す
が
、
愛
媛
県
は

１
人
１
泊
あ
た
り
6
0
0
0
円
以
上
の
県
内
宿

泊
旅
行
を
予
約
し
た
場
合
に
、
5
0
0
0
円
を

割
引
す
る
「
県
内
宿
泊
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
ま
す
が
、
も
う
か
な
り
予
約
が
入
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
宿
泊
客
でP

ayP
ay

を
使
っ
て
支
払

い
を
す
る
人
に
は
１
人
1
0
0
0
円
を
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
す
る
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
7

月
1
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。
1
0
0
0
円
の
う

ち
30
%（
3
3
3
円
）は
宿
の
負
担
で
、
子
ど
も

が
泊
ま
っ
た
場
合
は
さ
ら
に
1
0
0
0
円
キ
ャ

ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
部
分
の
宿

の
負
担
は
な
し
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
と
し
て
は
松
山
市
産
業
経
済
部
や
商
店
街

の
理
事
長
と
話
を
し
た
り
、
市
内
の
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、

税
金
を
投
入
す
る
に
あ
た
っ
て
、
市
民
や
県
民

の
皆
さ
ん
の
納
得
感
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
気
を

つ
け
な
が
ら
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
自
分
の
宿
に
つ
い
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
て
丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
と
、

も
と
も
と
変
え
る
予
定
に
し
て
い
た
予
約
シ
ス

テ
ム
の
導
入
と
訓
練
に
費
や
す
こ
と
が
で
き
た

の
で
、
不
幸
中
の
幸
い
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。

　
雇
用
調
整
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
私
ど
も
は

か
な
り
前
か
ら
、
パ
ー
ト
で
も
長
く
働
い
て
下

さ
っ
て
い
る
方
に
は
雇
用
保
険
を
か
け
て
い
た

の
で
正
社
員
で
1
0
0
%
、
パ
ー
ト
さ
ん
で
も

雇
用
保
険
に
入
っ
て
い
る
方
に
は
か
な
り
の
割

合
の
額
を
お
支
払
い
し
ま
し
た
。
制
度
が
非
常

に
複
雑
と
い
う
こ
と
で
、
従
来
給
与
計
算
な
ど

で
お
願
い
し
て
い
る
社
労
士
で
は
な
く
、
国
や

官
庁
の
情
報
が
入
手
で
き
る
よ
う
な
方
に
も
お

手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
実
際
に
は
、
い
わ
ゆ
る
恒
常
労
働

で
は
な
く
、
か
つ
事
前
計
画
に
も
な
い
雇
用
調

整
助
成
金
を
出
す
と
い
う
こ
と
に
労
働
局
の
事

務
が
追
い
付
け
な
い
、
対
応
で
き
な
い
と
い
う

状
況
が
見
て
と
れ
ま
し
た
。
今
後
、
サ
ー
ビ
ス

業
の
い
わ
ゆ
る
シ
フ
ト
制
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
助
成
の
仕
方
を
す
る
の
か
、
そ
も
そ
も
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
出
勤
管
理
を
デ
ジ

タ
ル
化
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
を
簡
単

に
拾
え
る
仕
組
み
が
で
き
る
と
い
い
の
か
と
思

い
ま
す
。

福
永
　
奥
村
さ
ん
の
お
宿
で
は
年
末
か
ら
、
顔

認
証
に
よ
る
入
退
室
管
理
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実

験
を
さ
れ
て
い
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
お

話
を
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す
か
。

奥
村
　
私
が
実
家
の
旅
館
に
戻
っ
て
7
〜
8
年

　
私
は
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合

連
合
会
青
年
部
（
以
下
、
全
旅
連
青
年
部
）
に

出
向
し
て
い
て
月
1
回
、
常
任
理
事
会
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
集
ま
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

ウ
ェ
ブ
を
使
っ
た
会
議
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ス
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
い

う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
き
っ
か
け
の
一

つ
に
も
な
っ
た
の
で
、
今
と
な
っ
て
は
プ
ラ
ス

に
な
っ
た
部
分
も
あ
っ
た
の
か
な
と
捉
え
て
い

ま
す
。

山
田
　
雇
用
調
整
助
成
金
は
当
初
、
あ
る
け
ど

使
い
に
く
い
等
、
色
々
な
声
を
聞
き
ま
し
た
が
、

現
場
で
活
用
し
よ
う
と
す
る
際
は
大
変
で
し
た

か
。

吉
川
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
1
週
間
く
ら
い
で
変
わ

り
、
助
成
の
対
象
も
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
大

変
で
し
た
。
社
労
士
さ
ん
や
労
働
局
の
方
に
も

お
話
は
聞
い
た
の
で
す
が
、
厚
労
省
が
決
め
た

情
報
が
末
端
ま
で
届
い
て
お
ら
ず
、
何
が
本
当

の
情
報
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
本
音
で
し

た
。
教
育
訓
練
に
関
し
て
も
自
治
体
に
よ
っ
て

は
何
を
や
っ
て
も
通
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
れ

よ
う
な
こ
と
は
感
じ
ま
し
た
か
。

吉
川
　
差
別
と
い
う
の
は
感
じ
な
か
っ
た
で
す

が
、
一
番
最
初
に
雇
用
調
整
助
成
金
が
出
た
時

の
提
出
資
料
の
作
成
が
大
変
で
し
た
。
休
み
が

決
ま
っ
て
い
る
工
場
の
よ
う
な
と
こ
ろ
は
い
い

で
す
が
、
24
時
間
3
6
5
日
営
業
の
会
社
の
場

合
、
一
人
一
人
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
か
ら
勤
務
時

間
を
拾
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
の
で
。
苦

労
し
た
の
は
、
そ
れ
く
ら
い
で
し
た
か
ね
。

大
西
　
資
料
を
ご
覧
い
た
だ
き
な
が
ら
お
話
し

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
阿
寒
湖
温
泉
の
状
況
で
す
が
、
2
月
に
北
海

道
が
先
駆
け
て
実
施
し
た
休
業
要
請
の
時
に
は

休
業
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た

が
、
全
国
の
緊
急
事
態
宣
言
が
出
て
か
ら
は
ほ

と
ん
ど
の
宿
泊
施
設
や
商
店
が
休
業
し
、
5
月

に
は
ほ
と
ん
ど
売
上
が
な
か
っ
た
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
し
た
。

　
2
0
0
4
年
か
ら
私
た
ち
は
「
ア
イ
ヌ
文
化

で
彩
ら
れ
た
国
際
リ
ゾ
ー
ト
」
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
を
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
大
き
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
だ
っ
た
夜
の
森
を
ア
イ
ヌ
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

ト
で
楽
し
ん
で
も
ら
う
「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
も
、
今
年
は
残
念
な
が
ら
中
止

に
な
り
ま
す
。
北
海
道
は
大
通
公
園
の

「
Y
O
S
A
K
O
I
ソ
ー
ラ
ン
祭
」
や
「
さ
っ

ぽ
ろ
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
ト
」
な
ど
も
全
部
中
止

に
な
り
ま
す
。
雪
ま
つ
り
も
縮
小
開
催
が
先
日

発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
や
っ
て
い
た
だ
け
る
だ

け
で
も
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。
阿
寒
湖
温

泉
で
も
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
の
代
わ
り
と
し
て
、
コ

ロ
ナ
か
ら
の
回
復
を
祈
る
、
な
る
べ
く
三
密
を

避
け
る
よ
う
な
水
上
イ
ベ
ン
ト
「
カ
ム
イ
へ
の

祈
り
」
を
実
施
し
よ
う
と
町
で
も
動
き
始
め
た

と
こ
ろ
で
す
（
写
真
2
）。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
頼
っ
て
き
た
と
こ
ろ
も
あ

る
北
海
道
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
が
、
阿
寒
湖
温
泉

に
関
し
て
は
、
も
と
も
と
世
界
中
か
ら
不
特
定

多
数
の
お
客
様
を
集
め
る
と
い
う
よ
り
は
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
て
、
環
境
に

対
す
る
意
識
が
高
く
、
地
域
で
の
消
費
額
が
高

い
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
数
を
絞
っ
て
誘
致
し
て
い
こ

う
と
い
う
想
い
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
し

た
。
こ
の
考
え
方
は
コ
ロ
ナ
後
に
お
い
て
も
大

き
な
転
換
は
必
要
と
し
な
い
か
な
と
思
い
ま
す

の
で
、
自
然
や
文
化
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

　
皆
様
の
地
域
で
も
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
阿
寒
湖
温
泉
で
は
N
P
O
法
人
阿

寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
が
中
心
と

な
っ
て
私
た
ち
民
間
事
業
者
と
一
緒
に
国
立
公

園
内
で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
宿
の
感
染
対
策
に
つ
い
て
は
業
界

団
体
で
共
有
さ
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
お
客
様
の
導
線
に
沿
っ
て
、

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
変
更
を
し
て
お
り
ま
す
。

星
野
リ
ゾ
ー
ト
さ
ん
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ

と
も
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
う
し
た
動

画
で
案
内
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
少
し
面
白
い
取
り
組
み
と
し
て
は
、
ア
イ
ヌ

コ
タ
ン
の
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
お
願
い
し
て
、

ア
イ
ヌ
文
様
が
入
っ
た
パ
ー
テ
ィ
ー
シ
ョ
ン
を

作
っ
た
り
、
菅
官
房
長
官
が
ア
イ
ヌ
文
様
の
マ

ス
ク
を
着
け
て
少
し
話
題
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
ス
タ
ッ
フ
に
ア
イ
ヌ
文
様
の
マ
ス
ク
を

着
用
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

対
策
が
か
な
り
長
期
に
渡
り
そ
う
な
の
で
、
な

る
べ
く
お
客
様
に
緊
張
感
を
与
え
な
い
よ
う
な

感
染
対
策
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
が
苦
し
ん
で
い
る
の
は
ビ
ッ
フ
ェ
の

問
題
で
す
。
最
初
に
名
指
し
で
「
ビ
ッ
フ
ェ
は

避
け
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
で
、
業

界
全
体
の
問
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
北
海
道
は

特
に
大
型
施
設
が
多
い
の
で
、
食
事
提
供
の
変

更
が
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

け
れ
ば
末
端
の
組
合
員
、
協
会
員
に
も
影
響
が

及
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
最
低
限
の
事
務
所
の
家
賃
と
人
件
費
し
か
払

え
ま
せ
ん
の
で
、
組
合
費
や
協
会
費
で
運
営
し

て
い
る
来
期
の
牛
喰
い
絶
叫
大
会
、
ゆ
ふ
い
ん

音
楽
祭
や
湯
布
院
映
画
祭
は
実
施
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
を
明
確
に
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
由
布
院
温
泉
旅
館
組
合
と
由
布
院
温

泉
観
光
協
会
は
そ
れ
ぞ
れ
事
務
所
を
持
っ
て
運

営
し
て
い
ま
し
た
が
、
5
月
か
ら
由
布
院
駅
前

に
合
同
事
務
所
を
設
置
し
、
ひ
と
つ
屋
根
の
下

で
事
務
局
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
草
津
や
道
後
で
も
導
入
さ
れ
て
い
た

応
援
割
で
す
が
、
大
分
県
も
「
大
分
県
民
向
け

旅
館
ホ
テ
ル
応
援
割
」
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

6
0
0
0
万
円
の
予
算
で
1
万
2
千
泊
分
出
ま

し
た
が
、
6
月
1
日
に
発
売
を
開
始
し
て
1
時

間
で
全
て
売
り
切
れ
ま
し
た
。
た
だ
問
題
は
、

特
定
の
O
T
A
経
由
の
予
約
の
み
が
対
象
で
、

そ
こ
に
加
盟
協
力
し
て
い
な
い
小
規
模
旅
館
は

利
用
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

組
合
に
加
盟
し
て
い
な
い
と
利
用
で
き
な
い
等
、

色
々
と
制
約
が
あ
り
、
一
瞬
で
売
り
切
れ
ま
し

た
が
、
効
果
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
り
ま
す
。

大
分
県
は
予
算
も
倍
増
し
て
第
2
弾
を
や
る
と

い
う
の
で
、
そ
の
際
に
は
十
分
こ
の
問
題
を
考

慮
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
的
な
こ
と
で
は
、
由
布
院
町
内
の
特
産

品
を
集
め
た
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
や
、
未
来

の
宿
泊
券
な
ど
を
検
討
中
で
す
。
膝
を
つ
き
合

わ
せ
て
飲
ん
で
な
ん
ぼ
の
町
で
す
か
ら
、
何
よ

り
も
辛
か
っ
た
の
は
、
仲
間
と
会
え
な
い
、
飲

め
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
が
一
番
、

勢
い
を
止
め
る
要
因
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

武
田
　
組
合
と
し
て
は
、
町
か
ら
話
し
合
い
の

場
に
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
町
か

ら
は
4
月
下
旬
か
ら
6
月
15
日
ま
で
の
間
に
30

日
間
休
ん
だ
ら
、
1
事
業
所
に
つ
き
1
0
0
万

円
を
補
助
す
る
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

黒
川
温
泉
も
休
業
す
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
き
て
、

4
月
は
半
分
以
上
が
休
業
し
、
5
月
は
ほ
ぼ
全

て
休
業
し
て
い
た
感
じ
で
す
。
先
ほ
ど
言
っ
た

よ
う
に
熊
本
県
民
に
1
万
円
で
1
万
5
0
0
0

円
の
券
を
発
売
し
ま
す
し
、
6
月
1
日
に
は
ま

ず
町
民
の
方
た
ち
に
お
金
を
使
っ
て
も
ら
お
う

と
、
1
万
円
で
1
万
5
0
0
0
円
分
に
な
る

〝
超
〞
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
し
た
の
で
、

そ
れ
が
こ
れ
か
ら
動
く
か
な
と
い
う
と
こ
ろ
で

す
。

　
ま
た
、
お
客
さ
ん
が
減
っ
た
の
で
、
組
合
で

は
手
が
空
い
て
い
る
人
た
ち
で
看
板
の
ペ
ン
キ

を
塗
っ
た
り
、
植
樹
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ご
自
宅
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
黒

川
温
泉
の
入
浴
剤
を
ま
ず
熊
本
県
の
看
護
師
会

に
送
り
、
福
岡
か
ら
の
お
客
さ
ん
も
多
い
の
で

福
岡
県
の
看
護
師
会
に
も
送
り
、
黒
川
温
泉
に

バ
ス
を
走
ら
せ
て
下
さ
る
福
岡
の
バ
ス
の
運
転

手
さ
ん
に
も
送
り
ま
し
た
。

　
あ
と
は
週
に
1
回
集
ま
っ
て
会
議
を
し
て
、

雇
用
調
整
助
成
金
の
勉
強
を
し
た
り
、
E
C
サ

イ
ト
を
立
ち
上
げ
て
入
浴
剤
や
各
宿
の
タ
オ
ル

な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
、
コ
ロ
ナ

対
策
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
を
し
た
り
、
各
宿
で

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
ど
う
い
っ
た
対
応
を

し
て
い
る
か
と
い
う
共
有
を
し
て
い
ま
す
。

　
6
月
か
ら
湯
め
ぐ
り
の
受
け
入
れ
を
再
開
し

た
の
で
す
が
、
も
し
感
染
者
が
出
た
時
に
連
絡

手
段
が
な
い
と
困
り
ま
す
の
で
、
そ
の
都
度
名

前
と
電
話
番
号
、
出
身
県
を
書
い
て
い
た
だ
き
、

1
ヶ
月
程
度
情
報
を
保
管
す
る
と
い
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　
あ
と
、
ス
マ
ホ
ひ
と
つ
で
3
6
0
度
で
温
泉

気
分
を
味
わ
え
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
か
ら
だ
は

お
う
ち
　
こ
こ
ろ
は
温
泉
　
名
湯
「
ス
マ
ホ

湯
」」を
町
が
作
っ
て
く
れ
て
、
メ
デ
ィ
ア
に
取

り
上
げ
ら
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。

p
o
st

コ
ロ
ナ
を

見
据
え
た
お
宿
の
あ
り
方

福
永
　
コ
ロ
ナ
を
経
験
し
た
消
費
者
の
旅
行
に

対
す
る
意
識
も
少
し
ず
つ
変
化
が
生
じ
て
い
ま

す
。
世
の
中
の
流
れ
を
見
な
が
ら
お
宿
と
し
て

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
一
方
で
コ
ロ
ナ
を
経
験
し

た
か
ら
こ
そ
、
人
と
会
う
こ
と
や
旅
行
に
行
く

こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
て
い
る
消
費

者
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
お
宿
と
し
て
、
変
え

る
べ
き
こ
と
と
変
え
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
あ
た
り
は
ど
の
よ

う
に
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

　
ま
た
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
を
た
だ
乗
り
切
る
だ

け
の
も
の
と
し
て
捉
え
る
の
か
、
も
し
く
は
自

分
た
ち
や
旅
行
者
の
意
識
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス

と
し
て
捉
え
る
か
で
、
対
応
も
変
わ
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
、
皆

さ
ん
が
お
感
じ
に
な
ら
れ
た
こ
と
を
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

武
田
　
う
ち
は
6
月
13
日
に
営
業
を
再
開
し
て
、

数
組
し
か
お
客
様
と
関
わ
る
機
会
が
な
か
っ
た

の
で
、
ト
ラ
イ
&
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
し
な
が
ら

色
々
と
試
し
て
い
く
し
か
な
い
の
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
何
を
ど
う
し
た
い
と
い
う
の

が
な
く
、
細
か
い
こ
と
か
ら
言
え
ば
料
理
の
出

し
方
を
ど
う
し
よ
う
か
と
い
う
く
ら
い
で
す
が
、

食
事
は
個
室
対
応
な
の
で
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
変

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
、
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
常

連
さ
ん
が
多
い
の
で
、
気
負
わ
ず
に
「
ど
う
で

す
か
」
と
聞
き
な
が
ら
、
調
整
し
て
い
け
た
ら

い
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

奥
村
　
私
ど
も
の
宿
も
国
の
方
向
性
が
出
る
た

び
に
休
業
期
間
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
が
、
5
月

1
日
ま
で
休
館
と
書
い
て
貼
り
出
し
て
い
た
ら
、

地
元
の
方
の
中
に
は
自
粛
警
察
の
よ
う
な
方
も

い
て
、
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
開
け
る
ん

で
す
か
。
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
ら
、
ど
う

責
任
を
取
る
ん
で
す
か
。
」
と
い
っ
た
メ
ー
ル

が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ス
ペ
イ
ン
も
入
国
を
緩
和
し
た
と
こ
ろ
、
ド

イ
ツ
人
が
来
て
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
が
、
宿
の
営
業
を
再
開
し
て
ビ
ッ
フ
ェ
を

再
開
し
て
も
外
国
人
観
光
客
は
気
に
せ
ず
利
用

す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
日

本
人
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
例
え
ば
妻
の
友
人

の
中
に
は
、
狂
牛
病
が
発
生
し
た
時
か
ら
牛
肉

を
食
べ
な
く
な
っ
た
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、

清
潔
感
や
ル
ー
ル
を
重
視
す
る
方
も
多
く
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
で
は
、
ビ
ッ
フ
ェ
な
ど
を
全

部
や
め
て
、
ワ
ク
チ
ン
が
で
き
た
後
に
も
う
一

度
戻
す
の
か
と
。
効
率
が
ど
う
と
い
う
だ
け
で

は
な
く
、
ビ
ッ
フ
ェ
が
好
き
だ
か
ら
宿
に
泊
ま

り
に
来
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

私
ど
も
の
施
設
で
は
、
食
事
は
食
事
処
で
と
る

形
で
し
た
が
、
6
月
に
再
開
し
て
か
ら
は
ほ
ぼ

に
な
り
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
遅
れ
て
い
た

の
で
、
シ
ス
テ
ム
会
社
さ
ん
と
連
携
し
て
、
チ

ェ
ッ
ク
イ
ン
・
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
時
の
顔
認
証

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
実
験
し
ま
し
た
。
入
口
に

カ
メ
ラ
が
あ
る
と
監
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
雰

囲
気
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
、
カ
メ

ラ
を
内
蔵
し
た
ド
ア
を
作
り
、
不
自
由
が
な
か

っ
た
か
、
く
つ
ろ
ぎ
に
来
た
の
に
雰
囲
気
が
壊

れ
な
か
っ
た
か
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
条
件
に
、
通
常
よ
り
３
割

ほ
ど
安
く
し
た
宿
泊
プ
ラ
ン
を
販
売
し
ま
し
た
。

B
luetooth

に
よ
る
無
線
の
解
錠
シ
ス
テ
ム
を

使
っ
て
い
て
、
不
具
合
も
あ
っ
た
り
し
ま
し
た

が
、
有
線
で
も
必
ず
し
も
全
て
う
ま
く
動
く
訳

で
は
な
い
よ
う
で
す
。
う
ち
は
フ
ロ
ン
ト
の
受

付
か
ら
、
部
屋
の
開
閉
ま
で
成
立
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
取
材
も
さ
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ
実

験
段
階
な
の
で
、
今
後
も
進
め
て
い
く
か
は
検

討
中
で
す
。

福
永
　
今
回
の
コ
ロ
ナ
を
受
け
て
、
道
後
温
泉

の
他
の
お
宿
さ
ん
の
関
心
は
高
ま
り
そ
う
で
す

か
。

奥
村
　
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。
キ
ー
レ
ス
に
つ

い
て
は
静
脈
、
指
紋
、
虹
彩
な
ど
色
々
な
方
法

が
あ
り
ま
す
が
、
顔
認
証
は
非
接
触
が
成
立
す

る
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
す
る
と

思
い
ま
す
。

冨
永
　
大
分
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組

合
か
ら
全
県
に
対
し
て
休
業
要
請
が
来
た
の
で

す
が
、
補
償
が
伴
わ
な
い
た
め
に
色
々
な
苦
情

も
あ
っ
た
よ
う
で
、
由
布
院
と
し
て
は
自
己
判

断
で
お
願
い
し
ま
す
と
言
い
ま
し
た
。
宿
も
商

店
も
時
間
が
で
き
た
の
で
、
由
布
院
は
観
光
地

で
は
な
く
保
養
温
泉
地
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

も
う
一
度
認
識
す
る
た
め
、
み
ん
な
で
た
く
さ

ん
花
を
植
え
ま
し
た
（
写
真
3
）。

　
ま
た
、
感
染
拡
大
の
防
止
対
策
を
徹
底
す
る

こ
と
が
何
よ
り
も
安
心
安
全
の
P
R
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
感
染
拡
大
防
止

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
た
他
、
旅
館
組
合
で

マ
ス
ク
や
消
毒
液
や
客
室
内
の
噴
霧
器
な
ど
を

一
括
購
入
し
て
各
旅
館
に
安
く
提
供
す
る
と
い

っ
た
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。

　
金
融
機
関
の
融
資
や
雇
用
調
整
助
成
金
は
わ

か
り
づ
ら
い
と
い
う
声
も
非
常
に
多
か
っ
た
の

で
、
旅
館
組
合
主
催
で
、
説
明
会
・
個
別
相
談

会
を
何
度
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
年
に
関
し
て
は
、
95
軒
の
旅
館
組

合
員
、
3
0
0
軒
の
観
光
協
会
員
か
ら
組
合
費

や
協
会
費
を
い
た
だ
く
の
は
難
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
、
そ
う
す
る
と
行
政
か
ら
の
補

助
金
は
ま
っ
た
く
い
た
だ
か
ず
に
運
営
し
て
い

る
我
々
は
事
務
運
営
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
今
後
、G

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
は

じ
め
と
し
た
事
業
を
実
施
す
る
と
な
る
と
、
そ

の
窓
口
と
な
る
地
元
の
旅
館
組
合
や
観
光
協
会

な
ど
に
負
担
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
事

務
所
の
経
営
も
難
し
い
、
人
件
費
も
削
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
中
で
の
負
担
増
に
対
し
て
、
し

っ
か
り
と
補
助
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
を

国
も
含
め
て
強
く
訴
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う

地
域
の
核
と
な
る
組
織
が
し
っ
か
り
機
能
し
な

お
客
様
か
と
思
い
ま
す
。
お
客
様
の
感
覚
も
、

ま
た
時
が
経
て
ば
戻
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て
は
、
う
ち
の
旅
館

も
多
か
っ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
、
か
と
い

っ
て
英
語
表
記
に
変
え
た
り
食
事
を
変
え
る
こ

と
は
な
く
、
う
ち
の
ス
タ
イ
ル
で
泊
ま
り
た
い

外
国
人
の
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
し
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
今
後
も
大

き
く
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
よ
り

一
層
、
安
心
安
全
に
対
す
る
意
識
は
高
く
な
っ

た
か
な
と
思
い
ま
す
。

大
西
　
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
は
大
変
な
第
2
波
、

第
3
波
が
来
な
け
れ
ば
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

に
は
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
状

の
社
会
変
化
で
は
大
き
く
人
間
の
価
値
観
が
変

わ
る
と
い
う
よ
り
、
も
と
も
と
進
む
べ
き
方
向

に
進
ん
で
い
る
も
の
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
特

に
働
き
方
で
あ
っ
た
り
、
日
常
生
活
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
は
大
き
く
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
、
オ
ン
ラ
イ
ン
面
接
を
や
っ
て
み
た
ら
、

全
国
か
ら
応
募
が
来
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

「
鶴
雅
な
ん
て
聞
い
た
こ
と
も
な
い
で
し
ょ

う
」
と
い
う
と
、「
聞
い
た
こ
と
は
な
い
が
企

業
理
念
や
地
域
貢
献
な
ど
に
つ
い
て
記
事
を
見

て
知
っ
て
参
加
し
た
」
と
い
う
こ
と
で
、
半
数

近
く
が
道
外
の
方
で
し
た
。
人
材
の
多
様
性
を

高
め
る
た
め
に
も
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
強

い
社
員
を
採
用
す
る
に
し
て
も
、
今
後
も
続
け

て
い
き
た
い
で
す
。

　
あ
と
は
世
の
中
の
流
れ
と
し
て
、
動
画
に
対

す
る
抵
抗
が
な
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
る
の
で
、

サ
ー
ビ
ス
に
使
っ
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

色
々
な
自
動
化
の
取
り
組
み
が
後
押
し
さ
れ
る

か
な
と
。
お
客
様
も
サ
ー
ビ
ス
す
る
側
も
「
お

も
て
な
し
は
人
の
手
で
や
る
べ
き
」
と
思
っ
て

い
た
こ
と
が
生
産
性
を
高
め
る
上
で
足
か
せ
に

な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
今
は
コ

ロ
ナ
だ
か
ら
仕
方
な
い
よ
ね
と
い
う
感
覚
で
変

え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
奥
村
さ

ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
顔
認
識
の
よ
う
な
も
の
も

抵
抗
感
が
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　
感
染
対
策
の
た
め
の
設
備
を
導
入
す
る
際
に
、

北
海
道
庁
や
経
済
産
業
局
か
ら
補
助
金
を
受
け

ら
れ
る
の
で
す
が
、
今
A
I
付
き
の
サ
ー
モ
グ

ラ
フ
ィ
の
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

機
に
A
I
の
機
能
を
勉
強
し
て
お
り
、
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
良
い
き
っ

か
け
に
な
っ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
み
な
さ
ん
お
互
い
に
聞
い
て
み
た
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

大
西
　
奥
村
さ
ん
の
お
宿
で
実
施
さ
れ
た
顔
認

証
は
、
客
室
に
入
っ
た
り
、
館
内
で
消
費
す
る

の
に
使
え
る
の
で
す
ね
。

奥
村
　
ま
だ
全
部
は
で
き
て
な
い
の
で
す
が
、

お
客
様
の
満
足
度
の
向
上
と
業
務
の
効
率
化
を

両
立
す
る
「
お
も
て
な
し
マ
ス
タ
ー
」
と
い
う

の
を
作
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
定
の
範
囲

の
中
で
、
解
錠
や
決
済
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
・
ア

ウ
ト
を
顔
認
証
で
で
き
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

た
だ
、
旅
館
や
旅
館
系
ホ
テ
ル
は
建
て
増
し
を

し
た
り
し
て
い
て
、
工
場
の
よ
う
に
作
ら
れ
て

い
な
い
の
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
自
動
化

が
難
し
い
で
す
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
の
作
業
を

連
動
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
、
中
規
模
・
大
型
旅

館
だ
と
働
い
て
い
る
人
数
も
多
い
の
で
、
課
金

的
な
端
末
を
持
た
せ
る
と
ず
っ
と
お
金
を
払
っ

て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
の

館
で
や
っ
て
い
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
変
え
ず

に
何
を
ど
う
自
動
化
す
る
か
が
重
要
で
、
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
は
お
も
て
な
し
で
、
ワ
ー
ク
ウ

ェ
ア
は
最
先
端
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
す
る
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
完
成
品
を
納
品
さ
れ
る
の
で
は

な
く
、
う
ち
で
実
験
し
て
い
い
で
す
よ
と
い
う

こ
と
で
、
顔
認
証
の
ほ
か
に
指
認
証
の
実
験
も

行
い
ま
し
た
し
、
ド
ア
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
て
、

顔
認
証
の
カ
メ
ラ
が
つ
い
た
袖
ド
ア
の
実
験
も

う
ち
の
旅
館
で
や
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
売
店

に
は
、
私
の
妻
が
作
っ
た
着
物
を
着
て
、
ち
ょ

ん
ま
げ
を
結
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
（N

T
T

の

S
ota

）
が
い
て
人
感
セ
ン
サ
ー
で
挨
拶
し
た
り

し
て
ま
す
。

　
私
か
ら
大
西
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い
の
で
す

が
、
ビ
ッ
フ
ェ
は
今
後
ど
う
な
る
と
思
い
ま
す

か
。
日
本
の
宿
が
ビ
ッ
フ
ェ
で
は
な
い
方
向
に

振
っ
て
し
ま
っ
て
本
当
に
い
い
の
か
な
と
。
外

国
人
旅
行
者
が
戻
っ
て
き
た
時
に
、
も
う
一
度

設
備
を
変
え
て
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
ス
タ
ッ

フ
の
数
も
変
え
る
と
い
う
の
は
ど
う
な
の
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

大
西
　
弊
社
で
も
意
見
が
分
か
れ
て
い
て
、
ワ

ク
チ
ン
等
の
登
場
で
い
つ
か
は
需
要
が
戻
っ
て

く
る
と
思
う
の
で
す
が
、
こ
れ
を
機
に
ビ
ッ
フ

ェ
あ
り
き
の
鶴
雅
か
ら
脱
却
し
た
方
が
良
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。

　
旅
館
業
界
で
も
ビ
ッ
フ
ェ
を
や
っ
て
い
き
た

い
と
い
う
方
も
多
い
で
し
ょ
う
し
、
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
も
高
い
の
で
、
ど
こ
か
で
元
通
り
に
な

る
と
は
思
い
ま
す
が
、
今
は
で
き
る
対
策
を
実

施
し
な
が
ら
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

奥
村
　
う
ち
も
毎
年
夏
に
ビ
ア
バ
イ
キ
ン
グ
を

や
っ
て
い
て
、
コ
ロ
ナ
を
機
に
や
め
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
が
、
原
理
的
に
は
ビ
ッ
フ
ェ
を

前
提
と
し
た
ビ
ア
ホ
ー
ル
み
た
い
な
も
の
も
全

部
な
し
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
し
か

し
、
な
く
し
て
し
ま
っ
て
い
い
の
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

山
下
（
阿
寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構

専
務
理
事
）
観
光
協
会
な
ど
の
会
費
の
問
題

が
あ
る
と
思
っ
て
い
て
、
我
々
も
今
年
度
は
2

割
減
免
と
決
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
ど
の
よ

う
に
さ
れ
る
ご
予
定
か
、
教
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

吉
川
　
三
重
県
で
は
ほ
と
ん
ど
の
と
こ
ろ
が
会

費
を
減
免
し
て
い
て
、
半
額
も
し
く
は
ほ
と
ん

ど
な
し
で
動
い
て
お
り
、
致
し
方
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
。
全
旅
連
で
も
今
期
は
会
費
な
し
と

い
う
形
に
な
り
ま
す
。
地
域
の
財
力
の
問
題
も

あ
る
の
で
、
そ
こ
は
地
域
で
考
え
る
こ
と
で
、

会
費
を
取
る
な
ら
取
っ
て
し
っ
か
り
行
動
し
て

い
け
ば
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

奥
村
　
道
後
温
泉
は
か
つ
て
財
産
区
で
、
そ
の

後
、
松
山
市
に
合
併
さ
れ
た
の
で
、
道
後
温
泉

旅
館
協
同
組
合
自
体
が
府
庁
の
よ
う
な
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
毎
年
定
額
の
組
合
費
も
安
く
、

入
湯
税
の
全
面
代
理
徴
収
を
行
っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
利
用
人
数
に
合
わ
せ
た
金
額
を
収
め
て
い

部
屋
食
の
対
応
と
し
、
ス
タ
ッ
フ
が
入
る
回
数

も
減
ら
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
本
来
、
日
本
の

旅
館
は
一
品
出
す
ご
と
に
従
業
員
と
会
話
を
す

る
か
ら
楽
し
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　
い
ず
れ
ワ
ク
チ
ン
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

変
に
投
資
せ
ず
に
元
に
戻
せ
る
よ
う
に
し
て
お

く
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
気
も
し
ま

す
。
リ
ス
ク
は
計
算
し
て
一
応
管
理
で
き
る
も

の
で
す
が
、
す
べ
て
対
応
す
る
よ
う
に
投
資
し

て
し
ま
う
と
逆
に
危
機
対
応
力
が
落
ち
る
の
で

は
な
い
か
、
リ
ス
ク
が
発
生
し
た
際
に
は
国
や

行
政
に
助
け
を
求
め
る
方
が
良
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
気
も
し
て
い
ま
す
。

吉
川
　
今
後
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
は
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
が
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
の
で
は
と
思

い
ま
す
。G

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
含
め
国
内

で
の
施
策
と
し
て
の
後
押
し
は
あ
り
ま
す
が
、

国
内
旅
行
者
を
日
本
全
国
で
取
り
合
い
し
て
い

た
ら
、
今
ま
で
の
よ
う
な
稼
働
が
取
れ
る
か
は

疑
問
が
出
て
く
る
の
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
復

活
す
る
ま
で
の
間
、
旅
館
ホ
テ
ル
の
経
営
の
仕

方
が
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
の
旅
館
ホ
テ
ル
の
経
営
ス
タ
イ
ル
は
、

お
客
さ
ん
を
た
く
さ
ん
入
れ
て
毎
日
満
室
に
し

て
、
3
6
5
日
営
業
を
す
る
と
い
う
形
で
し
た

が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
と
わ
か
っ
た
な
ら
、
違

う
損
益
分
岐
点
を
発
見
し
て
運
営
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
先
が
見
え
な
い
部
分
も
あ
る
の
で
、
そ

う
し
な
が
ら
国
内
・
海
外
の
シ
ェ
ア
を
と
っ
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
当
館
で
も
と
て
も
悩
ん
だ

問
題
で
、
武
田
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、

う
ち
も
こ
の
時
期
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
た

の
は
リ
ピ
ー
タ
ー
の
お
客
様
で
す
。
体
温
測
定

や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
な
ど
の
対
応
は
全
部
し
ま

し
た
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
あ
る
よ
う
な
料
理

は
下
膳
し
て
は
い
け
な
い
と
か
、
手
袋
を
は
め

て
料
理
を
出
す
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
社

内
で
も
協
議
し
た
結
果
、
お
客
様
に
お
尋
ね
し

て
、
お
客
様
に
委
ね
る
形
で
い
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
手
袋
を
つ

け
て
料
理
を
提
供
で
き
ま
す
し
、
一
度
に
料
理

を
お
出
し
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
い
か
が

な
さ
い
ま
す
か
」
と
。
あ
る
程
度
お
客
様
に
委

ね
、
ど
う
や
っ
て
う
ち
の
カ
ラ
ー
を
潰
さ
ず
に

営
業
し
て
い
け
る
か
に
重
き
を
置
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
う
ち
は
新
卒
の
リ
ク
ル
ー
ト
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
3
月
か
らZ

oom

を

使
っ
て
企
業
説
明
会
や
面
接
を
し
ま
し
た
。
す

る
と
、
日
本
全
国
か
ら
応
募
が
来
ま
し
た
。
地

元
の
会
議
室
を
借
り
た
り
、
大
手
の
合
同
説
明

会
に
参
加
し
て
い
た
昨
年
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど

東
海
か
ら
し
か
参
加
が
な
か
っ
た
の
が
、
北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
非
常
に
優
秀
な
学
生
の
登
録

が
あ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
は
地
元
だ
か
ら
と
い

う
こ
と
で
来
て
い
た
学
生
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、「
旅
館
で
働
き
た
い
」
と
い
う
学
生
が
コ

ン
タ
ク
ト
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
非
常
に

い
い
ツ
ー
ル
だ
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
情
報
が
命
で
し
た
の

で
、
こ
の
ツ
ー
ル
を
使
う
こ
と
で
、
各
旅
館
の

仲
間
た
ち
と
い
ち
早
く
情
報
共
有
で
き
、
自
分

自
身
に
と
っ
て
す
ご
く
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
こ
う
し
た
情
報
共
有
を
皆
さ
ん
と
し
て
、

会
社
や
地
域
に
還
元
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

冨
永
　
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
私
た
ち

の
温
泉
地
は
観
光
地
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

元
々
、
国
際
的
な
生
活
型
の
保
養
温
泉
地
を
目

指
し
て
い
る
の
で
、
今
一
度
、
原
点
回
帰
を
テ

ー
マ
に
挙
げ
て
い
ま
す
。
何
よ
り
も
遊
ぶ
こ
と

や
楽
し
む
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
心
と
身
体

の
保
養
を
し
に
来
て
く
だ
さ
い
と
。
そ
れ
に
見

合
っ
た
宿
の
あ
り
方
を
一
か
ら
勉
強
し
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
で
、
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
は
安
心
安
全
が
一
番
に
な
る
の
で
、
地
域

版
H
A
C
C
P
や
、
食
や
温
泉
の
安
全
を
一
か

ら
築
い
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　P
ost

コ
ロ
ナ
の
宿
の
あ
り
方
で
す
が
、
誰
か

に
言
わ
れ
た
か
ら
と
か
、
県
や
国
が
こ
う
し
た

か
ら
そ
れ
に
則
る
の
で
は
な
く
、
経
営
者
が
自

分
で
考
え
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
ま

ず
は
自
分
の
施
設
、
自
分
の
地
域
か
ら
感
染
者

を
出
さ
な
い
、
拡
散
さ
せ
な
い
と
い
う
目
的
を

明
確
に
し
て
、
そ
れ
に
向
け
て
何
が
で
き
る
の

か
、
経
営
者
が
そ
れ
ぞ
れ
一
生
懸
命
考
え
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
も
で
き
な
い
経
営
者
は
旅
館

を
経
営
す
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
も
し
も
感
染
者
が
出
た
時
は
、

一
丸
と
な
っ
て
み
ん
な
で
考
え
て
い
こ
う
と
い

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
由
布
院
温
泉
で
は
4
月
中
旬
く
ら
い
に

由
布
院
観
光
の
歴
史
を
聞
き
な
が
ら
ま
ち
歩
き

を
す
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
も
原
点
回
帰
と
い
う
想
い
か
ら
始
め

ら
れ
た
も
の
で
す
か
。

冨
永
　
そ
う
で
す
ね
。
も
し
か
し
た
ら
今
ま
で

は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
増
え
す
ぎ
て
少
し
異
常
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

が
増
え
る
と
そ
れ
を
目
的
に
外
資
、
別
の
国
の

資
本
が
ま
ち
に
入
り
込
み
、
小
さ
な
民
泊
が
た

く
さ
ん
生
ま
れ
、
ま
ち
の
風
景
が
ど
ん
ど
ん
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
風
景
だ
け
で
は
な
く
、
風

情
や
風
土
、
風
習
ま
で
変
わ
っ
て
き
て
、
「
由

布
院
の
風
」
自
体
が
変
わ
っ
て
き
た
と
い
う
こ

と
に
対
す
る
危
機
感
が
長
い
こ
と
あ
り
ま
し
た
。

　
先
日
、
I
A
T
A
（
国
際
航
空
運
送
協
会
）

が
国
際
線
需
要
が
2
0
1
9
年
の
水
準
に
回
復

す
る
の
は
2
0
2
4
年
頃
に
な
る
と
い
う
見
通

し
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
も
う
一
度
、
原
点
に

戻
る
時
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
僕

ら
の
仲
間
か
ら
倒
産
者
は
出
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
幸
か
不
幸
か
小
規
模
旅
館
が
点
在
し
て
い

る
ま
ち
な
の
で
、
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
っ

て
汗
を
流
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

田
村
　
う
ち
も
小
規
模
旅
館
で
、
1
0
0
年
以

上
、
食
事
を
部
屋
出
し
で
提
供
し
て
き
ま
し
た

の
で
、
こ
う
い
う
事
態
に
な
っ
て
も
特
別
に
変

え
る
こ
と
も
な
く
、
今
は
入
館
を
半
分
に
制
限

し
て
、
空
い
た
お
部
屋
に
先
に
用
意
す
る
と
い

う
形
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　
草
津
も
観
光
地
で
あ
る
前
に
湯
治
場
で
も
あ

り
、
湯
治
場
の
温
泉
宿
の
役
割
は
、
こ
う
い
っ

た
こ
と
が
あ
っ
て
も
大
き
く
は
変
わ
っ
て
い
か

な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
1
泊
2
食
を
提
供

し
、
な
る
べ
く
長
い
間
安
心
安
全
に
滞
在
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
各
お
宿
が
考
え
て
決
め
る
こ

と
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
う
の
は
大
事
で
す
が
、

食
事
の
提
供
の
仕
方
な
ど
は
う
ち
の
よ
う
な
小

規
模
、
大
規
模
旅
館
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
が
あ
る

の
で
、
各
お
宿
が
ポ
リ
シ
ー
と
責
任
を
持
っ
て

対
策
を
講
じ
て
い
れ
ば
、
最
終
的
に
選
ぶ
の
は

＜注＞
注１：阿寒湖温泉における入湯税超過課税導入の詳細については以下を参照

「観光文化 238号 特集：インバウンド時代の観光振興財源」
https://www.jtb.or.jp/wp-content/uploads/2018/07/bunka238-05.pdf

注２：鳥羽市の入湯税の詳細については以下を参照
「2013年度 温泉まちづくり研究会 ディスカッション記録」
https://www.jtb.or.jp/wp-content/uploads/2016/07/onmachi2013.pdf

ま
す
。

武
田
　
黒
川
温
泉
は
組
合
費
を
3
割
減
免
に
し

ま
し
た
。
た
だ
し
、
別
に
集
め
て
い
る
広
告
費

は
上
げ
ま
し
た
。

田
村
　
群
馬
県
で
も
草
津
町
で
も
青
年
部
の
会

費
に
つ
い
て
は
特
に
減
額
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
、
徴
収
時
期
を
少
し
ず
ら
し
て
お
り
、
ま

だ
徴
収
し
て
い
ま
せ
ん
。
群
馬
県
に
つ
い
て
も

0
か
1
0
0
か
と
い
う
会
議
を
し
ま
し
た
が
、

会
員
数
も
少
な
い
中
、
各
々
の
地
域
で
既
に
計

上
し
て
い
る
状
況
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
ま

ま
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

湯
本
（
草
津
温
泉
観
光
協
会
理
事
）
草
津
温

泉
旅
館
協
同
組
合
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ

特
に
減
免
と
い
う
話
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
群
馬
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合

に
つ
い
て
は
、
今
年
は
徴
収
し
な
い
こ
と
に
し

た
そ
う
で
す
。
県
の
組
合
は
販
売
事
業
が
あ
り
、

割
と
好
調
に
回
っ
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
、
そ

こ
で
な
ん
と
か
カ
バ
ー
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

草
津
の
場
合
は
事
務
局
で
人
を
抱
え
て
い
る
の

で
、
今
の
と
こ
ろ
会
費
に
関
し
て
は
旅
館
組
合

も
観
光
協
会
も
通
常
通
り
の
予
定
で
す
。

福
永
　
ち
な
み
に
阿
寒
の
場
合
は
、
入
湯
税
の

か
さ
上
げ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
今

回
の
緊
急
対
策
に
あ
て
る
と
い
っ
た
動
き
は
あ

り
ま
す
か
。（
注
１
）

山
下
　
入
湯
税
そ
の
も
の
が
前
年
比
75
%
減
く

ら
い
に
な
る
と
み
て
い
ま
す
。
通
常
は
嵩
上
げ

分
と
し
て
4
5
0
0
万
円
く
ら
い
徴
収
で
き
る

予
定
の
税
収
が
1
0
0
0
万
円
を
切
る
の
で
は

と
い
う
状
況
で
す
の
で
、
取
り
組
み
の
優
先
順

位
を
ど
う
つ
け
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。
ま
た
、

ば
、
は
じ
か
れ
る
項
目
が
多

い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
こ
の
あ

た
り
は
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て

い
ま
す
。
今
に
な
っ
て
よ
う

や
く
緩
和
さ
れ
て
、
色
々
な

も
の
が
見
え
て
き
て
い
ま
す
。

山
田
　
熊
本
地
震
の
時
ま
で
、

雇
用
調
整
助
成
金
は
旅
館
で

使
う
の
に
制
限
が
か
か
っ
て

い
ま
し
た
。
今
回
、
旅
館
業

と
し
て
何
か
差
別
さ
れ
た
と

か
、
阻
害
さ
れ
た
と
い
っ
た

釧
路
市
と
の
関
係
で
組
織
の
運
営
費
に
使
っ
て

は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
減
免
の
部

分
を
埋
め
る
形
に
は
な
ら
な
い
で
す
。

福
永
　
鳥
羽
市
で
は
入
湯
税
の
30
％
を
鳥
羽
市

温
泉
振
興
会
に
、
70
％
を
鳥
羽
市
観
光
振
興
基

金
と
し
て
積
み
立
て
る
形
に
し
て
い
ま
す
が
、

入
湯
税
の
使
途
な
ど
は
何
か
議
論
さ
れ
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。（
注
２
）

吉
川
　
今
後
、
鳥
羽
市
観
光
振
興
基
金
の
使
い

方
を
、
鳥
羽
市
温
泉
振
興
会
と
市
で
協
議
し
て

い
こ
う
と
い
う
く
ら
い
で
す
ね
。
親
会
で
ど
こ

ま
で
進
ん
で
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
青
年

部
で
は
そ
う
い
う
話
を
ぶ
つ
け
て
い
こ
う
か
と

い
う
と
こ
ろ
で
す
。

福
永 

鳥
羽
市
の
方
に
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、

自
主
財
源
が
あ
る
こ
と
で
、
国
の
助
成
金
な
ど

が
お
り
る
前
の
早
い
段
階
で
施
策
が
打
て
た
と

い
う
話
も
あ
り
、
組
織
と
連
動
す
る
財
源
の
有

無
に
つ
い
て
も
重
要
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
今
日
の
お
話
の
中
で
気
づ
か
れ
た

こ
と
や
共
有
し
た
い
想
い
な
ど
あ
れ
ば
、
ご
発

言
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

吉
川 

私
が
出
向
し
て
い
る
全
旅
連
青
年
部
に

行
政
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
よ
う
な
方
が
い
て
、

そ
の
方
か
ら
国
の
話
を
色
々
と
聞
く
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
が
、
国
は
補
正
予
算
を
組
ん
だ
り

し
て
多
く
の
予
算
を
つ
け
て
は
い
る
も
の
の
、

県
の
方
で
使
い
方
が
わ
か
ら
ず
、
断
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
う
い

っ
た
と
こ
ろ
を
動
か
す
に
は
、
我
々
業
界
が
声

を
上
げ
て
、
県
に
向
け
て
ど
ん
ど
ん
お
金
を
取

り
に
行
か
な
い
と
動
か
な
い
と
い
う
地
域
性
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
は
み
ん
な
で
情
報
共

有
し
て
、
こ
の
地
域
で
は
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ

て
る
の
で
、
う
ち
の
県
で
も
や
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
形
で
要
望
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　w
ith

コ
ロ
ナ
に
加
え
て
、w

ith

行
政
と
い
う

く
ら
い
の
勢
い
で
手
を
組
ん
で
や
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
今
回
の
危
機
は
乗
り
切
れ
な
い
と
思
う

の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
と
声
を
上
げ
て
、
他
の
地

域
も
見
な
が
ら
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

福
永 

自
治
体
に
よ
る
違
い
や
差
は
、
横
の
つ

な
が
り
が
あ
っ
て
初
め
て
わ
か
る
こ
と
な
の
で
、

温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
で
も
引
き
続
き
、
情

報
交
換
を
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
議
論

は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
今
日
は
お
忙
し
い
中
、
貴

重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

阿寒湖温泉道後温泉・飛鳥乃温泉

草津温泉由布院温泉

鳥羽温泉郷黒川温泉

有馬温泉

温泉旅館（温泉地）が考えるWith／Postコロナ3
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り
ま
す
。
一
応
、
次
期
部
長
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
総
会
な
ど
も
書
面
決
議
で
実

際
に
は
引
継
ぎ
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　
草
津
温
泉
で
は
多
く
の
宿
が
6
月
1
日
か
ら

営
業
を
再
開
し
て
い
て
、
同
時
に
群
馬
県
が
1

人
1
泊
あ
た
り
5
0
0
0
円
割
引
に
な
る
愛
郷

ぐ
ん
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
泊
ま
っ
て
！
応
援
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
群
馬
県

内
の
お
客
さ
ま
が
多
く
来
ら
れ
て
い
る
状
況
で

す
。
た
だ
、
宿
の
方
も
全
開
で
お
客
様
を
受
け

入
れ
ら
れ
る
体
制
で
は
な
く
、
う
ち
も
実
質
半

分
開
け
て
、
宿
泊
容
量
の
半
分
く
ら
い
を
受
け

入
れ
て
い
る
状
態
で
す
。
し
か
し
、
徐
々
に
お

客
様
が
戻
っ
て
い
る
か
な
と
い
う
気
は
し
て
い

ま
す
。

w
ith

コ
ロ
ナ
の
温
泉
地
の

状
況
と
宿
の
対
応

福
永
　
そ
れ
で
は
本
題
に
入
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
３
月
末
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
入
込
客
の
動
向
記
録（
表
1
）の
中
で
も

地
域
に
よ
っ
て
お
客
様
の
動
向
は
違
っ
た
様
子

が
見
え
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
徐
々
に

拡
大
す
る
中
で
の
お
客
様
の
動
向
や
対
応
は
ど

の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
自
粛
期
間
に
入
っ
て
か
ら
は
お
宿
自
体

を
休
館
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
間
に
ど
う
い
っ
た
こ
と
に
取
り

組
ま
れ
た
の
か
、
従
業
員
の
皆
さ
ん
や
取
引
先

へ
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
さ
れ
た
の
か
な
ど
に

つ
い
て
お
話
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

當
谷
　
有
馬
温
泉
は
神
戸
市
内
に
あ
り
、
兵
庫

県
と
大
阪
府
の
間
な
の
で
、
お
客
さ
ま
に
来
て

く
だ
さ
い
と
い
う
の
は
難
し
い
状
況
で
し
た
。

そ
こ
で
若
手
４
人
で
、
お
う
ち
に
い
な
が
ら

V
R
で
温
泉
を
楽
し
め
る
「
有
馬
温
泉
湯
め
ぐ

り
V
R
」
を
始
め
ま
し
た
。
今
は
参
画
施
設
が

8
軒
に
な
り
、
さ
ら
に
草
津
さ
ん
に
も
紹
介
し

て
、
世
界
中
に
配
信
し
ま
し
た
。
日
本
国
内
よ

り
海
外
の
方
に
多
く
見
て
い
た
だ
き
、
海
外
の

マ
ス
コ
ミ
に
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た（
写
真
１
）。

　
ま
た
、
も
と
も
と
夏
祭
り
に
使
う
予
定
だ
っ

た
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
飲
食
店
に
開
放
し
て
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
専
門
で
販
売
す
る
よ
う
に
し
た
と
こ

ろ
、
町
内
の
方
が
た
く
さ
ん
買
い
に
来
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　
有
馬
で
開
催
さ
れ
た
会
議
に
観
光
庁
長
官
が

来
て
い
て
、
私
も
参
加
し
た
の
で
す
が
、
そ
の

時
に
初
め
てG

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
話
を
さ

れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
に
旅
行
会
社
だ
け

で
な
く
、
旅
館
の
直
接
予
約
も
対
象
に
し
て
ほ

し
い
と
交
渉
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
私
の
旅
館
で
は
温
泉
地
ご
と
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
声
優
が
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「
温
泉
む
す
め
」

と
一
番
最
初
に
提
携
し
て
お
り
、
先
方
か
ら
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
な
い
か
と
い
う
提

案
が
あ
っ
た
の
で
共
同
で
行
っ
た
と
こ
ろ
、
1

日
か
か
ら
ず
に
目
標
の
1
0
0
万
円
が
集
ま
り

ま
し
た
。
休
館
中
は
、
休
業
補
償
を
1
0
0
%

払
っ
て
、
従
業
員
の
雇
用
は
全
て
確
保
し
て
い

ま
す
。
そ
の
子
達
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
手
伝
っ

て
く
れ
て
、
森
の
中
に
お
子
様
用
の
小
さ
な
プ

ー
ル
を
作
っ
て
い
ま
す
。
有
馬
で
は
毎
年
夏
に

「
有
馬
涼
風
川
座
敷
」
と
い
う
お
祭
り
を
し
て

い
ま
す
が
、
何
と
し
て
も
実
施
し
た
い
と
い
う

こ
と
で
調
整
し
て
い
ま
す
。

吉
川

　鳥
羽
温
泉
郷
と
し
て
は
4
月
か
ら
原
則

的
に
休
館
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

休
業
要
請
が
出
て
い
て
も
何
軒
か
は
開
け
ざ
る

を
得
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
か
な
り
叩
か
れ
て

い
る
と
い
う
情
報
は
聞
い
て
い
ま
し
た
。
多
分
、

ど
の
温
泉
地
で
も
同
じ
よ
う
な
状
況
が
起
き
て

い
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
当
館
も
4
軒
は
4
月
13
日
か
ら
休
業
し
ま
し

た
が
、
全
室
ス
イ
ー
ト
の
高
級
旅
館
「T

H
E
 

E
A
R
T
H

」
に
つ
い
て
は
、
お
客
様
が
た
く
さ

ん
入
ら
れ
て
い
る
状
況
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

営
業
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ご
く
一
部
、

東
京
な
ど
か
ら
の
お
客
様
で
非
常
に
マ
ナ
ー
の

悪
い
方
が
お
り
、
働
い
て
い
る
従
業
員
が
恐
怖

を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
20
日
か
ら
休

館
に
し
ま
し
た
。

　
や
は
り
企
業
と
し
て
は
営
業
し
て
い
き
た
い

気
持
ち
は
あ
り
ま
す
が
、
従
業
員
を
守
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
面
と
、
地
域
の
目
を
気

に
す
る
と
営
業
は
で
き
な
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

た
だ
し
、
よ
そ
で
営
業
を
続
け
て
い
る
お
宿
は
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
も
ず
っ
と
満
室
だ
っ

た
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
何
が
正
し
か
っ
た
の

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
コ
ロ
ナ
の
対
応
に
つ
い
て
で
す
が
、
あ
り
が

た
い
こ
と
に
雇
用
調
整
助
成
金
が
出
た
の
で
、

当
館
も
従
業
員
に
は
給
料
を
1
0
0
%
補
償
し

て
い
ま
す
。
た
だ
、
情
報
が
不
透
明
な
と
こ
ろ

が
多
く
、
教
育
訓
練
に
つ
い
て
も
、
大
西
さ
ん

の
と
こ
ろ
で
は
実
施
さ
れ
て
い
た
と
父
か
ら
聞

い
て
い
ま
す
が
、
自
治
体
に
よ
っ
て
教
育
訓
練

の
項
目
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
、
何
度
労
働
局

に
電
話
し
て
も
、
他
の
自
治
体
と
は
違
う
答
え

が
返
っ
て
く
る
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
た
だ
、
こ
れ
を
マ
イ
ナ
ス
と
し
て
考
え
る
の

で
は
な
く
、
今
い
る
従
業
員
達
に
ど
う
い
っ
た

も
の
を
提
供
で
き
る
か
に
重
き
を
置
い
て
、
教

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
う
ち
は
本
当
に
生
産
効

率
が
よ
く
な
か
っ
た
の
で
、
マ
ル
チ
化
に
挑
ん

で
ス
キ
ル
を
上
げ
て
も
ら
う
方
向
に
向
か
っ
て

い
ま
す
。

　
取
引
先
な
ど
の
業
者
に
関
し
て
で
す
が
、
ま

ず
は
自
分
の
と
こ
ろ
を
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
、
取
引
先
に
ち
ょ
っ
と
厳
し
い
案
件
を

ぶ
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
場
面
も
あ
り
ま
す

が
、
幸
い
に
も
雇
用
調
整
が
あ
る
の
で
、
「
う

ち
は
こ
う
す
る
け
ど
、
お
た
く
も
こ
の
制
度
を

活
用
し
て
休
業
し
た
ら
ど
う
で
す
か
」
と
提
案

し
ま
し
た
。
最
初
の
う
ち
は
こ
の
助
成
金
制
度

を
知
ら
な
い
企
業
が
す
ご
く
多
か
っ
た
の
で
、

そ
れ
を
伝
え
る
こ
と
で
、
お
互
い
に
そ
ん
な
に

ロ
ス
が
な
い
と
い
う
認
識
が
持
て
ま
し
た
。

設
と
そ
の
他
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
2
〜
3
ヶ
月
は
や
は
り
売
上
が
減
少
し
て
お

り
、
先
の
見
え
な
い
状
況
で
し
た
が
、
6
月
に

入
っ
て
か
ら
は
宿
泊
施
設
の
稼
働
を
取
り
戻
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
よ
う
や
く
少
し

ず
つ
で
す
が
動
き
出
し
た
こ
と
を
実
感
し
て
い

ま
す
。

當
谷
　
私
は
家
族
連
れ
に
特
化
し
た
旅
館
を
1

軒
や
っ
て
お
り
、
4
月
3
日
か
ら
7
月
2
日
ま

で
休
業
予
定
で
す
。
有
馬
温
泉
全
体
の
入
り
込

み
と
し
て
は
、
2
月
は
2
割
、
3
月
は
5
割
、

4
月
は
9
割
以
上
減
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
最

近
、
少
し
ず
つ
お
客
さ
ま
は
戻
っ
て
き
て
い
ま

し
て
、
平
日
は
ま
だ
少
な
い
で
す
が
、
土
日
は

ま
ち
を
歩
く
人
も
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
私

の
旅
館
に
関
し
て
は
7
月
以
降
営
業
を
再
開
し

ま
す
が
、
予
約
は
か
な
り
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。

奥
村
　
私
は
大
和
屋
本
館
と
大
和
屋
別
荘
と
い

う
2
館
を
経
営
し
て
お
り
、
公
的
立
場
と
し
て

は
道
後
温
泉
旅
館
協
同
組
合
の
副
理
事
長
と
い

う
立
場
で
す
。
４
月
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令

さ
れ
る
と
、
４
月
18
日
に
道
後
温
泉
本
館
と
飛

鳥
乃
湯
泉
が
松
山
市
の
方
針
で
休
館
し
ま
し
た
。

旅
館
と
し
て
は
開
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

し
た
し
、
全
面
休
館
に
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
直
前
に
、

市
内
の
病
院
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
た
め
、

道
後
温
泉
本
館
の
休
館
期
間
が
延
び
ま
し
た
が
、

よ
う
や
く
6
月
19
日
に
飛
鳥
乃
湯
泉
と
併
わ
せ

て
再
開
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
か
な
と

い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
私
の
旅
館
も
4
月
19
日
か
ら
5
月
い
っ
ぱ
い

は
休
館
し
、
6
月
は
少
し
ず
つ
再
開
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
道
後
温
泉
は
入
り
込
み
客
の

外
国
人
比
率
が
約
5
%
と
低
い
の
で
、
今
後
の

戻
り
に
は
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

冨
永
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
減
少
も
影
響
を
受
け

ま
し
た
が
、
一
番
厳
し
か
っ
た
の
は
交
通
の
面

で
す
。
東
京
や
関
西
か
ら
の
飛
行
機
の
便
数
が

減
少
し
、
由
布
院
に
来
る
特
急
電
車
や
バ
ス
も

1
日
数
便
と
い
う
状
況
で
し
た
。

　
6
月
19
日
か
ら
ゆ
ふ
い
ん
の
森
号
を
は
じ
め
、

福
岡
か
ら
の
特
急
列
車
が
動
き
出
す
の
で
、
若

干
は
期
待
し
て
い
ま
す
が
、
予
約
状
況
に
関
し

て
は
、
国
のG

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
使
お
う

と
思
わ
れ
て
い
る
お
客
様
が
多
い
と
思
う
の
で
、

現
状
は
お
盆
も
含
め
て
予
約
が
そ
れ
ほ
ど
進
ん

で
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
様
子
見
が
続
い
て
い

る
状
況
で
す
。

武
田
　
黒
川
温
泉
に
は
、
28
か
所
の
温
泉
の
中

か
ら
好
き
な
温
泉
を
3
か
所
選
ん
で
入
浴
で
き

る
入
湯
手
形
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
4

月
18
日
か
ら
5
月
い
っ
ぱ
い
、
ま
ず
湯
め
ぐ
り

の
受
け
入
れ
を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

6
月
1
日
か
ら
再
開
し
た
も
の
の
、
28
軒
の
宿

の
中
で
営
業
を
再
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
半
分

く
ら
い
で
、
今
月
・
来
月
は
開
け
た
り
閉
め
た

り
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
、
完
全
復
活
は

8
月
か
ら
と
い
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
予
約
も
少
な
く
、
6
月
も
土
日
は
少
し
入
れ

ば
い
い
か
な
と
い
う
く
ら
い
で
す
。
南
小
国
町

は
、
7
月
か
ら
熊
本
県
民
向
け
に
1
万
円
で
1

万
5
千
円
分
使
え
る
〝
超
〞「
観
光
」
商
品
券
を

販
売
す
る
と
い
う
発
表
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

近
場
か
ら
の
入
り
込
み
が
少
し
は
増
え
る
か
な

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

田
村
　
私
は
草
津
温
泉
で
小
規
模
の
旅
館
を
経

営
し
て
お
り
、
青
年
部
員
と
し
て
活
動
し
て
お

福
永
　
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
お
集
ま
り
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
3
月
頃
よ
り

国
内
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数
が

増
加
し
、
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
は
緊
急
事

態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
温
泉
地
の
皆
様
に
と
っ

て
は
非
常
に
苦
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
て
い
ら

っ
し
ゃ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
温
泉
地
の
状
況
や
取
り
組
み
、
コ
ロ

ナ
収
束
後
に
向
け
て
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
な
ど
を
共
有
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
最
初
に
自
己
紹
介
と
、
こ
の
2
〜
3
ヶ

月
の
各
温
泉
地
の
状
況
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

大
西
　
弊
社
は
釧
路
市
に
本
社
を
持
ち
、
2
室

か
ら
3
0
0
室
規
模
ま
で
大
小
13
施
設
を
運
営

し
て
い
る
旅
館
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
こ
の
2
〜
3
ヶ
月
の
状
況
で
す
が
、
北
海
道

は
独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
が
1
ヶ
月
早
く
発
表

さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
多
く

を
占
め
て
い
た
中
国
の
お
客
様
が
減
少
し
、
か

な
り
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
現

在
も
感
染
者
数
が
恒
常
的
に
発
生
し
て
い
る
と

と
も
に
、
北
海
道
は
飛
行
機
を
使
っ
て
来
て
く

だ
さ
る
方
が
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
し
ば
ら
く

苦
し
い
状
態
が
続
く
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
弊
社

の
施
設
は
大
体
、
今
月
か
ら
徐
々
に
営
業
再
開

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

吉
川
　
私
ど
も
は
三
重
県
内
に
6
軒
の
宿
泊
施

　
ま
た
、
全
国
的
に
も
ビ
ッ
フ
ェ
好
き
の
お
客

様
が
多
い
と
い
う
事
情
も
あ
り
ま
す
。
弊
社
で

も
考
え
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
お
客

様
の
ご
意
見
に
立
ち
戻
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

り
ま
し
た（
図
1
）。
そ
の
結
果
、
感
染
対
策
を

し
た
う
え
で
ビ
ッ
フ
ェ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

と
い
う
こ
と
が
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
新
ビ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル

と
銘
打
ち
、
ト
ン
グ
を
使
用
し
な
い
な
ど
新
し

い
ビ
ッ
フ
ェ
を
考
え
ま
し
た
。
現
場
は
大
変
で

す
が
、
大
皿
と
違
う
表
現
力
が
必
要
に
な
る
た

め
、
調
理
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
て
い

る
と
い
う
声
も
聞
い
て
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
、
吉
川
さ
ん
が
お
話
し
さ
れ
た
よ
う

に
弊
社
も
研
修
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
が
、
き

ち
ん
と
始
め
た
の
は
6
月
く
ら
い
で
し
た
。
ス

タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
っ
て
し
ま

っ
て
い
た
の
で
、
研
修
に
し
て
会
社
に
来
て
仕

事
に
触
れ
る
と
い
う
だ
け
で
、
ず
い
ぶ
ん
顔
つ

き
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
も
感
じ
、
よ
か
っ
た

な
と
思
い
ま
す
。
あ
と
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
面

談
な
ど
も
し
ま
し
た
が
、
こ
う
い
う
機
会
だ
か

ら
こ
そ
で
き
た
新
し
い
取
り
組
み
を
色
々
と
学

ぶ
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

田
村
　
緊
急
事
態
宣
言
が
出
て
、
休
業
す
る
か

し
な
い
の
か
は
皆
さ
ん
苦
渋
の
選
択
を
迫
ら
れ

て
い
ま
し
た
し
、
行
政
の
指
示
を
仰
い
で
足
並

み
を
揃
え
る
の
は
本
当
に
難
し
い
こ
と
だ
と
い

う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
群
馬
県
か
ら
の
休

業
要
請
を
い
た
だ
い
て
、
休
業
に
踏
み
切
れ
た

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
ギ
リ
ギ

リ
ま
で
5
月
の
連
休
の
お
客
様
を
ど
う
し
よ
う

と
い
う
の
が
、
皆
さ
ん
の
悩
み
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
含
め
て
、
各
お
宿
が

各
々
の
考
え
で
す
る
こ
と
が
正
し
い
も
正
し
く

な
い
も
な
く
、
常
連
さ
ん
に
予
約
を
い
た
だ
い

て
い
る
か
ら
開
け
る
と
い
う
の
も
正
解
だ
と
思

い
ま
す
し
、
常
連
さ
ん
に
も
し
も
の
こ
と
が
あ

っ
た
ら
困
る
か
ら
休
業
す
る
の
も
ま
た
正
解
だ

と
思
う
の
で
、
各
々
が
一
つ
一
つ
の
こ
と
を
そ

れ
ぞ
れ
考
え
ら
れ
た
の
が
収
穫
か
な
と
思
い
ま

す
。

　w
ith

コ
ロ
ナ
と
い
う
こ
と
で
は
、
早
い
段
階

か
ら
動
か
れ
て
い
た
有
馬
の
V
R
も
、
日
頃
か

ら
交
流
が
あ
っ
た
の
で
気
に
は
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
有
馬
さ
ん
か
ら
お
誘
い
い
た
だ
い
た
の

で
、
草
津
か
ら
有
志
で
5
軒
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
後
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
宣
伝
に
も
な
る
の
か
な
と
思
い
、

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
非
常
に
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　
群
馬
県
も
地
元
に
近
い
お
客
様
か
ら
と
い
う

こ
と
で
、
4
0
0
0
円
を
県
、
1
0
0
0
円
を

宿
が
負
担
す
る
5
0
0
0
円
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ

ク
の
県
民
割
引
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
群
馬
県

は
あ
ま
り
災
害
も
な
い
の
で
、
ふ
っ
こ
う
割
を

使
っ
た
経
験
も
そ
れ
ほ
ど
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

ほ
ぼ
初
め
て
、
大
盤
振
る
舞
い
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

　G
o T

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
送
客

手
数
料
が
利
益
を
圧
迫
し
て
い
る
と
い
っ
た
提

言
を
全
旅
連
青
年
部
が
国
に
し
て
い
る
と
い
う

話
も
知
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
こ
う
い
っ
た
こ

と
が
群
馬
県
に
も
伝
わ
っ
て
い
れ
ば
、
直
販
の

み
を
対
象
と
す
る
と
い
う
形
の
方
が
お
宿
と
し

て
は
助
か
っ
た
の
か
な
と
い
う
気
も
し
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
こ
と
も
今
後
の
課
題
に
な
っ
て

い
く
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
雇
用
調
整
助
成
金
に
関
し
て
は
、
う
ち
は
小

規
模
旅
館
な
の
で
従
業
員
は
他
に
本
業
が
あ
り
、

忙
し
い
時
に
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
来
る
方

が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
お
見
舞
金
と
い
っ
た
形

で
出
し
ま
し
た
。

奥
村
　
道
後
温
泉
に
つ
い
て
は
5
月
オ
ー
プ
ン

予
定
だ
っ
た
旅
館
の
開
業
が
7
月
に
延
期
さ
れ

た
り
、
一
部
、
夕
食
を
ビ
ッ
フ
ェ
に
切
り
替
え

た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
大
き
な
打

撃
を
受
ま
し
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
と
同
時
に

道
後
温
泉
本
館
と
飛
鳥
乃
湯
泉
が
休
館
し
た
後

は
、
宿
泊
施
設
も
休
業
す
る
と
こ
ろ
は
休
業
す

る
と
い
う
形
で
、
あ
ま
り
ば
ら
つ
き
が
目
立
つ

感
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
よ
う
や
く
明

日
、
県
を
ま
た
い
だ
移
動
自
粛
が
解
除
さ
れ
、

道
後
温
泉
本
館
も
再
開
し
ま
す
が
、
愛
媛
県
は

１
人
１
泊
あ
た
り
6
0
0
0
円
以
上
の
県
内
宿

泊
旅
行
を
予
約
し
た
場
合
に
、
5
0
0
0
円
を

割
引
す
る
「
県
内
宿
泊
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
ま
す
が
、
も
う
か
な
り
予
約
が
入
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
宿
泊
客
でP

ayP
ay

を
使
っ
て
支
払

い
を
す
る
人
に
は
１
人
1
0
0
0
円
を
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
す
る
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
7

月
1
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。
1
0
0
0
円
の
う

ち
30
%（
3
3
3
円
）は
宿
の
負
担
で
、
子
ど
も

が
泊
ま
っ
た
場
合
は
さ
ら
に
1
0
0
0
円
キ
ャ

ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
部
分
の
宿

の
負
担
は
な
し
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
と
し
て
は
松
山
市
産
業
経
済
部
や
商
店
街

の
理
事
長
と
話
を
し
た
り
、
市
内
の
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、

税
金
を
投
入
す
る
に
あ
た
っ
て
、
市
民
や
県
民

の
皆
さ
ん
の
納
得
感
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
気
を

つ
け
な
が
ら
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
自
分
の
宿
に
つ
い
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
て
丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
と
、

も
と
も
と
変
え
る
予
定
に
し
て
い
た
予
約
シ
ス

テ
ム
の
導
入
と
訓
練
に
費
や
す
こ
と
が
で
き
た

の
で
、
不
幸
中
の
幸
い
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。

　
雇
用
調
整
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
私
ど
も
は

か
な
り
前
か
ら
、
パ
ー
ト
で
も
長
く
働
い
て
下

さ
っ
て
い
る
方
に
は
雇
用
保
険
を
か
け
て
い
た

の
で
正
社
員
で
1
0
0
%
、
パ
ー
ト
さ
ん
で
も

雇
用
保
険
に
入
っ
て
い
る
方
に
は
か
な
り
の
割

合
の
額
を
お
支
払
い
し
ま
し
た
。
制
度
が
非
常

に
複
雑
と
い
う
こ
と
で
、
従
来
給
与
計
算
な
ど

で
お
願
い
し
て
い
る
社
労
士
で
は
な
く
、
国
や

官
庁
の
情
報
が
入
手
で
き
る
よ
う
な
方
に
も
お

手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
実
際
に
は
、
い
わ
ゆ
る
恒
常
労
働

で
は
な
く
、
か
つ
事
前
計
画
に
も
な
い
雇
用
調

整
助
成
金
を
出
す
と
い
う
こ
と
に
労
働
局
の
事

務
が
追
い
付
け
な
い
、
対
応
で
き
な
い
と
い
う

状
況
が
見
て
と
れ
ま
し
た
。
今
後
、
サ
ー
ビ
ス

業
の
い
わ
ゆ
る
シ
フ
ト
制
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
助
成
の
仕
方
を
す
る
の
か
、
そ
も
そ
も
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
出
勤
管
理
を
デ
ジ

タ
ル
化
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
を
簡
単

に
拾
え
る
仕
組
み
が
で
き
る
と
い
い
の
か
と
思

い
ま
す
。

福
永
　
奥
村
さ
ん
の
お
宿
で
は
年
末
か
ら
、
顔

認
証
に
よ
る
入
退
室
管
理
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実

験
を
さ
れ
て
い
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
お

話
を
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す
か
。

奥
村
　
私
が
実
家
の
旅
館
に
戻
っ
て
7
〜
8
年

　
私
は
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合

連
合
会
青
年
部
（
以
下
、
全
旅
連
青
年
部
）
に

出
向
し
て
い
て
月
1
回
、
常
任
理
事
会
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
集
ま
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

ウ
ェ
ブ
を
使
っ
た
会
議
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ス
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
い

う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
き
っ
か
け
の
一

つ
に
も
な
っ
た
の
で
、
今
と
な
っ
て
は
プ
ラ
ス

に
な
っ
た
部
分
も
あ
っ
た
の
か
な
と
捉
え
て
い

ま
す
。

山
田
　
雇
用
調
整
助
成
金
は
当
初
、
あ
る
け
ど

使
い
に
く
い
等
、
色
々
な
声
を
聞
き
ま
し
た
が
、

現
場
で
活
用
し
よ
う
と
す
る
際
は
大
変
で
し
た

か
。

吉
川
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
1
週
間
く
ら
い
で
変
わ

り
、
助
成
の
対
象
も
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
大

変
で
し
た
。
社
労
士
さ
ん
や
労
働
局
の
方
に
も

お
話
は
聞
い
た
の
で
す
が
、
厚
労
省
が
決
め
た

情
報
が
末
端
ま
で
届
い
て
お
ら
ず
、
何
が
本
当

の
情
報
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
本
音
で
し

た
。
教
育
訓
練
に
関
し
て
も
自
治
体
に
よ
っ
て

は
何
を
や
っ
て
も
通
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
れ

よ
う
な
こ
と
は
感
じ
ま
し
た
か
。

吉
川
　
差
別
と
い
う
の
は
感
じ
な
か
っ
た
で
す

が
、
一
番
最
初
に
雇
用
調
整
助
成
金
が
出
た
時

の
提
出
資
料
の
作
成
が
大
変
で
し
た
。
休
み
が

決
ま
っ
て
い
る
工
場
の
よ
う
な
と
こ
ろ
は
い
い

で
す
が
、
24
時
間
3
6
5
日
営
業
の
会
社
の
場

合
、
一
人
一
人
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
か
ら
勤
務
時

間
を
拾
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
の
で
。
苦

労
し
た
の
は
、
そ
れ
く
ら
い
で
し
た
か
ね
。

大
西
　
資
料
を
ご
覧
い
た
だ
き
な
が
ら
お
話
し

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
阿
寒
湖
温
泉
の
状
況
で
す
が
、
2
月
に
北
海

道
が
先
駆
け
て
実
施
し
た
休
業
要
請
の
時
に
は

休
業
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た

が
、
全
国
の
緊
急
事
態
宣
言
が
出
て
か
ら
は
ほ

と
ん
ど
の
宿
泊
施
設
や
商
店
が
休
業
し
、
5
月

に
は
ほ
と
ん
ど
売
上
が
な
か
っ
た
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
し
た
。

　
2
0
0
4
年
か
ら
私
た
ち
は
「
ア
イ
ヌ
文
化

で
彩
ら
れ
た
国
際
リ
ゾ
ー
ト
」
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
を
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
大
き
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
だ
っ
た
夜
の
森
を
ア
イ
ヌ
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

ト
で
楽
し
ん
で
も
ら
う
「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
も
、
今
年
は
残
念
な
が
ら
中
止

に
な
り
ま
す
。
北
海
道
は
大
通
公
園
の

「
Y
O
S
A
K
O
I
ソ
ー
ラ
ン
祭
」
や
「
さ
っ

ぽ
ろ
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
ト
」
な
ど
も
全
部
中
止

に
な
り
ま
す
。
雪
ま
つ
り
も
縮
小
開
催
が
先
日

発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
や
っ
て
い
た
だ
け
る
だ

け
で
も
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。
阿
寒
湖
温

泉
で
も
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
の
代
わ
り
と
し
て
、
コ

ロ
ナ
か
ら
の
回
復
を
祈
る
、
な
る
べ
く
三
密
を

避
け
る
よ
う
な
水
上
イ
ベ
ン
ト
「
カ
ム
イ
へ
の

祈
り
」
を
実
施
し
よ
う
と
町
で
も
動
き
始
め
た

と
こ
ろ
で
す
（
写
真
2
）。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
頼
っ
て
き
た
と
こ
ろ
も
あ

る
北
海
道
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
が
、
阿
寒
湖
温
泉

に
関
し
て
は
、
も
と
も
と
世
界
中
か
ら
不
特
定

多
数
の
お
客
様
を
集
め
る
と
い
う
よ
り
は
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
て
、
環
境
に

対
す
る
意
識
が
高
く
、
地
域
で
の
消
費
額
が
高

い
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
数
を
絞
っ
て
誘
致
し
て
い
こ

う
と
い
う
想
い
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
し

た
。
こ
の
考
え
方
は
コ
ロ
ナ
後
に
お
い
て
も
大

き
な
転
換
は
必
要
と
し
な
い
か
な
と
思
い
ま
す

の
で
、
自
然
や
文
化
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

　
皆
様
の
地
域
で
も
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
阿
寒
湖
温
泉
で
は
N
P
O
法
人
阿

寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
が
中
心
と

な
っ
て
私
た
ち
民
間
事
業
者
と
一
緒
に
国
立
公

園
内
で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
宿
の
感
染
対
策
に
つ
い
て
は
業
界

団
体
で
共
有
さ
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
お
客
様
の
導
線
に
沿
っ
て
、

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
変
更
を
し
て
お
り
ま
す
。

星
野
リ
ゾ
ー
ト
さ
ん
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ

と
も
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
う
し
た
動

画
で
案
内
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
少
し
面
白
い
取
り
組
み
と
し
て
は
、
ア
イ
ヌ

コ
タ
ン
の
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
お
願
い
し
て
、

ア
イ
ヌ
文
様
が
入
っ
た
パ
ー
テ
ィ
ー
シ
ョ
ン
を

作
っ
た
り
、
菅
官
房
長
官
が
ア
イ
ヌ
文
様
の
マ

ス
ク
を
着
け
て
少
し
話
題
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
ス
タ
ッ
フ
に
ア
イ
ヌ
文
様
の
マ
ス
ク
を

着
用
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

対
策
が
か
な
り
長
期
に
渡
り
そ
う
な
の
で
、
な

る
べ
く
お
客
様
に
緊
張
感
を
与
え
な
い
よ
う
な

感
染
対
策
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
が
苦
し
ん
で
い
る
の
は
ビ
ッ
フ
ェ
の

問
題
で
す
。
最
初
に
名
指
し
で
「
ビ
ッ
フ
ェ
は

避
け
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
で
、
業

界
全
体
の
問
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
北
海
道
は

特
に
大
型
施
設
が
多
い
の
で
、
食
事
提
供
の
変

更
が
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

け
れ
ば
末
端
の
組
合
員
、
協
会
員
に
も
影
響
が

及
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
最
低
限
の
事
務
所
の
家
賃
と
人
件
費
し
か
払

え
ま
せ
ん
の
で
、
組
合
費
や
協
会
費
で
運
営
し

て
い
る
来
期
の
牛
喰
い
絶
叫
大
会
、
ゆ
ふ
い
ん

音
楽
祭
や
湯
布
院
映
画
祭
は
実
施
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
を
明
確
に
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
由
布
院
温
泉
旅
館
組
合
と
由
布
院
温

泉
観
光
協
会
は
そ
れ
ぞ
れ
事
務
所
を
持
っ
て
運

営
し
て
い
ま
し
た
が
、
5
月
か
ら
由
布
院
駅
前

に
合
同
事
務
所
を
設
置
し
、
ひ
と
つ
屋
根
の
下

で
事
務
局
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
草
津
や
道
後
で
も
導
入
さ
れ
て
い
た

応
援
割
で
す
が
、
大
分
県
も
「
大
分
県
民
向
け

旅
館
ホ
テ
ル
応
援
割
」
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

6
0
0
0
万
円
の
予
算
で
1
万
2
千
泊
分
出
ま

し
た
が
、
6
月
1
日
に
発
売
を
開
始
し
て
1
時

間
で
全
て
売
り
切
れ
ま
し
た
。
た
だ
問
題
は
、

特
定
の
O
T
A
経
由
の
予
約
の
み
が
対
象
で
、

そ
こ
に
加
盟
協
力
し
て
い
な
い
小
規
模
旅
館
は

利
用
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

組
合
に
加
盟
し
て
い
な
い
と
利
用
で
き
な
い
等
、

色
々
と
制
約
が
あ
り
、
一
瞬
で
売
り
切
れ
ま
し

た
が
、
効
果
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
り
ま
す
。

大
分
県
は
予
算
も
倍
増
し
て
第
2
弾
を
や
る
と

い
う
の
で
、
そ
の
際
に
は
十
分
こ
の
問
題
を
考

慮
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
的
な
こ
と
で
は
、
由
布
院
町
内
の
特
産

品
を
集
め
た
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
や
、
未
来

の
宿
泊
券
な
ど
を
検
討
中
で
す
。
膝
を
つ
き
合

わ
せ
て
飲
ん
で
な
ん
ぼ
の
町
で
す
か
ら
、
何
よ

り
も
辛
か
っ
た
の
は
、
仲
間
と
会
え
な
い
、
飲

め
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
が
一
番
、

勢
い
を
止
め
る
要
因
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

武
田
　
組
合
と
し
て
は
、
町
か
ら
話
し
合
い
の

場
に
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
町
か

ら
は
4
月
下
旬
か
ら
6
月
15
日
ま
で
の
間
に
30

日
間
休
ん
だ
ら
、
1
事
業
所
に
つ
き
1
0
0
万

円
を
補
助
す
る
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

黒
川
温
泉
も
休
業
す
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
き
て
、

4
月
は
半
分
以
上
が
休
業
し
、
5
月
は
ほ
ぼ
全

て
休
業
し
て
い
た
感
じ
で
す
。
先
ほ
ど
言
っ
た

よ
う
に
熊
本
県
民
に
1
万
円
で
1
万
5
0
0
0

円
の
券
を
発
売
し
ま
す
し
、
6
月
1
日
に
は
ま

ず
町
民
の
方
た
ち
に
お
金
を
使
っ
て
も
ら
お
う

と
、
1
万
円
で
1
万
5
0
0
0
円
分
に
な
る

〝
超
〞
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
し
た
の
で
、

そ
れ
が
こ
れ
か
ら
動
く
か
な
と
い
う
と
こ
ろ
で

す
。

　
ま
た
、
お
客
さ
ん
が
減
っ
た
の
で
、
組
合
で

は
手
が
空
い
て
い
る
人
た
ち
で
看
板
の
ペ
ン
キ

を
塗
っ
た
り
、
植
樹
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ご
自
宅
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
黒

川
温
泉
の
入
浴
剤
を
ま
ず
熊
本
県
の
看
護
師
会

に
送
り
、
福
岡
か
ら
の
お
客
さ
ん
も
多
い
の
で

福
岡
県
の
看
護
師
会
に
も
送
り
、
黒
川
温
泉
に

バ
ス
を
走
ら
せ
て
下
さ
る
福
岡
の
バ
ス
の
運
転

手
さ
ん
に
も
送
り
ま
し
た
。

　
あ
と
は
週
に
1
回
集
ま
っ
て
会
議
を
し
て
、

雇
用
調
整
助
成
金
の
勉
強
を
し
た
り
、
E
C
サ

イ
ト
を
立
ち
上
げ
て
入
浴
剤
や
各
宿
の
タ
オ
ル

な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
、
コ
ロ
ナ

対
策
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
を
し
た
り
、
各
宿
で

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
ど
う
い
っ
た
対
応
を

し
て
い
る
か
と
い
う
共
有
を
し
て
い
ま
す
。

　
6
月
か
ら
湯
め
ぐ
り
の
受
け
入
れ
を
再
開
し

た
の
で
す
が
、
も
し
感
染
者
が
出
た
時
に
連
絡

手
段
が
な
い
と
困
り
ま
す
の
で
、
そ
の
都
度
名

前
と
電
話
番
号
、
出
身
県
を
書
い
て
い
た
だ
き
、

1
ヶ
月
程
度
情
報
を
保
管
す
る
と
い
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　
あ
と
、
ス
マ
ホ
ひ
と
つ
で
3
6
0
度
で
温
泉

気
分
を
味
わ
え
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
か
ら
だ
は

お
う
ち
　
こ
こ
ろ
は
温
泉
　
名
湯
「
ス
マ
ホ

湯
」」を
町
が
作
っ
て
く
れ
て
、
メ
デ
ィ
ア
に
取

り
上
げ
ら
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。

p
o
st

コ
ロ
ナ
を

見
据
え
た
お
宿
の
あ
り
方

福
永
　
コ
ロ
ナ
を
経
験
し
た
消
費
者
の
旅
行
に

対
す
る
意
識
も
少
し
ず
つ
変
化
が
生
じ
て
い
ま

す
。
世
の
中
の
流
れ
を
見
な
が
ら
お
宿
と
し
て

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
一
方
で
コ
ロ
ナ
を
経
験
し

た
か
ら
こ
そ
、
人
と
会
う
こ
と
や
旅
行
に
行
く

こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
て
い
る
消
費

者
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
お
宿
と
し
て
、
変
え

る
べ
き
こ
と
と
変
え
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
あ
た
り
は
ど
の
よ

う
に
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

　
ま
た
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
を
た
だ
乗
り
切
る
だ

け
の
も
の
と
し
て
捉
え
る
の
か
、
も
し
く
は
自

分
た
ち
や
旅
行
者
の
意
識
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス

と
し
て
捉
え
る
か
で
、
対
応
も
変
わ
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
、
皆

さ
ん
が
お
感
じ
に
な
ら
れ
た
こ
と
を
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

武
田
　
う
ち
は
6
月
13
日
に
営
業
を
再
開
し
て
、

数
組
し
か
お
客
様
と
関
わ
る
機
会
が
な
か
っ
た

の
で
、
ト
ラ
イ
&
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
し
な
が
ら

色
々
と
試
し
て
い
く
し
か
な
い
の
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
何
を
ど
う
し
た
い
と
い
う
の

が
な
く
、
細
か
い
こ
と
か
ら
言
え
ば
料
理
の
出

し
方
を
ど
う
し
よ
う
か
と
い
う
く
ら
い
で
す
が
、

食
事
は
個
室
対
応
な
の
で
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
変

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
、
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
常

連
さ
ん
が
多
い
の
で
、
気
負
わ
ず
に
「
ど
う
で

す
か
」
と
聞
き
な
が
ら
、
調
整
し
て
い
け
た
ら

い
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

奥
村
　
私
ど
も
の
宿
も
国
の
方
向
性
が
出
る
た

び
に
休
業
期
間
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
が
、
5
月

1
日
ま
で
休
館
と
書
い
て
貼
り
出
し
て
い
た
ら
、

地
元
の
方
の
中
に
は
自
粛
警
察
の
よ
う
な
方
も

い
て
、
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
開
け
る
ん

で
す
か
。
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
ら
、
ど
う

責
任
を
取
る
ん
で
す
か
。
」
と
い
っ
た
メ
ー
ル

が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ス
ペ
イ
ン
も
入
国
を
緩
和
し
た
と
こ
ろ
、
ド

イ
ツ
人
が
来
て
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
が
、
宿
の
営
業
を
再
開
し
て
ビ
ッ
フ
ェ
を

再
開
し
て
も
外
国
人
観
光
客
は
気
に
せ
ず
利
用

す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
日

本
人
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
例
え
ば
妻
の
友
人

の
中
に
は
、
狂
牛
病
が
発
生
し
た
時
か
ら
牛
肉

を
食
べ
な
く
な
っ
た
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、

清
潔
感
や
ル
ー
ル
を
重
視
す
る
方
も
多
く
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
で
は
、
ビ
ッ
フ
ェ
な
ど
を
全

部
や
め
て
、
ワ
ク
チ
ン
が
で
き
た
後
に
も
う
一

度
戻
す
の
か
と
。
効
率
が
ど
う
と
い
う
だ
け
で

は
な
く
、
ビ
ッ
フ
ェ
が
好
き
だ
か
ら
宿
に
泊
ま

り
に
来
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

私
ど
も
の
施
設
で
は
、
食
事
は
食
事
処
で
と
る

形
で
し
た
が
、
6
月
に
再
開
し
て
か
ら
は
ほ
ぼ

に
な
り
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
遅
れ
て
い
た

の
で
、
シ
ス
テ
ム
会
社
さ
ん
と
連
携
し
て
、
チ

ェ
ッ
ク
イ
ン
・
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
時
の
顔
認
証

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
実
験
し
ま
し
た
。
入
口
に

カ
メ
ラ
が
あ
る
と
監
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
雰

囲
気
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
、
カ
メ

ラ
を
内
蔵
し
た
ド
ア
を
作
り
、
不
自
由
が
な
か

っ
た
か
、
く
つ
ろ
ぎ
に
来
た
の
に
雰
囲
気
が
壊

れ
な
か
っ
た
か
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
条
件
に
、
通
常
よ
り
３
割

ほ
ど
安
く
し
た
宿
泊
プ
ラ
ン
を
販
売
し
ま
し
た
。

B
luetooth

に
よ
る
無
線
の
解
錠
シ
ス
テ
ム
を

使
っ
て
い
て
、
不
具
合
も
あ
っ
た
り
し
ま
し
た

が
、
有
線
で
も
必
ず
し
も
全
て
う
ま
く
動
く
訳

で
は
な
い
よ
う
で
す
。
う
ち
は
フ
ロ
ン
ト
の
受

付
か
ら
、
部
屋
の
開
閉
ま
で
成
立
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
取
材
も
さ
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ
実

験
段
階
な
の
で
、
今
後
も
進
め
て
い
く
か
は
検

討
中
で
す
。

福
永
　
今
回
の
コ
ロ
ナ
を
受
け
て
、
道
後
温
泉

の
他
の
お
宿
さ
ん
の
関
心
は
高
ま
り
そ
う
で
す

か
。

奥
村
　
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。
キ
ー
レ
ス
に
つ

い
て
は
静
脈
、
指
紋
、
虹
彩
な
ど
色
々
な
方
法

が
あ
り
ま
す
が
、
顔
認
証
は
非
接
触
が
成
立
す

る
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
す
る
と

思
い
ま
す
。

冨
永
　
大
分
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組

合
か
ら
全
県
に
対
し
て
休
業
要
請
が
来
た
の
で

す
が
、
補
償
が
伴
わ
な
い
た
め
に
色
々
な
苦
情

も
あ
っ
た
よ
う
で
、
由
布
院
と
し
て
は
自
己
判

断
で
お
願
い
し
ま
す
と
言
い
ま
し
た
。
宿
も
商

店
も
時
間
が
で
き
た
の
で
、
由
布
院
は
観
光
地

で
は
な
く
保
養
温
泉
地
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

も
う
一
度
認
識
す
る
た
め
、
み
ん
な
で
た
く
さ

ん
花
を
植
え
ま
し
た
（
写
真
3
）。

　
ま
た
、
感
染
拡
大
の
防
止
対
策
を
徹
底
す
る

こ
と
が
何
よ
り
も
安
心
安
全
の
P
R
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
感
染
拡
大
防
止

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
た
他
、
旅
館
組
合
で

マ
ス
ク
や
消
毒
液
や
客
室
内
の
噴
霧
器
な
ど
を

一
括
購
入
し
て
各
旅
館
に
安
く
提
供
す
る
と
い

っ
た
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。

　
金
融
機
関
の
融
資
や
雇
用
調
整
助
成
金
は
わ

か
り
づ
ら
い
と
い
う
声
も
非
常
に
多
か
っ
た
の

で
、
旅
館
組
合
主
催
で
、
説
明
会
・
個
別
相
談

会
を
何
度
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
年
に
関
し
て
は
、
95
軒
の
旅
館
組

合
員
、
3
0
0
軒
の
観
光
協
会
員
か
ら
組
合
費

や
協
会
費
を
い
た
だ
く
の
は
難
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
、
そ
う
す
る
と
行
政
か
ら
の
補

助
金
は
ま
っ
た
く
い
た
だ
か
ず
に
運
営
し
て
い

る
我
々
は
事
務
運
営
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
今
後
、G

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
は

じ
め
と
し
た
事
業
を
実
施
す
る
と
な
る
と
、
そ

の
窓
口
と
な
る
地
元
の
旅
館
組
合
や
観
光
協
会

な
ど
に
負
担
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
事

務
所
の
経
営
も
難
し
い
、
人
件
費
も
削
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
中
で
の
負
担
増
に
対
し
て
、
し

っ
か
り
と
補
助
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
を

国
も
含
め
て
強
く
訴
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う

地
域
の
核
と
な
る
組
織
が
し
っ
か
り
機
能
し
な

お
客
様
か
と
思
い
ま
す
。
お
客
様
の
感
覚
も
、

ま
た
時
が
経
て
ば
戻
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て
は
、
う
ち
の
旅
館

も
多
か
っ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
、
か
と
い

っ
て
英
語
表
記
に
変
え
た
り
食
事
を
変
え
る
こ

と
は
な
く
、
う
ち
の
ス
タ
イ
ル
で
泊
ま
り
た
い

外
国
人
の
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
し
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
今
後
も
大

き
く
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
よ
り

一
層
、
安
心
安
全
に
対
す
る
意
識
は
高
く
な
っ

た
か
な
と
思
い
ま
す
。

大
西
　
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
は
大
変
な
第
2
波
、

第
3
波
が
来
な
け
れ
ば
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

に
は
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
状

の
社
会
変
化
で
は
大
き
く
人
間
の
価
値
観
が
変

わ
る
と
い
う
よ
り
、
も
と
も
と
進
む
べ
き
方
向

に
進
ん
で
い
る
も
の
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
特

に
働
き
方
で
あ
っ
た
り
、
日
常
生
活
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
は
大
き
く
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
、
オ
ン
ラ
イ
ン
面
接
を
や
っ
て
み
た
ら
、

全
国
か
ら
応
募
が
来
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

「
鶴
雅
な
ん
て
聞
い
た
こ
と
も
な
い
で
し
ょ

う
」
と
い
う
と
、「
聞
い
た
こ
と
は
な
い
が
企

業
理
念
や
地
域
貢
献
な
ど
に
つ
い
て
記
事
を
見

て
知
っ
て
参
加
し
た
」
と
い
う
こ
と
で
、
半
数

近
く
が
道
外
の
方
で
し
た
。
人
材
の
多
様
性
を

高
め
る
た
め
に
も
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
強

い
社
員
を
採
用
す
る
に
し
て
も
、
今
後
も
続
け

て
い
き
た
い
で
す
。

　
あ
と
は
世
の
中
の
流
れ
と
し
て
、
動
画
に
対

す
る
抵
抗
が
な
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
る
の
で
、

サ
ー
ビ
ス
に
使
っ
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

色
々
な
自
動
化
の
取
り
組
み
が
後
押
し
さ
れ
る

か
な
と
。
お
客
様
も
サ
ー
ビ
ス
す
る
側
も
「
お

も
て
な
し
は
人
の
手
で
や
る
べ
き
」
と
思
っ
て

い
た
こ
と
が
生
産
性
を
高
め
る
上
で
足
か
せ
に

な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
今
は
コ

ロ
ナ
だ
か
ら
仕
方
な
い
よ
ね
と
い
う
感
覚
で
変

え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
奥
村
さ

ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
顔
認
識
の
よ
う
な
も
の
も

抵
抗
感
が
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　
感
染
対
策
の
た
め
の
設
備
を
導
入
す
る
際
に
、

北
海
道
庁
や
経
済
産
業
局
か
ら
補
助
金
を
受
け

ら
れ
る
の
で
す
が
、
今
A
I
付
き
の
サ
ー
モ
グ

ラ
フ
ィ
の
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

機
に
A
I
の
機
能
を
勉
強
し
て
お
り
、
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
良
い
き
っ

か
け
に
な
っ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
み
な
さ
ん
お
互
い
に
聞
い
て
み
た
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

大
西
　
奥
村
さ
ん
の
お
宿
で
実
施
さ
れ
た
顔
認

証
は
、
客
室
に
入
っ
た
り
、
館
内
で
消
費
す
る

の
に
使
え
る
の
で
す
ね
。

奥
村
　
ま
だ
全
部
は
で
き
て
な
い
の
で
す
が
、

お
客
様
の
満
足
度
の
向
上
と
業
務
の
効
率
化
を

両
立
す
る
「
お
も
て
な
し
マ
ス
タ
ー
」
と
い
う

の
を
作
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
定
の
範
囲

の
中
で
、
解
錠
や
決
済
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
・
ア

ウ
ト
を
顔
認
証
で
で
き
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

た
だ
、
旅
館
や
旅
館
系
ホ
テ
ル
は
建
て
増
し
を

し
た
り
し
て
い
て
、
工
場
の
よ
う
に
作
ら
れ
て

い
な
い
の
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
自
動
化

が
難
し
い
で
す
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
の
作
業
を

連
動
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
、
中
規
模
・
大
型
旅

館
だ
と
働
い
て
い
る
人
数
も
多
い
の
で
、
課
金

的
な
端
末
を
持
た
せ
る
と
ず
っ
と
お
金
を
払
っ

て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
の

館
で
や
っ
て
い
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
変
え
ず

に
何
を
ど
う
自
動
化
す
る
か
が
重
要
で
、
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
は
お
も
て
な
し
で
、
ワ
ー
ク
ウ

ェ
ア
は
最
先
端
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
す
る
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
完
成
品
を
納
品
さ
れ
る
の
で
は

な
く
、
う
ち
で
実
験
し
て
い
い
で
す
よ
と
い
う

こ
と
で
、
顔
認
証
の
ほ
か
に
指
認
証
の
実
験
も

行
い
ま
し
た
し
、
ド
ア
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
て
、

顔
認
証
の
カ
メ
ラ
が
つ
い
た
袖
ド
ア
の
実
験
も

う
ち
の
旅
館
で
や
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
売
店

に
は
、
私
の
妻
が
作
っ
た
着
物
を
着
て
、
ち
ょ

ん
ま
げ
を
結
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
（N

T
T

の

S
ota

）
が
い
て
人
感
セ
ン
サ
ー
で
挨
拶
し
た
り

し
て
ま
す
。

　
私
か
ら
大
西
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い
の
で
す

が
、
ビ
ッ
フ
ェ
は
今
後
ど
う
な
る
と
思
い
ま
す

か
。
日
本
の
宿
が
ビ
ッ
フ
ェ
で
は
な
い
方
向
に

振
っ
て
し
ま
っ
て
本
当
に
い
い
の
か
な
と
。
外

国
人
旅
行
者
が
戻
っ
て
き
た
時
に
、
も
う
一
度

設
備
を
変
え
て
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
ス
タ
ッ

フ
の
数
も
変
え
る
と
い
う
の
は
ど
う
な
の
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

大
西
　
弊
社
で
も
意
見
が
分
か
れ
て
い
て
、
ワ

ク
チ
ン
等
の
登
場
で
い
つ
か
は
需
要
が
戻
っ
て

く
る
と
思
う
の
で
す
が
、
こ
れ
を
機
に
ビ
ッ
フ

ェ
あ
り
き
の
鶴
雅
か
ら
脱
却
し
た
方
が
良
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。

　
旅
館
業
界
で
も
ビ
ッ
フ
ェ
を
や
っ
て
い
き
た

い
と
い
う
方
も
多
い
で
し
ょ
う
し
、
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
も
高
い
の
で
、
ど
こ
か
で
元
通
り
に
な

る
と
は
思
い
ま
す
が
、
今
は
で
き
る
対
策
を
実

施
し
な
が
ら
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

奥
村
　
う
ち
も
毎
年
夏
に
ビ
ア
バ
イ
キ
ン
グ
を

や
っ
て
い
て
、
コ
ロ
ナ
を
機
に
や
め
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
が
、
原
理
的
に
は
ビ
ッ
フ
ェ
を

前
提
と
し
た
ビ
ア
ホ
ー
ル
み
た
い
な
も
の
も
全

部
な
し
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
し
か

し
、
な
く
し
て
し
ま
っ
て
い
い
の
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

山
下
（
阿
寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構

専
務
理
事
）
観
光
協
会
な
ど
の
会
費
の
問
題

が
あ
る
と
思
っ
て
い
て
、
我
々
も
今
年
度
は
2

割
減
免
と
決
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
ど
の
よ

う
に
さ
れ
る
ご
予
定
か
、
教
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

吉
川
　
三
重
県
で
は
ほ
と
ん
ど
の
と
こ
ろ
が
会

費
を
減
免
し
て
い
て
、
半
額
も
し
く
は
ほ
と
ん

ど
な
し
で
動
い
て
お
り
、
致
し
方
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
。
全
旅
連
で
も
今
期
は
会
費
な
し
と

い
う
形
に
な
り
ま
す
。
地
域
の
財
力
の
問
題
も

あ
る
の
で
、
そ
こ
は
地
域
で
考
え
る
こ
と
で
、

会
費
を
取
る
な
ら
取
っ
て
し
っ
か
り
行
動
し
て

い
け
ば
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

奥
村
　
道
後
温
泉
は
か
つ
て
財
産
区
で
、
そ
の

後
、
松
山
市
に
合
併
さ
れ
た
の
で
、
道
後
温
泉

旅
館
協
同
組
合
自
体
が
府
庁
の
よ
う
な
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
毎
年
定
額
の
組
合
費
も
安
く
、

入
湯
税
の
全
面
代
理
徴
収
を
行
っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
利
用
人
数
に
合
わ
せ
た
金
額
を
収
め
て
い

部
屋
食
の
対
応
と
し
、
ス
タ
ッ
フ
が
入
る
回
数

も
減
ら
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
本
来
、
日
本
の

旅
館
は
一
品
出
す
ご
と
に
従
業
員
と
会
話
を
す

る
か
ら
楽
し
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　
い
ず
れ
ワ
ク
チ
ン
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

変
に
投
資
せ
ず
に
元
に
戻
せ
る
よ
う
に
し
て
お

く
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
気
も
し
ま

す
。
リ
ス
ク
は
計
算
し
て
一
応
管
理
で
き
る
も

の
で
す
が
、
す
べ
て
対
応
す
る
よ
う
に
投
資
し

て
し
ま
う
と
逆
に
危
機
対
応
力
が
落
ち
る
の
で

は
な
い
か
、
リ
ス
ク
が
発
生
し
た
際
に
は
国
や

行
政
に
助
け
を
求
め
る
方
が
良
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
気
も
し
て
い
ま
す
。

吉
川
　
今
後
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
は
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
が
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
の
で
は
と
思

い
ま
す
。G

o T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
含
め
国
内

で
の
施
策
と
し
て
の
後
押
し
は
あ
り
ま
す
が
、

国
内
旅
行
者
を
日
本
全
国
で
取
り
合
い
し
て
い

た
ら
、
今
ま
で
の
よ
う
な
稼
働
が
取
れ
る
か
は

疑
問
が
出
て
く
る
の
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
復

活
す
る
ま
で
の
間
、
旅
館
ホ
テ
ル
の
経
営
の
仕

方
が
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
の
旅
館
ホ
テ
ル
の
経
営
ス
タ
イ
ル
は
、

お
客
さ
ん
を
た
く
さ
ん
入
れ
て
毎
日
満
室
に
し

て
、
3
6
5
日
営
業
を
す
る
と
い
う
形
で
し
た

が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
と
わ
か
っ
た
な
ら
、
違

う
損
益
分
岐
点
を
発
見
し
て
運
営
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
先
が
見
え
な
い
部
分
も
あ
る
の
で
、
そ

う
し
な
が
ら
国
内
・
海
外
の
シ
ェ
ア
を
と
っ
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
当
館
で
も
と
て
も
悩
ん
だ

問
題
で
、
武
田
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、

う
ち
も
こ
の
時
期
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
た

の
は
リ
ピ
ー
タ
ー
の
お
客
様
で
す
。
体
温
測
定

や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
な
ど
の
対
応
は
全
部
し
ま

し
た
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
あ
る
よ
う
な
料
理

は
下
膳
し
て
は
い
け
な
い
と
か
、
手
袋
を
は
め

て
料
理
を
出
す
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
社

内
で
も
協
議
し
た
結
果
、
お
客
様
に
お
尋
ね
し

て
、
お
客
様
に
委
ね
る
形
で
い
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
手
袋
を
つ

け
て
料
理
を
提
供
で
き
ま
す
し
、
一
度
に
料
理

を
お
出
し
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
い
か
が

な
さ
い
ま
す
か
」
と
。
あ
る
程
度
お
客
様
に
委

ね
、
ど
う
や
っ
て
う
ち
の
カ
ラ
ー
を
潰
さ
ず
に

営
業
し
て
い
け
る
か
に
重
き
を
置
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
う
ち
は
新
卒
の
リ
ク
ル
ー
ト
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
3
月
か
らZ

oom

を

使
っ
て
企
業
説
明
会
や
面
接
を
し
ま
し
た
。
す

る
と
、
日
本
全
国
か
ら
応
募
が
来
ま
し
た
。
地

元
の
会
議
室
を
借
り
た
り
、
大
手
の
合
同
説
明

会
に
参
加
し
て
い
た
昨
年
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど

東
海
か
ら
し
か
参
加
が
な
か
っ
た
の
が
、
北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
非
常
に
優
秀
な
学
生
の
登
録

が
あ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
は
地
元
だ
か
ら
と
い

う
こ
と
で
来
て
い
た
学
生
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、「
旅
館
で
働
き
た
い
」
と
い
う
学
生
が
コ

ン
タ
ク
ト
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
非
常
に

い
い
ツ
ー
ル
だ
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
情
報
が
命
で
し
た
の

で
、
こ
の
ツ
ー
ル
を
使
う
こ
と
で
、
各
旅
館
の

仲
間
た
ち
と
い
ち
早
く
情
報
共
有
で
き
、
自
分

自
身
に
と
っ
て
す
ご
く
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
こ
う
し
た
情
報
共
有
を
皆
さ
ん
と
し
て
、

会
社
や
地
域
に
還
元
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

冨
永
　
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
私
た
ち

の
温
泉
地
は
観
光
地
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

元
々
、
国
際
的
な
生
活
型
の
保
養
温
泉
地
を
目

指
し
て
い
る
の
で
、
今
一
度
、
原
点
回
帰
を
テ

ー
マ
に
挙
げ
て
い
ま
す
。
何
よ
り
も
遊
ぶ
こ
と

や
楽
し
む
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
心
と
身
体

の
保
養
を
し
に
来
て
く
だ
さ
い
と
。
そ
れ
に
見

合
っ
た
宿
の
あ
り
方
を
一
か
ら
勉
強
し
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
で
、
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
は
安
心
安
全
が
一
番
に
な
る
の
で
、
地
域

版
H
A
C
C
P
や
、
食
や
温
泉
の
安
全
を
一
か

ら
築
い
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　P
ost

コ
ロ
ナ
の
宿
の
あ
り
方
で
す
が
、
誰
か

に
言
わ
れ
た
か
ら
と
か
、
県
や
国
が
こ
う
し
た

か
ら
そ
れ
に
則
る
の
で
は
な
く
、
経
営
者
が
自

分
で
考
え
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
ま

ず
は
自
分
の
施
設
、
自
分
の
地
域
か
ら
感
染
者

を
出
さ
な
い
、
拡
散
さ
せ
な
い
と
い
う
目
的
を

明
確
に
し
て
、
そ
れ
に
向
け
て
何
が
で
き
る
の

か
、
経
営
者
が
そ
れ
ぞ
れ
一
生
懸
命
考
え
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
も
で
き
な
い
経
営
者
は
旅
館

を
経
営
す
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
も
し
も
感
染
者
が
出
た
時
は
、

一
丸
と
な
っ
て
み
ん
な
で
考
え
て
い
こ
う
と
い

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
由
布
院
温
泉
で
は
4
月
中
旬
く
ら
い
に

由
布
院
観
光
の
歴
史
を
聞
き
な
が
ら
ま
ち
歩
き

を
す
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
も
原
点
回
帰
と
い
う
想
い
か
ら
始
め

ら
れ
た
も
の
で
す
か
。

冨
永
　
そ
う
で
す
ね
。
も
し
か
し
た
ら
今
ま
で

は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
増
え
す
ぎ
て
少
し
異
常
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

が
増
え
る
と
そ
れ
を
目
的
に
外
資
、
別
の
国
の

資
本
が
ま
ち
に
入
り
込
み
、
小
さ
な
民
泊
が
た

く
さ
ん
生
ま
れ
、
ま
ち
の
風
景
が
ど
ん
ど
ん
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
風
景
だ
け
で
は
な
く
、
風

情
や
風
土
、
風
習
ま
で
変
わ
っ
て
き
て
、
「
由

布
院
の
風
」
自
体
が
変
わ
っ
て
き
た
と
い
う
こ

と
に
対
す
る
危
機
感
が
長
い
こ
と
あ
り
ま
し
た
。

　
先
日
、
I
A
T
A
（
国
際
航
空
運
送
協
会
）

が
国
際
線
需
要
が
2
0
1
9
年
の
水
準
に
回
復

す
る
の
は
2
0
2
4
年
頃
に
な
る
と
い
う
見
通

し
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
も
う
一
度
、
原
点
に

戻
る
時
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
僕

ら
の
仲
間
か
ら
倒
産
者
は
出
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
幸
か
不
幸
か
小
規
模
旅
館
が
点
在
し
て
い

る
ま
ち
な
の
で
、
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
っ

て
汗
を
流
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

田
村
　
う
ち
も
小
規
模
旅
館
で
、
1
0
0
年
以

上
、
食
事
を
部
屋
出
し
で
提
供
し
て
き
ま
し
た

の
で
、
こ
う
い
う
事
態
に
な
っ
て
も
特
別
に
変

え
る
こ
と
も
な
く
、
今
は
入
館
を
半
分
に
制
限

し
て
、
空
い
た
お
部
屋
に
先
に
用
意
す
る
と
い

う
形
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　
草
津
も
観
光
地
で
あ
る
前
に
湯
治
場
で
も
あ

り
、
湯
治
場
の
温
泉
宿
の
役
割
は
、
こ
う
い
っ

た
こ
と
が
あ
っ
て
も
大
き
く
は
変
わ
っ
て
い
か

な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
1
泊
2
食
を
提
供

し
、
な
る
べ
く
長
い
間
安
心
安
全
に
滞
在
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
各
お
宿
が
考
え
て
決
め
る
こ

と
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
う
の
は
大
事
で
す
が
、

食
事
の
提
供
の
仕
方
な
ど
は
う
ち
の
よ
う
な
小

規
模
、
大
規
模
旅
館
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
が
あ
る

の
で
、
各
お
宿
が
ポ
リ
シ
ー
と
責
任
を
持
っ
て

対
策
を
講
じ
て
い
れ
ば
、
最
終
的
に
選
ぶ
の
は

＜注＞
注１：阿寒湖温泉における入湯税超過課税導入の詳細については以下を参照

「観光文化 238号 特集：インバウンド時代の観光振興財源」
https://www.jtb.or.jp/wp-content/uploads/2018/07/bunka238-05.pdf

注２：鳥羽市の入湯税の詳細については以下を参照
「2013年度 温泉まちづくり研究会 ディスカッション記録」
https://www.jtb.or.jp/wp-content/uploads/2016/07/onmachi2013.pdf

ま
す
。

武
田
　
黒
川
温
泉
は
組
合
費
を
3
割
減
免
に
し

ま
し
た
。
た
だ
し
、
別
に
集
め
て
い
る
広
告
費

は
上
げ
ま
し
た
。

田
村
　
群
馬
県
で
も
草
津
町
で
も
青
年
部
の
会

費
に
つ
い
て
は
特
に
減
額
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
、
徴
収
時
期
を
少
し
ず
ら
し
て
お
り
、
ま

だ
徴
収
し
て
い
ま
せ
ん
。
群
馬
県
に
つ
い
て
も

0
か
1
0
0
か
と
い
う
会
議
を
し
ま
し
た
が
、

会
員
数
も
少
な
い
中
、
各
々
の
地
域
で
既
に
計

上
し
て
い
る
状
況
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
ま

ま
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

湯
本
（
草
津
温
泉
観
光
協
会
理
事
）
草
津
温

泉
旅
館
協
同
組
合
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ

特
に
減
免
と
い
う
話
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
群
馬
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合

に
つ
い
て
は
、
今
年
は
徴
収
し
な
い
こ
と
に
し

た
そ
う
で
す
。
県
の
組
合
は
販
売
事
業
が
あ
り
、

割
と
好
調
に
回
っ
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
、
そ

こ
で
な
ん
と
か
カ
バ
ー
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

草
津
の
場
合
は
事
務
局
で
人
を
抱
え
て
い
る
の

で
、
今
の
と
こ
ろ
会
費
に
関
し
て
は
旅
館
組
合

も
観
光
協
会
も
通
常
通
り
の
予
定
で
す
。

福
永
　
ち
な
み
に
阿
寒
の
場
合
は
、
入
湯
税
の

か
さ
上
げ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
今

回
の
緊
急
対
策
に
あ
て
る
と
い
っ
た
動
き
は
あ

り
ま
す
か
。（
注
１
）

山
下
　
入
湯
税
そ
の
も
の
が
前
年
比
75
%
減
く

ら
い
に
な
る
と
み
て
い
ま
す
。
通
常
は
嵩
上
げ

分
と
し
て
4
5
0
0
万
円
く
ら
い
徴
収
で
き
る

予
定
の
税
収
が
1
0
0
0
万
円
を
切
る
の
で
は

と
い
う
状
況
で
す
の
で
、
取
り
組
み
の
優
先
順

位
を
ど
う
つ
け
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。
ま
た
、

ば
、
は
じ
か
れ
る
項
目
が
多

い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
こ
の
あ

た
り
は
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て

い
ま
す
。
今
に
な
っ
て
よ
う

や
く
緩
和
さ
れ
て
、
色
々
な

も
の
が
見
え
て
き
て
い
ま
す
。

山
田
　
熊
本
地
震
の
時
ま
で
、

雇
用
調
整
助
成
金
は
旅
館
で

使
う
の
に
制
限
が
か
か
っ
て

い
ま
し
た
。
今
回
、
旅
館
業

と
し
て
何
か
差
別
さ
れ
た
と

か
、
阻
害
さ
れ
た
と
い
っ
た

釧
路
市
と
の
関
係
で
組
織
の
運
営
費
に
使
っ
て

は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
減
免
の
部

分
を
埋
め
る
形
に
は
な
ら
な
い
で
す
。

福
永
　
鳥
羽
市
で
は
入
湯
税
の
30
％
を
鳥
羽
市

温
泉
振
興
会
に
、
70
％
を
鳥
羽
市
観
光
振
興
基

金
と
し
て
積
み
立
て
る
形
に
し
て
い
ま
す
が
、

入
湯
税
の
使
途
な
ど
は
何
か
議
論
さ
れ
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。（
注
２
）

吉
川
　
今
後
、
鳥
羽
市
観
光
振
興
基
金
の
使
い

方
を
、
鳥
羽
市
温
泉
振
興
会
と
市
で
協
議
し
て

い
こ
う
と
い
う
く
ら
い
で
す
ね
。
親
会
で
ど
こ

ま
で
進
ん
で
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
青
年

部
で
は
そ
う
い
う
話
を
ぶ
つ
け
て
い
こ
う
か
と

い
う
と
こ
ろ
で
す
。

福
永 

鳥
羽
市
の
方
に
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、

自
主
財
源
が
あ
る
こ
と
で
、
国
の
助
成
金
な
ど

が
お
り
る
前
の
早
い
段
階
で
施
策
が
打
て
た
と

い
う
話
も
あ
り
、
組
織
と
連
動
す
る
財
源
の
有

無
に
つ
い
て
も
重
要
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
今
日
の
お
話
の
中
で
気
づ
か
れ
た

こ
と
や
共
有
し
た
い
想
い
な
ど
あ
れ
ば
、
ご
発

言
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

吉
川 

私
が
出
向
し
て
い
る
全
旅
連
青
年
部
に

行
政
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
よ
う
な
方
が
い
て
、

そ
の
方
か
ら
国
の
話
を
色
々
と
聞
く
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
が
、
国
は
補
正
予
算
を
組
ん
だ
り

し
て
多
く
の
予
算
を
つ
け
て
は
い
る
も
の
の
、

県
の
方
で
使
い
方
が
わ
か
ら
ず
、
断
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
う
い

っ
た
と
こ
ろ
を
動
か
す
に
は
、
我
々
業
界
が
声

を
上
げ
て
、
県
に
向
け
て
ど
ん
ど
ん
お
金
を
取

り
に
行
か
な
い
と
動
か
な
い
と
い
う
地
域
性
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
は
み
ん
な
で
情
報
共

有
し
て
、
こ
の
地
域
で
は
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ

て
る
の
で
、
う
ち
の
県
で
も
や
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
形
で
要
望
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　w
ith

コ
ロ
ナ
に
加
え
て
、w

ith

行
政
と
い
う

く
ら
い
の
勢
い
で
手
を
組
ん
で
や
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
今
回
の
危
機
は
乗
り
切
れ
な
い
と
思
う

の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
と
声
を
上
げ
て
、
他
の
地

域
も
見
な
が
ら
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

福
永 

自
治
体
に
よ
る
違
い
や
差
は
、
横
の
つ

な
が
り
が
あ
っ
て
初
め
て
わ
か
る
こ
と
な
の
で
、

温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
で
も
引
き
続
き
、
情

報
交
換
を
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
議
論

は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
今
日
は
お
忙
し
い
中
、
貴

重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

阿寒湖温泉道後温泉・飛鳥乃温泉

草津温泉由布院温泉

鳥羽温泉郷黒川温泉

有馬温泉

温泉旅館（温泉地）が考えるWith／Postコロナ3
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1-5.
冬季ツアー等

（2019年12月～2020年4月）
への売り上げへの影響は
おおよそどれぐらいでしたか？

冬がオフシーズンの事業者もあるものの
6割の事業者が50%以上の売り上げ減少

●～20％減
●～30％減
●～40％減
●～50％減
●～60％減
●～70％減
●80％減以上

1-6.
現時点で
2020年夏ツアー等への予約の影響は
おおよそどれぐらいを予想していますか？

約7割の事業者がこの夏の予約減少を
70%以上と見ている

●～20％減
●～30％減
●～40％減
●～50％減
●～60％減
●～70％減
●80％減以上

1-7.
北海道のアウトドア事業者のトップシーズン
 

1-8.
今後の従業員採用予定数
 

ア
ドベン
チャ
ー
ト
ラベル
担
い
手
の
危
機

観
光
事
業
者
の
経
歴
を
も
ち
、地
域
に
根
ざ
し
た
実
践
的
な
研
究
に
取
り
組
む〝
現
場
型
研
究
者
〞

コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
、地
域
と
の
協
働
に
汗
を
か
く
、2
人
の
研
究
者
の
奮
闘
に
着
目
し
た
。

ま
ず
は
北
海
道
。藤
原
は
、緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い

北
海
道
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド
事
業
者
が
岐
路
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

業
界
へ
の
支
援
と
、北
海
道
な
ら
で
は
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
旅
行
の
模
索
を
訴
え
る
。

　
北
海
道
で
は
来
た
る
2
0
2
1
年
、
体
験
型

観
光
の
世
界
会
議
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ト
ラ

ベ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
・
サ
ミ
ッ
ト（A

T
W

S

）」
の

札
幌
開
催
が
決
定
し
、
ア
ウ
ト
ド
ア
事
業
者
の

み
な
ら
ず
、
観
光
事
業
者
全
体
に
盛
り
上
が
り

が
見
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
の
コ
ロ

ナ
禍
が
業
界
を
襲
っ
て
い
る
。

　
筆
者
は
去
る
2
0
2
0
年
5
月
21
日
か
ら
6

月
5
日
の
期
間
で
、「
北
海
道
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ

イ
ド
・
体
験
型
観
光
事
業
者
の
事
業
環
境
緊
急

調
査
」
を
行
っ
た
。
こ
の
調
査
は
（
一
社
）
北

海
道
体
験
観
光
推
進
協
議
会
、
北
海
道
ア
ウ
ト

ド
ア
ガ
イ
ド
協
会
、
そ
し
て
農
業
体
験
事
業
者

な
ど
約
1
3
0
事
業
者
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
し
て
行
わ
れ
72
事
業
者
よ
り
回
答
を
い
た
だ

い
た
。
こ
の
調
査
を
通
じ
て
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
ト
ラ
ベ
ル
の
担
い
手
と
し
て
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド
事
業
者
に
早
急

な
支
援
が
必
要
な
こ
と
が
分
か
っ
た
。
同
時
に
、

北
海
道
に
お
け
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド
事
業
の

存
続
の
危
機
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
調
査
で
回
答
を
寄
せ
た
事
業
者
た
ち
が

支
え
る
北
海
道
の
ア
ウ
ト
ド
ア
観
光
は
岐
路
に

立
た
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
こ
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
調
査
の
結
果
を
概
観

1-1.
新型コロナウィルス感染に伴う
自粛要請期間中の
旅行者等の受け入れについて

85%以上の事業者が営業を自粛していた
●営業していない、営業を自粛していた
●感染対策等に留意しながら営業
●いつも通り営業
●その他

1-2.
新型コロナウイルス感染拡大の
影響は受けていますか？

全ての事業者が
コロナウィルス禍の影響を受けている

●影響を受けている
●影響はない
●どちらとも言えない

1-3.
自粛要請期間中は
どのような影響がありましたか？（複数回答可）

ほとんどの事業者が冬期間の売り上げや
予約の減少の影響を受けている

●受注・売上減少
●仕入れ先の変更等による調達コスト増
●自粛ムード、旅行マインドの悪化に伴う客数減少
●従業員の休暇や在宅勤務等に伴う人手不足

●従業員や顧客の感染予防対策等に伴うコスト増
●北海道観光への風評被害
●補助金申請の手続きに関わる労力が増えた
●資金繰りの悪化
●その他

1-4.
今後どのような影響が見込まれますか。

（複数回答可）

ほぼ全ての事業者が
夏の売り上げ・予約の減少を見込んでいる。
その他、半数以上の事業者が継続する
自粛ムードによる
観光停滞の長期化を心配しており、
それに伴う資金繰りの悪化が懸念される。

●受注・売上減少
●仕入れ先の変更等による調達コスト増
●自粛ムード、旅行マインドの悪化に伴う客数減少
●従業員の休暇や在宅勤務等に伴う人手不足
●従業員や顧客の感染予防対策等に伴うコスト増
●北海道観光への風評被害
●補助金申請の手続きに関わる労力が増えた
●資金繰りの悪化
●その他

1-9.
代表の年齢

●20代
●30代
●40代
●50代
●60代
●70代以上

1-10.
御社のおおよその年間売り上げを
お教えください

●～1,000万円
●～3,000万円
●～6,000万円
●～9,000万円
●～2億円
●～5億円
●5億以上

1-11.
休業・事業の縮小・廃業を
考えていますか？

●考えている
●考えていない
●どちらとも言えない

1-12.
北海道の
アウトドアガイド事業者の姿と
コロナ禍による影響

●事業者の姿としてはほとんどが年間の売り上げ規模
1,000万未満、従業員数も1～数人の個人事業主のよう
な形態。半数近くが50才代以上の経営者。
●全ての事業者がコロナ禍の経営的な影響を受けてい
て、今後の観光停滞の影響を心配している。クロス集計
を行ったところ、自粛中よりも今後の経営に関する心配が
顕著である。
●年間売り上げの60%を占める月を複数回答であげて
もらったところ7～9月に次いで2月もあげられている。自
粛期間中の売り上げ減少に加えトップシーズンの予約減
少を予想していることから、この夏の売り上げが今後の経
営を左右するだろう。
●多くの事業者がこれまでトップシーズンと閑散期で従
業員採用数を変えてきた。しかし、今年度はトップシーズ
ンに新規の採用を減らそうと考えている事業者が半数近
くに上った。フリーランスのガイドなどにとっては、より厳し
い環境となっている。
●縮小や廃業を検討している事業者が2割程度おり「どち
らとも言えない」と答えている事業者も含めると、今後の状
況次第では深刻なガイド不足となる可能性がある

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
伴
う
北
海
道
の

ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド
事
業
者
向
け
調
査
結
果
を
踏
ま
え

札
幌
国
際
大
学 

観
光
学
部 

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
学
科 

准
教
授
　

藤
崎
達
也

4

現
場
型
研
究
者
の
実
践

1

※
1

※
2

※3

1
．調
査
結
果
要
点

し
、
日
本
の
他
地
域
に
も
通
じ
る
着
地
型
観
光

や
体
験
型
観
光
の
事
業
継
承
の
問
題
に
つ
い
て

考
え
た
い
。

現場型研究者の実践4

3%

例年同様

例年より少ない

例年より多い

50%47%

40
30
20
10
0

50
60
70

15

1月

32

2月

11

3月

3

4月

8

5月

17

6月

53

7月

59

8月

32

9月

6

10月
0

11月

4

12月

32



35
2

66
6

71

5
38
33
34
21
2

61
3

67

0
0

72（100%）

5（7%）
010

10
3

44
16
4
5
1
1
1

15
31
26

8
21
31
9
0

9
11
5
8

19

0
2
2
9
9

15
35

6（8%）
61（85%）

43
34
40
3

1-5.
冬季ツアー等

（2019年12月～2020年4月）
への売り上げへの影響は
おおよそどれぐらいでしたか？

冬がオフシーズンの事業者もあるものの
6割の事業者が50%以上の売り上げ減少

●～20％減
●～30％減
●～40％減
●～50％減
●～60％減
●～70％減
●80％減以上

1-6.
現時点で
2020年夏ツアー等への予約の影響は
おおよそどれぐらいを予想していますか？

約7割の事業者がこの夏の予約減少を
70%以上と見ている

●～20％減
●～30％減
●～40％減
●～50％減
●～60％減
●～70％減
●80％減以上

1-7.
北海道のアウトドア事業者のトップシーズン
 

1-8.
今後の従業員採用予定数
 

ア
ドベン
チャ
ー
ト
ラベル
担
い
手
の
危
機

観
光
事
業
者
の
経
歴
を
も
ち
、地
域
に
根
ざ
し
た
実
践
的
な
研
究
に
取
り
組
む〝
現
場
型
研
究
者
〞

コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
、地
域
と
の
協
働
に
汗
を
か
く
、2
人
の
研
究
者
の
奮
闘
に
着
目
し
た
。

ま
ず
は
北
海
道
。藤
原
は
、緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い

北
海
道
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド
事
業
者
が
岐
路
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

業
界
へ
の
支
援
と
、北
海
道
な
ら
で
は
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
旅
行
の
模
索
を
訴
え
る
。

　
北
海
道
で
は
来
た
る
2
0
2
1
年
、
体
験
型

観
光
の
世
界
会
議
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ト
ラ

ベ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
・
サ
ミ
ッ
ト（A

T
W

S

）」
の

札
幌
開
催
が
決
定
し
、
ア
ウ
ト
ド
ア
事
業
者
の

み
な
ら
ず
、
観
光
事
業
者
全
体
に
盛
り
上
が
り

が
見
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
の
コ
ロ

ナ
禍
が
業
界
を
襲
っ
て
い
る
。

　
筆
者
は
去
る
2
0
2
0
年
5
月
21
日
か
ら
6

月
5
日
の
期
間
で
、「
北
海
道
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ

イ
ド
・
体
験
型
観
光
事
業
者
の
事
業
環
境
緊
急

調
査
」
を
行
っ
た
。
こ
の
調
査
は
（
一
社
）
北

海
道
体
験
観
光
推
進
協
議
会
、
北
海
道
ア
ウ
ト

ド
ア
ガ
イ
ド
協
会
、
そ
し
て
農
業
体
験
事
業
者

な
ど
約
1
3
0
事
業
者
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
し
て
行
わ
れ
72
事
業
者
よ
り
回
答
を
い
た
だ

い
た
。
こ
の
調
査
を
通
じ
て
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
ト
ラ
ベ
ル
の
担
い
手
と
し
て
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド
事
業
者
に
早
急

な
支
援
が
必
要
な
こ
と
が
分
か
っ
た
。
同
時
に
、

北
海
道
に
お
け
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド
事
業
の

存
続
の
危
機
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
調
査
で
回
答
を
寄
せ
た
事
業
者
た
ち
が

支
え
る
北
海
道
の
ア
ウ
ト
ド
ア
観
光
は
岐
路
に

立
た
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
こ
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
調
査
の
結
果
を
概
観

1-1.
新型コロナウィルス感染に伴う
自粛要請期間中の
旅行者等の受け入れについて

85%以上の事業者が営業を自粛していた
●営業していない、営業を自粛していた
●感染対策等に留意しながら営業
●いつも通り営業
●その他

1-2.
新型コロナウイルス感染拡大の
影響は受けていますか？

全ての事業者が
コロナウィルス禍の影響を受けている

●影響を受けている
●影響はない
●どちらとも言えない

1-3.
自粛要請期間中は
どのような影響がありましたか？（複数回答可）

ほとんどの事業者が冬期間の売り上げや
予約の減少の影響を受けている

●受注・売上減少
●仕入れ先の変更等による調達コスト増
●自粛ムード、旅行マインドの悪化に伴う客数減少
●従業員の休暇や在宅勤務等に伴う人手不足

●従業員や顧客の感染予防対策等に伴うコスト増
●北海道観光への風評被害
●補助金申請の手続きに関わる労力が増えた
●資金繰りの悪化
●その他

1-4.
今後どのような影響が見込まれますか。

（複数回答可）

ほぼ全ての事業者が
夏の売り上げ・予約の減少を見込んでいる。
その他、半数以上の事業者が継続する
自粛ムードによる
観光停滞の長期化を心配しており、
それに伴う資金繰りの悪化が懸念される。

●受注・売上減少
●仕入れ先の変更等による調達コスト増
●自粛ムード、旅行マインドの悪化に伴う客数減少
●従業員の休暇や在宅勤務等に伴う人手不足
●従業員や顧客の感染予防対策等に伴うコスト増
●北海道観光への風評被害
●補助金申請の手続きに関わる労力が増えた
●資金繰りの悪化
●その他

1-9.
代表の年齢

●20代
●30代
●40代
●50代
●60代
●70代以上

1-10.
御社のおおよその年間売り上げを
お教えください

●～1,000万円
●～3,000万円
●～6,000万円
●～9,000万円
●～2億円
●～5億円
●5億以上

1-11.
休業・事業の縮小・廃業を
考えていますか？

●考えている
●考えていない
●どちらとも言えない

1-12.
北海道の
アウトドアガイド事業者の姿と
コロナ禍による影響

●事業者の姿としてはほとんどが年間の売り上げ規模
1,000万未満、従業員数も1～数人の個人事業主のよう
な形態。半数近くが50才代以上の経営者。
●全ての事業者がコロナ禍の経営的な影響を受けてい
て、今後の観光停滞の影響を心配している。クロス集計
を行ったところ、自粛中よりも今後の経営に関する心配が
顕著である。
●年間売り上げの60%を占める月を複数回答であげて
もらったところ7～9月に次いで2月もあげられている。自
粛期間中の売り上げ減少に加えトップシーズンの予約減
少を予想していることから、この夏の売り上げが今後の経
営を左右するだろう。
●多くの事業者がこれまでトップシーズンと閑散期で従
業員採用数を変えてきた。しかし、今年度はトップシーズ
ンに新規の採用を減らそうと考えている事業者が半数近
くに上った。フリーランスのガイドなどにとっては、より厳し
い環境となっている。
●縮小や廃業を検討している事業者が2割程度おり「どち
らとも言えない」と答えている事業者も含めると、今後の状
況次第では深刻なガイド不足となる可能性がある
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ラ
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ー
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ド
・
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T
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の

札
幌
開
催
が
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、
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の
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ず
、
観
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事
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全
体
に
盛
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が
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が
見
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れ
て
い
た
。
そ
の
よ
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な
中
で
の
コ
ロ

ナ
禍
が
業
界
を
襲
っ
て
い
る
。

　
筆
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は
去
る
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年
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日
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ら
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日
の
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ア
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は
（
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、
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に
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ト
を

通
し
て
行
わ
れ
72
事
業
者
よ
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回
答
を
い
た
だ

い
た
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こ
の
調
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を
通
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て
、
ア
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ン
チ
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ト
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ベ
ル
の
担
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手
と
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て
期
待
が
寄
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ア
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ド
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ド
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者
に
早
急

な
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援
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必
要
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こ
と
が
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。
同
時
に
、

北
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に
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る
ア
ウ
ト
ド
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ガ
イ
ド
事
業
の

存
続
の
危
機
を
目
の
当
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り
に
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る
こ
と
と
な
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た
。
調
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で
回
答
を
寄
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た
事
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た
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が

支
え
る
北
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道
の
ア
ウ
ト
ド
ア
観
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は
岐
路
に

立
た
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
こ
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
調
査
の
結
果
を
概
観

し
、
日
本
の
他
地
域
に
も
通
じ
る
着
地
型
観
光

や
体
験
型
観
光
の
事
業
継
承
の
問
題
に
つ
い
て

考
え
た
い
。

藤
崎
達
也（
ふ
じ
さ
き・た
つ
や
）

札
幌
国
際
大
学
観

光
学
部
観
光
ビ
ジ

ネ
ス
学
科
准
教
授
。

明
治
大
学
商
学
部

商
学
科
卒
。日
野
自
動
車
販
売
、特

定
非
営
利
活
動
法
人
知
床
ナ
チ
ュ
ラ

リ
ス
ト
協
会
代
表
理
事
、稚
内
北
星

学
園
大
学
准
教
授
等
を
経
て

2
0
1
8
年
か
ら
現
職
。「
流
氷
ウ
オ

ー
ク（
知
床
）」や「
サ
ッ
パ
船
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
ズ（
岩
手
）」を
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
。主
な
著
書・論
文
に『「
観
光
ガ
イ

ド
事
業
入
門
」立
ち
上
げ
、経
営
か
ら

「
ま
ち
づ
く
り
」ま
で
』（
2
0
1
2
年
、

学
芸
出
版
社
）、『
N
P
O
が
北
海
道

を
変
え
た
。―
道
州
制
と
市
民
自
治

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
』（
共
著
、イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ト・リ
ン
ク
、2
0
0
4
年
）、

「
プ
レ
ス
コ
方
式
の
観
光
ま
ち
づ
く

り
」（
2
0
1
5
年
、稚
内
北
星
学
園

大
学
紀
要
第

15
号
P
1
6
1
│
　

1
7
0
）な
ど
が
あ
る
。

　
観
光
業
界
が
ほ
ぼ
全
面
ス
ト
ッ
プ
し
て
、
自

粛
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
た
時
期
、
そ
れ
ぞ
れ

に
何
が
で
き
る
か
？
、
何
を
す
べ
き
か
？
を
考

え
て
い
た
と
思
う
。
大
学
は
5
月
の
連
休
明
け

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業
を
開
始
す
る
た
め
に
、

連
日
連
夜Z

oom

やT
eam

s

の
配
信
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
授
業
資
料
を
作
り
、
学
生
と
モ
デ
ル
授

業
を
繰
り
返
し
て
い
た
4
月
。
前
述
の
若
い
二

人
が
事
務
局
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
る

熊
本
県
観
光
協
会
連
絡
会
議
（
熊
本
県
内
の
観

光
事
業
者
の
広
域
連
携
組
織
）
で
は
、
ど
こ
よ

り
も
早
く
全
国
の
一
般
生
活
者
向

け
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
収
束
後
の
旅
行
・
観
光
に
関

す
る
意
識
調
査
」
と
い
う
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
た
。
熊
本
地
震
か

ら
の
復
興
を
経
験
し
、
「
過
剰
に

希
望
的
で
も
悲
観
的
で
も
な
い
、

現
実
的
な
見
通
し
が
事
業
者
に
は

必
要
だ
」
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ

か
ら
こ
そ
、
今
の
コ
ロ
ナ
禍
で
暗

中
模
索
の
全
国
の
観
光
事
業
者
に

何
か
し
ら
の
道
し
る
べ
が
必
要
と

い
う
二
人
の
熱
い
思
い
か
ら
調
査

は
実
現
し
、
そ
の
結
果
を
広
く
公

開
す
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

F
acebook

で
の
調
査
だ
っ
た
た

め
、
友
達
と
し
て
つ
な
が
っ
て
い

る
私
の
も
と
に
も
そ
の
書
き
込
み

が
飛
び
込
ん
で
き
た
。
も
ち
ろ
ん
全
力
で
サ
ポ

ー
ト
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
大
学
や
学
生

や
私
に
出
来
る
こ
と
は
な
い
か
と
申
し
入
れ
、

F
acebook

で
は
な
か
な
か
リ
ー
チ
で
き
な
い

20
代
の
若
者
達
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
集
計
後
の

ア
ン
ケ
ー
ト
の
考
察
を
書
く
こ
と
に
協
力
し
た
。

す
べ
て
は
4
月
の
終
わ
り
か
ら
5
月
に
か
け
て

の
連
休
中
の
出
来
事
だ
っ
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
の

は
、
外
出
自
粛
生
活
が
続
く
こ
と
で
、
旅
行
や

お
出
か
け
に
対
す
る
消
費
者
の
意
欲
は
高
ま
っ

て
き
て
い
る
も
の
の
、
当
面
は
近
郊
へ
の
旅
行

が
主
流
に
な
る
こ
と
。
旅
行
先
の
選
択
に
お
い

て
も
3
密
を
さ
け
る
こ
と
を
意
識
し
た
も
の
に

な
り
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
や
都
市
部
な
ど
密
集
が

想
定
さ
れ
る
場
所
は
避
け
ら
れ
、
自
然
や
開
放

感
の
あ
る
場
所
が
好
ま
れ
る
傾
向
が
見
て
と
れ

る
こ
と
。
ま
た
、
消
費
者
は
景
気
悪
化
へ
の
不

安
を
感
じ
て
お
り
、
旅
行
な
ど
の
余
暇
・
レ
ジ

ャ
ー
へ
の
出
費
に
は
厳
し
い
時
代
に
な
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
（
詳
細

は
原
文
※
1
参
照
）

　
こ
れ
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
受
け
て
、
熊

本
の
観
光
事
業
者
を
集
め
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
た
。
各
地
域
毎
の
現
状
の
課
題
や
取

り
組
み
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
、
「
リ
ア
ル
で

会
え
な
い
か
ら
何
も
で
き
な
い
」
で
は
な
く
、

「
オ
ン
ラ
イ
ン
も
活
用
し
て
、
今
で
き
る
こ
と

を
前
向
き
に
進
め
よ
う
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
込
め
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
私
も
そ
の

中
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
の
考
察
に
加
え
て
、

変
化
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
？
、
今
の
こ
の
時

期
に
何
を
す
べ
き
か
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
も

ら
っ
た
。
完
全
自
粛
状
態
、
収
益
ゼ
ロ
、
そ
れ

で
も
人
件
費
や
維
持
費
に
お
金
が
出
て
い
き
、

政
府
か
ら
の
助
成
金
は
な
か
な
か
手
元
に
来
な

い
と
い
う
事
業
者
に
と
っ
て
は
ス
ト
レ
ス

1
0
0
％
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
し
か
考
え
ら

れ
な
い
そ
の
時
期
に
、
少
し
で
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
未
来
を
考
え
、
今
で
き
る
こ
と
を
前
向
き
に

進
め
よ
う
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と

は
な
か
な
か
大
変
で
、
「
そ
う
は
言
っ
て
も
、

ど
う
や
っ
て
？
」
「
言
う
の
は
簡
単
、
で
も
や

　「
観
光
を
通
し
て
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
こ

と
に
ど
う
貢
献
で
き
る
か
」
が
、
私
が
熊
本
の

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
に
着
任
し
た
時
の
大
き
な

テ
ー
マ
で
あ
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
に
近
い
こ
の
地

を
選
ん
だ
理
由
で
あ
っ
た
。
2
0
1
3
年
4
月
、

着
地
型
観
光
を
熊
本
で
と
い
う
こ
と
で
東
海
大

学
に
経
営
学
部
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
が
開
設
さ

れ
た
。
20
余
年
に
わ
た
っ
て
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
の

世
界
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
日

本
の
現
場
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
わ
っ
て
い

た
私
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
挑
戦
で
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
観
光
は
人
が
命
で
あ
り
、
そ
の
人
を

育
て
る
こ
と
は
急
務
で
あ
り
実
践
的
な
活
動
を

通
し
て
学
ん
だ
学
生
達
を
地
域
で
役
に
立
つ
人

材
と
し
て
育
て
上
げ
、
送
り
出
す
こ
と
は
大
学

が
地
域
に
還
元
で
き
る
最
大
の
地
域
貢
献
に
な

る
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
着
任
後
、
本

県
内
の
様
々
な
地
域
に
出
向
き
、
地
域
資
源
を

見
て
歩
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
抱
え
る
課
題

に
つ
い
て
学
生
と
共
に
耳
を
傾
け
て
き
た
。

　
熊
本
に
は
、
世
界
で
も
一
級
の
観
光
地
で
あ

る
阿
蘇
や
天
草
を
始
め
、
熊
本
城
や
装
飾
古
墳

な
ど
歴
史
的
に
も
重
要
な
資
源
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
高
品
質
の
農
産
物
や
阿
蘇
の
恵
み
で
あ
る

地
下
水
な
ど
素
晴
ら
し
い
地
域
資
源
に
あ
ふ
れ

て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
ら
の
資
源
は
整
理
さ
れ

て
い
な
い
た
め
に
、
観
光
資
源
と
し
て
有
効
に

活
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
よ
そ
者
か

ら
見
る
と
本
当
に
も
っ
た
い
な
い
状
況
で
も
あ

っ
た
。

　
そ
ん
な
中
で
、
過
疎
化
・
高
齢
化
が
大
き
な

問
題
に
な
っ
て
い
る
熊
本
市
西
区
の
当
時
の
区

長
と
ま
ち
づ
く
り
課
の
課
長
か
ら
地
域
活
性
化

の
た
め
の
相
談
を
受
け
た
。
学
生
を
連
れ
て
初

め
て
芳
野
校
区
の
草
枕
の
道
を
歩
い
た
こ
と
が

当
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
室
と
地
域
と
の
最
初

の
出
会
い
で
あ
っ
た
。

　
あ
れ
か
ら
6
年
。
何
度
も
卒
業
生
を
送
り
出

し
な
が
ら
、
地
域
と
の
活
動
は
続
い
て
い
る
。

丁
寧
に
宝
を
掘
り
起
こ
し
、
地
域
の
特
産
品
で

あ
る
み
か
ん
を
中
心
に
季
節
暦
（
フ
ェ
ノ
ロ
ジ

ー
カ
レ
ン
ダ
ー
）
を
「
み
か
ん
こ
よ
み
」
と
し

て
ま
と
め
た
。
ま
た
、
若
者
に
認
知
度
が
低
い

芳
野
校
区
を
若
者
目
線
で
P
R
す
る
た
め
に
学

生
が
発
案
し
た〝
オ
レ
ン
ジ
カ
ク
テ
ル
ナ
イ
ト
〞

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
み
か
ん
の
収
穫
時
期
に
毎

年
開
催
し
、
昨
年
で
5
回
目
と
な
っ
た
。
最
初

は
30
名
ほ
ど
で
始
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
が
5
年
間

で
1
6
0
名
を
超
え
る
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
成
長
し
た
。
地
域
の
自
治
会
の
連
合
会
長
の

西
村
一
弘
氏
の
支
え
も
あ
っ
て
、
学
生
た
ち
は

子
供
や
孫
の
よ
う
に
地
域
の
方
々
に
か
わ
い
が

っ
て
も
ら
っ
て
お
り
、
み
か
ん
の
収
穫
の
お
手

伝
い
を
し
た
り
、
一
緒
に
B
B
Q
や
新
年
会
を

し
た
り
と
家
族
の
よ
う
に
迎
え
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
卒
業
生
は
そ
れ
を
懐
か
し
が
っ
て
毎
年

秋
の
オ
レ
ン
ジ
カ
ク
テ
ル
ナ
イ
ト
に
戻
っ
て
き

て
は
地
域
の
皆
さ
ん
に
近
況
を
報
告
し
て
い
る
。

最
初
は
無
関
心
だ
っ
た
地
域
住
民
も
今
で
は
、

毎
年
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
、

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
段
階
か
ら
実
行
委
員
と
し
て

P
R
や
集
客
を
手
伝
っ
た
り
、
会
場
の
設
営
か

ら
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
ラ
ン
チ
の
調
理
ま
で
そ
れ

ぞ
れ
の
得
意
分
野
に
関
わ
っ
て
く
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
一
連
の
地
域
振
興
の
活
動
は
、
学
生

達
が
代
々
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
に
も
取
り
上
げ
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
阿
蘇
の
カ
ル
デ
ラ
を
中
心
と
し
た
地
域
で
も

同
じ
よ
う
な
宝
探
し
の
取
り
組
み
を
2
年
余
を

掛
け
て
実
施
し
、
フ
ェ
ノ
ロ
ジ
ー
カ
レ
ン
ダ
ー

〝
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
こ
よ
み
・
南
阿
蘇
編
と
阿
蘇
編
〞

と
し
て
完
成
さ
せ
た
。
地
元
の
人
達
と
の
数
回

に
わ
た
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
、
個
別
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
や
写
真
撮
影
な
ど
を

通
じ
て
集
め
た
地
域
の
宝
情
報
を
整
理
し
た
も

の
で
あ
る
。
阿
蘇
と
い
う
土
地
柄
を
よ
そ
者
の

視
点
で
み
る
と
集
落
毎
の
個
性
が
強
く
、
な
か

な
か
横
の
連
携
が
出
来
ず
、
一
枚
岩
に
な
っ
て

活
動
す
る
こ
と
が
難
し
い
よ
う
で
、
以
前
阿
蘇

を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
実
施
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
も
合

意
形
成
が
な
か
な
か
で
き
な
か
っ
た
。
そ
う
い

う
意
味
で
も
今
回
の
フ
ェ
ノ
ロ
ジ
ー
カ
レ
ン
ダ

ー
は
市
町
村
の
枠
を
超
え
て
阿
蘇
の
カ
ル
デ
ラ

と
し
て
ひ
と
つ
の
塊
と
な
っ
て
連
携
出
来
る
い

い
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
て
実
施
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
あ
っ
た
。

　
こ
の
調
査
研
究
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ
た

南
と
北
の
阿
蘇
観
光
の
若
手
リ
ー
ダ
ー
、
み
な

み
あ
そ
観
光
局
戦
略
統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
久

保
尭
之
氏
と
S
M
O
南
小
国
C
M
O
兼
事
務
局

長
、
森
永
光
洋
氏
の
二
人
と
今
回
ま
た
コ
ロ
ナ

禍
で
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

る
の
は
大
変
だ
よ
」
と
い
う
声
は
も
ち
ろ
ん
あ

っ
た
が
、
そ
れ
で
も
休
業
中
の
ホ
テ
ル
で
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
用
に
シ
ェ
フ
に
お
弁
当
を
作
っ
て
も

ら
い
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
販
売
し
た
り
、
感
染
対

策
を
し
た
上
で
3
密
を
さ
け
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
再

開
す
る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
人
達
の
事
例
を

聞
い
た
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
お
互
い
の
課

題
を
シ
ェ
ア
出
来
た
こ
と
で
自
分
だ
け
で
は
な

い
こ
と
に
気
が
つ
い
た
と
か
、
頑
張
る
勇
気
を

も
ら
っ
た
と
か
、
少
人
数
で
今
後
も
定
期
的
に

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
や
り
た
い
な
ど
と
い
っ
た

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
参
加
者
か

ら
返
っ
て
き
た
。

　
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
直
後
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
、
2
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
私
も
今
回
は
設
計
段

階
か
ら
加
わ
り
、
観
光
事
業
者
（
宿
泊
施
設
、

飲
食
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
）
そ
れ
ぞ
れ
の
営
業
再
開
に
向
け
て
ど
の
よ

う
な
感
染
対
策
が
必
要
な
の
か
？
、
誰
も
答
え

を
持
っ
て
い
な
い
中
で
消
費
者
の
声
に
耳
を
傾

け
る
こ
と
で
そ
の
答
え
を
自
分
た
ち
で
探
す
指

針
に
な
れ
ば
と
い
う
思
い
で
実
施
し
た
。
今
回

もF
acebook

を
通
じ
て
、
5
月
31
日
〜
6
月

2
日
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
で
の
調
査
と
な
っ

た
が
、
全
国
の
一
般
消
費
者
3
0
4
1
名
か
ら

回
答
を
い
た
だ
い
た
。

　
第
2
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
っ
て
わ
か

っ
た
こ
と
は
、
消
費
者
の
感
染
対
策
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
は
極
め
て
高
く
、
事
業
者
の
感
染
対
策

と
し
て
の
マ
ス
ク
や
消
毒
の
徹
底
、
３
密
を
さ

け
る
た
め
の
工
夫
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
客
同

士
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
の
配
慮
や
、
万
が
一
の

感
染
に
備
え
て
追
跡
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
感
染

対
策
や
発
生
時
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
事
前
・
現

地
の
両
方
で
の
公
開
は
必
須
条
件
で
あ
る
こ
と
、

さ
ら
に
昔
か
ら
旅
館
や
ホ
テ
ル
で
の
お
も
て
な

し
と
し
て
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
は
あ
え
て
し
な
い
こ
と
が
お
も
て
な
し

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
わ
か
っ

た
。
（
詳
細
は
原
文
※
2
参
照
）

　
今
回
の
一
連
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
地
域

の
若
手
が
主
導
し
コ
ロ
ナ
禍
で
観
光
事
業
者
は

ど
う
対
処
す
べ
き
か
、
そ
れ
を
消
費
者
に
直
接

聞
く
こ
と
で
答
え
を
探
そ
う
と
し
た
も
の
で
、

そ
れ
に
対
し
て
私
自
身
も
ど
ん
な
協
力
が
出
来

る
の
か
を
考
え
て
実
現
し
た
わ
け
だ
が
、
観
光

業
界
が
抱
え
る
潜
在
的
な
課
題
に
つ
い
て
も
改

め
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
の
観
光
は
確
実
に
こ
れ
ま
で
の
も
の
と
は

姿
を
変
え
る
。
こ
の
変
化
に
事
業
者
は
ど
う
対

応
す
べ
き
な
の
か
、
域
外
か
ら
の
観
光
客
を
迎

え
る
た
め
に
地
域
の
理
解
を
ど
う
得
る
の
か
？

　G
o T

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
そ
の
他
地
域
限
定

の
様
々
な
支
援
策
を
う
ま
く
活
用
し
な
が
ら
、

安
売
り
を
せ
ず
に
付
加
価
値
を
つ
け
た
商
品
を

ど
う
売
る
の
か
？
　
地
域
と
ど
の
よ
う
な
連
携

を
取
り
な
が
ら
域
内
で
の
滞
在
時
間
を
延
ば
し
、

リ
ピ
ー
タ
ー
に
繋
げ
る
の
か
？
　
ビ
ジ
ネ
ス
の

再
開
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
優
先
順
位
で
準
備

を
進
め
る
べ
き
か
？
、
な
ど
様
々
な
議
論
を
共

有
し
な
が
ら
の
極
め
て
実
践
的
な
確
認
作
業
だ

っ
た
。

　　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
の
あ
た
ら
し
い
観
光
は
、

足
元
か
ら
始
ま
る
。
地
域
の
宝
を
も
う
一
度
見

直
し
、
磨
き
上
げ
、
付
加
価
値
を
つ
け
た
商
品

開
発
を
す
る
こ
と
は
、
実
は
そ
れ
が
コ
ロ
ナ
対

策
に
も
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
は
未
来
の
新
し
い

訪
日
観
光
へ
の
準
備
に
も
つ
な
が
る
。
旅
行
者

の
数
を
追
い
か
け
る
の
で
は
な
く
観
光
消
費
額

を
上
げ
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
売
れ
る
商
品

を
作
り
、
利
益
を
地
域
に
落
と
す
、
雇
用
に
つ

な
げ
る
、
地
域
産
物
を
購
入
す
る
な
ど
観
光
消

費
が
地
域
経
済
を
動
か
す
原
動
力
と
な
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
お
金
も
地
域
資
源
も
顧

客
も
域
内
で
〝
循
環
さ
せ
る
〞
こ
と
だ
。
地
域

の
人
の
暮
ら
し
が
安
心
安
全
で
豊
か
で
あ
る
こ

と
が
大
切
な
地
域
の
宝
を
守
り
、
次
世
代
に
伝

え
て
い
く
こ
と
に
繋
が
る
。
今
だ
か
ら
こ
そ
地

域
が
望
む
地
域
ら
し
い
観
光
の
あ
り
方
を
考
え

る
時
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

　
持
続
可
能
な
観
光
は
環
境
、
経
済
、
社
会
の

3
つ
の
持
続
性
が
成
立
し
て
こ
そ
実
現
で
き
る
。

選
ば
れ
る
観
光
地
と
し
て
安
心
安
全
で
あ
る
こ

と
は
、
顧
客
に
と
っ
て
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
で

働
く
観
光
事
業
者
に
と
っ
て
も
、
そ
し
て
外
か

ら
の
観
光
客
を
迎
え
る
地
域
の
住
民
に
と
っ
て

も
必
要
不
可
欠
な
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
信
頼
関

係
こ
そ
が
持
続
的
な
観
光
実
現
の
第
一
歩
で
あ

る
と
考
え
る
。

　
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
最
中
に
さ
ら
な
る

試
練
が
九
州
に
襲
い
か
か
っ
て
き
た
。
コ
ロ
ナ

か
ら
の
復
興
の
き
っ
か
け
と
し
て
の
熊
本
県
の

支
援
策
〝
く
ま
も
っ
と
泊
ま
ろ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
〞
が
発
表
さ
れ
、
ま
さ
に
予
約
が
開
始
と
い

う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
今
度
は
大
雨
に
よ
る
甚
大
な

被
害
で
あ
る
。
震
災
、
コ
ロ
ナ
、
そ
し
て
大
雨

と
終
わ
り
の
な
い
試
練
に
観
光
事
業
者
の
疲
弊

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
、
乗
り
越
え
ら
れ

な
い
試
練
は
な
い
と
信
じ
た
い
。
今
こ
そ
地
域

が
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
難
局
に
向
か
う
時
で
あ

り
、
我
々
が
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
役
割
を
し

っ
か
り
果
た
し
て
い
く
こ
と
で
、
持
続
可
能
な

観
光
の
実
現
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
改

め
て
考
え
て
い
る
。

　
北
海
道
で
の
ア
ウ
ト
ド
ア
推
進
の
取
り
組
み

は
1
9
9
0
年
代
後
半
か
ら
盛
ん
に
な
り
、
沖

縄
と
並
び
日
本
国
内
で
も
有
数
の
ア
ウ
ト
ド
ア

体
験
観
光
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
成

長
し
て
き
た
。
北
海
道
は
「
北
海
道
ア
ウ
ト
ド

ア
活
動
振
興
条
例
」
を
2
0
0
1
年
に
制
定
し
、

北
海
道
観
光
の
特
徴
で
あ
る
自
然
を
行
政
や
地

域
が
活
か
す
際
の
指
針
が
示
さ
れ
た
。
同
時
に
、

知
事
に
よ
る
ガ
イ
ド
の
認
定
制
度
が
立
ち
上
げ

ら
れ
、
現
在
北
海
道
内
で
約
1
3
0
の
事
業
者

や
個
人
が
ガ
イ
ド
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
一

方
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド
第
一
世
代
の
事
業
継

承
時
期
に
当
た
り
、
ど
の
よ
う
に
経
営
委
譲
や

い
わ
ゆ
る
〝
の
れ
ん
分
け
〞
を
し
て
い
く
こ
と

が
最
適
な
の
か
は
、
筆
者
を
は
じ
め
近
年
の
研

究
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
。

　
こ
の
調
査
結
果
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
ア
ウ

ト
ド
ア
ガ
イ
ド
資
格
制
度
を
担
う
（
一
社
）
北

海
道
体
験
観
光
推
進
協
議
会
等
が
ロ
ビ
イ
活
動

を
行
い
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響
に
対
し
て
北
海

道
経
済
部
観
光
局
で
は
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド
事

業
者
に
対
し
様
々
な
支
援
が
検
討
さ
れ
た
。
特

筆
す
べ
き
は
、
北
海
道
が
道
内
の
観
光
活
性
化

の
た
め
に
打
ち
出
し
た
「
観
光
誘
客
促
進
道
民

割
引
事
業
（
ど
う
み
ん
割
）
」
の
商
品
群
に

「
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
商
品
」
が
加
え
ら
れ
た
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
今
回
の
道
経
済
部
に
よ
る

「
ど
う
み
ん
割
」
に
お
け
る
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験

商
品
は
、
こ
の
有
資
格
ガ
イ
ド
を
対
象
と
し
た

も
の
で
あ
り
、
条
例
に
基
づ
い
た
対
応
と
し
て

評
価
で
き
る
。

　
一
方
で
、
こ
の
資
格
を
有
し
な
い
事
業
者
も

多
く
、
こ
れ
ら
の
事
業
者
か
ら
ど
う
み
ん
割
へ

の
参
入
に
つ
い
て
の
要
望
が
筆
者
の
元
に
も
寄

せ
ら
れ
た
。
当
初
、
ア
ウ
ト
ド
ア
事
業
者
に
対

し
て
は
北
海
道
の
ガ
イ
ド
資
格
を
持
っ
て
い
る

人
の
み
が
補
助
対
象
と
い
う
原
案
が
出
さ
れ
た

が
、
そ
れ
に
対
し
て
対
象
と
な
ら
な
い
ガ
イ
ド

事
業
者
な
ど
か
ら
声
が
上
が
っ
た
。
そ
の
結
果
、

旅
行
会
社
等
と
の
共
同
商
品
と
す
る
な
ど
様
々

な
条
件
は
あ
る
も
の
の
対
象
が
広
げ
ら
れ
た
。

こ
れ
は
「
ど
う
み
ん
割
」
に
よ
る
ア
ウ
ト
ド
ア

事
業
の
再
定
義
と
も
言
え
る
議
論
と
し
て
今
も

な
お
尾
を
引
い
て
い
る
。

　
ア
ウ
ト
ド
ア
に
限
ら
ず
、
特
に
、
道
の
認
定

制
度
と
は
別
に
「
こ
れ
は
ガ
イ
ド
事
業
で
あ

る
」「
こ
れ
は
ガ
イ
ド
事
業
と
は
言
え
な
い
」

と
担
当
者
や
関
係
者
に
よ
る
選
別
が
行
わ
れ
た

こ
と
は
興
味
深
い
。
こ
れ
は
「
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ

イ
ド
事
業
」
に
対
す
る
再
定
義
と
し
て
今
後
議

論
を
深
め
る
べ
き
で
あ
り
、
か
つ
て
安
全
や
安

心
や
ク
オ
リ
テ
ィ
を
念
頭
に
置
い
た
北
海
道
の

条
例
に
基
づ
く
ガ
イ
ド
認
定
と
の
整
合
を
進
め

る
べ
き
と
筆
者
は
考
え
る
。
た
だ
し
コ
ロ
ナ
に

よ
る
影
響
が
長
引
く
中
、
自
然
資
源
を
活
か
し

た
北
海
道
の
観
光
振
興
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、

先
ず
は
ア
ウ
ト
ド
ア
事
業
者
に
店
を
畳
ま
ず
に

持
続
し
て
い
け
る
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

　
観
光
は
裾
野
の
広
い
産
業
で
あ
る
。
商
品
企

画
を
す
る
際
に
余
計
な
制
限
が
な
い
こ
と
が
理

想
で
あ
る
。
同
時
に
、
ア
ウ
ト
ド
ア
事
業
の
パ

イ
オ
ニ
ア
達
は
、
北
海
道
に
憧
れ
を
抱
き
東
京

な
ど
か
ら
移
住
を
し
た
者
も
多
く
、
北
海
道
ら

し
い
田
舎
暮
ら
し
や
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
作
り
上
げ
て
き
た
レ
ジ
ェ
ン
ド
的
存
在

で
あ
る
。
移
住
対
策
や
地
方
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
創

出
な
ど
、
今
、
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
観
光
ま

ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
自
立
的
に
行
っ
て
き

た
と
い
う
点
で
評
価
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
O
T
A
な
ど
の
民
間
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

側
も
含
め
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
面
で
北
海
道

ら
し
い
ア
ウ
ト
ド
ア
事
業
を
定
着
さ
せ
て
き
た

事
業
者
ら
の
要
望
も
盛
り
込
む
こ
と
に
よ
り
、

い
わ
ば
北
海
道
ら

し
い
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
の

姿
を
見
出
す
良
い

機
会
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。
コ
ロ
ナ

禍
が
落
ち
着
い
た

際
に
は
、
大
い
に

議
論
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

＜参考資料＞
「観光誘客促進道民割引事業（どうみん割）支援金交付要綱観光誘客
促進道民割引事業（どうみん割）支援金交付要綱」北海道経済部

※1 アドベンチャートラベル・ワールドサミット2021
北海道実行委員会ホームページ（2020年6月22日）
※2 札幌国際大学観光学部藤崎達也
期間：2020年4月19日～6月5日
方法：インターネットによるアンケート調査
対象：北海道体験観光推進協議会事業者、北海道アウトドアガイド協会事業者、その他農業体験等体験型観光事業者など 約130社 
サンプル数：72
※3 年間売り上げの60%を占める月（複数回答）

調査の詳細は下記のページでご覧いただけます。
Tatsuya Fujisaki Tourism LAB
https://tatsuyafujisakiblog.wordpress.com/

コロナ
に
よって
顕
在
化
し
た
観
光
の
課
題

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
観
光
は
確
実
に
こ
れ
ま
で
の
も
の
と
は
姿
を
変
え
る
。

地
域
の
宝
を
も
う
一
度
見
直
し
、磨
き
上
げ
、付
加
価
値
を
つ
け
た
商
品
開
発
を
す
る
。

そ
れ
が
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
な
が
り
、未
来
の
新
し
い
訪
日
観
光
へ
つ
な
が
る（
小
林
）。

現
場
型
研
究
者
の
実
践

2

２
．地
域
の
魅
力
、宝
探
し
〜

フ
ェ
ノ
ロ
ジ
ー
カ
レ
ン
ダ
ー

1
．東
海
大
学
経
営
学
部

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
に

着
任
し
て

1
．北
海
道
観
光
に
お
け
る

ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド
事
業

の
意
義

2
．コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る

「
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド

事
業
」の
再
定
義
と

今
後
の
議
論

上
士
幌
バ
ル
ー
ン

フ
ェ
ス
ティ
バ
ル

（
写
真
：
十
勝
観
光
連
盟
） 

現場型研究者の実践4

東
海
大
学 

経
営
学
部
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
学
科 

教
授
　

小
林
寛
子
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北
海
道
で
は
来
た
る
2
0
2
1
年
、
体
験
型

観
光
の
世
界
会
議
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ト
ラ

ベ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
・
サ
ミ
ッ
ト（A

T
W

S

）」
の

札
幌
開
催
が
決
定
し
、
ア
ウ
ト
ド
ア
事
業
者
の

み
な
ら
ず
、
観
光
事
業
者
全
体
に
盛
り
上
が
り

が
見
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
の
コ
ロ

ナ
禍
が
業
界
を
襲
っ
て
い
る
。

　
筆
者
は
去
る
2
0
2
0
年
5
月
21
日
か
ら
6

月
5
日
の
期
間
で
、「
北
海
道
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ

イ
ド
・
体
験
型
観
光
事
業
者
の
事
業
環
境
緊
急

調
査
」
を
行
っ
た
。
こ
の
調
査
は
（
一
社
）
北

海
道
体
験
観
光
推
進
協
議
会
、
北
海
道
ア
ウ
ト

ド
ア
ガ
イ
ド
協
会
、
そ
し
て
農
業
体
験
事
業
者

な
ど
約
1
3
0
事
業
者
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
し
て
行
わ
れ
72
事
業
者
よ
り
回
答
を
い
た
だ

い
た
。
こ
の
調
査
を
通
じ
て
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
ト
ラ
ベ
ル
の
担
い
手
と
し
て
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド
事
業
者
に
早
急

な
支
援
が
必
要
な
こ
と
が
分
か
っ
た
。
同
時
に
、

北
海
道
に
お
け
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド
事
業
の

存
続
の
危
機
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
調
査
で
回
答
を
寄
せ
た
事
業
者
た
ち
が

支
え
る
北
海
道
の
ア
ウ
ト
ド
ア
観
光
は
岐
路
に

立
た
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
こ
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
調
査
の
結
果
を
概
観

し
、
日
本
の
他
地
域
に
も
通
じ
る
着
地
型
観
光

や
体
験
型
観
光
の
事
業
継
承
の
問
題
に
つ
い
て

考
え
た
い
。

藤
崎
達
也（
ふ
じ
さ
き・た
つ
や
）

札
幌
国
際
大
学
観

光
学
部
観
光
ビ
ジ

ネ
ス
学
科
准
教
授
。

明
治
大
学
商
学
部

商
学
科
卒
。日
野
自
動
車
販
売
、特

定
非
営
利
活
動
法
人
知
床
ナ
チ
ュ
ラ

リ
ス
ト
協
会
代
表
理
事
、稚
内
北
星

学
園
大
学
准
教
授
等
を
経
て

2
0
1
8
年
か
ら
現
職
。「
流
氷
ウ
オ

ー
ク（
知
床
）」や「
サ
ッ
パ
船
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
ズ（
岩
手
）」を
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
。主
な
著
書・論
文
に『「
観
光
ガ
イ

ド
事
業
入
門
」立
ち
上
げ
、経
営
か
ら

「
ま
ち
づ
く
り
」ま
で
』（
2
0
1
2
年
、

学
芸
出
版
社
）、『
N
P
O
が
北
海
道

を
変
え
た
。―
道
州
制
と
市
民
自
治

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
』（
共
著
、イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ト・リ
ン
ク
、2
0
0
4
年
）、

「
プ
レ
ス
コ
方
式
の
観
光
ま
ち
づ
く

り
」（
2
0
1
5
年
、稚
内
北
星
学
園

大
学
紀
要
第

15
号
P
1
6
1
│
　

1
7
0
）な
ど
が
あ
る
。

　
観
光
業
界
が
ほ
ぼ
全
面
ス
ト
ッ
プ
し
て
、
自

粛
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
た
時
期
、
そ
れ
ぞ
れ

に
何
が
で
き
る
か
？
、
何
を
す
べ
き
か
？
を
考

え
て
い
た
と
思
う
。
大
学
は
5
月
の
連
休
明
け

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業
を
開
始
す
る
た
め
に
、

連
日
連
夜Z

oom

やT
eam

s

の
配
信
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
授
業
資
料
を
作
り
、
学
生
と
モ
デ
ル
授

業
を
繰
り
返
し
て
い
た
4
月
。
前
述
の
若
い
二

人
が
事
務
局
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
る

熊
本
県
観
光
協
会
連
絡
会
議
（
熊
本
県
内
の
観

光
事
業
者
の
広
域
連
携
組
織
）
で
は
、
ど
こ
よ

り
も
早
く
全
国
の
一
般
生
活
者
向

け
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
収
束
後
の
旅
行
・
観
光
に
関

す
る
意
識
調
査
」
と
い
う
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
た
。
熊
本
地
震
か

ら
の
復
興
を
経
験
し
、
「
過
剰
に

希
望
的
で
も
悲
観
的
で
も
な
い
、

現
実
的
な
見
通
し
が
事
業
者
に
は

必
要
だ
」
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ

か
ら
こ
そ
、
今
の
コ
ロ
ナ
禍
で
暗

中
模
索
の
全
国
の
観
光
事
業
者
に

何
か
し
ら
の
道
し
る
べ
が
必
要
と

い
う
二
人
の
熱
い
思
い
か
ら
調
査

は
実
現
し
、
そ
の
結
果
を
広
く
公

開
す
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

F
acebook

で
の
調
査
だ
っ
た
た

め
、
友
達
と
し
て
つ
な
が
っ
て
い

る
私
の
も
と
に
も
そ
の
書
き
込
み

が
飛
び
込
ん
で
き
た
。
も
ち
ろ
ん
全
力
で
サ
ポ

ー
ト
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
大
学
や
学
生

や
私
に
出
来
る
こ
と
は
な
い
か
と
申
し
入
れ
、

F
acebook

で
は
な
か
な
か
リ
ー
チ
で
き
な
い

20
代
の
若
者
達
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
集
計
後
の

ア
ン
ケ
ー
ト
の
考
察
を
書
く
こ
と
に
協
力
し
た
。

す
べ
て
は
4
月
の
終
わ
り
か
ら
5
月
に
か
け
て

の
連
休
中
の
出
来
事
だ
っ
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
の

は
、
外
出
自
粛
生
活
が
続
く
こ
と
で
、
旅
行
や

お
出
か
け
に
対
す
る
消
費
者
の
意
欲
は
高
ま
っ

て
き
て
い
る
も
の
の
、
当
面
は
近
郊
へ
の
旅
行

が
主
流
に
な
る
こ
と
。
旅
行
先
の
選
択
に
お
い

て
も
3
密
を
さ
け
る
こ
と
を
意
識
し
た
も
の
に

な
り
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
や
都
市
部
な
ど
密
集
が

想
定
さ
れ
る
場
所
は
避
け
ら
れ
、
自
然
や
開
放

感
の
あ
る
場
所
が
好
ま
れ
る
傾
向
が
見
て
と
れ

る
こ
と
。
ま
た
、
消
費
者
は
景
気
悪
化
へ
の
不

安
を
感
じ
て
お
り
、
旅
行
な
ど
の
余
暇
・
レ
ジ

ャ
ー
へ
の
出
費
に
は
厳
し
い
時
代
に
な
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
（
詳
細

は
原
文
※
1
参
照
）

　
こ
れ
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
受
け
て
、
熊

本
の
観
光
事
業
者
を
集
め
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
た
。
各
地
域
毎
の
現
状
の
課
題
や
取

り
組
み
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
、
「
リ
ア
ル
で

会
え
な
い
か
ら
何
も
で
き
な
い
」
で
は
な
く
、

「
オ
ン
ラ
イ
ン
も
活
用
し
て
、
今
で
き
る
こ
と

を
前
向
き
に
進
め
よ
う
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
込
め
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
私
も
そ
の

中
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
の
考
察
に
加
え
て
、

変
化
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
？
、
今
の
こ
の
時

期
に
何
を
す
べ
き
か
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
も

ら
っ
た
。
完
全
自
粛
状
態
、
収
益
ゼ
ロ
、
そ
れ

で
も
人
件
費
や
維
持
費
に
お
金
が
出
て
い
き
、

政
府
か
ら
の
助
成
金
は
な
か
な
か
手
元
に
来
な

い
と
い
う
事
業
者
に
と
っ
て
は
ス
ト
レ
ス

1
0
0
％
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
し
か
考
え
ら

れ
な
い
そ
の
時
期
に
、
少
し
で
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
未
来
を
考
え
、
今
で
き
る
こ
と
を
前
向
き
に

進
め
よ
う
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と

は
な
か
な
か
大
変
で
、
「
そ
う
は
言
っ
て
も
、

ど
う
や
っ
て
？
」
「
言
う
の
は
簡
単
、
で
も
や

　「
観
光
を
通
し
て
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
こ

と
に
ど
う
貢
献
で
き
る
か
」
が
、
私
が
熊
本
の

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
に
着
任
し
た
時
の
大
き
な

テ
ー
マ
で
あ
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
に
近
い
こ
の
地

を
選
ん
だ
理
由
で
あ
っ
た
。
2
0
1
3
年
4
月
、

着
地
型
観
光
を
熊
本
で
と
い
う
こ
と
で
東
海
大

学
に
経
営
学
部
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
が
開
設
さ

れ
た
。
20
余
年
に
わ
た
っ
て
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
の

世
界
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
日

本
の
現
場
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
わ
っ
て
い

た
私
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
挑
戦
で
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
観
光
は
人
が
命
で
あ
り
、
そ
の
人
を

育
て
る
こ
と
は
急
務
で
あ
り
実
践
的
な
活
動
を

通
し
て
学
ん
だ
学
生
達
を
地
域
で
役
に
立
つ
人

材
と
し
て
育
て
上
げ
、
送
り
出
す
こ
と
は
大
学

が
地
域
に
還
元
で
き
る
最
大
の
地
域
貢
献
に
な

る
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
着
任
後
、
本

県
内
の
様
々
な
地
域
に
出
向
き
、
地
域
資
源
を

見
て
歩
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
抱
え
る
課
題

に
つ
い
て
学
生
と
共
に
耳
を
傾
け
て
き
た
。

　
熊
本
に
は
、
世
界
で
も
一
級
の
観
光
地
で
あ

る
阿
蘇
や
天
草
を
始
め
、
熊
本
城
や
装
飾
古
墳

な
ど
歴
史
的
に
も
重
要
な
資
源
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
高
品
質
の
農
産
物
や
阿
蘇
の
恵
み
で
あ
る

地
下
水
な
ど
素
晴
ら
し
い
地
域
資
源
に
あ
ふ
れ

て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
ら
の
資
源
は
整
理
さ
れ

て
い
な
い
た
め
に
、
観
光
資
源
と
し
て
有
効
に

活
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
よ
そ
者
か

ら
見
る
と
本
当
に
も
っ
た
い
な
い
状
況
で
も
あ

っ
た
。

　
そ
ん
な
中
で
、
過
疎
化
・
高
齢
化
が
大
き
な

問
題
に
な
っ
て
い
る
熊
本
市
西
区
の
当
時
の
区

長
と
ま
ち
づ
く
り
課
の
課
長
か
ら
地
域
活
性
化

の
た
め
の
相
談
を
受
け
た
。
学
生
を
連
れ
て
初

め
て
芳
野
校
区
の
草
枕
の
道
を
歩
い
た
こ
と
が

当
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
室
と
地
域
と
の
最
初

の
出
会
い
で
あ
っ
た
。

　
あ
れ
か
ら
6
年
。
何
度
も
卒
業
生
を
送
り
出

し
な
が
ら
、
地
域
と
の
活
動
は
続
い
て
い
る
。

丁
寧
に
宝
を
掘
り
起
こ
し
、
地
域
の
特
産
品
で

あ
る
み
か
ん
を
中
心
に
季
節
暦
（
フ
ェ
ノ
ロ
ジ

ー
カ
レ
ン
ダ
ー
）
を
「
み
か
ん
こ
よ
み
」
と
し

て
ま
と
め
た
。
ま
た
、
若
者
に
認
知
度
が
低
い

芳
野
校
区
を
若
者
目
線
で
P
R
す
る
た
め
に
学

生
が
発
案
し
た〝
オ
レ
ン
ジ
カ
ク
テ
ル
ナ
イ
ト
〞

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
み
か
ん
の
収
穫
時
期
に
毎

年
開
催
し
、
昨
年
で
5
回
目
と
な
っ
た
。
最
初

は
30
名
ほ
ど
で
始
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
が
5
年
間

で
1
6
0
名
を
超
え
る
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
成
長
し
た
。
地
域
の
自
治
会
の
連
合
会
長
の

西
村
一
弘
氏
の
支
え
も
あ
っ
て
、
学
生
た
ち
は

子
供
や
孫
の
よ
う
に
地
域
の
方
々
に
か
わ
い
が

っ
て
も
ら
っ
て
お
り
、
み
か
ん
の
収
穫
の
お
手

伝
い
を
し
た
り
、
一
緒
に
B
B
Q
や
新
年
会
を

し
た
り
と
家
族
の
よ
う
に
迎
え
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
卒
業
生
は
そ
れ
を
懐
か
し
が
っ
て
毎
年

秋
の
オ
レ
ン
ジ
カ
ク
テ
ル
ナ
イ
ト
に
戻
っ
て
き

て
は
地
域
の
皆
さ
ん
に
近
況
を
報
告
し
て
い
る
。

最
初
は
無
関
心
だ
っ
た
地
域
住
民
も
今
で
は
、

毎
年
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
、

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
段
階
か
ら
実
行
委
員
と
し
て

P
R
や
集
客
を
手
伝
っ
た
り
、
会
場
の
設
営
か

ら
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
ラ
ン
チ
の
調
理
ま
で
そ
れ

ぞ
れ
の
得
意
分
野
に
関
わ
っ
て
く
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
一
連
の
地
域
振
興
の
活
動
は
、
学
生

達
が
代
々
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
に
も
取
り
上
げ
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
阿
蘇
の
カ
ル
デ
ラ
を
中
心
と
し
た
地
域
で
も

同
じ
よ
う
な
宝
探
し
の
取
り
組
み
を
2
年
余
を

掛
け
て
実
施
し
、
フ
ェ
ノ
ロ
ジ
ー
カ
レ
ン
ダ
ー

〝
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
こ
よ
み
・
南
阿
蘇
編
と
阿
蘇
編
〞

と
し
て
完
成
さ
せ
た
。
地
元
の
人
達
と
の
数
回

に
わ
た
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
、
個
別
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
や
写
真
撮
影
な
ど
を

通
じ
て
集
め
た
地
域
の
宝
情
報
を
整
理
し
た
も

の
で
あ
る
。
阿
蘇
と
い
う
土
地
柄
を
よ
そ
者
の

視
点
で
み
る
と
集
落
毎
の
個
性
が
強
く
、
な
か

な
か
横
の
連
携
が
出
来
ず
、
一
枚
岩
に
な
っ
て

活
動
す
る
こ
と
が
難
し
い
よ
う
で
、
以
前
阿
蘇

を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
実
施
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
も
合

意
形
成
が
な
か
な
か
で
き
な
か
っ
た
。
そ
う
い

う
意
味
で
も
今
回
の
フ
ェ
ノ
ロ
ジ
ー
カ
レ
ン
ダ

ー
は
市
町
村
の
枠
を
超
え
て
阿
蘇
の
カ
ル
デ
ラ

と
し
て
ひ
と
つ
の
塊
と
な
っ
て
連
携
出
来
る
い

い
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
て
実
施
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
あ
っ
た
。

　
こ
の
調
査
研
究
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ
た

南
と
北
の
阿
蘇
観
光
の
若
手
リ
ー
ダ
ー
、
み
な

み
あ
そ
観
光
局
戦
略
統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
久

保
尭
之
氏
と
S
M
O
南
小
国
C
M
O
兼
事
務
局

長
、
森
永
光
洋
氏
の
二
人
と
今
回
ま
た
コ
ロ
ナ

禍
で
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

る
の
は
大
変
だ
よ
」
と
い
う
声
は
も
ち
ろ
ん
あ

っ
た
が
、
そ
れ
で
も
休
業
中
の
ホ
テ
ル
で
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
用
に
シ
ェ
フ
に
お
弁
当
を
作
っ
て
も

ら
い
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
販
売
し
た
り
、
感
染
対

策
を
し
た
上
で
3
密
を
さ
け
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
再

開
す
る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
人
達
の
事
例
を

聞
い
た
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
お
互
い
の
課

題
を
シ
ェ
ア
出
来
た
こ
と
で
自
分
だ
け
で
は
な

い
こ
と
に
気
が
つ
い
た
と
か
、
頑
張
る
勇
気
を

も
ら
っ
た
と
か
、
少
人
数
で
今
後
も
定
期
的
に

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
や
り
た
い
な
ど
と
い
っ
た

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
参
加
者
か

ら
返
っ
て
き
た
。

　
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
直
後
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
、
2
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
私
も
今
回
は
設
計
段

階
か
ら
加
わ
り
、
観
光
事
業
者
（
宿
泊
施
設
、

飲
食
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
）
そ
れ
ぞ
れ
の
営
業
再
開
に
向
け
て
ど
の
よ

う
な
感
染
対
策
が
必
要
な
の
か
？
、
誰
も
答
え

を
持
っ
て
い
な
い
中
で
消
費
者
の
声
に
耳
を
傾

け
る
こ
と
で
そ
の
答
え
を
自
分
た
ち
で
探
す
指

針
に
な
れ
ば
と
い
う
思
い
で
実
施
し
た
。
今
回

もF
acebook

を
通
じ
て
、
5
月
31
日
〜
6
月

2
日
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
で
の
調
査
と
な
っ

た
が
、
全
国
の
一
般
消
費
者
3
0
4
1
名
か
ら

回
答
を
い
た
だ
い
た
。

　
第
2
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
っ
て
わ
か

っ
た
こ
と
は
、
消
費
者
の
感
染
対
策
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
は
極
め
て
高
く
、
事
業
者
の
感
染
対
策

と
し
て
の
マ
ス
ク
や
消
毒
の
徹
底
、
３
密
を
さ

け
る
た
め
の
工
夫
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
客
同

士
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
の
配
慮
や
、
万
が
一
の

感
染
に
備
え
て
追
跡
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
感
染

対
策
や
発
生
時
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
事
前
・
現

地
の
両
方
で
の
公
開
は
必
須
条
件
で
あ
る
こ
と
、

さ
ら
に
昔
か
ら
旅
館
や
ホ
テ
ル
で
の
お
も
て
な

し
と
し
て
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
は
あ
え
て
し
な
い
こ
と
が
お
も
て
な
し

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
わ
か
っ

た
。
（
詳
細
は
原
文
※
2
参
照
）

　
今
回
の
一
連
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
地
域

の
若
手
が
主
導
し
コ
ロ
ナ
禍
で
観
光
事
業
者
は

ど
う
対
処
す
べ
き
か
、
そ
れ
を
消
費
者
に
直
接

聞
く
こ
と
で
答
え
を
探
そ
う
と
し
た
も
の
で
、

そ
れ
に
対
し
て
私
自
身
も
ど
ん
な
協
力
が
出
来

る
の
か
を
考
え
て
実
現
し
た
わ
け
だ
が
、
観
光

業
界
が
抱
え
る
潜
在
的
な
課
題
に
つ
い
て
も
改

め
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
の
観
光
は
確
実
に
こ
れ
ま
で
の
も
の
と
は

姿
を
変
え
る
。
こ
の
変
化
に
事
業
者
は
ど
う
対

応
す
べ
き
な
の
か
、
域
外
か
ら
の
観
光
客
を
迎

え
る
た
め
に
地
域
の
理
解
を
ど
う
得
る
の
か
？

　G
o T

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
そ
の
他
地
域
限
定

の
様
々
な
支
援
策
を
う
ま
く
活
用
し
な
が
ら
、

安
売
り
を
せ
ず
に
付
加
価
値
を
つ
け
た
商
品
を

ど
う
売
る
の
か
？
　
地
域
と
ど
の
よ
う
な
連
携

を
取
り
な
が
ら
域
内
で
の
滞
在
時
間
を
延
ば
し
、

リ
ピ
ー
タ
ー
に
繋
げ
る
の
か
？
　
ビ
ジ
ネ
ス
の

再
開
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
優
先
順
位
で
準
備

を
進
め
る
べ
き
か
？
、
な
ど
様
々
な
議
論
を
共

有
し
な
が
ら
の
極
め
て
実
践
的
な
確
認
作
業
だ

っ
た
。

　　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
の
あ
た
ら
し
い
観
光
は
、

足
元
か
ら
始
ま
る
。
地
域
の
宝
を
も
う
一
度
見

直
し
、
磨
き
上
げ
、
付
加
価
値
を
つ
け
た
商
品

開
発
を
す
る
こ
と
は
、
実
は
そ
れ
が
コ
ロ
ナ
対

策
に
も
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
は
未
来
の
新
し
い

訪
日
観
光
へ
の
準
備
に
も
つ
な
が
る
。
旅
行
者

の
数
を
追
い
か
け
る
の
で
は
な
く
観
光
消
費
額

を
上
げ
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
売
れ
る
商
品

を
作
り
、
利
益
を
地
域
に
落
と
す
、
雇
用
に
つ

な
げ
る
、
地
域
産
物
を
購
入
す
る
な
ど
観
光
消

費
が
地
域
経
済
を
動
か
す
原
動
力
と
な
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
お
金
も
地
域
資
源
も
顧

客
も
域
内
で
〝
循
環
さ
せ
る
〞
こ
と
だ
。
地
域

の
人
の
暮
ら
し
が
安
心
安
全
で
豊
か
で
あ
る
こ

と
が
大
切
な
地
域
の
宝
を
守
り
、
次
世
代
に
伝

え
て
い
く
こ
と
に
繋
が
る
。
今
だ
か
ら
こ
そ
地

域
が
望
む
地
域
ら
し
い
観
光
の
あ
り
方
を
考
え

る
時
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

　
持
続
可
能
な
観
光
は
環
境
、
経
済
、
社
会
の

3
つ
の
持
続
性
が
成
立
し
て
こ
そ
実
現
で
き
る
。

選
ば
れ
る
観
光
地
と
し
て
安
心
安
全
で
あ
る
こ

と
は
、
顧
客
に
と
っ
て
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
で

働
く
観
光
事
業
者
に
と
っ
て
も
、
そ
し
て
外
か

ら
の
観
光
客
を
迎
え
る
地
域
の
住
民
に
と
っ
て

も
必
要
不
可
欠
な
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
信
頼
関

係
こ
そ
が
持
続
的
な
観
光
実
現
の
第
一
歩
で
あ

る
と
考
え
る
。

　
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
最
中
に
さ
ら
な
る

試
練
が
九
州
に
襲
い
か
か
っ
て
き
た
。
コ
ロ
ナ

か
ら
の
復
興
の
き
っ
か
け
と
し
て
の
熊
本
県
の

支
援
策
〝
く
ま
も
っ
と
泊
ま
ろ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
〞
が
発
表
さ
れ
、
ま
さ
に
予
約
が
開
始
と
い

う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
今
度
は
大
雨
に
よ
る
甚
大
な

被
害
で
あ
る
。
震
災
、
コ
ロ
ナ
、
そ
し
て
大
雨

と
終
わ
り
の
な
い
試
練
に
観
光
事
業
者
の
疲
弊

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
、
乗
り
越
え
ら
れ

な
い
試
練
は
な
い
と
信
じ
た
い
。
今
こ
そ
地
域

が
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
難
局
に
向
か
う
時
で
あ

り
、
我
々
が
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
役
割
を
し

っ
か
り
果
た
し
て
い
く
こ
と
で
、
持
続
可
能
な

観
光
の
実
現
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
改

め
て
考
え
て
い
る
。

　
北
海
道
で
の
ア
ウ
ト
ド
ア
推
進
の
取
り
組
み

は
1
9
9
0
年
代
後
半
か
ら
盛
ん
に
な
り
、
沖

縄
と
並
び
日
本
国
内
で
も
有
数
の
ア
ウ
ト
ド
ア

体
験
観
光
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
成

長
し
て
き
た
。
北
海
道
は
「
北
海
道
ア
ウ
ト
ド

ア
活
動
振
興
条
例
」
を
2
0
0
1
年
に
制
定
し
、

北
海
道
観
光
の
特
徴
で
あ
る
自
然
を
行
政
や
地

域
が
活
か
す
際
の
指
針
が
示
さ
れ
た
。
同
時
に
、

知
事
に
よ
る
ガ
イ
ド
の
認
定
制
度
が
立
ち
上
げ

ら
れ
、
現
在
北
海
道
内
で
約
1
3
0
の
事
業
者

や
個
人
が
ガ
イ
ド
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
一

方
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド
第
一
世
代
の
事
業
継

承
時
期
に
当
た
り
、
ど
の
よ
う
に
経
営
委
譲
や

い
わ
ゆ
る
〝
の
れ
ん
分
け
〞
を
し
て
い
く
こ
と

が
最
適
な
の
か
は
、
筆
者
を
は
じ
め
近
年
の
研

究
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
。

　
こ
の
調
査
結
果
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
ア
ウ

ト
ド
ア
ガ
イ
ド
資
格
制
度
を
担
う
（
一
社
）
北

海
道
体
験
観
光
推
進
協
議
会
等
が
ロ
ビ
イ
活
動

を
行
い
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響
に
対
し
て
北
海

道
経
済
部
観
光
局
で
は
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド
事

業
者
に
対
し
様
々
な
支
援
が
検
討
さ
れ
た
。
特

筆
す
べ
き
は
、
北
海
道
が
道
内
の
観
光
活
性
化

の
た
め
に
打
ち
出
し
た
「
観
光
誘
客
促
進
道
民

割
引
事
業
（
ど
う
み
ん
割
）
」
の
商
品
群
に

「
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
商
品
」
が
加
え
ら
れ
た
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
今
回
の
道
経
済
部
に
よ
る

「
ど
う
み
ん
割
」
に
お
け
る
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験

商
品
は
、
こ
の
有
資
格
ガ
イ
ド
を
対
象
と
し
た

も
の
で
あ
り
、
条
例
に
基
づ
い
た
対
応
と
し
て

評
価
で
き
る
。

　
一
方
で
、
こ
の
資
格
を
有
し
な
い
事
業
者
も

多
く
、
こ
れ
ら
の
事
業
者
か
ら
ど
う
み
ん
割
へ

の
参
入
に
つ
い
て
の
要
望
が
筆
者
の
元
に
も
寄

せ
ら
れ
た
。
当
初
、
ア
ウ
ト
ド
ア
事
業
者
に
対

し
て
は
北
海
道
の
ガ
イ
ド
資
格
を
持
っ
て
い
る

人
の
み
が
補
助
対
象
と
い
う
原
案
が
出
さ
れ
た

が
、
そ
れ
に
対
し
て
対
象
と
な
ら
な
い
ガ
イ
ド

事
業
者
な
ど
か
ら
声
が
上
が
っ
た
。
そ
の
結
果
、

旅
行
会
社
等
と
の
共
同
商
品
と
す
る
な
ど
様
々

な
条
件
は
あ
る
も
の
の
対
象
が
広
げ
ら
れ
た
。

こ
れ
は
「
ど
う
み
ん
割
」
に
よ
る
ア
ウ
ト
ド
ア

事
業
の
再
定
義
と
も
言
え
る
議
論
と
し
て
今
も

な
お
尾
を
引
い
て
い
る
。

　
ア
ウ
ト
ド
ア
に
限
ら
ず
、
特
に
、
道
の
認
定

制
度
と
は
別
に
「
こ
れ
は
ガ
イ
ド
事
業
で
あ

る
」「
こ
れ
は
ガ
イ
ド
事
業
と
は
言
え
な
い
」

と
担
当
者
や
関
係
者
に
よ
る
選
別
が
行
わ
れ
た

こ
と
は
興
味
深
い
。
こ
れ
は
「
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ

イ
ド
事
業
」
に
対
す
る
再
定
義
と
し
て
今
後
議

論
を
深
め
る
べ
き
で
あ
り
、
か
つ
て
安
全
や
安

心
や
ク
オ
リ
テ
ィ
を
念
頭
に
置
い
た
北
海
道
の

条
例
に
基
づ
く
ガ
イ
ド
認
定
と
の
整
合
を
進
め

る
べ
き
と
筆
者
は
考
え
る
。
た
だ
し
コ
ロ
ナ
に

よ
る
影
響
が
長
引
く
中
、
自
然
資
源
を
活
か
し

た
北
海
道
の
観
光
振
興
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、

先
ず
は
ア
ウ
ト
ド
ア
事
業
者
に
店
を
畳
ま
ず
に

持
続
し
て
い
け
る
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

　
観
光
は
裾
野
の
広
い
産
業
で
あ
る
。
商
品
企

画
を
す
る
際
に
余
計
な
制
限
が
な
い
こ
と
が
理

想
で
あ
る
。
同
時
に
、
ア
ウ
ト
ド
ア
事
業
の
パ

イ
オ
ニ
ア
達
は
、
北
海
道
に
憧
れ
を
抱
き
東
京

な
ど
か
ら
移
住
を
し
た
者
も
多
く
、
北
海
道
ら

し
い
田
舎
暮
ら
し
や
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
作
り
上
げ
て
き
た
レ
ジ
ェ
ン
ド
的
存
在

で
あ
る
。
移
住
対
策
や
地
方
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
創

出
な
ど
、
今
、
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
観
光
ま

ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
自
立
的
に
行
っ
て
き

た
と
い
う
点
で
評
価
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
O
T
A
な
ど
の
民
間
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

側
も
含
め
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
面
で
北
海
道

ら
し
い
ア
ウ
ト
ド
ア
事
業
を
定
着
さ
せ
て
き
た

事
業
者
ら
の
要
望
も
盛
り
込
む
こ
と
に
よ
り
、

い
わ
ば
北
海
道
ら

し
い
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
の

姿
を
見
出
す
良
い

機
会
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。
コ
ロ
ナ

禍
が
落
ち
着
い
た

際
に
は
、
大
い
に

議
論
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

＜参考資料＞
「観光誘客促進道民割引事業（どうみん割）支援金交付要綱観光誘客
促進道民割引事業（どうみん割）支援金交付要綱」北海道経済部

※1 アドベンチャートラベル・ワールドサミット2021
北海道実行委員会ホームページ（2020年6月22日）
※2 札幌国際大学観光学部藤崎達也
期間：2020年4月19日～6月5日
方法：インターネットによるアンケート調査
対象：北海道体験観光推進協議会事業者、北海道アウトドアガイド協会事業者、その他農業体験等体験型観光事業者など 約130社 
サンプル数：72
※3 年間売り上げの60%を占める月（複数回答）

調査の詳細は下記のページでご覧いただけます。
Tatsuya Fujisaki Tourism LAB
https://tatsuyafujisakiblog.wordpress.com/
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光
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。
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観
光
業
界
が
ほ
ぼ
全
面
ス
ト
ッ
プ
し
て
、
自

粛
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
た
時
期
、
そ
れ
ぞ
れ

に
何
が
で
き
る
か
？
、
何
を
す
べ
き
か
？
を
考

え
て
い
た
と
思
う
。
大
学
は
5
月
の
連
休
明
け

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業
を
開
始
す
る
た
め
に
、

連
日
連
夜Z

oom

やT
eam

s

の
配
信
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
授
業
資
料
を
作
り
、
学
生
と
モ
デ
ル
授

業
を
繰
り
返
し
て
い
た
4
月
。
前
述
の
若
い
二

人
が
事
務
局
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
る

熊
本
県
観
光
協
会
連
絡
会
議
（
熊
本
県
内
の
観

光
事
業
者
の
広
域
連
携
組
織
）
で
は
、
ど
こ
よ

り
も
早
く
全
国
の
一
般
生
活
者
向

け
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
収
束
後
の
旅
行
・
観
光
に
関

す
る
意
識
調
査
」
と
い
う
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
た
。
熊
本
地
震
か

ら
の
復
興
を
経
験
し
、
「
過
剰
に

希
望
的
で
も
悲
観
的
で
も
な
い
、

現
実
的
な
見
通
し
が
事
業
者
に
は

必
要
だ
」
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ

か
ら
こ
そ
、
今
の
コ
ロ
ナ
禍
で
暗

中
模
索
の
全
国
の
観
光
事
業
者
に

何
か
し
ら
の
道
し
る
べ
が
必
要
と

い
う
二
人
の
熱
い
思
い
か
ら
調
査

は
実
現
し
、
そ
の
結
果
を
広
く
公

開
す
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

F
acebook

で
の
調
査
だ
っ
た
た

め
、
友
達
と
し
て
つ
な
が
っ
て
い

る
私
の
も
と
に
も
そ
の
書
き
込
み

が
飛
び
込
ん
で
き
た
。
も
ち
ろ
ん
全
力
で
サ
ポ

ー
ト
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
大
学
や
学
生

や
私
に
出
来
る
こ
と
は
な
い
か
と
申
し
入
れ
、

F
acebook

で
は
な
か
な
か
リ
ー
チ
で
き
な
い

20
代
の
若
者
達
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
集
計
後
の

ア
ン
ケ
ー
ト
の
考
察
を
書
く
こ
と
に
協
力
し
た
。

す
べ
て
は
4
月
の
終
わ
り
か
ら
5
月
に
か
け
て

の
連
休
中
の
出
来
事
だ
っ
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
の

は
、
外
出
自
粛
生
活
が
続
く
こ
と
で
、
旅
行
や

お
出
か
け
に
対
す
る
消
費
者
の
意
欲
は
高
ま
っ

て
き
て
い
る
も
の
の
、
当
面
は
近
郊
へ
の
旅
行

が
主
流
に
な
る
こ
と
。
旅
行
先
の
選
択
に
お
い

て
も
3
密
を
さ
け
る
こ
と
を
意
識
し
た
も
の
に

な
り
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
や
都
市
部
な
ど
密
集
が

想
定
さ
れ
る
場
所
は
避
け
ら
れ
、
自
然
や
開
放

感
の
あ
る
場
所
が
好
ま
れ
る
傾
向
が
見
て
と
れ

る
こ
と
。
ま
た
、
消
費
者
は
景
気
悪
化
へ
の
不

安
を
感
じ
て
お
り
、
旅
行
な
ど
の
余
暇
・
レ
ジ

ャ
ー
へ
の
出
費
に
は
厳
し
い
時
代
に
な
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
（
詳
細

は
原
文
※
1
参
照
）

　
こ
れ
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
受
け
て
、
熊

本
の
観
光
事
業
者
を
集
め
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
た
。
各
地
域
毎
の
現
状
の
課
題
や
取

り
組
み
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
、
「
リ
ア
ル
で

会
え
な
い
か
ら
何
も
で
き
な
い
」
で
は
な
く
、

「
オ
ン
ラ
イ
ン
も
活
用
し
て
、
今
で
き
る
こ
と

を
前
向
き
に
進
め
よ
う
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
込
め
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
私
も
そ
の

中
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
の
考
察
に
加
え
て
、

変
化
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
？
、
今
の
こ
の
時

期
に
何
を
す
べ
き
か
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
も

ら
っ
た
。
完
全
自
粛
状
態
、
収
益
ゼ
ロ
、
そ
れ

で
も
人
件
費
や
維
持
費
に
お
金
が
出
て
い
き
、

政
府
か
ら
の
助
成
金
は
な
か
な
か
手
元
に
来
な

い
と
い
う
事
業
者
に
と
っ
て
は
ス
ト
レ
ス

1
0
0
％
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
し
か
考
え
ら

れ
な
い
そ
の
時
期
に
、
少
し
で
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
未
来
を
考
え
、
今
で
き
る
こ
と
を
前
向
き
に

進
め
よ
う
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と

は
な
か
な
か
大
変
で
、
「
そ
う
は
言
っ
て
も
、

ど
う
や
っ
て
？
」
「
言
う
の
は
簡
単
、
で
も
や

　「
観
光
を
通
し
て
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
こ

と
に
ど
う
貢
献
で
き
る
か
」
が
、
私
が
熊
本
の

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
に
着
任
し
た
時
の
大
き
な

テ
ー
マ
で
あ
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
に
近
い
こ
の
地

を
選
ん
だ
理
由
で
あ
っ
た
。
2
0
1
3
年
4
月
、

着
地
型
観
光
を
熊
本
で
と
い
う
こ
と
で
東
海
大

学
に
経
営
学
部
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
が
開
設
さ

れ
た
。
20
余
年
に
わ
た
っ
て
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
の

世
界
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
日

本
の
現
場
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
わ
っ
て
い

た
私
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
挑
戦
で
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
観
光
は
人
が
命
で
あ
り
、
そ
の
人
を

育
て
る
こ
と
は
急
務
で
あ
り
実
践
的
な
活
動
を

通
し
て
学
ん
だ
学
生
達
を
地
域
で
役
に
立
つ
人

材
と
し
て
育
て
上
げ
、
送
り
出
す
こ
と
は
大
学

が
地
域
に
還
元
で
き
る
最
大
の
地
域
貢
献
に
な

る
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
着
任
後
、
本

県
内
の
様
々
な
地
域
に
出
向
き
、
地
域
資
源
を

見
て
歩
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
抱
え
る
課
題

に
つ
い
て
学
生
と
共
に
耳
を
傾
け
て
き
た
。

　
熊
本
に
は
、
世
界
で
も
一
級
の
観
光
地
で
あ

る
阿
蘇
や
天
草
を
始
め
、
熊
本
城
や
装
飾
古
墳

な
ど
歴
史
的
に
も
重
要
な
資
源
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
高
品
質
の
農
産
物
や
阿
蘇
の
恵
み
で
あ
る

地
下
水
な
ど
素
晴
ら
し
い
地
域
資
源
に
あ
ふ
れ

て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
ら
の
資
源
は
整
理
さ
れ

て
い
な
い
た
め
に
、
観
光
資
源
と
し
て
有
効
に

活
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
よ
そ
者
か

ら
見
る
と
本
当
に
も
っ
た
い
な
い
状
況
で
も
あ

っ
た
。

　
そ
ん
な
中
で
、
過
疎
化
・
高
齢
化
が
大
き
な

問
題
に
な
っ
て
い
る
熊
本
市
西
区
の
当
時
の
区

長
と
ま
ち
づ
く
り
課
の
課
長
か
ら
地
域
活
性
化

の
た
め
の
相
談
を
受
け
た
。
学
生
を
連
れ
て
初

め
て
芳
野
校
区
の
草
枕
の
道
を
歩
い
た
こ
と
が

当
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
室
と
地
域
と
の
最
初

の
出
会
い
で
あ
っ
た
。

　
あ
れ
か
ら
6
年
。
何
度
も
卒
業
生
を
送
り
出

し
な
が
ら
、
地
域
と
の
活
動
は
続
い
て
い
る
。

丁
寧
に
宝
を
掘
り
起
こ
し
、
地
域
の
特
産
品
で

あ
る
み
か
ん
を
中
心
に
季
節
暦
（
フ
ェ
ノ
ロ
ジ

ー
カ
レ
ン
ダ
ー
）
を
「
み
か
ん
こ
よ
み
」
と
し

て
ま
と
め
た
。
ま
た
、
若
者
に
認
知
度
が
低
い

芳
野
校
区
を
若
者
目
線
で
P
R
す
る
た
め
に
学

生
が
発
案
し
た〝
オ
レ
ン
ジ
カ
ク
テ
ル
ナ
イ
ト
〞

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
み
か
ん
の
収
穫
時
期
に
毎

年
開
催
し
、
昨
年
で
5
回
目
と
な
っ
た
。
最
初

は
30
名
ほ
ど
で
始
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
が
5
年
間

で
1
6
0
名
を
超
え
る
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
成
長
し
た
。
地
域
の
自
治
会
の
連
合
会
長
の

西
村
一
弘
氏
の
支
え
も
あ
っ
て
、
学
生
た
ち
は

子
供
や
孫
の
よ
う
に
地
域
の
方
々
に
か
わ
い
が

っ
て
も
ら
っ
て
お
り
、
み
か
ん
の
収
穫
の
お
手

伝
い
を
し
た
り
、
一
緒
に
B
B
Q
や
新
年
会
を

し
た
り
と
家
族
の
よ
う
に
迎
え
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
卒
業
生
は
そ
れ
を
懐
か
し
が
っ
て
毎
年

秋
の
オ
レ
ン
ジ
カ
ク
テ
ル
ナ
イ
ト
に
戻
っ
て
き

て
は
地
域
の
皆
さ
ん
に
近
況
を
報
告
し
て
い
る
。

最
初
は
無
関
心
だ
っ
た
地
域
住
民
も
今
で
は
、

毎
年
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
、

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
段
階
か
ら
実
行
委
員
と
し
て

P
R
や
集
客
を
手
伝
っ
た
り
、
会
場
の
設
営
か

ら
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
ラ
ン
チ
の
調
理
ま
で
そ
れ

ぞ
れ
の
得
意
分
野
に
関
わ
っ
て
く
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
一
連
の
地
域
振
興
の
活
動
は
、
学
生

達
が
代
々
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
に
も
取
り
上
げ
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
阿
蘇
の
カ
ル
デ
ラ
を
中
心
と
し
た
地
域
で
も

同
じ
よ
う
な
宝
探
し
の
取
り
組
み
を
2
年
余
を

掛
け
て
実
施
し
、
フ
ェ
ノ
ロ
ジ
ー
カ
レ
ン
ダ
ー

〝
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
こ
よ
み
・
南
阿
蘇
編
と
阿
蘇
編
〞

と
し
て
完
成
さ
せ
た
。
地
元
の
人
達
と
の
数
回

に
わ
た
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
、
個
別
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
や
写
真
撮
影
な
ど
を

通
じ
て
集
め
た
地
域
の
宝
情
報
を
整
理
し
た
も

の
で
あ
る
。
阿
蘇
と
い
う
土
地
柄
を
よ
そ
者
の

視
点
で
み
る
と
集
落
毎
の
個
性
が
強
く
、
な
か

な
か
横
の
連
携
が
出
来
ず
、
一
枚
岩
に
な
っ
て

活
動
す
る
こ
と
が
難
し
い
よ
う
で
、
以
前
阿
蘇

を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
実
施
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
も
合

意
形
成
が
な
か
な
か
で
き
な
か
っ
た
。
そ
う
い

う
意
味
で
も
今
回
の
フ
ェ
ノ
ロ
ジ
ー
カ
レ
ン
ダ

ー
は
市
町
村
の
枠
を
超
え
て
阿
蘇
の
カ
ル
デ
ラ

と
し
て
ひ
と
つ
の
塊
と
な
っ
て
連
携
出
来
る
い

い
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
て
実
施
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
あ
っ
た
。

　
こ
の
調
査
研
究
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ
た

南
と
北
の
阿
蘇
観
光
の
若
手
リ
ー
ダ
ー
、
み
な

み
あ
そ
観
光
局
戦
略
統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
久

保
尭
之
氏
と
S
M
O
南
小
国
C
M
O
兼
事
務
局

長
、
森
永
光
洋
氏
の
二
人
と
今
回
ま
た
コ
ロ
ナ

禍
で
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

る
の
は
大
変
だ
よ
」
と
い
う
声
は
も
ち
ろ
ん
あ

っ
た
が
、
そ
れ
で
も
休
業
中
の
ホ
テ
ル
で
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
用
に
シ
ェ
フ
に
お
弁
当
を
作
っ
て
も

ら
い
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
販
売
し
た
り
、
感
染
対

策
を
し
た
上
で
3
密
を
さ
け
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
再

開
す
る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
人
達
の
事
例
を

聞
い
た
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
お
互
い
の
課

題
を
シ
ェ
ア
出
来
た
こ
と
で
自
分
だ
け
で
は
な

い
こ
と
に
気
が
つ
い
た
と
か
、
頑
張
る
勇
気
を

も
ら
っ
た
と
か
、
少
人
数
で
今
後
も
定
期
的
に

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
や
り
た
い
な
ど
と
い
っ
た

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
参
加
者
か

ら
返
っ
て
き
た
。

　
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
直
後
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
、
2
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
私
も
今
回
は
設
計
段

階
か
ら
加
わ
り
、
観
光
事
業
者
（
宿
泊
施
設
、

飲
食
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
）
そ
れ
ぞ
れ
の
営
業
再
開
に
向
け
て
ど
の
よ

う
な
感
染
対
策
が
必
要
な
の
か
？
、
誰
も
答
え

を
持
っ
て
い
な
い
中
で
消
費
者
の
声
に
耳
を
傾

け
る
こ
と
で
そ
の
答
え
を
自
分
た
ち
で
探
す
指

針
に
な
れ
ば
と
い
う
思
い
で
実
施
し
た
。
今
回

もF
acebook

を
通
じ
て
、
5
月
31
日
〜
6
月

2
日
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
で
の
調
査
と
な
っ

た
が
、
全
国
の
一
般
消
費
者
3
0
4
1
名
か
ら

回
答
を
い
た
だ
い
た
。

　
第
2
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
っ
て
わ
か

っ
た
こ
と
は
、
消
費
者
の
感
染
対
策
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
は
極
め
て
高
く
、
事
業
者
の
感
染
対
策

と
し
て
の
マ
ス
ク
や
消
毒
の
徹
底
、
３
密
を
さ

け
る
た
め
の
工
夫
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
客
同

士
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
の
配
慮
や
、
万
が
一
の

感
染
に
備
え
て
追
跡
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
感
染

対
策
や
発
生
時
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
事
前
・
現

地
の
両
方
で
の
公
開
は
必
須
条
件
で
あ
る
こ
と
、

さ
ら
に
昔
か
ら
旅
館
や
ホ
テ
ル
で
の
お
も
て
な

し
と
し
て
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
は
あ
え
て
し
な
い
こ
と
が
お
も
て
な
し

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
わ
か
っ

た
。
（
詳
細
は
原
文
※
2
参
照
）

　
今
回
の
一
連
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
地
域

の
若
手
が
主
導
し
コ
ロ
ナ
禍
で
観
光
事
業
者
は

ど
う
対
処
す
べ
き
か
、
そ
れ
を
消
費
者
に
直
接

聞
く
こ
と
で
答
え
を
探
そ
う
と
し
た
も
の
で
、

そ
れ
に
対
し
て
私
自
身
も
ど
ん
な
協
力
が
出
来

る
の
か
を
考
え
て
実
現
し
た
わ
け
だ
が
、
観
光

業
界
が
抱
え
る
潜
在
的
な
課
題
に
つ
い
て
も
改

め
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
の
観
光
は
確
実
に
こ
れ
ま
で
の
も
の
と
は

姿
を
変
え
る
。
こ
の
変
化
に
事
業
者
は
ど
う
対

応
す
べ
き
な
の
か
、
域
外
か
ら
の
観
光
客
を
迎

え
る
た
め
に
地
域
の
理
解
を
ど
う
得
る
の
か
？

　G
o T

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
そ
の
他
地
域
限
定

の
様
々
な
支
援
策
を
う
ま
く
活
用
し
な
が
ら
、

安
売
り
を
せ
ず
に
付
加
価
値
を
つ
け
た
商
品
を

ど
う
売
る
の
か
？
　
地
域
と
ど
の
よ
う
な
連
携

を
取
り
な
が
ら
域
内
で
の
滞
在
時
間
を
延
ば
し
、

リ
ピ
ー
タ
ー
に
繋
げ
る
の
か
？
　
ビ
ジ
ネ
ス
の

再
開
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
優
先
順
位
で
準
備

を
進
め
る
べ
き
か
？
、
な
ど
様
々
な
議
論
を
共

有
し
な
が
ら
の
極
め
て
実
践
的
な
確
認
作
業
だ

っ
た
。

　　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
の
あ
た
ら
し
い
観
光
は
、

足
元
か
ら
始
ま
る
。
地
域
の
宝
を
も
う
一
度
見

直
し
、
磨
き
上
げ
、
付
加
価
値
を
つ
け
た
商
品

開
発
を
す
る
こ
と
は
、
実
は
そ
れ
が
コ
ロ
ナ
対

策
に
も
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
は
未
来
の
新
し
い

訪
日
観
光
へ
の
準
備
に
も
つ
な
が
る
。
旅
行
者

の
数
を
追
い
か
け
る
の
で
は
な
く
観
光
消
費
額

を
上
げ
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
売
れ
る
商
品

を
作
り
、
利
益
を
地
域
に
落
と
す
、
雇
用
に
つ

な
げ
る
、
地
域
産
物
を
購
入
す
る
な
ど
観
光
消

費
が
地
域
経
済
を
動
か
す
原
動
力
と
な
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
お
金
も
地
域
資
源
も
顧

客
も
域
内
で
〝
循
環
さ
せ
る
〞
こ
と
だ
。
地
域

の
人
の
暮
ら
し
が
安
心
安
全
で
豊
か
で
あ
る
こ

と
が
大
切
な
地
域
の
宝
を
守
り
、
次
世
代
に
伝

え
て
い
く
こ
と
に
繋
が
る
。
今
だ
か
ら
こ
そ
地

域
が
望
む
地
域
ら
し
い
観
光
の
あ
り
方
を
考
え

る
時
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

　
持
続
可
能
な
観
光
は
環
境
、
経
済
、
社
会
の

3
つ
の
持
続
性
が
成
立
し
て
こ
そ
実
現
で
き
る
。

選
ば
れ
る
観
光
地
と
し
て
安
心
安
全
で
あ
る
こ

と
は
、
顧
客
に
と
っ
て
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
で

働
く
観
光
事
業
者
に
と
っ
て
も
、
そ
し
て
外
か

ら
の
観
光
客
を
迎
え
る
地
域
の
住
民
に
と
っ
て

も
必
要
不
可
欠
な
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
信
頼
関

係
こ
そ
が
持
続
的
な
観
光
実
現
の
第
一
歩
で
あ

る
と
考
え
る
。

　
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
最
中
に
さ
ら
な
る

試
練
が
九
州
に
襲
い
か
か
っ
て
き
た
。
コ
ロ
ナ

か
ら
の
復
興
の
き
っ
か
け
と
し
て
の
熊
本
県
の

支
援
策
〝
く
ま
も
っ
と
泊
ま
ろ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
〞
が
発
表
さ
れ
、
ま
さ
に
予
約
が
開
始
と
い

う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
今
度
は
大
雨
に
よ
る
甚
大
な

被
害
で
あ
る
。
震
災
、
コ
ロ
ナ
、
そ
し
て
大
雨

と
終
わ
り
の
な
い
試
練
に
観
光
事
業
者
の
疲
弊

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
、
乗
り
越
え
ら
れ

な
い
試
練
は
な
い
と
信
じ
た
い
。
今
こ
そ
地
域

が
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
難
局
に
向
か
う
時
で
あ

り
、
我
々
が
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
役
割
を
し

っ
か
り
果
た
し
て
い
く
こ
と
で
、
持
続
可
能
な

観
光
の
実
現
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
改

め
て
考
え
て
い
る
。

小
林
寛
子（
こ
ば
や
し・ひ
ろ
こ
）
　

東
海
大
学
経
営
学

部
観
光
ビ
ジ
ネ
ス

学
科
教
授
。オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
世

界
遺
産
の
砂
の
島
フ
レ
ー
ザ
ー
島
に

エ
コ
リ
ゾ
ー
ト
を
開
発
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
参
加
、そ
の
運
営
と
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
も
手
が
け
る
。そ
の
後
日
・

豪
で
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
を
経
て
、2
0
1
3
年
よ
り
現

職
、地
域
振
興
に
つ
な
が
る
イ
ベ
ン

ト・新
商
品
開
発・環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
な
ど
、実
践
的

な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
取
り
組
ん

で
い
る
。著
書
に「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
っ

て
な
に
？
〜
フ
レ
ー
ザ
ー
島
か
ら
は

じ
ま
っ
た
挑
戦
〜
」（
河
出
書
房
新
社
、

2
0
0
2
年
）他
。N
P
O
法
人
日

本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
理
事
、阿

蘇
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
理
事
、地

方
経
済
総
合
研
究
所
理
事
、熊
本
県

観
光
審
議
会
委
員
な
ど
。

参考）
※1 第1回消費者観光調査結果報告書
https://note.com/nieunsfs/n/n6da1d8746bc0
※2 第2回消費者観光調査結果報告書
https://note.com/nieunsfs/n/n40c05bb00fd5

4
．ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

（
5
月
18
日
）

3
．観
光
業
の
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
策
は
消
費
者
の

意
識
調
査
か
ら

5
．2
回
目
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

（
5
月
31
日
〜
6
月
2
日
）

6
．今
後
に
向
け
て

図1：出典：熊本県観光協会連絡会議「第2回新型コロナウイルス感染症収束後の
旅行・観光に関する意識調査(20200531)_報告書」P14

図1：出典：熊本県観光協会連絡会議「第2回新型コロナウイルス感染症収束後の
旅行・観光に関する意識調査(20200531)_報告書」P10

図1：出典：熊本県観光協会連絡会議「新型コロナウイルス感染症収束後の旅行・
観光に関する意識調査(20200427)_報告書」P22

現場型研究者の実践4

図1：出典：熊本県観光協会連絡会議「新型コロナウイルス感染症収束後の旅行・

図1：出典：熊本県観光協会連絡会議「第2回新型コロナウイルス感染症収束後の

図1：出典：熊本県観光協会連絡会議「第2回新型コロナウイルス感染症収束後の
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観
光
業
界
が
ほ
ぼ
全
面
ス
ト
ッ
プ
し
て
、
自

粛
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
た
時
期
、
そ
れ
ぞ
れ

に
何
が
で
き
る
か
？
、
何
を
す
べ
き
か
？
を
考

え
て
い
た
と
思
う
。
大
学
は
5
月
の
連
休
明
け

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業
を
開
始
す
る
た
め
に
、

連
日
連
夜Z

oom

やT
eam

s

の
配
信
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
授
業
資
料
を
作
り
、
学
生
と
モ
デ
ル
授

業
を
繰
り
返
し
て
い
た
4
月
。
前
述
の
若
い
二

人
が
事
務
局
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
る

熊
本
県
観
光
協
会
連
絡
会
議
（
熊
本
県
内
の
観

光
事
業
者
の
広
域
連
携
組
織
）
で
は
、
ど
こ
よ

り
も
早
く
全
国
の
一
般
生
活
者
向

け
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
収
束
後
の
旅
行
・
観
光
に
関

す
る
意
識
調
査
」
と
い
う
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
た
。
熊
本
地
震
か

ら
の
復
興
を
経
験
し
、
「
過
剰
に

希
望
的
で
も
悲
観
的
で
も
な
い
、

現
実
的
な
見
通
し
が
事
業
者
に
は

必
要
だ
」
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ

か
ら
こ
そ
、
今
の
コ
ロ
ナ
禍
で
暗

中
模
索
の
全
国
の
観
光
事
業
者
に

何
か
し
ら
の
道
し
る
べ
が
必
要
と

い
う
二
人
の
熱
い
思
い
か
ら
調
査

は
実
現
し
、
そ
の
結
果
を
広
く
公

開
す
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

F
acebook

で
の
調
査
だ
っ
た
た

め
、
友
達
と
し
て
つ
な
が
っ
て
い

る
私
の
も
と
に
も
そ
の
書
き
込
み

が
飛
び
込
ん
で
き
た
。
も
ち
ろ
ん
全
力
で
サ
ポ

ー
ト
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
大
学
や
学
生

や
私
に
出
来
る
こ
と
は
な
い
か
と
申
し
入
れ
、

F
acebook

で
は
な
か
な
か
リ
ー
チ
で
き
な
い

20
代
の
若
者
達
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
集
計
後
の

ア
ン
ケ
ー
ト
の
考
察
を
書
く
こ
と
に
協
力
し
た
。

す
べ
て
は
4
月
の
終
わ
り
か
ら
5
月
に
か
け
て

の
連
休
中
の
出
来
事
だ
っ
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
の

は
、
外
出
自
粛
生
活
が
続
く
こ
と
で
、
旅
行
や

お
出
か
け
に
対
す
る
消
費
者
の
意
欲
は
高
ま
っ

て
き
て
い
る
も
の
の
、
当
面
は
近
郊
へ
の
旅
行

が
主
流
に
な
る
こ
と
。
旅
行
先
の
選
択
に
お
い

て
も
3
密
を
さ
け
る
こ
と
を
意
識
し
た
も
の
に

な
り
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
や
都
市
部
な
ど
密
集
が

想
定
さ
れ
る
場
所
は
避
け
ら
れ
、
自
然
や
開
放

感
の
あ
る
場
所
が
好
ま
れ
る
傾
向
が
見
て
と
れ

る
こ
と
。
ま
た
、
消
費
者
は
景
気
悪
化
へ
の
不

安
を
感
じ
て
お
り
、
旅
行
な
ど
の
余
暇
・
レ
ジ

ャ
ー
へ
の
出
費
に
は
厳
し
い
時
代
に
な
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
（
詳
細

は
原
文
※
1
参
照
）

　
こ
れ
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
受
け
て
、
熊

本
の
観
光
事
業
者
を
集
め
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
た
。
各
地
域
毎
の
現
状
の
課
題
や
取

り
組
み
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
、
「
リ
ア
ル
で

会
え
な
い
か
ら
何
も
で
き
な
い
」
で
は
な
く
、

「
オ
ン
ラ
イ
ン
も
活
用
し
て
、
今
で
き
る
こ
と

を
前
向
き
に
進
め
よ
う
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
込
め
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
私
も
そ
の

中
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
の
考
察
に
加
え
て
、

変
化
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
？
、
今
の
こ
の
時

期
に
何
を
す
べ
き
か
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
も

ら
っ
た
。
完
全
自
粛
状
態
、
収
益
ゼ
ロ
、
そ
れ

で
も
人
件
費
や
維
持
費
に
お
金
が
出
て
い
き
、

政
府
か
ら
の
助
成
金
は
な
か
な
か
手
元
に
来
な

い
と
い
う
事
業
者
に
と
っ
て
は
ス
ト
レ
ス

1
0
0
％
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
し
か
考
え
ら

れ
な
い
そ
の
時
期
に
、
少
し
で
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
未
来
を
考
え
、
今
で
き
る
こ
と
を
前
向
き
に

進
め
よ
う
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と

は
な
か
な
か
大
変
で
、
「
そ
う
は
言
っ
て
も
、

ど
う
や
っ
て
？
」
「
言
う
の
は
簡
単
、
で
も
や

　「
観
光
を
通
し
て
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
こ

と
に
ど
う
貢
献
で
き
る
か
」
が
、
私
が
熊
本
の

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
に
着
任
し
た
時
の
大
き
な

テ
ー
マ
で
あ
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
に
近
い
こ
の
地

を
選
ん
だ
理
由
で
あ
っ
た
。
2
0
1
3
年
4
月
、

着
地
型
観
光
を
熊
本
で
と
い
う
こ
と
で
東
海
大

学
に
経
営
学
部
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
が
開
設
さ

れ
た
。
20
余
年
に
わ
た
っ
て
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
の

世
界
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
日

本
の
現
場
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
わ
っ
て
い

た
私
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
挑
戦
で
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
観
光
は
人
が
命
で
あ
り
、
そ
の
人
を

育
て
る
こ
と
は
急
務
で
あ
り
実
践
的
な
活
動
を

通
し
て
学
ん
だ
学
生
達
を
地
域
で
役
に
立
つ
人

材
と
し
て
育
て
上
げ
、
送
り
出
す
こ
と
は
大
学

が
地
域
に
還
元
で
き
る
最
大
の
地
域
貢
献
に
な

る
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
着
任
後
、
本

県
内
の
様
々
な
地
域
に
出
向
き
、
地
域
資
源
を

見
て
歩
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
抱
え
る
課
題

に
つ
い
て
学
生
と
共
に
耳
を
傾
け
て
き
た
。

　
熊
本
に
は
、
世
界
で
も
一
級
の
観
光
地
で
あ

る
阿
蘇
や
天
草
を
始
め
、
熊
本
城
や
装
飾
古
墳

な
ど
歴
史
的
に
も
重
要
な
資
源
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
高
品
質
の
農
産
物
や
阿
蘇
の
恵
み
で
あ
る

地
下
水
な
ど
素
晴
ら
し
い
地
域
資
源
に
あ
ふ
れ

て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
ら
の
資
源
は
整
理
さ
れ

て
い
な
い
た
め
に
、
観
光
資
源
と
し
て
有
効
に

活
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
よ
そ
者
か

ら
見
る
と
本
当
に
も
っ
た
い
な
い
状
況
で
も
あ

っ
た
。

　
そ
ん
な
中
で
、
過
疎
化
・
高
齢
化
が
大
き
な

問
題
に
な
っ
て
い
る
熊
本
市
西
区
の
当
時
の
区

長
と
ま
ち
づ
く
り
課
の
課
長
か
ら
地
域
活
性
化

の
た
め
の
相
談
を
受
け
た
。
学
生
を
連
れ
て
初

め
て
芳
野
校
区
の
草
枕
の
道
を
歩
い
た
こ
と
が

当
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
室
と
地
域
と
の
最
初

の
出
会
い
で
あ
っ
た
。

　
あ
れ
か
ら
6
年
。
何
度
も
卒
業
生
を
送
り
出

し
な
が
ら
、
地
域
と
の
活
動
は
続
い
て
い
る
。

丁
寧
に
宝
を
掘
り
起
こ
し
、
地
域
の
特
産
品
で

あ
る
み
か
ん
を
中
心
に
季
節
暦
（
フ
ェ
ノ
ロ
ジ

ー
カ
レ
ン
ダ
ー
）
を
「
み
か
ん
こ
よ
み
」
と
し

て
ま
と
め
た
。
ま
た
、
若
者
に
認
知
度
が
低
い

芳
野
校
区
を
若
者
目
線
で
P
R
す
る
た
め
に
学

生
が
発
案
し
た〝
オ
レ
ン
ジ
カ
ク
テ
ル
ナ
イ
ト
〞

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
み
か
ん
の
収
穫
時
期
に
毎

年
開
催
し
、
昨
年
で
5
回
目
と
な
っ
た
。
最
初

は
30
名
ほ
ど
で
始
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
が
5
年
間

で
1
6
0
名
を
超
え
る
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
成
長
し
た
。
地
域
の
自
治
会
の
連
合
会
長
の

西
村
一
弘
氏
の
支
え
も
あ
っ
て
、
学
生
た
ち
は

子
供
や
孫
の
よ
う
に
地
域
の
方
々
に
か
わ
い
が

っ
て
も
ら
っ
て
お
り
、
み
か
ん
の
収
穫
の
お
手

伝
い
を
し
た
り
、
一
緒
に
B
B
Q
や
新
年
会
を

し
た
り
と
家
族
の
よ
う
に
迎
え
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
卒
業
生
は
そ
れ
を
懐
か
し
が
っ
て
毎
年

秋
の
オ
レ
ン
ジ
カ
ク
テ
ル
ナ
イ
ト
に
戻
っ
て
き

て
は
地
域
の
皆
さ
ん
に
近
況
を
報
告
し
て
い
る
。

最
初
は
無
関
心
だ
っ
た
地
域
住
民
も
今
で
は
、

毎
年
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
、

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
段
階
か
ら
実
行
委
員
と
し
て

P
R
や
集
客
を
手
伝
っ
た
り
、
会
場
の
設
営
か

ら
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
ラ
ン
チ
の
調
理
ま
で
そ
れ

ぞ
れ
の
得
意
分
野
に
関
わ
っ
て
く
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
一
連
の
地
域
振
興
の
活
動
は
、
学
生

達
が
代
々
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
に
も
取
り
上
げ
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
阿
蘇
の
カ
ル
デ
ラ
を
中
心
と
し
た
地
域
で
も

同
じ
よ
う
な
宝
探
し
の
取
り
組
み
を
2
年
余
を

掛
け
て
実
施
し
、
フ
ェ
ノ
ロ
ジ
ー
カ
レ
ン
ダ
ー

〝
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
こ
よ
み
・
南
阿
蘇
編
と
阿
蘇
編
〞

と
し
て
完
成
さ
せ
た
。
地
元
の
人
達
と
の
数
回

に
わ
た
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
、
個
別
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
や
写
真
撮
影
な
ど
を

通
じ
て
集
め
た
地
域
の
宝
情
報
を
整
理
し
た
も

の
で
あ
る
。
阿
蘇
と
い
う
土
地
柄
を
よ
そ
者
の

視
点
で
み
る
と
集
落
毎
の
個
性
が
強
く
、
な
か

な
か
横
の
連
携
が
出
来
ず
、
一
枚
岩
に
な
っ
て

活
動
す
る
こ
と
が
難
し
い
よ
う
で
、
以
前
阿
蘇

を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
実
施
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
も
合

意
形
成
が
な
か
な
か
で
き
な
か
っ
た
。
そ
う
い

う
意
味
で
も
今
回
の
フ
ェ
ノ
ロ
ジ
ー
カ
レ
ン
ダ

ー
は
市
町
村
の
枠
を
超
え
て
阿
蘇
の
カ
ル
デ
ラ

と
し
て
ひ
と
つ
の
塊
と
な
っ
て
連
携
出
来
る
い

い
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
て
実
施
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
あ
っ
た
。

　
こ
の
調
査
研
究
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ
た

南
と
北
の
阿
蘇
観
光
の
若
手
リ
ー
ダ
ー
、
み
な

み
あ
そ
観
光
局
戦
略
統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
久

保
尭
之
氏
と
S
M
O
南
小
国
C
M
O
兼
事
務
局

長
、
森
永
光
洋
氏
の
二
人
と
今
回
ま
た
コ
ロ
ナ

禍
で
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

る
の
は
大
変
だ
よ
」
と
い
う
声
は
も
ち
ろ
ん
あ

っ
た
が
、
そ
れ
で
も
休
業
中
の
ホ
テ
ル
で
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
用
に
シ
ェ
フ
に
お
弁
当
を
作
っ
て
も

ら
い
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
販
売
し
た
り
、
感
染
対

策
を
し
た
上
で
3
密
を
さ
け
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
再

開
す
る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
人
達
の
事
例
を

聞
い
た
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
お
互
い
の
課

題
を
シ
ェ
ア
出
来
た
こ
と
で
自
分
だ
け
で
は
な

い
こ
と
に
気
が
つ
い
た
と
か
、
頑
張
る
勇
気
を

も
ら
っ
た
と
か
、
少
人
数
で
今
後
も
定
期
的
に

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
や
り
た
い
な
ど
と
い
っ
た

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
参
加
者
か

ら
返
っ
て
き
た
。

　
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
直
後
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
、
2
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
私
も
今
回
は
設
計
段

階
か
ら
加
わ
り
、
観
光
事
業
者
（
宿
泊
施
設
、

飲
食
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
）
そ
れ
ぞ
れ
の
営
業
再
開
に
向
け
て
ど
の
よ

う
な
感
染
対
策
が
必
要
な
の
か
？
、
誰
も
答
え

を
持
っ
て
い
な
い
中
で
消
費
者
の
声
に
耳
を
傾

け
る
こ
と
で
そ
の
答
え
を
自
分
た
ち
で
探
す
指

針
に
な
れ
ば
と
い
う
思
い
で
実
施
し
た
。
今
回

もF
acebook

を
通
じ
て
、
5
月
31
日
〜
6
月

2
日
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
で
の
調
査
と
な
っ

た
が
、
全
国
の
一
般
消
費
者
3
0
4
1
名
か
ら

回
答
を
い
た
だ
い
た
。

　
第
2
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
っ
て
わ
か

っ
た
こ
と
は
、
消
費
者
の
感
染
対
策
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
は
極
め
て
高
く
、
事
業
者
の
感
染
対
策

と
し
て
の
マ
ス
ク
や
消
毒
の
徹
底
、
３
密
を
さ

け
る
た
め
の
工
夫
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
客
同

士
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
の
配
慮
や
、
万
が
一
の

感
染
に
備
え
て
追
跡
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
感
染

対
策
や
発
生
時
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
事
前
・
現

地
の
両
方
で
の
公
開
は
必
須
条
件
で
あ
る
こ
と
、

さ
ら
に
昔
か
ら
旅
館
や
ホ
テ
ル
で
の
お
も
て
な

し
と
し
て
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
は
あ
え
て
し
な
い
こ
と
が
お
も
て
な
し

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
わ
か
っ

た
。
（
詳
細
は
原
文
※
2
参
照
）

　
今
回
の
一
連
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
地
域

の
若
手
が
主
導
し
コ
ロ
ナ
禍
で
観
光
事
業
者
は

ど
う
対
処
す
べ
き
か
、
そ
れ
を
消
費
者
に
直
接

聞
く
こ
と
で
答
え
を
探
そ
う
と
し
た
も
の
で
、

そ
れ
に
対
し
て
私
自
身
も
ど
ん
な
協
力
が
出
来

る
の
か
を
考
え
て
実
現
し
た
わ
け
だ
が
、
観
光

業
界
が
抱
え
る
潜
在
的
な
課
題
に
つ
い
て
も
改

め
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
の
観
光
は
確
実
に
こ
れ
ま
で
の
も
の
と
は

姿
を
変
え
る
。
こ
の
変
化
に
事
業
者
は
ど
う
対

応
す
べ
き
な
の
か
、
域
外
か
ら
の
観
光
客
を
迎

え
る
た
め
に
地
域
の
理
解
を
ど
う
得
る
の
か
？

　G
o T

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
そ
の
他
地
域
限
定

の
様
々
な
支
援
策
を
う
ま
く
活
用
し
な
が
ら
、

安
売
り
を
せ
ず
に
付
加
価
値
を
つ
け
た
商
品
を

ど
う
売
る
の
か
？
　
地
域
と
ど
の
よ
う
な
連
携

を
取
り
な
が
ら
域
内
で
の
滞
在
時
間
を
延
ば
し
、

リ
ピ
ー
タ
ー
に
繋
げ
る
の
か
？
　
ビ
ジ
ネ
ス
の

再
開
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
優
先
順
位
で
準
備

を
進
め
る
べ
き
か
？
、
な
ど
様
々
な
議
論
を
共

有
し
な
が
ら
の
極
め
て
実
践
的
な
確
認
作
業
だ

っ
た
。

　　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
の
あ
た
ら
し
い
観
光
は
、

足
元
か
ら
始
ま
る
。
地
域
の
宝
を
も
う
一
度
見

直
し
、
磨
き
上
げ
、
付
加
価
値
を
つ
け
た
商
品

開
発
を
す
る
こ
と
は
、
実
は
そ
れ
が
コ
ロ
ナ
対

策
に
も
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
は
未
来
の
新
し
い

訪
日
観
光
へ
の
準
備
に
も
つ
な
が
る
。
旅
行
者

の
数
を
追
い
か
け
る
の
で
は
な
く
観
光
消
費
額

を
上
げ
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
売
れ
る
商
品

を
作
り
、
利
益
を
地
域
に
落
と
す
、
雇
用
に
つ

な
げ
る
、
地
域
産
物
を
購
入
す
る
な
ど
観
光
消

費
が
地
域
経
済
を
動
か
す
原
動
力
と
な
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
お
金
も
地
域
資
源
も
顧

客
も
域
内
で
〝
循
環
さ
せ
る
〞
こ
と
だ
。
地
域

の
人
の
暮
ら
し
が
安
心
安
全
で
豊
か
で
あ
る
こ

と
が
大
切
な
地
域
の
宝
を
守
り
、
次
世
代
に
伝

え
て
い
く
こ
と
に
繋
が
る
。
今
だ
か
ら
こ
そ
地

域
が
望
む
地
域
ら
し
い
観
光
の
あ
り
方
を
考
え

る
時
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

　
持
続
可
能
な
観
光
は
環
境
、
経
済
、
社
会
の

3
つ
の
持
続
性
が
成
立
し
て
こ
そ
実
現
で
き
る
。

選
ば
れ
る
観
光
地
と
し
て
安
心
安
全
で
あ
る
こ

と
は
、
顧
客
に
と
っ
て
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
で

働
く
観
光
事
業
者
に
と
っ
て
も
、
そ
し
て
外
か

ら
の
観
光
客
を
迎
え
る
地
域
の
住
民
に
と
っ
て

も
必
要
不
可
欠
な
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
信
頼
関

係
こ
そ
が
持
続
的
な
観
光
実
現
の
第
一
歩
で
あ

る
と
考
え
る
。

　
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
最
中
に
さ
ら
な
る

試
練
が
九
州
に
襲
い
か
か
っ
て
き
た
。
コ
ロ
ナ

か
ら
の
復
興
の
き
っ
か
け
と
し
て
の
熊
本
県
の

支
援
策
〝
く
ま
も
っ
と
泊
ま
ろ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
〞
が
発
表
さ
れ
、
ま
さ
に
予
約
が
開
始
と
い

う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
今
度
は
大
雨
に
よ
る
甚
大
な

被
害
で
あ
る
。
震
災
、
コ
ロ
ナ
、
そ
し
て
大
雨

と
終
わ
り
の
な
い
試
練
に
観
光
事
業
者
の
疲
弊

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
、
乗
り
越
え
ら
れ

な
い
試
練
は
な
い
と
信
じ
た
い
。
今
こ
そ
地
域

が
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
難
局
に
向
か
う
時
で
あ

り
、
我
々
が
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
役
割
を
し

っ
か
り
果
た
し
て
い
く
こ
と
で
、
持
続
可
能
な

観
光
の
実
現
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
改

め
て
考
え
て
い
る
。

小
林
寛
子（
こ
ば
や
し・ひ
ろ
こ
）
　

東
海
大
学
経
営
学

部
観
光
ビ
ジ
ネ
ス

学
科
教
授
。オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
世

界
遺
産
の
砂
の
島
フ
レ
ー
ザ
ー
島
に

エ
コ
リ
ゾ
ー
ト
を
開
発
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
参
加
、そ
の
運
営
と
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
も
手
が
け
る
。そ
の
後
日
・

豪
で
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
を
経
て
、2
0
1
3
年
よ
り
現

職
、地
域
振
興
に
つ
な
が
る
イ
ベ
ン

ト・新
商
品
開
発・環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
な
ど
、実
践
的

な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
取
り
組
ん

で
い
る
。著
書
に「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
っ

て
な
に
？
〜
フ
レ
ー
ザ
ー
島
か
ら
は

じ
ま
っ
た
挑
戦
〜
」（
河
出
書
房
新
社
、

2
0
0
2
年
）他
。N
P
O
法
人
日

本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
理
事
、阿

蘇
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
理
事
、地

方
経
済
総
合
研
究
所
理
事
、熊
本
県

観
光
審
議
会
委
員
な
ど
。

参考）
※1 第1回消費者観光調査結果報告書
https://note.com/nieunsfs/n/n6da1d8746bc0
※2 第2回消費者観光調査結果報告書
https://note.com/nieunsfs/n/n40c05bb00fd5

4
．ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

（
5
月
18
日
）

3
．観
光
業
の
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
策
は
消
費
者
の

意
識
調
査
か
ら

5
．2
回
目
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

（
5
月
31
日
〜
6
月
2
日
）

6
．今
後
に
向
け
て

図1：出典：熊本県観光協会連絡会議「第2回新型コロナウイルス感染症収束後の
旅行・観光に関する意識調査(20200531)_報告書」P14

図1：出典：熊本県観光協会連絡会議「第2回新型コロナウイルス感染症収束後の
旅行・観光に関する意識調査(20200531)_報告書」P10

図1：出典：熊本県観光協会連絡会議「新型コロナウイルス感染症収束後の旅行・
観光に関する意識調査(20200427)_報告書」P22
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行
動
が
と
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
も

特
段
苦
で
は
な
か
っ
た
で
す
。

　
7
月
か
ら
自
粛
要
請
が
解
除
さ
れ
、
送
客
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
行
政
が
来
て
も

良
い
と
言
っ
て
も
、
島
に
は
か
な
り
恐
れ
て
い

る
人
も
い
て
、
本
当
に
お
客
さ
ん
を
送
っ
て
い

い
か
ど
う
か
、
ま
だ
悩
ん
で
い
ま
す
。
お
客
さ

ん
も
悩
ん
で
い
て
、
予
約
の
時
に
「
本
当
に
行

っ
て
い
い
ん
で
す
か
」
と
聞
か
れ
ま
す
。
今
す

ぐ
と
言
わ
な
け
れ
ば
、
も
う
少
し
先
に
し
て
く

だ
さ
い
、
と
は
言
っ
て
い
ま
す
が
、
強
制
力
は

な
い
の
で
気
を
つ
け
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
と
伝

え
て
い
ま
す
。
東
京
で
も
今
日
感
染
者
が
55
人

出
て
い
ま
す
し
、
本
当
に
送
っ
て
い
い
か
、
難

し
い
立
場
だ
と
思
い
ま
す
。
逆
に
島
か
ら
「
も

う
一
ヶ
月
待
っ
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
た
方
が
楽

な
気
が
し
ま
す
。

寺
崎
　
お
客
様
を
送
る
旅
行
会
社
が
来
な
い
で

く
だ
さ
い
、
行
か
な
い
で
く
だ
さ
い
と
い
う
こ

と
を
直
接
語
り
か
け
て
い
る
と
い
う
話
は
、
今

回
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。
あ
る
面
で
は
、
観
光

協
会
、
D
M
O
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
地
域

密
着
型
の
企
業
で
す
。
屋
久
島
や
知
床
で
は
事

業
者
の
動
き
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

松
本
　
観
光
協
会
と
し
て
、
来
な
い
で
く
れ
と

要
請
し
て
ほ
し
い
と
い
う
話
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
僕
ら
も
事
業
者
と
し
て
ど
う
す
る
か
と

考
え
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
ま
で
は
新
規
予

約
は
断
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
入

っ
て
い
る
予
約
は
ど
う
し
よ
う
か
と
話
し
て
い

た
ら
、
こ
ち
ら
か
ら
キ
ャ
ン
セ
ル
を
お
願
い
す

る
前
に
、
お
客
様
か
ら
ど
ん
ど
ん
キ
ャ
ン
セ
ル

の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
宿
か
ら
キ
ャ
ン
セ
ル

す
る
と
言
っ
て
き
た
の
で
旅
行
を
取
り
や
め
ま

す
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
宿
は
結
構

気
に
し
て
い
た
み
た
い
で
す
。

　
キ
ャ
ン
セ
ル
し
な
い
人
も
少
し
い
ま
し
た
が
、

こ
ち
ら
か
ら
ど
う
す
る
か
を
聞
く
と
「
キ
ャ
ン

セ
ル
し
ま
す
」
と
。
本
人
も
悩
ん
で
い
て
、
き

っ
か
け
が
欲
し
か
っ
た
み
た
い
で
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
お
客
さ
ん
も
行
っ
て
い
い
か
迷
っ

て
い
た
の
で
、
何
と
し
て
も
や
め
て
く
れ
と
い

う
感
じ
で
は
な
か
っ
た
で
す
。

松
田
　
観
光
協
会
か
ら
は
自
粛
し
て
く
れ
と
い

う
要
請
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ホ
テ
ル
の
方

が
休
館
す
る
と
言
っ
て
く
れ
て
助
か
っ
た
と
こ

ろ
は
あ
り
ま
す
。
一
斉
に
休
館
し
た
の
で
は
な

く
大
き
な
宿
の
一
軒
が
休
館
す
る
と
言
い
、
周

り
も
続
く
と
い
う
形
に
な
っ
た
の
で
直
接
お
客

さ
ん
に
断
り
の
電
話
を
入
れ
ず
に
済
み
ま
し
た
。

　
私
も
お
客
さ
ん
を
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
断
る

か
ど
う
か
結
構
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
も
し
ホ
テ

ル
が
閉
め
な
け
れ
ば
断
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
観
光
業
者
み
ん
な
が
不
安
な
中
で
う
ち

が
先
に
「
自
粛
し
ま
す
」
と
出
し
て
し
ま
う
と
、

地
域
の
観
光
関
係
の
方
々
の
雰
囲
気
が
悪
く
な

る
と
言
う
か
、
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
と
い
う
危
惧

も
あ
り
ま
し
た
。
な
の
で
周
り
の
様
子
を
見
な

が
ら
最
終
的
に
決
め
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

松
本
　
屋
久
島
で
は
、
事
業
者
か
ら
ど
う
し
た

ら
い
い
の
か
と
い
う
声
が
出
て
き
ま
し
た
。
キ

ャ
ン
セ
ル
し
て
い
な
い
人
を
受
け
て
い
い
の
か
、

断
っ
た
方
が
い
い
の
か
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
に
向
け
て
、
県
が
休
業
要
請
を
し
て
き
て
、

町
自
体
が
観
光
客
受
け
入
れ
を
自
粛
し
ま
し
ょ

う
と
い
う
宣
言
を
出
し
た
の
で
、
お
客
さ
ん
に

は
「
町
と
県
が
こ
う
い
う
自
粛
を
要
請
し
て
い

る
の
で
、
申
し
訳
な
い
が
今
は
自
粛
し
て
く
だ

さ
い
」
と
言
え
る
よ
ね
と
、
お
互
い
励
ま
し
あ

い
ま
し
た
。
行
政
が
方
向
性
を
示
し
て
く
れ
た

の
は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

観
光
に
対
す
る

住
民
の
理
解
の
重
要
性

寺
崎
　
質
問
を
変
え
て
、
松
崎
さ
ん
の
悩
み
に

ど
う
答
え
ま
す
か
。
つ
ま
り
、
松
本
さ
ん
が
お

っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
行
政
か
ら
自
粛
要
請
が

あ
っ
た
の
で
お
客
さ
ん
に
言
い
や
す
か
っ
た
と

い
う
の
が
こ
の
4
、
5
月
の
状
況
で
す
が
、
6

月
19
日
か
ら
は
県
境
を
ま
た
い
だ
移
動
制
約
の

要
請
が
な
く
な
り
、
小
笠
原
も
7
月
か
ら
観
光

客
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
。

松
崎
　
観
光
業
以
外
の
人
た
ち
の
話
も
い
ろ
い

ろ
聞
く
と
、
子
ど
も
た
ち
を
観
光
客
に
近
寄
ら

せ
る
な
と
い
う
声
も
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
旅
行

業
は
送
る
の
が
仕
事
で
す
が
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
で

な
い
と
こ
ろ
に
お
客
さ
ん
を
送
っ
て
も
大
丈
夫

な
の
か
な
と
い
う
心
配
も
あ
り
ま
す
。

松
本
　
お
そ
ら
く
要
請
が
解
除
さ
れ
て
、
行
き

来
が
戻
る
と
、
き
っ
と
島
に
も
コ
ロ
ナ
は
来
る

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
医
療
面
、
隔
離
の

た
め
の
民
宿
の
確
保
な
ど
、
態
勢
が
だ
い
ぶ
整

っ
て
き
て
い
る
の
で
、
そ
の
時
に
は
今
ま
で
の

よ
う
に
パ
ニ
ッ
ク
に
な
ら
な
い
準
備
が
必
要
で

す
ね
。
今
の
ま
ま
全
く
の
無
傷
を
守
り
通
そ
う

と
い
う
の
は
、
か
な
り
精
神
的
に
も
経
済
的
に

も
し
ん
ど
い
の
で
、
い
ず
れ
入
っ
て
く
る
と
い

う
こ
と
を
前
提
に
対
策
し
て
い
く
こ
と
が
こ
れ

か
ら
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
行
政
も
医
療
関
係
者
も
、
今
ま
で
は
危
機
感

を
煽
っ
て
き
ま
し
た
が
、
時
間
か
け
て
一
生
懸

命
対
応
し
て
き
た
の
で
、
入
っ
て
く
る
と
い
う

前
提
か
ら
始
め
る
こ
と
が
重
要
で
し
ょ
う
。

松
田
　
私
も
い
ず
れ
は
コ
ロ
ナ
が
入
っ
て
く
る

と
思
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
準
備
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
私
た
ち
が
観
光
客
を
通
し

て
コ
ロ
ナ
を
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
か
と

い
う
と
、
歴
史
を
紐
解
け
ば
斜
里
町
の
ウ
ト
ロ

地
区
は
漁
業
中
心
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
漁
師

か
ら
す
れ
ば
観
光
客
は
邪
魔
者
で
し
た
。
今
は

観
光
も
大
事
だ
と
言
っ
て
く
れ
る
漁
師
さ
ん
も

増
え
て
き
た
の
で
、
そ
の
関
係
を
壊
し
た
く
な

い
。
漁
師
は
年
配
の
方
が
多
い
の
で
か
な
り
不

安
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
面
で
も
気

を
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
た
の
で
、
自
分
の
会
社
で
は
1
月
下
旬
に
マ

ス
ク
と
消
毒
ア
ル
コ
ー
ル
を
大
量
に
購
入
し
て
、

玄
関
の
ノ
ブ
や
ト
イ
レ
は
1
日
6
回
消
毒
し
て

い
ま
し
た
。

　
将
来
的
に
観
光
客
に
来
て
も
ら
う
た
め
の
条

件
の
一
つ
は
松
本
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う

に
何
か
あ
っ
た
時
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
態
勢

で
す
よ
ね
。
入
っ
て
く
る
の
は
時
間
の
問
題
だ

と
し
て
も
気
を
つ
け
る
と
い
う
雰
囲
気
を
作
る

し
か
な
い
。
い
ろ
ん
な
方
と
対
話
を
し
て
慣
れ

て
い
っ
て
も
ら
う
。
経
済
的
な
面
で
も
、
観
光

客
が
来
な
い
と
魚
が
安
い
、
売
れ
な
い
と
い
う

話
も
出
て
き
て
い
る
。
や
は
り
経
済
活
動
は
大

事
だ
と
い
う
こ
と
を
少
し
ず
つ
皆
さ
ん
実
感
し

て
い
る
。

寺
崎
　
松
田
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
い
て
、
観
光

振
興
が
持
続
的
で
あ
る
た
め
に
は
観
光
が
そ
の

ま
ち
に
と
っ
て
ど
う
い
う
位
置
づ
け
で
あ
り
、

観
光
以
外
の
人
達
か
ら
観
光
が
ど
う
い
う
風
に

思
わ
れ
て
い
る
か
を
気
に
か
け
て
い
く
必
要
が

先
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

吉
井
　
そ
う
で
す
。

松
本
　
屋
久
島
観
光
協
会
は
宣
言
は
出
さ
な
か

っ
た
け
ど
、
観
光
客
が
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
ん

だ
ら
、
ま
ず
自
分
た
ち
が
矢
面
に
立
つ
こ
と
に

な
る
と
い
う
危
機
感
か
ら
議
論
が
始
ま
り
ま
し

た
。
来
て
ほ
し
い
け
ど
、
そ
う
も
い
か
な
い
と

い
う
苦
悩
は
強
か
っ
た
。

寺
崎
　
な
ぜ
こ
の
話
を
突
っ
込
ん
で
聞
く
か
と

言
う
と
、
こ
れ
ま
で
観
光
関
係
者
ら
の
話
を
う

か
が
っ
て
き
た
中
で
、
地
域
の
中
の
観
光
業
と

い
う
感
覚
が
聞
け
て
な
い
ん
で
す
。
何
が
そ
の

違
い
な
の
か
。
小
笠
原
と
か
屋
久
島
、
知
床
は

地
域
的
に
特
殊
だ
か
ら
な
の
か
。
そ
う
じ
ゃ
な

い
気
も
す
る
。
今
日
話
し
て
い
き
た
い
核
の
部

分
な
の
で
す
。

吉
井
　
離
島
の
感
覚
っ
て
、
隔
て
ら
れ
て
い
る

の
で
、
外
の
も
の
に
対
す
る
危
機
感
や
恐
怖
感

は
あ
る
。
今
回
な
ら
コ
ロ
ナ
。
検
査
す
ら
で
き

な
い
状
況
な
の
で
、
島
民
全
体
が
危
機
感
を
持

っ
て
い
ま
す
。
小
笠
原
や
沖
縄
の
離
島
な
ど
の

隔
絶
さ
れ
た
離
島
と
い
う
の
は
、
基
本
的
に
コ

ロ
ナ
フ
リ
ー
に
し
て
お
か
な
い
と
、
一
人
で
も

感
染
者
が
出
る
と
島
が
壊
滅
的
に
な
る
恐
れ
が

あ
る
の
で
、
絶
対
に
出
さ
な
い
と
い
う
の
が
前

提
に
あ
り
ま
す
ね
。
そ
う
は
言
い
つ
つ
、
仕
事

の
方
は
少
な
か
ら
ず
来
て
い
ま
す
し
、
島
民
も

帰
っ
て
き
ま
す
。
帰
島
し
た
ら
2
週
間
の
自
粛

要
請
を
し
て
い
ま
す
が
、
誰
も
監
視
し
て
い
ま

せ
ん
し
。
完
璧
じ
ゃ
な
い
部
分
も
あ
り
、
心
配

な
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
よ
ね
。

観
光
客
の
受
け
入
れ
判
断

に
つ
い
て
の
迷
い

寺
崎
　
こ
の
間
に
皆
さ
ん
が
一
番
心
を
砕
い
た

の
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

松
崎
　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ラ
ン
ド
は
、
私
の
父
が
始

め
た
小
笠
原
専
門
の
旅
行
会
社
で
、
創
業
42
年

で
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
危
機
で
は
小
笠
原
の
人

と
同
じ
危
機
感
を
持
っ
て
い
て
、
1
月
に
武
漢

で
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
た
時
か
ら
日
本

に
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
、
2
月
の
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
の
件
で
、
ク
ル
ー
ズ

は
厳
し
く
な
る
と
そ
の
時
に
思
い
ま
し
た
。

　
来
年
ま
で
は
通
常
に
戻
ら
な
い
と
い
う
危
機

感
が
あ
り
、
お
客
さ
ん
が
減
る
の
は
目
に
見
え

て
い
た
の
で
、
と
に
か
く
コ
ス
ト
削
減
に
尽
力

し
ま
し
た
。
3
月
は
ま
だ
観
光
客
の
予
約
が
残

っ
て
い
ま
し
た
が
、
勘
の
い
い
人
は
自
分
で
キ

ャ
ン
セ
ル
し
て
き
ま
し
た
。
4
月
は
大
体
キ
ャ

ン
セ
ル
に
な
り
ま
し
た
が
、
悩
ん
で
い
る
人
に

対
し
て
は
、
「
無
理
し
て
行
か
な
い
で
く
だ
さ

い
」
と
伝
え
、
島
か
ら
自
粛
要
請
が
出
た
時
に

は
完
璧
に
抑
え
よ
う
と
思
い
、
お
客
さ
ん
全
員

に
「
行
か
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
連
絡
し
ま
し

た
。

　
す
ご
く
嬉
し
い
の
は
、
小
笠
原
は
リ
ピ
ー
タ

ー
や
島
が
好
き
な
人
が
現
状
を
理
解
し
て
く
れ

る
の
で
、
す
ぐ
キ
ャ
ン
セ
ル
し
て
く
れ
る
。
他

の
旅
行
会
社
か
ら
入
っ
て
く
る
お
客
さ
ん
と
は

直
接
話
せ
な
い
の
で
、
一
生
懸
命
、
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
を
く
ど
き
落
と
し
て
、
最
後
ま
で
粘
っ
て

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、
送
客
ゼ
ロ
に
し
ま

し
た
。
お
か
げ
で
5
、
6
月
の
売
り
上
げ
は
去

年
比
1
0
0
%
減
で
す
が
、
島
に
コ
ロ
ナ
を
入

れ
て
し
ま
っ
た
ら
大
変
な
の
は
目
に
見
え
て
い

た
の
で
、
う
ち
の
役
目
だ
と
思
っ
て
必
死
に
や

り
ま
し
た
。

　
小
笠
原
の
場
合
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
も
誰
が

持
っ
て
き
た
か
わ
か
る
の
で
、
う
ち
の
お
客
さ

ん
か
ら
絶
対
入
れ
な
い
ぞ
と
い
う
気
持
ち
も
あ

り
ま
し
た
。
自
分
た
ち
も
感
染
し
な
い
よ
う
外

出
は
控
え
る
よ
う
に
、
気
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　
小
笠
原
は
台
風
で
欠
航
に
な
る
こ
と
も
よ
く

あ
り
、
お
客
さ
ん
全
員
に
連
絡
し
て
事
情
を
説

明
し
て
旅
行
を
取
り
や
め
て
も
ら
う
こ
と
に
私

た
ち
も
慣
れ
て
い
た
の
で
、
す
ぐ
に
こ
う
い
う

し
、
平
常
に
戻
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
民
間
で
は
7
月
1
日
か
ら

営
業
再
開
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

寺
崎
　
一
気
に
臨
戦
態
勢
に
入
っ
た
変
わ
り
目

が
緊
急
事
態
宣
言
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

松
本
　
遠
い
別
の
世
界
の
話
だ
と
思
っ
て
い
た

の
に
東
京
以
外
の
地
域
で
も
感
染
者
が
出
て
き

た
。
こ
れ
は
広
が
っ
て
行
く
ん
だ
、
今
に
も
入

り
込
ん
で
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
危
機
感

が
そ
の
あ
た
り
か
ら
強
ま
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
そ
う
し
た
危
機
感
は
、
観
光
業
者
、
住

民
、
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
も
み
な
同
じ

よ
う
な
感
覚
で
し
ょ
う
か
。

松
本
　
観
光
業
者
は
、
急
激
に
キ
ャ
ン
セ
ル
が

出
て
き
た
の
で
、
世
の
中
の
動
き
が
止
ま
っ
て

い
く
ん
だ
ろ
う
と
肌
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。
観

光
業
に
関
わ
ら
な
い
人
は
意
外
と
他
人
事
の
よ

う
で
、
鹿
児
島
県
が
休
業
補
償
や
持
続
化
の
補

償
を
す
る
と
言
っ
た
時
に
、
観
光
協
会
が
行
政

に
「
4
、
5
月
は
90
%
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
て
い

る
ん
だ
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
と
こ
ろ
、
島
民
か

ら
「
そ
ん
な
ひ
ど
い
こ
と
に
な
っ
て
る
ん
で
す

か
」
と
い
う
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
4

月
、
5
月
は
ほ
ぼ
観
光
客
ゼ
ロ
と
い
う
こ
と
を

島
全
体
が
知
り
始
め
た
感
じ
で
す
。

　
町
長
も
観
光
を
重
要
視
し
て
い
る
の
で
な
ん

と
か
し
な
き
ゃ
と
い
う
思
い
は
あ
っ
た
ん
で
す

ね
。
た
だ
、
鹿
児
島
県
を
通
り
越
し
て
屋
久
島

町
に
来
て
く
だ
さ
い
と
は
言
え
な
い
の
で
、
県

の
動
き
に
合
わ
せ
る
形
で
ど
の
段
階
で
解
除
す

る
か
、
検
討
し
ま
し
た
。

寺
崎
　
東
京
は
日
常
生
活
が
ど
ん
ど
ん
変
化
し

怖
さ
を
実
感
し
た
け
ど
、
屋
久
島
で
は
観
光
業

が
島
民
に
そ
れ
を
伝
え
た
ん
で
す
ね
。
松
田
さ

ん
、
知
床
は
ど
う
だ
っ
た
ん
で
す
か
。

松
田
　
私
は
、
1
〜
3
月
は
他
県
へ
の
出
張
が

続
い
て
地
元
の
こ
と
を
十
分
に
把
握
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
1
月
中
旬
頃
か
ら
ま
ず

い
こ
と
に
な
る
と
思
い
ス
タ
ッ
フ
に
も
そ
う
話

し
て
い
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
実
感
を
持
っ

て
行
動
し
て
く
れ
な
い
状
況
で
し
た
。
他
の
地

域
で
「
今
年
は
大
変
な
こ
と
に
な
る
」
と
話
し

て
も
、
2
月
い
っ
ぱ
い
く
ら
い
ま
で
は
ピ
ン
と

来
て
な
い
感
じ
で
し
た
。

　
変
わ
っ
て
き
た
と
思
っ
た
の
は
3
月
に
入
っ

て
か
ら
。
知
床
で
は
お
葬
式
が
外
で
焼
香
の
み

と
い
う
形
に
な
り
、
気
に
し
始
め
る
人
が
増
え

た
と
感
じ
ま
し
た
。
た
だ
、
私
が
い
る
地
域
は

車
社
会
な
の
で
特
に
冬
は
町
を
歩
く
人
が
い
な

い
。
ど
こ
ま
で
外
出
自
粛
さ
れ
て
い
た
か
は
わ

か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　
観
光
関
係
の
動
き
を
振
り
返
る
と
、
地
域
と

し
て
の
話
し
合
い
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
で
す
ね
。

自
粛
し
よ
う
と
い
う
声
が
出
た
の
は
4
月
中
旬

く
ら
い
か
ら
で
、
そ
れ
ま
で
は
行
政
か
ら
自
粛

し
て
く
れ
と
い
っ
た
話
は
全
然
な
く
、
観
光
客

を
呼
び
込
も
う
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
。

国
立
公
園
内
の
各
施
設
を
閉
め
る
と
い
う
話
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
の
5
日
ほ
ど
前
に
、
駐
車
場
を
全
部
閉
鎖
す

る
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
行
政
側
に
町
民
と
対
話
し
て
欲
し
い

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
観
光
客
を
呼
ん
で
い
い

の
か
、
町
民
が
ど
う
思
っ
て
い
る
か
を
考
え
る

べ
き
だ
と
。
で
も
行
政
も
最
初
は
ピ
ン
と
来
て

い
な
か
っ
た
感
じ
が
し
ま
す
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
観
光
客
が
ゼ
ロ
で

は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
宿
は
2
軒
だ
け
開
け
て
い
て
、
あ
と
は

全
部
閉
ま
っ
て
い
た
。
5
月
中
旬
頃
か
ら
観
光

客
が
ぽ
つ
ぽ
つ
来
始
め
て
、
6
月
中
旬
は
少
し

動
き
出
し
て
い
る
感
じ
で
す
。

寺
崎
　
そ
の
間
、
一
番
何
を
気
に
し
て
い
ま
し

た
か
。

松
田
　
観
光
客
が
コ
ロ
ナ
を
こ
の
地
域
で
う
つ

し
て
し
ま
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
、

観
光
客
は
入
れ
ら
れ
な
い
。
観
光
客
が
持
ち
込

ん
だ
と
い
う
話
に
な
る
と
、
今
後
の
観
光
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
斜
里
町
の

中
心
部
で
も
3
月
下
旬
に
2
人
ほ
ど
感
染
者
は

出
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら
広
が
っ
て
は
い
な

い
で
す
。

行
政
よ
り
早
く
来
島
自
粛
を

出
し
た
小
笠
原
村
観
光
協
会

吉
井
　
僕
は
1
9
9
2
年
に
海
好
き
が
高
じ
て

小
笠
原
に
移
住
し
ま
し
た
。
マ
ル
ベ
リ
ー
は

2
0
0
0
年
に
創
業
し
、
今
年
3
月
で
20
周
年

に
な
り
ま
す
。

　
小
笠
原
の
2
〜
3
月
は
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
が
あ
り
、
山
歩
き
に
も
い
い
季
節
な
の

で
比
較
的
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
1
月
後
半
ま

で
は
特
に
影
響
は
な
く
、
2
〜
3
月
の
定
期
船

お
が
さ
わ
ら
丸
の
乗
船
客
数
は
、
2
〜
3
割
落

ち
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
以
外
に
も
色
々
な

ク
ル
ー
ズ
船
が
寄
港
し
ま
す
が
、
2
月
以
降
は

ず
っ
と
全
部
キ
ャ
ン
セ
ル
で
、
営
業
的
に
は
か

な
り
痛
い
状
況
で
す
。

吉
井
　
団
体
や
旅
行
会
社
は
個
人
客
よ
り
も
キ

ャ
ン
セ
ル
が
早
く
、
4
月
最
初
の
1
、
2
便
は

多
少
お
客
様
が
来
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降

か
ら
今
ま
で
ほ
ぼ
観
光
客
は
ゼ
ロ
で
す
。
定
期

便
の
乗
客
は
仕
事
の
方
と
島
民
が
そ
れ
ぞ
れ
数

十
人
、
他
に
、
3
便
以
上
の
長
期
滞
在
の
観
光

客
が
少
数
い
る
、
と
い
う
状
況
で
す
。

　
7
月
か
ら
来
島
自
粛
が
外
れ
ま
す
が
、
満
席

で
8
0
0
人
く
ら
い
の
定
期
船
を
7
〜
8
月
の

繁
忙
期
は
4
0
0
人
に
抑
え
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
夏
も
そ
ん
な
に
忙
し
く
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
。
7
〜
8
月
は
減
便
も
す
る
の
で
、
船
の
キ

ャ
パ
だ
け
み
て
も
来
島
者
は
例
年
の
半
分
に
な

る
で
し
ょ
う
。

寺
崎
　
小
笠
原
で
は
来
島
自
粛
要
請
を
、
先
に

観
光
協
会
が
出
し
、
少
し
遅
れ
て
村
が
出
し
ま

し
た
ね
。
行
政
が
先
に
出
す
方
が
一
般
的
な
の

に
、
観
光
協
会
が
先
だ
っ
た
の
は
ど
う
し
て
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。

吉
井
　
主
導
は
父
島
の
観
光
協
会
で
、
私
は
ホ

エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
の
会
長
と
し
て
観

光
協
会
か
ら
打
診
を
受
け
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
協
会
、
商
工
会
と
父
島
・
母
島
の
観
光

協
会
の
4
団
体
が
合
意
し
て
来
島
自
粛
を
出
し

ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
観
光
協
会
の
役
員
で
は
な
い
の
で
、
細
か
い

機
微
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
協
会
が
早
く
動
い

て
村
が
少
し
遅
れ
た
の
は
、
タ
イ
ミ
ン
グ
の
問

題
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
島
民
と
し
て
、

来
島
自
粛
要
請
を
出
す
こ
と
に
そ
ん
な
に
抵
抗

は
な
く
、
コ
ロ
ナ
感
染
者
を
入
れ
た
く
な
い
と

い
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
や
は
り
医
療

問
題
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

寺
崎
　
観
光
事
業
者
で
あ
る
前
に
、
自
分
た
ち

は
島
民
、
地
域
の
住
民
で
あ
る
と
い
う
意
識
が

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

地
域
や
事
業
の
状
況

松
本
　
屋
久
島
で
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
始
め

て
27
年
目
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
に
、
世
界
遺

産
に
な
る
と
い
う
大
き
な
変
化
を
経
験
し
ま
し

た
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
も
ま
た
屋
久
島
の
観
光
に

大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
で
し
ょ
う
。
3
月
ま

で
の
屋
久
島
は
、
割
と
人
ご
と
の
よ
う
な
感
じ

で
し
た
が
、
3
月
中
旬
く
ら
い
か
ら
「
島
に
感

染
者
が
入
っ
て
き
た
ら
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
」

と
い
う
危
機
感
が
、
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　
島
に
は
徳
洲
会
と
い
う
病
院
が
ひ
と
つ
あ
る

だ
け
。
ど
こ
か
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
ら
、

医
療
崩
壊
す
る
の
で
は
と
い
う
恐
怖
感
、
緊
張

感
の
よ
う
な
も
の
が
走
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う

中
で
鹿
児
島
県
が
緊
急
事
態
宣
言
に
応
じ
て
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
ま
で
自
粛
を
依
頼
し
、

休
業
要
請
が
あ
り
、
補
償
も
し
ま
す
と
言
っ
た

の
で
、
島
の
中
の
観
光
業
は
一
気
に
休
業
に
向

か
い
、
4
月
か
ら
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
か

け
て
観
光
客
を
受
け
入
れ
な
い
方
が
い
い
と
い

う
雰
囲
気
が
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
屋
久
島
で
は
感
染
者
が
出
て
い
な
い
こ
と
も

あ
り
、
島
の
人
た
ち
の
生
活
は
、
ス
ー
パ
ー
に

は
普
通
に
買
い
物
に
行
っ
た
り
、
自
粛
の
反
動

で
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
以
降
は
割
と
普
通
の

生
活
に
戻
っ
た
感
じ
で
し
た
。
た
だ
、
い
つ
も

と
決
定
的
に
違
う
の
は
、
観
光
客
が
全
く
い
な

い
。

　
と
り
あ
え
ず
6
月
19
日
ま
で
は
特
に
県
外
か

ら
の
来
島
は
自
粛
を
要
請
し
7
月
1
日
か
ら
は

全
て
の
地
域
の
お
客
様
を
受
け
入
れ
る
と
宣
言

吉
井
　
小
笠
原
村
の
場
合
は
、
観
光
事
業
者
に

特
定
せ
ず
、
村
民
の
中
で
収
入
が
減
っ
た
人
と

い
う
考
え
方
で
す
。
で
も
こ
の
期
間
に
収
入
が

減
っ
た
の
は
観
光
な
の
で
、
実
質
的
に
は
観
光

事
業
者
向
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

松
田
　
北
海
道
の
給
付
金
は
、
う
ち
の
事
務
所

は
対
象
外
で
し
た
。
町
は
色
々
支
援
策
を
考
え

て
く
れ
、
商
工
観
光
課
は
ガ
イ
ド
が
支
援
対
象

か
ら
抜
け
落
ち
て
い
る
と
い
う
認
識
は
持
っ
て

い
ま
し
た
。
た
だ
、
町
と
し
て
は
、
み
ん
な
が

困
っ
て
い
る
か
ら
、
み
ん
な
に
行
き
渡
る
よ
う

に
と
い
う
こ
と
で
、
斜
里
町
が
行
っ
た
の
は
水

道
料
金
の
免
除
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
会
談
後
に
斜
里
町
の
ガ
イ
ド
事
業
者
な
ど
を
対

象
と
し
た
ク
ー
ポ
ン
券
の
販
売
が
決
ま
っ
た
）

D
M
O
な
ど
観
光
地
域
経
営

に
必
要
な
取
り
組
み

寺
崎
　
松
崎
さ
ん
の
と
こ
ろ
は
地
域
限
定
の
旅

行
業
と
い
う
こ
と
で
、
あ
る
意
味
D
M
O
の
販

売
部
門
を
担
っ
て
い
る
よ
う
に
も
僕
に
は
見
え

ま
す
。
ご
本
人
に
そ
う
い
う
意
識
は
な
い
で
し

ょ
う
が
、
地
域
と
一
蓮
托
生
に
な
っ
て
や
ら
れ

て
い
て
い
る
の
で
す
が
、
観
光
協
会
と
松
崎
さ

ん
の
会
社
と
は
意
識
は
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。

松
崎
　
観
光
協
会
よ
り
前
に
う
ち
の
会
社
が
で

き
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
観
光

協
会
は
地
元
に
来
た
お
客
さ
ん
を
ど
う
す
る
か

と
い
う
こ
と
。
我
々
は
全
国
か
ら
小
笠
原
に
ど

う
人
を
集
め
る
か
で
、
分
業
は
で
き
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

寺
崎
　
今
、
他
の
観
光
地
で
は
D
M
O
が
コ
ロ

ナ
禍
の
後
を
見
据
え
て
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に
活
動

し
て
い
ま
す
が
、
吉
井
さ
ん
や
松
田
さ
ん
か
ら

見
て
D
M
O
や
地
域
限
定
の
旅
行
会
社
な
ど
に

も
っ
と
こ
う
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
は
あ
り
ま

す
か
。

吉
井
　
難
し
い
質
問
で
す
ね
。
小
笠
原
で
は
10

年
以
上
前
に
ラ
ン
ド
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
的
に
村
内

の
観
光
事
業
者
を
ま
と
め
る
ツ
ア
ー
デ
ス
ク
が

作
ら
れ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
が
解
散
し
て
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ラ
ン
ド
や
村
内
の
民
間
の
ラ
ン
ド
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
に
う
ま
く
波
及
し
ま
し
た
。
い
ま
は
、

村
の
中
に
P
R
部
門
を
担
当
す
る
観
光
局
が
で

き
て
い
ま
す
。

松
崎
　
ツ
ア
ー
デ
ス
ク
が
で
き
る
時
に
村
か
ら

相
談
を
受
け
ま
し
た
。
自
分
の
食
い
扶
持
を
あ

げ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
も
の
で
す
が
（
笑
）
、

宣
伝
は
村
が
や
っ
て
く
れ
た
方
が
信
用
度
が
大

き
い
の
で
あ
り
が
た
い
面
も
あ
り
ま
す
。
た
だ

お
客
さ
ん
を
受
け
る
の
は
、
う
ち
と
村
内
の
も

う
一
社
し
か
な
く
、
宣
伝
し
す
ぎ
る
と
船
も
宿

も
足
り
な
く
な
り
、
逆
に
断
る
仕
事
に
な
る
。

バ
ラ
ン
ス
が
す
ご
く
難
し
い
と
、
つ
く
づ
く
思

い
ま
す
。
小
笠
原
は
団
体
向
け
の
島
で
あ
り
ま

せ
ん
。
ひ
と
り
ふ
た
り
で
行
く
方
が
小
笠
原
ら

し
さ
を
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。
お
客
さ
ん
が

少
な
く
て
仕
方
な
く
団
体
を
入
れ
た
時
代
も
あ

り
ま
し
た
が
、
今
は
も
う
そ
ん
な
時
代
で
は
な

い
と
思
う
の
で
、
島
の
ガ
イ
ド
さ
ん
や
宿
を
結

ぶ
通
訳
と
し
て
の
立
場
を
強
化
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
松
本
さ
ん
と
松
田
さ
ん
に
お
伺
い
し
ま

す
。
D
M
O
や
観
光
協
会
の
よ
う
に
地
域
を
取

り
ま
と
め
て
発
信
す
る
人
た
ち
に
対
し
て
、
7

月
以
降
に
期
待
す
る
役
割
は
な
ん
で
し
ょ
う
。

松
本
　
屋
久
島
は
世
界
遺
産
で
人
気
が
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
い
て
い
た

け
れ
ど
、
実
質
的
に
観
光
客
は
20
万
人
ち
ょ
っ

と
で
す
。
こ
れ
で
観
光
と
し
て
の
経
済
が
そ
れ

な
り
に
動
い
て
い
た
ん
で
す
。 

　
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
「
と
り
あ
え
ず
屋

久
島
に
行
く
か
」
と
い
う
人
は
減
る
と
思
い
ま

す
。
飛
行
機
や
新
幹
線
な
ど
を
使
い
、
わ
ざ
わ

ざ
高
い
旅
費
を
払
っ
て
、
リ
ス
ク
を
感
じ
て
も

屋
久
島
に
来
て
く
れ
る
の
か
。
今
ま
で
の
よ
う

に
な
ん
と
な
く
ツ
ア
ー
で
募
っ
て
、
な
ん
と
な

く
人
を
か
き
集
め
て
来
る
時
代
で
は
な
く
な
っ

て
し
ま
う
と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
屋
久
島
に
行
き
た
い
」

と
い
う
人
は
来
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ど
う

い
う
人
た
ち
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
か
を
考
え

た
時
に
、
幅
広
く
た
く
さ
ん
数
を
集
め
る
の
で

は
な
く
、
確
実
に
屋
久
島
を
選
ん
で
く
れ
る
人

に
し
っ
か
り
と
情
報
を
提
供
し
て
ケ
ア
を
し
て

き
て
も
ら
う
と
。
逆
に
言
う
と
そ
う
い
う
人
た

ち
を
ち
ゃ
ん
と
大
事
に
で
き
る
受
け
入
れ
体
制

を
作
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
名

所
を
巡
る
旅
と
し
て
の
屋
久
島
で
は
な
く
、
居

住
や
生
活
も
含
め
た
島
で
の
滞
在
を
受
け
入
れ

る
。
今
ま
で
と
は
違
っ
た
価
値
観
で
島
の
良
さ

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

松
田
　
今
の
状
況
を
み
る
と
「
お
客
さ
ん
ど
ん

ど
ん
来
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
風
に
な
っ
て
き

ま
し
た
よ
ね
。
そ
う
し
た
中
で
の 

D
M
O 

の

役
割
は
何
な
の
か
。
今
回
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

あ
る
。
そ
う
し
な
い
と
観
光
事
業
が
持
続
可
能

に
行
え
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

松
田
　
そ
う
思
い
ま
す
。
知
床
が
世
界
遺
産
登

録
に
向
け
て
動
き
出
し
た
時
は
漁
師
の
人
た
ち

は
最
初
は
反
対
し
ま
し
た
。
海
域
ま
で
世
界
遺

産
エ
リ
ア
に
さ
れ
て
し
ま
う
と
漁
業
活
動
が
制

約
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
す
る
と
観
光

な
ん
て
、
と
い
う
話
が
出
て
き
ま
し
た
。
世
界

遺
産
に
な
っ
て
も
漁
業
活
動
が
規
制
さ
れ
て
は

い
な
い
の
で
す
が
。
地
域
の
人
た
ち
の
理
解
と

協
力
が
な
け
れ
ば
持
続
的
な
観
光
は
成
り
立
ち

ま
せ
ん
。
仕
事
だ
け
で
な
く
普
段
の
生
活
の
中

で
も
周
り
の
人
達
に
助
け
て
も
ら
っ
て
、
そ
れ

で
成
り
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
か
ら
。

寺
崎
　
住
民
の
人
た
ち
の
健
康
、
つ
ま
り
安
心

で
安
全
な
生
活
を
考
え
な
い
観
光
は
あ
り
得
な

い
と
。
小
笠
原
も
か
つ
て
は
漁
業
が
主
流
で
し

た
ね
。

吉
井
　
こ
の
間
に
、
漁
協
の
組
合
長
に
聞
い
た

ら
、
小
笠
原
の
魚
は
基
本
東
京
方
面
に
出
荷
す

る
ん
で
す
が
、
影
響
の
少
な
い
魚
種
に
変
更
し

た
の
で
、
そ
ん
な
に
漁
業
に
は
影
響
は
出
て
い

な
い
と
言
っ
て
ま
し
た
。
島
内
の
飲
食
店
に
出

す
よ
う
な
魚
は
控
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
農
業

で
は
、
今
の
時
期
だ
と
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ

が
か
な
り
売
れ
ま
す
が
、
観
光
客
が
い
な
い
の

で
送
料
無
料
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
し
て
、
通
販

で
買
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
策
を
練
っ
て
い
ま
す

ね
。

寺
崎
　
松
崎
さ
ん
が
気
に
さ
れ
て
い
る
の
は
地

域
の
人
や
既
存
産
業
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

松
崎
　
そ
う
で
す
ね
。
小
さ
な
島
な
の
で
、
観

光
以
外
の
知
り
合
い
も
い
る
の
で
、
そ
う
い
う

人
の
声
も
聞
き
ま
す
。
何
か
あ
っ
た
ら
、
東
京

な
ら
医
療
崩
壊
で
す
が
、
島
で
は
社
会
全
体
が

崩
壊
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
が
脳

裏
に
あ
り
ま
す
。
歴
史
的
に
み
る
と
、
島
が
ア

メ
リ
カ
か
ら
返
還
さ
れ
て
す
ぐ
に
観
光
は
始
ま

っ
て
い
る
の
で
、
島
民
や
他
産
業
の
人
か
ら
観

光
に
対
す
る
拒
否
反
応
は
小
さ
い
と
思
い
ま
す

が
。

寺
崎
　
松
本
さ
ん
は
そ
れ
ま
で
地
域
の
自
然
や

生
活
文
化
を
直
接
の
素
材
と
し
た
観
光
で
食
べ

て
い
る
人
が
い
な
い
中
で
、
屋
久
島
で
は
パ
イ

オ
ニ
ア
と
し
て
あ
ら
た
な
観
光
を
開
拓
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
風
当
た
り
も
強
か
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
住
民
と
し
て
永
く
暮
ら
し
て
き
た
中
で
、

観
光
と
住
民
と
の
か
か
わ
り
が
変
わ
っ
て
き
た

よ
う
に
見
え
ま
す
が
。

松
本
　
若
い
ガ
イ
ド
さ
ん
の
方
が
結
構
神
経
質

に
な
っ
て
る
な
と
感
じ
ま
す
。
観
光
業
で
食
べ

て
い
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
の
意
識
は
か
な
り

違
い
ま
す
が
、
観
光
業
で
食
べ
て
い
る
中
で
も

ガ
イ
ド
さ
ん
は
「
危
機
感
が
あ
る
な
ら
や
め
た

方
が
い
い
」
と
あ
っ
さ
り
と
状
況
を
受
け
入
れ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
な
ん
で
だ
ろ
う

と
思
っ
た
の
で
す
が
、
ホ
テ
ル
な
ど
は
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
が
か
か
る
け
ど
、
個
人
ガ
イ
ド
で

は
そ
ん
な
に
か
か
ら
な
い
。
バ
イ
ト
に
出
た
り

し
て
何
と
か
食
い
つ
な
い
で
い
る
ん
で
す
ね
。

な
の
で
無
理
し
て
お
客
さ
ん
を
入
れ
な
く
て
も

い
い
。
小
さ
な
子
供
が
い
る
ガ
イ
ド
は
自
分
が

コ
ロ
ナ
に
感
染
す
る
危
機
に
晒
さ
れ
た
く
な
い
。

自
分
を
守
る
た
め
に
ガ
イ
ド
を
控
え
る
こ
と
に

抵
抗
が
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
き
な
ホ

テ
ル
は
危
機
感
も
あ
る
け
れ
、
周
り
か
ら
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
っ
て
自
分
か
ら
や
る
と
は
言

え
な
い
。
県
や
町
の
要
請
も
あ
る
の
で
赤
字
を

抱
え
て
も
休
業
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
当
然
あ
り

ま
す
。
持
続
化
給
付
金
は
個
人
の
ガ
イ
ド
さ
ん

も
1
0
0
万
円
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
さ

ん
に
は
あ
り
が
た
い
額
で
す
が
大
き
な
ホ
テ
ル

か
ら
す
れ
ば
全
然
足
り
な
い
額
で
す
。
そ
の
辺

の
感
覚
が
だ
い
ぶ
違
う
と
思
い
ま
す
ね
。

ガ
イ
ド
業
へ
の
支
援
策

寺
崎
　
補
助
金
の
話
が
出
ま
し
た
。
松
田
さ
ん
、

北
海
道
で
は
ガ
イ
ド
は
事
業
者
と
し
て
の
制
度

的
な
位
置
づ
け
が
不
明
瞭
で
手
続
き
が
難
し
い

と
い
う
記
事
を
見
ま
し
た
が
。

松
田
　
国
の
持
続
化
給
付
金
は
そ
れ
ほ
ど
難
し

い
こ
と
は
な
い
で
す
が
支
援
対
象
に
は
な
っ
て

な
か
っ
た
。

寺
崎
　
こ
う
い
う
状
況
で
、
業
態
と
し
て
国
や

行
政
と
会
話
で
き
る
産
業
が
あ
る
一
方
で
、
皆

さ
ん
の
仕
事
は
地
域
や
行
政
か
ら
ど
の
よ
う
に

見
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
点
に
も
、

今
回
学
ぶ
べ
き
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
と
思
っ
た
の

で
す
が
。

吉
井
　
東
京
都
の
休
業
要
請
は
店
舗
に
協
力
金

50
万
円
が
出
ま
す
が
、
店
舗
が
な
く
て
も
遊
漁

船
や
ボ
ー
ト
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
認
め
ら

れ
ま
す
。
う
ち
も
数
年
前
に
事
務
所
を
閉
め
て

自
宅
に
戻
り
ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
状
態
だ
と

協
力
金
は
も
ら
え
な
い
で
す
ね
。
持
続
化
給
付

金
と
10
万
円
、
あ
と
は
小
笠
原
村
の
給
付
金
の

3
つ
が
、
い
た
だ
け
る
形
で
す
。

寺
崎
　
僕
が
思
う
ほ
ど
、
社
会
の
中
で
ガ
イ
ド

業
が
他
の
観
光
事
業
と
違
う
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
ん
で
す
ね
。

松
本
　
屋
久
島
は
、
県
と
町
で
全
然
対
応
が
違

っ
た
ん
で
す
ね
。
県
は
吉
井
さ
ん
が
言
っ
た
よ

う
に
、
店
舗
や
施
設
が
あ
る
と
こ
ろ
に
休
業
要

請
を
し
て
補
償
す
る
の
で
、
う
ち
は
事
務
所
が

あ
り
、
資
源
な
ど
の
紹
介
も
し
て
い
る
の
で
展

示
ス
ペ
ー
ス
と
い
う
こ
と
で
申
請
で
き
ま
し
た
。

ダ
イ
ビ
ン
グ
シ
ョ
ッ
プ
は
店
舗
が
あ
っ
て
ス
ク

ー
ル
を
し
て
い
る
と
言
っ
た
け
ど
、
最
初
は
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
ダ
イ
ビ
ン
グ
シ

ョ
ッ
プ
で
事
務
所
を
持
た
な
い
ガ
イ
ド
は
当
然

対
象
外
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
町
の
助
成
金
は
、
ガ
イ
ド
に
関
し

て
は
町
条
例
と
し
て
の
ガ
イ
ド
登
録
制
度
が
あ

る
の
で
、
最
初
は
こ
の
制
度
に
登
録
し
て
い
る

ガ
イ
ド
に
限
定
す
る
の
で
は
と
心
配
し
て
い
た

の
で
す
が
、
意
外
と
お
お
ら
か
で
、
観
光
協
会

に
所
属
し
て
い
れ
ば
い
い
と
か
、
事
業
者
組
合

が
証
明
す
れ
ば
い
い
と
言
っ
た
形
で
広
く
対
象

に
な
り
ま
し
た
。
屋
久
島
町
は
町
条
例
に
し
て

い
る
く
ら
い
な
の
で
、
ガ
イ
ド
を
ち
ゃ
ん
と
認

め
て
い
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
非
常
に
良
か

っ
た
。
逆
に
県
は
、
そ
こ
ま
で
認
め
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
違
い
が
非
常
に
よ
く
見
え
ま
し
た

ね
。

寺
崎
　
と
て
も
面
白
い
事
例
で
す
。
ガ
イ
ド
制

度
に
つ
い
て
も
、
実
情
に
応
じ
て
現
場
で
仕
組

み
を
作
る
。
そ
の
有
効
性
が
示
さ
れ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

松
本
　
屋
久
島
町
の
考
え
方
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
は
観
光
立
島
だ
と
い
う
中
で
ガ
イ
ド
は
非
常

に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
が

あ
る
。
ガ
イ
ド
さ
ん
に
対
し
て
し
っ
か
り
ケ
ア

し
た
い
と
い
う
姿
勢
が
見
え
ま
し
た
。
今
ま
で

ガ
イ
ド
業
界
と
し
て
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
き
た

成
果
だ
と
思
い
ま
し
た
。

松
崎
　
観
光
を
意
味
す
る
サ
イ
ト
シ
ー
イ
ン
グ

の
シ
ー
イ
ン
グ
に
は
ル
ッ
キ
ン
グ
で
は
な
く

「
見
る
」「
知
る
」「
会
う
」
と
い
う
意
味
が
あ

り
、
こ
の
3
つ
を
う
ま
く
融
合
し
て
初
め
て
観

光
と
言
え
る
の
か
な
と
常
々
に
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
経
験
で
、
お
客
さ
ん
は
、
観
光
地
の
こ

と
を
考
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し

た
。
島
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
が
売
れ
な
い

と
聞
い
た
の
で
、
う
ち
の
方
で
売
り
出
し
た
ら
、

小
笠
原
の
こ
と
が
心
配
だ
と
い
う
お
客
さ
ん
が

何
か
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
3
8
0
箱
も
買
っ

て
く
れ
た
ん
で
す
。
観
光
と
言
っ
て
も
行
く
だ

け
で
な
く
、
島
の
も
の
を
お
客
さ
ん
と
う
ま
く

結
び
つ
け
る
の
も
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
仲
人
や
通
訳
の
よ

う
に
島
の
人
と
お
客
さ
ん
が
何
を
欲
し
が
っ
て

い
る
か
を
う
ま
く
結
ん
で
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な

立
場
に
な
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
井
　
気
づ
い
た
こ
と
が
3
点
あ
り
ま
す
。
1

つ
は
日
本
各
地
に
あ
る
小
笠
原
の
よ
う
に
医
療

面
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
コ
ロ
ナ
フ
リ
ー
・
リ
ス

ク
ゼ
ロ
の
た
め
に
閉
め
る
と
い
う
対
応
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
、
い
ず
れ
は
制
限
を
緩
め
て
い

く
。
リ
ス
ク
ゼ
ロ
で
は
な
く
な
っ
た
先
が
全
く

見
え
ず
、
未
知
数
の
怖
さ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

 

2
点
目
は
、
観
光
は
、
お
土
産
や
農
産
物
な

ど
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
、
多
く
の
人
が
観
光
の
大
事
さ
を
感

じ
て
く
れ
た
と
思
う
の
で
、
よ
り
皆
さ
ん
と
連

携
し
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
3
点
目
は
ガ
イ
ド
に
関
し
て
。
お
客
さ
ん
と

直
接
接
す
る
仕
事
な
の
で
、
非
常
に
密
に
な
り

や
す
い
。
仲
良
く
な
る
ほ
ど
握
手
し
た
り
、
ハ

グ
し
た
り
と
距
離
感
も
近
く
な
り
ま
す
。
場
合

に
よ
っ
て
は
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
に
手
を
添
え
た

り
す
る
。
今
後
の
対
応
が
不
安
で
す
。

松
本
　
僕
も
東
日
本
大
震
災
の
時
は
気
仙
沼
に

行
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
り
し
ま
し

た
が
、
今
回
は
全
国
民
が
被
災
し
た
ん
で
す
よ

ね
。
今
ま
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
助
け
て
あ
げ

よ
う
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う
で
は
な
く

て
、
み
ん
な
が
助
け
合
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

立
場
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
す
ご
く

大
き
な
意
識
の
変
化
を
生
ん
だ
の
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
自
然
と
い
う
の
は
、
地
震
も
そ
う
で
す
し
、

今
回
の
ウ
イ
ル
ス
も
そ
う
で
す
が
、
抗
え
な
い

理
不
尽
な
試
練
を
与
え
て
く
る
。
そ
の
時
に

我
々
が
、
そ
こ
で
ど
う
対
応
す
る
か
が
問
わ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
も

う
腹
を
く
く
る
し
か
な
い
と
い
う
の
が
信
念
と

し
て
あ
り
ま
す
。
下
手
に
抗
っ
て
も
太
刀
打
ち

で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
ん
だ
と
。
自
然
を
見
て

い
る
人
な
ら
、
き
っ
と
そ
こ
は
感
じ
る
壁
み
た

い
な
も
の
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

　
腹
く
く
っ
た
次
に
あ
る
の
は
、
転
換
。
切
り

替
え
て
い
く
覚
悟
が
生
ま
れ
る
。
屋
久
島
に
観

光
に
来
て
く
れ
る
人
の
質
が
変
わ
っ
て
く
る
。

だ
っ
た
ら
屋
久
島
の
観
光
を
こ
う
い
う
風
に
変

え
て
い
こ
う
ぜ
と
、
覚
悟
を
決
め
て
島
の
観
光

を
新
た
に
作
り
直
し
て
い
く
。
こ
れ
が
僕
は
復

興
な
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。

　
復
興
と
い
う
の
は
、
決
し
て
復
元
で
は
な
い
。

元
に
戻
す
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
て
、
新
た
に

起
こ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
つ
ま
り

変
わ
っ
た
環
境
の
中
で
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考

え
て
覚
悟
を
も
っ
て
興
こ
し
て
い
く
こ
と
が
復

興
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
は
被
災
地
で

復
興
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
復
興
は
元
に

戻
す
こ
と
で
は
な
い
ん
だ
と
今
回
す
ご
く
感
じ

ま
し
た
。
今
後
、
屋
久
島
の
観
光
を
含
め
た
産

業
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
覚
悟
を
持
っ
て
、
こ

れ
か
ら
来
る
第
2
波
、
第
3
波
に
備
え
、
何
年

も
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
次
の
屋
久
島

を
構
築
し
て
い
く
、
復
興
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

寺
崎
　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
皆
さ
ん
と
実
際
に
お
会
い
し
て
お
話
で

き
る
機
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ら
が
集
ま
っ
て
、
ど
う
し
て
い
く
べ
き
か
を
話

し
合
う
場
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
D
M
O
に
求

め
る
か
ど
う
か
で
す
が
、
で
き
れ
ば
そ
う
い
う

場
所
と
か
、
人
を
集
め
る
役
割
が
す
ご
く
重
要

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
知
床
は
、
横
を
見
な
が
ら
な
ん
と
な

く
の
雰
囲
気
で
自
粛
し
、
各
自
が
決
め
て
い
っ

た
感
じ
で
す
。
今
も
何
か
を
解
除
し
て
お
客
さ

ん
来
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
す
が
、
な
ん
と
な
く
み
ん
な
が
集
客
し

始
め
て
い
る
感
じ
で
す
。
で
も
今
後
を
考
え
る

と
、
い
っ
ぺ
ん
に
来
て
し
ま
う
よ
り
、
少
し
ず

つ
観
光
客
を
入
れ
て
、
観
光
客
が
来
る
こ
と
に

地
域
の
人
た
ち
が
慣
れ
て
い
く
期
間
が
必
要
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
ど

ん
ど
ん
集
め
る
の
で
は
な
く
、
様
子
を
見
な
が

ら
集
め
た
方
が
い
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

松
崎
「
観
光
客
に
慣
れ
る
」
と
い
う
の
は
、
や

は
り
重
要
で
す
。
東
京
と
か
内
地
は
、
経
済
活

動
が
か
な
り
動
き
は
じ
め
、
隣
に
人
が
来
て
も

マ
ス
ク
し
て
い
れ
ば
安
心
と
い
う
気
持
ち
で
す

が
、
島
の
人
た
ち
は
ま
だ
知
ら
な
い
人
と
会
う

こ
と
す
ら
怖
が
っ
て
い
る
。
7
月
で
乗
船
客
が

今
ま
で
の
40
〜
50
人
か
ら
一
気
に
10
倍
の

4
0
0
人
く
ら
い
に
な
る
。
最
初
は
怖
が
り
な

が
ら
接
し
て
い
る
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て

く
る
と
思
う
の
で
、
そ
の
後
に
島
の
人
か
ら

「
も
う
少
し
お
客
さ
ん
呼
ん
で
よ
」
と
か
、

「
も
う
少
し
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
」
と
い
う
声

が
聞
こ
え
て
く
る
と
、
送
り
ま
す
ね
と
言
え
る
。

行
政
な
り
観
光
協
会
で
、
島
の
人
が
少
し
ず
つ

慣
れ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
、
受
け
入
れ
た
後

も
反
省
と
か
対
策
な
ど
を
話
し
合
い
、
「
こ
こ

ま
で
だ
っ
た
ら
安
心
」
と
な
れ
ば
、
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
で
お
客
さ
ん
の
受
け
入
れ
も
で
き
る
の
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
島
の
人
た
ち
は
多
分
1
月
頃
の
東
京
ぐ
ら
い

の
状
態
な
の
で
、
シ
ー
ル
ド
を
か
ぶ
っ
て
い
る

人
が
町
の
中
に
い
る
光
景
も
知
り
ま
せ
ん
。
そ

う
い
う
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
よ
う
な
話
し
合
い

を
徐
々
に
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
し
、
そ
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
調
整
す
る
の
が
自
分
の
会
社
の
役

割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
僕
が
思
っ
た
の
は
、
本
来
D
M
O
は
、

外
か
ら
来
る
人
と
、
地
域
の
中
で
活
動
す
る
人

と
の
距
離
感
を
う
ま
く
調
整
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
よ
く
観
光
地
経
営
と
か

言
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
、
集

客
す
る
だ
け
が
経
営
で
は
な
く
、
ブ
レ
ー
キ
、

つ
ま
り
生
産
調
整
や
、
ど
う
い
う
パ
ー
ツ
か
ら

出
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
地
域
の
中
で
協

議
し
、
み
ん
な
の
理
解
を
得
な
が
ら
や
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
経
験
か
ら
学
ぶ
こ
と

寺
崎
　
皆
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が
、

現
場
か
ら
み
て
、
持
続
可
能
な
観
光
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
、
そ
の
実
現
に
は
何
を
す
べ
き

か
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

松
田
　
自
分
た
ち
も
移
動
で
き
な
い
の
で
、
ど

う
や
っ
て
人
と
情
報
交
換
を
し
た
り
、
話
し
合

い
を
す
る
か
に
悩
み
ま
し
た
、
特
に
、
意
見
を

集
約
し
て
、
国
な
ど
に
届
け
る
方
法
を
私
た
ち

は
持
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
業

を
持
続
可
能
に
行
う
た
め
に
は
、
業
界
団
体
を

作
る
必
要
性
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

松
崎
　
日
本
は
も
う
右
肩
上
が
り
の
成
長
で
は

な
い
の
で
、
お
客
さ
ん
を
ど
ん
ど
ん
送
る
と
い

う
考
え
は
捨
て
て
、
島
を
気
に
入
っ
た
お
客
さ

ん
に
何
回
も
来
て
も
ら
う
と
か
、
長
く
滞
在
し

て
も
ら
う
。
旅
行
と
い
う
よ
り
長
期
滞
在
と
か
、

自
分
の
新
し
い
故
郷
を
作
る
よ
う
な
形
で
、
う

ま
く
地
域
と
溶
け
合
う
よ
う
な
も
の
、
観
光
と

い
う
言
葉
が
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
か
わ
か
ら

な
い
け
ど
、
新
し
い
も
の
に
な
る
の
か
な
と
い

う
気
が
し
て
い
ま
す
。
徐
々
に
現
場
か
ら
変
わ

っ
て
い
き
、
最
後
に
大
き
な
流
れ
に
な
れ
ば
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

松
本
　
観
光
と
い
う
も
の
自
体
の
考
え
方
が
、

観
光
客
も
観
光
業
者
も
変
わ
っ
て
い
く
ん
だ
と

思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
お
金
を
落

と
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
と
い
う
時
代
は
終
わ
り
、

思
い
が
あ
っ
て
、
そ
の
地
域
を
自
分
の
故
郷
の

よ
う
に
思
い
、
最
終
的
に
は
そ
こ
に
住
ん
で
し

ま
お
う
と
い
う
よ
う
な
つ
な
が
り
が
で
き
る
。

そ
う
し
た
も
の
を
観
光
と
し
て
位
置
付
け
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
。

　
今
回
、
テ
レ
ワ
ー
ク
で
き
る
人
た
ち
が
い
る

こ
と
も
わ
か
っ
た
の
で
、
そ
う
い
う
人
た
ち
が

都
会
を
離
れ
、
自
然
環
境
の
中
で
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
な
仕
事
が
で
き
る
と
い
う
の
も
考
え
ら
れ

る
。
都
会
と
地
域
が
結
び
つ
い
て
繋
が
っ
て
い

く
こ
と
が
観
光
だ
と
い
う
時
代
に
な
る
と
い
い

と
思
い
ま
す
。

吉
井
　
ワ
ゴ
ン
車
に
9
人
乗
せ
て
い
た
の
を
減

ら
す
。
繁
忙
期
に
受
け
入
れ
を
制
限
し
な
い
と

い
け
な
く
な
る
。
そ
う
す
る
と
自
ず
と
一
人
当

た
り
の
単
価
を
上
げ
る
方
向
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
。
そ
う
で
き
る
と
い
う
決
断
を
今
は
で
き

て
い
な
い
で
す
が
、
そ
う
い
う
方
向
に
な
る
の

か
な
と
思
い
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
や
は
り
直
接
行
っ
た
り
人
に
会
う
体

験
は
全
然
違
う
。
コ
ロ
ナ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

観
光
と
い
う
の
は
人
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
、

人
と
向
き
合
う
こ
と
だ
と
考
え
な
が
ら
、
や
り

続
け
る
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
は
最
後

に
お
聞
き
し
た
い
こ
と
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
の

経
験
か
ら
私
た
ち
は
何
を
学
ぶ
べ
き
で
し
ょ
う
。

観
光
業
に
限
ら
ず
、
ど
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
感

じ
取
り
、
観
光
振
興
に
お
い
て
ど
う
意
識
し
て

今
後
行
動
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
。

松
田
　
正
直
、
努
力
し
て
頑
張
っ
て
も
勝
て
な

い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
実
際
、

マ
ス
ク
や
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
対
策
用
は
準
備

し
て
い
ま
し
た
が
、
解
決
策
に
は
な
ら
な
か
っ

た
。
今
ま
で
も
あ
る
程
度
は
予
想
し
て
い
ま
し

た
。
観
光
を
や
っ
て
い
る
上
で
、
自
然
災
害
、

洪
水
や
地
震
、
こ
う
し
た
感
染
症
は
5
〜
10
年

に
1
回
は
訪
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

人
生
の
中
で
、
か
な
り
大
き
な
こ
と
が
起
き
る

だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
歴
史
を
振
り
返
り
な
が

ら
想
像
は
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
会
社
と
し

て
も
準
備
は
し
て
い
た
け
れ
ど
、
準
備
不
足
だ

っ
た
。
こ
う
い
う
こ
と
に
耐
え
る
た
め
に
、
財

務
面
を
ど
う
立
て
直
す
の
か
が
悩
み
で
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
、
会
社
と
し
て
の
体
力
を
き

ち
ん
と
つ
け
て
お
か
な
い
と
ダ
メ
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
1
年
以
内
で
は
終
わ
ら
な
い
。
そ
の

中
で
ど
う
や
っ
て
持
続
的
に
観
光
を
進
め
て
い

く
か
に
つ
い
て
の
答
え
は
出
て
い
ま
せ
ん
。
長

期
的
に
解
決
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
寺
崎
）今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
か
ら
私
た
ち
は
何
を
学
ぶ
べ
き
で
し
ょ
う
。

（
松
本
）腹
を
く
く
る
。

く
く
っ
た
先
に
あ
る
の
は
、転
換
。

覚
悟
を
決
め
て
観
光
を
新
た
に
作
り
直
し
て
い
く
。

5

（
有
）屋
久
島
野
外
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー（
Y
N
A
C
）代
表
取
締
役
。1
9
5
7
年
神

戸
市
生
ま
れ
。1
9
8
7
年
10
月
屋
久
島
に
移
住
。同
年
ダ
イ
ビ
ン
グ
シ
ョ
ッ
プ「
ワ
ン

ダ
ー
ラ
ン
ド
ダ
イ
バ
ー
ス
」開
業
。1
9
9
3
年
Y
N
A
C
を
創
立
、現
在
に
至
る
。屋

久
島
ガ
イ
ド
連
絡
協
議
会・観
光
協
会
ガ
イ
ド
部
会・屋
久
島
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ

事
業
者
組
合
な
ど
の
立
ち
上
げ
に
か
か
わ
る
。日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
ガ
イ
ド
部

会
長
、屋
久
島
観
光
協
会
理
事
、岡
山
理
科
大
学
非
常
勤
講
師
。

松
本 

毅（
ま
つ
も
と
・
た
け
し
）

小
笠
原・父
島
陸
域
専
門
ガ
イ
ド「
マ
ル
ベ
リ
ー
」代
表
。大
阪
生
ま
れ
。北
海
道
大
学
農

学
部
林
産
学
科（
現・森
林
科
学
科
）卒
。数
年
間
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
の
後
、小
笠

原・父
島
に
移
住
、2
0
0
0
年
に「
マ
ル
ベ
リ
ー
」を
設
立
、現
在
に
至
る
。主
な
執
筆
に

「
原
色 

小
笠
原
の
魂
」（
分
担
執
筆
、小
笠
原
村
、2
0
1
8
年
）、世
界
自
然
遺
産
の
島

小
笠
原
諸
島
に
お
け
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開（
日
本
沿
岸
域
学
会
誌
第
27
巻
第
4

号
P
64
〜
P
70
、2
0
1
5
年
）な
ど
。

吉
井
信
秋（
よ
し
い
・
の
ぶ
あ
き
）

（
株
）知
床
ネ
イ
チ
ャ
ー
オ
フ
ィ
ス
代
表
取
締
役
。北
海
道
斜
里
町
生
ま
れ
。（
財
）日
本
野

鳥
の
会
、（
公
）知
床
財
団
を
経
て
、2
0
0
6
年
に（
株
）知
床
ネ
イ
チ
ャ
ー
オ
フ
ィ
ス
を

設
立
、現
在
に
至
る
。日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
理
事
、環
境
省
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。著
書
に「
知
床
の
自
然
保
護
」（
共
著
、北
海
道
新
聞
社
、2
0
1
0  

年
）、「
知
床
の
鳥
類
」（
共
著
、斜
里
町
／
北
海
道
新
聞
社
、1
9
9
9
年
）な
ど

松
田
光
輝（
ま
つ
だ
・
み
つ
き
）

（
株
）ナ
シ
ョ
ナ
ル
ラ
ン
ド
代
表
取
締
役
。1
9
7
3
年
伊
豆
大
島
生
ま
れ
。千
葉
県
市
川

市
で
育
つ
。幼
少
期
か
ら
小
笠
原
へ
の
往
来
を
重
ね
、日
本
大
学
商
学
部
卒
業
後
は
東

ア
ジ
ア
の
ラ
ン
ド
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
旅
行
業
を
学
び
、2
0
0
7
年
に（
株
）ナ
シ
ョ

ナ
ル
ラ
ン
ド
入
社
。2
0
1
1
年
に
創
業
者・松
崎
明
の
跡
を
継
ぎ
代
表
取
締
役
に
就

任
。世
界
自
然
遺
産
登
録
後
の
小
笠
原
観
光
の
変
化
を
経
験
す
る
中
で
、人
間
と
自
然

が
共
生
す
る
持
続
可
能
な
観
光
の
あ
り
か
た
を
模
索
中
。趣
味
は
全
国
の
城
郭
め
ぐ
り
。

松
崎
哲
哉（
ま
つ
ざ
き
・
て
つ
や
）

（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　理
事・観
光
地
域
研
究
部
長
）

寺
崎
竜
雄

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

オ
ン
ラ
イ
ン
座
談
会【
3
】
…
開
催
日
：
２
０
２
０
年
６
月
24
日

知床・小笠原・屋久島で考えた観光のゆくえ5

知
床
・小
笠
原
・

屋
久
島
で
考
え
た

観
光
の
ゆ
く
え
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行
動
が
と
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
も

特
段
苦
で
は
な
か
っ
た
で
す
。

　
7
月
か
ら
自
粛
要
請
が
解
除
さ
れ
、
送
客
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
行
政
が
来
て
も

良
い
と
言
っ
て
も
、
島
に
は
か
な
り
恐
れ
て
い

る
人
も
い
て
、
本
当
に
お
客
さ
ん
を
送
っ
て
い

い
か
ど
う
か
、
ま
だ
悩
ん
で
い
ま
す
。
お
客
さ

ん
も
悩
ん
で
い
て
、
予
約
の
時
に
「
本
当
に
行

っ
て
い
い
ん
で
す
か
」
と
聞
か
れ
ま
す
。
今
す

ぐ
と
言
わ
な
け
れ
ば
、
も
う
少
し
先
に
し
て
く

だ
さ
い
、
と
は
言
っ
て
い
ま
す
が
、
強
制
力
は

な
い
の
で
気
を
つ
け
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
と
伝

え
て
い
ま
す
。
東
京
で
も
今
日
感
染
者
が
55
人

出
て
い
ま
す
し
、
本
当
に
送
っ
て
い
い
か
、
難

し
い
立
場
だ
と
思
い
ま
す
。
逆
に
島
か
ら
「
も

う
一
ヶ
月
待
っ
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
た
方
が
楽

な
気
が
し
ま
す
。

寺
崎
　
お
客
様
を
送
る
旅
行
会
社
が
来
な
い
で

く
だ
さ
い
、
行
か
な
い
で
く
だ
さ
い
と
い
う
こ

と
を
直
接
語
り
か
け
て
い
る
と
い
う
話
は
、
今

回
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。
あ
る
面
で
は
、
観
光

協
会
、
D
M
O
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
地
域

密
着
型
の
企
業
で
す
。
屋
久
島
や
知
床
で
は
事

業
者
の
動
き
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

松
本
　
観
光
協
会
と
し
て
、
来
な
い
で
く
れ
と

要
請
し
て
ほ
し
い
と
い
う
話
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
僕
ら
も
事
業
者
と
し
て
ど
う
す
る
か
と

考
え
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
ま
で
は
新
規
予

約
は
断
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
入

っ
て
い
る
予
約
は
ど
う
し
よ
う
か
と
話
し
て
い

た
ら
、
こ
ち
ら
か
ら
キ
ャ
ン
セ
ル
を
お
願
い
す

る
前
に
、
お
客
様
か
ら
ど
ん
ど
ん
キ
ャ
ン
セ
ル

の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
宿
か
ら
キ
ャ
ン
セ
ル

す
る
と
言
っ
て
き
た
の
で
旅
行
を
取
り
や
め
ま

す
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
宿
は
結
構

気
に
し
て
い
た
み
た
い
で
す
。

　
キ
ャ
ン
セ
ル
し
な
い
人
も
少
し
い
ま
し
た
が
、

こ
ち
ら
か
ら
ど
う
す
る
か
を
聞
く
と
「
キ
ャ
ン

セ
ル
し
ま
す
」
と
。
本
人
も
悩
ん
で
い
て
、
き

っ
か
け
が
欲
し
か
っ
た
み
た
い
で
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
お
客
さ
ん
も
行
っ
て
い
い
か
迷
っ

て
い
た
の
で
、
何
と
し
て
も
や
め
て
く
れ
と
い

う
感
じ
で
は
な
か
っ
た
で
す
。

松
田
　
観
光
協
会
か
ら
は
自
粛
し
て
く
れ
と
い

う
要
請
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ホ
テ
ル
の
方

が
休
館
す
る
と
言
っ
て
く
れ
て
助
か
っ
た
と
こ

ろ
は
あ
り
ま
す
。
一
斉
に
休
館
し
た
の
で
は
な

く
大
き
な
宿
の
一
軒
が
休
館
す
る
と
言
い
、
周

り
も
続
く
と
い
う
形
に
な
っ
た
の
で
直
接
お
客

さ
ん
に
断
り
の
電
話
を
入
れ
ず
に
済
み
ま
し
た
。

　
私
も
お
客
さ
ん
を
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
断
る

か
ど
う
か
結
構
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
も
し
ホ
テ

ル
が
閉
め
な
け
れ
ば
断
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
観
光
業
者
み
ん
な
が
不
安
な
中
で
う
ち

が
先
に
「
自
粛
し
ま
す
」
と
出
し
て
し
ま
う
と
、

地
域
の
観
光
関
係
の
方
々
の
雰
囲
気
が
悪
く
な

る
と
言
う
か
、
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
と
い
う
危
惧

も
あ
り
ま
し
た
。
な
の
で
周
り
の
様
子
を
見
な

が
ら
最
終
的
に
決
め
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

松
本
　
屋
久
島
で
は
、
事
業
者
か
ら
ど
う
し
た

ら
い
い
の
か
と
い
う
声
が
出
て
き
ま
し
た
。
キ

ャ
ン
セ
ル
し
て
い
な
い
人
を
受
け
て
い
い
の
か
、

断
っ
た
方
が
い
い
の
か
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
に
向
け
て
、
県
が
休
業
要
請
を
し
て
き
て
、

町
自
体
が
観
光
客
受
け
入
れ
を
自
粛
し
ま
し
ょ

う
と
い
う
宣
言
を
出
し
た
の
で
、
お
客
さ
ん
に

は
「
町
と
県
が
こ
う
い
う
自
粛
を
要
請
し
て
い

る
の
で
、
申
し
訳
な
い
が
今
は
自
粛
し
て
く
だ

さ
い
」
と
言
え
る
よ
ね
と
、
お
互
い
励
ま
し
あ

い
ま
し
た
。
行
政
が
方
向
性
を
示
し
て
く
れ
た

の
は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

観
光
に
対
す
る

住
民
の
理
解
の
重
要
性

寺
崎
　
質
問
を
変
え
て
、
松
崎
さ
ん
の
悩
み
に

ど
う
答
え
ま
す
か
。
つ
ま
り
、
松
本
さ
ん
が
お

っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
行
政
か
ら
自
粛
要
請
が

あ
っ
た
の
で
お
客
さ
ん
に
言
い
や
す
か
っ
た
と

い
う
の
が
こ
の
4
、
5
月
の
状
況
で
す
が
、
6

月
19
日
か
ら
は
県
境
を
ま
た
い
だ
移
動
制
約
の

要
請
が
な
く
な
り
、
小
笠
原
も
7
月
か
ら
観
光

客
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
。

松
崎
　
観
光
業
以
外
の
人
た
ち
の
話
も
い
ろ
い

ろ
聞
く
と
、
子
ど
も
た
ち
を
観
光
客
に
近
寄
ら

せ
る
な
と
い
う
声
も
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
旅
行

業
は
送
る
の
が
仕
事
で
す
が
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
で

な
い
と
こ
ろ
に
お
客
さ
ん
を
送
っ
て
も
大
丈
夫

な
の
か
な
と
い
う
心
配
も
あ
り
ま
す
。

松
本
　
お
そ
ら
く
要
請
が
解
除
さ
れ
て
、
行
き

来
が
戻
る
と
、
き
っ
と
島
に
も
コ
ロ
ナ
は
来
る

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
医
療
面
、
隔
離
の

た
め
の
民
宿
の
確
保
な
ど
、
態
勢
が
だ
い
ぶ
整

っ
て
き
て
い
る
の
で
、
そ
の
時
に
は
今
ま
で
の

よ
う
に
パ
ニ
ッ
ク
に
な
ら
な
い
準
備
が
必
要
で

す
ね
。
今
の
ま
ま
全
く
の
無
傷
を
守
り
通
そ
う

と
い
う
の
は
、
か
な
り
精
神
的
に
も
経
済
的
に

も
し
ん
ど
い
の
で
、
い
ず
れ
入
っ
て
く
る
と
い

う
こ
と
を
前
提
に
対
策
し
て
い
く
こ
と
が
こ
れ

か
ら
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
行
政
も
医
療
関
係
者
も
、
今
ま
で
は
危
機
感

を
煽
っ
て
き
ま
し
た
が
、
時
間
か
け
て
一
生
懸

命
対
応
し
て
き
た
の
で
、
入
っ
て
く
る
と
い
う

前
提
か
ら
始
め
る
こ
と
が
重
要
で
し
ょ
う
。

松
田
　
私
も
い
ず
れ
は
コ
ロ
ナ
が
入
っ
て
く
る

と
思
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
準
備
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
私
た
ち
が
観
光
客
を
通
し

て
コ
ロ
ナ
を
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
か
と

い
う
と
、
歴
史
を
紐
解
け
ば
斜
里
町
の
ウ
ト
ロ

地
区
は
漁
業
中
心
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
漁
師

か
ら
す
れ
ば
観
光
客
は
邪
魔
者
で
し
た
。
今
は

観
光
も
大
事
だ
と
言
っ
て
く
れ
る
漁
師
さ
ん
も

増
え
て
き
た
の
で
、
そ
の
関
係
を
壊
し
た
く
な

い
。
漁
師
は
年
配
の
方
が
多
い
の
で
か
な
り
不

安
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
面
で
も
気

を
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
た
の
で
、
自
分
の
会
社
で
は
1
月
下
旬
に
マ

ス
ク
と
消
毒
ア
ル
コ
ー
ル
を
大
量
に
購
入
し
て
、

玄
関
の
ノ
ブ
や
ト
イ
レ
は
1
日
6
回
消
毒
し
て

い
ま
し
た
。

　
将
来
的
に
観
光
客
に
来
て
も
ら
う
た
め
の
条

件
の
一
つ
は
松
本
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う

に
何
か
あ
っ
た
時
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
態
勢

で
す
よ
ね
。
入
っ
て
く
る
の
は
時
間
の
問
題
だ

と
し
て
も
気
を
つ
け
る
と
い
う
雰
囲
気
を
作
る

し
か
な
い
。
い
ろ
ん
な
方
と
対
話
を
し
て
慣
れ

て
い
っ
て
も
ら
う
。
経
済
的
な
面
で
も
、
観
光

客
が
来
な
い
と
魚
が
安
い
、
売
れ
な
い
と
い
う

話
も
出
て
き
て
い
る
。
や
は
り
経
済
活
動
は
大

事
だ
と
い
う
こ
と
を
少
し
ず
つ
皆
さ
ん
実
感
し

て
い
る
。

寺
崎
　
松
田
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
い
て
、
観
光

振
興
が
持
続
的
で
あ
る
た
め
に
は
観
光
が
そ
の

ま
ち
に
と
っ
て
ど
う
い
う
位
置
づ
け
で
あ
り
、

観
光
以
外
の
人
達
か
ら
観
光
が
ど
う
い
う
風
に

思
わ
れ
て
い
る
か
を
気
に
か
け
て
い
く
必
要
が

先
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

吉
井
　
そ
う
で
す
。

松
本
　
屋
久
島
観
光
協
会
は
宣
言
は
出
さ
な
か

っ
た
け
ど
、
観
光
客
が
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
ん

だ
ら
、
ま
ず
自
分
た
ち
が
矢
面
に
立
つ
こ
と
に

な
る
と
い
う
危
機
感
か
ら
議
論
が
始
ま
り
ま
し

た
。
来
て
ほ
し
い
け
ど
、
そ
う
も
い
か
な
い
と

い
う
苦
悩
は
強
か
っ
た
。

寺
崎
　
な
ぜ
こ
の
話
を
突
っ
込
ん
で
聞
く
か
と

言
う
と
、
こ
れ
ま
で
観
光
関
係
者
ら
の
話
を
う

か
が
っ
て
き
た
中
で
、
地
域
の
中
の
観
光
業
と

い
う
感
覚
が
聞
け
て
な
い
ん
で
す
。
何
が
そ
の

違
い
な
の
か
。
小
笠
原
と
か
屋
久
島
、
知
床
は

地
域
的
に
特
殊
だ
か
ら
な
の
か
。
そ
う
じ
ゃ
な

い
気
も
す
る
。
今
日
話
し
て
い
き
た
い
核
の
部

分
な
の
で
す
。

吉
井
　
離
島
の
感
覚
っ
て
、
隔
て
ら
れ
て
い
る

の
で
、
外
の
も
の
に
対
す
る
危
機
感
や
恐
怖
感

は
あ
る
。
今
回
な
ら
コ
ロ
ナ
。
検
査
す
ら
で
き

な
い
状
況
な
の
で
、
島
民
全
体
が
危
機
感
を
持

っ
て
い
ま
す
。
小
笠
原
や
沖
縄
の
離
島
な
ど
の

隔
絶
さ
れ
た
離
島
と
い
う
の
は
、
基
本
的
に
コ

ロ
ナ
フ
リ
ー
に
し
て
お
か
な
い
と
、
一
人
で
も

感
染
者
が
出
る
と
島
が
壊
滅
的
に
な
る
恐
れ
が

あ
る
の
で
、
絶
対
に
出
さ
な
い
と
い
う
の
が
前

提
に
あ
り
ま
す
ね
。
そ
う
は
言
い
つ
つ
、
仕
事

の
方
は
少
な
か
ら
ず
来
て
い
ま
す
し
、
島
民
も

帰
っ
て
き
ま
す
。
帰
島
し
た
ら
2
週
間
の
自
粛

要
請
を
し
て
い
ま
す
が
、
誰
も
監
視
し
て
い
ま

せ
ん
し
。
完
璧
じ
ゃ
な
い
部
分
も
あ
り
、
心
配

な
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
よ
ね
。

観
光
客
の
受
け
入
れ
判
断

に
つ
い
て
の
迷
い

寺
崎
　
こ
の
間
に
皆
さ
ん
が
一
番
心
を
砕
い
た

の
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

松
崎
　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ラ
ン
ド
は
、
私
の
父
が
始

め
た
小
笠
原
専
門
の
旅
行
会
社
で
、
創
業
42
年

で
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
危
機
で
は
小
笠
原
の
人

と
同
じ
危
機
感
を
持
っ
て
い
て
、
1
月
に
武
漢

で
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
た
時
か
ら
日
本

に
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
、
2
月
の
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
の
件
で
、
ク
ル
ー
ズ

は
厳
し
く
な
る
と
そ
の
時
に
思
い
ま
し
た
。

　
来
年
ま
で
は
通
常
に
戻
ら
な
い
と
い
う
危
機

感
が
あ
り
、
お
客
さ
ん
が
減
る
の
は
目
に
見
え

て
い
た
の
で
、
と
に
か
く
コ
ス
ト
削
減
に
尽
力

し
ま
し
た
。
3
月
は
ま
だ
観
光
客
の
予
約
が
残

っ
て
い
ま
し
た
が
、
勘
の
い
い
人
は
自
分
で
キ

ャ
ン
セ
ル
し
て
き
ま
し
た
。
4
月
は
大
体
キ
ャ

ン
セ
ル
に
な
り
ま
し
た
が
、
悩
ん
で
い
る
人
に

対
し
て
は
、
「
無
理
し
て
行
か
な
い
で
く
だ
さ

い
」
と
伝
え
、
島
か
ら
自
粛
要
請
が
出
た
時
に

は
完
璧
に
抑
え
よ
う
と
思
い
、
お
客
さ
ん
全
員

に
「
行
か
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
連
絡
し
ま
し

た
。

　
す
ご
く
嬉
し
い
の
は
、
小
笠
原
は
リ
ピ
ー
タ

ー
や
島
が
好
き
な
人
が
現
状
を
理
解
し
て
く
れ

る
の
で
、
す
ぐ
キ
ャ
ン
セ
ル
し
て
く
れ
る
。
他

の
旅
行
会
社
か
ら
入
っ
て
く
る
お
客
さ
ん
と
は

直
接
話
せ
な
い
の
で
、
一
生
懸
命
、
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
を
く
ど
き
落
と
し
て
、
最
後
ま
で
粘
っ
て

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、
送
客
ゼ
ロ
に
し
ま

し
た
。
お
か
げ
で
5
、
6
月
の
売
り
上
げ
は
去

年
比
1
0
0
%
減
で
す
が
、
島
に
コ
ロ
ナ
を
入

れ
て
し
ま
っ
た
ら
大
変
な
の
は
目
に
見
え
て
い

た
の
で
、
う
ち
の
役
目
だ
と
思
っ
て
必
死
に
や

り
ま
し
た
。

　
小
笠
原
の
場
合
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
も
誰
が

持
っ
て
き
た
か
わ
か
る
の
で
、
う
ち
の
お
客
さ

ん
か
ら
絶
対
入
れ
な
い
ぞ
と
い
う
気
持
ち
も
あ

り
ま
し
た
。
自
分
た
ち
も
感
染
し
な
い
よ
う
外

出
は
控
え
る
よ
う
に
、
気
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　
小
笠
原
は
台
風
で
欠
航
に
な
る
こ
と
も
よ
く

あ
り
、
お
客
さ
ん
全
員
に
連
絡
し
て
事
情
を
説

明
し
て
旅
行
を
取
り
や
め
て
も
ら
う
こ
と
に
私

た
ち
も
慣
れ
て
い
た
の
で
、
す
ぐ
に
こ
う
い
う

し
、
平
常
に
戻
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
民
間
で
は
7
月
1
日
か
ら

営
業
再
開
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

寺
崎
　
一
気
に
臨
戦
態
勢
に
入
っ
た
変
わ
り
目

が
緊
急
事
態
宣
言
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

松
本
　
遠
い
別
の
世
界
の
話
だ
と
思
っ
て
い
た

の
に
東
京
以
外
の
地
域
で
も
感
染
者
が
出
て
き

た
。
こ
れ
は
広
が
っ
て
行
く
ん
だ
、
今
に
も
入

り
込
ん
で
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
危
機
感

が
そ
の
あ
た
り
か
ら
強
ま
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
そ
う
し
た
危
機
感
は
、
観
光
業
者
、
住

民
、
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
も
み
な
同
じ

よ
う
な
感
覚
で
し
ょ
う
か
。

松
本
　
観
光
業
者
は
、
急
激
に
キ
ャ
ン
セ
ル
が

出
て
き
た
の
で
、
世
の
中
の
動
き
が
止
ま
っ
て

い
く
ん
だ
ろ
う
と
肌
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。
観

光
業
に
関
わ
ら
な
い
人
は
意
外
と
他
人
事
の
よ

う
で
、
鹿
児
島
県
が
休
業
補
償
や
持
続
化
の
補

償
を
す
る
と
言
っ
た
時
に
、
観
光
協
会
が
行
政

に
「
4
、
5
月
は
90
%
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
て
い

る
ん
だ
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
と
こ
ろ
、
島
民
か

ら
「
そ
ん
な
ひ
ど
い
こ
と
に
な
っ
て
る
ん
で
す

か
」
と
い
う
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
4

月
、
5
月
は
ほ
ぼ
観
光
客
ゼ
ロ
と
い
う
こ
と
を

島
全
体
が
知
り
始
め
た
感
じ
で
す
。

　
町
長
も
観
光
を
重
要
視
し
て
い
る
の
で
な
ん

と
か
し
な
き
ゃ
と
い
う
思
い
は
あ
っ
た
ん
で
す

ね
。
た
だ
、
鹿
児
島
県
を
通
り
越
し
て
屋
久
島

町
に
来
て
く
だ
さ
い
と
は
言
え
な
い
の
で
、
県

の
動
き
に
合
わ
せ
る
形
で
ど
の
段
階
で
解
除
す

る
か
、
検
討
し
ま
し
た
。

寺
崎
　
東
京
は
日
常
生
活
が
ど
ん
ど
ん
変
化
し

怖
さ
を
実
感
し
た
け
ど
、
屋
久
島
で
は
観
光
業

が
島
民
に
そ
れ
を
伝
え
た
ん
で
す
ね
。
松
田
さ

ん
、
知
床
は
ど
う
だ
っ
た
ん
で
す
か
。

松
田
　
私
は
、
1
〜
3
月
は
他
県
へ
の
出
張
が

続
い
て
地
元
の
こ
と
を
十
分
に
把
握
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
1
月
中
旬
頃
か
ら
ま
ず

い
こ
と
に
な
る
と
思
い
ス
タ
ッ
フ
に
も
そ
う
話

し
て
い
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
実
感
を
持
っ

て
行
動
し
て
く
れ
な
い
状
況
で
し
た
。
他
の
地

域
で
「
今
年
は
大
変
な
こ
と
に
な
る
」
と
話
し

て
も
、
2
月
い
っ
ぱ
い
く
ら
い
ま
で
は
ピ
ン
と

来
て
な
い
感
じ
で
し
た
。

　
変
わ
っ
て
き
た
と
思
っ
た
の
は
3
月
に
入
っ

て
か
ら
。
知
床
で
は
お
葬
式
が
外
で
焼
香
の
み

と
い
う
形
に
な
り
、
気
に
し
始
め
る
人
が
増
え

た
と
感
じ
ま
し
た
。
た
だ
、
私
が
い
る
地
域
は

車
社
会
な
の
で
特
に
冬
は
町
を
歩
く
人
が
い
な

い
。
ど
こ
ま
で
外
出
自
粛
さ
れ
て
い
た
か
は
わ

か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　
観
光
関
係
の
動
き
を
振
り
返
る
と
、
地
域
と

し
て
の
話
し
合
い
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
で
す
ね
。

自
粛
し
よ
う
と
い
う
声
が
出
た
の
は
4
月
中
旬

く
ら
い
か
ら
で
、
そ
れ
ま
で
は
行
政
か
ら
自
粛

し
て
く
れ
と
い
っ
た
話
は
全
然
な
く
、
観
光
客

を
呼
び
込
も
う
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
。

国
立
公
園
内
の
各
施
設
を
閉
め
る
と
い
う
話
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
の
5
日
ほ
ど
前
に
、
駐
車
場
を
全
部
閉
鎖
す

る
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
行
政
側
に
町
民
と
対
話
し
て
欲
し
い

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
観
光
客
を
呼
ん
で
い
い

の
か
、
町
民
が
ど
う
思
っ
て
い
る
か
を
考
え
る

べ
き
だ
と
。
で
も
行
政
も
最
初
は
ピ
ン
と
来
て

い
な
か
っ
た
感
じ
が
し
ま
す
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
観
光
客
が
ゼ
ロ
で

は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
宿
は
2
軒
だ
け
開
け
て
い
て
、
あ
と
は

全
部
閉
ま
っ
て
い
た
。
5
月
中
旬
頃
か
ら
観
光

客
が
ぽ
つ
ぽ
つ
来
始
め
て
、
6
月
中
旬
は
少
し

動
き
出
し
て
い
る
感
じ
で
す
。

寺
崎
　
そ
の
間
、
一
番
何
を
気
に
し
て
い
ま
し

た
か
。

松
田
　
観
光
客
が
コ
ロ
ナ
を
こ
の
地
域
で
う
つ

し
て
し
ま
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
、

観
光
客
は
入
れ
ら
れ
な
い
。
観
光
客
が
持
ち
込

ん
だ
と
い
う
話
に
な
る
と
、
今
後
の
観
光
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
斜
里
町
の

中
心
部
で
も
3
月
下
旬
に
2
人
ほ
ど
感
染
者
は

出
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら
広
が
っ
て
は
い
な

い
で
す
。

行
政
よ
り
早
く
来
島
自
粛
を

出
し
た
小
笠
原
村
観
光
協
会

吉
井
　
僕
は
1
9
9
2
年
に
海
好
き
が
高
じ
て

小
笠
原
に
移
住
し
ま
し
た
。
マ
ル
ベ
リ
ー
は

2
0
0
0
年
に
創
業
し
、
今
年
3
月
で
20
周
年

に
な
り
ま
す
。

　
小
笠
原
の
2
〜
3
月
は
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
が
あ
り
、
山
歩
き
に
も
い
い
季
節
な
の

で
比
較
的
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
1
月
後
半
ま

で
は
特
に
影
響
は
な
く
、
2
〜
3
月
の
定
期
船

お
が
さ
わ
ら
丸
の
乗
船
客
数
は
、
2
〜
3
割
落

ち
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
以
外
に
も
色
々
な

ク
ル
ー
ズ
船
が
寄
港
し
ま
す
が
、
2
月
以
降
は

ず
っ
と
全
部
キ
ャ
ン
セ
ル
で
、
営
業
的
に
は
か

な
り
痛
い
状
況
で
す
。

吉
井
　
団
体
や
旅
行
会
社
は
個
人
客
よ
り
も
キ

ャ
ン
セ
ル
が
早
く
、
4
月
最
初
の
1
、
2
便
は

多
少
お
客
様
が
来
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降

か
ら
今
ま
で
ほ
ぼ
観
光
客
は
ゼ
ロ
で
す
。
定
期

便
の
乗
客
は
仕
事
の
方
と
島
民
が
そ
れ
ぞ
れ
数

十
人
、
他
に
、
3
便
以
上
の
長
期
滞
在
の
観
光

客
が
少
数
い
る
、
と
い
う
状
況
で
す
。

　
7
月
か
ら
来
島
自
粛
が
外
れ
ま
す
が
、
満
席

で
8
0
0
人
く
ら
い
の
定
期
船
を
7
〜
8
月
の

繁
忙
期
は
4
0
0
人
に
抑
え
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
夏
も
そ
ん
な
に
忙
し
く
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
。
7
〜
8
月
は
減
便
も
す
る
の
で
、
船
の
キ

ャ
パ
だ
け
み
て
も
来
島
者
は
例
年
の
半
分
に
な

る
で
し
ょ
う
。

寺
崎
　
小
笠
原
で
は
来
島
自
粛
要
請
を
、
先
に

観
光
協
会
が
出
し
、
少
し
遅
れ
て
村
が
出
し
ま

し
た
ね
。
行
政
が
先
に
出
す
方
が
一
般
的
な
の

に
、
観
光
協
会
が
先
だ
っ
た
の
は
ど
う
し
て
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。

吉
井
　
主
導
は
父
島
の
観
光
協
会
で
、
私
は
ホ

エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
の
会
長
と
し
て
観

光
協
会
か
ら
打
診
を
受
け
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
協
会
、
商
工
会
と
父
島
・
母
島
の
観
光

協
会
の
4
団
体
が
合
意
し
て
来
島
自
粛
を
出
し

ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
観
光
協
会
の
役
員
で
は
な
い
の
で
、
細
か
い

機
微
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
協
会
が
早
く
動
い

て
村
が
少
し
遅
れ
た
の
は
、
タ
イ
ミ
ン
グ
の
問

題
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
島
民
と
し
て
、

来
島
自
粛
要
請
を
出
す
こ
と
に
そ
ん
な
に
抵
抗

は
な
く
、
コ
ロ
ナ
感
染
者
を
入
れ
た
く
な
い
と

い
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
や
は
り
医
療

問
題
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

寺
崎
　
観
光
事
業
者
で
あ
る
前
に
、
自
分
た
ち

は
島
民
、
地
域
の
住
民
で
あ
る
と
い
う
意
識
が

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

地
域
や
事
業
の
状
況

松
本
　
屋
久
島
で
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
始
め

て
27
年
目
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
に
、
世
界
遺

産
に
な
る
と
い
う
大
き
な
変
化
を
経
験
し
ま
し

た
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
も
ま
た
屋
久
島
の
観
光
に

大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
で
し
ょ
う
。
3
月
ま

で
の
屋
久
島
は
、
割
と
人
ご
と
の
よ
う
な
感
じ

で
し
た
が
、
3
月
中
旬
く
ら
い
か
ら
「
島
に
感

染
者
が
入
っ
て
き
た
ら
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
」

と
い
う
危
機
感
が
、
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　
島
に
は
徳
洲
会
と
い
う
病
院
が
ひ
と
つ
あ
る

だ
け
。
ど
こ
か
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
ら
、

医
療
崩
壊
す
る
の
で
は
と
い
う
恐
怖
感
、
緊
張

感
の
よ
う
な
も
の
が
走
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う

中
で
鹿
児
島
県
が
緊
急
事
態
宣
言
に
応
じ
て
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
ま
で
自
粛
を
依
頼
し
、

休
業
要
請
が
あ
り
、
補
償
も
し
ま
す
と
言
っ
た

の
で
、
島
の
中
の
観
光
業
は
一
気
に
休
業
に
向

か
い
、
4
月
か
ら
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
か

け
て
観
光
客
を
受
け
入
れ
な
い
方
が
い
い
と
い

う
雰
囲
気
が
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
屋
久
島
で
は
感
染
者
が
出
て
い
な
い
こ
と
も

あ
り
、
島
の
人
た
ち
の
生
活
は
、
ス
ー
パ
ー
に

は
普
通
に
買
い
物
に
行
っ
た
り
、
自
粛
の
反
動

で
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
以
降
は
割
と
普
通
の

生
活
に
戻
っ
た
感
じ
で
し
た
。
た
だ
、
い
つ
も

と
決
定
的
に
違
う
の
は
、
観
光
客
が
全
く
い
な

い
。

　
と
り
あ
え
ず
6
月
19
日
ま
で
は
特
に
県
外
か

ら
の
来
島
は
自
粛
を
要
請
し
7
月
1
日
か
ら
は

全
て
の
地
域
の
お
客
様
を
受
け
入
れ
る
と
宣
言

吉
井
　
小
笠
原
村
の
場
合
は
、
観
光
事
業
者
に

特
定
せ
ず
、
村
民
の
中
で
収
入
が
減
っ
た
人
と

い
う
考
え
方
で
す
。
で
も
こ
の
期
間
に
収
入
が

減
っ
た
の
は
観
光
な
の
で
、
実
質
的
に
は
観
光

事
業
者
向
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

松
田
　
北
海
道
の
給
付
金
は
、
う
ち
の
事
務
所

は
対
象
外
で
し
た
。
町
は
色
々
支
援
策
を
考
え

て
く
れ
、
商
工
観
光
課
は
ガ
イ
ド
が
支
援
対
象

か
ら
抜
け
落
ち
て
い
る
と
い
う
認
識
は
持
っ
て

い
ま
し
た
。
た
だ
、
町
と
し
て
は
、
み
ん
な
が

困
っ
て
い
る
か
ら
、
み
ん
な
に
行
き
渡
る
よ
う

に
と
い
う
こ
と
で
、
斜
里
町
が
行
っ
た
の
は
水

道
料
金
の
免
除
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
会
談
後
に
斜
里
町
の
ガ
イ
ド
事
業
者
な
ど
を
対

象
と
し
た
ク
ー
ポ
ン
券
の
販
売
が
決
ま
っ
た
）

D
M
O
な
ど
観
光
地
域
経
営

に
必
要
な
取
り
組
み

寺
崎
　
松
崎
さ
ん
の
と
こ
ろ
は
地
域
限
定
の
旅

行
業
と
い
う
こ
と
で
、
あ
る
意
味
D
M
O
の
販

売
部
門
を
担
っ
て
い
る
よ
う
に
も
僕
に
は
見
え

ま
す
。
ご
本
人
に
そ
う
い
う
意
識
は
な
い
で
し

ょ
う
が
、
地
域
と
一
蓮
托
生
に
な
っ
て
や
ら
れ

て
い
て
い
る
の
で
す
が
、
観
光
協
会
と
松
崎
さ

ん
の
会
社
と
は
意
識
は
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。

松
崎
　
観
光
協
会
よ
り
前
に
う
ち
の
会
社
が
で

き
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
観
光

協
会
は
地
元
に
来
た
お
客
さ
ん
を
ど
う
す
る
か

と
い
う
こ
と
。
我
々
は
全
国
か
ら
小
笠
原
に
ど

う
人
を
集
め
る
か
で
、
分
業
は
で
き
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

寺
崎
　
今
、
他
の
観
光
地
で
は
D
M
O
が
コ
ロ

ナ
禍
の
後
を
見
据
え
て
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に
活
動

し
て
い
ま
す
が
、
吉
井
さ
ん
や
松
田
さ
ん
か
ら

見
て
D
M
O
や
地
域
限
定
の
旅
行
会
社
な
ど
に

も
っ
と
こ
う
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
は
あ
り
ま

す
か
。

吉
井
　
難
し
い
質
問
で
す
ね
。
小
笠
原
で
は
10

年
以
上
前
に
ラ
ン
ド
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
的
に
村
内

の
観
光
事
業
者
を
ま
と
め
る
ツ
ア
ー
デ
ス
ク
が

作
ら
れ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
が
解
散
し
て
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ラ
ン
ド
や
村
内
の
民
間
の
ラ
ン
ド
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
に
う
ま
く
波
及
し
ま
し
た
。
い
ま
は
、

村
の
中
に
P
R
部
門
を
担
当
す
る
観
光
局
が
で

き
て
い
ま
す
。

松
崎
　
ツ
ア
ー
デ
ス
ク
が
で
き
る
時
に
村
か
ら

相
談
を
受
け
ま
し
た
。
自
分
の
食
い
扶
持
を
あ

げ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
も
の
で
す
が
（
笑
）
、

宣
伝
は
村
が
や
っ
て
く
れ
た
方
が
信
用
度
が
大

き
い
の
で
あ
り
が
た
い
面
も
あ
り
ま
す
。
た
だ

お
客
さ
ん
を
受
け
る
の
は
、
う
ち
と
村
内
の
も

う
一
社
し
か
な
く
、
宣
伝
し
す
ぎ
る
と
船
も
宿

も
足
り
な
く
な
り
、
逆
に
断
る
仕
事
に
な
る
。

バ
ラ
ン
ス
が
す
ご
く
難
し
い
と
、
つ
く
づ
く
思

い
ま
す
。
小
笠
原
は
団
体
向
け
の
島
で
あ
り
ま

せ
ん
。
ひ
と
り
ふ
た
り
で
行
く
方
が
小
笠
原
ら

し
さ
を
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。
お
客
さ
ん
が

少
な
く
て
仕
方
な
く
団
体
を
入
れ
た
時
代
も
あ

り
ま
し
た
が
、
今
は
も
う
そ
ん
な
時
代
で
は
な

い
と
思
う
の
で
、
島
の
ガ
イ
ド
さ
ん
や
宿
を
結

ぶ
通
訳
と
し
て
の
立
場
を
強
化
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
松
本
さ
ん
と
松
田
さ
ん
に
お
伺
い
し
ま

す
。
D
M
O
や
観
光
協
会
の
よ
う
に
地
域
を
取

り
ま
と
め
て
発
信
す
る
人
た
ち
に
対
し
て
、
7

月
以
降
に
期
待
す
る
役
割
は
な
ん
で
し
ょ
う
。

松
本
　
屋
久
島
は
世
界
遺
産
で
人
気
が
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
い
て
い
た

け
れ
ど
、
実
質
的
に
観
光
客
は
20
万
人
ち
ょ
っ

と
で
す
。
こ
れ
で
観
光
と
し
て
の
経
済
が
そ
れ

な
り
に
動
い
て
い
た
ん
で
す
。 

　
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
「
と
り
あ
え
ず
屋

久
島
に
行
く
か
」
と
い
う
人
は
減
る
と
思
い
ま

す
。
飛
行
機
や
新
幹
線
な
ど
を
使
い
、
わ
ざ
わ

ざ
高
い
旅
費
を
払
っ
て
、
リ
ス
ク
を
感
じ
て
も

屋
久
島
に
来
て
く
れ
る
の
か
。
今
ま
で
の
よ
う

に
な
ん
と
な
く
ツ
ア
ー
で
募
っ
て
、
な
ん
と
な

く
人
を
か
き
集
め
て
来
る
時
代
で
は
な
く
な
っ

て
し
ま
う
と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
屋
久
島
に
行
き
た
い
」

と
い
う
人
は
来
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ど
う

い
う
人
た
ち
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
か
を
考
え

た
時
に
、
幅
広
く
た
く
さ
ん
数
を
集
め
る
の
で

は
な
く
、
確
実
に
屋
久
島
を
選
ん
で
く
れ
る
人

に
し
っ
か
り
と
情
報
を
提
供
し
て
ケ
ア
を
し
て

き
て
も
ら
う
と
。
逆
に
言
う
と
そ
う
い
う
人
た

ち
を
ち
ゃ
ん
と
大
事
に
で
き
る
受
け
入
れ
体
制

を
作
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
名

所
を
巡
る
旅
と
し
て
の
屋
久
島
で
は
な
く
、
居

住
や
生
活
も
含
め
た
島
で
の
滞
在
を
受
け
入
れ

る
。
今
ま
で
と
は
違
っ
た
価
値
観
で
島
の
良
さ

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

松
田
　
今
の
状
況
を
み
る
と
「
お
客
さ
ん
ど
ん

ど
ん
来
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
風
に
な
っ
て
き

ま
し
た
よ
ね
。
そ
う
し
た
中
で
の 

D
M
O 

の

役
割
は
何
な
の
か
。
今
回
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

あ
る
。
そ
う
し
な
い
と
観
光
事
業
が
持
続
可
能

に
行
え
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

松
田
　
そ
う
思
い
ま
す
。
知
床
が
世
界
遺
産
登

録
に
向
け
て
動
き
出
し
た
時
は
漁
師
の
人
た
ち

は
最
初
は
反
対
し
ま
し
た
。
海
域
ま
で
世
界
遺

産
エ
リ
ア
に
さ
れ
て
し
ま
う
と
漁
業
活
動
が
制

約
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
す
る
と
観
光

な
ん
て
、
と
い
う
話
が
出
て
き
ま
し
た
。
世
界

遺
産
に
な
っ
て
も
漁
業
活
動
が
規
制
さ
れ
て
は

い
な
い
の
で
す
が
。
地
域
の
人
た
ち
の
理
解
と

協
力
が
な
け
れ
ば
持
続
的
な
観
光
は
成
り
立
ち

ま
せ
ん
。
仕
事
だ
け
で
な
く
普
段
の
生
活
の
中

で
も
周
り
の
人
達
に
助
け
て
も
ら
っ
て
、
そ
れ

で
成
り
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
か
ら
。

寺
崎
　
住
民
の
人
た
ち
の
健
康
、
つ
ま
り
安
心

で
安
全
な
生
活
を
考
え
な
い
観
光
は
あ
り
得
な

い
と
。
小
笠
原
も
か
つ
て
は
漁
業
が
主
流
で
し

た
ね
。

吉
井
　
こ
の
間
に
、
漁
協
の
組
合
長
に
聞
い
た

ら
、
小
笠
原
の
魚
は
基
本
東
京
方
面
に
出
荷
す

る
ん
で
す
が
、
影
響
の
少
な
い
魚
種
に
変
更
し

た
の
で
、
そ
ん
な
に
漁
業
に
は
影
響
は
出
て
い

な
い
と
言
っ
て
ま
し
た
。
島
内
の
飲
食
店
に
出

す
よ
う
な
魚
は
控
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
農
業

で
は
、
今
の
時
期
だ
と
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ

が
か
な
り
売
れ
ま
す
が
、
観
光
客
が
い
な
い
の

で
送
料
無
料
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
し
て
、
通
販

で
買
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
策
を
練
っ
て
い
ま
す

ね
。

寺
崎
　
松
崎
さ
ん
が
気
に
さ
れ
て
い
る
の
は
地

域
の
人
や
既
存
産
業
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

松
崎
　
そ
う
で
す
ね
。
小
さ
な
島
な
の
で
、
観

光
以
外
の
知
り
合
い
も
い
る
の
で
、
そ
う
い
う

人
の
声
も
聞
き
ま
す
。
何
か
あ
っ
た
ら
、
東
京

な
ら
医
療
崩
壊
で
す
が
、
島
で
は
社
会
全
体
が

崩
壊
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
が
脳

裏
に
あ
り
ま
す
。
歴
史
的
に
み
る
と
、
島
が
ア

メ
リ
カ
か
ら
返
還
さ
れ
て
す
ぐ
に
観
光
は
始
ま

っ
て
い
る
の
で
、
島
民
や
他
産
業
の
人
か
ら
観

光
に
対
す
る
拒
否
反
応
は
小
さ
い
と
思
い
ま
す

が
。

寺
崎
　
松
本
さ
ん
は
そ
れ
ま
で
地
域
の
自
然
や

生
活
文
化
を
直
接
の
素
材
と
し
た
観
光
で
食
べ

て
い
る
人
が
い
な
い
中
で
、
屋
久
島
で
は
パ
イ

オ
ニ
ア
と
し
て
あ
ら
た
な
観
光
を
開
拓
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
風
当
た
り
も
強
か
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
住
民
と
し
て
永
く
暮
ら
し
て
き
た
中
で
、

観
光
と
住
民
と
の
か
か
わ
り
が
変
わ
っ
て
き
た

よ
う
に
見
え
ま
す
が
。

松
本
　
若
い
ガ
イ
ド
さ
ん
の
方
が
結
構
神
経
質

に
な
っ
て
る
な
と
感
じ
ま
す
。
観
光
業
で
食
べ

て
い
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
の
意
識
は
か
な
り

違
い
ま
す
が
、
観
光
業
で
食
べ
て
い
る
中
で
も

ガ
イ
ド
さ
ん
は
「
危
機
感
が
あ
る
な
ら
や
め
た

方
が
い
い
」
と
あ
っ
さ
り
と
状
況
を
受
け
入
れ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
な
ん
で
だ
ろ
う

と
思
っ
た
の
で
す
が
、
ホ
テ
ル
な
ど
は
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
が
か
か
る
け
ど
、
個
人
ガ
イ
ド
で

は
そ
ん
な
に
か
か
ら
な
い
。
バ
イ
ト
に
出
た
り

し
て
何
と
か
食
い
つ
な
い
で
い
る
ん
で
す
ね
。

な
の
で
無
理
し
て
お
客
さ
ん
を
入
れ
な
く
て
も

い
い
。
小
さ
な
子
供
が
い
る
ガ
イ
ド
は
自
分
が

コ
ロ
ナ
に
感
染
す
る
危
機
に
晒
さ
れ
た
く
な
い
。

自
分
を
守
る
た
め
に
ガ
イ
ド
を
控
え
る
こ
と
に

抵
抗
が
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
き
な
ホ

テ
ル
は
危
機
感
も
あ
る
け
れ
、
周
り
か
ら
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
っ
て
自
分
か
ら
や
る
と
は
言

え
な
い
。
県
や
町
の
要
請
も
あ
る
の
で
赤
字
を

抱
え
て
も
休
業
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
当
然
あ
り

ま
す
。
持
続
化
給
付
金
は
個
人
の
ガ
イ
ド
さ
ん

も
1
0
0
万
円
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
さ

ん
に
は
あ
り
が
た
い
額
で
す
が
大
き
な
ホ
テ
ル

か
ら
す
れ
ば
全
然
足
り
な
い
額
で
す
。
そ
の
辺

の
感
覚
が
だ
い
ぶ
違
う
と
思
い
ま
す
ね
。

ガ
イ
ド
業
へ
の
支
援
策

寺
崎
　
補
助
金
の
話
が
出
ま
し
た
。
松
田
さ
ん
、

北
海
道
で
は
ガ
イ
ド
は
事
業
者
と
し
て
の
制
度

的
な
位
置
づ
け
が
不
明
瞭
で
手
続
き
が
難
し
い

と
い
う
記
事
を
見
ま
し
た
が
。

松
田
　
国
の
持
続
化
給
付
金
は
そ
れ
ほ
ど
難
し

い
こ
と
は
な
い
で
す
が
支
援
対
象
に
は
な
っ
て

な
か
っ
た
。

寺
崎
　
こ
う
い
う
状
況
で
、
業
態
と
し
て
国
や

行
政
と
会
話
で
き
る
産
業
が
あ
る
一
方
で
、
皆

さ
ん
の
仕
事
は
地
域
や
行
政
か
ら
ど
の
よ
う
に

見
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
点
に
も
、

今
回
学
ぶ
べ
き
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
と
思
っ
た
の

で
す
が
。

吉
井
　
東
京
都
の
休
業
要
請
は
店
舗
に
協
力
金

50
万
円
が
出
ま
す
が
、
店
舗
が
な
く
て
も
遊
漁

船
や
ボ
ー
ト
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
認
め
ら

れ
ま
す
。
う
ち
も
数
年
前
に
事
務
所
を
閉
め
て

自
宅
に
戻
り
ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
状
態
だ
と

協
力
金
は
も
ら
え
な
い
で
す
ね
。
持
続
化
給
付

金
と
10
万
円
、
あ
と
は
小
笠
原
村
の
給
付
金
の

3
つ
が
、
い
た
だ
け
る
形
で
す
。

寺
崎
　
僕
が
思
う
ほ
ど
、
社
会
の
中
で
ガ
イ
ド

業
が
他
の
観
光
事
業
と
違
う
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
ん
で
す
ね
。

松
本
　
屋
久
島
は
、
県
と
町
で
全
然
対
応
が
違

っ
た
ん
で
す
ね
。
県
は
吉
井
さ
ん
が
言
っ
た
よ

う
に
、
店
舗
や
施
設
が
あ
る
と
こ
ろ
に
休
業
要

請
を
し
て
補
償
す
る
の
で
、
う
ち
は
事
務
所
が

あ
り
、
資
源
な
ど
の
紹
介
も
し
て
い
る
の
で
展

示
ス
ペ
ー
ス
と
い
う
こ
と
で
申
請
で
き
ま
し
た
。

ダ
イ
ビ
ン
グ
シ
ョ
ッ
プ
は
店
舗
が
あ
っ
て
ス
ク

ー
ル
を
し
て
い
る
と
言
っ
た
け
ど
、
最
初
は
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
ダ
イ
ビ
ン
グ
シ

ョ
ッ
プ
で
事
務
所
を
持
た
な
い
ガ
イ
ド
は
当
然

対
象
外
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
町
の
助
成
金
は
、
ガ
イ
ド
に
関
し

て
は
町
条
例
と
し
て
の
ガ
イ
ド
登
録
制
度
が
あ

る
の
で
、
最
初
は
こ
の
制
度
に
登
録
し
て
い
る

ガ
イ
ド
に
限
定
す
る
の
で
は
と
心
配
し
て
い
た

の
で
す
が
、
意
外
と
お
お
ら
か
で
、
観
光
協
会

に
所
属
し
て
い
れ
ば
い
い
と
か
、
事
業
者
組
合

が
証
明
す
れ
ば
い
い
と
言
っ
た
形
で
広
く
対
象

に
な
り
ま
し
た
。
屋
久
島
町
は
町
条
例
に
し
て

い
る
く
ら
い
な
の
で
、
ガ
イ
ド
を
ち
ゃ
ん
と
認

め
て
い
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
非
常
に
良
か

っ
た
。
逆
に
県
は
、
そ
こ
ま
で
認
め
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
違
い
が
非
常
に
よ
く
見
え
ま
し
た

ね
。

寺
崎
　
と
て
も
面
白
い
事
例
で
す
。
ガ
イ
ド
制

度
に
つ
い
て
も
、
実
情
に
応
じ
て
現
場
で
仕
組

み
を
作
る
。
そ
の
有
効
性
が
示
さ
れ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

松
本
　
屋
久
島
町
の
考
え
方
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
は
観
光
立
島
だ
と
い
う
中
で
ガ
イ
ド
は
非
常

に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
が

あ
る
。
ガ
イ
ド
さ
ん
に
対
し
て
し
っ
か
り
ケ
ア

し
た
い
と
い
う
姿
勢
が
見
え
ま
し
た
。
今
ま
で

ガ
イ
ド
業
界
と
し
て
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
き
た

成
果
だ
と
思
い
ま
し
た
。

松
崎
　
観
光
を
意
味
す
る
サ
イ
ト
シ
ー
イ
ン
グ

の
シ
ー
イ
ン
グ
に
は
ル
ッ
キ
ン
グ
で
は
な
く

「
見
る
」「
知
る
」「
会
う
」
と
い
う
意
味
が
あ

り
、
こ
の
3
つ
を
う
ま
く
融
合
し
て
初
め
て
観

光
と
言
え
る
の
か
な
と
常
々
に
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
経
験
で
、
お
客
さ
ん
は
、
観
光
地
の
こ

と
を
考
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し

た
。
島
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
が
売
れ
な
い

と
聞
い
た
の
で
、
う
ち
の
方
で
売
り
出
し
た
ら
、

小
笠
原
の
こ
と
が
心
配
だ
と
い
う
お
客
さ
ん
が

何
か
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
3
8
0
箱
も
買
っ

て
く
れ
た
ん
で
す
。
観
光
と
言
っ
て
も
行
く
だ

け
で
な
く
、
島
の
も
の
を
お
客
さ
ん
と
う
ま
く

結
び
つ
け
る
の
も
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
仲
人
や
通
訳
の
よ

う
に
島
の
人
と
お
客
さ
ん
が
何
を
欲
し
が
っ
て

い
る
か
を
う
ま
く
結
ん
で
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な

立
場
に
な
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
井
　
気
づ
い
た
こ
と
が
3
点
あ
り
ま
す
。
1

つ
は
日
本
各
地
に
あ
る
小
笠
原
の
よ
う
に
医
療

面
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
コ
ロ
ナ
フ
リ
ー
・
リ
ス

ク
ゼ
ロ
の
た
め
に
閉
め
る
と
い
う
対
応
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
、
い
ず
れ
は
制
限
を
緩
め
て
い

く
。
リ
ス
ク
ゼ
ロ
で
は
な
く
な
っ
た
先
が
全
く

見
え
ず
、
未
知
数
の
怖
さ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

 

2
点
目
は
、
観
光
は
、
お
土
産
や
農
産
物
な

ど
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
、
多
く
の
人
が
観
光
の
大
事
さ
を
感

じ
て
く
れ
た
と
思
う
の
で
、
よ
り
皆
さ
ん
と
連

携
し
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
3
点
目
は
ガ
イ
ド
に
関
し
て
。
お
客
さ
ん
と

直
接
接
す
る
仕
事
な
の
で
、
非
常
に
密
に
な
り

や
す
い
。
仲
良
く
な
る
ほ
ど
握
手
し
た
り
、
ハ

グ
し
た
り
と
距
離
感
も
近
く
な
り
ま
す
。
場
合

に
よ
っ
て
は
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
に
手
を
添
え
た

り
す
る
。
今
後
の
対
応
が
不
安
で
す
。

松
本
　
僕
も
東
日
本
大
震
災
の
時
は
気
仙
沼
に

行
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
り
し
ま
し

た
が
、
今
回
は
全
国
民
が
被
災
し
た
ん
で
す
よ

ね
。
今
ま
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
助
け
て
あ
げ

よ
う
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う
で
は
な
く

て
、
み
ん
な
が
助
け
合
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

立
場
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
す
ご
く

大
き
な
意
識
の
変
化
を
生
ん
だ
の
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
自
然
と
い
う
の
は
、
地
震
も
そ
う
で
す
し
、

今
回
の
ウ
イ
ル
ス
も
そ
う
で
す
が
、
抗
え
な
い

理
不
尽
な
試
練
を
与
え
て
く
る
。
そ
の
時
に

我
々
が
、
そ
こ
で
ど
う
対
応
す
る
か
が
問
わ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
も

う
腹
を
く
く
る
し
か
な
い
と
い
う
の
が
信
念
と

し
て
あ
り
ま
す
。
下
手
に
抗
っ
て
も
太
刀
打
ち

で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
ん
だ
と
。
自
然
を
見
て

い
る
人
な
ら
、
き
っ
と
そ
こ
は
感
じ
る
壁
み
た

い
な
も
の
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

　
腹
く
く
っ
た
次
に
あ
る
の
は
、
転
換
。
切
り

替
え
て
い
く
覚
悟
が
生
ま
れ
る
。
屋
久
島
に
観

光
に
来
て
く
れ
る
人
の
質
が
変
わ
っ
て
く
る
。

だ
っ
た
ら
屋
久
島
の
観
光
を
こ
う
い
う
風
に
変

え
て
い
こ
う
ぜ
と
、
覚
悟
を
決
め
て
島
の
観
光

を
新
た
に
作
り
直
し
て
い
く
。
こ
れ
が
僕
は
復

興
な
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。

　
復
興
と
い
う
の
は
、
決
し
て
復
元
で
は
な
い
。

元
に
戻
す
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
て
、
新
た
に

起
こ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
つ
ま
り

変
わ
っ
た
環
境
の
中
で
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考

え
て
覚
悟
を
も
っ
て
興
こ
し
て
い
く
こ
と
が
復

興
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
は
被
災
地
で

復
興
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
復
興
は
元
に

戻
す
こ
と
で
は
な
い
ん
だ
と
今
回
す
ご
く
感
じ

ま
し
た
。
今
後
、
屋
久
島
の
観
光
を
含
め
た
産

業
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
覚
悟
を
持
っ
て
、
こ

れ
か
ら
来
る
第
2
波
、
第
3
波
に
備
え
、
何
年

も
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
次
の
屋
久
島

を
構
築
し
て
い
く
、
復
興
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

寺
崎
　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
皆
さ
ん
と
実
際
に
お
会
い
し
て
お
話
で

き
る
機
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ら
が
集
ま
っ
て
、
ど
う
し
て
い
く
べ
き
か
を
話

し
合
う
場
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
D
M
O
に
求

め
る
か
ど
う
か
で
す
が
、
で
き
れ
ば
そ
う
い
う

場
所
と
か
、
人
を
集
め
る
役
割
が
す
ご
く
重
要

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
知
床
は
、
横
を
見
な
が
ら
な
ん
と
な

く
の
雰
囲
気
で
自
粛
し
、
各
自
が
決
め
て
い
っ

た
感
じ
で
す
。
今
も
何
か
を
解
除
し
て
お
客
さ

ん
来
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
す
が
、
な
ん
と
な
く
み
ん
な
が
集
客
し

始
め
て
い
る
感
じ
で
す
。
で
も
今
後
を
考
え
る

と
、
い
っ
ぺ
ん
に
来
て
し
ま
う
よ
り
、
少
し
ず

つ
観
光
客
を
入
れ
て
、
観
光
客
が
来
る
こ
と
に

地
域
の
人
た
ち
が
慣
れ
て
い
く
期
間
が
必
要
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
ど

ん
ど
ん
集
め
る
の
で
は
な
く
、
様
子
を
見
な
が

ら
集
め
た
方
が
い
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

松
崎
「
観
光
客
に
慣
れ
る
」
と
い
う
の
は
、
や

は
り
重
要
で
す
。
東
京
と
か
内
地
は
、
経
済
活

動
が
か
な
り
動
き
は
じ
め
、
隣
に
人
が
来
て
も

マ
ス
ク
し
て
い
れ
ば
安
心
と
い
う
気
持
ち
で
す

が
、
島
の
人
た
ち
は
ま
だ
知
ら
な
い
人
と
会
う

こ
と
す
ら
怖
が
っ
て
い
る
。
7
月
で
乗
船
客
が

今
ま
で
の
40
〜
50
人
か
ら
一
気
に
10
倍
の

4
0
0
人
く
ら
い
に
な
る
。
最
初
は
怖
が
り
な

が
ら
接
し
て
い
る
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て

く
る
と
思
う
の
で
、
そ
の
後
に
島
の
人
か
ら

「
も
う
少
し
お
客
さ
ん
呼
ん
で
よ
」
と
か
、

「
も
う
少
し
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
」
と
い
う
声

が
聞
こ
え
て
く
る
と
、
送
り
ま
す
ね
と
言
え
る
。

行
政
な
り
観
光
協
会
で
、
島
の
人
が
少
し
ず
つ

慣
れ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
、
受
け
入
れ
た
後

も
反
省
と
か
対
策
な
ど
を
話
し
合
い
、
「
こ
こ

ま
で
だ
っ
た
ら
安
心
」
と
な
れ
ば
、
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
で
お
客
さ
ん
の
受
け
入
れ
も
で
き
る
の
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
島
の
人
た
ち
は
多
分
1
月
頃
の
東
京
ぐ
ら
い

の
状
態
な
の
で
、
シ
ー
ル
ド
を
か
ぶ
っ
て
い
る

人
が
町
の
中
に
い
る
光
景
も
知
り
ま
せ
ん
。
そ

う
い
う
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
よ
う
な
話
し
合
い

を
徐
々
に
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
し
、
そ
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
調
整
す
る
の
が
自
分
の
会
社
の
役

割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
僕
が
思
っ
た
の
は
、
本
来
D
M
O
は
、

外
か
ら
来
る
人
と
、
地
域
の
中
で
活
動
す
る
人

と
の
距
離
感
を
う
ま
く
調
整
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
よ
く
観
光
地
経
営
と
か

言
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
、
集

客
す
る
だ
け
が
経
営
で
は
な
く
、
ブ
レ
ー
キ
、

つ
ま
り
生
産
調
整
や
、
ど
う
い
う
パ
ー
ツ
か
ら

出
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
地
域
の
中
で
協

議
し
、
み
ん
な
の
理
解
を
得
な
が
ら
や
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
経
験
か
ら
学
ぶ
こ
と

寺
崎
　
皆
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が
、

現
場
か
ら
み
て
、
持
続
可
能
な
観
光
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
、
そ
の
実
現
に
は
何
を
す
べ
き

か
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

松
田
　
自
分
た
ち
も
移
動
で
き
な
い
の
で
、
ど

う
や
っ
て
人
と
情
報
交
換
を
し
た
り
、
話
し
合

い
を
す
る
か
に
悩
み
ま
し
た
、
特
に
、
意
見
を

集
約
し
て
、
国
な
ど
に
届
け
る
方
法
を
私
た
ち

は
持
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
業

を
持
続
可
能
に
行
う
た
め
に
は
、
業
界
団
体
を

作
る
必
要
性
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

松
崎
　
日
本
は
も
う
右
肩
上
が
り
の
成
長
で
は

な
い
の
で
、
お
客
さ
ん
を
ど
ん
ど
ん
送
る
と
い

う
考
え
は
捨
て
て
、
島
を
気
に
入
っ
た
お
客
さ

ん
に
何
回
も
来
て
も
ら
う
と
か
、
長
く
滞
在
し

て
も
ら
う
。
旅
行
と
い
う
よ
り
長
期
滞
在
と
か
、

自
分
の
新
し
い
故
郷
を
作
る
よ
う
な
形
で
、
う

ま
く
地
域
と
溶
け
合
う
よ
う
な
も
の
、
観
光
と

い
う
言
葉
が
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
か
わ
か
ら

な
い
け
ど
、
新
し
い
も
の
に
な
る
の
か
な
と
い

う
気
が
し
て
い
ま
す
。
徐
々
に
現
場
か
ら
変
わ

っ
て
い
き
、
最
後
に
大
き
な
流
れ
に
な
れ
ば
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

松
本
　
観
光
と
い
う
も
の
自
体
の
考
え
方
が
、

観
光
客
も
観
光
業
者
も
変
わ
っ
て
い
く
ん
だ
と

思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
お
金
を
落

と
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
と
い
う
時
代
は
終
わ
り
、

思
い
が
あ
っ
て
、
そ
の
地
域
を
自
分
の
故
郷
の

よ
う
に
思
い
、
最
終
的
に
は
そ
こ
に
住
ん
で
し

ま
お
う
と
い
う
よ
う
な
つ
な
が
り
が
で
き
る
。

そ
う
し
た
も
の
を
観
光
と
し
て
位
置
付
け
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
。

　
今
回
、
テ
レ
ワ
ー
ク
で
き
る
人
た
ち
が
い
る

こ
と
も
わ
か
っ
た
の
で
、
そ
う
い
う
人
た
ち
が

都
会
を
離
れ
、
自
然
環
境
の
中
で
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
な
仕
事
が
で
き
る
と
い
う
の
も
考
え
ら
れ

る
。
都
会
と
地
域
が
結
び
つ
い
て
繋
が
っ
て
い

く
こ
と
が
観
光
だ
と
い
う
時
代
に
な
る
と
い
い

と
思
い
ま
す
。

吉
井
　
ワ
ゴ
ン
車
に
9
人
乗
せ
て
い
た
の
を
減

ら
す
。
繁
忙
期
に
受
け
入
れ
を
制
限
し
な
い
と

い
け
な
く
な
る
。
そ
う
す
る
と
自
ず
と
一
人
当

た
り
の
単
価
を
上
げ
る
方
向
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
。
そ
う
で
き
る
と
い
う
決
断
を
今
は
で
き

て
い
な
い
で
す
が
、
そ
う
い
う
方
向
に
な
る
の

か
な
と
思
い
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
や
は
り
直
接
行
っ
た
り
人
に
会
う
体

験
は
全
然
違
う
。
コ
ロ
ナ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

観
光
と
い
う
の
は
人
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
、

人
と
向
き
合
う
こ
と
だ
と
考
え
な
が
ら
、
や
り

続
け
る
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
は
最
後

に
お
聞
き
し
た
い
こ
と
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
の

経
験
か
ら
私
た
ち
は
何
を
学
ぶ
べ
き
で
し
ょ
う
。

観
光
業
に
限
ら
ず
、
ど
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
感

じ
取
り
、
観
光
振
興
に
お
い
て
ど
う
意
識
し
て

今
後
行
動
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
。

松
田
　
正
直
、
努
力
し
て
頑
張
っ
て
も
勝
て
な

い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
実
際
、

マ
ス
ク
や
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
対
策
用
は
準
備

し
て
い
ま
し
た
が
、
解
決
策
に
は
な
ら
な
か
っ

た
。
今
ま
で
も
あ
る
程
度
は
予
想
し
て
い
ま
し

た
。
観
光
を
や
っ
て
い
る
上
で
、
自
然
災
害
、

洪
水
や
地
震
、
こ
う
し
た
感
染
症
は
5
〜
10
年

に
1
回
は
訪
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

人
生
の
中
で
、
か
な
り
大
き
な
こ
と
が
起
き
る

だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
歴
史
を
振
り
返
り
な
が

ら
想
像
は
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
会
社
と
し

て
も
準
備
は
し
て
い
た
け
れ
ど
、
準
備
不
足
だ

っ
た
。
こ
う
い
う
こ
と
に
耐
え
る
た
め
に
、
財

務
面
を
ど
う
立
て
直
す
の
か
が
悩
み
で
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
、
会
社
と
し
て
の
体
力
を
き

ち
ん
と
つ
け
て
お
か
な
い
と
ダ
メ
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
1
年
以
内
で
は
終
わ
ら
な
い
。
そ
の

中
で
ど
う
や
っ
て
持
続
的
に
観
光
を
進
め
て
い

く
か
に
つ
い
て
の
答
え
は
出
て
い
ま
せ
ん
。
長

期
的
に
解
決
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
寺
崎
）今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
か
ら
私
た
ち
は
何
を
学
ぶ
べ
き
で
し
ょ
う
。

（
松
本
）腹
を
く
く
る
。

く
く
っ
た
先
に
あ
る
の
は
、転
換
。

覚
悟
を
決
め
て
観
光
を
新
た
に
作
り
直
し
て
い
く
。

5

（
有
）屋
久
島
野
外
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー（
Y
N
A
C
）代
表
取
締
役
。1
9
5
7
年
神

戸
市
生
ま
れ
。1
9
8
7
年
10
月
屋
久
島
に
移
住
。同
年
ダ
イ
ビ
ン
グ
シ
ョ
ッ
プ「
ワ
ン

ダ
ー
ラ
ン
ド
ダ
イ
バ
ー
ス
」開
業
。1
9
9
3
年
Y
N
A
C
を
創
立
、現
在
に
至
る
。屋

久
島
ガ
イ
ド
連
絡
協
議
会・観
光
協
会
ガ
イ
ド
部
会・屋
久
島
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ

事
業
者
組
合
な
ど
の
立
ち
上
げ
に
か
か
わ
る
。日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
ガ
イ
ド
部

会
長
、屋
久
島
観
光
協
会
理
事
、岡
山
理
科
大
学
非
常
勤
講
師
。

松
本 

毅（
ま
つ
も
と
・
た
け
し
）

小
笠
原・父
島
陸
域
専
門
ガ
イ
ド「
マ
ル
ベ
リ
ー
」代
表
。大
阪
生
ま
れ
。北
海
道
大
学
農

学
部
林
産
学
科（
現・森
林
科
学
科
）卒
。数
年
間
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
の
後
、小
笠

原・父
島
に
移
住
、2
0
0
0
年
に「
マ
ル
ベ
リ
ー
」を
設
立
、現
在
に
至
る
。主
な
執
筆
に

「
原
色 

小
笠
原
の
魂
」（
分
担
執
筆
、小
笠
原
村
、2
0
1
8
年
）、世
界
自
然
遺
産
の
島

小
笠
原
諸
島
に
お
け
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開（
日
本
沿
岸
域
学
会
誌
第
27
巻
第
4

号
P
64
〜
P
70
、2
0
1
5
年
）な
ど
。

吉
井
信
秋（
よ
し
い
・
の
ぶ
あ
き
）

（
株
）知
床
ネ
イ
チ
ャ
ー
オ
フ
ィ
ス
代
表
取
締
役
。北
海
道
斜
里
町
生
ま
れ
。（
財
）日
本
野

鳥
の
会
、（
公
）知
床
財
団
を
経
て
、2
0
0
6
年
に（
株
）知
床
ネ
イ
チ
ャ
ー
オ
フ
ィ
ス
を

設
立
、現
在
に
至
る
。日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
理
事
、環
境
省
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。著
書
に「
知
床
の
自
然
保
護
」（
共
著
、北
海
道
新
聞
社
、2
0
1
0  

年
）、「
知
床
の
鳥
類
」（
共
著
、斜
里
町
／
北
海
道
新
聞
社
、1
9
9
9
年
）な
ど

松
田
光
輝（
ま
つ
だ
・
み
つ
き
）

（
株
）ナ
シ
ョ
ナ
ル
ラ
ン
ド
代
表
取
締
役
。1
9
7
3
年
伊
豆
大
島
生
ま
れ
。千
葉
県
市
川

市
で
育
つ
。幼
少
期
か
ら
小
笠
原
へ
の
往
来
を
重
ね
、日
本
大
学
商
学
部
卒
業
後
は
東

ア
ジ
ア
の
ラ
ン
ド
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
旅
行
業
を
学
び
、2
0
0
7
年
に（
株
）ナ
シ
ョ

ナ
ル
ラ
ン
ド
入
社
。2
0
1
1
年
に
創
業
者・松
崎
明
の
跡
を
継
ぎ
代
表
取
締
役
に
就

任
。世
界
自
然
遺
産
登
録
後
の
小
笠
原
観
光
の
変
化
を
経
験
す
る
中
で
、人
間
と
自
然

が
共
生
す
る
持
続
可
能
な
観
光
の
あ
り
か
た
を
模
索
中
。趣
味
は
全
国
の
城
郭
め
ぐ
り
。

松
崎
哲
哉（
ま
つ
ざ
き
・
て
つ
や
）

（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　理
事・観
光
地
域
研
究
部
長
）

寺
崎
竜
雄

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

オ
ン
ラ
イ
ン
座
談
会【
3
】
…
開
催
日
：
２
０
２
０
年
６
月
24
日

知床・小笠原・屋久島で考えた観光のゆくえ5

知
床
・小
笠
原
・

屋
久
島
で
考
え
た

観
光
の
ゆ
く
え
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行
動
が
と
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
も

特
段
苦
で
は
な
か
っ
た
で
す
。

　
7
月
か
ら
自
粛
要
請
が
解
除
さ
れ
、
送
客
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
行
政
が
来
て
も

良
い
と
言
っ
て
も
、
島
に
は
か
な
り
恐
れ
て
い

る
人
も
い
て
、
本
当
に
お
客
さ
ん
を
送
っ
て
い

い
か
ど
う
か
、
ま
だ
悩
ん
で
い
ま
す
。
お
客
さ

ん
も
悩
ん
で
い
て
、
予
約
の
時
に
「
本
当
に
行

っ
て
い
い
ん
で
す
か
」
と
聞
か
れ
ま
す
。
今
す

ぐ
と
言
わ
な
け
れ
ば
、
も
う
少
し
先
に
し
て
く

だ
さ
い
、
と
は
言
っ
て
い
ま
す
が
、
強
制
力
は

な
い
の
で
気
を
つ
け
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
と
伝

え
て
い
ま
す
。
東
京
で
も
今
日
感
染
者
が
55
人

出
て
い
ま
す
し
、
本
当
に
送
っ
て
い
い
か
、
難

し
い
立
場
だ
と
思
い
ま
す
。
逆
に
島
か
ら
「
も

う
一
ヶ
月
待
っ
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
た
方
が
楽

な
気
が
し
ま
す
。

寺
崎
　
お
客
様
を
送
る
旅
行
会
社
が
来
な
い
で

く
だ
さ
い
、
行
か
な
い
で
く
だ
さ
い
と
い
う
こ

と
を
直
接
語
り
か
け
て
い
る
と
い
う
話
は
、
今

回
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。
あ
る
面
で
は
、
観
光

協
会
、
D
M
O
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
地
域

密
着
型
の
企
業
で
す
。
屋
久
島
や
知
床
で
は
事

業
者
の
動
き
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

松
本
　
観
光
協
会
と
し
て
、
来
な
い
で
く
れ
と

要
請
し
て
ほ
し
い
と
い
う
話
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
僕
ら
も
事
業
者
と
し
て
ど
う
す
る
か
と

考
え
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
ま
で
は
新
規
予

約
は
断
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
入

っ
て
い
る
予
約
は
ど
う
し
よ
う
か
と
話
し
て
い

た
ら
、
こ
ち
ら
か
ら
キ
ャ
ン
セ
ル
を
お
願
い
す

る
前
に
、
お
客
様
か
ら
ど
ん
ど
ん
キ
ャ
ン
セ
ル

の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
宿
か
ら
キ
ャ
ン
セ
ル

す
る
と
言
っ
て
き
た
の
で
旅
行
を
取
り
や
め
ま

す
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
宿
は
結
構

気
に
し
て
い
た
み
た
い
で
す
。

　
キ
ャ
ン
セ
ル
し
な
い
人
も
少
し
い
ま
し
た
が
、

こ
ち
ら
か
ら
ど
う
す
る
か
を
聞
く
と
「
キ
ャ
ン

セ
ル
し
ま
す
」
と
。
本
人
も
悩
ん
で
い
て
、
き

っ
か
け
が
欲
し
か
っ
た
み
た
い
で
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
お
客
さ
ん
も
行
っ
て
い
い
か
迷
っ

て
い
た
の
で
、
何
と
し
て
も
や
め
て
く
れ
と
い

う
感
じ
で
は
な
か
っ
た
で
す
。

松
田
　
観
光
協
会
か
ら
は
自
粛
し
て
く
れ
と
い

う
要
請
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ホ
テ
ル
の
方

が
休
館
す
る
と
言
っ
て
く
れ
て
助
か
っ
た
と
こ

ろ
は
あ
り
ま
す
。
一
斉
に
休
館
し
た
の
で
は
な

く
大
き
な
宿
の
一
軒
が
休
館
す
る
と
言
い
、
周

り
も
続
く
と
い
う
形
に
な
っ
た
の
で
直
接
お
客

さ
ん
に
断
り
の
電
話
を
入
れ
ず
に
済
み
ま
し
た
。

　
私
も
お
客
さ
ん
を
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
断
る

か
ど
う
か
結
構
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
も
し
ホ
テ

ル
が
閉
め
な
け
れ
ば
断
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
観
光
業
者
み
ん
な
が
不
安
な
中
で
う
ち

が
先
に
「
自
粛
し
ま
す
」
と
出
し
て
し
ま
う
と
、

地
域
の
観
光
関
係
の
方
々
の
雰
囲
気
が
悪
く
な

る
と
言
う
か
、
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
と
い
う
危
惧

も
あ
り
ま
し
た
。
な
の
で
周
り
の
様
子
を
見
な

が
ら
最
終
的
に
決
め
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

松
本
　
屋
久
島
で
は
、
事
業
者
か
ら
ど
う
し
た

ら
い
い
の
か
と
い
う
声
が
出
て
き
ま
し
た
。
キ

ャ
ン
セ
ル
し
て
い
な
い
人
を
受
け
て
い
い
の
か
、

断
っ
た
方
が
い
い
の
か
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
に
向
け
て
、
県
が
休
業
要
請
を
し
て
き
て
、

町
自
体
が
観
光
客
受
け
入
れ
を
自
粛
し
ま
し
ょ

う
と
い
う
宣
言
を
出
し
た
の
で
、
お
客
さ
ん
に

は
「
町
と
県
が
こ
う
い
う
自
粛
を
要
請
し
て
い

る
の
で
、
申
し
訳
な
い
が
今
は
自
粛
し
て
く
だ

さ
い
」
と
言
え
る
よ
ね
と
、
お
互
い
励
ま
し
あ

い
ま
し
た
。
行
政
が
方
向
性
を
示
し
て
く
れ
た

の
は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

観
光
に
対
す
る

住
民
の
理
解
の
重
要
性

寺
崎
　
質
問
を
変
え
て
、
松
崎
さ
ん
の
悩
み
に

ど
う
答
え
ま
す
か
。
つ
ま
り
、
松
本
さ
ん
が
お

っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
行
政
か
ら
自
粛
要
請
が

あ
っ
た
の
で
お
客
さ
ん
に
言
い
や
す
か
っ
た
と

い
う
の
が
こ
の
4
、
5
月
の
状
況
で
す
が
、
6

月
19
日
か
ら
は
県
境
を
ま
た
い
だ
移
動
制
約
の

要
請
が
な
く
な
り
、
小
笠
原
も
7
月
か
ら
観
光

客
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
。

松
崎
　
観
光
業
以
外
の
人
た
ち
の
話
も
い
ろ
い

ろ
聞
く
と
、
子
ど
も
た
ち
を
観
光
客
に
近
寄
ら

せ
る
な
と
い
う
声
も
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
旅
行

業
は
送
る
の
が
仕
事
で
す
が
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
で

な
い
と
こ
ろ
に
お
客
さ
ん
を
送
っ
て
も
大
丈
夫

な
の
か
な
と
い
う
心
配
も
あ
り
ま
す
。

松
本
　
お
そ
ら
く
要
請
が
解
除
さ
れ
て
、
行
き

来
が
戻
る
と
、
き
っ
と
島
に
も
コ
ロ
ナ
は
来
る

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
医
療
面
、
隔
離
の

た
め
の
民
宿
の
確
保
な
ど
、
態
勢
が
だ
い
ぶ
整

っ
て
き
て
い
る
の
で
、
そ
の
時
に
は
今
ま
で
の

よ
う
に
パ
ニ
ッ
ク
に
な
ら
な
い
準
備
が
必
要
で

す
ね
。
今
の
ま
ま
全
く
の
無
傷
を
守
り
通
そ
う

と
い
う
の
は
、
か
な
り
精
神
的
に
も
経
済
的
に

も
し
ん
ど
い
の
で
、
い
ず
れ
入
っ
て
く
る
と
い

う
こ
と
を
前
提
に
対
策
し
て
い
く
こ
と
が
こ
れ

か
ら
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
行
政
も
医
療
関
係
者
も
、
今
ま
で
は
危
機
感

を
煽
っ
て
き
ま
し
た
が
、
時
間
か
け
て
一
生
懸

命
対
応
し
て
き
た
の
で
、
入
っ
て
く
る
と
い
う

前
提
か
ら
始
め
る
こ
と
が
重
要
で
し
ょ
う
。

松
田
　
私
も
い
ず
れ
は
コ
ロ
ナ
が
入
っ
て
く
る

と
思
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
準
備
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
私
た
ち
が
観
光
客
を
通
し

て
コ
ロ
ナ
を
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
か
と

い
う
と
、
歴
史
を
紐
解
け
ば
斜
里
町
の
ウ
ト
ロ

地
区
は
漁
業
中
心
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
漁
師

か
ら
す
れ
ば
観
光
客
は
邪
魔
者
で
し
た
。
今
は

観
光
も
大
事
だ
と
言
っ
て
く
れ
る
漁
師
さ
ん
も

増
え
て
き
た
の
で
、
そ
の
関
係
を
壊
し
た
く
な

い
。
漁
師
は
年
配
の
方
が
多
い
の
で
か
な
り
不

安
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
面
で
も
気

を
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
た
の
で
、
自
分
の
会
社
で
は
1
月
下
旬
に
マ

ス
ク
と
消
毒
ア
ル
コ
ー
ル
を
大
量
に
購
入
し
て
、

玄
関
の
ノ
ブ
や
ト
イ
レ
は
1
日
6
回
消
毒
し
て

い
ま
し
た
。

　
将
来
的
に
観
光
客
に
来
て
も
ら
う
た
め
の
条

件
の
一
つ
は
松
本
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う

に
何
か
あ
っ
た
時
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
態
勢

で
す
よ
ね
。
入
っ
て
く
る
の
は
時
間
の
問
題
だ

と
し
て
も
気
を
つ
け
る
と
い
う
雰
囲
気
を
作
る

し
か
な
い
。
い
ろ
ん
な
方
と
対
話
を
し
て
慣
れ

て
い
っ
て
も
ら
う
。
経
済
的
な
面
で
も
、
観
光

客
が
来
な
い
と
魚
が
安
い
、
売
れ
な
い
と
い
う

話
も
出
て
き
て
い
る
。
や
は
り
経
済
活
動
は
大

事
だ
と
い
う
こ
と
を
少
し
ず
つ
皆
さ
ん
実
感
し

て
い
る
。

寺
崎
　
松
田
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
い
て
、
観
光

振
興
が
持
続
的
で
あ
る
た
め
に
は
観
光
が
そ
の

ま
ち
に
と
っ
て
ど
う
い
う
位
置
づ
け
で
あ
り
、

観
光
以
外
の
人
達
か
ら
観
光
が
ど
う
い
う
風
に

思
わ
れ
て
い
る
か
を
気
に
か
け
て
い
く
必
要
が

先
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

吉
井
　
そ
う
で
す
。

松
本
　
屋
久
島
観
光
協
会
は
宣
言
は
出
さ
な
か

っ
た
け
ど
、
観
光
客
が
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
ん

だ
ら
、
ま
ず
自
分
た
ち
が
矢
面
に
立
つ
こ
と
に

な
る
と
い
う
危
機
感
か
ら
議
論
が
始
ま
り
ま
し

た
。
来
て
ほ
し
い
け
ど
、
そ
う
も
い
か
な
い
と

い
う
苦
悩
は
強
か
っ
た
。

寺
崎
　
な
ぜ
こ
の
話
を
突
っ
込
ん
で
聞
く
か
と

言
う
と
、
こ
れ
ま
で
観
光
関
係
者
ら
の
話
を
う

か
が
っ
て
き
た
中
で
、
地
域
の
中
の
観
光
業
と

い
う
感
覚
が
聞
け
て
な
い
ん
で
す
。
何
が
そ
の

違
い
な
の
か
。
小
笠
原
と
か
屋
久
島
、
知
床
は

地
域
的
に
特
殊
だ
か
ら
な
の
か
。
そ
う
じ
ゃ
な

い
気
も
す
る
。
今
日
話
し
て
い
き
た
い
核
の
部

分
な
の
で
す
。

吉
井
　
離
島
の
感
覚
っ
て
、
隔
て
ら
れ
て
い
る

の
で
、
外
の
も
の
に
対
す
る
危
機
感
や
恐
怖
感

は
あ
る
。
今
回
な
ら
コ
ロ
ナ
。
検
査
す
ら
で
き

な
い
状
況
な
の
で
、
島
民
全
体
が
危
機
感
を
持

っ
て
い
ま
す
。
小
笠
原
や
沖
縄
の
離
島
な
ど
の

隔
絶
さ
れ
た
離
島
と
い
う
の
は
、
基
本
的
に
コ

ロ
ナ
フ
リ
ー
に
し
て
お
か
な
い
と
、
一
人
で
も

感
染
者
が
出
る
と
島
が
壊
滅
的
に
な
る
恐
れ
が

あ
る
の
で
、
絶
対
に
出
さ
な
い
と
い
う
の
が
前

提
に
あ
り
ま
す
ね
。
そ
う
は
言
い
つ
つ
、
仕
事

の
方
は
少
な
か
ら
ず
来
て
い
ま
す
し
、
島
民
も

帰
っ
て
き
ま
す
。
帰
島
し
た
ら
2
週
間
の
自
粛

要
請
を
し
て
い
ま
す
が
、
誰
も
監
視
し
て
い
ま

せ
ん
し
。
完
璧
じ
ゃ
な
い
部
分
も
あ
り
、
心
配

な
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
よ
ね
。

観
光
客
の
受
け
入
れ
判
断

に
つ
い
て
の
迷
い

寺
崎
　
こ
の
間
に
皆
さ
ん
が
一
番
心
を
砕
い
た

の
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

松
崎
　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ラ
ン
ド
は
、
私
の
父
が
始

め
た
小
笠
原
専
門
の
旅
行
会
社
で
、
創
業
42
年

で
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
危
機
で
は
小
笠
原
の
人

と
同
じ
危
機
感
を
持
っ
て
い
て
、
1
月
に
武
漢

で
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
た
時
か
ら
日
本

に
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
、
2
月
の
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
の
件
で
、
ク
ル
ー
ズ

は
厳
し
く
な
る
と
そ
の
時
に
思
い
ま
し
た
。

　
来
年
ま
で
は
通
常
に
戻
ら
な
い
と
い
う
危
機

感
が
あ
り
、
お
客
さ
ん
が
減
る
の
は
目
に
見
え

て
い
た
の
で
、
と
に
か
く
コ
ス
ト
削
減
に
尽
力

し
ま
し
た
。
3
月
は
ま
だ
観
光
客
の
予
約
が
残

っ
て
い
ま
し
た
が
、
勘
の
い
い
人
は
自
分
で
キ

ャ
ン
セ
ル
し
て
き
ま
し
た
。
4
月
は
大
体
キ
ャ

ン
セ
ル
に
な
り
ま
し
た
が
、
悩
ん
で
い
る
人
に

対
し
て
は
、
「
無
理
し
て
行
か
な
い
で
く
だ
さ

い
」
と
伝
え
、
島
か
ら
自
粛
要
請
が
出
た
時
に

は
完
璧
に
抑
え
よ
う
と
思
い
、
お
客
さ
ん
全
員

に
「
行
か
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
連
絡
し
ま
し

た
。

　
す
ご
く
嬉
し
い
の
は
、
小
笠
原
は
リ
ピ
ー
タ

ー
や
島
が
好
き
な
人
が
現
状
を
理
解
し
て
く
れ

る
の
で
、
す
ぐ
キ
ャ
ン
セ
ル
し
て
く
れ
る
。
他

の
旅
行
会
社
か
ら
入
っ
て
く
る
お
客
さ
ん
と
は

直
接
話
せ
な
い
の
で
、
一
生
懸
命
、
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
を
く
ど
き
落
と
し
て
、
最
後
ま
で
粘
っ
て

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、
送
客
ゼ
ロ
に
し
ま

し
た
。
お
か
げ
で
5
、
6
月
の
売
り
上
げ
は
去

年
比
1
0
0
%
減
で
す
が
、
島
に
コ
ロ
ナ
を
入

れ
て
し
ま
っ
た
ら
大
変
な
の
は
目
に
見
え
て
い

た
の
で
、
う
ち
の
役
目
だ
と
思
っ
て
必
死
に
や

り
ま
し
た
。

　
小
笠
原
の
場
合
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
も
誰
が

持
っ
て
き
た
か
わ
か
る
の
で
、
う
ち
の
お
客
さ

ん
か
ら
絶
対
入
れ
な
い
ぞ
と
い
う
気
持
ち
も
あ

り
ま
し
た
。
自
分
た
ち
も
感
染
し
な
い
よ
う
外

出
は
控
え
る
よ
う
に
、
気
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　
小
笠
原
は
台
風
で
欠
航
に
な
る
こ
と
も
よ
く

あ
り
、
お
客
さ
ん
全
員
に
連
絡
し
て
事
情
を
説

明
し
て
旅
行
を
取
り
や
め
て
も
ら
う
こ
と
に
私

た
ち
も
慣
れ
て
い
た
の
で
、
す
ぐ
に
こ
う
い
う

し
、
平
常
に
戻
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
民
間
で
は
7
月
1
日
か
ら

営
業
再
開
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

寺
崎
　
一
気
に
臨
戦
態
勢
に
入
っ
た
変
わ
り
目

が
緊
急
事
態
宣
言
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

松
本
　
遠
い
別
の
世
界
の
話
だ
と
思
っ
て
い
た

の
に
東
京
以
外
の
地
域
で
も
感
染
者
が
出
て
き

た
。
こ
れ
は
広
が
っ
て
行
く
ん
だ
、
今
に
も
入

り
込
ん
で
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
危
機
感

が
そ
の
あ
た
り
か
ら
強
ま
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
そ
う
し
た
危
機
感
は
、
観
光
業
者
、
住

民
、
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
も
み
な
同
じ

よ
う
な
感
覚
で
し
ょ
う
か
。

松
本
　
観
光
業
者
は
、
急
激
に
キ
ャ
ン
セ
ル
が

出
て
き
た
の
で
、
世
の
中
の
動
き
が
止
ま
っ
て

い
く
ん
だ
ろ
う
と
肌
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。
観

光
業
に
関
わ
ら
な
い
人
は
意
外
と
他
人
事
の
よ

う
で
、
鹿
児
島
県
が
休
業
補
償
や
持
続
化
の
補

償
を
す
る
と
言
っ
た
時
に
、
観
光
協
会
が
行
政

に
「
4
、
5
月
は
90
%
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
て
い

る
ん
だ
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
と
こ
ろ
、
島
民
か

ら
「
そ
ん
な
ひ
ど
い
こ
と
に
な
っ
て
る
ん
で
す

か
」
と
い
う
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
4

月
、
5
月
は
ほ
ぼ
観
光
客
ゼ
ロ
と
い
う
こ
と
を

島
全
体
が
知
り
始
め
た
感
じ
で
す
。

　
町
長
も
観
光
を
重
要
視
し
て
い
る
の
で
な
ん

と
か
し
な
き
ゃ
と
い
う
思
い
は
あ
っ
た
ん
で
す

ね
。
た
だ
、
鹿
児
島
県
を
通
り
越
し
て
屋
久
島

町
に
来
て
く
だ
さ
い
と
は
言
え
な
い
の
で
、
県

の
動
き
に
合
わ
せ
る
形
で
ど
の
段
階
で
解
除
す

る
か
、
検
討
し
ま
し
た
。

寺
崎
　
東
京
は
日
常
生
活
が
ど
ん
ど
ん
変
化
し

怖
さ
を
実
感
し
た
け
ど
、
屋
久
島
で
は
観
光
業

が
島
民
に
そ
れ
を
伝
え
た
ん
で
す
ね
。
松
田
さ

ん
、
知
床
は
ど
う
だ
っ
た
ん
で
す
か
。

松
田
　
私
は
、
1
〜
3
月
は
他
県
へ
の
出
張
が

続
い
て
地
元
の
こ
と
を
十
分
に
把
握
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
1
月
中
旬
頃
か
ら
ま
ず

い
こ
と
に
な
る
と
思
い
ス
タ
ッ
フ
に
も
そ
う
話

し
て
い
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
実
感
を
持
っ

て
行
動
し
て
く
れ
な
い
状
況
で
し
た
。
他
の
地

域
で
「
今
年
は
大
変
な
こ
と
に
な
る
」
と
話
し

て
も
、
2
月
い
っ
ぱ
い
く
ら
い
ま
で
は
ピ
ン
と

来
て
な
い
感
じ
で
し
た
。

　
変
わ
っ
て
き
た
と
思
っ
た
の
は
3
月
に
入
っ

て
か
ら
。
知
床
で
は
お
葬
式
が
外
で
焼
香
の
み

と
い
う
形
に
な
り
、
気
に
し
始
め
る
人
が
増
え

た
と
感
じ
ま
し
た
。
た
だ
、
私
が
い
る
地
域
は

車
社
会
な
の
で
特
に
冬
は
町
を
歩
く
人
が
い
な

い
。
ど
こ
ま
で
外
出
自
粛
さ
れ
て
い
た
か
は
わ

か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　
観
光
関
係
の
動
き
を
振
り
返
る
と
、
地
域
と

し
て
の
話
し
合
い
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
で
す
ね
。

自
粛
し
よ
う
と
い
う
声
が
出
た
の
は
4
月
中
旬

く
ら
い
か
ら
で
、
そ
れ
ま
で
は
行
政
か
ら
自
粛

し
て
く
れ
と
い
っ
た
話
は
全
然
な
く
、
観
光
客

を
呼
び
込
も
う
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
。

国
立
公
園
内
の
各
施
設
を
閉
め
る
と
い
う
話
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
の
5
日
ほ
ど
前
に
、
駐
車
場
を
全
部
閉
鎖
す

る
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
行
政
側
に
町
民
と
対
話
し
て
欲
し
い

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
観
光
客
を
呼
ん
で
い
い

の
か
、
町
民
が
ど
う
思
っ
て
い
る
か
を
考
え
る

べ
き
だ
と
。
で
も
行
政
も
最
初
は
ピ
ン
と
来
て

い
な
か
っ
た
感
じ
が
し
ま
す
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
観
光
客
が
ゼ
ロ
で

は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
宿
は
2
軒
だ
け
開
け
て
い
て
、
あ
と
は

全
部
閉
ま
っ
て
い
た
。
5
月
中
旬
頃
か
ら
観
光

客
が
ぽ
つ
ぽ
つ
来
始
め
て
、
6
月
中
旬
は
少
し

動
き
出
し
て
い
る
感
じ
で
す
。

寺
崎
　
そ
の
間
、
一
番
何
を
気
に
し
て
い
ま
し

た
か
。

松
田
　
観
光
客
が
コ
ロ
ナ
を
こ
の
地
域
で
う
つ

し
て
し
ま
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
、

観
光
客
は
入
れ
ら
れ
な
い
。
観
光
客
が
持
ち
込

ん
だ
と
い
う
話
に
な
る
と
、
今
後
の
観
光
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
斜
里
町
の

中
心
部
で
も
3
月
下
旬
に
2
人
ほ
ど
感
染
者
は

出
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら
広
が
っ
て
は
い
な

い
で
す
。

行
政
よ
り
早
く
来
島
自
粛
を

出
し
た
小
笠
原
村
観
光
協
会

吉
井
　
僕
は
1
9
9
2
年
に
海
好
き
が
高
じ
て

小
笠
原
に
移
住
し
ま
し
た
。
マ
ル
ベ
リ
ー
は

2
0
0
0
年
に
創
業
し
、
今
年
3
月
で
20
周
年

に
な
り
ま
す
。

　
小
笠
原
の
2
〜
3
月
は
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
が
あ
り
、
山
歩
き
に
も
い
い
季
節
な
の

で
比
較
的
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
1
月
後
半
ま

で
は
特
に
影
響
は
な
く
、
2
〜
3
月
の
定
期
船

お
が
さ
わ
ら
丸
の
乗
船
客
数
は
、
2
〜
3
割
落

ち
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
以
外
に
も
色
々
な

ク
ル
ー
ズ
船
が
寄
港
し
ま
す
が
、
2
月
以
降
は

ず
っ
と
全
部
キ
ャ
ン
セ
ル
で
、
営
業
的
に
は
か

な
り
痛
い
状
況
で
す
。

吉
井
　
団
体
や
旅
行
会
社
は
個
人
客
よ
り
も
キ

ャ
ン
セ
ル
が
早
く
、
4
月
最
初
の
1
、
2
便
は

多
少
お
客
様
が
来
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降

か
ら
今
ま
で
ほ
ぼ
観
光
客
は
ゼ
ロ
で
す
。
定
期

便
の
乗
客
は
仕
事
の
方
と
島
民
が
そ
れ
ぞ
れ
数

十
人
、
他
に
、
3
便
以
上
の
長
期
滞
在
の
観
光

客
が
少
数
い
る
、
と
い
う
状
況
で
す
。

　
7
月
か
ら
来
島
自
粛
が
外
れ
ま
す
が
、
満
席

で
8
0
0
人
く
ら
い
の
定
期
船
を
7
〜
8
月
の

繁
忙
期
は
4
0
0
人
に
抑
え
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
夏
も
そ
ん
な
に
忙
し
く
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
。
7
〜
8
月
は
減
便
も
す
る
の
で
、
船
の
キ

ャ
パ
だ
け
み
て
も
来
島
者
は
例
年
の
半
分
に
な

る
で
し
ょ
う
。

寺
崎
　
小
笠
原
で
は
来
島
自
粛
要
請
を
、
先
に

観
光
協
会
が
出
し
、
少
し
遅
れ
て
村
が
出
し
ま

し
た
ね
。
行
政
が
先
に
出
す
方
が
一
般
的
な
の

に
、
観
光
協
会
が
先
だ
っ
た
の
は
ど
う
し
て
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。

吉
井
　
主
導
は
父
島
の
観
光
協
会
で
、
私
は
ホ

エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
の
会
長
と
し
て
観

光
協
会
か
ら
打
診
を
受
け
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
協
会
、
商
工
会
と
父
島
・
母
島
の
観
光

協
会
の
4
団
体
が
合
意
し
て
来
島
自
粛
を
出
し

ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
観
光
協
会
の
役
員
で
は
な
い
の
で
、
細
か
い

機
微
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
協
会
が
早
く
動
い

て
村
が
少
し
遅
れ
た
の
は
、
タ
イ
ミ
ン
グ
の
問

題
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
島
民
と
し
て
、

来
島
自
粛
要
請
を
出
す
こ
と
に
そ
ん
な
に
抵
抗

は
な
く
、
コ
ロ
ナ
感
染
者
を
入
れ
た
く
な
い
と

い
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
や
は
り
医
療

問
題
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

寺
崎
　
観
光
事
業
者
で
あ
る
前
に
、
自
分
た
ち

は
島
民
、
地
域
の
住
民
で
あ
る
と
い
う
意
識
が

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

地
域
や
事
業
の
状
況

松
本
　
屋
久
島
で
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
始
め

て
27
年
目
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
に
、
世
界
遺

産
に
な
る
と
い
う
大
き
な
変
化
を
経
験
し
ま
し

た
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
も
ま
た
屋
久
島
の
観
光
に

大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
で
し
ょ
う
。
3
月
ま

で
の
屋
久
島
は
、
割
と
人
ご
と
の
よ
う
な
感
じ

で
し
た
が
、
3
月
中
旬
く
ら
い
か
ら
「
島
に
感

染
者
が
入
っ
て
き
た
ら
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
」

と
い
う
危
機
感
が
、
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　
島
に
は
徳
洲
会
と
い
う
病
院
が
ひ
と
つ
あ
る

だ
け
。
ど
こ
か
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
ら
、

医
療
崩
壊
す
る
の
で
は
と
い
う
恐
怖
感
、
緊
張

感
の
よ
う
な
も
の
が
走
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う

中
で
鹿
児
島
県
が
緊
急
事
態
宣
言
に
応
じ
て
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
ま
で
自
粛
を
依
頼
し
、

休
業
要
請
が
あ
り
、
補
償
も
し
ま
す
と
言
っ
た

の
で
、
島
の
中
の
観
光
業
は
一
気
に
休
業
に
向

か
い
、
4
月
か
ら
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
か

け
て
観
光
客
を
受
け
入
れ
な
い
方
が
い
い
と
い

う
雰
囲
気
が
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
屋
久
島
で
は
感
染
者
が
出
て
い
な
い
こ
と
も

あ
り
、
島
の
人
た
ち
の
生
活
は
、
ス
ー
パ
ー
に

は
普
通
に
買
い
物
に
行
っ
た
り
、
自
粛
の
反
動

で
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
以
降
は
割
と
普
通
の

生
活
に
戻
っ
た
感
じ
で
し
た
。
た
だ
、
い
つ
も

と
決
定
的
に
違
う
の
は
、
観
光
客
が
全
く
い
な

い
。

　
と
り
あ
え
ず
6
月
19
日
ま
で
は
特
に
県
外
か

ら
の
来
島
は
自
粛
を
要
請
し
7
月
1
日
か
ら
は

全
て
の
地
域
の
お
客
様
を
受
け
入
れ
る
と
宣
言

吉
井
　
小
笠
原
村
の
場
合
は
、
観
光
事
業
者
に

特
定
せ
ず
、
村
民
の
中
で
収
入
が
減
っ
た
人
と

い
う
考
え
方
で
す
。
で
も
こ
の
期
間
に
収
入
が

減
っ
た
の
は
観
光
な
の
で
、
実
質
的
に
は
観
光

事
業
者
向
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

松
田
　
北
海
道
の
給
付
金
は
、
う
ち
の
事
務
所

は
対
象
外
で
し
た
。
町
は
色
々
支
援
策
を
考
え

て
く
れ
、
商
工
観
光
課
は
ガ
イ
ド
が
支
援
対
象

か
ら
抜
け
落
ち
て
い
る
と
い
う
認
識
は
持
っ
て

い
ま
し
た
。
た
だ
、
町
と
し
て
は
、
み
ん
な
が

困
っ
て
い
る
か
ら
、
み
ん
な
に
行
き
渡
る
よ
う

に
と
い
う
こ
と
で
、
斜
里
町
が
行
っ
た
の
は
水

道
料
金
の
免
除
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
会
談
後
に
斜
里
町
の
ガ
イ
ド
事
業
者
な
ど
を
対

象
と
し
た
ク
ー
ポ
ン
券
の
販
売
が
決
ま
っ
た
）

D
M
O
な
ど
観
光
地
域
経
営

に
必
要
な
取
り
組
み

寺
崎
　
松
崎
さ
ん
の
と
こ
ろ
は
地
域
限
定
の
旅

行
業
と
い
う
こ
と
で
、
あ
る
意
味
D
M
O
の
販

売
部
門
を
担
っ
て
い
る
よ
う
に
も
僕
に
は
見
え

ま
す
。
ご
本
人
に
そ
う
い
う
意
識
は
な
い
で
し

ょ
う
が
、
地
域
と
一
蓮
托
生
に
な
っ
て
や
ら
れ

て
い
て
い
る
の
で
す
が
、
観
光
協
会
と
松
崎
さ

ん
の
会
社
と
は
意
識
は
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。

松
崎
　
観
光
協
会
よ
り
前
に
う
ち
の
会
社
が
で

き
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
観
光

協
会
は
地
元
に
来
た
お
客
さ
ん
を
ど
う
す
る
か

と
い
う
こ
と
。
我
々
は
全
国
か
ら
小
笠
原
に
ど

う
人
を
集
め
る
か
で
、
分
業
は
で
き
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

寺
崎
　
今
、
他
の
観
光
地
で
は
D
M
O
が
コ
ロ

ナ
禍
の
後
を
見
据
え
て
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に
活
動

し
て
い
ま
す
が
、
吉
井
さ
ん
や
松
田
さ
ん
か
ら

見
て
D
M
O
や
地
域
限
定
の
旅
行
会
社
な
ど
に

も
っ
と
こ
う
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
は
あ
り
ま

す
か
。

吉
井
　
難
し
い
質
問
で
す
ね
。
小
笠
原
で
は
10

年
以
上
前
に
ラ
ン
ド
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
的
に
村
内

の
観
光
事
業
者
を
ま
と
め
る
ツ
ア
ー
デ
ス
ク
が

作
ら
れ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
が
解
散
し
て
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ラ
ン
ド
や
村
内
の
民
間
の
ラ
ン
ド
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
に
う
ま
く
波
及
し
ま
し
た
。
い
ま
は
、

村
の
中
に
P
R
部
門
を
担
当
す
る
観
光
局
が
で

き
て
い
ま
す
。

松
崎
　
ツ
ア
ー
デ
ス
ク
が
で
き
る
時
に
村
か
ら

相
談
を
受
け
ま
し
た
。
自
分
の
食
い
扶
持
を
あ

げ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
も
の
で
す
が
（
笑
）
、

宣
伝
は
村
が
や
っ
て
く
れ
た
方
が
信
用
度
が
大

き
い
の
で
あ
り
が
た
い
面
も
あ
り
ま
す
。
た
だ

お
客
さ
ん
を
受
け
る
の
は
、
う
ち
と
村
内
の
も

う
一
社
し
か
な
く
、
宣
伝
し
す
ぎ
る
と
船
も
宿

も
足
り
な
く
な
り
、
逆
に
断
る
仕
事
に
な
る
。

バ
ラ
ン
ス
が
す
ご
く
難
し
い
と
、
つ
く
づ
く
思

い
ま
す
。
小
笠
原
は
団
体
向
け
の
島
で
あ
り
ま

せ
ん
。
ひ
と
り
ふ
た
り
で
行
く
方
が
小
笠
原
ら

し
さ
を
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。
お
客
さ
ん
が

少
な
く
て
仕
方
な
く
団
体
を
入
れ
た
時
代
も
あ

り
ま
し
た
が
、
今
は
も
う
そ
ん
な
時
代
で
は
な

い
と
思
う
の
で
、
島
の
ガ
イ
ド
さ
ん
や
宿
を
結

ぶ
通
訳
と
し
て
の
立
場
を
強
化
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
松
本
さ
ん
と
松
田
さ
ん
に
お
伺
い
し
ま

す
。
D
M
O
や
観
光
協
会
の
よ
う
に
地
域
を
取

り
ま
と
め
て
発
信
す
る
人
た
ち
に
対
し
て
、
7

月
以
降
に
期
待
す
る
役
割
は
な
ん
で
し
ょ
う
。

松
本
　
屋
久
島
は
世
界
遺
産
で
人
気
が
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
い
て
い
た

け
れ
ど
、
実
質
的
に
観
光
客
は
20
万
人
ち
ょ
っ

と
で
す
。
こ
れ
で
観
光
と
し
て
の
経
済
が
そ
れ

な
り
に
動
い
て
い
た
ん
で
す
。 

　
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
「
と
り
あ
え
ず
屋

久
島
に
行
く
か
」
と
い
う
人
は
減
る
と
思
い
ま

す
。
飛
行
機
や
新
幹
線
な
ど
を
使
い
、
わ
ざ
わ

ざ
高
い
旅
費
を
払
っ
て
、
リ
ス
ク
を
感
じ
て
も

屋
久
島
に
来
て
く
れ
る
の
か
。
今
ま
で
の
よ
う

に
な
ん
と
な
く
ツ
ア
ー
で
募
っ
て
、
な
ん
と
な

く
人
を
か
き
集
め
て
来
る
時
代
で
は
な
く
な
っ

て
し
ま
う
と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
屋
久
島
に
行
き
た
い
」

と
い
う
人
は
来
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ど
う

い
う
人
た
ち
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
か
を
考
え

た
時
に
、
幅
広
く
た
く
さ
ん
数
を
集
め
る
の
で

は
な
く
、
確
実
に
屋
久
島
を
選
ん
で
く
れ
る
人

に
し
っ
か
り
と
情
報
を
提
供
し
て
ケ
ア
を
し
て

き
て
も
ら
う
と
。
逆
に
言
う
と
そ
う
い
う
人
た

ち
を
ち
ゃ
ん
と
大
事
に
で
き
る
受
け
入
れ
体
制

を
作
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
名

所
を
巡
る
旅
と
し
て
の
屋
久
島
で
は
な
く
、
居

住
や
生
活
も
含
め
た
島
で
の
滞
在
を
受
け
入
れ

る
。
今
ま
で
と
は
違
っ
た
価
値
観
で
島
の
良
さ

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

松
田
　
今
の
状
況
を
み
る
と
「
お
客
さ
ん
ど
ん

ど
ん
来
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
風
に
な
っ
て
き

ま
し
た
よ
ね
。
そ
う
し
た
中
で
の 

D
M
O 

の

役
割
は
何
な
の
か
。
今
回
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

あ
る
。
そ
う
し
な
い
と
観
光
事
業
が
持
続
可
能

に
行
え
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

松
田
　
そ
う
思
い
ま
す
。
知
床
が
世
界
遺
産
登

録
に
向
け
て
動
き
出
し
た
時
は
漁
師
の
人
た
ち

は
最
初
は
反
対
し
ま
し
た
。
海
域
ま
で
世
界
遺

産
エ
リ
ア
に
さ
れ
て
し
ま
う
と
漁
業
活
動
が
制

約
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
す
る
と
観
光

な
ん
て
、
と
い
う
話
が
出
て
き
ま
し
た
。
世
界

遺
産
に
な
っ
て
も
漁
業
活
動
が
規
制
さ
れ
て
は

い
な
い
の
で
す
が
。
地
域
の
人
た
ち
の
理
解
と

協
力
が
な
け
れ
ば
持
続
的
な
観
光
は
成
り
立
ち

ま
せ
ん
。
仕
事
だ
け
で
な
く
普
段
の
生
活
の
中

で
も
周
り
の
人
達
に
助
け
て
も
ら
っ
て
、
そ
れ

で
成
り
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
か
ら
。

寺
崎
　
住
民
の
人
た
ち
の
健
康
、
つ
ま
り
安
心

で
安
全
な
生
活
を
考
え
な
い
観
光
は
あ
り
得
な

い
と
。
小
笠
原
も
か
つ
て
は
漁
業
が
主
流
で
し

た
ね
。

吉
井
　
こ
の
間
に
、
漁
協
の
組
合
長
に
聞
い
た

ら
、
小
笠
原
の
魚
は
基
本
東
京
方
面
に
出
荷
す

る
ん
で
す
が
、
影
響
の
少
な
い
魚
種
に
変
更
し

た
の
で
、
そ
ん
な
に
漁
業
に
は
影
響
は
出
て
い

な
い
と
言
っ
て
ま
し
た
。
島
内
の
飲
食
店
に
出

す
よ
う
な
魚
は
控
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
農
業

で
は
、
今
の
時
期
だ
と
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ

が
か
な
り
売
れ
ま
す
が
、
観
光
客
が
い
な
い
の

で
送
料
無
料
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
し
て
、
通
販

で
買
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
策
を
練
っ
て
い
ま
す

ね
。

寺
崎
　
松
崎
さ
ん
が
気
に
さ
れ
て
い
る
の
は
地

域
の
人
や
既
存
産
業
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

松
崎
　
そ
う
で
す
ね
。
小
さ
な
島
な
の
で
、
観

光
以
外
の
知
り
合
い
も
い
る
の
で
、
そ
う
い
う

人
の
声
も
聞
き
ま
す
。
何
か
あ
っ
た
ら
、
東
京

な
ら
医
療
崩
壊
で
す
が
、
島
で
は
社
会
全
体
が

崩
壊
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
が
脳

裏
に
あ
り
ま
す
。
歴
史
的
に
み
る
と
、
島
が
ア

メ
リ
カ
か
ら
返
還
さ
れ
て
す
ぐ
に
観
光
は
始
ま

っ
て
い
る
の
で
、
島
民
や
他
産
業
の
人
か
ら
観

光
に
対
す
る
拒
否
反
応
は
小
さ
い
と
思
い
ま
す

が
。

寺
崎
　
松
本
さ
ん
は
そ
れ
ま
で
地
域
の
自
然
や

生
活
文
化
を
直
接
の
素
材
と
し
た
観
光
で
食
べ

て
い
る
人
が
い
な
い
中
で
、
屋
久
島
で
は
パ
イ

オ
ニ
ア
と
し
て
あ
ら
た
な
観
光
を
開
拓
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
風
当
た
り
も
強
か
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
住
民
と
し
て
永
く
暮
ら
し
て
き
た
中
で
、

観
光
と
住
民
と
の
か
か
わ
り
が
変
わ
っ
て
き
た

よ
う
に
見
え
ま
す
が
。

松
本
　
若
い
ガ
イ
ド
さ
ん
の
方
が
結
構
神
経
質

に
な
っ
て
る
な
と
感
じ
ま
す
。
観
光
業
で
食
べ

て
い
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
の
意
識
は
か
な
り

違
い
ま
す
が
、
観
光
業
で
食
べ
て
い
る
中
で
も

ガ
イ
ド
さ
ん
は
「
危
機
感
が
あ
る
な
ら
や
め
た

方
が
い
い
」
と
あ
っ
さ
り
と
状
況
を
受
け
入
れ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
な
ん
で
だ
ろ
う

と
思
っ
た
の
で
す
が
、
ホ
テ
ル
な
ど
は
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
が
か
か
る
け
ど
、
個
人
ガ
イ
ド
で

は
そ
ん
な
に
か
か
ら
な
い
。
バ
イ
ト
に
出
た
り

し
て
何
と
か
食
い
つ
な
い
で
い
る
ん
で
す
ね
。

な
の
で
無
理
し
て
お
客
さ
ん
を
入
れ
な
く
て
も

い
い
。
小
さ
な
子
供
が
い
る
ガ
イ
ド
は
自
分
が

コ
ロ
ナ
に
感
染
す
る
危
機
に
晒
さ
れ
た
く
な
い
。

自
分
を
守
る
た
め
に
ガ
イ
ド
を
控
え
る
こ
と
に

抵
抗
が
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
き
な
ホ

テ
ル
は
危
機
感
も
あ
る
け
れ
、
周
り
か
ら
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
っ
て
自
分
か
ら
や
る
と
は
言

え
な
い
。
県
や
町
の
要
請
も
あ
る
の
で
赤
字
を

抱
え
て
も
休
業
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
当
然
あ
り

ま
す
。
持
続
化
給
付
金
は
個
人
の
ガ
イ
ド
さ
ん

も
1
0
0
万
円
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
さ

ん
に
は
あ
り
が
た
い
額
で
す
が
大
き
な
ホ
テ
ル

か
ら
す
れ
ば
全
然
足
り
な
い
額
で
す
。
そ
の
辺

の
感
覚
が
だ
い
ぶ
違
う
と
思
い
ま
す
ね
。

ガ
イ
ド
業
へ
の
支
援
策

寺
崎
　
補
助
金
の
話
が
出
ま
し
た
。
松
田
さ
ん
、

北
海
道
で
は
ガ
イ
ド
は
事
業
者
と
し
て
の
制
度

的
な
位
置
づ
け
が
不
明
瞭
で
手
続
き
が
難
し
い

と
い
う
記
事
を
見
ま
し
た
が
。

松
田
　
国
の
持
続
化
給
付
金
は
そ
れ
ほ
ど
難
し

い
こ
と
は
な
い
で
す
が
支
援
対
象
に
は
な
っ
て

な
か
っ
た
。

寺
崎
　
こ
う
い
う
状
況
で
、
業
態
と
し
て
国
や

行
政
と
会
話
で
き
る
産
業
が
あ
る
一
方
で
、
皆

さ
ん
の
仕
事
は
地
域
や
行
政
か
ら
ど
の
よ
う
に

見
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
点
に
も
、

今
回
学
ぶ
べ
き
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
と
思
っ
た
の

で
す
が
。

吉
井
　
東
京
都
の
休
業
要
請
は
店
舗
に
協
力
金

50
万
円
が
出
ま
す
が
、
店
舗
が
な
く
て
も
遊
漁

船
や
ボ
ー
ト
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
認
め
ら

れ
ま
す
。
う
ち
も
数
年
前
に
事
務
所
を
閉
め
て

自
宅
に
戻
り
ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
状
態
だ
と

協
力
金
は
も
ら
え
な
い
で
す
ね
。
持
続
化
給
付

金
と
10
万
円
、
あ
と
は
小
笠
原
村
の
給
付
金
の

3
つ
が
、
い
た
だ
け
る
形
で
す
。

寺
崎
　
僕
が
思
う
ほ
ど
、
社
会
の
中
で
ガ
イ
ド

業
が
他
の
観
光
事
業
と
違
う
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
ん
で
す
ね
。

松
本
　
屋
久
島
は
、
県
と
町
で
全
然
対
応
が
違

っ
た
ん
で
す
ね
。
県
は
吉
井
さ
ん
が
言
っ
た
よ

う
に
、
店
舗
や
施
設
が
あ
る
と
こ
ろ
に
休
業
要

請
を
し
て
補
償
す
る
の
で
、
う
ち
は
事
務
所
が

あ
り
、
資
源
な
ど
の
紹
介
も
し
て
い
る
の
で
展

示
ス
ペ
ー
ス
と
い
う
こ
と
で
申
請
で
き
ま
し
た
。

ダ
イ
ビ
ン
グ
シ
ョ
ッ
プ
は
店
舗
が
あ
っ
て
ス
ク

ー
ル
を
し
て
い
る
と
言
っ
た
け
ど
、
最
初
は
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
ダ
イ
ビ
ン
グ
シ

ョ
ッ
プ
で
事
務
所
を
持
た
な
い
ガ
イ
ド
は
当
然

対
象
外
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
町
の
助
成
金
は
、
ガ
イ
ド
に
関
し

て
は
町
条
例
と
し
て
の
ガ
イ
ド
登
録
制
度
が
あ

る
の
で
、
最
初
は
こ
の
制
度
に
登
録
し
て
い
る

ガ
イ
ド
に
限
定
す
る
の
で
は
と
心
配
し
て
い
た

の
で
す
が
、
意
外
と
お
お
ら
か
で
、
観
光
協
会

に
所
属
し
て
い
れ
ば
い
い
と
か
、
事
業
者
組
合

が
証
明
す
れ
ば
い
い
と
言
っ
た
形
で
広
く
対
象

に
な
り
ま
し
た
。
屋
久
島
町
は
町
条
例
に
し
て

い
る
く
ら
い
な
の
で
、
ガ
イ
ド
を
ち
ゃ
ん
と
認

め
て
い
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
非
常
に
良
か

っ
た
。
逆
に
県
は
、
そ
こ
ま
で
認
め
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
違
い
が
非
常
に
よ
く
見
え
ま
し
た

ね
。

寺
崎
　
と
て
も
面
白
い
事
例
で
す
。
ガ
イ
ド
制

度
に
つ
い
て
も
、
実
情
に
応
じ
て
現
場
で
仕
組

み
を
作
る
。
そ
の
有
効
性
が
示
さ
れ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

松
本
　
屋
久
島
町
の
考
え
方
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
は
観
光
立
島
だ
と
い
う
中
で
ガ
イ
ド
は
非
常

に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
が

あ
る
。
ガ
イ
ド
さ
ん
に
対
し
て
し
っ
か
り
ケ
ア

し
た
い
と
い
う
姿
勢
が
見
え
ま
し
た
。
今
ま
で

ガ
イ
ド
業
界
と
し
て
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
き
た

成
果
だ
と
思
い
ま
し
た
。

松
崎
　
観
光
を
意
味
す
る
サ
イ
ト
シ
ー
イ
ン
グ

の
シ
ー
イ
ン
グ
に
は
ル
ッ
キ
ン
グ
で
は
な
く

「
見
る
」「
知
る
」「
会
う
」
と
い
う
意
味
が
あ

り
、
こ
の
3
つ
を
う
ま
く
融
合
し
て
初
め
て
観

光
と
言
え
る
の
か
な
と
常
々
に
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
経
験
で
、
お
客
さ
ん
は
、
観
光
地
の
こ

と
を
考
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し

た
。
島
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
が
売
れ
な
い

と
聞
い
た
の
で
、
う
ち
の
方
で
売
り
出
し
た
ら
、

小
笠
原
の
こ
と
が
心
配
だ
と
い
う
お
客
さ
ん
が

何
か
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
3
8
0
箱
も
買
っ

て
く
れ
た
ん
で
す
。
観
光
と
言
っ
て
も
行
く
だ

け
で
な
く
、
島
の
も
の
を
お
客
さ
ん
と
う
ま
く

結
び
つ
け
る
の
も
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
仲
人
や
通
訳
の
よ

う
に
島
の
人
と
お
客
さ
ん
が
何
を
欲
し
が
っ
て

い
る
か
を
う
ま
く
結
ん
で
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な

立
場
に
な
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
井
　
気
づ
い
た
こ
と
が
3
点
あ
り
ま
す
。
1

つ
は
日
本
各
地
に
あ
る
小
笠
原
の
よ
う
に
医
療

面
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
コ
ロ
ナ
フ
リ
ー
・
リ
ス

ク
ゼ
ロ
の
た
め
に
閉
め
る
と
い
う
対
応
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
、
い
ず
れ
は
制
限
を
緩
め
て
い

く
。
リ
ス
ク
ゼ
ロ
で
は
な
く
な
っ
た
先
が
全
く

見
え
ず
、
未
知
数
の
怖
さ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

 

2
点
目
は
、
観
光
は
、
お
土
産
や
農
産
物
な

ど
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
、
多
く
の
人
が
観
光
の
大
事
さ
を
感

じ
て
く
れ
た
と
思
う
の
で
、
よ
り
皆
さ
ん
と
連

携
し
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
3
点
目
は
ガ
イ
ド
に
関
し
て
。
お
客
さ
ん
と

直
接
接
す
る
仕
事
な
の
で
、
非
常
に
密
に
な
り

や
す
い
。
仲
良
く
な
る
ほ
ど
握
手
し
た
り
、
ハ

グ
し
た
り
と
距
離
感
も
近
く
な
り
ま
す
。
場
合

に
よ
っ
て
は
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
に
手
を
添
え
た

り
す
る
。
今
後
の
対
応
が
不
安
で
す
。

松
本
　
僕
も
東
日
本
大
震
災
の
時
は
気
仙
沼
に

行
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
り
し
ま
し

た
が
、
今
回
は
全
国
民
が
被
災
し
た
ん
で
す
よ

ね
。
今
ま
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
助
け
て
あ
げ

よ
う
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う
で
は
な
く

て
、
み
ん
な
が
助
け
合
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

立
場
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
す
ご
く

大
き
な
意
識
の
変
化
を
生
ん
だ
の
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
自
然
と
い
う
の
は
、
地
震
も
そ
う
で
す
し
、

今
回
の
ウ
イ
ル
ス
も
そ
う
で
す
が
、
抗
え
な
い

理
不
尽
な
試
練
を
与
え
て
く
る
。
そ
の
時
に

我
々
が
、
そ
こ
で
ど
う
対
応
す
る
か
が
問
わ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
も

う
腹
を
く
く
る
し
か
な
い
と
い
う
の
が
信
念
と

し
て
あ
り
ま
す
。
下
手
に
抗
っ
て
も
太
刀
打
ち

で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
ん
だ
と
。
自
然
を
見
て

い
る
人
な
ら
、
き
っ
と
そ
こ
は
感
じ
る
壁
み
た

い
な
も
の
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

　
腹
く
く
っ
た
次
に
あ
る
の
は
、
転
換
。
切
り

替
え
て
い
く
覚
悟
が
生
ま
れ
る
。
屋
久
島
に
観

光
に
来
て
く
れ
る
人
の
質
が
変
わ
っ
て
く
る
。

だ
っ
た
ら
屋
久
島
の
観
光
を
こ
う
い
う
風
に
変

え
て
い
こ
う
ぜ
と
、
覚
悟
を
決
め
て
島
の
観
光

を
新
た
に
作
り
直
し
て
い
く
。
こ
れ
が
僕
は
復

興
な
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。

　
復
興
と
い
う
の
は
、
決
し
て
復
元
で
は
な
い
。

元
に
戻
す
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
て
、
新
た
に

起
こ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
つ
ま
り

変
わ
っ
た
環
境
の
中
で
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考

え
て
覚
悟
を
も
っ
て
興
こ
し
て
い
く
こ
と
が
復

興
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
は
被
災
地
で

復
興
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
復
興
は
元
に

戻
す
こ
と
で
は
な
い
ん
だ
と
今
回
す
ご
く
感
じ

ま
し
た
。
今
後
、
屋
久
島
の
観
光
を
含
め
た
産

業
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
覚
悟
を
持
っ
て
、
こ

れ
か
ら
来
る
第
2
波
、
第
3
波
に
備
え
、
何
年

も
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
次
の
屋
久
島

を
構
築
し
て
い
く
、
復
興
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

寺
崎
　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
皆
さ
ん
と
実
際
に
お
会
い
し
て
お
話
で

き
る
機
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ら
が
集
ま
っ
て
、
ど
う
し
て
い
く
べ
き
か
を
話

し
合
う
場
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
D
M
O
に
求

め
る
か
ど
う
か
で
す
が
、
で
き
れ
ば
そ
う
い
う

場
所
と
か
、
人
を
集
め
る
役
割
が
す
ご
く
重
要

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
知
床
は
、
横
を
見
な
が
ら
な
ん
と
な

く
の
雰
囲
気
で
自
粛
し
、
各
自
が
決
め
て
い
っ

た
感
じ
で
す
。
今
も
何
か
を
解
除
し
て
お
客
さ

ん
来
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
す
が
、
な
ん
と
な
く
み
ん
な
が
集
客
し

始
め
て
い
る
感
じ
で
す
。
で
も
今
後
を
考
え
る

と
、
い
っ
ぺ
ん
に
来
て
し
ま
う
よ
り
、
少
し
ず

つ
観
光
客
を
入
れ
て
、
観
光
客
が
来
る
こ
と
に

地
域
の
人
た
ち
が
慣
れ
て
い
く
期
間
が
必
要
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
ど

ん
ど
ん
集
め
る
の
で
は
な
く
、
様
子
を
見
な
が

ら
集
め
た
方
が
い
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

松
崎
「
観
光
客
に
慣
れ
る
」
と
い
う
の
は
、
や

は
り
重
要
で
す
。
東
京
と
か
内
地
は
、
経
済
活

動
が
か
な
り
動
き
は
じ
め
、
隣
に
人
が
来
て
も

マ
ス
ク
し
て
い
れ
ば
安
心
と
い
う
気
持
ち
で
す

が
、
島
の
人
た
ち
は
ま
だ
知
ら
な
い
人
と
会
う

こ
と
す
ら
怖
が
っ
て
い
る
。
7
月
で
乗
船
客
が

今
ま
で
の
40
〜
50
人
か
ら
一
気
に
10
倍
の

4
0
0
人
く
ら
い
に
な
る
。
最
初
は
怖
が
り
な

が
ら
接
し
て
い
る
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て

く
る
と
思
う
の
で
、
そ
の
後
に
島
の
人
か
ら

「
も
う
少
し
お
客
さ
ん
呼
ん
で
よ
」
と
か
、

「
も
う
少
し
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
」
と
い
う
声

が
聞
こ
え
て
く
る
と
、
送
り
ま
す
ね
と
言
え
る
。

行
政
な
り
観
光
協
会
で
、
島
の
人
が
少
し
ず
つ

慣
れ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
、
受
け
入
れ
た
後

も
反
省
と
か
対
策
な
ど
を
話
し
合
い
、
「
こ
こ

ま
で
だ
っ
た
ら
安
心
」
と
な
れ
ば
、
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
で
お
客
さ
ん
の
受
け
入
れ
も
で
き
る
の
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
島
の
人
た
ち
は
多
分
1
月
頃
の
東
京
ぐ
ら
い

の
状
態
な
の
で
、
シ
ー
ル
ド
を
か
ぶ
っ
て
い
る

人
が
町
の
中
に
い
る
光
景
も
知
り
ま
せ
ん
。
そ

う
い
う
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
よ
う
な
話
し
合
い

を
徐
々
に
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
し
、
そ
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
調
整
す
る
の
が
自
分
の
会
社
の
役

割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
僕
が
思
っ
た
の
は
、
本
来
D
M
O
は
、

外
か
ら
来
る
人
と
、
地
域
の
中
で
活
動
す
る
人

と
の
距
離
感
を
う
ま
く
調
整
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
よ
く
観
光
地
経
営
と
か

言
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
、
集

客
す
る
だ
け
が
経
営
で
は
な
く
、
ブ
レ
ー
キ
、

つ
ま
り
生
産
調
整
や
、
ど
う
い
う
パ
ー
ツ
か
ら

出
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
地
域
の
中
で
協

議
し
、
み
ん
な
の
理
解
を
得
な
が
ら
や
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
経
験
か
ら
学
ぶ
こ
と

寺
崎
　
皆
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が
、

現
場
か
ら
み
て
、
持
続
可
能
な
観
光
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
、
そ
の
実
現
に
は
何
を
す
べ
き

か
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

松
田
　
自
分
た
ち
も
移
動
で
き
な
い
の
で
、
ど

う
や
っ
て
人
と
情
報
交
換
を
し
た
り
、
話
し
合

い
を
す
る
か
に
悩
み
ま
し
た
、
特
に
、
意
見
を

集
約
し
て
、
国
な
ど
に
届
け
る
方
法
を
私
た
ち

は
持
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
業

を
持
続
可
能
に
行
う
た
め
に
は
、
業
界
団
体
を

作
る
必
要
性
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

松
崎
　
日
本
は
も
う
右
肩
上
が
り
の
成
長
で
は

な
い
の
で
、
お
客
さ
ん
を
ど
ん
ど
ん
送
る
と
い

う
考
え
は
捨
て
て
、
島
を
気
に
入
っ
た
お
客
さ

ん
に
何
回
も
来
て
も
ら
う
と
か
、
長
く
滞
在
し

て
も
ら
う
。
旅
行
と
い
う
よ
り
長
期
滞
在
と
か
、

自
分
の
新
し
い
故
郷
を
作
る
よ
う
な
形
で
、
う

ま
く
地
域
と
溶
け
合
う
よ
う
な
も
の
、
観
光
と

い
う
言
葉
が
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
か
わ
か
ら

な
い
け
ど
、
新
し
い
も
の
に
な
る
の
か
な
と
い

う
気
が
し
て
い
ま
す
。
徐
々
に
現
場
か
ら
変
わ

っ
て
い
き
、
最
後
に
大
き
な
流
れ
に
な
れ
ば
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

松
本
　
観
光
と
い
う
も
の
自
体
の
考
え
方
が
、

観
光
客
も
観
光
業
者
も
変
わ
っ
て
い
く
ん
だ
と

思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
お
金
を
落

と
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
と
い
う
時
代
は
終
わ
り
、

思
い
が
あ
っ
て
、
そ
の
地
域
を
自
分
の
故
郷
の

よ
う
に
思
い
、
最
終
的
に
は
そ
こ
に
住
ん
で
し

ま
お
う
と
い
う
よ
う
な
つ
な
が
り
が
で
き
る
。

そ
う
し
た
も
の
を
観
光
と
し
て
位
置
付
け
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
。

　
今
回
、
テ
レ
ワ
ー
ク
で
き
る
人
た
ち
が
い
る

こ
と
も
わ
か
っ
た
の
で
、
そ
う
い
う
人
た
ち
が

都
会
を
離
れ
、
自
然
環
境
の
中
で
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
な
仕
事
が
で
き
る
と
い
う
の
も
考
え
ら
れ

る
。
都
会
と
地
域
が
結
び
つ
い
て
繋
が
っ
て
い

く
こ
と
が
観
光
だ
と
い
う
時
代
に
な
る
と
い
い

と
思
い
ま
す
。

吉
井
　
ワ
ゴ
ン
車
に
9
人
乗
せ
て
い
た
の
を
減

ら
す
。
繁
忙
期
に
受
け
入
れ
を
制
限
し
な
い
と

い
け
な
く
な
る
。
そ
う
す
る
と
自
ず
と
一
人
当

た
り
の
単
価
を
上
げ
る
方
向
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
。
そ
う
で
き
る
と
い
う
決
断
を
今
は
で
き

て
い
な
い
で
す
が
、
そ
う
い
う
方
向
に
な
る
の

か
な
と
思
い
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
や
は
り
直
接
行
っ
た
り
人
に
会
う
体

験
は
全
然
違
う
。
コ
ロ
ナ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

観
光
と
い
う
の
は
人
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
、

人
と
向
き
合
う
こ
と
だ
と
考
え
な
が
ら
、
や
り

続
け
る
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
は
最
後

に
お
聞
き
し
た
い
こ
と
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
の

経
験
か
ら
私
た
ち
は
何
を
学
ぶ
べ
き
で
し
ょ
う
。

観
光
業
に
限
ら
ず
、
ど
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
感

じ
取
り
、
観
光
振
興
に
お
い
て
ど
う
意
識
し
て

今
後
行
動
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
。

松
田
　
正
直
、
努
力
し
て
頑
張
っ
て
も
勝
て
な

い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
実
際
、

マ
ス
ク
や
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
対
策
用
は
準
備

し
て
い
ま
し
た
が
、
解
決
策
に
は
な
ら
な
か
っ

た
。
今
ま
で
も
あ
る
程
度
は
予
想
し
て
い
ま
し

た
。
観
光
を
や
っ
て
い
る
上
で
、
自
然
災
害
、

洪
水
や
地
震
、
こ
う
し
た
感
染
症
は
5
〜
10
年

に
1
回
は
訪
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

人
生
の
中
で
、
か
な
り
大
き
な
こ
と
が
起
き
る

だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
歴
史
を
振
り
返
り
な
が

ら
想
像
は
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
会
社
と
し

て
も
準
備
は
し
て
い
た
け
れ
ど
、
準
備
不
足
だ

っ
た
。
こ
う
い
う
こ
と
に
耐
え
る
た
め
に
、
財

務
面
を
ど
う
立
て
直
す
の
か
が
悩
み
で
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
、
会
社
と
し
て
の
体
力
を
き

ち
ん
と
つ
け
て
お
か
な
い
と
ダ
メ
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
1
年
以
内
で
は
終
わ
ら
な
い
。
そ
の

中
で
ど
う
や
っ
て
持
続
的
に
観
光
を
進
め
て
い

く
か
に
つ
い
て
の
答
え
は
出
て
い
ま
せ
ん
。
長

期
的
に
解
決
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

小笠原・父島の二見港
（写真提供：マルベリー）
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行
動
が
と
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
も

特
段
苦
で
は
な
か
っ
た
で
す
。

　
7
月
か
ら
自
粛
要
請
が
解
除
さ
れ
、
送
客
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
行
政
が
来
て
も

良
い
と
言
っ
て
も
、
島
に
は
か
な
り
恐
れ
て
い

る
人
も
い
て
、
本
当
に
お
客
さ
ん
を
送
っ
て
い

い
か
ど
う
か
、
ま
だ
悩
ん
で
い
ま
す
。
お
客
さ

ん
も
悩
ん
で
い
て
、
予
約
の
時
に
「
本
当
に
行

っ
て
い
い
ん
で
す
か
」
と
聞
か
れ
ま
す
。
今
す

ぐ
と
言
わ
な
け
れ
ば
、
も
う
少
し
先
に
し
て
く

だ
さ
い
、
と
は
言
っ
て
い
ま
す
が
、
強
制
力
は

な
い
の
で
気
を
つ
け
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
と
伝

え
て
い
ま
す
。
東
京
で
も
今
日
感
染
者
が
55
人

出
て
い
ま
す
し
、
本
当
に
送
っ
て
い
い
か
、
難

し
い
立
場
だ
と
思
い
ま
す
。
逆
に
島
か
ら
「
も

う
一
ヶ
月
待
っ
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
た
方
が
楽

な
気
が
し
ま
す
。

寺
崎
　
お
客
様
を
送
る
旅
行
会
社
が
来
な
い
で

く
だ
さ
い
、
行
か
な
い
で
く
だ
さ
い
と
い
う
こ

と
を
直
接
語
り
か
け
て
い
る
と
い
う
話
は
、
今

回
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。
あ
る
面
で
は
、
観
光

協
会
、
D
M
O
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
地
域

密
着
型
の
企
業
で
す
。
屋
久
島
や
知
床
で
は
事

業
者
の
動
き
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

松
本
　
観
光
協
会
と
し
て
、
来
な
い
で
く
れ
と

要
請
し
て
ほ
し
い
と
い
う
話
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
僕
ら
も
事
業
者
と
し
て
ど
う
す
る
か
と

考
え
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
ま
で
は
新
規
予

約
は
断
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
入

っ
て
い
る
予
約
は
ど
う
し
よ
う
か
と
話
し
て
い

た
ら
、
こ
ち
ら
か
ら
キ
ャ
ン
セ
ル
を
お
願
い
す

る
前
に
、
お
客
様
か
ら
ど
ん
ど
ん
キ
ャ
ン
セ
ル

の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
宿
か
ら
キ
ャ
ン
セ
ル

す
る
と
言
っ
て
き
た
の
で
旅
行
を
取
り
や
め
ま

す
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
宿
は
結
構

気
に
し
て
い
た
み
た
い
で
す
。

　
キ
ャ
ン
セ
ル
し
な
い
人
も
少
し
い
ま
し
た
が
、

こ
ち
ら
か
ら
ど
う
す
る
か
を
聞
く
と
「
キ
ャ
ン

セ
ル
し
ま
す
」
と
。
本
人
も
悩
ん
で
い
て
、
き

っ
か
け
が
欲
し
か
っ
た
み
た
い
で
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
お
客
さ
ん
も
行
っ
て
い
い
か
迷
っ

て
い
た
の
で
、
何
と
し
て
も
や
め
て
く
れ
と
い

う
感
じ
で
は
な
か
っ
た
で
す
。

松
田
　
観
光
協
会
か
ら
は
自
粛
し
て
く
れ
と
い

う
要
請
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ホ
テ
ル
の
方

が
休
館
す
る
と
言
っ
て
く
れ
て
助
か
っ
た
と
こ

ろ
は
あ
り
ま
す
。
一
斉
に
休
館
し
た
の
で
は
な

く
大
き
な
宿
の
一
軒
が
休
館
す
る
と
言
い
、
周

り
も
続
く
と
い
う
形
に
な
っ
た
の
で
直
接
お
客

さ
ん
に
断
り
の
電
話
を
入
れ
ず
に
済
み
ま
し
た
。

　
私
も
お
客
さ
ん
を
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
断
る

か
ど
う
か
結
構
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
も
し
ホ
テ

ル
が
閉
め
な
け
れ
ば
断
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
観
光
業
者
み
ん
な
が
不
安
な
中
で
う
ち

が
先
に
「
自
粛
し
ま
す
」
と
出
し
て
し
ま
う
と
、

地
域
の
観
光
関
係
の
方
々
の
雰
囲
気
が
悪
く
な

る
と
言
う
か
、
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
と
い
う
危
惧

も
あ
り
ま
し
た
。
な
の
で
周
り
の
様
子
を
見
な

が
ら
最
終
的
に
決
め
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

松
本
　
屋
久
島
で
は
、
事
業
者
か
ら
ど
う
し
た

ら
い
い
の
か
と
い
う
声
が
出
て
き
ま
し
た
。
キ

ャ
ン
セ
ル
し
て
い
な
い
人
を
受
け
て
い
い
の
か
、

断
っ
た
方
が
い
い
の
か
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
に
向
け
て
、
県
が
休
業
要
請
を
し
て
き
て
、

町
自
体
が
観
光
客
受
け
入
れ
を
自
粛
し
ま
し
ょ

う
と
い
う
宣
言
を
出
し
た
の
で
、
お
客
さ
ん
に

は
「
町
と
県
が
こ
う
い
う
自
粛
を
要
請
し
て
い

る
の
で
、
申
し
訳
な
い
が
今
は
自
粛
し
て
く
だ

さ
い
」
と
言
え
る
よ
ね
と
、
お
互
い
励
ま
し
あ

い
ま
し
た
。
行
政
が
方
向
性
を
示
し
て
く
れ
た

の
は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

観
光
に
対
す
る

住
民
の
理
解
の
重
要
性

寺
崎
　
質
問
を
変
え
て
、
松
崎
さ
ん
の
悩
み
に

ど
う
答
え
ま
す
か
。
つ
ま
り
、
松
本
さ
ん
が
お

っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
行
政
か
ら
自
粛
要
請
が

あ
っ
た
の
で
お
客
さ
ん
に
言
い
や
す
か
っ
た
と

い
う
の
が
こ
の
4
、
5
月
の
状
況
で
す
が
、
6

月
19
日
か
ら
は
県
境
を
ま
た
い
だ
移
動
制
約
の

要
請
が
な
く
な
り
、
小
笠
原
も
7
月
か
ら
観
光

客
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
。

松
崎
　
観
光
業
以
外
の
人
た
ち
の
話
も
い
ろ
い

ろ
聞
く
と
、
子
ど
も
た
ち
を
観
光
客
に
近
寄
ら

せ
る
な
と
い
う
声
も
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
旅
行

業
は
送
る
の
が
仕
事
で
す
が
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
で

な
い
と
こ
ろ
に
お
客
さ
ん
を
送
っ
て
も
大
丈
夫

な
の
か
な
と
い
う
心
配
も
あ
り
ま
す
。

松
本
　
お
そ
ら
く
要
請
が
解
除
さ
れ
て
、
行
き

来
が
戻
る
と
、
き
っ
と
島
に
も
コ
ロ
ナ
は
来
る

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
医
療
面
、
隔
離
の

た
め
の
民
宿
の
確
保
な
ど
、
態
勢
が
だ
い
ぶ
整

っ
て
き
て
い
る
の
で
、
そ
の
時
に
は
今
ま
で
の

よ
う
に
パ
ニ
ッ
ク
に
な
ら
な
い
準
備
が
必
要
で

す
ね
。
今
の
ま
ま
全
く
の
無
傷
を
守
り
通
そ
う

と
い
う
の
は
、
か
な
り
精
神
的
に
も
経
済
的
に

も
し
ん
ど
い
の
で
、
い
ず
れ
入
っ
て
く
る
と
い

う
こ
と
を
前
提
に
対
策
し
て
い
く
こ
と
が
こ
れ

か
ら
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
行
政
も
医
療
関
係
者
も
、
今
ま
で
は
危
機
感

を
煽
っ
て
き
ま
し
た
が
、
時
間
か
け
て
一
生
懸

命
対
応
し
て
き
た
の
で
、
入
っ
て
く
る
と
い
う

前
提
か
ら
始
め
る
こ
と
が
重
要
で
し
ょ
う
。

松
田
　
私
も
い
ず
れ
は
コ
ロ
ナ
が
入
っ
て
く
る

と
思
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
準
備
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
私
た
ち
が
観
光
客
を
通
し

て
コ
ロ
ナ
を
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
か
と

い
う
と
、
歴
史
を
紐
解
け
ば
斜
里
町
の
ウ
ト
ロ

地
区
は
漁
業
中
心
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
漁
師

か
ら
す
れ
ば
観
光
客
は
邪
魔
者
で
し
た
。
今
は

観
光
も
大
事
だ
と
言
っ
て
く
れ
る
漁
師
さ
ん
も

増
え
て
き
た
の
で
、
そ
の
関
係
を
壊
し
た
く
な

い
。
漁
師
は
年
配
の
方
が
多
い
の
で
か
な
り
不

安
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
面
で
も
気

を
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
た
の
で
、
自
分
の
会
社
で
は
1
月
下
旬
に
マ

ス
ク
と
消
毒
ア
ル
コ
ー
ル
を
大
量
に
購
入
し
て
、

玄
関
の
ノ
ブ
や
ト
イ
レ
は
1
日
6
回
消
毒
し
て

い
ま
し
た
。

　
将
来
的
に
観
光
客
に
来
て
も
ら
う
た
め
の
条

件
の
一
つ
は
松
本
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う

に
何
か
あ
っ
た
時
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
態
勢

で
す
よ
ね
。
入
っ
て
く
る
の
は
時
間
の
問
題
だ

と
し
て
も
気
を
つ
け
る
と
い
う
雰
囲
気
を
作
る

し
か
な
い
。
い
ろ
ん
な
方
と
対
話
を
し
て
慣
れ

て
い
っ
て
も
ら
う
。
経
済
的
な
面
で
も
、
観
光

客
が
来
な
い
と
魚
が
安
い
、
売
れ
な
い
と
い
う

話
も
出
て
き
て
い
る
。
や
は
り
経
済
活
動
は
大

事
だ
と
い
う
こ
と
を
少
し
ず
つ
皆
さ
ん
実
感
し

て
い
る
。

寺
崎
　
松
田
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
い
て
、
観
光

振
興
が
持
続
的
で
あ
る
た
め
に
は
観
光
が
そ
の

ま
ち
に
と
っ
て
ど
う
い
う
位
置
づ
け
で
あ
り
、

観
光
以
外
の
人
達
か
ら
観
光
が
ど
う
い
う
風
に

思
わ
れ
て
い
る
か
を
気
に
か
け
て
い
く
必
要
が

先
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

吉
井
　
そ
う
で
す
。

松
本
　
屋
久
島
観
光
協
会
は
宣
言
は
出
さ
な
か

っ
た
け
ど
、
観
光
客
が
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
ん

だ
ら
、
ま
ず
自
分
た
ち
が
矢
面
に
立
つ
こ
と
に

な
る
と
い
う
危
機
感
か
ら
議
論
が
始
ま
り
ま
し

た
。
来
て
ほ
し
い
け
ど
、
そ
う
も
い
か
な
い
と

い
う
苦
悩
は
強
か
っ
た
。

寺
崎
　
な
ぜ
こ
の
話
を
突
っ
込
ん
で
聞
く
か
と

言
う
と
、
こ
れ
ま
で
観
光
関
係
者
ら
の
話
を
う

か
が
っ
て
き
た
中
で
、
地
域
の
中
の
観
光
業
と

い
う
感
覚
が
聞
け
て
な
い
ん
で
す
。
何
が
そ
の

違
い
な
の
か
。
小
笠
原
と
か
屋
久
島
、
知
床
は

地
域
的
に
特
殊
だ
か
ら
な
の
か
。
そ
う
じ
ゃ
な

い
気
も
す
る
。
今
日
話
し
て
い
き
た
い
核
の
部

分
な
の
で
す
。

吉
井
　
離
島
の
感
覚
っ
て
、
隔
て
ら
れ
て
い
る

の
で
、
外
の
も
の
に
対
す
る
危
機
感
や
恐
怖
感

は
あ
る
。
今
回
な
ら
コ
ロ
ナ
。
検
査
す
ら
で
き

な
い
状
況
な
の
で
、
島
民
全
体
が
危
機
感
を
持

っ
て
い
ま
す
。
小
笠
原
や
沖
縄
の
離
島
な
ど
の

隔
絶
さ
れ
た
離
島
と
い
う
の
は
、
基
本
的
に
コ

ロ
ナ
フ
リ
ー
に
し
て
お
か
な
い
と
、
一
人
で
も

感
染
者
が
出
る
と
島
が
壊
滅
的
に
な
る
恐
れ
が

あ
る
の
で
、
絶
対
に
出
さ
な
い
と
い
う
の
が
前

提
に
あ
り
ま
す
ね
。
そ
う
は
言
い
つ
つ
、
仕
事

の
方
は
少
な
か
ら
ず
来
て
い
ま
す
し
、
島
民
も

帰
っ
て
き
ま
す
。
帰
島
し
た
ら
2
週
間
の
自
粛

要
請
を
し
て
い
ま
す
が
、
誰
も
監
視
し
て
い
ま

せ
ん
し
。
完
璧
じ
ゃ
な
い
部
分
も
あ
り
、
心
配

な
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
よ
ね
。

観
光
客
の
受
け
入
れ
判
断

に
つ
い
て
の
迷
い

寺
崎
　
こ
の
間
に
皆
さ
ん
が
一
番
心
を
砕
い
た

の
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

松
崎
　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ラ
ン
ド
は
、
私
の
父
が
始

め
た
小
笠
原
専
門
の
旅
行
会
社
で
、
創
業
42
年

で
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
危
機
で
は
小
笠
原
の
人

と
同
じ
危
機
感
を
持
っ
て
い
て
、
1
月
に
武
漢

で
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
た
時
か
ら
日
本

に
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
、
2
月
の
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
の
件
で
、
ク
ル
ー
ズ

は
厳
し
く
な
る
と
そ
の
時
に
思
い
ま
し
た
。

　
来
年
ま
で
は
通
常
に
戻
ら
な
い
と
い
う
危
機

感
が
あ
り
、
お
客
さ
ん
が
減
る
の
は
目
に
見
え

て
い
た
の
で
、
と
に
か
く
コ
ス
ト
削
減
に
尽
力

し
ま
し
た
。
3
月
は
ま
だ
観
光
客
の
予
約
が
残

っ
て
い
ま
し
た
が
、
勘
の
い
い
人
は
自
分
で
キ

ャ
ン
セ
ル
し
て
き
ま
し
た
。
4
月
は
大
体
キ
ャ

ン
セ
ル
に
な
り
ま
し
た
が
、
悩
ん
で
い
る
人
に

対
し
て
は
、
「
無
理
し
て
行
か
な
い
で
く
だ
さ

い
」
と
伝
え
、
島
か
ら
自
粛
要
請
が
出
た
時
に

は
完
璧
に
抑
え
よ
う
と
思
い
、
お
客
さ
ん
全
員

に
「
行
か
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
連
絡
し
ま
し

た
。

　
す
ご
く
嬉
し
い
の
は
、
小
笠
原
は
リ
ピ
ー
タ

ー
や
島
が
好
き
な
人
が
現
状
を
理
解
し
て
く
れ

る
の
で
、
す
ぐ
キ
ャ
ン
セ
ル
し
て
く
れ
る
。
他

の
旅
行
会
社
か
ら
入
っ
て
く
る
お
客
さ
ん
と
は

直
接
話
せ
な
い
の
で
、
一
生
懸
命
、
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
を
く
ど
き
落
と
し
て
、
最
後
ま
で
粘
っ
て

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、
送
客
ゼ
ロ
に
し
ま

し
た
。
お
か
げ
で
5
、
6
月
の
売
り
上
げ
は
去

年
比
1
0
0
%
減
で
す
が
、
島
に
コ
ロ
ナ
を
入

れ
て
し
ま
っ
た
ら
大
変
な
の
は
目
に
見
え
て
い

た
の
で
、
う
ち
の
役
目
だ
と
思
っ
て
必
死
に
や

り
ま
し
た
。

　
小
笠
原
の
場
合
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
も
誰
が

持
っ
て
き
た
か
わ
か
る
の
で
、
う
ち
の
お
客
さ

ん
か
ら
絶
対
入
れ
な
い
ぞ
と
い
う
気
持
ち
も
あ

り
ま
し
た
。
自
分
た
ち
も
感
染
し
な
い
よ
う
外

出
は
控
え
る
よ
う
に
、
気
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　
小
笠
原
は
台
風
で
欠
航
に
な
る
こ
と
も
よ
く

あ
り
、
お
客
さ
ん
全
員
に
連
絡
し
て
事
情
を
説

明
し
て
旅
行
を
取
り
や
め
て
も
ら
う
こ
と
に
私

た
ち
も
慣
れ
て
い
た
の
で
、
す
ぐ
に
こ
う
い
う

し
、
平
常
に
戻
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
民
間
で
は
7
月
1
日
か
ら

営
業
再
開
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

寺
崎
　
一
気
に
臨
戦
態
勢
に
入
っ
た
変
わ
り
目

が
緊
急
事
態
宣
言
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

松
本
　
遠
い
別
の
世
界
の
話
だ
と
思
っ
て
い
た

の
に
東
京
以
外
の
地
域
で
も
感
染
者
が
出
て
き

た
。
こ
れ
は
広
が
っ
て
行
く
ん
だ
、
今
に
も
入

り
込
ん
で
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
危
機
感

が
そ
の
あ
た
り
か
ら
強
ま
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
そ
う
し
た
危
機
感
は
、
観
光
業
者
、
住

民
、
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
も
み
な
同
じ

よ
う
な
感
覚
で
し
ょ
う
か
。

松
本
　
観
光
業
者
は
、
急
激
に
キ
ャ
ン
セ
ル
が

出
て
き
た
の
で
、
世
の
中
の
動
き
が
止
ま
っ
て

い
く
ん
だ
ろ
う
と
肌
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。
観

光
業
に
関
わ
ら
な
い
人
は
意
外
と
他
人
事
の
よ

う
で
、
鹿
児
島
県
が
休
業
補
償
や
持
続
化
の
補

償
を
す
る
と
言
っ
た
時
に
、
観
光
協
会
が
行
政

に
「
4
、
5
月
は
90
%
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
て
い

る
ん
だ
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
と
こ
ろ
、
島
民
か

ら
「
そ
ん
な
ひ
ど
い
こ
と
に
な
っ
て
る
ん
で
す

か
」
と
い
う
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
4

月
、
5
月
は
ほ
ぼ
観
光
客
ゼ
ロ
と
い
う
こ
と
を

島
全
体
が
知
り
始
め
た
感
じ
で
す
。

　
町
長
も
観
光
を
重
要
視
し
て
い
る
の
で
な
ん

と
か
し
な
き
ゃ
と
い
う
思
い
は
あ
っ
た
ん
で
す

ね
。
た
だ
、
鹿
児
島
県
を
通
り
越
し
て
屋
久
島

町
に
来
て
く
だ
さ
い
と
は
言
え
な
い
の
で
、
県

の
動
き
に
合
わ
せ
る
形
で
ど
の
段
階
で
解
除
す

る
か
、
検
討
し
ま
し
た
。

寺
崎
　
東
京
は
日
常
生
活
が
ど
ん
ど
ん
変
化
し

怖
さ
を
実
感
し
た
け
ど
、
屋
久
島
で
は
観
光
業

が
島
民
に
そ
れ
を
伝
え
た
ん
で
す
ね
。
松
田
さ

ん
、
知
床
は
ど
う
だ
っ
た
ん
で
す
か
。

松
田
　
私
は
、
1
〜
3
月
は
他
県
へ
の
出
張
が

続
い
て
地
元
の
こ
と
を
十
分
に
把
握
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
1
月
中
旬
頃
か
ら
ま
ず

い
こ
と
に
な
る
と
思
い
ス
タ
ッ
フ
に
も
そ
う
話

し
て
い
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
実
感
を
持
っ

て
行
動
し
て
く
れ
な
い
状
況
で
し
た
。
他
の
地

域
で
「
今
年
は
大
変
な
こ
と
に
な
る
」
と
話
し

て
も
、
2
月
い
っ
ぱ
い
く
ら
い
ま
で
は
ピ
ン
と

来
て
な
い
感
じ
で
し
た
。

　
変
わ
っ
て
き
た
と
思
っ
た
の
は
3
月
に
入
っ

て
か
ら
。
知
床
で
は
お
葬
式
が
外
で
焼
香
の
み

と
い
う
形
に
な
り
、
気
に
し
始
め
る
人
が
増
え

た
と
感
じ
ま
し
た
。
た
だ
、
私
が
い
る
地
域
は

車
社
会
な
の
で
特
に
冬
は
町
を
歩
く
人
が
い
な

い
。
ど
こ
ま
で
外
出
自
粛
さ
れ
て
い
た
か
は
わ

か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　
観
光
関
係
の
動
き
を
振
り
返
る
と
、
地
域
と

し
て
の
話
し
合
い
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
で
す
ね
。

自
粛
し
よ
う
と
い
う
声
が
出
た
の
は
4
月
中
旬

く
ら
い
か
ら
で
、
そ
れ
ま
で
は
行
政
か
ら
自
粛

し
て
く
れ
と
い
っ
た
話
は
全
然
な
く
、
観
光
客

を
呼
び
込
も
う
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
。

国
立
公
園
内
の
各
施
設
を
閉
め
る
と
い
う
話
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
の
5
日
ほ
ど
前
に
、
駐
車
場
を
全
部
閉
鎖
す

る
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
行
政
側
に
町
民
と
対
話
し
て
欲
し
い

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
観
光
客
を
呼
ん
で
い
い

の
か
、
町
民
が
ど
う
思
っ
て
い
る
か
を
考
え
る

べ
き
だ
と
。
で
も
行
政
も
最
初
は
ピ
ン
と
来
て

い
な
か
っ
た
感
じ
が
し
ま
す
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
観
光
客
が
ゼ
ロ
で

は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
宿
は
2
軒
だ
け
開
け
て
い
て
、
あ
と
は

全
部
閉
ま
っ
て
い
た
。
5
月
中
旬
頃
か
ら
観
光

客
が
ぽ
つ
ぽ
つ
来
始
め
て
、
6
月
中
旬
は
少
し

動
き
出
し
て
い
る
感
じ
で
す
。

寺
崎
　
そ
の
間
、
一
番
何
を
気
に
し
て
い
ま
し

た
か
。

松
田
　
観
光
客
が
コ
ロ
ナ
を
こ
の
地
域
で
う
つ

し
て
し
ま
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
、

観
光
客
は
入
れ
ら
れ
な
い
。
観
光
客
が
持
ち
込

ん
だ
と
い
う
話
に
な
る
と
、
今
後
の
観
光
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
斜
里
町
の

中
心
部
で
も
3
月
下
旬
に
2
人
ほ
ど
感
染
者
は

出
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら
広
が
っ
て
は
い
な

い
で
す
。

行
政
よ
り
早
く
来
島
自
粛
を

出
し
た
小
笠
原
村
観
光
協
会

吉
井
　
僕
は
1
9
9
2
年
に
海
好
き
が
高
じ
て

小
笠
原
に
移
住
し
ま
し
た
。
マ
ル
ベ
リ
ー
は

2
0
0
0
年
に
創
業
し
、
今
年
3
月
で
20
周
年

に
な
り
ま
す
。

　
小
笠
原
の
2
〜
3
月
は
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
が
あ
り
、
山
歩
き
に
も
い
い
季
節
な
の

で
比
較
的
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
1
月
後
半
ま

で
は
特
に
影
響
は
な
く
、
2
〜
3
月
の
定
期
船

お
が
さ
わ
ら
丸
の
乗
船
客
数
は
、
2
〜
3
割
落

ち
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
以
外
に
も
色
々
な

ク
ル
ー
ズ
船
が
寄
港
し
ま
す
が
、
2
月
以
降
は

ず
っ
と
全
部
キ
ャ
ン
セ
ル
で
、
営
業
的
に
は
か

な
り
痛
い
状
況
で
す
。

吉
井
　
団
体
や
旅
行
会
社
は
個
人
客
よ
り
も
キ

ャ
ン
セ
ル
が
早
く
、
4
月
最
初
の
1
、
2
便
は

多
少
お
客
様
が
来
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降

か
ら
今
ま
で
ほ
ぼ
観
光
客
は
ゼ
ロ
で
す
。
定
期

便
の
乗
客
は
仕
事
の
方
と
島
民
が
そ
れ
ぞ
れ
数

十
人
、
他
に
、
3
便
以
上
の
長
期
滞
在
の
観
光

客
が
少
数
い
る
、
と
い
う
状
況
で
す
。

　
7
月
か
ら
来
島
自
粛
が
外
れ
ま
す
が
、
満
席

で
8
0
0
人
く
ら
い
の
定
期
船
を
7
〜
8
月
の

繁
忙
期
は
4
0
0
人
に
抑
え
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
夏
も
そ
ん
な
に
忙
し
く
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
。
7
〜
8
月
は
減
便
も
す
る
の
で
、
船
の
キ

ャ
パ
だ
け
み
て
も
来
島
者
は
例
年
の
半
分
に
な

る
で
し
ょ
う
。

寺
崎
　
小
笠
原
で
は
来
島
自
粛
要
請
を
、
先
に

観
光
協
会
が
出
し
、
少
し
遅
れ
て
村
が
出
し
ま

し
た
ね
。
行
政
が
先
に
出
す
方
が
一
般
的
な
の

に
、
観
光
協
会
が
先
だ
っ
た
の
は
ど
う
し
て
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。

吉
井
　
主
導
は
父
島
の
観
光
協
会
で
、
私
は
ホ

エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
の
会
長
と
し
て
観

光
協
会
か
ら
打
診
を
受
け
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
協
会
、
商
工
会
と
父
島
・
母
島
の
観
光

協
会
の
4
団
体
が
合
意
し
て
来
島
自
粛
を
出
し

ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
観
光
協
会
の
役
員
で
は
な
い
の
で
、
細
か
い

機
微
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
協
会
が
早
く
動
い

て
村
が
少
し
遅
れ
た
の
は
、
タ
イ
ミ
ン
グ
の
問

題
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
島
民
と
し
て
、

来
島
自
粛
要
請
を
出
す
こ
と
に
そ
ん
な
に
抵
抗

は
な
く
、
コ
ロ
ナ
感
染
者
を
入
れ
た
く
な
い
と

い
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
や
は
り
医
療

問
題
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

寺
崎
　
観
光
事
業
者
で
あ
る
前
に
、
自
分
た
ち

は
島
民
、
地
域
の
住
民
で
あ
る
と
い
う
意
識
が

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

地
域
や
事
業
の
状
況

松
本
　
屋
久
島
で
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
始
め

て
27
年
目
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
に
、
世
界
遺

産
に
な
る
と
い
う
大
き
な
変
化
を
経
験
し
ま
し

た
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
も
ま
た
屋
久
島
の
観
光
に

大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
で
し
ょ
う
。
3
月
ま

で
の
屋
久
島
は
、
割
と
人
ご
と
の
よ
う
な
感
じ

で
し
た
が
、
3
月
中
旬
く
ら
い
か
ら
「
島
に
感

染
者
が
入
っ
て
き
た
ら
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
」

と
い
う
危
機
感
が
、
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　
島
に
は
徳
洲
会
と
い
う
病
院
が
ひ
と
つ
あ
る

だ
け
。
ど
こ
か
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
ら
、

医
療
崩
壊
す
る
の
で
は
と
い
う
恐
怖
感
、
緊
張

感
の
よ
う
な
も
の
が
走
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う

中
で
鹿
児
島
県
が
緊
急
事
態
宣
言
に
応
じ
て
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
ま
で
自
粛
を
依
頼
し
、

休
業
要
請
が
あ
り
、
補
償
も
し
ま
す
と
言
っ
た

の
で
、
島
の
中
の
観
光
業
は
一
気
に
休
業
に
向

か
い
、
4
月
か
ら
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
か

け
て
観
光
客
を
受
け
入
れ
な
い
方
が
い
い
と
い

う
雰
囲
気
が
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
屋
久
島
で
は
感
染
者
が
出
て
い
な
い
こ
と
も

あ
り
、
島
の
人
た
ち
の
生
活
は
、
ス
ー
パ
ー
に

は
普
通
に
買
い
物
に
行
っ
た
り
、
自
粛
の
反
動

で
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
以
降
は
割
と
普
通
の

生
活
に
戻
っ
た
感
じ
で
し
た
。
た
だ
、
い
つ
も

と
決
定
的
に
違
う
の
は
、
観
光
客
が
全
く
い
な

い
。

　
と
り
あ
え
ず
6
月
19
日
ま
で
は
特
に
県
外
か

ら
の
来
島
は
自
粛
を
要
請
し
7
月
1
日
か
ら
は

全
て
の
地
域
の
お
客
様
を
受
け
入
れ
る
と
宣
言

吉
井
　
小
笠
原
村
の
場
合
は
、
観
光
事
業
者
に

特
定
せ
ず
、
村
民
の
中
で
収
入
が
減
っ
た
人
と

い
う
考
え
方
で
す
。
で
も
こ
の
期
間
に
収
入
が

減
っ
た
の
は
観
光
な
の
で
、
実
質
的
に
は
観
光

事
業
者
向
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

松
田
　
北
海
道
の
給
付
金
は
、
う
ち
の
事
務
所

は
対
象
外
で
し
た
。
町
は
色
々
支
援
策
を
考
え

て
く
れ
、
商
工
観
光
課
は
ガ
イ
ド
が
支
援
対
象

か
ら
抜
け
落
ち
て
い
る
と
い
う
認
識
は
持
っ
て

い
ま
し
た
。
た
だ
、
町
と
し
て
は
、
み
ん
な
が

困
っ
て
い
る
か
ら
、
み
ん
な
に
行
き
渡
る
よ
う

に
と
い
う
こ
と
で
、
斜
里
町
が
行
っ
た
の
は
水

道
料
金
の
免
除
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
会
談
後
に
斜
里
町
の
ガ
イ
ド
事
業
者
な
ど
を
対

象
と
し
た
ク
ー
ポ
ン
券
の
販
売
が
決
ま
っ
た
）

D
M
O
な
ど
観
光
地
域
経
営

に
必
要
な
取
り
組
み

寺
崎
　
松
崎
さ
ん
の
と
こ
ろ
は
地
域
限
定
の
旅

行
業
と
い
う
こ
と
で
、
あ
る
意
味
D
M
O
の
販

売
部
門
を
担
っ
て
い
る
よ
う
に
も
僕
に
は
見
え

ま
す
。
ご
本
人
に
そ
う
い
う
意
識
は
な
い
で
し

ょ
う
が
、
地
域
と
一
蓮
托
生
に
な
っ
て
や
ら
れ

て
い
て
い
る
の
で
す
が
、
観
光
協
会
と
松
崎
さ

ん
の
会
社
と
は
意
識
は
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。

松
崎
　
観
光
協
会
よ
り
前
に
う
ち
の
会
社
が
で

き
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
観
光

協
会
は
地
元
に
来
た
お
客
さ
ん
を
ど
う
す
る
か

と
い
う
こ
と
。
我
々
は
全
国
か
ら
小
笠
原
に
ど

う
人
を
集
め
る
か
で
、
分
業
は
で
き
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

寺
崎
　
今
、
他
の
観
光
地
で
は
D
M
O
が
コ
ロ

ナ
禍
の
後
を
見
据
え
て
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に
活
動

し
て
い
ま
す
が
、
吉
井
さ
ん
や
松
田
さ
ん
か
ら

見
て
D
M
O
や
地
域
限
定
の
旅
行
会
社
な
ど
に

も
っ
と
こ
う
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
は
あ
り
ま

す
か
。

吉
井
　
難
し
い
質
問
で
す
ね
。
小
笠
原
で
は
10

年
以
上
前
に
ラ
ン
ド
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
的
に
村
内

の
観
光
事
業
者
を
ま
と
め
る
ツ
ア
ー
デ
ス
ク
が

作
ら
れ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
が
解
散
し
て
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ラ
ン
ド
や
村
内
の
民
間
の
ラ
ン
ド
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
に
う
ま
く
波
及
し
ま
し
た
。
い
ま
は
、

村
の
中
に
P
R
部
門
を
担
当
す
る
観
光
局
が
で

き
て
い
ま
す
。

松
崎
　
ツ
ア
ー
デ
ス
ク
が
で
き
る
時
に
村
か
ら

相
談
を
受
け
ま
し
た
。
自
分
の
食
い
扶
持
を
あ

げ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
も
の
で
す
が
（
笑
）
、

宣
伝
は
村
が
や
っ
て
く
れ
た
方
が
信
用
度
が
大

き
い
の
で
あ
り
が
た
い
面
も
あ
り
ま
す
。
た
だ

お
客
さ
ん
を
受
け
る
の
は
、
う
ち
と
村
内
の
も

う
一
社
し
か
な
く
、
宣
伝
し
す
ぎ
る
と
船
も
宿

も
足
り
な
く
な
り
、
逆
に
断
る
仕
事
に
な
る
。

バ
ラ
ン
ス
が
す
ご
く
難
し
い
と
、
つ
く
づ
く
思

い
ま
す
。
小
笠
原
は
団
体
向
け
の
島
で
あ
り
ま

せ
ん
。
ひ
と
り
ふ
た
り
で
行
く
方
が
小
笠
原
ら

し
さ
を
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。
お
客
さ
ん
が

少
な
く
て
仕
方
な
く
団
体
を
入
れ
た
時
代
も
あ

り
ま
し
た
が
、
今
は
も
う
そ
ん
な
時
代
で
は
な

い
と
思
う
の
で
、
島
の
ガ
イ
ド
さ
ん
や
宿
を
結

ぶ
通
訳
と
し
て
の
立
場
を
強
化
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
松
本
さ
ん
と
松
田
さ
ん
に
お
伺
い
し
ま

す
。
D
M
O
や
観
光
協
会
の
よ
う
に
地
域
を
取

り
ま
と
め
て
発
信
す
る
人
た
ち
に
対
し
て
、
7

月
以
降
に
期
待
す
る
役
割
は
な
ん
で
し
ょ
う
。

松
本
　
屋
久
島
は
世
界
遺
産
で
人
気
が
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
い
て
い
た

け
れ
ど
、
実
質
的
に
観
光
客
は
20
万
人
ち
ょ
っ

と
で
す
。
こ
れ
で
観
光
と
し
て
の
経
済
が
そ
れ

な
り
に
動
い
て
い
た
ん
で
す
。 

　
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
「
と
り
あ
え
ず
屋

久
島
に
行
く
か
」
と
い
う
人
は
減
る
と
思
い
ま

す
。
飛
行
機
や
新
幹
線
な
ど
を
使
い
、
わ
ざ
わ

ざ
高
い
旅
費
を
払
っ
て
、
リ
ス
ク
を
感
じ
て
も

屋
久
島
に
来
て
く
れ
る
の
か
。
今
ま
で
の
よ
う

に
な
ん
と
な
く
ツ
ア
ー
で
募
っ
て
、
な
ん
と
な

く
人
を
か
き
集
め
て
来
る
時
代
で
は
な
く
な
っ

て
し
ま
う
と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
屋
久
島
に
行
き
た
い
」

と
い
う
人
は
来
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ど
う

い
う
人
た
ち
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
か
を
考
え

た
時
に
、
幅
広
く
た
く
さ
ん
数
を
集
め
る
の
で

は
な
く
、
確
実
に
屋
久
島
を
選
ん
で
く
れ
る
人

に
し
っ
か
り
と
情
報
を
提
供
し
て
ケ
ア
を
し
て

き
て
も
ら
う
と
。
逆
に
言
う
と
そ
う
い
う
人
た

ち
を
ち
ゃ
ん
と
大
事
に
で
き
る
受
け
入
れ
体
制

を
作
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
名

所
を
巡
る
旅
と
し
て
の
屋
久
島
で
は
な
く
、
居

住
や
生
活
も
含
め
た
島
で
の
滞
在
を
受
け
入
れ

る
。
今
ま
で
と
は
違
っ
た
価
値
観
で
島
の
良
さ

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

松
田
　
今
の
状
況
を
み
る
と
「
お
客
さ
ん
ど
ん

ど
ん
来
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
風
に
な
っ
て
き

ま
し
た
よ
ね
。
そ
う
し
た
中
で
の 

D
M
O 

の

役
割
は
何
な
の
か
。
今
回
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

あ
る
。
そ
う
し
な
い
と
観
光
事
業
が
持
続
可
能

に
行
え
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

松
田
　
そ
う
思
い
ま
す
。
知
床
が
世
界
遺
産
登

録
に
向
け
て
動
き
出
し
た
時
は
漁
師
の
人
た
ち

は
最
初
は
反
対
し
ま
し
た
。
海
域
ま
で
世
界
遺

産
エ
リ
ア
に
さ
れ
て
し
ま
う
と
漁
業
活
動
が
制

約
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
す
る
と
観
光

な
ん
て
、
と
い
う
話
が
出
て
き
ま
し
た
。
世
界

遺
産
に
な
っ
て
も
漁
業
活
動
が
規
制
さ
れ
て
は

い
な
い
の
で
す
が
。
地
域
の
人
た
ち
の
理
解
と

協
力
が
な
け
れ
ば
持
続
的
な
観
光
は
成
り
立
ち

ま
せ
ん
。
仕
事
だ
け
で
な
く
普
段
の
生
活
の
中

で
も
周
り
の
人
達
に
助
け
て
も
ら
っ
て
、
そ
れ

で
成
り
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
か
ら
。

寺
崎
　
住
民
の
人
た
ち
の
健
康
、
つ
ま
り
安
心

で
安
全
な
生
活
を
考
え
な
い
観
光
は
あ
り
得
な

い
と
。
小
笠
原
も
か
つ
て
は
漁
業
が
主
流
で
し

た
ね
。

吉
井
　
こ
の
間
に
、
漁
協
の
組
合
長
に
聞
い
た

ら
、
小
笠
原
の
魚
は
基
本
東
京
方
面
に
出
荷
す

る
ん
で
す
が
、
影
響
の
少
な
い
魚
種
に
変
更
し

た
の
で
、
そ
ん
な
に
漁
業
に
は
影
響
は
出
て
い

な
い
と
言
っ
て
ま
し
た
。
島
内
の
飲
食
店
に
出

す
よ
う
な
魚
は
控
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
農
業

で
は
、
今
の
時
期
だ
と
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ

が
か
な
り
売
れ
ま
す
が
、
観
光
客
が
い
な
い
の

で
送
料
無
料
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
し
て
、
通
販

で
買
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
策
を
練
っ
て
い
ま
す

ね
。

寺
崎
　
松
崎
さ
ん
が
気
に
さ
れ
て
い
る
の
は
地

域
の
人
や
既
存
産
業
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

松
崎
　
そ
う
で
す
ね
。
小
さ
な
島
な
の
で
、
観

光
以
外
の
知
り
合
い
も
い
る
の
で
、
そ
う
い
う

人
の
声
も
聞
き
ま
す
。
何
か
あ
っ
た
ら
、
東
京

な
ら
医
療
崩
壊
で
す
が
、
島
で
は
社
会
全
体
が

崩
壊
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
が
脳

裏
に
あ
り
ま
す
。
歴
史
的
に
み
る
と
、
島
が
ア

メ
リ
カ
か
ら
返
還
さ
れ
て
す
ぐ
に
観
光
は
始
ま

っ
て
い
る
の
で
、
島
民
や
他
産
業
の
人
か
ら
観

光
に
対
す
る
拒
否
反
応
は
小
さ
い
と
思
い
ま
す

が
。

寺
崎
　
松
本
さ
ん
は
そ
れ
ま
で
地
域
の
自
然
や

生
活
文
化
を
直
接
の
素
材
と
し
た
観
光
で
食
べ

て
い
る
人
が
い
な
い
中
で
、
屋
久
島
で
は
パ
イ

オ
ニ
ア
と
し
て
あ
ら
た
な
観
光
を
開
拓
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
風
当
た
り
も
強
か
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
住
民
と
し
て
永
く
暮
ら
し
て
き
た
中
で
、

観
光
と
住
民
と
の
か
か
わ
り
が
変
わ
っ
て
き
た

よ
う
に
見
え
ま
す
が
。

松
本
　
若
い
ガ
イ
ド
さ
ん
の
方
が
結
構
神
経
質

に
な
っ
て
る
な
と
感
じ
ま
す
。
観
光
業
で
食
べ

て
い
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
の
意
識
は
か
な
り

違
い
ま
す
が
、
観
光
業
で
食
べ
て
い
る
中
で
も

ガ
イ
ド
さ
ん
は
「
危
機
感
が
あ
る
な
ら
や
め
た

方
が
い
い
」
と
あ
っ
さ
り
と
状
況
を
受
け
入
れ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
な
ん
で
だ
ろ
う

と
思
っ
た
の
で
す
が
、
ホ
テ
ル
な
ど
は
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
が
か
か
る
け
ど
、
個
人
ガ
イ
ド
で

は
そ
ん
な
に
か
か
ら
な
い
。
バ
イ
ト
に
出
た
り

し
て
何
と
か
食
い
つ
な
い
で
い
る
ん
で
す
ね
。

な
の
で
無
理
し
て
お
客
さ
ん
を
入
れ
な
く
て
も

い
い
。
小
さ
な
子
供
が
い
る
ガ
イ
ド
は
自
分
が

コ
ロ
ナ
に
感
染
す
る
危
機
に
晒
さ
れ
た
く
な
い
。

自
分
を
守
る
た
め
に
ガ
イ
ド
を
控
え
る
こ
と
に

抵
抗
が
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
き
な
ホ

テ
ル
は
危
機
感
も
あ
る
け
れ
、
周
り
か
ら
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
っ
て
自
分
か
ら
や
る
と
は
言

え
な
い
。
県
や
町
の
要
請
も
あ
る
の
で
赤
字
を

抱
え
て
も
休
業
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
当
然
あ
り

ま
す
。
持
続
化
給
付
金
は
個
人
の
ガ
イ
ド
さ
ん

も
1
0
0
万
円
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
さ

ん
に
は
あ
り
が
た
い
額
で
す
が
大
き
な
ホ
テ
ル

か
ら
す
れ
ば
全
然
足
り
な
い
額
で
す
。
そ
の
辺

の
感
覚
が
だ
い
ぶ
違
う
と
思
い
ま
す
ね
。

ガ
イ
ド
業
へ
の
支
援
策

寺
崎
　
補
助
金
の
話
が
出
ま
し
た
。
松
田
さ
ん
、

北
海
道
で
は
ガ
イ
ド
は
事
業
者
と
し
て
の
制
度

的
な
位
置
づ
け
が
不
明
瞭
で
手
続
き
が
難
し
い

と
い
う
記
事
を
見
ま
し
た
が
。

松
田
　
国
の
持
続
化
給
付
金
は
そ
れ
ほ
ど
難
し

い
こ
と
は
な
い
で
す
が
支
援
対
象
に
は
な
っ
て

な
か
っ
た
。

寺
崎
　
こ
う
い
う
状
況
で
、
業
態
と
し
て
国
や

行
政
と
会
話
で
き
る
産
業
が
あ
る
一
方
で
、
皆

さ
ん
の
仕
事
は
地
域
や
行
政
か
ら
ど
の
よ
う
に

見
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
点
に
も
、

今
回
学
ぶ
べ
き
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
と
思
っ
た
の

で
す
が
。

吉
井
　
東
京
都
の
休
業
要
請
は
店
舗
に
協
力
金

50
万
円
が
出
ま
す
が
、
店
舗
が
な
く
て
も
遊
漁

船
や
ボ
ー
ト
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
認
め
ら

れ
ま
す
。
う
ち
も
数
年
前
に
事
務
所
を
閉
め
て

自
宅
に
戻
り
ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
状
態
だ
と

協
力
金
は
も
ら
え
な
い
で
す
ね
。
持
続
化
給
付

金
と
10
万
円
、
あ
と
は
小
笠
原
村
の
給
付
金
の

3
つ
が
、
い
た
だ
け
る
形
で
す
。

寺
崎
　
僕
が
思
う
ほ
ど
、
社
会
の
中
で
ガ
イ
ド

業
が
他
の
観
光
事
業
と
違
う
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
ん
で
す
ね
。

松
本
　
屋
久
島
は
、
県
と
町
で
全
然
対
応
が
違

っ
た
ん
で
す
ね
。
県
は
吉
井
さ
ん
が
言
っ
た
よ

う
に
、
店
舗
や
施
設
が
あ
る
と
こ
ろ
に
休
業
要

請
を
し
て
補
償
す
る
の
で
、
う
ち
は
事
務
所
が

あ
り
、
資
源
な
ど
の
紹
介
も
し
て
い
る
の
で
展

示
ス
ペ
ー
ス
と
い
う
こ
と
で
申
請
で
き
ま
し
た
。

ダ
イ
ビ
ン
グ
シ
ョ
ッ
プ
は
店
舗
が
あ
っ
て
ス
ク

ー
ル
を
し
て
い
る
と
言
っ
た
け
ど
、
最
初
は
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
ダ
イ
ビ
ン
グ
シ

ョ
ッ
プ
で
事
務
所
を
持
た
な
い
ガ
イ
ド
は
当
然

対
象
外
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
町
の
助
成
金
は
、
ガ
イ
ド
に
関
し

て
は
町
条
例
と
し
て
の
ガ
イ
ド
登
録
制
度
が
あ

る
の
で
、
最
初
は
こ
の
制
度
に
登
録
し
て
い
る

ガ
イ
ド
に
限
定
す
る
の
で
は
と
心
配
し
て
い
た

の
で
す
が
、
意
外
と
お
お
ら
か
で
、
観
光
協
会

に
所
属
し
て
い
れ
ば
い
い
と
か
、
事
業
者
組
合

が
証
明
す
れ
ば
い
い
と
言
っ
た
形
で
広
く
対
象

に
な
り
ま
し
た
。
屋
久
島
町
は
町
条
例
に
し
て

い
る
く
ら
い
な
の
で
、
ガ
イ
ド
を
ち
ゃ
ん
と
認

め
て
い
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
非
常
に
良
か

っ
た
。
逆
に
県
は
、
そ
こ
ま
で
認
め
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
違
い
が
非
常
に
よ
く
見
え
ま
し
た

ね
。

寺
崎
　
と
て
も
面
白
い
事
例
で
す
。
ガ
イ
ド
制

度
に
つ
い
て
も
、
実
情
に
応
じ
て
現
場
で
仕
組

み
を
作
る
。
そ
の
有
効
性
が
示
さ
れ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

松
本
　
屋
久
島
町
の
考
え
方
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
は
観
光
立
島
だ
と
い
う
中
で
ガ
イ
ド
は
非
常

に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
が

あ
る
。
ガ
イ
ド
さ
ん
に
対
し
て
し
っ
か
り
ケ
ア

し
た
い
と
い
う
姿
勢
が
見
え
ま
し
た
。
今
ま
で

ガ
イ
ド
業
界
と
し
て
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
き
た

成
果
だ
と
思
い
ま
し
た
。

松
崎
　
観
光
を
意
味
す
る
サ
イ
ト
シ
ー
イ
ン
グ

の
シ
ー
イ
ン
グ
に
は
ル
ッ
キ
ン
グ
で
は
な
く

「
見
る
」「
知
る
」「
会
う
」
と
い
う
意
味
が
あ

り
、
こ
の
3
つ
を
う
ま
く
融
合
し
て
初
め
て
観

光
と
言
え
る
の
か
な
と
常
々
に
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
経
験
で
、
お
客
さ
ん
は
、
観
光
地
の
こ

と
を
考
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し

た
。
島
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
が
売
れ
な
い

と
聞
い
た
の
で
、
う
ち
の
方
で
売
り
出
し
た
ら
、

小
笠
原
の
こ
と
が
心
配
だ
と
い
う
お
客
さ
ん
が

何
か
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
3
8
0
箱
も
買
っ

て
く
れ
た
ん
で
す
。
観
光
と
言
っ
て
も
行
く
だ

け
で
な
く
、
島
の
も
の
を
お
客
さ
ん
と
う
ま
く

結
び
つ
け
る
の
も
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
仲
人
や
通
訳
の
よ

う
に
島
の
人
と
お
客
さ
ん
が
何
を
欲
し
が
っ
て

い
る
か
を
う
ま
く
結
ん
で
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な

立
場
に
な
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
井
　
気
づ
い
た
こ
と
が
3
点
あ
り
ま
す
。
1

つ
は
日
本
各
地
に
あ
る
小
笠
原
の
よ
う
に
医
療

面
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
コ
ロ
ナ
フ
リ
ー
・
リ
ス

ク
ゼ
ロ
の
た
め
に
閉
め
る
と
い
う
対
応
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
、
い
ず
れ
は
制
限
を
緩
め
て
い

く
。
リ
ス
ク
ゼ
ロ
で
は
な
く
な
っ
た
先
が
全
く

見
え
ず
、
未
知
数
の
怖
さ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

 

2
点
目
は
、
観
光
は
、
お
土
産
や
農
産
物
な

ど
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
、
多
く
の
人
が
観
光
の
大
事
さ
を
感

じ
て
く
れ
た
と
思
う
の
で
、
よ
り
皆
さ
ん
と
連

携
し
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
3
点
目
は
ガ
イ
ド
に
関
し
て
。
お
客
さ
ん
と

直
接
接
す
る
仕
事
な
の
で
、
非
常
に
密
に
な
り

や
す
い
。
仲
良
く
な
る
ほ
ど
握
手
し
た
り
、
ハ

グ
し
た
り
と
距
離
感
も
近
く
な
り
ま
す
。
場
合

に
よ
っ
て
は
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
に
手
を
添
え
た

り
す
る
。
今
後
の
対
応
が
不
安
で
す
。

松
本
　
僕
も
東
日
本
大
震
災
の
時
は
気
仙
沼
に

行
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
り
し
ま
し

た
が
、
今
回
は
全
国
民
が
被
災
し
た
ん
で
す
よ

ね
。
今
ま
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
助
け
て
あ
げ

よ
う
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う
で
は
な
く

て
、
み
ん
な
が
助
け
合
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

立
場
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
す
ご
く

大
き
な
意
識
の
変
化
を
生
ん
だ
の
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
自
然
と
い
う
の
は
、
地
震
も
そ
う
で
す
し
、

今
回
の
ウ
イ
ル
ス
も
そ
う
で
す
が
、
抗
え
な
い

理
不
尽
な
試
練
を
与
え
て
く
る
。
そ
の
時
に

我
々
が
、
そ
こ
で
ど
う
対
応
す
る
か
が
問
わ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
も

う
腹
を
く
く
る
し
か
な
い
と
い
う
の
が
信
念
と

し
て
あ
り
ま
す
。
下
手
に
抗
っ
て
も
太
刀
打
ち

で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
ん
だ
と
。
自
然
を
見
て

い
る
人
な
ら
、
き
っ
と
そ
こ
は
感
じ
る
壁
み
た

い
な
も
の
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

　
腹
く
く
っ
た
次
に
あ
る
の
は
、
転
換
。
切
り

替
え
て
い
く
覚
悟
が
生
ま
れ
る
。
屋
久
島
に
観

光
に
来
て
く
れ
る
人
の
質
が
変
わ
っ
て
く
る
。

だ
っ
た
ら
屋
久
島
の
観
光
を
こ
う
い
う
風
に
変

え
て
い
こ
う
ぜ
と
、
覚
悟
を
決
め
て
島
の
観
光

を
新
た
に
作
り
直
し
て
い
く
。
こ
れ
が
僕
は
復

興
な
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。

　
復
興
と
い
う
の
は
、
決
し
て
復
元
で
は
な
い
。

元
に
戻
す
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
て
、
新
た
に

起
こ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
つ
ま
り

変
わ
っ
た
環
境
の
中
で
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考

え
て
覚
悟
を
も
っ
て
興
こ
し
て
い
く
こ
と
が
復

興
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
は
被
災
地
で

復
興
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
復
興
は
元
に

戻
す
こ
と
で
は
な
い
ん
だ
と
今
回
す
ご
く
感
じ

ま
し
た
。
今
後
、
屋
久
島
の
観
光
を
含
め
た
産

業
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
覚
悟
を
持
っ
て
、
こ

れ
か
ら
来
る
第
2
波
、
第
3
波
に
備
え
、
何
年

も
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
次
の
屋
久
島

を
構
築
し
て
い
く
、
復
興
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

寺
崎
　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
皆
さ
ん
と
実
際
に
お
会
い
し
て
お
話
で

き
る
機
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ら
が
集
ま
っ
て
、
ど
う
し
て
い
く
べ
き
か
を
話

し
合
う
場
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
D
M
O
に
求

め
る
か
ど
う
か
で
す
が
、
で
き
れ
ば
そ
う
い
う

場
所
と
か
、
人
を
集
め
る
役
割
が
す
ご
く
重
要

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
知
床
は
、
横
を
見
な
が
ら
な
ん
と
な

く
の
雰
囲
気
で
自
粛
し
、
各
自
が
決
め
て
い
っ

た
感
じ
で
す
。
今
も
何
か
を
解
除
し
て
お
客
さ

ん
来
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
す
が
、
な
ん
と
な
く
み
ん
な
が
集
客
し

始
め
て
い
る
感
じ
で
す
。
で
も
今
後
を
考
え
る

と
、
い
っ
ぺ
ん
に
来
て
し
ま
う
よ
り
、
少
し
ず

つ
観
光
客
を
入
れ
て
、
観
光
客
が
来
る
こ
と
に

地
域
の
人
た
ち
が
慣
れ
て
い
く
期
間
が
必
要
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
ど

ん
ど
ん
集
め
る
の
で
は
な
く
、
様
子
を
見
な
が

ら
集
め
た
方
が
い
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

松
崎
「
観
光
客
に
慣
れ
る
」
と
い
う
の
は
、
や

は
り
重
要
で
す
。
東
京
と
か
内
地
は
、
経
済
活

動
が
か
な
り
動
き
は
じ
め
、
隣
に
人
が
来
て
も

マ
ス
ク
し
て
い
れ
ば
安
心
と
い
う
気
持
ち
で
す

が
、
島
の
人
た
ち
は
ま
だ
知
ら
な
い
人
と
会
う

こ
と
す
ら
怖
が
っ
て
い
る
。
7
月
で
乗
船
客
が

今
ま
で
の
40
〜
50
人
か
ら
一
気
に
10
倍
の

4
0
0
人
く
ら
い
に
な
る
。
最
初
は
怖
が
り
な

が
ら
接
し
て
い
る
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て

く
る
と
思
う
の
で
、
そ
の
後
に
島
の
人
か
ら

「
も
う
少
し
お
客
さ
ん
呼
ん
で
よ
」
と
か
、

「
も
う
少
し
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
」
と
い
う
声

が
聞
こ
え
て
く
る
と
、
送
り
ま
す
ね
と
言
え
る
。

行
政
な
り
観
光
協
会
で
、
島
の
人
が
少
し
ず
つ

慣
れ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
、
受
け
入
れ
た
後

も
反
省
と
か
対
策
な
ど
を
話
し
合
い
、
「
こ
こ

ま
で
だ
っ
た
ら
安
心
」
と
な
れ
ば
、
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
で
お
客
さ
ん
の
受
け
入
れ
も
で
き
る
の
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
島
の
人
た
ち
は
多
分
1
月
頃
の
東
京
ぐ
ら
い

の
状
態
な
の
で
、
シ
ー
ル
ド
を
か
ぶ
っ
て
い
る

人
が
町
の
中
に
い
る
光
景
も
知
り
ま
せ
ん
。
そ

う
い
う
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
よ
う
な
話
し
合
い

を
徐
々
に
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
し
、
そ
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
調
整
す
る
の
が
自
分
の
会
社
の
役

割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
僕
が
思
っ
た
の
は
、
本
来
D
M
O
は
、

外
か
ら
来
る
人
と
、
地
域
の
中
で
活
動
す
る
人

と
の
距
離
感
を
う
ま
く
調
整
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
よ
く
観
光
地
経
営
と
か

言
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
、
集

客
す
る
だ
け
が
経
営
で
は
な
く
、
ブ
レ
ー
キ
、

つ
ま
り
生
産
調
整
や
、
ど
う
い
う
パ
ー
ツ
か
ら

出
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
地
域
の
中
で
協

議
し
、
み
ん
な
の
理
解
を
得
な
が
ら
や
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
経
験
か
ら
学
ぶ
こ
と

寺
崎
　
皆
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が
、

現
場
か
ら
み
て
、
持
続
可
能
な
観
光
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
、
そ
の
実
現
に
は
何
を
す
べ
き

か
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

松
田
　
自
分
た
ち
も
移
動
で
き
な
い
の
で
、
ど

う
や
っ
て
人
と
情
報
交
換
を
し
た
り
、
話
し
合

い
を
す
る
か
に
悩
み
ま
し
た
、
特
に
、
意
見
を

集
約
し
て
、
国
な
ど
に
届
け
る
方
法
を
私
た
ち

は
持
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
業

を
持
続
可
能
に
行
う
た
め
に
は
、
業
界
団
体
を

作
る
必
要
性
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

松
崎
　
日
本
は
も
う
右
肩
上
が
り
の
成
長
で
は

な
い
の
で
、
お
客
さ
ん
を
ど
ん
ど
ん
送
る
と
い

う
考
え
は
捨
て
て
、
島
を
気
に
入
っ
た
お
客
さ

ん
に
何
回
も
来
て
も
ら
う
と
か
、
長
く
滞
在
し

て
も
ら
う
。
旅
行
と
い
う
よ
り
長
期
滞
在
と
か
、

自
分
の
新
し
い
故
郷
を
作
る
よ
う
な
形
で
、
う

ま
く
地
域
と
溶
け
合
う
よ
う
な
も
の
、
観
光
と

い
う
言
葉
が
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
か
わ
か
ら

な
い
け
ど
、
新
し
い
も
の
に
な
る
の
か
な
と
い

う
気
が
し
て
い
ま
す
。
徐
々
に
現
場
か
ら
変
わ

っ
て
い
き
、
最
後
に
大
き
な
流
れ
に
な
れ
ば
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

松
本
　
観
光
と
い
う
も
の
自
体
の
考
え
方
が
、

観
光
客
も
観
光
業
者
も
変
わ
っ
て
い
く
ん
だ
と

思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
お
金
を
落

と
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
と
い
う
時
代
は
終
わ
り
、

思
い
が
あ
っ
て
、
そ
の
地
域
を
自
分
の
故
郷
の

よ
う
に
思
い
、
最
終
的
に
は
そ
こ
に
住
ん
で
し

ま
お
う
と
い
う
よ
う
な
つ
な
が
り
が
で
き
る
。

そ
う
し
た
も
の
を
観
光
と
し
て
位
置
付
け
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
。

　
今
回
、
テ
レ
ワ
ー
ク
で
き
る
人
た
ち
が
い
る

こ
と
も
わ
か
っ
た
の
で
、
そ
う
い
う
人
た
ち
が

都
会
を
離
れ
、
自
然
環
境
の
中
で
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
な
仕
事
が
で
き
る
と
い
う
の
も
考
え
ら
れ

る
。
都
会
と
地
域
が
結
び
つ
い
て
繋
が
っ
て
い

く
こ
と
が
観
光
だ
と
い
う
時
代
に
な
る
と
い
い

と
思
い
ま
す
。

吉
井
　
ワ
ゴ
ン
車
に
9
人
乗
せ
て
い
た
の
を
減

ら
す
。
繁
忙
期
に
受
け
入
れ
を
制
限
し
な
い
と

い
け
な
く
な
る
。
そ
う
す
る
と
自
ず
と
一
人
当

た
り
の
単
価
を
上
げ
る
方
向
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
。
そ
う
で
き
る
と
い
う
決
断
を
今
は
で
き

て
い
な
い
で
す
が
、
そ
う
い
う
方
向
に
な
る
の

か
な
と
思
い
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
や
は
り
直
接
行
っ
た
り
人
に
会
う
体

験
は
全
然
違
う
。
コ
ロ
ナ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

観
光
と
い
う
の
は
人
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
、

人
と
向
き
合
う
こ
と
だ
と
考
え
な
が
ら
、
や
り

続
け
る
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
は
最
後

に
お
聞
き
し
た
い
こ
と
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
の

経
験
か
ら
私
た
ち
は
何
を
学
ぶ
べ
き
で
し
ょ
う
。

観
光
業
に
限
ら
ず
、
ど
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
感

じ
取
り
、
観
光
振
興
に
お
い
て
ど
う
意
識
し
て

今
後
行
動
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
。

松
田
　
正
直
、
努
力
し
て
頑
張
っ
て
も
勝
て
な

い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
実
際
、

マ
ス
ク
や
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
対
策
用
は
準
備

し
て
い
ま
し
た
が
、
解
決
策
に
は
な
ら
な
か
っ

た
。
今
ま
で
も
あ
る
程
度
は
予
想
し
て
い
ま
し

た
。
観
光
を
や
っ
て
い
る
上
で
、
自
然
災
害
、

洪
水
や
地
震
、
こ
う
し
た
感
染
症
は
5
〜
10
年

に
1
回
は
訪
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

人
生
の
中
で
、
か
な
り
大
き
な
こ
と
が
起
き
る

だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
歴
史
を
振
り
返
り
な
が

ら
想
像
は
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
会
社
と
し

て
も
準
備
は
し
て
い
た
け
れ
ど
、
準
備
不
足
だ

っ
た
。
こ
う
い
う
こ
と
に
耐
え
る
た
め
に
、
財

務
面
を
ど
う
立
て
直
す
の
か
が
悩
み
で
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
、
会
社
と
し
て
の
体
力
を
き

ち
ん
と
つ
け
て
お
か
な
い
と
ダ
メ
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
1
年
以
内
で
は
終
わ
ら
な
い
。
そ
の

中
で
ど
う
や
っ
て
持
続
的
に
観
光
を
進
め
て
い

く
か
に
つ
い
て
の
答
え
は
出
て
い
ま
せ
ん
。
長

期
的
に
解
決
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

小笠原・父島の二見港
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行
動
が
と
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
も

特
段
苦
で
は
な
か
っ
た
で
す
。

　
7
月
か
ら
自
粛
要
請
が
解
除
さ
れ
、
送
客
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
行
政
が
来
て
も

良
い
と
言
っ
て
も
、
島
に
は
か
な
り
恐
れ
て
い

る
人
も
い
て
、
本
当
に
お
客
さ
ん
を
送
っ
て
い

い
か
ど
う
か
、
ま
だ
悩
ん
で
い
ま
す
。
お
客
さ

ん
も
悩
ん
で
い
て
、
予
約
の
時
に
「
本
当
に
行

っ
て
い
い
ん
で
す
か
」
と
聞
か
れ
ま
す
。
今
す

ぐ
と
言
わ
な
け
れ
ば
、
も
う
少
し
先
に
し
て
く

だ
さ
い
、
と
は
言
っ
て
い
ま
す
が
、
強
制
力
は

な
い
の
で
気
を
つ
け
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
と
伝

え
て
い
ま
す
。
東
京
で
も
今
日
感
染
者
が
55
人

出
て
い
ま
す
し
、
本
当
に
送
っ
て
い
い
か
、
難

し
い
立
場
だ
と
思
い
ま
す
。
逆
に
島
か
ら
「
も

う
一
ヶ
月
待
っ
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
た
方
が
楽

な
気
が
し
ま
す
。

寺
崎
　
お
客
様
を
送
る
旅
行
会
社
が
来
な
い
で

く
だ
さ
い
、
行
か
な
い
で
く
だ
さ
い
と
い
う
こ

と
を
直
接
語
り
か
け
て
い
る
と
い
う
話
は
、
今

回
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。
あ
る
面
で
は
、
観
光

協
会
、
D
M
O
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
地
域

密
着
型
の
企
業
で
す
。
屋
久
島
や
知
床
で
は
事

業
者
の
動
き
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

松
本
　
観
光
協
会
と
し
て
、
来
な
い
で
く
れ
と

要
請
し
て
ほ
し
い
と
い
う
話
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
僕
ら
も
事
業
者
と
し
て
ど
う
す
る
か
と

考
え
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
ま
で
は
新
規
予

約
は
断
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
入

っ
て
い
る
予
約
は
ど
う
し
よ
う
か
と
話
し
て
い

た
ら
、
こ
ち
ら
か
ら
キ
ャ
ン
セ
ル
を
お
願
い
す

る
前
に
、
お
客
様
か
ら
ど
ん
ど
ん
キ
ャ
ン
セ
ル

の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
宿
か
ら
キ
ャ
ン
セ
ル

す
る
と
言
っ
て
き
た
の
で
旅
行
を
取
り
や
め
ま

す
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
宿
は
結
構

気
に
し
て
い
た
み
た
い
で
す
。

　
キ
ャ
ン
セ
ル
し
な
い
人
も
少
し
い
ま
し
た
が
、

こ
ち
ら
か
ら
ど
う
す
る
か
を
聞
く
と
「
キ
ャ
ン

セ
ル
し
ま
す
」
と
。
本
人
も
悩
ん
で
い
て
、
き

っ
か
け
が
欲
し
か
っ
た
み
た
い
で
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
お
客
さ
ん
も
行
っ
て
い
い
か
迷
っ

て
い
た
の
で
、
何
と
し
て
も
や
め
て
く
れ
と
い

う
感
じ
で
は
な
か
っ
た
で
す
。

松
田
　
観
光
協
会
か
ら
は
自
粛
し
て
く
れ
と
い

う
要
請
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ホ
テ
ル
の
方

が
休
館
す
る
と
言
っ
て
く
れ
て
助
か
っ
た
と
こ

ろ
は
あ
り
ま
す
。
一
斉
に
休
館
し
た
の
で
は
な

く
大
き
な
宿
の
一
軒
が
休
館
す
る
と
言
い
、
周

り
も
続
く
と
い
う
形
に
な
っ
た
の
で
直
接
お
客

さ
ん
に
断
り
の
電
話
を
入
れ
ず
に
済
み
ま
し
た
。

　
私
も
お
客
さ
ん
を
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
断
る

か
ど
う
か
結
構
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
も
し
ホ
テ

ル
が
閉
め
な
け
れ
ば
断
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
観
光
業
者
み
ん
な
が
不
安
な
中
で
う
ち

が
先
に
「
自
粛
し
ま
す
」
と
出
し
て
し
ま
う
と
、

地
域
の
観
光
関
係
の
方
々
の
雰
囲
気
が
悪
く
な

る
と
言
う
か
、
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
と
い
う
危
惧

も
あ
り
ま
し
た
。
な
の
で
周
り
の
様
子
を
見
な

が
ら
最
終
的
に
決
め
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

松
本
　
屋
久
島
で
は
、
事
業
者
か
ら
ど
う
し
た

ら
い
い
の
か
と
い
う
声
が
出
て
き
ま
し
た
。
キ

ャ
ン
セ
ル
し
て
い
な
い
人
を
受
け
て
い
い
の
か
、

断
っ
た
方
が
い
い
の
か
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
に
向
け
て
、
県
が
休
業
要
請
を
し
て
き
て
、

町
自
体
が
観
光
客
受
け
入
れ
を
自
粛
し
ま
し
ょ

う
と
い
う
宣
言
を
出
し
た
の
で
、
お
客
さ
ん
に

は
「
町
と
県
が
こ
う
い
う
自
粛
を
要
請
し
て
い

る
の
で
、
申
し
訳
な
い
が
今
は
自
粛
し
て
く
だ

さ
い
」
と
言
え
る
よ
ね
と
、
お
互
い
励
ま
し
あ

い
ま
し
た
。
行
政
が
方
向
性
を
示
し
て
く
れ
た

の
は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

観
光
に
対
す
る

住
民
の
理
解
の
重
要
性

寺
崎
　
質
問
を
変
え
て
、
松
崎
さ
ん
の
悩
み
に

ど
う
答
え
ま
す
か
。
つ
ま
り
、
松
本
さ
ん
が
お

っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
行
政
か
ら
自
粛
要
請
が

あ
っ
た
の
で
お
客
さ
ん
に
言
い
や
す
か
っ
た
と

い
う
の
が
こ
の
4
、
5
月
の
状
況
で
す
が
、
6

月
19
日
か
ら
は
県
境
を
ま
た
い
だ
移
動
制
約
の

要
請
が
な
く
な
り
、
小
笠
原
も
7
月
か
ら
観
光

客
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
。

松
崎
　
観
光
業
以
外
の
人
た
ち
の
話
も
い
ろ
い

ろ
聞
く
と
、
子
ど
も
た
ち
を
観
光
客
に
近
寄
ら

せ
る
な
と
い
う
声
も
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
旅
行

業
は
送
る
の
が
仕
事
で
す
が
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
で

な
い
と
こ
ろ
に
お
客
さ
ん
を
送
っ
て
も
大
丈
夫

な
の
か
な
と
い
う
心
配
も
あ
り
ま
す
。

松
本
　
お
そ
ら
く
要
請
が
解
除
さ
れ
て
、
行
き

来
が
戻
る
と
、
き
っ
と
島
に
も
コ
ロ
ナ
は
来
る

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
医
療
面
、
隔
離
の

た
め
の
民
宿
の
確
保
な
ど
、
態
勢
が
だ
い
ぶ
整

っ
て
き
て
い
る
の
で
、
そ
の
時
に
は
今
ま
で
の

よ
う
に
パ
ニ
ッ
ク
に
な
ら
な
い
準
備
が
必
要
で

す
ね
。
今
の
ま
ま
全
く
の
無
傷
を
守
り
通
そ
う

と
い
う
の
は
、
か
な
り
精
神
的
に
も
経
済
的
に

も
し
ん
ど
い
の
で
、
い
ず
れ
入
っ
て
く
る
と
い

う
こ
と
を
前
提
に
対
策
し
て
い
く
こ
と
が
こ
れ

か
ら
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
行
政
も
医
療
関
係
者
も
、
今
ま
で
は
危
機
感

を
煽
っ
て
き
ま
し
た
が
、
時
間
か
け
て
一
生
懸

命
対
応
し
て
き
た
の
で
、
入
っ
て
く
る
と
い
う

前
提
か
ら
始
め
る
こ
と
が
重
要
で
し
ょ
う
。

松
田
　
私
も
い
ず
れ
は
コ
ロ
ナ
が
入
っ
て
く
る

と
思
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
準
備
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
私
た
ち
が
観
光
客
を
通
し

て
コ
ロ
ナ
を
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
か
と

い
う
と
、
歴
史
を
紐
解
け
ば
斜
里
町
の
ウ
ト
ロ

地
区
は
漁
業
中
心
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
漁
師

か
ら
す
れ
ば
観
光
客
は
邪
魔
者
で
し
た
。
今
は

観
光
も
大
事
だ
と
言
っ
て
く
れ
る
漁
師
さ
ん
も

増
え
て
き
た
の
で
、
そ
の
関
係
を
壊
し
た
く
な

い
。
漁
師
は
年
配
の
方
が
多
い
の
で
か
な
り
不

安
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
面
で
も
気

を
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
た
の
で
、
自
分
の
会
社
で
は
1
月
下
旬
に
マ

ス
ク
と
消
毒
ア
ル
コ
ー
ル
を
大
量
に
購
入
し
て
、

玄
関
の
ノ
ブ
や
ト
イ
レ
は
1
日
6
回
消
毒
し
て

い
ま
し
た
。

　
将
来
的
に
観
光
客
に
来
て
も
ら
う
た
め
の
条

件
の
一
つ
は
松
本
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う

に
何
か
あ
っ
た
時
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
態
勢

で
す
よ
ね
。
入
っ
て
く
る
の
は
時
間
の
問
題
だ

と
し
て
も
気
を
つ
け
る
と
い
う
雰
囲
気
を
作
る

し
か
な
い
。
い
ろ
ん
な
方
と
対
話
を
し
て
慣
れ

て
い
っ
て
も
ら
う
。
経
済
的
な
面
で
も
、
観
光

客
が
来
な
い
と
魚
が
安
い
、
売
れ
な
い
と
い
う

話
も
出
て
き
て
い
る
。
や
は
り
経
済
活
動
は
大

事
だ
と
い
う
こ
と
を
少
し
ず
つ
皆
さ
ん
実
感
し

て
い
る
。

寺
崎
　
松
田
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
い
て
、
観
光

振
興
が
持
続
的
で
あ
る
た
め
に
は
観
光
が
そ
の

ま
ち
に
と
っ
て
ど
う
い
う
位
置
づ
け
で
あ
り
、

観
光
以
外
の
人
達
か
ら
観
光
が
ど
う
い
う
風
に

思
わ
れ
て
い
る
か
を
気
に
か
け
て
い
く
必
要
が

先
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

吉
井
　
そ
う
で
す
。

松
本
　
屋
久
島
観
光
協
会
は
宣
言
は
出
さ
な
か

っ
た
け
ど
、
観
光
客
が
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
ん

だ
ら
、
ま
ず
自
分
た
ち
が
矢
面
に
立
つ
こ
と
に

な
る
と
い
う
危
機
感
か
ら
議
論
が
始
ま
り
ま
し

た
。
来
て
ほ
し
い
け
ど
、
そ
う
も
い
か
な
い
と

い
う
苦
悩
は
強
か
っ
た
。

寺
崎
　
な
ぜ
こ
の
話
を
突
っ
込
ん
で
聞
く
か
と

言
う
と
、
こ
れ
ま
で
観
光
関
係
者
ら
の
話
を
う

か
が
っ
て
き
た
中
で
、
地
域
の
中
の
観
光
業
と

い
う
感
覚
が
聞
け
て
な
い
ん
で
す
。
何
が
そ
の

違
い
な
の
か
。
小
笠
原
と
か
屋
久
島
、
知
床
は

地
域
的
に
特
殊
だ
か
ら
な
の
か
。
そ
う
じ
ゃ
な

い
気
も
す
る
。
今
日
話
し
て
い
き
た
い
核
の
部

分
な
の
で
す
。

吉
井
　
離
島
の
感
覚
っ
て
、
隔
て
ら
れ
て
い
る

の
で
、
外
の
も
の
に
対
す
る
危
機
感
や
恐
怖
感

は
あ
る
。
今
回
な
ら
コ
ロ
ナ
。
検
査
す
ら
で
き

な
い
状
況
な
の
で
、
島
民
全
体
が
危
機
感
を
持

っ
て
い
ま
す
。
小
笠
原
や
沖
縄
の
離
島
な
ど
の

隔
絶
さ
れ
た
離
島
と
い
う
の
は
、
基
本
的
に
コ

ロ
ナ
フ
リ
ー
に
し
て
お
か
な
い
と
、
一
人
で
も

感
染
者
が
出
る
と
島
が
壊
滅
的
に
な
る
恐
れ
が

あ
る
の
で
、
絶
対
に
出
さ
な
い
と
い
う
の
が
前

提
に
あ
り
ま
す
ね
。
そ
う
は
言
い
つ
つ
、
仕
事

の
方
は
少
な
か
ら
ず
来
て
い
ま
す
し
、
島
民
も

帰
っ
て
き
ま
す
。
帰
島
し
た
ら
2
週
間
の
自
粛

要
請
を
し
て
い
ま
す
が
、
誰
も
監
視
し
て
い
ま

せ
ん
し
。
完
璧
じ
ゃ
な
い
部
分
も
あ
り
、
心
配

な
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
よ
ね
。

観
光
客
の
受
け
入
れ
判
断

に
つ
い
て
の
迷
い

寺
崎
　
こ
の
間
に
皆
さ
ん
が
一
番
心
を
砕
い
た

の
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

松
崎
　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ラ
ン
ド
は
、
私
の
父
が
始

め
た
小
笠
原
専
門
の
旅
行
会
社
で
、
創
業
42
年

で
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
危
機
で
は
小
笠
原
の
人

と
同
じ
危
機
感
を
持
っ
て
い
て
、
1
月
に
武
漢

で
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
た
時
か
ら
日
本

に
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
、
2
月
の
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
の
件
で
、
ク
ル
ー
ズ

は
厳
し
く
な
る
と
そ
の
時
に
思
い
ま
し
た
。

　
来
年
ま
で
は
通
常
に
戻
ら
な
い
と
い
う
危
機

感
が
あ
り
、
お
客
さ
ん
が
減
る
の
は
目
に
見
え

て
い
た
の
で
、
と
に
か
く
コ
ス
ト
削
減
に
尽
力

し
ま
し
た
。
3
月
は
ま
だ
観
光
客
の
予
約
が
残

っ
て
い
ま
し
た
が
、
勘
の
い
い
人
は
自
分
で
キ

ャ
ン
セ
ル
し
て
き
ま
し
た
。
4
月
は
大
体
キ
ャ

ン
セ
ル
に
な
り
ま
し
た
が
、
悩
ん
で
い
る
人
に

対
し
て
は
、
「
無
理
し
て
行
か
な
い
で
く
だ
さ

い
」
と
伝
え
、
島
か
ら
自
粛
要
請
が
出
た
時
に

は
完
璧
に
抑
え
よ
う
と
思
い
、
お
客
さ
ん
全
員

に
「
行
か
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
連
絡
し
ま
し

た
。

　
す
ご
く
嬉
し
い
の
は
、
小
笠
原
は
リ
ピ
ー
タ

ー
や
島
が
好
き
な
人
が
現
状
を
理
解
し
て
く
れ

る
の
で
、
す
ぐ
キ
ャ
ン
セ
ル
し
て
く
れ
る
。
他

の
旅
行
会
社
か
ら
入
っ
て
く
る
お
客
さ
ん
と
は

直
接
話
せ
な
い
の
で
、
一
生
懸
命
、
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
を
く
ど
き
落
と
し
て
、
最
後
ま
で
粘
っ
て

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、
送
客
ゼ
ロ
に
し
ま

し
た
。
お
か
げ
で
5
、
6
月
の
売
り
上
げ
は
去

年
比
1
0
0
%
減
で
す
が
、
島
に
コ
ロ
ナ
を
入

れ
て
し
ま
っ
た
ら
大
変
な
の
は
目
に
見
え
て
い

た
の
で
、
う
ち
の
役
目
だ
と
思
っ
て
必
死
に
や

り
ま
し
た
。

　
小
笠
原
の
場
合
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
も
誰
が

持
っ
て
き
た
か
わ
か
る
の
で
、
う
ち
の
お
客
さ

ん
か
ら
絶
対
入
れ
な
い
ぞ
と
い
う
気
持
ち
も
あ

り
ま
し
た
。
自
分
た
ち
も
感
染
し
な
い
よ
う
外

出
は
控
え
る
よ
う
に
、
気
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　
小
笠
原
は
台
風
で
欠
航
に
な
る
こ
と
も
よ
く

あ
り
、
お
客
さ
ん
全
員
に
連
絡
し
て
事
情
を
説

明
し
て
旅
行
を
取
り
や
め
て
も
ら
う
こ
と
に
私

た
ち
も
慣
れ
て
い
た
の
で
、
す
ぐ
に
こ
う
い
う

し
、
平
常
に
戻
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
民
間
で
は
7
月
1
日
か
ら

営
業
再
開
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

寺
崎
　
一
気
に
臨
戦
態
勢
に
入
っ
た
変
わ
り
目

が
緊
急
事
態
宣
言
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

松
本
　
遠
い
別
の
世
界
の
話
だ
と
思
っ
て
い
た

の
に
東
京
以
外
の
地
域
で
も
感
染
者
が
出
て
き

た
。
こ
れ
は
広
が
っ
て
行
く
ん
だ
、
今
に
も
入

り
込
ん
で
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
危
機
感

が
そ
の
あ
た
り
か
ら
強
ま
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
そ
う
し
た
危
機
感
は
、
観
光
業
者
、
住

民
、
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
も
み
な
同
じ

よ
う
な
感
覚
で
し
ょ
う
か
。

松
本
　
観
光
業
者
は
、
急
激
に
キ
ャ
ン
セ
ル
が

出
て
き
た
の
で
、
世
の
中
の
動
き
が
止
ま
っ
て

い
く
ん
だ
ろ
う
と
肌
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。
観

光
業
に
関
わ
ら
な
い
人
は
意
外
と
他
人
事
の
よ

う
で
、
鹿
児
島
県
が
休
業
補
償
や
持
続
化
の
補

償
を
す
る
と
言
っ
た
時
に
、
観
光
協
会
が
行
政

に
「
4
、
5
月
は
90
%
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
て
い

る
ん
だ
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
と
こ
ろ
、
島
民
か

ら
「
そ
ん
な
ひ
ど
い
こ
と
に
な
っ
て
る
ん
で
す

か
」
と
い
う
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
4

月
、
5
月
は
ほ
ぼ
観
光
客
ゼ
ロ
と
い
う
こ
と
を

島
全
体
が
知
り
始
め
た
感
じ
で
す
。

　
町
長
も
観
光
を
重
要
視
し
て
い
る
の
で
な
ん

と
か
し
な
き
ゃ
と
い
う
思
い
は
あ
っ
た
ん
で
す

ね
。
た
だ
、
鹿
児
島
県
を
通
り
越
し
て
屋
久
島

町
に
来
て
く
だ
さ
い
と
は
言
え
な
い
の
で
、
県

の
動
き
に
合
わ
せ
る
形
で
ど
の
段
階
で
解
除
す

る
か
、
検
討
し
ま
し
た
。

寺
崎
　
東
京
は
日
常
生
活
が
ど
ん
ど
ん
変
化
し

怖
さ
を
実
感
し
た
け
ど
、
屋
久
島
で
は
観
光
業

が
島
民
に
そ
れ
を
伝
え
た
ん
で
す
ね
。
松
田
さ

ん
、
知
床
は
ど
う
だ
っ
た
ん
で
す
か
。

松
田
　
私
は
、
1
〜
3
月
は
他
県
へ
の
出
張
が

続
い
て
地
元
の
こ
と
を
十
分
に
把
握
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
1
月
中
旬
頃
か
ら
ま
ず

い
こ
と
に
な
る
と
思
い
ス
タ
ッ
フ
に
も
そ
う
話

し
て
い
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
実
感
を
持
っ

て
行
動
し
て
く
れ
な
い
状
況
で
し
た
。
他
の
地

域
で
「
今
年
は
大
変
な
こ
と
に
な
る
」
と
話
し

て
も
、
2
月
い
っ
ぱ
い
く
ら
い
ま
で
は
ピ
ン
と

来
て
な
い
感
じ
で
し
た
。

　
変
わ
っ
て
き
た
と
思
っ
た
の
は
3
月
に
入
っ

て
か
ら
。
知
床
で
は
お
葬
式
が
外
で
焼
香
の
み

と
い
う
形
に
な
り
、
気
に
し
始
め
る
人
が
増
え

た
と
感
じ
ま
し
た
。
た
だ
、
私
が
い
る
地
域
は

車
社
会
な
の
で
特
に
冬
は
町
を
歩
く
人
が
い
な

い
。
ど
こ
ま
で
外
出
自
粛
さ
れ
て
い
た
か
は
わ

か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　
観
光
関
係
の
動
き
を
振
り
返
る
と
、
地
域
と

し
て
の
話
し
合
い
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
で
す
ね
。

自
粛
し
よ
う
と
い
う
声
が
出
た
の
は
4
月
中
旬

く
ら
い
か
ら
で
、
そ
れ
ま
で
は
行
政
か
ら
自
粛

し
て
く
れ
と
い
っ
た
話
は
全
然
な
く
、
観
光
客

を
呼
び
込
も
う
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
。

国
立
公
園
内
の
各
施
設
を
閉
め
る
と
い
う
話
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
の
5
日
ほ
ど
前
に
、
駐
車
場
を
全
部
閉
鎖
す

る
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
行
政
側
に
町
民
と
対
話
し
て
欲
し
い

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
観
光
客
を
呼
ん
で
い
い

の
か
、
町
民
が
ど
う
思
っ
て
い
る
か
を
考
え
る

べ
き
だ
と
。
で
も
行
政
も
最
初
は
ピ
ン
と
来
て

い
な
か
っ
た
感
じ
が
し
ま
す
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
観
光
客
が
ゼ
ロ
で

は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
宿
は
2
軒
だ
け
開
け
て
い
て
、
あ
と
は

全
部
閉
ま
っ
て
い
た
。
5
月
中
旬
頃
か
ら
観
光

客
が
ぽ
つ
ぽ
つ
来
始
め
て
、
6
月
中
旬
は
少
し

動
き
出
し
て
い
る
感
じ
で
す
。

寺
崎
　
そ
の
間
、
一
番
何
を
気
に
し
て
い
ま
し

た
か
。

松
田
　
観
光
客
が
コ
ロ
ナ
を
こ
の
地
域
で
う
つ

し
て
し
ま
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
、

観
光
客
は
入
れ
ら
れ
な
い
。
観
光
客
が
持
ち
込

ん
だ
と
い
う
話
に
な
る
と
、
今
後
の
観
光
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
斜
里
町
の

中
心
部
で
も
3
月
下
旬
に
2
人
ほ
ど
感
染
者
は

出
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら
広
が
っ
て
は
い
な

い
で
す
。

行
政
よ
り
早
く
来
島
自
粛
を

出
し
た
小
笠
原
村
観
光
協
会

吉
井
　
僕
は
1
9
9
2
年
に
海
好
き
が
高
じ
て

小
笠
原
に
移
住
し
ま
し
た
。
マ
ル
ベ
リ
ー
は

2
0
0
0
年
に
創
業
し
、
今
年
3
月
で
20
周
年

に
な
り
ま
す
。

　
小
笠
原
の
2
〜
3
月
は
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
が
あ
り
、
山
歩
き
に
も
い
い
季
節
な
の

で
比
較
的
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
1
月
後
半
ま

で
は
特
に
影
響
は
な
く
、
2
〜
3
月
の
定
期
船

お
が
さ
わ
ら
丸
の
乗
船
客
数
は
、
2
〜
3
割
落

ち
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
以
外
に
も
色
々
な

ク
ル
ー
ズ
船
が
寄
港
し
ま
す
が
、
2
月
以
降
は

ず
っ
と
全
部
キ
ャ
ン
セ
ル
で
、
営
業
的
に
は
か

な
り
痛
い
状
況
で
す
。

吉
井
　
団
体
や
旅
行
会
社
は
個
人
客
よ
り
も
キ

ャ
ン
セ
ル
が
早
く
、
4
月
最
初
の
1
、
2
便
は

多
少
お
客
様
が
来
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降

か
ら
今
ま
で
ほ
ぼ
観
光
客
は
ゼ
ロ
で
す
。
定
期

便
の
乗
客
は
仕
事
の
方
と
島
民
が
そ
れ
ぞ
れ
数

十
人
、
他
に
、
3
便
以
上
の
長
期
滞
在
の
観
光

客
が
少
数
い
る
、
と
い
う
状
況
で
す
。

　
7
月
か
ら
来
島
自
粛
が
外
れ
ま
す
が
、
満
席

で
8
0
0
人
く
ら
い
の
定
期
船
を
7
〜
8
月
の

繁
忙
期
は
4
0
0
人
に
抑
え
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
夏
も
そ
ん
な
に
忙
し
く
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
。
7
〜
8
月
は
減
便
も
す
る
の
で
、
船
の
キ

ャ
パ
だ
け
み
て
も
来
島
者
は
例
年
の
半
分
に
な

る
で
し
ょ
う
。

寺
崎
　
小
笠
原
で
は
来
島
自
粛
要
請
を
、
先
に

観
光
協
会
が
出
し
、
少
し
遅
れ
て
村
が
出
し
ま

し
た
ね
。
行
政
が
先
に
出
す
方
が
一
般
的
な
の

に
、
観
光
協
会
が
先
だ
っ
た
の
は
ど
う
し
て
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。

吉
井
　
主
導
は
父
島
の
観
光
協
会
で
、
私
は
ホ

エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
の
会
長
と
し
て
観

光
協
会
か
ら
打
診
を
受
け
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
協
会
、
商
工
会
と
父
島
・
母
島
の
観
光

協
会
の
4
団
体
が
合
意
し
て
来
島
自
粛
を
出
し

ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
観
光
協
会
の
役
員
で
は
な
い
の
で
、
細
か
い

機
微
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
協
会
が
早
く
動
い

て
村
が
少
し
遅
れ
た
の
は
、
タ
イ
ミ
ン
グ
の
問

題
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
島
民
と
し
て
、

来
島
自
粛
要
請
を
出
す
こ
と
に
そ
ん
な
に
抵
抗

は
な
く
、
コ
ロ
ナ
感
染
者
を
入
れ
た
く
な
い
と

い
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
や
は
り
医
療

問
題
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

寺
崎
　
観
光
事
業
者
で
あ
る
前
に
、
自
分
た
ち

は
島
民
、
地
域
の
住
民
で
あ
る
と
い
う
意
識
が

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

地
域
や
事
業
の
状
況

松
本
　
屋
久
島
で
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
始
め

て
27
年
目
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
に
、
世
界
遺

産
に
な
る
と
い
う
大
き
な
変
化
を
経
験
し
ま
し

た
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
も
ま
た
屋
久
島
の
観
光
に

大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
で
し
ょ
う
。
3
月
ま

で
の
屋
久
島
は
、
割
と
人
ご
と
の
よ
う
な
感
じ

で
し
た
が
、
3
月
中
旬
く
ら
い
か
ら
「
島
に
感

染
者
が
入
っ
て
き
た
ら
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
」

と
い
う
危
機
感
が
、
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　
島
に
は
徳
洲
会
と
い
う
病
院
が
ひ
と
つ
あ
る

だ
け
。
ど
こ
か
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
ら
、

医
療
崩
壊
す
る
の
で
は
と
い
う
恐
怖
感
、
緊
張

感
の
よ
う
な
も
の
が
走
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う

中
で
鹿
児
島
県
が
緊
急
事
態
宣
言
に
応
じ
て
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
ま
で
自
粛
を
依
頼
し
、

休
業
要
請
が
あ
り
、
補
償
も
し
ま
す
と
言
っ
た

の
で
、
島
の
中
の
観
光
業
は
一
気
に
休
業
に
向

か
い
、
4
月
か
ら
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
か

け
て
観
光
客
を
受
け
入
れ
な
い
方
が
い
い
と
い

う
雰
囲
気
が
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
屋
久
島
で
は
感
染
者
が
出
て
い
な
い
こ
と
も

あ
り
、
島
の
人
た
ち
の
生
活
は
、
ス
ー
パ
ー
に

は
普
通
に
買
い
物
に
行
っ
た
り
、
自
粛
の
反
動

で
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
以
降
は
割
と
普
通
の

生
活
に
戻
っ
た
感
じ
で
し
た
。
た
だ
、
い
つ
も

と
決
定
的
に
違
う
の
は
、
観
光
客
が
全
く
い
な

い
。

　
と
り
あ
え
ず
6
月
19
日
ま
で
は
特
に
県
外
か

ら
の
来
島
は
自
粛
を
要
請
し
7
月
1
日
か
ら
は

全
て
の
地
域
の
お
客
様
を
受
け
入
れ
る
と
宣
言

吉
井
　
小
笠
原
村
の
場
合
は
、
観
光
事
業
者
に

特
定
せ
ず
、
村
民
の
中
で
収
入
が
減
っ
た
人
と

い
う
考
え
方
で
す
。
で
も
こ
の
期
間
に
収
入
が

減
っ
た
の
は
観
光
な
の
で
、
実
質
的
に
は
観
光

事
業
者
向
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

松
田
　
北
海
道
の
給
付
金
は
、
う
ち
の
事
務
所

は
対
象
外
で
し
た
。
町
は
色
々
支
援
策
を
考
え

て
く
れ
、
商
工
観
光
課
は
ガ
イ
ド
が
支
援
対
象

か
ら
抜
け
落
ち
て
い
る
と
い
う
認
識
は
持
っ
て

い
ま
し
た
。
た
だ
、
町
と
し
て
は
、
み
ん
な
が

困
っ
て
い
る
か
ら
、
み
ん
な
に
行
き
渡
る
よ
う

に
と
い
う
こ
と
で
、
斜
里
町
が
行
っ
た
の
は
水

道
料
金
の
免
除
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
会
談
後
に
斜
里
町
の
ガ
イ
ド
事
業
者
な
ど
を
対

象
と
し
た
ク
ー
ポ
ン
券
の
販
売
が
決
ま
っ
た
）

D
M
O
な
ど
観
光
地
域
経
営

に
必
要
な
取
り
組
み

寺
崎
　
松
崎
さ
ん
の
と
こ
ろ
は
地
域
限
定
の
旅

行
業
と
い
う
こ
と
で
、
あ
る
意
味
D
M
O
の
販

売
部
門
を
担
っ
て
い
る
よ
う
に
も
僕
に
は
見
え

ま
す
。
ご
本
人
に
そ
う
い
う
意
識
は
な
い
で
し

ょ
う
が
、
地
域
と
一
蓮
托
生
に
な
っ
て
や
ら
れ

て
い
て
い
る
の
で
す
が
、
観
光
協
会
と
松
崎
さ

ん
の
会
社
と
は
意
識
は
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。

松
崎
　
観
光
協
会
よ
り
前
に
う
ち
の
会
社
が
で

き
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
観
光

協
会
は
地
元
に
来
た
お
客
さ
ん
を
ど
う
す
る
か

と
い
う
こ
と
。
我
々
は
全
国
か
ら
小
笠
原
に
ど

う
人
を
集
め
る
か
で
、
分
業
は
で
き
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

寺
崎
　
今
、
他
の
観
光
地
で
は
D
M
O
が
コ
ロ

ナ
禍
の
後
を
見
据
え
て
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に
活
動

し
て
い
ま
す
が
、
吉
井
さ
ん
や
松
田
さ
ん
か
ら

見
て
D
M
O
や
地
域
限
定
の
旅
行
会
社
な
ど
に

も
っ
と
こ
う
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
は
あ
り
ま

す
か
。

吉
井
　
難
し
い
質
問
で
す
ね
。
小
笠
原
で
は
10

年
以
上
前
に
ラ
ン
ド
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
的
に
村
内

の
観
光
事
業
者
を
ま
と
め
る
ツ
ア
ー
デ
ス
ク
が

作
ら
れ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
が
解
散
し
て
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ラ
ン
ド
や
村
内
の
民
間
の
ラ
ン
ド
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
に
う
ま
く
波
及
し
ま
し
た
。
い
ま
は
、

村
の
中
に
P
R
部
門
を
担
当
す
る
観
光
局
が
で

き
て
い
ま
す
。

松
崎
　
ツ
ア
ー
デ
ス
ク
が
で
き
る
時
に
村
か
ら

相
談
を
受
け
ま
し
た
。
自
分
の
食
い
扶
持
を
あ

げ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
も
の
で
す
が
（
笑
）
、

宣
伝
は
村
が
や
っ
て
く
れ
た
方
が
信
用
度
が
大

き
い
の
で
あ
り
が
た
い
面
も
あ
り
ま
す
。
た
だ

お
客
さ
ん
を
受
け
る
の
は
、
う
ち
と
村
内
の
も

う
一
社
し
か
な
く
、
宣
伝
し
す
ぎ
る
と
船
も
宿

も
足
り
な
く
な
り
、
逆
に
断
る
仕
事
に
な
る
。

バ
ラ
ン
ス
が
す
ご
く
難
し
い
と
、
つ
く
づ
く
思

い
ま
す
。
小
笠
原
は
団
体
向
け
の
島
で
あ
り
ま

せ
ん
。
ひ
と
り
ふ
た
り
で
行
く
方
が
小
笠
原
ら

し
さ
を
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。
お
客
さ
ん
が

少
な
く
て
仕
方
な
く
団
体
を
入
れ
た
時
代
も
あ

り
ま
し
た
が
、
今
は
も
う
そ
ん
な
時
代
で
は
な

い
と
思
う
の
で
、
島
の
ガ
イ
ド
さ
ん
や
宿
を
結

ぶ
通
訳
と
し
て
の
立
場
を
強
化
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
松
本
さ
ん
と
松
田
さ
ん
に
お
伺
い
し
ま

す
。
D
M
O
や
観
光
協
会
の
よ
う
に
地
域
を
取

り
ま
と
め
て
発
信
す
る
人
た
ち
に
対
し
て
、
7

月
以
降
に
期
待
す
る
役
割
は
な
ん
で
し
ょ
う
。

松
本
　
屋
久
島
は
世
界
遺
産
で
人
気
が
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
い
て
い
た

け
れ
ど
、
実
質
的
に
観
光
客
は
20
万
人
ち
ょ
っ

と
で
す
。
こ
れ
で
観
光
と
し
て
の
経
済
が
そ
れ

な
り
に
動
い
て
い
た
ん
で
す
。 

　
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
「
と
り
あ
え
ず
屋

久
島
に
行
く
か
」
と
い
う
人
は
減
る
と
思
い
ま

す
。
飛
行
機
や
新
幹
線
な
ど
を
使
い
、
わ
ざ
わ

ざ
高
い
旅
費
を
払
っ
て
、
リ
ス
ク
を
感
じ
て
も

屋
久
島
に
来
て
く
れ
る
の
か
。
今
ま
で
の
よ
う

に
な
ん
と
な
く
ツ
ア
ー
で
募
っ
て
、
な
ん
と
な

く
人
を
か
き
集
め
て
来
る
時
代
で
は
な
く
な
っ

て
し
ま
う
と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
屋
久
島
に
行
き
た
い
」

と
い
う
人
は
来
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ど
う

い
う
人
た
ち
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
か
を
考
え

た
時
に
、
幅
広
く
た
く
さ
ん
数
を
集
め
る
の
で

は
な
く
、
確
実
に
屋
久
島
を
選
ん
で
く
れ
る
人

に
し
っ
か
り
と
情
報
を
提
供
し
て
ケ
ア
を
し
て

き
て
も
ら
う
と
。
逆
に
言
う
と
そ
う
い
う
人
た

ち
を
ち
ゃ
ん
と
大
事
に
で
き
る
受
け
入
れ
体
制

を
作
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
名

所
を
巡
る
旅
と
し
て
の
屋
久
島
で
は
な
く
、
居

住
や
生
活
も
含
め
た
島
で
の
滞
在
を
受
け
入
れ

る
。
今
ま
で
と
は
違
っ
た
価
値
観
で
島
の
良
さ

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

松
田
　
今
の
状
況
を
み
る
と
「
お
客
さ
ん
ど
ん

ど
ん
来
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
風
に
な
っ
て
き

ま
し
た
よ
ね
。
そ
う
し
た
中
で
の 

D
M
O 

の

役
割
は
何
な
の
か
。
今
回
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

あ
る
。
そ
う
し
な
い
と
観
光
事
業
が
持
続
可
能

に
行
え
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

松
田
　
そ
う
思
い
ま
す
。
知
床
が
世
界
遺
産
登

録
に
向
け
て
動
き
出
し
た
時
は
漁
師
の
人
た
ち

は
最
初
は
反
対
し
ま
し
た
。
海
域
ま
で
世
界
遺

産
エ
リ
ア
に
さ
れ
て
し
ま
う
と
漁
業
活
動
が
制

約
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
す
る
と
観
光

な
ん
て
、
と
い
う
話
が
出
て
き
ま
し
た
。
世
界

遺
産
に
な
っ
て
も
漁
業
活
動
が
規
制
さ
れ
て
は

い
な
い
の
で
す
が
。
地
域
の
人
た
ち
の
理
解
と

協
力
が
な
け
れ
ば
持
続
的
な
観
光
は
成
り
立
ち

ま
せ
ん
。
仕
事
だ
け
で
な
く
普
段
の
生
活
の
中

で
も
周
り
の
人
達
に
助
け
て
も
ら
っ
て
、
そ
れ

で
成
り
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
か
ら
。

寺
崎
　
住
民
の
人
た
ち
の
健
康
、
つ
ま
り
安
心

で
安
全
な
生
活
を
考
え
な
い
観
光
は
あ
り
得
な

い
と
。
小
笠
原
も
か
つ
て
は
漁
業
が
主
流
で
し

た
ね
。

吉
井
　
こ
の
間
に
、
漁
協
の
組
合
長
に
聞
い
た

ら
、
小
笠
原
の
魚
は
基
本
東
京
方
面
に
出
荷
す

る
ん
で
す
が
、
影
響
の
少
な
い
魚
種
に
変
更
し

た
の
で
、
そ
ん
な
に
漁
業
に
は
影
響
は
出
て
い

な
い
と
言
っ
て
ま
し
た
。
島
内
の
飲
食
店
に
出

す
よ
う
な
魚
は
控
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
農
業

で
は
、
今
の
時
期
だ
と
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ

が
か
な
り
売
れ
ま
す
が
、
観
光
客
が
い
な
い
の

で
送
料
無
料
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
し
て
、
通
販

で
買
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
策
を
練
っ
て
い
ま
す

ね
。

寺
崎
　
松
崎
さ
ん
が
気
に
さ
れ
て
い
る
の
は
地

域
の
人
や
既
存
産
業
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

松
崎
　
そ
う
で
す
ね
。
小
さ
な
島
な
の
で
、
観

光
以
外
の
知
り
合
い
も
い
る
の
で
、
そ
う
い
う

人
の
声
も
聞
き
ま
す
。
何
か
あ
っ
た
ら
、
東
京

な
ら
医
療
崩
壊
で
す
が
、
島
で
は
社
会
全
体
が

崩
壊
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
が
脳

裏
に
あ
り
ま
す
。
歴
史
的
に
み
る
と
、
島
が
ア

メ
リ
カ
か
ら
返
還
さ
れ
て
す
ぐ
に
観
光
は
始
ま

っ
て
い
る
の
で
、
島
民
や
他
産
業
の
人
か
ら
観

光
に
対
す
る
拒
否
反
応
は
小
さ
い
と
思
い
ま
す

が
。

寺
崎
　
松
本
さ
ん
は
そ
れ
ま
で
地
域
の
自
然
や

生
活
文
化
を
直
接
の
素
材
と
し
た
観
光
で
食
べ

て
い
る
人
が
い
な
い
中
で
、
屋
久
島
で
は
パ
イ

オ
ニ
ア
と
し
て
あ
ら
た
な
観
光
を
開
拓
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
風
当
た
り
も
強
か
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
住
民
と
し
て
永
く
暮
ら
し
て
き
た
中
で
、

観
光
と
住
民
と
の
か
か
わ
り
が
変
わ
っ
て
き
た

よ
う
に
見
え
ま
す
が
。

松
本
　
若
い
ガ
イ
ド
さ
ん
の
方
が
結
構
神
経
質

に
な
っ
て
る
な
と
感
じ
ま
す
。
観
光
業
で
食
べ

て
い
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
の
意
識
は
か
な
り

違
い
ま
す
が
、
観
光
業
で
食
べ
て
い
る
中
で
も

ガ
イ
ド
さ
ん
は
「
危
機
感
が
あ
る
な
ら
や
め
た

方
が
い
い
」
と
あ
っ
さ
り
と
状
況
を
受
け
入
れ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
な
ん
で
だ
ろ
う

と
思
っ
た
の
で
す
が
、
ホ
テ
ル
な
ど
は
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
が
か
か
る
け
ど
、
個
人
ガ
イ
ド
で

は
そ
ん
な
に
か
か
ら
な
い
。
バ
イ
ト
に
出
た
り

し
て
何
と
か
食
い
つ
な
い
で
い
る
ん
で
す
ね
。

な
の
で
無
理
し
て
お
客
さ
ん
を
入
れ
な
く
て
も

い
い
。
小
さ
な
子
供
が
い
る
ガ
イ
ド
は
自
分
が

コ
ロ
ナ
に
感
染
す
る
危
機
に
晒
さ
れ
た
く
な
い
。

自
分
を
守
る
た
め
に
ガ
イ
ド
を
控
え
る
こ
と
に

抵
抗
が
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
き
な
ホ

テ
ル
は
危
機
感
も
あ
る
け
れ
、
周
り
か
ら
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
っ
て
自
分
か
ら
や
る
と
は
言

え
な
い
。
県
や
町
の
要
請
も
あ
る
の
で
赤
字
を

抱
え
て
も
休
業
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
当
然
あ
り

ま
す
。
持
続
化
給
付
金
は
個
人
の
ガ
イ
ド
さ
ん

も
1
0
0
万
円
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
さ

ん
に
は
あ
り
が
た
い
額
で
す
が
大
き
な
ホ
テ
ル

か
ら
す
れ
ば
全
然
足
り
な
い
額
で
す
。
そ
の
辺

の
感
覚
が
だ
い
ぶ
違
う
と
思
い
ま
す
ね
。

ガ
イ
ド
業
へ
の
支
援
策

寺
崎
　
補
助
金
の
話
が
出
ま
し
た
。
松
田
さ
ん
、

北
海
道
で
は
ガ
イ
ド
は
事
業
者
と
し
て
の
制
度

的
な
位
置
づ
け
が
不
明
瞭
で
手
続
き
が
難
し
い

と
い
う
記
事
を
見
ま
し
た
が
。

松
田
　
国
の
持
続
化
給
付
金
は
そ
れ
ほ
ど
難
し

い
こ
と
は
な
い
で
す
が
支
援
対
象
に
は
な
っ
て

な
か
っ
た
。

寺
崎
　
こ
う
い
う
状
況
で
、
業
態
と
し
て
国
や

行
政
と
会
話
で
き
る
産
業
が
あ
る
一
方
で
、
皆

さ
ん
の
仕
事
は
地
域
や
行
政
か
ら
ど
の
よ
う
に

見
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
点
に
も
、

今
回
学
ぶ
べ
き
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
と
思
っ
た
の

で
す
が
。

吉
井
　
東
京
都
の
休
業
要
請
は
店
舗
に
協
力
金

50
万
円
が
出
ま
す
が
、
店
舗
が
な
く
て
も
遊
漁

船
や
ボ
ー
ト
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
認
め
ら

れ
ま
す
。
う
ち
も
数
年
前
に
事
務
所
を
閉
め
て

自
宅
に
戻
り
ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
状
態
だ
と

協
力
金
は
も
ら
え
な
い
で
す
ね
。
持
続
化
給
付

金
と
10
万
円
、
あ
と
は
小
笠
原
村
の
給
付
金
の

3
つ
が
、
い
た
だ
け
る
形
で
す
。

寺
崎
　
僕
が
思
う
ほ
ど
、
社
会
の
中
で
ガ
イ
ド

業
が
他
の
観
光
事
業
と
違
う
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
ん
で
す
ね
。

松
本
　
屋
久
島
は
、
県
と
町
で
全
然
対
応
が
違

っ
た
ん
で
す
ね
。
県
は
吉
井
さ
ん
が
言
っ
た
よ

う
に
、
店
舗
や
施
設
が
あ
る
と
こ
ろ
に
休
業
要

請
を
し
て
補
償
す
る
の
で
、
う
ち
は
事
務
所
が

あ
り
、
資
源
な
ど
の
紹
介
も
し
て
い
る
の
で
展

示
ス
ペ
ー
ス
と
い
う
こ
と
で
申
請
で
き
ま
し
た
。

ダ
イ
ビ
ン
グ
シ
ョ
ッ
プ
は
店
舗
が
あ
っ
て
ス
ク

ー
ル
を
し
て
い
る
と
言
っ
た
け
ど
、
最
初
は
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
ダ
イ
ビ
ン
グ
シ

ョ
ッ
プ
で
事
務
所
を
持
た
な
い
ガ
イ
ド
は
当
然

対
象
外
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
町
の
助
成
金
は
、
ガ
イ
ド
に
関
し

て
は
町
条
例
と
し
て
の
ガ
イ
ド
登
録
制
度
が
あ

る
の
で
、
最
初
は
こ
の
制
度
に
登
録
し
て
い
る

ガ
イ
ド
に
限
定
す
る
の
で
は
と
心
配
し
て
い
た

の
で
す
が
、
意
外
と
お
お
ら
か
で
、
観
光
協
会

に
所
属
し
て
い
れ
ば
い
い
と
か
、
事
業
者
組
合

が
証
明
す
れ
ば
い
い
と
言
っ
た
形
で
広
く
対
象

に
な
り
ま
し
た
。
屋
久
島
町
は
町
条
例
に
し
て

い
る
く
ら
い
な
の
で
、
ガ
イ
ド
を
ち
ゃ
ん
と
認

め
て
い
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
非
常
に
良
か

っ
た
。
逆
に
県
は
、
そ
こ
ま
で
認
め
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
違
い
が
非
常
に
よ
く
見
え
ま
し
た

ね
。

寺
崎
　
と
て
も
面
白
い
事
例
で
す
。
ガ
イ
ド
制

度
に
つ
い
て
も
、
実
情
に
応
じ
て
現
場
で
仕
組

み
を
作
る
。
そ
の
有
効
性
が
示
さ
れ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

松
本
　
屋
久
島
町
の
考
え
方
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
は
観
光
立
島
だ
と
い
う
中
で
ガ
イ
ド
は
非
常

に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
が

あ
る
。
ガ
イ
ド
さ
ん
に
対
し
て
し
っ
か
り
ケ
ア

し
た
い
と
い
う
姿
勢
が
見
え
ま
し
た
。
今
ま
で

ガ
イ
ド
業
界
と
し
て
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
き
た

成
果
だ
と
思
い
ま
し
た
。

松
崎
　
観
光
を
意
味
す
る
サ
イ
ト
シ
ー
イ
ン
グ

の
シ
ー
イ
ン
グ
に
は
ル
ッ
キ
ン
グ
で
は
な
く

「
見
る
」「
知
る
」「
会
う
」
と
い
う
意
味
が
あ

り
、
こ
の
3
つ
を
う
ま
く
融
合
し
て
初
め
て
観

光
と
言
え
る
の
か
な
と
常
々
に
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
経
験
で
、
お
客
さ
ん
は
、
観
光
地
の
こ

と
を
考
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し

た
。
島
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
が
売
れ
な
い

と
聞
い
た
の
で
、
う
ち
の
方
で
売
り
出
し
た
ら
、

小
笠
原
の
こ
と
が
心
配
だ
と
い
う
お
客
さ
ん
が

何
か
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
3
8
0
箱
も
買
っ

て
く
れ
た
ん
で
す
。
観
光
と
言
っ
て
も
行
く
だ

け
で
な
く
、
島
の
も
の
を
お
客
さ
ん
と
う
ま
く

結
び
つ
け
る
の
も
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
仲
人
や
通
訳
の
よ

う
に
島
の
人
と
お
客
さ
ん
が
何
を
欲
し
が
っ
て

い
る
か
を
う
ま
く
結
ん
で
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な

立
場
に
な
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
井
　
気
づ
い
た
こ
と
が
3
点
あ
り
ま
す
。
1

つ
は
日
本
各
地
に
あ
る
小
笠
原
の
よ
う
に
医
療

面
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
コ
ロ
ナ
フ
リ
ー
・
リ
ス

ク
ゼ
ロ
の
た
め
に
閉
め
る
と
い
う
対
応
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
、
い
ず
れ
は
制
限
を
緩
め
て
い

く
。
リ
ス
ク
ゼ
ロ
で
は
な
く
な
っ
た
先
が
全
く

見
え
ず
、
未
知
数
の
怖
さ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

 

2
点
目
は
、
観
光
は
、
お
土
産
や
農
産
物
な

ど
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
、
多
く
の
人
が
観
光
の
大
事
さ
を
感

じ
て
く
れ
た
と
思
う
の
で
、
よ
り
皆
さ
ん
と
連

携
し
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
3
点
目
は
ガ
イ
ド
に
関
し
て
。
お
客
さ
ん
と

直
接
接
す
る
仕
事
な
の
で
、
非
常
に
密
に
な
り

や
す
い
。
仲
良
く
な
る
ほ
ど
握
手
し
た
り
、
ハ

グ
し
た
り
と
距
離
感
も
近
く
な
り
ま
す
。
場
合

に
よ
っ
て
は
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
に
手
を
添
え
た

り
す
る
。
今
後
の
対
応
が
不
安
で
す
。

松
本
　
僕
も
東
日
本
大
震
災
の
時
は
気
仙
沼
に

行
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
り
し
ま
し

た
が
、
今
回
は
全
国
民
が
被
災
し
た
ん
で
す
よ

ね
。
今
ま
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
助
け
て
あ
げ

よ
う
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う
で
は
な
く

て
、
み
ん
な
が
助
け
合
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

立
場
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
す
ご
く

大
き
な
意
識
の
変
化
を
生
ん
だ
の
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
自
然
と
い
う
の
は
、
地
震
も
そ
う
で
す
し
、

今
回
の
ウ
イ
ル
ス
も
そ
う
で
す
が
、
抗
え
な
い

理
不
尽
な
試
練
を
与
え
て
く
る
。
そ
の
時
に

我
々
が
、
そ
こ
で
ど
う
対
応
す
る
か
が
問
わ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
も

う
腹
を
く
く
る
し
か
な
い
と
い
う
の
が
信
念
と

し
て
あ
り
ま
す
。
下
手
に
抗
っ
て
も
太
刀
打
ち

で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
ん
だ
と
。
自
然
を
見
て

い
る
人
な
ら
、
き
っ
と
そ
こ
は
感
じ
る
壁
み
た

い
な
も
の
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

　
腹
く
く
っ
た
次
に
あ
る
の
は
、
転
換
。
切
り

替
え
て
い
く
覚
悟
が
生
ま
れ
る
。
屋
久
島
に
観

光
に
来
て
く
れ
る
人
の
質
が
変
わ
っ
て
く
る
。

だ
っ
た
ら
屋
久
島
の
観
光
を
こ
う
い
う
風
に
変

え
て
い
こ
う
ぜ
と
、
覚
悟
を
決
め
て
島
の
観
光

を
新
た
に
作
り
直
し
て
い
く
。
こ
れ
が
僕
は
復

興
な
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。

　
復
興
と
い
う
の
は
、
決
し
て
復
元
で
は
な
い
。

元
に
戻
す
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
て
、
新
た
に

起
こ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
つ
ま
り

変
わ
っ
た
環
境
の
中
で
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考

え
て
覚
悟
を
も
っ
て
興
こ
し
て
い
く
こ
と
が
復

興
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
は
被
災
地
で

復
興
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
復
興
は
元
に

戻
す
こ
と
で
は
な
い
ん
だ
と
今
回
す
ご
く
感
じ

ま
し
た
。
今
後
、
屋
久
島
の
観
光
を
含
め
た
産

業
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
覚
悟
を
持
っ
て
、
こ

れ
か
ら
来
る
第
2
波
、
第
3
波
に
備
え
、
何
年

も
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
次
の
屋
久
島

を
構
築
し
て
い
く
、
復
興
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

寺
崎
　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
皆
さ
ん
と
実
際
に
お
会
い
し
て
お
話
で

き
る
機
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ら
が
集
ま
っ
て
、
ど
う
し
て
い
く
べ
き
か
を
話

し
合
う
場
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
D
M
O
に
求

め
る
か
ど
う
か
で
す
が
、
で
き
れ
ば
そ
う
い
う

場
所
と
か
、
人
を
集
め
る
役
割
が
す
ご
く
重
要

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
知
床
は
、
横
を
見
な
が
ら
な
ん
と
な

く
の
雰
囲
気
で
自
粛
し
、
各
自
が
決
め
て
い
っ

た
感
じ
で
す
。
今
も
何
か
を
解
除
し
て
お
客
さ

ん
来
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
す
が
、
な
ん
と
な
く
み
ん
な
が
集
客
し

始
め
て
い
る
感
じ
で
す
。
で
も
今
後
を
考
え
る

と
、
い
っ
ぺ
ん
に
来
て
し
ま
う
よ
り
、
少
し
ず

つ
観
光
客
を
入
れ
て
、
観
光
客
が
来
る
こ
と
に

地
域
の
人
た
ち
が
慣
れ
て
い
く
期
間
が
必
要
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
ど

ん
ど
ん
集
め
る
の
で
は
な
く
、
様
子
を
見
な
が

ら
集
め
た
方
が
い
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

松
崎
「
観
光
客
に
慣
れ
る
」
と
い
う
の
は
、
や

は
り
重
要
で
す
。
東
京
と
か
内
地
は
、
経
済
活

動
が
か
な
り
動
き
は
じ
め
、
隣
に
人
が
来
て
も

マ
ス
ク
し
て
い
れ
ば
安
心
と
い
う
気
持
ち
で
す

が
、
島
の
人
た
ち
は
ま
だ
知
ら
な
い
人
と
会
う

こ
と
す
ら
怖
が
っ
て
い
る
。
7
月
で
乗
船
客
が

今
ま
で
の
40
〜
50
人
か
ら
一
気
に
10
倍
の

4
0
0
人
く
ら
い
に
な
る
。
最
初
は
怖
が
り
な

が
ら
接
し
て
い
る
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て

く
る
と
思
う
の
で
、
そ
の
後
に
島
の
人
か
ら

「
も
う
少
し
お
客
さ
ん
呼
ん
で
よ
」
と
か
、

「
も
う
少
し
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
」
と
い
う
声

が
聞
こ
え
て
く
る
と
、
送
り
ま
す
ね
と
言
え
る
。

行
政
な
り
観
光
協
会
で
、
島
の
人
が
少
し
ず
つ

慣
れ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
、
受
け
入
れ
た
後

も
反
省
と
か
対
策
な
ど
を
話
し
合
い
、
「
こ
こ

ま
で
だ
っ
た
ら
安
心
」
と
な
れ
ば
、
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
で
お
客
さ
ん
の
受
け
入
れ
も
で
き
る
の
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
島
の
人
た
ち
は
多
分
1
月
頃
の
東
京
ぐ
ら
い

の
状
態
な
の
で
、
シ
ー
ル
ド
を
か
ぶ
っ
て
い
る

人
が
町
の
中
に
い
る
光
景
も
知
り
ま
せ
ん
。
そ

う
い
う
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
よ
う
な
話
し
合
い

を
徐
々
に
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
し
、
そ
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
調
整
す
る
の
が
自
分
の
会
社
の
役

割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
僕
が
思
っ
た
の
は
、
本
来
D
M
O
は
、

外
か
ら
来
る
人
と
、
地
域
の
中
で
活
動
す
る
人

と
の
距
離
感
を
う
ま
く
調
整
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
よ
く
観
光
地
経
営
と
か

言
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
、
集

客
す
る
だ
け
が
経
営
で
は
な
く
、
ブ
レ
ー
キ
、

つ
ま
り
生
産
調
整
や
、
ど
う
い
う
パ
ー
ツ
か
ら

出
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
地
域
の
中
で
協

議
し
、
み
ん
な
の
理
解
を
得
な
が
ら
や
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
経
験
か
ら
学
ぶ
こ
と

寺
崎
　
皆
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が
、

現
場
か
ら
み
て
、
持
続
可
能
な
観
光
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
、
そ
の
実
現
に
は
何
を
す
べ
き

か
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

松
田
　
自
分
た
ち
も
移
動
で
き
な
い
の
で
、
ど

う
や
っ
て
人
と
情
報
交
換
を
し
た
り
、
話
し
合

い
を
す
る
か
に
悩
み
ま
し
た
、
特
に
、
意
見
を

集
約
し
て
、
国
な
ど
に
届
け
る
方
法
を
私
た
ち

は
持
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
業

を
持
続
可
能
に
行
う
た
め
に
は
、
業
界
団
体
を

作
る
必
要
性
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

松
崎
　
日
本
は
も
う
右
肩
上
が
り
の
成
長
で
は

な
い
の
で
、
お
客
さ
ん
を
ど
ん
ど
ん
送
る
と
い

う
考
え
は
捨
て
て
、
島
を
気
に
入
っ
た
お
客
さ

ん
に
何
回
も
来
て
も
ら
う
と
か
、
長
く
滞
在
し

て
も
ら
う
。
旅
行
と
い
う
よ
り
長
期
滞
在
と
か
、

自
分
の
新
し
い
故
郷
を
作
る
よ
う
な
形
で
、
う

ま
く
地
域
と
溶
け
合
う
よ
う
な
も
の
、
観
光
と

い
う
言
葉
が
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
か
わ
か
ら

な
い
け
ど
、
新
し
い
も
の
に
な
る
の
か
な
と
い

う
気
が
し
て
い
ま
す
。
徐
々
に
現
場
か
ら
変
わ

っ
て
い
き
、
最
後
に
大
き
な
流
れ
に
な
れ
ば
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

松
本
　
観
光
と
い
う
も
の
自
体
の
考
え
方
が
、

観
光
客
も
観
光
業
者
も
変
わ
っ
て
い
く
ん
だ
と

思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
お
金
を
落

と
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
と
い
う
時
代
は
終
わ
り
、

思
い
が
あ
っ
て
、
そ
の
地
域
を
自
分
の
故
郷
の

よ
う
に
思
い
、
最
終
的
に
は
そ
こ
に
住
ん
で
し

ま
お
う
と
い
う
よ
う
な
つ
な
が
り
が
で
き
る
。

そ
う
し
た
も
の
を
観
光
と
し
て
位
置
付
け
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
。

　
今
回
、
テ
レ
ワ
ー
ク
で
き
る
人
た
ち
が
い
る

こ
と
も
わ
か
っ
た
の
で
、
そ
う
い
う
人
た
ち
が

都
会
を
離
れ
、
自
然
環
境
の
中
で
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
な
仕
事
が
で
き
る
と
い
う
の
も
考
え
ら
れ

る
。
都
会
と
地
域
が
結
び
つ
い
て
繋
が
っ
て
い

く
こ
と
が
観
光
だ
と
い
う
時
代
に
な
る
と
い
い

と
思
い
ま
す
。

吉
井
　
ワ
ゴ
ン
車
に
9
人
乗
せ
て
い
た
の
を
減

ら
す
。
繁
忙
期
に
受
け
入
れ
を
制
限
し
な
い
と

い
け
な
く
な
る
。
そ
う
す
る
と
自
ず
と
一
人
当

た
り
の
単
価
を
上
げ
る
方
向
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
。
そ
う
で
き
る
と
い
う
決
断
を
今
は
で
き

て
い
な
い
で
す
が
、
そ
う
い
う
方
向
に
な
る
の

か
な
と
思
い
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
や
は
り
直
接
行
っ
た
り
人
に
会
う
体

験
は
全
然
違
う
。
コ
ロ
ナ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

観
光
と
い
う
の
は
人
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
、

人
と
向
き
合
う
こ
と
だ
と
考
え
な
が
ら
、
や
り

続
け
る
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
は
最
後

に
お
聞
き
し
た
い
こ
と
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
の

経
験
か
ら
私
た
ち
は
何
を
学
ぶ
べ
き
で
し
ょ
う
。

観
光
業
に
限
ら
ず
、
ど
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
感

じ
取
り
、
観
光
振
興
に
お
い
て
ど
う
意
識
し
て

今
後
行
動
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
。

松
田
　
正
直
、
努
力
し
て
頑
張
っ
て
も
勝
て
な

い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
実
際
、

マ
ス
ク
や
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
対
策
用
は
準
備

し
て
い
ま
し
た
が
、
解
決
策
に
は
な
ら
な
か
っ

た
。
今
ま
で
も
あ
る
程
度
は
予
想
し
て
い
ま
し

た
。
観
光
を
や
っ
て
い
る
上
で
、
自
然
災
害
、

洪
水
や
地
震
、
こ
う
し
た
感
染
症
は
5
〜
10
年

に
1
回
は
訪
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

人
生
の
中
で
、
か
な
り
大
き
な
こ
と
が
起
き
る

だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
歴
史
を
振
り
返
り
な
が

ら
想
像
は
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
会
社
と
し

て
も
準
備
は
し
て
い
た
け
れ
ど
、
準
備
不
足
だ

っ
た
。
こ
う
い
う
こ
と
に
耐
え
る
た
め
に
、
財

務
面
を
ど
う
立
て
直
す
の
か
が
悩
み
で
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
、
会
社
と
し
て
の
体
力
を
き

ち
ん
と
つ
け
て
お
か
な
い
と
ダ
メ
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
1
年
以
内
で
は
終
わ
ら
な
い
。
そ
の

中
で
ど
う
や
っ
て
持
続
的
に
観
光
を
進
め
て
い

く
か
に
つ
い
て
の
答
え
は
出
て
い
ま
せ
ん
。
長

期
的
に
解
決
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

右
：
屋
久
島
の
夕
日
の
丘
展
望
所
、

上
：
ヤ
ク
ス
ギ
ラ
ン
ド
に
あ
る
母
子
杉（
写
真
提
供
：
Ｙ
Ｎ
Ａ
Ｃ
）
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行
動
が
と
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
も

特
段
苦
で
は
な
か
っ
た
で
す
。

　
7
月
か
ら
自
粛
要
請
が
解
除
さ
れ
、
送
客
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
行
政
が
来
て
も

良
い
と
言
っ
て
も
、
島
に
は
か
な
り
恐
れ
て
い

る
人
も
い
て
、
本
当
に
お
客
さ
ん
を
送
っ
て
い

い
か
ど
う
か
、
ま
だ
悩
ん
で
い
ま
す
。
お
客
さ

ん
も
悩
ん
で
い
て
、
予
約
の
時
に
「
本
当
に
行

っ
て
い
い
ん
で
す
か
」
と
聞
か
れ
ま
す
。
今
す

ぐ
と
言
わ
な
け
れ
ば
、
も
う
少
し
先
に
し
て
く

だ
さ
い
、
と
は
言
っ
て
い
ま
す
が
、
強
制
力
は

な
い
の
で
気
を
つ
け
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
と
伝

え
て
い
ま
す
。
東
京
で
も
今
日
感
染
者
が
55
人

出
て
い
ま
す
し
、
本
当
に
送
っ
て
い
い
か
、
難

し
い
立
場
だ
と
思
い
ま
す
。
逆
に
島
か
ら
「
も

う
一
ヶ
月
待
っ
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
た
方
が
楽

な
気
が
し
ま
す
。

寺
崎
　
お
客
様
を
送
る
旅
行
会
社
が
来
な
い
で

く
だ
さ
い
、
行
か
な
い
で
く
だ
さ
い
と
い
う
こ

と
を
直
接
語
り
か
け
て
い
る
と
い
う
話
は
、
今

回
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。
あ
る
面
で
は
、
観
光

協
会
、
D
M
O
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
地
域

密
着
型
の
企
業
で
す
。
屋
久
島
や
知
床
で
は
事

業
者
の
動
き
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

松
本
　
観
光
協
会
と
し
て
、
来
な
い
で
く
れ
と

要
請
し
て
ほ
し
い
と
い
う
話
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
僕
ら
も
事
業
者
と
し
て
ど
う
す
る
か
と

考
え
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
ま
で
は
新
規
予

約
は
断
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
入

っ
て
い
る
予
約
は
ど
う
し
よ
う
か
と
話
し
て
い

た
ら
、
こ
ち
ら
か
ら
キ
ャ
ン
セ
ル
を
お
願
い
す

る
前
に
、
お
客
様
か
ら
ど
ん
ど
ん
キ
ャ
ン
セ
ル

の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
宿
か
ら
キ
ャ
ン
セ
ル

す
る
と
言
っ
て
き
た
の
で
旅
行
を
取
り
や
め
ま

す
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
宿
は
結
構

気
に
し
て
い
た
み
た
い
で
す
。

　
キ
ャ
ン
セ
ル
し
な
い
人
も
少
し
い
ま
し
た
が
、

こ
ち
ら
か
ら
ど
う
す
る
か
を
聞
く
と
「
キ
ャ
ン

セ
ル
し
ま
す
」
と
。
本
人
も
悩
ん
で
い
て
、
き

っ
か
け
が
欲
し
か
っ
た
み
た
い
で
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
お
客
さ
ん
も
行
っ
て
い
い
か
迷
っ

て
い
た
の
で
、
何
と
し
て
も
や
め
て
く
れ
と
い

う
感
じ
で
は
な
か
っ
た
で
す
。

松
田
　
観
光
協
会
か
ら
は
自
粛
し
て
く
れ
と
い

う
要
請
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ホ
テ
ル
の
方

が
休
館
す
る
と
言
っ
て
く
れ
て
助
か
っ
た
と
こ

ろ
は
あ
り
ま
す
。
一
斉
に
休
館
し
た
の
で
は
な

く
大
き
な
宿
の
一
軒
が
休
館
す
る
と
言
い
、
周

り
も
続
く
と
い
う
形
に
な
っ
た
の
で
直
接
お
客

さ
ん
に
断
り
の
電
話
を
入
れ
ず
に
済
み
ま
し
た
。

　
私
も
お
客
さ
ん
を
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
断
る

か
ど
う
か
結
構
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
も
し
ホ
テ

ル
が
閉
め
な
け
れ
ば
断
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
観
光
業
者
み
ん
な
が
不
安
な
中
で
う
ち

が
先
に
「
自
粛
し
ま
す
」
と
出
し
て
し
ま
う
と
、

地
域
の
観
光
関
係
の
方
々
の
雰
囲
気
が
悪
く
な

る
と
言
う
か
、
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
と
い
う
危
惧

も
あ
り
ま
し
た
。
な
の
で
周
り
の
様
子
を
見
な

が
ら
最
終
的
に
決
め
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

松
本
　
屋
久
島
で
は
、
事
業
者
か
ら
ど
う
し
た

ら
い
い
の
か
と
い
う
声
が
出
て
き
ま
し
た
。
キ

ャ
ン
セ
ル
し
て
い
な
い
人
を
受
け
て
い
い
の
か
、

断
っ
た
方
が
い
い
の
か
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
に
向
け
て
、
県
が
休
業
要
請
を
し
て
き
て
、

町
自
体
が
観
光
客
受
け
入
れ
を
自
粛
し
ま
し
ょ

う
と
い
う
宣
言
を
出
し
た
の
で
、
お
客
さ
ん
に

は
「
町
と
県
が
こ
う
い
う
自
粛
を
要
請
し
て
い

る
の
で
、
申
し
訳
な
い
が
今
は
自
粛
し
て
く
だ

さ
い
」
と
言
え
る
よ
ね
と
、
お
互
い
励
ま
し
あ

い
ま
し
た
。
行
政
が
方
向
性
を
示
し
て
く
れ
た

の
は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

観
光
に
対
す
る

住
民
の
理
解
の
重
要
性

寺
崎
　
質
問
を
変
え
て
、
松
崎
さ
ん
の
悩
み
に

ど
う
答
え
ま
す
か
。
つ
ま
り
、
松
本
さ
ん
が
お

っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
行
政
か
ら
自
粛
要
請
が

あ
っ
た
の
で
お
客
さ
ん
に
言
い
や
す
か
っ
た
と

い
う
の
が
こ
の
4
、
5
月
の
状
況
で
す
が
、
6

月
19
日
か
ら
は
県
境
を
ま
た
い
だ
移
動
制
約
の

要
請
が
な
く
な
り
、
小
笠
原
も
7
月
か
ら
観
光

客
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
。

松
崎
　
観
光
業
以
外
の
人
た
ち
の
話
も
い
ろ
い

ろ
聞
く
と
、
子
ど
も
た
ち
を
観
光
客
に
近
寄
ら

せ
る
な
と
い
う
声
も
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
旅
行

業
は
送
る
の
が
仕
事
で
す
が
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
で

な
い
と
こ
ろ
に
お
客
さ
ん
を
送
っ
て
も
大
丈
夫

な
の
か
な
と
い
う
心
配
も
あ
り
ま
す
。

松
本
　
お
そ
ら
く
要
請
が
解
除
さ
れ
て
、
行
き

来
が
戻
る
と
、
き
っ
と
島
に
も
コ
ロ
ナ
は
来
る

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
医
療
面
、
隔
離
の

た
め
の
民
宿
の
確
保
な
ど
、
態
勢
が
だ
い
ぶ
整

っ
て
き
て
い
る
の
で
、
そ
の
時
に
は
今
ま
で
の

よ
う
に
パ
ニ
ッ
ク
に
な
ら
な
い
準
備
が
必
要
で

す
ね
。
今
の
ま
ま
全
く
の
無
傷
を
守
り
通
そ
う

と
い
う
の
は
、
か
な
り
精
神
的
に
も
経
済
的
に

も
し
ん
ど
い
の
で
、
い
ず
れ
入
っ
て
く
る
と
い

う
こ
と
を
前
提
に
対
策
し
て
い
く
こ
と
が
こ
れ

か
ら
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
行
政
も
医
療
関
係
者
も
、
今
ま
で
は
危
機
感

を
煽
っ
て
き
ま
し
た
が
、
時
間
か
け
て
一
生
懸

命
対
応
し
て
き
た
の
で
、
入
っ
て
く
る
と
い
う

前
提
か
ら
始
め
る
こ
と
が
重
要
で
し
ょ
う
。

松
田
　
私
も
い
ず
れ
は
コ
ロ
ナ
が
入
っ
て
く
る

と
思
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
準
備
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
私
た
ち
が
観
光
客
を
通
し

て
コ
ロ
ナ
を
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
か
と

い
う
と
、
歴
史
を
紐
解
け
ば
斜
里
町
の
ウ
ト
ロ

地
区
は
漁
業
中
心
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
漁
師

か
ら
す
れ
ば
観
光
客
は
邪
魔
者
で
し
た
。
今
は

観
光
も
大
事
だ
と
言
っ
て
く
れ
る
漁
師
さ
ん
も

増
え
て
き
た
の
で
、
そ
の
関
係
を
壊
し
た
く
な

い
。
漁
師
は
年
配
の
方
が
多
い
の
で
か
な
り
不

安
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
面
で
も
気

を
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
た
の
で
、
自
分
の
会
社
で
は
1
月
下
旬
に
マ

ス
ク
と
消
毒
ア
ル
コ
ー
ル
を
大
量
に
購
入
し
て
、

玄
関
の
ノ
ブ
や
ト
イ
レ
は
1
日
6
回
消
毒
し
て

い
ま
し
た
。

　
将
来
的
に
観
光
客
に
来
て
も
ら
う
た
め
の
条

件
の
一
つ
は
松
本
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う

に
何
か
あ
っ
た
時
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
態
勢

で
す
よ
ね
。
入
っ
て
く
る
の
は
時
間
の
問
題
だ

と
し
て
も
気
を
つ
け
る
と
い
う
雰
囲
気
を
作
る

し
か
な
い
。
い
ろ
ん
な
方
と
対
話
を
し
て
慣
れ

て
い
っ
て
も
ら
う
。
経
済
的
な
面
で
も
、
観
光

客
が
来
な
い
と
魚
が
安
い
、
売
れ
な
い
と
い
う

話
も
出
て
き
て
い
る
。
や
は
り
経
済
活
動
は
大

事
だ
と
い
う
こ
と
を
少
し
ず
つ
皆
さ
ん
実
感
し

て
い
る
。

寺
崎
　
松
田
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
い
て
、
観
光

振
興
が
持
続
的
で
あ
る
た
め
に
は
観
光
が
そ
の

ま
ち
に
と
っ
て
ど
う
い
う
位
置
づ
け
で
あ
り
、

観
光
以
外
の
人
達
か
ら
観
光
が
ど
う
い
う
風
に

思
わ
れ
て
い
る
か
を
気
に
か
け
て
い
く
必
要
が

先
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

吉
井
　
そ
う
で
す
。

松
本
　
屋
久
島
観
光
協
会
は
宣
言
は
出
さ
な
か

っ
た
け
ど
、
観
光
客
が
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
ん

だ
ら
、
ま
ず
自
分
た
ち
が
矢
面
に
立
つ
こ
と
に

な
る
と
い
う
危
機
感
か
ら
議
論
が
始
ま
り
ま
し

た
。
来
て
ほ
し
い
け
ど
、
そ
う
も
い
か
な
い
と

い
う
苦
悩
は
強
か
っ
た
。

寺
崎
　
な
ぜ
こ
の
話
を
突
っ
込
ん
で
聞
く
か
と

言
う
と
、
こ
れ
ま
で
観
光
関
係
者
ら
の
話
を
う

か
が
っ
て
き
た
中
で
、
地
域
の
中
の
観
光
業
と

い
う
感
覚
が
聞
け
て
な
い
ん
で
す
。
何
が
そ
の

違
い
な
の
か
。
小
笠
原
と
か
屋
久
島
、
知
床
は

地
域
的
に
特
殊
だ
か
ら
な
の
か
。
そ
う
じ
ゃ
な

い
気
も
す
る
。
今
日
話
し
て
い
き
た
い
核
の
部

分
な
の
で
す
。

吉
井
　
離
島
の
感
覚
っ
て
、
隔
て
ら
れ
て
い
る

の
で
、
外
の
も
の
に
対
す
る
危
機
感
や
恐
怖
感

は
あ
る
。
今
回
な
ら
コ
ロ
ナ
。
検
査
す
ら
で
き

な
い
状
況
な
の
で
、
島
民
全
体
が
危
機
感
を
持

っ
て
い
ま
す
。
小
笠
原
や
沖
縄
の
離
島
な
ど
の

隔
絶
さ
れ
た
離
島
と
い
う
の
は
、
基
本
的
に
コ

ロ
ナ
フ
リ
ー
に
し
て
お
か
な
い
と
、
一
人
で
も

感
染
者
が
出
る
と
島
が
壊
滅
的
に
な
る
恐
れ
が

あ
る
の
で
、
絶
対
に
出
さ
な
い
と
い
う
の
が
前

提
に
あ
り
ま
す
ね
。
そ
う
は
言
い
つ
つ
、
仕
事

の
方
は
少
な
か
ら
ず
来
て
い
ま
す
し
、
島
民
も

帰
っ
て
き
ま
す
。
帰
島
し
た
ら
2
週
間
の
自
粛

要
請
を
し
て
い
ま
す
が
、
誰
も
監
視
し
て
い
ま

せ
ん
し
。
完
璧
じ
ゃ
な
い
部
分
も
あ
り
、
心
配

な
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
よ
ね
。

観
光
客
の
受
け
入
れ
判
断

に
つ
い
て
の
迷
い

寺
崎
　
こ
の
間
に
皆
さ
ん
が
一
番
心
を
砕
い
た

の
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

松
崎
　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ラ
ン
ド
は
、
私
の
父
が
始

め
た
小
笠
原
専
門
の
旅
行
会
社
で
、
創
業
42
年

で
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
危
機
で
は
小
笠
原
の
人

と
同
じ
危
機
感
を
持
っ
て
い
て
、
1
月
に
武
漢

で
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
た
時
か
ら
日
本

に
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
、
2
月
の
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
の
件
で
、
ク
ル
ー
ズ

は
厳
し
く
な
る
と
そ
の
時
に
思
い
ま
し
た
。

　
来
年
ま
で
は
通
常
に
戻
ら
な
い
と
い
う
危
機

感
が
あ
り
、
お
客
さ
ん
が
減
る
の
は
目
に
見
え

て
い
た
の
で
、
と
に
か
く
コ
ス
ト
削
減
に
尽
力

し
ま
し
た
。
3
月
は
ま
だ
観
光
客
の
予
約
が
残

っ
て
い
ま
し
た
が
、
勘
の
い
い
人
は
自
分
で
キ

ャ
ン
セ
ル
し
て
き
ま
し
た
。
4
月
は
大
体
キ
ャ

ン
セ
ル
に
な
り
ま
し
た
が
、
悩
ん
で
い
る
人
に

対
し
て
は
、
「
無
理
し
て
行
か
な
い
で
く
だ
さ

い
」
と
伝
え
、
島
か
ら
自
粛
要
請
が
出
た
時
に

は
完
璧
に
抑
え
よ
う
と
思
い
、
お
客
さ
ん
全
員

に
「
行
か
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
連
絡
し
ま
し

た
。

　
す
ご
く
嬉
し
い
の
は
、
小
笠
原
は
リ
ピ
ー
タ

ー
や
島
が
好
き
な
人
が
現
状
を
理
解
し
て
く
れ

る
の
で
、
す
ぐ
キ
ャ
ン
セ
ル
し
て
く
れ
る
。
他

の
旅
行
会
社
か
ら
入
っ
て
く
る
お
客
さ
ん
と
は

直
接
話
せ
な
い
の
で
、
一
生
懸
命
、
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
を
く
ど
き
落
と
し
て
、
最
後
ま
で
粘
っ
て

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、
送
客
ゼ
ロ
に
し
ま

し
た
。
お
か
げ
で
5
、
6
月
の
売
り
上
げ
は
去

年
比
1
0
0
%
減
で
す
が
、
島
に
コ
ロ
ナ
を
入

れ
て
し
ま
っ
た
ら
大
変
な
の
は
目
に
見
え
て
い

た
の
で
、
う
ち
の
役
目
だ
と
思
っ
て
必
死
に
や

り
ま
し
た
。

　
小
笠
原
の
場
合
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
も
誰
が

持
っ
て
き
た
か
わ
か
る
の
で
、
う
ち
の
お
客
さ

ん
か
ら
絶
対
入
れ
な
い
ぞ
と
い
う
気
持
ち
も
あ

り
ま
し
た
。
自
分
た
ち
も
感
染
し
な
い
よ
う
外

出
は
控
え
る
よ
う
に
、
気
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　
小
笠
原
は
台
風
で
欠
航
に
な
る
こ
と
も
よ
く

あ
り
、
お
客
さ
ん
全
員
に
連
絡
し
て
事
情
を
説

明
し
て
旅
行
を
取
り
や
め
て
も
ら
う
こ
と
に
私

た
ち
も
慣
れ
て
い
た
の
で
、
す
ぐ
に
こ
う
い
う

し
、
平
常
に
戻
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
民
間
で
は
7
月
1
日
か
ら

営
業
再
開
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

寺
崎
　
一
気
に
臨
戦
態
勢
に
入
っ
た
変
わ
り
目

が
緊
急
事
態
宣
言
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

松
本
　
遠
い
別
の
世
界
の
話
だ
と
思
っ
て
い
た

の
に
東
京
以
外
の
地
域
で
も
感
染
者
が
出
て
き

た
。
こ
れ
は
広
が
っ
て
行
く
ん
だ
、
今
に
も
入

り
込
ん
で
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
危
機
感

が
そ
の
あ
た
り
か
ら
強
ま
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
そ
う
し
た
危
機
感
は
、
観
光
業
者
、
住

民
、
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
も
み
な
同
じ

よ
う
な
感
覚
で
し
ょ
う
か
。

松
本
　
観
光
業
者
は
、
急
激
に
キ
ャ
ン
セ
ル
が

出
て
き
た
の
で
、
世
の
中
の
動
き
が
止
ま
っ
て

い
く
ん
だ
ろ
う
と
肌
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。
観

光
業
に
関
わ
ら
な
い
人
は
意
外
と
他
人
事
の
よ

う
で
、
鹿
児
島
県
が
休
業
補
償
や
持
続
化
の
補

償
を
す
る
と
言
っ
た
時
に
、
観
光
協
会
が
行
政

に
「
4
、
5
月
は
90
%
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
て
い

る
ん
だ
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
と
こ
ろ
、
島
民
か

ら
「
そ
ん
な
ひ
ど
い
こ
と
に
な
っ
て
る
ん
で
す

か
」
と
い
う
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
4

月
、
5
月
は
ほ
ぼ
観
光
客
ゼ
ロ
と
い
う
こ
と
を

島
全
体
が
知
り
始
め
た
感
じ
で
す
。

　
町
長
も
観
光
を
重
要
視
し
て
い
る
の
で
な
ん

と
か
し
な
き
ゃ
と
い
う
思
い
は
あ
っ
た
ん
で
す

ね
。
た
だ
、
鹿
児
島
県
を
通
り
越
し
て
屋
久
島

町
に
来
て
く
だ
さ
い
と
は
言
え
な
い
の
で
、
県

の
動
き
に
合
わ
せ
る
形
で
ど
の
段
階
で
解
除
す

る
か
、
検
討
し
ま
し
た
。

寺
崎
　
東
京
は
日
常
生
活
が
ど
ん
ど
ん
変
化
し

怖
さ
を
実
感
し
た
け
ど
、
屋
久
島
で
は
観
光
業

が
島
民
に
そ
れ
を
伝
え
た
ん
で
す
ね
。
松
田
さ

ん
、
知
床
は
ど
う
だ
っ
た
ん
で
す
か
。

松
田
　
私
は
、
1
〜
3
月
は
他
県
へ
の
出
張
が

続
い
て
地
元
の
こ
と
を
十
分
に
把
握
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
1
月
中
旬
頃
か
ら
ま
ず

い
こ
と
に
な
る
と
思
い
ス
タ
ッ
フ
に
も
そ
う
話

し
て
い
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
実
感
を
持
っ

て
行
動
し
て
く
れ
な
い
状
況
で
し
た
。
他
の
地

域
で
「
今
年
は
大
変
な
こ
と
に
な
る
」
と
話
し

て
も
、
2
月
い
っ
ぱ
い
く
ら
い
ま
で
は
ピ
ン
と

来
て
な
い
感
じ
で
し
た
。

　
変
わ
っ
て
き
た
と
思
っ
た
の
は
3
月
に
入
っ

て
か
ら
。
知
床
で
は
お
葬
式
が
外
で
焼
香
の
み

と
い
う
形
に
な
り
、
気
に
し
始
め
る
人
が
増
え

た
と
感
じ
ま
し
た
。
た
だ
、
私
が
い
る
地
域
は

車
社
会
な
の
で
特
に
冬
は
町
を
歩
く
人
が
い
な

い
。
ど
こ
ま
で
外
出
自
粛
さ
れ
て
い
た
か
は
わ

か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　
観
光
関
係
の
動
き
を
振
り
返
る
と
、
地
域
と

し
て
の
話
し
合
い
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
で
す
ね
。

自
粛
し
よ
う
と
い
う
声
が
出
た
の
は
4
月
中
旬

く
ら
い
か
ら
で
、
そ
れ
ま
で
は
行
政
か
ら
自
粛

し
て
く
れ
と
い
っ
た
話
は
全
然
な
く
、
観
光
客

を
呼
び
込
も
う
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
。

国
立
公
園
内
の
各
施
設
を
閉
め
る
と
い
う
話
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
の
5
日
ほ
ど
前
に
、
駐
車
場
を
全
部
閉
鎖
す

る
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
行
政
側
に
町
民
と
対
話
し
て
欲
し
い

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
観
光
客
を
呼
ん
で
い
い

の
か
、
町
民
が
ど
う
思
っ
て
い
る
か
を
考
え
る

べ
き
だ
と
。
で
も
行
政
も
最
初
は
ピ
ン
と
来
て

い
な
か
っ
た
感
じ
が
し
ま
す
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
観
光
客
が
ゼ
ロ
で

は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
宿
は
2
軒
だ
け
開
け
て
い
て
、
あ
と
は

全
部
閉
ま
っ
て
い
た
。
5
月
中
旬
頃
か
ら
観
光

客
が
ぽ
つ
ぽ
つ
来
始
め
て
、
6
月
中
旬
は
少
し

動
き
出
し
て
い
る
感
じ
で
す
。

寺
崎
　
そ
の
間
、
一
番
何
を
気
に
し
て
い
ま
し

た
か
。

松
田
　
観
光
客
が
コ
ロ
ナ
を
こ
の
地
域
で
う
つ

し
て
し
ま
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
、

観
光
客
は
入
れ
ら
れ
な
い
。
観
光
客
が
持
ち
込

ん
だ
と
い
う
話
に
な
る
と
、
今
後
の
観
光
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
斜
里
町
の

中
心
部
で
も
3
月
下
旬
に
2
人
ほ
ど
感
染
者
は

出
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら
広
が
っ
て
は
い
な

い
で
す
。

行
政
よ
り
早
く
来
島
自
粛
を

出
し
た
小
笠
原
村
観
光
協
会

吉
井
　
僕
は
1
9
9
2
年
に
海
好
き
が
高
じ
て

小
笠
原
に
移
住
し
ま
し
た
。
マ
ル
ベ
リ
ー
は

2
0
0
0
年
に
創
業
し
、
今
年
3
月
で
20
周
年

に
な
り
ま
す
。

　
小
笠
原
の
2
〜
3
月
は
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
が
あ
り
、
山
歩
き
に
も
い
い
季
節
な
の

で
比
較
的
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
1
月
後
半
ま

で
は
特
に
影
響
は
な
く
、
2
〜
3
月
の
定
期
船

お
が
さ
わ
ら
丸
の
乗
船
客
数
は
、
2
〜
3
割
落

ち
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
以
外
に
も
色
々
な

ク
ル
ー
ズ
船
が
寄
港
し
ま
す
が
、
2
月
以
降
は

ず
っ
と
全
部
キ
ャ
ン
セ
ル
で
、
営
業
的
に
は
か

な
り
痛
い
状
況
で
す
。

吉
井
　
団
体
や
旅
行
会
社
は
個
人
客
よ
り
も
キ

ャ
ン
セ
ル
が
早
く
、
4
月
最
初
の
1
、
2
便
は

多
少
お
客
様
が
来
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降

か
ら
今
ま
で
ほ
ぼ
観
光
客
は
ゼ
ロ
で
す
。
定
期

便
の
乗
客
は
仕
事
の
方
と
島
民
が
そ
れ
ぞ
れ
数

十
人
、
他
に
、
3
便
以
上
の
長
期
滞
在
の
観
光

客
が
少
数
い
る
、
と
い
う
状
況
で
す
。

　
7
月
か
ら
来
島
自
粛
が
外
れ
ま
す
が
、
満
席

で
8
0
0
人
く
ら
い
の
定
期
船
を
7
〜
8
月
の

繁
忙
期
は
4
0
0
人
に
抑
え
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
夏
も
そ
ん
な
に
忙
し
く
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
。
7
〜
8
月
は
減
便
も
す
る
の
で
、
船
の
キ

ャ
パ
だ
け
み
て
も
来
島
者
は
例
年
の
半
分
に
な

る
で
し
ょ
う
。

寺
崎
　
小
笠
原
で
は
来
島
自
粛
要
請
を
、
先
に

観
光
協
会
が
出
し
、
少
し
遅
れ
て
村
が
出
し
ま

し
た
ね
。
行
政
が
先
に
出
す
方
が
一
般
的
な
の

に
、
観
光
協
会
が
先
だ
っ
た
の
は
ど
う
し
て
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。

吉
井
　
主
導
は
父
島
の
観
光
協
会
で
、
私
は
ホ

エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
の
会
長
と
し
て
観

光
協
会
か
ら
打
診
を
受
け
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
協
会
、
商
工
会
と
父
島
・
母
島
の
観
光

協
会
の
4
団
体
が
合
意
し
て
来
島
自
粛
を
出
し

ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
観
光
協
会
の
役
員
で
は
な
い
の
で
、
細
か
い

機
微
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
協
会
が
早
く
動
い

て
村
が
少
し
遅
れ
た
の
は
、
タ
イ
ミ
ン
グ
の
問

題
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
島
民
と
し
て
、

来
島
自
粛
要
請
を
出
す
こ
と
に
そ
ん
な
に
抵
抗

は
な
く
、
コ
ロ
ナ
感
染
者
を
入
れ
た
く
な
い
と

い
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
や
は
り
医
療

問
題
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

寺
崎
　
観
光
事
業
者
で
あ
る
前
に
、
自
分
た
ち

は
島
民
、
地
域
の
住
民
で
あ
る
と
い
う
意
識
が

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

地
域
や
事
業
の
状
況

松
本
　
屋
久
島
で
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
始
め

て
27
年
目
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
に
、
世
界
遺

産
に
な
る
と
い
う
大
き
な
変
化
を
経
験
し
ま
し

た
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
も
ま
た
屋
久
島
の
観
光
に

大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
で
し
ょ
う
。
3
月
ま

で
の
屋
久
島
は
、
割
と
人
ご
と
の
よ
う
な
感
じ

で
し
た
が
、
3
月
中
旬
く
ら
い
か
ら
「
島
に
感

染
者
が
入
っ
て
き
た
ら
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
」

と
い
う
危
機
感
が
、
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　
島
に
は
徳
洲
会
と
い
う
病
院
が
ひ
と
つ
あ
る

だ
け
。
ど
こ
か
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
ら
、

医
療
崩
壊
す
る
の
で
は
と
い
う
恐
怖
感
、
緊
張

感
の
よ
う
な
も
の
が
走
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う

中
で
鹿
児
島
県
が
緊
急
事
態
宣
言
に
応
じ
て
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
ま
で
自
粛
を
依
頼
し
、

休
業
要
請
が
あ
り
、
補
償
も
し
ま
す
と
言
っ
た

の
で
、
島
の
中
の
観
光
業
は
一
気
に
休
業
に
向

か
い
、
4
月
か
ら
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
か

け
て
観
光
客
を
受
け
入
れ
な
い
方
が
い
い
と
い

う
雰
囲
気
が
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
屋
久
島
で
は
感
染
者
が
出
て
い
な
い
こ
と
も

あ
り
、
島
の
人
た
ち
の
生
活
は
、
ス
ー
パ
ー
に

は
普
通
に
買
い
物
に
行
っ
た
り
、
自
粛
の
反
動

で
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
以
降
は
割
と
普
通
の

生
活
に
戻
っ
た
感
じ
で
し
た
。
た
だ
、
い
つ
も

と
決
定
的
に
違
う
の
は
、
観
光
客
が
全
く
い
な

い
。

　
と
り
あ
え
ず
6
月
19
日
ま
で
は
特
に
県
外
か

ら
の
来
島
は
自
粛
を
要
請
し
7
月
1
日
か
ら
は

全
て
の
地
域
の
お
客
様
を
受
け
入
れ
る
と
宣
言

吉
井
　
小
笠
原
村
の
場
合
は
、
観
光
事
業
者
に

特
定
せ
ず
、
村
民
の
中
で
収
入
が
減
っ
た
人
と

い
う
考
え
方
で
す
。
で
も
こ
の
期
間
に
収
入
が

減
っ
た
の
は
観
光
な
の
で
、
実
質
的
に
は
観
光

事
業
者
向
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

松
田
　
北
海
道
の
給
付
金
は
、
う
ち
の
事
務
所

は
対
象
外
で
し
た
。
町
は
色
々
支
援
策
を
考
え

て
く
れ
、
商
工
観
光
課
は
ガ
イ
ド
が
支
援
対
象

か
ら
抜
け
落
ち
て
い
る
と
い
う
認
識
は
持
っ
て

い
ま
し
た
。
た
だ
、
町
と
し
て
は
、
み
ん
な
が

困
っ
て
い
る
か
ら
、
み
ん
な
に
行
き
渡
る
よ
う

に
と
い
う
こ
と
で
、
斜
里
町
が
行
っ
た
の
は
水

道
料
金
の
免
除
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
会
談
後
に
斜
里
町
の
ガ
イ
ド
事
業
者
な
ど
を
対

象
と
し
た
ク
ー
ポ
ン
券
の
販
売
が
決
ま
っ
た
）

D
M
O
な
ど
観
光
地
域
経
営

に
必
要
な
取
り
組
み

寺
崎
　
松
崎
さ
ん
の
と
こ
ろ
は
地
域
限
定
の
旅

行
業
と
い
う
こ
と
で
、
あ
る
意
味
D
M
O
の
販

売
部
門
を
担
っ
て
い
る
よ
う
に
も
僕
に
は
見
え

ま
す
。
ご
本
人
に
そ
う
い
う
意
識
は
な
い
で
し

ょ
う
が
、
地
域
と
一
蓮
托
生
に
な
っ
て
や
ら
れ

て
い
て
い
る
の
で
す
が
、
観
光
協
会
と
松
崎
さ

ん
の
会
社
と
は
意
識
は
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。

松
崎
　
観
光
協
会
よ
り
前
に
う
ち
の
会
社
が
で

き
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
観
光

協
会
は
地
元
に
来
た
お
客
さ
ん
を
ど
う
す
る
か

と
い
う
こ
と
。
我
々
は
全
国
か
ら
小
笠
原
に
ど

う
人
を
集
め
る
か
で
、
分
業
は
で
き
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

寺
崎
　
今
、
他
の
観
光
地
で
は
D
M
O
が
コ
ロ

ナ
禍
の
後
を
見
据
え
て
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に
活
動

し
て
い
ま
す
が
、
吉
井
さ
ん
や
松
田
さ
ん
か
ら

見
て
D
M
O
や
地
域
限
定
の
旅
行
会
社
な
ど
に

も
っ
と
こ
う
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
は
あ
り
ま

す
か
。

吉
井
　
難
し
い
質
問
で
す
ね
。
小
笠
原
で
は
10

年
以
上
前
に
ラ
ン
ド
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
的
に
村
内

の
観
光
事
業
者
を
ま
と
め
る
ツ
ア
ー
デ
ス
ク
が

作
ら
れ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
が
解
散
し
て
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ラ
ン
ド
や
村
内
の
民
間
の
ラ
ン
ド
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
に
う
ま
く
波
及
し
ま
し
た
。
い
ま
は
、

村
の
中
に
P
R
部
門
を
担
当
す
る
観
光
局
が
で

き
て
い
ま
す
。

松
崎
　
ツ
ア
ー
デ
ス
ク
が
で
き
る
時
に
村
か
ら

相
談
を
受
け
ま
し
た
。
自
分
の
食
い
扶
持
を
あ

げ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
も
の
で
す
が
（
笑
）
、

宣
伝
は
村
が
や
っ
て
く
れ
た
方
が
信
用
度
が
大

き
い
の
で
あ
り
が
た
い
面
も
あ
り
ま
す
。
た
だ

お
客
さ
ん
を
受
け
る
の
は
、
う
ち
と
村
内
の
も

う
一
社
し
か
な
く
、
宣
伝
し
す
ぎ
る
と
船
も
宿

も
足
り
な
く
な
り
、
逆
に
断
る
仕
事
に
な
る
。

バ
ラ
ン
ス
が
す
ご
く
難
し
い
と
、
つ
く
づ
く
思

い
ま
す
。
小
笠
原
は
団
体
向
け
の
島
で
あ
り
ま

せ
ん
。
ひ
と
り
ふ
た
り
で
行
く
方
が
小
笠
原
ら

し
さ
を
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。
お
客
さ
ん
が

少
な
く
て
仕
方
な
く
団
体
を
入
れ
た
時
代
も
あ

り
ま
し
た
が
、
今
は
も
う
そ
ん
な
時
代
で
は
な

い
と
思
う
の
で
、
島
の
ガ
イ
ド
さ
ん
や
宿
を
結

ぶ
通
訳
と
し
て
の
立
場
を
強
化
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
松
本
さ
ん
と
松
田
さ
ん
に
お
伺
い
し
ま

す
。
D
M
O
や
観
光
協
会
の
よ
う
に
地
域
を
取

り
ま
と
め
て
発
信
す
る
人
た
ち
に
対
し
て
、
7

月
以
降
に
期
待
す
る
役
割
は
な
ん
で
し
ょ
う
。

松
本
　
屋
久
島
は
世
界
遺
産
で
人
気
が
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
い
て
い
た

け
れ
ど
、
実
質
的
に
観
光
客
は
20
万
人
ち
ょ
っ

と
で
す
。
こ
れ
で
観
光
と
し
て
の
経
済
が
そ
れ

な
り
に
動
い
て
い
た
ん
で
す
。 

　
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
「
と
り
あ
え
ず
屋

久
島
に
行
く
か
」
と
い
う
人
は
減
る
と
思
い
ま

す
。
飛
行
機
や
新
幹
線
な
ど
を
使
い
、
わ
ざ
わ

ざ
高
い
旅
費
を
払
っ
て
、
リ
ス
ク
を
感
じ
て
も

屋
久
島
に
来
て
く
れ
る
の
か
。
今
ま
で
の
よ
う

に
な
ん
と
な
く
ツ
ア
ー
で
募
っ
て
、
な
ん
と
な

く
人
を
か
き
集
め
て
来
る
時
代
で
は
な
く
な
っ

て
し
ま
う
と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
屋
久
島
に
行
き
た
い
」

と
い
う
人
は
来
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ど
う

い
う
人
た
ち
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
か
を
考
え

た
時
に
、
幅
広
く
た
く
さ
ん
数
を
集
め
る
の
で

は
な
く
、
確
実
に
屋
久
島
を
選
ん
で
く
れ
る
人

に
し
っ
か
り
と
情
報
を
提
供
し
て
ケ
ア
を
し
て

き
て
も
ら
う
と
。
逆
に
言
う
と
そ
う
い
う
人
た

ち
を
ち
ゃ
ん
と
大
事
に
で
き
る
受
け
入
れ
体
制

を
作
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
名

所
を
巡
る
旅
と
し
て
の
屋
久
島
で
は
な
く
、
居

住
や
生
活
も
含
め
た
島
で
の
滞
在
を
受
け
入
れ

る
。
今
ま
で
と
は
違
っ
た
価
値
観
で
島
の
良
さ

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

松
田
　
今
の
状
況
を
み
る
と
「
お
客
さ
ん
ど
ん

ど
ん
来
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
風
に
な
っ
て
き

ま
し
た
よ
ね
。
そ
う
し
た
中
で
の 

D
M
O 

の

役
割
は
何
な
の
か
。
今
回
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

あ
る
。
そ
う
し
な
い
と
観
光
事
業
が
持
続
可
能

に
行
え
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

松
田
　
そ
う
思
い
ま
す
。
知
床
が
世
界
遺
産
登

録
に
向
け
て
動
き
出
し
た
時
は
漁
師
の
人
た
ち

は
最
初
は
反
対
し
ま
し
た
。
海
域
ま
で
世
界
遺

産
エ
リ
ア
に
さ
れ
て
し
ま
う
と
漁
業
活
動
が
制

約
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
す
る
と
観
光

な
ん
て
、
と
い
う
話
が
出
て
き
ま
し
た
。
世
界

遺
産
に
な
っ
て
も
漁
業
活
動
が
規
制
さ
れ
て
は

い
な
い
の
で
す
が
。
地
域
の
人
た
ち
の
理
解
と

協
力
が
な
け
れ
ば
持
続
的
な
観
光
は
成
り
立
ち

ま
せ
ん
。
仕
事
だ
け
で
な
く
普
段
の
生
活
の
中

で
も
周
り
の
人
達
に
助
け
て
も
ら
っ
て
、
そ
れ

で
成
り
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
か
ら
。

寺
崎
　
住
民
の
人
た
ち
の
健
康
、
つ
ま
り
安
心

で
安
全
な
生
活
を
考
え
な
い
観
光
は
あ
り
得
な

い
と
。
小
笠
原
も
か
つ
て
は
漁
業
が
主
流
で
し

た
ね
。

吉
井
　
こ
の
間
に
、
漁
協
の
組
合
長
に
聞
い
た

ら
、
小
笠
原
の
魚
は
基
本
東
京
方
面
に
出
荷
す

る
ん
で
す
が
、
影
響
の
少
な
い
魚
種
に
変
更
し

た
の
で
、
そ
ん
な
に
漁
業
に
は
影
響
は
出
て
い

な
い
と
言
っ
て
ま
し
た
。
島
内
の
飲
食
店
に
出

す
よ
う
な
魚
は
控
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
農
業

で
は
、
今
の
時
期
だ
と
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ

が
か
な
り
売
れ
ま
す
が
、
観
光
客
が
い
な
い
の

で
送
料
無
料
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
し
て
、
通
販

で
買
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
策
を
練
っ
て
い
ま
す

ね
。

寺
崎
　
松
崎
さ
ん
が
気
に
さ
れ
て
い
る
の
は
地

域
の
人
や
既
存
産
業
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

松
崎
　
そ
う
で
す
ね
。
小
さ
な
島
な
の
で
、
観

光
以
外
の
知
り
合
い
も
い
る
の
で
、
そ
う
い
う

人
の
声
も
聞
き
ま
す
。
何
か
あ
っ
た
ら
、
東
京

な
ら
医
療
崩
壊
で
す
が
、
島
で
は
社
会
全
体
が

崩
壊
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
が
脳

裏
に
あ
り
ま
す
。
歴
史
的
に
み
る
と
、
島
が
ア

メ
リ
カ
か
ら
返
還
さ
れ
て
す
ぐ
に
観
光
は
始
ま

っ
て
い
る
の
で
、
島
民
や
他
産
業
の
人
か
ら
観

光
に
対
す
る
拒
否
反
応
は
小
さ
い
と
思
い
ま
す

が
。

寺
崎
　
松
本
さ
ん
は
そ
れ
ま
で
地
域
の
自
然
や

生
活
文
化
を
直
接
の
素
材
と
し
た
観
光
で
食
べ

て
い
る
人
が
い
な
い
中
で
、
屋
久
島
で
は
パ
イ

オ
ニ
ア
と
し
て
あ
ら
た
な
観
光
を
開
拓
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
風
当
た
り
も
強
か
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
住
民
と
し
て
永
く
暮
ら
し
て
き
た
中
で
、

観
光
と
住
民
と
の
か
か
わ
り
が
変
わ
っ
て
き
た

よ
う
に
見
え
ま
す
が
。

松
本
　
若
い
ガ
イ
ド
さ
ん
の
方
が
結
構
神
経
質

に
な
っ
て
る
な
と
感
じ
ま
す
。
観
光
業
で
食
べ

て
い
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
の
意
識
は
か
な
り

違
い
ま
す
が
、
観
光
業
で
食
べ
て
い
る
中
で
も

ガ
イ
ド
さ
ん
は
「
危
機
感
が
あ
る
な
ら
や
め
た

方
が
い
い
」
と
あ
っ
さ
り
と
状
況
を
受
け
入
れ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
な
ん
で
だ
ろ
う

と
思
っ
た
の
で
す
が
、
ホ
テ
ル
な
ど
は
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
が
か
か
る
け
ど
、
個
人
ガ
イ
ド
で

は
そ
ん
な
に
か
か
ら
な
い
。
バ
イ
ト
に
出
た
り

し
て
何
と
か
食
い
つ
な
い
で
い
る
ん
で
す
ね
。

な
の
で
無
理
し
て
お
客
さ
ん
を
入
れ
な
く
て
も

い
い
。
小
さ
な
子
供
が
い
る
ガ
イ
ド
は
自
分
が

コ
ロ
ナ
に
感
染
す
る
危
機
に
晒
さ
れ
た
く
な
い
。

自
分
を
守
る
た
め
に
ガ
イ
ド
を
控
え
る
こ
と
に

抵
抗
が
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
き
な
ホ

テ
ル
は
危
機
感
も
あ
る
け
れ
、
周
り
か
ら
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
っ
て
自
分
か
ら
や
る
と
は
言

え
な
い
。
県
や
町
の
要
請
も
あ
る
の
で
赤
字
を

抱
え
て
も
休
業
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
当
然
あ
り

ま
す
。
持
続
化
給
付
金
は
個
人
の
ガ
イ
ド
さ
ん

も
1
0
0
万
円
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
さ

ん
に
は
あ
り
が
た
い
額
で
す
が
大
き
な
ホ
テ
ル

か
ら
す
れ
ば
全
然
足
り
な
い
額
で
す
。
そ
の
辺

の
感
覚
が
だ
い
ぶ
違
う
と
思
い
ま
す
ね
。

ガ
イ
ド
業
へ
の
支
援
策

寺
崎
　
補
助
金
の
話
が
出
ま
し
た
。
松
田
さ
ん
、

北
海
道
で
は
ガ
イ
ド
は
事
業
者
と
し
て
の
制
度

的
な
位
置
づ
け
が
不
明
瞭
で
手
続
き
が
難
し
い

と
い
う
記
事
を
見
ま
し
た
が
。

松
田
　
国
の
持
続
化
給
付
金
は
そ
れ
ほ
ど
難
し

い
こ
と
は
な
い
で
す
が
支
援
対
象
に
は
な
っ
て

な
か
っ
た
。

寺
崎
　
こ
う
い
う
状
況
で
、
業
態
と
し
て
国
や

行
政
と
会
話
で
き
る
産
業
が
あ
る
一
方
で
、
皆

さ
ん
の
仕
事
は
地
域
や
行
政
か
ら
ど
の
よ
う
に

見
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
点
に
も
、

今
回
学
ぶ
べ
き
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
と
思
っ
た
の

で
す
が
。

吉
井
　
東
京
都
の
休
業
要
請
は
店
舗
に
協
力
金

50
万
円
が
出
ま
す
が
、
店
舗
が
な
く
て
も
遊
漁

船
や
ボ
ー
ト
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
認
め
ら

れ
ま
す
。
う
ち
も
数
年
前
に
事
務
所
を
閉
め
て

自
宅
に
戻
り
ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
状
態
だ
と

協
力
金
は
も
ら
え
な
い
で
す
ね
。
持
続
化
給
付

金
と
10
万
円
、
あ
と
は
小
笠
原
村
の
給
付
金
の

3
つ
が
、
い
た
だ
け
る
形
で
す
。

寺
崎
　
僕
が
思
う
ほ
ど
、
社
会
の
中
で
ガ
イ
ド

業
が
他
の
観
光
事
業
と
違
う
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
ん
で
す
ね
。

松
本
　
屋
久
島
は
、
県
と
町
で
全
然
対
応
が
違

っ
た
ん
で
す
ね
。
県
は
吉
井
さ
ん
が
言
っ
た
よ

う
に
、
店
舗
や
施
設
が
あ
る
と
こ
ろ
に
休
業
要

請
を
し
て
補
償
す
る
の
で
、
う
ち
は
事
務
所
が

あ
り
、
資
源
な
ど
の
紹
介
も
し
て
い
る
の
で
展

示
ス
ペ
ー
ス
と
い
う
こ
と
で
申
請
で
き
ま
し
た
。

ダ
イ
ビ
ン
グ
シ
ョ
ッ
プ
は
店
舗
が
あ
っ
て
ス
ク

ー
ル
を
し
て
い
る
と
言
っ
た
け
ど
、
最
初
は
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
ダ
イ
ビ
ン
グ
シ

ョ
ッ
プ
で
事
務
所
を
持
た
な
い
ガ
イ
ド
は
当
然

対
象
外
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
町
の
助
成
金
は
、
ガ
イ
ド
に
関
し

て
は
町
条
例
と
し
て
の
ガ
イ
ド
登
録
制
度
が
あ

る
の
で
、
最
初
は
こ
の
制
度
に
登
録
し
て
い
る

ガ
イ
ド
に
限
定
す
る
の
で
は
と
心
配
し
て
い
た

の
で
す
が
、
意
外
と
お
お
ら
か
で
、
観
光
協
会

に
所
属
し
て
い
れ
ば
い
い
と
か
、
事
業
者
組
合

が
証
明
す
れ
ば
い
い
と
言
っ
た
形
で
広
く
対
象

に
な
り
ま
し
た
。
屋
久
島
町
は
町
条
例
に
し
て

い
る
く
ら
い
な
の
で
、
ガ
イ
ド
を
ち
ゃ
ん
と
認

め
て
い
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
非
常
に
良
か

っ
た
。
逆
に
県
は
、
そ
こ
ま
で
認
め
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
違
い
が
非
常
に
よ
く
見
え
ま
し
た

ね
。

寺
崎
　
と
て
も
面
白
い
事
例
で
す
。
ガ
イ
ド
制

度
に
つ
い
て
も
、
実
情
に
応
じ
て
現
場
で
仕
組

み
を
作
る
。
そ
の
有
効
性
が
示
さ
れ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

松
本
　
屋
久
島
町
の
考
え
方
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
は
観
光
立
島
だ
と
い
う
中
で
ガ
イ
ド
は
非
常

に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
が

あ
る
。
ガ
イ
ド
さ
ん
に
対
し
て
し
っ
か
り
ケ
ア

し
た
い
と
い
う
姿
勢
が
見
え
ま
し
た
。
今
ま
で

ガ
イ
ド
業
界
と
し
て
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
き
た

成
果
だ
と
思
い
ま
し
た
。

松
崎
　
観
光
を
意
味
す
る
サ
イ
ト
シ
ー
イ
ン
グ

の
シ
ー
イ
ン
グ
に
は
ル
ッ
キ
ン
グ
で
は
な
く

「
見
る
」「
知
る
」「
会
う
」
と
い
う
意
味
が
あ

り
、
こ
の
3
つ
を
う
ま
く
融
合
し
て
初
め
て
観

光
と
言
え
る
の
か
な
と
常
々
に
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
経
験
で
、
お
客
さ
ん
は
、
観
光
地
の
こ

と
を
考
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し

た
。
島
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
が
売
れ
な
い

と
聞
い
た
の
で
、
う
ち
の
方
で
売
り
出
し
た
ら
、

小
笠
原
の
こ
と
が
心
配
だ
と
い
う
お
客
さ
ん
が

何
か
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
3
8
0
箱
も
買
っ

て
く
れ
た
ん
で
す
。
観
光
と
言
っ
て
も
行
く
だ

け
で
な
く
、
島
の
も
の
を
お
客
さ
ん
と
う
ま
く

結
び
つ
け
る
の
も
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
仲
人
や
通
訳
の
よ

う
に
島
の
人
と
お
客
さ
ん
が
何
を
欲
し
が
っ
て

い
る
か
を
う
ま
く
結
ん
で
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な

立
場
に
な
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
井
　
気
づ
い
た
こ
と
が
3
点
あ
り
ま
す
。
1

つ
は
日
本
各
地
に
あ
る
小
笠
原
の
よ
う
に
医
療

面
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
コ
ロ
ナ
フ
リ
ー
・
リ
ス

ク
ゼ
ロ
の
た
め
に
閉
め
る
と
い
う
対
応
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
、
い
ず
れ
は
制
限
を
緩
め
て
い

く
。
リ
ス
ク
ゼ
ロ
で
は
な
く
な
っ
た
先
が
全
く

見
え
ず
、
未
知
数
の
怖
さ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

 

2
点
目
は
、
観
光
は
、
お
土
産
や
農
産
物
な

ど
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
、
多
く
の
人
が
観
光
の
大
事
さ
を
感

じ
て
く
れ
た
と
思
う
の
で
、
よ
り
皆
さ
ん
と
連

携
し
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
3
点
目
は
ガ
イ
ド
に
関
し
て
。
お
客
さ
ん
と

直
接
接
す
る
仕
事
な
の
で
、
非
常
に
密
に
な
り

や
す
い
。
仲
良
く
な
る
ほ
ど
握
手
し
た
り
、
ハ

グ
し
た
り
と
距
離
感
も
近
く
な
り
ま
す
。
場
合

に
よ
っ
て
は
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
に
手
を
添
え
た

り
す
る
。
今
後
の
対
応
が
不
安
で
す
。

松
本
　
僕
も
東
日
本
大
震
災
の
時
は
気
仙
沼
に

行
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
り
し
ま
し

た
が
、
今
回
は
全
国
民
が
被
災
し
た
ん
で
す
よ

ね
。
今
ま
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
助
け
て
あ
げ

よ
う
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う
で
は
な
く

て
、
み
ん
な
が
助
け
合
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

立
場
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
す
ご
く

大
き
な
意
識
の
変
化
を
生
ん
だ
の
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
自
然
と
い
う
の
は
、
地
震
も
そ
う
で
す
し
、

今
回
の
ウ
イ
ル
ス
も
そ
う
で
す
が
、
抗
え
な
い

理
不
尽
な
試
練
を
与
え
て
く
る
。
そ
の
時
に

我
々
が
、
そ
こ
で
ど
う
対
応
す
る
か
が
問
わ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
も

う
腹
を
く
く
る
し
か
な
い
と
い
う
の
が
信
念
と

し
て
あ
り
ま
す
。
下
手
に
抗
っ
て
も
太
刀
打
ち

で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
ん
だ
と
。
自
然
を
見
て

い
る
人
な
ら
、
き
っ
と
そ
こ
は
感
じ
る
壁
み
た

い
な
も
の
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

　
腹
く
く
っ
た
次
に
あ
る
の
は
、
転
換
。
切
り

替
え
て
い
く
覚
悟
が
生
ま
れ
る
。
屋
久
島
に
観

光
に
来
て
く
れ
る
人
の
質
が
変
わ
っ
て
く
る
。

だ
っ
た
ら
屋
久
島
の
観
光
を
こ
う
い
う
風
に
変

え
て
い
こ
う
ぜ
と
、
覚
悟
を
決
め
て
島
の
観
光

を
新
た
に
作
り
直
し
て
い
く
。
こ
れ
が
僕
は
復

興
な
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。

　
復
興
と
い
う
の
は
、
決
し
て
復
元
で
は
な
い
。

元
に
戻
す
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
て
、
新
た
に

起
こ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
つ
ま
り

変
わ
っ
た
環
境
の
中
で
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考

え
て
覚
悟
を
も
っ
て
興
こ
し
て
い
く
こ
と
が
復

興
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
は
被
災
地
で

復
興
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
復
興
は
元
に

戻
す
こ
と
で
は
な
い
ん
だ
と
今
回
す
ご
く
感
じ

ま
し
た
。
今
後
、
屋
久
島
の
観
光
を
含
め
た
産

業
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
覚
悟
を
持
っ
て
、
こ

れ
か
ら
来
る
第
2
波
、
第
3
波
に
備
え
、
何
年

も
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
次
の
屋
久
島

を
構
築
し
て
い
く
、
復
興
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

寺
崎
　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
皆
さ
ん
と
実
際
に
お
会
い
し
て
お
話
で

き
る
機
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ら
が
集
ま
っ
て
、
ど
う
し
て
い
く
べ
き
か
を
話

し
合
う
場
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
D
M
O
に
求

め
る
か
ど
う
か
で
す
が
、
で
き
れ
ば
そ
う
い
う

場
所
と
か
、
人
を
集
め
る
役
割
が
す
ご
く
重
要

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
知
床
は
、
横
を
見
な
が
ら
な
ん
と
な

く
の
雰
囲
気
で
自
粛
し
、
各
自
が
決
め
て
い
っ

た
感
じ
で
す
。
今
も
何
か
を
解
除
し
て
お
客
さ

ん
来
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
す
が
、
な
ん
と
な
く
み
ん
な
が
集
客
し

始
め
て
い
る
感
じ
で
す
。
で
も
今
後
を
考
え
る

と
、
い
っ
ぺ
ん
に
来
て
し
ま
う
よ
り
、
少
し
ず

つ
観
光
客
を
入
れ
て
、
観
光
客
が
来
る
こ
と
に

地
域
の
人
た
ち
が
慣
れ
て
い
く
期
間
が
必
要
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
ど

ん
ど
ん
集
め
る
の
で
は
な
く
、
様
子
を
見
な
が

ら
集
め
た
方
が
い
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

松
崎
「
観
光
客
に
慣
れ
る
」
と
い
う
の
は
、
や

は
り
重
要
で
す
。
東
京
と
か
内
地
は
、
経
済
活

動
が
か
な
り
動
き
は
じ
め
、
隣
に
人
が
来
て
も

マ
ス
ク
し
て
い
れ
ば
安
心
と
い
う
気
持
ち
で
す

が
、
島
の
人
た
ち
は
ま
だ
知
ら
な
い
人
と
会
う

こ
と
す
ら
怖
が
っ
て
い
る
。
7
月
で
乗
船
客
が

今
ま
で
の
40
〜
50
人
か
ら
一
気
に
10
倍
の

4
0
0
人
く
ら
い
に
な
る
。
最
初
は
怖
が
り
な

が
ら
接
し
て
い
る
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て

く
る
と
思
う
の
で
、
そ
の
後
に
島
の
人
か
ら

「
も
う
少
し
お
客
さ
ん
呼
ん
で
よ
」
と
か
、

「
も
う
少
し
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
」
と
い
う
声

が
聞
こ
え
て
く
る
と
、
送
り
ま
す
ね
と
言
え
る
。

行
政
な
り
観
光
協
会
で
、
島
の
人
が
少
し
ず
つ

慣
れ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
、
受
け
入
れ
た
後

も
反
省
と
か
対
策
な
ど
を
話
し
合
い
、
「
こ
こ

ま
で
だ
っ
た
ら
安
心
」
と
な
れ
ば
、
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
で
お
客
さ
ん
の
受
け
入
れ
も
で
き
る
の
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
島
の
人
た
ち
は
多
分
1
月
頃
の
東
京
ぐ
ら
い

の
状
態
な
の
で
、
シ
ー
ル
ド
を
か
ぶ
っ
て
い
る

人
が
町
の
中
に
い
る
光
景
も
知
り
ま
せ
ん
。
そ

う
い
う
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
よ
う
な
話
し
合
い

を
徐
々
に
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
し
、
そ
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
調
整
す
る
の
が
自
分
の
会
社
の
役

割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
僕
が
思
っ
た
の
は
、
本
来
D
M
O
は
、

外
か
ら
来
る
人
と
、
地
域
の
中
で
活
動
す
る
人

と
の
距
離
感
を
う
ま
く
調
整
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
よ
く
観
光
地
経
営
と
か

言
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
、
集

客
す
る
だ
け
が
経
営
で
は
な
く
、
ブ
レ
ー
キ
、

つ
ま
り
生
産
調
整
や
、
ど
う
い
う
パ
ー
ツ
か
ら

出
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
地
域
の
中
で
協

議
し
、
み
ん
な
の
理
解
を
得
な
が
ら
や
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
経
験
か
ら
学
ぶ
こ
と

寺
崎
　
皆
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が
、

現
場
か
ら
み
て
、
持
続
可
能
な
観
光
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
、
そ
の
実
現
に
は
何
を
す
べ
き

か
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

松
田
　
自
分
た
ち
も
移
動
で
き
な
い
の
で
、
ど

う
や
っ
て
人
と
情
報
交
換
を
し
た
り
、
話
し
合

い
を
す
る
か
に
悩
み
ま
し
た
、
特
に
、
意
見
を

集
約
し
て
、
国
な
ど
に
届
け
る
方
法
を
私
た
ち

は
持
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
業

を
持
続
可
能
に
行
う
た
め
に
は
、
業
界
団
体
を

作
る
必
要
性
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

松
崎
　
日
本
は
も
う
右
肩
上
が
り
の
成
長
で
は

な
い
の
で
、
お
客
さ
ん
を
ど
ん
ど
ん
送
る
と
い

う
考
え
は
捨
て
て
、
島
を
気
に
入
っ
た
お
客
さ

ん
に
何
回
も
来
て
も
ら
う
と
か
、
長
く
滞
在
し

て
も
ら
う
。
旅
行
と
い
う
よ
り
長
期
滞
在
と
か
、

自
分
の
新
し
い
故
郷
を
作
る
よ
う
な
形
で
、
う

ま
く
地
域
と
溶
け
合
う
よ
う
な
も
の
、
観
光
と

い
う
言
葉
が
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
か
わ
か
ら

な
い
け
ど
、
新
し
い
も
の
に
な
る
の
か
な
と
い

う
気
が
し
て
い
ま
す
。
徐
々
に
現
場
か
ら
変
わ

っ
て
い
き
、
最
後
に
大
き
な
流
れ
に
な
れ
ば
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

松
本
　
観
光
と
い
う
も
の
自
体
の
考
え
方
が
、

観
光
客
も
観
光
業
者
も
変
わ
っ
て
い
く
ん
だ
と

思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
お
金
を
落

と
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
と
い
う
時
代
は
終
わ
り
、

思
い
が
あ
っ
て
、
そ
の
地
域
を
自
分
の
故
郷
の

よ
う
に
思
い
、
最
終
的
に
は
そ
こ
に
住
ん
で
し

ま
お
う
と
い
う
よ
う
な
つ
な
が
り
が
で
き
る
。

そ
う
し
た
も
の
を
観
光
と
し
て
位
置
付
け
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
。

　
今
回
、
テ
レ
ワ
ー
ク
で
き
る
人
た
ち
が
い
る

こ
と
も
わ
か
っ
た
の
で
、
そ
う
い
う
人
た
ち
が

都
会
を
離
れ
、
自
然
環
境
の
中
で
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
な
仕
事
が
で
き
る
と
い
う
の
も
考
え
ら
れ

る
。
都
会
と
地
域
が
結
び
つ
い
て
繋
が
っ
て
い

く
こ
と
が
観
光
だ
と
い
う
時
代
に
な
る
と
い
い

と
思
い
ま
す
。

吉
井
　
ワ
ゴ
ン
車
に
9
人
乗
せ
て
い
た
の
を
減

ら
す
。
繁
忙
期
に
受
け
入
れ
を
制
限
し
な
い
と

い
け
な
く
な
る
。
そ
う
す
る
と
自
ず
と
一
人
当

た
り
の
単
価
を
上
げ
る
方
向
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
。
そ
う
で
き
る
と
い
う
決
断
を
今
は
で
き

て
い
な
い
で
す
が
、
そ
う
い
う
方
向
に
な
る
の

か
な
と
思
い
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
や
は
り
直
接
行
っ
た
り
人
に
会
う
体

験
は
全
然
違
う
。
コ
ロ
ナ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

観
光
と
い
う
の
は
人
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
、

人
と
向
き
合
う
こ
と
だ
と
考
え
な
が
ら
、
や
り

続
け
る
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
は
最
後

に
お
聞
き
し
た
い
こ
と
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
の

経
験
か
ら
私
た
ち
は
何
を
学
ぶ
べ
き
で
し
ょ
う
。

観
光
業
に
限
ら
ず
、
ど
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
感

じ
取
り
、
観
光
振
興
に
お
い
て
ど
う
意
識
し
て

今
後
行
動
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
。

松
田
　
正
直
、
努
力
し
て
頑
張
っ
て
も
勝
て
な

い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
実
際
、

マ
ス
ク
や
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
対
策
用
は
準
備

し
て
い
ま
し
た
が
、
解
決
策
に
は
な
ら
な
か
っ

た
。
今
ま
で
も
あ
る
程
度
は
予
想
し
て
い
ま
し

た
。
観
光
を
や
っ
て
い
る
上
で
、
自
然
災
害
、

洪
水
や
地
震
、
こ
う
し
た
感
染
症
は
5
〜
10
年

に
1
回
は
訪
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

人
生
の
中
で
、
か
な
り
大
き
な
こ
と
が
起
き
る

だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
歴
史
を
振
り
返
り
な
が

ら
想
像
は
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
会
社
と
し

て
も
準
備
は
し
て
い
た
け
れ
ど
、
準
備
不
足
だ

っ
た
。
こ
う
い
う
こ
と
に
耐
え
る
た
め
に
、
財

務
面
を
ど
う
立
て
直
す
の
か
が
悩
み
で
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
、
会
社
と
し
て
の
体
力
を
き

ち
ん
と
つ
け
て
お
か
な
い
と
ダ
メ
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
1
年
以
内
で
は
終
わ
ら
な
い
。
そ
の

中
で
ど
う
や
っ
て
持
続
的
に
観
光
を
進
め
て
い

く
か
に
つ
い
て
の
答
え
は
出
て
い
ま
せ
ん
。
長

期
的
に
解
決
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

右
：
屋
久
島
の
夕
日
の
丘
展
望
所
、

上
：
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行
動
が
と
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
も

特
段
苦
で
は
な
か
っ
た
で
す
。

　
7
月
か
ら
自
粛
要
請
が
解
除
さ
れ
、
送
客
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
行
政
が
来
て
も

良
い
と
言
っ
て
も
、
島
に
は
か
な
り
恐
れ
て
い

る
人
も
い
て
、
本
当
に
お
客
さ
ん
を
送
っ
て
い

い
か
ど
う
か
、
ま
だ
悩
ん
で
い
ま
す
。
お
客
さ

ん
も
悩
ん
で
い
て
、
予
約
の
時
に
「
本
当
に
行

っ
て
い
い
ん
で
す
か
」
と
聞
か
れ
ま
す
。
今
す

ぐ
と
言
わ
な
け
れ
ば
、
も
う
少
し
先
に
し
て
く

だ
さ
い
、
と
は
言
っ
て
い
ま
す
が
、
強
制
力
は

な
い
の
で
気
を
つ
け
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
と
伝

え
て
い
ま
す
。
東
京
で
も
今
日
感
染
者
が
55
人

出
て
い
ま
す
し
、
本
当
に
送
っ
て
い
い
か
、
難

し
い
立
場
だ
と
思
い
ま
す
。
逆
に
島
か
ら
「
も

う
一
ヶ
月
待
っ
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
た
方
が
楽

な
気
が
し
ま
す
。

寺
崎
　
お
客
様
を
送
る
旅
行
会
社
が
来
な
い
で

く
だ
さ
い
、
行
か
な
い
で
く
だ
さ
い
と
い
う
こ

と
を
直
接
語
り
か
け
て
い
る
と
い
う
話
は
、
今

回
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。
あ
る
面
で
は
、
観
光

協
会
、
D
M
O
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
地
域

密
着
型
の
企
業
で
す
。
屋
久
島
や
知
床
で
は
事

業
者
の
動
き
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

松
本
　
観
光
協
会
と
し
て
、
来
な
い
で
く
れ
と

要
請
し
て
ほ
し
い
と
い
う
話
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
僕
ら
も
事
業
者
と
し
て
ど
う
す
る
か
と

考
え
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
ま
で
は
新
規
予

約
は
断
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
入

っ
て
い
る
予
約
は
ど
う
し
よ
う
か
と
話
し
て
い

た
ら
、
こ
ち
ら
か
ら
キ
ャ
ン
セ
ル
を
お
願
い
す

る
前
に
、
お
客
様
か
ら
ど
ん
ど
ん
キ
ャ
ン
セ
ル

の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
宿
か
ら
キ
ャ
ン
セ
ル

す
る
と
言
っ
て
き
た
の
で
旅
行
を
取
り
や
め
ま

す
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
宿
は
結
構

気
に
し
て
い
た
み
た
い
で
す
。

　
キ
ャ
ン
セ
ル
し
な
い
人
も
少
し
い
ま
し
た
が
、

こ
ち
ら
か
ら
ど
う
す
る
か
を
聞
く
と
「
キ
ャ
ン

セ
ル
し
ま
す
」
と
。
本
人
も
悩
ん
で
い
て
、
き

っ
か
け
が
欲
し
か
っ
た
み
た
い
で
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
お
客
さ
ん
も
行
っ
て
い
い
か
迷
っ

て
い
た
の
で
、
何
と
し
て
も
や
め
て
く
れ
と
い

う
感
じ
で
は
な
か
っ
た
で
す
。

松
田
　
観
光
協
会
か
ら
は
自
粛
し
て
く
れ
と
い

う
要
請
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ホ
テ
ル
の
方

が
休
館
す
る
と
言
っ
て
く
れ
て
助
か
っ
た
と
こ

ろ
は
あ
り
ま
す
。
一
斉
に
休
館
し
た
の
で
は
な

く
大
き
な
宿
の
一
軒
が
休
館
す
る
と
言
い
、
周

り
も
続
く
と
い
う
形
に
な
っ
た
の
で
直
接
お
客

さ
ん
に
断
り
の
電
話
を
入
れ
ず
に
済
み
ま
し
た
。

　
私
も
お
客
さ
ん
を
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
断
る

か
ど
う
か
結
構
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
も
し
ホ
テ

ル
が
閉
め
な
け
れ
ば
断
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
観
光
業
者
み
ん
な
が
不
安
な
中
で
う
ち

が
先
に
「
自
粛
し
ま
す
」
と
出
し
て
し
ま
う
と
、

地
域
の
観
光
関
係
の
方
々
の
雰
囲
気
が
悪
く
な

る
と
言
う
か
、
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
と
い
う
危
惧

も
あ
り
ま
し
た
。
な
の
で
周
り
の
様
子
を
見
な

が
ら
最
終
的
に
決
め
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

松
本
　
屋
久
島
で
は
、
事
業
者
か
ら
ど
う
し
た

ら
い
い
の
か
と
い
う
声
が
出
て
き
ま
し
た
。
キ

ャ
ン
セ
ル
し
て
い
な
い
人
を
受
け
て
い
い
の
か
、

断
っ
た
方
が
い
い
の
か
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
に
向
け
て
、
県
が
休
業
要
請
を
し
て
き
て
、

町
自
体
が
観
光
客
受
け
入
れ
を
自
粛
し
ま
し
ょ

う
と
い
う
宣
言
を
出
し
た
の
で
、
お
客
さ
ん
に

は
「
町
と
県
が
こ
う
い
う
自
粛
を
要
請
し
て
い

る
の
で
、
申
し
訳
な
い
が
今
は
自
粛
し
て
く
だ

さ
い
」
と
言
え
る
よ
ね
と
、
お
互
い
励
ま
し
あ

い
ま
し
た
。
行
政
が
方
向
性
を
示
し
て
く
れ
た

の
は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

観
光
に
対
す
る

住
民
の
理
解
の
重
要
性

寺
崎
　
質
問
を
変
え
て
、
松
崎
さ
ん
の
悩
み
に

ど
う
答
え
ま
す
か
。
つ
ま
り
、
松
本
さ
ん
が
お

っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
行
政
か
ら
自
粛
要
請
が

あ
っ
た
の
で
お
客
さ
ん
に
言
い
や
す
か
っ
た
と

い
う
の
が
こ
の
4
、
5
月
の
状
況
で
す
が
、
6

月
19
日
か
ら
は
県
境
を
ま
た
い
だ
移
動
制
約
の

要
請
が
な
く
な
り
、
小
笠
原
も
7
月
か
ら
観
光

客
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
。

松
崎
　
観
光
業
以
外
の
人
た
ち
の
話
も
い
ろ
い

ろ
聞
く
と
、
子
ど
も
た
ち
を
観
光
客
に
近
寄
ら

せ
る
な
と
い
う
声
も
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
旅
行

業
は
送
る
の
が
仕
事
で
す
が
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
で

な
い
と
こ
ろ
に
お
客
さ
ん
を
送
っ
て
も
大
丈
夫

な
の
か
な
と
い
う
心
配
も
あ
り
ま
す
。

松
本
　
お
そ
ら
く
要
請
が
解
除
さ
れ
て
、
行
き

来
が
戻
る
と
、
き
っ
と
島
に
も
コ
ロ
ナ
は
来
る

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
医
療
面
、
隔
離
の

た
め
の
民
宿
の
確
保
な
ど
、
態
勢
が
だ
い
ぶ
整

っ
て
き
て
い
る
の
で
、
そ
の
時
に
は
今
ま
で
の

よ
う
に
パ
ニ
ッ
ク
に
な
ら
な
い
準
備
が
必
要
で

す
ね
。
今
の
ま
ま
全
く
の
無
傷
を
守
り
通
そ
う

と
い
う
の
は
、
か
な
り
精
神
的
に
も
経
済
的
に

も
し
ん
ど
い
の
で
、
い
ず
れ
入
っ
て
く
る
と
い

う
こ
と
を
前
提
に
対
策
し
て
い
く
こ
と
が
こ
れ

か
ら
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
行
政
も
医
療
関
係
者
も
、
今
ま
で
は
危
機
感

を
煽
っ
て
き
ま
し
た
が
、
時
間
か
け
て
一
生
懸

命
対
応
し
て
き
た
の
で
、
入
っ
て
く
る
と
い
う

前
提
か
ら
始
め
る
こ
と
が
重
要
で
し
ょ
う
。

松
田
　
私
も
い
ず
れ
は
コ
ロ
ナ
が
入
っ
て
く
る

と
思
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
準
備
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
私
た
ち
が
観
光
客
を
通
し

て
コ
ロ
ナ
を
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
か
と

い
う
と
、
歴
史
を
紐
解
け
ば
斜
里
町
の
ウ
ト
ロ

地
区
は
漁
業
中
心
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
漁
師

か
ら
す
れ
ば
観
光
客
は
邪
魔
者
で
し
た
。
今
は

観
光
も
大
事
だ
と
言
っ
て
く
れ
る
漁
師
さ
ん
も

増
え
て
き
た
の
で
、
そ
の
関
係
を
壊
し
た
く
な

い
。
漁
師
は
年
配
の
方
が
多
い
の
で
か
な
り
不

安
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
面
で
も
気

を
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
た
の
で
、
自
分
の
会
社
で
は
1
月
下
旬
に
マ

ス
ク
と
消
毒
ア
ル
コ
ー
ル
を
大
量
に
購
入
し
て
、

玄
関
の
ノ
ブ
や
ト
イ
レ
は
1
日
6
回
消
毒
し
て

い
ま
し
た
。

　
将
来
的
に
観
光
客
に
来
て
も
ら
う
た
め
の
条

件
の
一
つ
は
松
本
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う

に
何
か
あ
っ
た
時
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
態
勢

で
す
よ
ね
。
入
っ
て
く
る
の
は
時
間
の
問
題
だ

と
し
て
も
気
を
つ
け
る
と
い
う
雰
囲
気
を
作
る

し
か
な
い
。
い
ろ
ん
な
方
と
対
話
を
し
て
慣
れ

て
い
っ
て
も
ら
う
。
経
済
的
な
面
で
も
、
観
光

客
が
来
な
い
と
魚
が
安
い
、
売
れ
な
い
と
い
う

話
も
出
て
き
て
い
る
。
や
は
り
経
済
活
動
は
大

事
だ
と
い
う
こ
と
を
少
し
ず
つ
皆
さ
ん
実
感
し

て
い
る
。

寺
崎
　
松
田
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
い
て
、
観
光

振
興
が
持
続
的
で
あ
る
た
め
に
は
観
光
が
そ
の

ま
ち
に
と
っ
て
ど
う
い
う
位
置
づ
け
で
あ
り
、

観
光
以
外
の
人
達
か
ら
観
光
が
ど
う
い
う
風
に

思
わ
れ
て
い
る
か
を
気
に
か
け
て
い
く
必
要
が

先
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

吉
井
　
そ
う
で
す
。

松
本
　
屋
久
島
観
光
協
会
は
宣
言
は
出
さ
な
か

っ
た
け
ど
、
観
光
客
が
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
ん

だ
ら
、
ま
ず
自
分
た
ち
が
矢
面
に
立
つ
こ
と
に

な
る
と
い
う
危
機
感
か
ら
議
論
が
始
ま
り
ま
し

た
。
来
て
ほ
し
い
け
ど
、
そ
う
も
い
か
な
い
と

い
う
苦
悩
は
強
か
っ
た
。

寺
崎
　
な
ぜ
こ
の
話
を
突
っ
込
ん
で
聞
く
か
と

言
う
と
、
こ
れ
ま
で
観
光
関
係
者
ら
の
話
を
う

か
が
っ
て
き
た
中
で
、
地
域
の
中
の
観
光
業
と

い
う
感
覚
が
聞
け
て
な
い
ん
で
す
。
何
が
そ
の

違
い
な
の
か
。
小
笠
原
と
か
屋
久
島
、
知
床
は

地
域
的
に
特
殊
だ
か
ら
な
の
か
。
そ
う
じ
ゃ
な

い
気
も
す
る
。
今
日
話
し
て
い
き
た
い
核
の
部

分
な
の
で
す
。

吉
井
　
離
島
の
感
覚
っ
て
、
隔
て
ら
れ
て
い
る

の
で
、
外
の
も
の
に
対
す
る
危
機
感
や
恐
怖
感

は
あ
る
。
今
回
な
ら
コ
ロ
ナ
。
検
査
す
ら
で
き

な
い
状
況
な
の
で
、
島
民
全
体
が
危
機
感
を
持

っ
て
い
ま
す
。
小
笠
原
や
沖
縄
の
離
島
な
ど
の

隔
絶
さ
れ
た
離
島
と
い
う
の
は
、
基
本
的
に
コ

ロ
ナ
フ
リ
ー
に
し
て
お
か
な
い
と
、
一
人
で
も

感
染
者
が
出
る
と
島
が
壊
滅
的
に
な
る
恐
れ
が

あ
る
の
で
、
絶
対
に
出
さ
な
い
と
い
う
の
が
前

提
に
あ
り
ま
す
ね
。
そ
う
は
言
い
つ
つ
、
仕
事

の
方
は
少
な
か
ら
ず
来
て
い
ま
す
し
、
島
民
も

帰
っ
て
き
ま
す
。
帰
島
し
た
ら
2
週
間
の
自
粛

要
請
を
し
て
い
ま
す
が
、
誰
も
監
視
し
て
い
ま

せ
ん
し
。
完
璧
じ
ゃ
な
い
部
分
も
あ
り
、
心
配

な
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
よ
ね
。

観
光
客
の
受
け
入
れ
判
断

に
つ
い
て
の
迷
い

寺
崎
　
こ
の
間
に
皆
さ
ん
が
一
番
心
を
砕
い
た

の
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

松
崎
　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ラ
ン
ド
は
、
私
の
父
が
始

め
た
小
笠
原
専
門
の
旅
行
会
社
で
、
創
業
42
年

で
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
危
機
で
は
小
笠
原
の
人

と
同
じ
危
機
感
を
持
っ
て
い
て
、
1
月
に
武
漢

で
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
た
時
か
ら
日
本

に
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
、
2
月
の
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
の
件
で
、
ク
ル
ー
ズ

は
厳
し
く
な
る
と
そ
の
時
に
思
い
ま
し
た
。

　
来
年
ま
で
は
通
常
に
戻
ら
な
い
と
い
う
危
機

感
が
あ
り
、
お
客
さ
ん
が
減
る
の
は
目
に
見
え

て
い
た
の
で
、
と
に
か
く
コ
ス
ト
削
減
に
尽
力

し
ま
し
た
。
3
月
は
ま
だ
観
光
客
の
予
約
が
残

っ
て
い
ま
し
た
が
、
勘
の
い
い
人
は
自
分
で
キ

ャ
ン
セ
ル
し
て
き
ま
し
た
。
4
月
は
大
体
キ
ャ

ン
セ
ル
に
な
り
ま
し
た
が
、
悩
ん
で
い
る
人
に

対
し
て
は
、
「
無
理
し
て
行
か
な
い
で
く
だ
さ

い
」
と
伝
え
、
島
か
ら
自
粛
要
請
が
出
た
時
に

は
完
璧
に
抑
え
よ
う
と
思
い
、
お
客
さ
ん
全
員

に
「
行
か
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
連
絡
し
ま
し

た
。

　
す
ご
く
嬉
し
い
の
は
、
小
笠
原
は
リ
ピ
ー
タ

ー
や
島
が
好
き
な
人
が
現
状
を
理
解
し
て
く
れ

る
の
で
、
す
ぐ
キ
ャ
ン
セ
ル
し
て
く
れ
る
。
他

の
旅
行
会
社
か
ら
入
っ
て
く
る
お
客
さ
ん
と
は

直
接
話
せ
な
い
の
で
、
一
生
懸
命
、
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
を
く
ど
き
落
と
し
て
、
最
後
ま
で
粘
っ
て

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、
送
客
ゼ
ロ
に
し
ま

し
た
。
お
か
げ
で
5
、
6
月
の
売
り
上
げ
は
去

年
比
1
0
0
%
減
で
す
が
、
島
に
コ
ロ
ナ
を
入

れ
て
し
ま
っ
た
ら
大
変
な
の
は
目
に
見
え
て
い

た
の
で
、
う
ち
の
役
目
だ
と
思
っ
て
必
死
に
や

り
ま
し
た
。

　
小
笠
原
の
場
合
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
も
誰
が

持
っ
て
き
た
か
わ
か
る
の
で
、
う
ち
の
お
客
さ

ん
か
ら
絶
対
入
れ
な
い
ぞ
と
い
う
気
持
ち
も
あ

り
ま
し
た
。
自
分
た
ち
も
感
染
し
な
い
よ
う
外

出
は
控
え
る
よ
う
に
、
気
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　
小
笠
原
は
台
風
で
欠
航
に
な
る
こ
と
も
よ
く

あ
り
、
お
客
さ
ん
全
員
に
連
絡
し
て
事
情
を
説

明
し
て
旅
行
を
取
り
や
め
て
も
ら
う
こ
と
に
私

た
ち
も
慣
れ
て
い
た
の
で
、
す
ぐ
に
こ
う
い
う

し
、
平
常
に
戻
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
民
間
で
は
7
月
1
日
か
ら

営
業
再
開
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

寺
崎
　
一
気
に
臨
戦
態
勢
に
入
っ
た
変
わ
り
目

が
緊
急
事
態
宣
言
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

松
本
　
遠
い
別
の
世
界
の
話
だ
と
思
っ
て
い
た

の
に
東
京
以
外
の
地
域
で
も
感
染
者
が
出
て
き

た
。
こ
れ
は
広
が
っ
て
行
く
ん
だ
、
今
に
も
入

り
込
ん
で
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
危
機
感

が
そ
の
あ
た
り
か
ら
強
ま
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
そ
う
し
た
危
機
感
は
、
観
光
業
者
、
住

民
、
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
も
み
な
同
じ

よ
う
な
感
覚
で
し
ょ
う
か
。

松
本
　
観
光
業
者
は
、
急
激
に
キ
ャ
ン
セ
ル
が

出
て
き
た
の
で
、
世
の
中
の
動
き
が
止
ま
っ
て

い
く
ん
だ
ろ
う
と
肌
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。
観

光
業
に
関
わ
ら
な
い
人
は
意
外
と
他
人
事
の
よ

う
で
、
鹿
児
島
県
が
休
業
補
償
や
持
続
化
の
補

償
を
す
る
と
言
っ
た
時
に
、
観
光
協
会
が
行
政

に
「
4
、
5
月
は
90
%
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
て
い

る
ん
だ
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
と
こ
ろ
、
島
民
か

ら
「
そ
ん
な
ひ
ど
い
こ
と
に
な
っ
て
る
ん
で
す

か
」
と
い
う
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
4

月
、
5
月
は
ほ
ぼ
観
光
客
ゼ
ロ
と
い
う
こ
と
を

島
全
体
が
知
り
始
め
た
感
じ
で
す
。

　
町
長
も
観
光
を
重
要
視
し
て
い
る
の
で
な
ん

と
か
し
な
き
ゃ
と
い
う
思
い
は
あ
っ
た
ん
で
す

ね
。
た
だ
、
鹿
児
島
県
を
通
り
越
し
て
屋
久
島

町
に
来
て
く
だ
さ
い
と
は
言
え
な
い
の
で
、
県

の
動
き
に
合
わ
せ
る
形
で
ど
の
段
階
で
解
除
す

る
か
、
検
討
し
ま
し
た
。

寺
崎
　
東
京
は
日
常
生
活
が
ど
ん
ど
ん
変
化
し

怖
さ
を
実
感
し
た
け
ど
、
屋
久
島
で
は
観
光
業

が
島
民
に
そ
れ
を
伝
え
た
ん
で
す
ね
。
松
田
さ

ん
、
知
床
は
ど
う
だ
っ
た
ん
で
す
か
。

松
田
　
私
は
、
1
〜
3
月
は
他
県
へ
の
出
張
が

続
い
て
地
元
の
こ
と
を
十
分
に
把
握
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
1
月
中
旬
頃
か
ら
ま
ず

い
こ
と
に
な
る
と
思
い
ス
タ
ッ
フ
に
も
そ
う
話

し
て
い
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
実
感
を
持
っ

て
行
動
し
て
く
れ
な
い
状
況
で
し
た
。
他
の
地

域
で
「
今
年
は
大
変
な
こ
と
に
な
る
」
と
話
し

て
も
、
2
月
い
っ
ぱ
い
く
ら
い
ま
で
は
ピ
ン
と

来
て
な
い
感
じ
で
し
た
。

　
変
わ
っ
て
き
た
と
思
っ
た
の
は
3
月
に
入
っ

て
か
ら
。
知
床
で
は
お
葬
式
が
外
で
焼
香
の
み

と
い
う
形
に
な
り
、
気
に
し
始
め
る
人
が
増
え

た
と
感
じ
ま
し
た
。
た
だ
、
私
が
い
る
地
域
は

車
社
会
な
の
で
特
に
冬
は
町
を
歩
く
人
が
い
な

い
。
ど
こ
ま
で
外
出
自
粛
さ
れ
て
い
た
か
は
わ

か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　
観
光
関
係
の
動
き
を
振
り
返
る
と
、
地
域
と

し
て
の
話
し
合
い
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
で
す
ね
。

自
粛
し
よ
う
と
い
う
声
が
出
た
の
は
4
月
中
旬

く
ら
い
か
ら
で
、
そ
れ
ま
で
は
行
政
か
ら
自
粛

し
て
く
れ
と
い
っ
た
話
は
全
然
な
く
、
観
光
客

を
呼
び
込
も
う
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
。

国
立
公
園
内
の
各
施
設
を
閉
め
る
と
い
う
話
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
の
5
日
ほ
ど
前
に
、
駐
車
場
を
全
部
閉
鎖
す

る
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
行
政
側
に
町
民
と
対
話
し
て
欲
し
い

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
観
光
客
を
呼
ん
で
い
い

の
か
、
町
民
が
ど
う
思
っ
て
い
る
か
を
考
え
る

べ
き
だ
と
。
で
も
行
政
も
最
初
は
ピ
ン
と
来
て

い
な
か
っ
た
感
じ
が
し
ま
す
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
観
光
客
が
ゼ
ロ
で

は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
宿
は
2
軒
だ
け
開
け
て
い
て
、
あ
と
は

全
部
閉
ま
っ
て
い
た
。
5
月
中
旬
頃
か
ら
観
光

客
が
ぽ
つ
ぽ
つ
来
始
め
て
、
6
月
中
旬
は
少
し

動
き
出
し
て
い
る
感
じ
で
す
。

寺
崎
　
そ
の
間
、
一
番
何
を
気
に
し
て
い
ま
し

た
か
。

松
田
　
観
光
客
が
コ
ロ
ナ
を
こ
の
地
域
で
う
つ

し
て
し
ま
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
、

観
光
客
は
入
れ
ら
れ
な
い
。
観
光
客
が
持
ち
込

ん
だ
と
い
う
話
に
な
る
と
、
今
後
の
観
光
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
斜
里
町
の

中
心
部
で
も
3
月
下
旬
に
2
人
ほ
ど
感
染
者
は

出
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら
広
が
っ
て
は
い
な

い
で
す
。

行
政
よ
り
早
く
来
島
自
粛
を

出
し
た
小
笠
原
村
観
光
協
会

吉
井
　
僕
は
1
9
9
2
年
に
海
好
き
が
高
じ
て

小
笠
原
に
移
住
し
ま
し
た
。
マ
ル
ベ
リ
ー
は

2
0
0
0
年
に
創
業
し
、
今
年
3
月
で
20
周
年

に
な
り
ま
す
。

　
小
笠
原
の
2
〜
3
月
は
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
が
あ
り
、
山
歩
き
に
も
い
い
季
節
な
の

で
比
較
的
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
1
月
後
半
ま

で
は
特
に
影
響
は
な
く
、
2
〜
3
月
の
定
期
船

お
が
さ
わ
ら
丸
の
乗
船
客
数
は
、
2
〜
3
割
落

ち
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
以
外
に
も
色
々
な

ク
ル
ー
ズ
船
が
寄
港
し
ま
す
が
、
2
月
以
降
は

ず
っ
と
全
部
キ
ャ
ン
セ
ル
で
、
営
業
的
に
は
か

な
り
痛
い
状
況
で
す
。

吉
井
　
団
体
や
旅
行
会
社
は
個
人
客
よ
り
も
キ

ャ
ン
セ
ル
が
早
く
、
4
月
最
初
の
1
、
2
便
は

多
少
お
客
様
が
来
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降

か
ら
今
ま
で
ほ
ぼ
観
光
客
は
ゼ
ロ
で
す
。
定
期

便
の
乗
客
は
仕
事
の
方
と
島
民
が
そ
れ
ぞ
れ
数

十
人
、
他
に
、
3
便
以
上
の
長
期
滞
在
の
観
光

客
が
少
数
い
る
、
と
い
う
状
況
で
す
。

　
7
月
か
ら
来
島
自
粛
が
外
れ
ま
す
が
、
満
席

で
8
0
0
人
く
ら
い
の
定
期
船
を
7
〜
8
月
の

繁
忙
期
は
4
0
0
人
に
抑
え
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
夏
も
そ
ん
な
に
忙
し
く
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
。
7
〜
8
月
は
減
便
も
す
る
の
で
、
船
の
キ

ャ
パ
だ
け
み
て
も
来
島
者
は
例
年
の
半
分
に
な

る
で
し
ょ
う
。

寺
崎
　
小
笠
原
で
は
来
島
自
粛
要
請
を
、
先
に

観
光
協
会
が
出
し
、
少
し
遅
れ
て
村
が
出
し
ま

し
た
ね
。
行
政
が
先
に
出
す
方
が
一
般
的
な
の

に
、
観
光
協
会
が
先
だ
っ
た
の
は
ど
う
し
て
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。

吉
井
　
主
導
は
父
島
の
観
光
協
会
で
、
私
は
ホ

エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
の
会
長
と
し
て
観

光
協
会
か
ら
打
診
を
受
け
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
協
会
、
商
工
会
と
父
島
・
母
島
の
観
光

協
会
の
4
団
体
が
合
意
し
て
来
島
自
粛
を
出
し

ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
観
光
協
会
の
役
員
で
は
な
い
の
で
、
細
か
い

機
微
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
協
会
が
早
く
動
い

て
村
が
少
し
遅
れ
た
の
は
、
タ
イ
ミ
ン
グ
の
問

題
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
島
民
と
し
て
、

来
島
自
粛
要
請
を
出
す
こ
と
に
そ
ん
な
に
抵
抗

は
な
く
、
コ
ロ
ナ
感
染
者
を
入
れ
た
く
な
い
と

い
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
や
は
り
医
療

問
題
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

寺
崎
　
観
光
事
業
者
で
あ
る
前
に
、
自
分
た
ち

は
島
民
、
地
域
の
住
民
で
あ
る
と
い
う
意
識
が

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

地
域
や
事
業
の
状
況

松
本
　
屋
久
島
で
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
始
め

て
27
年
目
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
に
、
世
界
遺

産
に
な
る
と
い
う
大
き
な
変
化
を
経
験
し
ま
し

た
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
も
ま
た
屋
久
島
の
観
光
に

大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
で
し
ょ
う
。
3
月
ま

で
の
屋
久
島
は
、
割
と
人
ご
と
の
よ
う
な
感
じ

で
し
た
が
、
3
月
中
旬
く
ら
い
か
ら
「
島
に
感

染
者
が
入
っ
て
き
た
ら
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
」

と
い
う
危
機
感
が
、
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　
島
に
は
徳
洲
会
と
い
う
病
院
が
ひ
と
つ
あ
る

だ
け
。
ど
こ
か
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
ら
、

医
療
崩
壊
す
る
の
で
は
と
い
う
恐
怖
感
、
緊
張

感
の
よ
う
な
も
の
が
走
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う

中
で
鹿
児
島
県
が
緊
急
事
態
宣
言
に
応
じ
て
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
ま
で
自
粛
を
依
頼
し
、

休
業
要
請
が
あ
り
、
補
償
も
し
ま
す
と
言
っ
た

の
で
、
島
の
中
の
観
光
業
は
一
気
に
休
業
に
向

か
い
、
4
月
か
ら
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
か

け
て
観
光
客
を
受
け
入
れ
な
い
方
が
い
い
と
い

う
雰
囲
気
が
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
屋
久
島
で
は
感
染
者
が
出
て
い
な
い
こ
と
も

あ
り
、
島
の
人
た
ち
の
生
活
は
、
ス
ー
パ
ー
に

は
普
通
に
買
い
物
に
行
っ
た
り
、
自
粛
の
反
動

で
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
以
降
は
割
と
普
通
の

生
活
に
戻
っ
た
感
じ
で
し
た
。
た
だ
、
い
つ
も

と
決
定
的
に
違
う
の
は
、
観
光
客
が
全
く
い
な

い
。

　
と
り
あ
え
ず
6
月
19
日
ま
で
は
特
に
県
外
か

ら
の
来
島
は
自
粛
を
要
請
し
7
月
1
日
か
ら
は

全
て
の
地
域
の
お
客
様
を
受
け
入
れ
る
と
宣
言

吉
井
　
小
笠
原
村
の
場
合
は
、
観
光
事
業
者
に

特
定
せ
ず
、
村
民
の
中
で
収
入
が
減
っ
た
人
と

い
う
考
え
方
で
す
。
で
も
こ
の
期
間
に
収
入
が

減
っ
た
の
は
観
光
な
の
で
、
実
質
的
に
は
観
光

事
業
者
向
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

松
田
　
北
海
道
の
給
付
金
は
、
う
ち
の
事
務
所

は
対
象
外
で
し
た
。
町
は
色
々
支
援
策
を
考
え

て
く
れ
、
商
工
観
光
課
は
ガ
イ
ド
が
支
援
対
象

か
ら
抜
け
落
ち
て
い
る
と
い
う
認
識
は
持
っ
て

い
ま
し
た
。
た
だ
、
町
と
し
て
は
、
み
ん
な
が

困
っ
て
い
る
か
ら
、
み
ん
な
に
行
き
渡
る
よ
う

に
と
い
う
こ
と
で
、
斜
里
町
が
行
っ
た
の
は
水

道
料
金
の
免
除
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
会
談
後
に
斜
里
町
の
ガ
イ
ド
事
業
者
な
ど
を
対

象
と
し
た
ク
ー
ポ
ン
券
の
販
売
が
決
ま
っ
た
）

D
M
O
な
ど
観
光
地
域
経
営

に
必
要
な
取
り
組
み

寺
崎
　
松
崎
さ
ん
の
と
こ
ろ
は
地
域
限
定
の
旅

行
業
と
い
う
こ
と
で
、
あ
る
意
味
D
M
O
の
販

売
部
門
を
担
っ
て
い
る
よ
う
に
も
僕
に
は
見
え

ま
す
。
ご
本
人
に
そ
う
い
う
意
識
は
な
い
で
し

ょ
う
が
、
地
域
と
一
蓮
托
生
に
な
っ
て
や
ら
れ

て
い
て
い
る
の
で
す
が
、
観
光
協
会
と
松
崎
さ

ん
の
会
社
と
は
意
識
は
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。

松
崎
　
観
光
協
会
よ
り
前
に
う
ち
の
会
社
が
で

き
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
観
光

協
会
は
地
元
に
来
た
お
客
さ
ん
を
ど
う
す
る
か

と
い
う
こ
と
。
我
々
は
全
国
か
ら
小
笠
原
に
ど

う
人
を
集
め
る
か
で
、
分
業
は
で
き
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

寺
崎
　
今
、
他
の
観
光
地
で
は
D
M
O
が
コ
ロ

ナ
禍
の
後
を
見
据
え
て
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に
活
動

し
て
い
ま
す
が
、
吉
井
さ
ん
や
松
田
さ
ん
か
ら

見
て
D
M
O
や
地
域
限
定
の
旅
行
会
社
な
ど
に

も
っ
と
こ
う
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
は
あ
り
ま

す
か
。

吉
井
　
難
し
い
質
問
で
す
ね
。
小
笠
原
で
は
10

年
以
上
前
に
ラ
ン
ド
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
的
に
村
内

の
観
光
事
業
者
を
ま
と
め
る
ツ
ア
ー
デ
ス
ク
が

作
ら
れ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
が
解
散
し
て
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ラ
ン
ド
や
村
内
の
民
間
の
ラ
ン
ド
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
に
う
ま
く
波
及
し
ま
し
た
。
い
ま
は
、

村
の
中
に
P
R
部
門
を
担
当
す
る
観
光
局
が
で

き
て
い
ま
す
。

松
崎
　
ツ
ア
ー
デ
ス
ク
が
で
き
る
時
に
村
か
ら

相
談
を
受
け
ま
し
た
。
自
分
の
食
い
扶
持
を
あ

げ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
も
の
で
す
が
（
笑
）
、

宣
伝
は
村
が
や
っ
て
く
れ
た
方
が
信
用
度
が
大

き
い
の
で
あ
り
が
た
い
面
も
あ
り
ま
す
。
た
だ

お
客
さ
ん
を
受
け
る
の
は
、
う
ち
と
村
内
の
も

う
一
社
し
か
な
く
、
宣
伝
し
す
ぎ
る
と
船
も
宿

も
足
り
な
く
な
り
、
逆
に
断
る
仕
事
に
な
る
。

バ
ラ
ン
ス
が
す
ご
く
難
し
い
と
、
つ
く
づ
く
思

い
ま
す
。
小
笠
原
は
団
体
向
け
の
島
で
あ
り
ま

せ
ん
。
ひ
と
り
ふ
た
り
で
行
く
方
が
小
笠
原
ら

し
さ
を
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。
お
客
さ
ん
が

少
な
く
て
仕
方
な
く
団
体
を
入
れ
た
時
代
も
あ

り
ま
し
た
が
、
今
は
も
う
そ
ん
な
時
代
で
は
な

い
と
思
う
の
で
、
島
の
ガ
イ
ド
さ
ん
や
宿
を
結

ぶ
通
訳
と
し
て
の
立
場
を
強
化
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
松
本
さ
ん
と
松
田
さ
ん
に
お
伺
い
し
ま

す
。
D
M
O
や
観
光
協
会
の
よ
う
に
地
域
を
取

り
ま
と
め
て
発
信
す
る
人
た
ち
に
対
し
て
、
7

月
以
降
に
期
待
す
る
役
割
は
な
ん
で
し
ょ
う
。

松
本
　
屋
久
島
は
世
界
遺
産
で
人
気
が
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
い
て
い
た

け
れ
ど
、
実
質
的
に
観
光
客
は
20
万
人
ち
ょ
っ

と
で
す
。
こ
れ
で
観
光
と
し
て
の
経
済
が
そ
れ

な
り
に
動
い
て
い
た
ん
で
す
。 

　
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
「
と
り
あ
え
ず
屋

久
島
に
行
く
か
」
と
い
う
人
は
減
る
と
思
い
ま

す
。
飛
行
機
や
新
幹
線
な
ど
を
使
い
、
わ
ざ
わ

ざ
高
い
旅
費
を
払
っ
て
、
リ
ス
ク
を
感
じ
て
も

屋
久
島
に
来
て
く
れ
る
の
か
。
今
ま
で
の
よ
う

に
な
ん
と
な
く
ツ
ア
ー
で
募
っ
て
、
な
ん
と
な

く
人
を
か
き
集
め
て
来
る
時
代
で
は
な
く
な
っ

て
し
ま
う
と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
屋
久
島
に
行
き
た
い
」

と
い
う
人
は
来
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ど
う

い
う
人
た
ち
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
か
を
考
え

た
時
に
、
幅
広
く
た
く
さ
ん
数
を
集
め
る
の
で

は
な
く
、
確
実
に
屋
久
島
を
選
ん
で
く
れ
る
人

に
し
っ
か
り
と
情
報
を
提
供
し
て
ケ
ア
を
し
て

き
て
も
ら
う
と
。
逆
に
言
う
と
そ
う
い
う
人
た

ち
を
ち
ゃ
ん
と
大
事
に
で
き
る
受
け
入
れ
体
制

を
作
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
名

所
を
巡
る
旅
と
し
て
の
屋
久
島
で
は
な
く
、
居

住
や
生
活
も
含
め
た
島
で
の
滞
在
を
受
け
入
れ

る
。
今
ま
で
と
は
違
っ
た
価
値
観
で
島
の
良
さ

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

松
田
　
今
の
状
況
を
み
る
と
「
お
客
さ
ん
ど
ん

ど
ん
来
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
風
に
な
っ
て
き

ま
し
た
よ
ね
。
そ
う
し
た
中
で
の 

D
M
O 

の

役
割
は
何
な
の
か
。
今
回
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

あ
る
。
そ
う
し
な
い
と
観
光
事
業
が
持
続
可
能

に
行
え
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

松
田
　
そ
う
思
い
ま
す
。
知
床
が
世
界
遺
産
登

録
に
向
け
て
動
き
出
し
た
時
は
漁
師
の
人
た
ち

は
最
初
は
反
対
し
ま
し
た
。
海
域
ま
で
世
界
遺

産
エ
リ
ア
に
さ
れ
て
し
ま
う
と
漁
業
活
動
が
制

約
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
す
る
と
観
光

な
ん
て
、
と
い
う
話
が
出
て
き
ま
し
た
。
世
界

遺
産
に
な
っ
て
も
漁
業
活
動
が
規
制
さ
れ
て
は

い
な
い
の
で
す
が
。
地
域
の
人
た
ち
の
理
解
と

協
力
が
な
け
れ
ば
持
続
的
な
観
光
は
成
り
立
ち

ま
せ
ん
。
仕
事
だ
け
で
な
く
普
段
の
生
活
の
中

で
も
周
り
の
人
達
に
助
け
て
も
ら
っ
て
、
そ
れ

で
成
り
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
か
ら
。

寺
崎
　
住
民
の
人
た
ち
の
健
康
、
つ
ま
り
安
心

で
安
全
な
生
活
を
考
え
な
い
観
光
は
あ
り
得
な

い
と
。
小
笠
原
も
か
つ
て
は
漁
業
が
主
流
で
し

た
ね
。

吉
井
　
こ
の
間
に
、
漁
協
の
組
合
長
に
聞
い
た

ら
、
小
笠
原
の
魚
は
基
本
東
京
方
面
に
出
荷
す

る
ん
で
す
が
、
影
響
の
少
な
い
魚
種
に
変
更
し

た
の
で
、
そ
ん
な
に
漁
業
に
は
影
響
は
出
て
い

な
い
と
言
っ
て
ま
し
た
。
島
内
の
飲
食
店
に
出

す
よ
う
な
魚
は
控
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
農
業

で
は
、
今
の
時
期
だ
と
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ

が
か
な
り
売
れ
ま
す
が
、
観
光
客
が
い
な
い
の

で
送
料
無
料
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
し
て
、
通
販

で
買
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
策
を
練
っ
て
い
ま
す

ね
。

寺
崎
　
松
崎
さ
ん
が
気
に
さ
れ
て
い
る
の
は
地

域
の
人
や
既
存
産
業
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

松
崎
　
そ
う
で
す
ね
。
小
さ
な
島
な
の
で
、
観

光
以
外
の
知
り
合
い
も
い
る
の
で
、
そ
う
い
う

人
の
声
も
聞
き
ま
す
。
何
か
あ
っ
た
ら
、
東
京

な
ら
医
療
崩
壊
で
す
が
、
島
で
は
社
会
全
体
が

崩
壊
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
が
脳

裏
に
あ
り
ま
す
。
歴
史
的
に
み
る
と
、
島
が
ア

メ
リ
カ
か
ら
返
還
さ
れ
て
す
ぐ
に
観
光
は
始
ま

っ
て
い
る
の
で
、
島
民
や
他
産
業
の
人
か
ら
観

光
に
対
す
る
拒
否
反
応
は
小
さ
い
と
思
い
ま
す

が
。

寺
崎
　
松
本
さ
ん
は
そ
れ
ま
で
地
域
の
自
然
や

生
活
文
化
を
直
接
の
素
材
と
し
た
観
光
で
食
べ

て
い
る
人
が
い
な
い
中
で
、
屋
久
島
で
は
パ
イ

オ
ニ
ア
と
し
て
あ
ら
た
な
観
光
を
開
拓
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
風
当
た
り
も
強
か
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
住
民
と
し
て
永
く
暮
ら
し
て
き
た
中
で
、

観
光
と
住
民
と
の
か
か
わ
り
が
変
わ
っ
て
き
た

よ
う
に
見
え
ま
す
が
。

松
本
　
若
い
ガ
イ
ド
さ
ん
の
方
が
結
構
神
経
質

に
な
っ
て
る
な
と
感
じ
ま
す
。
観
光
業
で
食
べ

て
い
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
の
意
識
は
か
な
り

違
い
ま
す
が
、
観
光
業
で
食
べ
て
い
る
中
で
も

ガ
イ
ド
さ
ん
は
「
危
機
感
が
あ
る
な
ら
や
め
た

方
が
い
い
」
と
あ
っ
さ
り
と
状
況
を
受
け
入
れ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
な
ん
で
だ
ろ
う

と
思
っ
た
の
で
す
が
、
ホ
テ
ル
な
ど
は
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
が
か
か
る
け
ど
、
個
人
ガ
イ
ド
で

は
そ
ん
な
に
か
か
ら
な
い
。
バ
イ
ト
に
出
た
り

し
て
何
と
か
食
い
つ
な
い
で
い
る
ん
で
す
ね
。

な
の
で
無
理
し
て
お
客
さ
ん
を
入
れ
な
く
て
も

い
い
。
小
さ
な
子
供
が
い
る
ガ
イ
ド
は
自
分
が

コ
ロ
ナ
に
感
染
す
る
危
機
に
晒
さ
れ
た
く
な
い
。

自
分
を
守
る
た
め
に
ガ
イ
ド
を
控
え
る
こ
と
に

抵
抗
が
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
き
な
ホ

テ
ル
は
危
機
感
も
あ
る
け
れ
、
周
り
か
ら
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
っ
て
自
分
か
ら
や
る
と
は
言

え
な
い
。
県
や
町
の
要
請
も
あ
る
の
で
赤
字
を

抱
え
て
も
休
業
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
当
然
あ
り

ま
す
。
持
続
化
給
付
金
は
個
人
の
ガ
イ
ド
さ
ん

も
1
0
0
万
円
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
さ

ん
に
は
あ
り
が
た
い
額
で
す
が
大
き
な
ホ
テ
ル

か
ら
す
れ
ば
全
然
足
り
な
い
額
で
す
。
そ
の
辺

の
感
覚
が
だ
い
ぶ
違
う
と
思
い
ま
す
ね
。

ガ
イ
ド
業
へ
の
支
援
策

寺
崎
　
補
助
金
の
話
が
出
ま
し
た
。
松
田
さ
ん
、

北
海
道
で
は
ガ
イ
ド
は
事
業
者
と
し
て
の
制
度

的
な
位
置
づ
け
が
不
明
瞭
で
手
続
き
が
難
し
い

と
い
う
記
事
を
見
ま
し
た
が
。

松
田
　
国
の
持
続
化
給
付
金
は
そ
れ
ほ
ど
難
し

い
こ
と
は
な
い
で
す
が
支
援
対
象
に
は
な
っ
て

な
か
っ
た
。

寺
崎
　
こ
う
い
う
状
況
で
、
業
態
と
し
て
国
や

行
政
と
会
話
で
き
る
産
業
が
あ
る
一
方
で
、
皆

さ
ん
の
仕
事
は
地
域
や
行
政
か
ら
ど
の
よ
う
に

見
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
点
に
も
、

今
回
学
ぶ
べ
き
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
と
思
っ
た
の

で
す
が
。

吉
井
　
東
京
都
の
休
業
要
請
は
店
舗
に
協
力
金

50
万
円
が
出
ま
す
が
、
店
舗
が
な
く
て
も
遊
漁

船
や
ボ
ー
ト
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
認
め
ら

れ
ま
す
。
う
ち
も
数
年
前
に
事
務
所
を
閉
め
て

自
宅
に
戻
り
ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
状
態
だ
と

協
力
金
は
も
ら
え
な
い
で
す
ね
。
持
続
化
給
付

金
と
10
万
円
、
あ
と
は
小
笠
原
村
の
給
付
金
の

3
つ
が
、
い
た
だ
け
る
形
で
す
。

寺
崎
　
僕
が
思
う
ほ
ど
、
社
会
の
中
で
ガ
イ
ド

業
が
他
の
観
光
事
業
と
違
う
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
ん
で
す
ね
。

松
本
　
屋
久
島
は
、
県
と
町
で
全
然
対
応
が
違

っ
た
ん
で
す
ね
。
県
は
吉
井
さ
ん
が
言
っ
た
よ

う
に
、
店
舗
や
施
設
が
あ
る
と
こ
ろ
に
休
業
要

請
を
し
て
補
償
す
る
の
で
、
う
ち
は
事
務
所
が

あ
り
、
資
源
な
ど
の
紹
介
も
し
て
い
る
の
で
展

示
ス
ペ
ー
ス
と
い
う
こ
と
で
申
請
で
き
ま
し
た
。

ダ
イ
ビ
ン
グ
シ
ョ
ッ
プ
は
店
舗
が
あ
っ
て
ス
ク

ー
ル
を
し
て
い
る
と
言
っ
た
け
ど
、
最
初
は
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
ダ
イ
ビ
ン
グ
シ

ョ
ッ
プ
で
事
務
所
を
持
た
な
い
ガ
イ
ド
は
当
然

対
象
外
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
町
の
助
成
金
は
、
ガ
イ
ド
に
関
し

て
は
町
条
例
と
し
て
の
ガ
イ
ド
登
録
制
度
が
あ

る
の
で
、
最
初
は
こ
の
制
度
に
登
録
し
て
い
る

ガ
イ
ド
に
限
定
す
る
の
で
は
と
心
配
し
て
い
た

の
で
す
が
、
意
外
と
お
お
ら
か
で
、
観
光
協
会

に
所
属
し
て
い
れ
ば
い
い
と
か
、
事
業
者
組
合

が
証
明
す
れ
ば
い
い
と
言
っ
た
形
で
広
く
対
象

に
な
り
ま
し
た
。
屋
久
島
町
は
町
条
例
に
し
て

い
る
く
ら
い
な
の
で
、
ガ
イ
ド
を
ち
ゃ
ん
と
認

め
て
い
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
非
常
に
良
か

っ
た
。
逆
に
県
は
、
そ
こ
ま
で
認
め
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
違
い
が
非
常
に
よ
く
見
え
ま
し
た

ね
。

寺
崎
　
と
て
も
面
白
い
事
例
で
す
。
ガ
イ
ド
制

度
に
つ
い
て
も
、
実
情
に
応
じ
て
現
場
で
仕
組

み
を
作
る
。
そ
の
有
効
性
が
示
さ
れ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

松
本
　
屋
久
島
町
の
考
え
方
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
は
観
光
立
島
だ
と
い
う
中
で
ガ
イ
ド
は
非
常

に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
が

あ
る
。
ガ
イ
ド
さ
ん
に
対
し
て
し
っ
か
り
ケ
ア

し
た
い
と
い
う
姿
勢
が
見
え
ま
し
た
。
今
ま
で

ガ
イ
ド
業
界
と
し
て
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
き
た

成
果
だ
と
思
い
ま
し
た
。

松
崎
　
観
光
を
意
味
す
る
サ
イ
ト
シ
ー
イ
ン
グ

の
シ
ー
イ
ン
グ
に
は
ル
ッ
キ
ン
グ
で
は
な
く

「
見
る
」「
知
る
」「
会
う
」
と
い
う
意
味
が
あ

り
、
こ
の
3
つ
を
う
ま
く
融
合
し
て
初
め
て
観

光
と
言
え
る
の
か
な
と
常
々
に
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
経
験
で
、
お
客
さ
ん
は
、
観
光
地
の
こ

と
を
考
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し

た
。
島
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
が
売
れ
な
い

と
聞
い
た
の
で
、
う
ち
の
方
で
売
り
出
し
た
ら
、

小
笠
原
の
こ
と
が
心
配
だ
と
い
う
お
客
さ
ん
が

何
か
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
3
8
0
箱
も
買
っ

て
く
れ
た
ん
で
す
。
観
光
と
言
っ
て
も
行
く
だ

け
で
な
く
、
島
の
も
の
を
お
客
さ
ん
と
う
ま
く

結
び
つ
け
る
の
も
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
仲
人
や
通
訳
の
よ

う
に
島
の
人
と
お
客
さ
ん
が
何
を
欲
し
が
っ
て

い
る
か
を
う
ま
く
結
ん
で
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な

立
場
に
な
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
井
　
気
づ
い
た
こ
と
が
3
点
あ
り
ま
す
。
1

つ
は
日
本
各
地
に
あ
る
小
笠
原
の
よ
う
に
医
療

面
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
コ
ロ
ナ
フ
リ
ー
・
リ
ス

ク
ゼ
ロ
の
た
め
に
閉
め
る
と
い
う
対
応
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
、
い
ず
れ
は
制
限
を
緩
め
て
い

く
。
リ
ス
ク
ゼ
ロ
で
は
な
く
な
っ
た
先
が
全
く

見
え
ず
、
未
知
数
の
怖
さ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

 

2
点
目
は
、
観
光
は
、
お
土
産
や
農
産
物
な

ど
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
、
多
く
の
人
が
観
光
の
大
事
さ
を
感

じ
て
く
れ
た
と
思
う
の
で
、
よ
り
皆
さ
ん
と
連

携
し
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
3
点
目
は
ガ
イ
ド
に
関
し
て
。
お
客
さ
ん
と

直
接
接
す
る
仕
事
な
の
で
、
非
常
に
密
に
な
り

や
す
い
。
仲
良
く
な
る
ほ
ど
握
手
し
た
り
、
ハ

グ
し
た
り
と
距
離
感
も
近
く
な
り
ま
す
。
場
合

に
よ
っ
て
は
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
に
手
を
添
え
た

り
す
る
。
今
後
の
対
応
が
不
安
で
す
。

松
本
　
僕
も
東
日
本
大
震
災
の
時
は
気
仙
沼
に

行
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
り
し
ま
し

た
が
、
今
回
は
全
国
民
が
被
災
し
た
ん
で
す
よ

ね
。
今
ま
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
助
け
て
あ
げ

よ
う
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う
で
は
な
く

て
、
み
ん
な
が
助
け
合
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

立
場
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
す
ご
く

大
き
な
意
識
の
変
化
を
生
ん
だ
の
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
自
然
と
い
う
の
は
、
地
震
も
そ
う
で
す
し
、

今
回
の
ウ
イ
ル
ス
も
そ
う
で
す
が
、
抗
え
な
い

理
不
尽
な
試
練
を
与
え
て
く
る
。
そ
の
時
に

我
々
が
、
そ
こ
で
ど
う
対
応
す
る
か
が
問
わ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
も

う
腹
を
く
く
る
し
か
な
い
と
い
う
の
が
信
念
と

し
て
あ
り
ま
す
。
下
手
に
抗
っ
て
も
太
刀
打
ち

で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
ん
だ
と
。
自
然
を
見
て

い
る
人
な
ら
、
き
っ
と
そ
こ
は
感
じ
る
壁
み
た

い
な
も
の
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

　
腹
く
く
っ
た
次
に
あ
る
の
は
、
転
換
。
切
り

替
え
て
い
く
覚
悟
が
生
ま
れ
る
。
屋
久
島
に
観

光
に
来
て
く
れ
る
人
の
質
が
変
わ
っ
て
く
る
。

だ
っ
た
ら
屋
久
島
の
観
光
を
こ
う
い
う
風
に
変

え
て
い
こ
う
ぜ
と
、
覚
悟
を
決
め
て
島
の
観
光

を
新
た
に
作
り
直
し
て
い
く
。
こ
れ
が
僕
は
復

興
な
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。

　
復
興
と
い
う
の
は
、
決
し
て
復
元
で
は
な
い
。

元
に
戻
す
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
て
、
新
た
に

起
こ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
つ
ま
り

変
わ
っ
た
環
境
の
中
で
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考

え
て
覚
悟
を
も
っ
て
興
こ
し
て
い
く
こ
と
が
復

興
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
は
被
災
地
で

復
興
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
復
興
は
元
に

戻
す
こ
と
で
は
な
い
ん
だ
と
今
回
す
ご
く
感
じ

ま
し
た
。
今
後
、
屋
久
島
の
観
光
を
含
め
た
産

業
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
覚
悟
を
持
っ
て
、
こ

れ
か
ら
来
る
第
2
波
、
第
3
波
に
備
え
、
何
年

も
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
次
の
屋
久
島

を
構
築
し
て
い
く
、
復
興
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

寺
崎
　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
皆
さ
ん
と
実
際
に
お
会
い
し
て
お
話
で

き
る
機
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ら
が
集
ま
っ
て
、
ど
う
し
て
い
く
べ
き
か
を
話

し
合
う
場
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
D
M
O
に
求

め
る
か
ど
う
か
で
す
が
、
で
き
れ
ば
そ
う
い
う

場
所
と
か
、
人
を
集
め
る
役
割
が
す
ご
く
重
要

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
知
床
は
、
横
を
見
な
が
ら
な
ん
と
な

く
の
雰
囲
気
で
自
粛
し
、
各
自
が
決
め
て
い
っ

た
感
じ
で
す
。
今
も
何
か
を
解
除
し
て
お
客
さ

ん
来
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
す
が
、
な
ん
と
な
く
み
ん
な
が
集
客
し

始
め
て
い
る
感
じ
で
す
。
で
も
今
後
を
考
え
る

と
、
い
っ
ぺ
ん
に
来
て
し
ま
う
よ
り
、
少
し
ず

つ
観
光
客
を
入
れ
て
、
観
光
客
が
来
る
こ
と
に

地
域
の
人
た
ち
が
慣
れ
て
い
く
期
間
が
必
要
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
ど

ん
ど
ん
集
め
る
の
で
は
な
く
、
様
子
を
見
な
が

ら
集
め
た
方
が
い
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

松
崎
「
観
光
客
に
慣
れ
る
」
と
い
う
の
は
、
や

は
り
重
要
で
す
。
東
京
と
か
内
地
は
、
経
済
活

動
が
か
な
り
動
き
は
じ
め
、
隣
に
人
が
来
て
も

マ
ス
ク
し
て
い
れ
ば
安
心
と
い
う
気
持
ち
で
す

が
、
島
の
人
た
ち
は
ま
だ
知
ら
な
い
人
と
会
う

こ
と
す
ら
怖
が
っ
て
い
る
。
7
月
で
乗
船
客
が

今
ま
で
の
40
〜
50
人
か
ら
一
気
に
10
倍
の

4
0
0
人
く
ら
い
に
な
る
。
最
初
は
怖
が
り
な

が
ら
接
し
て
い
る
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て

く
る
と
思
う
の
で
、
そ
の
後
に
島
の
人
か
ら

「
も
う
少
し
お
客
さ
ん
呼
ん
で
よ
」
と
か
、

「
も
う
少
し
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
」
と
い
う
声

が
聞
こ
え
て
く
る
と
、
送
り
ま
す
ね
と
言
え
る
。

行
政
な
り
観
光
協
会
で
、
島
の
人
が
少
し
ず
つ

慣
れ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
、
受
け
入
れ
た
後

も
反
省
と
か
対
策
な
ど
を
話
し
合
い
、
「
こ
こ

ま
で
だ
っ
た
ら
安
心
」
と
な
れ
ば
、
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
で
お
客
さ
ん
の
受
け
入
れ
も
で
き
る
の
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
島
の
人
た
ち
は
多
分
1
月
頃
の
東
京
ぐ
ら
い

の
状
態
な
の
で
、
シ
ー
ル
ド
を
か
ぶ
っ
て
い
る

人
が
町
の
中
に
い
る
光
景
も
知
り
ま
せ
ん
。
そ

う
い
う
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
よ
う
な
話
し
合
い

を
徐
々
に
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
し
、
そ
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
調
整
す
る
の
が
自
分
の
会
社
の
役

割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
僕
が
思
っ
た
の
は
、
本
来
D
M
O
は
、

外
か
ら
来
る
人
と
、
地
域
の
中
で
活
動
す
る
人

と
の
距
離
感
を
う
ま
く
調
整
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
よ
く
観
光
地
経
営
と
か

言
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
、
集

客
す
る
だ
け
が
経
営
で
は
な
く
、
ブ
レ
ー
キ
、

つ
ま
り
生
産
調
整
や
、
ど
う
い
う
パ
ー
ツ
か
ら

出
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
地
域
の
中
で
協

議
し
、
み
ん
な
の
理
解
を
得
な
が
ら
や
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
経
験
か
ら
学
ぶ
こ
と

寺
崎
　
皆
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が
、

現
場
か
ら
み
て
、
持
続
可
能
な
観
光
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
、
そ
の
実
現
に
は
何
を
す
べ
き

か
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

松
田
　
自
分
た
ち
も
移
動
で
き
な
い
の
で
、
ど

う
や
っ
て
人
と
情
報
交
換
を
し
た
り
、
話
し
合

い
を
す
る
か
に
悩
み
ま
し
た
、
特
に
、
意
見
を

集
約
し
て
、
国
な
ど
に
届
け
る
方
法
を
私
た
ち

は
持
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
業

を
持
続
可
能
に
行
う
た
め
に
は
、
業
界
団
体
を

作
る
必
要
性
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

松
崎
　
日
本
は
も
う
右
肩
上
が
り
の
成
長
で
は

な
い
の
で
、
お
客
さ
ん
を
ど
ん
ど
ん
送
る
と
い

う
考
え
は
捨
て
て
、
島
を
気
に
入
っ
た
お
客
さ

ん
に
何
回
も
来
て
も
ら
う
と
か
、
長
く
滞
在
し

て
も
ら
う
。
旅
行
と
い
う
よ
り
長
期
滞
在
と
か
、

自
分
の
新
し
い
故
郷
を
作
る
よ
う
な
形
で
、
う

ま
く
地
域
と
溶
け
合
う
よ
う
な
も
の
、
観
光
と

い
う
言
葉
が
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
か
わ
か
ら

な
い
け
ど
、
新
し
い
も
の
に
な
る
の
か
な
と
い

う
気
が
し
て
い
ま
す
。
徐
々
に
現
場
か
ら
変
わ

っ
て
い
き
、
最
後
に
大
き
な
流
れ
に
な
れ
ば
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

松
本
　
観
光
と
い
う
も
の
自
体
の
考
え
方
が
、

観
光
客
も
観
光
業
者
も
変
わ
っ
て
い
く
ん
だ
と

思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
お
金
を
落

と
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
と
い
う
時
代
は
終
わ
り
、

思
い
が
あ
っ
て
、
そ
の
地
域
を
自
分
の
故
郷
の

よ
う
に
思
い
、
最
終
的
に
は
そ
こ
に
住
ん
で
し

ま
お
う
と
い
う
よ
う
な
つ
な
が
り
が
で
き
る
。

そ
う
し
た
も
の
を
観
光
と
し
て
位
置
付
け
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
。

　
今
回
、
テ
レ
ワ
ー
ク
で
き
る
人
た
ち
が
い
る

こ
と
も
わ
か
っ
た
の
で
、
そ
う
い
う
人
た
ち
が

都
会
を
離
れ
、
自
然
環
境
の
中
で
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
な
仕
事
が
で
き
る
と
い
う
の
も
考
え
ら
れ

る
。
都
会
と
地
域
が
結
び
つ
い
て
繋
が
っ
て
い

く
こ
と
が
観
光
だ
と
い
う
時
代
に
な
る
と
い
い

と
思
い
ま
す
。

吉
井
　
ワ
ゴ
ン
車
に
9
人
乗
せ
て
い
た
の
を
減

ら
す
。
繁
忙
期
に
受
け
入
れ
を
制
限
し
な
い
と

い
け
な
く
な
る
。
そ
う
す
る
と
自
ず
と
一
人
当

た
り
の
単
価
を
上
げ
る
方
向
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
。
そ
う
で
き
る
と
い
う
決
断
を
今
は
で
き

て
い
な
い
で
す
が
、
そ
う
い
う
方
向
に
な
る
の

か
な
と
思
い
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
や
は
り
直
接
行
っ
た
り
人
に
会
う
体

験
は
全
然
違
う
。
コ
ロ
ナ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

観
光
と
い
う
の
は
人
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
、

人
と
向
き
合
う
こ
と
だ
と
考
え
な
が
ら
、
や
り

続
け
る
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
は
最
後

に
お
聞
き
し
た
い
こ
と
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
の

経
験
か
ら
私
た
ち
は
何
を
学
ぶ
べ
き
で
し
ょ
う
。

観
光
業
に
限
ら
ず
、
ど
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
感

じ
取
り
、
観
光
振
興
に
お
い
て
ど
う
意
識
し
て

今
後
行
動
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
。

松
田
　
正
直
、
努
力
し
て
頑
張
っ
て
も
勝
て
な

い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
実
際
、

マ
ス
ク
や
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
対
策
用
は
準
備

し
て
い
ま
し
た
が
、
解
決
策
に
は
な
ら
な
か
っ

た
。
今
ま
で
も
あ
る
程
度
は
予
想
し
て
い
ま
し

た
。
観
光
を
や
っ
て
い
る
上
で
、
自
然
災
害
、

洪
水
や
地
震
、
こ
う
し
た
感
染
症
は
5
〜
10
年

に
1
回
は
訪
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

人
生
の
中
で
、
か
な
り
大
き
な
こ
と
が
起
き
る

だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
歴
史
を
振
り
返
り
な
が

ら
想
像
は
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
会
社
と
し

て
も
準
備
は
し
て
い
た
け
れ
ど
、
準
備
不
足
だ

っ
た
。
こ
う
い
う
こ
と
に
耐
え
る
た
め
に
、
財

務
面
を
ど
う
立
て
直
す
の
か
が
悩
み
で
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
、
会
社
と
し
て
の
体
力
を
き

ち
ん
と
つ
け
て
お
か
な
い
と
ダ
メ
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
1
年
以
内
で
は
終
わ
ら
な
い
。
そ
の

中
で
ど
う
や
っ
て
持
続
的
に
観
光
を
進
め
て
い

く
か
に
つ
い
て
の
答
え
は
出
て
い
ま
せ
ん
。
長

期
的
に
解
決
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

下
：
知
床
・
羅
臼
岳
と
羅
臼
湖（
写
真

提
供
：
知
床
ネ
イ
チ
ャ
ー
オ
フ
ィ
ス
）

左
：（
写
真
：
ゆ
ー
や
／
P
I
X
T
A
）

知床・小笠原・屋久島で考えた観光のゆくえ5

44



行
動
が
と
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
も

特
段
苦
で
は
な
か
っ
た
で
す
。

　
7
月
か
ら
自
粛
要
請
が
解
除
さ
れ
、
送
客
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
行
政
が
来
て
も

良
い
と
言
っ
て
も
、
島
に
は
か
な
り
恐
れ
て
い

る
人
も
い
て
、
本
当
に
お
客
さ
ん
を
送
っ
て
い

い
か
ど
う
か
、
ま
だ
悩
ん
で
い
ま
す
。
お
客
さ

ん
も
悩
ん
で
い
て
、
予
約
の
時
に
「
本
当
に
行

っ
て
い
い
ん
で
す
か
」
と
聞
か
れ
ま
す
。
今
す

ぐ
と
言
わ
な
け
れ
ば
、
も
う
少
し
先
に
し
て
く

だ
さ
い
、
と
は
言
っ
て
い
ま
す
が
、
強
制
力
は

な
い
の
で
気
を
つ
け
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
と
伝

え
て
い
ま
す
。
東
京
で
も
今
日
感
染
者
が
55
人

出
て
い
ま
す
し
、
本
当
に
送
っ
て
い
い
か
、
難

し
い
立
場
だ
と
思
い
ま
す
。
逆
に
島
か
ら
「
も

う
一
ヶ
月
待
っ
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
た
方
が
楽

な
気
が
し
ま
す
。

寺
崎
　
お
客
様
を
送
る
旅
行
会
社
が
来
な
い
で

く
だ
さ
い
、
行
か
な
い
で
く
だ
さ
い
と
い
う
こ

と
を
直
接
語
り
か
け
て
い
る
と
い
う
話
は
、
今

回
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。
あ
る
面
で
は
、
観
光

協
会
、
D
M
O
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
地
域

密
着
型
の
企
業
で
す
。
屋
久
島
や
知
床
で
は
事

業
者
の
動
き
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

松
本
　
観
光
協
会
と
し
て
、
来
な
い
で
く
れ
と

要
請
し
て
ほ
し
い
と
い
う
話
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
僕
ら
も
事
業
者
と
し
て
ど
う
す
る
か
と

考
え
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
ま
で
は
新
規
予

約
は
断
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
入

っ
て
い
る
予
約
は
ど
う
し
よ
う
か
と
話
し
て
い

た
ら
、
こ
ち
ら
か
ら
キ
ャ
ン
セ
ル
を
お
願
い
す

る
前
に
、
お
客
様
か
ら
ど
ん
ど
ん
キ
ャ
ン
セ
ル

の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
宿
か
ら
キ
ャ
ン
セ
ル

す
る
と
言
っ
て
き
た
の
で
旅
行
を
取
り
や
め
ま

す
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
宿
は
結
構

気
に
し
て
い
た
み
た
い
で
す
。

　
キ
ャ
ン
セ
ル
し
な
い
人
も
少
し
い
ま
し
た
が
、

こ
ち
ら
か
ら
ど
う
す
る
か
を
聞
く
と
「
キ
ャ
ン

セ
ル
し
ま
す
」
と
。
本
人
も
悩
ん
で
い
て
、
き

っ
か
け
が
欲
し
か
っ
た
み
た
い
で
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
お
客
さ
ん
も
行
っ
て
い
い
か
迷
っ

て
い
た
の
で
、
何
と
し
て
も
や
め
て
く
れ
と
い

う
感
じ
で
は
な
か
っ
た
で
す
。

松
田
　
観
光
協
会
か
ら
は
自
粛
し
て
く
れ
と
い

う
要
請
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ホ
テ
ル
の
方

が
休
館
す
る
と
言
っ
て
く
れ
て
助
か
っ
た
と
こ

ろ
は
あ
り
ま
す
。
一
斉
に
休
館
し
た
の
で
は
な

く
大
き
な
宿
の
一
軒
が
休
館
す
る
と
言
い
、
周

り
も
続
く
と
い
う
形
に
な
っ
た
の
で
直
接
お
客

さ
ん
に
断
り
の
電
話
を
入
れ
ず
に
済
み
ま
し
た
。

　
私
も
お
客
さ
ん
を
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
断
る

か
ど
う
か
結
構
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
も
し
ホ
テ

ル
が
閉
め
な
け
れ
ば
断
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
観
光
業
者
み
ん
な
が
不
安
な
中
で
う
ち

が
先
に
「
自
粛
し
ま
す
」
と
出
し
て
し
ま
う
と
、

地
域
の
観
光
関
係
の
方
々
の
雰
囲
気
が
悪
く
な

る
と
言
う
か
、
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
と
い
う
危
惧

も
あ
り
ま
し
た
。
な
の
で
周
り
の
様
子
を
見
な

が
ら
最
終
的
に
決
め
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

松
本
　
屋
久
島
で
は
、
事
業
者
か
ら
ど
う
し
た

ら
い
い
の
か
と
い
う
声
が
出
て
き
ま
し
た
。
キ

ャ
ン
セ
ル
し
て
い
な
い
人
を
受
け
て
い
い
の
か
、

断
っ
た
方
が
い
い
の
か
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
に
向
け
て
、
県
が
休
業
要
請
を
し
て
き
て
、

町
自
体
が
観
光
客
受
け
入
れ
を
自
粛
し
ま
し
ょ

う
と
い
う
宣
言
を
出
し
た
の
で
、
お
客
さ
ん
に

は
「
町
と
県
が
こ
う
い
う
自
粛
を
要
請
し
て
い

る
の
で
、
申
し
訳
な
い
が
今
は
自
粛
し
て
く
だ

さ
い
」
と
言
え
る
よ
ね
と
、
お
互
い
励
ま
し
あ

い
ま
し
た
。
行
政
が
方
向
性
を
示
し
て
く
れ
た

の
は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

観
光
に
対
す
る

住
民
の
理
解
の
重
要
性

寺
崎
　
質
問
を
変
え
て
、
松
崎
さ
ん
の
悩
み
に

ど
う
答
え
ま
す
か
。
つ
ま
り
、
松
本
さ
ん
が
お

っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
行
政
か
ら
自
粛
要
請
が

あ
っ
た
の
で
お
客
さ
ん
に
言
い
や
す
か
っ
た
と

い
う
の
が
こ
の
4
、
5
月
の
状
況
で
す
が
、
6

月
19
日
か
ら
は
県
境
を
ま
た
い
だ
移
動
制
約
の

要
請
が
な
く
な
り
、
小
笠
原
も
7
月
か
ら
観
光

客
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
。

松
崎
　
観
光
業
以
外
の
人
た
ち
の
話
も
い
ろ
い

ろ
聞
く
と
、
子
ど
も
た
ち
を
観
光
客
に
近
寄
ら

せ
る
な
と
い
う
声
も
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
旅
行

業
は
送
る
の
が
仕
事
で
す
が
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
で

な
い
と
こ
ろ
に
お
客
さ
ん
を
送
っ
て
も
大
丈
夫

な
の
か
な
と
い
う
心
配
も
あ
り
ま
す
。

松
本
　
お
そ
ら
く
要
請
が
解
除
さ
れ
て
、
行
き

来
が
戻
る
と
、
き
っ
と
島
に
も
コ
ロ
ナ
は
来
る

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
医
療
面
、
隔
離
の

た
め
の
民
宿
の
確
保
な
ど
、
態
勢
が
だ
い
ぶ
整

っ
て
き
て
い
る
の
で
、
そ
の
時
に
は
今
ま
で
の

よ
う
に
パ
ニ
ッ
ク
に
な
ら
な
い
準
備
が
必
要
で

す
ね
。
今
の
ま
ま
全
く
の
無
傷
を
守
り
通
そ
う

と
い
う
の
は
、
か
な
り
精
神
的
に
も
経
済
的
に

も
し
ん
ど
い
の
で
、
い
ず
れ
入
っ
て
く
る
と
い

う
こ
と
を
前
提
に
対
策
し
て
い
く
こ
と
が
こ
れ

か
ら
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
行
政
も
医
療
関
係
者
も
、
今
ま
で
は
危
機
感

を
煽
っ
て
き
ま
し
た
が
、
時
間
か
け
て
一
生
懸

命
対
応
し
て
き
た
の
で
、
入
っ
て
く
る
と
い
う

前
提
か
ら
始
め
る
こ
と
が
重
要
で
し
ょ
う
。

松
田
　
私
も
い
ず
れ
は
コ
ロ
ナ
が
入
っ
て
く
る

と
思
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
準
備
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
私
た
ち
が
観
光
客
を
通
し

て
コ
ロ
ナ
を
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
か
と

い
う
と
、
歴
史
を
紐
解
け
ば
斜
里
町
の
ウ
ト
ロ

地
区
は
漁
業
中
心
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
漁
師

か
ら
す
れ
ば
観
光
客
は
邪
魔
者
で
し
た
。
今
は

観
光
も
大
事
だ
と
言
っ
て
く
れ
る
漁
師
さ
ん
も

増
え
て
き
た
の
で
、
そ
の
関
係
を
壊
し
た
く
な

い
。
漁
師
は
年
配
の
方
が
多
い
の
で
か
な
り
不

安
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
面
で
も
気

を
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
た
の
で
、
自
分
の
会
社
で
は
1
月
下
旬
に
マ

ス
ク
と
消
毒
ア
ル
コ
ー
ル
を
大
量
に
購
入
し
て
、

玄
関
の
ノ
ブ
や
ト
イ
レ
は
1
日
6
回
消
毒
し
て

い
ま
し
た
。

　
将
来
的
に
観
光
客
に
来
て
も
ら
う
た
め
の
条

件
の
一
つ
は
松
本
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う

に
何
か
あ
っ
た
時
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
態
勢

で
す
よ
ね
。
入
っ
て
く
る
の
は
時
間
の
問
題
だ

と
し
て
も
気
を
つ
け
る
と
い
う
雰
囲
気
を
作
る

し
か
な
い
。
い
ろ
ん
な
方
と
対
話
を
し
て
慣
れ

て
い
っ
て
も
ら
う
。
経
済
的
な
面
で
も
、
観
光

客
が
来
な
い
と
魚
が
安
い
、
売
れ
な
い
と
い
う

話
も
出
て
き
て
い
る
。
や
は
り
経
済
活
動
は
大

事
だ
と
い
う
こ
と
を
少
し
ず
つ
皆
さ
ん
実
感
し

て
い
る
。

寺
崎
　
松
田
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
い
て
、
観
光

振
興
が
持
続
的
で
あ
る
た
め
に
は
観
光
が
そ
の

ま
ち
に
と
っ
て
ど
う
い
う
位
置
づ
け
で
あ
り
、

観
光
以
外
の
人
達
か
ら
観
光
が
ど
う
い
う
風
に

思
わ
れ
て
い
る
か
を
気
に
か
け
て
い
く
必
要
が

先
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

吉
井
　
そ
う
で
す
。

松
本
　
屋
久
島
観
光
協
会
は
宣
言
は
出
さ
な
か

っ
た
け
ど
、
観
光
客
が
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
ん

だ
ら
、
ま
ず
自
分
た
ち
が
矢
面
に
立
つ
こ
と
に

な
る
と
い
う
危
機
感
か
ら
議
論
が
始
ま
り
ま
し

た
。
来
て
ほ
し
い
け
ど
、
そ
う
も
い
か
な
い
と

い
う
苦
悩
は
強
か
っ
た
。

寺
崎
　
な
ぜ
こ
の
話
を
突
っ
込
ん
で
聞
く
か
と

言
う
と
、
こ
れ
ま
で
観
光
関
係
者
ら
の
話
を
う

か
が
っ
て
き
た
中
で
、
地
域
の
中
の
観
光
業
と

い
う
感
覚
が
聞
け
て
な
い
ん
で
す
。
何
が
そ
の

違
い
な
の
か
。
小
笠
原
と
か
屋
久
島
、
知
床
は

地
域
的
に
特
殊
だ
か
ら
な
の
か
。
そ
う
じ
ゃ
な

い
気
も
す
る
。
今
日
話
し
て
い
き
た
い
核
の
部

分
な
の
で
す
。

吉
井
　
離
島
の
感
覚
っ
て
、
隔
て
ら
れ
て
い
る

の
で
、
外
の
も
の
に
対
す
る
危
機
感
や
恐
怖
感

は
あ
る
。
今
回
な
ら
コ
ロ
ナ
。
検
査
す
ら
で
き

な
い
状
況
な
の
で
、
島
民
全
体
が
危
機
感
を
持

っ
て
い
ま
す
。
小
笠
原
や
沖
縄
の
離
島
な
ど
の

隔
絶
さ
れ
た
離
島
と
い
う
の
は
、
基
本
的
に
コ

ロ
ナ
フ
リ
ー
に
し
て
お
か
な
い
と
、
一
人
で
も

感
染
者
が
出
る
と
島
が
壊
滅
的
に
な
る
恐
れ
が

あ
る
の
で
、
絶
対
に
出
さ
な
い
と
い
う
の
が
前

提
に
あ
り
ま
す
ね
。
そ
う
は
言
い
つ
つ
、
仕
事

の
方
は
少
な
か
ら
ず
来
て
い
ま
す
し
、
島
民
も

帰
っ
て
き
ま
す
。
帰
島
し
た
ら
2
週
間
の
自
粛

要
請
を
し
て
い
ま
す
が
、
誰
も
監
視
し
て
い
ま

せ
ん
し
。
完
璧
じ
ゃ
な
い
部
分
も
あ
り
、
心
配

な
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
よ
ね
。

観
光
客
の
受
け
入
れ
判
断

に
つ
い
て
の
迷
い

寺
崎
　
こ
の
間
に
皆
さ
ん
が
一
番
心
を
砕
い
た

の
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

松
崎
　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ラ
ン
ド
は
、
私
の
父
が
始

め
た
小
笠
原
専
門
の
旅
行
会
社
で
、
創
業
42
年

で
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
危
機
で
は
小
笠
原
の
人

と
同
じ
危
機
感
を
持
っ
て
い
て
、
1
月
に
武
漢

で
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
た
時
か
ら
日
本

に
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
、
2
月
の
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
の
件
で
、
ク
ル
ー
ズ

は
厳
し
く
な
る
と
そ
の
時
に
思
い
ま
し
た
。

　
来
年
ま
で
は
通
常
に
戻
ら
な
い
と
い
う
危
機

感
が
あ
り
、
お
客
さ
ん
が
減
る
の
は
目
に
見
え

て
い
た
の
で
、
と
に
か
く
コ
ス
ト
削
減
に
尽
力

し
ま
し
た
。
3
月
は
ま
だ
観
光
客
の
予
約
が
残

っ
て
い
ま
し
た
が
、
勘
の
い
い
人
は
自
分
で
キ

ャ
ン
セ
ル
し
て
き
ま
し
た
。
4
月
は
大
体
キ
ャ

ン
セ
ル
に
な
り
ま
し
た
が
、
悩
ん
で
い
る
人
に

対
し
て
は
、
「
無
理
し
て
行
か
な
い
で
く
だ
さ

い
」
と
伝
え
、
島
か
ら
自
粛
要
請
が
出
た
時
に

は
完
璧
に
抑
え
よ
う
と
思
い
、
お
客
さ
ん
全
員

に
「
行
か
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
連
絡
し
ま
し

た
。

　
す
ご
く
嬉
し
い
の
は
、
小
笠
原
は
リ
ピ
ー
タ

ー
や
島
が
好
き
な
人
が
現
状
を
理
解
し
て
く
れ

る
の
で
、
す
ぐ
キ
ャ
ン
セ
ル
し
て
く
れ
る
。
他

の
旅
行
会
社
か
ら
入
っ
て
く
る
お
客
さ
ん
と
は

直
接
話
せ
な
い
の
で
、
一
生
懸
命
、
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
を
く
ど
き
落
と
し
て
、
最
後
ま
で
粘
っ
て

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、
送
客
ゼ
ロ
に
し
ま

し
た
。
お
か
げ
で
5
、
6
月
の
売
り
上
げ
は
去

年
比
1
0
0
%
減
で
す
が
、
島
に
コ
ロ
ナ
を
入

れ
て
し
ま
っ
た
ら
大
変
な
の
は
目
に
見
え
て
い

た
の
で
、
う
ち
の
役
目
だ
と
思
っ
て
必
死
に
や

り
ま
し
た
。

　
小
笠
原
の
場
合
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
も
誰
が

持
っ
て
き
た
か
わ
か
る
の
で
、
う
ち
の
お
客
さ

ん
か
ら
絶
対
入
れ
な
い
ぞ
と
い
う
気
持
ち
も
あ

り
ま
し
た
。
自
分
た
ち
も
感
染
し
な
い
よ
う
外

出
は
控
え
る
よ
う
に
、
気
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　
小
笠
原
は
台
風
で
欠
航
に
な
る
こ
と
も
よ
く

あ
り
、
お
客
さ
ん
全
員
に
連
絡
し
て
事
情
を
説

明
し
て
旅
行
を
取
り
や
め
て
も
ら
う
こ
と
に
私

た
ち
も
慣
れ
て
い
た
の
で
、
す
ぐ
に
こ
う
い
う

し
、
平
常
に
戻
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
民
間
で
は
7
月
1
日
か
ら

営
業
再
開
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

寺
崎
　
一
気
に
臨
戦
態
勢
に
入
っ
た
変
わ
り
目

が
緊
急
事
態
宣
言
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

松
本
　
遠
い
別
の
世
界
の
話
だ
と
思
っ
て
い
た

の
に
東
京
以
外
の
地
域
で
も
感
染
者
が
出
て
き

た
。
こ
れ
は
広
が
っ
て
行
く
ん
だ
、
今
に
も
入

り
込
ん
で
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
危
機
感

が
そ
の
あ
た
り
か
ら
強
ま
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
そ
う
し
た
危
機
感
は
、
観
光
業
者
、
住

民
、
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
も
み
な
同
じ

よ
う
な
感
覚
で
し
ょ
う
か
。

松
本
　
観
光
業
者
は
、
急
激
に
キ
ャ
ン
セ
ル
が

出
て
き
た
の
で
、
世
の
中
の
動
き
が
止
ま
っ
て

い
く
ん
だ
ろ
う
と
肌
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。
観

光
業
に
関
わ
ら
な
い
人
は
意
外
と
他
人
事
の
よ

う
で
、
鹿
児
島
県
が
休
業
補
償
や
持
続
化
の
補

償
を
す
る
と
言
っ
た
時
に
、
観
光
協
会
が
行
政

に
「
4
、
5
月
は
90
%
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
て
い

る
ん
だ
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
と
こ
ろ
、
島
民
か

ら
「
そ
ん
な
ひ
ど
い
こ
と
に
な
っ
て
る
ん
で
す

か
」
と
い
う
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
4

月
、
5
月
は
ほ
ぼ
観
光
客
ゼ
ロ
と
い
う
こ
と
を

島
全
体
が
知
り
始
め
た
感
じ
で
す
。

　
町
長
も
観
光
を
重
要
視
し
て
い
る
の
で
な
ん

と
か
し
な
き
ゃ
と
い
う
思
い
は
あ
っ
た
ん
で
す

ね
。
た
だ
、
鹿
児
島
県
を
通
り
越
し
て
屋
久
島

町
に
来
て
く
だ
さ
い
と
は
言
え
な
い
の
で
、
県

の
動
き
に
合
わ
せ
る
形
で
ど
の
段
階
で
解
除
す

る
か
、
検
討
し
ま
し
た
。

寺
崎
　
東
京
は
日
常
生
活
が
ど
ん
ど
ん
変
化
し

怖
さ
を
実
感
し
た
け
ど
、
屋
久
島
で
は
観
光
業

が
島
民
に
そ
れ
を
伝
え
た
ん
で
す
ね
。
松
田
さ

ん
、
知
床
は
ど
う
だ
っ
た
ん
で
す
か
。

松
田
　
私
は
、
1
〜
3
月
は
他
県
へ
の
出
張
が

続
い
て
地
元
の
こ
と
を
十
分
に
把
握
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
1
月
中
旬
頃
か
ら
ま
ず

い
こ
と
に
な
る
と
思
い
ス
タ
ッ
フ
に
も
そ
う
話

し
て
い
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
実
感
を
持
っ

て
行
動
し
て
く
れ
な
い
状
況
で
し
た
。
他
の
地

域
で
「
今
年
は
大
変
な
こ
と
に
な
る
」
と
話
し

て
も
、
2
月
い
っ
ぱ
い
く
ら
い
ま
で
は
ピ
ン
と

来
て
な
い
感
じ
で
し
た
。

　
変
わ
っ
て
き
た
と
思
っ
た
の
は
3
月
に
入
っ

て
か
ら
。
知
床
で
は
お
葬
式
が
外
で
焼
香
の
み

と
い
う
形
に
な
り
、
気
に
し
始
め
る
人
が
増
え

た
と
感
じ
ま
し
た
。
た
だ
、
私
が
い
る
地
域
は

車
社
会
な
の
で
特
に
冬
は
町
を
歩
く
人
が
い
な

い
。
ど
こ
ま
で
外
出
自
粛
さ
れ
て
い
た
か
は
わ

か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　
観
光
関
係
の
動
き
を
振
り
返
る
と
、
地
域
と

し
て
の
話
し
合
い
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
で
す
ね
。

自
粛
し
よ
う
と
い
う
声
が
出
た
の
は
4
月
中
旬

く
ら
い
か
ら
で
、
そ
れ
ま
で
は
行
政
か
ら
自
粛

し
て
く
れ
と
い
っ
た
話
は
全
然
な
く
、
観
光
客

を
呼
び
込
も
う
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
。

国
立
公
園
内
の
各
施
設
を
閉
め
る
と
い
う
話
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
の
5
日
ほ
ど
前
に
、
駐
車
場
を
全
部
閉
鎖
す

る
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
行
政
側
に
町
民
と
対
話
し
て
欲
し
い

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
観
光
客
を
呼
ん
で
い
い

の
か
、
町
民
が
ど
う
思
っ
て
い
る
か
を
考
え
る

べ
き
だ
と
。
で
も
行
政
も
最
初
は
ピ
ン
と
来
て

い
な
か
っ
た
感
じ
が
し
ま
す
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
観
光
客
が
ゼ
ロ
で

は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
宿
は
2
軒
だ
け
開
け
て
い
て
、
あ
と
は

全
部
閉
ま
っ
て
い
た
。
5
月
中
旬
頃
か
ら
観
光

客
が
ぽ
つ
ぽ
つ
来
始
め
て
、
6
月
中
旬
は
少
し

動
き
出
し
て
い
る
感
じ
で
す
。

寺
崎
　
そ
の
間
、
一
番
何
を
気
に
し
て
い
ま
し

た
か
。

松
田
　
観
光
客
が
コ
ロ
ナ
を
こ
の
地
域
で
う
つ

し
て
し
ま
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
、

観
光
客
は
入
れ
ら
れ
な
い
。
観
光
客
が
持
ち
込

ん
だ
と
い
う
話
に
な
る
と
、
今
後
の
観
光
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
斜
里
町
の

中
心
部
で
も
3
月
下
旬
に
2
人
ほ
ど
感
染
者
は

出
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら
広
が
っ
て
は
い
な

い
で
す
。

行
政
よ
り
早
く
来
島
自
粛
を

出
し
た
小
笠
原
村
観
光
協
会

吉
井
　
僕
は
1
9
9
2
年
に
海
好
き
が
高
じ
て

小
笠
原
に
移
住
し
ま
し
た
。
マ
ル
ベ
リ
ー
は

2
0
0
0
年
に
創
業
し
、
今
年
3
月
で
20
周
年

に
な
り
ま
す
。

　
小
笠
原
の
2
〜
3
月
は
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
が
あ
り
、
山
歩
き
に
も
い
い
季
節
な
の

で
比
較
的
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
1
月
後
半
ま

で
は
特
に
影
響
は
な
く
、
2
〜
3
月
の
定
期
船

お
が
さ
わ
ら
丸
の
乗
船
客
数
は
、
2
〜
3
割
落

ち
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
以
外
に
も
色
々
な

ク
ル
ー
ズ
船
が
寄
港
し
ま
す
が
、
2
月
以
降
は

ず
っ
と
全
部
キ
ャ
ン
セ
ル
で
、
営
業
的
に
は
か

な
り
痛
い
状
況
で
す
。

吉
井
　
団
体
や
旅
行
会
社
は
個
人
客
よ
り
も
キ

ャ
ン
セ
ル
が
早
く
、
4
月
最
初
の
1
、
2
便
は

多
少
お
客
様
が
来
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降

か
ら
今
ま
で
ほ
ぼ
観
光
客
は
ゼ
ロ
で
す
。
定
期

便
の
乗
客
は
仕
事
の
方
と
島
民
が
そ
れ
ぞ
れ
数

十
人
、
他
に
、
3
便
以
上
の
長
期
滞
在
の
観
光

客
が
少
数
い
る
、
と
い
う
状
況
で
す
。

　
7
月
か
ら
来
島
自
粛
が
外
れ
ま
す
が
、
満
席

で
8
0
0
人
く
ら
い
の
定
期
船
を
7
〜
8
月
の

繁
忙
期
は
4
0
0
人
に
抑
え
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
夏
も
そ
ん
な
に
忙
し
く
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
。
7
〜
8
月
は
減
便
も
す
る
の
で
、
船
の
キ

ャ
パ
だ
け
み
て
も
来
島
者
は
例
年
の
半
分
に
な

る
で
し
ょ
う
。

寺
崎
　
小
笠
原
で
は
来
島
自
粛
要
請
を
、
先
に

観
光
協
会
が
出
し
、
少
し
遅
れ
て
村
が
出
し
ま

し
た
ね
。
行
政
が
先
に
出
す
方
が
一
般
的
な
の

に
、
観
光
協
会
が
先
だ
っ
た
の
は
ど
う
し
て
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。

吉
井
　
主
導
は
父
島
の
観
光
協
会
で
、
私
は
ホ

エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
の
会
長
と
し
て
観

光
協
会
か
ら
打
診
を
受
け
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
協
会
、
商
工
会
と
父
島
・
母
島
の
観
光

協
会
の
4
団
体
が
合
意
し
て
来
島
自
粛
を
出
し

ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
観
光
協
会
の
役
員
で
は
な
い
の
で
、
細
か
い

機
微
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
協
会
が
早
く
動
い

て
村
が
少
し
遅
れ
た
の
は
、
タ
イ
ミ
ン
グ
の
問

題
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
島
民
と
し
て
、

来
島
自
粛
要
請
を
出
す
こ
と
に
そ
ん
な
に
抵
抗

は
な
く
、
コ
ロ
ナ
感
染
者
を
入
れ
た
く
な
い
と

い
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
や
は
り
医
療

問
題
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

寺
崎
　
観
光
事
業
者
で
あ
る
前
に
、
自
分
た
ち

は
島
民
、
地
域
の
住
民
で
あ
る
と
い
う
意
識
が

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

地
域
や
事
業
の
状
況

松
本
　
屋
久
島
で
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
始
め

て
27
年
目
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
に
、
世
界
遺

産
に
な
る
と
い
う
大
き
な
変
化
を
経
験
し
ま
し

た
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
も
ま
た
屋
久
島
の
観
光
に

大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
で
し
ょ
う
。
3
月
ま

で
の
屋
久
島
は
、
割
と
人
ご
と
の
よ
う
な
感
じ

で
し
た
が
、
3
月
中
旬
く
ら
い
か
ら
「
島
に
感

染
者
が
入
っ
て
き
た
ら
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
」

と
い
う
危
機
感
が
、
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　
島
に
は
徳
洲
会
と
い
う
病
院
が
ひ
と
つ
あ
る

だ
け
。
ど
こ
か
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
ら
、

医
療
崩
壊
す
る
の
で
は
と
い
う
恐
怖
感
、
緊
張

感
の
よ
う
な
も
の
が
走
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う

中
で
鹿
児
島
県
が
緊
急
事
態
宣
言
に
応
じ
て
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
ま
で
自
粛
を
依
頼
し
、

休
業
要
請
が
あ
り
、
補
償
も
し
ま
す
と
言
っ
た

の
で
、
島
の
中
の
観
光
業
は
一
気
に
休
業
に
向

か
い
、
4
月
か
ら
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
か

け
て
観
光
客
を
受
け
入
れ
な
い
方
が
い
い
と
い

う
雰
囲
気
が
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
屋
久
島
で
は
感
染
者
が
出
て
い
な
い
こ
と
も

あ
り
、
島
の
人
た
ち
の
生
活
は
、
ス
ー
パ
ー
に

は
普
通
に
買
い
物
に
行
っ
た
り
、
自
粛
の
反
動

で
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
以
降
は
割
と
普
通
の

生
活
に
戻
っ
た
感
じ
で
し
た
。
た
だ
、
い
つ
も

と
決
定
的
に
違
う
の
は
、
観
光
客
が
全
く
い
な

い
。

　
と
り
あ
え
ず
6
月
19
日
ま
で
は
特
に
県
外
か

ら
の
来
島
は
自
粛
を
要
請
し
7
月
1
日
か
ら
は

全
て
の
地
域
の
お
客
様
を
受
け
入
れ
る
と
宣
言

吉
井
　
小
笠
原
村
の
場
合
は
、
観
光
事
業
者
に

特
定
せ
ず
、
村
民
の
中
で
収
入
が
減
っ
た
人
と

い
う
考
え
方
で
す
。
で
も
こ
の
期
間
に
収
入
が

減
っ
た
の
は
観
光
な
の
で
、
実
質
的
に
は
観
光

事
業
者
向
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

松
田
　
北
海
道
の
給
付
金
は
、
う
ち
の
事
務
所

は
対
象
外
で
し
た
。
町
は
色
々
支
援
策
を
考
え

て
く
れ
、
商
工
観
光
課
は
ガ
イ
ド
が
支
援
対
象

か
ら
抜
け
落
ち
て
い
る
と
い
う
認
識
は
持
っ
て

い
ま
し
た
。
た
だ
、
町
と
し
て
は
、
み
ん
な
が

困
っ
て
い
る
か
ら
、
み
ん
な
に
行
き
渡
る
よ
う

に
と
い
う
こ
と
で
、
斜
里
町
が
行
っ
た
の
は
水

道
料
金
の
免
除
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
会
談
後
に
斜
里
町
の
ガ
イ
ド
事
業
者
な
ど
を
対

象
と
し
た
ク
ー
ポ
ン
券
の
販
売
が
決
ま
っ
た
）

D
M
O
な
ど
観
光
地
域
経
営

に
必
要
な
取
り
組
み

寺
崎
　
松
崎
さ
ん
の
と
こ
ろ
は
地
域
限
定
の
旅

行
業
と
い
う
こ
と
で
、
あ
る
意
味
D
M
O
の
販

売
部
門
を
担
っ
て
い
る
よ
う
に
も
僕
に
は
見
え

ま
す
。
ご
本
人
に
そ
う
い
う
意
識
は
な
い
で
し

ょ
う
が
、
地
域
と
一
蓮
托
生
に
な
っ
て
や
ら
れ

て
い
て
い
る
の
で
す
が
、
観
光
協
会
と
松
崎
さ

ん
の
会
社
と
は
意
識
は
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。

松
崎
　
観
光
協
会
よ
り
前
に
う
ち
の
会
社
が
で

き
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
観
光

協
会
は
地
元
に
来
た
お
客
さ
ん
を
ど
う
す
る
か

と
い
う
こ
と
。
我
々
は
全
国
か
ら
小
笠
原
に
ど

う
人
を
集
め
る
か
で
、
分
業
は
で
き
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

寺
崎
　
今
、
他
の
観
光
地
で
は
D
M
O
が
コ
ロ

ナ
禍
の
後
を
見
据
え
て
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に
活
動

し
て
い
ま
す
が
、
吉
井
さ
ん
や
松
田
さ
ん
か
ら

見
て
D
M
O
や
地
域
限
定
の
旅
行
会
社
な
ど
に

も
っ
と
こ
う
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
は
あ
り
ま

す
か
。

吉
井
　
難
し
い
質
問
で
す
ね
。
小
笠
原
で
は
10

年
以
上
前
に
ラ
ン
ド
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
的
に
村
内

の
観
光
事
業
者
を
ま
と
め
る
ツ
ア
ー
デ
ス
ク
が

作
ら
れ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
が
解
散
し
て
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ラ
ン
ド
や
村
内
の
民
間
の
ラ
ン
ド
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
に
う
ま
く
波
及
し
ま
し
た
。
い
ま
は
、

村
の
中
に
P
R
部
門
を
担
当
す
る
観
光
局
が
で

き
て
い
ま
す
。

松
崎
　
ツ
ア
ー
デ
ス
ク
が
で
き
る
時
に
村
か
ら

相
談
を
受
け
ま
し
た
。
自
分
の
食
い
扶
持
を
あ

げ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
も
の
で
す
が
（
笑
）
、

宣
伝
は
村
が
や
っ
て
く
れ
た
方
が
信
用
度
が
大

き
い
の
で
あ
り
が
た
い
面
も
あ
り
ま
す
。
た
だ

お
客
さ
ん
を
受
け
る
の
は
、
う
ち
と
村
内
の
も

う
一
社
し
か
な
く
、
宣
伝
し
す
ぎ
る
と
船
も
宿

も
足
り
な
く
な
り
、
逆
に
断
る
仕
事
に
な
る
。

バ
ラ
ン
ス
が
す
ご
く
難
し
い
と
、
つ
く
づ
く
思

い
ま
す
。
小
笠
原
は
団
体
向
け
の
島
で
あ
り
ま

せ
ん
。
ひ
と
り
ふ
た
り
で
行
く
方
が
小
笠
原
ら

し
さ
を
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。
お
客
さ
ん
が

少
な
く
て
仕
方
な
く
団
体
を
入
れ
た
時
代
も
あ

り
ま
し
た
が
、
今
は
も
う
そ
ん
な
時
代
で
は
な

い
と
思
う
の
で
、
島
の
ガ
イ
ド
さ
ん
や
宿
を
結

ぶ
通
訳
と
し
て
の
立
場
を
強
化
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
松
本
さ
ん
と
松
田
さ
ん
に
お
伺
い
し
ま

す
。
D
M
O
や
観
光
協
会
の
よ
う
に
地
域
を
取

り
ま
と
め
て
発
信
す
る
人
た
ち
に
対
し
て
、
7

月
以
降
に
期
待
す
る
役
割
は
な
ん
で
し
ょ
う
。

松
本
　
屋
久
島
は
世
界
遺
産
で
人
気
が
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
い
て
い
た

け
れ
ど
、
実
質
的
に
観
光
客
は
20
万
人
ち
ょ
っ

と
で
す
。
こ
れ
で
観
光
と
し
て
の
経
済
が
そ
れ

な
り
に
動
い
て
い
た
ん
で
す
。 

　
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
「
と
り
あ
え
ず
屋

久
島
に
行
く
か
」
と
い
う
人
は
減
る
と
思
い
ま

す
。
飛
行
機
や
新
幹
線
な
ど
を
使
い
、
わ
ざ
わ

ざ
高
い
旅
費
を
払
っ
て
、
リ
ス
ク
を
感
じ
て
も

屋
久
島
に
来
て
く
れ
る
の
か
。
今
ま
で
の
よ
う

に
な
ん
と
な
く
ツ
ア
ー
で
募
っ
て
、
な
ん
と
な

く
人
を
か
き
集
め
て
来
る
時
代
で
は
な
く
な
っ

て
し
ま
う
と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
屋
久
島
に
行
き
た
い
」

と
い
う
人
は
来
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ど
う

い
う
人
た
ち
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
か
を
考
え

た
時
に
、
幅
広
く
た
く
さ
ん
数
を
集
め
る
の
で

は
な
く
、
確
実
に
屋
久
島
を
選
ん
で
く
れ
る
人

に
し
っ
か
り
と
情
報
を
提
供
し
て
ケ
ア
を
し
て

き
て
も
ら
う
と
。
逆
に
言
う
と
そ
う
い
う
人
た

ち
を
ち
ゃ
ん
と
大
事
に
で
き
る
受
け
入
れ
体
制

を
作
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
名

所
を
巡
る
旅
と
し
て
の
屋
久
島
で
は
な
く
、
居

住
や
生
活
も
含
め
た
島
で
の
滞
在
を
受
け
入
れ

る
。
今
ま
で
と
は
違
っ
た
価
値
観
で
島
の
良
さ

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

松
田
　
今
の
状
況
を
み
る
と
「
お
客
さ
ん
ど
ん

ど
ん
来
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
風
に
な
っ
て
き

ま
し
た
よ
ね
。
そ
う
し
た
中
で
の 

D
M
O 

の

役
割
は
何
な
の
か
。
今
回
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

あ
る
。
そ
う
し
な
い
と
観
光
事
業
が
持
続
可
能

に
行
え
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

松
田
　
そ
う
思
い
ま
す
。
知
床
が
世
界
遺
産
登

録
に
向
け
て
動
き
出
し
た
時
は
漁
師
の
人
た
ち

は
最
初
は
反
対
し
ま
し
た
。
海
域
ま
で
世
界
遺

産
エ
リ
ア
に
さ
れ
て
し
ま
う
と
漁
業
活
動
が
制

約
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
す
る
と
観
光

な
ん
て
、
と
い
う
話
が
出
て
き
ま
し
た
。
世
界

遺
産
に
な
っ
て
も
漁
業
活
動
が
規
制
さ
れ
て
は

い
な
い
の
で
す
が
。
地
域
の
人
た
ち
の
理
解
と

協
力
が
な
け
れ
ば
持
続
的
な
観
光
は
成
り
立
ち

ま
せ
ん
。
仕
事
だ
け
で
な
く
普
段
の
生
活
の
中

で
も
周
り
の
人
達
に
助
け
て
も
ら
っ
て
、
そ
れ

で
成
り
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
か
ら
。

寺
崎
　
住
民
の
人
た
ち
の
健
康
、
つ
ま
り
安
心

で
安
全
な
生
活
を
考
え
な
い
観
光
は
あ
り
得
な

い
と
。
小
笠
原
も
か
つ
て
は
漁
業
が
主
流
で
し

た
ね
。

吉
井
　
こ
の
間
に
、
漁
協
の
組
合
長
に
聞
い
た

ら
、
小
笠
原
の
魚
は
基
本
東
京
方
面
に
出
荷
す

る
ん
で
す
が
、
影
響
の
少
な
い
魚
種
に
変
更
し

た
の
で
、
そ
ん
な
に
漁
業
に
は
影
響
は
出
て
い

な
い
と
言
っ
て
ま
し
た
。
島
内
の
飲
食
店
に
出

す
よ
う
な
魚
は
控
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
農
業

で
は
、
今
の
時
期
だ
と
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ

が
か
な
り
売
れ
ま
す
が
、
観
光
客
が
い
な
い
の

で
送
料
無
料
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
し
て
、
通
販

で
買
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
策
を
練
っ
て
い
ま
す

ね
。

寺
崎
　
松
崎
さ
ん
が
気
に
さ
れ
て
い
る
の
は
地

域
の
人
や
既
存
産
業
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

松
崎
　
そ
う
で
す
ね
。
小
さ
な
島
な
の
で
、
観

光
以
外
の
知
り
合
い
も
い
る
の
で
、
そ
う
い
う

人
の
声
も
聞
き
ま
す
。
何
か
あ
っ
た
ら
、
東
京

な
ら
医
療
崩
壊
で
す
が
、
島
で
は
社
会
全
体
が

崩
壊
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
が
脳

裏
に
あ
り
ま
す
。
歴
史
的
に
み
る
と
、
島
が
ア

メ
リ
カ
か
ら
返
還
さ
れ
て
す
ぐ
に
観
光
は
始
ま

っ
て
い
る
の
で
、
島
民
や
他
産
業
の
人
か
ら
観

光
に
対
す
る
拒
否
反
応
は
小
さ
い
と
思
い
ま
す

が
。

寺
崎
　
松
本
さ
ん
は
そ
れ
ま
で
地
域
の
自
然
や

生
活
文
化
を
直
接
の
素
材
と
し
た
観
光
で
食
べ

て
い
る
人
が
い
な
い
中
で
、
屋
久
島
で
は
パ
イ

オ
ニ
ア
と
し
て
あ
ら
た
な
観
光
を
開
拓
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
風
当
た
り
も
強
か
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
住
民
と
し
て
永
く
暮
ら
し
て
き
た
中
で
、

観
光
と
住
民
と
の
か
か
わ
り
が
変
わ
っ
て
き
た

よ
う
に
見
え
ま
す
が
。

松
本
　
若
い
ガ
イ
ド
さ
ん
の
方
が
結
構
神
経
質

に
な
っ
て
る
な
と
感
じ
ま
す
。
観
光
業
で
食
べ

て
い
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
の
意
識
は
か
な
り

違
い
ま
す
が
、
観
光
業
で
食
べ
て
い
る
中
で
も

ガ
イ
ド
さ
ん
は
「
危
機
感
が
あ
る
な
ら
や
め
た

方
が
い
い
」
と
あ
っ
さ
り
と
状
況
を
受
け
入
れ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
な
ん
で
だ
ろ
う

と
思
っ
た
の
で
す
が
、
ホ
テ
ル
な
ど
は
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
が
か
か
る
け
ど
、
個
人
ガ
イ
ド
で

は
そ
ん
な
に
か
か
ら
な
い
。
バ
イ
ト
に
出
た
り

し
て
何
と
か
食
い
つ
な
い
で
い
る
ん
で
す
ね
。

な
の
で
無
理
し
て
お
客
さ
ん
を
入
れ
な
く
て
も

い
い
。
小
さ
な
子
供
が
い
る
ガ
イ
ド
は
自
分
が

コ
ロ
ナ
に
感
染
す
る
危
機
に
晒
さ
れ
た
く
な
い
。

自
分
を
守
る
た
め
に
ガ
イ
ド
を
控
え
る
こ
と
に

抵
抗
が
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
き
な
ホ

テ
ル
は
危
機
感
も
あ
る
け
れ
、
周
り
か
ら
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
っ
て
自
分
か
ら
や
る
と
は
言

え
な
い
。
県
や
町
の
要
請
も
あ
る
の
で
赤
字
を

抱
え
て
も
休
業
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
当
然
あ
り

ま
す
。
持
続
化
給
付
金
は
個
人
の
ガ
イ
ド
さ
ん

も
1
0
0
万
円
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
さ

ん
に
は
あ
り
が
た
い
額
で
す
が
大
き
な
ホ
テ
ル

か
ら
す
れ
ば
全
然
足
り
な
い
額
で
す
。
そ
の
辺

の
感
覚
が
だ
い
ぶ
違
う
と
思
い
ま
す
ね
。

ガ
イ
ド
業
へ
の
支
援
策

寺
崎
　
補
助
金
の
話
が
出
ま
し
た
。
松
田
さ
ん
、

北
海
道
で
は
ガ
イ
ド
は
事
業
者
と
し
て
の
制
度

的
な
位
置
づ
け
が
不
明
瞭
で
手
続
き
が
難
し
い

と
い
う
記
事
を
見
ま
し
た
が
。

松
田
　
国
の
持
続
化
給
付
金
は
そ
れ
ほ
ど
難
し

い
こ
と
は
な
い
で
す
が
支
援
対
象
に
は
な
っ
て

な
か
っ
た
。

寺
崎
　
こ
う
い
う
状
況
で
、
業
態
と
し
て
国
や

行
政
と
会
話
で
き
る
産
業
が
あ
る
一
方
で
、
皆

さ
ん
の
仕
事
は
地
域
や
行
政
か
ら
ど
の
よ
う
に

見
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
点
に
も
、

今
回
学
ぶ
べ
き
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
と
思
っ
た
の

で
す
が
。

吉
井
　
東
京
都
の
休
業
要
請
は
店
舗
に
協
力
金

50
万
円
が
出
ま
す
が
、
店
舗
が
な
く
て
も
遊
漁

船
や
ボ
ー
ト
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
認
め
ら

れ
ま
す
。
う
ち
も
数
年
前
に
事
務
所
を
閉
め
て

自
宅
に
戻
り
ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
状
態
だ
と

協
力
金
は
も
ら
え
な
い
で
す
ね
。
持
続
化
給
付

金
と
10
万
円
、
あ
と
は
小
笠
原
村
の
給
付
金
の

3
つ
が
、
い
た
だ
け
る
形
で
す
。

寺
崎
　
僕
が
思
う
ほ
ど
、
社
会
の
中
で
ガ
イ
ド

業
が
他
の
観
光
事
業
と
違
う
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
ん
で
す
ね
。

松
本
　
屋
久
島
は
、
県
と
町
で
全
然
対
応
が
違

っ
た
ん
で
す
ね
。
県
は
吉
井
さ
ん
が
言
っ
た
よ

う
に
、
店
舗
や
施
設
が
あ
る
と
こ
ろ
に
休
業
要

請
を
し
て
補
償
す
る
の
で
、
う
ち
は
事
務
所
が

あ
り
、
資
源
な
ど
の
紹
介
も
し
て
い
る
の
で
展

示
ス
ペ
ー
ス
と
い
う
こ
と
で
申
請
で
き
ま
し
た
。

ダ
イ
ビ
ン
グ
シ
ョ
ッ
プ
は
店
舗
が
あ
っ
て
ス
ク

ー
ル
を
し
て
い
る
と
言
っ
た
け
ど
、
最
初
は
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
ダ
イ
ビ
ン
グ
シ

ョ
ッ
プ
で
事
務
所
を
持
た
な
い
ガ
イ
ド
は
当
然

対
象
外
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
町
の
助
成
金
は
、
ガ
イ
ド
に
関
し

て
は
町
条
例
と
し
て
の
ガ
イ
ド
登
録
制
度
が
あ

る
の
で
、
最
初
は
こ
の
制
度
に
登
録
し
て
い
る

ガ
イ
ド
に
限
定
す
る
の
で
は
と
心
配
し
て
い
た

の
で
す
が
、
意
外
と
お
お
ら
か
で
、
観
光
協
会

に
所
属
し
て
い
れ
ば
い
い
と
か
、
事
業
者
組
合

が
証
明
す
れ
ば
い
い
と
言
っ
た
形
で
広
く
対
象

に
な
り
ま
し
た
。
屋
久
島
町
は
町
条
例
に
し
て

い
る
く
ら
い
な
の
で
、
ガ
イ
ド
を
ち
ゃ
ん
と
認

め
て
い
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
非
常
に
良
か

っ
た
。
逆
に
県
は
、
そ
こ
ま
で
認
め
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
違
い
が
非
常
に
よ
く
見
え
ま
し
た

ね
。

寺
崎
　
と
て
も
面
白
い
事
例
で
す
。
ガ
イ
ド
制

度
に
つ
い
て
も
、
実
情
に
応
じ
て
現
場
で
仕
組

み
を
作
る
。
そ
の
有
効
性
が
示
さ
れ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

松
本
　
屋
久
島
町
の
考
え
方
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
は
観
光
立
島
だ
と
い
う
中
で
ガ
イ
ド
は
非
常

に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
が

あ
る
。
ガ
イ
ド
さ
ん
に
対
し
て
し
っ
か
り
ケ
ア

し
た
い
と
い
う
姿
勢
が
見
え
ま
し
た
。
今
ま
で

ガ
イ
ド
業
界
と
し
て
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
き
た

成
果
だ
と
思
い
ま
し
た
。

松
崎
　
観
光
を
意
味
す
る
サ
イ
ト
シ
ー
イ
ン
グ

の
シ
ー
イ
ン
グ
に
は
ル
ッ
キ
ン
グ
で
は
な
く

「
見
る
」「
知
る
」「
会
う
」
と
い
う
意
味
が
あ

り
、
こ
の
3
つ
を
う
ま
く
融
合
し
て
初
め
て
観

光
と
言
え
る
の
か
な
と
常
々
に
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
経
験
で
、
お
客
さ
ん
は
、
観
光
地
の
こ

と
を
考
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し

た
。
島
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
が
売
れ
な
い

と
聞
い
た
の
で
、
う
ち
の
方
で
売
り
出
し
た
ら
、

小
笠
原
の
こ
と
が
心
配
だ
と
い
う
お
客
さ
ん
が

何
か
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
3
8
0
箱
も
買
っ

て
く
れ
た
ん
で
す
。
観
光
と
言
っ
て
も
行
く
だ

け
で
な
く
、
島
の
も
の
を
お
客
さ
ん
と
う
ま
く

結
び
つ
け
る
の
も
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
仲
人
や
通
訳
の
よ

う
に
島
の
人
と
お
客
さ
ん
が
何
を
欲
し
が
っ
て

い
る
か
を
う
ま
く
結
ん
で
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な

立
場
に
な
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
井
　
気
づ
い
た
こ
と
が
3
点
あ
り
ま
す
。
1

つ
は
日
本
各
地
に
あ
る
小
笠
原
の
よ
う
に
医
療

面
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
コ
ロ
ナ
フ
リ
ー
・
リ
ス

ク
ゼ
ロ
の
た
め
に
閉
め
る
と
い
う
対
応
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
、
い
ず
れ
は
制
限
を
緩
め
て
い

く
。
リ
ス
ク
ゼ
ロ
で
は
な
く
な
っ
た
先
が
全
く

見
え
ず
、
未
知
数
の
怖
さ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

 

2
点
目
は
、
観
光
は
、
お
土
産
や
農
産
物
な

ど
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
、
多
く
の
人
が
観
光
の
大
事
さ
を
感

じ
て
く
れ
た
と
思
う
の
で
、
よ
り
皆
さ
ん
と
連

携
し
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
3
点
目
は
ガ
イ
ド
に
関
し
て
。
お
客
さ
ん
と

直
接
接
す
る
仕
事
な
の
で
、
非
常
に
密
に
な
り

や
す
い
。
仲
良
く
な
る
ほ
ど
握
手
し
た
り
、
ハ

グ
し
た
り
と
距
離
感
も
近
く
な
り
ま
す
。
場
合

に
よ
っ
て
は
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
に
手
を
添
え
た

り
す
る
。
今
後
の
対
応
が
不
安
で
す
。

松
本
　
僕
も
東
日
本
大
震
災
の
時
は
気
仙
沼
に

行
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
り
し
ま
し

た
が
、
今
回
は
全
国
民
が
被
災
し
た
ん
で
す
よ

ね
。
今
ま
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
助
け
て
あ
げ

よ
う
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う
で
は
な
く

て
、
み
ん
な
が
助
け
合
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

立
場
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
す
ご
く

大
き
な
意
識
の
変
化
を
生
ん
だ
の
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
自
然
と
い
う
の
は
、
地
震
も
そ
う
で
す
し
、

今
回
の
ウ
イ
ル
ス
も
そ
う
で
す
が
、
抗
え
な
い

理
不
尽
な
試
練
を
与
え
て
く
る
。
そ
の
時
に

我
々
が
、
そ
こ
で
ど
う
対
応
す
る
か
が
問
わ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
も

う
腹
を
く
く
る
し
か
な
い
と
い
う
の
が
信
念
と

し
て
あ
り
ま
す
。
下
手
に
抗
っ
て
も
太
刀
打
ち

で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
ん
だ
と
。
自
然
を
見
て

い
る
人
な
ら
、
き
っ
と
そ
こ
は
感
じ
る
壁
み
た

い
な
も
の
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

　
腹
く
く
っ
た
次
に
あ
る
の
は
、
転
換
。
切
り

替
え
て
い
く
覚
悟
が
生
ま
れ
る
。
屋
久
島
に
観

光
に
来
て
く
れ
る
人
の
質
が
変
わ
っ
て
く
る
。

だ
っ
た
ら
屋
久
島
の
観
光
を
こ
う
い
う
風
に
変

え
て
い
こ
う
ぜ
と
、
覚
悟
を
決
め
て
島
の
観
光

を
新
た
に
作
り
直
し
て
い
く
。
こ
れ
が
僕
は
復

興
な
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。

　
復
興
と
い
う
の
は
、
決
し
て
復
元
で
は
な
い
。

元
に
戻
す
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
て
、
新
た
に

起
こ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
つ
ま
り

変
わ
っ
た
環
境
の
中
で
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考

え
て
覚
悟
を
も
っ
て
興
こ
し
て
い
く
こ
と
が
復

興
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
は
被
災
地
で

復
興
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
復
興
は
元
に

戻
す
こ
と
で
は
な
い
ん
だ
と
今
回
す
ご
く
感
じ

ま
し
た
。
今
後
、
屋
久
島
の
観
光
を
含
め
た
産

業
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
覚
悟
を
持
っ
て
、
こ

れ
か
ら
来
る
第
2
波
、
第
3
波
に
備
え
、
何
年

も
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
次
の
屋
久
島

を
構
築
し
て
い
く
、
復
興
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

寺
崎
　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
皆
さ
ん
と
実
際
に
お
会
い
し
て
お
話
で

き
る
機
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ら
が
集
ま
っ
て
、
ど
う
し
て
い
く
べ
き
か
を
話

し
合
う
場
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
D
M
O
に
求

め
る
か
ど
う
か
で
す
が
、
で
き
れ
ば
そ
う
い
う

場
所
と
か
、
人
を
集
め
る
役
割
が
す
ご
く
重
要

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
知
床
は
、
横
を
見
な
が
ら
な
ん
と
な

く
の
雰
囲
気
で
自
粛
し
、
各
自
が
決
め
て
い
っ

た
感
じ
で
す
。
今
も
何
か
を
解
除
し
て
お
客
さ

ん
来
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
す
が
、
な
ん
と
な
く
み
ん
な
が
集
客
し

始
め
て
い
る
感
じ
で
す
。
で
も
今
後
を
考
え
る

と
、
い
っ
ぺ
ん
に
来
て
し
ま
う
よ
り
、
少
し
ず

つ
観
光
客
を
入
れ
て
、
観
光
客
が
来
る
こ
と
に

地
域
の
人
た
ち
が
慣
れ
て
い
く
期
間
が
必
要
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
ど

ん
ど
ん
集
め
る
の
で
は
な
く
、
様
子
を
見
な
が

ら
集
め
た
方
が
い
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

松
崎
「
観
光
客
に
慣
れ
る
」
と
い
う
の
は
、
や

は
り
重
要
で
す
。
東
京
と
か
内
地
は
、
経
済
活

動
が
か
な
り
動
き
は
じ
め
、
隣
に
人
が
来
て
も

マ
ス
ク
し
て
い
れ
ば
安
心
と
い
う
気
持
ち
で
す

が
、
島
の
人
た
ち
は
ま
だ
知
ら
な
い
人
と
会
う

こ
と
す
ら
怖
が
っ
て
い
る
。
7
月
で
乗
船
客
が

今
ま
で
の
40
〜
50
人
か
ら
一
気
に
10
倍
の

4
0
0
人
く
ら
い
に
な
る
。
最
初
は
怖
が
り
な

が
ら
接
し
て
い
る
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て

く
る
と
思
う
の
で
、
そ
の
後
に
島
の
人
か
ら

「
も
う
少
し
お
客
さ
ん
呼
ん
で
よ
」
と
か
、

「
も
う
少
し
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
」
と
い
う
声

が
聞
こ
え
て
く
る
と
、
送
り
ま
す
ね
と
言
え
る
。

行
政
な
り
観
光
協
会
で
、
島
の
人
が
少
し
ず
つ

慣
れ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
、
受
け
入
れ
た
後

も
反
省
と
か
対
策
な
ど
を
話
し
合
い
、
「
こ
こ

ま
で
だ
っ
た
ら
安
心
」
と
な
れ
ば
、
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
で
お
客
さ
ん
の
受
け
入
れ
も
で
き
る
の
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
島
の
人
た
ち
は
多
分
1
月
頃
の
東
京
ぐ
ら
い

の
状
態
な
の
で
、
シ
ー
ル
ド
を
か
ぶ
っ
て
い
る

人
が
町
の
中
に
い
る
光
景
も
知
り
ま
せ
ん
。
そ

う
い
う
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
よ
う
な
話
し
合
い

を
徐
々
に
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
し
、
そ
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
調
整
す
る
の
が
自
分
の
会
社
の
役

割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
僕
が
思
っ
た
の
は
、
本
来
D
M
O
は
、

外
か
ら
来
る
人
と
、
地
域
の
中
で
活
動
す
る
人

と
の
距
離
感
を
う
ま
く
調
整
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
よ
く
観
光
地
経
営
と
か

言
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
、
集

客
す
る
だ
け
が
経
営
で
は
な
く
、
ブ
レ
ー
キ
、

つ
ま
り
生
産
調
整
や
、
ど
う
い
う
パ
ー
ツ
か
ら

出
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
地
域
の
中
で
協

議
し
、
み
ん
な
の
理
解
を
得
な
が
ら
や
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
経
験
か
ら
学
ぶ
こ
と

寺
崎
　
皆
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が
、

現
場
か
ら
み
て
、
持
続
可
能
な
観
光
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
、
そ
の
実
現
に
は
何
を
す
べ
き

か
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

松
田
　
自
分
た
ち
も
移
動
で
き
な
い
の
で
、
ど

う
や
っ
て
人
と
情
報
交
換
を
し
た
り
、
話
し
合

い
を
す
る
か
に
悩
み
ま
し
た
、
特
に
、
意
見
を

集
約
し
て
、
国
な
ど
に
届
け
る
方
法
を
私
た
ち

は
持
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
業

を
持
続
可
能
に
行
う
た
め
に
は
、
業
界
団
体
を

作
る
必
要
性
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

松
崎
　
日
本
は
も
う
右
肩
上
が
り
の
成
長
で
は

な
い
の
で
、
お
客
さ
ん
を
ど
ん
ど
ん
送
る
と
い

う
考
え
は
捨
て
て
、
島
を
気
に
入
っ
た
お
客
さ

ん
に
何
回
も
来
て
も
ら
う
と
か
、
長
く
滞
在
し

て
も
ら
う
。
旅
行
と
い
う
よ
り
長
期
滞
在
と
か
、

自
分
の
新
し
い
故
郷
を
作
る
よ
う
な
形
で
、
う

ま
く
地
域
と
溶
け
合
う
よ
う
な
も
の
、
観
光
と

い
う
言
葉
が
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
か
わ
か
ら

な
い
け
ど
、
新
し
い
も
の
に
な
る
の
か
な
と
い

う
気
が
し
て
い
ま
す
。
徐
々
に
現
場
か
ら
変
わ

っ
て
い
き
、
最
後
に
大
き
な
流
れ
に
な
れ
ば
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

松
本
　
観
光
と
い
う
も
の
自
体
の
考
え
方
が
、

観
光
客
も
観
光
業
者
も
変
わ
っ
て
い
く
ん
だ
と

思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
お
金
を
落

と
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
と
い
う
時
代
は
終
わ
り
、

思
い
が
あ
っ
て
、
そ
の
地
域
を
自
分
の
故
郷
の

よ
う
に
思
い
、
最
終
的
に
は
そ
こ
に
住
ん
で
し

ま
お
う
と
い
う
よ
う
な
つ
な
が
り
が
で
き
る
。

そ
う
し
た
も
の
を
観
光
と
し
て
位
置
付
け
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
。

　
今
回
、
テ
レ
ワ
ー
ク
で
き
る
人
た
ち
が
い
る

こ
と
も
わ
か
っ
た
の
で
、
そ
う
い
う
人
た
ち
が

都
会
を
離
れ
、
自
然
環
境
の
中
で
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
な
仕
事
が
で
き
る
と
い
う
の
も
考
え
ら
れ

る
。
都
会
と
地
域
が
結
び
つ
い
て
繋
が
っ
て
い

く
こ
と
が
観
光
だ
と
い
う
時
代
に
な
る
と
い
い

と
思
い
ま
す
。

吉
井
　
ワ
ゴ
ン
車
に
9
人
乗
せ
て
い
た
の
を
減

ら
す
。
繁
忙
期
に
受
け
入
れ
を
制
限
し
な
い
と

い
け
な
く
な
る
。
そ
う
す
る
と
自
ず
と
一
人
当

た
り
の
単
価
を
上
げ
る
方
向
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
。
そ
う
で
き
る
と
い
う
決
断
を
今
は
で
き

て
い
な
い
で
す
が
、
そ
う
い
う
方
向
に
な
る
の

か
な
と
思
い
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
や
は
り
直
接
行
っ
た
り
人
に
会
う
体

験
は
全
然
違
う
。
コ
ロ
ナ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

観
光
と
い
う
の
は
人
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
、

人
と
向
き
合
う
こ
と
だ
と
考
え
な
が
ら
、
や
り

続
け
る
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
は
最
後

に
お
聞
き
し
た
い
こ
と
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
の

経
験
か
ら
私
た
ち
は
何
を
学
ぶ
べ
き
で
し
ょ
う
。

観
光
業
に
限
ら
ず
、
ど
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
感

じ
取
り
、
観
光
振
興
に
お
い
て
ど
う
意
識
し
て

今
後
行
動
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
。

松
田
　
正
直
、
努
力
し
て
頑
張
っ
て
も
勝
て
な

い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
実
際
、

マ
ス
ク
や
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
対
策
用
は
準
備

し
て
い
ま
し
た
が
、
解
決
策
に
は
な
ら
な
か
っ

た
。
今
ま
で
も
あ
る
程
度
は
予
想
し
て
い
ま
し

た
。
観
光
を
や
っ
て
い
る
上
で
、
自
然
災
害
、

洪
水
や
地
震
、
こ
う
し
た
感
染
症
は
5
〜
10
年

に
1
回
は
訪
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

人
生
の
中
で
、
か
な
り
大
き
な
こ
と
が
起
き
る

だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
歴
史
を
振
り
返
り
な
が

ら
想
像
は
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
会
社
と
し

て
も
準
備
は
し
て
い
た
け
れ
ど
、
準
備
不
足
だ

っ
た
。
こ
う
い
う
こ
と
に
耐
え
る
た
め
に
、
財

務
面
を
ど
う
立
て
直
す
の
か
が
悩
み
で
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
、
会
社
と
し
て
の
体
力
を
き

ち
ん
と
つ
け
て
お
か
な
い
と
ダ
メ
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
1
年
以
内
で
は
終
わ
ら
な
い
。
そ
の

中
で
ど
う
や
っ
て
持
続
的
に
観
光
を
進
め
て
い

く
か
に
つ
い
て
の
答
え
は
出
て
い
ま
せ
ん
。
長

期
的
に
解
決
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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連
携
し
て
地
域
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
、
山
の

登
り
方
や
自
然
と
の
付
き
合
い
方
を
変
え
て
や

る
と
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

　
こ
の
座
談
会
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
管
理
の
議
論

に
時
間
が
割
か
れ
ま
し
た
が
、
知
床
観
光
の
課

題
で
あ
る
ヒ
グ
マ
対
策
を
と
り
あ
げ
、
自
然
の

中
で
は
リ
ス
ク
ゼ
ロ
に
は
で
き
な
い
こ
と
、
管

理
活
動
と
は
リ
ス
ク
情
報
の
把
握
と
情
報
公
開
、

そ
の
上
で
選
択
肢
を
提
示
す
る
こ
と
。
ク
マ
は

い
な
く
な
ら
な
い
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
そ
う

だ
と
す
る
と
、
こ
こ
に
学
ぶ
こ
と
が
あ
る
と
議

論
は
進
み
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
愛
甲
さ
ん

は
、
一
連
の
管
理
活
動
の
責
任
者
が
不
明
瞭
な

こ
と
が
観
光
地
管
理
の
問
題
だ
と
指
摘
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
今
起
き
て
い
る
こ
と
、
学
ん
だ

こ
と
の
記
録
と
検
証
の
重
要
性
に
ふ
れ
、
総
括

し
ま
し
た
。

　　
特
集
２
は
D
M
O
の
キ
ー
マ
ン
と
し
て
現
場

対
応
に
あ
た
る
井
口
智
裕
さ
ん
（
雪
国
観
光

圏
）、
清
永
治
慶
さ
ん
（
佐
渡
観
光
交
流
機
構
）、

山
田
一
誠
さ
ん
（
沖
縄
市
観
光
物
産
振
興
協

会
）
と
、
当
財
団
観
光
政
策
研
究
部
長
の
山
田

雄
一
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
・
セ
ミ
ナ
ー
（
ウ
ェ

ビ
ナ
ー
）
で
す
。

　
井
口
さ
ん
は
旅
館
の
経
営
者
と
し
て
の
立
場

か
ら
、
コ
ロ
ナ
対
策
は
旅
館
に
と
っ
て
コ
ス
ト

な
の
で
、
こ
れ
以
上
し
な
く
て
良
い
と
い
う
線

を
業
界
で
引
く
べ
き
で
あ
り
、
や
り
過
ぎ
な
い

こ
と
も
重
要
な
テ
ー
マ
だ
と
話
し
ま
す
。
一
方

で
、
こ
れ
ま
で
「
非
日
常
」
だ
っ
た
国
内
旅
行

は
「
異
日
常
」
と
な
り
、
地
域
の
生
活
文
化
の

体
験
、
ふ
れ
合
い
、
学
び
の
旅
と
な
る
。
コ
ロ

ナ
禍
は
方
向
変
革
の
好
機
だ
と
語
り
ま
し
た
。

　
清
永
さ
ん
は
、
地
元
で
リ
ス
ペ
ク
ト
さ
れ
る

こ
と
が
D
M
O
に
は
重
要
で
あ
り
、
と
に
か
く

寄
り
添
う
こ
と
が
大
切
だ
と
言
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
事
業
者
に
対
す
る
ヘ
イ
ト
が
発
生

し
、
次
に
起
こ
り
う
る
観
光
客
に
対
す
る
ヘ
イ

ト
を
懸
念
。
事
業
者
向
け
で
は
な
く
「
市
民
の

皆
様
へ
」
と
書
い
た
コ
ロ
ナ
対
策
の
簡
易
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
沖
縄
の
山
田
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
観
光
の
火
を
消
さ
な
い
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
ア
イ
デ
ア
を
駆
使
し
て
発
案
し
た
事
業
を
披

露
し
ま
し
た
。
観
光
協
会
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
地

域
の
人
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
だ
が
、
ま
ず
は
観

光
協
会
の
職
員
が
幸
せ
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う

語
り
が
印
象
に
残
り
ま
す
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
の
当
財
団
の
山
田
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
リ
ス
ク
対
応
に
は
唯
一
の
正
解
は

な
い
の
で
早
め
の
危
機
認
識
と
行
動
が
重
要
だ

と
言
い
、
日
本
版
D
M
O
の
機
能
や
役
割
の
見

直
し
を
課
題
に
挙
げ
ま
し
た
。

　
D
M
O
に
は
足
元
を
み
つ
め
る
こ
と
、
行
動

す
る
こ
と
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
変
わ
り
目
を
見
通

す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
、
具
体
の

事
例
と
と
も
に
議
論
さ
れ
た
場
と
な
り
ま
し
た
。

　　
特
集
３
は
、
当
財
団
が
事
務
局
を
担
当
す
る

温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
の
構
成
員
の
中
か
ら

次
代
を
担
う
若
手
ら
に
参
画
い
た
だ
き
、
コ
ロ

ナ
禍
を
め
ぐ
る
各
温
泉
地
、
旅
館
経
営
の
現
状

と
課
題
を
概
観
す
る
も
の
で
す
。

　
有
馬
温
泉
の
當
谷
逸
郎
さ
ん
は
、
温
泉
地
と

し
て
は
3
月
5
割
減
、
4
月
9
割
以
上
の
減
、

6
月
中
旬
以
降
は
少
し
ず
つ
戻
り
始
め
、
7
月

に
は
予
約
が
か
な
り
入
り
始
め
た
状
況
を
解
説

し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
対
応
と
し
て
キ
ッ
チ
ン
カ

ー
を
飲
食
店
に
解
放
し
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
販
売
を

始
め
た
と
こ
ろ
町
内
の
利
用
が
多
か
っ
た
と
振

り
返
り
、
地
元
利
用
者
と
の
つ
な
が
り
に
注
目

し
た
よ
う
で
す
。

　
黒
川
温
泉
の
武
田
亮
介
さ
ん
は
、
湯
め
ぐ
り

用
の
入
湯
手
形
の
利
用
は
4
月
中
旬
か
ら
5
月

末
ま
で
中
止
し
、
6
月
か
ら
再
開
し
た
も
の
の
、

旅
館
の
足
並
み
が
揃
わ
な
い
。
8
月
の
完
全
復

活
を
目
指
す
が
、
そ
の
前
の
7
月
か
ら
始
ま
る

県
民
向
け
の
「
観
光
商
品
券
」
の
効
果
に
期
待

を
示
し
ま
す
。

　
進
行
を
担
当
し
た
当
財
団
の
福
永
香
織
は
、

コ
ロ
ナ
を
経
験
し
た
か
ら
こ
そ
人
と
会
う
こ
と

や
旅
行
に
行
く
こ
と
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て

実
感
し
て
い
る
消
費
者
は
多
い
と
語
り
、
宿
と

し
て
変
え
る
べ
き
こ
と
、
変
え
て
は
い
け
な
い

こ
と
を
引
き
出
そ
う
と
し
ま
し
た
。

　
由
布
院
温
泉
の
冨
永
希
一
さ
ん
は
、
今
ま
で

は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
増
え
す
ぎ
て
少
し
異
常
だ

っ
た
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
あ
て
こ
ん
で
外
資
が

入
り
込
み
、
町
の
風
景
、
風
情
や
風
土
、
風
習

ま
で
変
わ
っ
た
。
も
う
一
度
原
点
に
戻
る
と
き

だ
と
話
し
ま
し
た
。

　
鳥
羽
温
泉
の
吉
川
好
信
さ
ん
も
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
が
鍵
を
握
る
と
し
、
復
活
ま
で
の
間
は
常
時

満
室
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
そ
れ
と
は
異
な

る
損
益
分
岐
点
の
発
見
と
運
営
が
重
要
だ
。
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
Z
O
O
M
に
よ
る
企
業
説

明
会
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
全
国
を
対

象
と
し
た
リ
ク
ル
ー
ト
活
動
が
で
き
た
と
言
い

ま
す
。

　
草
津
温
泉
の
田
村
公
佑
さ
ん
は
、
草
津
の
湯

治
場
と
し
て
の
役
割
は
変
わ
る
こ
と
が
な
い
だ

ろ
う
。
全
体
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
大
事
だ
が
、

宿
ご
と
に
ポ
リ
シ
ー
と
責
任
の
あ
る
対
応
が
必

要
で
あ
り
、
い
ず
れ
お
客
様
の
感
覚
も
戻
る
だ

ろ
う
と
見
通
し
ま
し
た
。

　
阿
寒
湖
温
泉
の
大
西
希
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍

を
き
っ
か
け
に
社
会
を
変
え
る
サ
ー
ビ
ス
が
で

て
く
る
。
一
方
で
、
コ
ロ
ナ
を
機
に
変
わ
る
の

で
は
な
く
、
進
む
べ
き
方
向
に
人
間
の
価
値
観

の
進
展
に
伴
う
こ
と
が
多
い
と
し
、
働
き
方
や

日
常
生
活
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
例
に
挙
げ
ま
し

た
。

　
道
後
温
泉
の
奥
村
敏
仁
さ
ん
は
、
い
ず
れ
ワ

ク
チ
ン
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
投
資
せ
ず
に

元
に
戻
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
考
え
た
い
。

全
て
の
リ
ス
ク
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
と
、
逆

に
危
機
対
応
力
が
落
ち
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
見
解
を
示
し
ま
し
た
。

　
経
営
者
な
ら
で
は
の
現
実
的
で
落
ち
着
い
た

議
論
が
交
わ
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
特
集
４
は
、
観
光
事
業
者
ら
と
の
協
働
に
汗

を
か
く
現
場
型
研
究
者
の
奮
闘
に
着
目
し
た
も

の
で
す
。

　
札
幌
国
際
大
学
の
藤
崎
達
也
さ
ん
は
、
プ
ロ

の
自
然
ガ
イ
ド
と
し
て
の
経
歴
を
も
ち
、
事
業

経
営
者
の
視
点
を
重
視
す
る
研
究
者
・
教
員
で

す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
実
態
調
査
と
い
う
手

法
を
用
い
て
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド
事
業
の
内
実

を
分
析
し
、
北
海
道
観
光
に
お
け
る
彼
ら
の
意

義
と
、
サ
ポ
ー
ト
の
重
要
性
を
示
し
ま
し
た
。

特
集
５
の
中
で
も
ガ
イ
ド
産
業
の
社
会
的
な
認

知
が
課
題
と
し
て
議
論
に
な
り
ま
し
た
が
、
ア

ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド
事
業
の
再
定
義
と
関
連
制
度

の
整
理
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ガ
イ
ド
の
先
達

　
本
誌
の
企
画
に
着
手
し
た
４
月
下
旬
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
全
国
的
な
ま
ん

延
を
防
ぐ
た
め
に
、
不
要
不
急
の
外
出
や
都
道

府
県
を
ま
た
い
で
の
移
動
は
避
け
る
よ
う
言
わ

れ
て
い
た
頃
で
し
た
。
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
が
叫
ば

れ
る
厳
し
い
状
況
の
も
と
、（
望
ま
し
い
）
観
光

振
興
の
旗
を
振
ろ
う
と
す
る
『
観
光
文
化
』
は

何
を
な
す
べ
き
か
、
は
た
し
て
何
が
で
き
る
の

か
。

　
大
型
連
休
が
あ
け
た
頃
か
ら
観
光
を
何
と
か

し
よ
う
と
い
う
気
運
が
少
し
ず
つ
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
一
時
は
発
行
中
止
も
頭
を
よ
ぎ
っ

た
本
誌
の
準
備
を
再
開
。
厳
し
い
時
間
の
な
か

で
考
え
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
を
議
論
す
る
場

に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
記
録
を
残
す
役
割
も

重
要
、
現
場
で
奮
闘
す
る
人
た
ち
と
話
が
し
た

い
と
い
う
方
向
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
強
く
意
識
し
た
の
は「
現
場
」。
現
場
の
声

か
ら
持
続
可
能
な
観
光
の
探
究
を
試
み
た
い
と

考
え
ま
し
た
。

　
さ
て
、
こ
こ
ま
で
通
読
い
た
だ
い
た
方
に
と

っ
て
以
降
は
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
印
象

に
残
っ
た
発
言
を
簡
単
に
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

　
特
集
１
の
座
談
会
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を

北
海
道
大
学
の
愛
甲
哲
也
さ
ん
に
お
願
い
し
ま

し
た
。
索
道
を
中
心
と
し
た
観
光
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
事
業
を
経
営
す
る
り
ん
ゆ
う
観
光
の
植

田
拓
史
さ
ん
、
登
山
道
整
備
・
資
源
管
理
の
実

践
者
で
あ
る
岡
崎
哲
三
さ
ん
、
知
床
で
新
た
に

設
立
し
た
D
M
O
で
ブ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
も

取
り
組
む
寺
山
元
さ
ん
と
と
も
に
、
北
海
道
の

自
然
観
光
地
の
実
情
を
議
論
す
る
場
に
な
り
ま

し
た
。

　
寺
山
さ
ん
は
、
知
床
と
い
う
町
に
お
け
る
観

光
の
位
置
づ
け
と
役
割
を
住
民
意
識
の
視
点
か

ら
気
に
か
け
ま
す
。
当
初
は
「
観
光
は
こ
の
土

地
に
必
要
な
い
」
と
い
う
風
向
き
に
な
り
、
観

光
の
意
義
が
根
底
か
ら
揺
ら
ぐ
こ
と
を
懸
念
し

た
。
と
こ
ろ
が
漁
師
や
町
民
ら
の
間
で
「
寂
し

い
ね
。
来
て
も
ら
い
た
い
ね
。」
と
い
う
雰
囲

気
に
な
り
、
旅
館
や
ホ
テ
ル
が
再
オ
ー
プ
ン
し

た
と
き
に
み
ん
な
の
表
情
が
明
る
く
な
っ
た
と

振
り
返
り
ま
し
た
。

　
植
田
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
営
業
は
「
心

の
部
分
」
に
左
右
さ
れ
た
と
言
い
ま
す
。
今
後

ア
ウ
ト
ド
ア
の
楽
し
み
は
価
値
が
あ
が
り
ニ
ー

ズ
も
高
ま
る
の
で
、
少
人
数
で
高
額
と
な
る
仕

掛
け
や
場
所
づ
く
り
が
必
要
だ
と
見
通
し
ま
す
。

一
方
で
、
一
般
的
な
観
光
サ
ー
ビ
ス
施
設
に
対

す
る
考
え
方
を
山
の
世
界
に
そ
の
ま
ま
持
ち
込

む
こ
と
に
懸
念
を
示
し
、
管
理
水
準
の
強
化
を

訴
え
ま
す
。
野
外
活
動
に
お
け
る
諸
判
断
の
経

験
が
コ
ロ
ナ
時
代
を
生
き
る
ヒ
ン
ト
に
な
る
と

い
う
言
葉
が
印
象
的
で
す
。

　
岡
崎
さ
ん
も
山
岳
観
光
で
は
管
理
者
不
在
に

よ
る
弊
害
は
起
き
う
る
の
で
、
営
業
は
自
粛
し

て
も
管
理
は
自
粛
す
べ
き
で
な
い
と
言
い
切
り

ま
す
。
ま
た
、
責
任
を
人
に
転
嫁
せ
ず
、
こ
れ

が
正
し
い
と
思
っ
て
進
ん
で
い
け
る
人
た
ち
と

者
が
た
ど
っ
て
き
た
歩
み
こ
そ
自
立
的
な
観
光

ま
ち
づ
く
り
の
モ
デ
ル
で
あ
る
と
い
う
見
解
に
、

私
も
賛
同
し
ま
す
。

　
東
海
大
学
の
小
林
寛
子
さ
ん
ら
の
コ
ロ
ナ
禍

で
の
活
動
ポ
リ
シ
ー
は
、
熊
本
地
震
の
経
験
に

も
と
づ
い
た
「
過
剰
に
希
望
的
で
も
悲
観
的
で

も
な
い
現
実
的
な
見
通
し
が
事
業
者
に
は
必

要
」
で
す
。
本
論
に
あ
る
よ
う
に
、
私
の
知
る

限
り
で
も
我
が
国
で
最
も
早
く
実
施
・
公
表
さ

れ
た
一
般
生
活
者
を
対
象
と
し
た
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
観
光
意
識
調
査
を
皮
切
り
に
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
第
２
回
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

と
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
続
け
、
地
元
の
関
係
者
ら

と
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
対
応
策
を
め
ぐ
る
議
論
を

深
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
上
で
、
新
し
い
観
光

は
足
元
か
ら
始
ま
る
。
地
域
の
人
の
暮
ら
し
が

安
心
安
全
で
豊
か
で
あ
る
こ
と
が
地
域
の
宝
を

守
り
、
次
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
に
繋
が
る
。

今
だ
か
ら
こ
そ
地
域
が
望
む
地
域
ら
し
い
観
光

の
あ
り
方
を
考
え
る
と
き
だ
と
訴
え
ま
す
。

　
こ
の
二
つ
の
事
例
は
、
観
光
領
域
で
活
動
す

る
研
究
者
に
求
め
た
い
地
域
に
根
差
し
た
実
践

的
な
取
り
組
み
を
具
体
的
に
示
し
た
も
の
だ
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
特
集
５
で
は
、
日
本
を
代
表
す
る
自
然
資
源

を
誘
客
の
源
泉
と
す
る
観
光
地
の
実
情
を
も
と

に
し
て
、
持
続
可
能
な
観
光
の
探
究
を
試
み
ま

し
た
。
『
観
光
文
化
2
2
4
号
』
で
も
議
論
し

た
、
自
然
ガ
イ
ド
業
を
営
む
松
田
光
輝
さ
ん

（
知
床
）
、
吉
井
信
秋
さ
ん
（
小
笠
原
）
、
松

本
毅
さ
ん
（
屋
久
島
）
に
、
今
回
は
小
笠
原
専

門
の
旅
行
会
社
を
経
営
す
る
松
崎
哲
哉
さ
ん
が

加
わ
り
ま
し
た
。

　
小
笠
原
で
は
行
政
と
ほ
ぼ
同
時
に
観
光
協
会

も
来
島
自
粛
の
要
請
を
出
し
ま
し
た
。
観
光
事

業
者
も
島
民
の
一
人
と
し
て
コ
ロ
ナ
感
染
者
を

だ
し
た
く
な
い
気
持
ち
は
共
通
で
あ
り
抵
抗
は

な
か
っ
た
。
屋
久
島
で
は
観
光
客
が
ウ
ィ
ル
ス

を
持
ち
込
む
と
自
分
た
ち
が
矢
面
に
た
つ
と
い

う
危
機
感
か
ら
議
論
が
始
ま
っ
た
。
知
床
で
は

地
場
産
業
の
漁
業
に
対
す
る
配
慮
が
重
要
だ
と

考
え
た
。
と
い
う
よ
う
に
、
地
域
住
民
や
他
産

業
に
対
す
る
観
光
の
影
響
、
そ
の
中
で
の
観
光

の
立
ち
位
置
を
強
く
意
識
し
た
こ
と
が
語
ら
れ

ま
し
た
。

　
一
方
で
、
観
光
客
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
こ
と
で

地
域
社
会
の
雰
囲
気
が
変
わ
っ
た
。
観
光
は
土

産
や
農
産
物
な
ど
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

こ
と
を
多
く
の
人
が
感
じ
て
く
れ
た
。
こ
れ
に

よ
り
地
域
の
人
た
ち
と
連
携
し
や
す
く
な
っ
た

と
吉
井
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　
松
田
さ
ん
は
、
地
域
の
人
た
ち
と
う
ま
く
や

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
観
光
を
持
続
で
き
な
い
。

仕
事
だ
け
で
な
く
日
頃
の
生
活
の
中
で
も
周
り

の
人
た
ち
に
助
け
て
も
ら
っ
て
い
る
、
と
話
は

続
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
地
域
に
送
客
す
る
立
場
の
松
崎
さ

ん
は
、
住
民
と
同
じ
危
機
感
を
持
っ
て
い
た
の

で
自
粛
要
請
が
出
た
時
は
完
璧
に
抑
え
よ
う
と

考
え
、
「
行
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。」
と
ツ
ア
ー

客
に
連
絡
し
続
け
た
と
言
い
ま
す
。
自
分
の
仕

事
は
島
と
訪
問
客
を
つ
な
ぐ
通
訳
で
あ
り
、
島

民
が
い
ず
れ
訪
れ
る
観
光
客
に
慣
れ
る
状
況
を

み
な
が
ら
、
市
場
側
と
の
意
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
を

調
整
す
る
の
が
役
割
だ
。
お
客
さ
ん
を
ど
ん
ど

ん
送
る
と
い
う
考
え
は
捨
て
、
地
域
を
気
に
入

っ
た
お
客
さ
ん
に
何
回
も
き
て
も
ら
う
。
旅
行

よ
り
滞
在
、
自
分
の
新
し
い
故
郷
を
作
る
よ
う

に
し
て
い
く
、
現
場
か
ら
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て

い
き
、
最
後
に
大
き
な
流
れ
に
な
る
と
良
い
と

語
り
ま
す
。

　
松
本
さ
ん
も
、
観
光
自
体
の
考
え
方
が
変
わ

っ
て
い
く
。
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
お
金
を
落

と
し
て
く
れ
れ
ば
良
い
と
い
う
時
代
は
終
わ
り
、

自
分
の
故
郷
の
よ
う
に
思
い
、
そ
こ
に
住
ん
で

し
ま
お
う
と
い
う
、
つ
な
が
り
を
観
光
と
し
て

位
置
づ
け
て
い
く
べ
き
だ
と
言
い
ま
す
。

　
観
光
は
地
域
経
済
に
貢
献
す
る
だ
け
で
な
く
、

来
訪
者
の
い
る
風
景
が
地
域
の
日
常
に
根
付
い

て
き
た
中
で
、
観
光
客
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
の
関
係
は
よ
り
親
密
に
な
っ
て
い
く
。
観
光

事
業
者
に
は
、
そ
の
結
び
目
を
つ
く
る
役
割
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　
持
続
可
能
な
観
光
と
は
誰
も
が
賛
同
す
る
概

念
で
す
が
、
具
体
的
な
在
り
様
を
め
ぐ
る
議
論

は
少
な
い
と
感
じ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、

今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
は
、
あ
ら
た
め
て
観
光
の
意

義
を
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
吉
井
さ
ん
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
で
き
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
が
、
行
っ
て
直
接
人
と
会
う
の
と

は
全
然
違
う
。
観
光
と
は
人
に
来
て
い
た
だ
く

こ
と
、
人
と
向
き
合
う
こ
と
だ
と
言
い
ま
す
。

寺
山
さ
ん
は
、
移
動
と
交
流
が
観
光
の
本
質
で

あ
る
。
感
染
症
は
マ
イ
ナ
ス
要
因
で
し
か
な
く
、

こ
の
地
に
観
光
が
必
要
だ
と
言
え
る
か
ど
う
か
、

観
光
を
や
る
べ
き
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
観

光
と
関
わ
り
の
な
い
町
の
人
た
ち
に
も
「
観
光

は
重
要
な
産
業
だ
。」
と
言
い
切
れ
る
強
さ
を

持
つ
べ
き
だ
と
肝
に
銘
じ
た
と
語
り
ま
す
。

　
そ
の
他
の
見
解
も
含
め
て
特
集
全
体
を
総
括

す
る
と
、「
持
続
可
能
な
観
光
の
本
質
と
は
、観

光
は
そ
こ
で
の
暮
ら
し
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
と
し
て
地
域
の
中
で
広
く
認
め
ら
れ
る
こ

と
」
だ
と
整
理
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
た
め
に
は
、
訪
問
客
と
観
光
事
業
者

と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
信
頼
関
係
を
醸
成

し
、
保
ち
続
け
る
こ
と
が
重
要
な
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　
松
本
さ
ん
は
、
自
然
は
試
練
を
与
え
て
く
れ

た
。
自
然
を
見
て
い
る
人
な
ら
下
手
に
抗
っ
て

も
太
刀
打
ち
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
腹
を

括
る
し
か
な
い
。
次
は
転
換
。
観
光
を
こ
う
い

う
風
に
変
え
て
い
く
と
い
う
覚
悟
を
決
め
て
新

た
に
作
り
出
す
。
こ
れ
が
復
興
で
あ
る
、
と
決

意
を
話
し
ま
し
た
。
そ
の
過
程
に
コ
ロ
ナ
禍
の

現
場
に
学
ん
だ
持
続
可
能
な
観
光
が
強
く
意
識

さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

現
場
に
学
ぶ

「
持
続
可
能
な
観
光
の
本
質
」

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
理
事
・
観
光
地
域
研
究
部
長 

寺
崎
竜
雄

視座

特
集
1

特
集
5

特
集
2

特
集
3

現場に学ぶ「持続可能な観光の本質」視座
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連
携
し
て
地
域
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
、
山
の

登
り
方
や
自
然
と
の
付
き
合
い
方
を
変
え
て
や

る
と
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

　
こ
の
座
談
会
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
管
理
の
議
論

に
時
間
が
割
か
れ
ま
し
た
が
、
知
床
観
光
の
課

題
で
あ
る
ヒ
グ
マ
対
策
を
と
り
あ
げ
、
自
然
の

中
で
は
リ
ス
ク
ゼ
ロ
に
は
で
き
な
い
こ
と
、
管

理
活
動
と
は
リ
ス
ク
情
報
の
把
握
と
情
報
公
開
、

そ
の
上
で
選
択
肢
を
提
示
す
る
こ
と
。
ク
マ
は

い
な
く
な
ら
な
い
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
そ
う

だ
と
す
る
と
、
こ
こ
に
学
ぶ
こ
と
が
あ
る
と
議

論
は
進
み
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
愛
甲
さ
ん

は
、
一
連
の
管
理
活
動
の
責
任
者
が
不
明
瞭
な

こ
と
が
観
光
地
管
理
の
問
題
だ
と
指
摘
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
今
起
き
て
い
る
こ
と
、
学
ん
だ

こ
と
の
記
録
と
検
証
の
重
要
性
に
ふ
れ
、
総
括

し
ま
し
た
。

　　
特
集
２
は
D
M
O
の
キ
ー
マ
ン
と
し
て
現
場

対
応
に
あ
た
る
井
口
智
裕
さ
ん
（
雪
国
観
光

圏
）、
清
永
治
慶
さ
ん
（
佐
渡
観
光
交
流
機
構
）、

山
田
一
誠
さ
ん
（
沖
縄
市
観
光
物
産
振
興
協

会
）
と
、
当
財
団
観
光
政
策
研
究
部
長
の
山
田

雄
一
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
・
セ
ミ
ナ
ー
（
ウ
ェ

ビ
ナ
ー
）
で
す
。

　
井
口
さ
ん
は
旅
館
の
経
営
者
と
し
て
の
立
場

か
ら
、
コ
ロ
ナ
対
策
は
旅
館
に
と
っ
て
コ
ス
ト

な
の
で
、
こ
れ
以
上
し
な
く
て
良
い
と
い
う
線

を
業
界
で
引
く
べ
き
で
あ
り
、
や
り
過
ぎ
な
い

こ
と
も
重
要
な
テ
ー
マ
だ
と
話
し
ま
す
。
一
方

で
、
こ
れ
ま
で
「
非
日
常
」
だ
っ
た
国
内
旅
行

は
「
異
日
常
」
と
な
り
、
地
域
の
生
活
文
化
の

体
験
、
ふ
れ
合
い
、
学
び
の
旅
と
な
る
。
コ
ロ

ナ
禍
は
方
向
変
革
の
好
機
だ
と
語
り
ま
し
た
。

　
清
永
さ
ん
は
、
地
元
で
リ
ス
ペ
ク
ト
さ
れ
る

こ
と
が
D
M
O
に
は
重
要
で
あ
り
、
と
に
か
く

寄
り
添
う
こ
と
が
大
切
だ
と
言
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
事
業
者
に
対
す
る
ヘ
イ
ト
が
発
生

し
、
次
に
起
こ
り
う
る
観
光
客
に
対
す
る
ヘ
イ

ト
を
懸
念
。
事
業
者
向
け
で
は
な
く
「
市
民
の

皆
様
へ
」
と
書
い
た
コ
ロ
ナ
対
策
の
簡
易
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
沖
縄
の
山
田
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
観
光
の
火
を
消
さ
な
い
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
ア
イ
デ
ア
を
駆
使
し
て
発
案
し
た
事
業
を
披

露
し
ま
し
た
。
観
光
協
会
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
地

域
の
人
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
だ
が
、
ま
ず
は
観

光
協
会
の
職
員
が
幸
せ
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う

語
り
が
印
象
に
残
り
ま
す
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
の
当
財
団
の
山
田
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
リ
ス
ク
対
応
に
は
唯
一
の
正
解
は

な
い
の
で
早
め
の
危
機
認
識
と
行
動
が
重
要
だ

と
言
い
、
日
本
版
D
M
O
の
機
能
や
役
割
の
見

直
し
を
課
題
に
挙
げ
ま
し
た
。

　
D
M
O
に
は
足
元
を
み
つ
め
る
こ
と
、
行
動

す
る
こ
と
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
変
わ
り
目
を
見
通

す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
、
具
体
の

事
例
と
と
も
に
議
論
さ
れ
た
場
と
な
り
ま
し
た
。

　　
特
集
３
は
、
当
財
団
が
事
務
局
を
担
当
す
る

温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
の
構
成
員
の
中
か
ら

次
代
を
担
う
若
手
ら
に
参
画
い
た
だ
き
、
コ
ロ

ナ
禍
を
め
ぐ
る
各
温
泉
地
、
旅
館
経
営
の
現
状

と
課
題
を
概
観
す
る
も
の
で
す
。

　
有
馬
温
泉
の
當
谷
逸
郎
さ
ん
は
、
温
泉
地
と

し
て
は
3
月
5
割
減
、
4
月
9
割
以
上
の
減
、

6
月
中
旬
以
降
は
少
し
ず
つ
戻
り
始
め
、
7
月

に
は
予
約
が
か
な
り
入
り
始
め
た
状
況
を
解
説

し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
対
応
と
し
て
キ
ッ
チ
ン
カ

ー
を
飲
食
店
に
解
放
し
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
販
売
を

始
め
た
と
こ
ろ
町
内
の
利
用
が
多
か
っ
た
と
振

り
返
り
、
地
元
利
用
者
と
の
つ
な
が
り
に
注
目

し
た
よ
う
で
す
。

　
黒
川
温
泉
の
武
田
亮
介
さ
ん
は
、
湯
め
ぐ
り

用
の
入
湯
手
形
の
利
用
は
4
月
中
旬
か
ら
5
月

末
ま
で
中
止
し
、
6
月
か
ら
再
開
し
た
も
の
の
、

旅
館
の
足
並
み
が
揃
わ
な
い
。
8
月
の
完
全
復

活
を
目
指
す
が
、
そ
の
前
の
7
月
か
ら
始
ま
る

県
民
向
け
の
「
観
光
商
品
券
」
の
効
果
に
期
待

を
示
し
ま
す
。

　
進
行
を
担
当
し
た
当
財
団
の
福
永
香
織
は
、

コ
ロ
ナ
を
経
験
し
た
か
ら
こ
そ
人
と
会
う
こ
と

や
旅
行
に
行
く
こ
と
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て

実
感
し
て
い
る
消
費
者
は
多
い
と
語
り
、
宿
と

し
て
変
え
る
べ
き
こ
と
、
変
え
て
は
い
け
な
い

こ
と
を
引
き
出
そ
う
と
し
ま
し
た
。

　
由
布
院
温
泉
の
冨
永
希
一
さ
ん
は
、
今
ま
で

は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
増
え
す
ぎ
て
少
し
異
常
だ

っ
た
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
あ
て
こ
ん
で
外
資
が

入
り
込
み
、
町
の
風
景
、
風
情
や
風
土
、
風
習

ま
で
変
わ
っ
た
。
も
う
一
度
原
点
に
戻
る
と
き

だ
と
話
し
ま
し
た
。

　
鳥
羽
温
泉
の
吉
川
好
信
さ
ん
も
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
が
鍵
を
握
る
と
し
、
復
活
ま
で
の
間
は
常
時

満
室
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
そ
れ
と
は
異
な

る
損
益
分
岐
点
の
発
見
と
運
営
が
重
要
だ
。
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
Z
O
O
M
に
よ
る
企
業
説

明
会
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
全
国
を
対

象
と
し
た
リ
ク
ル
ー
ト
活
動
が
で
き
た
と
言
い

ま
す
。

　
草
津
温
泉
の
田
村
公
佑
さ
ん
は
、
草
津
の
湯

治
場
と
し
て
の
役
割
は
変
わ
る
こ
と
が
な
い
だ

ろ
う
。
全
体
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
大
事
だ
が
、

宿
ご
と
に
ポ
リ
シ
ー
と
責
任
の
あ
る
対
応
が
必

要
で
あ
り
、
い
ず
れ
お
客
様
の
感
覚
も
戻
る
だ

ろ
う
と
見
通
し
ま
し
た
。

　
阿
寒
湖
温
泉
の
大
西
希
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍

を
き
っ
か
け
に
社
会
を
変
え
る
サ
ー
ビ
ス
が
で

て
く
る
。
一
方
で
、
コ
ロ
ナ
を
機
に
変
わ
る
の

で
は
な
く
、
進
む
べ
き
方
向
に
人
間
の
価
値
観

の
進
展
に
伴
う
こ
と
が
多
い
と
し
、
働
き
方
や

日
常
生
活
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
例
に
挙
げ
ま
し

た
。

　
道
後
温
泉
の
奥
村
敏
仁
さ
ん
は
、
い
ず
れ
ワ

ク
チ
ン
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
投
資
せ
ず
に

元
に
戻
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
考
え
た
い
。

全
て
の
リ
ス
ク
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
と
、
逆

に
危
機
対
応
力
が
落
ち
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
見
解
を
示
し
ま
し
た
。

　
経
営
者
な
ら
で
は
の
現
実
的
で
落
ち
着
い
た

議
論
が
交
わ
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
特
集
４
は
、
観
光
事
業
者
ら
と
の
協
働
に
汗

を
か
く
現
場
型
研
究
者
の
奮
闘
に
着
目
し
た
も

の
で
す
。

　
札
幌
国
際
大
学
の
藤
崎
達
也
さ
ん
は
、
プ
ロ

の
自
然
ガ
イ
ド
と
し
て
の
経
歴
を
も
ち
、
事
業

経
営
者
の
視
点
を
重
視
す
る
研
究
者
・
教
員
で

す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
実
態
調
査
と
い
う
手

法
を
用
い
て
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド
事
業
の
内
実

を
分
析
し
、
北
海
道
観
光
に
お
け
る
彼
ら
の
意

義
と
、
サ
ポ
ー
ト
の
重
要
性
を
示
し
ま
し
た
。

特
集
５
の
中
で
も
ガ
イ
ド
産
業
の
社
会
的
な
認

知
が
課
題
と
し
て
議
論
に
な
り
ま
し
た
が
、
ア

ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド
事
業
の
再
定
義
と
関
連
制
度

の
整
理
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ガ
イ
ド
の
先
達

　
本
誌
の
企
画
に
着
手
し
た
４
月
下
旬
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
全
国
的
な
ま
ん

延
を
防
ぐ
た
め
に
、
不
要
不
急
の
外
出
や
都
道

府
県
を
ま
た
い
で
の
移
動
は
避
け
る
よ
う
言
わ

れ
て
い
た
頃
で
し
た
。
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
が
叫
ば

れ
る
厳
し
い
状
況
の
も
と
、（
望
ま
し
い
）
観
光

振
興
の
旗
を
振
ろ
う
と
す
る
『
観
光
文
化
』
は

何
を
な
す
べ
き
か
、
は
た
し
て
何
が
で
き
る
の

か
。

　
大
型
連
休
が
あ
け
た
頃
か
ら
観
光
を
何
と
か

し
よ
う
と
い
う
気
運
が
少
し
ず
つ
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
一
時
は
発
行
中
止
も
頭
を
よ
ぎ
っ

た
本
誌
の
準
備
を
再
開
。
厳
し
い
時
間
の
な
か

で
考
え
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
を
議
論
す
る
場

に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
記
録
を
残
す
役
割
も

重
要
、
現
場
で
奮
闘
す
る
人
た
ち
と
話
が
し
た

い
と
い
う
方
向
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
強
く
意
識
し
た
の
は「
現
場
」。
現
場
の
声

か
ら
持
続
可
能
な
観
光
の
探
究
を
試
み
た
い
と

考
え
ま
し
た
。

　
さ
て
、
こ
こ
ま
で
通
読
い
た
だ
い
た
方
に
と

っ
て
以
降
は
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
印
象

に
残
っ
た
発
言
を
簡
単
に
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

　
特
集
１
の
座
談
会
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を

北
海
道
大
学
の
愛
甲
哲
也
さ
ん
に
お
願
い
し
ま

し
た
。
索
道
を
中
心
と
し
た
観
光
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
事
業
を
経
営
す
る
り
ん
ゆ
う
観
光
の
植

田
拓
史
さ
ん
、
登
山
道
整
備
・
資
源
管
理
の
実

践
者
で
あ
る
岡
崎
哲
三
さ
ん
、
知
床
で
新
た
に

設
立
し
た
D
M
O
で
ブ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
も

取
り
組
む
寺
山
元
さ
ん
と
と
も
に
、
北
海
道
の

自
然
観
光
地
の
実
情
を
議
論
す
る
場
に
な
り
ま

し
た
。

　
寺
山
さ
ん
は
、
知
床
と
い
う
町
に
お
け
る
観

光
の
位
置
づ
け
と
役
割
を
住
民
意
識
の
視
点
か

ら
気
に
か
け
ま
す
。
当
初
は
「
観
光
は
こ
の
土

地
に
必
要
な
い
」
と
い
う
風
向
き
に
な
り
、
観

光
の
意
義
が
根
底
か
ら
揺
ら
ぐ
こ
と
を
懸
念
し

た
。
と
こ
ろ
が
漁
師
や
町
民
ら
の
間
で
「
寂
し

い
ね
。
来
て
も
ら
い
た
い
ね
。」
と
い
う
雰
囲

気
に
な
り
、
旅
館
や
ホ
テ
ル
が
再
オ
ー
プ
ン
し

た
と
き
に
み
ん
な
の
表
情
が
明
る
く
な
っ
た
と

振
り
返
り
ま
し
た
。

　
植
田
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
営
業
は
「
心

の
部
分
」
に
左
右
さ
れ
た
と
言
い
ま
す
。
今
後

ア
ウ
ト
ド
ア
の
楽
し
み
は
価
値
が
あ
が
り
ニ
ー

ズ
も
高
ま
る
の
で
、
少
人
数
で
高
額
と
な
る
仕

掛
け
や
場
所
づ
く
り
が
必
要
だ
と
見
通
し
ま
す
。

一
方
で
、
一
般
的
な
観
光
サ
ー
ビ
ス
施
設
に
対

す
る
考
え
方
を
山
の
世
界
に
そ
の
ま
ま
持
ち
込

む
こ
と
に
懸
念
を
示
し
、
管
理
水
準
の
強
化
を

訴
え
ま
す
。
野
外
活
動
に
お
け
る
諸
判
断
の
経

験
が
コ
ロ
ナ
時
代
を
生
き
る
ヒ
ン
ト
に
な
る
と

い
う
言
葉
が
印
象
的
で
す
。

　
岡
崎
さ
ん
も
山
岳
観
光
で
は
管
理
者
不
在
に

よ
る
弊
害
は
起
き
う
る
の
で
、
営
業
は
自
粛
し

て
も
管
理
は
自
粛
す
べ
き
で
な
い
と
言
い
切
り

ま
す
。
ま
た
、
責
任
を
人
に
転
嫁
せ
ず
、
こ
れ

が
正
し
い
と
思
っ
て
進
ん
で
い
け
る
人
た
ち
と

者
が
た
ど
っ
て
き
た
歩
み
こ
そ
自
立
的
な
観
光

ま
ち
づ
く
り
の
モ
デ
ル
で
あ
る
と
い
う
見
解
に
、

私
も
賛
同
し
ま
す
。

　
東
海
大
学
の
小
林
寛
子
さ
ん
ら
の
コ
ロ
ナ
禍

で
の
活
動
ポ
リ
シ
ー
は
、
熊
本
地
震
の
経
験
に

も
と
づ
い
た
「
過
剰
に
希
望
的
で
も
悲
観
的
で

も
な
い
現
実
的
な
見
通
し
が
事
業
者
に
は
必

要
」
で
す
。
本
論
に
あ
る
よ
う
に
、
私
の
知
る

限
り
で
も
我
が
国
で
最
も
早
く
実
施
・
公
表
さ

れ
た
一
般
生
活
者
を
対
象
と
し
た
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
観
光
意
識
調
査
を
皮
切
り
に
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
第
２
回
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

と
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
続
け
、
地
元
の
関
係
者
ら

と
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
対
応
策
を
め
ぐ
る
議
論
を

深
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
上
で
、
新
し
い
観
光

は
足
元
か
ら
始
ま
る
。
地
域
の
人
の
暮
ら
し
が

安
心
安
全
で
豊
か
で
あ
る
こ
と
が
地
域
の
宝
を

守
り
、
次
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
に
繋
が
る
。

今
だ
か
ら
こ
そ
地
域
が
望
む
地
域
ら
し
い
観
光

の
あ
り
方
を
考
え
る
と
き
だ
と
訴
え
ま
す
。

　
こ
の
二
つ
の
事
例
は
、
観
光
領
域
で
活
動
す

る
研
究
者
に
求
め
た
い
地
域
に
根
差
し
た
実
践

的
な
取
り
組
み
を
具
体
的
に
示
し
た
も
の
だ
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
特
集
５
で
は
、
日
本
を
代
表
す
る
自
然
資
源

を
誘
客
の
源
泉
と
す
る
観
光
地
の
実
情
を
も
と

に
し
て
、
持
続
可
能
な
観
光
の
探
究
を
試
み
ま

し
た
。
『
観
光
文
化
2
2
4
号
』
で
も
議
論
し

た
、
自
然
ガ
イ
ド
業
を
営
む
松
田
光
輝
さ
ん

（
知
床
）
、
吉
井
信
秋
さ
ん
（
小
笠
原
）
、
松

本
毅
さ
ん
（
屋
久
島
）
に
、
今
回
は
小
笠
原
専

門
の
旅
行
会
社
を
経
営
す
る
松
崎
哲
哉
さ
ん
が

加
わ
り
ま
し
た
。

　
小
笠
原
で
は
行
政
と
ほ
ぼ
同
時
に
観
光
協
会

も
来
島
自
粛
の
要
請
を
出
し
ま
し
た
。
観
光
事

業
者
も
島
民
の
一
人
と
し
て
コ
ロ
ナ
感
染
者
を

だ
し
た
く
な
い
気
持
ち
は
共
通
で
あ
り
抵
抗
は

な
か
っ
た
。
屋
久
島
で
は
観
光
客
が
ウ
ィ
ル
ス

を
持
ち
込
む
と
自
分
た
ち
が
矢
面
に
た
つ
と
い

う
危
機
感
か
ら
議
論
が
始
ま
っ
た
。
知
床
で
は

地
場
産
業
の
漁
業
に
対
す
る
配
慮
が
重
要
だ
と

考
え
た
。
と
い
う
よ
う
に
、
地
域
住
民
や
他
産

業
に
対
す
る
観
光
の
影
響
、
そ
の
中
で
の
観
光

の
立
ち
位
置
を
強
く
意
識
し
た
こ
と
が
語
ら
れ

ま
し
た
。

　
一
方
で
、
観
光
客
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
こ
と
で

地
域
社
会
の
雰
囲
気
が
変
わ
っ
た
。
観
光
は
土

産
や
農
産
物
な
ど
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

こ
と
を
多
く
の
人
が
感
じ
て
く
れ
た
。
こ
れ
に

よ
り
地
域
の
人
た
ち
と
連
携
し
や
す
く
な
っ
た

と
吉
井
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　
松
田
さ
ん
は
、
地
域
の
人
た
ち
と
う
ま
く
や

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
観
光
を
持
続
で
き
な
い
。

仕
事
だ
け
で
な
く
日
頃
の
生
活
の
中
で
も
周
り

の
人
た
ち
に
助
け
て
も
ら
っ
て
い
る
、
と
話
は

続
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
地
域
に
送
客
す
る
立
場
の
松
崎
さ

ん
は
、
住
民
と
同
じ
危
機
感
を
持
っ
て
い
た
の

で
自
粛
要
請
が
出
た
時
は
完
璧
に
抑
え
よ
う
と

考
え
、
「
行
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。」
と
ツ
ア
ー

客
に
連
絡
し
続
け
た
と
言
い
ま
す
。
自
分
の
仕

事
は
島
と
訪
問
客
を
つ
な
ぐ
通
訳
で
あ
り
、
島

民
が
い
ず
れ
訪
れ
る
観
光
客
に
慣
れ
る
状
況
を

み
な
が
ら
、
市
場
側
と
の
意
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
を

調
整
す
る
の
が
役
割
だ
。
お
客
さ
ん
を
ど
ん
ど

ん
送
る
と
い
う
考
え
は
捨
て
、
地
域
を
気
に
入

っ
た
お
客
さ
ん
に
何
回
も
き
て
も
ら
う
。
旅
行

よ
り
滞
在
、
自
分
の
新
し
い
故
郷
を
作
る
よ
う

に
し
て
い
く
、
現
場
か
ら
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て

い
き
、
最
後
に
大
き
な
流
れ
に
な
る
と
良
い
と

語
り
ま
す
。

　
松
本
さ
ん
も
、
観
光
自
体
の
考
え
方
が
変
わ

っ
て
い
く
。
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
お
金
を
落

と
し
て
く
れ
れ
ば
良
い
と
い
う
時
代
は
終
わ
り
、

自
分
の
故
郷
の
よ
う
に
思
い
、
そ
こ
に
住
ん
で

し
ま
お
う
と
い
う
、
つ
な
が
り
を
観
光
と
し
て

位
置
づ
け
て
い
く
べ
き
だ
と
言
い
ま
す
。

　
観
光
は
地
域
経
済
に
貢
献
す
る
だ
け
で
な
く
、

来
訪
者
の
い
る
風
景
が
地
域
の
日
常
に
根
付
い

て
き
た
中
で
、
観
光
客
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
の
関
係
は
よ
り
親
密
に
な
っ
て
い
く
。
観
光

事
業
者
に
は
、
そ
の
結
び
目
を
つ
く
る
役
割
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　
持
続
可
能
な
観
光
と
は
誰
も
が
賛
同
す
る
概

念
で
す
が
、
具
体
的
な
在
り
様
を
め
ぐ
る
議
論

は
少
な
い
と
感
じ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、

今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
は
、
あ
ら
た
め
て
観
光
の
意

義
を
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
吉
井
さ
ん
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
で
き
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
が
、
行
っ
て
直
接
人
と
会
う
の
と

は
全
然
違
う
。
観
光
と
は
人
に
来
て
い
た
だ
く

こ
と
、
人
と
向
き
合
う
こ
と
だ
と
言
い
ま
す
。

寺
山
さ
ん
は
、
移
動
と
交
流
が
観
光
の
本
質
で

あ
る
。
感
染
症
は
マ
イ
ナ
ス
要
因
で
し
か
な
く
、

こ
の
地
に
観
光
が
必
要
だ
と
言
え
る
か
ど
う
か
、

観
光
を
や
る
べ
き
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
観

光
と
関
わ
り
の
な
い
町
の
人
た
ち
に
も
「
観
光

は
重
要
な
産
業
だ
。」
と
言
い
切
れ
る
強
さ
を

持
つ
べ
き
だ
と
肝
に
銘
じ
た
と
語
り
ま
す
。

　
そ
の
他
の
見
解
も
含
め
て
特
集
全
体
を
総
括

す
る
と
、「
持
続
可
能
な
観
光
の
本
質
と
は
、観

光
は
そ
こ
で
の
暮
ら
し
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
と
し
て
地
域
の
中
で
広
く
認
め
ら
れ
る
こ

と
」
だ
と
整
理
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
た
め
に
は
、
訪
問
客
と
観
光
事
業
者

と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
信
頼
関
係
を
醸
成

し
、
保
ち
続
け
る
こ
と
が
重
要
な
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　
松
本
さ
ん
は
、
自
然
は
試
練
を
与
え
て
く
れ

た
。
自
然
を
見
て
い
る
人
な
ら
下
手
に
抗
っ
て

も
太
刀
打
ち
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
腹
を

括
る
し
か
な
い
。
次
は
転
換
。
観
光
を
こ
う
い

う
風
に
変
え
て
い
く
と
い
う
覚
悟
を
決
め
て
新

た
に
作
り
出
す
。
こ
れ
が
復
興
で
あ
る
、
と
決

意
を
話
し
ま
し
た
。
そ
の
過
程
に
コ
ロ
ナ
禍
の

現
場
に
学
ん
だ
持
続
可
能
な
観
光
が
強
く
意
識

さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

現
場
に
学
ぶ

「
持
続
可
能
な
観
光
の
本
質
」

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
理
事
・
観
光
地
域
研
究
部
長 
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竜
雄
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連
携
し
て
地
域
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
、
山
の

登
り
方
や
自
然
と
の
付
き
合
い
方
を
変
え
て
や

る
と
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

　
こ
の
座
談
会
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
管
理
の
議
論

に
時
間
が
割
か
れ
ま
し
た
が
、
知
床
観
光
の
課

題
で
あ
る
ヒ
グ
マ
対
策
を
と
り
あ
げ
、
自
然
の

中
で
は
リ
ス
ク
ゼ
ロ
に
は
で
き
な
い
こ
と
、
管

理
活
動
と
は
リ
ス
ク
情
報
の
把
握
と
情
報
公
開
、

そ
の
上
で
選
択
肢
を
提
示
す
る
こ
と
。
ク
マ
は

い
な
く
な
ら
な
い
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
そ
う

だ
と
す
る
と
、
こ
こ
に
学
ぶ
こ
と
が
あ
る
と
議

論
は
進
み
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
愛
甲
さ
ん

は
、
一
連
の
管
理
活
動
の
責
任
者
が
不
明
瞭
な

こ
と
が
観
光
地
管
理
の
問
題
だ
と
指
摘
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
今
起
き
て
い
る
こ
と
、
学
ん
だ

こ
と
の
記
録
と
検
証
の
重
要
性
に
ふ
れ
、
総
括

し
ま
し
た
。

　　
特
集
２
は
D
M
O
の
キ
ー
マ
ン
と
し
て
現
場

対
応
に
あ
た
る
井
口
智
裕
さ
ん
（
雪
国
観
光

圏
）、
清
永
治
慶
さ
ん
（
佐
渡
観
光
交
流
機
構
）、

山
田
一
誠
さ
ん
（
沖
縄
市
観
光
物
産
振
興
協

会
）
と
、
当
財
団
観
光
政
策
研
究
部
長
の
山
田

雄
一
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
・
セ
ミ
ナ
ー
（
ウ
ェ

ビ
ナ
ー
）
で
す
。

　
井
口
さ
ん
は
旅
館
の
経
営
者
と
し
て
の
立
場

か
ら
、
コ
ロ
ナ
対
策
は
旅
館
に
と
っ
て
コ
ス
ト

な
の
で
、
こ
れ
以
上
し
な
く
て
良
い
と
い
う
線

を
業
界
で
引
く
べ
き
で
あ
り
、
や
り
過
ぎ
な
い

こ
と
も
重
要
な
テ
ー
マ
だ
と
話
し
ま
す
。
一
方

で
、
こ
れ
ま
で
「
非
日
常
」
だ
っ
た
国
内
旅
行

は
「
異
日
常
」
と
な
り
、
地
域
の
生
活
文
化
の

体
験
、
ふ
れ
合
い
、
学
び
の
旅
と
な
る
。
コ
ロ

ナ
禍
は
方
向
変
革
の
好
機
だ
と
語
り
ま
し
た
。

　
清
永
さ
ん
は
、
地
元
で
リ
ス
ペ
ク
ト
さ
れ
る

こ
と
が
D
M
O
に
は
重
要
で
あ
り
、
と
に
か
く

寄
り
添
う
こ
と
が
大
切
だ
と
言
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
事
業
者
に
対
す
る
ヘ
イ
ト
が
発
生

し
、
次
に
起
こ
り
う
る
観
光
客
に
対
す
る
ヘ
イ

ト
を
懸
念
。
事
業
者
向
け
で
は
な
く
「
市
民
の

皆
様
へ
」
と
書
い
た
コ
ロ
ナ
対
策
の
簡
易
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
沖
縄
の
山
田
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
観
光
の
火
を
消
さ
な
い
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
ア
イ
デ
ア
を
駆
使
し
て
発
案
し
た
事
業
を
披

露
し
ま
し
た
。
観
光
協
会
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
地

域
の
人
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
だ
が
、
ま
ず
は
観

光
協
会
の
職
員
が
幸
せ
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う

語
り
が
印
象
に
残
り
ま
す
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
の
当
財
団
の
山
田
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
リ
ス
ク
対
応
に
は
唯
一
の
正
解
は

な
い
の
で
早
め
の
危
機
認
識
と
行
動
が
重
要
だ

と
言
い
、
日
本
版
D
M
O
の
機
能
や
役
割
の
見

直
し
を
課
題
に
挙
げ
ま
し
た
。

　
D
M
O
に
は
足
元
を
み
つ
め
る
こ
と
、
行
動

す
る
こ
と
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
変
わ
り
目
を
見
通

す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
、
具
体
の

事
例
と
と
も
に
議
論
さ
れ
た
場
と
な
り
ま
し
た
。

　　
特
集
３
は
、
当
財
団
が
事
務
局
を
担
当
す
る

温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
の
構
成
員
の
中
か
ら

次
代
を
担
う
若
手
ら
に
参
画
い
た
だ
き
、
コ
ロ

ナ
禍
を
め
ぐ
る
各
温
泉
地
、
旅
館
経
営
の
現
状

と
課
題
を
概
観
す
る
も
の
で
す
。

　
有
馬
温
泉
の
當
谷
逸
郎
さ
ん
は
、
温
泉
地
と

し
て
は
3
月
5
割
減
、
4
月
9
割
以
上
の
減
、

6
月
中
旬
以
降
は
少
し
ず
つ
戻
り
始
め
、
7
月

に
は
予
約
が
か
な
り
入
り
始
め
た
状
況
を
解
説

し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
対
応
と
し
て
キ
ッ
チ
ン
カ

ー
を
飲
食
店
に
解
放
し
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
販
売
を

始
め
た
と
こ
ろ
町
内
の
利
用
が
多
か
っ
た
と
振

り
返
り
、
地
元
利
用
者
と
の
つ
な
が
り
に
注
目

し
た
よ
う
で
す
。

　
黒
川
温
泉
の
武
田
亮
介
さ
ん
は
、
湯
め
ぐ
り

用
の
入
湯
手
形
の
利
用
は
4
月
中
旬
か
ら
5
月

末
ま
で
中
止
し
、
6
月
か
ら
再
開
し
た
も
の
の
、

旅
館
の
足
並
み
が
揃
わ
な
い
。
8
月
の
完
全
復

活
を
目
指
す
が
、
そ
の
前
の
7
月
か
ら
始
ま
る

県
民
向
け
の
「
観
光
商
品
券
」
の
効
果
に
期
待

を
示
し
ま
す
。

　
進
行
を
担
当
し
た
当
財
団
の
福
永
香
織
は
、

コ
ロ
ナ
を
経
験
し
た
か
ら
こ
そ
人
と
会
う
こ
と

や
旅
行
に
行
く
こ
と
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て

実
感
し
て
い
る
消
費
者
は
多
い
と
語
り
、
宿
と

し
て
変
え
る
べ
き
こ
と
、
変
え
て
は
い
け
な
い

こ
と
を
引
き
出
そ
う
と
し
ま
し
た
。

　
由
布
院
温
泉
の
冨
永
希
一
さ
ん
は
、
今
ま
で

は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
増
え
す
ぎ
て
少
し
異
常
だ

っ
た
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
あ
て
こ
ん
で
外
資
が

入
り
込
み
、
町
の
風
景
、
風
情
や
風
土
、
風
習

ま
で
変
わ
っ
た
。
も
う
一
度
原
点
に
戻
る
と
き

だ
と
話
し
ま
し
た
。

　
鳥
羽
温
泉
の
吉
川
好
信
さ
ん
も
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
が
鍵
を
握
る
と
し
、
復
活
ま
で
の
間
は
常
時

満
室
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
そ
れ
と
は
異
な

る
損
益
分
岐
点
の
発
見
と
運
営
が
重
要
だ
。
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
Z
O
O
M
に
よ
る
企
業
説

明
会
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
全
国
を
対

象
と
し
た
リ
ク
ル
ー
ト
活
動
が
で
き
た
と
言
い

ま
す
。

　
草
津
温
泉
の
田
村
公
佑
さ
ん
は
、
草
津
の
湯

治
場
と
し
て
の
役
割
は
変
わ
る
こ
と
が
な
い
だ

ろ
う
。
全
体
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
大
事
だ
が
、

宿
ご
と
に
ポ
リ
シ
ー
と
責
任
の
あ
る
対
応
が
必

要
で
あ
り
、
い
ず
れ
お
客
様
の
感
覚
も
戻
る
だ

ろ
う
と
見
通
し
ま
し
た
。

　
阿
寒
湖
温
泉
の
大
西
希
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍

を
き
っ
か
け
に
社
会
を
変
え
る
サ
ー
ビ
ス
が
で

て
く
る
。
一
方
で
、
コ
ロ
ナ
を
機
に
変
わ
る
の

で
は
な
く
、
進
む
べ
き
方
向
に
人
間
の
価
値
観

の
進
展
に
伴
う
こ
と
が
多
い
と
し
、
働
き
方
や

日
常
生
活
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
例
に
挙
げ
ま
し

た
。

　
道
後
温
泉
の
奥
村
敏
仁
さ
ん
は
、
い
ず
れ
ワ

ク
チ
ン
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
投
資
せ
ず
に

元
に
戻
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
考
え
た
い
。

全
て
の
リ
ス
ク
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
と
、
逆

に
危
機
対
応
力
が
落
ち
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
見
解
を
示
し
ま
し
た
。

　
経
営
者
な
ら
で
は
の
現
実
的
で
落
ち
着
い
た

議
論
が
交
わ
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
特
集
４
は
、
観
光
事
業
者
ら
と
の
協
働
に
汗

を
か
く
現
場
型
研
究
者
の
奮
闘
に
着
目
し
た
も

の
で
す
。

　
札
幌
国
際
大
学
の
藤
崎
達
也
さ
ん
は
、
プ
ロ

の
自
然
ガ
イ
ド
と
し
て
の
経
歴
を
も
ち
、
事
業

経
営
者
の
視
点
を
重
視
す
る
研
究
者
・
教
員
で

す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
実
態
調
査
と
い
う
手

法
を
用
い
て
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド
事
業
の
内
実

を
分
析
し
、
北
海
道
観
光
に
お
け
る
彼
ら
の
意

義
と
、
サ
ポ
ー
ト
の
重
要
性
を
示
し
ま
し
た
。

特
集
５
の
中
で
も
ガ
イ
ド
産
業
の
社
会
的
な
認

知
が
課
題
と
し
て
議
論
に
な
り
ま
し
た
が
、
ア

ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド
事
業
の
再
定
義
と
関
連
制
度

の
整
理
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ガ
イ
ド
の
先
達

　
本
誌
の
企
画
に
着
手
し
た
４
月
下
旬
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
全
国
的
な
ま
ん

延
を
防
ぐ
た
め
に
、
不
要
不
急
の
外
出
や
都
道

府
県
を
ま
た
い
で
の
移
動
は
避
け
る
よ
う
言
わ

れ
て
い
た
頃
で
し
た
。
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
が
叫
ば

れ
る
厳
し
い
状
況
の
も
と
、（
望
ま
し
い
）
観
光

振
興
の
旗
を
振
ろ
う
と
す
る
『
観
光
文
化
』
は

何
を
な
す
べ
き
か
、
は
た
し
て
何
が
で
き
る
の

か
。

　
大
型
連
休
が
あ
け
た
頃
か
ら
観
光
を
何
と
か

し
よ
う
と
い
う
気
運
が
少
し
ず
つ
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
一
時
は
発
行
中
止
も
頭
を
よ
ぎ
っ

た
本
誌
の
準
備
を
再
開
。
厳
し
い
時
間
の
な
か

で
考
え
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
を
議
論
す
る
場

に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
記
録
を
残
す
役
割
も

重
要
、
現
場
で
奮
闘
す
る
人
た
ち
と
話
が
し
た

い
と
い
う
方
向
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
強
く
意
識
し
た
の
は「
現
場
」。
現
場
の
声

か
ら
持
続
可
能
な
観
光
の
探
究
を
試
み
た
い
と

考
え
ま
し
た
。

　
さ
て
、
こ
こ
ま
で
通
読
い
た
だ
い
た
方
に
と

っ
て
以
降
は
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
印
象

に
残
っ
た
発
言
を
簡
単
に
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

　
特
集
１
の
座
談
会
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を

北
海
道
大
学
の
愛
甲
哲
也
さ
ん
に
お
願
い
し
ま

し
た
。
索
道
を
中
心
と
し
た
観
光
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
事
業
を
経
営
す
る
り
ん
ゆ
う
観
光
の
植

田
拓
史
さ
ん
、
登
山
道
整
備
・
資
源
管
理
の
実

践
者
で
あ
る
岡
崎
哲
三
さ
ん
、
知
床
で
新
た
に

設
立
し
た
D
M
O
で
ブ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
も

取
り
組
む
寺
山
元
さ
ん
と
と
も
に
、
北
海
道
の

自
然
観
光
地
の
実
情
を
議
論
す
る
場
に
な
り
ま

し
た
。

　
寺
山
さ
ん
は
、
知
床
と
い
う
町
に
お
け
る
観

光
の
位
置
づ
け
と
役
割
を
住
民
意
識
の
視
点
か

ら
気
に
か
け
ま
す
。
当
初
は
「
観
光
は
こ
の
土

地
に
必
要
な
い
」
と
い
う
風
向
き
に
な
り
、
観

光
の
意
義
が
根
底
か
ら
揺
ら
ぐ
こ
と
を
懸
念
し

た
。
と
こ
ろ
が
漁
師
や
町
民
ら
の
間
で
「
寂
し

い
ね
。
来
て
も
ら
い
た
い
ね
。」
と
い
う
雰
囲

気
に
な
り
、
旅
館
や
ホ
テ
ル
が
再
オ
ー
プ
ン
し

た
と
き
に
み
ん
な
の
表
情
が
明
る
く
な
っ
た
と

振
り
返
り
ま
し
た
。

　
植
田
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
営
業
は
「
心

の
部
分
」
に
左
右
さ
れ
た
と
言
い
ま
す
。
今
後

ア
ウ
ト
ド
ア
の
楽
し
み
は
価
値
が
あ
が
り
ニ
ー

ズ
も
高
ま
る
の
で
、
少
人
数
で
高
額
と
な
る
仕

掛
け
や
場
所
づ
く
り
が
必
要
だ
と
見
通
し
ま
す
。

一
方
で
、
一
般
的
な
観
光
サ
ー
ビ
ス
施
設
に
対

す
る
考
え
方
を
山
の
世
界
に
そ
の
ま
ま
持
ち
込

む
こ
と
に
懸
念
を
示
し
、
管
理
水
準
の
強
化
を

訴
え
ま
す
。
野
外
活
動
に
お
け
る
諸
判
断
の
経

験
が
コ
ロ
ナ
時
代
を
生
き
る
ヒ
ン
ト
に
な
る
と

い
う
言
葉
が
印
象
的
で
す
。

　
岡
崎
さ
ん
も
山
岳
観
光
で
は
管
理
者
不
在
に

よ
る
弊
害
は
起
き
う
る
の
で
、
営
業
は
自
粛
し

て
も
管
理
は
自
粛
す
べ
き
で
な
い
と
言
い
切
り

ま
す
。
ま
た
、
責
任
を
人
に
転
嫁
せ
ず
、
こ
れ

が
正
し
い
と
思
っ
て
進
ん
で
い
け
る
人
た
ち
と

者
が
た
ど
っ
て
き
た
歩
み
こ
そ
自
立
的
な
観
光

ま
ち
づ
く
り
の
モ
デ
ル
で
あ
る
と
い
う
見
解
に
、

私
も
賛
同
し
ま
す
。

　
東
海
大
学
の
小
林
寛
子
さ
ん
ら
の
コ
ロ
ナ
禍

で
の
活
動
ポ
リ
シ
ー
は
、
熊
本
地
震
の
経
験
に

も
と
づ
い
た
「
過
剰
に
希
望
的
で
も
悲
観
的
で

も
な
い
現
実
的
な
見
通
し
が
事
業
者
に
は
必

要
」
で
す
。
本
論
に
あ
る
よ
う
に
、
私
の
知
る

限
り
で
も
我
が
国
で
最
も
早
く
実
施
・
公
表
さ

れ
た
一
般
生
活
者
を
対
象
と
し
た
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
観
光
意
識
調
査
を
皮
切
り
に
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
第
２
回
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

と
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
続
け
、
地
元
の
関
係
者
ら

と
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
対
応
策
を
め
ぐ
る
議
論
を

深
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
上
で
、
新
し
い
観
光

は
足
元
か
ら
始
ま
る
。
地
域
の
人
の
暮
ら
し
が

安
心
安
全
で
豊
か
で
あ
る
こ
と
が
地
域
の
宝
を

守
り
、
次
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
に
繋
が
る
。

今
だ
か
ら
こ
そ
地
域
が
望
む
地
域
ら
し
い
観
光

の
あ
り
方
を
考
え
る
と
き
だ
と
訴
え
ま
す
。

　
こ
の
二
つ
の
事
例
は
、
観
光
領
域
で
活
動
す

る
研
究
者
に
求
め
た
い
地
域
に
根
差
し
た
実
践

的
な
取
り
組
み
を
具
体
的
に
示
し
た
も
の
だ
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
特
集
５
で
は
、
日
本
を
代
表
す
る
自
然
資
源

を
誘
客
の
源
泉
と
す
る
観
光
地
の
実
情
を
も
と

に
し
て
、
持
続
可
能
な
観
光
の
探
究
を
試
み
ま

し
た
。
『
観
光
文
化
2
2
4
号
』
で
も
議
論
し

た
、
自
然
ガ
イ
ド
業
を
営
む
松
田
光
輝
さ
ん

（
知
床
）
、
吉
井
信
秋
さ
ん
（
小
笠
原
）
、
松

本
毅
さ
ん
（
屋
久
島
）
に
、
今
回
は
小
笠
原
専

門
の
旅
行
会
社
を
経
営
す
る
松
崎
哲
哉
さ
ん
が

加
わ
り
ま
し
た
。

　
小
笠
原
で
は
行
政
と
ほ
ぼ
同
時
に
観
光
協
会

も
来
島
自
粛
の
要
請
を
出
し
ま
し
た
。
観
光
事

業
者
も
島
民
の
一
人
と
し
て
コ
ロ
ナ
感
染
者
を

だ
し
た
く
な
い
気
持
ち
は
共
通
で
あ
り
抵
抗
は

な
か
っ
た
。
屋
久
島
で
は
観
光
客
が
ウ
ィ
ル
ス

を
持
ち
込
む
と
自
分
た
ち
が
矢
面
に
た
つ
と
い

う
危
機
感
か
ら
議
論
が
始
ま
っ
た
。
知
床
で
は

地
場
産
業
の
漁
業
に
対
す
る
配
慮
が
重
要
だ
と

考
え
た
。
と
い
う
よ
う
に
、
地
域
住
民
や
他
産

業
に
対
す
る
観
光
の
影
響
、
そ
の
中
で
の
観
光

の
立
ち
位
置
を
強
く
意
識
し
た
こ
と
が
語
ら
れ

ま
し
た
。

　
一
方
で
、
観
光
客
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
こ
と
で

地
域
社
会
の
雰
囲
気
が
変
わ
っ
た
。
観
光
は
土

産
や
農
産
物
な
ど
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

こ
と
を
多
く
の
人
が
感
じ
て
く
れ
た
。
こ
れ
に

よ
り
地
域
の
人
た
ち
と
連
携
し
や
す
く
な
っ
た

と
吉
井
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　
松
田
さ
ん
は
、
地
域
の
人
た
ち
と
う
ま
く
や

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
観
光
を
持
続
で
き
な
い
。

仕
事
だ
け
で
な
く
日
頃
の
生
活
の
中
で
も
周
り

の
人
た
ち
に
助
け
て
も
ら
っ
て
い
る
、
と
話
は

続
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
地
域
に
送
客
す
る
立
場
の
松
崎
さ

ん
は
、
住
民
と
同
じ
危
機
感
を
持
っ
て
い
た
の

で
自
粛
要
請
が
出
た
時
は
完
璧
に
抑
え
よ
う
と

考
え
、
「
行
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。」
と
ツ
ア
ー

客
に
連
絡
し
続
け
た
と
言
い
ま
す
。
自
分
の
仕

事
は
島
と
訪
問
客
を
つ
な
ぐ
通
訳
で
あ
り
、
島

民
が
い
ず
れ
訪
れ
る
観
光
客
に
慣
れ
る
状
況
を

み
な
が
ら
、
市
場
側
と
の
意
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
を

調
整
す
る
の
が
役
割
だ
。
お
客
さ
ん
を
ど
ん
ど

ん
送
る
と
い
う
考
え
は
捨
て
、
地
域
を
気
に
入

っ
た
お
客
さ
ん
に
何
回
も
き
て
も
ら
う
。
旅
行

よ
り
滞
在
、
自
分
の
新
し
い
故
郷
を
作
る
よ
う

に
し
て
い
く
、
現
場
か
ら
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て

い
き
、
最
後
に
大
き
な
流
れ
に
な
る
と
良
い
と

語
り
ま
す
。

　
松
本
さ
ん
も
、
観
光
自
体
の
考
え
方
が
変
わ

っ
て
い
く
。
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
お
金
を
落

と
し
て
く
れ
れ
ば
良
い
と
い
う
時
代
は
終
わ
り
、

自
分
の
故
郷
の
よ
う
に
思
い
、
そ
こ
に
住
ん
で

し
ま
お
う
と
い
う
、
つ
な
が
り
を
観
光
と
し
て

位
置
づ
け
て
い
く
べ
き
だ
と
言
い
ま
す
。

　
観
光
は
地
域
経
済
に
貢
献
す
る
だ
け
で
な
く
、

来
訪
者
の
い
る
風
景
が
地
域
の
日
常
に
根
付
い

て
き
た
中
で
、
観
光
客
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
の
関
係
は
よ
り
親
密
に
な
っ
て
い
く
。
観
光

事
業
者
に
は
、
そ
の
結
び
目
を
つ
く
る
役
割
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　
持
続
可
能
な
観
光
と
は
誰
も
が
賛
同
す
る
概

念
で
す
が
、
具
体
的
な
在
り
様
を
め
ぐ
る
議
論

は
少
な
い
と
感
じ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、

今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
は
、
あ
ら
た
め
て
観
光
の
意

義
を
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
吉
井
さ
ん
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
で
き
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
が
、
行
っ
て
直
接
人
と
会
う
の
と

は
全
然
違
う
。
観
光
と
は
人
に
来
て
い
た
だ
く

こ
と
、
人
と
向
き
合
う
こ
と
だ
と
言
い
ま
す
。

寺
山
さ
ん
は
、
移
動
と
交
流
が
観
光
の
本
質
で

あ
る
。
感
染
症
は
マ
イ
ナ
ス
要
因
で
し
か
な
く
、

こ
の
地
に
観
光
が
必
要
だ
と
言
え
る
か
ど
う
か
、

観
光
を
や
る
べ
き
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
観

光
と
関
わ
り
の
な
い
町
の
人
た
ち
に
も
「
観
光

は
重
要
な
産
業
だ
。」
と
言
い
切
れ
る
強
さ
を

持
つ
べ
き
だ
と
肝
に
銘
じ
た
と
語
り
ま
す
。

　
そ
の
他
の
見
解
も
含
め
て
特
集
全
体
を
総
括

す
る
と
、「
持
続
可
能
な
観
光
の
本
質
と
は
、観

光
は
そ
こ
で
の
暮
ら
し
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
と
し
て
地
域
の
中
で
広
く
認
め
ら
れ
る
こ

と
」
だ
と
整
理
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
た
め
に
は
、
訪
問
客
と
観
光
事
業
者

と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
信
頼
関
係
を
醸
成

し
、
保
ち
続
け
る
こ
と
が
重
要
な
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　
松
本
さ
ん
は
、
自
然
は
試
練
を
与
え
て
く
れ

た
。
自
然
を
見
て
い
る
人
な
ら
下
手
に
抗
っ
て

も
太
刀
打
ち
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
腹
を

括
る
し
か
な
い
。
次
は
転
換
。
観
光
を
こ
う
い

う
風
に
変
え
て
い
く
と
い
う
覚
悟
を
決
め
て
新

た
に
作
り
出
す
。
こ
れ
が
復
興
で
あ
る
、
と
決

意
を
話
し
ま
し
た
。
そ
の
過
程
に
コ
ロ
ナ
禍
の

現
場
に
学
ん
だ
持
続
可
能
な
観
光
が
強
く
意
識

さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

現場に学ぶ「持続可能な観光の本質」視座
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図 1 アメリカの州郡における各フェーズの対策や制限等

図 2 インディアナ州における各ステージで認められる活動（観光関連抜粋）

図 3 オーストラリア連邦政府の業種別緩和ステップ（観光関連抜粋）

出典）アメリカ連邦政府「OPENING UP AMERICA AGAIN」より作成（※翻訳は執筆メンバーによる）

出典）インディアナ州政府「BACK ON TRACK INDIANA」より作成（翻訳は執筆メンバーによる）

出典）オーストラリア連邦政府「3 STEP FRAMEWORK FOR A COVIDSAFE AUSTRALIA」より作成（翻訳は執筆メンバーによる）

フェーズ①
（再開基準を満たした州郡）

フェーズ②
（リバウンドがない州郡）

フェーズ③
（リバウンドがない州郡）

ステップ① ステップ② ステップ③

個人

事業者

飲食

レジャー
 （映画館等）

宿泊

国内旅行

特定の
事業者

Stage 1

○引き続き衛生管理を心掛ける（手洗い・アルコール消毒、顔を触らない、咳エチケット、清掃、マスク）
○体調が悪いときは外出せず、医療機関の指示に従うこと

○行政の基準に従い各種ルールを作ること
　（ソーシャルディスタンス、体温チェック、接触管理、衛生管理、人がよく触るところの消毒、出張）

○ウイルスに脆弱な人（及びその
　家族）は家にとどまること
○公共の場での物理的距離確保
　の徹底
○適切な管理ができない10人以
　上の集まりを避ける
○不急の旅行は控える（また旅行
　後の自粛）

○一度に10人まで
○平均的な密度は4㎡に1人まで
○フードコートは営業不可

○ウイルスに脆弱な人（及びその
　家族）は家にとどまること
○公共の場での物理的距離確保
　の徹底
○適切な管理ができない50人以
　上の集まりを避ける
○旅行再開可

○ウイルスに脆弱な人は、物理的
　距離を確保しながら、外に出て
　もよい。
○低リスクの人々も、混んでいる
　環境で過ごす時間を減らすこ
　とを検討する。

○テレワーク（又は段階的に職場
　に復帰）
○共有空間閉鎖（又はソーシャル
　ディスタンス徹底）
○不急の出張を控える（また出張
　後の自粛）
○ウイルスに脆弱な人への特別
　な宿泊施設を提供

○できるだけテレワーク
○共有空間閉鎖（またはソーシャ

ルディスタンス徹底）
○出張を再開可
○ウイルスに脆弱な人への特別
　な宿泊施設を提供することを
　検討

○職場での業務を再開可

○学校等は閉鎖のまま
○病院や老人ホームへの訪問は
　禁止
○大規模な会場（映画館等）は、
　厳格な物理的接触を保つルー
　ルの下、営業可。
○ジムは、厳格な物理的接触を
　保つルールと衛生管理の下、
　営業可。
○バーは閉鎖のまま

○10人以下の集会
○一部の製造業、必須
　業務
○小売、飲食はピックア

ップ or デリバリーの
み

○観光関連施設はクロ
ーズ、州立公園はオ
ープン（ソーシャルデ
ィスタンスのもとで
可）

Stage 2

○25人以下の集会
○製造業は一定の規制
　のもとで可
○小売は50%の収容
　客数で可。※フードコ
　ート等は25%以下。
○（Stage2で1週間経
　過し問題がない場合）
　理美容室が予約のみ
　可、レストラン・バー
　が50%の収容客数で
　可
○観光関連施設はクロ
　ーズ、州立公園はオ
　ープン（ソーシャルデ
　ィスタンスのもとで可）
○ゴルフコースオープン
○ドライブインシアター
　は可

Stage 3

○100人以下の集会
○製造業は一定の規制
　のもとで可
○小売は75%の収容
　客数で可。※フードコ
　ート等は25%以下。
○理美容室は予約のみ
　可、レストランは50%
　の収容客数で可
○観光関連施設はクロ
　ーズ、州立公園はオ
　ープン（ソーシャルディ
　スタンスのもとで可）
○ゴルフコースオープン
○ドライブインシアター
　は可、映画館は50%
　の収容客数で可

Stage 4

○250人以下の集会
○製造業、小売はソー
　シャルディスタンスの
　もとで全面可
○理美容室は予約のみ
　可、レストランは75%
　の収容客数で可
○バー・クラブは50%
　の収容客数で可
○美術館・博物館等は    
　50%の収容客数で
　可
○その他ソーシャルデ
　ィスタンスの維持が
　可能な施設

Stage 5

○コンベンション、スポ
　ーツ、イベント、祭りの
　開催も可
○すべてのビジネスが
　ソーシャルディスタン
　スのもとで営業可

○学校等は再開可
○病院や老人ホームへの訪問は
　禁止
○大規模な会場（映画館等）は、
　緩やかな物理的接触を保つル
　ールの下、営業可。
○ジムは、厳格な物理的接触を
　保つルールと衛生管理の下、
　営業可。
○バーは座席を増やして（座らず
　に飲む空間を減らし）営業再開
　してもよい。

○病院や老人ホームへの訪問可
　だが、衛生に気をつけること。
○大規模な会場（映画館等）は、
　一定の物理的接触を保つルー
　ルの下、営業可。
○ジムは、標準的な衛生管理の
　下、営業可。
○バーは座らずに飲む空間を高
　めて、営業再開してもよい。

○一度に20人まで
○平均的な密度は4㎡に1人まで
○フードコートは営業不可

○一度に100人まで
○平均的な密度は4㎡に1人まで
○フードコートも営業可

○営業再開（宿泊のみ） ○営業再開（宿泊のみ）
○20人を限度に、集会も可

○営業再開（宿泊のみ）
○100人を限度に、集会も可

○州内旅行のみ可
○州ごとの方針を参照

○州内旅行のみ可
○州外への旅行について検討
○州ごとの方針を参照

○州外への旅行も可
○州ごとの方針を参照

○基本的に営業不可
○ただし、内部の飲食店は10人
　を限度に営業可

○映画館、コンサート、スタジアム、
　ギャラリー、美術館、動物園等
　は、20人を限度に営業可
○パブやクラブ、カジノは営業不
　可
○ただし、内部の飲食店は20人
　を限度に営業可

○ステップ②で営業可能な業種
　は一度に100人までなら営業
　可
○バー等は営業再開を検討可
○ただし、内部の飲食店は100
　人を限度に営業可

2
5
0
人
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
小

売
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、

ス
テ
ー
ジ
1
で
は
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や

デ
リ
バ
リ
ー
の
み
で
あ
る
が
、
ス
テ

ー
ジ
が
進
む
に
つ
れ
徐
々
に
収
容
客

数
の
割
合
が
高
ま
っ
て
い
る
（
詳
細

は
図
2
参
照
）
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
ア
メ
リ
カ

同
様
、
連
邦
政
府
の
方
針
と
し
て
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
緩
和
に
向
け
た
３
段

階
の
ス
テ
ッ
プ
が
示
さ
れ
て
お
り

（
ス
テ
ッ
プ
ご
と
の
間
隔
は
最
低
３

週
間
）
、
各
州
は
地
域
事
情
に
合
わ

せ
た
詳
細
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
連
邦
政
府

で
は
、
物
理
的
距
離
と
衛
生
に
気
を

つ
け
な
が
ら
一
部
の
活
動
を
再
開
さ

せ
る
こ
と
を
ス
テ
ッ
プ
1
と
し
、
自

宅
へ
の
客
は
5
人
ま
で
と
す
る
こ
と
、

自
宅
外
で
の
集
ま
り
は
10
人
ま
で
と

す
る
こ
と
、
国
民
は
買
物
や
レ
ス
ト

ラ
ン
・
カ
フ
ェ
へ
出
か
け
る
こ
と
、

州
内
で
の
旅
行
な
ど
が
再
開
可
能
と

し
て
い
る
。
次
に
、
物
理
的
な
距
離

と
衛
生
に
気
を
つ
け
な
が
ら
〝
大
半

の
〞
ビ
ジ
ネ
ス
を
再
開
さ
せ
る
こ
と

　
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観

光
政
策
研
究
部
で
は
、
当
財
団
の
独

自
財
源
を
活
用
し
た
研
究
（
自
主
研

究
）
「
こ
れ
か
ら
の
観
光
政
策
に
関

す
る
研
究
」
の
一
環
と
し
て
、
主
に

2
0
2
0
年
4
〜
5
月
に
公
表
さ
れ

て
い
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
（C

O
V
ID

-19

）
拡
大
に
伴
う
、

諸
外
国
・
地
域
で
の
各
種
制
限
の
緩

和
方
針
（
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
、
宿
泊

施
設
や
会
議
・
イ
ベ
ン
ト
（M

IC
E

）

分
野
で
のC

O
V
ID

-1
9

拡
大
防
止
へ

の
各
種
対
策
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）
に
つ
い
て
、
調
査
及
び
整
理
を

行
っ
た
。

　
本
調
査
に
着
手
し
た
の
は
5
月
の

G
・
W
明
け
で
、
当
時
、
日
本
の
緊

急
事
態
宣
言
は
5
月
31
日
ま
で
延
長

す
る
こ
と
が
正
式
決
定
さ
れ
て
い
た

も
の
の
、
新
規
感
染
者
数
は
減
少
し

て
き
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
の
状
況
が

続
け
ば
、
予
定
通
り
5
月
末
ま
で
に

は
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
る
だ

ろ
う
と
い
う
雰
囲
気
は
あ
っ
た
。
一

方
で
、
解
除
後
す
ぐ
に
コ
ロ
ナ
以
前

の
生
活
に
戻
す
こ
と
は
困
難
で
、
何

ら
か
の
対
応
を
検
討
し
実
施
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
雰
囲

気
も
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
日
本
の
各
地
域
や
業

界
・
事
業
者
等
が
、
今
後
のC

O
V
ID

-

1
9

拡
大
防
止
の
た
め
の
方
針
や
対

策
を
検
討
す
る
際
の
一
助
と
な
る
よ

う
、
当
時
す
で
に
諸
外
国
で
整
理
・

公
表
さ
れ
始
め
て
い
た
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
調
査
・
整
理

し
、
当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公

表
し
た
（
5
月
14
日
に
初
版
を
公
表
。

5
月
21
日
に
情
報
を
追
加
し
た
更
新

版
を
公
表
）
。

　
本
稿
は
当
時
公
表
し
た
内
容
を
も

と
に
、
一
部
新
た
な
情
報
を
追
加
し

て
そ
の
概
要
を
整
理
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
た
め
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
は
基
本
的
に
は

調
査
時
点
で
の
状
況
で
あ
り
、
「
記

録
」
的
な
位
置
づ
け
の
も
の
と
な
る
。

C
O

V
ID

-1
9

の
状
況
は
今
な
お
流
動

的
で
あ
り
、
各
国
・
地
域
の
対
応
策

も
常
に
変
化
し
て
い
る
た
め
、
本
稿

の
内
容
を
活
用
す
る
際
に
は
、
必
要

に
応
じ
て
、
各
国
・
地
域
、
事
業
者

等
の
最
新
状
況
を
ご
確
認
い
た
だ
き

た
い
。

ア
メ
リ
カ

　
ア
メ
リ
カ
で
は
、
連
邦
政
府
の
方

針
と
し
て
、
公
衆
衛
生
の
専
門
家
の

助
言
に
基
づ
い
た
3
段
階
の
ア
プ
ロ

ー
チ
で
あ
る
〝O

P
E
N

IN
G

 
U

P
 

A
M

E
R

IC
A
 A

G
A
IN

〞
を
発
表
し

て
い
る
。
本
方
針
で
は
、
ア
メ
リ
カ

の
各
地
域
が
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
再

開
基
準
（G

ating C
riteria

）
を
設

定
し
フ
ェ
ー
ズ
の
移
行
を
検
討
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
再
開
基
準

は
①S

ym
ptom

s

（
過
去
2
週
間
に

お
け
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
コ
ロ

ナ
の
感
染
兆
候
が
見
ら
れ
る
数
の
下

降
傾
向
）
、
②C

ases

（
感
染
者
数

ま
た
は
テ
ス
ト
に
対
す
る
陽
性
率
の

下
降
傾
向
）
、
③H

o
sp

itals

（
医

療
危
機
に
陥
ら
ず
に
患
者
を
診
察
で

き
て
い
る
、
ま
た
、
感
染
リ
ス
ク
の

高
い
医
療
従
事
者
へ
の
検
査
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
る
）
と
さ
れ

て
い
る
。
個
人
、
事
業
者
、
特
定
の

事
業
者
そ
れ
ぞ
れ
の
各
段
階
で
の
対

策
や
制
限
等
は
図
1
の
通
り
で
あ
る
。

　
こ
の
連
邦
政
府
の
方
針
に
基
づ
き

州
に
よ
り
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
ワ
シ
ン
ト
ン
州
で
は
4
つ

の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
て
娯
楽
活
動
、

集
会
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
再
開
さ
せ
る
方

針
で
、
各
フ
ェ
ー
ズ
の
間
隔
は
最
低

3
週
間
と
し
て
い
る
。
各
フ
ェ
ー
ズ

で
の
対
策
は
娯
楽
活
動
を
例
に
と
る

と
、
フ
ェ
ー
ズ
1
で
は
同
行
者
を
家

族
限
定
と
し
て
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動

（
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
釣
り
、
ゴ
ル
フ
、

ボ
ー
ト
、
ハ
イ
キ
ン
グ
）
の
み
可
で

あ
る
が
、
フ
ェ
ー
ズ
2
で
は
、
5
人

以
内
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
キ

ャ
ン
プ
、
ビ
ー
チ
等
）
が
認
め
ら
れ

る
。
さ
ら
に
フ
ェ
ー
ズ
3
で
は
50
人

以
内
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
ス

ポ
ー
ツ
、
密
度
50
％
以
下
で
の
屋
内

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
無
観
客
で
の

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
が
許
可
さ
れ
、
フ
ェ

ー
ズ
4
で
全
て
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
許
可
さ
れ
る
、
と
い
う
方
針
と

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
で
は
、

5
つ
の
ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
経
済
活

動
を
再
開
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

各
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
次
の
ス
テ
ー

ジ
に
移
行
す
る
た
め
の
指
標
に
つ
い

て
は
、
①
州
全
体
でC

O
V
ID

-1
9

に

よ
る
患
者
数
が
14
日
間
連
続
で
減
少

し
て
い
る
か
、
②
ベ
ッ
ド
及
び
人
工

呼
吸
器
が
確
保
で
き
て
い
る
か
、
③

感
染
の
可
能
性
の
あ
る
全
て
の
住
民
、

な
ら
び
に
医
療
従
事
者
や
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
に
対
す
る
検
査

体
制
が
あ
る
か
、
④
感
染
経
路
の
追

跡
の
た
め
、
全
て
の
陽
性
患
者
と
コ

ン
タ
ク
ト
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
保
健

局
に
あ
る
か
の
4
つ
を
設
定
し
て
い

る
（
2
0
2
0
年
7
月
6
日
現
在
、

ス
テ
ー
ジ
4
・
5
が
設
置
・
運
用
さ

れ
て
い
る
）
。
各
フ
ェ
ー
ズ
で
認
め

ら
れ
る
活
動
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば

集
会
に
つ
い
て
は
ス
テ
ー
ジ
1
で
は

10
人
以
下
で
あ
る
が
、
ス
テ
ー
ジ
2

で
は
25
人
以
下
、
ス
テ
ー
ジ
3
で
は

1
0
0
人
以
下
、
ス
テ
ー
ジ
4
で
は

を
ス
テ
ッ
プ
2
と
し
、
自
宅
外
で
の

集
ま
り
を
20
人
ま
で
と
す
る
こ
と
、

ジ
ム
や
美
容
室
、
映
画
館
や
遊
園
地
、

州
外
へ
の
旅
行
（
一
部
）
な
ど
が
再

開
可
能
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ス
テ

ッ
プ
3
で
は
、
物
理
的
な
距
離
と
衛

生
に
気
を
つ
け
な
が
ら
〝
全
て
の
国

（G
B
A
C

）
の
ス
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
る
自
社
ホ
テ
ル
の
認
証
プ
ロ
セ

ス
を
開
始
と
そ
れ
ぞ
れ
に
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
大
手
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
の

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
びA

H
LA

、U
.S

. 

T
ravel 

A
sso

ciatio
n

の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
、
さ
ら
に
は
日
本
の
宿
泊
業

界
団
体
が
策
定
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）（
一
社
）
日
本
ホ
テ
ル
協
会
「
ホ

テ
ル
業
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」、（
一
社
）
日
本
旅
館
協
会

「
宿
泊
施
設
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」、

（
一
社
）
日
本
旅
行
業
協
会
「
旅
行

業
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
対
応
策
を

比
較
し
た
も
の
が
図
６
で
あ
る
。

　
ま
ず
タ
ビ
マ
エ
か
ら
到
着
ま
で
を

み
る
と
、H

ilton

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
、

デ
ジ
タ
ル
ル
ー
ム
キ
ー
機
能
を
す
で

に
提
供
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
範
囲

の
拡
大
を
挙
げ
て
い
る
ほ
か
、AH

LA

、

U
.S

. T
ravel A

ssociation

も
非
接

触
技
術
の
導
入
を
推
奨
し
て
い
る
。

一
方
で
、
日
本
は
現
状
を
鑑
み
て
か

新
技
術
の
導
入
な
ど
に
は
あ
ま
り
触

れ
て
い
な
い
。

　
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
に
つ
い
て
み
る
と
、

H
ilton

は
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
に
つ
い
て

独
自
の
具
体
策
を
複
数
提
示
し
て
お

り
、A

H
L
A

は
客
の
要
望
に
応
じ
た

清
掃
頻
度
の
変
更
や
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ

ン
グ
の
取
り
や
め
を
提
示
し
て
い
る
。

換
気
の
徹
底
は
大
手
ホ
テ
ル
グ
ル
ー

プ
や
ア
メ
リ
カ
の
業
界
団
体
で
は
指

摘
が
無
く
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
は

日
本
な
ら
で
は
の
記
述
で
あ
っ
た
。

　
飲
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
み
る
と
、

A
H

L
A

は
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
及
び
対
面
で

の
飲
食
提
供
に
つ
い
て
具
体
策
を
提

示
し
て
お
り
、
ル
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
接
触
し
な
い
方
法
で
の
提

供
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
日

本
旅
館
協
会
は
お
酌
や
盃
の
回
し
飲

み
の
控
え
要
請
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
旅
館
な
ら
で
は
の
表
記
で
あ

る
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
・
各
種
施

設
に
つ
い
て
み
る
と
、H

ilto
n

と

M
arriott

は
い
ず
れ
も
静
電
気
で
帯

電
し
た
消
毒
用
ミ
ス
ト
や
紫
外
線
に

よ
る
消
毒
な
ど
新
た
な
技
術
導
入
の

検
討
が
示
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

H
ilto

n

、M
arrio

tt

、A
H

L
A

、

U
.S

.T
ravel 

A
sso

ciatio
n

は
い

ず
れ
も
非
接
触
技
術
の
導
入
が
示
さ

れ
て
い
た
。
日
本
は
新
技
術
の
導
入

と
い
う
よ
り
も
清
掃
の
徹
底
等
の
記

述
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
大
浴
場
の

人
数
制
限
も
旅
館
な
ら
で
は
の
表
記

で
あ
る
。

　
体
制
・
従
業
員
対
応
に
み
る
と
、

H
yatt

で
は
2
0
2
0
年
９
月
ま
で

に
再
教
育
を
受
け
た
衛
生
管
理
者
を

最
低
１
名
、
各
ホ
テ
ル
に
配
置
予
定

と
し
て
お
り
、A

H
L

A

とU
.S

.

T
ravel 

A
sso

ciatio
n

は
、
従
業

員
対
応
な
ど
の
具
体
的
な
内
容
を
詳

し
く
解
説
し
て
い
た
。

U
F
I
に
よ
る
暫
定
指
針

　M
IC

E

の
E
（E

xh
ibition

：
展

示
会
・
見
本
市
）
分
野
の
国
際
機
関

で
あ
るT

he G
lobal A

ssociation 

o
f 

th
e 

E
xh

ib
itio

n
 
In

d
u
stry

（U
F
I

）は
、MIC

E

業
界
の
う
ち
展
示

会

や

企

業

間

で
の

取

引

（B
u
sin

ess 
to

 
B
u
sin

ess

：

B
 to

 B

）
の
商
談
会
に
つ
い
て
は
比

較
的
早
期
の
再
開
が
可
能
で
あ
る
と

し
、再
開
に
向
け
た
衛
生
管
理
基
準

等
を
示
し
た
暫
定
指
針〝 

G
lo

b
al 

fram
ew

o
rk 

fo
r 

reo
p
en

in
g 

exh
ib

itio
n
s an

d
 B

2
B

 trad
e 

even
ts p

o
st th

e em
ergen

ce 

fro
m

 
C
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（In
terim

 

gu
id

an
ce

）
〞
を
2
0
2
0
年
5

月
5
日
に
発
表
し
た
。

　U
FI

は
、
展
示
会
やB

 to B

商
談

会
が
再
開
可
能
な
理
由
と
し
て
、

「
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
の
目
的
が
明
確

で
あ
り
、
人
と
の
距
離
を
保
っ
た
ま

ま
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
」「
不
特
定
多
数
の
人
を
呼
び
込

む
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
い
」「
イ
ベ
ン
ト

前
後
の
参
加
者
の
行
動
を
あ
る
程
度

追
跡
で
き
る
」「
イ
ベ
ン
ト
中
の
参
加

者
の
導
線
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ

と
が
で
き
る
」「
日
程
を
分
散
す
る

こ
と
で
、
会
場
の
密
集
度
を
低
く
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
等
を
挙
げ
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
特
徴
は
コ

ン
サ
ー
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

は
全
く
異
な
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
特
徴

に
合
わ
せ
た
、
適
切
な
衛
生
対
策
基

準
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
業
界
を
ひ
と
く
く

民
が
〞
仕
事
に
復
帰
可
能
と
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
自
宅
外
で
の
集
ま

り
も
1
0
0
人
ま
で
可
、
仕
事
場
へ

の
通
勤
可
（
ス
テ
ッ
プ
1
〜
2
で
は

可
能
な
限
り
テ
レ
ワ
ー
ク
）、
ナ
イ

ト
ク
ラ
ブ
や
フ
ー
ド
コ
ー
ト
な
ど
も

営
業
可
能
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
連

邦
政
府
と
し
て
業
種
ご
と
の
指
針
も

示
さ
れ
て
い
る
（
詳
細
は
図
3
参
照
）。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
政
府

に
よ
り
4
段
階
で
の
ア
ラ
ー
ト
の
仕

組
み
が
作
成
（
地
域
ご
と
に
段
階
は

変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
）
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
の
方
針

が
示
さ
れ
て
い
る
。
4
段
階
の
レ
ベ

ル
は
レ
ベ
ル
4（L

ockdow
n

）が
最

も
規
制
が
強
く
、
レ
ベ
ル
3

（R
estrict

）、レ
ベ
ル
2（R

educe

）、

レ
ベ
ル
1（P

rep
are

）と
徐
々
に
緩

和
さ
れ
て
い
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

レ
ベ
ル
4
で
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
サ
イ

ク
リ
ン
グ
を
除
き
ほ
と
ん
ど
の
活
動

が
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、
レ
ベ
ル
3

に
な
る
と
同
居
以
外
の
家
族
と
の
接

触
や
地
元
で
の
低
リ
ス
ク
な
レ
ジ
ャ

ー
活
動
、
10
人
ま
で
の
冠
婚
葬
祭
系

の
イ
ベ
ン
ト
は
可
能
と
な
る
。
さ
ら

に
レ
ベ
ル
2
で
は
図
書
館
や
美
術
館
、

映
画
館
や
飲
食
店
な
ど
が
10
人
以
下

で
あ
れ
ば
営
業
再
開
が
可
能
と
な
る

ほ
か
、
旅
行
も
O
K
と
な
る
（
た
だ

し
、
出
来
る
だ
け
安
全
に
実
施
す
る

こ
と
と
の
注
あ
り
）。
レ
ベ
ル
1
に

な
る
と
海
外
旅
行
の
制
限
は
あ
る
も

の
の
そ
の
他
の
制
限
は
概
ね
無
く
な

っ
て
い
る
（
詳
細
は
図
4
参
照
）
。

韓
国

　
韓
国
で
は
、
政
府
に
よ
り

C
O

V
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対
策
と
し
て
の
距
離
確

保
を
3
段
階
の
レ
ベ
ル
で
設
定
し
て

お
り
、
2
週
間
ご
と
に
感
染
拡
散
の

危
険
度
を
評
価
し
て
距
離
確
保
の
レ

ベ
ル
を
調
節
し
て
い
る
。
距
離
確
保

の
レ
ベ
ル
の
設
定
基
準
は
、「
新
規

感
染
者
数
」「
感
染
経
路
不
明
者
数

の
割
合
」「
集
団
発
生
の
状
況
」

「
防
疫
網
内
管
理
比
率
」
と
な
っ
て

い
る
。
考
え
方
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
に
類
似
し
て
お
り
、
レ
ベ
ル
3
は

高
強
度
の
距
離
確
保
と
し
て
、
多
く

の
活
動
は
原
則
的
に
禁
止
と
な
っ
て

い
る
が
、
レ
ベ
ル
2
に
な
る
と
制
限

付
き
許
可
に
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
1
に

な
る
と
指
針
の
順
守
を
求
め
る
も
の

の
原
則
的
に
は
各
種
活
動
を
許
容
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
（
詳
細
は
図

5
参
照
）
。

　
大
手
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
で
あ
る

H
ilton

、M
arriott

、H
yatt

は
そ
れ

ぞ
れ
医
療
機
関
や
消
毒
製
品
メ
ー
カ

ー
・
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
、
独
自

の
感
染
症
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
ま

たA
m

erican H
otel &

 L
odging 

A
ssociation

（A
H

LA

）
及
びU

.S
. 

T
ravel 

A
ssociation

は
業
界
向
け

に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
〝S

afe S
tay

〞
、

〝T
ravel in the N

ew
 N

orm
al

〞

を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
た
。
大
手
ホ
テ

ル
に
つ
い
て
は
、H

ilto
n

は
、
洗

浄
・
消
毒
製
品
メ
ー
カ
ー
で
あ
る

R
B
社
の
協
力
の
も
と
、
宿
泊
者
に

よ
り
清
潔
で
安
全
な
滞
在
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
た
め
の〝H

ilto
n
 C

lean
 

S
ta

y

〞
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
、

M
arriott

は
〞M

arriott 
G

lobal 

C
leanliness C

ouncil

〞
を
設
立
、

社
内
外
の
専
門
家
の
知
識
と
意
見
を

結
集
し
、
よ
り
高
度
な
基
準
の
策
定
、

ま
た
顧
客
へ
の
対
応
プ
ロ
ト
コ
ル
を

開
発
、H

yatt

は
、
世
界
的
な
洗
浄

業
界
団
体
の
一
部
門
で
あ
るG

lobal 

B
iorisk 

A
dvisory 

C
ouncil

り
に
し
て
規
制
す
る
の
で
は
な
く
、

対
策
が
可
能
な
イ
ベ
ン
ト
か
ら
緩
和

し
て
い
く
こ
と
で
、
経
済
へ
の
打
撃

を
抑
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
こ
の

暫
定
指
針
を
策
定
し
た
目
的
で
あ
る

と
し
て
い
る
。

 

暫
定
指
針
は
大
き
く
分
け
て
①
職

員
及
び
参
加
者
個
人
の
衛
生
対
策
、

②
フ
ィ
ジ
カ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確

保
、
③
保
健
・
衛
生
管
理
の
強
化
、

④
人
の
密
集
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
、

⑤
対
策
の
奨
励
と
実
行
の
5
つ
の
視

隔
で
並
ぶ
よ
う
足
形
の
表
示
が
な
さ

れ
た
。
そ
し
て
3
段
階
目
で
あ
る
展

示
ホ
ー
ル
内
で
は
、
ブ
ー
ス
の
間
隔

は
4
m
以
上
に
確
保
さ
れ
、
相
談
会

場
や
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
に
は
ア
ク
リ
ル

板
や
シ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
た
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
政
府
観
光

局
（S

ingapore T
ourism

 B
oard

（S
T
B

））に
よ
り
、
観
光
関
連
事
業

者
（
旅
行
代
理
店
、
イ
ベ
ン
ト
主
催

者
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
事
業
者
、
飲
食
店
、

M
I
C

E

施
設
、
ホ
テ
ル
、

In
tegrated

 R
eso

rt

（IR

）等
）
を

対
象
と
し
た
、
人
が
集
ま
る
イ
ベ
ン

ト
等
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

2
0
2
0
年
3
月
20
日
に
発
表
さ
れ

た
。

　
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
2
0
2

0
年
7
月
1
日
ま
で
、
2
5
0
人
以

上
の
人
が
集
ま
る
全
て
の
イ
ベ
ン
ト

や
集
会
が
禁
止
と
さ
れ
、
違
反
が
あ

っ
た
場
合
に
は
当
局
へ
の
報
告
及
び

政
府
の
補
助
金
や
融
資
の
対
象
か
ら

外
す
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
示
さ
れ

る
と
と
も
に
、
全
て
の
観
光
関
連
事

業
者
の
S
G
ク
リ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

へ
の
参
加
と
認
証
の
取
得
が
推
奨
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
参
加
者
が
2
5

0
名
以
下
の
場
合
で
も
、
混
雑
を
減

ら
す
た
め
の
マ
ナ
ー
の
徹
底
、
目
立

つ
場
所
へ
の
注
意
喚
起
（
握
手
の
禁

止
や
、
個
人
の
衛
生
対
策
の
啓
発
）

の
ポ
ス
タ
ー
の
設
置
、
検
温
機
器
の

設
置
や
自
己
申
告
等
に
よ
る
リ
ス
ク

の
あ
る
参
加
者
の
入
場
規
制
、
参
加

者
の
行
動
追
跡
の
た
め
の
個
人
情
報

の
提
供
、
チ
ケ
ッ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン

購
入
の
推
奨
な
ど
の
対
策
を
講
じ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
主
に
2
0
2
0
年
４

〜
5
月
段
階
の
諸
外
国
・
地
域
で
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

内
容
を
整
理
し
た
が
、
そ
の
後
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

各
種
影
響
は
続
い
て
お
り
、
1
週
間

の
間
に
状
況
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と

も
度
々
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
現

時
点
で
は
当
時
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

適
切
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
な
ど
の
検

証
的
な
視
点
で
論
じ
る
こ
と
は
困
難

で
あ
り
、
本
稿
で
は
当
時
の
内
容
を

紹
介
す
る
に
と
ど
め
て
い
る
。

　
現
在
、
日
本
に
お
い
て
も
各
種
業

界
団
体
や
地
域
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の

実
情
に
応
じ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策

定
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
は
未
知
な
部

分
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
種
情

報
を
常
に
キ
ャ
ッ
チ
し
な
が
ら
内
容

を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が

今
後
も
求
め
ら
れ
る
。
我
々
と
し
て

も
、
諸
外
国
・
地
域
の
動
向
を
引
き

続
き
注
視
し
、
今
後
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
更
新
・
充
実

に
活
用
で
き
る
知
見
の
抽
出
、
提
供

を
今
後
も
進
め
て
い
き
た
い
。

点
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
示
さ
れ
る
各
項

目
に
つ
い
て
、
「
計
画
段
階
」
「
運

営
段
階
」
「
終
了
後
」
の
ど
の
段
階

で
対
応
が
必
要
と
な
る
か
を
示
し
て

い
る
（
図
７
参
照
）
。

　
会
議
・
展
示
会
分
野
の
国
際
機
関

で
あ
るInternational A

ssociation 

of C
onvention C

entres

（A
IP

C

）、

In
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atio
n
al C

o
n
gress an

d
 

C
o
n
ven

tio
n
 

A
sso
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tio

n

（IC
C
A
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lobal A

ssociation 

o
f 

th
e 

E
xh

ib
itio

n
 
In

d
u
stry

（U
F
I

）
の
3
団
体
は
共
同
で
、
国

際
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
の
再
開
に
向
け

取
り
組
む
べ
き
事
項
を
ま
と
め
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン〝A

IP
C

・IC
C

A

・U
F
I 

G
o
o
d
 

P
ractice 

G
u
id

e: 

A
d
d
ressin

g
 

C
O

V
ID

-1
9
 

R
equirem

ents for R
e-O

pening 

B
usiness E

vents

〞を
2
0
2
0
年

5
月
26
日
に
発
表
し
た
。
こ
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
、
先
に
整
理
し
たU

F
I

発
表
の
暫
定
指
針
を
も
と
に
、
会
議

施
設
や
会
議
主
催
者
、
運
営
者
が
中

心
と
な
るA

IP
C

やIC
C
A

の
メ
ン
バ

ー
に
も
広
く
適
用
で
き
る
よ
う
一
部

修
正
し
、
実
践
例
と
と
も
に
解
説
を

追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
1
章
で
全
体
の

枠
組
み
を
示
し
、
2
〜
6
章
の
各
章

はU
F
I

の
暫
定
指
針
と
同
様
の
視
点

（
職
員
及
び
参
加
者
個
人
の
衛
生
対

策
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の

確
保
、
保
健
・
衛
生
管
理
の
強
化
、

人
の
密
集
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
、
対

策
の
奨
励
と
実
行
）
で
、
各
国
・
地

域
に
お
け
る
実
践
例
と
具
体
的
な
解

説
を
示
し
て
い
る
（
図
8
参
照
）
。

韓
国
で
の
指
針
、
対
応
例

　
韓
国
で
は
、
政
府
の
中
央
防
疫
対

策
本
部
・
中
央
事
故
対
応
本
部
に
よ

り
、
感
染
症
予
防
及
び
管
理
に
関
す

る
法
に
基
づ
くM

IC
E

等
施
設
に
対

す
る
指
針
と
し
て
〝C

O
V
ID

-1
9

集

団
施
設
・
多
重
利
用
施
設
対
応
指
針

（
第
3
版
）〞
が
2
0
2
0
年
3
月

に
発
表
さ
れ
た
。

　
同
指
針
で
は
、大
き
く
①C

O
V
ID

-

19

管
理
シ
ス
テ
ム
及
び
関
連
機
関
の

協
力
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
②
感
染
予

防
の
た
め
の
管
理
徹
底
、
③
施
設
出

入
時
、
従
業
員
や
利
用
者
の
管
理
強

化
、
④
社
会
的
距
離
を
置
く
、
⑤
感

染
が
疑
わ
れ
る
患
者
発
見
時
の
措
置

の
５
つ
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
お
り
、

感
染
管
理
責
任
者
や
専
任
担
当
者
の

指
定
、
消
毒
や
換
気
、
従
業
員
や
利

用
者
の
体
調
管
理
の
強
化
、
社
会
的

距
離
の
確
保
の
徹
底
、
感
染
が
疑
わ

れ
る
患
者
が
発
見
さ
れ
た
場
合
の
隔

離
空
間
で
の
待
機
措
置
な
ど
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　
国
の
指
針
も
踏
ま
え
、
韓
国
最
大

規
模
の
展
示
場
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
あ
るK

o
r

e
a 

In
tern

atio
n
al 

E
xh

ib
itio

n
 

&
 

C
onvention 

C
enter

（K
IN

T
E
X

）

で
は
2
0
2
0
年
5
月
に
行
事
が
再

開
さ
れ
、
再
開
初
日
で
あ
る
5
月
8

日
の
展
示
会
に
は
約
8
0
0
0
名
が

来
場
し
た
。K

IN
T
E
X

で
は
、
展
示

場
の
消
毒
が
1
日
2
回
実
施
さ
れ
た

り
、
1
時
間
ご
と
に
外
部
の
空
気
を

流
入
さ
せ
る
な
ど
の
各
種
対
策
が
講

じ
ら
れ
た
ほ
か
、
10
か
所
以
上
あ
る

出
入
口
が
3
か
所
に
限
定
さ
れ
、
3

段
階
で
制
限
や
確
認
等
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
ず
1
段
階
目
で
あ
る
施
設
入
口

で
は
、
マ
ス
ク
の
未
着
用
者
の
出
入

り
を
制
限
す
る
と
と
も
に
、
出
入
口

に
消
毒
マ
ッ
ト
、
熱
画
像
カ
メ
ラ
、

顔
認
識
体
温
計
が
設
置
さ
れ
た
（
6

月
4
日
か
ら
は
、
マ
ス
ク
未
着
用
者

や
36
カ
月
未
満
の
幼
児
の
出
入
禁
止

な
ど
が
加
わ
り
4
段
階
の
制
限
や
確

認
等
が
行
わ
れ
て
い
る
）
。
次
に
2

段
階
目
で
あ
る
ホ
ー
ル
入
口
で
は
、

人
に
よ
る
体
温
測
定
（
二
次
体
温
測

定
）
の
実
施
、
手
の
消
毒
、
ビ
ニ
ー

ル
手
袋
の
着
用
が
行
わ
れ
た
。
な
お

入
口
ロ
ビ
ー
の
床
に
は
1
・
5
m
間

諸
外
国
に
お
け
る

C
O
V
ID
-19
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図 6 大手ホテルグループ、業界団体のガイドラインとの比較 U.S.
Travel 
Associ
ationAHLAHyattHilton感染症対策項目 Marriott

日本
ホテル
協会

日本
旅行業
協会

日本
旅館
協会

・旅行者が体調不良の場合、旅行延期を促すコミュニケーションの確立
・同居者以外との相部屋の場合は、相手の同意を得ることに留意 
・非接触技術によるチェックイン／ルームキー／決済機能提供
・間隔を空けた待ち位置表示
・客室でのチェックイン手続き
・フロントデスク、筆記具、ルームキー等の頻繁な清拭消毒
・団体は代表者がまとめて行い、ツアー参加者は分散待機"
・セルフパーキングの推奨
・バレーパーキングでは車内消毒の実施
・シャトルサービスの制限、車内消毒実施"
・送迎車の運転席と後部座席の間にはビニールシート等で仕切りを設置 
・自動化／デジタル化推進
・入口と出口を分け一方通行とする
・飛沫防止パネルの設置
・非接触型決済手段の導入
・症状がある人は申し出要請
・名簿の適正管理
・手指消毒依頼"
・清掃／消毒済にドアにシールを貼り部屋を封印
・高頻度で触れる箇所の徹底清掃／消毒
・換気の徹底
・デジタルルームキーの提供
※生体認証やモバイル端末によるキーレスシステムの導入
・ペンや紙類の撤去、デジタルまたは客の要望に応じて提供
・消毒シートの配備
・客の要望に応じた清掃頻度の変更
・客の要望や同意によるハウスキーピングの取りやめ
・ビュッフェ及び対面サービス提供の制限／提供方法の変更
・PPEを着用したスタッフによるサービス提供、器具の頻繁な洗浄／交換
・提供する品数の削減
・長時間さらされる食品を減らすための提供量の見直し

・食事陳列台に飛沫感染防止パネルの設置

・症状のある人の入場制限／参加人数、滞在時間の制限
・テーブルに置くカトラリー等を減らす
・座席レイアウトの変更
・提供方法の変更（非接触手段での提供、予め包装された食事の提供）
・お酌や盃の回し飲みは控えるよう要請 
・静電気で帯電した消毒用ミストや紫外線で消毒する新たな技術の導入（検討中）
・空気浄化装置の設置
・非接触技術の導入
・スタッフとゲストの接触機会の削減
・スタッフ及びゲスト人数の制限"
・ゲストへの各種医療リソース／情報提供
・清掃回数を増やす
・距離を保つよう促す案内板／目印の設置
・レイアウトの変更
・消毒液／シート置き場の設置
・大浴場 の入場人数制限 
・密集しないエレベーター、エスカレーターの利用
・衛生管理者の配置
・頻繁な手洗い／消毒手順の徹底
・教育の実施
・健康チェックの実施
・休暇規程の見直し
・感染疑いがあるスタッフの隔離
・個人防護装備（PPE）配備
・陽性反応発生時の対応手順の確立
・距離を取る旨の案内板の設置
・距離を保つための取り組みを実施
・清掃回数の増加
・感染予防対策を掲示
・消毒液や消毒シートの設置スタンド／台の設置

タビマエ対応

チェックイン

エントランス

フロント

その他

事前の清掃／消毒

デジタルルームキー

備品の見直し

ハウスキーピング

ビュッフェ
対面サービス

テーブル

蓋で
カバー

ルームサービス
その他

ホテル内の
消毒・感染防止対策

パブリックスペース
ジム・プール＆ビーチ

会議場等

バックヤード

従業員対応

体制

その他

パーキング・
シャトルサービス

タ
ビ
マ
エ
か
ら
到
着
ま
で

ゲ
ス
ト
ル
ー
ム

飲
食
サ
ー
ビ
ス

パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス・各
種
施
設

体
制・従
業
員
対
応

図 4 ニュージーランド連邦政府の業種別緩和ステップ（観光関連抜粋）

図 5 韓国における制限緩和の概要

出典）ニュージーランド政府「Alert system overview」より作成（翻訳は執筆メンバーによる）

出典）韓国政府「社会的な距離の確保」より作成（翻訳は執筆メンバーによる）
1）レベル②とレベル①の状況では、地域ごとの感染防止への対応状況と拡散の危険度によって、自治体の長が運営中止勧告と集合禁止、罰則などの
行政命令を下すことができる。

レベル③距離確保の
レベル

原則1)

内容

3月22日～4月19日

○宗教施設や遊興施設、一部の生
　活体育施設、塾などに運営中止
　勧告
○外出と集会の自粛を強調

原則的禁止、強制的措置

レベル②
4月20日～5月5日

段階的緩和

○宗教施設と遊興施設、一部の生
　活体育施設、塾などを運営自制
　勧告に調整
○国立公園や自然休養林など屋外
　分散施設は段階的に運営を再開
○スポーツ施設で分散条件を 達成
　可能な場合(無観客など)、制限
　的再開
○雇用試験は制限的に実施

制限付き許可

レベル①
生活の中での距離確保

5月6日～

○国立公園、動物園など屋外分散
　施設と美術館、博物館など屋内
　分散施設は運営再開
○文化・体育・観光分野の国立施
　設24 箇所から段階的に再開
○屋外密集施設（スポーツ観覧施
　設）、屋内密集施設（劇場、公演
　場など）は5月末から 運営再開
○学生対象のスポーツ大会は6月 
　以後、地域の祭りは当分の間、延
　期・キャンセルを維持

原則的許容、指針順守、例外的制限

アラート
レベル

リスク
アセスメント

対策

レベル４
Rockdown

○生活において必要なサ
　ービス以外、営業禁止
○同居家族以外との接
　触禁止
○イベント禁止
○ランニングやサイクリン
　グは可だが、レスキュ
　ーが必要なアクティビ
　ティ（サーフィンや狩等）
　は禁止
○旅行は禁止

○コミュニティー間で感
　染が広がる
○クラスターが発生、感
　染拡大

レベル3
Restrict

○家族との接触はOK
○地元での低リスクなレ
　ジャー活動はOK
○冠婚葬祭系は10人ま
　で可。その他イベントは
　禁止。
○客との物理的接触を避
　けられないビジネスは
　禁止。
○人が集まるスペースは
　閉鎖（図書館、ジム等）
○旅行は禁止

○コミュニティー間で感
　染が広がっている可能性
○クラスターが発生する
　可能性があるが、テス
　トと接触調査でコント
　ロール可能

レベル2
Reduce

○10人以下であれば、営
　業再開OK（図書館や
　美術館、映画館、飲食
　店）。
○旅行はOKだが、でき  
　るだけ安全に実施する
　こと。

○家庭内で感染拡大
○単発のクラスター発生
　の可能性

レベル1
Prepare

○海外旅行は制限
○集会への制限なし

○海外で感染拡大
○家庭内で感染が広がる
　可能性

感染防止と経済活動の両立

2
5
0
人
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
小

売
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、

ス
テ
ー
ジ
1
で
は
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や

デ
リ
バ
リ
ー
の
み
で
あ
る
が
、
ス
テ

ー
ジ
が
進
む
に
つ
れ
徐
々
に
収
容
客

数
の
割
合
が
高
ま
っ
て
い
る
（
詳
細

は
図
2
参
照
）
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
ア
メ
リ
カ

同
様
、
連
邦
政
府
の
方
針
と
し
て
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
緩
和
に
向
け
た
３
段

階
の
ス
テ
ッ
プ
が
示
さ
れ
て
お
り

（
ス
テ
ッ
プ
ご
と
の
間
隔
は
最
低
３

週
間
）
、
各
州
は
地
域
事
情
に
合
わ

せ
た
詳
細
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
連
邦
政
府

で
は
、
物
理
的
距
離
と
衛
生
に
気
を

つ
け
な
が
ら
一
部
の
活
動
を
再
開
さ

せ
る
こ
と
を
ス
テ
ッ
プ
1
と
し
、
自

宅
へ
の
客
は
5
人
ま
で
と
す
る
こ
と
、

自
宅
外
で
の
集
ま
り
は
10
人
ま
で
と

す
る
こ
と
、
国
民
は
買
物
や
レ
ス
ト

ラ
ン
・
カ
フ
ェ
へ
出
か
け
る
こ
と
、

州
内
で
の
旅
行
な
ど
が
再
開
可
能
と

し
て
い
る
。
次
に
、
物
理
的
な
距
離

と
衛
生
に
気
を
つ
け
な
が
ら
〝
大
半

の
〞
ビ
ジ
ネ
ス
を
再
開
さ
せ
る
こ
と

　
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観

光
政
策
研
究
部
で
は
、
当
財
団
の
独

自
財
源
を
活
用
し
た
研
究
（
自
主
研

究
）
「
こ
れ
か
ら
の
観
光
政
策
に
関

す
る
研
究
」
の
一
環
と
し
て
、
主
に

2
0
2
0
年
4
〜
5
月
に
公
表
さ
れ

て
い
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
（C

O
V
ID

-19

）
拡
大
に
伴
う
、

諸
外
国
・
地
域
で
の
各
種
制
限
の
緩

和
方
針
（
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
、
宿
泊

施
設
や
会
議
・
イ
ベ
ン
ト
（M

IC
E

）

分
野
で
のC

O
V
ID

-1
9

拡
大
防
止
へ

の
各
種
対
策
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）
に
つ
い
て
、
調
査
及
び
整
理
を

行
っ
た
。

　
本
調
査
に
着
手
し
た
の
は
5
月
の

G
・
W
明
け
で
、
当
時
、
日
本
の
緊

急
事
態
宣
言
は
5
月
31
日
ま
で
延
長

す
る
こ
と
が
正
式
決
定
さ
れ
て
い
た

も
の
の
、
新
規
感
染
者
数
は
減
少
し

て
き
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
の
状
況
が

続
け
ば
、
予
定
通
り
5
月
末
ま
で
に

は
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
る
だ

ろ
う
と
い
う
雰
囲
気
は
あ
っ
た
。
一

方
で
、
解
除
後
す
ぐ
に
コ
ロ
ナ
以
前

の
生
活
に
戻
す
こ
と
は
困
難
で
、
何

ら
か
の
対
応
を
検
討
し
実
施
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
雰
囲

気
も
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
日
本
の
各
地
域
や
業

界
・
事
業
者
等
が
、
今
後
のC

O
V
ID

-

1
9

拡
大
防
止
の
た
め
の
方
針
や
対

策
を
検
討
す
る
際
の
一
助
と
な
る
よ

う
、
当
時
す
で
に
諸
外
国
で
整
理
・

公
表
さ
れ
始
め
て
い
た
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
調
査
・
整
理

し
、
当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公

表
し
た
（
5
月
14
日
に
初
版
を
公
表
。

5
月
21
日
に
情
報
を
追
加
し
た
更
新

版
を
公
表
）
。

　
本
稿
は
当
時
公
表
し
た
内
容
を
も

と
に
、
一
部
新
た
な
情
報
を
追
加
し

て
そ
の
概
要
を
整
理
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
た
め
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
は
基
本
的
に
は

調
査
時
点
で
の
状
況
で
あ
り
、
「
記

録
」
的
な
位
置
づ
け
の
も
の
と
な
る
。

C
O

V
ID

-1
9

の
状
況
は
今
な
お
流
動

的
で
あ
り
、
各
国
・
地
域
の
対
応
策

も
常
に
変
化
し
て
い
る
た
め
、
本
稿

の
内
容
を
活
用
す
る
際
に
は
、
必
要

に
応
じ
て
、
各
国
・
地
域
、
事
業
者

等
の
最
新
状
況
を
ご
確
認
い
た
だ
き

た
い
。

ア
メ
リ
カ

　
ア
メ
リ
カ
で
は
、
連
邦
政
府
の
方

針
と
し
て
、
公
衆
衛
生
の
専
門
家
の

助
言
に
基
づ
い
た
3
段
階
の
ア
プ
ロ

ー
チ
で
あ
る
〝O

P
E
N

IN
G

 
U

P
 

A
M

E
R

IC
A
 A

G
A
IN

〞
を
発
表
し

て
い
る
。
本
方
針
で
は
、
ア
メ
リ
カ

の
各
地
域
が
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
再

開
基
準
（G

ating C
riteria

）
を
設

定
し
フ
ェ
ー
ズ
の
移
行
を
検
討
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
再
開
基
準

は
①S

ym
ptom

s

（
過
去
2
週
間
に

お
け
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
コ
ロ

ナ
の
感
染
兆
候
が
見
ら
れ
る
数
の
下

降
傾
向
）
、
②C

ases

（
感
染
者
数

ま
た
は
テ
ス
ト
に
対
す
る
陽
性
率
の

下
降
傾
向
）
、
③H

o
sp

itals

（
医

療
危
機
に
陥
ら
ず
に
患
者
を
診
察
で

き
て
い
る
、
ま
た
、
感
染
リ
ス
ク
の

高
い
医
療
従
事
者
へ
の
検
査
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
る
）
と
さ
れ

て
い
る
。
個
人
、
事
業
者
、
特
定
の

事
業
者
そ
れ
ぞ
れ
の
各
段
階
で
の
対

策
や
制
限
等
は
図
1
の
通
り
で
あ
る
。

　
こ
の
連
邦
政
府
の
方
針
に
基
づ
き

州
に
よ
り
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
ワ
シ
ン
ト
ン
州
で
は
4
つ

の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
て
娯
楽
活
動
、

集
会
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
再
開
さ
せ
る
方

針
で
、
各
フ
ェ
ー
ズ
の
間
隔
は
最
低

3
週
間
と
し
て
い
る
。
各
フ
ェ
ー
ズ

で
の
対
策
は
娯
楽
活
動
を
例
に
と
る

と
、
フ
ェ
ー
ズ
1
で
は
同
行
者
を
家

族
限
定
と
し
て
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動

（
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
釣
り
、
ゴ
ル
フ
、

ボ
ー
ト
、
ハ
イ
キ
ン
グ
）
の
み
可
で

あ
る
が
、
フ
ェ
ー
ズ
2
で
は
、
5
人

以
内
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
キ

ャ
ン
プ
、
ビ
ー
チ
等
）
が
認
め
ら
れ

る
。
さ
ら
に
フ
ェ
ー
ズ
3
で
は
50
人

以
内
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
ス

ポ
ー
ツ
、
密
度
50
％
以
下
で
の
屋
内

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
無
観
客
で
の

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
が
許
可
さ
れ
、
フ
ェ

ー
ズ
4
で
全
て
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
許
可
さ
れ
る
、
と
い
う
方
針
と

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
で
は
、

5
つ
の
ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
経
済
活

動
を
再
開
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

各
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
次
の
ス
テ
ー

ジ
に
移
行
す
る
た
め
の
指
標
に
つ
い

て
は
、
①
州
全
体
でC

O
V
ID

-1
9

に

よ
る
患
者
数
が
14
日
間
連
続
で
減
少

し
て
い
る
か
、
②
ベ
ッ
ド
及
び
人
工

呼
吸
器
が
確
保
で
き
て
い
る
か
、
③

感
染
の
可
能
性
の
あ
る
全
て
の
住
民
、

な
ら
び
に
医
療
従
事
者
や
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
に
対
す
る
検
査

体
制
が
あ
る
か
、
④
感
染
経
路
の
追

跡
の
た
め
、
全
て
の
陽
性
患
者
と
コ

ン
タ
ク
ト
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
保
健

局
に
あ
る
か
の
4
つ
を
設
定
し
て
い

る
（
2
0
2
0
年
7
月
6
日
現
在
、

ス
テ
ー
ジ
4
・
5
が
設
置
・
運
用
さ

れ
て
い
る
）
。
各
フ
ェ
ー
ズ
で
認
め

ら
れ
る
活
動
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば

集
会
に
つ
い
て
は
ス
テ
ー
ジ
1
で
は

10
人
以
下
で
あ
る
が
、
ス
テ
ー
ジ
2

で
は
25
人
以
下
、
ス
テ
ー
ジ
3
で
は

1
0
0
人
以
下
、
ス
テ
ー
ジ
4
で
は

を
ス
テ
ッ
プ
2
と
し
、
自
宅
外
で
の

集
ま
り
を
20
人
ま
で
と
す
る
こ
と
、

ジ
ム
や
美
容
室
、
映
画
館
や
遊
園
地
、

州
外
へ
の
旅
行
（
一
部
）
な
ど
が
再

開
可
能
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ス
テ

ッ
プ
3
で
は
、
物
理
的
な
距
離
と
衛

生
に
気
を
つ
け
な
が
ら
〝
全
て
の
国

（G
B
A
C

）
の
ス
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
る
自
社
ホ
テ
ル
の
認
証
プ
ロ
セ

ス
を
開
始
と
そ
れ
ぞ
れ
に
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
大
手
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
の

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
びA

H
LA

、U
.S

. 

T
ravel 

A
sso

ciatio
n

の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
、
さ
ら
に
は
日
本
の
宿
泊
業

界
団
体
が
策
定
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）（
一
社
）
日
本
ホ
テ
ル
協
会
「
ホ

テ
ル
業
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」、（
一
社
）
日
本
旅
館
協
会

「
宿
泊
施
設
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」、

（
一
社
）
日
本
旅
行
業
協
会
「
旅
行

業
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
対
応
策
を

比
較
し
た
も
の
が
図
６
で
あ
る
。

　
ま
ず
タ
ビ
マ
エ
か
ら
到
着
ま
で
を

み
る
と
、H

ilton

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
、

デ
ジ
タ
ル
ル
ー
ム
キ
ー
機
能
を
す
で

に
提
供
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
範
囲

の
拡
大
を
挙
げ
て
い
る
ほ
か
、AH

LA

、

U
.S

. T
ravel A

ssociation

も
非
接

触
技
術
の
導
入
を
推
奨
し
て
い
る
。

一
方
で
、
日
本
は
現
状
を
鑑
み
て
か

新
技
術
の
導
入
な
ど
に
は
あ
ま
り
触

れ
て
い
な
い
。

　
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
に
つ
い
て
み
る
と
、

H
ilton

は
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
に
つ
い
て

独
自
の
具
体
策
を
複
数
提
示
し
て
お

り
、A

H
L
A

は
客
の
要
望
に
応
じ
た

清
掃
頻
度
の
変
更
や
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ

ン
グ
の
取
り
や
め
を
提
示
し
て
い
る
。

換
気
の
徹
底
は
大
手
ホ
テ
ル
グ
ル
ー

プ
や
ア
メ
リ
カ
の
業
界
団
体
で
は
指

摘
が
無
く
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
は

日
本
な
ら
で
は
の
記
述
で
あ
っ
た
。

　
飲
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
み
る
と
、

A
H

L
A

は
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
及
び
対
面
で

の
飲
食
提
供
に
つ
い
て
具
体
策
を
提

示
し
て
お
り
、
ル
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
接
触
し
な
い
方
法
で
の
提

供
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
日

本
旅
館
協
会
は
お
酌
や
盃
の
回
し
飲

み
の
控
え
要
請
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
旅
館
な
ら
で
は
の
表
記
で
あ

る
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
・
各
種
施

設
に
つ
い
て
み
る
と
、H

ilto
n

と

M
arriott

は
い
ず
れ
も
静
電
気
で
帯

電
し
た
消
毒
用
ミ
ス
ト
や
紫
外
線
に

よ
る
消
毒
な
ど
新
た
な
技
術
導
入
の

検
討
が
示
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

H
ilto

n

、M
arrio

tt

、A
H

L
A

、

U
.S

.T
ravel 

A
sso

ciatio
n

は
い

ず
れ
も
非
接
触
技
術
の
導
入
が
示
さ

れ
て
い
た
。
日
本
は
新
技
術
の
導
入

と
い
う
よ
り
も
清
掃
の
徹
底
等
の
記

述
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
大
浴
場
の

人
数
制
限
も
旅
館
な
ら
で
は
の
表
記

で
あ
る
。

　
体
制
・
従
業
員
対
応
に
み
る
と
、

H
yatt

で
は
2
0
2
0
年
９
月
ま
で

に
再
教
育
を
受
け
た
衛
生
管
理
者
を

最
低
１
名
、
各
ホ
テ
ル
に
配
置
予
定

と
し
て
お
り
、A

H
L

A

とU
.S

.

T
ravel 

A
sso

ciatio
n

は
、
従
業

員
対
応
な
ど
の
具
体
的
な
内
容
を
詳

し
く
解
説
し
て
い
た
。

U
F
I
に
よ
る
暫
定
指
針

　M
IC

E

の
E
（E

xh
ibition

：
展

示
会
・
見
本
市
）
分
野
の
国
際
機
関

で
あ
るT

he G
lobal A

ssociation 

o
f 

th
e 

E
xh

ib
itio

n
 
In

d
u
stry

（U
F
I

）は
、MIC

E

業
界
の
う
ち
展
示

会

や

企

業

間

で
の

取

引

（B
u
sin

ess 
to

 
B
u
sin

ess

：

B
 to

 B

）
の
商
談
会
に
つ
い
て
は
比

較
的
早
期
の
再
開
が
可
能
で
あ
る
と

し
、再
開
に
向
け
た
衛
生
管
理
基
準

等
を
示
し
た
暫
定
指
針〝 

G
lo

b
al 

fram
ew

o
rk 

fo
r 

reo
p
en

in
g 

exh
ib

itio
n
s an

d
 B

2
B

 trad
e 

even
ts p

o
st th

e em
ergen

ce 

fro
m

 
C
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（In
terim

 

gu
id

an
ce

）
〞
を
2
0
2
0
年
5

月
5
日
に
発
表
し
た
。

　U
FI

は
、
展
示
会
やB

 to B

商
談

会
が
再
開
可
能
な
理
由
と
し
て
、

「
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
の
目
的
が
明
確

で
あ
り
、
人
と
の
距
離
を
保
っ
た
ま

ま
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
」「
不
特
定
多
数
の
人
を
呼
び
込

む
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
い
」「
イ
ベ
ン
ト

前
後
の
参
加
者
の
行
動
を
あ
る
程
度

追
跡
で
き
る
」「
イ
ベ
ン
ト
中
の
参
加

者
の
導
線
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ

と
が
で
き
る
」「
日
程
を
分
散
す
る

こ
と
で
、
会
場
の
密
集
度
を
低
く
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
等
を
挙
げ
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
特
徴
は
コ

ン
サ
ー
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

は
全
く
異
な
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
特
徴

に
合
わ
せ
た
、
適
切
な
衛
生
対
策
基

準
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
業
界
を
ひ
と
く
く

民
が
〞
仕
事
に
復
帰
可
能
と
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
自
宅
外
で
の
集
ま

り
も
1
0
0
人
ま
で
可
、
仕
事
場
へ

の
通
勤
可
（
ス
テ
ッ
プ
1
〜
2
で
は

可
能
な
限
り
テ
レ
ワ
ー
ク
）、
ナ
イ

ト
ク
ラ
ブ
や
フ
ー
ド
コ
ー
ト
な
ど
も

営
業
可
能
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
連

邦
政
府
と
し
て
業
種
ご
と
の
指
針
も

示
さ
れ
て
い
る
（
詳
細
は
図
3
参
照
）。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
政
府

に
よ
り
4
段
階
で
の
ア
ラ
ー
ト
の
仕

組
み
が
作
成
（
地
域
ご
と
に
段
階
は

変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
）
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
の
方
針

が
示
さ
れ
て
い
る
。
4
段
階
の
レ
ベ

ル
は
レ
ベ
ル
4（L

ockdow
n

）が
最

も
規
制
が
強
く
、
レ
ベ
ル
3

（R
estrict

）、レ
ベ
ル
2（R

educe

）、

レ
ベ
ル
1（P

rep
are

）と
徐
々
に
緩

和
さ
れ
て
い
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

レ
ベ
ル
4
で
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
サ
イ

ク
リ
ン
グ
を
除
き
ほ
と
ん
ど
の
活
動

が
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、
レ
ベ
ル
3

に
な
る
と
同
居
以
外
の
家
族
と
の
接

触
や
地
元
で
の
低
リ
ス
ク
な
レ
ジ
ャ

ー
活
動
、
10
人
ま
で
の
冠
婚
葬
祭
系

の
イ
ベ
ン
ト
は
可
能
と
な
る
。
さ
ら

に
レ
ベ
ル
2
で
は
図
書
館
や
美
術
館
、

映
画
館
や
飲
食
店
な
ど
が
10
人
以
下

で
あ
れ
ば
営
業
再
開
が
可
能
と
な
る

ほ
か
、
旅
行
も
O
K
と
な
る
（
た
だ

し
、
出
来
る
だ
け
安
全
に
実
施
す
る

こ
と
と
の
注
あ
り
）。
レ
ベ
ル
1
に

な
る
と
海
外
旅
行
の
制
限
は
あ
る
も

の
の
そ
の
他
の
制
限
は
概
ね
無
く
な

っ
て
い
る
（
詳
細
は
図
4
参
照
）
。

韓
国

　
韓
国
で
は
、
政
府
に
よ
り

C
O

V
ID

-1
9

対
策
と
し
て
の
距
離
確

保
を
3
段
階
の
レ
ベ
ル
で
設
定
し
て

お
り
、
2
週
間
ご
と
に
感
染
拡
散
の

危
険
度
を
評
価
し
て
距
離
確
保
の
レ

ベ
ル
を
調
節
し
て
い
る
。
距
離
確
保

の
レ
ベ
ル
の
設
定
基
準
は
、「
新
規

感
染
者
数
」「
感
染
経
路
不
明
者
数

の
割
合
」「
集
団
発
生
の
状
況
」

「
防
疫
網
内
管
理
比
率
」
と
な
っ
て

い
る
。
考
え
方
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
に
類
似
し
て
お
り
、
レ
ベ
ル
3
は

高
強
度
の
距
離
確
保
と
し
て
、
多
く

の
活
動
は
原
則
的
に
禁
止
と
な
っ
て

い
る
が
、
レ
ベ
ル
2
に
な
る
と
制
限

付
き
許
可
に
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
1
に

な
る
と
指
針
の
順
守
を
求
め
る
も
の

の
原
則
的
に
は
各
種
活
動
を
許
容
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
（
詳
細
は
図

5
参
照
）
。

　
大
手
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
で
あ
る

H
ilton

、M
arriott

、H
yatt

は
そ
れ

ぞ
れ
医
療
機
関
や
消
毒
製
品
メ
ー
カ

ー
・
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
、
独
自

の
感
染
症
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
ま

たA
m

erican H
otel &

 L
odging 

A
ssociation

（A
H

LA

）
及
びU

.S
. 

T
ravel 

A
ssociation

は
業
界
向
け

に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
〝S

afe S
tay

〞
、

〝T
ravel in the N

ew
 N

orm
al

〞

を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
た
。
大
手
ホ
テ

ル
に
つ
い
て
は
、H

ilto
n

は
、
洗

浄
・
消
毒
製
品
メ
ー
カ
ー
で
あ
る

R
B
社
の
協
力
の
も
と
、
宿
泊
者
に

よ
り
清
潔
で
安
全
な
滞
在
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
た
め
の〝H

ilto
n
 C

lean
 

S
ta

y

〞
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
、

M
arriott

は
〞M

arriott 
G

lobal 

C
leanliness C

ouncil

〞
を
設
立
、

社
内
外
の
専
門
家
の
知
識
と
意
見
を

結
集
し
、
よ
り
高
度
な
基
準
の
策
定
、

ま
た
顧
客
へ
の
対
応
プ
ロ
ト
コ
ル
を

開
発
、H

yatt

は
、
世
界
的
な
洗
浄

業
界
団
体
の
一
部
門
で
あ
るG

lobal 

B
iorisk 

A
dvisory 

C
ouncil

り
に
し
て
規
制
す
る
の
で
は
な
く
、

対
策
が
可
能
な
イ
ベ
ン
ト
か
ら
緩
和

し
て
い
く
こ
と
で
、
経
済
へ
の
打
撃

を
抑
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
こ
の

暫
定
指
針
を
策
定
し
た
目
的
で
あ
る

と
し
て
い
る
。

 

暫
定
指
針
は
大
き
く
分
け
て
①
職

員
及
び
参
加
者
個
人
の
衛
生
対
策
、

②
フ
ィ
ジ
カ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確

保
、
③
保
健
・
衛
生
管
理
の
強
化
、

④
人
の
密
集
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
、

⑤
対
策
の
奨
励
と
実
行
の
5
つ
の
視

隔
で
並
ぶ
よ
う
足
形
の
表
示
が
な
さ

れ
た
。
そ
し
て
3
段
階
目
で
あ
る
展

示
ホ
ー
ル
内
で
は
、
ブ
ー
ス
の
間
隔

は
4
m
以
上
に
確
保
さ
れ
、
相
談
会

場
や
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
に
は
ア
ク
リ
ル

板
や
シ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
た
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
政
府
観
光

局
（S

ingapore T
ourism

 B
oard

（S
T
B

））に
よ
り
、
観
光
関
連
事
業

者
（
旅
行
代
理
店
、
イ
ベ
ン
ト
主
催

者
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
事
業
者
、
飲
食
店
、

M
I
C

E

施
設
、
ホ
テ
ル
、

In
tegrated

 R
eso

rt

（IR

）等
）
を

対
象
と
し
た
、
人
が
集
ま
る
イ
ベ
ン

ト
等
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

2
0
2
0
年
3
月
20
日
に
発
表
さ
れ

た
。

　
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
2
0
2

0
年
7
月
1
日
ま
で
、
2
5
0
人
以

上
の
人
が
集
ま
る
全
て
の
イ
ベ
ン
ト

や
集
会
が
禁
止
と
さ
れ
、
違
反
が
あ

っ
た
場
合
に
は
当
局
へ
の
報
告
及
び

政
府
の
補
助
金
や
融
資
の
対
象
か
ら

外
す
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
示
さ
れ

る
と
と
も
に
、
全
て
の
観
光
関
連
事

業
者
の
S
G
ク
リ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

へ
の
参
加
と
認
証
の
取
得
が
推
奨
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
参
加
者
が
2
5

0
名
以
下
の
場
合
で
も
、
混
雑
を
減

ら
す
た
め
の
マ
ナ
ー
の
徹
底
、
目
立

つ
場
所
へ
の
注
意
喚
起
（
握
手
の
禁

止
や
、
個
人
の
衛
生
対
策
の
啓
発
）

の
ポ
ス
タ
ー
の
設
置
、
検
温
機
器
の

設
置
や
自
己
申
告
等
に
よ
る
リ
ス
ク

の
あ
る
参
加
者
の
入
場
規
制
、
参
加

者
の
行
動
追
跡
の
た
め
の
個
人
情
報

の
提
供
、
チ
ケ
ッ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン

購
入
の
推
奨
な
ど
の
対
策
を
講
じ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
主
に
2
0
2
0
年
４

〜
5
月
段
階
の
諸
外
国
・
地
域
で
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

内
容
を
整
理
し
た
が
、
そ
の
後
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

各
種
影
響
は
続
い
て
お
り
、
1
週
間

の
間
に
状
況
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と

も
度
々
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
現

時
点
で
は
当
時
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

適
切
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
な
ど
の
検

証
的
な
視
点
で
論
じ
る
こ
と
は
困
難

で
あ
り
、
本
稿
で
は
当
時
の
内
容
を

紹
介
す
る
に
と
ど
め
て
い
る
。

　
現
在
、
日
本
に
お
い
て
も
各
種
業

界
団
体
や
地
域
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の

実
情
に
応
じ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策

定
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
は
未
知
な
部

分
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
種
情

報
を
常
に
キ
ャ
ッ
チ
し
な
が
ら
内
容

を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が

今
後
も
求
め
ら
れ
る
。
我
々
と
し
て

も
、
諸
外
国
・
地
域
の
動
向
を
引
き

続
き
注
視
し
、
今
後
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
更
新
・
充
実

に
活
用
で
き
る
知
見
の
抽
出
、
提
供

を
今
後
も
進
め
て
い
き
た
い
。

点
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
示
さ
れ
る
各
項

目
に
つ
い
て
、
「
計
画
段
階
」
「
運

営
段
階
」
「
終
了
後
」
の
ど
の
段
階

で
対
応
が
必
要
と
な
る
か
を
示
し
て

い
る
（
図
７
参
照
）
。

　
会
議
・
展
示
会
分
野
の
国
際
機
関

で
あ
るInternational A

ssociation 

of C
onvention C

entres

（A
IP

C

）、

In
tern

atio
n
al C

o
n
gress an

d
 

C
o
n
ven

tio
n
 

A
sso

cia
tio

n

（IC
C
A

）、The G
lobal A

ssociation 

o
f 

th
e 

E
xh

ib
itio

n
 
In

d
u
stry

（U
F
I

）
の
3
団
体
は
共
同
で
、
国

際
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
の
再
開
に
向
け

取
り
組
む
べ
き
事
項
を
ま
と
め
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン〝A

IP
C

・IC
C

A

・U
F
I 

G
o
o
d
 

P
ractice 

G
u
id

e: 

A
d
d
ressin

g
 

C
O

V
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R
equirem

ents for R
e-O

pening 

B
usiness E

vents

〞を
2
0
2
0
年

5
月
26
日
に
発
表
し
た
。
こ
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
、
先
に
整
理
し
たU

F
I

発
表
の
暫
定
指
針
を
も
と
に
、
会
議

施
設
や
会
議
主
催
者
、
運
営
者
が
中

心
と
な
るA

IP
C

やIC
C
A

の
メ
ン
バ

ー
に
も
広
く
適
用
で
き
る
よ
う
一
部

修
正
し
、
実
践
例
と
と
も
に
解
説
を

追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
1
章
で
全
体
の

枠
組
み
を
示
し
、
2
〜
6
章
の
各
章

はU
F
I

の
暫
定
指
針
と
同
様
の
視
点

（
職
員
及
び
参
加
者
個
人
の
衛
生
対

策
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の

確
保
、
保
健
・
衛
生
管
理
の
強
化
、

人
の
密
集
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
、
対

策
の
奨
励
と
実
行
）
で
、
各
国
・
地

域
に
お
け
る
実
践
例
と
具
体
的
な
解

説
を
示
し
て
い
る
（
図
8
参
照
）
。

韓
国
で
の
指
針
、
対
応
例

　
韓
国
で
は
、
政
府
の
中
央
防
疫
対

策
本
部
・
中
央
事
故
対
応
本
部
に
よ

り
、
感
染
症
予
防
及
び
管
理
に
関
す

る
法
に
基
づ
くM

IC
E

等
施
設
に
対

す
る
指
針
と
し
て
〝C

O
V
ID

-1
9

集

団
施
設
・
多
重
利
用
施
設
対
応
指
針

（
第
3
版
）〞
が
2
0
2
0
年
3
月

に
発
表
さ
れ
た
。

　
同
指
針
で
は
、大
き
く
①C

O
V
ID

-

19

管
理
シ
ス
テ
ム
及
び
関
連
機
関
の

協
力
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
②
感
染
予

防
の
た
め
の
管
理
徹
底
、
③
施
設
出

入
時
、
従
業
員
や
利
用
者
の
管
理
強

化
、
④
社
会
的
距
離
を
置
く
、
⑤
感

染
が
疑
わ
れ
る
患
者
発
見
時
の
措
置

の
５
つ
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
お
り
、

感
染
管
理
責
任
者
や
専
任
担
当
者
の

指
定
、
消
毒
や
換
気
、
従
業
員
や
利

用
者
の
体
調
管
理
の
強
化
、
社
会
的

距
離
の
確
保
の
徹
底
、
感
染
が
疑
わ

れ
る
患
者
が
発
見
さ
れ
た
場
合
の
隔

離
空
間
で
の
待
機
措
置
な
ど
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　
国
の
指
針
も
踏
ま
え
、
韓
国
最
大

規
模
の
展
示
場
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
あ
るK

o
r

e
a 

In
tern

atio
n
al 

E
xh

ib
itio

n
 

&
 

C
onvention 

C
enter

（K
IN

T
E
X

）

で
は
2
0
2
0
年
5
月
に
行
事
が
再

開
さ
れ
、
再
開
初
日
で
あ
る
5
月
8

日
の
展
示
会
に
は
約
8
0
0
0
名
が

来
場
し
た
。K

IN
T
E
X

で
は
、
展
示

場
の
消
毒
が
1
日
2
回
実
施
さ
れ
た

り
、
1
時
間
ご
と
に
外
部
の
空
気
を

流
入
さ
せ
る
な
ど
の
各
種
対
策
が
講

じ
ら
れ
た
ほ
か
、
10
か
所
以
上
あ
る

出
入
口
が
3
か
所
に
限
定
さ
れ
、
3

段
階
で
制
限
や
確
認
等
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
ず
1
段
階
目
で
あ
る
施
設
入
口

で
は
、
マ
ス
ク
の
未
着
用
者
の
出
入

り
を
制
限
す
る
と
と
も
に
、
出
入
口

に
消
毒
マ
ッ
ト
、
熱
画
像
カ
メ
ラ
、

顔
認
識
体
温
計
が
設
置
さ
れ
た
（
6

月
4
日
か
ら
は
、
マ
ス
ク
未
着
用
者

や
36
カ
月
未
満
の
幼
児
の
出
入
禁
止

な
ど
が
加
わ
り
4
段
階
の
制
限
や
確

認
等
が
行
わ
れ
て
い
る
）
。
次
に
2

段
階
目
で
あ
る
ホ
ー
ル
入
口
で
は
、

人
に
よ
る
体
温
測
定
（
二
次
体
温
測

定
）
の
実
施
、
手
の
消
毒
、
ビ
ニ
ー

ル
手
袋
の
着
用
が
行
わ
れ
た
。
な
お

入
口
ロ
ビ
ー
の
床
に
は
1
・
5
m
間

3
．宿
泊
施
設
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
ア
メ
リ
カ
の
例
）

※
5

※
7

※
8

※
9

※
10※

11

※
12

※
13

※
6

図 1 アメリカの州郡における各フェーズの対策や制限等

図 2 インディアナ州における各ステージで認められる活動（観光関連抜粋）

図 3 オーストラリア連邦政府の業種別緩和ステップ（観光関連抜粋）

出典）アメリカ連邦政府「OPENING UP AMERICA AGAIN」より作成（※翻訳は執筆メンバーによる）

出典）インディアナ州政府「BACK ON TRACK INDIANA」より作成（翻訳は執筆メンバーによる）

出典）オーストラリア連邦政府「3 STEP FRAMEWORK FOR A COVIDSAFE AUSTRALIA」より作成（翻訳は執筆メンバーによる）

フェーズ①
（再開基準を満たした州郡）

フェーズ②
（リバウンドがない州郡）

フェーズ③
（リバウンドがない州郡）

ステップ① ステップ② ステップ③

個人

事業者

飲食

レジャー
 （映画館等）

宿泊

国内旅行

特定の
事業者

Stage 1

○引き続き衛生管理を心掛ける（手洗い・アルコール消毒、顔を触らない、咳エチケット、清掃、マスク）
○体調が悪いときは外出せず、医療機関の指示に従うこと

○行政の基準に従い各種ルールを作ること
　（ソーシャルディスタンス、体温チェック、接触管理、衛生管理、人がよく触るところの消毒、出張）

○ウイルスに脆弱な人（及びその
　家族）は家にとどまること
○公共の場での物理的距離確保
　の徹底
○適切な管理ができない10人以
　上の集まりを避ける
○不急の旅行は控える（また旅行
　後の自粛）

○一度に10人まで
○平均的な密度は4㎡に1人まで
○フードコートは営業不可

○ウイルスに脆弱な人（及びその
　家族）は家にとどまること
○公共の場での物理的距離確保
　の徹底
○適切な管理ができない50人以
　上の集まりを避ける
○旅行再開可

○ウイルスに脆弱な人は、物理的
　距離を確保しながら、外に出て
　もよい。
○低リスクの人々も、混んでいる
　環境で過ごす時間を減らすこ
　とを検討する。

○テレワーク（又は段階的に職場
　に復帰）
○共有空間閉鎖（又はソーシャル
　ディスタンス徹底）
○不急の出張を控える（また出張
　後の自粛）
○ウイルスに脆弱な人への特別
　な宿泊施設を提供

○できるだけテレワーク
○共有空間閉鎖（またはソーシャ

ルディスタンス徹底）
○出張を再開可
○ウイルスに脆弱な人への特別
　な宿泊施設を提供することを
　検討

○職場での業務を再開可

○学校等は閉鎖のまま
○病院や老人ホームへの訪問は
　禁止
○大規模な会場（映画館等）は、
　厳格な物理的接触を保つルー
　ルの下、営業可。
○ジムは、厳格な物理的接触を
　保つルールと衛生管理の下、
　営業可。
○バーは閉鎖のまま

○10人以下の集会
○一部の製造業、必須
　業務
○小売、飲食はピックア

ップ or デリバリーの
み

○観光関連施設はクロ
ーズ、州立公園はオ
ープン（ソーシャルデ
ィスタンスのもとで
可）

Stage 2

○25人以下の集会
○製造業は一定の規制
　のもとで可
○小売は50%の収容
　客数で可。※フードコ
　ート等は25%以下。
○（Stage2で1週間経
　過し問題がない場合）
　理美容室が予約のみ
　可、レストラン・バー
　が50%の収容客数で
　可
○観光関連施設はクロ
　ーズ、州立公園はオ
　ープン（ソーシャルデ
　ィスタンスのもとで可）
○ゴルフコースオープン
○ドライブインシアター
　は可

Stage 3

○100人以下の集会
○製造業は一定の規制
　のもとで可
○小売は75%の収容
　客数で可。※フードコ
　ート等は25%以下。
○理美容室は予約のみ
　可、レストランは50%
　の収容客数で可
○観光関連施設はクロ
　ーズ、州立公園はオ
　ープン（ソーシャルディ
　スタンスのもとで可）
○ゴルフコースオープン
○ドライブインシアター
　は可、映画館は50%
　の収容客数で可

Stage 4

○250人以下の集会
○製造業、小売はソー
　シャルディスタンスの
　もとで全面可
○理美容室は予約のみ
　可、レストランは75%
　の収容客数で可
○バー・クラブは50%
　の収容客数で可
○美術館・博物館等は    
　50%の収容客数で
　可
○その他ソーシャルデ
　ィスタンスの維持が
　可能な施設

Stage 5

○コンベンション、スポ
　ーツ、イベント、祭りの
　開催も可
○すべてのビジネスが
　ソーシャルディスタン
　スのもとで営業可

○学校等は再開可
○病院や老人ホームへの訪問は
　禁止
○大規模な会場（映画館等）は、
　緩やかな物理的接触を保つル
　ールの下、営業可。
○ジムは、厳格な物理的接触を
　保つルールと衛生管理の下、
　営業可。
○バーは座席を増やして（座らず
　に飲む空間を減らし）営業再開
　してもよい。

○病院や老人ホームへの訪問可
　だが、衛生に気をつけること。
○大規模な会場（映画館等）は、
　一定の物理的接触を保つルー
　ルの下、営業可。
○ジムは、標準的な衛生管理の
　下、営業可。
○バーは座らずに飲む空間を高
　めて、営業再開してもよい。

○一度に20人まで
○平均的な密度は4㎡に1人まで
○フードコートは営業不可

○一度に100人まで
○平均的な密度は4㎡に1人まで
○フードコートも営業可

○営業再開（宿泊のみ） ○営業再開（宿泊のみ）
○20人を限度に、集会も可

○営業再開（宿泊のみ）
○100人を限度に、集会も可

○州内旅行のみ可
○州ごとの方針を参照

○州内旅行のみ可
○州外への旅行について検討
○州ごとの方針を参照

○州外への旅行も可
○州ごとの方針を参照

○基本的に営業不可
○ただし、内部の飲食店は10人
　を限度に営業可

○映画館、コンサート、スタジアム、
　ギャラリー、美術館、動物園等
　は、20人を限度に営業可
○パブやクラブ、カジノは営業不
　可
○ただし、内部の飲食店は20人
　を限度に営業可

○ステップ②で営業可能な業種
　は一度に100人までなら営業
　可
○バー等は営業再開を検討可
○ただし、内部の飲食店は100
　人を限度に営業可

2
5
0
人
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
小

売
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、

ス
テ
ー
ジ
1
で
は
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や

デ
リ
バ
リ
ー
の
み
で
あ
る
が
、
ス
テ

ー
ジ
が
進
む
に
つ
れ
徐
々
に
収
容
客

数
の
割
合
が
高
ま
っ
て
い
る
（
詳
細

は
図
2
参
照
）
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
ア
メ
リ
カ

同
様
、
連
邦
政
府
の
方
針
と
し
て
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
緩
和
に
向
け
た
３
段

階
の
ス
テ
ッ
プ
が
示
さ
れ
て
お
り

（
ス
テ
ッ
プ
ご
と
の
間
隔
は
最
低
３

週
間
）
、
各
州
は
地
域
事
情
に
合
わ

せ
た
詳
細
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
連
邦
政
府

で
は
、
物
理
的
距
離
と
衛
生
に
気
を

つ
け
な
が
ら
一
部
の
活
動
を
再
開
さ

せ
る
こ
と
を
ス
テ
ッ
プ
1
と
し
、
自

宅
へ
の
客
は
5
人
ま
で
と
す
る
こ
と
、

自
宅
外
で
の
集
ま
り
は
10
人
ま
で
と

す
る
こ
と
、
国
民
は
買
物
や
レ
ス
ト

ラ
ン
・
カ
フ
ェ
へ
出
か
け
る
こ
と
、

州
内
で
の
旅
行
な
ど
が
再
開
可
能
と

し
て
い
る
。
次
に
、
物
理
的
な
距
離

と
衛
生
に
気
を
つ
け
な
が
ら
〝
大
半

の
〞
ビ
ジ
ネ
ス
を
再
開
さ
せ
る
こ
と

　
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観

光
政
策
研
究
部
で
は
、
当
財
団
の
独

自
財
源
を
活
用
し
た
研
究
（
自
主
研

究
）
「
こ
れ
か
ら
の
観
光
政
策
に
関

す
る
研
究
」
の
一
環
と
し
て
、
主
に

2
0
2
0
年
4
〜
5
月
に
公
表
さ
れ

て
い
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
（C

O
V
ID

-19

）
拡
大
に
伴
う
、

諸
外
国
・
地
域
で
の
各
種
制
限
の
緩

和
方
針
（
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
、
宿
泊

施
設
や
会
議
・
イ
ベ
ン
ト
（M

IC
E

）

分
野
で
のC

O
V
ID

-1
9

拡
大
防
止
へ

の
各
種
対
策
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）
に
つ
い
て
、
調
査
及
び
整
理
を

行
っ
た
。

　
本
調
査
に
着
手
し
た
の
は
5
月
の

G
・
W
明
け
で
、
当
時
、
日
本
の
緊

急
事
態
宣
言
は
5
月
31
日
ま
で
延
長

す
る
こ
と
が
正
式
決
定
さ
れ
て
い
た

も
の
の
、
新
規
感
染
者
数
は
減
少
し

て
き
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
の
状
況
が

続
け
ば
、
予
定
通
り
5
月
末
ま
で
に

は
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
る
だ

ろ
う
と
い
う
雰
囲
気
は
あ
っ
た
。
一

方
で
、
解
除
後
す
ぐ
に
コ
ロ
ナ
以
前

の
生
活
に
戻
す
こ
と
は
困
難
で
、
何

ら
か
の
対
応
を
検
討
し
実
施
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
雰
囲

気
も
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
日
本
の
各
地
域
や
業

界
・
事
業
者
等
が
、
今
後
のC

O
V
ID

-

1
9

拡
大
防
止
の
た
め
の
方
針
や
対

策
を
検
討
す
る
際
の
一
助
と
な
る
よ

う
、
当
時
す
で
に
諸
外
国
で
整
理
・

公
表
さ
れ
始
め
て
い
た
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
調
査
・
整
理

し
、
当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公

表
し
た
（
5
月
14
日
に
初
版
を
公
表
。

5
月
21
日
に
情
報
を
追
加
し
た
更
新

版
を
公
表
）
。

　
本
稿
は
当
時
公
表
し
た
内
容
を
も

と
に
、
一
部
新
た
な
情
報
を
追
加
し

て
そ
の
概
要
を
整
理
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
た
め
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
は
基
本
的
に
は

調
査
時
点
で
の
状
況
で
あ
り
、
「
記

録
」
的
な
位
置
づ
け
の
も
の
と
な
る
。

C
O

V
ID

-1
9

の
状
況
は
今
な
お
流
動

的
で
あ
り
、
各
国
・
地
域
の
対
応
策

も
常
に
変
化
し
て
い
る
た
め
、
本
稿

の
内
容
を
活
用
す
る
際
に
は
、
必
要

に
応
じ
て
、
各
国
・
地
域
、
事
業
者

等
の
最
新
状
況
を
ご
確
認
い
た
だ
き

た
い
。

ア
メ
リ
カ

　
ア
メ
リ
カ
で
は
、
連
邦
政
府
の
方

針
と
し
て
、
公
衆
衛
生
の
専
門
家
の

助
言
に
基
づ
い
た
3
段
階
の
ア
プ
ロ

ー
チ
で
あ
る
〝O

P
E
N

IN
G

 
U

P
 

A
M

E
R

IC
A
 A

G
A
IN

〞
を
発
表
し

て
い
る
。
本
方
針
で
は
、
ア
メ
リ
カ

の
各
地
域
が
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
再

開
基
準
（G

ating C
riteria

）
を
設

定
し
フ
ェ
ー
ズ
の
移
行
を
検
討
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
再
開
基
準

は
①S

ym
ptom

s

（
過
去
2
週
間
に

お
け
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
コ
ロ

ナ
の
感
染
兆
候
が
見
ら
れ
る
数
の
下

降
傾
向
）
、
②C

ases

（
感
染
者
数

ま
た
は
テ
ス
ト
に
対
す
る
陽
性
率
の

下
降
傾
向
）
、
③H

o
sp

itals

（
医

療
危
機
に
陥
ら
ず
に
患
者
を
診
察
で

き
て
い
る
、
ま
た
、
感
染
リ
ス
ク
の

高
い
医
療
従
事
者
へ
の
検
査
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
る
）
と
さ
れ

て
い
る
。
個
人
、
事
業
者
、
特
定
の

事
業
者
そ
れ
ぞ
れ
の
各
段
階
で
の
対

策
や
制
限
等
は
図
1
の
通
り
で
あ
る
。

　
こ
の
連
邦
政
府
の
方
針
に
基
づ
き

州
に
よ
り
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
ワ
シ
ン
ト
ン
州
で
は
4
つ

の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
て
娯
楽
活
動
、

集
会
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
再
開
さ
せ
る
方

針
で
、
各
フ
ェ
ー
ズ
の
間
隔
は
最
低

3
週
間
と
し
て
い
る
。
各
フ
ェ
ー
ズ

で
の
対
策
は
娯
楽
活
動
を
例
に
と
る

と
、
フ
ェ
ー
ズ
1
で
は
同
行
者
を
家

族
限
定
と
し
て
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動

（
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
釣
り
、
ゴ
ル
フ
、

ボ
ー
ト
、
ハ
イ
キ
ン
グ
）
の
み
可
で

あ
る
が
、
フ
ェ
ー
ズ
2
で
は
、
5
人

以
内
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
キ

ャ
ン
プ
、
ビ
ー
チ
等
）
が
認
め
ら
れ

る
。
さ
ら
に
フ
ェ
ー
ズ
3
で
は
50
人

以
内
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
ス

ポ
ー
ツ
、
密
度
50
％
以
下
で
の
屋
内

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
無
観
客
で
の

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
が
許
可
さ
れ
、
フ
ェ

ー
ズ
4
で
全
て
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
許
可
さ
れ
る
、
と
い
う
方
針
と

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
で
は
、

5
つ
の
ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
経
済
活

動
を
再
開
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

各
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
次
の
ス
テ
ー

ジ
に
移
行
す
る
た
め
の
指
標
に
つ
い

て
は
、
①
州
全
体
でC

O
V
ID

-1
9

に

よ
る
患
者
数
が
14
日
間
連
続
で
減
少

し
て
い
る
か
、
②
ベ
ッ
ド
及
び
人
工

呼
吸
器
が
確
保
で
き
て
い
る
か
、
③

感
染
の
可
能
性
の
あ
る
全
て
の
住
民
、

な
ら
び
に
医
療
従
事
者
や
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
に
対
す
る
検
査

体
制
が
あ
る
か
、
④
感
染
経
路
の
追

跡
の
た
め
、
全
て
の
陽
性
患
者
と
コ

ン
タ
ク
ト
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
保
健

局
に
あ
る
か
の
4
つ
を
設
定
し
て
い

る
（
2
0
2
0
年
7
月
6
日
現
在
、

ス
テ
ー
ジ
4
・
5
が
設
置
・
運
用
さ

れ
て
い
る
）
。
各
フ
ェ
ー
ズ
で
認
め

ら
れ
る
活
動
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば

集
会
に
つ
い
て
は
ス
テ
ー
ジ
1
で
は

10
人
以
下
で
あ
る
が
、
ス
テ
ー
ジ
2

で
は
25
人
以
下
、
ス
テ
ー
ジ
3
で
は

1
0
0
人
以
下
、
ス
テ
ー
ジ
4
で
は

を
ス
テ
ッ
プ
2
と
し
、
自
宅
外
で
の

集
ま
り
を
20
人
ま
で
と
す
る
こ
と
、

ジ
ム
や
美
容
室
、
映
画
館
や
遊
園
地
、

州
外
へ
の
旅
行
（
一
部
）
な
ど
が
再

開
可
能
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ス
テ

ッ
プ
3
で
は
、
物
理
的
な
距
離
と
衛

生
に
気
を
つ
け
な
が
ら
〝
全
て
の
国

（G
B
A
C

）
の
ス
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
る
自
社
ホ
テ
ル
の
認
証
プ
ロ
セ

ス
を
開
始
と
そ
れ
ぞ
れ
に
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
大
手
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
の

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
びA

H
LA

、U
.S

. 

T
ravel 

A
sso

ciatio
n

の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
、
さ
ら
に
は
日
本
の
宿
泊
業

界
団
体
が
策
定
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）（
一
社
）
日
本
ホ
テ
ル
協
会
「
ホ

テ
ル
業
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」、（
一
社
）
日
本
旅
館
協
会

「
宿
泊
施
設
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」、

（
一
社
）
日
本
旅
行
業
協
会
「
旅
行

業
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
対
応
策
を

比
較
し
た
も
の
が
図
６
で
あ
る
。

　
ま
ず
タ
ビ
マ
エ
か
ら
到
着
ま
で
を

み
る
と
、H

ilton

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
、

デ
ジ
タ
ル
ル
ー
ム
キ
ー
機
能
を
す
で

に
提
供
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
範
囲

の
拡
大
を
挙
げ
て
い
る
ほ
か
、AH

LA

、

U
.S

. T
ravel A

ssociation

も
非
接

触
技
術
の
導
入
を
推
奨
し
て
い
る
。

一
方
で
、
日
本
は
現
状
を
鑑
み
て
か

新
技
術
の
導
入
な
ど
に
は
あ
ま
り
触

れ
て
い
な
い
。

　
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
に
つ
い
て
み
る
と
、

H
ilton

は
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
に
つ
い
て

独
自
の
具
体
策
を
複
数
提
示
し
て
お

り
、A

H
L
A

は
客
の
要
望
に
応
じ
た

清
掃
頻
度
の
変
更
や
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ

ン
グ
の
取
り
や
め
を
提
示
し
て
い
る
。

換
気
の
徹
底
は
大
手
ホ
テ
ル
グ
ル
ー

プ
や
ア
メ
リ
カ
の
業
界
団
体
で
は
指

摘
が
無
く
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
は

日
本
な
ら
で
は
の
記
述
で
あ
っ
た
。

　
飲
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
み
る
と
、

A
H

L
A

は
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
及
び
対
面
で

の
飲
食
提
供
に
つ
い
て
具
体
策
を
提

示
し
て
お
り
、
ル
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
接
触
し
な
い
方
法
で
の
提

供
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
日

本
旅
館
協
会
は
お
酌
や
盃
の
回
し
飲

み
の
控
え
要
請
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
旅
館
な
ら
で
は
の
表
記
で
あ

る
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
・
各
種
施

設
に
つ
い
て
み
る
と
、H

ilto
n

と

M
arriott

は
い
ず
れ
も
静
電
気
で
帯

電
し
た
消
毒
用
ミ
ス
ト
や
紫
外
線
に

よ
る
消
毒
な
ど
新
た
な
技
術
導
入
の

検
討
が
示
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

H
ilto

n

、M
arrio

tt

、A
H

L
A

、

U
.S

.T
ravel 

A
sso

ciatio
n

は
い

ず
れ
も
非
接
触
技
術
の
導
入
が
示
さ

れ
て
い
た
。
日
本
は
新
技
術
の
導
入

と
い
う
よ
り
も
清
掃
の
徹
底
等
の
記

述
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
大
浴
場
の

人
数
制
限
も
旅
館
な
ら
で
は
の
表
記

で
あ
る
。

　
体
制
・
従
業
員
対
応
に
み
る
と
、

H
yatt

で
は
2
0
2
0
年
９
月
ま
で

に
再
教
育
を
受
け
た
衛
生
管
理
者
を

最
低
１
名
、
各
ホ
テ
ル
に
配
置
予
定

と
し
て
お
り
、A

H
L

A

とU
.S

.

T
ravel 

A
sso

ciatio
n

は
、
従
業

員
対
応
な
ど
の
具
体
的
な
内
容
を
詳

し
く
解
説
し
て
い
た
。

U
F
I
に
よ
る
暫
定
指
針

　M
IC

E

の
E
（E

xh
ibition

：
展

示
会
・
見
本
市
）
分
野
の
国
際
機
関

で
あ
るT

he G
lobal A

ssociation 

o
f 

th
e 

E
xh

ib
itio

n
 
In

d
u
stry

（U
F
I

）は
、MIC

E

業
界
の
う
ち
展
示

会

や

企

業

間

で
の

取

引

（B
u
sin

ess 
to

 
B
u
sin

ess

：

B
 to

 B

）
の
商
談
会
に
つ
い
て
は
比

較
的
早
期
の
再
開
が
可
能
で
あ
る
と

し
、再
開
に
向
け
た
衛
生
管
理
基
準

等
を
示
し
た
暫
定
指
針〝 

G
lo

b
al 

fram
ew

o
rk 

fo
r 

reo
p
en

in
g 

exh
ib

itio
n
s an

d
 B

2
B

 trad
e 

even
ts p

o
st th

e em
ergen

ce 

fro
m

 
C

O
V
ID
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（In
terim

 

gu
id

an
ce

）
〞
を
2
0
2
0
年
5

月
5
日
に
発
表
し
た
。

　U
FI

は
、
展
示
会
やB

 to B

商
談

会
が
再
開
可
能
な
理
由
と
し
て
、

「
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
の
目
的
が
明
確

で
あ
り
、
人
と
の
距
離
を
保
っ
た
ま

ま
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
」「
不
特
定
多
数
の
人
を
呼
び
込

む
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
い
」「
イ
ベ
ン
ト

前
後
の
参
加
者
の
行
動
を
あ
る
程
度

追
跡
で
き
る
」「
イ
ベ
ン
ト
中
の
参
加

者
の
導
線
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ

と
が
で
き
る
」「
日
程
を
分
散
す
る

こ
と
で
、
会
場
の
密
集
度
を
低
く
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
等
を
挙
げ
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
特
徴
は
コ

ン
サ
ー
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

は
全
く
異
な
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
特
徴

に
合
わ
せ
た
、
適
切
な
衛
生
対
策
基

準
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
業
界
を
ひ
と
く
く

民
が
〞
仕
事
に
復
帰
可
能
と
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
自
宅
外
で
の
集
ま

り
も
1
0
0
人
ま
で
可
、
仕
事
場
へ

の
通
勤
可
（
ス
テ
ッ
プ
1
〜
2
で
は

可
能
な
限
り
テ
レ
ワ
ー
ク
）、
ナ
イ

ト
ク
ラ
ブ
や
フ
ー
ド
コ
ー
ト
な
ど
も

営
業
可
能
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
連

邦
政
府
と
し
て
業
種
ご
と
の
指
針
も

示
さ
れ
て
い
る
（
詳
細
は
図
3
参
照
）。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
政
府

に
よ
り
4
段
階
で
の
ア
ラ
ー
ト
の
仕

組
み
が
作
成
（
地
域
ご
と
に
段
階
は

変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
）
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
の
方
針

が
示
さ
れ
て
い
る
。
4
段
階
の
レ
ベ

ル
は
レ
ベ
ル
4（L

ockdow
n

）が
最

も
規
制
が
強
く
、
レ
ベ
ル
3

（R
estrict

）、レ
ベ
ル
2（R

educe

）、

レ
ベ
ル
1（P

rep
are

）と
徐
々
に
緩

和
さ
れ
て
い
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

レ
ベ
ル
4
で
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
サ
イ

ク
リ
ン
グ
を
除
き
ほ
と
ん
ど
の
活
動

が
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、
レ
ベ
ル
3

に
な
る
と
同
居
以
外
の
家
族
と
の
接

触
や
地
元
で
の
低
リ
ス
ク
な
レ
ジ
ャ

ー
活
動
、
10
人
ま
で
の
冠
婚
葬
祭
系

の
イ
ベ
ン
ト
は
可
能
と
な
る
。
さ
ら

に
レ
ベ
ル
2
で
は
図
書
館
や
美
術
館
、

映
画
館
や
飲
食
店
な
ど
が
10
人
以
下

で
あ
れ
ば
営
業
再
開
が
可
能
と
な
る

ほ
か
、
旅
行
も
O
K
と
な
る
（
た
だ

し
、
出
来
る
だ
け
安
全
に
実
施
す
る

こ
と
と
の
注
あ
り
）。
レ
ベ
ル
1
に

な
る
と
海
外
旅
行
の
制
限
は
あ
る
も

の
の
そ
の
他
の
制
限
は
概
ね
無
く
な

っ
て
い
る
（
詳
細
は
図
4
参
照
）
。

韓
国

　
韓
国
で
は
、
政
府
に
よ
り

C
O

V
ID

-1
9

対
策
と
し
て
の
距
離
確

保
を
3
段
階
の
レ
ベ
ル
で
設
定
し
て

お
り
、
2
週
間
ご
と
に
感
染
拡
散
の

危
険
度
を
評
価
し
て
距
離
確
保
の
レ

ベ
ル
を
調
節
し
て
い
る
。
距
離
確
保

の
レ
ベ
ル
の
設
定
基
準
は
、「
新
規

感
染
者
数
」「
感
染
経
路
不
明
者
数

の
割
合
」「
集
団
発
生
の
状
況
」

「
防
疫
網
内
管
理
比
率
」
と
な
っ
て

い
る
。
考
え
方
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
に
類
似
し
て
お
り
、
レ
ベ
ル
3
は

高
強
度
の
距
離
確
保
と
し
て
、
多
く

の
活
動
は
原
則
的
に
禁
止
と
な
っ
て

い
る
が
、
レ
ベ
ル
2
に
な
る
と
制
限

付
き
許
可
に
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
1
に

な
る
と
指
針
の
順
守
を
求
め
る
も
の

の
原
則
的
に
は
各
種
活
動
を
許
容
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
（
詳
細
は
図

5
参
照
）
。

　
大
手
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
で
あ
る

H
ilton

、M
arriott

、H
yatt

は
そ
れ

ぞ
れ
医
療
機
関
や
消
毒
製
品
メ
ー
カ

ー
・
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
、
独
自

の
感
染
症
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
ま

たA
m

erican H
otel &

 L
odging 

A
ssociation

（A
H

LA

）
及
びU

.S
. 

T
ravel 

A
ssociation

は
業
界
向
け

に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
〝S

afe S
tay

〞
、

〝T
ravel in the N

ew
 N

orm
al

〞

を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
た
。
大
手
ホ
テ

ル
に
つ
い
て
は
、H

ilto
n

は
、
洗

浄
・
消
毒
製
品
メ
ー
カ
ー
で
あ
る

R
B
社
の
協
力
の
も
と
、
宿
泊
者
に

よ
り
清
潔
で
安
全
な
滞
在
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
た
め
の〝H

ilto
n
 C

lean
 

S
ta

y

〞
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
、

M
arriott

は
〞M

arriott 
G

lobal 

C
leanliness C

ouncil

〞
を
設
立
、

社
内
外
の
専
門
家
の
知
識
と
意
見
を

結
集
し
、
よ
り
高
度
な
基
準
の
策
定
、

ま
た
顧
客
へ
の
対
応
プ
ロ
ト
コ
ル
を

開
発
、H

yatt

は
、
世
界
的
な
洗
浄

業
界
団
体
の
一
部
門
で
あ
るG

lobal 

B
iorisk 

A
dvisory 

C
ouncil

り
に
し
て
規
制
す
る
の
で
は
な
く
、

対
策
が
可
能
な
イ
ベ
ン
ト
か
ら
緩
和

し
て
い
く
こ
と
で
、
経
済
へ
の
打
撃

を
抑
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
こ
の

暫
定
指
針
を
策
定
し
た
目
的
で
あ
る

と
し
て
い
る
。

 

暫
定
指
針
は
大
き
く
分
け
て
①
職

員
及
び
参
加
者
個
人
の
衛
生
対
策
、

②
フ
ィ
ジ
カ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確

保
、
③
保
健
・
衛
生
管
理
の
強
化
、

④
人
の
密
集
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
、

⑤
対
策
の
奨
励
と
実
行
の
5
つ
の
視

隔
で
並
ぶ
よ
う
足
形
の
表
示
が
な
さ

れ
た
。
そ
し
て
3
段
階
目
で
あ
る
展

示
ホ
ー
ル
内
で
は
、
ブ
ー
ス
の
間
隔

は
4
m
以
上
に
確
保
さ
れ
、
相
談
会

場
や
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
に
は
ア
ク
リ
ル

板
や
シ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
た
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
政
府
観
光

局
（S

ingapore T
ourism

 B
oard

（S
T
B

））に
よ
り
、
観
光
関
連
事
業

者
（
旅
行
代
理
店
、
イ
ベ
ン
ト
主
催

者
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
事
業
者
、
飲
食
店
、

M
I
C

E

施
設
、
ホ
テ
ル
、

In
tegrated

 R
eso

rt

（IR

）等
）
を

対
象
と
し
た
、
人
が
集
ま
る
イ
ベ
ン

ト
等
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

2
0
2
0
年
3
月
20
日
に
発
表
さ
れ

た
。

　
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
2
0
2

0
年
7
月
1
日
ま
で
、
2
5
0
人
以

上
の
人
が
集
ま
る
全
て
の
イ
ベ
ン
ト

や
集
会
が
禁
止
と
さ
れ
、
違
反
が
あ

っ
た
場
合
に
は
当
局
へ
の
報
告
及
び

政
府
の
補
助
金
や
融
資
の
対
象
か
ら

外
す
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
示
さ
れ

る
と
と
も
に
、
全
て
の
観
光
関
連
事

業
者
の
S
G
ク
リ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

へ
の
参
加
と
認
証
の
取
得
が
推
奨
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
参
加
者
が
2
5

0
名
以
下
の
場
合
で
も
、
混
雑
を
減

ら
す
た
め
の
マ
ナ
ー
の
徹
底
、
目
立

つ
場
所
へ
の
注
意
喚
起
（
握
手
の
禁

止
や
、
個
人
の
衛
生
対
策
の
啓
発
）

の
ポ
ス
タ
ー
の
設
置
、
検
温
機
器
の

設
置
や
自
己
申
告
等
に
よ
る
リ
ス
ク

の
あ
る
参
加
者
の
入
場
規
制
、
参
加

者
の
行
動
追
跡
の
た
め
の
個
人
情
報

の
提
供
、
チ
ケ
ッ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン

購
入
の
推
奨
な
ど
の
対
策
を
講
じ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
主
に
2
0
2
0
年
４

〜
5
月
段
階
の
諸
外
国
・
地
域
で
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

内
容
を
整
理
し
た
が
、
そ
の
後
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

各
種
影
響
は
続
い
て
お
り
、
1
週
間

の
間
に
状
況
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と

も
度
々
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
現

時
点
で
は
当
時
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

適
切
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
な
ど
の
検

証
的
な
視
点
で
論
じ
る
こ
と
は
困
難

で
あ
り
、
本
稿
で
は
当
時
の
内
容
を

紹
介
す
る
に
と
ど
め
て
い
る
。

　
現
在
、
日
本
に
お
い
て
も
各
種
業

界
団
体
や
地
域
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の

実
情
に
応
じ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策

定
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
は
未
知
な
部

分
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
種
情

報
を
常
に
キ
ャ
ッ
チ
し
な
が
ら
内
容

を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が

今
後
も
求
め
ら
れ
る
。
我
々
と
し
て

も
、
諸
外
国
・
地
域
の
動
向
を
引
き

続
き
注
視
し
、
今
後
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
更
新
・
充
実

に
活
用
で
き
る
知
見
の
抽
出
、
提
供

を
今
後
も
進
め
て
い
き
た
い
。

点
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
示
さ
れ
る
各
項

目
に
つ
い
て
、
「
計
画
段
階
」
「
運

営
段
階
」
「
終
了
後
」
の
ど
の
段
階

で
対
応
が
必
要
と
な
る
か
を
示
し
て

い
る
（
図
７
参
照
）
。

　
会
議
・
展
示
会
分
野
の
国
際
機
関

で
あ
るInternational A

ssociation 

of C
onvention C

entres

（A
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C

）、

In
tern

atio
n
al C

o
n
gress an
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C
o
n
ven

tio
n
 

A
sso
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tio

n

（IC
C
A

）、The G
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ssociation 

o
f 

th
e 

E
xh

ib
itio

n
 
In

d
u
stry

（U
F
I

）
の
3
団
体
は
共
同
で
、
国

際
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
の
再
開
に
向
け

取
り
組
む
べ
き
事
項
を
ま
と
め
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン〝A

IP
C

・IC
C

A

・U
F
I 

G
o
o
d
 

P
ractice 

G
u
id

e: 

A
d
d
ressin

g
 

C
O

V
ID
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R
equirem

ents for R
e-O

pening 

B
usiness E

vents

〞を
2
0
2
0
年

5
月
26
日
に
発
表
し
た
。
こ
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
、
先
に
整
理
し
たU

F
I

発
表
の
暫
定
指
針
を
も
と
に
、
会
議

施
設
や
会
議
主
催
者
、
運
営
者
が
中

心
と
な
るA

IP
C

やIC
C
A

の
メ
ン
バ

ー
に
も
広
く
適
用
で
き
る
よ
う
一
部

修
正
し
、
実
践
例
と
と
も
に
解
説
を

追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
1
章
で
全
体
の

枠
組
み
を
示
し
、
2
〜
6
章
の
各
章

はU
F
I

の
暫
定
指
針
と
同
様
の
視
点

（
職
員
及
び
参
加
者
個
人
の
衛
生
対

策
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の

確
保
、
保
健
・
衛
生
管
理
の
強
化
、

人
の
密
集
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
、
対

策
の
奨
励
と
実
行
）
で
、
各
国
・
地

域
に
お
け
る
実
践
例
と
具
体
的
な
解

説
を
示
し
て
い
る
（
図
8
参
照
）
。

韓
国
で
の
指
針
、
対
応
例

　
韓
国
で
は
、
政
府
の
中
央
防
疫
対

策
本
部
・
中
央
事
故
対
応
本
部
に
よ

り
、
感
染
症
予
防
及
び
管
理
に
関
す

る
法
に
基
づ
くM

IC
E

等
施
設
に
対

す
る
指
針
と
し
て
〝C

O
V
ID

-1
9

集

団
施
設
・
多
重
利
用
施
設
対
応
指
針

（
第
3
版
）〞
が
2
0
2
0
年
3
月

に
発
表
さ
れ
た
。

　
同
指
針
で
は
、大
き
く
①C

O
V
ID

-

19

管
理
シ
ス
テ
ム
及
び
関
連
機
関
の

協
力
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
②
感
染
予

防
の
た
め
の
管
理
徹
底
、
③
施
設
出

入
時
、
従
業
員
や
利
用
者
の
管
理
強

化
、
④
社
会
的
距
離
を
置
く
、
⑤
感

染
が
疑
わ
れ
る
患
者
発
見
時
の
措
置

の
５
つ
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
お
り
、

感
染
管
理
責
任
者
や
専
任
担
当
者
の

指
定
、
消
毒
や
換
気
、
従
業
員
や
利

用
者
の
体
調
管
理
の
強
化
、
社
会
的

距
離
の
確
保
の
徹
底
、
感
染
が
疑
わ

れ
る
患
者
が
発
見
さ
れ
た
場
合
の
隔

離
空
間
で
の
待
機
措
置
な
ど
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　
国
の
指
針
も
踏
ま
え
、
韓
国
最
大

規
模
の
展
示
場
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
あ
るK

o
r

e
a 

In
tern

atio
n
al 

E
xh

ib
itio

n
 

&
 

C
onvention 

C
enter

（K
IN

T
E
X

）

で
は
2
0
2
0
年
5
月
に
行
事
が
再

開
さ
れ
、
再
開
初
日
で
あ
る
5
月
8

日
の
展
示
会
に
は
約
8
0
0
0
名
が

来
場
し
た
。K

IN
T
E
X

で
は
、
展
示

場
の
消
毒
が
1
日
2
回
実
施
さ
れ
た

り
、
1
時
間
ご
と
に
外
部
の
空
気
を

流
入
さ
せ
る
な
ど
の
各
種
対
策
が
講

じ
ら
れ
た
ほ
か
、
10
か
所
以
上
あ
る

出
入
口
が
3
か
所
に
限
定
さ
れ
、
3

段
階
で
制
限
や
確
認
等
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
ず
1
段
階
目
で
あ
る
施
設
入
口

で
は
、
マ
ス
ク
の
未
着
用
者
の
出
入

り
を
制
限
す
る
と
と
も
に
、
出
入
口

に
消
毒
マ
ッ
ト
、
熱
画
像
カ
メ
ラ
、

顔
認
識
体
温
計
が
設
置
さ
れ
た
（
6

月
4
日
か
ら
は
、
マ
ス
ク
未
着
用
者

や
36
カ
月
未
満
の
幼
児
の
出
入
禁
止

な
ど
が
加
わ
り
4
段
階
の
制
限
や
確

認
等
が
行
わ
れ
て
い
る
）
。
次
に
2

段
階
目
で
あ
る
ホ
ー
ル
入
口
で
は
、

人
に
よ
る
体
温
測
定
（
二
次
体
温
測

定
）
の
実
施
、
手
の
消
毒
、
ビ
ニ
ー

ル
手
袋
の
着
用
が
行
わ
れ
た
。
な
お

入
口
ロ
ビ
ー
の
床
に
は
1
・
5
m
間

諸
外
国
に
お
け
る

C
O
V
ID
-19

対
応

ガ
イ
ド
ラ
イ
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2
0
2
0
年
4
〜
5
月
の
状
況 公

益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
政
策
研
究
部
　

執
筆
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戦
略
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
長
／

上
席
主
任
研
究
員
　

守
屋
邦
彦

観
光

研
究
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前
線
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国
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マ
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図 6 大手ホテルグループ、業界団体のガイドラインとの比較 U.S.
Travel 
Associ
ationAHLAHyattHilton感染症対策項目 Marriott

日本
ホテル
協会

日本
旅行業
協会

日本
旅館
協会

・旅行者が体調不良の場合、旅行延期を促すコミュニケーションの確立
・同居者以外との相部屋の場合は、相手の同意を得ることに留意 
・非接触技術によるチェックイン／ルームキー／決済機能提供
・間隔を空けた待ち位置表示
・客室でのチェックイン手続き
・フロントデスク、筆記具、ルームキー等の頻繁な清拭消毒
・団体は代表者がまとめて行い、ツアー参加者は分散待機"
・セルフパーキングの推奨
・バレーパーキングでは車内消毒の実施
・シャトルサービスの制限、車内消毒実施"
・送迎車の運転席と後部座席の間にはビニールシート等で仕切りを設置 
・自動化／デジタル化推進
・入口と出口を分け一方通行とする
・飛沫防止パネルの設置
・非接触型決済手段の導入
・症状がある人は申し出要請
・名簿の適正管理
・手指消毒依頼"
・清掃／消毒済にドアにシールを貼り部屋を封印
・高頻度で触れる箇所の徹底清掃／消毒
・換気の徹底
・デジタルルームキーの提供
※生体認証やモバイル端末によるキーレスシステムの導入
・ペンや紙類の撤去、デジタルまたは客の要望に応じて提供
・消毒シートの配備
・客の要望に応じた清掃頻度の変更
・客の要望や同意によるハウスキーピングの取りやめ
・ビュッフェ及び対面サービス提供の制限／提供方法の変更
・PPEを着用したスタッフによるサービス提供、器具の頻繁な洗浄／交換
・提供する品数の削減
・長時間さらされる食品を減らすための提供量の見直し

・食事陳列台に飛沫感染防止パネルの設置

・症状のある人の入場制限／参加人数、滞在時間の制限
・テーブルに置くカトラリー等を減らす
・座席レイアウトの変更
・提供方法の変更（非接触手段での提供、予め包装された食事の提供）
・お酌や盃の回し飲みは控えるよう要請 
・静電気で帯電した消毒用ミストや紫外線で消毒する新たな技術の導入（検討中）
・空気浄化装置の設置
・非接触技術の導入
・スタッフとゲストの接触機会の削減
・スタッフ及びゲスト人数の制限"
・ゲストへの各種医療リソース／情報提供
・清掃回数を増やす
・距離を保つよう促す案内板／目印の設置
・レイアウトの変更
・消毒液／シート置き場の設置
・大浴場 の入場人数制限 
・密集しないエレベーター、エスカレーターの利用
・衛生管理者の配置
・頻繁な手洗い／消毒手順の徹底
・教育の実施
・健康チェックの実施
・休暇規程の見直し
・感染疑いがあるスタッフの隔離
・個人防護装備（PPE）配備
・陽性反応発生時の対応手順の確立
・距離を取る旨の案内板の設置
・距離を保つための取り組みを実施
・清掃回数の増加
・感染予防対策を掲示
・消毒液や消毒シートの設置スタンド／台の設置

タビマエ対応

チェックイン

エントランス

フロント

その他

事前の清掃／消毒

デジタルルームキー

備品の見直し

ハウスキーピング

ビュッフェ
対面サービス

テーブル

蓋で
カバー

ルームサービス
その他

ホテル内の
消毒・感染防止対策

パブリックスペース
ジム・プール＆ビーチ

会議場等

バックヤード

従業員対応

体制

その他

パーキング・
シャトルサービス

タ
ビ
マ
エ
か
ら
到
着
ま
で

ゲ
ス
ト
ル
ー
ム

飲
食
サ
ー
ビ
ス

パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス・各
種
施
設

体
制・従
業
員
対
応

図 4 ニュージーランド連邦政府の業種別緩和ステップ（観光関連抜粋）

図 5 韓国における制限緩和の概要

出典）ニュージーランド政府「Alert system overview」より作成（翻訳は執筆メンバーによる）

出典）韓国政府「社会的な距離の確保」より作成（翻訳は執筆メンバーによる）
1）レベル②とレベル①の状況では、地域ごとの感染防止への対応状況と拡散の危険度によって、自治体の長が運営中止勧告と集合禁止、罰則などの
行政命令を下すことができる。

レベル③距離確保の
レベル

原則1)

内容

3月22日～4月19日

○宗教施設や遊興施設、一部の生
　活体育施設、塾などに運営中止
　勧告
○外出と集会の自粛を強調

原則的禁止、強制的措置

レベル②
4月20日～5月5日

段階的緩和

○宗教施設と遊興施設、一部の生
　活体育施設、塾などを運営自制
　勧告に調整
○国立公園や自然休養林など屋外
　分散施設は段階的に運営を再開
○スポーツ施設で分散条件を 達成
　可能な場合(無観客など)、制限
　的再開
○雇用試験は制限的に実施

制限付き許可

レベル①
生活の中での距離確保

5月6日～

○国立公園、動物園など屋外分散
　施設と美術館、博物館など屋内
　分散施設は運営再開
○文化・体育・観光分野の国立施
　設24 箇所から段階的に再開
○屋外密集施設（スポーツ観覧施
　設）、屋内密集施設（劇場、公演
　場など）は5月末から 運営再開
○学生対象のスポーツ大会は6月 
　以後、地域の祭りは当分の間、延
　期・キャンセルを維持

原則的許容、指針順守、例外的制限

アラート
レベル

リスク
アセスメント

対策

レベル４
Rockdown

○生活において必要なサ
　ービス以外、営業禁止
○同居家族以外との接
　触禁止
○イベント禁止
○ランニングやサイクリン
　グは可だが、レスキュ
　ーが必要なアクティビ
　ティ（サーフィンや狩等）
　は禁止
○旅行は禁止

○コミュニティー間で感
　染が広がる
○クラスターが発生、感
　染拡大

レベル3
Restrict

○家族との接触はOK
○地元での低リスクなレ
　ジャー活動はOK
○冠婚葬祭系は10人ま
　で可。その他イベントは
　禁止。
○客との物理的接触を避
　けられないビジネスは
　禁止。
○人が集まるスペースは
　閉鎖（図書館、ジム等）
○旅行は禁止

○コミュニティー間で感
　染が広がっている可能性
○クラスターが発生する
　可能性があるが、テス
　トと接触調査でコント
　ロール可能

レベル2
Reduce

○10人以下であれば、営
　業再開OK（図書館や
　美術館、映画館、飲食
　店）。
○旅行はOKだが、でき  
　るだけ安全に実施する
　こと。

○家庭内で感染拡大
○単発のクラスター発生
　の可能性

レベル1
Prepare

○海外旅行は制限
○集会への制限なし

○海外で感染拡大
○家庭内で感染が広がる
　可能性

感染防止と経済活動の両立

2
5
0
人
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
小

売
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、

ス
テ
ー
ジ
1
で
は
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や

デ
リ
バ
リ
ー
の
み
で
あ
る
が
、
ス
テ

ー
ジ
が
進
む
に
つ
れ
徐
々
に
収
容
客

数
の
割
合
が
高
ま
っ
て
い
る
（
詳
細

は
図
2
参
照
）
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
ア
メ
リ
カ

同
様
、
連
邦
政
府
の
方
針
と
し
て
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
緩
和
に
向
け
た
３
段

階
の
ス
テ
ッ
プ
が
示
さ
れ
て
お
り

（
ス
テ
ッ
プ
ご
と
の
間
隔
は
最
低
３

週
間
）
、
各
州
は
地
域
事
情
に
合
わ

せ
た
詳
細
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
連
邦
政
府

で
は
、
物
理
的
距
離
と
衛
生
に
気
を

つ
け
な
が
ら
一
部
の
活
動
を
再
開
さ

せ
る
こ
と
を
ス
テ
ッ
プ
1
と
し
、
自

宅
へ
の
客
は
5
人
ま
で
と
す
る
こ
と
、

自
宅
外
で
の
集
ま
り
は
10
人
ま
で
と

す
る
こ
と
、
国
民
は
買
物
や
レ
ス
ト

ラ
ン
・
カ
フ
ェ
へ
出
か
け
る
こ
と
、

州
内
で
の
旅
行
な
ど
が
再
開
可
能
と

し
て
い
る
。
次
に
、
物
理
的
な
距
離

と
衛
生
に
気
を
つ
け
な
が
ら
〝
大
半

の
〞
ビ
ジ
ネ
ス
を
再
開
さ
せ
る
こ
と

　
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観

光
政
策
研
究
部
で
は
、
当
財
団
の
独

自
財
源
を
活
用
し
た
研
究
（
自
主
研

究
）
「
こ
れ
か
ら
の
観
光
政
策
に
関

す
る
研
究
」
の
一
環
と
し
て
、
主
に

2
0
2
0
年
4
〜
5
月
に
公
表
さ
れ

て
い
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
（C

O
V
ID

-19

）
拡
大
に
伴
う
、

諸
外
国
・
地
域
で
の
各
種
制
限
の
緩

和
方
針
（
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
、
宿
泊

施
設
や
会
議
・
イ
ベ
ン
ト
（M

IC
E

）

分
野
で
のC

O
V
ID

-1
9

拡
大
防
止
へ

の
各
種
対
策
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）
に
つ
い
て
、
調
査
及
び
整
理
を

行
っ
た
。

　
本
調
査
に
着
手
し
た
の
は
5
月
の

G
・
W
明
け
で
、
当
時
、
日
本
の
緊

急
事
態
宣
言
は
5
月
31
日
ま
で
延
長

す
る
こ
と
が
正
式
決
定
さ
れ
て
い
た

も
の
の
、
新
規
感
染
者
数
は
減
少
し

て
き
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
の
状
況
が

続
け
ば
、
予
定
通
り
5
月
末
ま
で
に

は
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
る
だ

ろ
う
と
い
う
雰
囲
気
は
あ
っ
た
。
一

方
で
、
解
除
後
す
ぐ
に
コ
ロ
ナ
以
前

の
生
活
に
戻
す
こ
と
は
困
難
で
、
何

ら
か
の
対
応
を
検
討
し
実
施
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
雰
囲

気
も
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
日
本
の
各
地
域
や
業

界
・
事
業
者
等
が
、
今
後
のC

O
V
ID

-

1
9

拡
大
防
止
の
た
め
の
方
針
や
対

策
を
検
討
す
る
際
の
一
助
と
な
る
よ

う
、
当
時
す
で
に
諸
外
国
で
整
理
・

公
表
さ
れ
始
め
て
い
た
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
調
査
・
整
理

し
、
当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公

表
し
た
（
5
月
14
日
に
初
版
を
公
表
。

5
月
21
日
に
情
報
を
追
加
し
た
更
新

版
を
公
表
）
。

　
本
稿
は
当
時
公
表
し
た
内
容
を
も

と
に
、
一
部
新
た
な
情
報
を
追
加
し

て
そ
の
概
要
を
整
理
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
た
め
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
は
基
本
的
に
は

調
査
時
点
で
の
状
況
で
あ
り
、
「
記

録
」
的
な
位
置
づ
け
の
も
の
と
な
る
。

C
O

V
ID

-1
9

の
状
況
は
今
な
お
流
動

的
で
あ
り
、
各
国
・
地
域
の
対
応
策

も
常
に
変
化
し
て
い
る
た
め
、
本
稿

の
内
容
を
活
用
す
る
際
に
は
、
必
要

に
応
じ
て
、
各
国
・
地
域
、
事
業
者

等
の
最
新
状
況
を
ご
確
認
い
た
だ
き

た
い
。

ア
メ
リ
カ

　
ア
メ
リ
カ
で
は
、
連
邦
政
府
の
方

針
と
し
て
、
公
衆
衛
生
の
専
門
家
の

助
言
に
基
づ
い
た
3
段
階
の
ア
プ
ロ

ー
チ
で
あ
る
〝O

P
E
N

IN
G

 
U

P
 

A
M

E
R

IC
A
 A

G
A
IN

〞
を
発
表
し

て
い
る
。
本
方
針
で
は
、
ア
メ
リ
カ

の
各
地
域
が
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
再

開
基
準
（G

ating C
riteria

）
を
設

定
し
フ
ェ
ー
ズ
の
移
行
を
検
討
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
再
開
基
準

は
①S

ym
ptom

s

（
過
去
2
週
間
に

お
け
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
コ
ロ

ナ
の
感
染
兆
候
が
見
ら
れ
る
数
の
下

降
傾
向
）
、
②C

ases

（
感
染
者
数

ま
た
は
テ
ス
ト
に
対
す
る
陽
性
率
の

下
降
傾
向
）
、
③H

o
sp

itals

（
医

療
危
機
に
陥
ら
ず
に
患
者
を
診
察
で

き
て
い
る
、
ま
た
、
感
染
リ
ス
ク
の

高
い
医
療
従
事
者
へ
の
検
査
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
る
）
と
さ
れ

て
い
る
。
個
人
、
事
業
者
、
特
定
の

事
業
者
そ
れ
ぞ
れ
の
各
段
階
で
の
対

策
や
制
限
等
は
図
1
の
通
り
で
あ
る
。

　
こ
の
連
邦
政
府
の
方
針
に
基
づ
き

州
に
よ
り
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
ワ
シ
ン
ト
ン
州
で
は
4
つ

の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
て
娯
楽
活
動
、

集
会
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
再
開
さ
せ
る
方

針
で
、
各
フ
ェ
ー
ズ
の
間
隔
は
最
低

3
週
間
と
し
て
い
る
。
各
フ
ェ
ー
ズ

で
の
対
策
は
娯
楽
活
動
を
例
に
と
る

と
、
フ
ェ
ー
ズ
1
で
は
同
行
者
を
家

族
限
定
と
し
て
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動

（
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
釣
り
、
ゴ
ル
フ
、

ボ
ー
ト
、
ハ
イ
キ
ン
グ
）
の
み
可
で

あ
る
が
、
フ
ェ
ー
ズ
2
で
は
、
5
人

以
内
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
キ

ャ
ン
プ
、
ビ
ー
チ
等
）
が
認
め
ら
れ

る
。
さ
ら
に
フ
ェ
ー
ズ
3
で
は
50
人

以
内
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
ス

ポ
ー
ツ
、
密
度
50
％
以
下
で
の
屋
内

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
無
観
客
で
の

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
が
許
可
さ
れ
、
フ
ェ

ー
ズ
4
で
全
て
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
許
可
さ
れ
る
、
と
い
う
方
針
と

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
で
は
、

5
つ
の
ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
経
済
活

動
を
再
開
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

各
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
次
の
ス
テ
ー

ジ
に
移
行
す
る
た
め
の
指
標
に
つ
い

て
は
、
①
州
全
体
でC

O
V
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に

よ
る
患
者
数
が
14
日
間
連
続
で
減
少

し
て
い
る
か
、
②
ベ
ッ
ド
及
び
人
工

呼
吸
器
が
確
保
で
き
て
い
る
か
、
③

感
染
の
可
能
性
の
あ
る
全
て
の
住
民
、

な
ら
び
に
医
療
従
事
者
や
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
に
対
す
る
検
査

体
制
が
あ
る
か
、
④
感
染
経
路
の
追

跡
の
た
め
、
全
て
の
陽
性
患
者
と
コ

ン
タ
ク
ト
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
保
健

局
に
あ
る
か
の
4
つ
を
設
定
し
て
い

る
（
2
0
2
0
年
7
月
6
日
現
在
、

ス
テ
ー
ジ
4
・
5
が
設
置
・
運
用
さ

れ
て
い
る
）
。
各
フ
ェ
ー
ズ
で
認
め

ら
れ
る
活
動
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば

集
会
に
つ
い
て
は
ス
テ
ー
ジ
1
で
は

10
人
以
下
で
あ
る
が
、
ス
テ
ー
ジ
2

で
は
25
人
以
下
、
ス
テ
ー
ジ
3
で
は

1
0
0
人
以
下
、
ス
テ
ー
ジ
4
で
は

を
ス
テ
ッ
プ
2
と
し
、
自
宅
外
で
の

集
ま
り
を
20
人
ま
で
と
す
る
こ
と
、

ジ
ム
や
美
容
室
、
映
画
館
や
遊
園
地
、

州
外
へ
の
旅
行
（
一
部
）
な
ど
が
再

開
可
能
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ス
テ

ッ
プ
3
で
は
、
物
理
的
な
距
離
と
衛

生
に
気
を
つ
け
な
が
ら
〝
全
て
の
国

（G
B
A
C

）
の
ス
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
る
自
社
ホ
テ
ル
の
認
証
プ
ロ
セ

ス
を
開
始
と
そ
れ
ぞ
れ
に
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
大
手
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
の

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
びA

H
LA

、U
.S

. 

T
ravel 

A
sso

ciatio
n

の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
、
さ
ら
に
は
日
本
の
宿
泊
業

界
団
体
が
策
定
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）（
一
社
）
日
本
ホ
テ
ル
協
会
「
ホ

テ
ル
業
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」、（
一
社
）
日
本
旅
館
協
会

「
宿
泊
施
設
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」、

（
一
社
）
日
本
旅
行
業
協
会
「
旅
行

業
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
対
応
策
を

比
較
し
た
も
の
が
図
６
で
あ
る
。

　
ま
ず
タ
ビ
マ
エ
か
ら
到
着
ま
で
を

み
る
と
、H

ilton

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
、

デ
ジ
タ
ル
ル
ー
ム
キ
ー
機
能
を
す
で

に
提
供
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
範
囲

の
拡
大
を
挙
げ
て
い
る
ほ
か
、AH

LA

、

U
.S

. T
ravel A

ssociation

も
非
接

触
技
術
の
導
入
を
推
奨
し
て
い
る
。

一
方
で
、
日
本
は
現
状
を
鑑
み
て
か

新
技
術
の
導
入
な
ど
に
は
あ
ま
り
触

れ
て
い
な
い
。

　
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
に
つ
い
て
み
る
と
、

H
ilton

は
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
に
つ
い
て

独
自
の
具
体
策
を
複
数
提
示
し
て
お

り
、A

H
L
A

は
客
の
要
望
に
応
じ
た

清
掃
頻
度
の
変
更
や
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ

ン
グ
の
取
り
や
め
を
提
示
し
て
い
る
。

換
気
の
徹
底
は
大
手
ホ
テ
ル
グ
ル
ー

プ
や
ア
メ
リ
カ
の
業
界
団
体
で
は
指

摘
が
無
く
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
は

日
本
な
ら
で
は
の
記
述
で
あ
っ
た
。

　
飲
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
み
る
と
、

A
H

L
A

は
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
及
び
対
面
で

の
飲
食
提
供
に
つ
い
て
具
体
策
を
提

示
し
て
お
り
、
ル
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
接
触
し
な
い
方
法
で
の
提

供
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
日

本
旅
館
協
会
は
お
酌
や
盃
の
回
し
飲

み
の
控
え
要
請
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
旅
館
な
ら
で
は
の
表
記
で
あ

る
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
・
各
種
施

設
に
つ
い
て
み
る
と
、H

ilto
n

と

M
arriott

は
い
ず
れ
も
静
電
気
で
帯

電
し
た
消
毒
用
ミ
ス
ト
や
紫
外
線
に

よ
る
消
毒
な
ど
新
た
な
技
術
導
入
の

検
討
が
示
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

H
ilto

n

、M
arrio

tt

、A
H

L
A

、

U
.S

.T
ravel 

A
sso

ciatio
n

は
い

ず
れ
も
非
接
触
技
術
の
導
入
が
示
さ

れ
て
い
た
。
日
本
は
新
技
術
の
導
入

と
い
う
よ
り
も
清
掃
の
徹
底
等
の
記

述
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
大
浴
場
の

人
数
制
限
も
旅
館
な
ら
で
は
の
表
記

で
あ
る
。

　
体
制
・
従
業
員
対
応
に
み
る
と
、

H
yatt

で
は
2
0
2
0
年
９
月
ま
で

に
再
教
育
を
受
け
た
衛
生
管
理
者
を

最
低
１
名
、
各
ホ
テ
ル
に
配
置
予
定

と
し
て
お
り
、A

H
L

A

とU
.S

.

T
ravel 

A
sso

ciatio
n

は
、
従
業

員
対
応
な
ど
の
具
体
的
な
内
容
を
詳

し
く
解
説
し
て
い
た
。

U
F
I
に
よ
る
暫
定
指
針

　M
IC

E

の
E
（E

xh
ibition

：
展

示
会
・
見
本
市
）
分
野
の
国
際
機
関

で
あ
るT

he G
lobal A

ssociation 

o
f 

th
e 

E
xh

ib
itio

n
 
In

d
u
stry

（U
F
I

）は
、MIC

E

業
界
の
う
ち
展
示

会

や

企

業

間

で
の

取

引

（B
u
sin

ess 
to

 
B
u
sin

ess

：

B
 to

 B

）
の
商
談
会
に
つ
い
て
は
比

較
的
早
期
の
再
開
が
可
能
で
あ
る
と

し
、再
開
に
向
け
た
衛
生
管
理
基
準

等
を
示
し
た
暫
定
指
針〝 

G
lo

b
al 

fram
ew

o
rk 

fo
r 

reo
p
en

in
g 

exh
ib

itio
n
s an

d
 B

2
B

 trad
e 

even
ts p

o
st th

e em
ergen

ce 

fro
m

 
C
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（In
terim

 

gu
id

an
ce

）
〞
を
2
0
2
0
年
5

月
5
日
に
発
表
し
た
。

　U
FI

は
、
展
示
会
やB

 to B

商
談

会
が
再
開
可
能
な
理
由
と
し
て
、

「
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
の
目
的
が
明
確

で
あ
り
、
人
と
の
距
離
を
保
っ
た
ま

ま
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
」「
不
特
定
多
数
の
人
を
呼
び
込

む
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
い
」「
イ
ベ
ン
ト

前
後
の
参
加
者
の
行
動
を
あ
る
程
度

追
跡
で
き
る
」「
イ
ベ
ン
ト
中
の
参
加

者
の
導
線
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ

と
が
で
き
る
」「
日
程
を
分
散
す
る

こ
と
で
、
会
場
の
密
集
度
を
低
く
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
等
を
挙
げ
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
特
徴
は
コ

ン
サ
ー
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

は
全
く
異
な
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
特
徴

に
合
わ
せ
た
、
適
切
な
衛
生
対
策
基

準
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
業
界
を
ひ
と
く
く

民
が
〞
仕
事
に
復
帰
可
能
と
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
自
宅
外
で
の
集
ま

り
も
1
0
0
人
ま
で
可
、
仕
事
場
へ

の
通
勤
可
（
ス
テ
ッ
プ
1
〜
2
で
は

可
能
な
限
り
テ
レ
ワ
ー
ク
）、
ナ
イ

ト
ク
ラ
ブ
や
フ
ー
ド
コ
ー
ト
な
ど
も

営
業
可
能
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
連

邦
政
府
と
し
て
業
種
ご
と
の
指
針
も

示
さ
れ
て
い
る
（
詳
細
は
図
3
参
照
）。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
政
府

に
よ
り
4
段
階
で
の
ア
ラ
ー
ト
の
仕

組
み
が
作
成
（
地
域
ご
と
に
段
階
は

変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
）
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
の
方
針

が
示
さ
れ
て
い
る
。
4
段
階
の
レ
ベ

ル
は
レ
ベ
ル
4（L

ockdow
n

）が
最

も
規
制
が
強
く
、
レ
ベ
ル
3

（R
estrict

）、レ
ベ
ル
2（R

educe

）、

レ
ベ
ル
1（P

rep
are

）と
徐
々
に
緩

和
さ
れ
て
い
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

レ
ベ
ル
4
で
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
サ
イ

ク
リ
ン
グ
を
除
き
ほ
と
ん
ど
の
活
動

が
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、
レ
ベ
ル
3

に
な
る
と
同
居
以
外
の
家
族
と
の
接

触
や
地
元
で
の
低
リ
ス
ク
な
レ
ジ
ャ

ー
活
動
、
10
人
ま
で
の
冠
婚
葬
祭
系

の
イ
ベ
ン
ト
は
可
能
と
な
る
。
さ
ら

に
レ
ベ
ル
2
で
は
図
書
館
や
美
術
館
、

映
画
館
や
飲
食
店
な
ど
が
10
人
以
下

で
あ
れ
ば
営
業
再
開
が
可
能
と
な
る

ほ
か
、
旅
行
も
O
K
と
な
る
（
た
だ

し
、
出
来
る
だ
け
安
全
に
実
施
す
る

こ
と
と
の
注
あ
り
）。
レ
ベ
ル
1
に

な
る
と
海
外
旅
行
の
制
限
は
あ
る
も

の
の
そ
の
他
の
制
限
は
概
ね
無
く
な

っ
て
い
る
（
詳
細
は
図
4
参
照
）
。

韓
国

　
韓
国
で
は
、
政
府
に
よ
り

C
O
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対
策
と
し
て
の
距
離
確

保
を
3
段
階
の
レ
ベ
ル
で
設
定
し
て

お
り
、
2
週
間
ご
と
に
感
染
拡
散
の

危
険
度
を
評
価
し
て
距
離
確
保
の
レ

ベ
ル
を
調
節
し
て
い
る
。
距
離
確
保

の
レ
ベ
ル
の
設
定
基
準
は
、「
新
規

感
染
者
数
」「
感
染
経
路
不
明
者
数

の
割
合
」「
集
団
発
生
の
状
況
」

「
防
疫
網
内
管
理
比
率
」
と
な
っ
て

い
る
。
考
え
方
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
に
類
似
し
て
お
り
、
レ
ベ
ル
3
は

高
強
度
の
距
離
確
保
と
し
て
、
多
く

の
活
動
は
原
則
的
に
禁
止
と
な
っ
て

い
る
が
、
レ
ベ
ル
2
に
な
る
と
制
限

付
き
許
可
に
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
1
に

な
る
と
指
針
の
順
守
を
求
め
る
も
の

の
原
則
的
に
は
各
種
活
動
を
許
容
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
（
詳
細
は
図

5
参
照
）
。

　
大
手
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
で
あ
る

H
ilton

、M
arriott

、H
yatt

は
そ
れ

ぞ
れ
医
療
機
関
や
消
毒
製
品
メ
ー
カ

ー
・
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
、
独
自

の
感
染
症
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
ま

たA
m

erican H
otel &

 L
odging 

A
ssociation

（A
H

LA

）
及
びU

.S
. 

T
ravel 

A
ssociation

は
業
界
向
け

に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
〝S

afe S
tay

〞
、

〝T
ravel in the N

ew
 N

orm
al

〞

を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
た
。
大
手
ホ
テ

ル
に
つ
い
て
は
、H

ilto
n

は
、
洗

浄
・
消
毒
製
品
メ
ー
カ
ー
で
あ
る

R
B
社
の
協
力
の
も
と
、
宿
泊
者
に

よ
り
清
潔
で
安
全
な
滞
在
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
た
め
の〝H

ilto
n
 C

lean
 

S
ta

y

〞
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
、

M
arriott

は
〞M

arriott 
G

lobal 

C
leanliness C

ouncil

〞
を
設
立
、

社
内
外
の
専
門
家
の
知
識
と
意
見
を

結
集
し
、
よ
り
高
度
な
基
準
の
策
定
、

ま
た
顧
客
へ
の
対
応
プ
ロ
ト
コ
ル
を

開
発
、H

yatt

は
、
世
界
的
な
洗
浄

業
界
団
体
の
一
部
門
で
あ
るG

lobal 

B
iorisk 

A
dvisory 

C
ouncil

り
に
し
て
規
制
す
る
の
で
は
な
く
、

対
策
が
可
能
な
イ
ベ
ン
ト
か
ら
緩
和

し
て
い
く
こ
と
で
、
経
済
へ
の
打
撃

を
抑
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
こ
の

暫
定
指
針
を
策
定
し
た
目
的
で
あ
る

と
し
て
い
る
。

 

暫
定
指
針
は
大
き
く
分
け
て
①
職

員
及
び
参
加
者
個
人
の
衛
生
対
策
、

②
フ
ィ
ジ
カ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確

保
、
③
保
健
・
衛
生
管
理
の
強
化
、

④
人
の
密
集
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
、

⑤
対
策
の
奨
励
と
実
行
の
5
つ
の
視

隔
で
並
ぶ
よ
う
足
形
の
表
示
が
な
さ

れ
た
。
そ
し
て
3
段
階
目
で
あ
る
展

示
ホ
ー
ル
内
で
は
、
ブ
ー
ス
の
間
隔

は
4
m
以
上
に
確
保
さ
れ
、
相
談
会

場
や
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
に
は
ア
ク
リ
ル

板
や
シ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
た
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
政
府
観
光

局
（S

ingapore T
ourism

 B
oard

（S
T
B

））に
よ
り
、
観
光
関
連
事
業

者
（
旅
行
代
理
店
、
イ
ベ
ン
ト
主
催

者
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
事
業
者
、
飲
食
店
、

M
I
C

E

施
設
、
ホ
テ
ル
、

In
tegrated

 R
eso

rt

（IR

）等
）
を

対
象
と
し
た
、
人
が
集
ま
る
イ
ベ
ン

ト
等
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

2
0
2
0
年
3
月
20
日
に
発
表
さ
れ

た
。

　
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
2
0
2

0
年
7
月
1
日
ま
で
、
2
5
0
人
以

上
の
人
が
集
ま
る
全
て
の
イ
ベ
ン
ト

や
集
会
が
禁
止
と
さ
れ
、
違
反
が
あ

っ
た
場
合
に
は
当
局
へ
の
報
告
及
び

政
府
の
補
助
金
や
融
資
の
対
象
か
ら

外
す
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
示
さ
れ

る
と
と
も
に
、
全
て
の
観
光
関
連
事

業
者
の
S
G
ク
リ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

へ
の
参
加
と
認
証
の
取
得
が
推
奨
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
参
加
者
が
2
5

0
名
以
下
の
場
合
で
も
、
混
雑
を
減

ら
す
た
め
の
マ
ナ
ー
の
徹
底
、
目
立

つ
場
所
へ
の
注
意
喚
起
（
握
手
の
禁

止
や
、
個
人
の
衛
生
対
策
の
啓
発
）

の
ポ
ス
タ
ー
の
設
置
、
検
温
機
器
の

設
置
や
自
己
申
告
等
に
よ
る
リ
ス
ク

の
あ
る
参
加
者
の
入
場
規
制
、
参
加

者
の
行
動
追
跡
の
た
め
の
個
人
情
報

の
提
供
、
チ
ケ
ッ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン

購
入
の
推
奨
な
ど
の
対
策
を
講
じ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
主
に
2
0
2
0
年
４

〜
5
月
段
階
の
諸
外
国
・
地
域
で
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

内
容
を
整
理
し
た
が
、
そ
の
後
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

各
種
影
響
は
続
い
て
お
り
、
1
週
間

の
間
に
状
況
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と

も
度
々
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
現

時
点
で
は
当
時
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

適
切
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
な
ど
の
検

証
的
な
視
点
で
論
じ
る
こ
と
は
困
難

で
あ
り
、
本
稿
で
は
当
時
の
内
容
を

紹
介
す
る
に
と
ど
め
て
い
る
。

　
現
在
、
日
本
に
お
い
て
も
各
種
業

界
団
体
や
地
域
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の

実
情
に
応
じ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策

定
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
は
未
知
な
部

分
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
種
情

報
を
常
に
キ
ャ
ッ
チ
し
な
が
ら
内
容

を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が

今
後
も
求
め
ら
れ
る
。
我
々
と
し
て

も
、
諸
外
国
・
地
域
の
動
向
を
引
き

続
き
注
視
し
、
今
後
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
更
新
・
充
実

に
活
用
で
き
る
知
見
の
抽
出
、
提
供

を
今
後
も
進
め
て
い
き
た
い
。

点
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
示
さ
れ
る
各
項

目
に
つ
い
て
、
「
計
画
段
階
」
「
運

営
段
階
」
「
終
了
後
」
の
ど
の
段
階

で
対
応
が
必
要
と
な
る
か
を
示
し
て

い
る
（
図
７
参
照
）
。

　
会
議
・
展
示
会
分
野
の
国
際
機
関

で
あ
るInternational A

ssociation 

of C
onvention C

entres

（A
IP

C

）、

In
tern

atio
n
al C

o
n
gress an

d
 

C
o
n
ven

tio
n
 

A
sso

cia
tio

n

（IC
C
A

）、The G
lobal A

ssociation 

o
f 

th
e 

E
xh

ib
itio

n
 
In

d
u
stry

（U
F
I

）
の
3
団
体
は
共
同
で
、
国

際
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
の
再
開
に
向
け

取
り
組
む
べ
き
事
項
を
ま
と
め
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン〝A

IP
C

・IC
C

A

・U
F
I 

G
o
o
d
 

P
ractice 

G
u
id

e: 

A
d
d
ressin

g
 

C
O

V
ID

-1
9
 

R
equirem

ents for R
e-O

pening 

B
usiness E

vents

〞を
2
0
2
0
年

5
月
26
日
に
発
表
し
た
。
こ
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
、
先
に
整
理
し
たU

F
I

発
表
の
暫
定
指
針
を
も
と
に
、
会
議

施
設
や
会
議
主
催
者
、
運
営
者
が
中

心
と
な
るA

IP
C

やIC
C
A

の
メ
ン
バ

ー
に
も
広
く
適
用
で
き
る
よ
う
一
部

修
正
し
、
実
践
例
と
と
も
に
解
説
を

追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
1
章
で
全
体
の

枠
組
み
を
示
し
、
2
〜
6
章
の
各
章

はU
F
I

の
暫
定
指
針
と
同
様
の
視
点

（
職
員
及
び
参
加
者
個
人
の
衛
生
対

策
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の

確
保
、
保
健
・
衛
生
管
理
の
強
化
、

人
の
密
集
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
、
対

策
の
奨
励
と
実
行
）
で
、
各
国
・
地

域
に
お
け
る
実
践
例
と
具
体
的
な
解

説
を
示
し
て
い
る
（
図
8
参
照
）
。

韓
国
で
の
指
針
、
対
応
例

　
韓
国
で
は
、
政
府
の
中
央
防
疫
対

策
本
部
・
中
央
事
故
対
応
本
部
に
よ

り
、
感
染
症
予
防
及
び
管
理
に
関
す

る
法
に
基
づ
くM

IC
E

等
施
設
に
対

す
る
指
針
と
し
て
〝C

O
V
ID

-1
9

集

団
施
設
・
多
重
利
用
施
設
対
応
指
針

（
第
3
版
）〞
が
2
0
2
0
年
3
月

に
発
表
さ
れ
た
。

　
同
指
針
で
は
、大
き
く
①C

O
V
ID

-

19

管
理
シ
ス
テ
ム
及
び
関
連
機
関
の

協
力
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
②
感
染
予

防
の
た
め
の
管
理
徹
底
、
③
施
設
出

入
時
、
従
業
員
や
利
用
者
の
管
理
強

化
、
④
社
会
的
距
離
を
置
く
、
⑤
感

染
が
疑
わ
れ
る
患
者
発
見
時
の
措
置

の
５
つ
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
お
り
、

感
染
管
理
責
任
者
や
専
任
担
当
者
の

指
定
、
消
毒
や
換
気
、
従
業
員
や
利

用
者
の
体
調
管
理
の
強
化
、
社
会
的

距
離
の
確
保
の
徹
底
、
感
染
が
疑
わ

れ
る
患
者
が
発
見
さ
れ
た
場
合
の
隔

離
空
間
で
の
待
機
措
置
な
ど
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　
国
の
指
針
も
踏
ま
え
、
韓
国
最
大

規
模
の
展
示
場
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
あ
るK

o
r

e
a 

In
tern

atio
n
al 

E
xh

ib
itio

n
 

&
 

C
onvention 

C
enter

（K
IN

T
E
X

）

で
は
2
0
2
0
年
5
月
に
行
事
が
再

開
さ
れ
、
再
開
初
日
で
あ
る
5
月
8

日
の
展
示
会
に
は
約
8
0
0
0
名
が

来
場
し
た
。K

IN
T
E
X

で
は
、
展
示

場
の
消
毒
が
1
日
2
回
実
施
さ
れ
た

り
、
1
時
間
ご
と
に
外
部
の
空
気
を

流
入
さ
せ
る
な
ど
の
各
種
対
策
が
講

じ
ら
れ
た
ほ
か
、
10
か
所
以
上
あ
る

出
入
口
が
3
か
所
に
限
定
さ
れ
、
3

段
階
で
制
限
や
確
認
等
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
ず
1
段
階
目
で
あ
る
施
設
入
口

で
は
、
マ
ス
ク
の
未
着
用
者
の
出
入

り
を
制
限
す
る
と
と
も
に
、
出
入
口

に
消
毒
マ
ッ
ト
、
熱
画
像
カ
メ
ラ
、

顔
認
識
体
温
計
が
設
置
さ
れ
た
（
6

月
4
日
か
ら
は
、
マ
ス
ク
未
着
用
者

や
36
カ
月
未
満
の
幼
児
の
出
入
禁
止

な
ど
が
加
わ
り
4
段
階
の
制
限
や
確

認
等
が
行
わ
れ
て
い
る
）
。
次
に
2

段
階
目
で
あ
る
ホ
ー
ル
入
口
で
は
、

人
に
よ
る
体
温
測
定
（
二
次
体
温
測

定
）
の
実
施
、
手
の
消
毒
、
ビ
ニ
ー

ル
手
袋
の
着
用
が
行
わ
れ
た
。
な
お

入
口
ロ
ビ
ー
の
床
に
は
1
・
5
m
間

3
．宿
泊
施
設
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
ア
メ
リ
カ
の
例
）

※
5

※
7

※
8

※
9

※
10※

11

※
12

※
13

※
6

図 1 アメリカの州郡における各フェーズの対策や制限等

図 2 インディアナ州における各ステージで認められる活動（観光関連抜粋）

図 3 オーストラリア連邦政府の業種別緩和ステップ（観光関連抜粋）

出典）アメリカ連邦政府「OPENING UP AMERICA AGAIN」より作成（※翻訳は執筆メンバーによる）

出典）インディアナ州政府「BACK ON TRACK INDIANA」より作成（翻訳は執筆メンバーによる）

出典）オーストラリア連邦政府「3 STEP FRAMEWORK FOR A COVIDSAFE AUSTRALIA」より作成（翻訳は執筆メンバーによる）

フェーズ①
（再開基準を満たした州郡）

フェーズ②
（リバウンドがない州郡）

フェーズ③
（リバウンドがない州郡）

ステップ① ステップ② ステップ③

個人

事業者

飲食

レジャー
 （映画館等）

宿泊

国内旅行

特定の
事業者

Stage 1

○引き続き衛生管理を心掛ける（手洗い・アルコール消毒、顔を触らない、咳エチケット、清掃、マスク）
○体調が悪いときは外出せず、医療機関の指示に従うこと

○行政の基準に従い各種ルールを作ること
　（ソーシャルディスタンス、体温チェック、接触管理、衛生管理、人がよく触るところの消毒、出張）

○ウイルスに脆弱な人（及びその
　家族）は家にとどまること
○公共の場での物理的距離確保
　の徹底
○適切な管理ができない10人以
　上の集まりを避ける
○不急の旅行は控える（また旅行
　後の自粛）

○一度に10人まで
○平均的な密度は4㎡に1人まで
○フードコートは営業不可

○ウイルスに脆弱な人（及びその
　家族）は家にとどまること
○公共の場での物理的距離確保
　の徹底
○適切な管理ができない50人以
　上の集まりを避ける
○旅行再開可

○ウイルスに脆弱な人は、物理的
　距離を確保しながら、外に出て
　もよい。
○低リスクの人々も、混んでいる
　環境で過ごす時間を減らすこ
　とを検討する。

○テレワーク（又は段階的に職場
　に復帰）
○共有空間閉鎖（又はソーシャル
　ディスタンス徹底）
○不急の出張を控える（また出張
　後の自粛）
○ウイルスに脆弱な人への特別
　な宿泊施設を提供

○できるだけテレワーク
○共有空間閉鎖（またはソーシャ

ルディスタンス徹底）
○出張を再開可
○ウイルスに脆弱な人への特別
　な宿泊施設を提供することを
　検討

○職場での業務を再開可

○学校等は閉鎖のまま
○病院や老人ホームへの訪問は
　禁止
○大規模な会場（映画館等）は、
　厳格な物理的接触を保つルー
　ルの下、営業可。
○ジムは、厳格な物理的接触を
　保つルールと衛生管理の下、
　営業可。
○バーは閉鎖のまま

○10人以下の集会
○一部の製造業、必須
　業務
○小売、飲食はピックア

ップ or デリバリーの
み

○観光関連施設はクロ
ーズ、州立公園はオ
ープン（ソーシャルデ
ィスタンスのもとで
可）

Stage 2

○25人以下の集会
○製造業は一定の規制
　のもとで可
○小売は50%の収容
　客数で可。※フードコ
　ート等は25%以下。
○（Stage2で1週間経
　過し問題がない場合）
　理美容室が予約のみ
　可、レストラン・バー
　が50%の収容客数で
　可
○観光関連施設はクロ
　ーズ、州立公園はオ
　ープン（ソーシャルデ
　ィスタンスのもとで可）
○ゴルフコースオープン
○ドライブインシアター
　は可

Stage 3

○100人以下の集会
○製造業は一定の規制
　のもとで可
○小売は75%の収容
　客数で可。※フードコ
　ート等は25%以下。
○理美容室は予約のみ
　可、レストランは50%
　の収容客数で可
○観光関連施設はクロ
　ーズ、州立公園はオ
　ープン（ソーシャルディ
　スタンスのもとで可）
○ゴルフコースオープン
○ドライブインシアター
　は可、映画館は50%
　の収容客数で可

Stage 4

○250人以下の集会
○製造業、小売はソー
　シャルディスタンスの
　もとで全面可
○理美容室は予約のみ
　可、レストランは75%
　の収容客数で可
○バー・クラブは50%
　の収容客数で可
○美術館・博物館等は    
　50%の収容客数で
　可
○その他ソーシャルデ
　ィスタンスの維持が
　可能な施設

Stage 5

○コンベンション、スポ
　ーツ、イベント、祭りの
　開催も可
○すべてのビジネスが
　ソーシャルディスタン
　スのもとで営業可

○学校等は再開可
○病院や老人ホームへの訪問は
　禁止
○大規模な会場（映画館等）は、
　緩やかな物理的接触を保つル
　ールの下、営業可。
○ジムは、厳格な物理的接触を
　保つルールと衛生管理の下、
　営業可。
○バーは座席を増やして（座らず
　に飲む空間を減らし）営業再開
　してもよい。

○病院や老人ホームへの訪問可
　だが、衛生に気をつけること。
○大規模な会場（映画館等）は、
　一定の物理的接触を保つルー
　ルの下、営業可。
○ジムは、標準的な衛生管理の
　下、営業可。
○バーは座らずに飲む空間を高
　めて、営業再開してもよい。

○一度に20人まで
○平均的な密度は4㎡に1人まで
○フードコートは営業不可

○一度に100人まで
○平均的な密度は4㎡に1人まで
○フードコートも営業可

○営業再開（宿泊のみ） ○営業再開（宿泊のみ）
○20人を限度に、集会も可

○営業再開（宿泊のみ）
○100人を限度に、集会も可

○州内旅行のみ可
○州ごとの方針を参照

○州内旅行のみ可
○州外への旅行について検討
○州ごとの方針を参照

○州外への旅行も可
○州ごとの方針を参照

○基本的に営業不可
○ただし、内部の飲食店は10人
　を限度に営業可

○映画館、コンサート、スタジアム、
　ギャラリー、美術館、動物園等
　は、20人を限度に営業可
○パブやクラブ、カジノは営業不
　可
○ただし、内部の飲食店は20人
　を限度に営業可

○ステップ②で営業可能な業種
　は一度に100人までなら営業
　可
○バー等は営業再開を検討可
○ただし、内部の飲食店は100
　人を限度に営業可

2
5
0
人
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
小

売
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、

ス
テ
ー
ジ
1
で
は
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や

デ
リ
バ
リ
ー
の
み
で
あ
る
が
、
ス
テ

ー
ジ
が
進
む
に
つ
れ
徐
々
に
収
容
客

数
の
割
合
が
高
ま
っ
て
い
る
（
詳
細

は
図
2
参
照
）
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
ア
メ
リ
カ

同
様
、
連
邦
政
府
の
方
針
と
し
て
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
緩
和
に
向
け
た
３
段

階
の
ス
テ
ッ
プ
が
示
さ
れ
て
お
り

（
ス
テ
ッ
プ
ご
と
の
間
隔
は
最
低
３

週
間
）
、
各
州
は
地
域
事
情
に
合
わ

せ
た
詳
細
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
連
邦
政
府

で
は
、
物
理
的
距
離
と
衛
生
に
気
を

つ
け
な
が
ら
一
部
の
活
動
を
再
開
さ

せ
る
こ
と
を
ス
テ
ッ
プ
1
と
し
、
自

宅
へ
の
客
は
5
人
ま
で
と
す
る
こ
と
、

自
宅
外
で
の
集
ま
り
は
10
人
ま
で
と

す
る
こ
と
、
国
民
は
買
物
や
レ
ス
ト

ラ
ン
・
カ
フ
ェ
へ
出
か
け
る
こ
と
、

州
内
で
の
旅
行
な
ど
が
再
開
可
能
と

し
て
い
る
。
次
に
、
物
理
的
な
距
離

と
衛
生
に
気
を
つ
け
な
が
ら
〝
大
半

の
〞
ビ
ジ
ネ
ス
を
再
開
さ
せ
る
こ
と

　
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観

光
政
策
研
究
部
で
は
、
当
財
団
の
独

自
財
源
を
活
用
し
た
研
究
（
自
主
研

究
）
「
こ
れ
か
ら
の
観
光
政
策
に
関

す
る
研
究
」
の
一
環
と
し
て
、
主
に

2
0
2
0
年
4
〜
5
月
に
公
表
さ
れ

て
い
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
（C

O
V
ID

-19

）
拡
大
に
伴
う
、

諸
外
国
・
地
域
で
の
各
種
制
限
の
緩

和
方
針
（
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
、
宿
泊

施
設
や
会
議
・
イ
ベ
ン
ト
（M

IC
E

）

分
野
で
のC

O
V
ID

-1
9

拡
大
防
止
へ

の
各
種
対
策
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）
に
つ
い
て
、
調
査
及
び
整
理
を

行
っ
た
。

　
本
調
査
に
着
手
し
た
の
は
5
月
の

G
・
W
明
け
で
、
当
時
、
日
本
の
緊

急
事
態
宣
言
は
5
月
31
日
ま
で
延
長

す
る
こ
と
が
正
式
決
定
さ
れ
て
い
た

も
の
の
、
新
規
感
染
者
数
は
減
少
し

て
き
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
の
状
況
が

続
け
ば
、
予
定
通
り
5
月
末
ま
で
に

は
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
る
だ

ろ
う
と
い
う
雰
囲
気
は
あ
っ
た
。
一

方
で
、
解
除
後
す
ぐ
に
コ
ロ
ナ
以
前

の
生
活
に
戻
す
こ
と
は
困
難
で
、
何

ら
か
の
対
応
を
検
討
し
実
施
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
雰
囲

気
も
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
日
本
の
各
地
域
や
業

界
・
事
業
者
等
が
、
今
後
のC

O
V
ID

-

1
9

拡
大
防
止
の
た
め
の
方
針
や
対

策
を
検
討
す
る
際
の
一
助
と
な
る
よ

う
、
当
時
す
で
に
諸
外
国
で
整
理
・

公
表
さ
れ
始
め
て
い
た
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
調
査
・
整
理

し
、
当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公

表
し
た
（
5
月
14
日
に
初
版
を
公
表
。

5
月
21
日
に
情
報
を
追
加
し
た
更
新

版
を
公
表
）
。

　
本
稿
は
当
時
公
表
し
た
内
容
を
も

と
に
、
一
部
新
た
な
情
報
を
追
加
し

て
そ
の
概
要
を
整
理
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
た
め
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
は
基
本
的
に
は

調
査
時
点
で
の
状
況
で
あ
り
、
「
記

録
」
的
な
位
置
づ
け
の
も
の
と
な
る
。

C
O

V
ID

-1
9

の
状
況
は
今
な
お
流
動

的
で
あ
り
、
各
国
・
地
域
の
対
応
策

も
常
に
変
化
し
て
い
る
た
め
、
本
稿

の
内
容
を
活
用
す
る
際
に
は
、
必
要

に
応
じ
て
、
各
国
・
地
域
、
事
業
者

等
の
最
新
状
況
を
ご
確
認
い
た
だ
き

た
い
。

ア
メ
リ
カ

　
ア
メ
リ
カ
で
は
、
連
邦
政
府
の
方

針
と
し
て
、
公
衆
衛
生
の
専
門
家
の

助
言
に
基
づ
い
た
3
段
階
の
ア
プ
ロ

ー
チ
で
あ
る
〝O

P
E
N

IN
G

 
U

P
 

A
M

E
R

IC
A
 A

G
A
IN

〞
を
発
表
し

て
い
る
。
本
方
針
で
は
、
ア
メ
リ
カ

の
各
地
域
が
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
再

開
基
準
（G

ating C
riteria

）
を
設

定
し
フ
ェ
ー
ズ
の
移
行
を
検
討
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
再
開
基
準

は
①S

ym
ptom

s

（
過
去
2
週
間
に

お
け
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
コ
ロ

ナ
の
感
染
兆
候
が
見
ら
れ
る
数
の
下

降
傾
向
）
、
②C

ases

（
感
染
者
数

ま
た
は
テ
ス
ト
に
対
す
る
陽
性
率
の

下
降
傾
向
）
、
③H

o
sp

itals

（
医

療
危
機
に
陥
ら
ず
に
患
者
を
診
察
で

き
て
い
る
、
ま
た
、
感
染
リ
ス
ク
の

高
い
医
療
従
事
者
へ
の
検
査
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
る
）
と
さ
れ

て
い
る
。
個
人
、
事
業
者
、
特
定
の

事
業
者
そ
れ
ぞ
れ
の
各
段
階
で
の
対

策
や
制
限
等
は
図
1
の
通
り
で
あ
る
。

　
こ
の
連
邦
政
府
の
方
針
に
基
づ
き

州
に
よ
り
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
ワ
シ
ン
ト
ン
州
で
は
4
つ

の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
て
娯
楽
活
動
、

集
会
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
再
開
さ
せ
る
方

針
で
、
各
フ
ェ
ー
ズ
の
間
隔
は
最
低

3
週
間
と
し
て
い
る
。
各
フ
ェ
ー
ズ

で
の
対
策
は
娯
楽
活
動
を
例
に
と
る

と
、
フ
ェ
ー
ズ
1
で
は
同
行
者
を
家

族
限
定
と
し
て
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動

（
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
釣
り
、
ゴ
ル
フ
、

ボ
ー
ト
、
ハ
イ
キ
ン
グ
）
の
み
可
で

あ
る
が
、
フ
ェ
ー
ズ
2
で
は
、
5
人

以
内
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
キ

ャ
ン
プ
、
ビ
ー
チ
等
）
が
認
め
ら
れ

る
。
さ
ら
に
フ
ェ
ー
ズ
3
で
は
50
人

以
内
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
ス

ポ
ー
ツ
、
密
度
50
％
以
下
で
の
屋
内

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
無
観
客
で
の

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
が
許
可
さ
れ
、
フ
ェ

ー
ズ
4
で
全
て
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
許
可
さ
れ
る
、
と
い
う
方
針
と

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
で
は
、

5
つ
の
ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
経
済
活

動
を
再
開
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

各
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
次
の
ス
テ
ー

ジ
に
移
行
す
る
た
め
の
指
標
に
つ
い

て
は
、
①
州
全
体
でC

O
V
ID

-1
9

に

よ
る
患
者
数
が
14
日
間
連
続
で
減
少

し
て
い
る
か
、
②
ベ
ッ
ド
及
び
人
工

呼
吸
器
が
確
保
で
き
て
い
る
か
、
③

感
染
の
可
能
性
の
あ
る
全
て
の
住
民
、

な
ら
び
に
医
療
従
事
者
や
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
に
対
す
る
検
査

体
制
が
あ
る
か
、
④
感
染
経
路
の
追

跡
の
た
め
、
全
て
の
陽
性
患
者
と
コ

ン
タ
ク
ト
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
保
健

局
に
あ
る
か
の
4
つ
を
設
定
し
て
い

る
（
2
0
2
0
年
7
月
6
日
現
在
、

ス
テ
ー
ジ
4
・
5
が
設
置
・
運
用
さ

れ
て
い
る
）
。
各
フ
ェ
ー
ズ
で
認
め

ら
れ
る
活
動
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば

集
会
に
つ
い
て
は
ス
テ
ー
ジ
1
で
は

10
人
以
下
で
あ
る
が
、
ス
テ
ー
ジ
2

で
は
25
人
以
下
、
ス
テ
ー
ジ
3
で
は

1
0
0
人
以
下
、
ス
テ
ー
ジ
4
で
は

を
ス
テ
ッ
プ
2
と
し
、
自
宅
外
で
の

集
ま
り
を
20
人
ま
で
と
す
る
こ
と
、

ジ
ム
や
美
容
室
、
映
画
館
や
遊
園
地
、

州
外
へ
の
旅
行
（
一
部
）
な
ど
が
再

開
可
能
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ス
テ

ッ
プ
3
で
は
、
物
理
的
な
距
離
と
衛

生
に
気
を
つ
け
な
が
ら
〝
全
て
の
国

（G
B
A
C

）
の
ス
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
る
自
社
ホ
テ
ル
の
認
証
プ
ロ
セ

ス
を
開
始
と
そ
れ
ぞ
れ
に
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
大
手
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
の

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
びA

H
LA

、U
.S

. 

T
ravel 

A
sso

ciatio
n

の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
、
さ
ら
に
は
日
本
の
宿
泊
業

界
団
体
が
策
定
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）（
一
社
）
日
本
ホ
テ
ル
協
会
「
ホ

テ
ル
業
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」、（
一
社
）
日
本
旅
館
協
会

「
宿
泊
施
設
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」、

（
一
社
）
日
本
旅
行
業
協
会
「
旅
行

業
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
対
応
策
を

比
較
し
た
も
の
が
図
６
で
あ
る
。

　
ま
ず
タ
ビ
マ
エ
か
ら
到
着
ま
で
を

み
る
と
、H

ilton

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
、

デ
ジ
タ
ル
ル
ー
ム
キ
ー
機
能
を
す
で

に
提
供
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
範
囲

の
拡
大
を
挙
げ
て
い
る
ほ
か
、AH

LA

、

U
.S

. T
ravel A

ssociation

も
非
接

触
技
術
の
導
入
を
推
奨
し
て
い
る
。

一
方
で
、
日
本
は
現
状
を
鑑
み
て
か

新
技
術
の
導
入
な
ど
に
は
あ
ま
り
触

れ
て
い
な
い
。

　
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
に
つ
い
て
み
る
と
、

H
ilton

は
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
に
つ
い
て

独
自
の
具
体
策
を
複
数
提
示
し
て
お

り
、A

H
L
A

は
客
の
要
望
に
応
じ
た

清
掃
頻
度
の
変
更
や
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ

ン
グ
の
取
り
や
め
を
提
示
し
て
い
る
。

換
気
の
徹
底
は
大
手
ホ
テ
ル
グ
ル
ー

プ
や
ア
メ
リ
カ
の
業
界
団
体
で
は
指

摘
が
無
く
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
は

日
本
な
ら
で
は
の
記
述
で
あ
っ
た
。

　
飲
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
み
る
と
、

A
H

L
A

は
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
及
び
対
面
で

の
飲
食
提
供
に
つ
い
て
具
体
策
を
提

示
し
て
お
り
、
ル
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
接
触
し
な
い
方
法
で
の
提

供
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
日

本
旅
館
協
会
は
お
酌
や
盃
の
回
し
飲

み
の
控
え
要
請
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
旅
館
な
ら
で
は
の
表
記
で
あ

る
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
・
各
種
施

設
に
つ
い
て
み
る
と
、H

ilto
n

と

M
arriott

は
い
ず
れ
も
静
電
気
で
帯

電
し
た
消
毒
用
ミ
ス
ト
や
紫
外
線
に

よ
る
消
毒
な
ど
新
た
な
技
術
導
入
の

検
討
が
示
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

H
ilto

n

、M
arrio

tt

、A
H

L
A

、

U
.S

.T
ravel 

A
sso

ciatio
n

は
い

ず
れ
も
非
接
触
技
術
の
導
入
が
示
さ

れ
て
い
た
。
日
本
は
新
技
術
の
導
入

と
い
う
よ
り
も
清
掃
の
徹
底
等
の
記

述
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
大
浴
場
の

人
数
制
限
も
旅
館
な
ら
で
は
の
表
記

で
あ
る
。

　
体
制
・
従
業
員
対
応
に
み
る
と
、

H
yatt

で
は
2
0
2
0
年
９
月
ま
で

に
再
教
育
を
受
け
た
衛
生
管
理
者
を

最
低
１
名
、
各
ホ
テ
ル
に
配
置
予
定

と
し
て
お
り
、A

H
L

A

とU
.S

.

T
ravel 

A
sso

ciatio
n

は
、
従
業

員
対
応
な
ど
の
具
体
的
な
内
容
を
詳

し
く
解
説
し
て
い
た
。

U
F
I
に
よ
る
暫
定
指
針

　M
IC

E

の
E
（E

xh
ibition

：
展

示
会
・
見
本
市
）
分
野
の
国
際
機
関

で
あ
るT

he G
lobal A

ssociation 

o
f 

th
e 

E
xh

ib
itio

n
 
In

d
u
stry

（U
F
I

）は
、MIC

E

業
界
の
う
ち
展
示

会

や

企

業

間

で
の

取

引

（B
u
sin

ess 
to

 
B
u
sin

ess

：

B
 to

 B

）
の
商
談
会
に
つ
い
て
は
比

較
的
早
期
の
再
開
が
可
能
で
あ
る
と

し
、再
開
に
向
け
た
衛
生
管
理
基
準

等
を
示
し
た
暫
定
指
針〝 

G
lo

b
al 

fram
ew

o
rk 

fo
r 

reo
p
en

in
g 

exh
ib

itio
n
s an

d
 B

2
B

 trad
e 

even
ts p

o
st th

e em
ergen

ce 

fro
m

 
C

O
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（In
terim

 

gu
id

an
ce

）
〞
を
2
0
2
0
年
5

月
5
日
に
発
表
し
た
。

　U
FI

は
、
展
示
会
やB

 to B

商
談

会
が
再
開
可
能
な
理
由
と
し
て
、

「
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
の
目
的
が
明
確

で
あ
り
、
人
と
の
距
離
を
保
っ
た
ま

ま
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
」「
不
特
定
多
数
の
人
を
呼
び
込

む
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
い
」「
イ
ベ
ン
ト

前
後
の
参
加
者
の
行
動
を
あ
る
程
度

追
跡
で
き
る
」「
イ
ベ
ン
ト
中
の
参
加

者
の
導
線
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ

と
が
で
き
る
」「
日
程
を
分
散
す
る

こ
と
で
、
会
場
の
密
集
度
を
低
く
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
等
を
挙
げ
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
特
徴
は
コ

ン
サ
ー
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

は
全
く
異
な
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
特
徴

に
合
わ
せ
た
、
適
切
な
衛
生
対
策
基

準
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
業
界
を
ひ
と
く
く

民
が
〞
仕
事
に
復
帰
可
能
と
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
自
宅
外
で
の
集
ま

り
も
1
0
0
人
ま
で
可
、
仕
事
場
へ

の
通
勤
可
（
ス
テ
ッ
プ
1
〜
2
で
は

可
能
な
限
り
テ
レ
ワ
ー
ク
）、
ナ
イ

ト
ク
ラ
ブ
や
フ
ー
ド
コ
ー
ト
な
ど
も

営
業
可
能
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
連

邦
政
府
と
し
て
業
種
ご
と
の
指
針
も

示
さ
れ
て
い
る
（
詳
細
は
図
3
参
照
）。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
政
府

に
よ
り
4
段
階
で
の
ア
ラ
ー
ト
の
仕

組
み
が
作
成
（
地
域
ご
と
に
段
階
は

変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
）
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
の
方
針

が
示
さ
れ
て
い
る
。
4
段
階
の
レ
ベ

ル
は
レ
ベ
ル
4（L

ockdow
n

）が
最

も
規
制
が
強
く
、
レ
ベ
ル
3

（R
estrict

）、レ
ベ
ル
2（R

educe

）、

レ
ベ
ル
1（P

rep
are

）と
徐
々
に
緩

和
さ
れ
て
い
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

レ
ベ
ル
4
で
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
サ
イ

ク
リ
ン
グ
を
除
き
ほ
と
ん
ど
の
活
動

が
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、
レ
ベ
ル
3

に
な
る
と
同
居
以
外
の
家
族
と
の
接

触
や
地
元
で
の
低
リ
ス
ク
な
レ
ジ
ャ

ー
活
動
、
10
人
ま
で
の
冠
婚
葬
祭
系

の
イ
ベ
ン
ト
は
可
能
と
な
る
。
さ
ら

に
レ
ベ
ル
2
で
は
図
書
館
や
美
術
館
、

映
画
館
や
飲
食
店
な
ど
が
10
人
以
下

で
あ
れ
ば
営
業
再
開
が
可
能
と
な
る

ほ
か
、
旅
行
も
O
K
と
な
る
（
た
だ

し
、
出
来
る
だ
け
安
全
に
実
施
す
る

こ
と
と
の
注
あ
り
）。
レ
ベ
ル
1
に

な
る
と
海
外
旅
行
の
制
限
は
あ
る
も

の
の
そ
の
他
の
制
限
は
概
ね
無
く
な

っ
て
い
る
（
詳
細
は
図
4
参
照
）
。

韓
国

　
韓
国
で
は
、
政
府
に
よ
り

C
O

V
ID

-1
9

対
策
と
し
て
の
距
離
確

保
を
3
段
階
の
レ
ベ
ル
で
設
定
し
て

お
り
、
2
週
間
ご
と
に
感
染
拡
散
の

危
険
度
を
評
価
し
て
距
離
確
保
の
レ

ベ
ル
を
調
節
し
て
い
る
。
距
離
確
保

の
レ
ベ
ル
の
設
定
基
準
は
、「
新
規

感
染
者
数
」「
感
染
経
路
不
明
者
数

の
割
合
」「
集
団
発
生
の
状
況
」

「
防
疫
網
内
管
理
比
率
」
と
な
っ
て

い
る
。
考
え
方
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
に
類
似
し
て
お
り
、
レ
ベ
ル
3
は

高
強
度
の
距
離
確
保
と
し
て
、
多
く

の
活
動
は
原
則
的
に
禁
止
と
な
っ
て

い
る
が
、
レ
ベ
ル
2
に
な
る
と
制
限

付
き
許
可
に
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
1
に

な
る
と
指
針
の
順
守
を
求
め
る
も
の

の
原
則
的
に
は
各
種
活
動
を
許
容
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
（
詳
細
は
図

5
参
照
）
。

　
大
手
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
で
あ
る

H
ilton

、M
arriott

、H
yatt

は
そ
れ

ぞ
れ
医
療
機
関
や
消
毒
製
品
メ
ー
カ

ー
・
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
、
独
自

の
感
染
症
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
ま

たA
m

erican H
otel &

 L
odging 

A
ssociation

（A
H

LA

）
及
びU

.S
. 

T
ravel 

A
ssociation

は
業
界
向
け

に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
〝S

afe S
tay

〞
、

〝T
ravel in the N

ew
 N

orm
al

〞

を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
た
。
大
手
ホ
テ

ル
に
つ
い
て
は
、H

ilto
n

は
、
洗

浄
・
消
毒
製
品
メ
ー
カ
ー
で
あ
る

R
B
社
の
協
力
の
も
と
、
宿
泊
者
に

よ
り
清
潔
で
安
全
な
滞
在
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
た
め
の〝H

ilto
n
 C

lean
 

S
ta

y

〞
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
、

M
arriott

は
〞M

arriott 
G

lobal 

C
leanliness C

ouncil

〞
を
設
立
、

社
内
外
の
専
門
家
の
知
識
と
意
見
を

結
集
し
、
よ
り
高
度
な
基
準
の
策
定
、

ま
た
顧
客
へ
の
対
応
プ
ロ
ト
コ
ル
を

開
発
、H

yatt

は
、
世
界
的
な
洗
浄

業
界
団
体
の
一
部
門
で
あ
るG

lobal 

B
iorisk 

A
dvisory 

C
ouncil

り
に
し
て
規
制
す
る
の
で
は
な
く
、

対
策
が
可
能
な
イ
ベ
ン
ト
か
ら
緩
和

し
て
い
く
こ
と
で
、
経
済
へ
の
打
撃

を
抑
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
こ
の

暫
定
指
針
を
策
定
し
た
目
的
で
あ
る

と
し
て
い
る
。

 

暫
定
指
針
は
大
き
く
分
け
て
①
職

員
及
び
参
加
者
個
人
の
衛
生
対
策
、

②
フ
ィ
ジ
カ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確

保
、
③
保
健
・
衛
生
管
理
の
強
化
、

④
人
の
密
集
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
、

⑤
対
策
の
奨
励
と
実
行
の
5
つ
の
視

隔
で
並
ぶ
よ
う
足
形
の
表
示
が
な
さ

れ
た
。
そ
し
て
3
段
階
目
で
あ
る
展

示
ホ
ー
ル
内
で
は
、
ブ
ー
ス
の
間
隔

は
4
m
以
上
に
確
保
さ
れ
、
相
談
会

場
や
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
に
は
ア
ク
リ
ル

板
や
シ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
た
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
政
府
観
光

局
（S

ingapore T
ourism

 B
oard

（S
T
B

））に
よ
り
、
観
光
関
連
事
業

者
（
旅
行
代
理
店
、
イ
ベ
ン
ト
主
催

者
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
事
業
者
、
飲
食
店
、

M
I
C

E

施
設
、
ホ
テ
ル
、

In
tegrated

 R
eso

rt

（IR

）等
）
を

対
象
と
し
た
、
人
が
集
ま
る
イ
ベ
ン

ト
等
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

2
0
2
0
年
3
月
20
日
に
発
表
さ
れ

た
。

　
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
2
0
2

0
年
7
月
1
日
ま
で
、
2
5
0
人
以

上
の
人
が
集
ま
る
全
て
の
イ
ベ
ン
ト

や
集
会
が
禁
止
と
さ
れ
、
違
反
が
あ

っ
た
場
合
に
は
当
局
へ
の
報
告
及
び

政
府
の
補
助
金
や
融
資
の
対
象
か
ら

外
す
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
示
さ
れ

る
と
と
も
に
、
全
て
の
観
光
関
連
事

業
者
の
S
G
ク
リ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

へ
の
参
加
と
認
証
の
取
得
が
推
奨
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
参
加
者
が
2
5

0
名
以
下
の
場
合
で
も
、
混
雑
を
減

ら
す
た
め
の
マ
ナ
ー
の
徹
底
、
目
立

つ
場
所
へ
の
注
意
喚
起
（
握
手
の
禁

止
や
、
個
人
の
衛
生
対
策
の
啓
発
）

の
ポ
ス
タ
ー
の
設
置
、
検
温
機
器
の

設
置
や
自
己
申
告
等
に
よ
る
リ
ス
ク

の
あ
る
参
加
者
の
入
場
規
制
、
参
加

者
の
行
動
追
跡
の
た
め
の
個
人
情
報

の
提
供
、
チ
ケ
ッ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン

購
入
の
推
奨
な
ど
の
対
策
を
講
じ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
主
に
2
0
2
0
年
４

〜
5
月
段
階
の
諸
外
国
・
地
域
で
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

内
容
を
整
理
し
た
が
、
そ
の
後
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

各
種
影
響
は
続
い
て
お
り
、
1
週
間

の
間
に
状
況
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と

も
度
々
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
現

時
点
で
は
当
時
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

適
切
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
な
ど
の
検

証
的
な
視
点
で
論
じ
る
こ
と
は
困
難

で
あ
り
、
本
稿
で
は
当
時
の
内
容
を

紹
介
す
る
に
と
ど
め
て
い
る
。

　
現
在
、
日
本
に
お
い
て
も
各
種
業

界
団
体
や
地
域
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の

実
情
に
応
じ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策

定
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
は
未
知
な
部

分
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
種
情

報
を
常
に
キ
ャ
ッ
チ
し
な
が
ら
内
容

を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が

今
後
も
求
め
ら
れ
る
。
我
々
と
し
て

も
、
諸
外
国
・
地
域
の
動
向
を
引
き

続
き
注
視
し
、
今
後
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
更
新
・
充
実

に
活
用
で
き
る
知
見
の
抽
出
、
提
供

を
今
後
も
進
め
て
い
き
た
い
。

点
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
示
さ
れ
る
各
項

目
に
つ
い
て
、
「
計
画
段
階
」
「
運

営
段
階
」
「
終
了
後
」
の
ど
の
段
階

で
対
応
が
必
要
と
な
る
か
を
示
し
て

い
る
（
図
７
参
照
）
。

　
会
議
・
展
示
会
分
野
の
国
際
機
関

で
あ
るInternational A

ssociation 

of C
onvention C

entres

（A
IP

C

）、

In
tern

atio
n
al C

o
n
gress an

d
 

C
o
n
ven

tio
n
 

A
sso

cia
tio

n

（IC
C
A

）、The G
lobal A

ssociation 

o
f 

th
e 

E
xh

ib
itio

n
 
In

d
u
stry

（U
F
I

）
の
3
団
体
は
共
同
で
、
国

際
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
の
再
開
に
向
け

取
り
組
む
べ
き
事
項
を
ま
と
め
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン〝A

IP
C

・IC
C

A

・U
F
I 

G
o
o
d
 

P
ractice 

G
u
id

e: 

A
d
d
ressin

g
 

C
O
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R
equirem

ents for R
e-O

pening 

B
usiness E

vents

〞を
2
0
2
0
年

5
月
26
日
に
発
表
し
た
。
こ
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
、
先
に
整
理
し
たU

F
I

発
表
の
暫
定
指
針
を
も
と
に
、
会
議

施
設
や
会
議
主
催
者
、
運
営
者
が
中

心
と
な
るA

IP
C

やIC
C
A

の
メ
ン
バ

ー
に
も
広
く
適
用
で
き
る
よ
う
一
部

修
正
し
、
実
践
例
と
と
も
に
解
説
を

追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
1
章
で
全
体
の

枠
組
み
を
示
し
、
2
〜
6
章
の
各
章

はU
F
I

の
暫
定
指
針
と
同
様
の
視
点

（
職
員
及
び
参
加
者
個
人
の
衛
生
対

策
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の

確
保
、
保
健
・
衛
生
管
理
の
強
化
、

人
の
密
集
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
、
対

策
の
奨
励
と
実
行
）
で
、
各
国
・
地

域
に
お
け
る
実
践
例
と
具
体
的
な
解

説
を
示
し
て
い
る
（
図
8
参
照
）
。

韓
国
で
の
指
針
、
対
応
例

　
韓
国
で
は
、
政
府
の
中
央
防
疫
対

策
本
部
・
中
央
事
故
対
応
本
部
に
よ

り
、
感
染
症
予
防
及
び
管
理
に
関
す

る
法
に
基
づ
くM

IC
E

等
施
設
に
対

す
る
指
針
と
し
て
〝C

O
V
ID

-1
9

集

団
施
設
・
多
重
利
用
施
設
対
応
指
針

（
第
3
版
）〞
が
2
0
2
0
年
3
月

に
発
表
さ
れ
た
。

　
同
指
針
で
は
、大
き
く
①C

O
V
ID

-

19

管
理
シ
ス
テ
ム
及
び
関
連
機
関
の

協
力
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
②
感
染
予

防
の
た
め
の
管
理
徹
底
、
③
施
設
出

入
時
、
従
業
員
や
利
用
者
の
管
理
強

化
、
④
社
会
的
距
離
を
置
く
、
⑤
感

染
が
疑
わ
れ
る
患
者
発
見
時
の
措
置

の
５
つ
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
お
り
、

感
染
管
理
責
任
者
や
専
任
担
当
者
の

指
定
、
消
毒
や
換
気
、
従
業
員
や
利

用
者
の
体
調
管
理
の
強
化
、
社
会
的

距
離
の
確
保
の
徹
底
、
感
染
が
疑
わ

れ
る
患
者
が
発
見
さ
れ
た
場
合
の
隔

離
空
間
で
の
待
機
措
置
な
ど
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　
国
の
指
針
も
踏
ま
え
、
韓
国
最
大

規
模
の
展
示
場
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
あ
るK

o
r

e
a 

In
tern

atio
n
al 

E
xh

ib
itio

n
 

&
 

C
onvention 

C
enter

（K
IN

T
E
X

）

で
は
2
0
2
0
年
5
月
に
行
事
が
再

開
さ
れ
、
再
開
初
日
で
あ
る
5
月
8

日
の
展
示
会
に
は
約
8
0
0
0
名
が

来
場
し
た
。K

IN
T
E
X

で
は
、
展
示

場
の
消
毒
が
1
日
2
回
実
施
さ
れ
た

り
、
1
時
間
ご
と
に
外
部
の
空
気
を

流
入
さ
せ
る
な
ど
の
各
種
対
策
が
講

じ
ら
れ
た
ほ
か
、
10
か
所
以
上
あ
る

出
入
口
が
3
か
所
に
限
定
さ
れ
、
3

段
階
で
制
限
や
確
認
等
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
ず
1
段
階
目
で
あ
る
施
設
入
口

で
は
、
マ
ス
ク
の
未
着
用
者
の
出
入

り
を
制
限
す
る
と
と
も
に
、
出
入
口

に
消
毒
マ
ッ
ト
、
熱
画
像
カ
メ
ラ
、

顔
認
識
体
温
計
が
設
置
さ
れ
た
（
6

月
4
日
か
ら
は
、
マ
ス
ク
未
着
用
者

や
36
カ
月
未
満
の
幼
児
の
出
入
禁
止

な
ど
が
加
わ
り
4
段
階
の
制
限
や
確

認
等
が
行
わ
れ
て
い
る
）
。
次
に
2

段
階
目
で
あ
る
ホ
ー
ル
入
口
で
は
、

人
に
よ
る
体
温
測
定
（
二
次
体
温
測

定
）
の
実
施
、
手
の
消
毒
、
ビ
ニ
ー

ル
手
袋
の
着
用
が
行
わ
れ
た
。
な
お

入
口
ロ
ビ
ー
の
床
に
は
1
・
5
m
間

諸
外
国
に
お
け
る

C
O
V
ID
-19

対
応

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

2
0
2
0
年
4
〜
5
月
の
状
況 公

益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
政
策
研
究
部
　

執
筆
：
戦
略
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
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室
長
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上
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研
究
員
　

守
屋
邦
彦

観
光

研
究
最
前
線
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外
国
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ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

1
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に
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顔認識による体温チェック
出典）KINTEXホームページ

1.5mごとの足形表示に沿って並ぶ来場者
出典）KINTEXホームページ

人による体温測定（二次体温測定）
出典）KINTEXホームページ

※20

※21

※22

図 7 暫定指針に記載されている項目と段階（一部抜粋）

出典）UFI「Global framework for reopening exhibitions and B2B trade events post the emergence from COVID-19
（Interim guidance）」より作成（翻訳は執筆メンバーによる）

②フィジカルディスタンスの確保

①職員及び参加者個人の衛生対策

会議形式でサイドイベントを実施する場合にも、フィジカ
ルディスタンスの確保を意識する

スムーズな人の流れを作るため、展示ブースや通路の間
に十分な距離を 確保する

全ての列や公共スペースに、人との間隔を空けるための印
をつける。（エントランス、レストラン、トイレ等）さらに、カウ
ンター業務では、透明なシートを使い、バリアを作る

リスク分析の実施

感染予防グッズの管理
（マスク、消毒液、ティッシュペーパーの確保等）

計画段階 運営段階 終了後

計画段階 運営段階 終了後

※16

図 8 ガイドラインの構成

1.…
1.1…

1.2…
2.…

2.1…
2.2…
3.…

3.1…
3.2…
3.3…
3.4…
4.…

4.1…
4.2…
4.3…
4.4…
4.5…
4.6…
5.…
6.…

6.1…
6.2…
6.3…
6.4…
6.5…
6.6…
6.7…
6.8…

フレームワークの提示
営業再開に向けたリスクマネジメントの
フレームワーク
フレームワークの適用
職員及び参加者個人の衛生対策
リスク分析
感染予防ツールの使用や在庫の管理
フィジカルディスタンスの確保
バリアの設置やフロアへの表示
パーテーションの活用
換気のための展示ブースの距離確保
会議形式の際のレイアウト
保健・衛生管理の強化
全般
コミュニケーション
危機管理
飲食やバンケット
輸送と物流
協力会社
人の密集を防ぐための対策
対策の奨励と実行
衛生対策や清掃体制の表示
義務と責任を定義する法的な枠組み
地元自治体とのコミュニケーション
医療サービス拠点
感染拡大防止のためのトレーニング
施設に対する疑念・疑問の管理
新たな情報源のモニタリング
リアルタイムでの混雑のモニタリング
付録
出典）AIPC・ICCA・UFI「Good Practice Guidance Addressing
 COVID-19 Requirements for Re-Opening Business Events」 より作成

（翻訳は執筆メンバーによる）

本書の使い方
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2
5
0
人
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
小

売
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、

ス
テ
ー
ジ
1
で
は
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や

デ
リ
バ
リ
ー
の
み
で
あ
る
が
、
ス
テ

ー
ジ
が
進
む
に
つ
れ
徐
々
に
収
容
客

数
の
割
合
が
高
ま
っ
て
い
る
（
詳
細

は
図
2
参
照
）
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
ア
メ
リ
カ

同
様
、
連
邦
政
府
の
方
針
と
し
て
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
緩
和
に
向
け
た
３
段

階
の
ス
テ
ッ
プ
が
示
さ
れ
て
お
り

（
ス
テ
ッ
プ
ご
と
の
間
隔
は
最
低
３

週
間
）
、
各
州
は
地
域
事
情
に
合
わ

せ
た
詳
細
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
連
邦
政
府

で
は
、
物
理
的
距
離
と
衛
生
に
気
を

つ
け
な
が
ら
一
部
の
活
動
を
再
開
さ

せ
る
こ
と
を
ス
テ
ッ
プ
1
と
し
、
自

宅
へ
の
客
は
5
人
ま
で
と
す
る
こ
と
、

自
宅
外
で
の
集
ま
り
は
10
人
ま
で
と

す
る
こ
と
、
国
民
は
買
物
や
レ
ス
ト

ラ
ン
・
カ
フ
ェ
へ
出
か
け
る
こ
と
、

州
内
で
の
旅
行
な
ど
が
再
開
可
能
と

し
て
い
る
。
次
に
、
物
理
的
な
距
離

と
衛
生
に
気
を
つ
け
な
が
ら
〝
大
半

の
〞
ビ
ジ
ネ
ス
を
再
開
さ
せ
る
こ
と

　
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観

光
政
策
研
究
部
で
は
、
当
財
団
の
独

自
財
源
を
活
用
し
た
研
究
（
自
主
研

究
）
「
こ
れ
か
ら
の
観
光
政
策
に
関

す
る
研
究
」
の
一
環
と
し
て
、
主
に

2
0
2
0
年
4
〜
5
月
に
公
表
さ
れ

て
い
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
（C

O
V
ID

-19

）
拡
大
に
伴
う
、

諸
外
国
・
地
域
で
の
各
種
制
限
の
緩

和
方
針
（
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
、
宿
泊

施
設
や
会
議
・
イ
ベ
ン
ト
（M

IC
E

）

分
野
で
のC

O
V
ID

-1
9

拡
大
防
止
へ

の
各
種
対
策
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）
に
つ
い
て
、
調
査
及
び
整
理
を

行
っ
た
。

　
本
調
査
に
着
手
し
た
の
は
5
月
の

G
・
W
明
け
で
、
当
時
、
日
本
の
緊

急
事
態
宣
言
は
5
月
31
日
ま
で
延
長

す
る
こ
と
が
正
式
決
定
さ
れ
て
い
た

も
の
の
、
新
規
感
染
者
数
は
減
少
し

て
き
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
の
状
況
が

続
け
ば
、
予
定
通
り
5
月
末
ま
で
に

は
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
る
だ

ろ
う
と
い
う
雰
囲
気
は
あ
っ
た
。
一

方
で
、
解
除
後
す
ぐ
に
コ
ロ
ナ
以
前

の
生
活
に
戻
す
こ
と
は
困
難
で
、
何

ら
か
の
対
応
を
検
討
し
実
施
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
雰
囲

気
も
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
日
本
の
各
地
域
や
業

界
・
事
業
者
等
が
、
今
後
のC

O
V
ID

-

1
9

拡
大
防
止
の
た
め
の
方
針
や
対

策
を
検
討
す
る
際
の
一
助
と
な
る
よ

う
、
当
時
す
で
に
諸
外
国
で
整
理
・

公
表
さ
れ
始
め
て
い
た
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
調
査
・
整
理

し
、
当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公

表
し
た
（
5
月
14
日
に
初
版
を
公
表
。

5
月
21
日
に
情
報
を
追
加
し
た
更
新

版
を
公
表
）
。

　
本
稿
は
当
時
公
表
し
た
内
容
を
も

と
に
、
一
部
新
た
な
情
報
を
追
加
し

て
そ
の
概
要
を
整
理
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
た
め
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
は
基
本
的
に
は

調
査
時
点
で
の
状
況
で
あ
り
、
「
記

録
」
的
な
位
置
づ
け
の
も
の
と
な
る
。

C
O

V
ID

-1
9

の
状
況
は
今
な
お
流
動

的
で
あ
り
、
各
国
・
地
域
の
対
応
策

も
常
に
変
化
し
て
い
る
た
め
、
本
稿

の
内
容
を
活
用
す
る
際
に
は
、
必
要

に
応
じ
て
、
各
国
・
地
域
、
事
業
者

等
の
最
新
状
況
を
ご
確
認
い
た
だ
き

た
い
。

ア
メ
リ
カ

　
ア
メ
リ
カ
で
は
、
連
邦
政
府
の
方

針
と
し
て
、
公
衆
衛
生
の
専
門
家
の

助
言
に
基
づ
い
た
3
段
階
の
ア
プ
ロ

ー
チ
で
あ
る
〝O

P
E
N

IN
G

 
U

P
 

A
M

E
R

IC
A
 A

G
A
IN

〞
を
発
表
し

て
い
る
。
本
方
針
で
は
、
ア
メ
リ
カ

の
各
地
域
が
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
再

開
基
準
（G

ating C
riteria

）
を
設

定
し
フ
ェ
ー
ズ
の
移
行
を
検
討
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
再
開
基
準

は
①S

ym
ptom

s

（
過
去
2
週
間
に

お
け
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
コ
ロ

ナ
の
感
染
兆
候
が
見
ら
れ
る
数
の
下

降
傾
向
）
、
②C

ases

（
感
染
者
数

ま
た
は
テ
ス
ト
に
対
す
る
陽
性
率
の

下
降
傾
向
）
、
③H

o
sp

itals

（
医

療
危
機
に
陥
ら
ず
に
患
者
を
診
察
で

き
て
い
る
、
ま
た
、
感
染
リ
ス
ク
の

高
い
医
療
従
事
者
へ
の
検
査
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
る
）
と
さ
れ

て
い
る
。
個
人
、
事
業
者
、
特
定
の

事
業
者
そ
れ
ぞ
れ
の
各
段
階
で
の
対

策
や
制
限
等
は
図
1
の
通
り
で
あ
る
。

　
こ
の
連
邦
政
府
の
方
針
に
基
づ
き

州
に
よ
り
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
ワ
シ
ン
ト
ン
州
で
は
4
つ

の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
て
娯
楽
活
動
、

集
会
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
再
開
さ
せ
る
方

針
で
、
各
フ
ェ
ー
ズ
の
間
隔
は
最
低

3
週
間
と
し
て
い
る
。
各
フ
ェ
ー
ズ

で
の
対
策
は
娯
楽
活
動
を
例
に
と
る

と
、
フ
ェ
ー
ズ
1
で
は
同
行
者
を
家

族
限
定
と
し
て
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動

（
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
釣
り
、
ゴ
ル
フ
、

ボ
ー
ト
、
ハ
イ
キ
ン
グ
）
の
み
可
で

あ
る
が
、
フ
ェ
ー
ズ
2
で
は
、
5
人

以
内
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
キ

ャ
ン
プ
、
ビ
ー
チ
等
）
が
認
め
ら
れ

る
。
さ
ら
に
フ
ェ
ー
ズ
3
で
は
50
人

以
内
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
ス

ポ
ー
ツ
、
密
度
50
％
以
下
で
の
屋
内

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
無
観
客
で
の

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
が
許
可
さ
れ
、
フ
ェ

ー
ズ
4
で
全
て
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
許
可
さ
れ
る
、
と
い
う
方
針
と

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
で
は
、

5
つ
の
ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
経
済
活

動
を
再
開
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

各
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
次
の
ス
テ
ー

ジ
に
移
行
す
る
た
め
の
指
標
に
つ
い

て
は
、
①
州
全
体
でC

O
V
ID

-1
9

に

よ
る
患
者
数
が
14
日
間
連
続
で
減
少

し
て
い
る
か
、
②
ベ
ッ
ド
及
び
人
工

呼
吸
器
が
確
保
で
き
て
い
る
か
、
③

感
染
の
可
能
性
の
あ
る
全
て
の
住
民
、

な
ら
び
に
医
療
従
事
者
や
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
に
対
す
る
検
査

体
制
が
あ
る
か
、
④
感
染
経
路
の
追

跡
の
た
め
、
全
て
の
陽
性
患
者
と
コ

ン
タ
ク
ト
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
保
健

局
に
あ
る
か
の
4
つ
を
設
定
し
て
い

る
（
2
0
2
0
年
7
月
6
日
現
在
、

ス
テ
ー
ジ
4
・
5
が
設
置
・
運
用
さ

れ
て
い
る
）
。
各
フ
ェ
ー
ズ
で
認
め

ら
れ
る
活
動
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば

集
会
に
つ
い
て
は
ス
テ
ー
ジ
1
で
は

10
人
以
下
で
あ
る
が
、
ス
テ
ー
ジ
2

で
は
25
人
以
下
、
ス
テ
ー
ジ
3
で
は

1
0
0
人
以
下
、
ス
テ
ー
ジ
4
で
は

を
ス
テ
ッ
プ
2
と
し
、
自
宅
外
で
の

集
ま
り
を
20
人
ま
で
と
す
る
こ
と
、

ジ
ム
や
美
容
室
、
映
画
館
や
遊
園
地
、

州
外
へ
の
旅
行
（
一
部
）
な
ど
が
再

開
可
能
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ス
テ

ッ
プ
3
で
は
、
物
理
的
な
距
離
と
衛

生
に
気
を
つ
け
な
が
ら
〝
全
て
の
国

（G
B
A
C

）
の
ス
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
る
自
社
ホ
テ
ル
の
認
証
プ
ロ
セ

ス
を
開
始
と
そ
れ
ぞ
れ
に
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
大
手
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
の

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
びA

H
LA

、U
.S

. 

T
ravel 

A
sso

ciatio
n

の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
、
さ
ら
に
は
日
本
の
宿
泊
業

界
団
体
が
策
定
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）（
一
社
）
日
本
ホ
テ
ル
協
会
「
ホ

テ
ル
業
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」、（
一
社
）
日
本
旅
館
協
会

「
宿
泊
施
設
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」、

（
一
社
）
日
本
旅
行
業
協
会
「
旅
行

業
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
対
応
策
を

比
較
し
た
も
の
が
図
６
で
あ
る
。

　
ま
ず
タ
ビ
マ
エ
か
ら
到
着
ま
で
を

み
る
と
、H

ilton

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
、

デ
ジ
タ
ル
ル
ー
ム
キ
ー
機
能
を
す
で

に
提
供
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
範
囲

の
拡
大
を
挙
げ
て
い
る
ほ
か
、AH

LA

、

U
.S

. T
ravel A

ssociation

も
非
接

触
技
術
の
導
入
を
推
奨
し
て
い
る
。

一
方
で
、
日
本
は
現
状
を
鑑
み
て
か

新
技
術
の
導
入
な
ど
に
は
あ
ま
り
触

れ
て
い
な
い
。

　
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
に
つ
い
て
み
る
と
、

H
ilton

は
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
に
つ
い
て

独
自
の
具
体
策
を
複
数
提
示
し
て
お

り
、A

H
L
A

は
客
の
要
望
に
応
じ
た

清
掃
頻
度
の
変
更
や
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ

ン
グ
の
取
り
や
め
を
提
示
し
て
い
る
。

換
気
の
徹
底
は
大
手
ホ
テ
ル
グ
ル
ー

プ
や
ア
メ
リ
カ
の
業
界
団
体
で
は
指

摘
が
無
く
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
は

日
本
な
ら
で
は
の
記
述
で
あ
っ
た
。

　
飲
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
み
る
と
、

A
H

L
A

は
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
及
び
対
面
で

の
飲
食
提
供
に
つ
い
て
具
体
策
を
提

示
し
て
お
り
、
ル
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
接
触
し
な
い
方
法
で
の
提

供
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
日

本
旅
館
協
会
は
お
酌
や
盃
の
回
し
飲

み
の
控
え
要
請
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
旅
館
な
ら
で
は
の
表
記
で
あ

る
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
・
各
種
施

設
に
つ
い
て
み
る
と
、H

ilto
n

と

M
arriott

は
い
ず
れ
も
静
電
気
で
帯

電
し
た
消
毒
用
ミ
ス
ト
や
紫
外
線
に

よ
る
消
毒
な
ど
新
た
な
技
術
導
入
の

検
討
が
示
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

H
ilto

n

、M
arrio

tt

、A
H

L
A

、

U
.S

.T
ravel 

A
sso

ciatio
n

は
い

ず
れ
も
非
接
触
技
術
の
導
入
が
示
さ

れ
て
い
た
。
日
本
は
新
技
術
の
導
入

と
い
う
よ
り
も
清
掃
の
徹
底
等
の
記

述
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
大
浴
場
の

人
数
制
限
も
旅
館
な
ら
で
は
の
表
記

で
あ
る
。

　
体
制
・
従
業
員
対
応
に
み
る
と
、

H
yatt

で
は
2
0
2
0
年
９
月
ま
で

に
再
教
育
を
受
け
た
衛
生
管
理
者
を

最
低
１
名
、
各
ホ
テ
ル
に
配
置
予
定

と
し
て
お
り
、A

H
L

A

とU
.S

.

T
ravel 

A
sso

ciatio
n

は
、
従
業

員
対
応
な
ど
の
具
体
的
な
内
容
を
詳

し
く
解
説
し
て
い
た
。

U
F
I
に
よ
る
暫
定
指
針

　M
IC

E

の
E
（E

xh
ibition

：
展

示
会
・
見
本
市
）
分
野
の
国
際
機
関

で
あ
るT

he G
lobal A

ssociation 

o
f 

th
e 

E
xh

ib
itio

n
 
In

d
u
stry

（U
F
I

）は
、MIC

E

業
界
の
う
ち
展
示

会

や

企

業

間

で
の

取

引

（B
u
sin

ess 
to

 
B
u
sin

ess

：

B
 to

 B

）
の
商
談
会
に
つ
い
て
は
比

較
的
早
期
の
再
開
が
可
能
で
あ
る
と

し
、再
開
に
向
け
た
衛
生
管
理
基
準

等
を
示
し
た
暫
定
指
針〝 

G
lo

b
al 

fram
ew

o
rk 

fo
r 

reo
p
en

in
g 

exh
ib

itio
n
s an

d
 B

2
B

 trad
e 

even
ts p

o
st th

e em
ergen

ce 

fro
m

 
C

O
V
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（In
terim

 

gu
id

an
ce

）
〞
を
2
0
2
0
年
5

月
5
日
に
発
表
し
た
。

　U
FI

は
、
展
示
会
やB

 to B

商
談

会
が
再
開
可
能
な
理
由
と
し
て
、

「
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
の
目
的
が
明
確

で
あ
り
、
人
と
の
距
離
を
保
っ
た
ま

ま
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
」「
不
特
定
多
数
の
人
を
呼
び
込

む
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
い
」「
イ
ベ
ン
ト

前
後
の
参
加
者
の
行
動
を
あ
る
程
度

追
跡
で
き
る
」「
イ
ベ
ン
ト
中
の
参
加

者
の
導
線
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ

と
が
で
き
る
」「
日
程
を
分
散
す
る

こ
と
で
、
会
場
の
密
集
度
を
低
く
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
等
を
挙
げ
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
特
徴
は
コ

ン
サ
ー
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

は
全
く
異
な
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
特
徴

に
合
わ
せ
た
、
適
切
な
衛
生
対
策
基

準
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
業
界
を
ひ
と
く
く

民
が
〞
仕
事
に
復
帰
可
能
と
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
自
宅
外
で
の
集
ま

り
も
1
0
0
人
ま
で
可
、
仕
事
場
へ

の
通
勤
可
（
ス
テ
ッ
プ
1
〜
2
で
は

可
能
な
限
り
テ
レ
ワ
ー
ク
）、
ナ
イ

ト
ク
ラ
ブ
や
フ
ー
ド
コ
ー
ト
な
ど
も

営
業
可
能
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
連

邦
政
府
と
し
て
業
種
ご
と
の
指
針
も

示
さ
れ
て
い
る
（
詳
細
は
図
3
参
照
）。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
政
府

に
よ
り
4
段
階
で
の
ア
ラ
ー
ト
の
仕

組
み
が
作
成
（
地
域
ご
と
に
段
階
は

変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
）
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
の
方
針

が
示
さ
れ
て
い
る
。
4
段
階
の
レ
ベ

ル
は
レ
ベ
ル
4（L

ockdow
n

）が
最

も
規
制
が
強
く
、
レ
ベ
ル
3

（R
estrict

）、レ
ベ
ル
2（R

educe

）、

レ
ベ
ル
1（P

rep
are

）と
徐
々
に
緩

和
さ
れ
て
い
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

レ
ベ
ル
4
で
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
サ
イ

ク
リ
ン
グ
を
除
き
ほ
と
ん
ど
の
活
動

が
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、
レ
ベ
ル
3

に
な
る
と
同
居
以
外
の
家
族
と
の
接

触
や
地
元
で
の
低
リ
ス
ク
な
レ
ジ
ャ

ー
活
動
、
10
人
ま
で
の
冠
婚
葬
祭
系

の
イ
ベ
ン
ト
は
可
能
と
な
る
。
さ
ら

に
レ
ベ
ル
2
で
は
図
書
館
や
美
術
館
、

映
画
館
や
飲
食
店
な
ど
が
10
人
以
下

で
あ
れ
ば
営
業
再
開
が
可
能
と
な
る

ほ
か
、
旅
行
も
O
K
と
な
る
（
た
だ

し
、
出
来
る
だ
け
安
全
に
実
施
す
る

こ
と
と
の
注
あ
り
）。
レ
ベ
ル
1
に

な
る
と
海
外
旅
行
の
制
限
は
あ
る
も

の
の
そ
の
他
の
制
限
は
概
ね
無
く
な

っ
て
い
る
（
詳
細
は
図
4
参
照
）
。

韓
国

　
韓
国
で
は
、
政
府
に
よ
り

C
O

V
ID

-1
9

対
策
と
し
て
の
距
離
確

保
を
3
段
階
の
レ
ベ
ル
で
設
定
し
て

お
り
、
2
週
間
ご
と
に
感
染
拡
散
の

危
険
度
を
評
価
し
て
距
離
確
保
の
レ

ベ
ル
を
調
節
し
て
い
る
。
距
離
確
保

の
レ
ベ
ル
の
設
定
基
準
は
、「
新
規

感
染
者
数
」「
感
染
経
路
不
明
者
数

の
割
合
」「
集
団
発
生
の
状
況
」

「
防
疫
網
内
管
理
比
率
」
と
な
っ
て

い
る
。
考
え
方
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
に
類
似
し
て
お
り
、
レ
ベ
ル
3
は

高
強
度
の
距
離
確
保
と
し
て
、
多
く

の
活
動
は
原
則
的
に
禁
止
と
な
っ
て

い
る
が
、
レ
ベ
ル
2
に
な
る
と
制
限

付
き
許
可
に
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
1
に

な
る
と
指
針
の
順
守
を
求
め
る
も
の

の
原
則
的
に
は
各
種
活
動
を
許
容
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
（
詳
細
は
図

5
参
照
）
。

　
大
手
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
で
あ
る

H
ilton

、M
arriott

、H
yatt

は
そ
れ

ぞ
れ
医
療
機
関
や
消
毒
製
品
メ
ー
カ

ー
・
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
、
独
自

の
感
染
症
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
ま

たA
m

erican H
otel &

 L
odging 

A
ssociation

（A
H

LA

）
及
びU

.S
. 

T
ravel 

A
ssociation

は
業
界
向
け

に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
〝S

afe S
tay

〞
、

〝T
ravel in the N

ew
 N

orm
al

〞

を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
た
。
大
手
ホ
テ

ル
に
つ
い
て
は
、H

ilto
n

は
、
洗

浄
・
消
毒
製
品
メ
ー
カ
ー
で
あ
る

R
B
社
の
協
力
の
も
と
、
宿
泊
者
に

よ
り
清
潔
で
安
全
な
滞
在
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
た
め
の〝H

ilto
n
 C

lean
 

S
ta

y

〞
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
、

M
arriott

は
〞M

arriott 
G

lobal 

C
leanliness C

ouncil

〞
を
設
立
、

社
内
外
の
専
門
家
の
知
識
と
意
見
を

結
集
し
、
よ
り
高
度
な
基
準
の
策
定
、

ま
た
顧
客
へ
の
対
応
プ
ロ
ト
コ
ル
を

開
発
、H

yatt

は
、
世
界
的
な
洗
浄

業
界
団
体
の
一
部
門
で
あ
るG

lobal 

B
iorisk 

A
dvisory 

C
ouncil

り
に
し
て
規
制
す
る
の
で
は
な
く
、

対
策
が
可
能
な
イ
ベ
ン
ト
か
ら
緩
和

し
て
い
く
こ
と
で
、
経
済
へ
の
打
撃

を
抑
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
こ
の

暫
定
指
針
を
策
定
し
た
目
的
で
あ
る

と
し
て
い
る
。

 

暫
定
指
針
は
大
き
く
分
け
て
①
職

員
及
び
参
加
者
個
人
の
衛
生
対
策
、

②
フ
ィ
ジ
カ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確

保
、
③
保
健
・
衛
生
管
理
の
強
化
、

④
人
の
密
集
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
、

⑤
対
策
の
奨
励
と
実
行
の
5
つ
の
視

隔
で
並
ぶ
よ
う
足
形
の
表
示
が
な
さ

れ
た
。
そ
し
て
3
段
階
目
で
あ
る
展

示
ホ
ー
ル
内
で
は
、
ブ
ー
ス
の
間
隔

は
4
m
以
上
に
確
保
さ
れ
、
相
談
会

場
や
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
に
は
ア
ク
リ
ル

板
や
シ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
た
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
政
府
観
光

局
（S

ingapore T
ourism

 B
oard

（S
T
B

））に
よ
り
、
観
光
関
連
事
業

者
（
旅
行
代
理
店
、
イ
ベ
ン
ト
主
催

者
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
事
業
者
、
飲
食
店
、

M
I
C

E

施
設
、
ホ
テ
ル
、

In
tegrated

 R
eso

rt

（IR

）等
）
を

対
象
と
し
た
、
人
が
集
ま
る
イ
ベ
ン

ト
等
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

2
0
2
0
年
3
月
20
日
に
発
表
さ
れ

た
。

　
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
2
0
2

0
年
7
月
1
日
ま
で
、
2
5
0
人
以

上
の
人
が
集
ま
る
全
て
の
イ
ベ
ン
ト

や
集
会
が
禁
止
と
さ
れ
、
違
反
が
あ

っ
た
場
合
に
は
当
局
へ
の
報
告
及
び

政
府
の
補
助
金
や
融
資
の
対
象
か
ら

外
す
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
示
さ
れ

る
と
と
も
に
、
全
て
の
観
光
関
連
事

業
者
の
S
G
ク
リ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

へ
の
参
加
と
認
証
の
取
得
が
推
奨
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
参
加
者
が
2
5

0
名
以
下
の
場
合
で
も
、
混
雑
を
減

ら
す
た
め
の
マ
ナ
ー
の
徹
底
、
目
立

つ
場
所
へ
の
注
意
喚
起
（
握
手
の
禁

止
や
、
個
人
の
衛
生
対
策
の
啓
発
）

の
ポ
ス
タ
ー
の
設
置
、
検
温
機
器
の

設
置
や
自
己
申
告
等
に
よ
る
リ
ス
ク

の
あ
る
参
加
者
の
入
場
規
制
、
参
加

者
の
行
動
追
跡
の
た
め
の
個
人
情
報

の
提
供
、
チ
ケ
ッ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン

購
入
の
推
奨
な
ど
の
対
策
を
講
じ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
主
に
2
0
2
0
年
４

〜
5
月
段
階
の
諸
外
国
・
地
域
で
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

内
容
を
整
理
し
た
が
、
そ
の
後
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

各
種
影
響
は
続
い
て
お
り
、
1
週
間

の
間
に
状
況
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と

も
度
々
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
現

時
点
で
は
当
時
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

適
切
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
な
ど
の
検

証
的
な
視
点
で
論
じ
る
こ
と
は
困
難

で
あ
り
、
本
稿
で
は
当
時
の
内
容
を

紹
介
す
る
に
と
ど
め
て
い
る
。

　
現
在
、
日
本
に
お
い
て
も
各
種
業

界
団
体
や
地
域
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の

実
情
に
応
じ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策

定
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
は
未
知
な
部

分
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
種
情

報
を
常
に
キ
ャ
ッ
チ
し
な
が
ら
内
容

を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が

今
後
も
求
め
ら
れ
る
。
我
々
と
し
て

も
、
諸
外
国
・
地
域
の
動
向
を
引
き

続
き
注
視
し
、
今
後
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
更
新
・
充
実

に
活
用
で
き
る
知
見
の
抽
出
、
提
供

を
今
後
も
進
め
て
い
き
た
い
。

点
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
示
さ
れ
る
各
項

目
に
つ
い
て
、
「
計
画
段
階
」
「
運

営
段
階
」
「
終
了
後
」
の
ど
の
段
階

で
対
応
が
必
要
と
な
る
か
を
示
し
て

い
る
（
図
７
参
照
）
。

　
会
議
・
展
示
会
分
野
の
国
際
機
関

で
あ
るInternational A

ssociation 

of C
onvention C

entres

（A
IP

C

）、

In
tern

atio
n
al C

o
n
gress an
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C
o
n
ven

tio
n
 

A
sso

cia
tio

n

（IC
C
A

）、The G
lobal A

ssociation 

o
f 

th
e 

E
xh

ib
itio

n
 
In

d
u
stry

（U
F
I

）
の
3
団
体
は
共
同
で
、
国

際
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
の
再
開
に
向
け

取
り
組
む
べ
き
事
項
を
ま
と
め
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン〝A

IP
C

・IC
C

A

・U
F
I 

G
o
o
d
 

P
ractice 

G
u
id

e: 

A
d
d
ressin

g
 

C
O

V
ID

-1
9
 

R
equirem

ents for R
e-O

pening 

B
usiness E

vents

〞を
2
0
2
0
年

5
月
26
日
に
発
表
し
た
。
こ
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
、
先
に
整
理
し
たU

F
I

発
表
の
暫
定
指
針
を
も
と
に
、
会
議

施
設
や
会
議
主
催
者
、
運
営
者
が
中

心
と
な
るA

IP
C

やIC
C
A

の
メ
ン
バ

ー
に
も
広
く
適
用
で
き
る
よ
う
一
部

修
正
し
、
実
践
例
と
と
も
に
解
説
を

追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
1
章
で
全
体
の

枠
組
み
を
示
し
、
2
〜
6
章
の
各
章

はU
F
I

の
暫
定
指
針
と
同
様
の
視
点

（
職
員
及
び
参
加
者
個
人
の
衛
生
対

策
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の

確
保
、
保
健
・
衛
生
管
理
の
強
化
、

人
の
密
集
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
、
対

策
の
奨
励
と
実
行
）
で
、
各
国
・
地

域
に
お
け
る
実
践
例
と
具
体
的
な
解

説
を
示
し
て
い
る
（
図
8
参
照
）
。

韓
国
で
の
指
針
、
対
応
例

　
韓
国
で
は
、
政
府
の
中
央
防
疫
対

策
本
部
・
中
央
事
故
対
応
本
部
に
よ

り
、
感
染
症
予
防
及
び
管
理
に
関
す

る
法
に
基
づ
くM

IC
E

等
施
設
に
対

す
る
指
針
と
し
て
〝C

O
V
ID

-1
9

集

団
施
設
・
多
重
利
用
施
設
対
応
指
針

（
第
3
版
）〞
が
2
0
2
0
年
3
月

に
発
表
さ
れ
た
。

　
同
指
針
で
は
、大
き
く
①C

O
V
ID

-

19

管
理
シ
ス
テ
ム
及
び
関
連
機
関
の

協
力
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
②
感
染
予

防
の
た
め
の
管
理
徹
底
、
③
施
設
出

入
時
、
従
業
員
や
利
用
者
の
管
理
強

化
、
④
社
会
的
距
離
を
置
く
、
⑤
感

染
が
疑
わ
れ
る
患
者
発
見
時
の
措
置

の
５
つ
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
お
り
、

感
染
管
理
責
任
者
や
専
任
担
当
者
の

指
定
、
消
毒
や
換
気
、
従
業
員
や
利

用
者
の
体
調
管
理
の
強
化
、
社
会
的

距
離
の
確
保
の
徹
底
、
感
染
が
疑
わ

れ
る
患
者
が
発
見
さ
れ
た
場
合
の
隔

離
空
間
で
の
待
機
措
置
な
ど
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　
国
の
指
針
も
踏
ま
え
、
韓
国
最
大

規
模
の
展
示
場
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
あ
るK

o
r

e
a 

In
tern

atio
n
al 

E
xh

ib
itio

n
 

&
 

C
onvention 

C
enter

（K
IN

T
E
X

）

で
は
2
0
2
0
年
5
月
に
行
事
が
再

開
さ
れ
、
再
開
初
日
で
あ
る
5
月
8

日
の
展
示
会
に
は
約
8
0
0
0
名
が

来
場
し
た
。K

IN
T
E
X

で
は
、
展
示

場
の
消
毒
が
1
日
2
回
実
施
さ
れ
た

り
、
1
時
間
ご
と
に
外
部
の
空
気
を

流
入
さ
せ
る
な
ど
の
各
種
対
策
が
講

じ
ら
れ
た
ほ
か
、
10
か
所
以
上
あ
る

出
入
口
が
3
か
所
に
限
定
さ
れ
、
3

段
階
で
制
限
や
確
認
等
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
ず
1
段
階
目
で
あ
る
施
設
入
口

で
は
、
マ
ス
ク
の
未
着
用
者
の
出
入

り
を
制
限
す
る
と
と
も
に
、
出
入
口

に
消
毒
マ
ッ
ト
、
熱
画
像
カ
メ
ラ
、

顔
認
識
体
温
計
が
設
置
さ
れ
た
（
6

月
4
日
か
ら
は
、
マ
ス
ク
未
着
用
者

や
36
カ
月
未
満
の
幼
児
の
出
入
禁
止

な
ど
が
加
わ
り
4
段
階
の
制
限
や
確

認
等
が
行
わ
れ
て
い
る
）
。
次
に
2

段
階
目
で
あ
る
ホ
ー
ル
入
口
で
は
、

人
に
よ
る
体
温
測
定
（
二
次
体
温
測

定
）
の
実
施
、
手
の
消
毒
、
ビ
ニ
ー

ル
手
袋
の
着
用
が
行
わ
れ
た
。
な
お

入
口
ロ
ビ
ー
の
床
に
は
1
・
5
m
間

4
．会
議
・
イ
ベ
ン
ト

（
M
I
C
E
）分
野
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

会
議
・
展
示
会
分
野
の

国
際
機
関
の
連
携
に
よ
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

※
14

※
15

※
17

※
19

図 6 大手ホテルグループ、業界団体のガイドラインとの比較 U.S.
Travel 
Associ
ationAHLAHyattHilton感染症対策項目 Marriott

日本
ホテル
協会

日本
旅行業
協会

日本
旅館
協会

・旅行者が体調不良の場合、旅行延期を促すコミュニケーションの確立
・同居者以外との相部屋の場合は、相手の同意を得ることに留意 
・非接触技術によるチェックイン／ルームキー／決済機能提供
・間隔を空けた待ち位置表示
・客室でのチェックイン手続き
・フロントデスク、筆記具、ルームキー等の頻繁な清拭消毒
・団体は代表者がまとめて行い、ツアー参加者は分散待機"
・セルフパーキングの推奨
・バレーパーキングでは車内消毒の実施
・シャトルサービスの制限、車内消毒実施"
・送迎車の運転席と後部座席の間にはビニールシート等で仕切りを設置 
・自動化／デジタル化推進
・入口と出口を分け一方通行とする
・飛沫防止パネルの設置
・非接触型決済手段の導入
・症状がある人は申し出要請
・名簿の適正管理
・手指消毒依頼"
・清掃／消毒済にドアにシールを貼り部屋を封印
・高頻度で触れる箇所の徹底清掃／消毒
・換気の徹底
・デジタルルームキーの提供
※生体認証やモバイル端末によるキーレスシステムの導入
・ペンや紙類の撤去、デジタルまたは客の要望に応じて提供
・消毒シートの配備
・客の要望に応じた清掃頻度の変更
・客の要望や同意によるハウスキーピングの取りやめ
・ビュッフェ及び対面サービス提供の制限／提供方法の変更
・PPEを着用したスタッフによるサービス提供、器具の頻繁な洗浄／交換
・提供する品数の削減
・長時間さらされる食品を減らすための提供量の見直し

・食事陳列台に飛沫感染防止パネルの設置

・症状のある人の入場制限／参加人数、滞在時間の制限
・テーブルに置くカトラリー等を減らす
・座席レイアウトの変更
・提供方法の変更（非接触手段での提供、予め包装された食事の提供）
・お酌や盃の回し飲みは控えるよう要請 
・静電気で帯電した消毒用ミストや紫外線で消毒する新たな技術の導入（検討中）
・空気浄化装置の設置
・非接触技術の導入
・スタッフとゲストの接触機会の削減
・スタッフ及びゲスト人数の制限"
・ゲストへの各種医療リソース／情報提供
・清掃回数を増やす
・距離を保つよう促す案内板／目印の設置
・レイアウトの変更
・消毒液／シート置き場の設置
・大浴場 の入場人数制限 
・密集しないエレベーター、エスカレーターの利用
・衛生管理者の配置
・頻繁な手洗い／消毒手順の徹底
・教育の実施
・健康チェックの実施
・休暇規程の見直し
・感染疑いがあるスタッフの隔離
・個人防護装備（PPE）配備
・陽性反応発生時の対応手順の確立
・距離を取る旨の案内板の設置
・距離を保つための取り組みを実施
・清掃回数の増加
・感染予防対策を掲示
・消毒液や消毒シートの設置スタンド／台の設置

タビマエ対応

チェックイン

エントランス

フロント

その他

事前の清掃／消毒

デジタルルームキー

備品の見直し

ハウスキーピング

ビュッフェ
対面サービス

テーブル

蓋で
カバー

ルームサービス
その他

ホテル内の
消毒・感染防止対策

パブリックスペース
ジム・プール＆ビーチ

会議場等

バックヤード

従業員対応

体制

その他

パーキング・
シャトルサービス

タ
ビ
マ
エ
か
ら
到
着
ま
で

ゲ
ス
ト
ル
ー
ム

飲
食
サ
ー
ビ
ス

パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス・各
種
施
設

体
制・従
業
員
対
応

図 4 ニュージーランド連邦政府の業種別緩和ステップ（観光関連抜粋）

図 5 韓国における制限緩和の概要

出典）ニュージーランド政府「Alert system overview」より作成（翻訳は執筆メンバーによる）

出典）韓国政府「社会的な距離の確保」より作成（翻訳は執筆メンバーによる）
1）レベル②とレベル①の状況では、地域ごとの感染防止への対応状況と拡散の危険度によって、自治体の長が運営中止勧告と集合禁止、罰則などの
行政命令を下すことができる。

レベル③距離確保の
レベル

原則1)

内容

3月22日～4月19日

○宗教施設や遊興施設、一部の生
　活体育施設、塾などに運営中止
　勧告
○外出と集会の自粛を強調

原則的禁止、強制的措置

レベル②
4月20日～5月5日

段階的緩和

○宗教施設と遊興施設、一部の生
　活体育施設、塾などを運営自制
　勧告に調整
○国立公園や自然休養林など屋外
　分散施設は段階的に運営を再開
○スポーツ施設で分散条件を 達成
　可能な場合(無観客など)、制限
　的再開
○雇用試験は制限的に実施

制限付き許可

レベル①
生活の中での距離確保

5月6日～

○国立公園、動物園など屋外分散
　施設と美術館、博物館など屋内
　分散施設は運営再開
○文化・体育・観光分野の国立施
　設24 箇所から段階的に再開
○屋外密集施設（スポーツ観覧施
　設）、屋内密集施設（劇場、公演
　場など）は5月末から 運営再開
○学生対象のスポーツ大会は6月 
　以後、地域の祭りは当分の間、延
　期・キャンセルを維持

原則的許容、指針順守、例外的制限

アラート
レベル

リスク
アセスメント

対策

レベル４
Rockdown

○生活において必要なサ
　ービス以外、営業禁止
○同居家族以外との接
　触禁止
○イベント禁止
○ランニングやサイクリン
　グは可だが、レスキュ
　ーが必要なアクティビ
　ティ（サーフィンや狩等）
　は禁止
○旅行は禁止

○コミュニティー間で感
　染が広がる
○クラスターが発生、感
　染拡大

レベル3
Restrict

○家族との接触はOK
○地元での低リスクなレ
　ジャー活動はOK
○冠婚葬祭系は10人ま
　で可。その他イベントは
　禁止。
○客との物理的接触を避
　けられないビジネスは
　禁止。
○人が集まるスペースは
　閉鎖（図書館、ジム等）
○旅行は禁止

○コミュニティー間で感
　染が広がっている可能性
○クラスターが発生する
　可能性があるが、テス
　トと接触調査でコント
　ロール可能

レベル2
Reduce

○10人以下であれば、営
　業再開OK（図書館や
　美術館、映画館、飲食
　店）。
○旅行はOKだが、でき  
　るだけ安全に実施する
　こと。

○家庭内で感染拡大
○単発のクラスター発生
　の可能性

レベル1
Prepare

○海外旅行は制限
○集会への制限なし

○海外で感染拡大
○家庭内で感染が広がる
　可能性

感染防止と経済活動の両立

2
5
0
人
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
小

売
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、

ス
テ
ー
ジ
1
で
は
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や

デ
リ
バ
リ
ー
の
み
で
あ
る
が
、
ス
テ

ー
ジ
が
進
む
に
つ
れ
徐
々
に
収
容
客

数
の
割
合
が
高
ま
っ
て
い
る
（
詳
細

は
図
2
参
照
）
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
ア
メ
リ
カ

同
様
、
連
邦
政
府
の
方
針
と
し
て
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
緩
和
に
向
け
た
３
段

階
の
ス
テ
ッ
プ
が
示
さ
れ
て
お
り

（
ス
テ
ッ
プ
ご
と
の
間
隔
は
最
低
３

週
間
）
、
各
州
は
地
域
事
情
に
合
わ

せ
た
詳
細
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
連
邦
政
府

で
は
、
物
理
的
距
離
と
衛
生
に
気
を

つ
け
な
が
ら
一
部
の
活
動
を
再
開
さ

せ
る
こ
と
を
ス
テ
ッ
プ
1
と
し
、
自

宅
へ
の
客
は
5
人
ま
で
と
す
る
こ
と
、

自
宅
外
で
の
集
ま
り
は
10
人
ま
で
と

す
る
こ
と
、
国
民
は
買
物
や
レ
ス
ト

ラ
ン
・
カ
フ
ェ
へ
出
か
け
る
こ
と
、

州
内
で
の
旅
行
な
ど
が
再
開
可
能
と

し
て
い
る
。
次
に
、
物
理
的
な
距
離

と
衛
生
に
気
を
つ
け
な
が
ら
〝
大
半

の
〞
ビ
ジ
ネ
ス
を
再
開
さ
せ
る
こ
と

　
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観

光
政
策
研
究
部
で
は
、
当
財
団
の
独

自
財
源
を
活
用
し
た
研
究
（
自
主
研

究
）
「
こ
れ
か
ら
の
観
光
政
策
に
関

す
る
研
究
」
の
一
環
と
し
て
、
主
に

2
0
2
0
年
4
〜
5
月
に
公
表
さ
れ

て
い
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
（C

O
V
ID

-19

）
拡
大
に
伴
う
、

諸
外
国
・
地
域
で
の
各
種
制
限
の
緩

和
方
針
（
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
、
宿
泊

施
設
や
会
議
・
イ
ベ
ン
ト
（M

IC
E

）

分
野
で
のC

O
V
ID

-1
9

拡
大
防
止
へ

の
各
種
対
策
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）
に
つ
い
て
、
調
査
及
び
整
理
を

行
っ
た
。

　
本
調
査
に
着
手
し
た
の
は
5
月
の

G
・
W
明
け
で
、
当
時
、
日
本
の
緊

急
事
態
宣
言
は
5
月
31
日
ま
で
延
長

す
る
こ
と
が
正
式
決
定
さ
れ
て
い
た

も
の
の
、
新
規
感
染
者
数
は
減
少
し

て
き
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
の
状
況
が

続
け
ば
、
予
定
通
り
5
月
末
ま
で
に

は
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
る
だ

ろ
う
と
い
う
雰
囲
気
は
あ
っ
た
。
一

方
で
、
解
除
後
す
ぐ
に
コ
ロ
ナ
以
前

の
生
活
に
戻
す
こ
と
は
困
難
で
、
何

ら
か
の
対
応
を
検
討
し
実
施
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
雰
囲

気
も
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
日
本
の
各
地
域
や
業

界
・
事
業
者
等
が
、
今
後
のC

O
V
ID

-

1
9

拡
大
防
止
の
た
め
の
方
針
や
対

策
を
検
討
す
る
際
の
一
助
と
な
る
よ

う
、
当
時
す
で
に
諸
外
国
で
整
理
・

公
表
さ
れ
始
め
て
い
た
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
調
査
・
整
理

し
、
当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公

表
し
た
（
5
月
14
日
に
初
版
を
公
表
。

5
月
21
日
に
情
報
を
追
加
し
た
更
新

版
を
公
表
）
。

　
本
稿
は
当
時
公
表
し
た
内
容
を
も

と
に
、
一
部
新
た
な
情
報
を
追
加
し

て
そ
の
概
要
を
整
理
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
た
め
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
は
基
本
的
に
は

調
査
時
点
で
の
状
況
で
あ
り
、
「
記

録
」
的
な
位
置
づ
け
の
も
の
と
な
る
。

C
O

V
ID

-1
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の
状
況
は
今
な
お
流
動

的
で
あ
り
、
各
国
・
地
域
の
対
応
策

も
常
に
変
化
し
て
い
る
た
め
、
本
稿

の
内
容
を
活
用
す
る
際
に
は
、
必
要

に
応
じ
て
、
各
国
・
地
域
、
事
業
者

等
の
最
新
状
況
を
ご
確
認
い
た
だ
き

た
い
。

ア
メ
リ
カ

　
ア
メ
リ
カ
で
は
、
連
邦
政
府
の
方

針
と
し
て
、
公
衆
衛
生
の
専
門
家
の

助
言
に
基
づ
い
た
3
段
階
の
ア
プ
ロ

ー
チ
で
あ
る
〝O

P
E
N

IN
G

 
U

P
 

A
M

E
R

IC
A
 A

G
A
IN

〞
を
発
表
し

て
い
る
。
本
方
針
で
は
、
ア
メ
リ
カ

の
各
地
域
が
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
再

開
基
準
（G

ating C
riteria

）
を
設

定
し
フ
ェ
ー
ズ
の
移
行
を
検
討
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
再
開
基
準

は
①S

ym
ptom

s

（
過
去
2
週
間
に

お
け
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
コ
ロ

ナ
の
感
染
兆
候
が
見
ら
れ
る
数
の
下

降
傾
向
）
、
②C

ases

（
感
染
者
数

ま
た
は
テ
ス
ト
に
対
す
る
陽
性
率
の

下
降
傾
向
）
、
③H

o
sp

itals

（
医

療
危
機
に
陥
ら
ず
に
患
者
を
診
察
で

き
て
い
る
、
ま
た
、
感
染
リ
ス
ク
の

高
い
医
療
従
事
者
へ
の
検
査
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
る
）
と
さ
れ

て
い
る
。
個
人
、
事
業
者
、
特
定
の

事
業
者
そ
れ
ぞ
れ
の
各
段
階
で
の
対

策
や
制
限
等
は
図
1
の
通
り
で
あ
る
。

　
こ
の
連
邦
政
府
の
方
針
に
基
づ
き

州
に
よ
り
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
ワ
シ
ン
ト
ン
州
で
は
4
つ

の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
て
娯
楽
活
動
、

集
会
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
再
開
さ
せ
る
方

針
で
、
各
フ
ェ
ー
ズ
の
間
隔
は
最
低

3
週
間
と
し
て
い
る
。
各
フ
ェ
ー
ズ

で
の
対
策
は
娯
楽
活
動
を
例
に
と
る

と
、
フ
ェ
ー
ズ
1
で
は
同
行
者
を
家

族
限
定
と
し
て
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動

（
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
釣
り
、
ゴ
ル
フ
、

ボ
ー
ト
、
ハ
イ
キ
ン
グ
）
の
み
可
で

あ
る
が
、
フ
ェ
ー
ズ
2
で
は
、
5
人

以
内
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
キ

ャ
ン
プ
、
ビ
ー
チ
等
）
が
認
め
ら
れ

る
。
さ
ら
に
フ
ェ
ー
ズ
3
で
は
50
人

以
内
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
ス

ポ
ー
ツ
、
密
度
50
％
以
下
で
の
屋
内

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
無
観
客
で
の

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
が
許
可
さ
れ
、
フ
ェ

ー
ズ
4
で
全
て
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
許
可
さ
れ
る
、
と
い
う
方
針
と

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
で
は
、

5
つ
の
ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
経
済
活

動
を
再
開
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

各
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
次
の
ス
テ
ー

ジ
に
移
行
す
る
た
め
の
指
標
に
つ
い

て
は
、
①
州
全
体
でC

O
V
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に

よ
る
患
者
数
が
14
日
間
連
続
で
減
少

し
て
い
る
か
、
②
ベ
ッ
ド
及
び
人
工

呼
吸
器
が
確
保
で
き
て
い
る
か
、
③

感
染
の
可
能
性
の
あ
る
全
て
の
住
民
、

な
ら
び
に
医
療
従
事
者
や
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
に
対
す
る
検
査

体
制
が
あ
る
か
、
④
感
染
経
路
の
追

跡
の
た
め
、
全
て
の
陽
性
患
者
と
コ

ン
タ
ク
ト
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
保
健

局
に
あ
る
か
の
4
つ
を
設
定
し
て
い

る
（
2
0
2
0
年
7
月
6
日
現
在
、

ス
テ
ー
ジ
4
・
5
が
設
置
・
運
用
さ

れ
て
い
る
）
。
各
フ
ェ
ー
ズ
で
認
め

ら
れ
る
活
動
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば

集
会
に
つ
い
て
は
ス
テ
ー
ジ
1
で
は

10
人
以
下
で
あ
る
が
、
ス
テ
ー
ジ
2

で
は
25
人
以
下
、
ス
テ
ー
ジ
3
で
は

1
0
0
人
以
下
、
ス
テ
ー
ジ
4
で
は

を
ス
テ
ッ
プ
2
と
し
、
自
宅
外
で
の

集
ま
り
を
20
人
ま
で
と
す
る
こ
と
、

ジ
ム
や
美
容
室
、
映
画
館
や
遊
園
地
、

州
外
へ
の
旅
行
（
一
部
）
な
ど
が
再

開
可
能
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ス
テ

ッ
プ
3
で
は
、
物
理
的
な
距
離
と
衛

生
に
気
を
つ
け
な
が
ら
〝
全
て
の
国

（G
B
A
C

）
の
ス
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
る
自
社
ホ
テ
ル
の
認
証
プ
ロ
セ

ス
を
開
始
と
そ
れ
ぞ
れ
に
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
大
手
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
の

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
びA

H
LA

、U
.S

. 

T
ravel 

A
sso

ciatio
n

の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
、
さ
ら
に
は
日
本
の
宿
泊
業

界
団
体
が
策
定
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）（
一
社
）
日
本
ホ
テ
ル
協
会
「
ホ

テ
ル
業
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」、（
一
社
）
日
本
旅
館
協
会

「
宿
泊
施
設
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」、

（
一
社
）
日
本
旅
行
業
協
会
「
旅
行

業
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
対
応
策
を

比
較
し
た
も
の
が
図
６
で
あ
る
。

　
ま
ず
タ
ビ
マ
エ
か
ら
到
着
ま
で
を

み
る
と
、H

ilton

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
、

デ
ジ
タ
ル
ル
ー
ム
キ
ー
機
能
を
す
で

に
提
供
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
範
囲

の
拡
大
を
挙
げ
て
い
る
ほ
か
、AH

LA

、

U
.S

. T
ravel A

ssociation

も
非
接

触
技
術
の
導
入
を
推
奨
し
て
い
る
。

一
方
で
、
日
本
は
現
状
を
鑑
み
て
か

新
技
術
の
導
入
な
ど
に
は
あ
ま
り
触

れ
て
い
な
い
。

　
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
に
つ
い
て
み
る
と
、

H
ilton

は
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
に
つ
い
て

独
自
の
具
体
策
を
複
数
提
示
し
て
お

り
、A

H
L
A

は
客
の
要
望
に
応
じ
た

清
掃
頻
度
の
変
更
や
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ

ン
グ
の
取
り
や
め
を
提
示
し
て
い
る
。

換
気
の
徹
底
は
大
手
ホ
テ
ル
グ
ル
ー

プ
や
ア
メ
リ
カ
の
業
界
団
体
で
は
指

摘
が
無
く
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
は

日
本
な
ら
で
は
の
記
述
で
あ
っ
た
。

　
飲
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
み
る
と
、

A
H

L
A

は
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
及
び
対
面
で

の
飲
食
提
供
に
つ
い
て
具
体
策
を
提

示
し
て
お
り
、
ル
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
接
触
し
な
い
方
法
で
の
提

供
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
日

本
旅
館
協
会
は
お
酌
や
盃
の
回
し
飲

み
の
控
え
要
請
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
旅
館
な
ら
で
は
の
表
記
で
あ

る
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
・
各
種
施

設
に
つ
い
て
み
る
と
、H

ilto
n

と

M
arriott

は
い
ず
れ
も
静
電
気
で
帯

電
し
た
消
毒
用
ミ
ス
ト
や
紫
外
線
に

よ
る
消
毒
な
ど
新
た
な
技
術
導
入
の

検
討
が
示
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

H
ilto

n

、M
arrio

tt

、A
H

L
A

、

U
.S

.T
ravel 

A
sso

ciatio
n

は
い

ず
れ
も
非
接
触
技
術
の
導
入
が
示
さ

れ
て
い
た
。
日
本
は
新
技
術
の
導
入

と
い
う
よ
り
も
清
掃
の
徹
底
等
の
記

述
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
大
浴
場
の

人
数
制
限
も
旅
館
な
ら
で
は
の
表
記

で
あ
る
。

　
体
制
・
従
業
員
対
応
に
み
る
と
、

H
yatt

で
は
2
0
2
0
年
９
月
ま
で

に
再
教
育
を
受
け
た
衛
生
管
理
者
を

最
低
１
名
、
各
ホ
テ
ル
に
配
置
予
定

と
し
て
お
り
、A

H
L

A

とU
.S

.

T
ravel 

A
sso

ciatio
n

は
、
従
業

員
対
応
な
ど
の
具
体
的
な
内
容
を
詳

し
く
解
説
し
て
い
た
。

U
F
I
に
よ
る
暫
定
指
針

　M
IC

E

の
E
（E

xh
ibition

：
展

示
会
・
見
本
市
）
分
野
の
国
際
機
関

で
あ
るT

he G
lobal A

ssociation 

o
f 

th
e 

E
xh

ib
itio

n
 
In

d
u
stry

（U
F
I

）は
、MIC

E

業
界
の
う
ち
展
示

会

や

企

業

間

で
の

取

引

（B
u
sin

ess 
to

 
B
u
sin

ess

：

B
 to

 B

）
の
商
談
会
に
つ
い
て
は
比

較
的
早
期
の
再
開
が
可
能
で
あ
る
と

し
、再
開
に
向
け
た
衛
生
管
理
基
準

等
を
示
し
た
暫
定
指
針〝 

G
lo

b
al 

fram
ew

o
rk 

fo
r 

reo
p
en

in
g 

exh
ib

itio
n
s an

d
 B

2
B

 trad
e 

even
ts p

o
st th

e em
ergen

ce 

fro
m

 
C
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（In
terim

 

gu
id

an
ce

）
〞
を
2
0
2
0
年
5

月
5
日
に
発
表
し
た
。

　U
FI

は
、
展
示
会
やB

 to B

商
談

会
が
再
開
可
能
な
理
由
と
し
て
、

「
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
の
目
的
が
明
確

で
あ
り
、
人
と
の
距
離
を
保
っ
た
ま

ま
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
」「
不
特
定
多
数
の
人
を
呼
び
込

む
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
い
」「
イ
ベ
ン
ト

前
後
の
参
加
者
の
行
動
を
あ
る
程
度

追
跡
で
き
る
」「
イ
ベ
ン
ト
中
の
参
加

者
の
導
線
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ

と
が
で
き
る
」「
日
程
を
分
散
す
る

こ
と
で
、
会
場
の
密
集
度
を
低
く
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
等
を
挙
げ
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
特
徴
は
コ

ン
サ
ー
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

は
全
く
異
な
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
特
徴

に
合
わ
せ
た
、
適
切
な
衛
生
対
策
基

準
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
業
界
を
ひ
と
く
く

民
が
〞
仕
事
に
復
帰
可
能
と
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
自
宅
外
で
の
集
ま

り
も
1
0
0
人
ま
で
可
、
仕
事
場
へ

の
通
勤
可
（
ス
テ
ッ
プ
1
〜
2
で
は

可
能
な
限
り
テ
レ
ワ
ー
ク
）、
ナ
イ

ト
ク
ラ
ブ
や
フ
ー
ド
コ
ー
ト
な
ど
も

営
業
可
能
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
連

邦
政
府
と
し
て
業
種
ご
と
の
指
針
も

示
さ
れ
て
い
る
（
詳
細
は
図
3
参
照
）。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
政
府

に
よ
り
4
段
階
で
の
ア
ラ
ー
ト
の
仕

組
み
が
作
成
（
地
域
ご
と
に
段
階
は

変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
）
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
の
方
針

が
示
さ
れ
て
い
る
。
4
段
階
の
レ
ベ

ル
は
レ
ベ
ル
4（L

ockdow
n

）が
最

も
規
制
が
強
く
、
レ
ベ
ル
3

（R
estrict

）、レ
ベ
ル
2（R

educe

）、

レ
ベ
ル
1（P

rep
are

）と
徐
々
に
緩

和
さ
れ
て
い
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

レ
ベ
ル
4
で
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
サ
イ

ク
リ
ン
グ
を
除
き
ほ
と
ん
ど
の
活
動

が
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、
レ
ベ
ル
3

に
な
る
と
同
居
以
外
の
家
族
と
の
接

触
や
地
元
で
の
低
リ
ス
ク
な
レ
ジ
ャ

ー
活
動
、
10
人
ま
で
の
冠
婚
葬
祭
系

の
イ
ベ
ン
ト
は
可
能
と
な
る
。
さ
ら

に
レ
ベ
ル
2
で
は
図
書
館
や
美
術
館
、

映
画
館
や
飲
食
店
な
ど
が
10
人
以
下

で
あ
れ
ば
営
業
再
開
が
可
能
と
な
る

ほ
か
、
旅
行
も
O
K
と
な
る
（
た
だ

し
、
出
来
る
だ
け
安
全
に
実
施
す
る

こ
と
と
の
注
あ
り
）。
レ
ベ
ル
1
に

な
る
と
海
外
旅
行
の
制
限
は
あ
る
も

の
の
そ
の
他
の
制
限
は
概
ね
無
く
な

っ
て
い
る
（
詳
細
は
図
4
参
照
）
。

韓
国

　
韓
国
で
は
、
政
府
に
よ
り

C
O
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対
策
と
し
て
の
距
離
確

保
を
3
段
階
の
レ
ベ
ル
で
設
定
し
て

お
り
、
2
週
間
ご
と
に
感
染
拡
散
の

危
険
度
を
評
価
し
て
距
離
確
保
の
レ

ベ
ル
を
調
節
し
て
い
る
。
距
離
確
保

の
レ
ベ
ル
の
設
定
基
準
は
、「
新
規

感
染
者
数
」「
感
染
経
路
不
明
者
数

の
割
合
」「
集
団
発
生
の
状
況
」

「
防
疫
網
内
管
理
比
率
」
と
な
っ
て

い
る
。
考
え
方
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
に
類
似
し
て
お
り
、
レ
ベ
ル
3
は

高
強
度
の
距
離
確
保
と
し
て
、
多
く

の
活
動
は
原
則
的
に
禁
止
と
な
っ
て

い
る
が
、
レ
ベ
ル
2
に
な
る
と
制
限

付
き
許
可
に
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
1
に

な
る
と
指
針
の
順
守
を
求
め
る
も
の

の
原
則
的
に
は
各
種
活
動
を
許
容
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
（
詳
細
は
図

5
参
照
）
。

　
大
手
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
で
あ
る

H
ilton

、M
arriott

、H
yatt

は
そ
れ

ぞ
れ
医
療
機
関
や
消
毒
製
品
メ
ー
カ

ー
・
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
、
独
自

の
感
染
症
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
ま

たA
m

erican H
otel &

 L
odging 

A
ssociation

（A
H

LA

）
及
びU

.S
. 

T
ravel 

A
ssociation

は
業
界
向
け

に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
〝S

afe S
tay

〞
、

〝T
ravel in the N

ew
 N

orm
al

〞

を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
た
。
大
手
ホ
テ

ル
に
つ
い
て
は
、H

ilto
n

は
、
洗

浄
・
消
毒
製
品
メ
ー
カ
ー
で
あ
る

R
B
社
の
協
力
の
も
と
、
宿
泊
者
に

よ
り
清
潔
で
安
全
な
滞
在
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
た
め
の〝H

ilto
n
 C

lean
 

S
ta

y

〞
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
、

M
arriott

は
〞M

arriott 
G

lobal 

C
leanliness C

ouncil

〞
を
設
立
、

社
内
外
の
専
門
家
の
知
識
と
意
見
を

結
集
し
、
よ
り
高
度
な
基
準
の
策
定
、

ま
た
顧
客
へ
の
対
応
プ
ロ
ト
コ
ル
を

開
発
、H

yatt

は
、
世
界
的
な
洗
浄

業
界
団
体
の
一
部
門
で
あ
るG

lobal 

B
iorisk 

A
dvisory 

C
ouncil

り
に
し
て
規
制
す
る
の
で
は
な
く
、

対
策
が
可
能
な
イ
ベ
ン
ト
か
ら
緩
和

し
て
い
く
こ
と
で
、
経
済
へ
の
打
撃

を
抑
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
こ
の

暫
定
指
針
を
策
定
し
た
目
的
で
あ
る

と
し
て
い
る
。

 

暫
定
指
針
は
大
き
く
分
け
て
①
職

員
及
び
参
加
者
個
人
の
衛
生
対
策
、

②
フ
ィ
ジ
カ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確

保
、
③
保
健
・
衛
生
管
理
の
強
化
、

④
人
の
密
集
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
、

⑤
対
策
の
奨
励
と
実
行
の
5
つ
の
視

隔
で
並
ぶ
よ
う
足
形
の
表
示
が
な
さ

れ
た
。
そ
し
て
3
段
階
目
で
あ
る
展

示
ホ
ー
ル
内
で
は
、
ブ
ー
ス
の
間
隔

は
4
m
以
上
に
確
保
さ
れ
、
相
談
会

場
や
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
に
は
ア
ク
リ
ル

板
や
シ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
た
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
政
府
観
光

局
（S

ingapore T
ourism

 B
oard

（S
T
B

））に
よ
り
、
観
光
関
連
事
業

者
（
旅
行
代
理
店
、
イ
ベ
ン
ト
主
催

者
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
事
業
者
、
飲
食
店
、

M
I
C

E

施
設
、
ホ
テ
ル
、

In
tegrated

 R
eso

rt

（IR

）等
）
を

対
象
と
し
た
、
人
が
集
ま
る
イ
ベ
ン

ト
等
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

2
0
2
0
年
3
月
20
日
に
発
表
さ
れ

た
。

　
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
2
0
2

0
年
7
月
1
日
ま
で
、
2
5
0
人
以

上
の
人
が
集
ま
る
全
て
の
イ
ベ
ン
ト

や
集
会
が
禁
止
と
さ
れ
、
違
反
が
あ

っ
た
場
合
に
は
当
局
へ
の
報
告
及
び

政
府
の
補
助
金
や
融
資
の
対
象
か
ら

外
す
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
示
さ
れ

る
と
と
も
に
、
全
て
の
観
光
関
連
事

業
者
の
S
G
ク
リ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

へ
の
参
加
と
認
証
の
取
得
が
推
奨
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
参
加
者
が
2
5

0
名
以
下
の
場
合
で
も
、
混
雑
を
減

ら
す
た
め
の
マ
ナ
ー
の
徹
底
、
目
立

つ
場
所
へ
の
注
意
喚
起
（
握
手
の
禁

止
や
、
個
人
の
衛
生
対
策
の
啓
発
）

の
ポ
ス
タ
ー
の
設
置
、
検
温
機
器
の

設
置
や
自
己
申
告
等
に
よ
る
リ
ス
ク

の
あ
る
参
加
者
の
入
場
規
制
、
参
加

者
の
行
動
追
跡
の
た
め
の
個
人
情
報

の
提
供
、
チ
ケ
ッ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン

購
入
の
推
奨
な
ど
の
対
策
を
講
じ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
主
に
2
0
2
0
年
４

〜
5
月
段
階
の
諸
外
国
・
地
域
で
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

内
容
を
整
理
し
た
が
、
そ
の
後
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

各
種
影
響
は
続
い
て
お
り
、
1
週
間

の
間
に
状
況
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と

も
度
々
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
現

時
点
で
は
当
時
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

適
切
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
な
ど
の
検

証
的
な
視
点
で
論
じ
る
こ
と
は
困
難

で
あ
り
、
本
稿
で
は
当
時
の
内
容
を

紹
介
す
る
に
と
ど
め
て
い
る
。

　
現
在
、
日
本
に
お
い
て
も
各
種
業

界
団
体
や
地
域
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の

実
情
に
応
じ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策

定
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
は
未
知
な
部

分
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
種
情

報
を
常
に
キ
ャ
ッ
チ
し
な
が
ら
内
容

を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が

今
後
も
求
め
ら
れ
る
。
我
々
と
し
て

も
、
諸
外
国
・
地
域
の
動
向
を
引
き

続
き
注
視
し
、
今
後
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
更
新
・
充
実

に
活
用
で
き
る
知
見
の
抽
出
、
提
供

を
今
後
も
進
め
て
い
き
た
い
。

点
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
示
さ
れ
る
各
項

目
に
つ
い
て
、
「
計
画
段
階
」
「
運

営
段
階
」
「
終
了
後
」
の
ど
の
段
階

で
対
応
が
必
要
と
な
る
か
を
示
し
て

い
る
（
図
７
参
照
）
。

　
会
議
・
展
示
会
分
野
の
国
際
機
関

で
あ
るInternational A

ssociation 

of C
onvention C

entres

（A
IP

C

）、

In
tern

atio
n
al C

o
n
gress an

d
 

C
o
n
ven

tio
n
 

A
sso

cia
tio

n

（IC
C
A

）、The G
lobal A

ssociation 

o
f 

th
e 

E
xh

ib
itio

n
 
In

d
u
stry

（U
F
I

）
の
3
団
体
は
共
同
で
、
国

際
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
の
再
開
に
向
け

取
り
組
む
べ
き
事
項
を
ま
と
め
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン〝A

IP
C

・IC
C

A

・U
F
I 

G
o
o
d
 

P
ractice 

G
u
id

e: 

A
d
d
ressin

g
 

C
O

V
ID
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R
equirem

ents for R
e-O

pening 

B
usiness E

vents

〞を
2
0
2
0
年

5
月
26
日
に
発
表
し
た
。
こ
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
、
先
に
整
理
し
たU

F
I

発
表
の
暫
定
指
針
を
も
と
に
、
会
議

施
設
や
会
議
主
催
者
、
運
営
者
が
中

心
と
な
るA

IP
C

やIC
C
A

の
メ
ン
バ

ー
に
も
広
く
適
用
で
き
る
よ
う
一
部

修
正
し
、
実
践
例
と
と
も
に
解
説
を

追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
1
章
で
全
体
の

枠
組
み
を
示
し
、
2
〜
6
章
の
各
章

はU
F
I

の
暫
定
指
針
と
同
様
の
視
点

（
職
員
及
び
参
加
者
個
人
の
衛
生
対

策
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の

確
保
、
保
健
・
衛
生
管
理
の
強
化
、

人
の
密
集
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
、
対

策
の
奨
励
と
実
行
）
で
、
各
国
・
地

域
に
お
け
る
実
践
例
と
具
体
的
な
解

説
を
示
し
て
い
る
（
図
8
参
照
）
。

韓
国
で
の
指
針
、
対
応
例

　
韓
国
で
は
、
政
府
の
中
央
防
疫
対

策
本
部
・
中
央
事
故
対
応
本
部
に
よ

り
、
感
染
症
予
防
及
び
管
理
に
関
す

る
法
に
基
づ
くM

IC
E

等
施
設
に
対

す
る
指
針
と
し
て
〝C

O
V
ID

-1
9

集

団
施
設
・
多
重
利
用
施
設
対
応
指
針

（
第
3
版
）〞
が
2
0
2
0
年
3
月

に
発
表
さ
れ
た
。

　
同
指
針
で
は
、大
き
く
①C

O
V
ID

-

19

管
理
シ
ス
テ
ム
及
び
関
連
機
関
の

協
力
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
②
感
染
予

防
の
た
め
の
管
理
徹
底
、
③
施
設
出

入
時
、
従
業
員
や
利
用
者
の
管
理
強

化
、
④
社
会
的
距
離
を
置
く
、
⑤
感

染
が
疑
わ
れ
る
患
者
発
見
時
の
措
置

の
５
つ
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
お
り
、

感
染
管
理
責
任
者
や
専
任
担
当
者
の

指
定
、
消
毒
や
換
気
、
従
業
員
や
利

用
者
の
体
調
管
理
の
強
化
、
社
会
的

距
離
の
確
保
の
徹
底
、
感
染
が
疑
わ

れ
る
患
者
が
発
見
さ
れ
た
場
合
の
隔

離
空
間
で
の
待
機
措
置
な
ど
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　
国
の
指
針
も
踏
ま
え
、
韓
国
最
大

規
模
の
展
示
場
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
あ
るK

o
r

e
a 

In
tern

atio
n
al 

E
xh

ib
itio

n
 

&
 

C
onvention 

C
enter

（K
IN

T
E
X

）

で
は
2
0
2
0
年
5
月
に
行
事
が
再

開
さ
れ
、
再
開
初
日
で
あ
る
5
月
8

日
の
展
示
会
に
は
約
8
0
0
0
名
が

来
場
し
た
。K

IN
T
E
X

で
は
、
展
示

場
の
消
毒
が
1
日
2
回
実
施
さ
れ
た

り
、
1
時
間
ご
と
に
外
部
の
空
気
を

流
入
さ
せ
る
な
ど
の
各
種
対
策
が
講

じ
ら
れ
た
ほ
か
、
10
か
所
以
上
あ
る

出
入
口
が
3
か
所
に
限
定
さ
れ
、
3

段
階
で
制
限
や
確
認
等
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
ず
1
段
階
目
で
あ
る
施
設
入
口

で
は
、
マ
ス
ク
の
未
着
用
者
の
出
入

り
を
制
限
す
る
と
と
も
に
、
出
入
口

に
消
毒
マ
ッ
ト
、
熱
画
像
カ
メ
ラ
、

顔
認
識
体
温
計
が
設
置
さ
れ
た
（
6

月
4
日
か
ら
は
、
マ
ス
ク
未
着
用
者

や
36
カ
月
未
満
の
幼
児
の
出
入
禁
止

な
ど
が
加
わ
り
4
段
階
の
制
限
や
確

認
等
が
行
わ
れ
て
い
る
）
。
次
に
2

段
階
目
で
あ
る
ホ
ー
ル
入
口
で
は
、

人
に
よ
る
体
温
測
定
（
二
次
体
温
測

定
）
の
実
施
、
手
の
消
毒
、
ビ
ニ
ー

ル
手
袋
の
着
用
が
行
わ
れ
た
。
な
お

入
口
ロ
ビ
ー
の
床
に
は
1
・
5
m
間

3
．宿
泊
施
設
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
ア
メ
リ
カ
の
例
）

※
5

※
7

※
8

※
9

※
10※

11

※
12

※
13

※
6

52



顔認識による体温チェック
出典）KINTEXホームページ

1.5mごとの足形表示に沿って並ぶ来場者
出典）KINTEXホームページ

人による体温測定（二次体温測定）
出典）KINTEXホームページ

※20

※21

※22

図 7 暫定指針に記載されている項目と段階（一部抜粋）

出典）UFI「Global framework for reopening exhibitions and B2B trade events post the emergence from COVID-19
（Interim guidance）」より作成（翻訳は執筆メンバーによる）

②フィジカルディスタンスの確保

①職員及び参加者個人の衛生対策

会議形式でサイドイベントを実施する場合にも、フィジカ
ルディスタンスの確保を意識する

スムーズな人の流れを作るため、展示ブースや通路の間
に十分な距離を 確保する

全ての列や公共スペースに、人との間隔を空けるための印
をつける。（エントランス、レストラン、トイレ等）さらに、カウ
ンター業務では、透明なシートを使い、バリアを作る

リスク分析の実施

感染予防グッズの管理
（マスク、消毒液、ティッシュペーパーの確保等）

計画段階 運営段階 終了後

計画段階 運営段階 終了後

※16

図 8 ガイドラインの構成

1.…
1.1…

1.2…
2.…

2.1…
2.2…
3.…

3.1…
3.2…
3.3…
3.4…
4.…

4.1…
4.2…
4.3…
4.4…
4.5…
4.6…
5.…
6.…

6.1…
6.2…
6.3…
6.4…
6.5…
6.6…
6.7…
6.8…

フレームワークの提示
営業再開に向けたリスクマネジメントの
フレームワーク
フレームワークの適用
職員及び参加者個人の衛生対策
リスク分析
感染予防ツールの使用や在庫の管理
フィジカルディスタンスの確保
バリアの設置やフロアへの表示
パーテーションの活用
換気のための展示ブースの距離確保
会議形式の際のレイアウト
保健・衛生管理の強化
全般
コミュニケーション
危機管理
飲食やバンケット
輸送と物流
協力会社
人の密集を防ぐための対策
対策の奨励と実行
衛生対策や清掃体制の表示
義務と責任を定義する法的な枠組み
地元自治体とのコミュニケーション
医療サービス拠点
感染拡大防止のためのトレーニング
施設に対する疑念・疑問の管理
新たな情報源のモニタリング
リアルタイムでの混雑のモニタリング
付録
出典）AIPC・ICCA・UFI「Good Practice Guidance Addressing
 COVID-19 Requirements for Re-Opening Business Events」 より作成

（翻訳は執筆メンバーによる）

本書の使い方

※18

2
5
0
人
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
小

売
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、

ス
テ
ー
ジ
1
で
は
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や

デ
リ
バ
リ
ー
の
み
で
あ
る
が
、
ス
テ

ー
ジ
が
進
む
に
つ
れ
徐
々
に
収
容
客

数
の
割
合
が
高
ま
っ
て
い
る
（
詳
細

は
図
2
参
照
）
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
ア
メ
リ
カ

同
様
、
連
邦
政
府
の
方
針
と
し
て
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
緩
和
に
向
け
た
３
段

階
の
ス
テ
ッ
プ
が
示
さ
れ
て
お
り

（
ス
テ
ッ
プ
ご
と
の
間
隔
は
最
低
３

週
間
）
、
各
州
は
地
域
事
情
に
合
わ

せ
た
詳
細
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
連
邦
政
府

で
は
、
物
理
的
距
離
と
衛
生
に
気
を

つ
け
な
が
ら
一
部
の
活
動
を
再
開
さ

せ
る
こ
と
を
ス
テ
ッ
プ
1
と
し
、
自

宅
へ
の
客
は
5
人
ま
で
と
す
る
こ
と
、

自
宅
外
で
の
集
ま
り
は
10
人
ま
で
と

す
る
こ
と
、
国
民
は
買
物
や
レ
ス
ト

ラ
ン
・
カ
フ
ェ
へ
出
か
け
る
こ
と
、

州
内
で
の
旅
行
な
ど
が
再
開
可
能
と

し
て
い
る
。
次
に
、
物
理
的
な
距
離

と
衛
生
に
気
を
つ
け
な
が
ら
〝
大
半

の
〞
ビ
ジ
ネ
ス
を
再
開
さ
せ
る
こ
と

　
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観

光
政
策
研
究
部
で
は
、
当
財
団
の
独

自
財
源
を
活
用
し
た
研
究
（
自
主
研

究
）
「
こ
れ
か
ら
の
観
光
政
策
に
関

す
る
研
究
」
の
一
環
と
し
て
、
主
に

2
0
2
0
年
4
〜
5
月
に
公
表
さ
れ

て
い
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
（C

O
V
ID

-19

）
拡
大
に
伴
う
、

諸
外
国
・
地
域
で
の
各
種
制
限
の
緩

和
方
針
（
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
、
宿
泊

施
設
や
会
議
・
イ
ベ
ン
ト
（M

IC
E

）

分
野
で
のC

O
V
ID

-1
9

拡
大
防
止
へ

の
各
種
対
策
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）
に
つ
い
て
、
調
査
及
び
整
理
を

行
っ
た
。

　
本
調
査
に
着
手
し
た
の
は
5
月
の

G
・
W
明
け
で
、
当
時
、
日
本
の
緊

急
事
態
宣
言
は
5
月
31
日
ま
で
延
長

す
る
こ
と
が
正
式
決
定
さ
れ
て
い
た

も
の
の
、
新
規
感
染
者
数
は
減
少
し

て
き
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
の
状
況
が

続
け
ば
、
予
定
通
り
5
月
末
ま
で
に

は
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
る
だ

ろ
う
と
い
う
雰
囲
気
は
あ
っ
た
。
一

方
で
、
解
除
後
す
ぐ
に
コ
ロ
ナ
以
前

の
生
活
に
戻
す
こ
と
は
困
難
で
、
何

ら
か
の
対
応
を
検
討
し
実
施
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
雰
囲

気
も
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
日
本
の
各
地
域
や
業

界
・
事
業
者
等
が
、
今
後
のC

O
V
ID

-

1
9

拡
大
防
止
の
た
め
の
方
針
や
対

策
を
検
討
す
る
際
の
一
助
と
な
る
よ

う
、
当
時
す
で
に
諸
外
国
で
整
理
・

公
表
さ
れ
始
め
て
い
た
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
調
査
・
整
理

し
、
当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公

表
し
た
（
5
月
14
日
に
初
版
を
公
表
。

5
月
21
日
に
情
報
を
追
加
し
た
更
新

版
を
公
表
）
。

　
本
稿
は
当
時
公
表
し
た
内
容
を
も

と
に
、
一
部
新
た
な
情
報
を
追
加
し

て
そ
の
概
要
を
整
理
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
た
め
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
は
基
本
的
に
は

調
査
時
点
で
の
状
況
で
あ
り
、
「
記

録
」
的
な
位
置
づ
け
の
も
の
と
な
る
。

C
O

V
ID

-1
9

の
状
況
は
今
な
お
流
動

的
で
あ
り
、
各
国
・
地
域
の
対
応
策

も
常
に
変
化
し
て
い
る
た
め
、
本
稿

の
内
容
を
活
用
す
る
際
に
は
、
必
要

に
応
じ
て
、
各
国
・
地
域
、
事
業
者

等
の
最
新
状
況
を
ご
確
認
い
た
だ
き

た
い
。

ア
メ
リ
カ

　
ア
メ
リ
カ
で
は
、
連
邦
政
府
の
方

針
と
し
て
、
公
衆
衛
生
の
専
門
家
の

助
言
に
基
づ
い
た
3
段
階
の
ア
プ
ロ

ー
チ
で
あ
る
〝O

P
E
N

IN
G

 
U

P
 

A
M

E
R

IC
A
 A

G
A
IN

〞
を
発
表
し

て
い
る
。
本
方
針
で
は
、
ア
メ
リ
カ

の
各
地
域
が
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
再

開
基
準
（G

ating C
riteria

）
を
設

定
し
フ
ェ
ー
ズ
の
移
行
を
検
討
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
再
開
基
準

は
①S

ym
ptom

s

（
過
去
2
週
間
に

お
け
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
コ
ロ

ナ
の
感
染
兆
候
が
見
ら
れ
る
数
の
下

降
傾
向
）
、
②C

ases

（
感
染
者
数

ま
た
は
テ
ス
ト
に
対
す
る
陽
性
率
の

下
降
傾
向
）
、
③H

o
sp

itals

（
医

療
危
機
に
陥
ら
ず
に
患
者
を
診
察
で

き
て
い
る
、
ま
た
、
感
染
リ
ス
ク
の

高
い
医
療
従
事
者
へ
の
検
査
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
る
）
と
さ
れ

て
い
る
。
個
人
、
事
業
者
、
特
定
の

事
業
者
そ
れ
ぞ
れ
の
各
段
階
で
の
対

策
や
制
限
等
は
図
1
の
通
り
で
あ
る
。

　
こ
の
連
邦
政
府
の
方
針
に
基
づ
き

州
に
よ
り
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
ワ
シ
ン
ト
ン
州
で
は
4
つ

の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
て
娯
楽
活
動
、

集
会
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
再
開
さ
せ
る
方

針
で
、
各
フ
ェ
ー
ズ
の
間
隔
は
最
低

3
週
間
と
し
て
い
る
。
各
フ
ェ
ー
ズ

で
の
対
策
は
娯
楽
活
動
を
例
に
と
る

と
、
フ
ェ
ー
ズ
1
で
は
同
行
者
を
家

族
限
定
と
し
て
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動

（
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
釣
り
、
ゴ
ル
フ
、

ボ
ー
ト
、
ハ
イ
キ
ン
グ
）
の
み
可
で

あ
る
が
、
フ
ェ
ー
ズ
2
で
は
、
5
人

以
内
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
キ

ャ
ン
プ
、
ビ
ー
チ
等
）
が
認
め
ら
れ

る
。
さ
ら
に
フ
ェ
ー
ズ
3
で
は
50
人

以
内
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
ス

ポ
ー
ツ
、
密
度
50
％
以
下
で
の
屋
内

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
無
観
客
で
の

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
が
許
可
さ
れ
、
フ
ェ

ー
ズ
4
で
全
て
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
許
可
さ
れ
る
、
と
い
う
方
針
と

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
で
は
、

5
つ
の
ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
経
済
活

動
を
再
開
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

各
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
次
の
ス
テ
ー

ジ
に
移
行
す
る
た
め
の
指
標
に
つ
い

て
は
、
①
州
全
体
でC

O
V
ID

-1
9

に

よ
る
患
者
数
が
14
日
間
連
続
で
減
少

し
て
い
る
か
、
②
ベ
ッ
ド
及
び
人
工

呼
吸
器
が
確
保
で
き
て
い
る
か
、
③

感
染
の
可
能
性
の
あ
る
全
て
の
住
民
、

な
ら
び
に
医
療
従
事
者
や
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
に
対
す
る
検
査

体
制
が
あ
る
か
、
④
感
染
経
路
の
追

跡
の
た
め
、
全
て
の
陽
性
患
者
と
コ

ン
タ
ク
ト
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
保
健

局
に
あ
る
か
の
4
つ
を
設
定
し
て
い

る
（
2
0
2
0
年
7
月
6
日
現
在
、

ス
テ
ー
ジ
4
・
5
が
設
置
・
運
用
さ

れ
て
い
る
）
。
各
フ
ェ
ー
ズ
で
認
め

ら
れ
る
活
動
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば

集
会
に
つ
い
て
は
ス
テ
ー
ジ
1
で
は

10
人
以
下
で
あ
る
が
、
ス
テ
ー
ジ
2

で
は
25
人
以
下
、
ス
テ
ー
ジ
3
で
は

1
0
0
人
以
下
、
ス
テ
ー
ジ
4
で
は

を
ス
テ
ッ
プ
2
と
し
、
自
宅
外
で
の

集
ま
り
を
20
人
ま
で
と
す
る
こ
と
、

ジ
ム
や
美
容
室
、
映
画
館
や
遊
園
地
、

州
外
へ
の
旅
行
（
一
部
）
な
ど
が
再

開
可
能
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ス
テ

ッ
プ
3
で
は
、
物
理
的
な
距
離
と
衛

生
に
気
を
つ
け
な
が
ら
〝
全
て
の
国

（G
B
A
C

）
の
ス
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
る
自
社
ホ
テ
ル
の
認
証
プ
ロ
セ

ス
を
開
始
と
そ
れ
ぞ
れ
に
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
大
手
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
の

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
びA

H
LA

、U
.S

. 

T
ravel 

A
sso

ciatio
n

の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
、
さ
ら
に
は
日
本
の
宿
泊
業

界
団
体
が
策
定
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）（
一
社
）
日
本
ホ
テ
ル
協
会
「
ホ

テ
ル
業
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」、（
一
社
）
日
本
旅
館
協
会

「
宿
泊
施
設
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」、

（
一
社
）
日
本
旅
行
業
協
会
「
旅
行

業
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
対
応
策
を

比
較
し
た
も
の
が
図
６
で
あ
る
。

　
ま
ず
タ
ビ
マ
エ
か
ら
到
着
ま
で
を

み
る
と
、H

ilton

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
、

デ
ジ
タ
ル
ル
ー
ム
キ
ー
機
能
を
す
で

に
提
供
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
範
囲

の
拡
大
を
挙
げ
て
い
る
ほ
か
、AH

LA

、

U
.S

. T
ravel A

ssociation

も
非
接

触
技
術
の
導
入
を
推
奨
し
て
い
る
。

一
方
で
、
日
本
は
現
状
を
鑑
み
て
か

新
技
術
の
導
入
な
ど
に
は
あ
ま
り
触

れ
て
い
な
い
。

　
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
に
つ
い
て
み
る
と
、

H
ilton

は
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
に
つ
い
て

独
自
の
具
体
策
を
複
数
提
示
し
て
お

り
、A

H
L
A

は
客
の
要
望
に
応
じ
た

清
掃
頻
度
の
変
更
や
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ

ン
グ
の
取
り
や
め
を
提
示
し
て
い
る
。

換
気
の
徹
底
は
大
手
ホ
テ
ル
グ
ル
ー

プ
や
ア
メ
リ
カ
の
業
界
団
体
で
は
指

摘
が
無
く
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
は

日
本
な
ら
で
は
の
記
述
で
あ
っ
た
。

　
飲
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
み
る
と
、

A
H

L
A

は
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
及
び
対
面
で

の
飲
食
提
供
に
つ
い
て
具
体
策
を
提

示
し
て
お
り
、
ル
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
接
触
し
な
い
方
法
で
の
提

供
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
日

本
旅
館
協
会
は
お
酌
や
盃
の
回
し
飲

み
の
控
え
要
請
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
旅
館
な
ら
で
は
の
表
記
で
あ

る
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
・
各
種
施

設
に
つ
い
て
み
る
と
、H

ilto
n

と
M

arriott

は
い
ず
れ
も
静
電
気
で
帯

電
し
た
消
毒
用
ミ
ス
ト
や
紫
外
線
に

よ
る
消
毒
な
ど
新
た
な
技
術
導
入
の

検
討
が
示
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

H
ilto

n

、M
arrio

tt

、A
H

L
A

、

U
.S

.T
ravel 

A
sso

ciatio
n

は
い

ず
れ
も
非
接
触
技
術
の
導
入
が
示
さ

れ
て
い
た
。
日
本
は
新
技
術
の
導
入

と
い
う
よ
り
も
清
掃
の
徹
底
等
の
記

述
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
大
浴
場
の

人
数
制
限
も
旅
館
な
ら
で
は
の
表
記

で
あ
る
。

　
体
制
・
従
業
員
対
応
に
み
る
と
、

H
yatt

で
は
2
0
2
0
年
９
月
ま
で

に
再
教
育
を
受
け
た
衛
生
管
理
者
を

最
低
１
名
、
各
ホ
テ
ル
に
配
置
予
定

と
し
て
お
り
、A

H
L

A

とU
.S

.

T
ravel 

A
sso

ciatio
n

は
、
従
業

員
対
応
な
ど
の
具
体
的
な
内
容
を
詳

し
く
解
説
し
て
い
た
。

U
F
I
に
よ
る
暫
定
指
針

　M
IC

E

の
E
（E

xh
ibition

：
展

示
会
・
見
本
市
）
分
野
の
国
際
機
関

で
あ
るT

he G
lobal A

ssociation 

o
f 

th
e 

E
xh

ib
itio

n
 
In

d
u
stry

（U
F
I

）は
、MIC

E

業
界
の
う
ち
展
示

会

や

企

業

間

で
の

取

引

（B
u
sin

ess 
to

 
B
u
sin

ess

：

B
 to

 B

）
の
商
談
会
に
つ
い
て
は
比

較
的
早
期
の
再
開
が
可
能
で
あ
る
と

し
、再
開
に
向
け
た
衛
生
管
理
基
準

等
を
示
し
た
暫
定
指
針〝 

G
lo

b
al 

fram
ew

o
rk 

fo
r 

reo
p
en

in
g 

exh
ib

itio
n
s an

d
 B

2
B

 trad
e 

even
ts p

o
st th

e em
ergen

ce 

fro
m

 
C
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（In
terim

 

gu
id

an
ce

）
〞
を
2
0
2
0
年
5

月
5
日
に
発
表
し
た
。

　U
FI

は
、
展
示
会
やB

 to B

商
談

会
が
再
開
可
能
な
理
由
と
し
て
、

「
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
の
目
的
が
明
確

で
あ
り
、
人
と
の
距
離
を
保
っ
た
ま

ま
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
」「
不
特
定
多
数
の
人
を
呼
び
込

む
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
い
」「
イ
ベ
ン
ト

前
後
の
参
加
者
の
行
動
を
あ
る
程
度

追
跡
で
き
る
」「
イ
ベ
ン
ト
中
の
参
加

者
の
導
線
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ

と
が
で
き
る
」「
日
程
を
分
散
す
る

こ
と
で
、
会
場
の
密
集
度
を
低
く
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
等
を
挙
げ
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
特
徴
は
コ

ン
サ
ー
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

は
全
く
異
な
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
特
徴

に
合
わ
せ
た
、
適
切
な
衛
生
対
策
基

準
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
業
界
を
ひ
と
く
く

民
が
〞
仕
事
に
復
帰
可
能
と
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
自
宅
外
で
の
集
ま

り
も
1
0
0
人
ま
で
可
、
仕
事
場
へ

の
通
勤
可
（
ス
テ
ッ
プ
1
〜
2
で
は

可
能
な
限
り
テ
レ
ワ
ー
ク
）、
ナ
イ

ト
ク
ラ
ブ
や
フ
ー
ド
コ
ー
ト
な
ど
も

営
業
可
能
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
連

邦
政
府
と
し
て
業
種
ご
と
の
指
針
も

示
さ
れ
て
い
る
（
詳
細
は
図
3
参
照
）。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
政
府

に
よ
り
4
段
階
で
の
ア
ラ
ー
ト
の
仕

組
み
が
作
成
（
地
域
ご
と
に
段
階
は

変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
）
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
の
方
針

が
示
さ
れ
て
い
る
。
4
段
階
の
レ
ベ

ル
は
レ
ベ
ル
4（L

ockdow
n

）が
最

も
規
制
が
強
く
、
レ
ベ
ル
3

（R
estrict

）、レ
ベ
ル
2（R

educe

）、

レ
ベ
ル
1（P

rep
are

）と
徐
々
に
緩

和
さ
れ
て
い
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

レ
ベ
ル
4
で
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
サ
イ

ク
リ
ン
グ
を
除
き
ほ
と
ん
ど
の
活
動

が
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、
レ
ベ
ル
3

に
な
る
と
同
居
以
外
の
家
族
と
の
接

触
や
地
元
で
の
低
リ
ス
ク
な
レ
ジ
ャ

ー
活
動
、
10
人
ま
で
の
冠
婚
葬
祭
系

の
イ
ベ
ン
ト
は
可
能
と
な
る
。
さ
ら

に
レ
ベ
ル
2
で
は
図
書
館
や
美
術
館
、

映
画
館
や
飲
食
店
な
ど
が
10
人
以
下

で
あ
れ
ば
営
業
再
開
が
可
能
と
な
る

ほ
か
、
旅
行
も
O
K
と
な
る
（
た
だ

し
、
出
来
る
だ
け
安
全
に
実
施
す
る

こ
と
と
の
注
あ
り
）。
レ
ベ
ル
1
に

な
る
と
海
外
旅
行
の
制
限
は
あ
る
も

の
の
そ
の
他
の
制
限
は
概
ね
無
く
な

っ
て
い
る
（
詳
細
は
図
4
参
照
）
。

韓
国

　
韓
国
で
は
、
政
府
に
よ
り

C
O

V
ID

-1
9

対
策
と
し
て
の
距
離
確

保
を
3
段
階
の
レ
ベ
ル
で
設
定
し
て

お
り
、
2
週
間
ご
と
に
感
染
拡
散
の

危
険
度
を
評
価
し
て
距
離
確
保
の
レ

ベ
ル
を
調
節
し
て
い
る
。
距
離
確
保

の
レ
ベ
ル
の
設
定
基
準
は
、「
新
規

感
染
者
数
」「
感
染
経
路
不
明
者
数

の
割
合
」「
集
団
発
生
の
状
況
」

「
防
疫
網
内
管
理
比
率
」
と
な
っ
て

い
る
。
考
え
方
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
に
類
似
し
て
お
り
、
レ
ベ
ル
3
は

高
強
度
の
距
離
確
保
と
し
て
、
多
く

の
活
動
は
原
則
的
に
禁
止
と
な
っ
て

い
る
が
、
レ
ベ
ル
2
に
な
る
と
制
限

付
き
許
可
に
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
1
に

な
る
と
指
針
の
順
守
を
求
め
る
も
の

の
原
則
的
に
は
各
種
活
動
を
許
容
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
（
詳
細
は
図

5
参
照
）
。

　
大
手
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
で
あ
る

H
ilton

、M
arriott

、H
yatt

は
そ
れ

ぞ
れ
医
療
機
関
や
消
毒
製
品
メ
ー
カ

ー
・
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
、
独
自

の
感
染
症
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
ま

たA
m

erican H
otel &

 L
odging 

A
ssociation

（A
H

LA

）
及
びU

.S
. 

T
ravel 

A
ssociation

は
業
界
向
け

に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
〝S

afe S
tay

〞
、

〝T
ravel in the N

ew
 N

orm
al

〞

を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
た
。
大
手
ホ
テ

ル
に
つ
い
て
は
、H

ilto
n

は
、
洗

浄
・
消
毒
製
品
メ
ー
カ
ー
で
あ
る

R
B
社
の
協
力
の
も
と
、
宿
泊
者
に

よ
り
清
潔
で
安
全
な
滞
在
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
た
め
の〝H

ilto
n
 C

lean
 

S
ta

y

〞
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
、

M
arriott

は
〞M

arriott 
G

lobal 

C
leanliness C

ouncil

〞
を
設
立
、

社
内
外
の
専
門
家
の
知
識
と
意
見
を

結
集
し
、
よ
り
高
度
な
基
準
の
策
定
、

ま
た
顧
客
へ
の
対
応
プ
ロ
ト
コ
ル
を

開
発
、H

yatt

は
、
世
界
的
な
洗
浄

業
界
団
体
の
一
部
門
で
あ
るG

lobal 

B
iorisk 

A
dvisory 

C
ouncil

り
に
し
て
規
制
す
る
の
で
は
な
く
、

対
策
が
可
能
な
イ
ベ
ン
ト
か
ら
緩
和

し
て
い
く
こ
と
で
、
経
済
へ
の
打
撃

を
抑
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
こ
の

暫
定
指
針
を
策
定
し
た
目
的
で
あ
る

と
し
て
い
る
。

 

暫
定
指
針
は
大
き
く
分
け
て
①
職

員
及
び
参
加
者
個
人
の
衛
生
対
策
、

②
フ
ィ
ジ
カ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確

保
、
③
保
健
・
衛
生
管
理
の
強
化
、

④
人
の
密
集
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
、

⑤
対
策
の
奨
励
と
実
行
の
5
つ
の
視

隔
で
並
ぶ
よ
う
足
形
の
表
示
が
な
さ

れ
た
。
そ
し
て
3
段
階
目
で
あ
る
展

示
ホ
ー
ル
内
で
は
、
ブ
ー
ス
の
間
隔

は
4
m
以
上
に
確
保
さ
れ
、
相
談
会

場
や
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
に
は
ア
ク
リ
ル

板
や
シ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
た
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
政
府
観
光

局
（S

ingapore T
ourism

 B
oard

（S
T
B

））に
よ
り
、
観
光
関
連
事
業

者
（
旅
行
代
理
店
、
イ
ベ
ン
ト
主
催

者
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
事
業
者
、
飲
食
店
、

M
I
C

E

施
設
、
ホ
テ
ル
、

In
tegrated

 R
eso

rt

（IR

）等
）
を

対
象
と
し
た
、
人
が
集
ま
る
イ
ベ
ン

ト
等
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

2
0
2
0
年
3
月
20
日
に
発
表
さ
れ

た
。

　
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
2
0
2

0
年
7
月
1
日
ま
で
、
2
5
0
人
以

上
の
人
が
集
ま
る
全
て
の
イ
ベ
ン
ト

や
集
会
が
禁
止
と
さ
れ
、
違
反
が
あ

っ
た
場
合
に
は
当
局
へ
の
報
告
及
び

政
府
の
補
助
金
や
融
資
の
対
象
か
ら

外
す
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
示
さ
れ

る
と
と
も
に
、
全
て
の
観
光
関
連
事

業
者
の
S
G
ク
リ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

へ
の
参
加
と
認
証
の
取
得
が
推
奨
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
参
加
者
が
2
5

0
名
以
下
の
場
合
で
も
、
混
雑
を
減

ら
す
た
め
の
マ
ナ
ー
の
徹
底
、
目
立

つ
場
所
へ
の
注
意
喚
起
（
握
手
の
禁

止
や
、
個
人
の
衛
生
対
策
の
啓
発
）

の
ポ
ス
タ
ー
の
設
置
、
検
温
機
器
の

設
置
や
自
己
申
告
等
に
よ
る
リ
ス
ク

の
あ
る
参
加
者
の
入
場
規
制
、
参
加

者
の
行
動
追
跡
の
た
め
の
個
人
情
報

の
提
供
、
チ
ケ
ッ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン

購
入
の
推
奨
な
ど
の
対
策
を
講
じ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
主
に
2
0
2
0
年
４

〜
5
月
段
階
の
諸
外
国
・
地
域
で
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

内
容
を
整
理
し
た
が
、
そ
の
後
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

各
種
影
響
は
続
い
て
お
り
、
1
週
間

の
間
に
状
況
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と

も
度
々
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
現

時
点
で
は
当
時
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

適
切
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
な
ど
の
検

証
的
な
視
点
で
論
じ
る
こ
と
は
困
難

で
あ
り
、
本
稿
で
は
当
時
の
内
容
を

紹
介
す
る
に
と
ど
め
て
い
る
。

　
現
在
、
日
本
に
お
い
て
も
各
種
業

界
団
体
や
地
域
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の

実
情
に
応
じ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策

定
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
は
未
知
な
部

分
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
種
情

報
を
常
に
キ
ャ
ッ
チ
し
な
が
ら
内
容

を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が

今
後
も
求
め
ら
れ
る
。
我
々
と
し
て

も
、
諸
外
国
・
地
域
の
動
向
を
引
き

続
き
注
視
し
、
今
後
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
更
新
・
充
実

に
活
用
で
き
る
知
見
の
抽
出
、
提
供

を
今
後
も
進
め
て
い
き
た
い
。

点
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
示
さ
れ
る
各
項

目
に
つ
い
て
、
「
計
画
段
階
」
「
運

営
段
階
」
「
終
了
後
」
の
ど
の
段
階

で
対
応
が
必
要
と
な
る
か
を
示
し
て

い
る
（
図
７
参
照
）
。

　
会
議
・
展
示
会
分
野
の
国
際
機
関

で
あ
るInternational A

ssociation 

of C
onvention C

entres

（A
IP

C

）、

In
tern

atio
n
al C

o
n
gress an

d
 

C
o
n
ven

tio
n
 

A
sso

cia
tio

n

（IC
C
A

）、The G
lobal A

ssociation 

o
f 

th
e 

E
xh

ib
itio

n
 
In

d
u
stry

（U
F
I

）
の
3
団
体
は
共
同
で
、
国

際
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
の
再
開
に
向
け

取
り
組
む
べ
き
事
項
を
ま
と
め
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン〝A

IP
C

・IC
C

A

・U
F
I 

G
o
o
d
 

P
ractice 

G
u
id

e: 

A
d
d
ressin

g
 

C
O

V
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R
equirem

ents for R
e-O

pening 

B
usiness E

vents

〞を
2
0
2
0
年

5
月
26
日
に
発
表
し
た
。
こ
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
、
先
に
整
理
し
たU

F
I

発
表
の
暫
定
指
針
を
も
と
に
、
会
議

施
設
や
会
議
主
催
者
、
運
営
者
が
中

心
と
な
るA

IP
C

やIC
C
A

の
メ
ン
バ

ー
に
も
広
く
適
用
で
き
る
よ
う
一
部

修
正
し
、
実
践
例
と
と
も
に
解
説
を

追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
1
章
で
全
体
の

枠
組
み
を
示
し
、
2
〜
6
章
の
各
章

はU
F
I

の
暫
定
指
針
と
同
様
の
視
点

（
職
員
及
び
参
加
者
個
人
の
衛
生
対

策
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の

確
保
、
保
健
・
衛
生
管
理
の
強
化
、

人
の
密
集
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
、
対

策
の
奨
励
と
実
行
）
で
、
各
国
・
地

域
に
お
け
る
実
践
例
と
具
体
的
な
解

説
を
示
し
て
い
る
（
図
8
参
照
）
。

韓
国
で
の
指
針
、
対
応
例

　
韓
国
で
は
、
政
府
の
中
央
防
疫
対

策
本
部
・
中
央
事
故
対
応
本
部
に
よ

り
、
感
染
症
予
防
及
び
管
理
に
関
す

る
法
に
基
づ
くM

IC
E

等
施
設
に
対

す
る
指
針
と
し
て
〝C

O
V
ID

-1
9

集

団
施
設
・
多
重
利
用
施
設
対
応
指
針

（
第
3
版
）〞
が
2
0
2
0
年
3
月

に
発
表
さ
れ
た
。

　
同
指
針
で
は
、大
き
く
①C

O
V
ID

-

19

管
理
シ
ス
テ
ム
及
び
関
連
機
関
の

協
力
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
②
感
染
予

防
の
た
め
の
管
理
徹
底
、
③
施
設
出

入
時
、
従
業
員
や
利
用
者
の
管
理
強

化
、
④
社
会
的
距
離
を
置
く
、
⑤
感

染
が
疑
わ
れ
る
患
者
発
見
時
の
措
置

の
５
つ
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
お
り
、

感
染
管
理
責
任
者
や
専
任
担
当
者
の

指
定
、
消
毒
や
換
気
、
従
業
員
や
利

用
者
の
体
調
管
理
の
強
化
、
社
会
的

距
離
の
確
保
の
徹
底
、
感
染
が
疑
わ

れ
る
患
者
が
発
見
さ
れ
た
場
合
の
隔

離
空
間
で
の
待
機
措
置
な
ど
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　
国
の
指
針
も
踏
ま
え
、
韓
国
最
大

規
模
の
展
示
場
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
あ
るK

o
r

e
a 

In
tern

atio
n
al 

E
xh

ib
itio

n
 

&
 

C
onvention 

C
enter

（K
IN

T
E
X

）

で
は
2
0
2
0
年
5
月
に
行
事
が
再

開
さ
れ
、
再
開
初
日
で
あ
る
5
月
8

日
の
展
示
会
に
は
約
8
0
0
0
名
が

来
場
し
た
。K

IN
T
E
X

で
は
、
展
示

場
の
消
毒
が
1
日
2
回
実
施
さ
れ
た

り
、
1
時
間
ご
と
に
外
部
の
空
気
を

流
入
さ
せ
る
な
ど
の
各
種
対
策
が
講

じ
ら
れ
た
ほ
か
、
10
か
所
以
上
あ
る

出
入
口
が
3
か
所
に
限
定
さ
れ
、
3

段
階
で
制
限
や
確
認
等
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
ず
1
段
階
目
で
あ
る
施
設
入
口

で
は
、
マ
ス
ク
の
未
着
用
者
の
出
入

り
を
制
限
す
る
と
と
も
に
、
出
入
口

に
消
毒
マ
ッ
ト
、
熱
画
像
カ
メ
ラ
、

顔
認
識
体
温
計
が
設
置
さ
れ
た
（
6

月
4
日
か
ら
は
、
マ
ス
ク
未
着
用
者

や
36
カ
月
未
満
の
幼
児
の
出
入
禁
止

な
ど
が
加
わ
り
4
段
階
の
制
限
や
確

認
等
が
行
わ
れ
て
い
る
）
。
次
に
2

段
階
目
で
あ
る
ホ
ー
ル
入
口
で
は
、

人
に
よ
る
体
温
測
定
（
二
次
体
温
測

定
）
の
実
施
、
手
の
消
毒
、
ビ
ニ
ー

ル
手
袋
の
着
用
が
行
わ
れ
た
。
な
お

入
口
ロ
ビ
ー
の
床
に
は
1
・
5
m
間

4
．会
議
・
イ
ベ
ン
ト

（
M
I
C
E
）分
野
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

会
議
・
展
示
会
分
野
の

国
際
機
関
の
連
携
に
よ
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

※
14

※
15

※
17

※
19

図 6 大手ホテルグループ、業界団体のガイドラインとの比較 U.S.
Travel 
Associ
ationAHLAHyattHilton感染症対策項目 Marriott

日本
ホテル
協会

日本
旅行業
協会

日本
旅館
協会

・旅行者が体調不良の場合、旅行延期を促すコミュニケーションの確立
・同居者以外との相部屋の場合は、相手の同意を得ることに留意 
・非接触技術によるチェックイン／ルームキー／決済機能提供
・間隔を空けた待ち位置表示
・客室でのチェックイン手続き
・フロントデスク、筆記具、ルームキー等の頻繁な清拭消毒
・団体は代表者がまとめて行い、ツアー参加者は分散待機"
・セルフパーキングの推奨
・バレーパーキングでは車内消毒の実施
・シャトルサービスの制限、車内消毒実施"
・送迎車の運転席と後部座席の間にはビニールシート等で仕切りを設置 
・自動化／デジタル化推進
・入口と出口を分け一方通行とする
・飛沫防止パネルの設置
・非接触型決済手段の導入
・症状がある人は申し出要請
・名簿の適正管理
・手指消毒依頼"
・清掃／消毒済にドアにシールを貼り部屋を封印
・高頻度で触れる箇所の徹底清掃／消毒
・換気の徹底
・デジタルルームキーの提供
※生体認証やモバイル端末によるキーレスシステムの導入
・ペンや紙類の撤去、デジタルまたは客の要望に応じて提供
・消毒シートの配備
・客の要望に応じた清掃頻度の変更
・客の要望や同意によるハウスキーピングの取りやめ
・ビュッフェ及び対面サービス提供の制限／提供方法の変更
・PPEを着用したスタッフによるサービス提供、器具の頻繁な洗浄／交換
・提供する品数の削減
・長時間さらされる食品を減らすための提供量の見直し

・食事陳列台に飛沫感染防止パネルの設置

・症状のある人の入場制限／参加人数、滞在時間の制限
・テーブルに置くカトラリー等を減らす
・座席レイアウトの変更
・提供方法の変更（非接触手段での提供、予め包装された食事の提供）
・お酌や盃の回し飲みは控えるよう要請 
・静電気で帯電した消毒用ミストや紫外線で消毒する新たな技術の導入（検討中）
・空気浄化装置の設置
・非接触技術の導入
・スタッフとゲストの接触機会の削減
・スタッフ及びゲスト人数の制限"
・ゲストへの各種医療リソース／情報提供
・清掃回数を増やす
・距離を保つよう促す案内板／目印の設置
・レイアウトの変更
・消毒液／シート置き場の設置
・大浴場 の入場人数制限 
・密集しないエレベーター、エスカレーターの利用
・衛生管理者の配置
・頻繁な手洗い／消毒手順の徹底
・教育の実施
・健康チェックの実施
・休暇規程の見直し
・感染疑いがあるスタッフの隔離
・個人防護装備（PPE）配備
・陽性反応発生時の対応手順の確立
・距離を取る旨の案内板の設置
・距離を保つための取り組みを実施
・清掃回数の増加
・感染予防対策を掲示
・消毒液や消毒シートの設置スタンド／台の設置

タビマエ対応

チェックイン

エントランス

フロント

その他

事前の清掃／消毒

デジタルルームキー

備品の見直し

ハウスキーピング

ビュッフェ
対面サービス

テーブル

蓋で
カバー

ルームサービス
その他

ホテル内の
消毒・感染防止対策

パブリックスペース
ジム・プール＆ビーチ

会議場等

バックヤード

従業員対応

体制

その他

パーキング・
シャトルサービス

タ
ビ
マ
エ
か
ら
到
着
ま
で

ゲ
ス
ト
ル
ー
ム

飲
食
サ
ー
ビ
ス

パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス・各
種
施
設

体
制・従
業
員
対
応

図 4 ニュージーランド連邦政府の業種別緩和ステップ（観光関連抜粋）

図 5 韓国における制限緩和の概要

出典）ニュージーランド政府「Alert system overview」より作成（翻訳は執筆メンバーによる）

出典）韓国政府「社会的な距離の確保」より作成（翻訳は執筆メンバーによる）
1）レベル②とレベル①の状況では、地域ごとの感染防止への対応状況と拡散の危険度によって、自治体の長が運営中止勧告と集合禁止、罰則などの
行政命令を下すことができる。

レベル③距離確保の
レベル

原則1)

内容

3月22日～4月19日

○宗教施設や遊興施設、一部の生
　活体育施設、塾などに運営中止
　勧告
○外出と集会の自粛を強調

原則的禁止、強制的措置

レベル②
4月20日～5月5日

段階的緩和

○宗教施設と遊興施設、一部の生
　活体育施設、塾などを運営自制
　勧告に調整
○国立公園や自然休養林など屋外
　分散施設は段階的に運営を再開
○スポーツ施設で分散条件を 達成
　可能な場合(無観客など)、制限
　的再開
○雇用試験は制限的に実施

制限付き許可

レベル①
生活の中での距離確保

5月6日～

○国立公園、動物園など屋外分散
　施設と美術館、博物館など屋内
　分散施設は運営再開
○文化・体育・観光分野の国立施
　設24 箇所から段階的に再開
○屋外密集施設（スポーツ観覧施
　設）、屋内密集施設（劇場、公演
　場など）は5月末から 運営再開
○学生対象のスポーツ大会は6月 
　以後、地域の祭りは当分の間、延
　期・キャンセルを維持

原則的許容、指針順守、例外的制限

アラート
レベル

リスク
アセスメント

対策

レベル４
Rockdown

○生活において必要なサ
　ービス以外、営業禁止
○同居家族以外との接
　触禁止
○イベント禁止
○ランニングやサイクリン
　グは可だが、レスキュ
　ーが必要なアクティビ
　ティ（サーフィンや狩等）
　は禁止
○旅行は禁止

○コミュニティー間で感
　染が広がる
○クラスターが発生、感
　染拡大

レベル3
Restrict

○家族との接触はOK
○地元での低リスクなレ
　ジャー活動はOK
○冠婚葬祭系は10人ま
　で可。その他イベントは
　禁止。
○客との物理的接触を避
　けられないビジネスは
　禁止。
○人が集まるスペースは
　閉鎖（図書館、ジム等）
○旅行は禁止

○コミュニティー間で感
　染が広がっている可能性
○クラスターが発生する
　可能性があるが、テス
　トと接触調査でコント
　ロール可能

レベル2
Reduce

○10人以下であれば、営
　業再開OK（図書館や
　美術館、映画館、飲食
　店）。
○旅行はOKだが、でき  
　るだけ安全に実施する
　こと。

○家庭内で感染拡大
○単発のクラスター発生
　の可能性

レベル1
Prepare

○海外旅行は制限
○集会への制限なし

○海外で感染拡大
○家庭内で感染が広がる
　可能性

感染防止と経済活動の両立

2
5
0
人
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
小

売
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、

ス
テ
ー
ジ
1
で
は
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や

デ
リ
バ
リ
ー
の
み
で
あ
る
が
、
ス
テ

ー
ジ
が
進
む
に
つ
れ
徐
々
に
収
容
客

数
の
割
合
が
高
ま
っ
て
い
る
（
詳
細

は
図
2
参
照
）
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
ア
メ
リ
カ

同
様
、
連
邦
政
府
の
方
針
と
し
て
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
緩
和
に
向
け
た
３
段

階
の
ス
テ
ッ
プ
が
示
さ
れ
て
お
り

（
ス
テ
ッ
プ
ご
と
の
間
隔
は
最
低
３

週
間
）
、
各
州
は
地
域
事
情
に
合
わ

せ
た
詳
細
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
連
邦
政
府

で
は
、
物
理
的
距
離
と
衛
生
に
気
を

つ
け
な
が
ら
一
部
の
活
動
を
再
開
さ

せ
る
こ
と
を
ス
テ
ッ
プ
1
と
し
、
自

宅
へ
の
客
は
5
人
ま
で
と
す
る
こ
と
、

自
宅
外
で
の
集
ま
り
は
10
人
ま
で
と

す
る
こ
と
、
国
民
は
買
物
や
レ
ス
ト

ラ
ン
・
カ
フ
ェ
へ
出
か
け
る
こ
と
、

州
内
で
の
旅
行
な
ど
が
再
開
可
能
と

し
て
い
る
。
次
に
、
物
理
的
な
距
離

と
衛
生
に
気
を
つ
け
な
が
ら
〝
大
半

の
〞
ビ
ジ
ネ
ス
を
再
開
さ
せ
る
こ
と

　
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観

光
政
策
研
究
部
で
は
、
当
財
団
の
独

自
財
源
を
活
用
し
た
研
究
（
自
主
研

究
）
「
こ
れ
か
ら
の
観
光
政
策
に
関

す
る
研
究
」
の
一
環
と
し
て
、
主
に

2
0
2
0
年
4
〜
5
月
に
公
表
さ
れ

て
い
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
（C

O
V
ID

-19

）
拡
大
に
伴
う
、

諸
外
国
・
地
域
で
の
各
種
制
限
の
緩

和
方
針
（
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
、
宿
泊

施
設
や
会
議
・
イ
ベ
ン
ト
（M

IC
E

）

分
野
で
のC

O
V
ID

-1
9

拡
大
防
止
へ

の
各
種
対
策
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）
に
つ
い
て
、
調
査
及
び
整
理
を

行
っ
た
。

　
本
調
査
に
着
手
し
た
の
は
5
月
の

G
・
W
明
け
で
、
当
時
、
日
本
の
緊

急
事
態
宣
言
は
5
月
31
日
ま
で
延
長

す
る
こ
と
が
正
式
決
定
さ
れ
て
い
た

も
の
の
、
新
規
感
染
者
数
は
減
少
し

て
き
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
の
状
況
が

続
け
ば
、
予
定
通
り
5
月
末
ま
で
に

は
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
る
だ

ろ
う
と
い
う
雰
囲
気
は
あ
っ
た
。
一

方
で
、
解
除
後
す
ぐ
に
コ
ロ
ナ
以
前

の
生
活
に
戻
す
こ
と
は
困
難
で
、
何

ら
か
の
対
応
を
検
討
し
実
施
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
雰
囲

気
も
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
日
本
の
各
地
域
や
業

界
・
事
業
者
等
が
、
今
後
のC

O
V
ID

-

1
9

拡
大
防
止
の
た
め
の
方
針
や
対

策
を
検
討
す
る
際
の
一
助
と
な
る
よ

う
、
当
時
す
で
に
諸
外
国
で
整
理
・

公
表
さ
れ
始
め
て
い
た
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
調
査
・
整
理

し
、
当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公

表
し
た
（
5
月
14
日
に
初
版
を
公
表
。

5
月
21
日
に
情
報
を
追
加
し
た
更
新

版
を
公
表
）
。

　
本
稿
は
当
時
公
表
し
た
内
容
を
も

と
に
、
一
部
新
た
な
情
報
を
追
加
し

て
そ
の
概
要
を
整
理
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
た
め
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
は
基
本
的
に
は

調
査
時
点
で
の
状
況
で
あ
り
、
「
記

録
」
的
な
位
置
づ
け
の
も
の
と
な
る
。

C
O

V
ID

-1
9

の
状
況
は
今
な
お
流
動

的
で
あ
り
、
各
国
・
地
域
の
対
応
策

も
常
に
変
化
し
て
い
る
た
め
、
本
稿

の
内
容
を
活
用
す
る
際
に
は
、
必
要

に
応
じ
て
、
各
国
・
地
域
、
事
業
者

等
の
最
新
状
況
を
ご
確
認
い
た
だ
き

た
い
。

ア
メ
リ
カ

　
ア
メ
リ
カ
で
は
、
連
邦
政
府
の
方

針
と
し
て
、
公
衆
衛
生
の
専
門
家
の

助
言
に
基
づ
い
た
3
段
階
の
ア
プ
ロ

ー
チ
で
あ
る
〝O

P
E
N

IN
G

 
U

P
 

A
M

E
R

IC
A
 A

G
A
IN

〞
を
発
表
し

て
い
る
。
本
方
針
で
は
、
ア
メ
リ
カ

の
各
地
域
が
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
再

開
基
準
（G

ating C
riteria

）
を
設

定
し
フ
ェ
ー
ズ
の
移
行
を
検
討
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
再
開
基
準

は
①S

ym
ptom

s

（
過
去
2
週
間
に

お
け
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
コ
ロ

ナ
の
感
染
兆
候
が
見
ら
れ
る
数
の
下

降
傾
向
）
、
②C

ases

（
感
染
者
数

ま
た
は
テ
ス
ト
に
対
す
る
陽
性
率
の

下
降
傾
向
）
、
③H

o
sp

itals

（
医

療
危
機
に
陥
ら
ず
に
患
者
を
診
察
で

き
て
い
る
、
ま
た
、
感
染
リ
ス
ク
の

高
い
医
療
従
事
者
へ
の
検
査
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
る
）
と
さ
れ

て
い
る
。
個
人
、
事
業
者
、
特
定
の

事
業
者
そ
れ
ぞ
れ
の
各
段
階
で
の
対

策
や
制
限
等
は
図
1
の
通
り
で
あ
る
。

　
こ
の
連
邦
政
府
の
方
針
に
基
づ
き

州
に
よ
り
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
ワ
シ
ン
ト
ン
州
で
は
4
つ

の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
て
娯
楽
活
動
、

集
会
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
再
開
さ
せ
る
方

針
で
、
各
フ
ェ
ー
ズ
の
間
隔
は
最
低

3
週
間
と
し
て
い
る
。
各
フ
ェ
ー
ズ

で
の
対
策
は
娯
楽
活
動
を
例
に
と
る

と
、
フ
ェ
ー
ズ
1
で
は
同
行
者
を
家

族
限
定
と
し
て
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動

（
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
釣
り
、
ゴ
ル
フ
、

ボ
ー
ト
、
ハ
イ
キ
ン
グ
）
の
み
可
で

あ
る
が
、
フ
ェ
ー
ズ
2
で
は
、
5
人

以
内
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
キ

ャ
ン
プ
、
ビ
ー
チ
等
）
が
認
め
ら
れ

る
。
さ
ら
に
フ
ェ
ー
ズ
3
で
は
50
人

以
内
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
ス

ポ
ー
ツ
、
密
度
50
％
以
下
で
の
屋
内

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
無
観
客
で
の

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
が
許
可
さ
れ
、
フ
ェ

ー
ズ
4
で
全
て
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
許
可
さ
れ
る
、
と
い
う
方
針
と

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
で
は
、

5
つ
の
ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
経
済
活

動
を
再
開
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

各
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
次
の
ス
テ
ー

ジ
に
移
行
す
る
た
め
の
指
標
に
つ
い

て
は
、
①
州
全
体
でC

O
V
ID

-1
9

に

よ
る
患
者
数
が
14
日
間
連
続
で
減
少

し
て
い
る
か
、
②
ベ
ッ
ド
及
び
人
工

呼
吸
器
が
確
保
で
き
て
い
る
か
、
③

感
染
の
可
能
性
の
あ
る
全
て
の
住
民
、

な
ら
び
に
医
療
従
事
者
や
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
に
対
す
る
検
査

体
制
が
あ
る
か
、
④
感
染
経
路
の
追

跡
の
た
め
、
全
て
の
陽
性
患
者
と
コ

ン
タ
ク
ト
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
保
健

局
に
あ
る
か
の
4
つ
を
設
定
し
て
い

る
（
2
0
2
0
年
7
月
6
日
現
在
、

ス
テ
ー
ジ
4
・
5
が
設
置
・
運
用
さ

れ
て
い
る
）
。
各
フ
ェ
ー
ズ
で
認
め

ら
れ
る
活
動
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば

集
会
に
つ
い
て
は
ス
テ
ー
ジ
1
で
は

10
人
以
下
で
あ
る
が
、
ス
テ
ー
ジ
2

で
は
25
人
以
下
、
ス
テ
ー
ジ
3
で
は

1
0
0
人
以
下
、
ス
テ
ー
ジ
4
で
は

を
ス
テ
ッ
プ
2
と
し
、
自
宅
外
で
の

集
ま
り
を
20
人
ま
で
と
す
る
こ
と
、

ジ
ム
や
美
容
室
、
映
画
館
や
遊
園
地
、

州
外
へ
の
旅
行
（
一
部
）
な
ど
が
再

開
可
能
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ス
テ

ッ
プ
3
で
は
、
物
理
的
な
距
離
と
衛

生
に
気
を
つ
け
な
が
ら
〝
全
て
の
国

（G
B
A
C

）
の
ス
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
る
自
社
ホ
テ
ル
の
認
証
プ
ロ
セ

ス
を
開
始
と
そ
れ
ぞ
れ
に
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
大
手
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
の

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
びA

H
LA

、U
.S

. 

T
ravel 

A
sso

ciatio
n

の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
、
さ
ら
に
は
日
本
の
宿
泊
業

界
団
体
が
策
定
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）（
一
社
）
日
本
ホ
テ
ル
協
会
「
ホ

テ
ル
業
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」、（
一
社
）
日
本
旅
館
協
会

「
宿
泊
施
設
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」、

（
一
社
）
日
本
旅
行
業
協
会
「
旅
行

業
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
対
応
策
を

比
較
し
た
も
の
が
図
６
で
あ
る
。

　
ま
ず
タ
ビ
マ
エ
か
ら
到
着
ま
で
を

み
る
と
、H

ilton

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
、

デ
ジ
タ
ル
ル
ー
ム
キ
ー
機
能
を
す
で

に
提
供
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
範
囲

の
拡
大
を
挙
げ
て
い
る
ほ
か
、AH

LA

、

U
.S

. T
ravel A

ssociation

も
非
接

触
技
術
の
導
入
を
推
奨
し
て
い
る
。

一
方
で
、
日
本
は
現
状
を
鑑
み
て
か

新
技
術
の
導
入
な
ど
に
は
あ
ま
り
触

れ
て
い
な
い
。

　
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
に
つ
い
て
み
る
と
、

H
ilton

は
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
に
つ
い
て

独
自
の
具
体
策
を
複
数
提
示
し
て
お

り
、A

H
L
A

は
客
の
要
望
に
応
じ
た

清
掃
頻
度
の
変
更
や
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ

ン
グ
の
取
り
や
め
を
提
示
し
て
い
る
。

換
気
の
徹
底
は
大
手
ホ
テ
ル
グ
ル
ー

プ
や
ア
メ
リ
カ
の
業
界
団
体
で
は
指

摘
が
無
く
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
は

日
本
な
ら
で
は
の
記
述
で
あ
っ
た
。

　
飲
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
み
る
と
、

A
H

L
A

は
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
及
び
対
面
で

の
飲
食
提
供
に
つ
い
て
具
体
策
を
提

示
し
て
お
り
、
ル
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
接
触
し
な
い
方
法
で
の
提

供
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
日

本
旅
館
協
会
は
お
酌
や
盃
の
回
し
飲

み
の
控
え
要
請
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
旅
館
な
ら
で
は
の
表
記
で
あ

る
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
・
各
種
施

設
に
つ
い
て
み
る
と
、H

ilto
n

と

M
arriott

は
い
ず
れ
も
静
電
気
で
帯

電
し
た
消
毒
用
ミ
ス
ト
や
紫
外
線
に

よ
る
消
毒
な
ど
新
た
な
技
術
導
入
の

検
討
が
示
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

H
ilto

n

、M
arrio

tt

、A
H

L
A

、

U
.S

.T
ravel 

A
sso

ciatio
n

は
い

ず
れ
も
非
接
触
技
術
の
導
入
が
示
さ

れ
て
い
た
。
日
本
は
新
技
術
の
導
入

と
い
う
よ
り
も
清
掃
の
徹
底
等
の
記

述
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
大
浴
場
の

人
数
制
限
も
旅
館
な
ら
で
は
の
表
記

で
あ
る
。

　
体
制
・
従
業
員
対
応
に
み
る
と
、

H
yatt

で
は
2
0
2
0
年
９
月
ま
で

に
再
教
育
を
受
け
た
衛
生
管
理
者
を

最
低
１
名
、
各
ホ
テ
ル
に
配
置
予
定

と
し
て
お
り
、A

H
L

A

とU
.S

.

T
ravel 

A
sso

ciatio
n

は
、
従
業

員
対
応
な
ど
の
具
体
的
な
内
容
を
詳

し
く
解
説
し
て
い
た
。

U
F
I
に
よ
る
暫
定
指
針

　M
IC

E

の
E
（E

xh
ibition

：
展

示
会
・
見
本
市
）
分
野
の
国
際
機
関

で
あ
るT

he G
lobal A

ssociation 

o
f 

th
e 

E
xh

ib
itio

n
 
In

d
u
stry

（U
F
I

）は
、MIC

E

業
界
の
う
ち
展
示

会

や

企

業

間

で
の

取

引

（B
u
sin

ess 
to

 
B
u
sin

ess

：

B
 to

 B

）
の
商
談
会
に
つ
い
て
は
比

較
的
早
期
の
再
開
が
可
能
で
あ
る
と

し
、再
開
に
向
け
た
衛
生
管
理
基
準

等
を
示
し
た
暫
定
指
針〝 

G
lo

b
al 

fram
ew

o
rk 

fo
r 

reo
p
en

in
g 

exh
ib

itio
n
s an

d
 B

2
B

 trad
e 

even
ts p

o
st th

e em
ergen

ce 

fro
m

 
C

O
V
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（In
terim

 

gu
id

an
ce

）
〞
を
2
0
2
0
年
5

月
5
日
に
発
表
し
た
。

　U
FI

は
、
展
示
会
やB

 to B

商
談

会
が
再
開
可
能
な
理
由
と
し
て
、

「
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
の
目
的
が
明
確

で
あ
り
、
人
と
の
距
離
を
保
っ
た
ま

ま
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
」「
不
特
定
多
数
の
人
を
呼
び
込

む
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
い
」「
イ
ベ
ン
ト

前
後
の
参
加
者
の
行
動
を
あ
る
程
度

追
跡
で
き
る
」「
イ
ベ
ン
ト
中
の
参
加

者
の
導
線
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ

と
が
で
き
る
」「
日
程
を
分
散
す
る

こ
と
で
、
会
場
の
密
集
度
を
低
く
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
等
を
挙
げ
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
特
徴
は
コ

ン
サ
ー
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

は
全
く
異
な
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
特
徴

に
合
わ
せ
た
、
適
切
な
衛
生
対
策
基

準
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
業
界
を
ひ
と
く
く

民
が
〞
仕
事
に
復
帰
可
能
と
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
自
宅
外
で
の
集
ま

り
も
1
0
0
人
ま
で
可
、
仕
事
場
へ

の
通
勤
可
（
ス
テ
ッ
プ
1
〜
2
で
は

可
能
な
限
り
テ
レ
ワ
ー
ク
）、
ナ
イ

ト
ク
ラ
ブ
や
フ
ー
ド
コ
ー
ト
な
ど
も

営
業
可
能
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
連

邦
政
府
と
し
て
業
種
ご
と
の
指
針
も

示
さ
れ
て
い
る
（
詳
細
は
図
3
参
照
）。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
政
府

に
よ
り
4
段
階
で
の
ア
ラ
ー
ト
の
仕

組
み
が
作
成
（
地
域
ご
と
に
段
階
は

変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
）
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
の
方
針

が
示
さ
れ
て
い
る
。
4
段
階
の
レ
ベ

ル
は
レ
ベ
ル
4（L

ockdow
n

）が
最

も
規
制
が
強
く
、
レ
ベ
ル
3

（R
estrict

）、レ
ベ
ル
2（R

educe

）、

レ
ベ
ル
1（P

rep
are

）と
徐
々
に
緩

和
さ
れ
て
い
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

レ
ベ
ル
4
で
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
サ
イ

ク
リ
ン
グ
を
除
き
ほ
と
ん
ど
の
活
動

が
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、
レ
ベ
ル
3

に
な
る
と
同
居
以
外
の
家
族
と
の
接

触
や
地
元
で
の
低
リ
ス
ク
な
レ
ジ
ャ

ー
活
動
、
10
人
ま
で
の
冠
婚
葬
祭
系

の
イ
ベ
ン
ト
は
可
能
と
な
る
。
さ
ら

に
レ
ベ
ル
2
で
は
図
書
館
や
美
術
館
、

映
画
館
や
飲
食
店
な
ど
が
10
人
以
下

で
あ
れ
ば
営
業
再
開
が
可
能
と
な
る

ほ
か
、
旅
行
も
O
K
と
な
る
（
た
だ

し
、
出
来
る
だ
け
安
全
に
実
施
す
る

こ
と
と
の
注
あ
り
）。
レ
ベ
ル
1
に

な
る
と
海
外
旅
行
の
制
限
は
あ
る
も

の
の
そ
の
他
の
制
限
は
概
ね
無
く
な

っ
て
い
る
（
詳
細
は
図
4
参
照
）
。

韓
国

　
韓
国
で
は
、
政
府
に
よ
り

C
O

V
ID

-1
9

対
策
と
し
て
の
距
離
確

保
を
3
段
階
の
レ
ベ
ル
で
設
定
し
て

お
り
、
2
週
間
ご
と
に
感
染
拡
散
の

危
険
度
を
評
価
し
て
距
離
確
保
の
レ

ベ
ル
を
調
節
し
て
い
る
。
距
離
確
保

の
レ
ベ
ル
の
設
定
基
準
は
、「
新
規

感
染
者
数
」「
感
染
経
路
不
明
者
数

の
割
合
」「
集
団
発
生
の
状
況
」

「
防
疫
網
内
管
理
比
率
」
と
な
っ
て

い
る
。
考
え
方
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
に
類
似
し
て
お
り
、
レ
ベ
ル
3
は

高
強
度
の
距
離
確
保
と
し
て
、
多
く

の
活
動
は
原
則
的
に
禁
止
と
な
っ
て

い
る
が
、
レ
ベ
ル
2
に
な
る
と
制
限

付
き
許
可
に
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
1
に

な
る
と
指
針
の
順
守
を
求
め
る
も
の

の
原
則
的
に
は
各
種
活
動
を
許
容
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
（
詳
細
は
図

5
参
照
）
。

　
大
手
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
で
あ
る

H
ilton

、M
arriott

、H
yatt

は
そ
れ

ぞ
れ
医
療
機
関
や
消
毒
製
品
メ
ー
カ

ー
・
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
、
独
自

の
感
染
症
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
ま

たA
m

erican H
otel &

 L
odging 

A
ssociation

（A
H

LA

）
及
びU

.S
. 

T
ravel 

A
ssociation

は
業
界
向
け

に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
〝S

afe S
tay

〞
、

〝T
ravel in the N

ew
 N

orm
al

〞

を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
た
。
大
手
ホ
テ

ル
に
つ
い
て
は
、H

ilto
n

は
、
洗

浄
・
消
毒
製
品
メ
ー
カ
ー
で
あ
る

R
B
社
の
協
力
の
も
と
、
宿
泊
者
に

よ
り
清
潔
で
安
全
な
滞
在
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
た
め
の〝H

ilto
n
 C

lean
 

S
ta

y

〞
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
、

M
arriott

は
〞M

arriott 
G

lobal 

C
leanliness C

ouncil

〞
を
設
立
、

社
内
外
の
専
門
家
の
知
識
と
意
見
を

結
集
し
、
よ
り
高
度
な
基
準
の
策
定
、

ま
た
顧
客
へ
の
対
応
プ
ロ
ト
コ
ル
を

開
発
、H

yatt

は
、
世
界
的
な
洗
浄

業
界
団
体
の
一
部
門
で
あ
るG

lobal 

B
iorisk 

A
dvisory 

C
ouncil

り
に
し
て
規
制
す
る
の
で
は
な
く
、

対
策
が
可
能
な
イ
ベ
ン
ト
か
ら
緩
和

し
て
い
く
こ
と
で
、
経
済
へ
の
打
撃

を
抑
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
こ
の

暫
定
指
針
を
策
定
し
た
目
的
で
あ
る

と
し
て
い
る
。

 

暫
定
指
針
は
大
き
く
分
け
て
①
職

員
及
び
参
加
者
個
人
の
衛
生
対
策
、

②
フ
ィ
ジ
カ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確

保
、
③
保
健
・
衛
生
管
理
の
強
化
、

④
人
の
密
集
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
、

⑤
対
策
の
奨
励
と
実
行
の
5
つ
の
視

隔
で
並
ぶ
よ
う
足
形
の
表
示
が
な
さ

れ
た
。
そ
し
て
3
段
階
目
で
あ
る
展

示
ホ
ー
ル
内
で
は
、
ブ
ー
ス
の
間
隔

は
4
m
以
上
に
確
保
さ
れ
、
相
談
会

場
や
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
に
は
ア
ク
リ
ル

板
や
シ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
た
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
政
府
観
光

局
（S

ingapore T
ourism

 B
oard

（S
T
B

））に
よ
り
、
観
光
関
連
事
業

者
（
旅
行
代
理
店
、
イ
ベ
ン
ト
主
催

者
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
事
業
者
、
飲
食
店
、

M
I
C

E

施
設
、
ホ
テ
ル
、

In
tegrated

 R
eso

rt

（IR

）等
）
を

対
象
と
し
た
、
人
が
集
ま
る
イ
ベ
ン

ト
等
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

2
0
2
0
年
3
月
20
日
に
発
表
さ
れ

た
。

　
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
2
0
2

0
年
7
月
1
日
ま
で
、
2
5
0
人
以

上
の
人
が
集
ま
る
全
て
の
イ
ベ
ン
ト

や
集
会
が
禁
止
と
さ
れ
、
違
反
が
あ

っ
た
場
合
に
は
当
局
へ
の
報
告
及
び

政
府
の
補
助
金
や
融
資
の
対
象
か
ら

外
す
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
示
さ
れ

る
と
と
も
に
、
全
て
の
観
光
関
連
事

業
者
の
S
G
ク
リ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

へ
の
参
加
と
認
証
の
取
得
が
推
奨
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
参
加
者
が
2
5

0
名
以
下
の
場
合
で
も
、
混
雑
を
減

ら
す
た
め
の
マ
ナ
ー
の
徹
底
、
目
立

つ
場
所
へ
の
注
意
喚
起
（
握
手
の
禁

止
や
、
個
人
の
衛
生
対
策
の
啓
発
）

の
ポ
ス
タ
ー
の
設
置
、
検
温
機
器
の

設
置
や
自
己
申
告
等
に
よ
る
リ
ス
ク

の
あ
る
参
加
者
の
入
場
規
制
、
参
加

者
の
行
動
追
跡
の
た
め
の
個
人
情
報

の
提
供
、
チ
ケ
ッ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン

購
入
の
推
奨
な
ど
の
対
策
を
講
じ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
主
に
2
0
2
0
年
４

〜
5
月
段
階
の
諸
外
国
・
地
域
で
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

内
容
を
整
理
し
た
が
、
そ
の
後
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

各
種
影
響
は
続
い
て
お
り
、
1
週
間

の
間
に
状
況
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と

も
度
々
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
現

時
点
で
は
当
時
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

適
切
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
な
ど
の
検

証
的
な
視
点
で
論
じ
る
こ
と
は
困
難

で
あ
り
、
本
稿
で
は
当
時
の
内
容
を

紹
介
す
る
に
と
ど
め
て
い
る
。

　
現
在
、
日
本
に
お
い
て
も
各
種
業

界
団
体
や
地
域
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の

実
情
に
応
じ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策

定
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
は
未
知
な
部

分
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
種
情

報
を
常
に
キ
ャ
ッ
チ
し
な
が
ら
内
容

を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が

今
後
も
求
め
ら
れ
る
。
我
々
と
し
て

も
、
諸
外
国
・
地
域
の
動
向
を
引
き

続
き
注
視
し
、
今
後
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
更
新
・
充
実

に
活
用
で
き
る
知
見
の
抽
出
、
提
供

を
今
後
も
進
め
て
い
き
た
い
。

点
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
示
さ
れ
る
各
項

目
に
つ
い
て
、
「
計
画
段
階
」
「
運

営
段
階
」
「
終
了
後
」
の
ど
の
段
階

で
対
応
が
必
要
と
な
る
か
を
示
し
て

い
る
（
図
７
参
照
）
。

　
会
議
・
展
示
会
分
野
の
国
際
機
関

で
あ
るInternational A

ssociation 

of C
onvention C

entres

（A
IP

C

）、

In
tern

atio
n
al C

o
n
gress an

d
 

C
o
n
ven

tio
n
 

A
sso

cia
tio

n

（IC
C
A

）、The G
lobal A

ssociation 

o
f 

th
e 

E
xh

ib
itio

n
 
In

d
u
stry

（U
F
I

）
の
3
団
体
は
共
同
で
、
国

際
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
の
再
開
に
向
け

取
り
組
む
べ
き
事
項
を
ま
と
め
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン〝A

IP
C

・IC
C

A

・U
F
I 

G
o
o
d
 

P
ractice 

G
u
id

e: 

A
d
d
ressin

g
 

C
O

V
ID

-1
9
 

R
equirem

ents for R
e-O

pening 

B
usiness E

vents

〞を
2
0
2
0
年

5
月
26
日
に
発
表
し
た
。
こ
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
、
先
に
整
理
し
たU

F
I

発
表
の
暫
定
指
針
を
も
と
に
、
会
議

施
設
や
会
議
主
催
者
、
運
営
者
が
中

心
と
な
るA

IP
C

やIC
C
A

の
メ
ン
バ

ー
に
も
広
く
適
用
で
き
る
よ
う
一
部

修
正
し
、
実
践
例
と
と
も
に
解
説
を

追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
1
章
で
全
体
の

枠
組
み
を
示
し
、
2
〜
6
章
の
各
章

はU
F
I

の
暫
定
指
針
と
同
様
の
視
点

（
職
員
及
び
参
加
者
個
人
の
衛
生
対

策
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の

確
保
、
保
健
・
衛
生
管
理
の
強
化
、

人
の
密
集
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
、
対

策
の
奨
励
と
実
行
）
で
、
各
国
・
地

域
に
お
け
る
実
践
例
と
具
体
的
な
解

説
を
示
し
て
い
る
（
図
8
参
照
）
。

韓
国
で
の
指
針
、
対
応
例

　
韓
国
で
は
、
政
府
の
中
央
防
疫
対

策
本
部
・
中
央
事
故
対
応
本
部
に
よ

り
、
感
染
症
予
防
及
び
管
理
に
関
す

る
法
に
基
づ
くM

IC
E

等
施
設
に
対

す
る
指
針
と
し
て
〝C

O
V
ID

-1
9

集

団
施
設
・
多
重
利
用
施
設
対
応
指
針

（
第
3
版
）〞
が
2
0
2
0
年
3
月

に
発
表
さ
れ
た
。

　
同
指
針
で
は
、大
き
く
①C

O
V
ID

-

19

管
理
シ
ス
テ
ム
及
び
関
連
機
関
の

協
力
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
②
感
染
予

防
の
た
め
の
管
理
徹
底
、
③
施
設
出

入
時
、
従
業
員
や
利
用
者
の
管
理
強

化
、
④
社
会
的
距
離
を
置
く
、
⑤
感

染
が
疑
わ
れ
る
患
者
発
見
時
の
措
置

の
５
つ
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
お
り
、

感
染
管
理
責
任
者
や
専
任
担
当
者
の

指
定
、
消
毒
や
換
気
、
従
業
員
や
利

用
者
の
体
調
管
理
の
強
化
、
社
会
的

距
離
の
確
保
の
徹
底
、
感
染
が
疑
わ

れ
る
患
者
が
発
見
さ
れ
た
場
合
の
隔

離
空
間
で
の
待
機
措
置
な
ど
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　
国
の
指
針
も
踏
ま
え
、
韓
国
最
大

規
模
の
展
示
場
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
あ
るK

o
r

e
a 

In
tern

atio
n
al 

E
xh

ib
itio

n
 

&
 

C
onvention 

C
enter

（K
IN

T
E
X

）

で
は
2
0
2
0
年
5
月
に
行
事
が
再

開
さ
れ
、
再
開
初
日
で
あ
る
5
月
8

日
の
展
示
会
に
は
約
8
0
0
0
名
が

来
場
し
た
。K

IN
T
E
X

で
は
、
展
示

場
の
消
毒
が
1
日
2
回
実
施
さ
れ
た

り
、
1
時
間
ご
と
に
外
部
の
空
気
を

流
入
さ
せ
る
な
ど
の
各
種
対
策
が
講

じ
ら
れ
た
ほ
か
、
10
か
所
以
上
あ
る

出
入
口
が
3
か
所
に
限
定
さ
れ
、
3

段
階
で
制
限
や
確
認
等
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
ず
1
段
階
目
で
あ
る
施
設
入
口

で
は
、
マ
ス
ク
の
未
着
用
者
の
出
入

り
を
制
限
す
る
と
と
も
に
、
出
入
口

に
消
毒
マ
ッ
ト
、
熱
画
像
カ
メ
ラ
、

顔
認
識
体
温
計
が
設
置
さ
れ
た
（
6

月
4
日
か
ら
は
、
マ
ス
ク
未
着
用
者

や
36
カ
月
未
満
の
幼
児
の
出
入
禁
止

な
ど
が
加
わ
り
4
段
階
の
制
限
や
確

認
等
が
行
わ
れ
て
い
る
）
。
次
に
2

段
階
目
で
あ
る
ホ
ー
ル
入
口
で
は
、

人
に
よ
る
体
温
測
定
（
二
次
体
温
測

定
）
の
実
施
、
手
の
消
毒
、
ビ
ニ
ー

ル
手
袋
の
着
用
が
行
わ
れ
た
。
な
お

入
口
ロ
ビ
ー
の
床
に
は
1
・
5
m
間

3
．宿
泊
施
設
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
ア
メ
リ
カ
の
例
）

※
5

※
7

※
8

※
9

※
10※

11

※
12

※
13

※
6
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顔認識による体温チェック
出典）KINTEXホームページ

1.5mごとの足形表示に沿って並ぶ来場者
出典）KINTEXホームページ

人による体温測定（二次体温測定）
出典）KINTEXホームページ

※20

※21

※22

図 7 暫定指針に記載されている項目と段階（一部抜粋）

出典）UFI「Global framework for reopening exhibitions and B2B trade events post the emergence from COVID-19
（Interim guidance）」より作成（翻訳は執筆メンバーによる）

②フィジカルディスタンスの確保

①職員及び参加者個人の衛生対策

会議形式でサイドイベントを実施する場合にも、フィジカ
ルディスタンスの確保を意識する

スムーズな人の流れを作るため、展示ブースや通路の間
に十分な距離を 確保する

全ての列や公共スペースに、人との間隔を空けるための印
をつける。（エントランス、レストラン、トイレ等）さらに、カウ
ンター業務では、透明なシートを使い、バリアを作る

リスク分析の実施

感染予防グッズの管理
（マスク、消毒液、ティッシュペーパーの確保等）

計画段階 運営段階 終了後

計画段階 運営段階 終了後

※16

図 8 ガイドラインの構成

1.…
1.1…

1.2…
2.…

2.1…
2.2…
3.…

3.1…
3.2…
3.3…
3.4…
4.…

4.1…
4.2…
4.3…
4.4…
4.5…
4.6…
5.…
6.…

6.1…
6.2…
6.3…
6.4…
6.5…
6.6…
6.7…
6.8…

フレームワークの提示
営業再開に向けたリスクマネジメントの
フレームワーク
フレームワークの適用
職員及び参加者個人の衛生対策
リスク分析
感染予防ツールの使用や在庫の管理
フィジカルディスタンスの確保
バリアの設置やフロアへの表示
パーテーションの活用
換気のための展示ブースの距離確保
会議形式の際のレイアウト
保健・衛生管理の強化
全般
コミュニケーション
危機管理
飲食やバンケット
輸送と物流
協力会社
人の密集を防ぐための対策
対策の奨励と実行
衛生対策や清掃体制の表示
義務と責任を定義する法的な枠組み
地元自治体とのコミュニケーション
医療サービス拠点
感染拡大防止のためのトレーニング
施設に対する疑念・疑問の管理
新たな情報源のモニタリング
リアルタイムでの混雑のモニタリング
付録
出典）AIPC・ICCA・UFI「Good Practice Guidance Addressing
 COVID-19 Requirements for Re-Opening Business Events」 より作成

（翻訳は執筆メンバーによる）

本書の使い方
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2
5
0
人
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
小

売
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、

ス
テ
ー
ジ
1
で
は
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や

デ
リ
バ
リ
ー
の
み
で
あ
る
が
、
ス
テ

ー
ジ
が
進
む
に
つ
れ
徐
々
に
収
容
客

数
の
割
合
が
高
ま
っ
て
い
る
（
詳
細

は
図
2
参
照
）
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
ア
メ
リ
カ

同
様
、
連
邦
政
府
の
方
針
と
し
て
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
緩
和
に
向
け
た
３
段

階
の
ス
テ
ッ
プ
が
示
さ
れ
て
お
り

（
ス
テ
ッ
プ
ご
と
の
間
隔
は
最
低
３

週
間
）
、
各
州
は
地
域
事
情
に
合
わ

せ
た
詳
細
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
連
邦
政
府

で
は
、
物
理
的
距
離
と
衛
生
に
気
を

つ
け
な
が
ら
一
部
の
活
動
を
再
開
さ

せ
る
こ
と
を
ス
テ
ッ
プ
1
と
し
、
自

宅
へ
の
客
は
5
人
ま
で
と
す
る
こ
と
、

自
宅
外
で
の
集
ま
り
は
10
人
ま
で
と

す
る
こ
と
、
国
民
は
買
物
や
レ
ス
ト

ラ
ン
・
カ
フ
ェ
へ
出
か
け
る
こ
と
、

州
内
で
の
旅
行
な
ど
が
再
開
可
能
と

し
て
い
る
。
次
に
、
物
理
的
な
距
離

と
衛
生
に
気
を
つ
け
な
が
ら
〝
大
半

の
〞
ビ
ジ
ネ
ス
を
再
開
さ
せ
る
こ
と

　
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観

光
政
策
研
究
部
で
は
、
当
財
団
の
独

自
財
源
を
活
用
し
た
研
究
（
自
主
研

究
）
「
こ
れ
か
ら
の
観
光
政
策
に
関

す
る
研
究
」
の
一
環
と
し
て
、
主
に

2
0
2
0
年
4
〜
5
月
に
公
表
さ
れ

て
い
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
（C

O
V
ID

-19

）
拡
大
に
伴
う
、

諸
外
国
・
地
域
で
の
各
種
制
限
の
緩

和
方
針
（
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
、
宿
泊

施
設
や
会
議
・
イ
ベ
ン
ト
（M

IC
E

）

分
野
で
のC

O
V
ID

-1
9

拡
大
防
止
へ

の
各
種
対
策
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）
に
つ
い
て
、
調
査
及
び
整
理
を

行
っ
た
。

　
本
調
査
に
着
手
し
た
の
は
5
月
の

G
・
W
明
け
で
、
当
時
、
日
本
の
緊

急
事
態
宣
言
は
5
月
31
日
ま
で
延
長

す
る
こ
と
が
正
式
決
定
さ
れ
て
い
た

も
の
の
、
新
規
感
染
者
数
は
減
少
し

て
き
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
の
状
況
が

続
け
ば
、
予
定
通
り
5
月
末
ま
で
に

は
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
る
だ

ろ
う
と
い
う
雰
囲
気
は
あ
っ
た
。
一

方
で
、
解
除
後
す
ぐ
に
コ
ロ
ナ
以
前

の
生
活
に
戻
す
こ
と
は
困
難
で
、
何

ら
か
の
対
応
を
検
討
し
実
施
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
雰
囲

気
も
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
日
本
の
各
地
域
や
業

界
・
事
業
者
等
が
、
今
後
のC

O
V
ID

-

1
9

拡
大
防
止
の
た
め
の
方
針
や
対

策
を
検
討
す
る
際
の
一
助
と
な
る
よ

う
、
当
時
す
で
に
諸
外
国
で
整
理
・

公
表
さ
れ
始
め
て
い
た
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
調
査
・
整
理

し
、
当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公

表
し
た
（
5
月
14
日
に
初
版
を
公
表
。

5
月
21
日
に
情
報
を
追
加
し
た
更
新

版
を
公
表
）
。

　
本
稿
は
当
時
公
表
し
た
内
容
を
も

と
に
、
一
部
新
た
な
情
報
を
追
加
し

て
そ
の
概
要
を
整
理
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
た
め
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
は
基
本
的
に
は

調
査
時
点
で
の
状
況
で
あ
り
、
「
記

録
」
的
な
位
置
づ
け
の
も
の
と
な
る
。

C
O

V
ID

-1
9

の
状
況
は
今
な
お
流
動

的
で
あ
り
、
各
国
・
地
域
の
対
応
策

も
常
に
変
化
し
て
い
る
た
め
、
本
稿

の
内
容
を
活
用
す
る
際
に
は
、
必
要

に
応
じ
て
、
各
国
・
地
域
、
事
業
者

等
の
最
新
状
況
を
ご
確
認
い
た
だ
き

た
い
。

ア
メ
リ
カ

　
ア
メ
リ
カ
で
は
、
連
邦
政
府
の
方

針
と
し
て
、
公
衆
衛
生
の
専
門
家
の

助
言
に
基
づ
い
た
3
段
階
の
ア
プ
ロ

ー
チ
で
あ
る
〝O

P
E
N

IN
G

 
U

P
 

A
M

E
R

IC
A
 A

G
A
IN

〞
を
発
表
し

て
い
る
。
本
方
針
で
は
、
ア
メ
リ
カ

の
各
地
域
が
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
再

開
基
準
（G

ating C
riteria

）
を
設

定
し
フ
ェ
ー
ズ
の
移
行
を
検
討
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
再
開
基
準

は
①S

ym
ptom

s

（
過
去
2
週
間
に

お
け
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
コ
ロ

ナ
の
感
染
兆
候
が
見
ら
れ
る
数
の
下

降
傾
向
）
、
②C

ases

（
感
染
者
数

ま
た
は
テ
ス
ト
に
対
す
る
陽
性
率
の

下
降
傾
向
）
、
③H

o
sp

itals

（
医

療
危
機
に
陥
ら
ず
に
患
者
を
診
察
で

き
て
い
る
、
ま
た
、
感
染
リ
ス
ク
の

高
い
医
療
従
事
者
へ
の
検
査
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
る
）
と
さ
れ

て
い
る
。
個
人
、
事
業
者
、
特
定
の

事
業
者
そ
れ
ぞ
れ
の
各
段
階
で
の
対

策
や
制
限
等
は
図
1
の
通
り
で
あ
る
。

　
こ
の
連
邦
政
府
の
方
針
に
基
づ
き

州
に
よ
り
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
ワ
シ
ン
ト
ン
州
で
は
4
つ

の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
て
娯
楽
活
動
、

集
会
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
再
開
さ
せ
る
方

針
で
、
各
フ
ェ
ー
ズ
の
間
隔
は
最
低

3
週
間
と
し
て
い
る
。
各
フ
ェ
ー
ズ

で
の
対
策
は
娯
楽
活
動
を
例
に
と
る

と
、
フ
ェ
ー
ズ
1
で
は
同
行
者
を
家

族
限
定
と
し
て
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動

（
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
釣
り
、
ゴ
ル
フ
、

ボ
ー
ト
、
ハ
イ
キ
ン
グ
）
の
み
可
で

あ
る
が
、
フ
ェ
ー
ズ
2
で
は
、
5
人

以
内
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
キ

ャ
ン
プ
、
ビ
ー
チ
等
）
が
認
め
ら
れ

る
。
さ
ら
に
フ
ェ
ー
ズ
3
で
は
50
人

以
内
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
ス

ポ
ー
ツ
、
密
度
50
％
以
下
で
の
屋
内

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
無
観
客
で
の

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
が
許
可
さ
れ
、
フ
ェ

ー
ズ
4
で
全
て
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
許
可
さ
れ
る
、
と
い
う
方
針
と

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
で
は
、

5
つ
の
ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
経
済
活

動
を
再
開
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

各
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
次
の
ス
テ
ー

ジ
に
移
行
す
る
た
め
の
指
標
に
つ
い

て
は
、
①
州
全
体
でC

O
V
ID
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に

よ
る
患
者
数
が
14
日
間
連
続
で
減
少

し
て
い
る
か
、
②
ベ
ッ
ド
及
び
人
工

呼
吸
器
が
確
保
で
き
て
い
る
か
、
③

感
染
の
可
能
性
の
あ
る
全
て
の
住
民
、

な
ら
び
に
医
療
従
事
者
や
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
に
対
す
る
検
査

体
制
が
あ
る
か
、
④
感
染
経
路
の
追

跡
の
た
め
、
全
て
の
陽
性
患
者
と
コ

ン
タ
ク
ト
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
保
健

局
に
あ
る
か
の
4
つ
を
設
定
し
て
い

る
（
2
0
2
0
年
7
月
6
日
現
在
、

ス
テ
ー
ジ
4
・
5
が
設
置
・
運
用
さ

れ
て
い
る
）
。
各
フ
ェ
ー
ズ
で
認
め

ら
れ
る
活
動
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば

集
会
に
つ
い
て
は
ス
テ
ー
ジ
1
で
は

10
人
以
下
で
あ
る
が
、
ス
テ
ー
ジ
2

で
は
25
人
以
下
、
ス
テ
ー
ジ
3
で
は

1
0
0
人
以
下
、
ス
テ
ー
ジ
4
で
は

を
ス
テ
ッ
プ
2
と
し
、
自
宅
外
で
の

集
ま
り
を
20
人
ま
で
と
す
る
こ
と
、

ジ
ム
や
美
容
室
、
映
画
館
や
遊
園
地
、

州
外
へ
の
旅
行
（
一
部
）
な
ど
が
再

開
可
能
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ス
テ

ッ
プ
3
で
は
、
物
理
的
な
距
離
と
衛

生
に
気
を
つ
け
な
が
ら
〝
全
て
の
国

（G
B
A
C

）
の
ス
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
る
自
社
ホ
テ
ル
の
認
証
プ
ロ
セ

ス
を
開
始
と
そ
れ
ぞ
れ
に
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
大
手
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
の

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
びA

H
LA

、U
.S

. 

T
ravel 

A
sso

ciatio
n

の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
、
さ
ら
に
は
日
本
の
宿
泊
業

界
団
体
が
策
定
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）（
一
社
）
日
本
ホ
テ
ル
協
会
「
ホ

テ
ル
業
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」、（
一
社
）
日
本
旅
館
協
会

「
宿
泊
施
設
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」、

（
一
社
）
日
本
旅
行
業
協
会
「
旅
行

業
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
対
応
策
を

比
較
し
た
も
の
が
図
６
で
あ
る
。

　
ま
ず
タ
ビ
マ
エ
か
ら
到
着
ま
で
を

み
る
と
、H

ilton

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
、

デ
ジ
タ
ル
ル
ー
ム
キ
ー
機
能
を
す
で

に
提
供
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
範
囲

の
拡
大
を
挙
げ
て
い
る
ほ
か
、AH

LA

、

U
.S

. T
ravel A

ssociation

も
非
接

触
技
術
の
導
入
を
推
奨
し
て
い
る
。

一
方
で
、
日
本
は
現
状
を
鑑
み
て
か

新
技
術
の
導
入
な
ど
に
は
あ
ま
り
触

れ
て
い
な
い
。

　
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
に
つ
い
て
み
る
と
、

H
ilton

は
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
に
つ
い
て

独
自
の
具
体
策
を
複
数
提
示
し
て
お

り
、A

H
L
A

は
客
の
要
望
に
応
じ
た

清
掃
頻
度
の
変
更
や
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ

ン
グ
の
取
り
や
め
を
提
示
し
て
い
る
。

換
気
の
徹
底
は
大
手
ホ
テ
ル
グ
ル
ー

プ
や
ア
メ
リ
カ
の
業
界
団
体
で
は
指

摘
が
無
く
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
は

日
本
な
ら
で
は
の
記
述
で
あ
っ
た
。

　
飲
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
み
る
と
、

A
H

L
A

は
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
及
び
対
面
で

の
飲
食
提
供
に
つ
い
て
具
体
策
を
提

示
し
て
お
り
、
ル
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
接
触
し
な
い
方
法
で
の
提

供
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
日

本
旅
館
協
会
は
お
酌
や
盃
の
回
し
飲

み
の
控
え
要
請
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
旅
館
な
ら
で
は
の
表
記
で
あ

る
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
・
各
種
施

設
に
つ
い
て
み
る
と
、H

ilto
n

と

M
arriott

は
い
ず
れ
も
静
電
気
で
帯

電
し
た
消
毒
用
ミ
ス
ト
や
紫
外
線
に

よ
る
消
毒
な
ど
新
た
な
技
術
導
入
の

検
討
が
示
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

H
ilto

n

、M
arrio

tt

、A
H

L
A

、

U
.S

.T
ravel 

A
sso

ciatio
n

は
い

ず
れ
も
非
接
触
技
術
の
導
入
が
示
さ

れ
て
い
た
。
日
本
は
新
技
術
の
導
入

と
い
う
よ
り
も
清
掃
の
徹
底
等
の
記

述
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
大
浴
場
の

人
数
制
限
も
旅
館
な
ら
で
は
の
表
記

で
あ
る
。

　
体
制
・
従
業
員
対
応
に
み
る
と
、

H
yatt

で
は
2
0
2
0
年
９
月
ま
で

に
再
教
育
を
受
け
た
衛
生
管
理
者
を

最
低
１
名
、
各
ホ
テ
ル
に
配
置
予
定

と
し
て
お
り
、A

H
L

A

とU
.S

.

T
ravel 

A
sso

ciatio
n

は
、
従
業

員
対
応
な
ど
の
具
体
的
な
内
容
を
詳

し
く
解
説
し
て
い
た
。

U
F
I
に
よ
る
暫
定
指
針

　M
IC

E

の
E
（E

xh
ibition

：
展

示
会
・
見
本
市
）
分
野
の
国
際
機
関

で
あ
るT

he G
lobal A

ssociation 

o
f 

th
e 

E
xh

ib
itio

n
 
In

d
u
stry

（U
F
I

）は
、MIC

E

業
界
の
う
ち
展
示

会

や

企

業

間

で
の

取

引

（B
u
sin

ess 
to

 
B
u
sin

ess

：

B
 to

 B

）
の
商
談
会
に
つ
い
て
は
比

較
的
早
期
の
再
開
が
可
能
で
あ
る
と

し
、再
開
に
向
け
た
衛
生
管
理
基
準

等
を
示
し
た
暫
定
指
針〝 

G
lo

b
al 

fram
ew

o
rk 

fo
r 

reo
p
en

in
g 

exh
ib

itio
n
s an

d
 B

2
B

 trad
e 

even
ts p

o
st th

e em
ergen

ce 

fro
m

 
C
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（In
terim

 

gu
id

an
ce

）
〞
を
2
0
2
0
年
5

月
5
日
に
発
表
し
た
。

　U
FI

は
、
展
示
会
やB

 to B

商
談

会
が
再
開
可
能
な
理
由
と
し
て
、

「
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
の
目
的
が
明
確

で
あ
り
、
人
と
の
距
離
を
保
っ
た
ま

ま
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
」「
不
特
定
多
数
の
人
を
呼
び
込

む
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
い
」「
イ
ベ
ン
ト

前
後
の
参
加
者
の
行
動
を
あ
る
程
度

追
跡
で
き
る
」「
イ
ベ
ン
ト
中
の
参
加

者
の
導
線
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ

と
が
で
き
る
」「
日
程
を
分
散
す
る

こ
と
で
、
会
場
の
密
集
度
を
低
く
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
等
を
挙
げ
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
特
徴
は
コ

ン
サ
ー
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

は
全
く
異
な
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
特
徴

に
合
わ
せ
た
、
適
切
な
衛
生
対
策
基

準
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
業
界
を
ひ
と
く
く

民
が
〞
仕
事
に
復
帰
可
能
と
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
自
宅
外
で
の
集
ま

り
も
1
0
0
人
ま
で
可
、
仕
事
場
へ

の
通
勤
可
（
ス
テ
ッ
プ
1
〜
2
で
は

可
能
な
限
り
テ
レ
ワ
ー
ク
）、
ナ
イ

ト
ク
ラ
ブ
や
フ
ー
ド
コ
ー
ト
な
ど
も

営
業
可
能
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
連

邦
政
府
と
し
て
業
種
ご
と
の
指
針
も

示
さ
れ
て
い
る
（
詳
細
は
図
3
参
照
）。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
政
府

に
よ
り
4
段
階
で
の
ア
ラ
ー
ト
の
仕

組
み
が
作
成
（
地
域
ご
と
に
段
階
は

変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
）
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
の
方
針

が
示
さ
れ
て
い
る
。
4
段
階
の
レ
ベ

ル
は
レ
ベ
ル
4（L

ockdow
n

）が
最

も
規
制
が
強
く
、
レ
ベ
ル
3

（R
estrict

）、レ
ベ
ル
2（R

educe

）、

レ
ベ
ル
1（P

rep
are

）と
徐
々
に
緩

和
さ
れ
て
い
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

レ
ベ
ル
4
で
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
サ
イ

ク
リ
ン
グ
を
除
き
ほ
と
ん
ど
の
活
動

が
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、
レ
ベ
ル
3

に
な
る
と
同
居
以
外
の
家
族
と
の
接

触
や
地
元
で
の
低
リ
ス
ク
な
レ
ジ
ャ

ー
活
動
、
10
人
ま
で
の
冠
婚
葬
祭
系

の
イ
ベ
ン
ト
は
可
能
と
な
る
。
さ
ら

に
レ
ベ
ル
2
で
は
図
書
館
や
美
術
館
、

映
画
館
や
飲
食
店
な
ど
が
10
人
以
下

で
あ
れ
ば
営
業
再
開
が
可
能
と
な
る

ほ
か
、
旅
行
も
O
K
と
な
る
（
た
だ

し
、
出
来
る
だ
け
安
全
に
実
施
す
る

こ
と
と
の
注
あ
り
）。
レ
ベ
ル
1
に

な
る
と
海
外
旅
行
の
制
限
は
あ
る
も

の
の
そ
の
他
の
制
限
は
概
ね
無
く
な

っ
て
い
る
（
詳
細
は
図
4
参
照
）
。

韓
国

　
韓
国
で
は
、
政
府
に
よ
り

C
O

V
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対
策
と
し
て
の
距
離
確

保
を
3
段
階
の
レ
ベ
ル
で
設
定
し
て

お
り
、
2
週
間
ご
と
に
感
染
拡
散
の

危
険
度
を
評
価
し
て
距
離
確
保
の
レ

ベ
ル
を
調
節
し
て
い
る
。
距
離
確
保

の
レ
ベ
ル
の
設
定
基
準
は
、「
新
規

感
染
者
数
」「
感
染
経
路
不
明
者
数

の
割
合
」「
集
団
発
生
の
状
況
」

「
防
疫
網
内
管
理
比
率
」
と
な
っ
て

い
る
。
考
え
方
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
に
類
似
し
て
お
り
、
レ
ベ
ル
3
は

高
強
度
の
距
離
確
保
と
し
て
、
多
く

の
活
動
は
原
則
的
に
禁
止
と
な
っ
て

い
る
が
、
レ
ベ
ル
2
に
な
る
と
制
限

付
き
許
可
に
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
1
に

な
る
と
指
針
の
順
守
を
求
め
る
も
の

の
原
則
的
に
は
各
種
活
動
を
許
容
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
（
詳
細
は
図

5
参
照
）
。

　
大
手
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
で
あ
る

H
ilton

、M
arriott

、H
yatt

は
そ
れ

ぞ
れ
医
療
機
関
や
消
毒
製
品
メ
ー
カ

ー
・
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
、
独
自

の
感
染
症
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
ま

たA
m

erican H
otel &

 L
odging 

A
ssociation

（A
H

LA

）
及
びU

.S
. 

T
ravel 

A
ssociation

は
業
界
向
け

に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
〝S

afe S
tay

〞
、

〝T
ravel in the N

ew
 N

orm
al

〞

を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
た
。
大
手
ホ
テ

ル
に
つ
い
て
は
、H

ilto
n

は
、
洗

浄
・
消
毒
製
品
メ
ー
カ
ー
で
あ
る

R
B
社
の
協
力
の
も
と
、
宿
泊
者
に

よ
り
清
潔
で
安
全
な
滞
在
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
た
め
の〝H

ilto
n
 C

lean
 

S
ta

y

〞
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
、

M
arriott

は
〞M

arriott 
G

lobal 

C
leanliness C

ouncil

〞
を
設
立
、

社
内
外
の
専
門
家
の
知
識
と
意
見
を

結
集
し
、
よ
り
高
度
な
基
準
の
策
定
、

ま
た
顧
客
へ
の
対
応
プ
ロ
ト
コ
ル
を

開
発
、H

yatt

は
、
世
界
的
な
洗
浄

業
界
団
体
の
一
部
門
で
あ
るG

lobal 

B
iorisk 

A
dvisory 

C
ouncil

り
に
し
て
規
制
す
る
の
で
は
な
く
、

対
策
が
可
能
な
イ
ベ
ン
ト
か
ら
緩
和

し
て
い
く
こ
と
で
、
経
済
へ
の
打
撃

を
抑
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
こ
の

暫
定
指
針
を
策
定
し
た
目
的
で
あ
る

と
し
て
い
る
。

 

暫
定
指
針
は
大
き
く
分
け
て
①
職

員
及
び
参
加
者
個
人
の
衛
生
対
策
、

②
フ
ィ
ジ
カ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確

保
、
③
保
健
・
衛
生
管
理
の
強
化
、

④
人
の
密
集
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
、

⑤
対
策
の
奨
励
と
実
行
の
5
つ
の
視

隔
で
並
ぶ
よ
う
足
形
の
表
示
が
な
さ

れ
た
。
そ
し
て
3
段
階
目
で
あ
る
展

示
ホ
ー
ル
内
で
は
、
ブ
ー
ス
の
間
隔

は
4
m
以
上
に
確
保
さ
れ
、
相
談
会

場
や
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
に
は
ア
ク
リ
ル

板
や
シ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
た
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
政
府
観
光

局
（S

ingapore T
ourism

 B
oard

（S
T
B

））に
よ
り
、
観
光
関
連
事
業

者
（
旅
行
代
理
店
、
イ
ベ
ン
ト
主
催

者
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
事
業
者
、
飲
食
店
、

M
I
C

E

施
設
、
ホ
テ
ル
、

In
tegrated

 R
eso

rt

（IR

）等
）
を

対
象
と
し
た
、
人
が
集
ま
る
イ
ベ
ン

ト
等
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

2
0
2
0
年
3
月
20
日
に
発
表
さ
れ

た
。

　
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
2
0
2

0
年
7
月
1
日
ま
で
、
2
5
0
人
以

上
の
人
が
集
ま
る
全
て
の
イ
ベ
ン
ト

や
集
会
が
禁
止
と
さ
れ
、
違
反
が
あ

っ
た
場
合
に
は
当
局
へ
の
報
告
及
び

政
府
の
補
助
金
や
融
資
の
対
象
か
ら

外
す
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
示
さ
れ

る
と
と
も
に
、
全
て
の
観
光
関
連
事

業
者
の
S
G
ク
リ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

へ
の
参
加
と
認
証
の
取
得
が
推
奨
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
参
加
者
が
2
5

0
名
以
下
の
場
合
で
も
、
混
雑
を
減

ら
す
た
め
の
マ
ナ
ー
の
徹
底
、
目
立

つ
場
所
へ
の
注
意
喚
起
（
握
手
の
禁

止
や
、
個
人
の
衛
生
対
策
の
啓
発
）

の
ポ
ス
タ
ー
の
設
置
、
検
温
機
器
の

設
置
や
自
己
申
告
等
に
よ
る
リ
ス
ク

の
あ
る
参
加
者
の
入
場
規
制
、
参
加

者
の
行
動
追
跡
の
た
め
の
個
人
情
報

の
提
供
、
チ
ケ
ッ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン

購
入
の
推
奨
な
ど
の
対
策
を
講
じ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
主
に
2
0
2
0
年
４

〜
5
月
段
階
の
諸
外
国
・
地
域
で
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

内
容
を
整
理
し
た
が
、
そ
の
後
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

各
種
影
響
は
続
い
て
お
り
、
1
週
間

の
間
に
状
況
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と

も
度
々
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
現

時
点
で
は
当
時
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

適
切
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
な
ど
の
検

証
的
な
視
点
で
論
じ
る
こ
と
は
困
難

で
あ
り
、
本
稿
で
は
当
時
の
内
容
を

紹
介
す
る
に
と
ど
め
て
い
る
。

　
現
在
、
日
本
に
お
い
て
も
各
種
業

界
団
体
や
地
域
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の

実
情
に
応
じ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策

定
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
は
未
知
な
部

分
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
種
情

報
を
常
に
キ
ャ
ッ
チ
し
な
が
ら
内
容

を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が

今
後
も
求
め
ら
れ
る
。
我
々
と
し
て

も
、
諸
外
国
・
地
域
の
動
向
を
引
き

続
き
注
視
し
、
今
後
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
更
新
・
充
実

に
活
用
で
き
る
知
見
の
抽
出
、
提
供

を
今
後
も
進
め
て
い
き
た
い
。

点
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
示
さ
れ
る
各
項

目
に
つ
い
て
、
「
計
画
段
階
」
「
運

営
段
階
」
「
終
了
後
」
の
ど
の
段
階

で
対
応
が
必
要
と
な
る
か
を
示
し
て

い
る
（
図
７
参
照
）
。

　
会
議
・
展
示
会
分
野
の
国
際
機
関

で
あ
るInternational A

ssociation 

of C
onvention C

entres

（A
IP

C

）、

In
tern

atio
n
al C

o
n
gress an

d
 

C
o
n
ven

tio
n
 

A
sso

cia
tio

n

（IC
C
A

）、The G
lobal A

ssociation 

o
f 

th
e 

E
xh

ib
itio

n
 
In

d
u
stry

（U
F
I

）
の
3
団
体
は
共
同
で
、
国

際
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
の
再
開
に
向
け

取
り
組
む
べ
き
事
項
を
ま
と
め
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン〝A

IP
C

・IC
C

A

・U
F
I 

G
o
o
d
 

P
ractice 

G
u
id

e: 

A
d
d
ressin

g
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O

V
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R
equirem

ents for R
e-O

pening 

B
usiness E

vents

〞を
2
0
2
0
年

5
月
26
日
に
発
表
し
た
。
こ
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
、
先
に
整
理
し
たU
F
I

発
表
の
暫
定
指
針
を
も
と
に
、
会
議

施
設
や
会
議
主
催
者
、
運
営
者
が
中

心
と
な
るA

IP
C

やIC
C
A

の
メ
ン
バ

ー
に
も
広
く
適
用
で
き
る
よ
う
一
部

修
正
し
、
実
践
例
と
と
も
に
解
説
を

追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
1
章
で
全
体
の

枠
組
み
を
示
し
、
2
〜
6
章
の
各
章

はU
F
I

の
暫
定
指
針
と
同
様
の
視
点

（
職
員
及
び
参
加
者
個
人
の
衛
生
対

策
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の

確
保
、
保
健
・
衛
生
管
理
の
強
化
、

人
の
密
集
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
、
対

策
の
奨
励
と
実
行
）
で
、
各
国
・
地

域
に
お
け
る
実
践
例
と
具
体
的
な
解

説
を
示
し
て
い
る
（
図
8
参
照
）
。

韓
国
で
の
指
針
、
対
応
例

　
韓
国
で
は
、
政
府
の
中
央
防
疫
対

策
本
部
・
中
央
事
故
対
応
本
部
に
よ

り
、
感
染
症
予
防
及
び
管
理
に
関
す

る
法
に
基
づ
くM

IC
E

等
施
設
に
対

す
る
指
針
と
し
て
〝C

O
V
ID

-1
9

集

団
施
設
・
多
重
利
用
施
設
対
応
指
針

（
第
3
版
）〞
が
2
0
2
0
年
3
月

に
発
表
さ
れ
た
。

　
同
指
針
で
は
、大
き
く
①C

O
V
ID

-

19

管
理
シ
ス
テ
ム
及
び
関
連
機
関
の

協
力
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
②
感
染
予

防
の
た
め
の
管
理
徹
底
、
③
施
設
出

入
時
、
従
業
員
や
利
用
者
の
管
理
強

化
、
④
社
会
的
距
離
を
置
く
、
⑤
感

染
が
疑
わ
れ
る
患
者
発
見
時
の
措
置

の
５
つ
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
お
り
、

感
染
管
理
責
任
者
や
専
任
担
当
者
の

指
定
、
消
毒
や
換
気
、
従
業
員
や
利

用
者
の
体
調
管
理
の
強
化
、
社
会
的

距
離
の
確
保
の
徹
底
、
感
染
が
疑
わ

れ
る
患
者
が
発
見
さ
れ
た
場
合
の
隔

離
空
間
で
の
待
機
措
置
な
ど
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　
国
の
指
針
も
踏
ま
え
、
韓
国
最
大

規
模
の
展
示
場
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
あ
るK

o
r

e
a 

In
tern

atio
n
al 

E
xh

ib
itio

n
 

&
 

C
onvention 

C
enter

（K
IN

T
E
X

）

で
は
2
0
2
0
年
5
月
に
行
事
が
再

開
さ
れ
、
再
開
初
日
で
あ
る
5
月
8

日
の
展
示
会
に
は
約
8
0
0
0
名
が

来
場
し
た
。K

IN
T
E
X

で
は
、
展
示

場
の
消
毒
が
1
日
2
回
実
施
さ
れ
た

り
、
1
時
間
ご
と
に
外
部
の
空
気
を

流
入
さ
せ
る
な
ど
の
各
種
対
策
が
講

じ
ら
れ
た
ほ
か
、
10
か
所
以
上
あ
る

出
入
口
が
3
か
所
に
限
定
さ
れ
、
3

段
階
で
制
限
や
確
認
等
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
ず
1
段
階
目
で
あ
る
施
設
入
口

で
は
、
マ
ス
ク
の
未
着
用
者
の
出
入

り
を
制
限
す
る
と
と
も
に
、
出
入
口

に
消
毒
マ
ッ
ト
、
熱
画
像
カ
メ
ラ
、

顔
認
識
体
温
計
が
設
置
さ
れ
た
（
6

月
4
日
か
ら
は
、
マ
ス
ク
未
着
用
者

や
36
カ
月
未
満
の
幼
児
の
出
入
禁
止

な
ど
が
加
わ
り
4
段
階
の
制
限
や
確

認
等
が
行
わ
れ
て
い
る
）
。
次
に
2

段
階
目
で
あ
る
ホ
ー
ル
入
口
で
は
、

人
に
よ
る
体
温
測
定
（
二
次
体
温
測

定
）
の
実
施
、
手
の
消
毒
、
ビ
ニ
ー

ル
手
袋
の
着
用
が
行
わ
れ
た
。
な
お

入
口
ロ
ビ
ー
の
床
に
は
1
・
5
m
間

4
．会
議
・
イ
ベ
ン
ト

（
M
I
C
E
）分
野
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

会
議
・
展
示
会
分
野
の

国
際
機
関
の
連
携
に
よ
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

※
14

※
15

※
17

※
19

デジタル掲示板での啓発ポスター
（Singapore Expoの例）
出典（Convention and Exhibition Centre Health and Safety : 
Managing COVID-19 Challenges）Excellence in Convention 
Centre Management(AIPC（/The Global Association of the 
Exhibition Industry（UFI）

※24

2
5
0
人
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
小

売
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、

ス
テ
ー
ジ
1
で
は
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や

デ
リ
バ
リ
ー
の
み
で
あ
る
が
、
ス
テ

ー
ジ
が
進
む
に
つ
れ
徐
々
に
収
容
客

数
の
割
合
が
高
ま
っ
て
い
る
（
詳
細

は
図
2
参
照
）
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
ア
メ
リ
カ

同
様
、
連
邦
政
府
の
方
針
と
し
て
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
緩
和
に
向
け
た
３
段

階
の
ス
テ
ッ
プ
が
示
さ
れ
て
お
り

（
ス
テ
ッ
プ
ご
と
の
間
隔
は
最
低
３

週
間
）
、
各
州
は
地
域
事
情
に
合
わ

せ
た
詳
細
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
連
邦
政
府

で
は
、
物
理
的
距
離
と
衛
生
に
気
を

つ
け
な
が
ら
一
部
の
活
動
を
再
開
さ

せ
る
こ
と
を
ス
テ
ッ
プ
1
と
し
、
自

宅
へ
の
客
は
5
人
ま
で
と
す
る
こ
と
、

自
宅
外
で
の
集
ま
り
は
10
人
ま
で
と

す
る
こ
と
、
国
民
は
買
物
や
レ
ス
ト

ラ
ン
・
カ
フ
ェ
へ
出
か
け
る
こ
と
、

州
内
で
の
旅
行
な
ど
が
再
開
可
能
と

し
て
い
る
。
次
に
、
物
理
的
な
距
離

と
衛
生
に
気
を
つ
け
な
が
ら
〝
大
半

の
〞
ビ
ジ
ネ
ス
を
再
開
さ
せ
る
こ
と

　
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観

光
政
策
研
究
部
で
は
、
当
財
団
の
独

自
財
源
を
活
用
し
た
研
究
（
自
主
研

究
）
「
こ
れ
か
ら
の
観
光
政
策
に
関

す
る
研
究
」
の
一
環
と
し
て
、
主
に

2
0
2
0
年
4
〜
5
月
に
公
表
さ
れ

て
い
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
（C

O
V
ID

-19

）
拡
大
に
伴
う
、

諸
外
国
・
地
域
で
の
各
種
制
限
の
緩

和
方
針
（
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
、
宿
泊

施
設
や
会
議
・
イ
ベ
ン
ト
（M

IC
E

）

分
野
で
のC

O
V
ID

-1
9

拡
大
防
止
へ

の
各
種
対
策
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）
に
つ
い
て
、
調
査
及
び
整
理
を

行
っ
た
。

　
本
調
査
に
着
手
し
た
の
は
5
月
の

G
・
W
明
け
で
、
当
時
、
日
本
の
緊

急
事
態
宣
言
は
5
月
31
日
ま
で
延
長

す
る
こ
と
が
正
式
決
定
さ
れ
て
い
た

も
の
の
、
新
規
感
染
者
数
は
減
少
し

て
き
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
の
状
況
が

続
け
ば
、
予
定
通
り
5
月
末
ま
で
に

は
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
る
だ

ろ
う
と
い
う
雰
囲
気
は
あ
っ
た
。
一

方
で
、
解
除
後
す
ぐ
に
コ
ロ
ナ
以
前

の
生
活
に
戻
す
こ
と
は
困
難
で
、
何

ら
か
の
対
応
を
検
討
し
実
施
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
雰
囲

気
も
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
日
本
の
各
地
域
や
業

界
・
事
業
者
等
が
、
今
後
のC

O
V
ID

-

1
9

拡
大
防
止
の
た
め
の
方
針
や
対

策
を
検
討
す
る
際
の
一
助
と
な
る
よ

う
、
当
時
す
で
に
諸
外
国
で
整
理
・

公
表
さ
れ
始
め
て
い
た
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
調
査
・
整
理

し
、
当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公

表
し
た
（
5
月
14
日
に
初
版
を
公
表
。

5
月
21
日
に
情
報
を
追
加
し
た
更
新

版
を
公
表
）
。

　
本
稿
は
当
時
公
表
し
た
内
容
を
も

と
に
、
一
部
新
た
な
情
報
を
追
加
し

て
そ
の
概
要
を
整
理
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
た
め
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
は
基
本
的
に
は

調
査
時
点
で
の
状
況
で
あ
り
、
「
記

録
」
的
な
位
置
づ
け
の
も
の
と
な
る
。

C
O

V
ID

-1
9

の
状
況
は
今
な
お
流
動

的
で
あ
り
、
各
国
・
地
域
の
対
応
策

も
常
に
変
化
し
て
い
る
た
め
、
本
稿

の
内
容
を
活
用
す
る
際
に
は
、
必
要

に
応
じ
て
、
各
国
・
地
域
、
事
業
者

等
の
最
新
状
況
を
ご
確
認
い
た
だ
き

た
い
。

ア
メ
リ
カ

　
ア
メ
リ
カ
で
は
、
連
邦
政
府
の
方

針
と
し
て
、
公
衆
衛
生
の
専
門
家
の

助
言
に
基
づ
い
た
3
段
階
の
ア
プ
ロ

ー
チ
で
あ
る
〝O

P
E
N

IN
G

 
U

P
 

A
M

E
R

IC
A
 A

G
A
IN

〞
を
発
表
し

て
い
る
。
本
方
針
で
は
、
ア
メ
リ
カ

の
各
地
域
が
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
再

開
基
準
（G

ating C
riteria

）
を
設

定
し
フ
ェ
ー
ズ
の
移
行
を
検
討
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
再
開
基
準

は
①S

ym
ptom

s

（
過
去
2
週
間
に

お
け
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
コ
ロ

ナ
の
感
染
兆
候
が
見
ら
れ
る
数
の
下

降
傾
向
）
、
②C

ases

（
感
染
者
数

ま
た
は
テ
ス
ト
に
対
す
る
陽
性
率
の

下
降
傾
向
）
、
③H

o
sp

itals

（
医

療
危
機
に
陥
ら
ず
に
患
者
を
診
察
で

き
て
い
る
、
ま
た
、
感
染
リ
ス
ク
の

高
い
医
療
従
事
者
へ
の
検
査
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
る
）
と
さ
れ

て
い
る
。
個
人
、
事
業
者
、
特
定
の

事
業
者
そ
れ
ぞ
れ
の
各
段
階
で
の
対

策
や
制
限
等
は
図
1
の
通
り
で
あ
る
。

　
こ
の
連
邦
政
府
の
方
針
に
基
づ
き

州
に
よ
り
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
ワ
シ
ン
ト
ン
州
で
は
4
つ

の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
て
娯
楽
活
動
、

集
会
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
再
開
さ
せ
る
方

針
で
、
各
フ
ェ
ー
ズ
の
間
隔
は
最
低

3
週
間
と
し
て
い
る
。
各
フ
ェ
ー
ズ

で
の
対
策
は
娯
楽
活
動
を
例
に
と
る

と
、
フ
ェ
ー
ズ
1
で
は
同
行
者
を
家

族
限
定
と
し
て
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動

（
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
釣
り
、
ゴ
ル
フ
、

ボ
ー
ト
、
ハ
イ
キ
ン
グ
）
の
み
可
で

あ
る
が
、
フ
ェ
ー
ズ
2
で
は
、
5
人

以
内
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
キ

ャ
ン
プ
、
ビ
ー
チ
等
）
が
認
め
ら
れ

る
。
さ
ら
に
フ
ェ
ー
ズ
3
で
は
50
人

以
内
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
ス

ポ
ー
ツ
、
密
度
50
％
以
下
で
の
屋
内

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
無
観
客
で
の

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
が
許
可
さ
れ
、
フ
ェ

ー
ズ
4
で
全
て
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
許
可
さ
れ
る
、
と
い
う
方
針
と

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
で
は
、

5
つ
の
ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
経
済
活

動
を
再
開
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

各
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
次
の
ス
テ
ー

ジ
に
移
行
す
る
た
め
の
指
標
に
つ
い

て
は
、
①
州
全
体
でC

O
V
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に

よ
る
患
者
数
が
14
日
間
連
続
で
減
少

し
て
い
る
か
、
②
ベ
ッ
ド
及
び
人
工

呼
吸
器
が
確
保
で
き
て
い
る
か
、
③

感
染
の
可
能
性
の
あ
る
全
て
の
住
民
、

な
ら
び
に
医
療
従
事
者
や
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
に
対
す
る
検
査

体
制
が
あ
る
か
、
④
感
染
経
路
の
追

跡
の
た
め
、
全
て
の
陽
性
患
者
と
コ

ン
タ
ク
ト
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
保
健

局
に
あ
る
か
の
4
つ
を
設
定
し
て
い

る
（
2
0
2
0
年
7
月
6
日
現
在
、

ス
テ
ー
ジ
4
・
5
が
設
置
・
運
用
さ

れ
て
い
る
）
。
各
フ
ェ
ー
ズ
で
認
め

ら
れ
る
活
動
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば

集
会
に
つ
い
て
は
ス
テ
ー
ジ
1
で
は

10
人
以
下
で
あ
る
が
、
ス
テ
ー
ジ
2

で
は
25
人
以
下
、
ス
テ
ー
ジ
3
で
は

1
0
0
人
以
下
、
ス
テ
ー
ジ
4
で
は

を
ス
テ
ッ
プ
2
と
し
、
自
宅
外
で
の

集
ま
り
を
20
人
ま
で
と
す
る
こ
と
、

ジ
ム
や
美
容
室
、
映
画
館
や
遊
園
地
、

州
外
へ
の
旅
行
（
一
部
）
な
ど
が
再

開
可
能
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ス
テ

ッ
プ
3
で
は
、
物
理
的
な
距
離
と
衛

生
に
気
を
つ
け
な
が
ら
〝
全
て
の
国

（G
B
A
C

）
の
ス
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
る
自
社
ホ
テ
ル
の
認
証
プ
ロ
セ

ス
を
開
始
と
そ
れ
ぞ
れ
に
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
大
手
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
の

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
びA

H
LA

、U
.S

. 

T
ravel 

A
sso

ciatio
n

の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
、
さ
ら
に
は
日
本
の
宿
泊
業

界
団
体
が
策
定
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）（
一
社
）
日
本
ホ
テ
ル
協
会
「
ホ

テ
ル
業
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」、（
一
社
）
日
本
旅
館
協
会

「
宿
泊
施
設
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」、

（
一
社
）
日
本
旅
行
業
協
会
「
旅
行

業
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
対
応
策
を

比
較
し
た
も
の
が
図
６
で
あ
る
。

　
ま
ず
タ
ビ
マ
エ
か
ら
到
着
ま
で
を

み
る
と
、H

ilton

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
、

デ
ジ
タ
ル
ル
ー
ム
キ
ー
機
能
を
す
で

に
提
供
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
範
囲

の
拡
大
を
挙
げ
て
い
る
ほ
か
、AH

LA

、

U
.S

. T
ravel A

ssociation

も
非
接

触
技
術
の
導
入
を
推
奨
し
て
い
る
。

一
方
で
、
日
本
は
現
状
を
鑑
み
て
か

新
技
術
の
導
入
な
ど
に
は
あ
ま
り
触

れ
て
い
な
い
。

　
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
に
つ
い
て
み
る
と
、

H
ilton

は
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
に
つ
い
て

独
自
の
具
体
策
を
複
数
提
示
し
て
お

り
、A

H
L
A

は
客
の
要
望
に
応
じ
た

清
掃
頻
度
の
変
更
や
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ

ン
グ
の
取
り
や
め
を
提
示
し
て
い
る
。

換
気
の
徹
底
は
大
手
ホ
テ
ル
グ
ル
ー

プ
や
ア
メ
リ
カ
の
業
界
団
体
で
は
指

摘
が
無
く
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
は

日
本
な
ら
で
は
の
記
述
で
あ
っ
た
。

　
飲
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
み
る
と
、

A
H

L
A

は
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
及
び
対
面
で

の
飲
食
提
供
に
つ
い
て
具
体
策
を
提

示
し
て
お
り
、
ル
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
接
触
し
な
い
方
法
で
の
提

供
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
日

本
旅
館
協
会
は
お
酌
や
盃
の
回
し
飲

み
の
控
え
要
請
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
旅
館
な
ら
で
は
の
表
記
で
あ

る
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
・
各
種
施

設
に
つ
い
て
み
る
と
、H

ilto
n

と

M
arriott

は
い
ず
れ
も
静
電
気
で
帯

電
し
た
消
毒
用
ミ
ス
ト
や
紫
外
線
に

よ
る
消
毒
な
ど
新
た
な
技
術
導
入
の

検
討
が
示
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

H
ilto

n

、M
arrio

tt

、A
H

L
A

、

U
.S

.T
ravel 

A
sso

ciatio
n

は
い

ず
れ
も
非
接
触
技
術
の
導
入
が
示
さ

れ
て
い
た
。
日
本
は
新
技
術
の
導
入

と
い
う
よ
り
も
清
掃
の
徹
底
等
の
記

述
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
大
浴
場
の

人
数
制
限
も
旅
館
な
ら
で
は
の
表
記

で
あ
る
。

　
体
制
・
従
業
員
対
応
に
み
る
と
、

H
yatt

で
は
2
0
2
0
年
９
月
ま
で

に
再
教
育
を
受
け
た
衛
生
管
理
者
を

最
低
１
名
、
各
ホ
テ
ル
に
配
置
予
定

と
し
て
お
り
、A

H
L

A

とU
.S

.

T
ravel 

A
sso

ciatio
n

は
、
従
業

員
対
応
な
ど
の
具
体
的
な
内
容
を
詳

し
く
解
説
し
て
い
た
。

U
F
I
に
よ
る
暫
定
指
針

　M
IC

E

の
E
（E

xh
ibition

：
展

示
会
・
見
本
市
）
分
野
の
国
際
機
関

で
あ
るT

he G
lobal A

ssociation 

o
f 

th
e 

E
xh

ib
itio

n
 
In

d
u
stry

（U
F
I

）は
、MIC

E

業
界
の
う
ち
展
示

会

や

企

業

間

で
の

取

引

（B
u
sin

ess 
to

 
B
u
sin

ess

：

B
 to

 B

）
の
商
談
会
に
つ
い
て
は
比

較
的
早
期
の
再
開
が
可
能
で
あ
る
と

し
、再
開
に
向
け
た
衛
生
管
理
基
準

等
を
示
し
た
暫
定
指
針〝 

G
lo

b
al 

fram
ew

o
rk 

fo
r 

reo
p
en

in
g 

exh
ib

itio
n
s an

d
 B

2
B

 trad
e 

even
ts p

o
st th

e em
ergen

ce 

fro
m

 
C
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（In
terim

 

gu
id

an
ce

）
〞
を
2
0
2
0
年
5

月
5
日
に
発
表
し
た
。

　U
FI

は
、
展
示
会
やB

 to B

商
談

会
が
再
開
可
能
な
理
由
と
し
て
、

「
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
の
目
的
が
明
確

で
あ
り
、
人
と
の
距
離
を
保
っ
た
ま

ま
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
」「
不
特
定
多
数
の
人
を
呼
び
込

む
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
い
」「
イ
ベ
ン
ト

前
後
の
参
加
者
の
行
動
を
あ
る
程
度

追
跡
で
き
る
」「
イ
ベ
ン
ト
中
の
参
加

者
の
導
線
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ

と
が
で
き
る
」「
日
程
を
分
散
す
る

こ
と
で
、
会
場
の
密
集
度
を
低
く
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
等
を
挙
げ
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
特
徴
は
コ

ン
サ
ー
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

は
全
く
異
な
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
特
徴

に
合
わ
せ
た
、
適
切
な
衛
生
対
策
基

準
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
業
界
を
ひ
と
く
く

民
が
〞
仕
事
に
復
帰
可
能
と
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
自
宅
外
で
の
集
ま

り
も
1
0
0
人
ま
で
可
、
仕
事
場
へ

の
通
勤
可
（
ス
テ
ッ
プ
1
〜
2
で
は

可
能
な
限
り
テ
レ
ワ
ー
ク
）、
ナ
イ

ト
ク
ラ
ブ
や
フ
ー
ド
コ
ー
ト
な
ど
も

営
業
可
能
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
連

邦
政
府
と
し
て
業
種
ご
と
の
指
針
も

示
さ
れ
て
い
る
（
詳
細
は
図
3
参
照
）。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
政
府

に
よ
り
4
段
階
で
の
ア
ラ
ー
ト
の
仕

組
み
が
作
成
（
地
域
ご
と
に
段
階
は

変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
）
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
の
方
針

が
示
さ
れ
て
い
る
。
4
段
階
の
レ
ベ

ル
は
レ
ベ
ル
4（L

ockdow
n

）が
最

も
規
制
が
強
く
、
レ
ベ
ル
3

（R
estrict

）、レ
ベ
ル
2（R

educe

）、

レ
ベ
ル
1（P

rep
are

）と
徐
々
に
緩

和
さ
れ
て
い
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

レ
ベ
ル
4
で
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
サ
イ

ク
リ
ン
グ
を
除
き
ほ
と
ん
ど
の
活
動

が
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、
レ
ベ
ル
3

に
な
る
と
同
居
以
外
の
家
族
と
の
接

触
や
地
元
で
の
低
リ
ス
ク
な
レ
ジ
ャ

ー
活
動
、
10
人
ま
で
の
冠
婚
葬
祭
系

の
イ
ベ
ン
ト
は
可
能
と
な
る
。
さ
ら

に
レ
ベ
ル
2
で
は
図
書
館
や
美
術
館
、

映
画
館
や
飲
食
店
な
ど
が
10
人
以
下

で
あ
れ
ば
営
業
再
開
が
可
能
と
な
る

ほ
か
、
旅
行
も
O
K
と
な
る
（
た
だ

し
、
出
来
る
だ
け
安
全
に
実
施
す
る

こ
と
と
の
注
あ
り
）。
レ
ベ
ル
1
に

な
る
と
海
外
旅
行
の
制
限
は
あ
る
も

の
の
そ
の
他
の
制
限
は
概
ね
無
く
な

っ
て
い
る
（
詳
細
は
図
4
参
照
）
。

韓
国

　
韓
国
で
は
、
政
府
に
よ
り

C
O

V
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対
策
と
し
て
の
距
離
確

保
を
3
段
階
の
レ
ベ
ル
で
設
定
し
て

お
り
、
2
週
間
ご
と
に
感
染
拡
散
の

危
険
度
を
評
価
し
て
距
離
確
保
の
レ

ベ
ル
を
調
節
し
て
い
る
。
距
離
確
保

の
レ
ベ
ル
の
設
定
基
準
は
、「
新
規

感
染
者
数
」「
感
染
経
路
不
明
者
数

の
割
合
」「
集
団
発
生
の
状
況
」

「
防
疫
網
内
管
理
比
率
」
と
な
っ
て

い
る
。
考
え
方
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
に
類
似
し
て
お
り
、
レ
ベ
ル
3
は

高
強
度
の
距
離
確
保
と
し
て
、
多
く

の
活
動
は
原
則
的
に
禁
止
と
な
っ
て

い
る
が
、
レ
ベ
ル
2
に
な
る
と
制
限

付
き
許
可
に
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
1
に

な
る
と
指
針
の
順
守
を
求
め
る
も
の

の
原
則
的
に
は
各
種
活
動
を
許
容
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
（
詳
細
は
図

5
参
照
）
。

　
大
手
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
で
あ
る

H
ilton

、M
arriott

、H
yatt

は
そ
れ

ぞ
れ
医
療
機
関
や
消
毒
製
品
メ
ー
カ

ー
・
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
、
独
自

の
感
染
症
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
ま

たA
m

erican H
otel &

 L
odging 

A
ssociation

（A
H

LA

）
及
びU

.S
. 

T
ravel 

A
ssociation

は
業
界
向
け

に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
〝S

afe S
tay

〞
、

〝T
ravel in the N

ew
 N

orm
al

〞

を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
た
。
大
手
ホ
テ

ル
に
つ
い
て
は
、H

ilto
n

は
、
洗

浄
・
消
毒
製
品
メ
ー
カ
ー
で
あ
る

R
B
社
の
協
力
の
も
と
、
宿
泊
者
に

よ
り
清
潔
で
安
全
な
滞
在
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
た
め
の〝H

ilto
n
 C

lean
 

S
ta

y

〞
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
、

M
arriott

は
〞M

arriott 
G

lobal 

C
leanliness C

ouncil

〞
を
設
立
、

社
内
外
の
専
門
家
の
知
識
と
意
見
を

結
集
し
、
よ
り
高
度
な
基
準
の
策
定
、

ま
た
顧
客
へ
の
対
応
プ
ロ
ト
コ
ル
を

開
発
、H

yatt

は
、
世
界
的
な
洗
浄

業
界
団
体
の
一
部
門
で
あ
るG

lobal 

B
iorisk 

A
dvisory 

C
ouncil

り
に
し
て
規
制
す
る
の
で
は
な
く
、

対
策
が
可
能
な
イ
ベ
ン
ト
か
ら
緩
和

し
て
い
く
こ
と
で
、
経
済
へ
の
打
撃

を
抑
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
こ
の

暫
定
指
針
を
策
定
し
た
目
的
で
あ
る

と
し
て
い
る
。

 

暫
定
指
針
は
大
き
く
分
け
て
①
職

員
及
び
参
加
者
個
人
の
衛
生
対
策
、

②
フ
ィ
ジ
カ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確

保
、
③
保
健
・
衛
生
管
理
の
強
化
、

④
人
の
密
集
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
、

⑤
対
策
の
奨
励
と
実
行
の
5
つ
の
視

隔
で
並
ぶ
よ
う
足
形
の
表
示
が
な
さ

れ
た
。
そ
し
て
3
段
階
目
で
あ
る
展

示
ホ
ー
ル
内
で
は
、
ブ
ー
ス
の
間
隔

は
4
m
以
上
に
確
保
さ
れ
、
相
談
会

場
や
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
に
は
ア
ク
リ
ル

板
や
シ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
た
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
政
府
観
光

局
（S

ingapore T
ourism

 B
oard

（S
T
B

））に
よ
り
、
観
光
関
連
事
業

者
（
旅
行
代
理
店
、
イ
ベ
ン
ト
主
催

者
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
事
業
者
、
飲
食
店
、

M
I
C

E

施
設
、
ホ
テ
ル
、

In
tegrated

 R
eso

rt

（IR

）等
）
を

対
象
と
し
た
、
人
が
集
ま
る
イ
ベ
ン

ト
等
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

2
0
2
0
年
3
月
20
日
に
発
表
さ
れ

た
。

　
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
2
0
2

0
年
7
月
1
日
ま
で
、
2
5
0
人
以

上
の
人
が
集
ま
る
全
て
の
イ
ベ
ン
ト

や
集
会
が
禁
止
と
さ
れ
、
違
反
が
あ

っ
た
場
合
に
は
当
局
へ
の
報
告
及
び

政
府
の
補
助
金
や
融
資
の
対
象
か
ら

外
す
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
示
さ
れ

る
と
と
も
に
、
全
て
の
観
光
関
連
事

業
者
の
S
G
ク
リ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

へ
の
参
加
と
認
証
の
取
得
が
推
奨
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
参
加
者
が
2
5

0
名
以
下
の
場
合
で
も
、
混
雑
を
減

ら
す
た
め
の
マ
ナ
ー
の
徹
底
、
目
立

つ
場
所
へ
の
注
意
喚
起
（
握
手
の
禁

止
や
、
個
人
の
衛
生
対
策
の
啓
発
）

の
ポ
ス
タ
ー
の
設
置
、
検
温
機
器
の

設
置
や
自
己
申
告
等
に
よ
る
リ
ス
ク

の
あ
る
参
加
者
の
入
場
規
制
、
参
加

者
の
行
動
追
跡
の
た
め
の
個
人
情
報

の
提
供
、
チ
ケ
ッ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン

購
入
の
推
奨
な
ど
の
対
策
を
講
じ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
主
に
2
0
2
0
年
４

〜
5
月
段
階
の
諸
外
国
・
地
域
で
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

内
容
を
整
理
し
た
が
、
そ
の
後
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

各
種
影
響
は
続
い
て
お
り
、
1
週
間

の
間
に
状
況
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と

も
度
々
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
現

時
点
で
は
当
時
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

適
切
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
な
ど
の
検

証
的
な
視
点
で
論
じ
る
こ
と
は
困
難

で
あ
り
、
本
稿
で
は
当
時
の
内
容
を

紹
介
す
る
に
と
ど
め
て
い
る
。

　
現
在
、
日
本
に
お
い
て
も
各
種
業

界
団
体
や
地
域
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の

実
情
に
応
じ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策

定
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
は
未
知
な
部

分
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
種
情

報
を
常
に
キ
ャ
ッ
チ
し
な
が
ら
内
容

を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が

今
後
も
求
め
ら
れ
る
。
我
々
と
し
て

も
、
諸
外
国
・
地
域
の
動
向
を
引
き

続
き
注
視
し
、
今
後
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
更
新
・
充
実

に
活
用
で
き
る
知
見
の
抽
出
、
提
供

を
今
後
も
進
め
て
い
き
た
い
。

点
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
示
さ
れ
る
各
項

目
に
つ
い
て
、
「
計
画
段
階
」
「
運

営
段
階
」
「
終
了
後
」
の
ど
の
段
階

で
対
応
が
必
要
と
な
る
か
を
示
し
て

い
る
（
図
７
参
照
）
。

　
会
議
・
展
示
会
分
野
の
国
際
機
関

で
あ
るInternational A

ssociation 

of C
onvention C

entres

（A
IP

C

）、

In
tern

atio
n
al C

o
n
gress an

d
 

C
o
n
ven

tio
n
 

A
sso

cia
tio

n

（IC
C
A

）、The G
lobal A

ssociation 

o
f 

th
e 

E
xh

ib
itio

n
 
In

d
u
stry

（U
F
I

）
の
3
団
体
は
共
同
で
、
国

際
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
の
再
開
に
向
け

取
り
組
む
べ
き
事
項
を
ま
と
め
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン〝A

IP
C

・IC
C

A

・U
F
I 

G
o
o
d
 

P
ractice 

G
u
id

e: 

A
d
d
ressin

g
 

C
O

V
ID

-1
9
 

R
equirem

ents for R
e-O

pening 

B
usiness E

vents

〞を
2
0
2
0
年

5
月
26
日
に
発
表
し
た
。
こ
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
、
先
に
整
理
し
たU

F
I

発
表
の
暫
定
指
針
を
も
と
に
、
会
議

施
設
や
会
議
主
催
者
、
運
営
者
が
中

心
と
な
るA

IP
C

やIC
C
A

の
メ
ン
バ

ー
に
も
広
く
適
用
で
き
る
よ
う
一
部

修
正
し
、
実
践
例
と
と
も
に
解
説
を

追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
1
章
で
全
体
の

枠
組
み
を
示
し
、
2
〜
6
章
の
各
章

はU
F
I

の
暫
定
指
針
と
同
様
の
視
点

（
職
員
及
び
参
加
者
個
人
の
衛
生
対

策
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の

確
保
、
保
健
・
衛
生
管
理
の
強
化
、

人
の
密
集
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
、
対

策
の
奨
励
と
実
行
）
で
、
各
国
・
地

域
に
お
け
る
実
践
例
と
具
体
的
な
解

説
を
示
し
て
い
る
（
図
8
参
照
）
。

韓
国
で
の
指
針
、
対
応
例

　
韓
国
で
は
、
政
府
の
中
央
防
疫
対

策
本
部
・
中
央
事
故
対
応
本
部
に
よ

り
、
感
染
症
予
防
及
び
管
理
に
関
す

る
法
に
基
づ
くM

IC
E

等
施
設
に
対

す
る
指
針
と
し
て
〝C

O
V
ID

-1
9

集

団
施
設
・
多
重
利
用
施
設
対
応
指
針

（
第
3
版
）〞
が
2
0
2
0
年
3
月

に
発
表
さ
れ
た
。

　
同
指
針
で
は
、大
き
く
①C

O
V
ID

-

19

管
理
シ
ス
テ
ム
及
び
関
連
機
関
の

協
力
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
②
感
染
予

防
の
た
め
の
管
理
徹
底
、
③
施
設
出

入
時
、
従
業
員
や
利
用
者
の
管
理
強

化
、
④
社
会
的
距
離
を
置
く
、
⑤
感

染
が
疑
わ
れ
る
患
者
発
見
時
の
措
置

の
５
つ
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
お
り
、

感
染
管
理
責
任
者
や
専
任
担
当
者
の

指
定
、
消
毒
や
換
気
、
従
業
員
や
利

用
者
の
体
調
管
理
の
強
化
、
社
会
的

距
離
の
確
保
の
徹
底
、
感
染
が
疑
わ

れ
る
患
者
が
発
見
さ
れ
た
場
合
の
隔

離
空
間
で
の
待
機
措
置
な
ど
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　
国
の
指
針
も
踏
ま
え
、
韓
国
最
大

規
模
の
展
示
場
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
あ
るK

o
r

e
a 

In
tern

atio
n
al 

E
xh

ib
itio

n
 

&
 

C
onvention 

C
enter

（K
IN

T
E
X

）

で
は
2
0
2
0
年
5
月
に
行
事
が
再

開
さ
れ
、
再
開
初
日
で
あ
る
5
月
8

日
の
展
示
会
に
は
約
8
0
0
0
名
が

来
場
し
た
。K

IN
T
E
X

で
は
、
展
示

場
の
消
毒
が
1
日
2
回
実
施
さ
れ
た

り
、
1
時
間
ご
と
に
外
部
の
空
気
を

流
入
さ
せ
る
な
ど
の
各
種
対
策
が
講

じ
ら
れ
た
ほ
か
、
10
か
所
以
上
あ
る

出
入
口
が
3
か
所
に
限
定
さ
れ
、
3

段
階
で
制
限
や
確
認
等
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
ず
1
段
階
目
で
あ
る
施
設
入
口

で
は
、
マ
ス
ク
の
未
着
用
者
の
出
入

り
を
制
限
す
る
と
と
も
に
、
出
入
口

に
消
毒
マ
ッ
ト
、
熱
画
像
カ
メ
ラ
、

顔
認
識
体
温
計
が
設
置
さ
れ
た
（
6

月
4
日
か
ら
は
、
マ
ス
ク
未
着
用
者

や
36
カ
月
未
満
の
幼
児
の
出
入
禁
止

な
ど
が
加
わ
り
4
段
階
の
制
限
や
確

認
等
が
行
わ
れ
て
い
る
）
。
次
に
2

段
階
目
で
あ
る
ホ
ー
ル
入
口
で
は
、

人
に
よ
る
体
温
測
定
（
二
次
体
温
測

定
）
の
実
施
、
手
の
消
毒
、
ビ
ニ
ー

ル
手
袋
の
着
用
が
行
わ
れ
た
。
な
お

入
口
ロ
ビ
ー
の
床
に
は
1
・
5
m
間

https://www.whitehouse.gov/openingamerica/参照
https://www.governor.wa.gov/sites/default/files/SafeStartWA_4May20.pdf参照
https://backontrack.in.gov/　参照
https://www.pm.gov.au/sites/default/files/files/covid-safe-australia-roadmap.pdf　参照
https://www.pm.gov.au/sites/default/files/files/covid-safe-australia-roadmap.pdf　参照
https://www.pm.gov.au/sites/default/files/files/three-step-framework-covidsafe-australia.pdf
https://covid19.govt.nz/covid-19/covid-19-alert-system/alert-system-overview/#covid-19-alert-system　参照
http://www.korea.kr/news/policyNewsView.do?newsId=148872066　参照
新規感染者のうち自己隔離措置状態で感染が確定された感染者の割合を意味する。
https://www.ahla.com/sites/default/files/SafeStayGuidelines070120.pdf
https://www.ustravel.org/sites/default/files/media_root/document/HealthandSafetyGuidance.pdf
https://www.hilton.com/en/corporate/cleanstay/
https://clean.marriott.com/
https://newsroom.hyatt.com/global_care_cleanliness_commitment
暫定指針は随時更新されているが、本稿の内容は5月11日時点のものを参考としている。
出典：https://www.ufi.org/wp-content/uploads/2020/05/Framework_for_reopening_the_exhibition_industry_Post_COVID-19.pdf
https://www.ufi.org/wp-content/uploads/2020/05/Framework_for_reopening_the_exhibition_industry_Post_COVID-19.pdf
https://www.iccaworld.org/npps/story.cfm?nppage=2987619
https://www.iccaworld.org/npps/story.cfm?nppage=2987619（※前と出典同じなので番号統一でも可。他にも同様のパターンがあるかも）
http://ncov.mohw.go.kr/en/guidelineView.do?brdId=18&brdGubun=181&dataGubun=&ncvContSeq=2357&contSeq=2357&board_id=&gubun=
https://www.kintex.com/letter/k77-0518/k77-01.html（※以下3点の出典は同じなので、番号同じでまとめていただいても構いません）
https://www.kintex.com/letter/k77-0518/k77-01.html
https://www.kintex.com/letter/k77-0518/k77-01.html
https://s3-ap-southeast-1.amazonaws.com/saceos/files/kw5d3vFKTD.pdf
http://www.aipc.org/uploadFiles/1583929553_AIPC_UFI%20Good%20Practices%20Guide_CV19.pdf
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顔認識による体温チェック
出典）KINTEXホームページ

1.5mごとの足形表示に沿って並ぶ来場者
出典）KINTEXホームページ

人による体温測定（二次体温測定）
出典）KINTEXホームページ

※20

※21

※22

図 7 暫定指針に記載されている項目と段階（一部抜粋）

出典）UFI「Global framework for reopening exhibitions and B2B trade events post the emergence from COVID-19
（Interim guidance）」より作成（翻訳は執筆メンバーによる）

②フィジカルディスタンスの確保

①職員及び参加者個人の衛生対策

会議形式でサイドイベントを実施する場合にも、フィジカ
ルディスタンスの確保を意識する

スムーズな人の流れを作るため、展示ブースや通路の間
に十分な距離を 確保する

全ての列や公共スペースに、人との間隔を空けるための印
をつける。（エントランス、レストラン、トイレ等）さらに、カウ
ンター業務では、透明なシートを使い、バリアを作る

リスク分析の実施

感染予防グッズの管理
（マスク、消毒液、ティッシュペーパーの確保等）

計画段階 運営段階 終了後

計画段階 運営段階 終了後

※16

図 8 ガイドラインの構成

1.…
1.1…

1.2…
2.…

2.1…
2.2…
3.…

3.1…
3.2…
3.3…
3.4…
4.…

4.1…
4.2…
4.3…
4.4…
4.5…
4.6…
5.…
6.…

6.1…
6.2…
6.3…
6.4…
6.5…
6.6…
6.7…
6.8…

フレームワークの提示
営業再開に向けたリスクマネジメントの
フレームワーク
フレームワークの適用
職員及び参加者個人の衛生対策
リスク分析
感染予防ツールの使用や在庫の管理
フィジカルディスタンスの確保
バリアの設置やフロアへの表示
パーテーションの活用
換気のための展示ブースの距離確保
会議形式の際のレイアウト
保健・衛生管理の強化
全般
コミュニケーション
危機管理
飲食やバンケット
輸送と物流
協力会社
人の密集を防ぐための対策
対策の奨励と実行
衛生対策や清掃体制の表示
義務と責任を定義する法的な枠組み
地元自治体とのコミュニケーション
医療サービス拠点
感染拡大防止のためのトレーニング
施設に対する疑念・疑問の管理
新たな情報源のモニタリング
リアルタイムでの混雑のモニタリング
付録
出典）AIPC・ICCA・UFI「Good Practice Guidance Addressing
 COVID-19 Requirements for Re-Opening Business Events」 より作成

（翻訳は執筆メンバーによる）

本書の使い方

※18

2
5
0
人
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
小

売
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、

ス
テ
ー
ジ
1
で
は
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や

デ
リ
バ
リ
ー
の
み
で
あ
る
が
、
ス
テ

ー
ジ
が
進
む
に
つ
れ
徐
々
に
収
容
客

数
の
割
合
が
高
ま
っ
て
い
る
（
詳
細

は
図
2
参
照
）
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
ア
メ
リ
カ

同
様
、
連
邦
政
府
の
方
針
と
し
て
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
緩
和
に
向
け
た
３
段

階
の
ス
テ
ッ
プ
が
示
さ
れ
て
お
り

（
ス
テ
ッ
プ
ご
と
の
間
隔
は
最
低
３

週
間
）
、
各
州
は
地
域
事
情
に
合
わ

せ
た
詳
細
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
連
邦
政
府

で
は
、
物
理
的
距
離
と
衛
生
に
気
を

つ
け
な
が
ら
一
部
の
活
動
を
再
開
さ

せ
る
こ
と
を
ス
テ
ッ
プ
1
と
し
、
自

宅
へ
の
客
は
5
人
ま
で
と
す
る
こ
と
、

自
宅
外
で
の
集
ま
り
は
10
人
ま
で
と

す
る
こ
と
、
国
民
は
買
物
や
レ
ス
ト

ラ
ン
・
カ
フ
ェ
へ
出
か
け
る
こ
と
、

州
内
で
の
旅
行
な
ど
が
再
開
可
能
と

し
て
い
る
。
次
に
、
物
理
的
な
距
離

と
衛
生
に
気
を
つ
け
な
が
ら
〝
大
半

の
〞
ビ
ジ
ネ
ス
を
再
開
さ
せ
る
こ
と

　
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観

光
政
策
研
究
部
で
は
、
当
財
団
の
独

自
財
源
を
活
用
し
た
研
究
（
自
主
研

究
）
「
こ
れ
か
ら
の
観
光
政
策
に
関

す
る
研
究
」
の
一
環
と
し
て
、
主
に

2
0
2
0
年
4
〜
5
月
に
公
表
さ
れ

て
い
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
（C

O
V
ID

-19

）
拡
大
に
伴
う
、

諸
外
国
・
地
域
で
の
各
種
制
限
の
緩

和
方
針
（
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
、
宿
泊

施
設
や
会
議
・
イ
ベ
ン
ト
（M

IC
E

）

分
野
で
のC

O
V
ID

-1
9

拡
大
防
止
へ

の
各
種
対
策
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）
に
つ
い
て
、
調
査
及
び
整
理
を

行
っ
た
。

　
本
調
査
に
着
手
し
た
の
は
5
月
の

G
・
W
明
け
で
、
当
時
、
日
本
の
緊

急
事
態
宣
言
は
5
月
31
日
ま
で
延
長

す
る
こ
と
が
正
式
決
定
さ
れ
て
い
た

も
の
の
、
新
規
感
染
者
数
は
減
少
し

て
き
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
の
状
況
が

続
け
ば
、
予
定
通
り
5
月
末
ま
で
に

は
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
る
だ

ろ
う
と
い
う
雰
囲
気
は
あ
っ
た
。
一

方
で
、
解
除
後
す
ぐ
に
コ
ロ
ナ
以
前

の
生
活
に
戻
す
こ
と
は
困
難
で
、
何

ら
か
の
対
応
を
検
討
し
実
施
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
雰
囲

気
も
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
日
本
の
各
地
域
や
業

界
・
事
業
者
等
が
、
今
後
のC

O
V
ID

-

1
9

拡
大
防
止
の
た
め
の
方
針
や
対

策
を
検
討
す
る
際
の
一
助
と
な
る
よ

う
、
当
時
す
で
に
諸
外
国
で
整
理
・

公
表
さ
れ
始
め
て
い
た
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
調
査
・
整
理

し
、
当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公

表
し
た
（
5
月
14
日
に
初
版
を
公
表
。

5
月
21
日
に
情
報
を
追
加
し
た
更
新

版
を
公
表
）
。

　
本
稿
は
当
時
公
表
し
た
内
容
を
も

と
に
、
一
部
新
た
な
情
報
を
追
加
し

て
そ
の
概
要
を
整
理
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
た
め
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
は
基
本
的
に
は

調
査
時
点
で
の
状
況
で
あ
り
、
「
記

録
」
的
な
位
置
づ
け
の
も
の
と
な
る
。

C
O

V
ID

-1
9

の
状
況
は
今
な
お
流
動

的
で
あ
り
、
各
国
・
地
域
の
対
応
策

も
常
に
変
化
し
て
い
る
た
め
、
本
稿

の
内
容
を
活
用
す
る
際
に
は
、
必
要

に
応
じ
て
、
各
国
・
地
域
、
事
業
者

等
の
最
新
状
況
を
ご
確
認
い
た
だ
き

た
い
。

ア
メ
リ
カ

　
ア
メ
リ
カ
で
は
、
連
邦
政
府
の
方

針
と
し
て
、
公
衆
衛
生
の
専
門
家
の

助
言
に
基
づ
い
た
3
段
階
の
ア
プ
ロ

ー
チ
で
あ
る
〝O

P
E
N

IN
G

 
U

P
 

A
M

E
R

IC
A
 A

G
A
IN

〞
を
発
表
し

て
い
る
。
本
方
針
で
は
、
ア
メ
リ
カ

の
各
地
域
が
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
再

開
基
準
（G

ating C
riteria

）
を
設

定
し
フ
ェ
ー
ズ
の
移
行
を
検
討
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
再
開
基
準

は
①S

ym
ptom

s

（
過
去
2
週
間
に

お
け
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
コ
ロ

ナ
の
感
染
兆
候
が
見
ら
れ
る
数
の
下

降
傾
向
）
、
②C

ases

（
感
染
者
数

ま
た
は
テ
ス
ト
に
対
す
る
陽
性
率
の

下
降
傾
向
）
、
③H

o
sp

itals

（
医

療
危
機
に
陥
ら
ず
に
患
者
を
診
察
で

き
て
い
る
、
ま
た
、
感
染
リ
ス
ク
の

高
い
医
療
従
事
者
へ
の
検
査
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
る
）
と
さ
れ

て
い
る
。
個
人
、
事
業
者
、
特
定
の

事
業
者
そ
れ
ぞ
れ
の
各
段
階
で
の
対

策
や
制
限
等
は
図
1
の
通
り
で
あ
る
。

　
こ
の
連
邦
政
府
の
方
針
に
基
づ
き

州
に
よ
り
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
ワ
シ
ン
ト
ン
州
で
は
4
つ

の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
て
娯
楽
活
動
、

集
会
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
再
開
さ
せ
る
方

針
で
、
各
フ
ェ
ー
ズ
の
間
隔
は
最
低

3
週
間
と
し
て
い
る
。
各
フ
ェ
ー
ズ

で
の
対
策
は
娯
楽
活
動
を
例
に
と
る

と
、
フ
ェ
ー
ズ
1
で
は
同
行
者
を
家

族
限
定
と
し
て
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動

（
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
釣
り
、
ゴ
ル
フ
、

ボ
ー
ト
、
ハ
イ
キ
ン
グ
）
の
み
可
で

あ
る
が
、
フ
ェ
ー
ズ
2
で
は
、
5
人

以
内
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
キ

ャ
ン
プ
、
ビ
ー
チ
等
）
が
認
め
ら
れ

る
。
さ
ら
に
フ
ェ
ー
ズ
3
で
は
50
人

以
内
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
ス

ポ
ー
ツ
、
密
度
50
％
以
下
で
の
屋
内

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
無
観
客
で
の

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
が
許
可
さ
れ
、
フ
ェ

ー
ズ
4
で
全
て
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
許
可
さ
れ
る
、
と
い
う
方
針
と

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
で
は
、

5
つ
の
ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
経
済
活

動
を
再
開
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

各
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
次
の
ス
テ
ー

ジ
に
移
行
す
る
た
め
の
指
標
に
つ
い

て
は
、
①
州
全
体
でC

O
V
ID

-1
9

に

よ
る
患
者
数
が
14
日
間
連
続
で
減
少

し
て
い
る
か
、
②
ベ
ッ
ド
及
び
人
工

呼
吸
器
が
確
保
で
き
て
い
る
か
、
③

感
染
の
可
能
性
の
あ
る
全
て
の
住
民
、

な
ら
び
に
医
療
従
事
者
や
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
に
対
す
る
検
査

体
制
が
あ
る
か
、
④
感
染
経
路
の
追

跡
の
た
め
、
全
て
の
陽
性
患
者
と
コ

ン
タ
ク
ト
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
保
健

局
に
あ
る
か
の
4
つ
を
設
定
し
て
い

る
（
2
0
2
0
年
7
月
6
日
現
在
、

ス
テ
ー
ジ
4
・
5
が
設
置
・
運
用
さ

れ
て
い
る
）
。
各
フ
ェ
ー
ズ
で
認
め

ら
れ
る
活
動
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば

集
会
に
つ
い
て
は
ス
テ
ー
ジ
1
で
は

10
人
以
下
で
あ
る
が
、
ス
テ
ー
ジ
2

で
は
25
人
以
下
、
ス
テ
ー
ジ
3
で
は

1
0
0
人
以
下
、
ス
テ
ー
ジ
4
で
は

を
ス
テ
ッ
プ
2
と
し
、
自
宅
外
で
の

集
ま
り
を
20
人
ま
で
と
す
る
こ
と
、

ジ
ム
や
美
容
室
、
映
画
館
や
遊
園
地
、

州
外
へ
の
旅
行
（
一
部
）
な
ど
が
再

開
可
能
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ス
テ

ッ
プ
3
で
は
、
物
理
的
な
距
離
と
衛

生
に
気
を
つ
け
な
が
ら
〝
全
て
の
国

（G
B
A
C

）
の
ス
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
る
自
社
ホ
テ
ル
の
認
証
プ
ロ
セ

ス
を
開
始
と
そ
れ
ぞ
れ
に
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
大
手
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
の

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
びA

H
LA

、U
.S

. 

T
ravel 

A
sso

ciatio
n

の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
、
さ
ら
に
は
日
本
の
宿
泊
業

界
団
体
が
策
定
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）（
一
社
）
日
本
ホ
テ
ル
協
会
「
ホ

テ
ル
業
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」、（
一
社
）
日
本
旅
館
協
会

「
宿
泊
施
設
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」、

（
一
社
）
日
本
旅
行
業
協
会
「
旅
行

業
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
対
応
策
を

比
較
し
た
も
の
が
図
６
で
あ
る
。

　
ま
ず
タ
ビ
マ
エ
か
ら
到
着
ま
で
を

み
る
と
、H

ilton

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
、

デ
ジ
タ
ル
ル
ー
ム
キ
ー
機
能
を
す
で

に
提
供
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
範
囲

の
拡
大
を
挙
げ
て
い
る
ほ
か
、AH

LA

、

U
.S

. T
ravel A

ssociation

も
非
接

触
技
術
の
導
入
を
推
奨
し
て
い
る
。

一
方
で
、
日
本
は
現
状
を
鑑
み
て
か

新
技
術
の
導
入
な
ど
に
は
あ
ま
り
触

れ
て
い
な
い
。

　
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
に
つ
い
て
み
る
と
、

H
ilton

は
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
に
つ
い
て

独
自
の
具
体
策
を
複
数
提
示
し
て
お

り
、A

H
L
A

は
客
の
要
望
に
応
じ
た

清
掃
頻
度
の
変
更
や
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ

ン
グ
の
取
り
や
め
を
提
示
し
て
い
る
。

換
気
の
徹
底
は
大
手
ホ
テ
ル
グ
ル
ー

プ
や
ア
メ
リ
カ
の
業
界
団
体
で
は
指

摘
が
無
く
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
は

日
本
な
ら
で
は
の
記
述
で
あ
っ
た
。

　
飲
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
み
る
と
、

A
H

L
A

は
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
及
び
対
面
で

の
飲
食
提
供
に
つ
い
て
具
体
策
を
提

示
し
て
お
り
、
ル
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
接
触
し
な
い
方
法
で
の
提

供
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
日

本
旅
館
協
会
は
お
酌
や
盃
の
回
し
飲

み
の
控
え
要
請
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
旅
館
な
ら
で
は
の
表
記
で
あ

る
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
・
各
種
施

設
に
つ
い
て
み
る
と
、H

ilto
n

と

M
arriott

は
い
ず
れ
も
静
電
気
で
帯

電
し
た
消
毒
用
ミ
ス
ト
や
紫
外
線
に

よ
る
消
毒
な
ど
新
た
な
技
術
導
入
の

検
討
が
示
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

H
ilto

n

、M
arrio

tt

、A
H

L
A

、

U
.S

.T
ravel 

A
sso

ciatio
n

は
い

ず
れ
も
非
接
触
技
術
の
導
入
が
示
さ

れ
て
い
た
。
日
本
は
新
技
術
の
導
入

と
い
う
よ
り
も
清
掃
の
徹
底
等
の
記

述
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
大
浴
場
の

人
数
制
限
も
旅
館
な
ら
で
は
の
表
記

で
あ
る
。

　
体
制
・
従
業
員
対
応
に
み
る
と
、

H
yatt

で
は
2
0
2
0
年
９
月
ま
で

に
再
教
育
を
受
け
た
衛
生
管
理
者
を

最
低
１
名
、
各
ホ
テ
ル
に
配
置
予
定

と
し
て
お
り
、A

H
L

A

とU
.S

.

T
ravel 

A
sso

ciatio
n

は
、
従
業

員
対
応
な
ど
の
具
体
的
な
内
容
を
詳

し
く
解
説
し
て
い
た
。

U
F
I
に
よ
る
暫
定
指
針

　M
IC

E

の
E
（E

xh
ibition

：
展

示
会
・
見
本
市
）
分
野
の
国
際
機
関

で
あ
るT

he G
lobal A

ssociation 

o
f 

th
e 

E
xh

ib
itio

n
 
In

d
u
stry

（U
F
I

）は
、MIC

E

業
界
の
う
ち
展
示

会

や

企

業

間

で
の

取

引

（B
u
sin

ess 
to

 
B
u
sin

ess

：

B
 to

 B

）
の
商
談
会
に
つ
い
て
は
比

較
的
早
期
の
再
開
が
可
能
で
あ
る
と

し
、再
開
に
向
け
た
衛
生
管
理
基
準

等
を
示
し
た
暫
定
指
針〝 

G
lo

b
al 

fram
ew

o
rk 

fo
r 

reo
p
en

in
g 

exh
ib

itio
n
s an

d
 B

2
B

 trad
e 

even
ts p

o
st th

e em
ergen

ce 

fro
m

 
C
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（In
terim

 

gu
id

an
ce

）
〞
を
2
0
2
0
年
5

月
5
日
に
発
表
し
た
。

　U
FI

は
、
展
示
会
やB

 to B

商
談

会
が
再
開
可
能
な
理
由
と
し
て
、

「
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
の
目
的
が
明
確

で
あ
り
、
人
と
の
距
離
を
保
っ
た
ま

ま
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
」「
不
特
定
多
数
の
人
を
呼
び
込

む
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
い
」「
イ
ベ
ン
ト

前
後
の
参
加
者
の
行
動
を
あ
る
程
度

追
跡
で
き
る
」「
イ
ベ
ン
ト
中
の
参
加

者
の
導
線
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ

と
が
で
き
る
」「
日
程
を
分
散
す
る

こ
と
で
、
会
場
の
密
集
度
を
低
く
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
等
を
挙
げ
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
特
徴
は
コ

ン
サ
ー
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

は
全
く
異
な
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
特
徴

に
合
わ
せ
た
、
適
切
な
衛
生
対
策
基

準
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
業
界
を
ひ
と
く
く

民
が
〞
仕
事
に
復
帰
可
能
と
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
自
宅
外
で
の
集
ま

り
も
1
0
0
人
ま
で
可
、
仕
事
場
へ

の
通
勤
可
（
ス
テ
ッ
プ
1
〜
2
で
は

可
能
な
限
り
テ
レ
ワ
ー
ク
）、
ナ
イ

ト
ク
ラ
ブ
や
フ
ー
ド
コ
ー
ト
な
ど
も

営
業
可
能
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
連

邦
政
府
と
し
て
業
種
ご
と
の
指
針
も

示
さ
れ
て
い
る
（
詳
細
は
図
3
参
照
）。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
政
府

に
よ
り
4
段
階
で
の
ア
ラ
ー
ト
の
仕

組
み
が
作
成
（
地
域
ご
と
に
段
階
は

変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
）
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
の
方
針

が
示
さ
れ
て
い
る
。
4
段
階
の
レ
ベ

ル
は
レ
ベ
ル
4（L

ockdow
n

）が
最

も
規
制
が
強
く
、
レ
ベ
ル
3

（R
estrict

）、レ
ベ
ル
2（R

educe

）、

レ
ベ
ル
1（P

rep
are

）と
徐
々
に
緩

和
さ
れ
て
い
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

レ
ベ
ル
4
で
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
サ
イ

ク
リ
ン
グ
を
除
き
ほ
と
ん
ど
の
活
動

が
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、
レ
ベ
ル
3

に
な
る
と
同
居
以
外
の
家
族
と
の
接

触
や
地
元
で
の
低
リ
ス
ク
な
レ
ジ
ャ

ー
活
動
、
10
人
ま
で
の
冠
婚
葬
祭
系

の
イ
ベ
ン
ト
は
可
能
と
な
る
。
さ
ら

に
レ
ベ
ル
2
で
は
図
書
館
や
美
術
館
、

映
画
館
や
飲
食
店
な
ど
が
10
人
以
下

で
あ
れ
ば
営
業
再
開
が
可
能
と
な
る

ほ
か
、
旅
行
も
O
K
と
な
る
（
た
だ

し
、
出
来
る
だ
け
安
全
に
実
施
す
る

こ
と
と
の
注
あ
り
）。
レ
ベ
ル
1
に

な
る
と
海
外
旅
行
の
制
限
は
あ
る
も

の
の
そ
の
他
の
制
限
は
概
ね
無
く
な

っ
て
い
る
（
詳
細
は
図
4
参
照
）
。

韓
国

　
韓
国
で
は
、
政
府
に
よ
り

C
O

V
ID

-1
9

対
策
と
し
て
の
距
離
確

保
を
3
段
階
の
レ
ベ
ル
で
設
定
し
て

お
り
、
2
週
間
ご
と
に
感
染
拡
散
の

危
険
度
を
評
価
し
て
距
離
確
保
の
レ

ベ
ル
を
調
節
し
て
い
る
。
距
離
確
保

の
レ
ベ
ル
の
設
定
基
準
は
、「
新
規

感
染
者
数
」「
感
染
経
路
不
明
者
数

の
割
合
」「
集
団
発
生
の
状
況
」

「
防
疫
網
内
管
理
比
率
」
と
な
っ
て

い
る
。
考
え
方
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
に
類
似
し
て
お
り
、
レ
ベ
ル
3
は

高
強
度
の
距
離
確
保
と
し
て
、
多
く

の
活
動
は
原
則
的
に
禁
止
と
な
っ
て

い
る
が
、
レ
ベ
ル
2
に
な
る
と
制
限

付
き
許
可
に
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
1
に

な
る
と
指
針
の
順
守
を
求
め
る
も
の

の
原
則
的
に
は
各
種
活
動
を
許
容
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
（
詳
細
は
図

5
参
照
）
。

　
大
手
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
で
あ
る

H
ilton

、M
arriott

、H
yatt

は
そ
れ

ぞ
れ
医
療
機
関
や
消
毒
製
品
メ
ー
カ

ー
・
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
、
独
自

の
感
染
症
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
ま

たA
m

erican H
otel &

 L
odging 

A
ssociation

（A
H

LA

）
及
びU

.S
. 

T
ravel 

A
ssociation

は
業
界
向
け

に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
〝S

afe S
tay

〞
、

〝T
ravel in the N

ew
 N

orm
al

〞

を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
た
。
大
手
ホ
テ

ル
に
つ
い
て
は
、H

ilto
n

は
、
洗

浄
・
消
毒
製
品
メ
ー
カ
ー
で
あ
る

R
B
社
の
協
力
の
も
と
、
宿
泊
者
に

よ
り
清
潔
で
安
全
な
滞
在
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
た
め
の〝H

ilto
n
 C

lean
 

S
ta

y

〞
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
、

M
arriott

は
〞M

arriott 
G

lobal 

C
leanliness C

ouncil

〞
を
設
立
、

社
内
外
の
専
門
家
の
知
識
と
意
見
を

結
集
し
、
よ
り
高
度
な
基
準
の
策
定
、

ま
た
顧
客
へ
の
対
応
プ
ロ
ト
コ
ル
を

開
発
、H

yatt

は
、
世
界
的
な
洗
浄

業
界
団
体
の
一
部
門
で
あ
るG

lobal 

B
iorisk 

A
dvisory 

C
ouncil

り
に
し
て
規
制
す
る
の
で
は
な
く
、

対
策
が
可
能
な
イ
ベ
ン
ト
か
ら
緩
和

し
て
い
く
こ
と
で
、
経
済
へ
の
打
撃

を
抑
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
こ
の

暫
定
指
針
を
策
定
し
た
目
的
で
あ
る

と
し
て
い
る
。

 

暫
定
指
針
は
大
き
く
分
け
て
①
職

員
及
び
参
加
者
個
人
の
衛
生
対
策
、

②
フ
ィ
ジ
カ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確

保
、
③
保
健
・
衛
生
管
理
の
強
化
、

④
人
の
密
集
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
、

⑤
対
策
の
奨
励
と
実
行
の
5
つ
の
視

隔
で
並
ぶ
よ
う
足
形
の
表
示
が
な
さ

れ
た
。
そ
し
て
3
段
階
目
で
あ
る
展

示
ホ
ー
ル
内
で
は
、
ブ
ー
ス
の
間
隔

は
4
m
以
上
に
確
保
さ
れ
、
相
談
会

場
や
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
に
は
ア
ク
リ
ル

板
や
シ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
た
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
政
府
観
光

局
（S

ingapore T
ourism

 B
oard

（S
T
B

））に
よ
り
、
観
光
関
連
事
業

者
（
旅
行
代
理
店
、
イ
ベ
ン
ト
主
催

者
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
事
業
者
、
飲
食
店
、

M
I
C

E

施
設
、
ホ
テ
ル
、

In
tegrated

 R
eso

rt

（IR

）等
）
を

対
象
と
し
た
、
人
が
集
ま
る
イ
ベ
ン

ト
等
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

2
0
2
0
年
3
月
20
日
に
発
表
さ
れ

た
。

　
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
2
0
2

0
年
7
月
1
日
ま
で
、
2
5
0
人
以

上
の
人
が
集
ま
る
全
て
の
イ
ベ
ン
ト

や
集
会
が
禁
止
と
さ
れ
、
違
反
が
あ

っ
た
場
合
に
は
当
局
へ
の
報
告
及
び

政
府
の
補
助
金
や
融
資
の
対
象
か
ら

外
す
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
示
さ
れ

る
と
と
も
に
、
全
て
の
観
光
関
連
事

業
者
の
S
G
ク
リ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

へ
の
参
加
と
認
証
の
取
得
が
推
奨
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
参
加
者
が
2
5

0
名
以
下
の
場
合
で
も
、
混
雑
を
減

ら
す
た
め
の
マ
ナ
ー
の
徹
底
、
目
立

つ
場
所
へ
の
注
意
喚
起
（
握
手
の
禁

止
や
、
個
人
の
衛
生
対
策
の
啓
発
）

の
ポ
ス
タ
ー
の
設
置
、
検
温
機
器
の

設
置
や
自
己
申
告
等
に
よ
る
リ
ス
ク

の
あ
る
参
加
者
の
入
場
規
制
、
参
加

者
の
行
動
追
跡
の
た
め
の
個
人
情
報

の
提
供
、
チ
ケ
ッ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン

購
入
の
推
奨
な
ど
の
対
策
を
講
じ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
主
に
2
0
2
0
年
４

〜
5
月
段
階
の
諸
外
国
・
地
域
で
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

内
容
を
整
理
し
た
が
、
そ
の
後
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

各
種
影
響
は
続
い
て
お
り
、
1
週
間

の
間
に
状
況
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と

も
度
々
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
現

時
点
で
は
当
時
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

適
切
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
な
ど
の
検

証
的
な
視
点
で
論
じ
る
こ
と
は
困
難

で
あ
り
、
本
稿
で
は
当
時
の
内
容
を

紹
介
す
る
に
と
ど
め
て
い
る
。

　
現
在
、
日
本
に
お
い
て
も
各
種
業

界
団
体
や
地
域
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の

実
情
に
応
じ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策

定
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
は
未
知
な
部

分
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
種
情

報
を
常
に
キ
ャ
ッ
チ
し
な
が
ら
内
容

を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が

今
後
も
求
め
ら
れ
る
。
我
々
と
し
て

も
、
諸
外
国
・
地
域
の
動
向
を
引
き

続
き
注
視
し
、
今
後
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
更
新
・
充
実

に
活
用
で
き
る
知
見
の
抽
出
、
提
供

を
今
後
も
進
め
て
い
き
た
い
。

点
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
示
さ
れ
る
各
項

目
に
つ
い
て
、
「
計
画
段
階
」
「
運

営
段
階
」
「
終
了
後
」
の
ど
の
段
階

で
対
応
が
必
要
と
な
る
か
を
示
し
て

い
る
（
図
７
参
照
）
。

　
会
議
・
展
示
会
分
野
の
国
際
機
関

で
あ
るInternational A

ssociation 

of C
onvention C

entres

（A
IP

C

）、

In
tern

atio
n
al C

o
n
gress an

d
 

C
o
n
ven

tio
n
 

A
sso

cia
tio

n

（IC
C
A

）、The G
lobal A

ssociation 

o
f 

th
e 

E
xh

ib
itio

n
 
In

d
u
stry

（U
F
I

）
の
3
団
体
は
共
同
で
、
国

際
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
の
再
開
に
向
け

取
り
組
む
べ
き
事
項
を
ま
と
め
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン〝A

IP
C

・IC
C

A

・U
F
I 

G
o
o
d
 

P
ractice 

G
u
id

e: 

A
d
d
ressin

g
 

C
O

V
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R
equirem

ents for R
e-O

pening 

B
usiness E

vents

〞を
2
0
2
0
年

5
月
26
日
に
発
表
し
た
。
こ
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
、
先
に
整
理
し
たU

F
I

発
表
の
暫
定
指
針
を
も
と
に
、
会
議

施
設
や
会
議
主
催
者
、
運
営
者
が
中

心
と
な
るA

IP
C

やIC
C
A

の
メ
ン
バ

ー
に
も
広
く
適
用
で
き
る
よ
う
一
部

修
正
し
、
実
践
例
と
と
も
に
解
説
を

追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
1
章
で
全
体
の

枠
組
み
を
示
し
、
2
〜
6
章
の
各
章

はU
F
I

の
暫
定
指
針
と
同
様
の
視
点

（
職
員
及
び
参
加
者
個
人
の
衛
生
対

策
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の

確
保
、
保
健
・
衛
生
管
理
の
強
化
、

人
の
密
集
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
、
対

策
の
奨
励
と
実
行
）
で
、
各
国
・
地

域
に
お
け
る
実
践
例
と
具
体
的
な
解

説
を
示
し
て
い
る
（
図
8
参
照
）
。

韓
国
で
の
指
針
、
対
応
例

　
韓
国
で
は
、
政
府
の
中
央
防
疫
対

策
本
部
・
中
央
事
故
対
応
本
部
に
よ

り
、
感
染
症
予
防
及
び
管
理
に
関
す

る
法
に
基
づ
くM

IC
E

等
施
設
に
対

す
る
指
針
と
し
て
〝C

O
V
ID

-1
9

集

団
施
設
・
多
重
利
用
施
設
対
応
指
針

（
第
3
版
）〞
が
2
0
2
0
年
3
月

に
発
表
さ
れ
た
。

　
同
指
針
で
は
、大
き
く
①C

O
V
ID

-

19

管
理
シ
ス
テ
ム
及
び
関
連
機
関
の

協
力
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
②
感
染
予

防
の
た
め
の
管
理
徹
底
、
③
施
設
出

入
時
、
従
業
員
や
利
用
者
の
管
理
強

化
、
④
社
会
的
距
離
を
置
く
、
⑤
感

染
が
疑
わ
れ
る
患
者
発
見
時
の
措
置

の
５
つ
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
お
り
、

感
染
管
理
責
任
者
や
専
任
担
当
者
の

指
定
、
消
毒
や
換
気
、
従
業
員
や
利

用
者
の
体
調
管
理
の
強
化
、
社
会
的

距
離
の
確
保
の
徹
底
、
感
染
が
疑
わ

れ
る
患
者
が
発
見
さ
れ
た
場
合
の
隔

離
空
間
で
の
待
機
措
置
な
ど
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　
国
の
指
針
も
踏
ま
え
、
韓
国
最
大

規
模
の
展
示
場
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
あ
るK

o
r

e
a 

In
tern

atio
n
al 

E
xh

ib
itio

n
 

&
 

C
onvention 

C
enter

（K
IN

T
E
X

）

で
は
2
0
2
0
年
5
月
に
行
事
が
再

開
さ
れ
、
再
開
初
日
で
あ
る
5
月
8

日
の
展
示
会
に
は
約
8
0
0
0
名
が

来
場
し
た
。K

IN
T
E
X

で
は
、
展
示

場
の
消
毒
が
1
日
2
回
実
施
さ
れ
た

り
、
1
時
間
ご
と
に
外
部
の
空
気
を

流
入
さ
せ
る
な
ど
の
各
種
対
策
が
講

じ
ら
れ
た
ほ
か
、
10
か
所
以
上
あ
る

出
入
口
が
3
か
所
に
限
定
さ
れ
、
3

段
階
で
制
限
や
確
認
等
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
ず
1
段
階
目
で
あ
る
施
設
入
口

で
は
、
マ
ス
ク
の
未
着
用
者
の
出
入

り
を
制
限
す
る
と
と
も
に
、
出
入
口

に
消
毒
マ
ッ
ト
、
熱
画
像
カ
メ
ラ
、

顔
認
識
体
温
計
が
設
置
さ
れ
た
（
6

月
4
日
か
ら
は
、
マ
ス
ク
未
着
用
者

や
36
カ
月
未
満
の
幼
児
の
出
入
禁
止

な
ど
が
加
わ
り
4
段
階
の
制
限
や
確

認
等
が
行
わ
れ
て
い
る
）
。
次
に
2

段
階
目
で
あ
る
ホ
ー
ル
入
口
で
は
、

人
に
よ
る
体
温
測
定
（
二
次
体
温
測

定
）
の
実
施
、
手
の
消
毒
、
ビ
ニ
ー

ル
手
袋
の
着
用
が
行
わ
れ
た
。
な
お

入
口
ロ
ビ
ー
の
床
に
は
1
・
5
m
間

4
．会
議
・
イ
ベ
ン
ト

（
M
I
C
E
）分
野
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

会
議
・
展
示
会
分
野
の

国
際
機
関
の
連
携
に
よ
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

※
14

※
15

※
17

※
19

デジタル掲示板での啓発ポスター
（Singapore Expoの例）
出典（Convention and Exhibition Centre Health and Safety : 
Managing COVID-19 Challenges）Excellence in Convention 
Centre Management(AIPC（/The Global Association of the 
Exhibition Industry（UFI）

※24

2
5
0
人
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
小

売
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、

ス
テ
ー
ジ
1
で
は
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や

デ
リ
バ
リ
ー
の
み
で
あ
る
が
、
ス
テ

ー
ジ
が
進
む
に
つ
れ
徐
々
に
収
容
客

数
の
割
合
が
高
ま
っ
て
い
る
（
詳
細

は
図
2
参
照
）
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
ア
メ
リ
カ

同
様
、
連
邦
政
府
の
方
針
と
し
て
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
緩
和
に
向
け
た
３
段

階
の
ス
テ
ッ
プ
が
示
さ
れ
て
お
り

（
ス
テ
ッ
プ
ご
と
の
間
隔
は
最
低
３

週
間
）
、
各
州
は
地
域
事
情
に
合
わ

せ
た
詳
細
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
連
邦
政
府

で
は
、
物
理
的
距
離
と
衛
生
に
気
を

つ
け
な
が
ら
一
部
の
活
動
を
再
開
さ

せ
る
こ
と
を
ス
テ
ッ
プ
1
と
し
、
自

宅
へ
の
客
は
5
人
ま
で
と
す
る
こ
と
、

自
宅
外
で
の
集
ま
り
は
10
人
ま
で
と

す
る
こ
と
、
国
民
は
買
物
や
レ
ス
ト

ラ
ン
・
カ
フ
ェ
へ
出
か
け
る
こ
と
、

州
内
で
の
旅
行
な
ど
が
再
開
可
能
と

し
て
い
る
。
次
に
、
物
理
的
な
距
離

と
衛
生
に
気
を
つ
け
な
が
ら
〝
大
半

の
〞
ビ
ジ
ネ
ス
を
再
開
さ
せ
る
こ
と

　
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観

光
政
策
研
究
部
で
は
、
当
財
団
の
独

自
財
源
を
活
用
し
た
研
究
（
自
主
研

究
）
「
こ
れ
か
ら
の
観
光
政
策
に
関

す
る
研
究
」
の
一
環
と
し
て
、
主
に

2
0
2
0
年
4
〜
5
月
に
公
表
さ
れ

て
い
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
（C

O
V
ID

-19

）
拡
大
に
伴
う
、

諸
外
国
・
地
域
で
の
各
種
制
限
の
緩

和
方
針
（
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
、
宿
泊

施
設
や
会
議
・
イ
ベ
ン
ト
（M

IC
E

）

分
野
で
のC

O
V
ID

-1
9

拡
大
防
止
へ

の
各
種
対
策
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）
に
つ
い
て
、
調
査
及
び
整
理
を

行
っ
た
。

　
本
調
査
に
着
手
し
た
の
は
5
月
の

G
・
W
明
け
で
、
当
時
、
日
本
の
緊

急
事
態
宣
言
は
5
月
31
日
ま
で
延
長

す
る
こ
と
が
正
式
決
定
さ
れ
て
い
た

も
の
の
、
新
規
感
染
者
数
は
減
少
し

て
き
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
の
状
況
が

続
け
ば
、
予
定
通
り
5
月
末
ま
で
に

は
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
る
だ

ろ
う
と
い
う
雰
囲
気
は
あ
っ
た
。
一

方
で
、
解
除
後
す
ぐ
に
コ
ロ
ナ
以
前

の
生
活
に
戻
す
こ
と
は
困
難
で
、
何

ら
か
の
対
応
を
検
討
し
実
施
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
雰
囲

気
も
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
日
本
の
各
地
域
や
業

界
・
事
業
者
等
が
、
今
後
のC

O
V
ID

-

1
9

拡
大
防
止
の
た
め
の
方
針
や
対

策
を
検
討
す
る
際
の
一
助
と
な
る
よ

う
、
当
時
す
で
に
諸
外
国
で
整
理
・

公
表
さ
れ
始
め
て
い
た
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
調
査
・
整
理

し
、
当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公

表
し
た
（
5
月
14
日
に
初
版
を
公
表
。

5
月
21
日
に
情
報
を
追
加
し
た
更
新

版
を
公
表
）
。

　
本
稿
は
当
時
公
表
し
た
内
容
を
も

と
に
、
一
部
新
た
な
情
報
を
追
加
し

て
そ
の
概
要
を
整
理
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
た
め
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
は
基
本
的
に
は

調
査
時
点
で
の
状
況
で
あ
り
、
「
記

録
」
的
な
位
置
づ
け
の
も
の
と
な
る
。

C
O

V
ID

-1
9

の
状
況
は
今
な
お
流
動

的
で
あ
り
、
各
国
・
地
域
の
対
応
策

も
常
に
変
化
し
て
い
る
た
め
、
本
稿

の
内
容
を
活
用
す
る
際
に
は
、
必
要

に
応
じ
て
、
各
国
・
地
域
、
事
業
者

等
の
最
新
状
況
を
ご
確
認
い
た
だ
き

た
い
。

ア
メ
リ
カ

　
ア
メ
リ
カ
で
は
、
連
邦
政
府
の
方

針
と
し
て
、
公
衆
衛
生
の
専
門
家
の

助
言
に
基
づ
い
た
3
段
階
の
ア
プ
ロ

ー
チ
で
あ
る
〝O

P
E
N

IN
G

 
U

P
 

A
M

E
R

IC
A
 A

G
A
IN

〞
を
発
表
し

て
い
る
。
本
方
針
で
は
、
ア
メ
リ
カ

の
各
地
域
が
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
再

開
基
準
（G

ating C
riteria

）
を
設

定
し
フ
ェ
ー
ズ
の
移
行
を
検
討
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
再
開
基
準

は
①S

ym
ptom

s

（
過
去
2
週
間
に

お
け
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
コ
ロ

ナ
の
感
染
兆
候
が
見
ら
れ
る
数
の
下

降
傾
向
）
、
②C

ases

（
感
染
者
数

ま
た
は
テ
ス
ト
に
対
す
る
陽
性
率
の

下
降
傾
向
）
、
③H

o
sp

itals

（
医

療
危
機
に
陥
ら
ず
に
患
者
を
診
察
で

き
て
い
る
、
ま
た
、
感
染
リ
ス
ク
の

高
い
医
療
従
事
者
へ
の
検
査
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
る
）
と
さ
れ

て
い
る
。
個
人
、
事
業
者
、
特
定
の

事
業
者
そ
れ
ぞ
れ
の
各
段
階
で
の
対

策
や
制
限
等
は
図
1
の
通
り
で
あ
る
。

　
こ
の
連
邦
政
府
の
方
針
に
基
づ
き

州
に
よ
り
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
ワ
シ
ン
ト
ン
州
で
は
4
つ

の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
て
娯
楽
活
動
、

集
会
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
再
開
さ
せ
る
方

針
で
、
各
フ
ェ
ー
ズ
の
間
隔
は
最
低

3
週
間
と
し
て
い
る
。
各
フ
ェ
ー
ズ

で
の
対
策
は
娯
楽
活
動
を
例
に
と
る

と
、
フ
ェ
ー
ズ
1
で
は
同
行
者
を
家

族
限
定
と
し
て
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動

（
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
釣
り
、
ゴ
ル
フ
、

ボ
ー
ト
、
ハ
イ
キ
ン
グ
）
の
み
可
で

あ
る
が
、
フ
ェ
ー
ズ
2
で
は
、
5
人

以
内
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
キ

ャ
ン
プ
、
ビ
ー
チ
等
）
が
認
め
ら
れ

る
。
さ
ら
に
フ
ェ
ー
ズ
3
で
は
50
人

以
内
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
ス

ポ
ー
ツ
、
密
度
50
％
以
下
で
の
屋
内

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
無
観
客
で
の

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
が
許
可
さ
れ
、
フ
ェ

ー
ズ
4
で
全
て
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
許
可
さ
れ
る
、
と
い
う
方
針
と

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
で
は
、

5
つ
の
ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
経
済
活

動
を
再
開
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

各
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
次
の
ス
テ
ー

ジ
に
移
行
す
る
た
め
の
指
標
に
つ
い

て
は
、
①
州
全
体
でC

O
V
ID

-1
9

に

よ
る
患
者
数
が
14
日
間
連
続
で
減
少

し
て
い
る
か
、
②
ベ
ッ
ド
及
び
人
工

呼
吸
器
が
確
保
で
き
て
い
る
か
、
③

感
染
の
可
能
性
の
あ
る
全
て
の
住
民
、

な
ら
び
に
医
療
従
事
者
や
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
に
対
す
る
検
査

体
制
が
あ
る
か
、
④
感
染
経
路
の
追

跡
の
た
め
、
全
て
の
陽
性
患
者
と
コ

ン
タ
ク
ト
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
保
健

局
に
あ
る
か
の
4
つ
を
設
定
し
て
い

る
（
2
0
2
0
年
7
月
6
日
現
在
、

ス
テ
ー
ジ
4
・
5
が
設
置
・
運
用
さ

れ
て
い
る
）
。
各
フ
ェ
ー
ズ
で
認
め

ら
れ
る
活
動
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば

集
会
に
つ
い
て
は
ス
テ
ー
ジ
1
で
は

10
人
以
下
で
あ
る
が
、
ス
テ
ー
ジ
2

で
は
25
人
以
下
、
ス
テ
ー
ジ
3
で
は

1
0
0
人
以
下
、
ス
テ
ー
ジ
4
で
は

を
ス
テ
ッ
プ
2
と
し
、
自
宅
外
で
の

集
ま
り
を
20
人
ま
で
と
す
る
こ
と
、

ジ
ム
や
美
容
室
、
映
画
館
や
遊
園
地
、

州
外
へ
の
旅
行
（
一
部
）
な
ど
が
再

開
可
能
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ス
テ

ッ
プ
3
で
は
、
物
理
的
な
距
離
と
衛

生
に
気
を
つ
け
な
が
ら
〝
全
て
の
国

（G
B
A
C

）
の
ス
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
る
自
社
ホ
テ
ル
の
認
証
プ
ロ
セ

ス
を
開
始
と
そ
れ
ぞ
れ
に
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
大
手
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
の

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
びA

H
LA

、U
.S

. 

T
ravel 

A
sso

ciatio
n

の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
、
さ
ら
に
は
日
本
の
宿
泊
業

界
団
体
が
策
定
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）（
一
社
）
日
本
ホ
テ
ル
協
会
「
ホ

テ
ル
業
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」、（
一
社
）
日
本
旅
館
協
会

「
宿
泊
施
設
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」、

（
一
社
）
日
本
旅
行
業
協
会
「
旅
行

業
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
対
応
策
を

比
較
し
た
も
の
が
図
６
で
あ
る
。

　
ま
ず
タ
ビ
マ
エ
か
ら
到
着
ま
で
を

み
る
と
、H

ilton

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
、

デ
ジ
タ
ル
ル
ー
ム
キ
ー
機
能
を
す
で

に
提
供
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
範
囲

の
拡
大
を
挙
げ
て
い
る
ほ
か
、AH

LA

、

U
.S

. T
ravel A

ssociation

も
非
接

触
技
術
の
導
入
を
推
奨
し
て
い
る
。

一
方
で
、
日
本
は
現
状
を
鑑
み
て
か

新
技
術
の
導
入
な
ど
に
は
あ
ま
り
触

れ
て
い
な
い
。

　
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
に
つ
い
て
み
る
と
、

H
ilton

は
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
に
つ
い
て

独
自
の
具
体
策
を
複
数
提
示
し
て
お

り
、A

H
L
A

は
客
の
要
望
に
応
じ
た

清
掃
頻
度
の
変
更
や
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ

ン
グ
の
取
り
や
め
を
提
示
し
て
い
る
。

換
気
の
徹
底
は
大
手
ホ
テ
ル
グ
ル
ー

プ
や
ア
メ
リ
カ
の
業
界
団
体
で
は
指

摘
が
無
く
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
は

日
本
な
ら
で
は
の
記
述
で
あ
っ
た
。

　
飲
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
み
る
と
、

A
H

L
A

は
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
及
び
対
面
で

の
飲
食
提
供
に
つ
い
て
具
体
策
を
提

示
し
て
お
り
、
ル
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
接
触
し
な
い
方
法
で
の
提

供
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
日

本
旅
館
協
会
は
お
酌
や
盃
の
回
し
飲

み
の
控
え
要
請
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
旅
館
な
ら
で
は
の
表
記
で
あ

る
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
・
各
種
施

設
に
つ
い
て
み
る
と
、H

ilto
n

と

M
arriott

は
い
ず
れ
も
静
電
気
で
帯

電
し
た
消
毒
用
ミ
ス
ト
や
紫
外
線
に

よ
る
消
毒
な
ど
新
た
な
技
術
導
入
の

検
討
が
示
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

H
ilto

n

、M
arrio

tt

、A
H

L
A

、

U
.S

.T
ravel 

A
sso

ciatio
n

は
い

ず
れ
も
非
接
触
技
術
の
導
入
が
示
さ

れ
て
い
た
。
日
本
は
新
技
術
の
導
入

と
い
う
よ
り
も
清
掃
の
徹
底
等
の
記

述
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
大
浴
場
の

人
数
制
限
も
旅
館
な
ら
で
は
の
表
記

で
あ
る
。

　
体
制
・
従
業
員
対
応
に
み
る
と
、

H
yatt

で
は
2
0
2
0
年
９
月
ま
で

に
再
教
育
を
受
け
た
衛
生
管
理
者
を

最
低
１
名
、
各
ホ
テ
ル
に
配
置
予
定

と
し
て
お
り
、A

H
L

A

とU
.S

.

T
ravel 

A
sso

ciatio
n

は
、
従
業

員
対
応
な
ど
の
具
体
的
な
内
容
を
詳

し
く
解
説
し
て
い
た
。

U
F
I
に
よ
る
暫
定
指
針

　M
IC

E

の
E
（E

xh
ibition

：
展

示
会
・
見
本
市
）
分
野
の
国
際
機
関

で
あ
るT

he G
lobal A

ssociation 

o
f 

th
e 

E
xh

ib
itio

n
 
In

d
u
stry

（U
F
I

）は
、MIC

E

業
界
の
う
ち
展
示

会

や

企

業

間

で
の

取

引

（B
u
sin

ess 
to

 
B
u
sin

ess

：

B
 to

 B

）
の
商
談
会
に
つ
い
て
は
比

較
的
早
期
の
再
開
が
可
能
で
あ
る
と

し
、再
開
に
向
け
た
衛
生
管
理
基
準

等
を
示
し
た
暫
定
指
針〝 

G
lo

b
al 

fram
ew

o
rk 

fo
r 

reo
p
en

in
g 

exh
ib

itio
n
s an

d
 B

2
B

 trad
e 

even
ts p

o
st th

e em
ergen

ce 

fro
m

 
C
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（In
terim

 

gu
id

an
ce

）
〞
を
2
0
2
0
年
5

月
5
日
に
発
表
し
た
。

　U
FI

は
、
展
示
会
やB

 to B

商
談

会
が
再
開
可
能
な
理
由
と
し
て
、

「
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
の
目
的
が
明
確

で
あ
り
、
人
と
の
距
離
を
保
っ
た
ま

ま
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
」「
不
特
定
多
数
の
人
を
呼
び
込

む
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
い
」「
イ
ベ
ン
ト

前
後
の
参
加
者
の
行
動
を
あ
る
程
度

追
跡
で
き
る
」「
イ
ベ
ン
ト
中
の
参
加

者
の
導
線
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ

と
が
で
き
る
」「
日
程
を
分
散
す
る

こ
と
で
、
会
場
の
密
集
度
を
低
く
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
等
を
挙
げ
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
特
徴
は
コ

ン
サ
ー
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

は
全
く
異
な
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
特
徴

に
合
わ
せ
た
、
適
切
な
衛
生
対
策
基

準
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
業
界
を
ひ
と
く
く

民
が
〞
仕
事
に
復
帰
可
能
と
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
自
宅
外
で
の
集
ま

り
も
1
0
0
人
ま
で
可
、
仕
事
場
へ

の
通
勤
可
（
ス
テ
ッ
プ
1
〜
2
で
は

可
能
な
限
り
テ
レ
ワ
ー
ク
）、
ナ
イ

ト
ク
ラ
ブ
や
フ
ー
ド
コ
ー
ト
な
ど
も

営
業
可
能
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
連

邦
政
府
と
し
て
業
種
ご
と
の
指
針
も

示
さ
れ
て
い
る
（
詳
細
は
図
3
参
照
）。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
政
府

に
よ
り
4
段
階
で
の
ア
ラ
ー
ト
の
仕

組
み
が
作
成
（
地
域
ご
と
に
段
階
は

変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
）
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
の
方
針

が
示
さ
れ
て
い
る
。
4
段
階
の
レ
ベ

ル
は
レ
ベ
ル
4（L

ockdow
n

）が
最

も
規
制
が
強
く
、
レ
ベ
ル
3

（R
estrict

）、レ
ベ
ル
2（R

educe

）、

レ
ベ
ル
1（P

rep
are

）と
徐
々
に
緩

和
さ
れ
て
い
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

レ
ベ
ル
4
で
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
サ
イ

ク
リ
ン
グ
を
除
き
ほ
と
ん
ど
の
活
動

が
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、
レ
ベ
ル
3

に
な
る
と
同
居
以
外
の
家
族
と
の
接

触
や
地
元
で
の
低
リ
ス
ク
な
レ
ジ
ャ

ー
活
動
、
10
人
ま
で
の
冠
婚
葬
祭
系

の
イ
ベ
ン
ト
は
可
能
と
な
る
。
さ
ら

に
レ
ベ
ル
2
で
は
図
書
館
や
美
術
館
、

映
画
館
や
飲
食
店
な
ど
が
10
人
以
下

で
あ
れ
ば
営
業
再
開
が
可
能
と
な
る

ほ
か
、
旅
行
も
O
K
と
な
る
（
た
だ

し
、
出
来
る
だ
け
安
全
に
実
施
す
る

こ
と
と
の
注
あ
り
）。
レ
ベ
ル
1
に

な
る
と
海
外
旅
行
の
制
限
は
あ
る
も

の
の
そ
の
他
の
制
限
は
概
ね
無
く
な

っ
て
い
る
（
詳
細
は
図
4
参
照
）
。

韓
国

　
韓
国
で
は
、
政
府
に
よ
り

C
O

V
ID

-1
9

対
策
と
し
て
の
距
離
確

保
を
3
段
階
の
レ
ベ
ル
で
設
定
し
て

お
り
、
2
週
間
ご
と
に
感
染
拡
散
の

危
険
度
を
評
価
し
て
距
離
確
保
の
レ

ベ
ル
を
調
節
し
て
い
る
。
距
離
確
保

の
レ
ベ
ル
の
設
定
基
準
は
、「
新
規

感
染
者
数
」「
感
染
経
路
不
明
者
数

の
割
合
」「
集
団
発
生
の
状
況
」

「
防
疫
網
内
管
理
比
率
」
と
な
っ
て

い
る
。
考
え
方
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
に
類
似
し
て
お
り
、
レ
ベ
ル
3
は

高
強
度
の
距
離
確
保
と
し
て
、
多
く

の
活
動
は
原
則
的
に
禁
止
と
な
っ
て

い
る
が
、
レ
ベ
ル
2
に
な
る
と
制
限

付
き
許
可
に
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
1
に

な
る
と
指
針
の
順
守
を
求
め
る
も
の

の
原
則
的
に
は
各
種
活
動
を
許
容
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
（
詳
細
は
図

5
参
照
）
。

　
大
手
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
で
あ
る

H
ilton

、M
arriott

、H
yatt

は
そ
れ

ぞ
れ
医
療
機
関
や
消
毒
製
品
メ
ー
カ

ー
・
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
、
独
自

の
感
染
症
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
ま

たA
m

erican H
otel &

 L
odging 

A
ssociation

（A
H

LA

）
及
びU

.S
. 

T
ravel 

A
ssociation

は
業
界
向
け

に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
〝S

afe S
tay

〞
、

〝T
ravel in the N

ew
 N

orm
al

〞

を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
た
。
大
手
ホ
テ

ル
に
つ
い
て
は
、H

ilto
n

は
、
洗

浄
・
消
毒
製
品
メ
ー
カ
ー
で
あ
る

R
B
社
の
協
力
の
も
と
、
宿
泊
者
に

よ
り
清
潔
で
安
全
な
滞
在
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
た
め
の〝H

ilto
n
 C

lean
 

S
ta

y

〞
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
、

M
arriott

は
〞M

arriott 
G

lobal 

C
leanliness C

ouncil

〞
を
設
立
、

社
内
外
の
専
門
家
の
知
識
と
意
見
を

結
集
し
、
よ
り
高
度
な
基
準
の
策
定
、

ま
た
顧
客
へ
の
対
応
プ
ロ
ト
コ
ル
を

開
発
、H

yatt

は
、
世
界
的
な
洗
浄

業
界
団
体
の
一
部
門
で
あ
るG

lobal 

B
iorisk 

A
dvisory 

C
ouncil

り
に
し
て
規
制
す
る
の
で
は
な
く
、

対
策
が
可
能
な
イ
ベ
ン
ト
か
ら
緩
和

し
て
い
く
こ
と
で
、
経
済
へ
の
打
撃

を
抑
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
こ
の

暫
定
指
針
を
策
定
し
た
目
的
で
あ
る

と
し
て
い
る
。

 

暫
定
指
針
は
大
き
く
分
け
て
①
職

員
及
び
参
加
者
個
人
の
衛
生
対
策
、

②
フ
ィ
ジ
カ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確

保
、
③
保
健
・
衛
生
管
理
の
強
化
、

④
人
の
密
集
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
、

⑤
対
策
の
奨
励
と
実
行
の
5
つ
の
視

隔
で
並
ぶ
よ
う
足
形
の
表
示
が
な
さ

れ
た
。
そ
し
て
3
段
階
目
で
あ
る
展

示
ホ
ー
ル
内
で
は
、
ブ
ー
ス
の
間
隔

は
4
m
以
上
に
確
保
さ
れ
、
相
談
会

場
や
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
に
は
ア
ク
リ
ル

板
や
シ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
た
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
政
府
観
光

局
（S

ingapore T
ourism

 B
oard

（S
T
B

））に
よ
り
、
観
光
関
連
事
業

者
（
旅
行
代
理
店
、
イ
ベ
ン
ト
主
催

者
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
事
業
者
、
飲
食
店
、

M
I
C

E

施
設
、
ホ
テ
ル
、

In
tegrated

 R
eso

rt

（IR

）等
）
を

対
象
と
し
た
、
人
が
集
ま
る
イ
ベ
ン

ト
等
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

2
0
2
0
年
3
月
20
日
に
発
表
さ
れ

た
。

　
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
2
0
2

0
年
7
月
1
日
ま
で
、
2
5
0
人
以

上
の
人
が
集
ま
る
全
て
の
イ
ベ
ン
ト

や
集
会
が
禁
止
と
さ
れ
、
違
反
が
あ

っ
た
場
合
に
は
当
局
へ
の
報
告
及
び

政
府
の
補
助
金
や
融
資
の
対
象
か
ら

外
す
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
示
さ
れ

る
と
と
も
に
、
全
て
の
観
光
関
連
事

業
者
の
S
G
ク
リ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

へ
の
参
加
と
認
証
の
取
得
が
推
奨
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
参
加
者
が
2
5

0
名
以
下
の
場
合
で
も
、
混
雑
を
減

ら
す
た
め
の
マ
ナ
ー
の
徹
底
、
目
立

つ
場
所
へ
の
注
意
喚
起
（
握
手
の
禁

止
や
、
個
人
の
衛
生
対
策
の
啓
発
）

の
ポ
ス
タ
ー
の
設
置
、
検
温
機
器
の

設
置
や
自
己
申
告
等
に
よ
る
リ
ス
ク

の
あ
る
参
加
者
の
入
場
規
制
、
参
加

者
の
行
動
追
跡
の
た
め
の
個
人
情
報

の
提
供
、
チ
ケ
ッ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン

購
入
の
推
奨
な
ど
の
対
策
を
講
じ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
主
に
2
0
2
0
年
４

〜
5
月
段
階
の
諸
外
国
・
地
域
で
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

内
容
を
整
理
し
た
が
、
そ
の
後
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

各
種
影
響
は
続
い
て
お
り
、
1
週
間

の
間
に
状
況
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と

も
度
々
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
現

時
点
で
は
当
時
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

適
切
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
な
ど
の
検

証
的
な
視
点
で
論
じ
る
こ
と
は
困
難

で
あ
り
、
本
稿
で
は
当
時
の
内
容
を

紹
介
す
る
に
と
ど
め
て
い
る
。

　
現
在
、
日
本
に
お
い
て
も
各
種
業

界
団
体
や
地
域
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の

実
情
に
応
じ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策

定
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
は
未
知
な
部

分
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
種
情

報
を
常
に
キ
ャ
ッ
チ
し
な
が
ら
内
容

を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が

今
後
も
求
め
ら
れ
る
。
我
々
と
し
て

も
、
諸
外
国
・
地
域
の
動
向
を
引
き

続
き
注
視
し
、
今
後
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
更
新
・
充
実

に
活
用
で
き
る
知
見
の
抽
出
、
提
供

を
今
後
も
進
め
て
い
き
た
い
。

点
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
示
さ
れ
る
各
項

目
に
つ
い
て
、
「
計
画
段
階
」
「
運

営
段
階
」
「
終
了
後
」
の
ど
の
段
階

で
対
応
が
必
要
と
な
る
か
を
示
し
て

い
る
（
図
７
参
照
）
。

　
会
議
・
展
示
会
分
野
の
国
際
機
関

で
あ
るInternational A

ssociation 

of C
onvention C

entres

（A
IP

C

）、

In
tern

atio
n
al C

o
n
gress an

d
 

C
o
n
ven

tio
n
 

A
sso

cia
tio

n

（IC
C
A

）、The G
lobal A

ssociation 

o
f 

th
e 

E
xh

ib
itio

n
 
In

d
u
stry

（U
F
I

）
の
3
団
体
は
共
同
で
、
国

際
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
の
再
開
に
向
け

取
り
組
む
べ
き
事
項
を
ま
と
め
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン〝A

IP
C

・IC
C

A

・U
F
I 

G
o
o
d
 

P
ractice 

G
u
id

e: 

A
d
d
ressin

g
 

C
O

V
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R
equirem

ents for R
e-O

pening 

B
usiness E

vents

〞を
2
0
2
0
年

5
月
26
日
に
発
表
し
た
。
こ
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
、
先
に
整
理
し
たU

F
I

発
表
の
暫
定
指
針
を
も
と
に
、
会
議

施
設
や
会
議
主
催
者
、
運
営
者
が
中

心
と
な
るA

IP
C

やIC
C
A

の
メ
ン
バ

ー
に
も
広
く
適
用
で
き
る
よ
う
一
部

修
正
し
、
実
践
例
と
と
も
に
解
説
を

追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
1
章
で
全
体
の

枠
組
み
を
示
し
、
2
〜
6
章
の
各
章

はU
F
I

の
暫
定
指
針
と
同
様
の
視
点

（
職
員
及
び
参
加
者
個
人
の
衛
生
対

策
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の

確
保
、
保
健
・
衛
生
管
理
の
強
化
、

人
の
密
集
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
、
対

策
の
奨
励
と
実
行
）
で
、
各
国
・
地

域
に
お
け
る
実
践
例
と
具
体
的
な
解

説
を
示
し
て
い
る
（
図
8
参
照
）
。

韓
国
で
の
指
針
、
対
応
例

　
韓
国
で
は
、
政
府
の
中
央
防
疫
対

策
本
部
・
中
央
事
故
対
応
本
部
に
よ

り
、
感
染
症
予
防
及
び
管
理
に
関
す

る
法
に
基
づ
くM

IC
E

等
施
設
に
対

す
る
指
針
と
し
て
〝C

O
V
ID

-1
9

集

団
施
設
・
多
重
利
用
施
設
対
応
指
針

（
第
3
版
）〞
が
2
0
2
0
年
3
月

に
発
表
さ
れ
た
。

　
同
指
針
で
は
、大
き
く
①C

O
V
ID

-

19

管
理
シ
ス
テ
ム
及
び
関
連
機
関
の

協
力
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
②
感
染
予

防
の
た
め
の
管
理
徹
底
、
③
施
設
出

入
時
、
従
業
員
や
利
用
者
の
管
理
強

化
、
④
社
会
的
距
離
を
置
く
、
⑤
感

染
が
疑
わ
れ
る
患
者
発
見
時
の
措
置

の
５
つ
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
お
り
、

感
染
管
理
責
任
者
や
専
任
担
当
者
の

指
定
、
消
毒
や
換
気
、
従
業
員
や
利

用
者
の
体
調
管
理
の
強
化
、
社
会
的

距
離
の
確
保
の
徹
底
、
感
染
が
疑
わ

れ
る
患
者
が
発
見
さ
れ
た
場
合
の
隔

離
空
間
で
の
待
機
措
置
な
ど
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　
国
の
指
針
も
踏
ま
え
、
韓
国
最
大

規
模
の
展
示
場
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
あ
るK

o
r

e
a 

In
tern

atio
n
al 

E
xh

ib
itio

n
 

&
 

C
onvention 

C
enter

（K
IN

T
E
X

）

で
は
2
0
2
0
年
5
月
に
行
事
が
再

開
さ
れ
、
再
開
初
日
で
あ
る
5
月
8

日
の
展
示
会
に
は
約
8
0
0
0
名
が

来
場
し
た
。K

IN
T
E
X

で
は
、
展
示

場
の
消
毒
が
1
日
2
回
実
施
さ
れ
た

り
、
1
時
間
ご
と
に
外
部
の
空
気
を

流
入
さ
せ
る
な
ど
の
各
種
対
策
が
講

じ
ら
れ
た
ほ
か
、
10
か
所
以
上
あ
る

出
入
口
が
3
か
所
に
限
定
さ
れ
、
3

段
階
で
制
限
や
確
認
等
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
ず
1
段
階
目
で
あ
る
施
設
入
口

で
は
、
マ
ス
ク
の
未
着
用
者
の
出
入

り
を
制
限
す
る
と
と
も
に
、
出
入
口

に
消
毒
マ
ッ
ト
、
熱
画
像
カ
メ
ラ
、

顔
認
識
体
温
計
が
設
置
さ
れ
た
（
6

月
4
日
か
ら
は
、
マ
ス
ク
未
着
用
者

や
36
カ
月
未
満
の
幼
児
の
出
入
禁
止

な
ど
が
加
わ
り
4
段
階
の
制
限
や
確

認
等
が
行
わ
れ
て
い
る
）
。
次
に
2

段
階
目
で
あ
る
ホ
ー
ル
入
口
で
は
、

人
に
よ
る
体
温
測
定
（
二
次
体
温
測

定
）
の
実
施
、
手
の
消
毒
、
ビ
ニ
ー

ル
手
袋
の
着
用
が
行
わ
れ
た
。
な
お

入
口
ロ
ビ
ー
の
床
に
は
1
・
5
m
間

https://www.whitehouse.gov/openingamerica/参照
https://www.governor.wa.gov/sites/default/files/SafeStartWA_4May20.pdf参照
https://backontrack.in.gov/　参照
https://www.pm.gov.au/sites/default/files/files/covid-safe-australia-roadmap.pdf　参照
https://www.pm.gov.au/sites/default/files/files/covid-safe-australia-roadmap.pdf　参照
https://www.pm.gov.au/sites/default/files/files/three-step-framework-covidsafe-australia.pdf
https://covid19.govt.nz/covid-19/covid-19-alert-system/alert-system-overview/#covid-19-alert-system　参照
http://www.korea.kr/news/policyNewsView.do?newsId=148872066　参照
新規感染者のうち自己隔離措置状態で感染が確定された感染者の割合を意味する。
https://www.ahla.com/sites/default/files/SafeStayGuidelines070120.pdf
https://www.ustravel.org/sites/default/files/media_root/document/HealthandSafetyGuidance.pdf
https://www.hilton.com/en/corporate/cleanstay/
https://clean.marriott.com/
https://newsroom.hyatt.com/global_care_cleanliness_commitment
暫定指針は随時更新されているが、本稿の内容は5月11日時点のものを参考としている。
出典：https://www.ufi.org/wp-content/uploads/2020/05/Framework_for_reopening_the_exhibition_industry_Post_COVID-19.pdf
https://www.ufi.org/wp-content/uploads/2020/05/Framework_for_reopening_the_exhibition_industry_Post_COVID-19.pdf
https://www.iccaworld.org/npps/story.cfm?nppage=2987619
https://www.iccaworld.org/npps/story.cfm?nppage=2987619（※前と出典同じなので番号統一でも可。他にも同様のパターンがあるかも）
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　公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観

光
地
域
研
究
部
市
場
調
査
チ
ー
ム
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
が
旅
行
市
場
に
及
ぼ
し
た
影

響
把
握
を
目
的
に
、
定
期
的
に
実
施

し
て
い
る
「
J
T
B
F
旅
行
実
態
調

査
（
調
査
期
間
：
2
0
2
0
年
5
月

1
〜
11
日
）
」
の
調
査
内
容
を
拡
充

し
、
分
析
を
進
め
て
い
る
。
今
回
は
、

2
0
2
0
年
1
〜
3
月
期
の
観
光
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
旅
行
実
施
の
状

況
及
び
旅
行
実
態
、
今
後
の
旅
行
予

定
・
意
向
、
家
計
や
心
理
面
が
旅
行

予
定
・
意
向
に
与
え
る
影
響
に
つ
い

て
紹
介
す
る
。

❶「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

と
り
や
め
た
旅
行
が
あ
っ
た
」
と
回

答
し
た
割
合
は
、
国
内
旅
行
・
海
外

旅
行
と
も
に
月
を
重
ね
る
ご
と
に
増

加
し
て
お
り
、
特
に
、
3
月
に
入
り
、

旅
行
の
と
り
や
め
が
急
増
し
た
。
1

〜
2
月
は
海
外
旅
行
の
ほ
う
が
「
と

り
や
め
た
旅
行
が
あ
っ
た
」
割
合
が

高
く
、
海
外
旅
行
に
対
す
る
危
機
感

が
先
行
し
て
い
た
が
、
3
月
に
な
る

と
海
外
旅
行
・
国
内
旅
行
で
ほ
ぼ
同

じ
割
合
と
な
っ
た
。
一
方
で
、「
当

初
の
予
定
通
り
実
施
し
た
旅
行
が
あ

っ
た
」
と
い
う
回
答
は
、
3
月
に
は

国
内
旅
行
・
海
外
旅
行
と
も
に
2
割

以
下
に
留
ま
っ
た
。（
図
1
）

　国
内
旅
行
実
施
予
定
者
の
う
ち
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

と
り
や
め
た
旅
行
が
あ
っ
た
」
と
回

答
し
た
割
合
は
、
1
月
は
男
女
と
も

に
10
代
が
3
割
超
と
最
も
高
く
、
50

代
以
上
は
2
割
未
満
に
留
ま
っ
た
。

一
方
、
2
月
か
ら
3
月
に
か
け
て
は

そ
の
傾
向
が
逆
転
し
、
10
〜
20
代
は

卒
業
な
ど
の
記
念
旅
行
の
影
響
な
の

か
他
年
代
に
比
べ
て
「
と
り
や
め
た

旅
行
が
あ
っ
た
」
割
合
が
低
く
、
30

〜
40
代
及
び
60
〜
70
代
は
高
く
な
っ

た
。
海
外
旅
行
に
お
い
て
も
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
旅

行
の
と
り
や
め
率
は
、
1
月
は
若
年

層
ほ
ど
高
く
、
2
〜
3
月
は
年
齢
が

上
が
る
に
つ
れ
て
高
ま
り
、
国
内
旅

行
と
同
じ
傾
向
が
み
ら
れ
た
。（
図

2
・
図
3
）

❷
旅
行
を
と
り
や
め
た
時
期

　2
月
に
実
施
予
定
だ
っ
た
旅
行
の

と
り
や
め
は
、
国
内
旅
行
は
予
定
者

の
約
5
割
、
海
外
旅
行
は
約
6
割
が

1
月
中
に
中
止
を
決
定
し
て
い
た
。

3
月
予
定
の
旅
行
の
と
り
や
め
は
、

国
内
旅
行
・
海
外
旅
行
と
も
に
1
月

中
の
中
止
決
定
が
1
〜
2
割
、
2
月

中
の
中
止
決
定
が
4
〜
5
割
弱
と
な

り
、
6
割
以
上
が
2
月
ま
で
に
中
止

を
決
定
し
た
。
国
内
旅
行
・
海
外
旅

行
と
も
に
同
じ
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
、

海
外
旅
行
の
ほ
う
が
や
や
早
め
に
と

り
や
め
を
決
定
し
て
い
る
。（
図
4
）

❸
旅
行
を
と
り
や
め
た
理
由

　実
施
を
と
り
や
め
た
理
由
は
、
す

べ
て
の
月
で
「
自
身
の
感
染
リ
ス
ク

を
避
け
る
た
め
」
が
最
も
多
く
、
約

8
割
を
占
め
た
。
続
く
「
〝
同
行

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
流
行
下
の

日
本
人
旅
行
者
の
動
向

J
T
B
F
旅
行
実
態
調
査
結
果
よ
り

公
益
財
団
法
人
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本
交
通
公
社

観
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域
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究
部

主
任
研
究
員

　

五
木
田
玲
子
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研
究
最
前
線
…
②

者
〞
や〝
旅
行
先
で
接
す
る
人
た
ち
〞

の
感
染
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
」
は
、

月
を
追
う
ご
と
に
高
ま
っ
て
い
る
。

「
自
粛
要
請
が
出
て
い
た
た
め
」
も

3
月
に
増
加
し
て
い
る
が
、
海
外
旅

行
よ
り
国
内
旅
行
の
ほ
う
が
高
い
傾

向
と
な
っ
た
。（
図
5
）
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図 2 国内旅行実施予定者のうち、
「新型コロナウイルスの影響でとりやめた旅行があった」と回答した割合（性・年代別）
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16.1
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図 3 海外旅行実施予定者のうち、
「新型コロナウイルスの影響でとりやめた旅行があった」と回答した割合（性・年代別）
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35.4

28.1

24.8
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25.3

図 4 観光・レクリエーション旅行のとりやめを決定した時期（新型コロナウイルスの影響で旅行をとりやめた人のみ）
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旅行
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1月（N=1,906）
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

71.7

21.2

6.9 7.2 17.1 30.5 28.8 9.5

11.4 9.4 19.9 25.8 25.3 8.2

27.9 35.2 15.6

32.5 25.3 31.2 10.9

28.3

78.6 21.4

図 新型コロナウイルスの影響による観光・レクリエーション旅行への影響（日帰り含む・旅行を計画していた人のみ）【複数回答】1
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　本
項
は
実
施
し
た
旅
行
（
ト
リ
ッ

プ
数
：
期
間
中
に
複
数
回
旅
行
し
た

人
は
旅
行
ご
と
に
回
答
）
を
対
象
に

集
計
し
た
。

❶
　旅
行
の
実
施
に
あ
た
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
予
定
に
変

更
が
生
じ
た
か
否
か
を
尋
ね
た
と
こ

ろ
、「
予
定
通
り
に
実
施
し
た
」
旅

行
件
数
の
割
合
は
月
を
追
う
ご
と
に

減
少
し
た
。
一
方
で
、「
旅
行
内
容

な
ど
予
定
を
変
更
し
た
」
旅
行
件
数

の
割
合
は
、
国
内
旅
行
・
海
外
旅
行

と
も
に
1
月
は
1
割
未
満
で
あ
っ
た

が
、
3
月
に
は
3
割
弱
に
増
加
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
旅
行
に
及

ぼ
し
た
影
響
は
、
国
内
旅
行
・
海
外

旅
行
と
も
に
同
じ
傾
向
で
あ
っ
た
。

（
図
6
）

「
予
定
通
り
に
実
施
し
た
」
割
合
は

国
内
旅
行
、
海
外
旅
行
と
も
に
、
1

月
は
男
女
と
も
に
10
代
で
6
〜
7
割

と
他
年
代
よ
り
低
く
、
若
年
層
は
早

い
段
階
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
敏
感
に
対
応
し
た
。（
図
7
・
8
）

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

変
更
し
た
内
容
は
、
国
内
旅
行
・
海

外
旅
行
と
も
に「
活
動
内
容
や
訪
問

先
」の
変
更
が
最
も
多
く
、
1
〜
2

月
は
次
い
で
「
泊
数
」
の
割
合
が
高

い
。
国
内
旅
行
で
は
1
・
5
〜
2
割

が
「
旅
行
先
を
海
外
か
ら
国
内
に
」
、

2
〜
2
・
5
割
が
「
旅
行
先
を
国
内

の
他
地
域
へ
」
と
、
あ
わ
せ
て
3
〜

4
割
が
旅
行
先
を
変
更
し
て
い
た
。

海
外
旅
行
も
、
旅
行
先
の
変
更
割
合

は
同
程
度
で
あ
っ
た
。（
図
9
）

❷
　旅
行
実
施
に
あ
た
っ
て
の
気
持
ち

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
不
安
は
感
じ
な

か
っ
た
」
と
い
う
回
答
は
国
内
旅

行
・
海
外
旅
行
と
も
に
1
月
に
は
6

割
を
超
え
て
い
た
が
、
3
月
に
は
3

割
を
下
回
り
、
1
月
の
半
分
以
下
と

な
っ
た
。
こ
れ
と
は
逆
に
、
国
内
旅

行
で
は
月
を
追
う
ご
と
に
「
旅
行
先

の
感
染
者
数
が
少
な
い
の
で
安
心
で

き
る
と
思
っ
た
」
「
ど
う
し
て
も
行

き
た
い
旅
行
だ
っ
た
」
「
旅
行
先
の

観
光
地
を
応
援
し
た
か
っ
た
」
な
ど

の
理
由
が
増
加
し
た
。（
図
10
）

　旅
行
を
実
施
し
た
感
想
に
つ
い
て

は
、「
平
常
時
の
旅
行
と
特
段
変
わ

ら
な
か
っ
た
」
割
合
は
、
1
月
は
国

内
旅
行
・
海
外
旅
行
と
も
に
8
割
程

度
だ
っ
た
が
、
3
月
に
は
4
割
ほ
ど

に
低
下
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
「
混

雑
が
な
く
快
適
だ
っ
た
」「
旅
行
先

で
歓
迎
さ
れ
た
」「
自
分
が
感
染
源

に
な
ら
な
い
か
心
配
だ
っ
た
」「
閑

散
と
し
て
い
て
寂
し
く
感
じ
た
」
な

ど
は
、
月
を
追
う
ご
と
に
増
加
し
た
。

（
図
11
）

❸
　1
月
に
実
施
し
た
旅
行
で
は
、
国

内
旅
行
・
海
外
旅
行
と
も
に
5
割
程

度
が
「
特
に
何
も
し
て
い
な
い
」
と

回
答
し
た
が
、
月
を
追
う
ご
と
に
何

ら
か
の
感
染
対
策
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
感
染
対
策
と
し
て
は
、

「
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
」「
手
洗
い
・

う
が
い
を
励
行
・
徹
底
す
る
」「
ア

ル
コ
ー
ル
除
菌
」
が
高
い
比
率
と
な

っ
て
い
る
。
す
べ
て
の
月
に
お
い
て
、

国
内
旅
行
の
ほ
う
が
感
染
対
策
を
行

っ
た
割
合
が
高
く
、
海
外
旅
行
よ
り

も
国
内
旅
行
中
の
感
染
対
策
が
厳
重

に
行
わ
れ
た
。（
図
12
）
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新
型
コ
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ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
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ロ
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行
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施
に
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っ
て
の
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・
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施
し
た
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想

図 5 観光・レクリエーション旅行をとりやめた理由（新型コロナウイルスの影響で旅行をとりやめた人のみ）【複数回答】

自身の感染リスクを避けるため
80.5 75.9
80.1 80.9

81.2 82.1

同行者の感染リスクを避けるため
49.4 45.5

53.2 52.7
58.0 58.0

旅行中や旅行先で接する人たちへの
感染リスクを避けるため

40.6 39.7
44.8 43.5

51.1 47.8

中止・延期するように
家族や友人等から言われたため

16.7 18.2
16.4 17.9

18.0 20.0

周りから非難されたくなかったため
17.6 14.9
16.4 15.2

18.6 18.0

自粛要請が出ていたため
（公的な要請、職場からの要請等）

18.0 15.7
21.2 18.1

34.6 27.8

現地で受入制限がかかっていた
（予定されていた）ため

7.2 7.4
6.3 8.8

10.0 14.9

現地までの交通手段に制限がかかったため
6.9 8.9

4.5 7.0
6.1 11.5

同行者が延期・中止したいと言ったため
12.1 11.8
12.0 11.6
12.7 13.2

イベントなどが中止になり、
旅行の目的がなくなったため

10.2 13.3
12.8 11.5

18.6 14.5

参加予定の旅行商品、
ツアー自体がなくなったため

6.7 8.9
5.6 6.8
5.4 8.2

新型コロナウイルスの影響で
経済的余裕がなくなったため

6.1 8.6
3.5 5.0
3.4 4.3

新型コロナウイルス対応で忙しくなったため
6.1 7.3

4.2 4.8
3.7 4.6

0.7 0.7
0.8 1.1
0.8 0.9

100% 80% 60% 40% 20% 0% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

国内
旅行

海外
旅行

1月（N=1,263）

2月（N=1,666）

3月（N=4,331）

1月（N=1,906）

2月（N=3,439）

3月（N=11,329）

図 6 新型コロナウイルスの影響による観光・レクリエーション旅行予定の変更有無
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海外
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旅行内容など
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27.0 26.6

1月（N=608）

2月（N=402）

3月（N=79）

1月（N=886）

2月（N=698）
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図 7 実施した国内旅行のうち、「予定通りに実施した」旅行の割合（性・年代別）
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87.0
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69.2

81.8
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63.2

69.4

78.4

86.3

77.1

50.0

63.4

77.8

73.7

59.5
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図 8 実施した海外旅行のうち、「予定通りに実施した」旅行の割合（性・年代別）
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図 9 新型コロナウイルスの影響で変更した旅行内容（新型コロナの影響で内容を変更した旅行のみ）【複数回答】
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17.9 14.3

泊数
28.8 39.6
28.3 34.0
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策
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
感
染
対
策
と
し
て
は
、

「
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
」「
手
洗
い
・

う
が
い
を
励
行
・
徹
底
す
る
」「
ア

ル
コ
ー
ル
除
菌
」
が
高
い
比
率
と
な

っ
て
い
る
。
す
べ
て
の
月
に
お
い
て
、

国
内
旅
行
の
ほ
う
が
感
染
対
策
を
行

っ
た
割
合
が
高
く
、
海
外
旅
行
よ
り

も
国
内
旅
行
中
の
感
染
対
策
が
厳
重

に
行
わ
れ
た
。（
図
12
）
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2
0
年

1
〜
3
月
期
の
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行
実
態

旅
行
先
で
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
策

実
施
し
た
旅
行
へ
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行

下
で
の
旅
行
実
施
に
あ
た
っ
て
の

気
持
ち
・
実
施
し
た
感
想

図 5 観光・レクリエーション旅行をとりやめた理由（新型コロナウイルスの影響で旅行をとりやめた人のみ）【複数回答】

自身の感染リスクを避けるため
80.5 75.9
80.1 80.9

81.2 82.1

同行者の感染リスクを避けるため
49.4 45.5

53.2 52.7
58.0 58.0

旅行中や旅行先で接する人たちへの
感染リスクを避けるため

40.6 39.7
44.8 43.5

51.1 47.8

中止・延期するように
家族や友人等から言われたため

16.7 18.2
16.4 17.9

18.0 20.0

周りから非難されたくなかったため
17.6 14.9
16.4 15.2

18.6 18.0

自粛要請が出ていたため
（公的な要請、職場からの要請等）

18.0 15.7
21.2 18.1

34.6 27.8

現地で受入制限がかかっていた
（予定されていた）ため

7.2 7.4
6.3 8.8

10.0 14.9

現地までの交通手段に制限がかかったため
6.9 8.9

4.5 7.0
6.1 11.5

同行者が延期・中止したいと言ったため
12.1 11.8
12.0 11.6
12.7 13.2

イベントなどが中止になり、
旅行の目的がなくなったため

10.2 13.3
12.8 11.5

18.6 14.5

参加予定の旅行商品、
ツアー自体がなくなったため

6.7 8.9
5.6 6.8
5.4 8.2

新型コロナウイルスの影響で
経済的余裕がなくなったため

6.1 8.6
3.5 5.0
3.4 4.3

新型コロナウイルス対応で忙しくなったため
6.1 7.3

4.2 4.8
3.7 4.6

0.7 0.7
0.8 1.1
0.8 0.9

100% 80% 60% 40% 20% 0% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

国内
旅行

海外
旅行

1月（N=1,263）

2月（N=1,666）

3月（N=4,331）

1月（N=1,906）

2月（N=3,439）

3月（N=11,329）

図 6 新型コロナウイルスの影響による観光・レクリエーション旅行予定の変更有無

国内
旅行

海外
旅行

予定通りに実施した

旅行内容など
予定を変更した

92.6 92.1
86.8 88.3

73.0 73.4

100% 80% 60% 40% 20% 0% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

7.4 7.9
13.2 11.7

27.0 26.6

1月（N=608）

2月（N=402）

3月（N=79）

1月（N=886）

2月（N=698）

3月（N=496）

図 7 実施した国内旅行のうち、「予定通りに実施した」旅行の割合（性・年代別）

男性
女性

男性10代
男性20代
男性30代
男性40代
男性50代
男性60代
男性70代
女性10代
女性20代
女性30代
女性40代
女性50代
女性60代
女性70代

1月 2月 3月
100%80%60%40%20%0%100%80%60%40%20%0%100%80%60%40%20%0%

91.6

93.7

76.5

86.8

87.1

93.5

93.8

96.9

96.6

63.6

89.1

90.6

94.9

94.2

98.6

97.5

85.8

88.0

90.9

78.3

75.4

91.1

91.4

88.1

91.9

90.9

87.3

87.9

87.8

91.4

85.4

87.0

75.7

69.2

81.8

73.8

63.2

69.4

78.4

86.3

77.1

50.0

63.4

77.8

73.7

59.5

76.9

72.4

図 8 実施した海外旅行のうち、「予定通りに実施した」旅行の割合（性・年代別）

男性
女性

男性10代
男性20代
男性30代
男性40代
男性50代
男性60代
男性70代
女性10代
女性20代
女性30代
女性40代
女性50代
女性60代
女性70代

1月 2月 3月
100%80%60%40%20%0%100%80%60%40%20%0%100%80%60%40%20%0%

91.9

92.3

72.7

84.6

91.4

88.7

94.2

97.8

100.0

70.0

90.6

91.4

86.0

98.2

94.7

94.8

89.3

87.2

57.1

87.5

72.4

83.3

100.0

97.2

100.0

80.0

77.4

84.8

91.7

89.3

89.7

93.1

75.0

71.4

0.0

77.8

50.0

66.7

88.9

100.0

80.0

50.0

42.9

100.0

62.5

85.7

83.3

100.0

図 9 新型コロナウイルスの影響で変更した旅行内容（新型コロナの影響で内容を変更した旅行のみ）【複数回答】

旅行先を
海外から国内へ

16.7
15.2

18.7

旅行先を
国内から海外へ

6.3
6.4

0.0

旅行先を
国内の他地域へ

25.8
19.6

23.9

旅行先を
海外の他地域へ

29.2
23.4

28.6

活動内容や訪問先
36.4 41.7

42.4 40.4
39.6 28.6

宿泊施設
15.2 20.8
15.2 27.7

17.9 14.3

泊数
28.8 39.6
28.3 34.0

23.1 19.0

交通手段
19.7 18.8

18.5 17.0
14.2 23.8

同行者
10.6 8.3

8.7 8.5
4.5 9.5

同行者の人数
6.1 4.2

8.7 12.8
4.5 0.0

その他
3.0 2.1

1.1 4.3
1.5 9.5

50% 40% 30% 20% 10% 0% 0% 10% 20% 30% 40% 50%

国内
旅行

海外
旅行

1月（N=48）

2月（N=47）

3月（N=21）

1月（N=66）

2月（N=92）

3月（N=134）
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❶
4
〜
6
月
の
旅
行
予
定

　4
〜
6
月
の
旅
行
予
定
を
尋
ね
た

と
こ
ろ
、
国
内
日
帰
り
旅
行
・
国
内

宿
泊
旅
行
・
海
外
旅
行
と
も
、「
い

ま
の
と
こ
ろ
実
施
予
定
」
と
い
う
回

答
は
1
％
程
度
に
留
ま
っ
た
。「
旅

行
に
行
き
た
い
が
、
ま
だ
予
定
を
決

め
て
い
な
い
」
と
旅
行
実
施
意
向
を

示
す
回
答
は
2
割
程
度
に
な
っ
た
。

国
内
宿
泊
旅
行
で
は
、「
既
に
中
止
・

延
期
を
決
定
」
が
1
・
5
割
を
占
め

た
。（
図
13
）

❷
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
収
束
後
の

旅
行
意
向
は
、
1
・
5
割
が
「
こ
れ

ま
で
以
上
に
旅
行
に
行
き
た
い
」、5

割
が
「
こ
れ
ま
で
と
同
程
度
、
旅
行

に
行
き
た
い
」
と
回
答
し
、
6
・
5

割
が
前
向
き
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
そ
の
一
方
で
、「
こ
れ
ま
で
の

よ
う
に
は
旅
行
に
行
き
た
く
な
い
」

「
全
く
旅
行
に
行
き
た
く
な
い
」
は

あ
わ
せ
て
1
割
を
占
め
、
旅
行
実
施

に
用
心
深
い
人
た
ち
も
一
定
数
み
ら

れ
た
。
ま
た
、「
わ
か
ら
な
い
」
と

回
答
し
た
1
割
強
の
人
は
、
今
後
の

情
勢
を
み
な
が
ら
慎
重
に
判
断
す
る

層
だ
と
考
え
ら
れ
る
。（
図
14
） 

性
・

年
代
別
に
み
る
と
、
10
代
で
は
男
女

と
も
に
「
こ
れ
ま
で
以
上
に
旅
行
に

行
き
た
い
」
が
3
割
を
超
え
、
他
年

代
に
比
べ
て
よ
り
積
極
的
な
旅
行
意

向
が
う
か
が
え
る
。
一
方
、
60
〜
70

代
女
性
で
は
「
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に

は
旅
行
に
行
き
た
く
な
い
」
が
8
％

程
度
占
め
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
旅
行

に
対
し
て
消
極
的
に
な
っ
た
割
合
が

他
年
代
に
比
べ
て
や
や
高
く
な
っ
て

い
る
。（
図
15
）

3
．今
後
の

旅
行
予
定
・
意
向

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

収
束
後
の
旅
行
意
向

図10 新型コロナウイルス流行下での旅行実施にあたっての気持ち（国内旅行を基準に上位10位まで）【複数回答】

新型コロナウイルスに対する
不安は感じなかった

66.4 64.5
37.0 33.3

26.2

13.9
19.8
19.8

30.2
26.8

19.0

8.2
14.6

21.0
6.7

12.9
18.3

4.3
9.9

11.5
6.5

8.7
6.3

3.3
7.9

12.7
6.5
6.7

8.1
3.4

7.3
11.9

26.6
24.5
23.9

7.6
10.9

20.4
26.6

9.7
27.9

22.8
5.8

15.2
15.2

1.3
7.2

11.4
6.9

8.7
7.6

3.1
3.0

5.1
6.3

9.2
2.5

4.4
8.5

11.4

今の状況では自分に
あまりかかわりはないと思った

心配しても仕方がないと思った

旅行先の感染者数が少ないので
安心できると思った

どうしても行きたい旅行だった

外国人観光客が少ないと思った

自分は感染しないと思った

旅行先の観光地を応援したかった

旅行先には迷惑はかからないと思った

旅行の実施有無は同行者の考えに応じた

100% 80% 60% 40% 20% 0% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

国内
旅行

海外
旅行

1月（N=608）

2月（N=402）

3月（N=79）

1月（N=886）

2月（N=698）

3月（N=496）

図11 新型コロナウイルス流行下で実施した旅行の感想【複数回答】

平常時の旅行と特段変わらなかった

混雑がなく快適だった

旅行先で歓迎された

新型コロナへの感染が不安だった

新型コロナの感染を気にして
疲れてしまった

自分が新型コロナの感染源に
ならないか心配だった

閑散としていて寂しく感じた

当初の想定より混雑していた

通常営業していない店舗・施設があり
残念だった

旅行先で快く思われなかったのではと
不安になった

旅行後に周囲から批判された

旅行後の待機要請への対応が大変だった

その他

100% 80% 60% 40% 20% 0% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

82.1 79.1
60.6 60.4

44.0

11.3
12.0
13.1

14.2
25.1

36.7

7.6
17.3

26.2
5.0

9.5
9.3

5.5
11.5

14.7
4.4

9.6
19.4

6.1
9.6

12.1
3.6

5.0
13.7

2.0
3.0

3.8
1.2
2.0
2.0
1.1
0.7
0.6
0.9
0.6
1.0

45.6
16.0

27.9
41.8

14.6
15.7

22.8
8.9

21.1
17.7

6.1
8.7

7.6
5.1

13.2
13.9

3.1
6.5

11.4
6.4
6.2

3.8
3.0

4.2
5.1

2.3
7.7

6.3
1.5

3.5
5.1

1.5
1.7

0.0
2.5
3.7

2.5

国内
旅行

海外
旅行

1月（N=608）

2月（N=402）

3月（N=79）

1月（N=886）

2月（N=698）

3月（N=496）

図12 旅行先での新型コロナウイルス対応策【複数回答】

マスクを着用する

アルコール除菌剤（スプレーやシート等）
を携行する

（訪問先に設置されている）
アルコール除菌スプレーを励行・徹底する

手洗い・うがいを励行・徹底する

不特定多数が触れる箇所
（ドアノブや手すりなど）をなるべく触らない

換気の悪い密閉空間を避ける

多数が集まる密集空間を避ける

間近で会話が発生する密接空間を避ける

周囲の人との間隔をあける
（ソーシャルディスタンス）
食事の際の安全性を確保する

（ビュッフェを避ける、食べ歩きを避ける等）

その他

特に何もしていない

100% 80% 60% 40% 20% 0% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

36.1 33.4
59.7 60.7

75.0

18.6
37.2

54.6

22.9
40.7

51.8

30.8
53.4

64.7
11.2

24.1
34.7

11.5
24.1

39.5
10.9

23.4
41.9

7.4
16.0

30.0
8.2

17.9
32.7

7.4
15.3

29.0
1.0
0.4
0.6

47.4
19.5

9.1

58.2
24.7

47.5
54.4

14.8
31.1

32.9
28.8

49.8
57.0

11.0
22.9

21.5
10.7

18.9
22.8

10.5
16.7

21.5
9.2

13.9
15.2

7.6
11.7

21.5
7.1

9.5
10.1

1.6
1.0
0.0

48.7
17.7

15.2

国内
旅行

海外
旅行

1月（N=608）

2月（N=402）

3月（N=79）

1月（N=886）

2月（N=698）

3月（N=496）

図13 この先の3ヶ月間（2020年4～6月）の観光・レクリエーション旅行の予定【複数回答】
0% 5% 10% 15% 20%

新型コロナウイルスの影響は関係なく、
中止・延期を決定・検討している旅行がある

旅行に行きたいが、まだ予定を決めていない

既に中止・延期を決定
中止・延期を検討している
計画することを躊躇している

いまのところ実施予定

既に中止・延期を決定
中止・延期を検討している
計画することを躊躇している

いまのところ実施予定

既に中止・延期を決定
中止・延期を検討している
計画することを躊躇している

いまのところ実施予定

国内
日帰り
旅行

国内
宿泊
旅行

海外
旅行

もともと
旅行に行く
予定はない

55.6

1.4
2.0

1.0
3.3

0.8
6.1

2.0
6.5

1.6
8.3

3.0
14.9

0.5

17.5

図14 新型コロナウイルス収束後の旅行意向
これまで以上に
旅行に行きたい

これまでと同程度、
旅行に行きたい

これまでのようには
旅行に行きたくない

（旅行頻度、回数を減らしたい）

全く旅行に行きたくない

新型コロナウイルスが
流行する以前も、

あまり旅行はしていない

わからない

12.6

12.1

3.4

5.9

51.0

15.1

図15 新型コロナウイルス収束後の旅行意向（性・年代別で）
0% 25% 50% 75% 100%

男性

男性10代

男性20代

男性30代

男性40代

男性50代

男性60代

男性70代

女性

女性10代

女性20代

女性30代

女性40代

女性50代

女性60代

女性70代

これまでと同程度、
旅行に行きたい

これまで以上に
旅行に行きたい

これまでのようには旅行に行きたくない
（旅行頻度、回数を減らしたい）

全く旅行に
行きたくない

新型コロナウイルスが流行する以前も、
あまり旅行はしていない わからない

11.1 56.3 6.1 3.7 10.1 12.7

16.0 51.4 5.5 3.7 10.8 12.5

33.7 34.5 5.7 4.2 10.7 11.1

26.7 46.7 6.5 2.8 8.6 8.7

19.1 52.3 5.9 2.8 10.3 9.6

14.2 51.6 5.3 4.0 11.7 13.2

13.0 50.0 4.7 4.3 12.4 15.6

13.7 53.6 5.2 4.0 10.4 13.1

10.8 51.2 8.4 4.0 11.3 14.2

35.0 37.6 3.5

2.22.2

13.5 8.2

23.7 54.9 5.1

1.41.4

8.4 6.5

15.5 55.9 5.7

1.91.9

12.1 8.8

11.1 50.8 5.8 3.0 15.0 14.1

11.6 46.0 5.7 3.8 17.2 15.7

12.1 49.2 7.9 3.3 12.8 14.7

0% 25% 50% 75% 100%

14.2 50.5 6.3 3.0 13.4 12.6

60
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に
は
旅
行
に
行
き
た
く
な
い
」

「
全
く
旅
行
に
行
き
た
く
な
い
」
は

あ
わ
せ
て
1
割
を
占
め
、
旅
行
実
施

に
用
心
深
い
人
た
ち
も
一
定
数
み
ら

れ
た
。
ま
た
、「
わ
か
ら
な
い
」
と

回
答
し
た
1
割
強
の
人
は
、
今
後
の

情
勢
を
み
な
が
ら
慎
重
に
判
断
す
る

層
だ
と
考
え
ら
れ
る
。（
図
14
） 

性
・

年
代
別
に
み
る
と
、
10
代
で
は
男
女

と
も
に
「
こ
れ
ま
で
以
上
に
旅
行
に

行
き
た
い
」
が
3
割
を
超
え
、
他
年

代
に
比
べ
て
よ
り
積
極
的
な
旅
行
意

向
が
う
か
が
え
る
。
一
方
、
60
〜
70

代
女
性
で
は
「
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に

は
旅
行
に
行
き
た
く
な
い
」
が
8
％

程
度
占
め
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
旅
行

に
対
し
て
消
極
的
に
な
っ
た
割
合
が

他
年
代
に
比
べ
て
や
や
高
く
な
っ
て

い
る
。（
図
15
）

3
．今
後
の

旅
行
予
定
・
意
向

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

収
束
後
の
旅
行
意
向

図10 新型コロナウイルス流行下での旅行実施にあたっての気持ち（国内旅行を基準に上位10位まで）【複数回答】

新型コロナウイルスに対する
不安は感じなかった
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今の状況では自分に
あまりかかわりはないと思った

心配しても仕方がないと思った

旅行先の感染者数が少ないので
安心できると思った

どうしても行きたい旅行だった

外国人観光客が少ないと思った

自分は感染しないと思った

旅行先の観光地を応援したかった

旅行先には迷惑はかからないと思った

旅行の実施有無は同行者の考えに応じた
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図11 新型コロナウイルス流行下で実施した旅行の感想【複数回答】

平常時の旅行と特段変わらなかった

混雑がなく快適だった

旅行先で歓迎された

新型コロナへの感染が不安だった

新型コロナの感染を気にして
疲れてしまった

自分が新型コロナの感染源に
ならないか心配だった

閑散としていて寂しく感じた

当初の想定より混雑していた

通常営業していない店舗・施設があり
残念だった

旅行先で快く思われなかったのではと
不安になった

旅行後に周囲から批判された

旅行後の待機要請への対応が大変だった

その他
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図12 旅行先での新型コロナウイルス対応策【複数回答】

マスクを着用する

アルコール除菌剤（スプレーやシート等）
を携行する

（訪問先に設置されている）
アルコール除菌スプレーを励行・徹底する

手洗い・うがいを励行・徹底する

不特定多数が触れる箇所
（ドアノブや手すりなど）をなるべく触らない

換気の悪い密閉空間を避ける

多数が集まる密集空間を避ける

間近で会話が発生する密接空間を避ける

周囲の人との間隔をあける
（ソーシャルディスタンス）
食事の際の安全性を確保する

（ビュッフェを避ける、食べ歩きを避ける等）

その他

特に何もしていない
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図13 この先の3ヶ月間（2020年4～6月）の観光・レクリエーション旅行の予定【複数回答】
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図14 新型コロナウイルス収束後の旅行意向
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これまでと同程度、
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これまでのようには
旅行に行きたくない

（旅行頻度、回数を減らしたい）

全く旅行に行きたくない

新型コロナウイルスが
流行する以前も、

あまり旅行はしていない

わからない
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図15 新型コロナウイルス収束後の旅行意向（性・年代別で）
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あまり旅行はしていない わからない
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❶
　コ
ロ
ナ
禍
の
旅
行
実
施
に
影
響
を

も
た
ら
す
要
因
の
1
つ
と
し
て
「
家

計
に
関
す
る
こ
と
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
家
計

へ
の
影
響
を
性
別
に
み
る
と
、
男
女

と
も
に
「
や
や
影
響
が
あ
る
」
が
最

も
高
い
割
合
を
占
め
た
。「
か
な
り

影
響
が
あ
る
」
と
あ
わ
せ
る
と
、
半

数
以
上
に
家
計
へ
の
影
響
が
あ
っ
た

こ
と
に
な
る
。
年
代
別
に
み
る
と
、

20
代
か
ら
70
代
に
か
け
て
「
影
響
が

あ
る
（
か
な
り
影
響
が
あ
る
＋
や
や

影
響
が
あ
る
）
」
と
答
え
た
割
合
は

山
型
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
40
代
に

対
す
る
家
計
へ
の
影
響
が
最
も
大
き

い
。「
影
響
は
な
い
（
あ
ま
り
影
響
は

な
い
＋
全
く
影
響
は
な
い
）」と
答
え

た
割
合
が
最
も
高
い
の
は
70
代
で
、

男
女
と
も
に
3
割
を
超
え
た
。
年
代

に
よ
っ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
家
計
へ
の
影
響
の
差
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
。（
図
16
）

「
心
理
面
に
関
す
る
こ
と
」
も
要
因

と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
対
す
る
不
安
の

度
合
い
を
性
別
に
み
る
と
、
女
性
の

ほ
う
が
「
と
て
も
不
安
を
感
じ
て
い

る
」
と
答
え
た
割
合
が
1
割
以
上
高

く
、
よ
り
強
い
不
安
を
感
じ
て
い
る
。

ま
た
、
男
女
と
も
に
年
代
が
上
が
る

に
つ
れ
、
「
不
安
を
感
じ
て
い
る

（
と
て
も
不
安
を
感
じ
て
い
る
＋
や

や
不
安
を
感
じ
て
い
る
）
」
と
答
え

た
割
合
が
高
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。

（
図
17
）
具
体
的
な
不
安
に
つ
い
て

は
、
ど
の
年
代
に
お
い
て
も
「
自
分

や
家
族
の
感
染
」
が
最
も
高
い
割
合

を
占
め
て
お
り
、
「
長
期
化
・
先
が

見
え
な
い
こ
と
」
「
日
本
経
済
の
低

迷
」
「
医
療
の
崩
壊
」
と
続
く
。
こ

れ
ら
の
不
安
は
、
年
代
が
上
が
る
に

つ
れ
高
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
30
〜

40
代
は
「
家
計
の
困
窮
」
「
身
の
回

り
の
社
会
経
済
の
低
迷
」
な
ど
身
の

回
り
の
生
活
環
境
へ
の
不
安
が
他
年

代
に
比
べ
て
高
く
な
っ
て
い
る
。
高

齢
者
ほ
ど
「
日
本
経
済
の
低
迷
」

「
世
界
経
済
の
低
迷
」
な
ど
の
社
会

全
般
の
動
向
を
不
安
視
し
て
い
る
。

（
図
18
）

❷
　4
〜
6
月
の
旅
行
予
定
に
つ
い
て

は
図
13
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
国
内
宿
泊
旅
行
に
着
目
し

て
分
析
を
行
っ
た
。
国
内
宿
泊
旅
行

の
予
定
状
況
を
性
･
年
代
別
に
み
る

と
、
女
性
よ
り
も
男
性
の
ほ
う
が
、

「
中
止
・
延
期
を
決
定
ま
た
は
検

討
」
と
と
も
に
「
い
ま
の
と
こ
ろ
実

施
予
定
」
の
割
合
も
高
く
、
旅
行
を

具
体
的
に
計
画
し
て
い
る
比
率
が
高

い
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、

と
り
わ
け
男
性
50
代
以
上
に
顕
著
に

み
ら
れ
る
。（
図
19
）

　国
内
宿
泊
旅
行
を
〝
中
止
･
延
期

し
た
層
〞
と
〝
実
施
予
定
の
層
〞
と

で
家
計
へ
の
影
響
度
に
差
が
あ
る
の

か
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
統
計
的
に

有
意
差
は
み
ら
れ
な
か
っ
た

（p>
0
.0

5

）。（
図
20
）ま
た
、
不
安
度

に
差
が
あ
る
の
か
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
統
計
的
に
有
意
差
が
み
ら
れ

（p<
0
.0

5

）、〝
実
施
予
定
の
層
〞
よ

り
〝
中
止
･
延
期
し
た
層
〞
の
ほ
う

が
大
き
な
不
安
を
抱
え
て
い
た
。

（
図
21
）
さ
ら
に
、
具
体
的
な
不
安

内
容
の
差
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
統
計

的
に
有
意
差
の
あ
る
項
目
が
複
数
み

ら
れ（p<0.05

）、 〝
中
止
・
延
期
し
た

層
〞の
ほ
う
が
、「
医
療
の
崩
壊
」「
今
後

の
生
活
形
態
の
変
容
」「
身
の
回
り
の

社
会
経
済
の
低
迷
」「
家
計
の
困
窮
」

「
必
要
な
日
用
品
の
入
手
困
難
」「
会

社
や
学
校
の
再
開
時
期
が
不
透
明
」

な
ど
の
身
の
回
り
の
環
境
に
対
す
る

不
安
を
挙
げ
た
。（
図
22
）

❸
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
収
束
後
の

旅
行
意
向
を
性
･
年
代
別
に
み
る
と
、

男
性
20
〜
30
代
、
女
性
10
〜
30
代
の

7
割
以
上
が
「
旅
行
に
行
き
た
い
」

と
回
答
し
、
旅
行
に
前
向
き
な
意
向

を
示
し
た
。
一
方
、
60
代
以
上
の
女

性
の
1
割
強
が
「
旅
行
に
行
き
た
く

な
い
」
と
回
答
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

を
経
て
旅
行
に
消
極
的
に
な
っ
た
割

合
が
他
年
代
に
比
べ
て
や
や
高
く
な

っ
て
い
る
。
女
性
は
年
代
が
あ
が
る

に
つ
れ
て
、「
旅
行
に
行
き
た
く
な

い
」
と
回
答
す
る
割
合
が
高
ま
っ
た
。

（
図
23
）

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
収
束
後
の

旅
行
意
向
と
コ
ロ
ナ
禍
の
家
計
へ
の

影
響
度
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
統
計
的

に
有
意
な
差
が
み
ら
れ（p<0.05

）、

〝
旅
行
に
行
き
た
く
な
い
層
〞
の
ほ

う
が
家
計
へ
の
影
響
度
が
大
き
い
こ

と
が
わ
か
っ
た
。（
図
24
）
一
方
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
収
束
後
の
旅
行

意
向
と
不
安
度
を
比
較
す
る
と
、
統

計
的
に
有
意
な
差
は
み
ら
れ
な
か
っ

た（p
>
0
.0

5

）。（
図
25
）
不
安
の
有

無
と
旅
行
意
向
に
は
有
意
差
は
な
い

が
、
具
体
的
な
不
安
内
容
は
そ
れ
ぞ

れ
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た（p<0.05

）。

「
自
分
や
家
族
の
感
染
」「
長
期
化
・

先
が
見
え
な
い
こ
と
」「
日
本
経
済
の

低
迷
」「
医
療
の
崩
壊
」「
外
出
自
粛
な

ど
今
後
の
生
活
形
態
の
変
容
」「
世

界
経
済
の
低
迷
」「
身
の
回
り
の
社

会
の
経
済
の
低
迷
」「
会
社
や
学
校

の
再
開
時
期
が
不
透
明
」「
観
光
地

の
衰
退
」
に
お
い
て
は
、〝
旅
行
に

行
き
た
い
層
〞
の
ほ
う
が
不
安
を
抱

い
て
い
る
。〝
旅
行
に
行
き
た
い

層
〞
も
多
く
の
不
安
を
挙
げ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
不
安
は
感
じ

な
が
ら
も
旅
行
意
向
を
妨
げ
る
要
因

に
は
な
っ
て
い
な
い
、
言
い
換
え
る

と
、
具
体
的
な
不
安
を
意
識
し
つ
つ

も
旅
行
に
行
き
た
い
と
言
え
る
。
一

方
で
、「
家
計
の
困
窮
」「
必
要
な
日
用

品
の
入
手
困
難
」

 

「
行
政
の
対
応
」「
政
治

の
あ
り
方
」 「
社
会
の
価
値
観
の
変
容
」 

「
自
分
や
家
族
の
社
会
か
ら
の
孤
立
」 

「
生
き
る
こ
と
へ
の
希
望
の
喪
失
」で
は
、

〝
旅
行
に
行
き
た
く
な
い
層
〞の
ほ
う

が
不
安
を
挙
げ
た
。（
図
26
）

4
．家
計
や
心
理
面
が

旅
行
予
定
・
意
向

に
与
え
る
影
響

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

旅
行
の
実
施
に
影
響
を
も
た
ら
す

と
考
え
ら
れ
る
2
つ
の
要
因

こ
の
先（
4
〜
6
月
）の

旅
行
予
定
と
家
計
や

心
理
面
と
の
関
係

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

収
束
後
の
旅
行
意
向
と

家
計
や
心
理
面
と
の
関
係

注1）ここでは、「新型コロナウイルスの影響に
より国内宿泊旅行を中止・延期を決定ま
たは検討している」と「いまのところ実施
予定」のいずれか1つを選択した回答者
を分析対象とした（重複回答は対象外）。

注2）家計への影響度を得点化し（1：かなり影
響がある、2：やや影響がある、3：どちら
でもない 4：あまり影響はない、5：全く影
響はない）、検定を行った。

注3）家計への影響度を得点化し（1：かなり影
響がある、2：やや影響がある、3：どちら
でもない 4：あまり影響はない、5：全く影
響はない）、検定を行った。

注
1
・
2

注
1
・
2

注
1

注
3

注
3

図16 新型コロナウイルスの流行による家計への影響（性・年代別）
0% 25% 50% 75% 100%

男性

男性10代

男性20代

男性30代

男性40代

男性50代

男性60代

男性70代

女性

女性10代

女性20代

女性30代

女性40代

女性50代

女性60代

女性70代

0% 25% 50% 75% 100%

17.4 36.5 22.0 17.9 6.2

21.7 35.1 21.8 14.9 6.4

16.6 35.9 20.7 18.5 8.4
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22.9 40.4 18.1 14.7 3.9

20.4 37.8 21.1 16.3 4.4

14.9 35.3 22.9 21.3 5.7

10.5 30.5 25.9 25.8 7.3

18.6 37.3 20.2 18.7 5.3

やや影響があるかなり影響がある どちらともいえない あまり影響はない 全く影響はない

図17 新型コロナウイルスの流行に対する不安（性・年代別）
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男性10代

男性20代

男性30代

男性40代

男性50代
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男性70代

女性

女性10代

女性20代

女性30代

女性40代

女性50代

女性60代

女性70代

0% 25% 50% 75% 100%

とても不安を感じている やや不安を感じている どちらともいえない あまり不安を感じていない まったく不安を感じていない
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図18 新型コロナウイルスの流行に関する不安の内容（不安を感じている人のみ）【複数回答】

全体　
10代
20代
30代
40代
50代
60代
70代
10代
20代
30代
40代
50代
60代
70代

男
性

女
性

自
分
や
家
族
の
収
入
の

減
少
や
失
業
な
ど
に
よ
る

家
計
の
困
窮

世
界
経
済
の
低
迷

外
出
自
粛
な
ど

今
後
の
生
活
形
態
の
変
容

医
療
の
崩
壊

日
本
経
済
の
低
迷

長
期
化・

先
が
見
え
な
い
こ
と

自
分
や
家
族
の
感
染

身
の
回
り
の

社
会
の
経
済
の
低
迷

必
要
な
日
用
品
の

入
手
困
難

行
政
の
対
応

会
社
や
学
校
の

再
開
時
期
が
不
透
明

観
光
地
の
衰
退

政
治
の
あ
り
方

社
会
の
価
値
観
の
変
容

自
分
や
家
族
の

社
会
か
ら
の
孤
立

生
き
る
こ
と
へ
の

希
望
の
喪
失

そ
の
他

62



❶
　コ
ロ
ナ
禍
の
旅
行
実
施
に
影
響
を

も
た
ら
す
要
因
の
1
つ
と
し
て
「
家

計
に
関
す
る
こ
と
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
家
計

へ
の
影
響
を
性
別
に
み
る
と
、
男
女

と
も
に
「
や
や
影
響
が
あ
る
」
が
最

も
高
い
割
合
を
占
め
た
。「
か
な
り

影
響
が
あ
る
」
と
あ
わ
せ
る
と
、
半

数
以
上
に
家
計
へ
の
影
響
が
あ
っ
た

こ
と
に
な
る
。
年
代
別
に
み
る
と
、

20
代
か
ら
70
代
に
か
け
て
「
影
響
が

あ
る
（
か
な
り
影
響
が
あ
る
＋
や
や

影
響
が
あ
る
）
」
と
答
え
た
割
合
は

山
型
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
40
代
に

対
す
る
家
計
へ
の
影
響
が
最
も
大
き

い
。「
影
響
は
な
い
（
あ
ま
り
影
響
は

な
い
＋
全
く
影
響
は
な
い
）」と
答
え

た
割
合
が
最
も
高
い
の
は
70
代
で
、

男
女
と
も
に
3
割
を
超
え
た
。
年
代

に
よ
っ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
家
計
へ
の
影
響
の
差
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
。（
図
16
）

「
心
理
面
に
関
す
る
こ
と
」
も
要
因

と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
対
す
る
不
安
の

度
合
い
を
性
別
に
み
る
と
、
女
性
の

ほ
う
が
「
と
て
も
不
安
を
感
じ
て
い

る
」
と
答
え
た
割
合
が
1
割
以
上
高

く
、
よ
り
強
い
不
安
を
感
じ
て
い
る
。

ま
た
、
男
女
と
も
に
年
代
が
上
が
る

に
つ
れ
、
「
不
安
を
感
じ
て
い
る

（
と
て
も
不
安
を
感
じ
て
い
る
＋
や

や
不
安
を
感
じ
て
い
る
）
」
と
答
え

た
割
合
が
高
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。

（
図
17
）
具
体
的
な
不
安
に
つ
い
て

は
、
ど
の
年
代
に
お
い
て
も
「
自
分

や
家
族
の
感
染
」
が
最
も
高
い
割
合

を
占
め
て
お
り
、
「
長
期
化
・
先
が

見
え
な
い
こ
と
」
「
日
本
経
済
の
低

迷
」
「
医
療
の
崩
壊
」
と
続
く
。
こ

れ
ら
の
不
安
は
、
年
代
が
上
が
る
に

つ
れ
高
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
30
〜

40
代
は
「
家
計
の
困
窮
」
「
身
の
回

り
の
社
会
経
済
の
低
迷
」
な
ど
身
の

回
り
の
生
活
環
境
へ
の
不
安
が
他
年

代
に
比
べ
て
高
く
な
っ
て
い
る
。
高

齢
者
ほ
ど
「
日
本
経
済
の
低
迷
」

「
世
界
経
済
の
低
迷
」
な
ど
の
社
会

全
般
の
動
向
を
不
安
視
し
て
い
る
。

（
図
18
）

❷
　4
〜
6
月
の
旅
行
予
定
に
つ
い
て

は
図
13
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
国
内
宿
泊
旅
行
に
着
目
し

て
分
析
を
行
っ
た
。
国
内
宿
泊
旅
行

の
予
定
状
況
を
性
･
年
代
別
に
み
る

と
、
女
性
よ
り
も
男
性
の
ほ
う
が
、

「
中
止
・
延
期
を
決
定
ま
た
は
検

討
」
と
と
も
に
「
い
ま
の
と
こ
ろ
実

施
予
定
」
の
割
合
も
高
く
、
旅
行
を

具
体
的
に
計
画
し
て
い
る
比
率
が
高

い
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、

と
り
わ
け
男
性
50
代
以
上
に
顕
著
に

み
ら
れ
る
。（
図
19
）

　国
内
宿
泊
旅
行
を
〝
中
止
･
延
期

し
た
層
〞
と
〝
実
施
予
定
の
層
〞
と

で
家
計
へ
の
影
響
度
に
差
が
あ
る
の

か
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
統
計
的
に

有
意
差
は
み
ら
れ
な
か
っ
た

（p>
0
.0

5

）。（
図
20
）ま
た
、
不
安
度

に
差
が
あ
る
の
か
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
統
計
的
に
有
意
差
が
み
ら
れ

（p<
0
.0

5

）、〝
実
施
予
定
の
層
〞
よ

り
〝
中
止
･
延
期
し
た
層
〞
の
ほ
う

が
大
き
な
不
安
を
抱
え
て
い
た
。

（
図
21
）
さ
ら
に
、
具
体
的
な
不
安

内
容
の
差
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
統
計

的
に
有
意
差
の
あ
る
項
目
が
複
数
み

ら
れ（p<0.05

）、 〝
中
止
・
延
期
し
た

層
〞の
ほ
う
が
、「
医
療
の
崩
壊
」「
今
後

の
生
活
形
態
の
変
容
」「
身
の
回
り
の

社
会
経
済
の
低
迷
」「
家
計
の
困
窮
」

「
必
要
な
日
用
品
の
入
手
困
難
」「
会

社
や
学
校
の
再
開
時
期
が
不
透
明
」

な
ど
の
身
の
回
り
の
環
境
に
対
す
る

不
安
を
挙
げ
た
。（
図
22
）

❸
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
収
束
後
の

旅
行
意
向
を
性
･
年
代
別
に
み
る
と
、

男
性
20
〜
30
代
、
女
性
10
〜
30
代
の

7
割
以
上
が
「
旅
行
に
行
き
た
い
」

と
回
答
し
、
旅
行
に
前
向
き
な
意
向

を
示
し
た
。
一
方
、
60
代
以
上
の
女

性
の
1
割
強
が
「
旅
行
に
行
き
た
く

な
い
」
と
回
答
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

を
経
て
旅
行
に
消
極
的
に
な
っ
た
割

合
が
他
年
代
に
比
べ
て
や
や
高
く
な

っ
て
い
る
。
女
性
は
年
代
が
あ
が
る

に
つ
れ
て
、「
旅
行
に
行
き
た
く
な

い
」
と
回
答
す
る
割
合
が
高
ま
っ
た
。

（
図
23
）

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
収
束
後
の

旅
行
意
向
と
コ
ロ
ナ
禍
の
家
計
へ
の

影
響
度
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
統
計
的

に
有
意
な
差
が
み
ら
れ（p<0.05

）、

〝
旅
行
に
行
き
た
く
な
い
層
〞
の
ほ

う
が
家
計
へ
の
影
響
度
が
大
き
い
こ

と
が
わ
か
っ
た
。（
図
24
）
一
方
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
収
束
後
の
旅
行

意
向
と
不
安
度
を
比
較
す
る
と
、
統

計
的
に
有
意
な
差
は
み
ら
れ
な
か
っ

た（p
>
0
.0

5

）。（
図
25
）
不
安
の
有

無
と
旅
行
意
向
に
は
有
意
差
は
な
い

が
、
具
体
的
な
不
安
内
容
は
そ
れ
ぞ

れ
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た（p<0.05

）。

「
自
分
や
家
族
の
感
染
」「
長
期
化
・

先
が
見
え
な
い
こ
と
」「
日
本
経
済
の

低
迷
」「
医
療
の
崩
壊
」「
外
出
自
粛
な

ど
今
後
の
生
活
形
態
の
変
容
」「
世

界
経
済
の
低
迷
」「
身
の
回
り
の
社

会
の
経
済
の
低
迷
」「
会
社
や
学
校

の
再
開
時
期
が
不
透
明
」「
観
光
地

の
衰
退
」
に
お
い
て
は
、〝
旅
行
に

行
き
た
い
層
〞
の
ほ
う
が
不
安
を
抱

い
て
い
る
。〝
旅
行
に
行
き
た
い

層
〞
も
多
く
の
不
安
を
挙
げ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
不
安
は
感
じ

な
が
ら
も
旅
行
意
向
を
妨
げ
る
要
因

に
は
な
っ
て
い
な
い
、
言
い
換
え
る

と
、
具
体
的
な
不
安
を
意
識
し
つ
つ

も
旅
行
に
行
き
た
い
と
言
え
る
。
一

方
で
、「
家
計
の
困
窮
」「
必
要
な
日
用

品
の
入
手
困
難
」

 

「
行
政
の
対
応
」「
政
治

の
あ
り
方
」 「
社
会
の
価
値
観
の
変
容
」 

「
自
分
や
家
族
の
社
会
か
ら
の
孤
立
」 

「
生
き
る
こ
と
へ
の
希
望
の
喪
失
」で
は
、

〝
旅
行
に
行
き
た
く
な
い
層
〞の
ほ
う

が
不
安
を
挙
げ
た
。（
図
26
）

4
．家
計
や
心
理
面
が

旅
行
予
定
・
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図16 新型コロナウイルスの流行による家計への影響（性・年代別）
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図17 新型コロナウイルスの流行に対する不安（性・年代別）
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図18 新型コロナウイルスの流行に関する不安の内容（不安を感じている人のみ）【複数回答】
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図 26 収束後の旅行意向別にみた不安の内容（不安を感じている人のみ）【複数回答】
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図 23 新型コロナウイルス収束後の旅行意向（性・年代別）
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図 24 収束後の旅行意向別にみた新型コロナウイルスの流行による家計への影響度

図 25 収束後の旅行意向別にみた新型コロナウイルスの流行に対する不安度
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図19 4～6月の国内宿泊観光・レクリエーション旅行の予定状況（性・年代別）
0% 5% 10% 15% 20%

男性

男性10代

男性20代

男性30代

男性40代

男性50代

男性60代

男性70代

女性

女性10代

女性20代

女性30代

女性40代

女性50代

女性60代

女性70代

2.0
17.4

1.3
10.9

1.2
15.5

0.7
11.7

0% 5% 10% 15% 20%

1.7
19.6

1.4
18.3

1.7
18.7

0.6
16.1

1.7
15.7

0.9
13.8

2.2
16.4

1.4
15.0

2.2
19.1

1.3
16.5

2.7
18.3

1.9
15.9

いまのところ実施予定中止・延期を決定または検討

57.1 35.2 4.5 2.7

39.1 40.1 9.0 7.6 4.2

図 21 4～6月の国内宿泊観光・レクリエーション旅行の予定状況別にみた新型コロナウイルスの流行に対する不安度
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図 20 4～6月の国内宿泊観光・レクリエーション旅行の予定状況別にみた新型コロナウイルスの流行による家計への影響度
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図 26 収束後の旅行意向別にみた不安の内容（不安を感じている人のみ）【複数回答】
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図 23 新型コロナウイルス収束後の旅行意向（性・年代別）
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図 24 収束後の旅行意向別にみた新型コロナウイルスの流行による家計への影響度

図 25 収束後の旅行意向別にみた新型コロナウイルスの流行に対する不安度
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図19 4～6月の国内宿泊観光・レクリエーション旅行の予定状況（性・年代別）
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いまのところ実施予定中止・延期を決定または検討
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図 21 4～6月の国内宿泊観光・レクリエーション旅行の予定状況別にみた新型コロナウイルスの流行に対する不安度
0% 20% 40% 60% 80% 100%

中止・延期を
決定または検討
（N=7,944）

いまのところ
実施予定
（N=501）

とても不安を感じている やや不安を感じている どちらでもない あまり不安を感じていない 全く不安を感じていない

図 20 4～6月の国内宿泊観光・レクリエーション旅行の予定状況別にみた新型コロナウイルスの流行による家計への影響度
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図 22 4～6月の国内宿泊観光・レクリエーション旅行の予定状況別にみた不安の内容（不安を感じている人のみ）【複数回答】
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中止・延期を決定または検討
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な
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後
の
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迷
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回
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48.3
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年齢
（歳） 計 計

合計

構成比
（%）

標本の
大きさ
（人）

男性 女性

16 - 19

2.4

35

50

2.4

20 - 29

8.1

117

178

8.6

30 - 39

9.0
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192

9.2

40 - 49

10.7

155

235

11.3

50 - 59

8.5
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9.1

60 - 69

7.8
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174

8.4
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6.3
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24

50
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178

8.6
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192
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235
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100

年齢
（歳） 計 計
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構成比
（%）

標本の
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（人）

トリップ数
（件）

構成比
（%）

男性 女性

国
内
旅
行

16 - 19

1.7

17

20

1.8

20 - 29

7.7
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8.1

30 - 39

8.2
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40 - 49
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9.3

50 - 59
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60 - 69
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78

87

8.0

70 - 79 16 - 19 20 - 29 30 - 39 40 - 49 50 - 59 60 - 69 70 - 79
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海
外
旅
行

※国勢調査時の人口（地域・性別・年代）に基づき、調査会社のモニターを割り当て。ただし、一部若年層および高齢層において不足した属性あり。

調査概要
●調査名       
●調査方法
●調査期間

JTBF旅行実態調査2020（第1四半期）
ウェブ調査
2020年5月1日～５月11日

●調査対象
●標本の大きさ

全国16～79歳の男女（調査会社のパネルより抽出）

50,000人
●回答者の属性

【全体調査】 ※1、3、4で使用

【トリップ調査】 ※2で使用
●調査対象 
●調査の対象とした旅行期間
●標本の大きさ
●集計対象としたトリップ数

全国16～79歳の男女で、期間中に観光・レクリエーション旅行を実施した人（調査会社のパネルより抽出）

2020年1～3月
国内宿泊観光・レクリエーション旅行 1,451人、海外観光・レクリエーション旅行 1,000人
国内宿泊観光・レクリエーション旅行 2,080件、海外観光・レクリエーション旅行 1,089件

●回答者の属性
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姉
妹
都
市
提
携
を
し
て
お
り
、
そ
の

交
流
の
度
に
父
は
私
を
ド
イ
ツ
に
呼

ん
だ
。
私
は
そ
こ
で
地
域
の
人
々
に

触
れ
、
各
地
の
温
泉
地
巡
り
に
同
行

し
て
ベ
ル
ツ
の
功
績
に
深
く
触
れ
た

が
、
当
時
は
そ
こ
ま
で
ピ
ン
と
き
て

い
な
か
っ
た
。

　そ
の
の
ち
留
学
を
終
え
、
地
元
草

津
に
戻
っ
た
私
は
、
あ
ま
り
の
環
境

変
化
と
地
域
の
風
習
等
に
馴
染
む
こ

と
が
で
き
ず
、
自
身
の
将
来
の
方
向

性
に
迷
い
悩
ん
で
い
た
。
そ
ん
な
時
、

ふ
と
私
は
「
ベ
ル
ツ
の
日
記
」
を
手

に
し
た
の
だ
っ
た
。
読
み
進
め
る
う

ち
に
、
彼
の
純
粋
な
異
国
「
日
本
」

へ
の
興
味
、
情
熱
、
探
求
心
に
新
鮮

な
驚
き
を
感
じ
、
私
は
自
分
が
余
り

に
も
地
元
草
津
に
つ
い
て
無
知
で
あ

っ
た
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
ベ

ル
ツ
が
自
書
で
そ
れ
程
ま
で
に
褒
め

称
え
る
草
津
温
泉
と
は
ど
ん
な
も
の

か
、
も
っ
と
深
く
学
ぶ
必
要
性
を
強

く
感
じ
、
そ
の
気
持
ち
は
や
が
て
こ

の
地
で
宿
を
経
営
し
て
い
く
一
人
と

し
て
郷
土
の
歴
史
や
伝
統
文
化
を
次

の
世
代
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
強
い
使
命
感
へ
と
変
わ
っ
て

い
っ
た
。

　実
は
ベ
ル
ツ
の
帰
国
後
も
、
彼
の

残
し
た
意
志
と
計
画
は
草
津
に
根
差

し
、
地
元
の
先
人
た
ち
に
脈
々
と
受

け
継
が
れ
て
い
た
。
現
在
、
草
津
温

泉
は
日
本
を
代
表
す
る
温
泉
地
と
な

り
、
人
口
7
0
0
0
人
に
も
満
た
な

い
小
さ
な
田
舎
町
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

年
間
3
4
0
万
人
の
来
訪
客
で
賑
わ

っ
て
い
る
。
一
言
で
近
代
草
津
の
繁

栄
の
要
因
は
何
か
と
言
え
ば
〝
多
様

性
〞
と
い
う
言
葉
が
思
い
当
た
る
。

つ
ま
り
草
津
温
泉
は
、
多
く
の
観
光

客
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

二
つ
の
顔
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
の

だ
。
一
つ
は
、
湯
畑
を
中
心
と
し
た

一
般
に
広
く
名
の
知
れ
た
伝
統
的
な

「
湯
の
街
草
津
」、
も
う
一
つ
の
顔
は

草
津
の
外
周
に
発
展
し
た
自
然
豊
か

な
「
温
泉
リ
ゾ
ー
ト
草
津
」
で
あ
る
。

歴
史
を
辿
れ
ば
、
か
つ
て
ベ
ル
ツ
と

い
う
外
国
人
が
外
部
の
視
点
を
以
て

客
観
的
に
評
価
し
た
草
津
の
新
た
な

価
値
を
、
先
人
た
ち
が
受
け
入
れ
磨

き
上
げ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
今
の
草

津
が
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
の

多
様
性
を
生
み
出
し
た
外
部
か
ら
の

客
観
的
な
視
点
こ
そ
が
、
今
後
の
草

津
温
泉
の
発
展
に
も
大
き
く
関
わ
る

重
要
な
部
分
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。

　か
つ
て
「
ベ
ル
ツ
の
日
記
」
に
よ

っ
て
、
郷
土
へ
の
想
い
を
新
た
に
、

「
日
本
の
近
代
医
学
の
父
」
と
言
わ

れ
た
ド
イ
ツ
人
医
師
、エ
ル
ヴ
ィ
ン
・

フ
ォ
ン
・
ベ
ル
ツ
は
、
初
め
て
草
津

温
泉
を
訪
れ
た
時
の
印
象
を
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。（
ベ
ル
ツ
の
日
記

よ
り
）

　〝
草
津
は
狭
い
盆
地
に
あ
る
。
初

め
て
こ
の
地
を
訪
れ
た
者
に
は
、
日

本
の
町
と
言
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
オ

ー
ス
ト
リ
ア
の
チ
ロ
ル
地
方
の
村
落

が
念
頭
に
浮
か
ぶ
。
雨
風
で
黒
ず
ん

だ
木
造
二
階
家
、
張
り
出
し
た
屋
根
、

そ
の
屋
根
の
重
し
な
ど
、
一
般
的
に

こ
の
国
で
は
珍
し
い
風
景
を
呈
し
て

い
る
。
街
の
真
ん
中
に
は
湯
気
を
立

て
て
猛
烈
に
臭
う
硫
黄
を
含
ん
だ
熱

湯
の
大
噴
水
が
あ
る
。
更
に
草
津
に

は
無
比
の
温
泉
以
外
に
、
日
本
で
最

上
の
山
の
空
気
と
、
全
く
理
想
的
な

飲
料
水
が
あ
る
。
こ
ん
な
地
が
も
し

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
っ
た
な
ら
、
カ
ル

ル
ス
バ
ー
ド
※
よ
り
も
賑
わ
う
事
だ

ろ
う
。〞（
※
現
在
の
チ
ェ
コ
共
和
国
、

カ
ル
ロ
ビ
バ
リ
）

　以
降
ベ
ル
ツ
は
、
草
津
温
泉
の
研

究
と
開
発
に
情
熱
を
持
っ
て
乗
り
出

し
た
。
中
で
も
世
界
で
も
希
な
、
草

津
伝
統
の
高
温
入
浴
法
「
時
間
湯
」

に
魅
了
さ
れ
、
そ
の
研
究
は
日
本
滞

在
中
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
り
、

次
々
と
研
究
成
果
を
日
本
そ
し
て
ド

イ
ツ
の
学
会
に
発
表
し
た
。
研
究
が

進
む
に
連
れ
て
、
ベ
ル
ツ
の
中
で
新

し
い
草
津
温
泉
開
発
構
想
の
夢
が
膨

ら
ん
で
い
っ
た
。
そ
れ
は
温
泉
街
を

中
心
と
す
る
町
の
外
周
す
な
わ
ち
郊

外
に
新
し
い
街
を
作
る
計
画
で
あ
っ

た
。
個
人
で
そ
の
計
画
用
地
ま
で
取

得
し
、
温
泉
引
湯
許
可
を
町
に
申
請

し
た
が
、
当
時
の
町
の
議
会
は
、
そ

の
許
可
を
出
さ
ず
拒
否
し
た
。
並
々

な
ら
ぬ
決
意
で
こ
の
計
画
を
進
め
て

い
た
ベ
ル
ツ
は
激
怒
し
た
が
、
結
局

こ
の
一
大
構
想
を
断
念
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
無
念
の
う
ち

地
元
に
根
差
し
て
生
き
る
こ
と
を
決

意
し
た
私
は
、
縁
あ
っ
て
一
時
期
、

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
草
津
温
泉

の
旅
館
組
合
長
、
草
津
町
長
、
観
光

協
会
長
を
歴
任
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

良
い
時
も
悪
い
時
も
、
た
だ
真
っ
直

ぐ
草
津
温
泉
の
発
展
の
た
め
に
尽
力

し
て
き
た
が
、
要
職
を
退
い
た
今
も

な
お
、
私
た
ち
草
津
温
泉
に
対
し
て

ベ
ル
ツ
が
残
し
て
く
れ
た
功
績
に
深

謝
し
、
長
い
歴
史
の
中
で
私
た
ち
に

根
付
い
た
〝
ベ
ル
ツ
マ
イ
ン
ド
〞
が

末
永
く
こ
れ
か
ら
の
草
津
温
泉
を
率

い
る
若
者
へ
と
受
け
継
が
れ
る
よ
う

願
い
、
精
一
杯
努
力
し
て
い
き
た
い
。

わたしの１冊
19 回第

『ベルツの日記』

㈱中沢ヴィレッジ代表取締役会長

中澤 敬

トク・ベルツ/編
菅沼竜太郎/訳

（岩波書店、1979年）

中
澤 

敬

（
な
か
ざ
わ
・
た
か
し
）

（
株
）中
沢
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
代

表
取
締
役
会
長
、
草
津

温
泉
観
光
協
会
顧
問
、（一

社
）
日
本
温
泉
協
会
常
務
理
事
。
群
馬
県

草
津
町
生
ま
れ
。
立
教
大
学
社
会
学
部
観

光
学
科
卒
。
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
ホ
テ
ル
ス
ク
ー
ル

に
学
び
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
ホ
テ
ル
業
に
従
事
。

そ
の
後
、（
株
）中
沢
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
専
務
取
締
役
、

草
津
温
泉
旅
館
協
同
組
合
理
事
長
、
草
津

町
長
、（一社
）
草
津
温
泉
観
光
協
会
会
長

な
ど
を
歴
任
。「
自
立
と
共
生
の
カ
リ
ス
マ
」

と
し
て
観
光
庁
か
ら
「
観
光
カ
リ
ス
マ
百
選
」

に
選
ば
れ
て
い
る
。

に
帰
国
の
途
に
就
い
た
ベ
ル
ツ
は
、

帰
国
前
に
東
京
大
学
医
学
部
に
多
額

の
寄
付
を
し
、
彼
に
代
わ
っ
て
引
き

続
き
草
津
温
泉
の
研
究
を
進
め
る
よ

う
頼
ん
で
い
た
。

　ベ
ル
ツ
は
そ
も
そ
も
明
治
9
年
か

ら
26
年
間
、
東
京
大
学
医
学
部
の
お

雇
い
教
師
で
、
ド
イ
ツ
の
ラ
イ
プ
チ

ヒ
大
学
よ
り
前
任
者
の
後
任
教
授
と

し
て
招
か
れ
た
。
滞
在
後
半
に
は
、

当
時
ご
病
弱
で
あ
ら
れ
た
の
ち
の
大

正
天
皇
の
相
談
医
で
あ
っ
た
。
ベ
ル

ツ
ほ
ど
広
範
に
か
つ
長
き
に
渡
り
日

本
社
会
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
外
国
人

は
そ
う
そ
う
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
東

京
大
学
構
内
に
建
て
ら
れ
た
銅
像
が

彼
の
功
績
を
物
語
っ
て
い
る
。
ベ
ル

ツ
は
日
本
を
深
く
愛
し
、
多
岐
に
わ

た
る
研
究
の
成
果
を
生
み
だ
し
、
当

時
の
日
本
に
新
し
い
方
向
性
を
示
唆

し
た
の
で
あ
っ
た
。

　私
が
ス
イ
ス
に
留
学
し
て
い
た
頃

（
1
9
7
2
|
1
9
7
9
）、
当
時
草

津
町
の
首
長
で
あ
っ
た
我
が
父
は
、

海
外
視
察
の
た
め
、
よ
く
ド
イ
ツ
を

訪
問
し
た
。
特
に
温
泉
地
の
視
察
と

姉
妹
都
市
交
流
に
は
熱
心
で
あ
っ
た
。

ベ
ル
ツ
の
生
誕
の
地
、
南
ド
イ
ツ
の

ビ
ー
テ
ィ
ッ
グ
ハ
イ
ム
・
ビ
ッ
シ
ン

ゲ
ン
と
草
津
町
は
長
き
に
わ
た
っ
て
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姉
妹
都
市
提
携
を
し
て
お
り
、
そ
の

交
流
の
度
に
父
は
私
を
ド
イ
ツ
に
呼

ん
だ
。
私
は
そ
こ
で
地
域
の
人
々
に

触
れ
、
各
地
の
温
泉
地
巡
り
に
同
行

し
て
ベ
ル
ツ
の
功
績
に
深
く
触
れ
た

が
、
当
時
は
そ
こ
ま
で
ピ
ン
と
き
て

い
な
か
っ
た
。

　そ
の
の
ち
留
学
を
終
え
、
地
元
草

津
に
戻
っ
た
私
は
、
あ
ま
り
の
環
境

変
化
と
地
域
の
風
習
等
に
馴
染
む
こ

と
が
で
き
ず
、
自
身
の
将
来
の
方
向

性
に
迷
い
悩
ん
で
い
た
。
そ
ん
な
時
、

ふ
と
私
は
「
ベ
ル
ツ
の
日
記
」
を
手

に
し
た
の
だ
っ
た
。
読
み
進
め
る
う

ち
に
、
彼
の
純
粋
な
異
国
「
日
本
」

へ
の
興
味
、
情
熱
、
探
求
心
に
新
鮮

な
驚
き
を
感
じ
、
私
は
自
分
が
余
り

に
も
地
元
草
津
に
つ
い
て
無
知
で
あ

っ
た
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
ベ

ル
ツ
が
自
書
で
そ
れ
程
ま
で
に
褒
め

称
え
る
草
津
温
泉
と
は
ど
ん
な
も
の

か
、
も
っ
と
深
く
学
ぶ
必
要
性
を
強

く
感
じ
、
そ
の
気
持
ち
は
や
が
て
こ

の
地
で
宿
を
経
営
し
て
い
く
一
人
と

し
て
郷
土
の
歴
史
や
伝
統
文
化
を
次

の
世
代
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
強
い
使
命
感
へ
と
変
わ
っ
て

い
っ
た
。

　実
は
ベ
ル
ツ
の
帰
国
後
も
、
彼
の

残
し
た
意
志
と
計
画
は
草
津
に
根
差

し
、
地
元
の
先
人
た
ち
に
脈
々
と
受

け
継
が
れ
て
い
た
。
現
在
、
草
津
温

泉
は
日
本
を
代
表
す
る
温
泉
地
と
な

り
、
人
口
7
0
0
0
人
に
も
満
た
な

い
小
さ
な
田
舎
町
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

年
間
3
4
0
万
人
の
来
訪
客
で
賑
わ

っ
て
い
る
。
一
言
で
近
代
草
津
の
繁

栄
の
要
因
は
何
か
と
言
え
ば
〝
多
様

性
〞
と
い
う
言
葉
が
思
い
当
た
る
。

つ
ま
り
草
津
温
泉
は
、
多
く
の
観
光

客
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

二
つ
の
顔
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
の

だ
。
一
つ
は
、
湯
畑
を
中
心
と
し
た

一
般
に
広
く
名
の
知
れ
た
伝
統
的
な

「
湯
の
街
草
津
」、
も
う
一
つ
の
顔
は

草
津
の
外
周
に
発
展
し
た
自
然
豊
か

な
「
温
泉
リ
ゾ
ー
ト
草
津
」
で
あ
る
。

歴
史
を
辿
れ
ば
、
か
つ
て
ベ
ル
ツ
と

い
う
外
国
人
が
外
部
の
視
点
を
以
て

客
観
的
に
評
価
し
た
草
津
の
新
た
な

価
値
を
、
先
人
た
ち
が
受
け
入
れ
磨

き
上
げ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
今
の
草

津
が
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
の

多
様
性
を
生
み
出
し
た
外
部
か
ら
の

客
観
的
な
視
点
こ
そ
が
、
今
後
の
草

津
温
泉
の
発
展
に
も
大
き
く
関
わ
る

重
要
な
部
分
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。

　か
つ
て
「
ベ
ル
ツ
の
日
記
」
に
よ

っ
て
、
郷
土
へ
の
想
い
を
新
た
に
、

「
日
本
の
近
代
医
学
の
父
」
と
言
わ

れ
た
ド
イ
ツ
人
医
師
、エ
ル
ヴ
ィ
ン
・

フ
ォ
ン
・
ベ
ル
ツ
は
、
初
め
て
草
津

温
泉
を
訪
れ
た
時
の
印
象
を
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。（
ベ
ル
ツ
の
日
記

よ
り
）

　〝
草
津
は
狭
い
盆
地
に
あ
る
。
初

め
て
こ
の
地
を
訪
れ
た
者
に
は
、
日

本
の
町
と
言
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
オ

ー
ス
ト
リ
ア
の
チ
ロ
ル
地
方
の
村
落

が
念
頭
に
浮
か
ぶ
。
雨
風
で
黒
ず
ん

だ
木
造
二
階
家
、
張
り
出
し
た
屋
根
、

そ
の
屋
根
の
重
し
な
ど
、
一
般
的
に

こ
の
国
で
は
珍
し
い
風
景
を
呈
し
て

い
る
。
街
の
真
ん
中
に
は
湯
気
を
立

て
て
猛
烈
に
臭
う
硫
黄
を
含
ん
だ
熱

湯
の
大
噴
水
が
あ
る
。
更
に
草
津
に

は
無
比
の
温
泉
以
外
に
、
日
本
で
最

上
の
山
の
空
気
と
、
全
く
理
想
的
な

飲
料
水
が
あ
る
。
こ
ん
な
地
が
も
し

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
っ
た
な
ら
、
カ
ル

ル
ス
バ
ー
ド
※
よ
り
も
賑
わ
う
事
だ

ろ
う
。〞（
※
現
在
の
チ
ェ
コ
共
和
国
、

カ
ル
ロ
ビ
バ
リ
）

　以
降
ベ
ル
ツ
は
、
草
津
温
泉
の
研

究
と
開
発
に
情
熱
を
持
っ
て
乗
り
出

し
た
。
中
で
も
世
界
で
も
希
な
、
草

津
伝
統
の
高
温
入
浴
法
「
時
間
湯
」

に
魅
了
さ
れ
、
そ
の
研
究
は
日
本
滞

在
中
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
り
、

次
々
と
研
究
成
果
を
日
本
そ
し
て
ド

イ
ツ
の
学
会
に
発
表
し
た
。
研
究
が

進
む
に
連
れ
て
、
ベ
ル
ツ
の
中
で
新

し
い
草
津
温
泉
開
発
構
想
の
夢
が
膨

ら
ん
で
い
っ
た
。
そ
れ
は
温
泉
街
を

中
心
と
す
る
町
の
外
周
す
な
わ
ち
郊

外
に
新
し
い
街
を
作
る
計
画
で
あ
っ

た
。
個
人
で
そ
の
計
画
用
地
ま
で
取

得
し
、
温
泉
引
湯
許
可
を
町
に
申
請

し
た
が
、
当
時
の
町
の
議
会
は
、
そ

の
許
可
を
出
さ
ず
拒
否
し
た
。
並
々

な
ら
ぬ
決
意
で
こ
の
計
画
を
進
め
て

い
た
ベ
ル
ツ
は
激
怒
し
た
が
、
結
局

こ
の
一
大
構
想
を
断
念
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
無
念
の
う
ち

地
元
に
根
差
し
て
生
き
る
こ
と
を
決

意
し
た
私
は
、
縁
あ
っ
て
一
時
期
、

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
草
津
温
泉

の
旅
館
組
合
長
、
草
津
町
長
、
観
光

協
会
長
を
歴
任
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

良
い
時
も
悪
い
時
も
、
た
だ
真
っ
直

ぐ
草
津
温
泉
の
発
展
の
た
め
に
尽
力

し
て
き
た
が
、
要
職
を
退
い
た
今
も

な
お
、
私
た
ち
草
津
温
泉
に
対
し
て

ベ
ル
ツ
が
残
し
て
く
れ
た
功
績
に
深

謝
し
、
長
い
歴
史
の
中
で
私
た
ち
に

根
付
い
た
〝
ベ
ル
ツ
マ
イ
ン
ド
〞
が

末
永
く
こ
れ
か
ら
の
草
津
温
泉
を
率

い
る
若
者
へ
と
受
け
継
が
れ
る
よ
う

願
い
、
精
一
杯
努
力
し
て
い
き
た
い
。

わたしの１冊
19 回第

『ベルツの日記』

㈱中沢ヴィレッジ代表取締役会長

中澤 敬

トク・ベルツ/編
菅沼竜太郎/訳

（岩波書店、1979年）

中
澤 

敬

（
な
か
ざ
わ
・
た
か
し
）

（
株
）中
沢
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
代

表
取
締
役
会
長
、
草
津

温
泉
観
光
協
会
顧
問
、（一

社
）
日
本
温
泉
協
会
常
務
理
事
。
群
馬
県

草
津
町
生
ま
れ
。
立
教
大
学
社
会
学
部
観

光
学
科
卒
。
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
ホ
テ
ル
ス
ク
ー
ル

に
学
び
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
ホ
テ
ル
業
に
従
事
。

そ
の
後
、（
株
）中
沢
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
専
務
取
締
役
、

草
津
温
泉
旅
館
協
同
組
合
理
事
長
、
草
津

町
長
、（一社
）
草
津
温
泉
観
光
協
会
会
長

な
ど
を
歴
任
。「
自
立
と
共
生
の
カ
リ
ス
マ
」

と
し
て
観
光
庁
か
ら
「
観
光
カ
リ
ス
マ
百
選
」

に
選
ば
れ
て
い
る
。

に
帰
国
の
途
に
就
い
た
ベ
ル
ツ
は
、

帰
国
前
に
東
京
大
学
医
学
部
に
多
額

の
寄
付
を
し
、
彼
に
代
わ
っ
て
引
き

続
き
草
津
温
泉
の
研
究
を
進
め
る
よ

う
頼
ん
で
い
た
。

　ベ
ル
ツ
は
そ
も
そ
も
明
治
9
年
か

ら
26
年
間
、
東
京
大
学
医
学
部
の
お

雇
い
教
師
で
、
ド
イ
ツ
の
ラ
イ
プ
チ

ヒ
大
学
よ
り
前
任
者
の
後
任
教
授
と

し
て
招
か
れ
た
。
滞
在
後
半
に
は
、

当
時
ご
病
弱
で
あ
ら
れ
た
の
ち
の
大

正
天
皇
の
相
談
医
で
あ
っ
た
。
ベ
ル

ツ
ほ
ど
広
範
に
か
つ
長
き
に
渡
り
日

本
社
会
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
外
国
人

は
そ
う
そ
う
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
東

京
大
学
構
内
に
建
て
ら
れ
た
銅
像
が

彼
の
功
績
を
物
語
っ
て
い
る
。
ベ
ル

ツ
は
日
本
を
深
く
愛
し
、
多
岐
に
わ

た
る
研
究
の
成
果
を
生
み
だ
し
、
当

時
の
日
本
に
新
し
い
方
向
性
を
示
唆

し
た
の
で
あ
っ
た
。

　私
が
ス
イ
ス
に
留
学
し
て
い
た
頃

（
1
9
7
2
|
1
9
7
9
）、
当
時
草

津
町
の
首
長
で
あ
っ
た
我
が
父
は
、

海
外
視
察
の
た
め
、
よ
く
ド
イ
ツ
を

訪
問
し
た
。
特
に
温
泉
地
の
視
察
と

姉
妹
都
市
交
流
に
は
熱
心
で
あ
っ
た
。

ベ
ル
ツ
の
生
誕
の
地
、
南
ド
イ
ツ
の

ビ
ー
テ
ィ
ッ
グ
ハ
イ
ム
・
ビ
ッ
シ
ン

ゲ
ン
と
草
津
町
は
長
き
に
わ
た
っ
て
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は
じ
め
に
|

「
大
学
で
一
番
忙
し
い
」

ゼ
ミ
⁉

　
学
生
S
が
学
内
報
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
受
け
た
。
掲
載
号
が
発
行
さ
れ

た
と
い
う
の
で
、
学
部
事
務
室
で
読

み
始
め
よ
う
と
し
た
ら
、
い
つ
も
朗

ら
か
な
事
務
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
筆
者

の
顔
を
見
て
ク
ス
ク
ス
笑
い
出
す
。

な
ん
と
S
は
、
冒
頭
の
挨
拶
で
「
私

は
大
学
で
一
番
忙
し
い
ゼ
ミ
に
所
属

し
て
い
ま
す
」
と
ド
ヤ
顔
で
（
想

像
）
口
上
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
根

拠
も
な
し
に
よ
く
言
う
よ
ね
ぇ
と
同

意
を
求
め
よ
う
と
し
た
が
、
彼
女
た

ち
は
首
を
振
る
。
事
務
方
に
は
出
張

書
類
の
数
と
い
う
、
動
か
ぬ
証
拠
が

あ
っ
た
の
だ
。
少
な
く
と
も〝
学
部

１
か
2
忙
し
い
〞ゼ
ミ
で
あ
る
こ
と

は
事
実
ら
し
い
。
そ
ん
な
文
教
大
学

国
際
学
部
・
海
津
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
紹

介
で
あ
る
。

　
ま
ず
は
本
ゼ
ミ
の
位
置
づ
け
か
ら

説
明
し
よ
う
。
文
教
大
学
国
際
学
部

に
は
国
際
理
解
学
科
と
国
際
観
光
学

科
の
２
学
科
が
あ
る
。
教
員
も
学
生

も
ど
ち
ら
か
の
学
科
に
所
属
す
る
が
、

3
年
次
か
ら
開
講
さ
れ
る
専
門
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
の
選
択
に
お
い
て
は
、
学
生

は
所
属
学
科
に
関
係
な
く
選
ぶ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
タ
デ
ィ

ー
ズ
を
学
ぶ
国
際
学
部
の
全
て
の
学

生
に
向
け
て
、
各
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

は
開
く
と
い
う
方
針
で
あ
る
。
学
生

は
学
科
の
専
門
の
学
び
を
基
盤
に
、

興
味
が
あ
る
ゼ
ミ
の
門
戸
を
叩
く
こ

と
が
で
き
、
各
自
の
キ
ャ
リ
ア
を
磨

い
て
い
く
。
国
際
観
光
学
科
教
員
の

筆
者
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
は
両
学
科
の

学
生
が
い
る
。
国
際
理
解
学
科
は
専

門
科
目
で
多
文
化
理
解
や
異
文
化
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
国
際
協
力
な

ど
を
学
ん
で
い
る
の
で
、
国
際
観
光

学
科
の
学
生
は
大
い
に
刺
激
を
受
け

る
よ
う
だ
。
だ
が
そ
こ
は
学
生
、
す

ぐ
に
溶
け
合
っ
て
ゆ
く
。

　
大
学
の
学
期
を
セ
メ
ス
タ
ー
（
業

界
用
語
で「
セ
メ
」と
略
す
）
と
呼
ぶ

が
、
本
学
は
春
・
秋
の
2
学
期
制
で

あ
る
。
1
年
次
春
の
1
セ
メ
に
始
ま

り
4
年
次
秋
の
8
セ
メ
に
終
わ
る
の

で
、
大
学
で
は
学
年
・
学
期
を
こ
の

「
セ
メ
」で
言
い
換
え
る
。
ゼ
ミ
は
5

セ
メ
〜
8
セ
メ
の
期
間
開
講
さ
れ
る

必
修
科
目
（
履
修
し
な
い
と
卒
業
で

き
な
い
科
目
）
で
あ
る
。
在
学
期
間

の
半
分
を
過
ご
す
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

は
、
学
生
生
活
上
で
重
要
な
存
在
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

　
筆
者
の
ゼ
ミ
は
、
配
属
が
決
ま
っ

た
４
セ
メ
中
か
ら
、
プ
レ
ゼ
ミ
や
先

輩
の
活
動
へ
の
参
加
、
春
休
み
の
合

宿
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
事
実
上
5

セ
メ
期
間
に
亘
る
の
各
学
生
と
の
関

わ
り
と
な
る
。
相
互
に
与
え
合
う
影

響
は
大
き
い
が
、〝
せ
っ
か
く
選
び
・

選
ば
れ
た
の
だ
か
ら
楽
し
く
実
り
あ

る
2
年
間
に
し
よ
う
よ
〞
〝
先
生
も

ね
！
〞
と
い
う
「
合
意
」
を
形
成
し

て
、
共
に
忙
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

い
る
。

ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

文
教
大
学 

国
際
学
部

海
津
ゼ
ミ

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

7
回

第

活
用
し
た
地
域
振
興
事
業
」

（
2
0
1
5
|
2
0
1
8
年
度
）
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
世
界
自
然
遺
産
登

録
を
目
前
に
控
え
て
〝
奄
美
群
島
と

は
い
か
な
る
地
域
か
〞
を
顕
在
化
す

る
仕
事
で
あ
る
。

　
世
界
自
然
遺
産
申
請
に
先
立
っ
て

国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
た
奄
美
群
島

で
は
、
国
立
公
園
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

「
生
物
多
様
性
」＋「
環
境
文
化
」
と

し
て
い
た
。
環
境
文
化
が
意
味
す
る

の
は
、
奄
美
群
島
の
各
集
落
に
色
濃

く
伝
え
残
さ
れ
て
き
た
暮
ら
し
の
文

は
、
同
じ
委
員
で
「
奄
美
遺
産
」
の

提
唱
者
で
あ
っ
た
故
・
中
山
清
美
先

生
と
知
己
を
得
、
ゼ
ミ
ご
と
先
生
の

弟
子
入
り
を
志
願
し
た
。
い
い
で
す

よ
と
認
め
て
い
た
だ
き
、
先
生
が
指

導
さ
れ
て
い
る
大
島
北
高
校
の
「
聞

き
書
き
サ
ー
ク
ル
」
の
活
動
に
ゼ
ミ

合
宿
を
充
て
て
高
校
生
と
と
も
に
聞

き
書
き
に
参
加
し
た
の
で
あ
る
。
広

域
事
務
組
合
は
こ
の
活
動
に
着
目
し

て
、
８
島
12
市
町
村
か
ら
１
集
落
ず

つ
を
選
ん
で
聞
き
書
き
を
行
う
壮
大

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
し
、
本
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
に
任
せ
て
く
だ
さ
っ
た
の

だ
。
１
集
落
3
名
の
チ
ー
ム
を
組
み
、

年
に
2
回
の
調
査
を
実
施
し
た
。
台

風
シ
ー
ズ
ン
や
学
期
中
を
除
い
て
現

地
調
査
を
行
う
た
め
、
期
間
は
３
ヵ

年
に
亘
っ
た
。
4
年
目
は
冊
子
『
奄

美
群
島
の
残
し
た
い
も
の
伝
え
た
い

も
の
』
に
編
集
し
、
印
刷
物
と
し
て

発
行
し
、
群
島
全
集
落
に
配
布
し
た
。

関
わ
っ
た
学
生
は
50
名
近
く
に
及
ん

だ
。
中
に
は
卒
論
の
対
象
地
に
選
ん

で
何
度
も
足
を
運
ん
だ
り
、
卒
業
し

て
か
ら
チ
ー
ム
で
再
訪
し
た
り
す
る

者
も
い
る
な
ど
、
学
生
と
島
の
交
流

は
今
も
続
い
て
い
る
。

　
島
か
ら
す
れ
ば
、
神
奈
川
県
の
大

学
に
通
う
学
生
は
よ
そ
者
で
あ
る
が
、

島
の
子
ど
も
た
ち
は
高
校
や
大
学
が

な
い
た
め
早
い
時
期
に
島
を
出
て
し

ま
う
。
島
口
（
方
言
）
も
よ
く
理
解

で
き
な
い
若
者
た
ち
と
島
を
出
た
子

ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
は

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
さ
て
、
筆
者
が
文
教
大
学
に
着
任

し
た
の
は
2
0
0
7
年
で
、
翌

2
0
0
8
年
に
国
際
観
光
学
科
が
誕

生
し
た
。
早
い
も
の
で
現
在
の
3
年

生
は
14
期
生
で
あ
る
。
現
役
・
O
B

合
わ
せ
て
同
窓
生
は
や
が
て
2
0
0

名
に
届
く
。

　
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
は
一
貫
し
て
「
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
で
あ
る
。
エ
コ
ツ

ー
リ
ズ
ム
を
学
ぶ
、
創
る
、
始
め
る
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
何
が
で
き
る
か

を
考
え
る
な
ど
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
出
発
地
点
に
す
る
こ
と
も
で
き
る

が
、
筆
者
の
ゼ
ミ
で
は
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
代
表

さ
れ
、
表
現
さ
れ
る
モ
ノ
・
コ
ト
の

本
質
を
学
ぶ
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い

る
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
訪
問
先
地

域
の
自
然
や
地
域
社
会
、
文
化
を
尊

重
し
守
り
な
が
ら
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

受
け
て
一
歩
深
く
学
び
楽
し
む
観
光

の
概
念
で
あ
り
、
21
世
紀
の
観
光
と

さ
れ
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
実
践
形
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ

の
本
質
と
は
地
域
社
会
や
資
源
に
寄

り
添
い
、
魅
力
を
発
見
し
（
宝
探
し

と
呼
ん
で
い
る
）
、
現
場
か
ら
考
え

る
こ
と
に
あ
る
。
ツ
ー
リ
ス
ト
や
ビ

ジ
ネ
ス
に
注
力
す
る
観
光
学
で
は
な

く
、
地
域
に
軸
足
を
置
く
観
光
学
を

徹
底
的
に
追
求
し
て
い
る
。

　
そ
の
先
に
目
指
し
て
い
る
の
は
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
育

成
で
あ
る
。
学
ん
だ
こ
と
を
心
に
携

え
て
、
い
か
な
る
職
業
に
就
こ
う
と

も
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
生
か
し
て
ほ

し
い
、
い
つ
か
は
自
分
の
出
身
地
域

に
還
元
で
き
る
人
材
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
る
。

　
余
談
だ
が
、
学
生
た
ち
は
学
外
の

友
人
や
保
護
者
等
に
ゼ
ミ
の
説
明
を

し
よ
う
と
す
る
と
、
相
当
苦
労
す
る

ら
し
い
。
そ
れ
も
ま
た
良
い
経
験
で

あ
る
。
着
任
後
の
数
年
は
毎
年
、
マ

レ
ー
シ
ア
の
サ
バ
州
や
マ
カ
オ
な
ど

の
海
外
に
学
生
を
連
れ
て
行
っ
て
い

た
が
、
そ
の
後
東
日
本
大
震
災
に
遭

遇
し
た
り
、
地
域
か
ら
の
要
請
が
あ

っ
た
り
が
続
く
中
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
学
び
は
地
域
を
選
ば
な
い
こ

と
に
気
づ
き
、
現
在
は
学
生
も
行
き

や
す
い
国
内
に
学
び
の
場
を
シ
フ
ト

し
て
い
る
。
お
金
を
貯
め
て
い
つ
か

ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
に
行
こ
う
、
と
い

う
合
言
葉
は
残
し
て
あ
る
が
。

〈
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動
の

紹
介
〉

　
ゼ
ミ
で
の
学
び
は
、
①
文
献
購
読

に
よ
る
理
論
研
究
、
②
実
践
研
究
、

③
個
人
課
題
、
④
卒
業
研
究
な
ど
の

定
常
的
な
活
動
の
他
、
⑤
有
志
を
募

っ
て
継
続
的
に
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
に
分
類
で
き
る
。
こ
こ
で

は
、
②
③
⑤
に
つ
い
て
代
表
的
な
活

動
を
紹
介
し
よ
う
と
思
う
。

●
茅
ヶ
崎
学（
実
践
研
究
）

　
文
教
大
学
は
埼
玉
県
越
谷
市
と
神

奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
に
キ
ャ
ン
パ
ス
が

あ
り
、
筆
者
が
い
る
国
際
学
部
は
後

者
に
当
た
る
。
着
任
3
年
目
の
2
0

0
9
年
か
ら
茅
ヶ
崎
市
を
題
材
に
調

査
研
究
を
進
め
て
提
案
・
実
践
に
結

び
つ
け
る
「
茅
ヶ
崎
学
」
を
開
始
し

た
。
テ
ー
マ
や
カ
ラ
ー
は
毎
年
異
な

る
が
、
社
会
調
査
に
よ
っ
て
資
源
調

査
結
果
を
地
図
や
フ
ェ
ノ
ロ
ジ
ー
・

カ
レ
ン
ダ
ー
に
ま
と
め
、
学
外
で
の

発
表
を
行
う
こ
と
を
基
本
ス
タ
イ
ル

に
活
動
を
続
け
て
き
た
。
2
0
1
2

年
か
ら
は
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て

エ
コ
ツ
ア
ー
の
実
施
と
マ
ッ
プ
の
制

作
・
印
刷
に
落
ち
着
い
た
。
ツ
ア
ー

が
催
行
で
き
る
の
は
ど
う
し
て
も
12

月
や
1
月
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
が
、

「
天
候
は
安
定
し
て
い
る
し
、
富
士

山
も
綺
麗
に
見
え
る
」
と
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
捉
え
て
い
る
。

　「
茅
ヶ
崎
学
」の
副
産
物
と
し
て
、

茅
ヶ
崎
市
観
光
協
会
や
市
の
社
会
教

育
課
が
事
務
局
を
務
め
る
市
民
団
体

「
ち
が
さ
き
丸
ご
と
ふ
る
さ
と
発
見

博
物
館
の
会
」
と
の
連
携
が
強
固
に

な
り
、
様
々
な
活
動
連
携
が
進
ん
だ
。

2
0
1
0
|
2
0
1
2
年
度
に
は
茅

ヶ
崎
市
観
光
協
会
が
文
化
庁
か
ら
獲

得
し
た
「
大
山
道
」
の
資
源
調
査
事

業
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
2
0
1
2
年
度

か
ら
は
発
掘
さ
れ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
活
用
し
た
「
大
山
道
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
」
の
ガ
イ
ド
を
ゼ
ミ
生
が

務
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ガ
イ
ド
経

験
ほ
ぼ
ゼ
ロ
の
学
生
達
を
育
て
て
く

だ
さ
る
の
が
、
上
記
の
「
ち
が
さ
き

丸
ご
と
ふ
る
さ
と
発
見
博
物
館
の

会
」
の
重
鎮
の
方
々
で
あ
る
。
地
域

の
大
先
輩
に
育
て
て
い
た
だ
く
経
験

を
通
し
て
、
学
生
た
ち
の
目
の
色
は

ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
。

　
ゼ
ミ
と
し
て
委
託
事
業
を
請
け
る

こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は

ゼ
ミ
全
体
で
関
わ
っ
て
い
く
。
そ
の

代
表
例
と
な
っ
た
の
が
奄
美
群
島
広

域
事
務
組
合
に
よ
る
「
環
境
文
化
を

ど
も
た
ち
が
重
な
っ
て
見
え
る
の
か

も
知
れ
な
い
、
と
調
査
監
督
を
務
め

な
が
ら
し
ば
し
ば
思
う
。
学
生
た
ち

も
話
を
お
聞
き
す
る
方
々
と
身
近
な

人
や
、
親
・
祖
父
母
を
重
ね
て
見
て

い
る
よ
う
だ
。
こ
の
よ
う
な
経
験
か

ら
彼
ら
は
〝
自
分
に
何
が
で
き
る
の

か
〞
と
い
う
問
い
の
答
え
を
手
繰
っ

て
い
く
。

　
事
業
は
完
了
し
た
が
、
昨
年
度
か

ら
は
夏
季
ゼ
ミ
合
宿
と
し
て
奄
美
群

島
を
訪
問
し
て
い
る
。
合
宿
期
間
中

に
先
輩
た
ち
の
足
跡
を
訪
ね
、
集
落

の
方
々
を
訪
問
す
る
こ
と
が
狙
い
で

あ
る
。
残
念
な
が
ら
今
年
は
無
理
そ

う
だ
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
対
話
だ

け
は
続
け
て
い
る
。

　
ゼ
ミ
内
有
志
が
参
加
す
る
形
の

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
多
数
あ
る
の

も
本
ゼ
ミ
の
特
徴
で
あ
る
。
最
初
か

ら
そ
の
よ
う
に
計
画
し
た
わ
け
で
は

な
く
、
筆
者
の
研
究
活
動
や
個
人
的

な
相
談
に
学
生
を
巻
き
込
ん
で
い
た

ら
、
い
つ
の
間
に
か
増
え
て
い
た
。

だ
が
震
災
被
災
地
と
の
関
わ
り
は
別

格
で
あ
る
。
宮
古
市
と
の
出
会
い
は
、

当
時
の
二
戸
市
長
の
小
保
内
敏
幸
さ

ん
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
宮
古
市
長

へ
の
ご
紹
介
が
始
ま
り
で
あ
る
。

　
2
0
1
1
年
5
月
に
は
日
本
観
光

ー
を
催
行
し
、
2
0
1
3
年
度
か
ら

は
黒
森
神
社
ツ
ア
ー
に
絞
る
こ
と
に

決
め
、
宮
古
市
観
光
文
化
交
流
協
会

主
催
の
形
で
神
社
例
大
祭
に
合
わ
せ

て
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
学

生
た
ち
は
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
事
前
の
草
刈
り
と
当
日
の
ツ
ア
ー

に
参
加
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

当
初
は
熱
意
だ
け
で
関
わ
り
始
め
て

き
た
が
、
こ
こ
数
年
は
学
生
自
身
が

地
域
の
若
者
と
の
交
流
を
広
げ
、
先

輩
か
ら
後
輩
に
引
き
継
が
れ
な
が
ら

地
域
と
の
立
体
的
な
関
わ
り
が
展
開

さ
れ
て
い
る
。

●
一
人
旅（
個
人
課
題
）

　
こ
の
よ
う
な
活
動
の
傍
ら
で
、
3

年
生
は
「
一
人
旅
」
の
課
題
に
挑
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
「
一
人

旅
」
は
、
筆
者
が
大
学
着
任
が
決
ま

っ
た
瞬
間
に
思
い
つ
い
た
ゼ
ミ
活
動

メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
。
一
人
旅
を
せ
よ
、

と
い
う
だ
け
の
シ
ン
プ
ル
な
指
令
で

あ
り
、
期
間
も
場
所
も
問
わ
な
い
。

タ
ス
ク
は
、
自
分
で
企
画
す
る
こ
と
、

自
分
な
り
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
課
題
」

を
設
け
る
こ
と
、
滞
在
中
は
極
力
ス

マ
ホ
を
使
わ
な
い
こ
と
、
絵
や
歌
な

ど
を
創
作
し
て
来
る
こ
と
、
ゼ
ミ
で

成
果
報
告
を
す
る
こ
と
。

　
こ
れ
ま
で
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
例
と
し

て
は
、「
京
都
で
居
酒
屋
に
入
り
、カ

ウ
ン
タ
ー
越
し
に
マ
ス
タ
ー
と
話
を

し
た
」「
房
総
半
島
を
自
転
車
で
一

周
し
、
出
会
っ
た
人
に
座
右
の
銘
を

書
い
て
も
ら
っ
た
」
「
ヒ
ッ
チ
ハ
イ

ク
日
本
一
周
」
な
ど
。
毎
年
度
末
の

報
告
会
は
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
投
げ
た

い
ぐ
ら
い
面
白
い
。
一
人
旅
の
課
題

に
取
り
組
み
た
い
か
ら
と
本
ゼ
ミ
を

志
望
す
る
学
生
も
い
る
。
一
人
旅
を

す
る
だ
け
な
ん
だ
か
ら
ゼ
ミ
に
入
ら

な
く
て
も
で
き
る
じ
ゃ
な
い
の
、
と

も
思
う
が
、
追
い
込
ま
れ
な
い
と
し

な
い
の
が
現
代
の
学
生
で
あ
る
。
こ

の
一
人
旅
企
画
は
研
究
者
仲
間
に
も

受
け
が
よ
く
、
す
で
に
い
く
つ
か
の

大
学
に
飛
び
火
し
て
い
る
よ
う
だ
。

コ
ロ
ナ
禍
の
ゼ
ミ
活
動

　
2
0
2
0
年
度
は
こ
れ
ら
の
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
ほ
と
ん
ど
が
実
行

で
き
な
く
な
っ
た
。
4
月
か
ら
今
日

ま
で
ゼ
ミ
活
動
は
す
べ
て
オ
ン
ラ
イ

ン
で
あ
る
。
3
年
生
は
春
合
宿
の
鳥

羽
行
き
も
、
夏
合
宿
の
奄
美
行
き
も

お
預
け
と
な
っ
た
。
対
面
授
業
も
当

分
は
叶
わ
な
い
。
さ
ぁ
ど
う
す
る
。

い
や
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

こ
と
が
あ
る
は
ず
だ
。
「
地
域
に
寄

り
添
う
」
と
い
う
ゼ
ミ
の
コ
ン
セ
プ

ト
は
、
今
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
。

逡
巡
の
挙
句
、
ま
ず
は
問
題
を
直
視

し
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
本
質
で
あ

る
「
宝
探
し
」
を
し
よ
う
と
決
め
、

大
学
授
業
が
再
開
さ
れ
る
5
月
を
待

た
ず
に
4
月
２
週
目
か
ら
ゼ
ミ
を
再

開
し
た
。
お
散
歩
圏
で
の
宝
探
し
の

個
人
作
業
と
発
表
、
文
献
講
読
発
表

に
加
え
、
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
題
し
て
グ
ル
ー

プ
研
究
に
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
の
副
産
物
も
フ
ル
稼

働
さ
せ
て
い
る
。zoom

を
活
用
し

た
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の
招
聘
で
あ

る
。
ゼ
ミ
卒
業
生
や
、
イ
ン
タ
ー
ン

で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
、
合
宿
で

訪
れ
る
宿
の
女
将
、
山
北
町
に
移
住

し
た
裏
ゼ
ミ
生
、
そ
し
て
筆
者
の
先

輩
研
究
者
な
ど
様
々
な
方
に
参
画
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
対
話
と
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
は
学
生
を
活
性
化
し
、

徐
々
に
彼
ら
に
笑
顔
が
戻
っ
た
。
い

つ
ま
で
も
続
く
こ
と
は
避
け
た
い
が
、

新
し
い
学
び
方
に
出
会
え
た
と
い
う

実
感
は
学
生
も
筆
者
も
掴
ん
で
い
る
。

目
下
の
課
題
の
4
年
生
の
卒
業
研
究

計
画
も
、
こ
の
辺
に
ヒ
ン
ト
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
ゼ
ミ
活
動
と
言
い
な
が
ら
、
要
素

分
解
す
る
と
筆
者
が
教
え
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
学
生
た
ち
が
学
び

の
リ
ソ
ー
ス
と
し
て
い
る
の
は
、
現

場
＝
地
域
や
様
々
な
縁
を
い
た
だ
い

た
方
々
で
あ
り
、
学
生
自
身
で
あ
る
。

そ
の
交
わ
り
の
場
を
心
地
よ
く
、
楽

し
く
、
輝
く
日
々
で
あ
る
よ
う
に
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
す
る
こ
と
が
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
管
理
者
の
役
割
で
あ
ろ
う
か
。
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
の
は
そ
う
い

う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
本
稿
の
執
筆

を
通
し
て
、
今
、
実
感
し
て
い
る
。

海
津
ゆ
り
え（
か
い
づ・ゆ
り
え
）

文
教
大
学
国
際
学
部
国
際
観
光
学
科
教
授
。立
教
大
学
理
学
部
卒
、農
学
博

士（
東
京
大
学
）。専
門
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
。フィ
ー
ル
ド
は
岩
手
県
宮
古
市
、

鹿
児
島
県
奄
美
群
島
、東
京
都
八
丈
島
、ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
、フ
ィ
ジ
ー
な
ど
。

著
書
に『
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』（
共
著
、世
界
思
想
社
、

2
0
1
1
年
）、『
日
本
エ
コ
ツ
ア
ー・ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』（
岩
波
書
店
、2
0
0
7
年
）な
ど
。N
P
O

法
人
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
、日
本
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
の
会
、湘
南
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
所
な
ど
の
理
事

も
務
め
る
。第
1
回
前
田
弘
記
念
観
光
学
賞
受
賞
。

化
と
、
そ
の
背
景
と
な
る
自
然
と
の

つ
な
が
り
・
か
か
わ
り
の
こ
と
で
あ

る
。
世
界
遺
産
に
な
ら
ん
と
す
る
今
、

奄
美
群
島
の
価
値
は
環
境
文
化
に
あ

る
こ
と
を
明
確
に
顕
し
、
そ
れ
こ
そ

守
っ
て
い
く
べ
き
も
の
と
し
て
伝
え

て
い
こ
う
、
と
い
う
意
思
表
明
が
こ

の
事
業
の
趣
旨
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
仕
事
が
筆
者
の
ゼ
ミ
に
委
託

さ
れ
た
経
緯
は
少
し
説
明
が
い
る
。

2
0
1
3
年
度
に
設
立
し
た
奄
美
群

島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
の

委
員
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
筆
者

研
究
学
会
か
ら
調
査
予
算
を
得
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
み
、
旧
川

井
村
に
調
査
拠
点
を
確
保
し
て
8
月

に
１
週
間
の
合
宿
調
査
に
入
っ
た
。

本
学
学
生
の
ほ
か
、
立
教
大
学
観
光

学
部
の
学
生
や
二
戸
市
の
若
手
職
員

も
一
緒
に
、
ま
さ
に〝
一
つ
釜
の
飯
を

食
い
〞な
が
ら
、
宮
古
市
に
伝
わ
る

黒
森
神
楽
や
黒
森
神
社
、
漁
業
関
係

者
、
料
理
研
究
家
な
ど
に
出
会
い
、

お
話
を
聞
い
た
。
震
災
や
津
波
は
多

く
の
も
の
を
流
し
去
り
、
破
壊
し
て

し
ま
っ
た
。
だ
が
残
さ
れ
た
も
の
や
、

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
見
つ
め
直
せ

た
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ

れ
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

の
が
趣
旨
で
あ
る
。

　
学
生
た
ち
の
聞
き
書
き
を
ベ
ー
ス

に
フ
ェ
ノ
ロ
ジ
ー
・
カ
レ
ン
ダ
ー
を

作
り
、
２
本
の
エ
コ
ツ
ア
ー（
黒
森

神
社
編
・
田
老
海
岸
編
）
を
企
画
し

た
。
翌
年
10
月
に
は
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
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上：聞き書きをもとに作成した『奄美群島の残し
たいもの伝えたいもの』（2019）
下：奄美市住用町の市集落での聞き書きのよう
す

宮古市で料理研究家から郷土料理の手ほどき
＋試食（！）をいただく

大山道ガイド風景。衣装ですっかり御師気分

は
じ
め
に
|

「
大
学
で
一
番
忙
し
い
」

ゼ
ミ
⁉

　
学
生
S
が
学
内
報
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
受
け
た
。
掲
載
号
が
発
行
さ
れ

た
と
い
う
の
で
、
学
部
事
務
室
で
読

み
始
め
よ
う
と
し
た
ら
、
い
つ
も
朗

ら
か
な
事
務
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
筆
者

の
顔
を
見
て
ク
ス
ク
ス
笑
い
出
す
。

な
ん
と
S
は
、
冒
頭
の
挨
拶
で
「
私

は
大
学
で
一
番
忙
し
い
ゼ
ミ
に
所
属

し
て
い
ま
す
」
と
ド
ヤ
顔
で
（
想

像
）
口
上
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
根

拠
も
な
し
に
よ
く
言
う
よ
ね
ぇ
と
同

意
を
求
め
よ
う
と
し
た
が
、
彼
女
た

ち
は
首
を
振
る
。
事
務
方
に
は
出
張

書
類
の
数
と
い
う
、
動
か
ぬ
証
拠
が

あ
っ
た
の
だ
。
少
な
く
と
も〝
学
部

１
か
2
忙
し
い
〞ゼ
ミ
で
あ
る
こ
と

は
事
実
ら
し
い
。
そ
ん
な
文
教
大
学

国
際
学
部
・
海
津
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
紹

介
で
あ
る
。

　
ま
ず
は
本
ゼ
ミ
の
位
置
づ
け
か
ら

説
明
し
よ
う
。
文
教
大
学
国
際
学
部

に
は
国
際
理
解
学
科
と
国
際
観
光
学

科
の
２
学
科
が
あ
る
。
教
員
も
学
生

も
ど
ち
ら
か
の
学
科
に
所
属
す
る
が
、

3
年
次
か
ら
開
講
さ
れ
る
専
門
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
の
選
択
に
お
い
て
は
、
学
生

は
所
属
学
科
に
関
係
な
く
選
ぶ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
タ
デ
ィ

ー
ズ
を
学
ぶ
国
際
学
部
の
全
て
の
学

生
に
向
け
て
、
各
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

は
開
く
と
い
う
方
針
で
あ
る
。
学
生

は
学
科
の
専
門
の
学
び
を
基
盤
に
、

興
味
が
あ
る
ゼ
ミ
の
門
戸
を
叩
く
こ

と
が
で
き
、
各
自
の
キ
ャ
リ
ア
を
磨

い
て
い
く
。
国
際
観
光
学
科
教
員
の

筆
者
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
は
両
学
科
の

学
生
が
い
る
。
国
際
理
解
学
科
は
専

門
科
目
で
多
文
化
理
解
や
異
文
化
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
国
際
協
力
な

ど
を
学
ん
で
い
る
の
で
、
国
際
観
光

学
科
の
学
生
は
大
い
に
刺
激
を
受
け

る
よ
う
だ
。
だ
が
そ
こ
は
学
生
、
す

ぐ
に
溶
け
合
っ
て
ゆ
く
。

　
大
学
の
学
期
を
セ
メ
ス
タ
ー
（
業

界
用
語
で「
セ
メ
」と
略
す
）
と
呼
ぶ

が
、
本
学
は
春
・
秋
の
2
学
期
制
で

あ
る
。
1
年
次
春
の
1
セ
メ
に
始
ま

り
4
年
次
秋
の
8
セ
メ
に
終
わ
る
の

で
、
大
学
で
は
学
年
・
学
期
を
こ
の

「
セ
メ
」で
言
い
換
え
る
。
ゼ
ミ
は
5

セ
メ
〜
8
セ
メ
の
期
間
開
講
さ
れ
る

必
修
科
目
（
履
修
し
な
い
と
卒
業
で

き
な
い
科
目
）
で
あ
る
。
在
学
期
間

の
半
分
を
過
ご
す
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

は
、
学
生
生
活
上
で
重
要
な
存
在
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

　
筆
者
の
ゼ
ミ
は
、
配
属
が
決
ま
っ

た
４
セ
メ
中
か
ら
、
プ
レ
ゼ
ミ
や
先

輩
の
活
動
へ
の
参
加
、
春
休
み
の
合

宿
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
事
実
上
5

セ
メ
期
間
に
亘
る
の
各
学
生
と
の
関

わ
り
と
な
る
。
相
互
に
与
え
合
う
影

響
は
大
き
い
が
、〝
せ
っ
か
く
選
び
・

選
ば
れ
た
の
だ
か
ら
楽
し
く
実
り
あ

る
2
年
間
に
し
よ
う
よ
〞
〝
先
生
も

ね
！
〞
と
い
う
「
合
意
」
を
形
成
し

て
、
共
に
忙
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

い
る
。

活
用
し
た
地
域
振
興
事
業
」

（
2
0
1
5
|
2
0
1
8
年
度
）
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
世
界
自
然
遺
産
登

録
を
目
前
に
控
え
て
〝
奄
美
群
島
と

は
い
か
な
る
地
域
か
〞
を
顕
在
化
す

る
仕
事
で
あ
る
。

　
世
界
自
然
遺
産
申
請
に
先
立
っ
て

国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
た
奄
美
群
島

で
は
、
国
立
公
園
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

「
生
物
多
様
性
」＋「
環
境
文
化
」
と

し
て
い
た
。
環
境
文
化
が
意
味
す
る

の
は
、
奄
美
群
島
の
各
集
落
に
色
濃

く
伝
え
残
さ
れ
て
き
た
暮
ら
し
の
文

は
、
同
じ
委
員
で
「
奄
美
遺
産
」
の

提
唱
者
で
あ
っ
た
故
・
中
山
清
美
先

生
と
知
己
を
得
、
ゼ
ミ
ご
と
先
生
の

弟
子
入
り
を
志
願
し
た
。
い
い
で
す

よ
と
認
め
て
い
た
だ
き
、
先
生
が
指

導
さ
れ
て
い
る
大
島
北
高
校
の
「
聞

き
書
き
サ
ー
ク
ル
」
の
活
動
に
ゼ
ミ

合
宿
を
充
て
て
高
校
生
と
と
も
に
聞

き
書
き
に
参
加
し
た
の
で
あ
る
。
広

域
事
務
組
合
は
こ
の
活
動
に
着
目
し

て
、
８
島
12
市
町
村
か
ら
１
集
落
ず

つ
を
選
ん
で
聞
き
書
き
を
行
う
壮
大

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
し
、
本
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
に
任
せ
て
く
だ
さ
っ
た
の

だ
。
１
集
落
3
名
の
チ
ー
ム
を
組
み
、

年
に
2
回
の
調
査
を
実
施
し
た
。
台

風
シ
ー
ズ
ン
や
学
期
中
を
除
い
て
現

地
調
査
を
行
う
た
め
、
期
間
は
３
ヵ

年
に
亘
っ
た
。
4
年
目
は
冊
子
『
奄

美
群
島
の
残
し
た
い
も
の
伝
え
た
い

も
の
』
に
編
集
し
、
印
刷
物
と
し
て

発
行
し
、
群
島
全
集
落
に
配
布
し
た
。

関
わ
っ
た
学
生
は
50
名
近
く
に
及
ん

だ
。
中
に
は
卒
論
の
対
象
地
に
選
ん

で
何
度
も
足
を
運
ん
だ
り
、
卒
業
し

て
か
ら
チ
ー
ム
で
再
訪
し
た
り
す
る

者
も
い
る
な
ど
、
学
生
と
島
の
交
流

は
今
も
続
い
て
い
る
。

　
島
か
ら
す
れ
ば
、
神
奈
川
県
の
大

学
に
通
う
学
生
は
よ
そ
者
で
あ
る
が
、

島
の
子
ど
も
た
ち
は
高
校
や
大
学
が

な
い
た
め
早
い
時
期
に
島
を
出
て
し

ま
う
。
島
口
（
方
言
）
も
よ
く
理
解

で
き
な
い
若
者
た
ち
と
島
を
出
た
子

ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
は

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
さ
て
、
筆
者
が
文
教
大
学
に
着
任

し
た
の
は
2
0
0
7
年
で
、
翌

2
0
0
8
年
に
国
際
観
光
学
科
が
誕

生
し
た
。
早
い
も
の
で
現
在
の
3
年

生
は
14
期
生
で
あ
る
。
現
役
・
O
B

合
わ
せ
て
同
窓
生
は
や
が
て
2
0
0

名
に
届
く
。

　
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
は
一
貫
し
て
「
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
で
あ
る
。
エ
コ
ツ

ー
リ
ズ
ム
を
学
ぶ
、
創
る
、
始
め
る
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
何
が
で
き
る
か

を
考
え
る
な
ど
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
出
発
地
点
に
す
る
こ
と
も
で
き
る

が
、
筆
者
の
ゼ
ミ
で
は
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
代
表

さ
れ
、
表
現
さ
れ
る
モ
ノ
・
コ
ト
の

本
質
を
学
ぶ
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い

る
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
訪
問
先
地

域
の
自
然
や
地
域
社
会
、
文
化
を
尊

重
し
守
り
な
が
ら
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

受
け
て
一
歩
深
く
学
び
楽
し
む
観
光

の
概
念
で
あ
り
、
21
世
紀
の
観
光
と

さ
れ
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
実
践
形
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ

の
本
質
と
は
地
域
社
会
や
資
源
に
寄

り
添
い
、
魅
力
を
発
見
し
（
宝
探
し

と
呼
ん
で
い
る
）
、
現
場
か
ら
考
え

る
こ
と
に
あ
る
。
ツ
ー
リ
ス
ト
や
ビ

ジ
ネ
ス
に
注
力
す
る
観
光
学
で
は
な

く
、
地
域
に
軸
足
を
置
く
観
光
学
を

徹
底
的
に
追
求
し
て
い
る
。

　
そ
の
先
に
目
指
し
て
い
る
の
は
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
育

成
で
あ
る
。
学
ん
だ
こ
と
を
心
に
携

え
て
、
い
か
な
る
職
業
に
就
こ
う
と

も
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
生
か
し
て
ほ

し
い
、
い
つ
か
は
自
分
の
出
身
地
域

に
還
元
で
き
る
人
材
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
る
。

　
余
談
だ
が
、
学
生
た
ち
は
学
外
の

友
人
や
保
護
者
等
に
ゼ
ミ
の
説
明
を

し
よ
う
と
す
る
と
、
相
当
苦
労
す
る

ら
し
い
。
そ
れ
も
ま
た
良
い
経
験
で

あ
る
。
着
任
後
の
数
年
は
毎
年
、
マ

レ
ー
シ
ア
の
サ
バ
州
や
マ
カ
オ
な
ど

の
海
外
に
学
生
を
連
れ
て
行
っ
て
い

た
が
、
そ
の
後
東
日
本
大
震
災
に
遭

遇
し
た
り
、
地
域
か
ら
の
要
請
が
あ

っ
た
り
が
続
く
中
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
学
び
は
地
域
を
選
ば
な
い
こ

と
に
気
づ
き
、
現
在
は
学
生
も
行
き

や
す
い
国
内
に
学
び
の
場
を
シ
フ
ト

し
て
い
る
。
お
金
を
貯
め
て
い
つ
か

ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
に
行
こ
う
、
と
い

う
合
言
葉
は
残
し
て
あ
る
が
。

〈
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動
の

紹
介
〉

　
ゼ
ミ
で
の
学
び
は
、
①
文
献
購
読

に
よ
る
理
論
研
究
、
②
実
践
研
究
、

③
個
人
課
題
、
④
卒
業
研
究
な
ど
の

定
常
的
な
活
動
の
他
、
⑤
有
志
を
募

っ
て
継
続
的
に
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
に
分
類
で
き
る
。
こ
こ
で

は
、
②
③
⑤
に
つ
い
て
代
表
的
な
活

動
を
紹
介
し
よ
う
と
思
う
。

●
茅
ヶ
崎
学（
実
践
研
究
）

　
文
教
大
学
は
埼
玉
県
越
谷
市
と
神

奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
に
キ
ャ
ン
パ
ス
が

あ
り
、
筆
者
が
い
る
国
際
学
部
は
後

者
に
当
た
る
。
着
任
3
年
目
の
2
0

0
9
年
か
ら
茅
ヶ
崎
市
を
題
材
に
調

査
研
究
を
進
め
て
提
案
・
実
践
に
結

び
つ
け
る
「
茅
ヶ
崎
学
」
を
開
始
し

た
。
テ
ー
マ
や
カ
ラ
ー
は
毎
年
異
な

る
が
、
社
会
調
査
に
よ
っ
て
資
源
調

査
結
果
を
地
図
や
フ
ェ
ノ
ロ
ジ
ー
・

カ
レ
ン
ダ
ー
に
ま
と
め
、
学
外
で
の

発
表
を
行
う
こ
と
を
基
本
ス
タ
イ
ル

に
活
動
を
続
け
て
き
た
。
2
0
1
2

年
か
ら
は
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て

エ
コ
ツ
ア
ー
の
実
施
と
マ
ッ
プ
の
制

作
・
印
刷
に
落
ち
着
い
た
。
ツ
ア
ー

が
催
行
で
き
る
の
は
ど
う
し
て
も
12

月
や
1
月
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
が
、

「
天
候
は
安
定
し
て
い
る
し
、
富
士

山
も
綺
麗
に
見
え
る
」
と
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
捉
え
て
い
る
。

　「
茅
ヶ
崎
学
」の
副
産
物
と
し
て
、

茅
ヶ
崎
市
観
光
協
会
や
市
の
社
会
教

育
課
が
事
務
局
を
務
め
る
市
民
団
体

「
ち
が
さ
き
丸
ご
と
ふ
る
さ
と
発
見

博
物
館
の
会
」
と
の
連
携
が
強
固
に

な
り
、
様
々
な
活
動
連
携
が
進
ん
だ
。

2
0
1
0
|
2
0
1
2
年
度
に
は
茅

ヶ
崎
市
観
光
協
会
が
文
化
庁
か
ら
獲

得
し
た
「
大
山
道
」
の
資
源
調
査
事

業
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
2
0
1
2
年
度

か
ら
は
発
掘
さ
れ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
活
用
し
た
「
大
山
道
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
」
の
ガ
イ
ド
を
ゼ
ミ
生
が

務
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ガ
イ
ド
経

験
ほ
ぼ
ゼ
ロ
の
学
生
達
を
育
て
て
く

だ
さ
る
の
が
、
上
記
の
「
ち
が
さ
き

丸
ご
と
ふ
る
さ
と
発
見
博
物
館
の

会
」
の
重
鎮
の
方
々
で
あ
る
。
地
域

の
大
先
輩
に
育
て
て
い
た
だ
く
経
験

を
通
し
て
、
学
生
た
ち
の
目
の
色
は

ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
。

　
ゼ
ミ
と
し
て
委
託
事
業
を
請
け
る

こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は

ゼ
ミ
全
体
で
関
わ
っ
て
い
く
。
そ
の

代
表
例
と
な
っ
た
の
が
奄
美
群
島
広

域
事
務
組
合
に
よ
る
「
環
境
文
化
を

ど
も
た
ち
が
重
な
っ
て
見
え
る
の
か

も
知
れ
な
い
、
と
調
査
監
督
を
務
め

な
が
ら
し
ば
し
ば
思
う
。
学
生
た
ち

も
話
を
お
聞
き
す
る
方
々
と
身
近
な

人
や
、
親
・
祖
父
母
を
重
ね
て
見
て

い
る
よ
う
だ
。
こ
の
よ
う
な
経
験
か

ら
彼
ら
は
〝
自
分
に
何
が
で
き
る
の

か
〞
と
い
う
問
い
の
答
え
を
手
繰
っ

て
い
く
。

　
事
業
は
完
了
し
た
が
、
昨
年
度
か

ら
は
夏
季
ゼ
ミ
合
宿
と
し
て
奄
美
群

島
を
訪
問
し
て
い
る
。
合
宿
期
間
中

に
先
輩
た
ち
の
足
跡
を
訪
ね
、
集
落

の
方
々
を
訪
問
す
る
こ
と
が
狙
い
で

あ
る
。
残
念
な
が
ら
今
年
は
無
理
そ

う
だ
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
対
話
だ

け
は
続
け
て
い
る
。

　
ゼ
ミ
内
有
志
が
参
加
す
る
形
の

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
多
数
あ
る
の

も
本
ゼ
ミ
の
特
徴
で
あ
る
。
最
初
か

ら
そ
の
よ
う
に
計
画
し
た
わ
け
で
は

な
く
、
筆
者
の
研
究
活
動
や
個
人
的

な
相
談
に
学
生
を
巻
き
込
ん
で
い
た

ら
、
い
つ
の
間
に
か
増
え
て
い
た
。

だ
が
震
災
被
災
地
と
の
関
わ
り
は
別

格
で
あ
る
。
宮
古
市
と
の
出
会
い
は
、

当
時
の
二
戸
市
長
の
小
保
内
敏
幸
さ

ん
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
宮
古
市
長

へ
の
ご
紹
介
が
始
ま
り
で
あ
る
。

　
2
0
1
1
年
5
月
に
は
日
本
観
光

ー
を
催
行
し
、
2
0
1
3
年
度
か
ら

は
黒
森
神
社
ツ
ア
ー
に
絞
る
こ
と
に

決
め
、
宮
古
市
観
光
文
化
交
流
協
会

主
催
の
形
で
神
社
例
大
祭
に
合
わ
せ

て
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
学

生
た
ち
は
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
事
前
の
草
刈
り
と
当
日
の
ツ
ア
ー

に
参
加
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

当
初
は
熱
意
だ
け
で
関
わ
り
始
め
て

き
た
が
、
こ
こ
数
年
は
学
生
自
身
が

地
域
の
若
者
と
の
交
流
を
広
げ
、
先

輩
か
ら
後
輩
に
引
き
継
が
れ
な
が
ら

地
域
と
の
立
体
的
な
関
わ
り
が
展
開

さ
れ
て
い
る
。

●
一
人
旅（
個
人
課
題
）

　
こ
の
よ
う
な
活
動
の
傍
ら
で
、
3

年
生
は
「
一
人
旅
」
の
課
題
に
挑
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
「
一
人

旅
」
は
、
筆
者
が
大
学
着
任
が
決
ま

っ
た
瞬
間
に
思
い
つ
い
た
ゼ
ミ
活
動

メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
。
一
人
旅
を
せ
よ
、

と
い
う
だ
け
の
シ
ン
プ
ル
な
指
令
で

あ
り
、
期
間
も
場
所
も
問
わ
な
い
。

タ
ス
ク
は
、
自
分
で
企
画
す
る
こ
と
、

自
分
な
り
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
課
題
」

を
設
け
る
こ
と
、
滞
在
中
は
極
力
ス

マ
ホ
を
使
わ
な
い
こ
と
、
絵
や
歌
な

ど
を
創
作
し
て
来
る
こ
と
、
ゼ
ミ
で

成
果
報
告
を
す
る
こ
と
。

　
こ
れ
ま
で
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
例
と
し

て
は
、「
京
都
で
居
酒
屋
に
入
り
、カ

ウ
ン
タ
ー
越
し
に
マ
ス
タ
ー
と
話
を

し
た
」「
房
総
半
島
を
自
転
車
で
一

周
し
、
出
会
っ
た
人
に
座
右
の
銘
を

書
い
て
も
ら
っ
た
」
「
ヒ
ッ
チ
ハ
イ

ク
日
本
一
周
」
な
ど
。
毎
年
度
末
の

報
告
会
は
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
投
げ
た

い
ぐ
ら
い
面
白
い
。
一
人
旅
の
課
題

に
取
り
組
み
た
い
か
ら
と
本
ゼ
ミ
を

志
望
す
る
学
生
も
い
る
。
一
人
旅
を

す
る
だ
け
な
ん
だ
か
ら
ゼ
ミ
に
入
ら

な
く
て
も
で
き
る
じ
ゃ
な
い
の
、
と

も
思
う
が
、
追
い
込
ま
れ
な
い
と
し

な
い
の
が
現
代
の
学
生
で
あ
る
。
こ

の
一
人
旅
企
画
は
研
究
者
仲
間
に
も

受
け
が
よ
く
、
す
で
に
い
く
つ
か
の

大
学
に
飛
び
火
し
て
い
る
よ
う
だ
。

コ
ロ
ナ
禍
の
ゼ
ミ
活
動

　
2
0
2
0
年
度
は
こ
れ
ら
の
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
ほ
と
ん
ど
が
実
行

で
き
な
く
な
っ
た
。
4
月
か
ら
今
日

ま
で
ゼ
ミ
活
動
は
す
べ
て
オ
ン
ラ
イ

ン
で
あ
る
。
3
年
生
は
春
合
宿
の
鳥

羽
行
き
も
、
夏
合
宿
の
奄
美
行
き
も

お
預
け
と
な
っ
た
。
対
面
授
業
も
当

分
は
叶
わ
な
い
。
さ
ぁ
ど
う
す
る
。

い
や
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

こ
と
が
あ
る
は
ず
だ
。
「
地
域
に
寄

り
添
う
」
と
い
う
ゼ
ミ
の
コ
ン
セ
プ

ト
は
、
今
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
。

逡
巡
の
挙
句
、
ま
ず
は
問
題
を
直
視

し
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
本
質
で
あ

る
「
宝
探
し
」
を
し
よ
う
と
決
め
、

大
学
授
業
が
再
開
さ
れ
る
5
月
を
待

た
ず
に
4
月
２
週
目
か
ら
ゼ
ミ
を
再

開
し
た
。
お
散
歩
圏
で
の
宝
探
し
の

個
人
作
業
と
発
表
、
文
献
講
読
発
表

に
加
え
、
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
題
し
て
グ
ル
ー

プ
研
究
に
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
の
副
産
物
も
フ
ル
稼

働
さ
せ
て
い
る
。zoom

を
活
用
し

た
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の
招
聘
で
あ

る
。
ゼ
ミ
卒
業
生
や
、
イ
ン
タ
ー
ン

で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
、
合
宿
で

訪
れ
る
宿
の
女
将
、
山
北
町
に
移
住

し
た
裏
ゼ
ミ
生
、
そ
し
て
筆
者
の
先

輩
研
究
者
な
ど
様
々
な
方
に
参
画
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
対
話
と
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
は
学
生
を
活
性
化
し
、

徐
々
に
彼
ら
に
笑
顔
が
戻
っ
た
。
い

つ
ま
で
も
続
く
こ
と
は
避
け
た
い
が
、

新
し
い
学
び
方
に
出
会
え
た
と
い
う

実
感
は
学
生
も
筆
者
も
掴
ん
で
い
る
。

目
下
の
課
題
の
4
年
生
の
卒
業
研
究

計
画
も
、
こ
の
辺
に
ヒ
ン
ト
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
ゼ
ミ
活
動
と
言
い
な
が
ら
、
要
素

分
解
す
る
と
筆
者
が
教
え
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
学
生
た
ち
が
学
び

の
リ
ソ
ー
ス
と
し
て
い
る
の
は
、
現

場
＝
地
域
や
様
々
な
縁
を
い
た
だ
い

た
方
々
で
あ
り
、
学
生
自
身
で
あ
る
。

そ
の
交
わ
り
の
場
を
心
地
よ
く
、
楽

し
く
、
輝
く
日
々
で
あ
る
よ
う
に
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
す
る
こ
と
が
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
管
理
者
の
役
割
で
あ
ろ
う
か
。
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
の
は
そ
う
い

う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
本
稿
の
執
筆

を
通
し
て
、
今
、
実
感
し
て
い
る
。

●『
奄
美
群
島
の
残
し
た
い
も
の

　伝
え
た
い
も
の
』（
実
践
研
究
）

●
岩
手
県
宮
古
市
で
の

　東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
研
究

　（プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

化
と
、
そ
の
背
景
と
な
る
自
然
と
の

つ
な
が
り
・
か
か
わ
り
の
こ
と
で
あ

る
。
世
界
遺
産
に
な
ら
ん
と
す
る
今
、

奄
美
群
島
の
価
値
は
環
境
文
化
に
あ

る
こ
と
を
明
確
に
顕
し
、
そ
れ
こ
そ

守
っ
て
い
く
べ
き
も
の
と
し
て
伝
え

て
い
こ
う
、
と
い
う
意
思
表
明
が
こ

の
事
業
の
趣
旨
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
仕
事
が
筆
者
の
ゼ
ミ
に
委
託

さ
れ
た
経
緯
は
少
し
説
明
が
い
る
。

2
0
1
3
年
度
に
設
立
し
た
奄
美
群

島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
の

委
員
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
筆
者

研
究
学
会
か
ら
調
査
予
算
を
得
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
み
、
旧
川

井
村
に
調
査
拠
点
を
確
保
し
て
8
月

に
１
週
間
の
合
宿
調
査
に
入
っ
た
。

本
学
学
生
の
ほ
か
、
立
教
大
学
観
光

学
部
の
学
生
や
二
戸
市
の
若
手
職
員

も
一
緒
に
、
ま
さ
に〝
一
つ
釜
の
飯
を

食
い
〞な
が
ら
、
宮
古
市
に
伝
わ
る

黒
森
神
楽
や
黒
森
神
社
、
漁
業
関
係

者
、
料
理
研
究
家
な
ど
に
出
会
い
、

お
話
を
聞
い
た
。
震
災
や
津
波
は
多

く
の
も
の
を
流
し
去
り
、
破
壊
し
て

し
ま
っ
た
。
だ
が
残
さ
れ
た
も
の
や
、

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
見
つ
め
直
せ

た
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ

れ
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

の
が
趣
旨
で
あ
る
。

　
学
生
た
ち
の
聞
き
書
き
を
ベ
ー
ス

に
フ
ェ
ノ
ロ
ジ
ー
・
カ
レ
ン
ダ
ー
を

作
り
、
２
本
の
エ
コ
ツ
ア
ー（
黒
森

神
社
編
・
田
老
海
岸
編
）
を
企
画
し

た
。
翌
年
10
月
に
は
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア

※
1
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に
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「
大
学
で
一
番
忙
し
い
」

ゼ
ミ
⁉

　
学
生
S
が
学
内
報
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
受
け
た
。
掲
載
号
が
発
行
さ
れ

た
と
い
う
の
で
、
学
部
事
務
室
で
読

み
始
め
よ
う
と
し
た
ら
、
い
つ
も
朗

ら
か
な
事
務
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
筆
者

の
顔
を
見
て
ク
ス
ク
ス
笑
い
出
す
。

な
ん
と
S
は
、
冒
頭
の
挨
拶
で
「
私

は
大
学
で
一
番
忙
し
い
ゼ
ミ
に
所
属

し
て
い
ま
す
」
と
ド
ヤ
顔
で
（
想

像
）
口
上
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
根

拠
も
な
し
に
よ
く
言
う
よ
ね
ぇ
と
同

意
を
求
め
よ
う
と
し
た
が
、
彼
女
た

ち
は
首
を
振
る
。
事
務
方
に
は
出
張

書
類
の
数
と
い
う
、
動
か
ぬ
証
拠
が

あ
っ
た
の
だ
。
少
な
く
と
も〝
学
部

１
か
2
忙
し
い
〞ゼ
ミ
で
あ
る
こ
と

は
事
実
ら
し
い
。
そ
ん
な
文
教
大
学

国
際
学
部
・
海
津
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
紹

介
で
あ
る
。

　
ま
ず
は
本
ゼ
ミ
の
位
置
づ
け
か
ら

説
明
し
よ
う
。
文
教
大
学
国
際
学
部

に
は
国
際
理
解
学
科
と
国
際
観
光
学

科
の
２
学
科
が
あ
る
。
教
員
も
学
生

も
ど
ち
ら
か
の
学
科
に
所
属
す
る
が
、

3
年
次
か
ら
開
講
さ
れ
る
専
門
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
の
選
択
に
お
い
て
は
、
学
生

は
所
属
学
科
に
関
係
な
く
選
ぶ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
タ
デ
ィ

ー
ズ
を
学
ぶ
国
際
学
部
の
全
て
の
学

生
に
向
け
て
、
各
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

は
開
く
と
い
う
方
針
で
あ
る
。
学
生

は
学
科
の
専
門
の
学
び
を
基
盤
に
、

興
味
が
あ
る
ゼ
ミ
の
門
戸
を
叩
く
こ

と
が
で
き
、
各
自
の
キ
ャ
リ
ア
を
磨

い
て
い
く
。
国
際
観
光
学
科
教
員
の

筆
者
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
は
両
学
科
の

学
生
が
い
る
。
国
際
理
解
学
科
は
専

門
科
目
で
多
文
化
理
解
や
異
文
化
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
国
際
協
力
な

ど
を
学
ん
で
い
る
の
で
、
国
際
観
光

学
科
の
学
生
は
大
い
に
刺
激
を
受
け

る
よ
う
だ
。
だ
が
そ
こ
は
学
生
、
す

ぐ
に
溶
け
合
っ
て
ゆ
く
。

　
大
学
の
学
期
を
セ
メ
ス
タ
ー
（
業

界
用
語
で「
セ
メ
」と
略
す
）
と
呼
ぶ

が
、
本
学
は
春
・
秋
の
2
学
期
制
で

あ
る
。
1
年
次
春
の
1
セ
メ
に
始
ま

り
4
年
次
秋
の
8
セ
メ
に
終
わ
る
の

で
、
大
学
で
は
学
年
・
学
期
を
こ
の

「
セ
メ
」で
言
い
換
え
る
。
ゼ
ミ
は
5

セ
メ
〜
8
セ
メ
の
期
間
開
講
さ
れ
る

必
修
科
目
（
履
修
し
な
い
と
卒
業
で

き
な
い
科
目
）
で
あ
る
。
在
学
期
間

の
半
分
を
過
ご
す
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

は
、
学
生
生
活
上
で
重
要
な
存
在
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

　
筆
者
の
ゼ
ミ
は
、
配
属
が
決
ま
っ

た
４
セ
メ
中
か
ら
、
プ
レ
ゼ
ミ
や
先

輩
の
活
動
へ
の
参
加
、
春
休
み
の
合

宿
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
事
実
上
5

セ
メ
期
間
に
亘
る
の
各
学
生
と
の
関

わ
り
と
な
る
。
相
互
に
与
え
合
う
影

響
は
大
き
い
が
、〝
せ
っ
か
く
選
び
・

選
ば
れ
た
の
だ
か
ら
楽
し
く
実
り
あ

る
2
年
間
に
し
よ
う
よ
〞
〝
先
生
も

ね
！
〞
と
い
う
「
合
意
」
を
形
成
し

て
、
共
に
忙
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

い
る
。

活
用
し
た
地
域
振
興
事
業
」

（
2
0
1
5
|
2
0
1
8
年
度
）
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
世
界
自
然
遺
産
登

録
を
目
前
に
控
え
て
〝
奄
美
群
島
と

は
い
か
な
る
地
域
か
〞
を
顕
在
化
す

る
仕
事
で
あ
る
。

　
世
界
自
然
遺
産
申
請
に
先
立
っ
て

国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
た
奄
美
群
島

で
は
、
国
立
公
園
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

「
生
物
多
様
性
」＋「
環
境
文
化
」
と

し
て
い
た
。
環
境
文
化
が
意
味
す
る

の
は
、
奄
美
群
島
の
各
集
落
に
色
濃

く
伝
え
残
さ
れ
て
き
た
暮
ら
し
の
文

は
、
同
じ
委
員
で
「
奄
美
遺
産
」
の

提
唱
者
で
あ
っ
た
故
・
中
山
清
美
先

生
と
知
己
を
得
、
ゼ
ミ
ご
と
先
生
の

弟
子
入
り
を
志
願
し
た
。
い
い
で
す

よ
と
認
め
て
い
た
だ
き
、
先
生
が
指

導
さ
れ
て
い
る
大
島
北
高
校
の
「
聞

き
書
き
サ
ー
ク
ル
」
の
活
動
に
ゼ
ミ

合
宿
を
充
て
て
高
校
生
と
と
も
に
聞

き
書
き
に
参
加
し
た
の
で
あ
る
。
広

域
事
務
組
合
は
こ
の
活
動
に
着
目
し

て
、
８
島
12
市
町
村
か
ら
１
集
落
ず

つ
を
選
ん
で
聞
き
書
き
を
行
う
壮
大

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
し
、
本
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
に
任
せ
て
く
だ
さ
っ
た
の

だ
。
１
集
落
3
名
の
チ
ー
ム
を
組
み
、

年
に
2
回
の
調
査
を
実
施
し
た
。
台

風
シ
ー
ズ
ン
や
学
期
中
を
除
い
て
現

地
調
査
を
行
う
た
め
、
期
間
は
３
ヵ

年
に
亘
っ
た
。
4
年
目
は
冊
子
『
奄

美
群
島
の
残
し
た
い
も
の
伝
え
た
い

も
の
』
に
編
集
し
、
印
刷
物
と
し
て

発
行
し
、
群
島
全
集
落
に
配
布
し
た
。

関
わ
っ
た
学
生
は
50
名
近
く
に
及
ん

だ
。
中
に
は
卒
論
の
対
象
地
に
選
ん

で
何
度
も
足
を
運
ん
だ
り
、
卒
業
し

て
か
ら
チ
ー
ム
で
再
訪
し
た
り
す
る

者
も
い
る
な
ど
、
学
生
と
島
の
交
流

は
今
も
続
い
て
い
る
。

　
島
か
ら
す
れ
ば
、
神
奈
川
県
の
大

学
に
通
う
学
生
は
よ
そ
者
で
あ
る
が
、

島
の
子
ど
も
た
ち
は
高
校
や
大
学
が

な
い
た
め
早
い
時
期
に
島
を
出
て
し

ま
う
。
島
口
（
方
言
）
も
よ
く
理
解

で
き
な
い
若
者
た
ち
と
島
を
出
た
子

ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
は

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
さ
て
、
筆
者
が
文
教
大
学
に
着
任

し
た
の
は
2
0
0
7
年
で
、
翌

2
0
0
8
年
に
国
際
観
光
学
科
が
誕

生
し
た
。
早
い
も
の
で
現
在
の
3
年

生
は
14
期
生
で
あ
る
。
現
役
・
O
B

合
わ
せ
て
同
窓
生
は
や
が
て
2
0
0

名
に
届
く
。

　
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
は
一
貫
し
て
「
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
で
あ
る
。
エ
コ
ツ

ー
リ
ズ
ム
を
学
ぶ
、
創
る
、
始
め
る
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
何
が
で
き
る
か

を
考
え
る
な
ど
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
出
発
地
点
に
す
る
こ
と
も
で
き
る

が
、
筆
者
の
ゼ
ミ
で
は
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
代
表

さ
れ
、
表
現
さ
れ
る
モ
ノ
・
コ
ト
の

本
質
を
学
ぶ
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い

る
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
訪
問
先
地

域
の
自
然
や
地
域
社
会
、
文
化
を
尊

重
し
守
り
な
が
ら
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

受
け
て
一
歩
深
く
学
び
楽
し
む
観
光

の
概
念
で
あ
り
、
21
世
紀
の
観
光
と

さ
れ
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
実
践
形
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ

の
本
質
と
は
地
域
社
会
や
資
源
に
寄

り
添
い
、
魅
力
を
発
見
し
（
宝
探
し

と
呼
ん
で
い
る
）
、
現
場
か
ら
考
え

る
こ
と
に
あ
る
。
ツ
ー
リ
ス
ト
や
ビ

ジ
ネ
ス
に
注
力
す
る
観
光
学
で
は
な

く
、
地
域
に
軸
足
を
置
く
観
光
学
を

徹
底
的
に
追
求
し
て
い
る
。

　
そ
の
先
に
目
指
し
て
い
る
の
は
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
育

成
で
あ
る
。
学
ん
だ
こ
と
を
心
に
携

え
て
、
い
か
な
る
職
業
に
就
こ
う
と

も
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
生
か
し
て
ほ

し
い
、
い
つ
か
は
自
分
の
出
身
地
域

に
還
元
で
き
る
人
材
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
る
。

　
余
談
だ
が
、
学
生
た
ち
は
学
外
の

友
人
や
保
護
者
等
に
ゼ
ミ
の
説
明
を

し
よ
う
と
す
る
と
、
相
当
苦
労
す
る

ら
し
い
。
そ
れ
も
ま
た
良
い
経
験
で

あ
る
。
着
任
後
の
数
年
は
毎
年
、
マ

レ
ー
シ
ア
の
サ
バ
州
や
マ
カ
オ
な
ど

の
海
外
に
学
生
を
連
れ
て
行
っ
て
い

た
が
、
そ
の
後
東
日
本
大
震
災
に
遭

遇
し
た
り
、
地
域
か
ら
の
要
請
が
あ

っ
た
り
が
続
く
中
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
学
び
は
地
域
を
選
ば
な
い
こ

と
に
気
づ
き
、
現
在
は
学
生
も
行
き

や
す
い
国
内
に
学
び
の
場
を
シ
フ
ト

し
て
い
る
。
お
金
を
貯
め
て
い
つ
か

ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
に
行
こ
う
、
と
い

う
合
言
葉
は
残
し
て
あ
る
が
。

〈
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動
の

紹
介
〉

　
ゼ
ミ
で
の
学
び
は
、
①
文
献
購
読

に
よ
る
理
論
研
究
、
②
実
践
研
究
、

③
個
人
課
題
、
④
卒
業
研
究
な
ど
の

定
常
的
な
活
動
の
他
、
⑤
有
志
を
募

っ
て
継
続
的
に
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
に
分
類
で
き
る
。
こ
こ
で

は
、
②
③
⑤
に
つ
い
て
代
表
的
な
活

動
を
紹
介
し
よ
う
と
思
う
。

●
茅
ヶ
崎
学（
実
践
研
究
）

　
文
教
大
学
は
埼
玉
県
越
谷
市
と
神

奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
に
キ
ャ
ン
パ
ス
が

あ
り
、
筆
者
が
い
る
国
際
学
部
は
後

者
に
当
た
る
。
着
任
3
年
目
の
2
0

0
9
年
か
ら
茅
ヶ
崎
市
を
題
材
に
調

査
研
究
を
進
め
て
提
案
・
実
践
に
結

び
つ
け
る
「
茅
ヶ
崎
学
」
を
開
始
し

た
。
テ
ー
マ
や
カ
ラ
ー
は
毎
年
異
な

る
が
、
社
会
調
査
に
よ
っ
て
資
源
調

査
結
果
を
地
図
や
フ
ェ
ノ
ロ
ジ
ー
・

カ
レ
ン
ダ
ー
に
ま
と
め
、
学
外
で
の

発
表
を
行
う
こ
と
を
基
本
ス
タ
イ
ル

に
活
動
を
続
け
て
き
た
。
2
0
1
2

年
か
ら
は
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て

エ
コ
ツ
ア
ー
の
実
施
と
マ
ッ
プ
の
制

作
・
印
刷
に
落
ち
着
い
た
。
ツ
ア
ー

が
催
行
で
き
る
の
は
ど
う
し
て
も
12

月
や
1
月
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
が
、

「
天
候
は
安
定
し
て
い
る
し
、
富
士

山
も
綺
麗
に
見
え
る
」
と
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
捉
え
て
い
る
。

　「
茅
ヶ
崎
学
」の
副
産
物
と
し
て
、

茅
ヶ
崎
市
観
光
協
会
や
市
の
社
会
教

育
課
が
事
務
局
を
務
め
る
市
民
団
体

「
ち
が
さ
き
丸
ご
と
ふ
る
さ
と
発
見

博
物
館
の
会
」
と
の
連
携
が
強
固
に

な
り
、
様
々
な
活
動
連
携
が
進
ん
だ
。

2
0
1
0
|
2
0
1
2
年
度
に
は
茅

ヶ
崎
市
観
光
協
会
が
文
化
庁
か
ら
獲

得
し
た
「
大
山
道
」
の
資
源
調
査
事

業
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
2
0
1
2
年
度

か
ら
は
発
掘
さ
れ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
活
用
し
た
「
大
山
道
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
」
の
ガ
イ
ド
を
ゼ
ミ
生
が

務
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ガ
イ
ド
経

験
ほ
ぼ
ゼ
ロ
の
学
生
達
を
育
て
て
く

だ
さ
る
の
が
、
上
記
の
「
ち
が
さ
き

丸
ご
と
ふ
る
さ
と
発
見
博
物
館
の

会
」
の
重
鎮
の
方
々
で
あ
る
。
地
域

の
大
先
輩
に
育
て
て
い
た
だ
く
経
験

を
通
し
て
、
学
生
た
ち
の
目
の
色
は

ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
。

　
ゼ
ミ
と
し
て
委
託
事
業
を
請
け
る

こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は

ゼ
ミ
全
体
で
関
わ
っ
て
い
く
。
そ
の

代
表
例
と
な
っ
た
の
が
奄
美
群
島
広

域
事
務
組
合
に
よ
る
「
環
境
文
化
を

ど
も
た
ち
が
重
な
っ
て
見
え
る
の
か

も
知
れ
な
い
、
と
調
査
監
督
を
務
め

な
が
ら
し
ば
し
ば
思
う
。
学
生
た
ち

も
話
を
お
聞
き
す
る
方
々
と
身
近
な

人
や
、
親
・
祖
父
母
を
重
ね
て
見
て

い
る
よ
う
だ
。
こ
の
よ
う
な
経
験
か

ら
彼
ら
は
〝
自
分
に
何
が
で
き
る
の

か
〞
と
い
う
問
い
の
答
え
を
手
繰
っ

て
い
く
。

　
事
業
は
完
了
し
た
が
、
昨
年
度
か

ら
は
夏
季
ゼ
ミ
合
宿
と
し
て
奄
美
群

島
を
訪
問
し
て
い
る
。
合
宿
期
間
中

に
先
輩
た
ち
の
足
跡
を
訪
ね
、
集
落

の
方
々
を
訪
問
す
る
こ
と
が
狙
い
で

あ
る
。
残
念
な
が
ら
今
年
は
無
理
そ

う
だ
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
対
話
だ

け
は
続
け
て
い
る
。

　
ゼ
ミ
内
有
志
が
参
加
す
る
形
の

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
多
数
あ
る
の

も
本
ゼ
ミ
の
特
徴
で
あ
る
。
最
初
か

ら
そ
の
よ
う
に
計
画
し
た
わ
け
で
は

な
く
、
筆
者
の
研
究
活
動
や
個
人
的

な
相
談
に
学
生
を
巻
き
込
ん
で
い
た

ら
、
い
つ
の
間
に
か
増
え
て
い
た
。

だ
が
震
災
被
災
地
と
の
関
わ
り
は
別

格
で
あ
る
。
宮
古
市
と
の
出
会
い
は
、

当
時
の
二
戸
市
長
の
小
保
内
敏
幸
さ

ん
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
宮
古
市
長

へ
の
ご
紹
介
が
始
ま
り
で
あ
る
。

　
2
0
1
1
年
5
月
に
は
日
本
観
光

ー
を
催
行
し
、
2
0
1
3
年
度
か
ら

は
黒
森
神
社
ツ
ア
ー
に
絞
る
こ
と
に

決
め
、
宮
古
市
観
光
文
化
交
流
協
会

主
催
の
形
で
神
社
例
大
祭
に
合
わ
せ

て
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
学

生
た
ち
は
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
事
前
の
草
刈
り
と
当
日
の
ツ
ア
ー

に
参
加
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

当
初
は
熱
意
だ
け
で
関
わ
り
始
め
て

き
た
が
、
こ
こ
数
年
は
学
生
自
身
が

地
域
の
若
者
と
の
交
流
を
広
げ
、
先

輩
か
ら
後
輩
に
引
き
継
が
れ
な
が
ら

地
域
と
の
立
体
的
な
関
わ
り
が
展
開

さ
れ
て
い
る
。

●
一
人
旅（
個
人
課
題
）

　
こ
の
よ
う
な
活
動
の
傍
ら
で
、
3

年
生
は
「
一
人
旅
」
の
課
題
に
挑
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
「
一
人

旅
」
は
、
筆
者
が
大
学
着
任
が
決
ま

っ
た
瞬
間
に
思
い
つ
い
た
ゼ
ミ
活
動

メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
。
一
人
旅
を
せ
よ
、

と
い
う
だ
け
の
シ
ン
プ
ル
な
指
令
で

あ
り
、
期
間
も
場
所
も
問
わ
な
い
。

タ
ス
ク
は
、
自
分
で
企
画
す
る
こ
と
、

自
分
な
り
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
課
題
」

を
設
け
る
こ
と
、
滞
在
中
は
極
力
ス

マ
ホ
を
使
わ
な
い
こ
と
、
絵
や
歌
な

ど
を
創
作
し
て
来
る
こ
と
、
ゼ
ミ
で

成
果
報
告
を
す
る
こ
と
。

　
こ
れ
ま
で
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
例
と
し

て
は
、「
京
都
で
居
酒
屋
に
入
り
、カ

ウ
ン
タ
ー
越
し
に
マ
ス
タ
ー
と
話
を

し
た
」「
房
総
半
島
を
自
転
車
で
一

周
し
、
出
会
っ
た
人
に
座
右
の
銘
を

書
い
て
も
ら
っ
た
」
「
ヒ
ッ
チ
ハ
イ

ク
日
本
一
周
」
な
ど
。
毎
年
度
末
の

報
告
会
は
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
投
げ
た

い
ぐ
ら
い
面
白
い
。
一
人
旅
の
課
題

に
取
り
組
み
た
い
か
ら
と
本
ゼ
ミ
を

志
望
す
る
学
生
も
い
る
。
一
人
旅
を

す
る
だ
け
な
ん
だ
か
ら
ゼ
ミ
に
入
ら

な
く
て
も
で
き
る
じ
ゃ
な
い
の
、
と

も
思
う
が
、
追
い
込
ま
れ
な
い
と
し

な
い
の
が
現
代
の
学
生
で
あ
る
。
こ

の
一
人
旅
企
画
は
研
究
者
仲
間
に
も

受
け
が
よ
く
、
す
で
に
い
く
つ
か
の

大
学
に
飛
び
火
し
て
い
る
よ
う
だ
。

コ
ロ
ナ
禍
の
ゼ
ミ
活
動

　
2
0
2
0
年
度
は
こ
れ
ら
の
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
ほ
と
ん
ど
が
実
行

で
き
な
く
な
っ
た
。
4
月
か
ら
今
日

ま
で
ゼ
ミ
活
動
は
す
べ
て
オ
ン
ラ
イ

ン
で
あ
る
。
3
年
生
は
春
合
宿
の
鳥

羽
行
き
も
、
夏
合
宿
の
奄
美
行
き
も

お
預
け
と
な
っ
た
。
対
面
授
業
も
当

分
は
叶
わ
な
い
。
さ
ぁ
ど
う
す
る
。

い
や
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

こ
と
が
あ
る
は
ず
だ
。
「
地
域
に
寄

り
添
う
」
と
い
う
ゼ
ミ
の
コ
ン
セ
プ

ト
は
、
今
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
。

逡
巡
の
挙
句
、
ま
ず
は
問
題
を
直
視

し
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
本
質
で
あ

る
「
宝
探
し
」
を
し
よ
う
と
決
め
、

大
学
授
業
が
再
開
さ
れ
る
5
月
を
待

た
ず
に
4
月
２
週
目
か
ら
ゼ
ミ
を
再

開
し
た
。
お
散
歩
圏
で
の
宝
探
し
の

個
人
作
業
と
発
表
、
文
献
講
読
発
表

に
加
え
、
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
題
し
て
グ
ル
ー

プ
研
究
に
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
の
副
産
物
も
フ
ル
稼

働
さ
せ
て
い
る
。zoom

を
活
用
し

た
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の
招
聘
で
あ

る
。
ゼ
ミ
卒
業
生
や
、
イ
ン
タ
ー
ン

で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
、
合
宿
で

訪
れ
る
宿
の
女
将
、
山
北
町
に
移
住

し
た
裏
ゼ
ミ
生
、
そ
し
て
筆
者
の
先

輩
研
究
者
な
ど
様
々
な
方
に
参
画
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
対
話
と
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
は
学
生
を
活
性
化
し
、

徐
々
に
彼
ら
に
笑
顔
が
戻
っ
た
。
い

つ
ま
で
も
続
く
こ
と
は
避
け
た
い
が
、

新
し
い
学
び
方
に
出
会
え
た
と
い
う

実
感
は
学
生
も
筆
者
も
掴
ん
で
い
る
。

目
下
の
課
題
の
4
年
生
の
卒
業
研
究

計
画
も
、
こ
の
辺
に
ヒ
ン
ト
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
ゼ
ミ
活
動
と
言
い
な
が
ら
、
要
素

分
解
す
る
と
筆
者
が
教
え
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
学
生
た
ち
が
学
び

の
リ
ソ
ー
ス
と
し
て
い
る
の
は
、
現

場
＝
地
域
や
様
々
な
縁
を
い
た
だ
い

た
方
々
で
あ
り
、
学
生
自
身
で
あ
る
。

そ
の
交
わ
り
の
場
を
心
地
よ
く
、
楽

し
く
、
輝
く
日
々
で
あ
る
よ
う
に
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
す
る
こ
と
が
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
管
理
者
の
役
割
で
あ
ろ
う
か
。
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
の
は
そ
う
い

う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
本
稿
の
執
筆

を
通
し
て
、
今
、
実
感
し
て
い
る
。

●『
奄
美
群
島
の
残
し
た
い
も
の

　伝
え
た
い
も
の
』（
実
践
研
究
）

●
岩
手
県
宮
古
市
で
の

　東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
研
究

　（プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

化
と
、
そ
の
背
景
と
な
る
自
然
と
の

つ
な
が
り
・
か
か
わ
り
の
こ
と
で
あ

る
。
世
界
遺
産
に
な
ら
ん
と
す
る
今
、

奄
美
群
島
の
価
値
は
環
境
文
化
に
あ

る
こ
と
を
明
確
に
顕
し
、
そ
れ
こ
そ

守
っ
て
い
く
べ
き
も
の
と
し
て
伝
え

て
い
こ
う
、
と
い
う
意
思
表
明
が
こ

の
事
業
の
趣
旨
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
仕
事
が
筆
者
の
ゼ
ミ
に
委
託

さ
れ
た
経
緯
は
少
し
説
明
が
い
る
。

2
0
1
3
年
度
に
設
立
し
た
奄
美
群

島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
の

委
員
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
筆
者

研
究
学
会
か
ら
調
査
予
算
を
得
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
み
、
旧
川

井
村
に
調
査
拠
点
を
確
保
し
て
8
月

に
１
週
間
の
合
宿
調
査
に
入
っ
た
。

本
学
学
生
の
ほ
か
、
立
教
大
学
観
光

学
部
の
学
生
や
二
戸
市
の
若
手
職
員

も
一
緒
に
、
ま
さ
に〝
一
つ
釜
の
飯
を

食
い
〞な
が
ら
、
宮
古
市
に
伝
わ
る

黒
森
神
楽
や
黒
森
神
社
、
漁
業
関
係

者
、
料
理
研
究
家
な
ど
に
出
会
い
、

お
話
を
聞
い
た
。
震
災
や
津
波
は
多

く
の
も
の
を
流
し
去
り
、
破
壊
し
て

し
ま
っ
た
。
だ
が
残
さ
れ
た
も
の
や
、

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
見
つ
め
直
せ

た
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ

れ
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

の
が
趣
旨
で
あ
る
。

　
学
生
た
ち
の
聞
き
書
き
を
ベ
ー
ス

に
フ
ェ
ノ
ロ
ジ
ー
・
カ
レ
ン
ダ
ー
を

作
り
、
２
本
の
エ
コ
ツ
ア
ー（
黒
森

神
社
編
・
田
老
海
岸
編
）
を
企
画
し

た
。
翌
年
10
月
に
は
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア

※
1
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は
じ
め
に
|

「
大
学
で
一
番
忙
し
い
」

ゼ
ミ
⁉

　
学
生
S
が
学
内
報
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
受
け
た
。
掲
載
号
が
発
行
さ
れ

た
と
い
う
の
で
、
学
部
事
務
室
で
読

み
始
め
よ
う
と
し
た
ら
、
い
つ
も
朗

ら
か
な
事
務
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
筆
者

の
顔
を
見
て
ク
ス
ク
ス
笑
い
出
す
。

な
ん
と
S
は
、
冒
頭
の
挨
拶
で
「
私

は
大
学
で
一
番
忙
し
い
ゼ
ミ
に
所
属

し
て
い
ま
す
」
と
ド
ヤ
顔
で
（
想

像
）
口
上
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
根

拠
も
な
し
に
よ
く
言
う
よ
ね
ぇ
と
同

意
を
求
め
よ
う
と
し
た
が
、
彼
女
た

ち
は
首
を
振
る
。
事
務
方
に
は
出
張

書
類
の
数
と
い
う
、
動
か
ぬ
証
拠
が

あ
っ
た
の
だ
。
少
な
く
と
も〝
学
部

１
か
2
忙
し
い
〞ゼ
ミ
で
あ
る
こ
と

は
事
実
ら
し
い
。
そ
ん
な
文
教
大
学

国
際
学
部
・
海
津
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
紹

介
で
あ
る
。

　
ま
ず
は
本
ゼ
ミ
の
位
置
づ
け
か
ら

説
明
し
よ
う
。
文
教
大
学
国
際
学
部

に
は
国
際
理
解
学
科
と
国
際
観
光
学

科
の
２
学
科
が
あ
る
。
教
員
も
学
生

も
ど
ち
ら
か
の
学
科
に
所
属
す
る
が
、

3
年
次
か
ら
開
講
さ
れ
る
専
門
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
の
選
択
に
お
い
て
は
、
学
生

は
所
属
学
科
に
関
係
な
く
選
ぶ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
タ
デ
ィ

ー
ズ
を
学
ぶ
国
際
学
部
の
全
て
の
学

生
に
向
け
て
、
各
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

は
開
く
と
い
う
方
針
で
あ
る
。
学
生

は
学
科
の
専
門
の
学
び
を
基
盤
に
、

興
味
が
あ
る
ゼ
ミ
の
門
戸
を
叩
く
こ

と
が
で
き
、
各
自
の
キ
ャ
リ
ア
を
磨

い
て
い
く
。
国
際
観
光
学
科
教
員
の

筆
者
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
は
両
学
科
の

学
生
が
い
る
。
国
際
理
解
学
科
は
専

門
科
目
で
多
文
化
理
解
や
異
文
化
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
国
際
協
力
な

ど
を
学
ん
で
い
る
の
で
、
国
際
観
光

学
科
の
学
生
は
大
い
に
刺
激
を
受
け

る
よ
う
だ
。
だ
が
そ
こ
は
学
生
、
す

ぐ
に
溶
け
合
っ
て
ゆ
く
。

　
大
学
の
学
期
を
セ
メ
ス
タ
ー
（
業

界
用
語
で「
セ
メ
」と
略
す
）
と
呼
ぶ

が
、
本
学
は
春
・
秋
の
2
学
期
制
で

あ
る
。
1
年
次
春
の
1
セ
メ
に
始
ま

り
4
年
次
秋
の
8
セ
メ
に
終
わ
る
の

で
、
大
学
で
は
学
年
・
学
期
を
こ
の

「
セ
メ
」で
言
い
換
え
る
。
ゼ
ミ
は
5

セ
メ
〜
8
セ
メ
の
期
間
開
講
さ
れ
る

必
修
科
目
（
履
修
し
な
い
と
卒
業
で

き
な
い
科
目
）
で
あ
る
。
在
学
期
間

の
半
分
を
過
ご
す
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

は
、
学
生
生
活
上
で
重
要
な
存
在
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

　
筆
者
の
ゼ
ミ
は
、
配
属
が
決
ま
っ

た
４
セ
メ
中
か
ら
、
プ
レ
ゼ
ミ
や
先

輩
の
活
動
へ
の
参
加
、
春
休
み
の
合

宿
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
事
実
上
5

セ
メ
期
間
に
亘
る
の
各
学
生
と
の
関

わ
り
と
な
る
。
相
互
に
与
え
合
う
影

響
は
大
き
い
が
、〝
せ
っ
か
く
選
び
・

選
ば
れ
た
の
だ
か
ら
楽
し
く
実
り
あ

る
2
年
間
に
し
よ
う
よ
〞
〝
先
生
も

ね
！
〞
と
い
う
「
合
意
」
を
形
成
し

て
、
共
に
忙
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

い
る
。

活
用
し
た
地
域
振
興
事
業
」

（
2
0
1
5
|
2
0
1
8
年
度
）
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
世
界
自
然
遺
産
登

録
を
目
前
に
控
え
て
〝
奄
美
群
島
と

は
い
か
な
る
地
域
か
〞
を
顕
在
化
す

る
仕
事
で
あ
る
。

　
世
界
自
然
遺
産
申
請
に
先
立
っ
て

国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
た
奄
美
群
島

で
は
、
国
立
公
園
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

「
生
物
多
様
性
」＋「
環
境
文
化
」
と

し
て
い
た
。
環
境
文
化
が
意
味
す
る

の
は
、
奄
美
群
島
の
各
集
落
に
色
濃

く
伝
え
残
さ
れ
て
き
た
暮
ら
し
の
文

は
、
同
じ
委
員
で
「
奄
美
遺
産
」
の

提
唱
者
で
あ
っ
た
故
・
中
山
清
美
先

生
と
知
己
を
得
、
ゼ
ミ
ご
と
先
生
の

弟
子
入
り
を
志
願
し
た
。
い
い
で
す

よ
と
認
め
て
い
た
だ
き
、
先
生
が
指

導
さ
れ
て
い
る
大
島
北
高
校
の
「
聞

き
書
き
サ
ー
ク
ル
」
の
活
動
に
ゼ
ミ

合
宿
を
充
て
て
高
校
生
と
と
も
に
聞

き
書
き
に
参
加
し
た
の
で
あ
る
。
広

域
事
務
組
合
は
こ
の
活
動
に
着
目
し

て
、
８
島
12
市
町
村
か
ら
１
集
落
ず

つ
を
選
ん
で
聞
き
書
き
を
行
う
壮
大

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
し
、
本
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
に
任
せ
て
く
だ
さ
っ
た
の

だ
。
１
集
落
3
名
の
チ
ー
ム
を
組
み
、

年
に
2
回
の
調
査
を
実
施
し
た
。
台

風
シ
ー
ズ
ン
や
学
期
中
を
除
い
て
現

地
調
査
を
行
う
た
め
、
期
間
は
３
ヵ

年
に
亘
っ
た
。
4
年
目
は
冊
子
『
奄

美
群
島
の
残
し
た
い
も
の
伝
え
た
い

も
の
』
に
編
集
し
、
印
刷
物
と
し
て

発
行
し
、
群
島
全
集
落
に
配
布
し
た
。

関
わ
っ
た
学
生
は
50
名
近
く
に
及
ん

だ
。
中
に
は
卒
論
の
対
象
地
に
選
ん

で
何
度
も
足
を
運
ん
だ
り
、
卒
業
し

て
か
ら
チ
ー
ム
で
再
訪
し
た
り
す
る

者
も
い
る
な
ど
、
学
生
と
島
の
交
流

は
今
も
続
い
て
い
る
。

　
島
か
ら
す
れ
ば
、
神
奈
川
県
の
大

学
に
通
う
学
生
は
よ
そ
者
で
あ
る
が
、

島
の
子
ど
も
た
ち
は
高
校
や
大
学
が

な
い
た
め
早
い
時
期
に
島
を
出
て
し

ま
う
。
島
口
（
方
言
）
も
よ
く
理
解

で
き
な
い
若
者
た
ち
と
島
を
出
た
子

ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
は

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
さ
て
、
筆
者
が
文
教
大
学
に
着
任

し
た
の
は
2
0
0
7
年
で
、
翌

2
0
0
8
年
に
国
際
観
光
学
科
が
誕

生
し
た
。
早
い
も
の
で
現
在
の
3
年

生
は
14
期
生
で
あ
る
。
現
役
・
O
B

合
わ
せ
て
同
窓
生
は
や
が
て
2
0
0

名
に
届
く
。

　
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
は
一
貫
し
て
「
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
で
あ
る
。
エ
コ
ツ

ー
リ
ズ
ム
を
学
ぶ
、
創
る
、
始
め
る
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
何
が
で
き
る
か

を
考
え
る
な
ど
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
出
発
地
点
に
す
る
こ
と
も
で
き
る

が
、
筆
者
の
ゼ
ミ
で
は
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
代
表

さ
れ
、
表
現
さ
れ
る
モ
ノ
・
コ
ト
の

本
質
を
学
ぶ
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い

る
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
訪
問
先
地

域
の
自
然
や
地
域
社
会
、
文
化
を
尊

重
し
守
り
な
が
ら
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

受
け
て
一
歩
深
く
学
び
楽
し
む
観
光

の
概
念
で
あ
り
、
21
世
紀
の
観
光
と

さ
れ
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
実
践
形
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ

の
本
質
と
は
地
域
社
会
や
資
源
に
寄

り
添
い
、
魅
力
を
発
見
し
（
宝
探
し

と
呼
ん
で
い
る
）
、
現
場
か
ら
考
え

る
こ
と
に
あ
る
。
ツ
ー
リ
ス
ト
や
ビ

ジ
ネ
ス
に
注
力
す
る
観
光
学
で
は
な

く
、
地
域
に
軸
足
を
置
く
観
光
学
を

徹
底
的
に
追
求
し
て
い
る
。

　
そ
の
先
に
目
指
し
て
い
る
の
は
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
育

成
で
あ
る
。
学
ん
だ
こ
と
を
心
に
携

え
て
、
い
か
な
る
職
業
に
就
こ
う
と

も
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
生
か
し
て
ほ

し
い
、
い
つ
か
は
自
分
の
出
身
地
域

に
還
元
で
き
る
人
材
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
る
。

　
余
談
だ
が
、
学
生
た
ち
は
学
外
の

友
人
や
保
護
者
等
に
ゼ
ミ
の
説
明
を

し
よ
う
と
す
る
と
、
相
当
苦
労
す
る

ら
し
い
。
そ
れ
も
ま
た
良
い
経
験
で

あ
る
。
着
任
後
の
数
年
は
毎
年
、
マ

レ
ー
シ
ア
の
サ
バ
州
や
マ
カ
オ
な
ど

の
海
外
に
学
生
を
連
れ
て
行
っ
て
い

た
が
、
そ
の
後
東
日
本
大
震
災
に
遭

遇
し
た
り
、
地
域
か
ら
の
要
請
が
あ

っ
た
り
が
続
く
中
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
学
び
は
地
域
を
選
ば
な
い
こ

と
に
気
づ
き
、
現
在
は
学
生
も
行
き

や
す
い
国
内
に
学
び
の
場
を
シ
フ
ト

し
て
い
る
。
お
金
を
貯
め
て
い
つ
か

ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
に
行
こ
う
、
と
い

う
合
言
葉
は
残
し
て
あ
る
が
。

〈
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動
の

紹
介
〉

　
ゼ
ミ
で
の
学
び
は
、
①
文
献
購
読

に
よ
る
理
論
研
究
、
②
実
践
研
究
、

③
個
人
課
題
、
④
卒
業
研
究
な
ど
の

定
常
的
な
活
動
の
他
、
⑤
有
志
を
募

っ
て
継
続
的
に
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
に
分
類
で
き
る
。
こ
こ
で

は
、
②
③
⑤
に
つ
い
て
代
表
的
な
活

動
を
紹
介
し
よ
う
と
思
う
。

●
茅
ヶ
崎
学（
実
践
研
究
）

　
文
教
大
学
は
埼
玉
県
越
谷
市
と
神

奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
に
キ
ャ
ン
パ
ス
が

あ
り
、
筆
者
が
い
る
国
際
学
部
は
後

者
に
当
た
る
。
着
任
3
年
目
の
2
0

0
9
年
か
ら
茅
ヶ
崎
市
を
題
材
に
調

査
研
究
を
進
め
て
提
案
・
実
践
に
結

び
つ
け
る
「
茅
ヶ
崎
学
」
を
開
始
し

た
。
テ
ー
マ
や
カ
ラ
ー
は
毎
年
異
な

る
が
、
社
会
調
査
に
よ
っ
て
資
源
調

査
結
果
を
地
図
や
フ
ェ
ノ
ロ
ジ
ー
・

カ
レ
ン
ダ
ー
に
ま
と
め
、
学
外
で
の

発
表
を
行
う
こ
と
を
基
本
ス
タ
イ
ル

に
活
動
を
続
け
て
き
た
。
2
0
1
2

年
か
ら
は
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て

エ
コ
ツ
ア
ー
の
実
施
と
マ
ッ
プ
の
制

作
・
印
刷
に
落
ち
着
い
た
。
ツ
ア
ー

が
催
行
で
き
る
の
は
ど
う
し
て
も
12

月
や
1
月
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
が
、

「
天
候
は
安
定
し
て
い
る
し
、
富
士

山
も
綺
麗
に
見
え
る
」
と
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
捉
え
て
い
る
。

　「
茅
ヶ
崎
学
」の
副
産
物
と
し
て
、

茅
ヶ
崎
市
観
光
協
会
や
市
の
社
会
教

育
課
が
事
務
局
を
務
め
る
市
民
団
体

「
ち
が
さ
き
丸
ご
と
ふ
る
さ
と
発
見

博
物
館
の
会
」
と
の
連
携
が
強
固
に

な
り
、
様
々
な
活
動
連
携
が
進
ん
だ
。

2
0
1
0
|
2
0
1
2
年
度
に
は
茅

ヶ
崎
市
観
光
協
会
が
文
化
庁
か
ら
獲

得
し
た
「
大
山
道
」
の
資
源
調
査
事

業
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
2
0
1
2
年
度

か
ら
は
発
掘
さ
れ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
活
用
し
た
「
大
山
道
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
」
の
ガ
イ
ド
を
ゼ
ミ
生
が

務
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ガ
イ
ド
経

験
ほ
ぼ
ゼ
ロ
の
学
生
達
を
育
て
て
く

だ
さ
る
の
が
、
上
記
の
「
ち
が
さ
き

丸
ご
と
ふ
る
さ
と
発
見
博
物
館
の

会
」
の
重
鎮
の
方
々
で
あ
る
。
地
域

の
大
先
輩
に
育
て
て
い
た
だ
く
経
験

を
通
し
て
、
学
生
た
ち
の
目
の
色
は

ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
。

　
ゼ
ミ
と
し
て
委
託
事
業
を
請
け
る

こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は

ゼ
ミ
全
体
で
関
わ
っ
て
い
く
。
そ
の

代
表
例
と
な
っ
た
の
が
奄
美
群
島
広

域
事
務
組
合
に
よ
る
「
環
境
文
化
を

ど
も
た
ち
が
重
な
っ
て
見
え
る
の
か

も
知
れ
な
い
、
と
調
査
監
督
を
務
め

な
が
ら
し
ば
し
ば
思
う
。
学
生
た
ち

も
話
を
お
聞
き
す
る
方
々
と
身
近
な

人
や
、
親
・
祖
父
母
を
重
ね
て
見
て

い
る
よ
う
だ
。
こ
の
よ
う
な
経
験
か

ら
彼
ら
は
〝
自
分
に
何
が
で
き
る
の

か
〞
と
い
う
問
い
の
答
え
を
手
繰
っ

て
い
く
。

　
事
業
は
完
了
し
た
が
、
昨
年
度
か

ら
は
夏
季
ゼ
ミ
合
宿
と
し
て
奄
美
群

島
を
訪
問
し
て
い
る
。
合
宿
期
間
中

に
先
輩
た
ち
の
足
跡
を
訪
ね
、
集
落

の
方
々
を
訪
問
す
る
こ
と
が
狙
い
で

あ
る
。
残
念
な
が
ら
今
年
は
無
理
そ

う
だ
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
対
話
だ

け
は
続
け
て
い
る
。

　
ゼ
ミ
内
有
志
が
参
加
す
る
形
の

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
多
数
あ
る
の

も
本
ゼ
ミ
の
特
徴
で
あ
る
。
最
初
か

ら
そ
の
よ
う
に
計
画
し
た
わ
け
で
は

な
く
、
筆
者
の
研
究
活
動
や
個
人
的

な
相
談
に
学
生
を
巻
き
込
ん
で
い
た

ら
、
い
つ
の
間
に
か
増
え
て
い
た
。

だ
が
震
災
被
災
地
と
の
関
わ
り
は
別

格
で
あ
る
。
宮
古
市
と
の
出
会
い
は
、

当
時
の
二
戸
市
長
の
小
保
内
敏
幸
さ

ん
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
宮
古
市
長

へ
の
ご
紹
介
が
始
ま
り
で
あ
る
。

　
2
0
1
1
年
5
月
に
は
日
本
観
光

ー
を
催
行
し
、
2
0
1
3
年
度
か
ら

は
黒
森
神
社
ツ
ア
ー
に
絞
る
こ
と
に

決
め
、
宮
古
市
観
光
文
化
交
流
協
会

主
催
の
形
で
神
社
例
大
祭
に
合
わ
せ

て
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
学

生
た
ち
は
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
事
前
の
草
刈
り
と
当
日
の
ツ
ア
ー

に
参
加
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

当
初
は
熱
意
だ
け
で
関
わ
り
始
め
て

き
た
が
、
こ
こ
数
年
は
学
生
自
身
が

地
域
の
若
者
と
の
交
流
を
広
げ
、
先

輩
か
ら
後
輩
に
引
き
継
が
れ
な
が
ら

地
域
と
の
立
体
的
な
関
わ
り
が
展
開

さ
れ
て
い
る
。

●
一
人
旅（
個
人
課
題
）

　
こ
の
よ
う
な
活
動
の
傍
ら
で
、
3

年
生
は
「
一
人
旅
」
の
課
題
に
挑
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
「
一
人

旅
」
は
、
筆
者
が
大
学
着
任
が
決
ま

っ
た
瞬
間
に
思
い
つ
い
た
ゼ
ミ
活
動

メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
。
一
人
旅
を
せ
よ
、

と
い
う
だ
け
の
シ
ン
プ
ル
な
指
令
で

あ
り
、
期
間
も
場
所
も
問
わ
な
い
。

タ
ス
ク
は
、
自
分
で
企
画
す
る
こ
と
、

自
分
な
り
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
課
題
」

を
設
け
る
こ
と
、
滞
在
中
は
極
力
ス

マ
ホ
を
使
わ
な
い
こ
と
、
絵
や
歌
な

ど
を
創
作
し
て
来
る
こ
と
、
ゼ
ミ
で

成
果
報
告
を
す
る
こ
と
。

　
こ
れ
ま
で
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
例
と
し

て
は
、「
京
都
で
居
酒
屋
に
入
り
、カ

ウ
ン
タ
ー
越
し
に
マ
ス
タ
ー
と
話
を

し
た
」「
房
総
半
島
を
自
転
車
で
一

周
し
、
出
会
っ
た
人
に
座
右
の
銘
を

書
い
て
も
ら
っ
た
」
「
ヒ
ッ
チ
ハ
イ

ク
日
本
一
周
」
な
ど
。
毎
年
度
末
の

報
告
会
は
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
投
げ
た

い
ぐ
ら
い
面
白
い
。
一
人
旅
の
課
題

に
取
り
組
み
た
い
か
ら
と
本
ゼ
ミ
を

志
望
す
る
学
生
も
い
る
。
一
人
旅
を

す
る
だ
け
な
ん
だ
か
ら
ゼ
ミ
に
入
ら

な
く
て
も
で
き
る
じ
ゃ
な
い
の
、
と

も
思
う
が
、
追
い
込
ま
れ
な
い
と
し

な
い
の
が
現
代
の
学
生
で
あ
る
。
こ

の
一
人
旅
企
画
は
研
究
者
仲
間
に
も

受
け
が
よ
く
、
す
で
に
い
く
つ
か
の

大
学
に
飛
び
火
し
て
い
る
よ
う
だ
。

コ
ロ
ナ
禍
の
ゼ
ミ
活
動

　
2
0
2
0
年
度
は
こ
れ
ら
の
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
ほ
と
ん
ど
が
実
行

で
き
な
く
な
っ
た
。
4
月
か
ら
今
日

ま
で
ゼ
ミ
活
動
は
す
べ
て
オ
ン
ラ
イ

ン
で
あ
る
。
3
年
生
は
春
合
宿
の
鳥

羽
行
き
も
、
夏
合
宿
の
奄
美
行
き
も

お
預
け
と
な
っ
た
。
対
面
授
業
も
当

分
は
叶
わ
な
い
。
さ
ぁ
ど
う
す
る
。

い
や
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

こ
と
が
あ
る
は
ず
だ
。
「
地
域
に
寄

り
添
う
」
と
い
う
ゼ
ミ
の
コ
ン
セ
プ

ト
は
、
今
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
。

逡
巡
の
挙
句
、
ま
ず
は
問
題
を
直
視

し
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
本
質
で
あ

る
「
宝
探
し
」
を
し
よ
う
と
決
め
、

大
学
授
業
が
再
開
さ
れ
る
5
月
を
待

た
ず
に
4
月
２
週
目
か
ら
ゼ
ミ
を
再

開
し
た
。
お
散
歩
圏
で
の
宝
探
し
の

個
人
作
業
と
発
表
、
文
献
講
読
発
表

に
加
え
、
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
題
し
て
グ
ル
ー

プ
研
究
に
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
の
副
産
物
も
フ
ル
稼

働
さ
せ
て
い
る
。zoom

を
活
用
し

た
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の
招
聘
で
あ

る
。
ゼ
ミ
卒
業
生
や
、
イ
ン
タ
ー
ン

で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
、
合
宿
で

訪
れ
る
宿
の
女
将
、
山
北
町
に
移
住

し
た
裏
ゼ
ミ
生
、
そ
し
て
筆
者
の
先

輩
研
究
者
な
ど
様
々
な
方
に
参
画
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
対
話
と
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
は
学
生
を
活
性
化
し
、

徐
々
に
彼
ら
に
笑
顔
が
戻
っ
た
。
い

つ
ま
で
も
続
く
こ
と
は
避
け
た
い
が
、

新
し
い
学
び
方
に
出
会
え
た
と
い
う

実
感
は
学
生
も
筆
者
も
掴
ん
で
い
る
。

目
下
の
課
題
の
4
年
生
の
卒
業
研
究

計
画
も
、
こ
の
辺
に
ヒ
ン
ト
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
ゼ
ミ
活
動
と
言
い
な
が
ら
、
要
素

分
解
す
る
と
筆
者
が
教
え
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
学
生
た
ち
が
学
び

の
リ
ソ
ー
ス
と
し
て
い
る
の
は
、
現

場
＝
地
域
や
様
々
な
縁
を
い
た
だ
い

た
方
々
で
あ
り
、
学
生
自
身
で
あ
る
。

そ
の
交
わ
り
の
場
を
心
地
よ
く
、
楽

し
く
、
輝
く
日
々
で
あ
る
よ
う
に
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
す
る
こ
と
が
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
管
理
者
の
役
割
で
あ
ろ
う
か
。
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
の
は
そ
う
い

う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
本
稿
の
執
筆

を
通
し
て
、
今
、
実
感
し
て
い
る
。

化
と
、
そ
の
背
景
と
な
る
自
然
と
の

つ
な
が
り
・
か
か
わ
り
の
こ
と
で
あ

る
。
世
界
遺
産
に
な
ら
ん
と
す
る
今
、

奄
美
群
島
の
価
値
は
環
境
文
化
に
あ

る
こ
と
を
明
確
に
顕
し
、
そ
れ
こ
そ

守
っ
て
い
く
べ
き
も
の
と
し
て
伝
え

て
い
こ
う
、
と
い
う
意
思
表
明
が
こ

の
事
業
の
趣
旨
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
仕
事
が
筆
者
の
ゼ
ミ
に
委
託

さ
れ
た
経
緯
は
少
し
説
明
が
い
る
。

2
0
1
3
年
度
に
設
立
し
た
奄
美
群

島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
の

委
員
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
筆
者

研
究
学
会
か
ら
調
査
予
算
を
得
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
み
、
旧
川

井
村
に
調
査
拠
点
を
確
保
し
て
8
月

に
１
週
間
の
合
宿
調
査
に
入
っ
た
。

本
学
学
生
の
ほ
か
、
立
教
大
学
観
光

学
部
の
学
生
や
二
戸
市
の
若
手
職
員

も
一
緒
に
、
ま
さ
に〝
一
つ
釜
の
飯
を

食
い
〞な
が
ら
、
宮
古
市
に
伝
わ
る

黒
森
神
楽
や
黒
森
神
社
、
漁
業
関
係

者
、
料
理
研
究
家
な
ど
に
出
会
い
、

お
話
を
聞
い
た
。
震
災
や
津
波
は
多

く
の
も
の
を
流
し
去
り
、
破
壊
し
て

し
ま
っ
た
。
だ
が
残
さ
れ
た
も
の
や
、

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
見
つ
め
直
せ

た
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ

れ
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

の
が
趣
旨
で
あ
る
。

　
学
生
た
ち
の
聞
き
書
き
を
ベ
ー
ス

に
フ
ェ
ノ
ロ
ジ
ー
・
カ
レ
ン
ダ
ー
を

作
り
、
２
本
の
エ
コ
ツ
ア
ー（
黒
森

神
社
編
・
田
老
海
岸
編
）
を
企
画
し

た
。
翌
年
10
月
に
は
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア

※1）フェノロジー・カレンダー
とは、自然と人文の季節暦
のこと。
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